
紀　　　　　　要

第46巻

2 0 1 3

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

創立50周年記念号



 

 

紀要 50 周年記念号巻頭言 
 

創立 50 周年記念号の発刊に寄せて 

 

鈴鹿工業高等専門学校長 

新田保次 

 

 本校は、1962 年、わが国の産業の発展を担う実践的中堅技術者の育成を目的に、国立工業高

等専門学校の 1 期校 12 校の一つとして全国に先駆けて創設されました。昨年、創設 50 周年を

迎えましたが、卒業生、同窓会、後援会、企業、そして現・元教職員などの多数の方々のご支

援により、11 月 3 日、めでたく創立 50 周年記念の式典、講演会、ならびに祝賀会を執り行う

ことができました。記念事業としては、これらに加えて高専祭・体育祭・音楽部定期演奏会や

ロゴマークの募集を行ったところです。 
そして、同窓会からの多額の寄付金により、改修予定の第三青峰寮（仮称「テクネの館」、学

生活動の支援を行ったり、地域の皆様や同窓生が集う場）内に「創立 50 周年記念ギャラリー」

の設置、ロボコン、プロコン、ソーラー・低燃費カーレースなどの創造教育への支援や北米・

中国などへの海外交流の促進を図る「先進的エンジニア教育支援基金」創設を予定しています。 
 このような時、鈴鹿高専「紀要」も 50 周年を記念し特集号を組むことになりました。幸い、

多数の投稿があり、21 本の論文が厳正な査読を経て掲載される運びとなりました。掲載された

論文は、本校の教員所属組織である教養教育科、機械工学科、電気電子工学科、電子情報工学

科、生物応用化学科、材料工学科の特質を反映して、人文・社会科学、理学、工学といったよ

うに多岐にわたっています。 
現在では、高専は中堅技術者の育成からさらに発展し、より高度な実践的かつ創造的技術者

の育成、さらにはグローバルに活躍する人材育成を目指すようになってきていますが、これら

の視点からも知の最先端を進む、科学的な創造力の結集である研究力の向上が一層求められる

ようになっています。本紀要は、その研究力を研究成果として、鈴鹿高専から国内外に発信す

る意味で重要な役割を担っています。50 周年記念号の刊行を契機に、皆様方の研究の発展・深

化や異分野との学際融合研究の萌芽へとつながり、さらには本校の研究面での発展が一層進む

ことを期待しています。 
最後に、本特集号の編纂に多大なご尽力を頂きました、編集部会員、投稿者、査読者を始め

とする関係各位に深く謝意を表します。 
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（教育論文） 

 

数学への興味を育むための出前授業の実践 
 

大貫 洋介 1*  

1:教養教育科   

 

 

中学校・小学校や地域の公開講座などで出前授業を行う際，高専教員に期待されることは発展的な内容を

背景に持つ題材を平易な言葉で解説し以降の算数・数学の学習の意欲につなげてもらうことである．ただ，

これまでの学習範囲やその理解度が異なるため出前授業の対象によって適切に選ばなければならない．この

ため，出前授業の準備において題材選びに苦労することは少なくない．本稿では出前授業の題材選びの一助

となればと考え，一昨年，昨年に行った近隣中学校への出前授業に関する実践報告を行う．  

 
Key Words :  出前授業，導入教育，数学への興味  

(受付日 2012 年 8 月 27 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
1．はじめに 

2010 年，2011 年に三重県鈴鹿市内の中学校へ出前授業，

また2011年には三重県教育委員会の事業である理数教育

充実支援事業における特別講師として三重県大台町の中

学校へ出前授業を行う機会を得た．本報告では 3 度の出

前授業における実践報告と高等専門学校の教員として小

学校・中学生や地域の公開講座などでの授業をどのよう

に行うことができるかに関する考察について報告したい． 
 
2．出前授業の題材について 

ここでは出前授業で行った題材として 4 つのテーマを

紹介しよう． 
１つ目の題材は角の 3 等分線についてである．定規と

コンパスのみを用いた角の 3 等分が不可能であることは

中学生にとっても既知の事実である．ただし，これは角

の 3 等分のための定規とコンパスの使い方が限定的に定

められているからであり，特別な角度を扱えば，または

定規やコンパスを特別な使い方をすれば，または別の器

具を用いれば角の3等分は実現できてしまう．ここでは，

トマホークという器具を作成し，これを用いて任意の角

の3等分を実現するための工夫について紹介した．また，

最後に角の 3 等分がなされたことに対する証明も考えて

もらった． 
2 つ目の題材はサイクロイド，アステロイド，カージオ

イドなど様々な数理曲線とその性質を用いた．サイクロ

イド，アステロイド，カージオイドの媒介変数方程式や

極方程式の導入はできないので，直線上においた円を滑

らさずに転がす，円の内側や外側を滑らさずに転がすこ

とで出来る図形の有用さを紹介したうえで，それがどの

ような形を描くか？図形の感覚を養うために様々な考察

を行ってもらった． 

3 つ目の話題はトーラスなど幾何学の話題である．球や

ドーナッツ型など立体の特徴づけとして穴の数により分

類する数学の分野が存在することを紹介，具体例を用い

て球ならではの性質，トーラスならではの性質について

考察してもらった． 
4 つ目は曲率の話題である．3 角形の内角の和が 180 度

であるという出張は中学生で知らない生徒がいない．た

だ，これが成り立たない世界が存在することについて考

えてもらい，常識的な主張であっても吟味すれば成り立

たないかもしれないということを考察してもらった．数

学において，証明を知っている主張ならば証明で仮定し

た条件がつねに成り立つか？また，成り立たない世界も

考えられないか？など証明における条件や仮定の重要性

を意識できるなど生徒にとっても興味深い話題であった

ようだ． 
 

 いずれの題材もよく知られた話ではあるが，中学校まで

に学習する機会はほとんどない．本稿では曲率以外の 3 つ

のテーマに付いて授業の構成などを報告する．中学生にと

って興味のある話題について紹介し，考える時間を持つこ

とで受講者の今後の学習意欲につながれば幸いである． 
 
3．出前授業の形式について 

 2010 年，2011 年ともに鈴鹿市立平田野中学校へは中学

校から本校へ直接照会があり出前授業を行った．この日は

平田野中学校の学校公開デーとして保護者や近隣住民に

開放されており，それら行事の一環として，近くの高校教

諭などによる各学校特色のある授業を体験する公開授業

が実施されていた機会に本校としても参加させて頂いた

ものである． 
 受講者は中学 3 年生であり，全体で 10 程度開講された
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たないかもしれないということを考察してもらった．数

学において，証明を知っている主張ならば証明で仮定し

た条件がつねに成り立つか？また，成り立たない世界も

考えられないか？など証明における条件や仮定の重要性

を意識できるなど生徒にとっても興味深い話題であった

ようだ． 
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とで受講者の今後の学習意欲につながれば幸いである． 
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 2010 年，2011 年ともに鈴鹿市立平田野中学校へは中学
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講座に 5，6 時限を用いて，各生徒は異なる 2 つの講座に

参加する形式であった．私の出前授業は各 25 名程度の受

講者での実施であったが3年生の生徒のうち予め知らせて

頂いた数学を題材にしたタイトルの講座を希望する生徒

が集まっていたため意欲も高い状態で授業を行うことが

できた． 
 
 2011 年，大台町立宮川中学校では中学 2 年生を対象に

出前授業を行った．これは三重県教育委員会の施策である

理数教育充実支援事業における特別講師として年度始め

に登録させて頂いた内容から私の講座を宮川中学校教諭

により選んで頂き，三重県教育委員会の特別講師として派

遣されたものである． 
 受講者は宮川中学校の 2 年生全生徒の 23 人であった．

数学の得手・不得手はあるものの，いつも授業を受けてい

る教室での公開授業であったため，こちらからの問いかけ

に対する反応も良く非常にやりやすい出前授業であった． 
 

表 1. 出前授業の実施校とその内容について 
実施年月 中学校名 実施時間帯 授業内容 
2010年 

6月 
平田野 
中学校 

5限目 角の 3等分線 

2010年 
6月 

平田野 
中学校 

6限目 
角の 3等分線， 

トーラス 
2011年 
10月 

平田野 
中学校 

5限目 
カージオイド， 

トーラス 
2011年 
10月 

平田野 
中学校 

6限目 
カージオイド， 

トーラス 
2011年 
12月 

宮川 
中学校 

5限目 カージオイド 

 
 上記の出前授業は各中学校の正課に準じて行ったため，

1 限あたり 50分の通常の授業であった． 
 
4．題材 1 : 角の 3等分線の作図について 

出前授業でこの題材を扱うときは作図問題についての

復習と解説を行った後に簡単な図形の作図問題を扱い作

図の概念に慣れることを始めに行っている．作図に関して

は学習指導要領にあるように中学校 1 年で角の二等分線，

垂直二等分線，垂線などの基本的な図形の作図方法につい

ては学習済みである． 
作図問題において定規とコンパスのみを利用して，と説

明されることは多いが，これらの利用には特別な注意が必

要である．すなわち，作図問題において実現できることは

次の 3種類の操作を繰り返すことに限られる． 
 
1. 任意の 2点を結ぶ直線を引くことができる． 

2. 1 点から等距離にある円を描くことができる． 
3. 2 点の距離を他の位置で実現することができる． 
 
ここで定規は長さを測るために利用できないことに注

意しておく．また，コンパスはいくらでも小さい半径や，

いくらでも大きい半径の円を描くことが可能である． 
作図問題に関する詳細は文献を参照して欲しい 1,2が，簡

単に記すと2次方程式として表すことのできる場合は作図

可能，3 次以上の方程式で表される場合は作図不可能であ

ることが知られている． 
例えば，作図不可能であることが証明されている問題と

して次は代表的な例である． 
 
1. 与えられた角を 3等分する． 
2. 与えられた立方体の 2倍の体積の立方体を作図する． 
3. 与えられた円と同じ面積の正方形を作図する． 

 
実際に上記 2.を用いて作図不可能であることを検証し

てみよう．与えられた立方体の辺の長さを 1 とするとき, 
新しく作図する体積が 2倍の立方体の体積を x とすると 

x3 = 2 
を満たす長さ x の線分を作図しなければならない．これは

3 次方程式なので作図不可能である． 
 
4.1. 角の 3等分線の実現（トマホーク） 

 この出前授業では古くから知られた直線と円を使ってつ

くられる道具を用いて任意の角の 3 等分を実現してみる． 
1. コンパスを用いて直線上に r=AB=BC=CD を満たす

4 点A,B,C,D を取る（図 1.）． 
2. C を中心に半径 r の半円を描く（図 2.）． 
3. 点Bを通りAC に垂直な半直線を描く（図 3.）． 
4. 柄をつけて紙から切り抜く（図 4.）．これをトマホー

クと呼ぼう． 

   
        図 1              図 2 
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図 4. トマホーク 

 
これを用いて任意の角度を 3 等分してみる．2 つの半直

線から出来る任意の角Eを点Bから引いた垂線上に, 点A
を一方の半直線上に，他方の半直線が半円に接するように

トマホークを配置する（図 5.）．このとき，線分 BE，CE
が角の 3等分を与える． 

 

図 5. トマホークの配置方法 
 

なお図 6.のように補助線を引くと中学生の学習項目で

ある合同な 3 角形の利用だけにより証明も得られるため，

授業内の課題や宿題として提示する題材としても適切で

ある． 

 
図 6. 角の 3等分の証明 

 
4.2. 角の 3等分線の実現を用いた授業展開 

対象学年：中学 2年生以上（三角形の合同条件を利用する

ため） 
授業時間：50 分 
 
ねらい：作図問題など，ある条件の下でなすことが出来な

いことが示されているとき，それらの条件は無駄なく与え

られているのが通常である．これらの条件を取り除くこと

で不可能であった問題が解決できることが存在すること

を確認し，問題や証明の本質を考える機会を与える．また，

実際に手を動かすことで角の 3等分を体験し，数学に関す

る興味を育む． 
 
生徒に準備してもらうもの：はさみ，定規，コンパス，筆

記用具 
こちらで準備するもの：厚手の紙（生徒の人数分） 
 
授業実施計画： 
・スライドを用いて角の 3 等分線に関する概要の説明． 
・トマホークの作成方法の紹介の後に，こちらで準備し

た厚手の紙を用いて実際にトマホークを作成させる．

（始めに描く線分AD の長さは任意であること，B か

ら垂線を引くときは長めに引いた方が良いことに注意

する） 
・トマホークを利用して，任意の角度を 3 等分してもら

う． 
・補助線を引いた図を提示し，角の 3 等分が実現できる

ことを証明させる． 
・コンパスと定規だけでは作図不可能なことが証明され

ている角の 3 等分について，実現できる理由を考えて

もらう． 
 
発展課題：トマホークの利用で角の 3等分が実現できる理

由は，与えられた角の上にトマホークを 3 点（角E，点A，
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弧と半直線の接点）が適切に配置されるようにおくことに

ある．このように 3つの条件が同時に成り立つ特別な配置

を探す工夫を用いることで角の 3等分が実現できる． 
 実際に角の3等分を実現する方法は他にも多く存在する

ので他の方法を調べ，このときの定規とコンパスだけでは

作図できない工夫が存在することに注意して説明させる

課題を与えることが可能である． 
 
授業の反応など：定規とコンパスを利用した通常の作図に

よる角の3等分が実現不可能であることはよく知られてい

るため，出前授業における題材として中学生には取り組み

やすいものである．また，上記のように授業を構成すると

生徒が手を動かし工作をする時間を確保することができ

能動的に授業に参加できる． 
 また，後日中学校からいただいたアンケートの結果から

角の3等分が不可能であることの証明は難しいが工夫次第

で解決できることを喜ぶ声が多かった．また，作成したト

マホークはそのまま持ち帰り，授業を受けていなかった友

人や家族などに紹介したなどの意見を聞くこともできた．

中学校2年で学習する項目である三角形の合同条件を理解

し活用出来るならば十分に授業のねらいは達成できる． 
 
5．題材 2 : サイクロイドの性質と利用 

 サイクロイドはある円を直線上におき，円をすべらさず

に転がしたときの円周上の1点の描く軌跡として実現でき

る．同様にアステロイド（内サイクロイド）はある円を固

定された別の円（半径は 4 倍とする）に内接するようにお

き，すべらさずに転がしたときの動く円の円周上の 1点の

描く軌跡として実現できる． 
 
5.1．円を転がすことについての考察（カージオイド） 

 半径の等しい 2 つの円を準備し，片方の円Aを固定，も

う一方の円 B を固定した円 A の周囲をすべらさずに転が

したときの円B 上のある点の軌跡をカージオイド（外サイ

クロイド）という．ここで円 B が円 A の周囲を 1 周する

間に円 B は 2 回転（自転）する．これは円 B の動く距離

が円周 2回転分であることが理由である．ここで，円Bの

動く距離は円B の中心が動く距離を意味する． 

 

図 7. カージオイド曲線 
5.2. カージオイドを用いた授業展開 

対象学年：中学生以上 
授業時間：50 分 
 
ねらい：サイクロイド，カージオイドなど三角関数，極方

程式などの曲線に触れ，複雑な関数で実現できる曲線も身

近な現象を表すことを実感する．また，実際に手を動かす

ことで様々な発展の形があることに気付かせ，意欲的に問

題を解決する力を養う． 
 
生徒に準備してもらうもの：筆記用具，10 円玉 4枚 
授業実施計画： 
・サイクロイド，アステロイド，カージオイドなどの曲

線の方程式，グラフの慨形とその性質を紹介する 3． 
・10 円玉を 2枚使ってカージオイドを描くとともに動か

す10円玉の自転の数が2回転であることに気付かせる． 
・他の図形を用いて得られる外サイクロイドがどのよう

な形になるか，またこのときの動く円は何回転の自転を

しているか？などについて考察する．（本出前授業では

図8.のように3つの接するように並べた10円玉を固定

し，その周りをもう一つの 10 円玉を回転させるとどう

なるかを考えさせた．） 

 
図 8. 発展的な外サイクロイドの例 

 
授業の反応など：一方の 10 円玉を固定し，その周りをも

う一方の 10 円を滑らさずに転がすことが，手を動かして

みると案外難しくこれが実験の面白みにつながり生徒の

反応は良かった．また，出前授業は中学 2，3 年生を対象

に行ったのだが，円の動く距離に関しては中心の動く距離

を調べれば良いことも実験の中で複数の生徒が発見して

くれるなど”気付く”ことに関しては良い題材であった． 
 
6．題材 3 : トポロジーの世界 

 数学ではトポロジーという分野が存在する．3 次元空間

内のある立体を分類するとき立体を自在に伸縮させて同

じ形に出来るものを同相という．同相な立体を同じとみな

（教育論文） 

 

すとき，立体は開いている穴の数で分類できる．穴のない

形を球，穴が一つ開いたドーナツ型の立体をトーラスと呼

ぶことにしよう． 

 
図 9. 同相の例 

 
6.1. 展開図 

 同相な立体の中で基本的な形である球やトーラスにつ

いて展開して作られる図を考えてみよう．切り開いた展開

図をゴムのようの伸び縮みさせたとき，必ず長方形の形に

表せる．このとき，球やトーラスなどの特徴は長方形の展

開図の繋がり方に現れる．実際に球の展開図は地球上の世

界地図を考えれば良い． 
 
 

 
 

図 10. 球の展開図 
 

 トーラス形についてはチューブをホース状に切り，さら

にホースを上下に開くように切ると次のような繋がりを

持つ展開図が得られる． 
 
 
 

 
 

 
 

図 11. トーラスの展開図 
 
6.2. トーラスの展開図を用いた授業展開 

対象学年：小学生でも可能 
授業時間：20 分 
 
ねらい：立体図形を考えることで立体のイメージを捉える

力を養う．また，トーラスなどの概念に触れることで数学

に関する興味を持たせる． 
 
授業実施計画： 
・球やトーラスなどトポロジーに関する立体の分類を紹

介する． 
・世界地図（図 10.）を提示し，球の展開図の繋がり方

を理解する． 
・トーラスの展開図（図 11.）とそのつながり方を提示

し，これがどのような立体の展開図かを考察させる． 
・2 つの穴を持つトーラスの展開図について考察させる． 

 
授業の反応など：球の展開図の繋がり方については少し考

えると理解は易しい．トーラスの展開図の繋がり方はコン

ピュータゲームの中の地図として現れることが多く，我々

が考える以上に生徒にとっては身近な題材のようである．

しかし，この身近な地図を立体にするとトーラスになると

いう発見が生徒にとっては驚きとともに興味を持つこと

が出来る． 
 2 つ穴のトーラスの展開図から立体図形を構成するのは

困難であるが意欲的な生徒は紙を貼り合わせるなどの工

夫をしながら解決する姿もみられた． 
 
7．まとめ 

 15 歳人口が年々減少し，理科離れ・理系離れの声を聞く

機会が増える中で，高専教員が中学校・小学校や地域の公

開講座などの出前授業を行う際に高専志願者を獲得する

ための学校の広報活動の一環として行うことは間違いな
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い．ただ，中学校・小学校，地域の公開講座の主催者が高

専教員に出前授業を依頼する際に期待していることはな

んであろうか？ 
 出前授業で中学校の教員から「我々では出来ない題材を

用いて生徒に数学への興味を持たせて欲しい」と話して頂

いたことがある．このことが出前授業の際に我々が期待さ

れる本質なのではないであろうか．中学校の指導要領の範

囲に縛られず，発展的な内容を背景に持つ，出来るだけ平

易な題材を選び，扱うことで数学への興味関心を育み，今

後の中学校などでの数学の学習への高い動機づけにつな

がれば十分である． 
ただし，発展的な内容を背景に持つ，出来るだけ平易な

題材を選ぶことは簡単ではない．高専教員だけでなく多く

の高等学校や中学校教諭に情報収集する機会を作って頂

き，多くの場で数学に対する興味関心を育むような授業を

行って頂ければ幸いに思う． 
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和弓の破損に関する力学的考察 
 

末次 正寛1*,  辻 正利2,  谷川 義之3, 南部 紘一郎1, 西岡 將美 4  

   1: 機械工学科 

2: 名誉教授・機械工学科 

        3: 教育研究支援室 

4: 教養教育科 

  
 
弓道に使用される和弓は複数の材料を組み合わせた複合構造材であり，それらの接着層が弓の湾曲によっ

て発生する応力で剥離する場合がある．本研究では，木材とカーボンファイバーで構成された初級者・中級

者用の和弓を対象とし，弓幹内部の境界層に生じるせん断応力を実験ならびに有限要素法 (FEM)によって解

析した．その結果，せん断力は弓の下端部において最大となり，かつその部分の内側の境界層で最大のせん

断応力が発生していることがわかった．また，実験値と  FEM 解析値は概ね一致しており，作成した  FEM
大変形解析プログラムの有効性が示された．  
 
Key Words : 和弓，せん断応力，境界層，実験応力・ひずみ解析，有限要素法 

 

(受付日 2012 年 8 月 23 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
 
1．はじめに 

今日，弓道は広く一般に普及し，各地の武道館や学校・大学

等において多くの人々がそれぞれの目的を持って修錬している．

弓道は他の武道と違って戦う相手がいないのが特徴であり，この

点からも人間形成や徳育の向上等，精神面の修養が強調されるこ

とが多い．しかし一般的な体育として見ても，男女の差なく長い

年代にわたって継続的にできるスポーツであり，筋力の向上や健

康増進に有効である．さて，弓は元来狩猟や戦陣で使用されてい

たものであり，当然ながら古より射術の向上や弓具の改良がなさ

れてきた．弓具，特に弓については，より遠くへ貫通力のある矢

を射ることができるように，材質や形状，さらに内部構造に到ま

で工夫がなされた(1)．その結果，竹材と木材（近年ではグラスフ

ァイバーやカーボンファイバー材）等を組み合わせた複合構造と

なり，より精巧なものになった反面，部材境界面における剥離破

壊という問題が生じた．筆者らも弓の使用中にこの経験が何度か

あり，この剥離破壊は比較的頻繁に起こるため，安全な弓具の使

用という点からも詳細に検討する必要がある．われわれは先にこ

の問題について実験的な検討を行い，ある程度の知見を得た(2)．

本研究では，有限要素法(FEM)による数値解析も併せて実施し，

実験による結果との比較検討を行った．FEM による解析が有効

であれば，破壊問題はもとより，さらに高性能な和弓の設計等に

寄与できると考えられる． 
 

2．和弓の構造(1,3)と本研究に用いた和弓について 

図 1(a)に弦を張った和弓の概略図を示す．標準の長さは 

2.21m(七尺三寸)であり，これを基準として約 6cm（二寸）長

いものや短いもの等を各自の身長に応じて使用する．このように 
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(b) 断面の例（A－A 断面） 
図 1 和弓の形状概略 
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和弓の破損に関する力学的考察 
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弓道に使用される和弓は複数の材料を組み合わせた複合構造材であり，それらの接着層が弓の湾曲によっ

て発生する応力で剥離する場合がある．本研究では，木材とカーボンファイバーで構成された初級者・中級

者用の和弓を対象とし，弓幹内部の境界層に生じるせん断応力を実験ならびに有限要素法 (FEM)によって解

析した．その結果，せん断力は弓の下端部において最大となり，かつその部分の内側の境界層で最大のせん

断応力が発生していることがわかった．また，実験値と  FEM 解析値は概ね一致しており，作成した  FEM
大変形解析プログラムの有効性が示された．  
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洋弓に比べて長大であることや，握りが中心より下（全長の約三

分の一）にあることが，和弓の特徴である．図 1(b)は和弓の断面

の例を示す．断面形状は一般的に台形であり，「三枚打」は櫨（は

ぜ）などの木材を竹でサンドイッチ状に挟んだもの，また「五本

ひご」は内部に竹材を配して弓力を強化したものである．このよ

うに伝統的な和弓は，竹材と木材を接着剤で貼り合わせたもので，

上級者は現在でもこのような弓を使用している．これに対し，竹

材の代わりにグラスファイバーやカーボンファイバーを用いた比

較的安価な和弓が作られており，管理や取扱いの容易さから初

級・中級者を中心に広く普及している．本研究では学生の多くが

使用しているこのタイプの弓を研究対象とした． 
図 2 に今回の研究で解析対象としたカーボンファイバー弓の

構造を示す．図 1(b)で示した三枚打構造のものであり，内竹と外

竹に代わって 2 枚のカーボンファイバー板が木材に接着されて

いる．矢尺 0.9mを引いた時の弓力が 166.6Nの二寸伸弓であり，

この弓の場合内側（圧縮側）のカーボンファイバーが外側（引張

側）のそれに比べて板厚が厚くなっている． 

 
図 2 カーボンファイバー弓の構造 

 
なお，弓を各部材に解体し，カーボンファイバー板については

軸方向の引張試験，木材については三点曲げ試験を行ってヤング

率 E とポアソン比νをひずみゲージを用いて測定した．その結果，

次のとおりであった． 
内側のカーボンファイバー：ヤング率 Ec,in  = 63.9GPa 
                          ポアソン比νc,in  = 0.33 
外側のカーボンファイバー：ヤング率 Ec,out  = 39.4GPa 
                          ポアソン比νc,out  = 0.32 
内部の木材：ヤング率 Ewood  = 9.4GPa 

ポアソン比νwood  ≑ 0.5 
 
3．射法の概要(3) 

図 3 に示すように和弓は弦を外した状態（ここでは，フリー

の状態を呼ぶ）で保管されているため，まず始めに弦を張って図 
1(a)の状態にする必要がある．これは図 4 に示すように，弓の

上端部（末弭：うらはず）を壁に当てて握り部付近を左手で保持

し，弓の下端部（本弭：もとはず）を右手で引き上げて弦を掛け 

 
 

 
る動作を行う．これらの図からわかるとおり，和弓はフリーの状

態では裏反りと呼ばれる反対向きの反りを持っているため，使用

時における力が一段と強くなる構造となっている． 
図 5 に射法の概略を示す．右手は弽（ゆがけ）と呼ばれる革製

の手袋をつけて親指の腹で弦を保持し，左手は握りを持って弓を

捧げ上げる（図 5(a)）．次に弓を左に押し開いて一旦止め（図 5 
(b),），左右一杯に押し開いて気力を充実させ（図 5(c)），鋭く離

す（図 5 (d)）．なお，(b)と(c)の状態をそれぞれ大三，会と弓道用

語では呼ぶが，本研究では主にこの状態における弓の力学的な考

察を行った． 

  

  

(a) 打越し      (b) 大三 

(c) 会       (d) 離れ 

図 3 弦をはずした和弓の形状 図 4 弦の張り方 

図 5 射法の順序 

（学術論文） 

4．曲げの基礎理論(4) 

図 2 に示したとおり，今回対象とした初級・中級者向けの弓は

カーボンファイバーと木材で構成されている．このような複数の

材質から成る断面を持つはりの曲げを考えるために，ここでは単

一の材料から成る等価材（等価断面）へ変換するという手法を用

いる．今，図 6(a)に示すように内側のカーボンファイバー，外側

のカーボンファイバー，内部の木材の縦弾性係数（ヤング率）を

それぞれ Ec,in，Ec,out，Ewood とする．例えば内側のカーボンファ

イバーを基準にして等価断面へ変換することを考えると，ヤング

率の比によって図6(b)のように木材部と外側のカーボンファイバ

ー部の幅を置き換えればよい．あとはこの等価断面形状における

図心 G を求めて断面二次モーメント I を式（1）より算出し，G
からの距離 y ならびに曲げモーメントM から式（2）によって応

力 σが計算される． 

dAyI
A

2
                （1） 

y
I
M

                  （2） 

式（2）からわかるように，応力 σ を測定すれば曲げモーメント

M が算出できるため，弓の各部分における M を測定してこれを

長さ方向に微分すれば，式（3)に示すようにせん断力Vを得るこ

とができる． 

dx
dMV                         （3） 

さらに，任意の位置の断面内におけるせん断応力 τの分布は，面

積モーメントQ を用いて式（4）より評価することができる． 

'It
VQ

                   （4） 

ここで t' は，図6(b)に示すように，等価断面のウェブ部（木材に

相当する部分）における厚さである．  

  
図 6 等価断面への変換（Ec,inを基準とした例） 

5．実験方法ならびに数値解析方法について 

5.1 実験による検討 

 弓の握り部から上下に 200mm 間隔の場所（図 1(a)に 0～9
の数字で示した位置）の表裏にゲージ長 2mm の一軸ひずみゲ

ージを弓の軸方向に貼り付けた．実際の測定では，まず図 3の

弦を張る前の状態（フリーの状態）でひずみゲージの 0点調整

を行った後，図 1(a)の弦を張った状態，図 5(b)の大三の状態，

図 5(c)の会の状態における各部のひずみ値を計測した． 
5.2 数値解析による検討 

 本研究では自作した有限要素法ラーメン構造解析プログラム

を使用し，名古屋大学情報連携基盤センターを利用して解析を行

った．今回のような弓の場合，変形量が部材そのものの寸法程度

となるため大変形解析を行う必要がある．そこで 1 回の荷重が

弾性微少変形内に留まるように全負荷荷重を n 分割し，n 回の

繰り返し計算を実行して各段階の解析結果を累積した． 
はじめに，簡単な実験によって本解析プログラムの検証を行

った．図 7 に示すように市販品の木材の梁（桧材）の両端下部

に車輪をつけてレールの上に乗せ，中央部に集中荷重 P = 55N
を負荷して中央部のたわみδmax と支点部の水平方向移動量 x
を測定した．その結果，δmaxと x はそれぞれ 55.27mm，2.5mm
であった．これに対し同図に示す 11 節点 10 要素モデルで解析

した FEM の結果はδmax  = 54.78mm，x = 2.75mm であり，

概ね良好な結果が得られた．但し， 以下に述べるように，会に

おける実際の弓の最大変形量は非常に大きいものとなる為，ここ

で示した検証の範囲は限られたものである． 

 

図 7 FEMプログラムの検証 

 
 次に，実際の弓の解析について示す．図 8 に示すように，弓全

体にわたって基本的に50mm間隔で 48個の節点を作成し 47要

素に要素分割した．なお，弓の上端部と下端部（約 10cm ～ 
15cm）には「関板」と呼ばれる補強板があるため，その部分はよ

り細かく分割してある．次に 4章で述べた等価断面における各部

分の断面積と断面二次モーメント，また材料定数を入力する．以

上の前処理の後，3 章で述べた弓に弦を張る動作を表現するため，

図 8(a)に示すように下端部の節点(# 48)を 2 方向固定，握りの部

分にあたる節点(# 31)を 1 方向（水平方向）固定し，先端部の節

点(# 1)に実測値である P = 55.9N の荷重を負荷した．その結果，

弓の形状は図 8(b)のように変形するが，図 4 に示すとおり実際の    
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となるため大変形解析を行う必要がある．そこで 1 回の荷重が

弾性微少変形内に留まるように全負荷荷重を n 分割し，n 回の

繰り返し計算を実行して各段階の解析結果を累積した． 
はじめに，簡単な実験によって本解析プログラムの検証を行

った．図 7 に示すように市販品の木材の梁（桧材）の両端下部

に車輪をつけてレールの上に乗せ，中央部に集中荷重 P = 55N
を負荷して中央部のたわみδmax と支点部の水平方向移動量 x
を測定した．その結果，δmaxと x はそれぞれ 55.27mm，2.5mm
であった．これに対し同図に示す 11 節点 10 要素モデルで解析

した FEM の結果はδmax  = 54.78mm，x = 2.75mm であり，

概ね良好な結果が得られた．但し， 以下に述べるように，会に

おける実際の弓の最大変形量は非常に大きいものとなる為，ここ

で示した検証の範囲は限られたものである． 

 

図 7 FEMプログラムの検証 

 
 次に，実際の弓の解析について示す．図 8 に示すように，弓全

体にわたって基本的に50mm間隔で 48個の節点を作成し 47要

素に要素分割した．なお，弓の上端部と下端部（約 10cm ～ 
15cm）には「関板」と呼ばれる補強板があるため，その部分はよ

り細かく分割してある．次に 4章で述べた等価断面における各部

分の断面積と断面二次モーメント，また材料定数を入力する．以

上の前処理の後，3 章で述べた弓に弦を張る動作を表現するため，

図 8(a)に示すように下端部の節点(# 48)を 2 方向固定，握りの部

分にあたる節点(# 31)を 1 方向（水平方向）固定し，先端部の節

点(# 1)に実測値である P = 55.9N の荷重を負荷した．その結果，

弓の形状は図 8(b)のように変形するが，図 4 に示すとおり実際の    
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図 9 弦を張った状態から会まで 
 
動作としてはここで握り部の荷重を左手で保ったまま弦を下端部 
へ掛け，その後に左手を離して完了する．従って，計算上では図 
8(b)のように変形後のモデルの上下端節点(# 1, # 48)へ 2 方向拘

束をかけ（弦を張る動作），さらに握り部(# 31)に生じた反力 R
を反対側から負荷した（左手を離す動作）．その結果，上下端節点

(# 1, # 48)に生じた垂直方向（弦方向）の反力は計算上 315.6Ｎと

なった．これに対し，実際の弦の張力を機械式張力計（㈱イマダ：

DX2-50K）で測定したところ 308.7N となり大変よく一致した． 
次に図 9(a)に示すように，右手で弦を引く部分に節点(# 49)を 

1 つ作り，その節点と弓の上下端の節点とを結ぶ 2 要素を追加し

た．この要素は弦に相当するが，計算に必要な弦のヤング率 Es

は引張試験機（島津オートグラフ）を用いた引張試験結果より，

Es＝38.85GPa と決定した．その後，握りの部分(節点# 31) を 2
方向固定，弦を保持する部分 (節点# 49)を 1方向（垂直方向）固

定した上で，# 49 の節点に弓の張力であるP = 166.6N を水平方

向に負荷した．最終的に得られた形状を図 9(b)に示す（図 5(c)
の会に対応する）．図 10 は実際の会の状態の一例である．本図と

図 9(b)とを比較すると，FEM 計算で得られた変形が実際のそれ

に対して幾分大きくなっていることがわかるが，形状については

概ね一致していることが知られる． 

 
図 10 会の一例 

 
 なお，図 11(a), (b)は，図 8(a)の状態から図 8(b)の状態へ変形

する際の節点 #1の移動量を種々の計算繰り返し数 nで行った結

果である（図 8(b)は変形後の座標値を垂直に表示し直したもの）．

図 11 の結果より，概ね n = 400 以上で節点の変位は一定となっ

ているため，本研究では大変形解析のための計算繰り返し数は n 
= 600 とした． 
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6．結果ならびに考察 

 図 12 に実験によって得られた各部のひずみ測定値を示す．横

軸は弓を引いた長さであり，原点は弦を張る前の状態(フリーの状

態)を示している．実際の測定は図 1(a)に示したNo.0～No.9の位

置の表裏(合計 20 ヶ所)で行っているが，ここでは代表的な場所

として No.1, No.3, No.5, No.7, No.9を示してある．本図から，

内側の圧縮ひずみ，外側の引張ひずみともに大三（図 5(b)参照）

までは緩やかに上昇し，そこから会（図 5(c)参照）に到るにつれ

て急激に増加していることがわかる．このようなひずみ測定値よ

り，内側と外側のカーボンファイバーそれぞれのヤング率を基準

とした二通りの等価断面でデータを処理したが，ほぼ同じ結果が

得られたため，本論文ではこれ以降内側のひずみ測定値を用いた

内側基準の等価断面による結果のみを示す．また，これに対応さ

せて，FEM 解析による結果も内側基準の等価断面によるもののみ

を示す． 
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図 13 は弓全体にわたっての曲げモーメント M の分布を各段

階で示したものである．黒塗りのシンボルは実験値であり，内側

のひずみゲージ出力εin と内側カーボンファイバーのヤング率 
Ec,in より式（5）で得られた応力σin から，式（2）を用いて算出

したものである．また，白抜きのシンボルは FEM 解析の結果を

示す（(b)大三の状態は実験値のみ）． 

  inincin E   ,                （5） 

なお，横軸の番号は FEM 解析における節点番号 #1～#48 の

位置であり，#1が弓の上端部，#48 が下端部，#31 が握り部にあ

たる．本図より，(a)の弦を張った状態では弓の広い範囲で M ≒ 
50N・m の一定のモーメントとなっていることや，(b)大三，(c)
会と弓を引き絞るにつれて M が握りの部分を最大として増大し

ていることがわかる．また，実験値と FEM の解析値は概ね一致

しており，本研究で用いた解析プログラムの有効性が示された．

しかし，(c)会の状態における弓の上部での実験値と FEM 値の差

がやや大きいことがわかる．これは，張力 P = 166.6N で供試材

の弓を引いた場合，実際の矢尺は約 0.9m～1.0m となるが，FEM
解析では 1.3m程度（図 9(b)の節点 #31 と#49 の間隔）となって

しまっていることからわかるとおり，大変形時における FEM 解

析に改良すべき点が残っていることを示している．この問題に関

しては，弦の要素の再検討や，荷重負荷の繰り返し方法の再検討，

また材料定数の非線形性の考慮などが今後必要と考えられる． 
同じく，図 14 は実験と FEM におけるせん断力 V の分布を

示したものである（煩雑になるため(b)大三の状態は省略した）．

黒塗りのシンボルで示した実験値は，図 13 の実験値 M のそれ

ぞれの点における勾配であり，前後の点を含む 3 点を 2 次近似す

ることによって求めた．横軸 #31 の握り部付近において せん断

力 V の符号が逆に変わっていることや，弓の上下端部付近で V
は大きな値をとっていることがわかる．また，実験値と FEM 値

は概ね一致しているが，図 13 の曲げモーメント分布に対応して，

会の状態における弓の上部の両者の差が大きくなっていることが

知られる． 

図 12 弓のひずみ測定結果 

図 13 曲げモーメントM の分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 
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図 9 弦を張った状態から会まで 
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の会に対応する）．図 10 は実際の会の状態の一例である．本図と
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 図 12 に実験によって得られた各部のひずみ測定値を示す．横

軸は弓を引いた長さであり，原点は弦を張る前の状態(フリーの状

態)を示している．実際の測定は図 1(a)に示したNo.0～No.9の位

置の表裏(合計 20 ヶ所)で行っているが，ここでは代表的な場所

として No.1, No.3, No.5, No.7, No.9を示してある．本図から，
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とした二通りの等価断面でデータを処理したが，ほぼ同じ結果が

得られたため，本論文ではこれ以降内側のひずみ測定値を用いた
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図 13 は弓全体にわたっての曲げモーメント M の分布を各段

階で示したものである．黒塗りのシンボルは実験値であり，内側

のひずみゲージ出力εin と内側カーボンファイバーのヤング率 
Ec,in より式（5）で得られた応力σin から，式（2）を用いて算出

したものである．また，白抜きのシンボルは FEM 解析の結果を

示す（(b)大三の状態は実験値のみ）． 
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黒塗りのシンボルで示した実験値は，図 13 の実験値 M のそれ

ぞれの点における勾配であり，前後の点を含む 3 点を 2 次近似す

ることによって求めた．横軸 #31 の握り部付近において せん断

力 V の符号が逆に変わっていることや，弓の上下端部付近で V
は大きな値をとっていることがわかる．また，実験値と FEM 値

は概ね一致しているが，図 13 の曲げモーメント分布に対応して，

会の状態における弓の上部の両者の差が大きくなっていることが

知られる． 
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図 14 より，弓の上端部付近では FEM 節点番号 #11（ひずみ

ゲージ貼付位置 #1）の場所，また下端部付近では FEM 節点番

号 #43（ひずみゲージ貼付位置 #9）の場所でせん断力 V が最大

となっている．従って，次にこの位置の断面内に生じているせん

断応力τについて検討する．図 15 ～図 17 は，これら弓の上端

部と下端部の各断面内におけるせん断応力分布を示したもので，

それぞれ (a) 弦を張った状態， (b) 大三の状態， (c) 会の状態

におけるものである．横軸は式 (4)より求めたせん断応力τ，縦

軸は各断面の重心からの距離を示している．前述のとおり，式 (4)
中の t’ は等価断面に変換されたウェブ部の厚さであるため，図 

15 ～図 17 に示されたτは 2 枚のカーボンファイバーに挟まれ

た木材部のτである．またこれらの図中で，外側あるいは内側の

境界位置と示した場所が，それぞれの側の木材とカーボンファイ

バーの境目である．図 15 ～図 17 より，せん断応力τは重心位

置で最大であり，弓を引くにしたがって増大することがわかる．

また，全体的に弓の上端部より下端部の方がτの絶対値が大きく，

危険であることが知られる．カーボンファイバーと木材の境界位

置に注目すると，最も大きなせん断応力は，図 17 に示した会の

状態における弓の下端部の内側境界位置であり，実験値で－1.2 
MPa ～ －1.3MPa，FEM 計算値で－1.4 MPa 程度となること

がわかった．今回の研究では，剥離破損した弓を解体して各部材

の機械的性質を測定した（2 章参照）が，この弓の剥離箇所は下

部の内側境界層であり，ここで述べた結果と一致している．なお，

下端部の外側境界や上端部の境界位置においてもこれらの値に迫

るτが発生しており，せん断による剥離破壊に注意を払う必要が

あることが知られる． 
以上のように，本研究によって和弓の構成部材境界層に発生す

るせん断応力の分布と強さが明らかとなった．一方，実際の行射

では 1 本の矢を放つ度に弓は減衰振動を繰り返し，かつ 1 張の

弓で年間数千本以上の矢を何年にもわたって射る．従って，今後

はこのような疲労の要因をも含めた和弓の使用応力や強度に関す

る考察が必要になると思われる．現在，この基礎的検討として，

カーボンファイバーと木材境界部の接着せん断強度に関する実験

を実施している．未だ実験数が少なく，また測定に際しては端部

の不均一な応力分布等に注意を要する(5)が，この強度は本研究で

評価された弓の境界部に発生しているせん断応力値に比べて，そ

れほど大きくはない可能性があり，詳しく検討を進めていく予定

である． 
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図 14 せん断力 V の分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 

図 15 弦を張った状態におけるせん断応力 τの分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 

図 16 大三におけるせん断応力 τの分布 
（実験結果のみ） 

図 17 会におけるせん断応力 τの分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 
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7．まとめ 
 学生弓道で多用されるカーボンファイバーと木材で構成され

た和弓について，境界層に生じるせん断応力分布を実験ならびに 
FEM 解析によって評価した．得られた結果をまとめると次のよ

うである． 
(1) 複数の材質から構成される弓幹の断面を，各部材のヤング率 

E の測定値をもとにした等価断面へ変換する手法により，簡

便に和弓の応力・ひずみ解析が実施できた． 
(2) 会（弓を引き絞った状態）では，弓の下端部に大きなせん断

力 V が生じ，内側のカーボンファイバーと木材の境界部には，

1.2MPa ～ 1.4MPa 程度のせん断応力 τが発生する． 
(3) 木材のはりを用いた単純支持はりの大変形三点曲げ実験を行

い，今回用いた自作の FEM 大変形プログラムの有効性を検

証した． 
(4) 今回提案した手法により，弦をはずした状態の弓へ弦を張り，

さらにこれを引くといった一連の動作を，FEM で大変形解

析することが可能となった． 
(5) 弓幹に生じる曲げモーメント M やせん断力 V の分布等，実

験値と FEM 解析値は概ね同様の結果が得られ，作成した解

析プログラムの有効性が示された．しかし，実際の矢尺が 
0.95m～1.0m であるのに対して FEM 解析では 約 1.3m と

なり， FEM 解析値は実験値に比して大きめに評価された．

これについては今後の検討が必要である． 
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の機械的性質を測定した（2 章参照）が，この弓の剥離箇所は下

部の内側境界層であり，ここで述べた結果と一致している．なお，

下端部の外側境界や上端部の境界位置においてもこれらの値に迫

るτが発生しており，せん断による剥離破壊に注意を払う必要が

あることが知られる． 
以上のように，本研究によって和弓の構成部材境界層に発生す

るせん断応力の分布と強さが明らかとなった．一方，実際の行射

では 1 本の矢を放つ度に弓は減衰振動を繰り返し，かつ 1 張の

弓で年間数千本以上の矢を何年にもわたって射る．従って，今後

はこのような疲労の要因をも含めた和弓の使用応力や強度に関す

る考察が必要になると思われる．現在，この基礎的検討として，

カーボンファイバーと木材境界部の接着せん断強度に関する実験

を実施している．未だ実験数が少なく，また測定に際しては端部

の不均一な応力分布等に注意を要する(5)が，この強度は本研究で

評価された弓の境界部に発生しているせん断応力値に比べて，そ

れほど大きくはない可能性があり，詳しく検討を進めていく予定

である． 
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図 14 せん断力 V の分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 

図 15 弦を張った状態におけるせん断応力 τの分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 

図 16 大三におけるせん断応力 τの分布 
（実験結果のみ） 

図 17 会におけるせん断応力 τの分布 
（黒塗り→実験，白抜き→ FEM） 
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A Study on the Failure of Japanese-style Bow 
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A traditional Japanese-style bow consists of wood and bamboo.  On the other hand, a 
modern Japanese-style bow consists of wood and carbon fiber, and it is widely used for 
beginners and intermediate archers.  These materials, wood and carbon fiber, are glued 
together with an adhesive, and they occasionally come off, through utilization over a long 
period of years.  In this study, shear stress arising at the interface between wood and carbon 
fiber was evaluated by the experimental and the numerical procedures.  As a result, it was 
shown that the maximum shear sliding stress τmax = 1.2MPa～1.4MPa was generated at the 
inside interface in the lower part of bow.  Numerical results are generally in good agreement 
with the experimental results, and it is confirmed that the analysis program developed in our 
laboratory is effective for this kind of large deformation problem.   
 
             
 
Key Words : Japanese-style Bow, Shear Sliding Stress, Interface, Experimental Stress-strain Analysis, 

Finite Element Method 
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竹繊維強化複合材料の製作方法と強度特性 
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1:機械工学科 

2: 同志社大学・工学部 

3: 電子機械工学専攻修了(トヨタ自動車) 
 
 

環境に優しい天然繊維強化複合材料として，強化繊維に竹繊維を，母材にポリプロピレン樹脂を

使用した竹繊維強化複合材料を，射出成形により製作するためのペレットの製作方法として，ポリ

プロピレン不織布に竹繊維を巻き込み，二軸混練押出機を使用する方法を考案した．そして竹繊維

の含有率が，衝撃強度，引張り強度，疲労寿命に及ぼす影響を調べた．その結果，竹繊維の含有率

をポリプロピレン樹脂との重量比で 60%にした場合，竹繊維とポリプロピレン樹脂との界面接着性

が最も良くなり，いずれの強度特性も向上することがわかった．  
 
Key Words : 竹繊維，複合材料，射出成形，衝撃試験，疲労試験 

 
(受付日 2012 年  8 月 31 日；  受理日 2013 年  1 月 15 日 ) 

 
1.緒言 

1940 年代初めにアメリカでガラス繊維を不飽和ポリエ

ステル樹脂で固めたガラス繊維強化複合材料（Glass Fiber 

Reinforced Plastics，以下 GFRP と呼ぶ）が開発された．

GFRP は 軽くて強く，耐薬品性，耐食性が良好で，繊維や

母材の種類や量によって材料特性を変えることが可能な

設計できる材料として，浴槽，スポーツ用品，自動車とい

った身近なものから，船舶，宇宙・航空機といった大きな

ものまで幅広い分野で使用されている． 

しかし近年，環境問題が徐々に深刻になり環境への配慮

が重要視されるようになってきた．GFRPは廃棄やリサイク

ルをする際，ガラス繊維と母材を分離することが難しく，

またガラス繊維を製造するには多くのエネルギーが必要

であり，環境に優しい材料とはいえない．そこで天然の素

材を強化材とした天然繊維強化複合材料の研究が数多く

行われるようになり 1，ジュートなどの天然繊維を用いた

長繊維 PP ペレットが実用化されている．天然繊維強化複

合材料は繊維含有率を50％以上にし，可燃性樹脂を母材に

使用すれば天然素材として焼却処理が可能で，燃料として

も利用できる．さらに母材に生分解性樹脂を用いればより

環境に優しい材料となる 2． 

本研究では天然繊維強化複合材料の強化材として入手

が容易で繊維方向の強度が優れている竹繊維を用い，母材

に熱可塑性樹脂であるポリプロピレン樹脂（以下 PP と呼

ぶ）を用いて， 二軸混練押出機(以下押出機と呼ぶ)によ

り射出成形用ペレットを製造する方法を考案し，射出成形

により竹繊維強化複合材料（Bamboo Fiber Reinforced 

Plastics，以下 BFRP と呼ぶ）試験片を製作して，アイゾ

ット衝撃試験，静的引張試験，繰り返し疲労試験を行い，

繊維含有率が強度特性に及ぼす影響について調べた． 

 

2.実験方法 

2.1 ペレット製造方法 

押出機により PP などの母材に短ガラス繊維や炭酸カル

シウム粒子などの充填材を一定の割合で混入させたペレ

ットを製造する場合，定量フィーダを用いて押出機の入り

口や横からそれらを母材樹脂ペレットとともに投入する

方法が一般的である．しかし竹短繊維では入り口で繊維が

「ダマ」になり，摩擦が小さいためにサイドフィーダでは

定量押し込みができず，また多量に送り込めないという問

題が起こった．本研究ではこれらの問題を，PP不織布に竹

繊維を巻き込む方法で解決した．まず PP 不織布を長さ

2000mm，幅500mmに切り，その上に十分に乾燥させた竹繊

維を均一にばら撒き，繊維と樹脂の接着性改善のためにマ

レイン酸をPPに対して５wt%混入して，巻き寿司の具のよ

うに竹繊維を PP 不織布に巻き込みながら，図１に示すよ

うに直径3㎝以下のロール状になるように手作業で巻いた．

これを押出機（L/D=42，スクリュー径 31mm 同方向回転完

全噛合い型二軸反応押出機）に投入し，190℃に加熱して 

 

 

 

 

図１ 竹繊維－PPロール 

（Original Article）
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1:Dept. of  Mechanical Engineering  

2: Professor Emeritus, Dept. of Mechanical Engineering 
3:Education and Research Support Team 

4:Dept. of General Education 
 

A traditional Japanese-style bow consists of wood and bamboo.  On the other hand, a 
modern Japanese-style bow consists of wood and carbon fiber, and it is widely used for 
beginners and intermediate archers.  These materials, wood and carbon fiber, are glued 
together with an adhesive, and they occasionally come off, through utilization over a long 
period of years.  In this study, shear stress arising at the interface between wood and carbon 
fiber was evaluated by the experimental and the numerical procedures.  As a result, it was 
shown that the maximum shear sliding stress τmax = 1.2MPa～1.4MPa was generated at the 
inside interface in the lower part of bow.  Numerical results are generally in good agreement 
with the experimental results, and it is confirmed that the analysis program developed in our 
laboratory is effective for this kind of large deformation problem.   
 
             
 
Key Words : Japanese-style Bow, Shear Sliding Stress, Interface, Experimental Stress-strain Analysis, 

Finite Element Method 
 
 

（学術論文） 

竹繊維強化複合材料の製作方法と強度特性 
 

民秋 実1*，  藤井 透2，  大窪 和也2， 伊藤 慎人3 

1:機械工学科 

2: 同志社大学・工学部 

3: 電子機械工学専攻修了(トヨタ自動車) 
 
 

環境に優しい天然繊維強化複合材料として，強化繊維に竹繊維を，母材にポリプロピレン樹脂を

使用した竹繊維強化複合材料を，射出成形により製作するためのペレットの製作方法として，ポリ

プロピレン不織布に竹繊維を巻き込み，二軸混練押出機を使用する方法を考案した．そして竹繊維

の含有率が，衝撃強度，引張り強度，疲労寿命に及ぼす影響を調べた．その結果，竹繊維の含有率

をポリプロピレン樹脂との重量比で 60%にした場合，竹繊維とポリプロピレン樹脂との界面接着性

が最も良くなり，いずれの強度特性も向上することがわかった．  
 
Key Words : 竹繊維，複合材料，射出成形，衝撃試験，疲労試験 

 
(受付日 2012 年  8 月 31 日；  受理日 2013 年  1 月 15 日 ) 

 
1.緒言 

1940 年代初めにアメリカでガラス繊維を不飽和ポリエ

ステル樹脂で固めたガラス繊維強化複合材料（Glass Fiber 

Reinforced Plastics，以下 GFRP と呼ぶ）が開発された．

GFRP は 軽くて強く，耐薬品性，耐食性が良好で，繊維や

母材の種類や量によって材料特性を変えることが可能な

設計できる材料として，浴槽，スポーツ用品，自動車とい

った身近なものから，船舶，宇宙・航空機といった大きな

ものまで幅広い分野で使用されている． 

しかし近年，環境問題が徐々に深刻になり環境への配慮

が重要視されるようになってきた．GFRPは廃棄やリサイク

ルをする際，ガラス繊維と母材を分離することが難しく，

またガラス繊維を製造するには多くのエネルギーが必要

であり，環境に優しい材料とはいえない．そこで天然の素

材を強化材とした天然繊維強化複合材料の研究が数多く

行われるようになり 1，ジュートなどの天然繊維を用いた

長繊維 PP ペレットが実用化されている．天然繊維強化複

合材料は繊維含有率を50％以上にし，可燃性樹脂を母材に

使用すれば天然素材として焼却処理が可能で，燃料として

も利用できる．さらに母材に生分解性樹脂を用いればより

環境に優しい材料となる 2． 

本研究では天然繊維強化複合材料の強化材として入手

が容易で繊維方向の強度が優れている竹繊維を用い，母材

に熱可塑性樹脂であるポリプロピレン樹脂（以下 PP と呼

ぶ）を用いて， 二軸混練押出機(以下押出機と呼ぶ)によ

り射出成形用ペレットを製造する方法を考案し，射出成形

により竹繊維強化複合材料（Bamboo Fiber Reinforced 

Plastics，以下 BFRP と呼ぶ）試験片を製作して，アイゾ

ット衝撃試験，静的引張試験，繰り返し疲労試験を行い，

繊維含有率が強度特性に及ぼす影響について調べた． 

 

2.実験方法 

2.1 ペレット製造方法 

押出機により PP などの母材に短ガラス繊維や炭酸カル

シウム粒子などの充填材を一定の割合で混入させたペレ

ットを製造する場合，定量フィーダを用いて押出機の入り

口や横からそれらを母材樹脂ペレットとともに投入する

方法が一般的である．しかし竹短繊維では入り口で繊維が

「ダマ」になり，摩擦が小さいためにサイドフィーダでは

定量押し込みができず，また多量に送り込めないという問

題が起こった．本研究ではこれらの問題を，PP不織布に竹

繊維を巻き込む方法で解決した．まず PP 不織布を長さ

2000mm，幅500mmに切り，その上に十分に乾燥させた竹繊

維を均一にばら撒き，繊維と樹脂の接着性改善のためにマ

レイン酸をPPに対して５wt%混入して，巻き寿司の具のよ

うに竹繊維を PP 不織布に巻き込みながら，図１に示すよ

うに直径3㎝以下のロール状になるように手作業で巻いた．

これを押出機（L/D=42，スクリュー径 31mm 同方向回転完

全噛合い型二軸反応押出機）に投入し，190℃に加熱して 

 

 

 

 

図１ 竹繊維－PPロール 
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溶かしながら，二本のスクリューで混ぜ合わせてペレット

を製造した．加熱時間やブレードの影響を調べるために，

図２に示すように，ロールをAの位置から投入して製造し

たペレット(Type A)と B の位置から投入したペレット

(Type B)を製造した．Bの位置はAの位置よりも押出口に

近く，スクリューにはAとBの間に材料を混練するブレー

ド部がある．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 二軸混練押出機ブレード 

 

2.2 アイゾット衝撃試験 

2.1 で製造したペレットを用いて射出成形により製作し

た BFRP のじん性を評価するために，アイゾット衝撃試験

によって単位面積あたりの吸収エネルギーを算出した．ア

イゾット衝撃試験機のハンマの持ち上げ角度は 150°とし，

衝撃はエッジワイズ衝撃とした．アイゾット衝撃値aは以

下の式より算出した． 

 

 

 

 

 

ここで，aはアイゾット衝撃値，WRはハンマの回転軸回り

のモーメント，αはハンマの持ち上げ角度，α’はハンマ

を持ち上げ角度から空振りさせたときの振り上がり角度，

βは試験片破断後のハンマの持ち上がり角度，b は試験片

中央部の幅，h は試験片中央部の高さ，E は吸収エネルギ

ーである．試験片の形状，寸法を図３に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ アイゾット衝撃試験用試験片[mm] 

2.3 静的引張試験 

射出成形により製作したドッグボーン型試験片の形状

および寸法を図４に示す．実験には電気油圧式サーボパル

サ(島津製作所製)を使用した．変位の計測は接触式デジタ

ル変位センサ（AT-V500，KEYENCE製）およびひずみゲージ

（KFG-5-120-C1-11，KYOWA製）を使用した．静的引張試験

は変位速度一定（1mm/min）で，実験室環境下である室温

25℃，湿度50％で行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 引張試験用試験片[mm] 

 

2.4 繰り返し疲労試験 

繰り返し疲労試験も静的引張試験と同様に電気油圧式

サーボパルサを使用した．はじめに静的引張試験で用いた

のと同じ試験片を使用して，最大応力が静的引張試験にお

ける破断応力の 90%になるように設定して，周波数 5Hz，

完全片振り三角波の繰り返し荷重を与えて疲労試験を行

ったが，100 万回以上繰り返し荷重を与えても破断しなか

った．そこで試験時間の短縮と破断の起点を設定するため

に試験片中央部に卓上ボール盤で直径１㎜の円孔をあけ

た．そして最大応力が円孔を有する試験片の静的引張試験

における破断応力の 90%～60％になるように設定して繰り

返し疲労試験を行った．繰り返し数は最大で100万回とし

た．  

 

3.実験結果および考察 

3.1 竹繊維の径と強度との関係 

竹繊維をふるい機にかけて繊維径が88μm以下，88～125

μm，125～210μmのものに分け，繊維径が強度特性に及ぼ

す影響を調べた．ペレット製作条件が異なるType A，Bの

試験片をそれぞれ製作した．繊維含有率は60wt%とした． 

図５に射出成形により製作した BFRP の竹繊維の径とア

イゾット衝撃試験値との関係を，図６に引張強度との関係

を示す．いずれの試験においても Type B のペレットを用

いたBFRPのほうが，Type Aのペレットを用いたBFRPより

も高い値を示した．このことから，ブレードを通過せず混

練距離の短い，押出機の出口側からロールを投入するほう

が繊維の劣化を抑制でき，BFRPの衝撃強度や引張強度を向

上できることがわかった． 
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（学術論文） 

また，衝撃試験では繊維径125～210μmの竹繊維を用いた

BFRP が最も高い衝撃強度を示し，引張試験では繊維径 88

μm以下の竹繊維を用いたBFRPが最も高い引張強度を示し

た． 

図７(a)，(b)に繊維径が 88μm 以下と 125～210μm の

BFRPの衝撃試験後の破面のSEM観察写真を示す．両者とも

繊維の引き抜けがみられる．また，(b)のほうが繊維の長

さ，径が大きく破面の凹凸が大きいことから，繊維サイズ

の違いによって破壊経路が複雑となり，破壊に要するエネ

ルギーが大きくなったと考えた． 

図８(a)，(b)に繊維径が 88μm 以下と 125～210μm の

BFRP の引張試験後の破面のSEM 観察写真を示す．(b)では

繊維の破断がみられる．繊維径が大きくなるにつれて界面

の強度が低下することから，界面強度の高い，直径の小さ

い竹繊維を用いたほうが引張強度が高くなったと考えた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 繊維経と衝撃強度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 繊維経と引張強度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）88μm以下             （ｂ）125～210μm 
 

図７ 衝撃試験後の破面写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）88μm以下             （ｂ）125～210μm 

 

図８ 引張試験後の破面写真 

 

3.2 繊維の高含有率化とBFRPの強度特性 

2.1 のペレット製造方法で竹繊維の高含有率化を行い，

繊維含有率が強度特性に及ぼす影響を調べた．竹繊維は繊

維径88μm以下のものを用いた．ペレット製造条件は3.1

節の結果より，全ての繊維径において引張強度の高かった

Type Bとした．試験片の繊維含有率は60wt%，70wt%，80wt%

とし，アイゾット衝撃試験および引張試験を行った． 

図９，図 10 に繊維含有率とアイゾット衝撃値および引

張強度との関係を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 繊維含有率と衝撃強度の関係 
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図３ アイゾット衝撃試験用試験片[mm] 
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また，衝撃試験では繊維径125～210μmの竹繊維を用いた

BFRP が最も高い衝撃強度を示し，引張試験では繊維径 88

μm以下の竹繊維を用いたBFRPが最も高い引張強度を示し
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図５ 繊維経と衝撃強度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 繊維経と引張強度の関係 
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図７ 衝撃試験後の破面写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）88μm以下             （ｂ）125～210μm 

 

図８ 引張試験後の破面写真 

 

3.2 繊維の高含有率化とBFRPの強度特性 

2.1 のペレット製造方法で竹繊維の高含有率化を行い，

繊維含有率が強度特性に及ぼす影響を調べた．竹繊維は繊

維径88μm以下のものを用いた．ペレット製造条件は3.1

節の結果より，全ての繊維径において引張強度の高かった

Type Bとした．試験片の繊維含有率は60wt%，70wt%，80wt%

とし，アイゾット衝撃試験および引張試験を行った． 

図９，図 10 に繊維含有率とアイゾット衝撃値および引

張強度との関係を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 繊維含有率と衝撃強度の関係 
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図１０ 繊維含有率と引張強度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）衝撃試験後           （ｂ）引張試験後 

 

図１１ 繊維含有率が80wt％の試験片の破面写真 

 

図より繊維含有率が 60wt%以上ではアイゾット衝撃値，引

張強度ともに低くなることがわかった．図11(a)，(b)に繊

維含有率80wt%のBFRPの衝撃試験および引張試験後の破面

のSEM観察写真を示す．引張試験後の破面で，繊維含有率

80wt%の図 11(b)と繊維含有率 60wt%の図８(a)とを比較す

ると，前者は繊維に樹脂が付着していない部分が後者より

も多くみられる．また，衝撃試験後の破面についても同様

のことがいえる．これは，繊維の含有率を 80wt%まで上げ

たことで，繊維が折り重なり，樹脂が十分に含浸していな

い部分ができたためと考えた． 

 

3.3 BFRPの繰り返し疲労特性 

図 12 に，繊維径が 88～125μm，繊維含有率が 30wt%と

60wt%の，円孔を有する試験片を用いて，繰り返し疲労試

験を行った結果を，静的引張試験の結果（▲:30wt%，●: 

60wt%）と共に示す．図12 より，S-N 線図の傾きは繊維含

有率 30wt%のほうが 60wt%のものよりも緩やかになった．

ただし，60wt%のほうが強度が高いことから，両対数軸上

で整理すると両者の傾きの違いは小さくなる．また，疲労

試験を行った際，繰り返し回数が増加するにつれて，繊維

含有率 30wt%のほうが 60wt%に比べて変位が大きくなる傾

向があった．これは図 13 に示す，繊維含有率が及ぼす応

力－ひずみ線図への影響からわかるように，荷重を与えた

際に繊維含有率 30wt%のほうが 60wt%に比べて伸びやすい

ためである．繊維含有率 30wt%と 60wt%ともに最大荷重が

円孔を有する静的引張試験における破断応力の 60％に設

定した場合に未破断のデータとなった．繊維含有率 30wt%

と60wt%ともに静的引張試験の破断応力の60％以下に設定

すれば、100万回の繰り返し荷重に耐えることがわかった．

今回の疲労試験では，BFRP試験片中央に直径1㎜の円孔を

あけて行ったため，円孔のない BFRP 試験片の疲労特性は

円孔のある場合よりもさらに向上する． 

疲労試験後の破面を観察したところ，き裂は竹繊維束と

PPの界面の剥離に沿って進展していることがわかった．ま

た，60wt%のほうが30wt%よりも混練の際に繊維同士の接触

が多くなり，繊維束がより細かくなることがわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 疲労試験結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ 応力－ひずみ線図 

（学術論文） 

4.結言 

射出成形により竹繊維強化複合材料(BFRP)を製作する

ためのペレット製造方法を考案し，繊維含有率が 30wt%～

80wt%のBFRPを製作して，アイゾット衝撃試験，静的引張

試験，繰り返し疲労試験を行い，その強度特性を調べた結

果，以下のことがわかった． 

(１)PP不織布で竹繊維を巻き，二軸押出機に投入すること

で，繊維含有率が60wt％以上のペレットを製造するこ

とができる． 

(２)二軸押出機の出口に近い部分からロールを投入して，

繊維が加熱される時間を少なくし，ブレードでの混練

を避けることで，BFRPの衝撃強さ，引張強さはともに

向上する． 

(３)竹の繊維径が小さくなればBFRPの引張強度は増すが，

衝撃強度は減少する． 

(４)繊維含有率が60wt％を越えると，樹脂との界面接着が

不十分となり，衝撃強度，引張強度ともに低下する． 

(５) 繰り返し疲労を受ける場合、最大応力が静的引張試

験による破断応力の60％以下の応力では100万回の繰

り返し荷重を与えても破断しない． 
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In this research we develop a simple method for fabricating thermoplastics-based (TP) pellets 

containing a great amount of bamboo fibers more than 50% in weight while a conventional twin 

screw extruder was used without modification．  Tensile，  Izod impact and cyclic fatigue tests on 

the injection molded samples (BFRP: Bamboo Fiber Reinforced Plastics) were conducted using 

pellets fabricated according to the developed method ．  The tensile strength increases with 

decreasing the diameter of bamboo fiber while the impact strength decreases．  The fatigue life 

increases with increasing the content of fiber，  but the tendency of fatigue was almost same．  

 

Key Words : Bamboo Fiber，Composite，Injection Molding，Izod impact strength test，fatigue test 
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Processing 上で 

古典的なコンソール対話型プログラミングおよび 

高度なグラフィックスプログラミングを実現可能な 

フレームワーク Crowbar+Tomahawk の開発 
 

白井 達也  

機械工学科   
 
 

プログラミング言語 Processing 上で古典的なコンソール対話型アプリケーションの開発を可能とするフレ

ームワーク Crowbar を開発した．Processing はグラフィックスを用いてプログラミング技法を習得するこ

とを目指して開発された入門者向けのプログラミング言語であるためテキスト入出力は苦手だが，Crowbar
を用いれば旧来の BASIC や C 言語で開発したコンソール入出力のみの単純な数値解析プログラムを比較的

容易に移植可能である． Crowbar にはマルチビューポート対応の多機能なグラフィックスライブラリ

Tomahawk も搭載した．本稿では Crowbar および Tomahawk の機能と動作原理を解説する．Crowbar + 
Tomahawk を用いれば低学年から高学年まで一つのプログラミング言語で情報教育が行える．さらに，プロ

グラミングから遠ざかっていた教員にグラフィカルな e ラーニングコンテンツ開発の手段を提供する．  
 
Key Words : Processing，プログラミング教育，フレームワーク，コンソール型アプリケーション  
 

(受付日 2012 年 9 月 6 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 

1．緒言

 平成 23 年度末，教育の量から質への転換を目標に，独立行政

法人 国立高等専門学校機構はモデルコアカリキュラム（試案）

を策定し，公開した．全学科共通のⅣ工学基礎／Ⅳ-Ｃ 情報リテ

ラシーは情報の基礎，情報ネットワーク，アルゴリズムの三項目

からなり，Ⅳ-Ｃ-３アルゴリズムの到達目標は，数値計算の基礎

の理解，コンピュータにおける初歩的な演算の仕組みの理解，デ

ータの型とデータ構造の理解である．情報系学科は例外として，

たとえばⅤ-Ａ 機械系分野ではⅤ-Ａ-７情報処理において“情報

処理系領域は、コンピュータを用いて数値計算に関連した問題を

扱うための教育領域である”とし，準学士課程における到達目標

は“少なくとも一つの言語でプログラミング技術を習得し、問題

の扱い方を考える能力を養うことを目標とする”とされている．

学習内容の到達目標はプログラム実行のための操作手順の理解

から始まり，定数と変数，データ型，演算子の種類と優先順位，

算術演算および比較演算，データを入力して結果を出力，条件判

断／繰り返し処理，一次元／二次元配列を使ったプログラムを作

成できることである．重要な点は情報処理教育における優先度は

コンピュータグラフィックス（以下，CG）によるデータの可視

化よりもデータの入出力と演算処理の理解が高いことである． 
 各高専では情報教育の導入用のプログラミング言語として以

前はFORTRAN / BASIC / Pascal, 近年はC言語，オブジェク

ト指向を取り入れたC++ / Java / Ruby などを用いている．デー

タの可視化を重視してExcel のVBA(Visual Basic Application）
を用いている事例もある．Windows アプリケーションの雛型を

用意して統合開発環境で本格的なWindowsアプリケーションを

作成する学校もあるが，プログラミング初心者にとってイベント

駆動型アプリケーションの思考スタイルは単純な数値解析プロ

グラムを開発するには飛躍が大き過ぎ，教授すべきアルゴリズム

の学習よりもWindowsアプリケーション開発のためのスキルを

教えることに多くの時間と手間を要する欠点がある．図１に示す

ようなコンソール内で実行する古典的なプログラム実行環境は

多くの学生にとって馴染みが薄くて苦痛だが，GUI（Graphical 
User Interface）のプログラム開発に比べて約束事が少ないこと

から， Windows 環境においてもテキストエディタを用いてソー

スコードを記述し，コマンドプロンプト上でコンパイルして実行

するプログラミング環境を堅持している学校も多いだろう． 
学生の自宅学習を推奨するには安価あるいはラインセンスフ

リーな開発環境が望ましい．さらにコンピュータの操作に慣れた

情報系学科以外では，統合開発環境やBASICのようなインタプ

リタ環境のようにコード変更から速やかに実行結果を確認でき

（Original Article）
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Key Words : Processing，プログラミング教育，フレームワーク，コンソール型アプリケーション  
 

(受付日 2012 年 9 月 6 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 

1．緒言

 平成 23 年度末，教育の量から質への転換を目標に，独立行政

法人 国立高等専門学校機構はモデルコアカリキュラム（試案）

を策定し，公開した．全学科共通のⅣ工学基礎／Ⅳ-Ｃ 情報リテ

ラシーは情報の基礎，情報ネットワーク，アルゴリズムの三項目

からなり，Ⅳ-Ｃ-３アルゴリズムの到達目標は，数値計算の基礎

の理解，コンピュータにおける初歩的な演算の仕組みの理解，デ

ータの型とデータ構造の理解である．情報系学科は例外として，

たとえばⅤ-Ａ 機械系分野ではⅤ-Ａ-７情報処理において“情報

処理系領域は、コンピュータを用いて数値計算に関連した問題を

扱うための教育領域である”とし，準学士課程における到達目標

は“少なくとも一つの言語でプログラミング技術を習得し、問題

の扱い方を考える能力を養うことを目標とする”とされている．

学習内容の到達目標はプログラム実行のための操作手順の理解

から始まり，定数と変数，データ型，演算子の種類と優先順位，

算術演算および比較演算，データを入力して結果を出力，条件判

断／繰り返し処理，一次元／二次元配列を使ったプログラムを作

成できることである．重要な点は情報処理教育における優先度は

コンピュータグラフィックス（以下，CG）によるデータの可視

化よりもデータの入出力と演算処理の理解が高いことである． 
 各高専では情報教育の導入用のプログラミング言語として以

前はFORTRAN / BASIC / Pascal, 近年はC言語，オブジェク

ト指向を取り入れたC++ / Java / Ruby などを用いている．デー

タの可視化を重視してExcel のVBA(Visual Basic Application）
を用いている事例もある．Windows アプリケーションの雛型を

用意して統合開発環境で本格的なWindowsアプリケーションを

作成する学校もあるが，プログラミング初心者にとってイベント

駆動型アプリケーションの思考スタイルは単純な数値解析プロ

グラムを開発するには飛躍が大き過ぎ，教授すべきアルゴリズム

の学習よりもWindowsアプリケーション開発のためのスキルを

教えることに多くの時間と手間を要する欠点がある．図１に示す

ようなコンソール内で実行する古典的なプログラム実行環境は

多くの学生にとって馴染みが薄くて苦痛だが，GUI（Graphical 
User Interface）のプログラム開発に比べて約束事が少ないこと

から， Windows 環境においてもテキストエディタを用いてソー

スコードを記述し，コマンドプロンプト上でコンパイルして実行

するプログラミング環境を堅持している学校も多いだろう． 
学生の自宅学習を推奨するには安価あるいはラインセンスフ

リーな開発環境が望ましい．さらにコンピュータの操作に慣れた

情報系学科以外では，統合開発環境やBASICのようなインタプ

リタ環境のようにコード変更から速やかに実行結果を確認でき

（学術論文）

Processing 上で古典的なコンソール対話型プログラミングおよび高度なグラフィックス
プログラミングを実現可能なフレームワーク Crowbar+Tomahawk の開発
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（学術論文） 

る開発環境が望ましい．本校ではコマンドライン版 C 言語や統

合開発環境を持つN88 互換BASIC for Windows，（仮称）十進

BASIC を低学年の導入教育に用いてきたが，２０１２年度より

電子情報工学科を除く４学科で第２学年の「情報処理Ⅱ」におい

て用いるプログラミング言語として Processing を採用した．な

お，第１学年はコンピュータリテラシの習得を中心とし，プログ

ラミングの学習は行わない．第３学年以降は各学科の専門教員が

情報教育を引き継ぎ，各学科の教育内容に適したプログラミング

言語を用いる．機械工学科では数値解析アルゴリズムの理解に重

心を置くため，第２学年で学んだプログラミング言語を引き続き

用いる方針である． 
Processing はグラフィックスの操作を通してプログラミング

技法を学ぶことができる入門者向きのプログラミング言語であ

り，近年，多くの教育機関で用いられるようになってきた 1．工

学系の基礎知識が不足する文系専攻学生によるメディアアート

作品の制作 2 やオープンソースハードウェアプラットホーム

Arduino と組み合わせたシステム開発 3，C 言語と文法の類似性

が高い利点を生かして C 言語習得のための橋渡しとして用いる

事例４など，幅広い分野で導入事例が報告されている． 
初心者向けでありながら高度な言語への橋渡しも可能な

Processing だが，モデルコアカリキュラムにおける数値解析の

基礎であるデータの入力と出力がコンソール経由では行なえな

い致命的な弱点がある．本稿では Processing 上で古典的なコン

ソール対話型プログラム同様のプログラミング作法でアプリケ

ーション作成を可能とすることを主眼に開発したフレームワー

クCrowbar + Tomahawk の特徴，機能，動作原理を説明する．

Crowbar は機械工学科第３学年「情報処理応用」における数値

解析アルゴリズムの演習課題向けに開発した．Tomahawk は卒

業研究でコンピュータシミュレーションをテーマに選んだ電子

情報工学科第５学年の学生向けに開発した．  
 
2．Processing用フレームワークCrowbar + Tomahawk 

2.1 Processingとは 

 ProcessingはCasey Reas, Benjamin Fryが2001年に発案し，

2008 年 11 月末に安定版Processing1.0 が公開された比較的新し

いプログラミング言語である．Java を基盤とする統合開発環境上

で動作するオブジェクト指向言語であり，グラフィックス機能に

重点を置くことでプログラミングの結果を即座に視覚的に得られ

る．図２にProcessing の統合開発環境を示す．ソースコードを記

述し実行すると図２右に示す実行ウィンドウが一つだけ開く．こ

のウィンドウ上にグラフィックスを描画し，マウスやキーボード

からの入力をトリガとするイベント駆動型のプログラムを作成可

能である．完成したプログラムは JAR（Java Archive）形式に変

換してエクスポート可能であり，Java 動作環境があれば Linux, 
MacOS, Windows 上でも動作する．Android SDK をインストー

ルすれば Android アプリケーションとしてもエクスポート可能

である．文法は単純化された Java 言語であり，文字列型変数や

配列もオブジェクトとして定義されているため自然とオブジェク

ト指向プログラミングの概念が身に付く． 
 
2.2 Crowbar + Tomahawkとは 

 Crowbar は Processing 上でキーボードによる文字列入力と折

り返しやスクロールに対応した文字列出力が可能なコンソール対

話型のアプリケーションを開発可能とするフレームワークである．

Tomahawk はCrowbar にマルチレイヤー対応のビューポート機

能を追加するグラフィックスライブラリである．Processing のア

プリケーションはスケッチと呼ばれる．スケッチのプロジェクト

はフォルダ単位で管理され，フォルダ内にある拡張子 pde のファ

イルがソースファイルである．Crowbar + Tomahawk は以下の

５個のソースファイルからなる． 
1. （スケッチ名）.pde  ：ユーザが記述するソースファイル 

2. optionCode.pde      ：ユーザが記述するソースファイル 

3. crowbarClass.pde    ：Crowbar関係のクラス定義 

4. tomahawkClass.pde   ：Tomahawk関係のクラス定義 

5. functions.pde       ：汎用性の高い関数群 

3,4,5 のソースファイルはフレームワーク本体なので利用者は一

切手を入れる必要が無い．1,2 のソースファイルには最低限必要

の関数の雛型が定義されており，利用者は作成するプログラム固

有の処理をこの雛型に記述する． 
 
2.3 Crowbarの機能 

2.3.１ プロセス制御 

 図２の実行結果を得る Processing のソースコードを図３に示

図１．コンソール対話型プログラミング環境 

図２．Processingの動作画面 

（学術論文） 

す． setup()はスケッチ実行直後に１度だけ実行される．その後，

stop()あるいはnoLoop()が実行されるまでdraw()が繰り返し実行

される．関数keyPressed()を宣言してあれば，draw()実行中のキ

ーボード打鍵イベント発生時に Processing により自動的に呼び

出される．押されたキーは予約変数 key あるいは keyCode によ

り取得可能である．一般的にはイベント駆動型の考えに基づき

keyPressed()の中で押されたキーに応じた処理を記述するが， 
boolean 型の予約変数 keyPressed で打鍵の有無を判断して

draw()中で処理を記述しても構わない．いずれの方法にしてもキ

ーの打鍵を検知できるのは draw()実行時の１サイクルの間に１

キーのみである．したがってProcessing では setup()やdraw()中
で二文字以上の文字列入力の処理は原理的に不可能である．根本

的にこの問題を解決するために Crowbar では，Processing のも

つ setup(), draw(), keyPressed()等の仕組みを利用した独自のプ

ロセス管理を行なう．状態遷移の大筋は以下の通りである． 
1. Crowbar自体の初期化  ：initCrowbar() 

2. 動作環境の設定     ：Options() 

3. パラメータ等の宣言    ：Setup() 

4. プログラムコメントの表示 

5. 宣言されたパラメータのキーボードからの入力 

6. 再入力か実行かの確認（再入力希望時は5へ） 

7. メインプログラム実行前処理 ：preMain() 

8. メインプログラムの実行     ：Main() 

9. ループ処理の実行           ：userDraw() 

10. メインプログラム実行後処理 ：postMain() 

11. 再実行確認（再実行希望ならば5へ） 

12. 終了処理 

setup()内で1，ループ実行されるdraw()内で状態遷移に基づいて

2 から 12 を実行する．setup()とdraw()をCrowbar が利用してし

まうため，対応する関数としてMain()とuserDraw()を用意した．

Main()だけを用いれば古典的な単純実行のプログラム，

userDraw()も用いればイベント駆動型の Processing らしいルー

プ実行するプログラムを開発できる． 
  

2.3.2 キーボードからのテキスト入力機能 

 利用者がスケッチ実行時にキーボードから入力したいパラメー

タは関数Setup()にまとめて宣言する．Setup()は setup()と名前は

似ているが別物である．パラメータ宣言用の命令として，数値入

力用の define(), 文字列入力用の defineStr(), 多肢選択入力用の

defineSel()の三種類を用意した．define()と defineStr()の書式は

以下の通りである． 
define(String msg, float initValue).label(String name) 

defineStr(String msg, String initValue) .label(String name) 

msg はパラメータ入力要求時に画面に表示するメッセージ，

initValue は初期値（省略可），name は入力されたパラメータを

呼び出す際に用いるラベル名である．defineSel()の説明は本稿で

は割愛する．以下のように宣言すると図４に示すように利用者の

作成したMain()実行前に Crowbarがキーボード入力を要求する． 
void Setup() { 

  crowbar.define("区間ａ", 1.0).label("xa"); 

  crowbar.define("区間ｂ", 2.0).label("xb"); 

} 

define()で宣言したパラメータは数値入力用の 0 から 9 および記

号以外のキー入力は無視される．defineStr()ではキー入力の制限

は無いが，Processing の仕様上，日本語文字列の入力は不可能で

ある．キー入力された文字は一文字単位でエコーバックされ，バ

ックスペースキーにより一文字単位で削除可能である．初期値を

そのまま採用する場合は文字列をキー入力しないでエンターキー

のみを押せば良い．C言語の scanf()や gets()との違いは，Main()
等の任意のタイミングで文字列の入力が可能ではなく，必要なパ

ラメータは全て Setup()内で define()命令を用いてあらかじめ宣

言し，Main()実行前に一括して入力しなくてはならない点である．

全パラメータの入力が完了したら再入力するか， Main()等を実

行するか確認してくる． 
 Main()実行前に入力を完了したパラメータ値を Main()等で取

得するには以下の関数を用いる． 
 float  getFloat(String name) 
 int    getInt(String name) 
 String getStr(String name) 

nameはSetup()内でdefine()系命令を用いてパラメータを宣言し

た際のラベル名である．一括入力したパラメータはラベル名と紐

付けされてメモリ中に格納されているので，Main()等の任意のタ

イミングでラベル名を介して参照できる．パラメータは宣言時に

数値か文字列かを指定できたが，これはキーボード入力を制限す

図３．Processingのプログラム例 

図４．パラメータ入力 
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（学術論文） 

る開発環境が望ましい．本校ではコマンドライン版 C 言語や統

合開発環境を持つN88 互換BASIC for Windows，（仮称）十進

BASIC を低学年の導入教育に用いてきたが，２０１２年度より

電子情報工学科を除く４学科で第２学年の「情報処理Ⅱ」におい

て用いるプログラミング言語として Processing を採用した．な

お，第１学年はコンピュータリテラシの習得を中心とし，プログ

ラミングの学習は行わない．第３学年以降は各学科の専門教員が

情報教育を引き継ぎ，各学科の教育内容に適したプログラミング

言語を用いる．機械工学科では数値解析アルゴリズムの理解に重

心を置くため，第２学年で学んだプログラミング言語を引き続き

用いる方針である． 
Processing はグラフィックスの操作を通してプログラミング

技法を学ぶことができる入門者向きのプログラミング言語であ

り，近年，多くの教育機関で用いられるようになってきた 1．工

学系の基礎知識が不足する文系専攻学生によるメディアアート

作品の制作 2 やオープンソースハードウェアプラットホーム

Arduino と組み合わせたシステム開発 3，C 言語と文法の類似性

が高い利点を生かして C 言語習得のための橋渡しとして用いる

事例４など，幅広い分野で導入事例が報告されている． 
初心者向けでありながら高度な言語への橋渡しも可能な

Processing だが，モデルコアカリキュラムにおける数値解析の

基礎であるデータの入力と出力がコンソール経由では行なえな

い致命的な弱点がある．本稿では Processing 上で古典的なコン

ソール対話型プログラム同様のプログラミング作法でアプリケ

ーション作成を可能とすることを主眼に開発したフレームワー

クCrowbar + Tomahawk の特徴，機能，動作原理を説明する．

Crowbar は機械工学科第３学年「情報処理応用」における数値

解析アルゴリズムの演習課題向けに開発した．Tomahawk は卒

業研究でコンピュータシミュレーションをテーマに選んだ電子

情報工学科第５学年の学生向けに開発した．  
 
2．Processing用フレームワークCrowbar + Tomahawk 

2.1 Processingとは 

 ProcessingはCasey Reas, Benjamin Fryが2001年に発案し，

2008 年 11 月末に安定版Processing1.0 が公開された比較的新し

いプログラミング言語である．Java を基盤とする統合開発環境上

で動作するオブジェクト指向言語であり，グラフィックス機能に

重点を置くことでプログラミングの結果を即座に視覚的に得られ

る．図２にProcessing の統合開発環境を示す．ソースコードを記

述し実行すると図２右に示す実行ウィンドウが一つだけ開く．こ

のウィンドウ上にグラフィックスを描画し，マウスやキーボード

からの入力をトリガとするイベント駆動型のプログラムを作成可

能である．完成したプログラムは JAR（Java Archive）形式に変

換してエクスポート可能であり，Java 動作環境があれば Linux, 
MacOS, Windows 上でも動作する．Android SDK をインストー

ルすれば Android アプリケーションとしてもエクスポート可能

である．文法は単純化された Java 言語であり，文字列型変数や

配列もオブジェクトとして定義されているため自然とオブジェク

ト指向プログラミングの概念が身に付く． 
 
2.2 Crowbar + Tomahawkとは 

 Crowbar は Processing 上でキーボードによる文字列入力と折

り返しやスクロールに対応した文字列出力が可能なコンソール対

話型のアプリケーションを開発可能とするフレームワークである．

Tomahawk はCrowbar にマルチレイヤー対応のビューポート機

能を追加するグラフィックスライブラリである．Processing のア

プリケーションはスケッチと呼ばれる．スケッチのプロジェクト

はフォルダ単位で管理され，フォルダ内にある拡張子 pde のファ

イルがソースファイルである．Crowbar + Tomahawk は以下の

５個のソースファイルからなる． 
1. （スケッチ名）.pde  ：ユーザが記述するソースファイル 

2. optionCode.pde      ：ユーザが記述するソースファイル 

3. crowbarClass.pde    ：Crowbar関係のクラス定義 

4. tomahawkClass.pde   ：Tomahawk関係のクラス定義 

5. functions.pde       ：汎用性の高い関数群 

3,4,5 のソースファイルはフレームワーク本体なので利用者は一

切手を入れる必要が無い．1,2 のソースファイルには最低限必要

の関数の雛型が定義されており，利用者は作成するプログラム固

有の処理をこの雛型に記述する． 
 
2.3 Crowbarの機能 

2.3.１ プロセス制御 

 図２の実行結果を得る Processing のソースコードを図３に示

図１．コンソール対話型プログラミング環境 

図２．Processingの動作画面 

（学術論文） 

す． setup()はスケッチ実行直後に１度だけ実行される．その後，

stop()あるいはnoLoop()が実行されるまでdraw()が繰り返し実行

される．関数keyPressed()を宣言してあれば，draw()実行中のキ

ーボード打鍵イベント発生時に Processing により自動的に呼び

出される．押されたキーは予約変数 key あるいは keyCode によ

り取得可能である．一般的にはイベント駆動型の考えに基づき

keyPressed()の中で押されたキーに応じた処理を記述するが， 
boolean 型の予約変数 keyPressed で打鍵の有無を判断して

draw()中で処理を記述しても構わない．いずれの方法にしてもキ

ーの打鍵を検知できるのは draw()実行時の１サイクルの間に１

キーのみである．したがってProcessing では setup()やdraw()中
で二文字以上の文字列入力の処理は原理的に不可能である．根本

的にこの問題を解決するために Crowbar では，Processing のも

つ setup(), draw(), keyPressed()等の仕組みを利用した独自のプ

ロセス管理を行なう．状態遷移の大筋は以下の通りである． 
1. Crowbar自体の初期化  ：initCrowbar() 

2. 動作環境の設定     ：Options() 

3. パラメータ等の宣言    ：Setup() 

4. プログラムコメントの表示 

5. 宣言されたパラメータのキーボードからの入力 

6. 再入力か実行かの確認（再入力希望時は5へ） 

7. メインプログラム実行前処理 ：preMain() 

8. メインプログラムの実行     ：Main() 

9. ループ処理の実行           ：userDraw() 

10. メインプログラム実行後処理 ：postMain() 

11. 再実行確認（再実行希望ならば5へ） 

12. 終了処理 

setup()内で1，ループ実行されるdraw()内で状態遷移に基づいて

2 から 12 を実行する．setup()とdraw()をCrowbar が利用してし

まうため，対応する関数としてMain()とuserDraw()を用意した．

Main()だけを用いれば古典的な単純実行のプログラム，

userDraw()も用いればイベント駆動型の Processing らしいルー

プ実行するプログラムを開発できる． 
  

2.3.2 キーボードからのテキスト入力機能 

 利用者がスケッチ実行時にキーボードから入力したいパラメー

タは関数Setup()にまとめて宣言する．Setup()は setup()と名前は

似ているが別物である．パラメータ宣言用の命令として，数値入

力用の define(), 文字列入力用の defineStr(), 多肢選択入力用の

defineSel()の三種類を用意した．define()と defineStr()の書式は

以下の通りである． 
define(String msg, float initValue).label(String name) 

defineStr(String msg, String initValue) .label(String name) 

msg はパラメータ入力要求時に画面に表示するメッセージ，

initValue は初期値（省略可），name は入力されたパラメータを

呼び出す際に用いるラベル名である．defineSel()の説明は本稿で

は割愛する．以下のように宣言すると図４に示すように利用者の

作成したMain()実行前に Crowbarがキーボード入力を要求する． 
void Setup() { 

  crowbar.define("区間ａ", 1.0).label("xa"); 

  crowbar.define("区間ｂ", 2.0).label("xb"); 

} 

define()で宣言したパラメータは数値入力用の 0 から 9 および記

号以外のキー入力は無視される．defineStr()ではキー入力の制限

は無いが，Processing の仕様上，日本語文字列の入力は不可能で

ある．キー入力された文字は一文字単位でエコーバックされ，バ

ックスペースキーにより一文字単位で削除可能である．初期値を

そのまま採用する場合は文字列をキー入力しないでエンターキー

のみを押せば良い．C言語の scanf()や gets()との違いは，Main()
等の任意のタイミングで文字列の入力が可能ではなく，必要なパ

ラメータは全て Setup()内で define()命令を用いてあらかじめ宣

言し，Main()実行前に一括して入力しなくてはならない点である．

全パラメータの入力が完了したら再入力するか， Main()等を実

行するか確認してくる． 
 Main()実行前に入力を完了したパラメータ値を Main()等で取

得するには以下の関数を用いる． 
 float  getFloat(String name) 
 int    getInt(String name) 
 String getStr(String name) 

nameはSetup()内でdefine()系命令を用いてパラメータを宣言し

た際のラベル名である．一括入力したパラメータはラベル名と紐

付けされてメモリ中に格納されているので，Main()等の任意のタ

イミングでラベル名を介して参照できる．パラメータは宣言時に

数値か文字列かを指定できたが，これはキーボード入力を制限す

図３．Processingのプログラム例 

図４．パラメータ入力 

Processing 上で古典的なコンソール対話型プログラミングおよび高度なグラフィックス
プログラミングを実現可能なフレームワーク Crowbar+Tomahawk の開発
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るのが目的であり，実際には文字列型でメモリ中に格納されてい

る．getFloat(), getInt()を用いると文字列データを浮動小数点，整

数に変換して返し，getStr()を用いると文字列型のまま無変換で

返す．以下に例を示す． 
void Main() { 

  float a, b; 

  a = crowbar.getFloat("xa"); 

  b = crowbar.getFloat("xb"); 

前述したように Main()等の自由なタイミングで文字列の入力を

状況に応じて行なうことはProcessing の動作原理上，不可能だが，

この点に留意すれば比較的容易に過去の FORTRAN, BASIC, C
言語などのソフトウェア資産をProcessing に移植可能である． 
 
2.3.3 実行ウィンドウへのコンソール型のテキスト出力機能 

 Processing では text()命令を用いて実行ウィンドウ上に文字列

をピクセル出力する．文字列を描画するには実行ウィンドウ上の

x, y 座標値を必ず指定する必要がある上に，長い文字列を描画し

た際に実行ウィンドウの右端から外へ出た文字列は折り返されず，

スクロールバーによるスクロールもできない． 
Crowbar は自前のテキストバッファを用意している．テキスト

バッファのデータ構造は可変長の文字列バッファと文字色などの

文字属性を要素に持つ片方向リストである．リストの一ノードは

明示的あるいは折り返しにより改行されるまでの一行分の文字列

データを保持する．利用者がテキストバッファに文字列を出力す

ると現ノードの文字列バッファに文字列を追加し，明示的な改行

や折り返しが発生すると次ノードを生成して現ノードに連結する．

以下はテキスト出力関係の代表的な命令である． 
 write(String str)   ：文字列出力 
 writeln(String str) ：文字列出力後に改行 
 newline()           ：改行 
 textColor(int col)  ：以降に出力する文字色の変更 
 clrscr()            ：全画面消去 
 locate(int x, int y)：カーソル位置の移動 

Crowbarはwrite(), writeln()命令などでテキストバッファに追記

された文字列を実行ウィンドウへ一文字単位で出力し，これから

描画する文字が実行ウィンドウ右端からはみ出すと判断したら自

動的に折り返して次行の行頭から続きを描画する．clrscr()で画面

消去するとカーソル位置は実行ウィンドウ左上隅（0, 0）へ移動

する．文字列出力毎にカーソル位置は自動更新されるので利用者

は座標値を意識することなく文字列出力と改行を組み合わせた古

典的なコンソール出力のスタイルで文字列を実行ウィンドウに順

次出力できる．カーソル位置が最下端に達したら画面を消去して

所定の行数だけ自動的にスクロールアップする．自動スクロール

アップの送り量は設定により変更可能である．自動スクロールア

ップ以外に，Main()等の動作終了後の再実行か終了かの選択待ち

状態で，カーソルキーおよびスクロールキーの上下により一行単

位あるいは半ページ単位でスクロールアップ／ダウン可能である．

locate()命令によりカーソル位置を自由に移動して文字列を出力

可能だが，現時点で locate()命令はテキストバッファに完全対応

していないためスクロール時に表示が崩れる．今後，正式な対応

を目指す． 
Crowbar のテキスト出力の速度計測結果を図５に示す．図５(a)

に示すように半角 60 文字幅で 15 行の実行ウィンドウを用意し，

合計一万文字の半角数字を write()命令で一文字ずつ描画した結

果のグラフが図５(b)である．横軸は userDraw()の一サイクルに

出力する文字数 L，縦軸は一万文字の表示に要した時間より計算

した１秒あたりの表示文字数Cである．実行ウィンドウ右端で折

り返しが発生し，実行ウィンドウ下端に達すると自動的に（本実

験では１行ずつ）スクロールアップする． WindowsXP/64（Core 
i7, 2.7GHz, 6GB）のパーソナルコンピュータ上で，L=1[文字]の
時に 506.8[s]でC=約 19.7[文字/s]，L=2, 3[文字]でそれぞれC=約
39.5[文字/s]，約 59.3[文字/s]，L=430 近辺までほぼ線形にCが増

加し，L=2,500 以降でC は約 13,000[文字/s]前後で飽和する．１

秒あたり約216行の表示と200行程度の行単位のスクロールアッ

プを行う性能を持つことが分かる． 
 Crowbar によるテキストバッファを用いたテキスト出力も

Processing の text()による出力同様にピクセル出力であるためマ

ウスで領域選択して文字情報としてコピーすることはできない．

Crowbar ではテキストファイルへのログ出力の機能を持ってい

る．図６に示すように，Crowbar が出力するシステム出力も

Main()等で write()/writeln()を用いて出力した文字列も全て記録

されるので，数値計算結果を表計算ソフトで後処理可能である． 

 
(a) 実行ウィンドウ（60 文字×15行） 

(b) 計測結果 
図５ テキスト出力性能試験 
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2.4 Crowbarの仕組み 

 2.3.1 節で説明したCrowbar のプロセス管理の制御機構を図７

に示す．Crowbar により呼び出される initCrowbar(), Options(), 
Setup(), preMain(), Main(), userDraw(), postMain()等の関数内

に利用者はアプリケーション毎に異なる動作を記述する． 
 initCrowbar(), Options(),Setup()はCrowbar 実行後に setup()
内で一度だけ順番に実行される．initCrowbar()には Crowbar の

実体である crowbarClassのインスタンス crowbar を生成するた

めのコードが以下のように記述されている． 
crowbarClass crow; 

void initCrowbar() { 

  crow = startCrowbar.generate(50, 30, 2);  

} 

startCrowbar.generate()はインスタンス crowbar を生成するラ

ンチャーである．三個の引数の内の最初の二個の引数で実行ウィ

ンドウのサイズを文字数，行数で指定する．第三引数は後述する

グラフィックスライブラリ Tomahawk の動作モードである．0
あるいは省略でTomahawkを不使用，1か 2でTomahawkを使

用する．1と 2の差異は 2.6 節で述べる．startCrowbar.generate()
の戻り値は crowbar のアドレスなので，上記例のように crow な

どの自由なインスタンス名にシャローコピーして構わない．

Options()と Setup()には実行順以外に本質的な違いは無い．

Options()は課題プログラムの雛型を与える教員が初期設定など

を記述し，学生がOptions()よりも後に実行されるSetup()内で設

定を変更するといった使い分けを想定している． 
 以上の初期設定を実行した後，Crowbar は draw()内に実装し

た制御機構に従って状態遷移を行いながら以下の処理を行う．

Setup()でパラメータが宣言されていたならば，draw()をループ実

行しながらキーボードから一文字ずつキー入力をバッファリング

することで文字列を入力する．全パラメータの入力が完了して利

用者により実行が選択されたら，preMain(), Main(), userDraw(), 
postMain()の順にユーザのコードを実行する.  preMain(), 
postMain()は Main(), userDraw()実行前後に行ないたい前処理

と後処理を記述するために用意した関数である．Main()はC言語

のmain()に相当する関数であり，setup()同様に一度だけ実行する．

Main()終了までの間に crowbar.nonStop()が実行されたならば

userDraw()をdraw()同様にループ実行する． userDraw()を実行

しないか，crowbar.stop()によって終了した後に postMain()を実

行し，パラメータ入力からやり直すか，Crowbar を終了するか利

用者に確認する． 
 
2.5 Tomahawkの機能 

 Tomahawk の最大の特徴は容易に複数のビューポートを実行

ウィンドウ内に作成して合成出力可能な点である．それ以外の主

な特徴は，ビューポート内の視点の操作，座標変換の処理が不要

なワールド座標系による描画，最終描画座標を一時記憶するカレ

ントポジションである．図８に Tomahawk を利用した移動ロボ

ットのシミュレータを示す．実行ウィンドウを三領域にビューポ

ートで分割している．上と右下のビューポート内のロボット画像

は同一のワールド座標値と描画コマンドを用いて描画している．

右下のビューポートに示すように，視点の回転や中心座標の移動

によりロボットを常時上向きかつ中心に表示するような視点の操

作も可能である． 
 
2.5.1 ピクセル座標系とワールド座標系 

 一般的なグラフィックデバイス同様に，Processing の実行ウィ

ンドウの座標系も図９(a)に示すように左上角が原点(0, 0)，右方向

と下方向がそれぞれ x座標軸と y座標軸の正，各軸座標値が整数

図７ フレームワークCrowbarの動作 図８ Tomahawk によるアプリケーション例 

図６ ログファイル 
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に示す．Crowbarにより呼び出される initCrowbar(), Options(), 
Setup(), preMain(), Main(), userDraw(), postMain()等の関数内

に利用者はアプリケーション毎に異なる動作を記述する． 
 initCrowbar(), Options(),Setup()は Crowbar 実行後に setup()
内で一度だけ順番に実行される．initCrowbar()には Crowbar の

実体である crowbarClass のインスタンス crowbar を生成するた

めのコードが以下のように記述されている． 
crowbarClass crow; 

void initCrowbar() { 

  crow = startCrowbar.generate(50, 30, 2);  

} 

startCrowbar.generate()はインスタンス crowbar を生成するラ

ンチャーである．三個の引数の内の最初の二個の引数で実行ウィ

ンドウのサイズを文字数，行数で指定する．第三引数は後述する

グラフィックスライブラリ Tomahawk の動作モードである．0
あるいは省略でTomahawkを不使用，1か 2でTomahawkを使

用する．1と 2の差異は 2.6節で述べる．startCrowbar.generate()
の戻り値は crowbar のアドレスなので，上記例のように crow な

どの自由なインスタンス名にシャローコピーして構わない．

Options()と Setup()には実行順以外に本質的な違いは無い．

Options()は課題プログラムの雛型を与える教員が初期設定など

を記述し，学生がOptions()よりも後に実行されるSetup()内で設

定を変更するといった使い分けを想定している． 
 以上の初期設定を実行した後，Crowbar は draw()内に実装し

た制御機構に従って状態遷移を行いながら以下の処理を行う．

Setup()でパラメータが宣言されていたならば，draw()をループ実

行しながらキーボードから一文字ずつキー入力をバッファリング

することで文字列を入力する．全パラメータの入力が完了して利

用者により実行が選択されたら，preMain(), Main(), userDraw(), 
postMain()の順にユーザのコードを実行する.  preMain(), 
postMain()は Main(), userDraw()実行前後に行ないたい前処理

と後処理を記述するために用意した関数である．Main()はC言語

のmain()に相当する関数であり，setup()同様に一度だけ実行する．

Main()終了までの間に crowbar.nonStop()が実行されたならば

userDraw()を draw()同様にループ実行する． userDraw()を実行

しないか，crowbar.stop()によって終了した後に postMain()を実

行し，パラメータ入力からやり直すか，Crowbarを終了するか利

用者に確認する． 
 
2.5 Tomahawkの機能 

 Tomahawk の最大の特徴は容易に複数のビューポートを実行

ウィンドウ内に作成して合成出力可能な点である．それ以外の主

な特徴は，ビューポート内の視点の操作，座標変換の処理が不要

なワールド座標系による描画，最終描画座標を一時記憶するカレ

ントポジションである．図８に Tomahawk を利用した移動ロボ

ットのシミュレータを示す．実行ウィンドウを三領域にビューポ

ートで分割している．上と右下のビューポート内のロボット画像

は同一のワールド座標値と描画コマンドを用いて描画している．

右下のビューポートに示すように，視点の回転や中心座標の移動

によりロボットを常時上向きかつ中心に表示するような視点の操

作も可能である． 
 
2.5.1 ピクセル座標系とワールド座標系 

 一般的なグラフィックデバイス同様に，Processingの実行ウィ
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るのが目的であり，実際には文字列型でメモリ中に格納されてい

る．getFloat(), getInt()を用いると文字列データを浮動小数点，整

数に変換して返し，getStr()を用いると文字列型のまま無変換で

返す．以下に例を示す． 
void Main() { 

  float a, b; 

  a = crowbar.getFloat("xa"); 

  b = crowbar.getFloat("xb"); 

前述したように Main()等の自由なタイミングで文字列の入力を

状況に応じて行なうことはProcessing の動作原理上，不可能だが，

この点に留意すれば比較的容易に過去の FORTRAN, BASIC, C
言語などのソフトウェア資産をProcessing に移植可能である． 
 
2.3.3 実行ウィンドウへのコンソール型のテキスト出力機能 

 Processing では text()命令を用いて実行ウィンドウ上に文字列

をピクセル出力する．文字列を描画するには実行ウィンドウ上の

x, y 座標値を必ず指定する必要がある上に，長い文字列を描画し

た際に実行ウィンドウの右端から外へ出た文字列は折り返されず，

スクロールバーによるスクロールもできない． 
Crowbar は自前のテキストバッファを用意している．テキスト

バッファのデータ構造は可変長の文字列バッファと文字色などの

文字属性を要素に持つ片方向リストである．リストの一ノードは

明示的あるいは折り返しにより改行されるまでの一行分の文字列

データを保持する．利用者がテキストバッファに文字列を出力す

ると現ノードの文字列バッファに文字列を追加し，明示的な改行

や折り返しが発生すると次ノードを生成して現ノードに連結する．

以下はテキスト出力関係の代表的な命令である． 
 write(String str)   ：文字列出力 
 writeln(String str) ：文字列出力後に改行 
 newline()           ：改行 
 textColor(int col)  ：以降に出力する文字色の変更 
 clrscr()            ：全画面消去 
 locate(int x, int y)：カーソル位置の移動 

Crowbarはwrite(), writeln()命令などでテキストバッファに追記

された文字列を実行ウィンドウへ一文字単位で出力し，これから

描画する文字が実行ウィンドウ右端からはみ出すと判断したら自

動的に折り返して次行の行頭から続きを描画する．clrscr()で画面

消去するとカーソル位置は実行ウィンドウ左上隅（0, 0）へ移動

する．文字列出力毎にカーソル位置は自動更新されるので利用者

は座標値を意識することなく文字列出力と改行を組み合わせた古

典的なコンソール出力のスタイルで文字列を実行ウィンドウに順

次出力できる．カーソル位置が最下端に達したら画面を消去して

所定の行数だけ自動的にスクロールアップする．自動スクロール

アップの送り量は設定により変更可能である．自動スクロールア

ップ以外に，Main()等の動作終了後の再実行か終了かの選択待ち

状態で，カーソルキーおよびスクロールキーの上下により一行単

位あるいは半ページ単位でスクロールアップ／ダウン可能である．

locate()命令によりカーソル位置を自由に移動して文字列を出力

可能だが，現時点で locate()命令はテキストバッファに完全対応

していないためスクロール時に表示が崩れる．今後，正式な対応

を目指す． 
Crowbar のテキスト出力の速度計測結果を図５に示す．図５(a)

に示すように半角 60 文字幅で 15 行の実行ウィンドウを用意し，

合計一万文字の半角数字を write()命令で一文字ずつ描画した結

果のグラフが図５(b)である．横軸は userDraw()の一サイクルに

出力する文字数 L，縦軸は一万文字の表示に要した時間より計算

した１秒あたりの表示文字数Cである．実行ウィンドウ右端で折

り返しが発生し，実行ウィンドウ下端に達すると自動的に（本実

験では１行ずつ）スクロールアップする． WindowsXP/64（Core 
i7, 2.7GHz, 6GB）のパーソナルコンピュータ上で，L=1[文字]の
時に 506.8[s]でC=約 19.7[文字/s]，L=2, 3[文字]でそれぞれC=約
39.5[文字/s]，約 59.3[文字/s]，L=430 近辺までほぼ線形にCが増

加し，L=2,500 以降でC は約 13,000[文字/s]前後で飽和する．１

秒あたり約216行の表示と200行程度の行単位のスクロールアッ

プを行う性能を持つことが分かる． 
 Crowbar によるテキストバッファを用いたテキスト出力も

Processing の text()による出力同様にピクセル出力であるためマ

ウスで領域選択して文字情報としてコピーすることはできない．

Crowbar ではテキストファイルへのログ出力の機能を持ってい

る．図６に示すように，Crowbar が出力するシステム出力も

Main()等で write()/writeln()を用いて出力した文字列も全て記録

されるので，数値計算結果を表計算ソフトで後処理可能である． 

 
(a) 実行ウィンドウ（60 文字×15行） 

(b) 計測結果 
図５ テキスト出力性能試験 
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2.4 Crowbarの仕組み 

 2.3.1 節で説明したCrowbar のプロセス管理の制御機構を図７

に示す．Crowbar により呼び出される initCrowbar(), Options(), 
Setup(), preMain(), Main(), userDraw(), postMain()等の関数内

に利用者はアプリケーション毎に異なる動作を記述する． 
 initCrowbar(), Options(),Setup()はCrowbar 実行後に setup()
内で一度だけ順番に実行される．initCrowbar()には Crowbar の

実体である crowbarClassのインスタンス crowbar を生成するた

めのコードが以下のように記述されている． 
crowbarClass crow; 

void initCrowbar() { 

  crow = startCrowbar.generate(50, 30, 2);  

} 

startCrowbar.generate()はインスタンス crowbar を生成するラ

ンチャーである．三個の引数の内の最初の二個の引数で実行ウィ

ンドウのサイズを文字数，行数で指定する．第三引数は後述する

グラフィックスライブラリ Tomahawk の動作モードである．0
あるいは省略でTomahawkを不使用，1か 2でTomahawkを使

用する．1と 2の差異は 2.6 節で述べる．startCrowbar.generate()
の戻り値は crowbar のアドレスなので，上記例のように crow な

どの自由なインスタンス名にシャローコピーして構わない．

Options()と Setup()には実行順以外に本質的な違いは無い．

Options()は課題プログラムの雛型を与える教員が初期設定など

を記述し，学生がOptions()よりも後に実行されるSetup()内で設

定を変更するといった使い分けを想定している． 
 以上の初期設定を実行した後，Crowbar は draw()内に実装し

た制御機構に従って状態遷移を行いながら以下の処理を行う．

Setup()でパラメータが宣言されていたならば，draw()をループ実

行しながらキーボードから一文字ずつキー入力をバッファリング

することで文字列を入力する．全パラメータの入力が完了して利

用者により実行が選択されたら，preMain(), Main(), userDraw(), 
postMain()の順にユーザのコードを実行する.  preMain(), 
postMain()は Main(), userDraw()実行前後に行ないたい前処理

と後処理を記述するために用意した関数である．Main()はC言語

のmain()に相当する関数であり，setup()同様に一度だけ実行する．

Main()終了までの間に crowbar.nonStop()が実行されたならば

userDraw()をdraw()同様にループ実行する． userDraw()を実行

しないか，crowbar.stop()によって終了した後に postMain()を実

行し，パラメータ入力からやり直すか，Crowbar を終了するか利

用者に確認する． 
 
2.5 Tomahawkの機能 

 Tomahawk の最大の特徴は容易に複数のビューポートを実行

ウィンドウ内に作成して合成出力可能な点である．それ以外の主

な特徴は，ビューポート内の視点の操作，座標変換の処理が不要

なワールド座標系による描画，最終描画座標を一時記憶するカレ

ントポジションである．図８に Tomahawk を利用した移動ロボ

ットのシミュレータを示す．実行ウィンドウを三領域にビューポ

ートで分割している．上と右下のビューポート内のロボット画像

は同一のワールド座標値と描画コマンドを用いて描画している．

右下のビューポートに示すように，視点の回転や中心座標の移動

によりロボットを常時上向きかつ中心に表示するような視点の操

作も可能である． 
 
2.5.1 ピクセル座標系とワールド座標系 

 一般的なグラフィックデバイス同様に，Processing の実行ウィ

ンドウの座標系も図９(a)に示すように左上角が原点(0, 0)，右方向

と下方向がそれぞれ x座標軸と y座標軸の正，各軸座標値が整数

図７ フレームワークCrowbarの動作 図８ Tomahawk によるアプリケーション例 

図６ ログファイル 
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めのコードが以下のように記述されている． 
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を記述し，学生がOptions()よりも後に実行されるSetup()内で設

定を変更するといった使い分けを想定している． 
 以上の初期設定を実行した後，Crowbar は draw()内に実装し

た制御機構に従って状態遷移を行いながら以下の処理を行う．

Setup()でパラメータが宣言されていたならば，draw()をループ実

行しながらキーボードから一文字ずつキー入力をバッファリング

することで文字列を入力する．全パラメータの入力が完了して利

用者により実行が選択されたら，preMain(), Main(), userDraw(), 
postMain()の順にユーザのコードを実行する.  preMain(), 
postMain()は Main(), userDraw()実行前後に行ないたい前処理

と後処理を記述するために用意した関数である．Main()はC言語

のmain()に相当する関数であり，setup()同様に一度だけ実行する．

Main()終了までの間に crowbar.nonStop()が実行されたならば

userDraw()を draw()同様にループ実行する． userDraw()を実行

しないか，crowbar.stop()によって終了した後に postMain()を実

行し，パラメータ入力からやり直すか，Crowbarを終了するか利

用者に確認する． 
 
2.5 Tomahawkの機能 

 Tomahawk の最大の特徴は容易に複数のビューポートを実行

ウィンドウ内に作成して合成出力可能な点である．それ以外の主

な特徴は，ビューポート内の視点の操作，座標変換の処理が不要

なワールド座標系による描画，最終描画座標を一時記憶するカレ

ントポジションである．図８に Tomahawk を利用した移動ロボ

ットのシミュレータを示す．実行ウィンドウを三領域にビューポ

ートで分割している．上と右下のビューポート内のロボット画像

は同一のワールド座標値と描画コマンドを用いて描画している．

右下のビューポートに示すように，視点の回転や中心座標の移動

によりロボットを常時上向きかつ中心に表示するような視点の操

作も可能である． 
 
2.5.1 ピクセル座標系とワールド座標系 

 一般的なグラフィックデバイス同様に，Processingの実行ウィ

ンドウの座標系も図９(a)に示すように左上角が原点(0, 0)，右方向
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のピクセル座標系である．Tomahawkでは確保したビューポート

内に world()命令を用いてワールド座標系を自由に設定可能であ

る．ワールド座標系は図９(b)に示すように右方向が x 座標軸の正

なのはピクセル座標系と同じだが，上方向を y 座標軸の正とする

浮動小数点数の座標系である．ビューポート内の座標原点の位置

やピクセル比を変更可能なので，利用者は座標変換を行なわずに

数値計算結果に基づいて単純に点をプロットしたりラインを描画

したりできる．ピクセル比とはワールド座標系における長さ１が

ピクセル座標系の何ピクセルに相当するのかを表わす比率である． 
 ビューポート内への描画の際の座標値はピクセル座標系でもワ

ールド座標系でも指定可能である．たとえばラインを描画するな

らば，ワールド座標系では line()命令，ピクセル座標系で_line()
命令を用いる． 

 
2.5.2 複数のビューポートを生成 

 Processing の実行ウィンドウは単一のウィンドウかつレイヤ

ー機能を持たない．もしProcessingで図８の例のように実行ウィ

ンドウを複数の矩形領域に分割したいならば，指定領域からはみ

出す部分はクリッピングする必要がある．三角形，四角形など直

線要素からなる描画オブジェクトであれば自前の描画コマンドを

作成してクリッピング可能だが、円や文字などのオブジェクトを

領域内にクリッピングするのは困難である． 
 Tomahawk は自由なサイズの矩形領域をウィンドウのように

Processing の実行ウィンドウ上に作成できる．この矩形領域を本

稿ではビューポートと呼ぶ．各ビューポートに対してProcessing
が持つ大半の描画命令が利用可能かつ矩形領域からはみ出した描

画オブジェクトは正しくクリッピングされる．ビューポート内の

視点の回転や平行移動，拡大縮小にも対応している．現状では一

つのワールド座標系に対して一つのビューポートしか割り当てら

れないが，複数のビューポートを一つのワールド座標系に割り当

て可能となるように拡張予定である． 
 ビューポートの作成方法を四種類用意した．１）全画面サイズ，

２）縦横幅指定，３）分割，４）複製である．図１０に例を示す．

全画面サイズのビューポートは図１０(a)のように実行ウィンド

ウ全体を一枚のビューポートで覆うように作成される．ビューポ

ートの分割は既存のビューポートを図１０(b), (c)のように水平方

向あるいは垂直方向に分割することで新しくビューポートを作成

する．複製は図１０(d)のように一つのビューポートを作成後，そ

れと全く同じ属性をもつビューポートを作成する．ビューポート

の表示／非表示は viewVisible(), viewUnvisible()命令で自由に

個別に変更できる．ビューポートの作成は Main()や userDraw()
の中でも可能だが，実際にビューポートが表示されるのは

userDraw()に処理が移った後からなので，Setup()内で一括して

作成し，現段階で表示する必要が無いビューポートは非表示に設

定すれば管理が容易である． 
各ビューポート作成命令の書式は以下の通りである． 
1. 全画面：createView(ラベル名) 

2. 縦横幅指定：（ピクセル指定，割合指定） 

createView(ラベル名，int x, int y, int w, int h） 

createView(ラベル名, int x, int y, float w, float h) 

3. 分割（水平方向，垂直方向）： 

splitViewH(分割元ラベル名，分割先ラベル名，float rate) 

splitViewV(分割元ラベル名，分割先ラベル名，float rate) 

4. 複製：cloneView(複製元ラベル名, 複製先ラベル名) 

ラベル名は作成したビューポートを利用時に参照するのに用いる

識別子である．ビューポート作成順に自動的に割り振られる整数

のシリアルナンバーによる参照も可能だが，ラベル名による参照

の方がソースリストの可読性が高い．縦横幅指定における x, y は，

新規作成したビューポートを実行ウィンドウ内に配置する位置を

表すピクセル座標である．ビューポートの幅と高さは第４，５引

数w, h 指定する．整数の場合はピクセル数，浮動小数点数の場合

は実行ウィンドウの幅と高さに対する割合である．水平／垂直方

向への分割による新規ビューポートの作成は，分割元ラベル名で

指定したビューポートを水平／垂直方向に指定した rate（0 ＜ 
rate ＜ 1）に分割し，左側／上側の領域を分割元のビューポート

としてサイズを縮小し，右側／下側に分割先ラベル名のビューポ

ートを新規生成する．複製によるビューポート作成は複製元ラベ

ル名のビューポートとサイズや座標系その他の設定が同一のビュ

ーポートを複製先ラベル名のビューポートとして新規作成する． 
 ビューポートは図８の例のようにタイル状に平面内に配置する

だけではなく，昨今のウィンドウアプリケーション同様に図１１

(a)に示すように重ねて配置可能である．各ビューポートの上下関
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図１０ ビューポートの作成法の例 
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係の入れ替え，ビューポートの位置の移動，表示／非表示の変更，

背景色の不透明度の変更，枠線の太さ／色／非表示の変更をアプ

リケーション実行中にダイナミックに変更可能である．マウスク

リックした際のアクティブなビューポート番号とそのビューポー

ト内におけるピクセル座標値を取得できるなど，一般的なウィン

ドウアプリケーションと同等の機能を備えている． 
 
2.5.3 カレントポジションの記憶 

 例えば直線を用いて折れ線を描く場合，座標(x1, y1), (x2, y2), 
(x3, y3), (x4, y4), ... とProcessingで線を描画するには，line(x1, 
y1, x2, y2); line(x2, y2, x3, y3); line(x3, y3, x4, y4); ...のように始

点と終点を常に指定しなくてはならない．Tomahawkでは大半の

描画コマンドを拡張して”最後に描画を行なった座標”（カレント

ポジション）を記憶する機能を持つ．したがって前述の例であれ

ば line(x1, y1, x2, y2); lineTo(x3, y3); lineTo(x4, y4), ....のように

lintTo()命令を用いて始点を省略できる．楕円を描くellipse(x, y, w, 
h)命令は中心点と長径と短径を指定する必要があるが，elllipse(w, 
h)のように中心座標を省略して描くことも可能である．カレント

ポジションはビューポート毎にピクセル座標系，ワールド座標系

でそれぞれ記憶する． 
 
2.6 Tomahawkの仕組み 

 Tomahawk では複数のウィンドウ風のビューポートを作成し

て合成するための仕組みとして Processing が持つ描画バッファ

専用レンダラーPGraphicsクラスを用いている．PGraphics のイ

ンスタンスは複数作成可能であり，それぞれが各ビューポートに

対応する．Processing のほぼ全ての描画関数は PGraphics の描

画バッファに対して利用可能だが，PGraphics経由の描画結果は

実行ウィンドウに全く反映されない．実行ウィンドウに描画バッ

ファの内容を反映するには blend()関数を用いる．blend()は画像

ファイルを実行ウィンドウの任意の位置に合成する関数として用

いられることが大半だが PGraphics の描画バッファも合成可能

である．Tomahawk では draw()のサイクルエンドに実行ウィン

ドウに対して”深さ”の深いビューポートから順に blend()で描画

バッファを重ね合わせ合成し，重なりのあるビューポートを実現

している．なお，ビューポートを合成される背景の実行ウィンド

ウはビューポートとは独立しているので，Processing の描画コマ

ンドによって自由に描画できる．Tomahawk動作モード１の時は

背景にCrowbarのテキスト出力も重ね書きされるが，Tomahawk
動作モード２の場合は図１１(b)に示すように背景とは独立した

Crowbar によるテキスト出力専用の全画面サイズかつ背景が透

明なテキスト表示プレーンを最上位に用意する． 
 Processing は translate(), rotate(), scale()の各関数により実行

ウィンドウのピクセル座標系を並行移動，回転，拡大縮小可能で

ある．これらの関数はPGraphics の描画バッファに対しても有効

であり，自前の関数では回転や拡大縮小が難しい円や文字列とい

った描画オブジェクトの見え方の操作が可能である．Tomahawk
ではこの機能を利用してビューポート毎に座標系の原点の移動，

回転，拡大縮小を実現している． 
 
2.7 マルチステートメント 

 Crowbar とTomahawk は共通のフレームワーク上で動作し，

共通のインスタンス crowbar より各機能と命令を呼び出す．

Crowbarの命令はcrowbar.write()のように呼び出す．Tomahawk
の命令の一部もcrowbar.view()のようにcrowbarから直接呼び出

すが，各ビューポートへの命令は crowbar.cv.line()のように

clowbarClass のメンバとしてリンクしている viewportClass を

介して呼び出す．ここでメンバ cv は現在選択されているビューポ

ートのインスタンスへのポインタである． 
 Crowbar 関係の命令の大半は戻り値として crowbar インスタ

ンスの crowbarClass，Tomahawk 関係の命令の大半は戻り値と

して描画対象のビューポートのインスタンスのviewportClassを
返す．したがって， 
crowbar.textColor(#ffffff); 

crowbar.write("Hello "); 

crowbar.textColor(#ff0000); 

crowbar.writeln("World!"); 

の四行は以下のように一行で記述できる． 
crowbar.textColor(#ffffff).write("Hello "). 

        textColor(#ff0000).write("World!"); 

同様に Tomahawk の描画コマンドも，以下のように複数のビュ

ーポートに対する描画が混在しているコードが， 
crowbar.view("Top"); 

crowbar.cv.fill(#ffffff); 

crowbar.cv.ellipse(100.0, 100.0, 50.0).; 

crowbar.cv. lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 

Background
viewport1

viewport2

viewport3

Text plane (Crowbar)  
(a) 画面構成例 

 
(b) レイヤーの合成順（Tomahawk 動作モード２） 

図１１ Tomahawk モード２時のレイヤー構成 
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係の入れ替え，ビューポートの位置の移動，表示／非表示の変更，

背景色の不透明度の変更，枠線の太さ／色／非表示の変更をアプ

リケーション実行中にダイナミックに変更可能である．マウスク

リックした際のアクティブなビューポート番号とそのビューポー

ト内におけるピクセル座標値を取得できるなど，一般的なウィン

ドウアプリケーションと同等の機能を備えている． 
 
2.5.3 カレントポジションの記憶 

 例えば直線を用いて折れ線を描く場合，座標(x1, y1), (x2, y2), 
(x3, y3), (x4, y4), ... とProcessingで線を描画するには，line(x1, 
y1, x2, y2); line(x2, y2, x3, y3); line(x3, y3, x4, y4); ...のように始

点と終点を常に指定しなくてはならない．Tomahawkでは大半の

描画コマンドを拡張して”最後に描画を行なった座標”（カレント

ポジション）を記憶する機能を持つ．したがって前述の例であれ

ば line(x1, y1, x2, y2); lineTo(x3, y3); lineTo(x4, y4), ....のように

lintTo()命令を用いて始点を省略できる．楕円を描く ellipse(x, y, w, 
h)命令は中心点と長径と短径を指定する必要があるが，elllipse(w, 
h)のように中心座標を省略して描くことも可能である．カレント

ポジションはビューポート毎にピクセル座標系，ワールド座標系

でそれぞれ記憶する． 
 
2.6 Tomahawkの仕組み 

 Tomahawk では複数のウィンドウ風のビューポートを作成し

て合成するための仕組みとして Processing が持つ描画バッファ

専用レンダラーPGraphicsクラスを用いている．PGraphicsのイ

ンスタンスは複数作成可能であり，それぞれが各ビューポートに

対応する．Processing のほぼ全ての描画関数は PGraphics の描

画バッファに対して利用可能だが，PGraphics経由の描画結果は

実行ウィンドウに全く反映されない．実行ウィンドウに描画バッ

ファの内容を反映するには blend()関数を用いる．blend()は画像

ファイルを実行ウィンドウの任意の位置に合成する関数として用

いられることが大半だが PGraphics の描画バッファも合成可能

である．Tomahawk では draw()のサイクルエンドに実行ウィン

ドウに対して”深さ”の深いビューポートから順に blend()で描画

バッファを重ね合わせ合成し，重なりのあるビューポートを実現

している．なお，ビューポートを合成される背景の実行ウィンド

ウはビューポートとは独立しているので，Processingの描画コマ

ンドによって自由に描画できる．Tomahawk動作モード１の時は

背景にCrowbarのテキスト出力も重ね書きされるが，Tomahawk
動作モード２の場合は図１１(b)に示すように背景とは独立した

Crowbar によるテキスト出力専用の全画面サイズかつ背景が透

明なテキスト表示プレーンを最上位に用意する． 
 Processingは translate(), rotate(), scale()の各関数により実行

ウィンドウのピクセル座標系を並行移動，回転，拡大縮小可能で

ある．これらの関数はPGraphics の描画バッファに対しても有効

であり，自前の関数では回転や拡大縮小が難しい円や文字列とい

った描画オブジェクトの見え方の操作が可能である．Tomahawk
ではこの機能を利用してビューポート毎に座標系の原点の移動，

回転，拡大縮小を実現している． 
 
2.7 マルチステートメント 

 Crowbar と Tomahawk は共通のフレームワーク上で動作し，

共通のインスタンス crowbar より各機能と命令を呼び出す．

Crowbarの命令はcrowbar.write()のように呼び出す．Tomahawk
の命令の一部もcrowbar.view()のようにcrowbarから直接呼び出

すが，各ビューポートへの命令は crowbar.cv.line()のように

clowbarClass のメンバとしてリンクしている viewportClass を

介して呼び出す．ここでメンバ cvは現在選択されているビューポ

ートのインスタンスへのポインタである． 
 Crowbar 関係の命令の大半は戻り値として crowbar インスタ

ンスの crowbarClass，Tomahawk 関係の命令の大半は戻り値と

して描画対象のビューポートのインスタンスのviewportClassを
返す．したがって， 
crowbar.textColor(#ffffff); 

crowbar.write("Hello "); 

crowbar.textColor(#ff0000); 

crowbar.writeln("World!"); 

の四行は以下のように一行で記述できる． 
crowbar.textColor(#ffffff).write("Hello "). 

        textColor(#ff0000).write("World!"); 

同様に Tomahawk の描画コマンドも，以下のように複数のビュ

ーポートに対する描画が混在しているコードが， 
crowbar.view("Top"); 

crowbar.cv.fill(#ffffff); 

crowbar.cv.ellipse(100.0, 100.0, 50.0).; 

crowbar.cv. lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 
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(b) レイヤーの合成順（Tomahawk動作モード２） 

図１１ Tomahawkモード２時のレイヤー構成 
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のピクセル座標系である．Tomahawkでは確保したビューポート

内に world()命令を用いてワールド座標系を自由に設定可能であ

る．ワールド座標系は図９(b)に示すように右方向が x 座標軸の正

なのはピクセル座標系と同じだが，上方向を y 座標軸の正とする

浮動小数点数の座標系である．ビューポート内の座標原点の位置

やピクセル比を変更可能なので，利用者は座標変換を行なわずに

数値計算結果に基づいて単純に点をプロットしたりラインを描画

したりできる．ピクセル比とはワールド座標系における長さ１が

ピクセル座標系の何ピクセルに相当するのかを表わす比率である． 
 ビューポート内への描画の際の座標値はピクセル座標系でもワ

ールド座標系でも指定可能である．たとえばラインを描画するな

らば，ワールド座標系では line()命令，ピクセル座標系で_line()
命令を用いる． 

 
2.5.2 複数のビューポートを生成 

 Processing の実行ウィンドウは単一のウィンドウかつレイヤ

ー機能を持たない．もしProcessingで図８の例のように実行ウィ

ンドウを複数の矩形領域に分割したいならば，指定領域からはみ

出す部分はクリッピングする必要がある．三角形，四角形など直

線要素からなる描画オブジェクトであれば自前の描画コマンドを

作成してクリッピング可能だが、円や文字などのオブジェクトを

領域内にクリッピングするのは困難である． 
 Tomahawk は自由なサイズの矩形領域をウィンドウのように

Processing の実行ウィンドウ上に作成できる．この矩形領域を本

稿ではビューポートと呼ぶ．各ビューポートに対してProcessing
が持つ大半の描画命令が利用可能かつ矩形領域からはみ出した描

画オブジェクトは正しくクリッピングされる．ビューポート内の

視点の回転や平行移動，拡大縮小にも対応している．現状では一

つのワールド座標系に対して一つのビューポートしか割り当てら

れないが，複数のビューポートを一つのワールド座標系に割り当

て可能となるように拡張予定である． 
 ビューポートの作成方法を四種類用意した．１）全画面サイズ，

２）縦横幅指定，３）分割，４）複製である．図１０に例を示す．

全画面サイズのビューポートは図１０(a)のように実行ウィンド

ウ全体を一枚のビューポートで覆うように作成される．ビューポ

ートの分割は既存のビューポートを図１０(b), (c)のように水平方

向あるいは垂直方向に分割することで新しくビューポートを作成

する．複製は図１０(d)のように一つのビューポートを作成後，そ

れと全く同じ属性をもつビューポートを作成する．ビューポート

の表示／非表示は viewVisible(), viewUnvisible()命令で自由に

個別に変更できる．ビューポートの作成は Main()や userDraw()
の中でも可能だが，実際にビューポートが表示されるのは

userDraw()に処理が移った後からなので，Setup()内で一括して

作成し，現段階で表示する必要が無いビューポートは非表示に設

定すれば管理が容易である． 
各ビューポート作成命令の書式は以下の通りである． 
1. 全画面：createView(ラベル名) 

2. 縦横幅指定：（ピクセル指定，割合指定） 

createView(ラベル名，int x, int y, int w, int h） 

createView(ラベル名, int x, int y, float w, float h) 

3. 分割（水平方向，垂直方向）： 

splitViewH(分割元ラベル名，分割先ラベル名，float rate) 

splitViewV(分割元ラベル名，分割先ラベル名，float rate) 

4. 複製：cloneView(複製元ラベル名, 複製先ラベル名) 

ラベル名は作成したビューポートを利用時に参照するのに用いる

識別子である．ビューポート作成順に自動的に割り振られる整数

のシリアルナンバーによる参照も可能だが，ラベル名による参照

の方がソースリストの可読性が高い．縦横幅指定における x, y は，

新規作成したビューポートを実行ウィンドウ内に配置する位置を

表すピクセル座標である．ビューポートの幅と高さは第４，５引

数w, h 指定する．整数の場合はピクセル数，浮動小数点数の場合

は実行ウィンドウの幅と高さに対する割合である．水平／垂直方

向への分割による新規ビューポートの作成は，分割元ラベル名で

指定したビューポートを水平／垂直方向に指定した rate（0 ＜ 
rate ＜ 1）に分割し，左側／上側の領域を分割元のビューポート

としてサイズを縮小し，右側／下側に分割先ラベル名のビューポ

ートを新規生成する．複製によるビューポート作成は複製元ラベ

ル名のビューポートとサイズや座標系その他の設定が同一のビュ

ーポートを複製先ラベル名のビューポートとして新規作成する． 
 ビューポートは図８の例のようにタイル状に平面内に配置する

だけではなく，昨今のウィンドウアプリケーション同様に図１１

(a)に示すように重ねて配置可能である．各ビューポートの上下関
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図１０ ビューポートの作成法の例 
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係の入れ替え，ビューポートの位置の移動，表示／非表示の変更，

背景色の不透明度の変更，枠線の太さ／色／非表示の変更をアプ

リケーション実行中にダイナミックに変更可能である．マウスク

リックした際のアクティブなビューポート番号とそのビューポー

ト内におけるピクセル座標値を取得できるなど，一般的なウィン

ドウアプリケーションと同等の機能を備えている． 
 
2.5.3 カレントポジションの記憶 

 例えば直線を用いて折れ線を描く場合，座標(x1, y1), (x2, y2), 
(x3, y3), (x4, y4), ... とProcessingで線を描画するには，line(x1, 
y1, x2, y2); line(x2, y2, x3, y3); line(x3, y3, x4, y4); ...のように始

点と終点を常に指定しなくてはならない．Tomahawkでは大半の

描画コマンドを拡張して”最後に描画を行なった座標”（カレント

ポジション）を記憶する機能を持つ．したがって前述の例であれ

ば line(x1, y1, x2, y2); lineTo(x3, y3); lineTo(x4, y4), ....のように

lintTo()命令を用いて始点を省略できる．楕円を描くellipse(x, y, w, 
h)命令は中心点と長径と短径を指定する必要があるが，elllipse(w, 
h)のように中心座標を省略して描くことも可能である．カレント

ポジションはビューポート毎にピクセル座標系，ワールド座標系

でそれぞれ記憶する． 
 
2.6 Tomahawkの仕組み 

 Tomahawk では複数のウィンドウ風のビューポートを作成し

て合成するための仕組みとして Processing が持つ描画バッファ

専用レンダラーPGraphicsクラスを用いている．PGraphics のイ

ンスタンスは複数作成可能であり，それぞれが各ビューポートに

対応する．Processing のほぼ全ての描画関数は PGraphics の描

画バッファに対して利用可能だが，PGraphics経由の描画結果は

実行ウィンドウに全く反映されない．実行ウィンドウに描画バッ

ファの内容を反映するには blend()関数を用いる．blend()は画像

ファイルを実行ウィンドウの任意の位置に合成する関数として用

いられることが大半だが PGraphics の描画バッファも合成可能

である．Tomahawk では draw()のサイクルエンドに実行ウィン

ドウに対して”深さ”の深いビューポートから順に blend()で描画

バッファを重ね合わせ合成し，重なりのあるビューポートを実現

している．なお，ビューポートを合成される背景の実行ウィンド

ウはビューポートとは独立しているので，Processing の描画コマ

ンドによって自由に描画できる．Tomahawk動作モード１の時は

背景にCrowbarのテキスト出力も重ね書きされるが，Tomahawk
動作モード２の場合は図１１(b)に示すように背景とは独立した

Crowbar によるテキスト出力専用の全画面サイズかつ背景が透

明なテキスト表示プレーンを最上位に用意する． 
 Processing は translate(), rotate(), scale()の各関数により実行

ウィンドウのピクセル座標系を並行移動，回転，拡大縮小可能で

ある．これらの関数はPGraphics の描画バッファに対しても有効

であり，自前の関数では回転や拡大縮小が難しい円や文字列とい

った描画オブジェクトの見え方の操作が可能である．Tomahawk
ではこの機能を利用してビューポート毎に座標系の原点の移動，

回転，拡大縮小を実現している． 
 
2.7 マルチステートメント 

 Crowbar とTomahawk は共通のフレームワーク上で動作し，

共通のインスタンス crowbar より各機能と命令を呼び出す．

Crowbarの命令はcrowbar.write()のように呼び出す．Tomahawk
の命令の一部もcrowbar.view()のようにcrowbarから直接呼び出

すが，各ビューポートへの命令は crowbar.cv.line()のように

clowbarClass のメンバとしてリンクしている viewportClass を

介して呼び出す．ここでメンバ cv は現在選択されているビューポ

ートのインスタンスへのポインタである． 
 Crowbar 関係の命令の大半は戻り値として crowbar インスタ

ンスの crowbarClass，Tomahawk 関係の命令の大半は戻り値と

して描画対象のビューポートのインスタンスのviewportClassを
返す．したがって， 
crowbar.textColor(#ffffff); 

crowbar.write("Hello "); 

crowbar.textColor(#ff0000); 

crowbar.writeln("World!"); 

の四行は以下のように一行で記述できる． 
crowbar.textColor(#ffffff).write("Hello "). 

        textColor(#ff0000).write("World!"); 

同様に Tomahawk の描画コマンドも，以下のように複数のビュ

ーポートに対する描画が混在しているコードが， 
crowbar.view("Top"); 

crowbar.cv.fill(#ffffff); 

crowbar.cv.ellipse(100.0, 100.0, 50.0).; 

crowbar.cv. lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 

Background
viewport1

viewport2

viewport3

Text plane (Crowbar)  
(a) 画面構成例 

 
(b) レイヤーの合成順（Tomahawk 動作モード２） 
図１１ Tomahawk モード２時のレイヤー構成 
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係の入れ替え，ビューポートの位置の移動，表示／非表示の変更，

背景色の不透明度の変更，枠線の太さ／色／非表示の変更をアプ

リケーション実行中にダイナミックに変更可能である．マウスク

リックした際のアクティブなビューポート番号とそのビューポー

ト内におけるピクセル座標値を取得できるなど，一般的なウィン

ドウアプリケーションと同等の機能を備えている． 
 
2.5.3 カレントポジションの記憶 

 例えば直線を用いて折れ線を描く場合，座標(x1, y1), (x2, y2), 
(x3, y3), (x4, y4), ... とProcessingで線を描画するには，line(x1, 
y1, x2, y2); line(x2, y2, x3, y3); line(x3, y3, x4, y4); ...のように始

点と終点を常に指定しなくてはならない．Tomahawkでは大半の

描画コマンドを拡張して”最後に描画を行なった座標”（カレント

ポジション）を記憶する機能を持つ．したがって前述の例であれ

ば line(x1, y1, x2, y2); lineTo(x3, y3); lineTo(x4, y4), ....のように

lintTo()命令を用いて始点を省略できる．楕円を描く ellipse(x, y, w, 
h)命令は中心点と長径と短径を指定する必要があるが，elllipse(w, 
h)のように中心座標を省略して描くことも可能である．カレント

ポジションはビューポート毎にピクセル座標系，ワールド座標系

でそれぞれ記憶する． 
 
2.6 Tomahawkの仕組み 

 Tomahawk では複数のウィンドウ風のビューポートを作成し

て合成するための仕組みとして Processing が持つ描画バッファ

専用レンダラーPGraphicsクラスを用いている．PGraphicsのイ

ンスタンスは複数作成可能であり，それぞれが各ビューポートに

対応する．Processing のほぼ全ての描画関数は PGraphics の描

画バッファに対して利用可能だが，PGraphics経由の描画結果は

実行ウィンドウに全く反映されない．実行ウィンドウに描画バッ

ファの内容を反映するには blend()関数を用いる．blend()は画像

ファイルを実行ウィンドウの任意の位置に合成する関数として用

いられることが大半だが PGraphics の描画バッファも合成可能

である．Tomahawk では draw()のサイクルエンドに実行ウィン

ドウに対して”深さ”の深いビューポートから順に blend()で描画

バッファを重ね合わせ合成し，重なりのあるビューポートを実現

している．なお，ビューポートを合成される背景の実行ウィンド

ウはビューポートとは独立しているので，Processingの描画コマ

ンドによって自由に描画できる．Tomahawk動作モード１の時は

背景にCrowbarのテキスト出力も重ね書きされるが，Tomahawk
動作モード２の場合は図１１(b)に示すように背景とは独立した

Crowbar によるテキスト出力専用の全画面サイズかつ背景が透

明なテキスト表示プレーンを最上位に用意する． 
 Processingは translate(), rotate(), scale()の各関数により実行

ウィンドウのピクセル座標系を並行移動，回転，拡大縮小可能で

ある．これらの関数はPGraphics の描画バッファに対しても有効

であり，自前の関数では回転や拡大縮小が難しい円や文字列とい

った描画オブジェクトの見え方の操作が可能である．Tomahawk
ではこの機能を利用してビューポート毎に座標系の原点の移動，

回転，拡大縮小を実現している． 
 
2.7 マルチステートメント 

 Crowbar と Tomahawk は共通のフレームワーク上で動作し，

共通のインスタンス crowbar より各機能と命令を呼び出す．

Crowbarの命令はcrowbar.write()のように呼び出す．Tomahawk
の命令の一部もcrowbar.view()のようにcrowbarから直接呼び出

すが，各ビューポートへの命令は crowbar.cv.line()のように

clowbarClass のメンバとしてリンクしている viewportClass を

介して呼び出す．ここでメンバ cvは現在選択されているビューポ

ートのインスタンスへのポインタである． 
 Crowbar 関係の命令の大半は戻り値として crowbar インスタ

ンスの crowbarClass，Tomahawk 関係の命令の大半は戻り値と

して描画対象のビューポートのインスタンスのviewportClassを
返す．したがって， 
crowbar.textColor(#ffffff); 

crowbar.write("Hello "); 

crowbar.textColor(#ff0000); 

crowbar.writeln("World!"); 

の四行は以下のように一行で記述できる． 
crowbar.textColor(#ffffff).write("Hello "). 

        textColor(#ff0000).write("World!"); 

同様に Tomahawk の描画コマンドも，以下のように複数のビュ

ーポートに対する描画が混在しているコードが， 
crowbar.view("Top"); 

crowbar.cv.fill(#ffffff); 

crowbar.cv.ellipse(100.0, 100.0, 50.0).; 

crowbar.cv. lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 

 
(a) 画面構成例 

 
(b) レイヤーの合成順（Tomahawk動作モード２） 

図１１ Tomahawkモード２時のレイヤー構成 

Processing 上で古典的なコンソール対話型プログラミングおよび高度なグラフィックス
プログラミングを実現可能なフレームワーク Crowbar+Tomahawk の開発
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crowbar.view(“Robot”); 

crowbar.cv.fill(#ff0000); 

crowbar.cv.stroke(#0000ff); 

crowbar.ellipse(150.0, 200.0, 30.0); 

以下のように，それぞれ同じビューポートに対する命令を一行に

まとめて記述可能である．view()は引数で指定されたラベル名の

ビューポートのインスタンスを返す命令，fill(), stroke()は以降の

描画オブジェクトの塗り潰し色，線色を指定する命令である． 
crowbar.view("Top").fill(#ffffff).ellipse(100.0,100.0,50.0).  

         lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 

crowbar.view(“Robot”).fill(#ff0000).stroke(#0000ff). 

ellipse(150.0, 200.0, 30.0); 

マルチステートメント表記のメリットは記述量の削減だけでは

ない．利用者の記述したプログラム内の多数行にわたるCrowbar
のテキスト出力関係のコードや Tomahawk の描画関係のコード

の論理的な関係を把握し易くしてコードの可読性を向上させる効

果がある．特に Tomahawk 関係のコードは複数のビューポート

へ描画するコードが混在する場合，一連の描画コマンドがそれぞ

れどのビューポートを対象としているのかが分かり難く，コード

の移動やコメントアウトの際に選択を誤る危険があるため，マル

チステートメントによる記述のメリットは大きい． 
 
3. 情報教育課程におけるCrowbar + Tomahawkの位置付け 

 Windows, Mac OS, LinuxなどGUI により操作可能なコンピ

ュータ端末に加えて，iOS, Android, Windows8 などタッチ方式

採用のOS が増えるなどコンピュータ端末の環境が大きく変化す

る過渡期であっても工学系高等教育機関における情報教育の核が

「データ構造とアルゴリズム」の理解と習得であることに変わり

は無い．図１２に，Processing とCrowbar + Tomahawk を組み

合わせた情報教育課程の流れを二例挙げる．たとえば図１２中(A)
のようにデータ型の理解と数値計算の基礎から情報教育を始め，

アルゴリズムを学んだ後にＣＧによる表現手法の習得へ進む課程

も，同図中(B)のようにＣＧを入り口として学生のモチベーション

を維持しつつアルゴリズムの習得へ展開する課程も間違いではな

い．コンピュータ環境，教員の方針，学生の専攻による特性の違

いを考慮して適した課程を構築するべきである． 
 前者(A)の課程は，Processing 上でCrowbar を用いることでデ

ータ型の理解と基礎的な数値計算，さらにアルゴリズムの習得ま

でカバーし，その後にProcessing の描画機能を利用してグラフィ

カルなアプリケーションを学ぶ流れが考えられる．後者(B)の課程

は，多くの教育機関同様にProcessing のみでプログラミング能力

の基礎と発展まで学んだ後，別の言語に乗り換えるのではなく

Crowbar でアルゴリズムを本格的に学ぶ流れが考えられる．

Tomahawkは命令数が多く，座標系やビューポートの概念を理解

する必要があるためＣＧの基礎を先に学ぶことが望ましく，導入

教育には適さない．課程(A),(B)などで Processing  + Crowbar
によるプログラミングの基礎知識を修得した後に卒業研究などで

実験結果や数値解析結果の可視化に利用するのに適している．以

上のようにProcessing, Crowbar, Tomahawkを組み合わせるこ

とにより，プログラミングの導入教育から応用まで一つの言語で

対応可能である．なお，Tomahawk の存在がＣＧの学習の妨げに

なると教員が判断した場合，Crowbar + Tomahawk から容易に

Tomahawkライブラリを切り離す仕組みも用意している．本フレ

ームワークでは crowbar.write(“Hello”)のようにインスタンス

crowbar を通して各機能を呼び出すオブジェクト指向の形式を用

いているためプログラミング初学者には混乱を招く恐れがあるが， 
crowbarClass write(String str) { return crowbar.write(str); } 

このようなラッパー関数群を用意して 2.2 節に挙げた五個のソー

スファイルに追加すれば write(“Hello”)のようなグローバル関数

形式による呼び出しも可能である（次バージョンに同梱予定）．  
 過去にプログラミング言語を修得して活用していたもののコン

ピュータ環境の大幅な変化により開発環境が失われてプログラミ

ングから遠ざかっている教員は多い．FORTRAN，BASIC，コン

ソール版C 言語のソースリストを死蔵しているだろう．多忙な業

務の片手間で Windows や iOS，Android 向けアプリケーション

の開発環境を整備して学習し直す時間的余裕は無い．Processing
ならば比較的容易に短時間で開発環境を整えられるので，

Crowbar + Tomahawk を習得すれば死蔵しているプログラムを

移植し，専門教育に役立つ教材を開発できる．開発したプログラ

ムは Javaの JAR 形式でエクスポート可能なので，e ラーニング

システム上で提供して学生の学習を助けることができる． 
 

4．まとめ 

 高等教育機関において，GUI中心のコンピュータ環境下，旧来

のコンソール対話型環境で数値計算から始めるプログラミングス

タイルとグラフィックスから始めるプログラミングスタイルが混

在している．プログラミング初心者向けプログラミング言語とし

て評価の高い Processing は後者に属する．Processing 上で前者

を可能とするために，パラメータのキーボード入力と計算結果の

テキスト表示およびログ出力が可能なフレームワーク Crowbar
を開発した．さらにビューポートを用いた高度なグラフィックス

アプリケーションを作成可能なグラフィックスライブラリ

Tomahawkも開発した．本稿ではCrowbar, Tomahawkの特徴，

機能，動作原理を説明した．Crowbar + Tomahawk は情報教育

におけるプログラミング環境として，特に非情報系学科にとって，

単一のプログラミング言語（Processing）で低学年から高学年ま

で幅広い領域をカバーできる点が優れていることを示した．加え

て，プログラミングから遠ざかっていた教員にも Web ブラウザ

導入 発展 応用

データ型
数値計算

アルゴリズム
コンピュータグラフィックス

データ処理，数値解析

コンピュータグラフィックス

アルゴリズム データ解析

（A）
数値計算優先

（B）
グラフィックス

優先 データ型・数値計算

Crowbar + Tomahawk

Processingのみ Crowbar ?  Tomahawk

図１２ 情報教育課程の例 

（学術論文） 

上で実行可能なグラフィカルな e ラーニングコンテンツを作成し，

授業で活用可能であることも述べた．  
 本校では現時点おいて図１２の情報教育課程の例では(B)グラ

フィックス優先のスタイルをとっている．Crowbar を実際に授業

で用いた機械工学科第３学年は，今年度初めてProcessing に触れ

たためProcessing の導入教育に１コマを要した．コンソールから

のデータ入出力部分は全て記述済みのサンプルを用意し，数値演

算のアルゴリズム部分のみを考える演習課題を与えるため，

Crowbar の使い方の説明に特別に時間を割く必要はなかった．

Crowbar によるコンソール入出力を用いたプログラミングをゼ

ロから教える場合，C 言語で scanf()と printf()の説明に要する時

間と同等かそれ以下の時間で済むと予想される．Tomahawkを用

いた図８のシミュレータは，準備した雛型とコマンドリファレン

スを参照し，特別に説明を行うことなしに電子情報工学科第５学

年の学生が一名で完成させた．Processing の導入と Crowbar + 
Tomahawkの開発は今年度中に行われたため，本稿で十分な導入

事例報告はできない．今後，情報教育専任教員と各学科の情報教

育担当教員にCrowbar + Tomahawkを紹介し，図１２(A)のスタ

イルを取るか（B）のまま続けるかを決め，実施した結果を教育

論文として報告したい． 
 Crowbar + Tomahawk はオープンソースである 6．情報教育に

おけるプログラミング言語の選定に悩んでいる方は是非，ダウン

ロードして試して貰いたい． 
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crowbar.view(“Robot”); 

crowbar.cv.fill(#ff0000); 

crowbar.cv.stroke(#0000ff); 

crowbar.ellipse(150.0, 200.0, 30.0); 

以下のように，それぞれ同じビューポートに対する命令を一行に

まとめて記述可能である．view()は引数で指定されたラベル名の

ビューポートのインスタンスを返す命令，fill(), stroke()は以降の

描画オブジェクトの塗り潰し色，線色を指定する命令である． 
crowbar.view("Top").fill(#ffffff).ellipse(100.0,100.0,50.0).  

         lineTo(100.0, 150.0).ellipse(50.0); 

crowbar.view(“Robot”).fill(#ff0000).stroke(#0000ff). 

ellipse(150.0, 200.0, 30.0); 

マルチステートメント表記のメリットは記述量の削減だけでは

ない．利用者の記述したプログラム内の多数行にわたるCrowbar
のテキスト出力関係のコードや Tomahawk の描画関係のコード

の論理的な関係を把握し易くしてコードの可読性を向上させる効

果がある．特に Tomahawk 関係のコードは複数のビューポート

へ描画するコードが混在する場合，一連の描画コマンドがそれぞ

れどのビューポートを対象としているのかが分かり難く，コード

の移動やコメントアウトの際に選択を誤る危険があるため，マル

チステートメントによる記述のメリットは大きい． 
 
3. 情報教育課程におけるCrowbar + Tomahawkの位置付け 

 Windows, Mac OS, LinuxなどGUI により操作可能なコンピ

ュータ端末に加えて，iOS, Android, Windows8 などタッチ方式

採用のOS が増えるなどコンピュータ端末の環境が大きく変化す

る過渡期であっても工学系高等教育機関における情報教育の核が

「データ構造とアルゴリズム」の理解と習得であることに変わり

は無い．図１２に，Processing とCrowbar + Tomahawk を組み

合わせた情報教育課程の流れを二例挙げる．たとえば図１２中(A)
のようにデータ型の理解と数値計算の基礎から情報教育を始め，

アルゴリズムを学んだ後にＣＧによる表現手法の習得へ進む課程

も，同図中(B)のようにＣＧを入り口として学生のモチベーション

を維持しつつアルゴリズムの習得へ展開する課程も間違いではな

い．コンピュータ環境，教員の方針，学生の専攻による特性の違

いを考慮して適した課程を構築するべきである． 
 前者(A)の課程は，Processing 上でCrowbar を用いることでデ

ータ型の理解と基礎的な数値計算，さらにアルゴリズムの習得ま

でカバーし，その後にProcessing の描画機能を利用してグラフィ

カルなアプリケーションを学ぶ流れが考えられる．後者(B)の課程

は，多くの教育機関同様にProcessing のみでプログラミング能力

の基礎と発展まで学んだ後，別の言語に乗り換えるのではなく

Crowbar でアルゴリズムを本格的に学ぶ流れが考えられる．

Tomahawkは命令数が多く，座標系やビューポートの概念を理解

する必要があるためＣＧの基礎を先に学ぶことが望ましく，導入

教育には適さない．課程(A),(B)などで Processing  + Crowbar
によるプログラミングの基礎知識を修得した後に卒業研究などで

実験結果や数値解析結果の可視化に利用するのに適している．以

上のようにProcessing, Crowbar, Tomahawkを組み合わせるこ

とにより，プログラミングの導入教育から応用まで一つの言語で

対応可能である．なお，Tomahawk の存在がＣＧの学習の妨げに

なると教員が判断した場合，Crowbar + Tomahawk から容易に

Tomahawkライブラリを切り離す仕組みも用意している．本フレ

ームワークでは crowbar.write(“Hello”)のようにインスタンス

crowbar を通して各機能を呼び出すオブジェクト指向の形式を用

いているためプログラミング初学者には混乱を招く恐れがあるが， 
crowbarClass write(String str) { return crowbar.write(str); } 

このようなラッパー関数群を用意して 2.2 節に挙げた五個のソー

スファイルに追加すれば write(“Hello”)のようなグローバル関数

形式による呼び出しも可能である（次バージョンに同梱予定）．  
 過去にプログラミング言語を修得して活用していたもののコン

ピュータ環境の大幅な変化により開発環境が失われてプログラミ

ングから遠ざかっている教員は多い．FORTRAN，BASIC，コン

ソール版C 言語のソースリストを死蔵しているだろう．多忙な業

務の片手間で Windows や iOS，Android 向けアプリケーション

の開発環境を整備して学習し直す時間的余裕は無い．Processing
ならば比較的容易に短時間で開発環境を整えられるので，

Crowbar + Tomahawk を習得すれば死蔵しているプログラムを

移植し，専門教育に役立つ教材を開発できる．開発したプログラ

ムは Javaの JAR 形式でエクスポート可能なので，e ラーニング

システム上で提供して学生の学習を助けることができる． 
 

4．まとめ 

 高等教育機関において，GUI中心のコンピュータ環境下，旧来

のコンソール対話型環境で数値計算から始めるプログラミングス

タイルとグラフィックスから始めるプログラミングスタイルが混

在している．プログラミング初心者向けプログラミング言語とし

て評価の高い Processing は後者に属する．Processing 上で前者

を可能とするために，パラメータのキーボード入力と計算結果の

テキスト表示およびログ出力が可能なフレームワーク Crowbar
を開発した．さらにビューポートを用いた高度なグラフィックス

アプリケーションを作成可能なグラフィックスライブラリ

Tomahawkも開発した．本稿ではCrowbar, Tomahawkの特徴，

機能，動作原理を説明した．Crowbar + Tomahawk は情報教育

におけるプログラミング環境として，特に非情報系学科にとって，

単一のプログラミング言語（Processing）で低学年から高学年ま

で幅広い領域をカバーできる点が優れていることを示した．加え

て，プログラミングから遠ざかっていた教員にも Web ブラウザ
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図１２ 情報教育課程の例 

（学術論文） 

上で実行可能なグラフィカルな e ラーニングコンテンツを作成し，

授業で活用可能であることも述べた．  
 本校では現時点おいて図１２の情報教育課程の例では(B)グラ

フィックス優先のスタイルをとっている．Crowbar を実際に授業

で用いた機械工学科第３学年は，今年度初めてProcessing に触れ

たためProcessing の導入教育に１コマを要した．コンソールから

のデータ入出力部分は全て記述済みのサンプルを用意し，数値演

算のアルゴリズム部分のみを考える演習課題を与えるため，

Crowbar の使い方の説明に特別に時間を割く必要はなかった．

Crowbar によるコンソール入出力を用いたプログラミングをゼ

ロから教える場合，C 言語で scanf()と printf()の説明に要する時

間と同等かそれ以下の時間で済むと予想される．Tomahawkを用

いた図８のシミュレータは，準備した雛型とコマンドリファレン

スを参照し，特別に説明を行うことなしに電子情報工学科第５学

年の学生が一名で完成させた．Processing の導入と Crowbar + 
Tomahawkの開発は今年度中に行われたため，本稿で十分な導入

事例報告はできない．今後，情報教育専任教員と各学科の情報教

育担当教員にCrowbar + Tomahawkを紹介し，図１２(A)のスタ

イルを取るか（B）のまま続けるかを決め，実施した結果を教育

論文として報告したい． 
 Crowbar + Tomahawk はオープンソースである 6．情報教育に

おけるプログラミング言語の選定に悩んでいる方は是非，ダウン

ロードして試して貰いたい． 
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微粒子衝突処理における単一粒子の粒子衝突解析 

 

南部 紘一郎 1* 

1:機械工学科 

 近年，環境問題に対する関心の高まりから，低コストかつ環境負荷の低い表面改質処理として微粒子衝突処理が
注目されている．微粒子衝突処理はその効果に影響を及ぼす因子が多岐に渡るため，最適投射条件の選定が難しい
ことが問題とされている．本研究では，その問題を解決するために有限要素法を利用して，粒子衝突時に影響を及
ぼす因子を明らかにすることを目的とした．実験の結果，解析値と実験値は近い値を示したことから有限要素法に
よる粒子衝突解析の有効性が示された．また，粒子衝突による圧縮残留応力深さは投射材の粒径に依存することが
明らかとなった． 

Key Words : 表面改質処理，微粒子衝突処理，有限要素法 
 

(受付日 2012 年 8 月 31 日； 受理日 2013 年 1 月 15 日) 
 
1. 緒言 

近年，環境問題に対する関心の高まりから自動車な

どの輸送機械には燃費向上のために軽量化が求められ

ている．軽量化のためには使用される材料の高強度化

が必要不可欠である．特に，機械構造用材料として使

用される材料として鉄鋼材料があるが，高強度化のた

めに浸炭や窒化などに代表される表面改質処理が行わ

れている．表面改質処理は表面近傍の硬度上昇と圧縮

残留応力の付与に加え，内部の硬度が低く靭性を保つ

ため疲労強度の向上に有効であることが明らかとなっ

ている 1)． 
表面改質処理には様々な処理法があるが，そのなか

でも低コストかつ高い疲労強度改善効果を示す方法と

して，ショットピーニングに代表される粒子衝突処理

が上げられ，その中でもショットピーニングよりも小

さな粒径の投射材(図１)を使用する微粒子衝突処理に

注目が集まっている． 
微粒子衝突処理は硬度上昇や圧縮残留応力の付与と

いったショットピーニングと同様の効果を得るととも

に，粒径の小さな投射材を使用するためショットピー

ニングの問題点であった表面粗さの上昇を抑えるため，

ショットピーニング処理よりも高い疲労強度向上効果

が得られることが報告されている 2～5)．しかしながら，

微粒子衝突処理の最適投射条件に影響を及ぼすパラメ

ータとして，投射圧力や投射速度，投射粒径など幅広

いため，現場のトライアンドエラーによって最適条件

が選定されているのが現状である．微粒子衝突処理は，

最適投射条件の選定を行うことができれば，高い改善

効果を示すと考えられることから各パラメータが材料

に及ぼす影響を明らかにすることが求められている． 
そこで，本研究では有限要素解析ソフト「LS-DYNA」

を用いた粒子衝突シミュレーションを行い，単一粒子

が被投射材に及ぼす影響を明らかにすることを目的と

した． 

 

図１ 投射材の SEM 画像 

2. 実験方法 

 2・1 衝突シミュレーション 

 本研究では，単一粒子がワーク表面に対して垂直に

衝突するモデルを作成し，衝突問題などの解析に適し

ている動的有限要素解析「LS-DYNA」を用いて解析を

行った．図２に解析モデルを示す．本研究では，投射

材をハイス材，被投射材（以下ワークと呼ぶ）を SUP10

（Original Article）（学術論文） 

Development of a Software Framework 

Crowbar + Tomahawk for Programming Language Processing 

which Enables the Creation of Applications by 

Classical Interactive Console Programming Style and  

with High-Performance Graphics Functions 

 
Tatsuya SHIRAI 

Dept. of Mechanical Engineering 
 

I have developed a software framework named as Crowbar which enables the creation of applications by the 
classical interactive console programming style on programming environment ‘Processing’. Crowbar makes it 
possible to port a hoard of applications which use only console input and output, such as program for numerical 
analysis coded by FORTRAN, BASIC, C language and so on, to programming environment 'Processing' easily. 
Crowbar also includes high-functional graphics library Tomahawk which can treat multi-viewport feature. In this 
paper, I had explained concerning functions and mechanism of Crowbar + Tomahawk. By using Crowbar and 
Tomahawk, we can teach the information education by single programming language from the lower class to the 
higher class in school. Furthermore It provides a development environment for creating graphical e-learning 
contents for teachers who lost interest in programming. 
 
Key Words : Processing，Education of Programming, Sofrware Framework，Console Application 
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2. 実験方法 

 2・1 衝突シミュレーション 

 本研究では，単一粒子がワーク表面に対して垂直に
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ばね鋼と仮定し，投射圧力を 0.6MPa とした．ワークに

対する衝突エネルギーを検討するために，投射材を弾

塑性体，ワークを剛体および弾塑性体の 2 種類として

解析を行った．投射材は，メッシュ密度 9，ワークの要

素数は 4000 とした．なお，投射粒径と衝突エネルギー

の関係を検討するために，解析は投射粒径およびワー

クの大きさを表１に示す条件で行った．また，使用し

た材料定数を表２に示す． 
投射圧力0.6MPaにおける粒子の衝突速度は前田らお

よび南部らの論文に基づいて算出した(6)(7)． 
 2・2 残留応力測定 

 シミュレーションによる結果と実験値を比較するた

めに，解析と同様の投射材とワークを使用して投射圧

力 0.6MPa で 20sec の処理を施した試験片を用意した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

表３に示す条件で深さ方向の残留応力分布を調査した．

なお，深さ方向の残留応力は電解研磨法を採用し，逐

次研磨を行った． 

3. 実験結果および考察 

3・1 衝突速度の解析 

  粒径 100μm の衝突シミュレーションの結果を図３

および図４に示す．図３はワークを弾塑性体とした場

合，図４はワークを剛体とした場合の結果をそれぞれ

示している．図３より衝突によって粒子，ワークとも

に変形しており，変形の度合は粒子のほうが大きいこ

とが明らかである．また，図４と比較しても粒子の変

形後の形状には大きな変化は見られないことが明らか

となった．また，500μm，50μm の投射材粒径でも同

様の結果であった．これは，投射材と比較してワーク

の厚みが十分に厚いためであると考えられる． 
図５に粒径と衝突後の速度の関係を示す．この結果

より粒径にかかわらず，ワークが剛体の場合よりもワ

ークを弾塑性体とした場合のほうが衝突後速度が速い

ことが明らかとなった．この理由として，ワークを弾

塑性体とした場合には投射材とワークの両方に塑性変

形によって失われた衝突エネルギー（塑性エネルギー）

が生じるのに対し，ワークを剛体とした場合には塑性

エネルギーが投射材の変形のみに使用されるため，弾

塑性体とした場合よりも投射材の変形に使用される塑

性エネルギーが大きくなり，投射材の衝突後速度が低

下するものと考えられる． 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  Volume (m3) Volume ratio Dencity (kg/m3) Mass (kg) Impact rate (m/s) 

500μm 5.23E-10 1 7550 3.95E-06 76 

100μm 4.19E-12 1/125 7550 3.16E-08 133 

50μm 5.23E-13 1/1000 7550 3.95E-09 163 

 

 

Young's Modules 207GPa 

Poisson rate 0.3 

Yield stress 200MPa 

Tangent Modulus 2GPa 

 

 
Voltage(kV) 30 
Current(mA) 30 

Method 
Parallel beam 
method 

Characteristic X-ray Cr-Kα 
Diffraction plane (hkl) 211 
Diffraction angle (deg) 156.4 
Ψ angle(deg) 0,9,18,27,36,45 
Stress constant (MPa/deg) -319 
Peak determination Half value breadth 

 

図２ 衝突シミュレーションモデル 

表１ 投射材の機械的性質 

表２ 被加工材の機械的性質 

表３ 残留応力測定条件 
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3・2 衝突エネルギーの算出 

 前項で示した様に，ワークを弾塑性体とした場合に

は衝突によって失われる塑性エネルギーは，粒子とワ

ークの両方に働くのに対し，ワークを剛体とした場合

には粒子の変形のみに使用されることが考えられる．

そこで，以下の式を使用してワークの変形に使用され

る衝突エネルギーを算出した． 
図６に粒径とワークの塑性エネルギーの関係を示す．

この結果から，粒径が小さくなるとともに塑性エネル

ギーは小さくなることが明らかとなった．しかし，投

射粒子の体積比は表１で示したように，粒径 500μm と

粒径 50μm では約 1/1000 倍である．実際に加工する場

合には投射粒径にかかわらず，投射時間当たりの投射

量がほぼ一定であることから，図７に単位時間当たり

の投射量を一定とした場合の衝突エネルギーと粒径の

関係を示す．この結果より，投射粒径が小さくなるほ

ど，投射時間あたりの投射量が一定の場合にはワーク

に与える衝突エネルギーが増加することが明らかとな

った． 
これまでの報告によって，粒径の小さな微粒子衝突

処理のほうがショットピーニングよりも疲労強度向上

効果が高いことが明らかとなっているが，この結果よ

り，その疲労強度向上効果の要因の一つとして衝突エ

ネルギーの増加が考えられる． 
 

Rigid Body 2
2

2
1 2
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Elasto-plastic body WmvmvF  2
2
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1 2
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2
1

 

 
F : Total plastic energy (J) 
v 1: Velocity before impact (m/s) 
v2: Velocity after impact (m/s) 
m : Mass (kg) 
W: Plastic energy of work (J) 
 
3・3 深さ方向への残留応力分布 

 粒径 100μm の場合の深さ方向への残留応力分布を図

８に示す．この結果より，表面近傍少し内部に最大圧

縮残留応力が生じることがわかり，表面よりもかなり

深くまで残留応力が生じていることがわかる．図９に

・・・・・（1） 

・・・（2）
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図５ 投射材粒径と衝突後の投射材速度の関係 

図３ 弾塑性材のシミュレーション結果（１００μｍ） 

図４ 剛体のシミュレーション結果（１００μｍ）
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投射圧力0.6MPaにおける粒子の衝突速度は前田らお

よび南部らの論文に基づいて算出した(6)(7)． 
 2・2 残留応力測定 

 シミュレーションによる結果と実験値を比較するた

めに，解析と同様の投射材とワークを使用して投射圧

力 0.6MPa で 20sec の処理を施した試験片を用意した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

表３に示す条件で深さ方向の残留応力分布を調査した．

なお，深さ方向の残留応力は電解研磨法を採用し，逐

次研磨を行った． 

3. 実験結果および考察 

3・1 衝突速度の解析 

  粒径 100μm の衝突シミュレーションの結果を図３

および図４に示す．図３はワークを弾塑性体とした場

合，図４はワークを剛体とした場合の結果をそれぞれ

示している．図３より衝突によって粒子，ワークとも

に変形しており，変形の度合は粒子のほうが大きいこ

とが明らかである．また，図４と比較しても粒子の変

形後の形状には大きな変化は見られないことが明らか

となった．また，500μm，50μm の投射材粒径でも同

様の結果であった．これは，投射材と比較してワーク

の厚みが十分に厚いためであると考えられる． 
図５に粒径と衝突後の速度の関係を示す．この結果

より粒径にかかわらず，ワークが剛体の場合よりもワ

ークを弾塑性体とした場合のほうが衝突後速度が速い

ことが明らかとなった．この理由として，ワークを弾

塑性体とした場合には投射材とワークの両方に塑性変

形によって失われた衝突エネルギー（塑性エネルギー）

が生じるのに対し，ワークを剛体とした場合には塑性

エネルギーが投射材の変形のみに使用されるため，弾

塑性体とした場合よりも投射材の変形に使用される塑

性エネルギーが大きくなり，投射材の衝突後速度が低

下するものと考えられる． 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  Volume (m3) Volume ratio Dencity (kg/m3) Mass (kg) Impact rate (m/s) 

500μm 5.23E-10 1 7550 3.95E-06 76 

100μm 4.19E-12 1/125 7550 3.16E-08 133 

50μm 5.23E-13 1/1000 7550 3.95E-09 163 

 

 

Young's Modules 207GPa 

Poisson rate 0.3 

Yield stress 200MPa 

Tangent Modulus 2GPa 

 

 
Voltage(kV) 30 
Current(mA) 30 

Method 
Parallel beam 
method 

Characteristic X-ray Cr-Kα 
Diffraction plane (hkl) 211 
Diffraction angle (deg) 156.4 
Ψ angle(deg) 0,9,18,27,36,45 
Stress constant (MPa/deg) -319 
Peak determination Half value breadth 

 

図２ 衝突シミュレーションモデル 

表１ 投射材の機械的性質 

表２ 被加工材の機械的性質 

表３ 残留応力測定条件 
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3・2 衝突エネルギーの算出 

 前項で示した様に，ワークを弾塑性体とした場合に

は衝突によって失われる塑性エネルギーは，粒子とワ

ークの両方に働くのに対し，ワークを剛体とした場合

には粒子の変形のみに使用されることが考えられる．

そこで，以下の式を使用してワークの変形に使用され

る衝突エネルギーを算出した． 
図６に粒径とワークの塑性エネルギーの関係を示す．

この結果から，粒径が小さくなるとともに塑性エネル

ギーは小さくなることが明らかとなった．しかし，投

射粒子の体積比は表１で示したように，粒径 500μm と

粒径 50μm では約 1/1000 倍である．実際に加工する場

合には投射粒径にかかわらず，投射時間当たりの投射

量がほぼ一定であることから，図７に単位時間当たり

の投射量を一定とした場合の衝突エネルギーと粒径の

関係を示す．この結果より，投射粒径が小さくなるほ

ど，投射時間あたりの投射量が一定の場合にはワーク

に与える衝突エネルギーが増加することが明らかとな

った． 
これまでの報告によって，粒径の小さな微粒子衝突

処理のほうがショットピーニングよりも疲労強度向上

効果が高いことが明らかとなっているが，この結果よ

り，その疲労強度向上効果の要因の一つとして衝突エ

ネルギーの増加が考えられる． 
 

Rigid Body 2
2

2
1 2

1
2
1 mvmvF   

 

Elasto-plastic body WmvmvF  2
2

2
1 2

1
2
1

 

 
F : Total plastic energy (J) 
v 1: Velocity before impact (m/s) 
v2: Velocity after impact (m/s) 
m : Mass (kg) 
W: Plastic energy of work (J) 
 
3・3 深さ方向への残留応力分布 

 粒径 100μm の場合の深さ方向への残留応力分布を図

８に示す．この結果より，表面近傍少し内部に最大圧

縮残留応力が生じることがわかり，表面よりもかなり

深くまで残留応力が生じていることがわかる．図９に

・・・・・（1） 

・・・（2）
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図５ 投射材粒径と衝突後の投射材速度の関係 

図３ 弾塑性材のシミュレーション結果（１００μｍ） 

図４ 剛体のシミュレーション結果（１００μｍ）
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各粒径における圧縮残留応力分布の解析結果を示す．

このことから，最大圧縮残留応力は粒径が小さいほど

大きくなることが明らかとなった．また，最大圧縮残

留応力および圧縮残留応力が 0 となる位置（クロッシ

ングポイント）は粒径が大きくなるほど深くなる傾向

を示した． 
そこで，比較のために測定を行った実際の試験片に

おける残留応力分布を図１０に示す．図より，最大圧

縮残留応力の数値などは，実験値のほうが大きいが，

投射粒径と残留応力深さについては図９と同様の傾向

を示していることが明らかとなった．実験値のほうが

高い値を示した理由として，解析は単一粒子の衝突で

あるのに対し，実験では 20sec 間に無数の粒子が衝突し

ているためであると考えられる.  
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図９ 残留応力のシミュレーション結果
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図６ 投射材粒径と衝突エネルギーの関係
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図７ 投射材粒径と単位投射量あたりの 
衝突エネルギーの関係 

図８ Z方向の残留応力分布 

図１０ 残留応力測定結果
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シミュレーション結果と実験結果について，最大圧縮

残留応力深さおよびクロッシングポイントの比較を行

い，その結果を図１１に示す．この結果より，解析に

よって得られた数値と実験値は，ほぼ同様の傾向を示

していることが明らかとなった．この結果より，本研

究による解析手法が有用であることが考えられる．ま

た，単一粒子の衝突による残留応力が生じる深さは粒

径によって異なり，実際の処理でもその影響層の深さ

に変化がないことから，粒子衝突処理における圧縮残

留応力が生じる深さは投射材粒径に依存することが明

らかとなった． 
4.結言 

1) 衝突エネルギーは投射材粒径が小さくなるととも

に減少するが，単位時間あたりの投射量を一定とす

ると，粒径が小さくなるほど衝突エネルギーが増大

することが明らかとなった． 
2) 深さ方向への応力分布を解析した結果，粒径が大き

くなるほど内部まで圧縮残留応力が生じることが

明らかとなった． 
3) 解析によって得られた残留応力分布と，実験値を比

較すると最大残留応力が生じる深さおよびクロッ

シングポイントはほぼ同様の値を示した．これより，

本研究による粒子衝突解析が有用であると考えら

れる． 
4) 最大圧縮残留応力およびクロッシングポイントが

生じる深さは単一粒子の粒径に依存することが明

らかとなった． 
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図６ 投射材粒径と衝突エネルギーの関係
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図７ 投射材粒径と単位投射量あたりの 
衝突エネルギーの関係 

図８ Z方向の残留応力分布 

図１０ 残留応力測定結果
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Deconvolution of Electron Microscope Images with a Maximum 

Entropy Method Constrained by the Spatially Random 

Distribution of Quantum Noise 
 

Takaaki Hanai1*, Akihisa Kobayashi2, Takenori Morinaga2 and Michio Hibino3   
1: Dept. of Electrical and Electronic Engineering 

2: Dept. of Electronics, Graduate School of Engineering and 3: Center for Integrated Research in Science 
and Engineering, Nagoya University 

 
A modified maximum entropy (ME) method was applied to restoration of largely defocused TEM images to 
study its deconvolution effect. For the modification of ME restoration, a constraint imposing a spatially 
random distribution on the simulated noise, which is consistent with a statistical property of quantum noise, 
was introduced. From a defocused image of ferritin particles, the original configurations and sizes of the 
particles were recovered although the advantage of the modified method over the conventional method 
found in a simulation was not obtained. The severely oscillating contrast transfer function was 
successfully reconstructed to yield the correct contrast. 
 
Key Words : deconvolution, maximum entropy method, image restoration, electron microscopy, quantum 
noise 
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1. Introduction 
Maximum entropy (ME) method is well known to be a useful image 
restoration technique which can be used for deconvolution of blurred and 
noisy images of fine structures1,2. In the field of electron microscopy, 
effects of the deconvolution with the ME restoration have been studied 
for the case of simulated TEM images without noise3 and for high 
resolution STEM images4. In these studies dealing with high resolution 
images, the original images consist of point objects deformed in imaging 
processes for which deconvolution with ME method generally gives 
good results. 
Another case in which the deconvolution technique would be useful 
occurs when the specimen consists of structures with various sizes. From 
the property of the contrast transfer function (CTF), fine structures of the 
specimen are clearly observed only at the cost of a loss of the contrast for 
relatively large structures. It is convenient if a wide range of the spatial 
frequency is correctly reconstructed with the deconvolution technique. 
For images of large-scale structures, however, the conventional ME 
methods based on the 2 or E constraints5 are less useful because the 
noise level in the restored image is as high as the original image6. The 
reason for the failure of the conventional ME restoration for such 
extended objects is that the simulated noise is spatially localized in high 
contrast regions so that the image contrast is reduced because the 

maximization of the entropy tends to flatten the intensity distribution in 
the image. 
 
2. The Maximum Entropy Restoration 
The ME restoration is attributed to the maximization of the entropy of an 
image under a constraint related to statistical properties of the noise 
involved in the image. In this work, the entropy is defined as 
 

 



N

j
jj AffS

1
]1)/[log(  (1) 

 
after Skilling and Bryan7. The aim of the present modification of ME 
method8 is to restore images of extended objects as well as fine structures 
by constraining the simulated noise to satisfy the statistical property of 
quantum noise being randomly distributed in space. We refer to this 
constraint as random-spatial-distribution (RSD) constraint. For realization 
of the RSD constraint, the deviation of the power spectrum of the 
simulated noise from a uniform power spectrum is minimized because 
the uniform power spectrum is a necessary condition for the random 
noise. In addition to the RSD constraint, the E constraint is used as the 
constraint on the probability distribution of the noise. This two-fold 
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1. Introduction 
Maximum entropy (ME) method is well known to be a useful image 
restoration technique which can be used for deconvolution of blurred and 
noisy images of fine structures1,2. In the field of electron microscopy, 
effects of the deconvolution with the ME restoration have been studied 
for the case of simulated TEM images without noise3 and for high 
resolution STEM images4. In these studies dealing with high resolution 
images, the original images consist of point objects deformed in imaging 
processes for which deconvolution with ME method generally gives 
good results. 
Another case in which the deconvolution technique would be useful 
occurs when the specimen consists of structures with various sizes. From 
the property of the contrast transfer function (CTF), fine structures of the 
specimen are clearly observed only at the cost of a loss of the contrast for 
relatively large structures. It is convenient if a wide range of the spatial 
frequency is correctly reconstructed with the deconvolution technique. 
For images of large-scale structures, however, the conventional ME 
methods based on the 2 or E constraints5 are less useful because the 
noise level in the restored image is as high as the original image6. The 
reason for the failure of the conventional ME restoration for such 
extended objects is that the simulated noise is spatially localized in high 
contrast regions so that the image contrast is reduced because the 

maximization of the entropy tends to flatten the intensity distribution in 
the image. 
 
2. The Maximum Entropy Restoration 
The ME restoration is attributed to the maximization of the entropy of an 
image under a constraint related to statistical properties of the noise 
involved in the image. In this work, the entropy is defined as 
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after Skilling and Bryan7. The aim of the present modification of ME 
method8 is to restore images of extended objects as well as fine structures 
by constraining the simulated noise to satisfy the statistical property of 
quantum noise being randomly distributed in space. We refer to this 
constraint as random-spatial-distribution (RSD) constraint. For realization 
of the RSD constraint, the deviation of the power spectrum of the 
simulated noise from a uniform power spectrum is minimized because 
the uniform power spectrum is a necessary condition for the random 
noise. In addition to the RSD constraint, the E constraint is used as the 
constraint on the probability distribution of the noise. This two-fold 
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constraint is referred to as E+RSD constraint. 
In the present work, deconvolution effects of the E+RSD constrained ME 
restoration on TEM images of extended objects are studied with the weak 
phase approximation. The results of a simulation and an application to an 
image of ferritin particles are described and compared with the results of 
the ME restoration with the conventional 2 constraint. 
Effects of the deconvolution with the ME methods on TEM images of 
extended objects were first studied with a model of defocused image of 
weak phase objects. For convenience of representation of the result with 
dimension-less values, the normalized defocus amount z* is used, 
where 
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In these equations, q denotes the spatial frequency, z the defocus 
amount and qs the sampling spatial frequency (the inverse of the size of 
one pixel). The CTF is then expressed by a formula independent of the 
wavelength  as 
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where spherical aberration is neglected because low magnification 
images are the first concern in such deconvolution. 
 
3. Simulation 
A result of the simulation is shown in Fig. 1. The value of z* is 8.4 and 
the corresponding CTF is shown in Fig. 1(a). The original image of disk 
object of 6 pixels in diameter, defocused through the CTF shown in (a) 
and corrupted by simulated quantum noise, is shown in Fig. 1(b). The 
results of ME restoration with the 2 and E+RSD constraints are shown 
in Fig. 1(c) and (d), respectively. In the image (c), fringes around the 
disks caused by the defocus remains with a considerably high contrast 
and the background noise is not so much reduced. In the image (d), the 
shape of the disks is almost recovered as a result of the deconvolution 
effect and the noise is removed except for the small fluctuation with low 
spatial frequencies. This result indicates that the introduction of the 
constraint on the spatial distribution of the simulated noise is effective in 
the deconvolution of images of extended objects. 
 
4. Experimental Results 
The ME restoration technique was applied to largely defocused TEM 

images. Images of ferritin particles were observed at an accelerating 
voltage of 200 kV and with a LaB6 gun. The images were recorded on 
EM films and digitized with a transparent type scanner in 256 gray 
levels. 
The 100 m square slit incorporated in the scanner, which determine the 
size of one pixel on EM films, is used for digitizing images. The 
measured magnification from the TEM image to the slit of the scanner is 

b c d20 pixels

Fig. 1. Maximum entropy restoration of a model image of disk 
objects. The original image, transferred through the CTF shown in (a) 
and corrupted by simulated quantum noise, is shown in (b). The 
images restored with the 2 and E+RSD constraints are shown in (c) 
and (d), respectively. 

20 nma b c

d e f

0.2 nm -1

Fig. 2. Maximum entropy restoration of a TEM image of ferritin 
particles; (a) the original largely defocused image, (b) the high contrast 
image for reference, (c) the power spectrum for (a), images restored 
with (d) the 2 and (e) E+RSD constraints and (f) the power spectrum 
(left half) of (e) and the phase difference in Fourier space between (a) 
and (e). 
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2.85×104. The pixel size referred to the specimen plane is therefore 3.5 
nm. The number of electrons incident on a pixel is obtained from the 
relation between the charge density and the film density. The average of 
the measured charge density and film density are 2.29×1018 Cnm2 and 
1.56, respectively. The charge density corresponds to the electron number 
of 14.3/nm2 and therefore 175 for each pixel. Because this dose is in the 
range of so called low dose condition, the ferritin particles can be 
observed without electron irradiation damage. The pixel size mentioned 
above is 3.5 nm so that ferritin particles of 7 nm in diameter are well 
sampled according to the sampling theorem. The film density of 1.56 is 
sufficiently low, which ensures a linear relation between the charge 
density and the film density. This linearity is necessary in maximum 
entropy restoration. 
An example of the TEM images taken at different defocus conditions is 
shown in Fig. 2(a) and (b). The image (a) is a largely overfocused image 
to which the ME restoration technique is applied. The image size is 
128×128 pixels and one pixel corresponds to 1.0 nm2. The image (b) 
taken at defocus amount of about 2 m (underfocus) enables us to 
observe the particles with a high contrast and, therefore, is used for a 
reference to be compared with the results of deconvolution. The power 
spectrum for the image (a), shown in Fig. 2(c), indicates the severe 
oscillation of the CTF due to the large defocus. From Fig. 2(c), the 

defocus amount was measured using Krivanek plot9, as shown in Fig. 3. 
In Fig. 3, qn denotes the spatial frequency which gives the nth maximum 
or minimum of the intensity in Fig. 2(c). In this range of the spatial 
frequency, spherical aberration is negligibly small and, therefore, the 
value of n/qn2 should be constant. The defocus amount obtained from Fig. 
3 is 27 m. 
For the use of the ME restoration described above, the standard deviation 
of the probability distribution of the noise must be known for each gray 
level because the standard deviation depends on the number of electrons 
which obeys Poisson distribution. In the present experimental 
arrangement, the noise due to the granularity of the photographic 
emulsion affects the image as well as the quantum noise. The standard 
deviation was, therefore, directly measured from the probability 
distribution of the optical density in photographic films illuminated by 
electron beam of a uniform intensity for various exposure times. An 
example of such noise map is shown in Fig. 4(a). 
The results of ME restoration with the 2 and E+RSD constraints are 
shown in Fig. 2(d) and (e), respectively. In both restored images, the 
ferritin cores are retrieved from the reversed contrast in Fig. 2(a) and their 
sizes are almost the same as those in the reference image Fig. 2(b). The 
contrast of the fringe around each particle is a little weaker for (e) than (d) 
but the difference between the 2 and E+RSD constrained restorations is 
small when compared with the results of the simulation described above. 
A reason for the loss of the advantage of the E+RSD constraint over the 
2 constraint is found in the power spectrum, shown in Fig. 4(b), for the 
noise map in Fig. 4(a). The power spectrum is attenuated in the high 
spatial frequency region and deviates from the uniform distribution 
expected for quantum noise. Since the RSD constraint forces the power 
spectrum of the noise to fit the uniform distribution, the attenuation of the 
power spectrum of the actual noise leads to an insufficient restoration. 
This attenuation in the high frequency region is possibly caused by 
cross-talk between neighboring pixels in the film scanner used. 
The effect of the ME restoration on the CTF is shown in Fig. 2(f). The 
left half of (f) shows the power spectrum of the restored image (e) and 
the right half shows the phase difference in Fourier space between the 
image (e) and the original defocused image (a). In the map of the phase 
difference, the range of /2 to 3/2 is assigned to 256 gray levels to 
avoid confusion due to the jump of the phase by 2 at the phase 
differences of interest, and the value of the phase difference is almost 
zero in darker rings and about  in brighter regions. The power spectrum 
in (f) has non-zero values around zeros of the original CTF shown in Fig. 
2(c), which means that spatial frequency components excluded in the 
imaging process were recovered owing to the non-linear nature of the 
ME restoration. Furthermore, it is found, from the map of the phase 
difference in (f), the reversed regions of the original CTF are 
phase-shifted by  as a result of the ME restoration, so that the 
reconstructed CTF has the same sign in a wide range of spatial frequency 
except for high-frequency regions where the signal is too weak to be 

20 nma b 0.2 nm -1

Fig. 4. Map of the noise (a) recorded on a photographic film and 
digitized with a scanner and (b) power spectrum for (a). 

Fig. 3. Krivanek plot from Fig. 2(c) used for the determination of the 
defocus amount for Fig. 2(a). 
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constraint is referred to as E+RSD constraint. 
In the present work, deconvolution effects of the E+RSD constrained ME 
restoration on TEM images of extended objects are studied with the weak 
phase approximation. The results of a simulation and an application to an 
image of ferritin particles are described and compared with the results of 
the ME restoration with the conventional 2 constraint. 
Effects of the deconvolution with the ME methods on TEM images of 
extended objects were first studied with a model of defocused image of 
weak phase objects. For convenience of representation of the result with 
dimension-less values, the normalized defocus amount z* is used, 
where 
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amount and qs the sampling spatial frequency (the inverse of the size of 
one pixel). The CTF is then expressed by a formula independent of the 
wavelength  as 
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where spherical aberration is neglected because low magnification 
images are the first concern in such deconvolution. 
 
3. Simulation 
A result of the simulation is shown in Fig. 1. The value of z* is 8.4 and 
the corresponding CTF is shown in Fig. 1(a). The original image of disk 
object of 6 pixels in diameter, defocused through the CTF shown in (a) 
and corrupted by simulated quantum noise, is shown in Fig. 1(b). The 
results of ME restoration with the 2 and E+RSD constraints are shown 
in Fig. 1(c) and (d), respectively. In the image (c), fringes around the 
disks caused by the defocus remains with a considerably high contrast 
and the background noise is not so much reduced. In the image (d), the 
shape of the disks is almost recovered as a result of the deconvolution 
effect and the noise is removed except for the small fluctuation with low 
spatial frequencies. This result indicates that the introduction of the 
constraint on the spatial distribution of the simulated noise is effective in 
the deconvolution of images of extended objects. 
 
4. Experimental Results 
The ME restoration technique was applied to largely defocused TEM 

images. Images of ferritin particles were observed at an accelerating 
voltage of 200 kV and with a LaB6 gun. The images were recorded on 
EM films and digitized with a transparent type scanner in 256 gray 
levels. 
The 100 m square slit incorporated in the scanner, which determine the 
size of one pixel on EM films, is used for digitizing images. The 
measured magnification from the TEM image to the slit of the scanner is 

b c d20 pixels

Fig. 1. Maximum entropy restoration of a model image of disk 
objects. The original image, transferred through the CTF shown in (a) 
and corrupted by simulated quantum noise, is shown in (b). The 
images restored with the 2 and E+RSD constraints are shown in (c) 
and (d), respectively. 

20 nma b c

d e f

0.2 nm -1

Fig. 2. Maximum entropy restoration of a TEM image of ferritin 
particles; (a) the original largely defocused image, (b) the high contrast 
image for reference, (c) the power spectrum for (a), images restored 
with (d) the 2 and (e) E+RSD constraints and (f) the power spectrum 
(left half) of (e) and the phase difference in Fourier space between (a) 
and (e). 
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2.85×104. The pixel size referred to the specimen plane is therefore 3.5 
nm. The number of electrons incident on a pixel is obtained from the 
relation between the charge density and the film density. The average of 
the measured charge density and film density are 2.29×1018 Cnm2 and 
1.56, respectively. The charge density corresponds to the electron number 
of 14.3/nm2 and therefore 175 for each pixel. Because this dose is in the 
range of so called low dose condition, the ferritin particles can be 
observed without electron irradiation damage. The pixel size mentioned 
above is 3.5 nm so that ferritin particles of 7 nm in diameter are well 
sampled according to the sampling theorem. The film density of 1.56 is 
sufficiently low, which ensures a linear relation between the charge 
density and the film density. This linearity is necessary in maximum 
entropy restoration. 
An example of the TEM images taken at different defocus conditions is 
shown in Fig. 2(a) and (b). The image (a) is a largely overfocused image 
to which the ME restoration technique is applied. The image size is 
128×128 pixels and one pixel corresponds to 1.0 nm2. The image (b) 
taken at defocus amount of about 2 m (underfocus) enables us to 
observe the particles with a high contrast and, therefore, is used for a 
reference to be compared with the results of deconvolution. The power 
spectrum for the image (a), shown in Fig. 2(c), indicates the severe 
oscillation of the CTF due to the large defocus. From Fig. 2(c), the 

defocus amount was measured using Krivanek plot9, as shown in Fig. 3. 
In Fig. 3, qn denotes the spatial frequency which gives the nth maximum 
or minimum of the intensity in Fig. 2(c). In this range of the spatial 
frequency, spherical aberration is negligibly small and, therefore, the 
value of n/qn2 should be constant. The defocus amount obtained from Fig. 
3 is 27 m. 
For the use of the ME restoration described above, the standard deviation 
of the probability distribution of the noise must be known for each gray 
level because the standard deviation depends on the number of electrons 
which obeys Poisson distribution. In the present experimental 
arrangement, the noise due to the granularity of the photographic 
emulsion affects the image as well as the quantum noise. The standard 
deviation was, therefore, directly measured from the probability 
distribution of the optical density in photographic films illuminated by 
electron beam of a uniform intensity for various exposure times. An 
example of such noise map is shown in Fig. 4(a). 
The results of ME restoration with the 2 and E+RSD constraints are 
shown in Fig. 2(d) and (e), respectively. In both restored images, the 
ferritin cores are retrieved from the reversed contrast in Fig. 2(a) and their 
sizes are almost the same as those in the reference image Fig. 2(b). The 
contrast of the fringe around each particle is a little weaker for (e) than (d) 
but the difference between the 2 and E+RSD constrained restorations is 
small when compared with the results of the simulation described above. 
A reason for the loss of the advantage of the E+RSD constraint over the 
2 constraint is found in the power spectrum, shown in Fig. 4(b), for the 
noise map in Fig. 4(a). The power spectrum is attenuated in the high 
spatial frequency region and deviates from the uniform distribution 
expected for quantum noise. Since the RSD constraint forces the power 
spectrum of the noise to fit the uniform distribution, the attenuation of the 
power spectrum of the actual noise leads to an insufficient restoration. 
This attenuation in the high frequency region is possibly caused by 
cross-talk between neighboring pixels in the film scanner used. 
The effect of the ME restoration on the CTF is shown in Fig. 2(f). The 
left half of (f) shows the power spectrum of the restored image (e) and 
the right half shows the phase difference in Fourier space between the 
image (e) and the original defocused image (a). In the map of the phase 
difference, the range of /2 to 3/2 is assigned to 256 gray levels to 
avoid confusion due to the jump of the phase by 2 at the phase 
differences of interest, and the value of the phase difference is almost 
zero in darker rings and about  in brighter regions. The power spectrum 
in (f) has non-zero values around zeros of the original CTF shown in Fig. 
2(c), which means that spatial frequency components excluded in the 
imaging process were recovered owing to the non-linear nature of the 
ME restoration. Furthermore, it is found, from the map of the phase 
difference in (f), the reversed regions of the original CTF are 
phase-shifted by  as a result of the ME restoration, so that the 
reconstructed CTF has the same sign in a wide range of spatial frequency 
except for high-frequency regions where the signal is too weak to be 
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Fig. 4. Map of the noise (a) recorded on a photographic film and 
digitized with a scanner and (b) power spectrum for (a). 

Fig. 3. Krivanek plot from Fig. 2(c) used for the determination of the 
defocus amount for Fig. 2(a). 
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recovered with the ME restoration. 
In conclusion, the E+RSD constrained ME restoration can be used for 
deconvolution of images of weak-phase objects transferred through a 
severely oscillating CTF. Although the result of the restoration is 
sensitive to the power spectrum of the actually recorded noise, it would 
have the advantage over the conventional 2 constrained ME restoration 
as suggested by the simulation in the case of extended objects if quantum 
noise was fully recorded without the cross-talk. This deconvolution 
technique would be useful for specimens sensitive to electron irradiation 
because it can be applied to a single image formed with a low electron 
dose. 
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改良した最大エントロピー法を，そのデコンボリューション効果を調べるために，大きく焦点ず

らしした TEM 像の修復に適用した．最大エントロピー修復法の改良のために，推定ノイズに空間的

ランダム分布制約を課した．この制約は，量子ノイズの統計的性質と矛盾しないものである．フェ

リチン粒子の焦点ずらし像から，粒子の元の形状と大きさが復元できたが，シミュレーションで見

られたような，従来法を上回るような改良法の優位性は得られなかった．大きく振動していたコン

トラスト伝達関数は，よく再構築されて，正しいコントラストを与えている． 
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recovered with the ME restoration. 
In conclusion, the E+RSD constrained ME restoration can be used for 
deconvolution of images of weak-phase objects transferred through a 
severely oscillating CTF. Although the result of the restoration is 
sensitive to the power spectrum of the actually recorded noise, it would 
have the advantage over the conventional 2 constrained ME restoration 
as suggested by the simulation in the case of extended objects if quantum 
noise was fully recorded without the cross-talk. This deconvolution 
technique would be useful for specimens sensitive to electron irradiation 
because it can be applied to a single image formed with a low electron 
dose. 
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らしした TEM 像の修復に適用した．最大エントロピー修復法の改良のために，推定ノイズに空間的

ランダム分布制約を課した．この制約は，量子ノイズの統計的性質と矛盾しないものである．フェ

リチン粒子の焦点ずらし像から，粒子の元の形状と大きさが復元できたが，シミュレーションで見

られたような，従来法を上回るような改良法の優位性は得られなかった．大きく振動していたコン

トラスト伝達関数は，よく再構築されて，正しいコントラストを与えている． 
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（教育論文） 

知的財産教育による問題発見・解決能力の向上 

大津 孝佳1  

1:電気電子工学科 

 
 

問題発見・解決能力は｢技術をもって社会に貢献するエンジニア」にとって必要不可欠である。 

本研究の目的は、問題発見・解決能力の実態を把握し、創造性豊かな実践的技術者の育成に寄与す

ることである。そこで、本論文では、①パテントコンテストに向けてのアイデア創生による問題発

見・解決能力の分類、②専門科目の試験得点とアイデアランクとの対応を行い、創造能力を向上す

る一手法として、パテントコンテストの活性化など知的財産活動の取り組みを行なうことが有効で

あること示す。 

 
Key Words ： engineering education ,problem finding, problem solving, Intellectual Property, 
patent contest  

(受付日 2012 年 9 月 13 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
 
1． 緒言 

高専教育は、平成 21 年 3月に発表したOECD の「日

本の高等教育政策レビュー」の高等教育に関する調査団

報告書にて、「高専は高度の職業訓練の質のみならず、

日本の産業界(特に製造業)のニーズへの対応において、国

際的に広く賞賛されている」[1]。最近では、平成 23 年
10 月 3 日のワシントンポスト WEB が  ”With 
workplace training, Japan's Kosen colleges bridge 
skills gap”と題する特集記事において、日本の高専が産業

界のニーズと学校教育のギャップの橋渡しに成功してい

ると評価している[2]。高専は、創設 50 周年を迎え、基

礎と実践を重視し、地域と産業界と連携し、実践的で創

造性のある技術者の育成と時代のニーズに応える技術開

発に取り組む基本の姿勢を進めてきた。次なる 50 年に向

けてのキーワードは、地域を重視しつつグローバルに活

躍できる人材（グローバル人材）であり、環境・資源な

どの幅広い視野を持って持続的な技術を開発できる人材

であり、それらに向けて発想を展開できる人材（イノベ

ーション人材）の育成である[3]。この背景には、企業競

争力・産業競争力の基本コンセプトを「プロダクティビ

ティ（生産性）」から「イノベーション（革新）」へ転

換させることにあり、平成 18 年 2 月の『知的財産人材育

成総合戦略』では、「近年の知的財産の重要性の高まり

に伴って、知的財産に関連する業務は質、量ともに拡大

しており、知的財産の管理に携わる部門はもちろん、こ

れまで知的財産との関わりが少なかった部門でも知的財

産に関する知識・能力を持つ人材が求められるようにな

っている。」と指摘されている[4]。 
これまで高専機構への知的財産教育支援として

INPIT(情報・研修館)により、平成15年度から「産業財産

権標準テキストを活用した知的財産教育協力校事業」が行

われおり、地域に応じて特色のある教育がなされている

[5]。｢技術をもって社会に貢献するエンジニア」にとって、

問題発見・解決能力は必要不可欠である。また、企業での

製品開発において、3 つのＰが必要とされる。それは、

Patent (知的財産、特許)、Paper (論文、技術資料、報告

書)、Product(製品)である。特に、知的財産は、論文発表

や製品発表の際にも確認される重要なものであり、企業活

動において不可欠な位置づけとされる。2002 年には、日

本が「知的財産立国」を目指すことを宣言するなど、高い

技術力をもつ日本にとって、知的財産は重要な財産であり、

国際競争で勝ち抜いていくための役割は大きい。知的財産

立国を目指すには、創造・保護・活用という「知的創造サ

イクル」の活性化が不可欠である。中でもこの「創造」が

第一に重要である。創造活動には、問題発見・解決能力が

必須であり、創造性豊かな実践的技術者の育成といった高

等教育機関として、「知的財産教育による問題発見・解決

能力の向上」は有効であると考えられる。鈴鹿工業高等専

門学校の基本理念における育成すべき人材像においても、

課題探究能力と問題解決能力を身につけた創造性豊かな

人材を養成すると記載されている。また、文部科学省、特

許庁、日本弁理士会及び情報・研修館では、「創造」、「保

護」及び「活用」の各フェーズ活性化の担い手として、知

的財産関連業務を支える人材の育成の育成活動を行って

いる。そこで、平成 14 年から、高校生、高等専門学校生

及び大学生等の生徒・学生の知的財産マインドを育てると

ともに、知的財産権制度の理解を促進することを目的に、

パテントコンテスト／デザインパテントコンテストを共

催している。 
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（教育論文） 

本研究の目的は、このパテントコンテストに向けた知的

財産活動を通じて、問題発見・解決能力の実態を把握する

とともに、創造性豊かな実践的技術者の育成に寄与するこ

とである。 
 

2. 実施方法 
(1) 問題発見・解決能力の把握 

 
電気電子工学科の 3 年生(41 人)、4 年生(45 人)、5 年

生(42 人)を対象とし、特許につて、特許権やその役割など

の説明と INPIT の行っているパテントコンテストの説明

を行った後、約 20 分間のアイデアの創生（自分で考えた

アイデア記述する）を実施した。 
アイデアは身の回りでの課題、どのようにしたら解決で

きるのかと考えたこと、このようなものがあったら良いな

と思ったものなどを形式自由とし、図や文章で記述した。 
それらの結果を、アイデアを問題発見・問題解決能力の

観点から、A:即出願レベルの優れたアイデア、B:問題解決

案の新規性・進歩性のあるもの、C: 問題解決に至ってい

るが新規性・進歩性はないもの、D:問題発見まではされて

いるもの、E:白紙（アイデア無し）に分類した。 
 
(2) 問題発見・解決能力と専門科目の試験結果との対応 
 
各学年での専門科目（S3,S4,S5）の 2010 年度前期中間

試験得点とアイデアランクとの対応を行った。ここで、S3
は電気回路、S4 は電気磁気学、S5 は電力システム工学で

ある。 
 
3. 結果及び考察 
(1) 問題発見・解決能力の把握 

 
表 1 にアイデア創生による問題発見・解決能力の分類結

果を示す。上表は人数であり、下表は割合で表している。

アイデアランクの割合に於いて、3 年生、4 年生、5 年生

では大きな差が見られない。このことから、アイデアの創

造と育成を積極的に行うことが必要とされる。 
3 年生、4 年生、5 年生の平均値を求め検討を行った。 

問題発見能力を有するもの（A+B+C+D）は 92%である。

8%の白紙者(E)がおり改善が必要とされる。問題解決能力

を有するもの（A+B+C）は 47%である。これは、おおよ

そクラスの半分である。ここで、D のアイデア願望レベル

（問題発見まではされているもの）が 45%ある。A+B+C
の 47%は何らかのアイデアでの解決策を見出している。今

後、このアイデアの育成活動も重要である。更に、A+B の

6%のものは新規な解決策を見出している。即出願可能レ

ベル(A)のものは 0 ではあるが、6%の学生（クラスに約 3
人）は優れたアイデアが創出できる能力を有している。 

表 1 アイデア創生による問題発見・解決能力の分類 
人数 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 問題発見・解決能力と専門科目の試験結果との対応 

 
図 1 に 3 年生、4 年生、5 年生の専門科目(S3,S4,S5)

の前期中間試験の結果との関係を示す。 図 1(A)は 3
年生、図 1(B)は 4 年生、図 1(C)は 5 年生である。横軸

に専門科目(S3,S4,S5)の前期中間試験の得点、縦軸にア

イデアランクを示す。試験結果とアイデアランクとの緩

やかな相関は見られるものの、3 年生、4 年生、5年生の

分布において大きな差は見られない。ここで、横軸は主

に記憶能力であり、縦軸は創造能力である。 
60点以下でランクEは3年、4年、5年でそれぞれ3 人

(7%)、3 人(7%)、2 人(5%) であり、改善への取組みが

必要である。一方、60 点以下でもBの能力を有するもの

もいることがわかる。これより、必ずしも、記憶能力を

主体とした教育のみならず、低学年からの、問題を発見

し解決する能力である創造能力の向上を図ることが重要

である。 
 

(3) 問題解決能力の向上に向けた取り組み 
 

問題発見・解決能力と専門科目の試験結果との対応と

企業が求める人材との関係を図 2 に示す。専門科目の得

点が低く問題発見の出来ない 6%の向上は必須である。 
企業が求める人材は、オリジナリティのあるアイデアの

創生を行うことができることである。そこで、特に、問

題発見・解決能力の向上に資する手法が必要とされる。 

（教育論文） 
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図 1 問題発見・解決能力と専門課目の試験結果 
 

 

 

 
 

記憶に頼ることの多い授業等では、あるものを知ること

が多く、受け身型が多いように思われる。つまり、考える

習慣が不足している。一方、問題を発見し、解決するため

には、考える訓練が必要であり、発想する訓練や経験が重

要である。クラブ活動、創造工学、卒業研究などを通じて、

考える習慣を付けることが望ましい。 
身近な問題を発見し、その問、題を解決するための手段

をいろいろな観点から調べて考案し、創生する能力を培う

上でパテントコンテストの手法は、非常に有効なものであ

る。 
鈴鹿高専では平成 16 年度より INPIT の「産業財産権標

準テキストを活用した知的財産教育協力校事業」に参加し、

3 年生と専攻科 1 年生を対象とした企業経験者や専門家に

よる「知的財産セミナー」、全校対象とした校内パテント

コンテストを実施している。今後も、価値創造型のエンジ

ニアの育成に向け、知的財産教育「創造・保護・活用」の

観点からも、ロボットコンテスト（高専ロボコン）、エコ

カー、プログラムコンテスト、小水力発電などの活動、4
年次での創造工学、5 年次での卒業研究等を行うことによ

り、発想の訓練と経験を重ねることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
図 2 企業が求める人材育成 
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(2) 問題発見・解決能力と専門科目の試験結果との対応 

 
図 1 に 3 年生、4 年生、5 年生の専門科目(S3,S4,S5)

の前期中間試験の結果との関係を示す。 図 1(A)は 3
年生、図 1(B)は 4 年生、図 1(C)は 5 年生である。横軸
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(3) 問題解決能力の向上に向けた取り組み 
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図 2 企業が求める人材育成 
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4. まとめ 
 

パテントコンテストに向けた知的財産活動を通じて、問

題発見・解決能力について、以下のことが明らかとなった。 
1. 問題解決能力を有する割合は約 50%、また、60 点

以下でランクE が 6%である。 
2. この割合に学年による差が無いことから、企業が求

める人材育成のため、創造能力を向上する取り組み

が必要である。 
3. 創造能力を向上する一手法として、パテントコンテ

ストの活性化など知的財産活動の取り組みを行な

うことが有効である。 
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導入教育のための教材として２１６個の球磁石からなる３次元パズルを紹介する．目には見えな

い磁場や電磁波などの学問は受け入れがたく理解しがたいものであり，さらに理工学系には必須な

数学における苦手意識をどうするか，といった問題を遊びによって興味を湧かせることで，さまざ

まな現象や法則を経験することができる．これらの経験から，このパズルを解く鍵が，数学や磁気

に関する専門科目にあることを知ることに期待する． 

 
Key Words : 球磁石，ネオジム磁石，３次元パズル，磁石教材，導入教育 

 
(受付日 2012 年 8 月 30 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 

 
 

1．緒言 

磁石の磁場や携帯の電磁波などは，目でみることができないの

で，それらの原理を理論的に説明しても受け入れにくく理解しに

くいものとなっている．どうすれば興味を持ってもらえるかとい

うことで，ものづくりも含めた体験教材を開発したり 1，娯楽に

使われている磁気を特集したり 2～6，してきた．娯楽はなくても

困らない技術とも言われているが，玩具や手品のような親しみや

すさや意外性を利用して遊ぶことで興味が湧き，さまざまな現象

や法則を経験でき，これらの経験を通じて理解しにくいものを紐

解きやすくすると考えている．このように遊びによって自然と得

られる経験を，理工学系の導入教育となるような磁石教材を提案

する． 
磁石に関する玩具として，特集で紹介した水中マイクロロボッ

ト，段ボール箱スピーカ，人間マイク，磁気スライム，浮遊磁石，

浮く地球儀，電池がなくなるまで回り続ける電磁ゴマ，豪雨や蛇

が落ちてきたことを傘にとりつけた電磁石で再現したアソブレラ

の他に，BANDAI で販売されている 7，お菓子でおなじみの開け

口を無限にペリペリできる無限ペリペリ，磁場を感じて回転数を

測り回転にシンクロし回転数，アニメーションを表示する

LuminoDisc (ルミノディスク)など様々な玩具が存在している． 
本報では，さらに理工学系には必須である数学における苦手意

識をどうするかなども含めて数学的な知識が必要なパズル要素が

含まれた磁石教材に注目した．磁石のパズルとしては，鋼の球と

磁石バーからなる Geomag (ジオ・マグ)8 や辺の長さの等しい 4
種類の正多角形（3, 4, 5, 6 角形）プレート各辺前縁中央部に極性

が反転する丸棒磁石を埋め込んだ MAG IQ UP (マジキャップ)9

があるが，直径 5 mm の球磁石が 216 (= 6×6×6) 個集まったも

のを用いた．MAGCUBE10, NEOCUBE11 で販売されてもいる．

高額になるが，個別に磁石を購入することもできる 12．これら磁

石パズルは，それぞれの構造が維持できる結合力が必要である． 
 
2．球磁石からなる３次元パズル 

2.1 世界最強の磁石だからできること 
鉄の酸化物からなるフェライト磁石では，磁力が弱すぎて，立

体を保持する吸着力がない．直径 6 mm のビーズ状のフェライト

磁石では，図 1(a)のように縦に積み重ねることはできるが，(b)
のように横向きにすると吸着力が弱いのでたわんでしまい形状を

維持することができない．現在最も強いとされている希土類のネ

オジウム Nd を含むネオジム磁石(NdFeB)では，図 1(c)のように

立体を維持することができる．ネオジム磁石は，1983 年に佐川ら

によって開発されたもので 13，他の磁石パズルなどもこれによっ

て実現されるようになったといってもよい．これよりも先に開発

されていたサマリウムコバルト磁石では，原料が高価すぎて実現

 
(a)              (b)                   (c) 

図 1 8 個 2 列の直径 6 mm のビーズ状フェライト磁石(a), (b),
および 16 個 2 列の直径 5 mm の球状ネオジム磁石 
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されなかった．最近では希土類の価格が高騰してきており，ネオ

ジム磁石も高くなってきている． 
ネオジム磁石は錆びやすいので，一般的には Ni がめっきされ

ている．他にも金や黒色の合金(Cr が主成分)などをめっきしたも

のも存在している．磁石を大きくすると体積比で価格が高くなり，

さらに吸着力が強力すぎて危険となるだけでなくめっきしている

Ni が剥れてしまうので大きすぎてもいけない． 
 
2.2 6×6×6の立方体を作ってみよう 
直径5 mmの球状ネオジム磁石を使って図2(a)の１辺6個から

なる立方体を作ってみよう．最初の状態は，図 2(b)のように 216
個の球磁石を丸めたものを用いる．作り方は，図 2(c)のようにま

ずは 1 個ずつつなげて１本にし，図 2(d)のようにそれらを張り合

わせるように 2 個ずつにし，それを 3 つに分ける．それらをつな

ぎ合わせて 6 個にしたものが図 2(e)である．後は，図 2(f)のよう

に 6×6 の 1 面ずつ折りたたんでいけば図 2(a)のように完成させ

ることができる． 

しかし，適当なブロックを作ってから張り合わせようとしても

なかなかうまくいかない．どうしてだろうか？ 
 
2.3 結合している状態 
それを確認するために，結合している磁場の状態を観察できる

マグネティックビュアーシートを用いる．このシートは，マイク

ロカプセル内のへん平形磁性材料が外部磁場により移動して，垂

直磁場では，光を通し下地の黒色となる。水平磁場では，光を反

射し，白色となる。このシートでは，N 極とS 極が見分けられな

いが，方位磁石などを使うことで見分けることができる。 
球磁石を６個１例にならべたものが図 3(a)である．球磁石は図

3(b)のような磁力の方向があり，1 列にならべることでNSNS と

異極同士で結合し，球磁石の中心および結合部が水平磁場となり

白い．図 3(c)のようにこれを 2 列にするとそれぞれの列は磁力の

方向が反対方向になり，さらに端の部分がそれぞれ違う方向に 45
度ずつ回転し異極同士で結合している． 
図 3(d)の面や図 3(e)の立方体でも図のように異極同士に複雑に

 
(a)63の立方体         (b) 216個の丸   (c) 1個をつなげて1本に    (d) 2個につなげ  (e)6個  (f) 6×6 の1面を折りたたむ 

めたもの                                    て 3 本に     に 
図 2 立方体6×6×6の作り方 

 

(a)6 個 1 列         (b)球磁石の磁力の方向                (c) 6 個 2 列 

     
(d) 6×6 の面                                           (e) 立方体の表面(6 面) 

図 3 結合している状態 

（教育論文） 

結合している．しかしながら，図 3(d)のように面を 2 段, 3 段と重

ねることで結合の状態が変り，図 3(e)のように立方体においては

表面の 6 面すべて結合の状態が異なっている．このとき 2 から 5
の表面では，指でこすると回転するが，1 と 6 の表面では回転し

ない． 
このように立方体では複雑に異極同士が結合しているので，ブ

ロックごとに作成し，それらを張り合わせて形成するのが難しい． 
 
2.4 できない構造もある 
異極同士にしないと結合しないので，図 4(a)のように 10 個の

球磁石を使うと 3 角形は崩れてしまい，図 4(b)のように真ん中の

球を取り除くことで 3 角形を形成することができる．さらに，異

極同士ではかなり強力に結合するので，図 5 のように曲げようと

するとくっついてしまう． 
 
2.5 数学の知識 
216 個全て利用するには，素因数分解や数列を駆使することが

決め手となる．ただ，やみくもに作成してもうまくいかない．基

本となる正 3 角形，4 角形，正 6 角形の面の形を使って，特に，

真ん中が１個空いた18個と36個の正6角形や9個の正3角形の

それぞれの組合せ，ならびに，それらの組合せによって色々な形

が作れる。 
 

3．実施例 

3.1 何個できるか？ 
表1のようなアルファベットや数字などの完成写真が印刷され

たスコア表を配り，時間を区切って何個作成できるかを競う．そ

れぞれ写真のように作成できれば□に☑を記入する． 
平成 23 年度に実施した小学生高学年および中学生を対象とし

た電気電子工学科の公開講座では，30 分間で，作品数が 144 個

中 32 個が最多となった(図 6)． 
 
3.2 タイムトライアル 
色々作品がつくれるようになったら，次は，表 1 の右下の太い

枠線に囲まれた 216 個全てを使った，63の立方体，36 個の 6 角

形からなる 6 方晶, 9 個の 3 角形が 6 個つながった 6 角形からな

る 6 方晶をそれぞれタイムを競って作成する．スコア表には，こ

れまでの最短時間が記入されている． 
 

      
(a)10 個は不安定         (b)9 個は安定 

図 4 3 角形 

     
ここまでしか 
曲がらない     図 5 ローマ字のC 

 
表 1 スコア表 (20 個抜粋) 

□16 個 □22 個 

 

□21 個 

 

□12 個 

□17 個 □18 個 

 

□18 個 

 

□22 個 

□13 個 

 

□12 個 

 

□18 個 

 

□16 個 

□9 個 

 

□17 個 

 

□16 個 

 

□21 個 

 
□17 個 

 

□63個 

 
1’18’09 

H23.6.29 W.Y. 

□36×6 個 

 
1’49’’10 

H23.6.8 K. N. 

□9×6×4 個

 
2’32’’97 

H23.6.8 K. N.

 
図6 平成23年度電気電子工学科公開講座で実施した作品コンテ

スト結果 
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されなかった．最近では希土類の価格が高騰してきており，ネオ
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さらに吸着力が強力すぎて危険となるだけでなくめっきしている

Ni が剥れてしまうので大きすぎてもいけない． 
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個の球磁石を丸めたものを用いる．作り方は，図 2(c)のようにま
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に 6×6 の 1 面ずつ折りたたんでいけば図 2(a)のように完成させ

ることができる． 

しかし，適当なブロックを作ってから張り合わせようとしても

なかなかうまくいかない．どうしてだろうか？ 
 
2.3 結合している状態 
それを確認するために，結合している磁場の状態を観察できる

マグネティックビュアーシートを用いる．このシートは，マイク

ロカプセル内のへん平形磁性材料が外部磁場により移動して，垂

直磁場では，光を通し下地の黒色となる。水平磁場では，光を反

射し，白色となる。このシートでは，N 極とS 極が見分けられな

いが，方位磁石などを使うことで見分けることができる。 
球磁石を６個１例にならべたものが図 3(a)である．球磁石は図

3(b)のような磁力の方向があり，1 列にならべることでNSNS と

異極同士で結合し，球磁石の中心および結合部が水平磁場となり

白い．図 3(c)のようにこれを 2 列にするとそれぞれの列は磁力の

方向が反対方向になり，さらに端の部分がそれぞれ違う方向に 45
度ずつ回転し異極同士で結合している． 
図 3(d)の面や図 3(e)の立方体でも図のように異極同士に複雑に
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結合している．しかしながら，図 3(d)のように面を 2 段, 3 段と重

ねることで結合の状態が変り，図 3(e)のように立方体においては

表面の 6 面すべて結合の状態が異なっている．このとき 2 から 5
の表面では，指でこすると回転するが，1 と 6 の表面では回転し

ない． 
このように立方体では複雑に異極同士が結合しているので，ブ

ロックごとに作成し，それらを張り合わせて形成するのが難しい． 
 
2.4 できない構造もある 
異極同士にしないと結合しないので，図 4(a)のように 10 個の

球磁石を使うと 3 角形は崩れてしまい，図 4(b)のように真ん中の

球を取り除くことで 3 角形を形成することができる．さらに，異

極同士ではかなり強力に結合するので，図 5 のように曲げようと

するとくっついてしまう． 
 
2.5 数学の知識 
216 個全て利用するには，素因数分解や数列を駆使することが

決め手となる．ただ，やみくもに作成してもうまくいかない．基

本となる正 3 角形，4 角形，正 6 角形の面の形を使って，特に，

真ん中が１個空いた18個と36個の正6角形や9個の正3角形の

それぞれの組合せ，ならびに，それらの組合せによって色々な形

が作れる。 
 

3．実施例 

3.1 何個できるか？ 
表1のようなアルファベットや数字などの完成写真が印刷され

たスコア表を配り，時間を区切って何個作成できるかを競う．そ

れぞれ写真のように作成できれば□に☑を記入する． 
平成 23 年度に実施した小学生高学年および中学生を対象とし

た電気電子工学科の公開講座では，30 分間で，作品数が 144 個

中 32 個が最多となった(図 6)． 
 
3.2 タイムトライアル 
色々作品がつくれるようになったら，次は，表 1 の右下の太い

枠線に囲まれた 216 個全てを使った，63の立方体，36 個の 6 角

形からなる 6 方晶, 9 個の 3 角形が 6 個つながった 6 角形からな

る 6 方晶をそれぞれタイムを競って作成する．スコア表には，こ

れまでの最短時間が記入されている． 
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3.3 その他 
その他にも図7のように5個の球で作れる構造の種類を作らせ

たり（ただし，２次元平面だけで，重ねたりしない場合である），

512 個, 1024 個を使った巨大作品や，銀色，黒色，金色の３色を

使った作品などを作らせたり，ロゴ，動物，昆虫，植物，乗り物，

自分の名前，生年月日，顔文字などのオリジナル作品を作らせた

りするのもよい(図 8)． 
 
3.4 アンケート結果 
現在のところアンケート項目は吟味されていないが，表 2 の質

問項目からは，難しいとの意見であった．感想のほとんどは楽し

かったというものであった． 
 

4．まとめ 

紹介したネオジム磁石の３次元パズルを用いることによって，

目には見えない磁力を感じ，さらにその結合の強さや，磁力の方

向，組合せなどの数学の知識などが必要であることを経験し，難

しいのだけど熱中して長い時間をかけてパズルが解けた時の喜び

を感じることができればと考えている．これは「考える喜び」を

育てることにも繋がる 14．このような経験から，数学や専門科目

に興味を持たせることができればと考えている． 
 
謝辞 本研究の一部は，JSPS 科研費 24760240 の助成を受けた

ものである．さらに，平成 23 年度に電気電子工学科での公開講

座の一部で実施したものであり，本報における作品の一部は本校

学生によるものである． 
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したか？ 

評価 
 

1 人 簡単 
1 人 適当 

11 人 少し難しい 
8 人 難しい 
0 人 その他 

感想 
(抜粋)

・ 磁石球を使った作品づくりがとても楽しかった．

先生の数も充実していて質問なども気軽にする

ことができました 
・ 磁石を使ったものづくりや電子工作は難しかっ

たです．でもおもしろかったので良かったです 
・ じしゃくのやつがむずかしかったけどおもしろ

かった．電気のことがもっとしりたくなりまし

た．ありがとうございました 
 

                 

        
図 7 5 個で作れる構造の種類 

 

    
巨大作品        3 色カラー 
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（Original article） 

Learning Tool Using Magnets for Introductory Education 

－3D Magnetic Puzzle of Spherical Magnets－  

 
Kazuhiro Nishimura1*, Masashi Shinohara2  

1:Dept. of Electrical and Electronic Engineering 
2: Dept. of General Education  

 
 

We introduce a 3D puzzle consists of 216 pieces of spherical magnet as a learning tool of introductory 
education. It is diff icult for beginners to accept and understand specialized subjects, such as magnetic f ield 
or electromagnetic wave, which is not visible to the eye. In addit ion, they feel that mathematics is their week 
point. Mathematic is compulsory for science and engineering. As good way to solve these problems, we 
propose incorporating a game into these learning. By doing the game, they wil l  be able to experience a 
variety of phenomena and the law. We expect a knowing that the key to solving this puzzle lies in specialized 
subjects related to mathematics and magnetic. 
 
Key Words : Spherical magnets，Neodymium magnet，3D puzzle，Learning tool using magnets, Introductory 
education 
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3.3 その他 
その他にも図7のように5個の球で作れる構造の種類を作らせ

たり（ただし，２次元平面だけで，重ねたりしない場合である），

512 個, 1024 個を使った巨大作品や，銀色，黒色，金色の３色を

使った作品などを作らせたり，ロゴ，動物，昆虫，植物，乗り物，

自分の名前，生年月日，顔文字などのオリジナル作品を作らせた

りするのもよい(図 8)． 
 
3.4 アンケート結果 
現在のところアンケート項目は吟味されていないが，表 2 の質

問項目からは，難しいとの意見であった．感想のほとんどは楽し

かったというものであった． 
 

4．まとめ 

紹介したネオジム磁石の３次元パズルを用いることによって，

目には見えない磁力を感じ，さらにその結合の強さや，磁力の方

向，組合せなどの数学の知識などが必要であることを経験し，難

しいのだけど熱中して長い時間をかけてパズルが解けた時の喜び

を感じることができればと考えている．これは「考える喜び」を

育てることにも繋がる 14．このような経験から，数学や専門科目

に興味を持たせることができればと考えている． 
 
謝辞 本研究の一部は，JSPS 科研費 24760240 の助成を受けた

ものである．さらに，平成 23 年度に電気電子工学科での公開講

座の一部で実施したものであり，本報における作品の一部は本校

学生によるものである． 
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でも何日でも考え続けること，その後で何かが衝撃的にひら
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表 2 小学生高学年および中学生生(21 人)のアンケート結果 

質問 磁石を使ったものづくりについてのレベルはどうで

したか？ 

評価 
 

1 人 簡単 
1 人 適当 

11 人 少し難しい 
8 人 難しい 
0 人 その他 

感想 
(抜粋)

・ 磁石球を使った作品づくりがとても楽しかった．

先生の数も充実していて質問なども気軽にする

ことができました 
・ 磁石を使ったものづくりや電子工作は難しかっ

たです．でもおもしろかったので良かったです 
・ じしゃくのやつがむずかしかったけどおもしろ

かった．電気のことがもっとしりたくなりまし

た．ありがとうございました 
 

                 

        
図 7 5 個で作れる構造の種類 
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Learning Tool Using Magnets for Introductory Education 

－3D Magnetic Puzzle of Spherical Magnets－  

 
Kazuhiro Nishimura1*, Masashi Shinohara2  

1:Dept. of Electrical and Electronic Engineering 
2: Dept. of General Education  

 
 

We introduce a 3D puzzle consists of 216 pieces of spherical magnet as a learning tool of introductory 
education. It is diff icult for beginners to accept and understand specialized subjects, such as magnetic f ield 
or electromagnetic wave, which is not visible to the eye. In addit ion, they feel that mathematics is their week 
point. Mathematic is compulsory for science and engineering. As good way to solve these problems, we 
propose incorporating a game into these learning. By doing the game, they wil l  be able to experience a 
variety of phenomena and the law. We expect a knowing that the key to solving this puzzle lies in specialized 
subjects related to mathematics and magnetic. 
 
Key Words : Spherical magnets，Neodymium magnet，3D puzzle，Learning tool using magnets, Introductory 
education 
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飛行時間型質量分析装置におけるイオン軌道の解析 
 

柴垣 寛治*,  青山 剛士 

電気電子工学科 

 
 自作の飛行時間型質量分析装置において，これまで不明であった内部におけるイオン軌道を，3

次元イオン光学シミュレーションソフトを用いて解析した．実際の装置における電界分布を忠実に

再現して，イオン軌道とそれによる質量分析装置の性能を評価した．質量分析装置でイオン軌道を

収束させる効果のあるレンズ電極に注目して装置の感度に与える影響を調べたほか，質量分解能に

大きな影響を与えるリフレクトロンの最適条件を見いだした．現状の電極配置での性能の限界を見

極めるとともに，今後の装置改良の指針について考察した． 

 
Key Words : 飛行時間型質量分析装置，シミュレーション，レーザーアブレーション  

(受付日 2012 年 9 月 3 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
1．はじめに 

プラズマを対象とする研究において，その内部を計測・

診断する技術は非常に重要である．プラズマ内部における

構成粒子の種類とそれらのエネルギー分布や密度につい

ての情報を得ることにより，プラズマの制御や応用への発

展が可能となる．プラズマの計測手法としては多くの方法

が提案・適用されており，それぞれに有用な点がある．光

学的な手法として発光分光法や吸収分光法などがあるほ

か，簡便な方法としてはプローブ法などもある．これらの

計測手法と並んで，一般的に広く用いられてきた手法とし

て質量分析法があげられる．質量分析法とは，計測対象と

なる原子や分子の質量を計測して粒子種およびそれらの

エネルギーを分析するもので，プラズマのみならず多くの

研究分野において使用されている．筆者はこれまで，質量

分析法のなかでも飛行時間型質量分析法について研究開

発を行ってきた．  
飛行時間型質量分析法について簡単に説明する．計測対

象である原子あるいは分子をなんらかの方法でイオン化

し，外部電界により加速させる．この加速領域で加速され

たイオンを，真空状態の自由空間をある一定距離だけ飛行

させて，検出器でイオンの到着を検知できるようにしてお

く．イオンの発生あるいは加速させるための電界がパルス

的であれば，イオンのスタートから検出器のゴールまでの

時間を計測できる．加速電圧が一定であってイオンが受け

取るエネルギーが一定であれば，イオンの速度はその質量

によって変化する．すなわち，軽いイオンは速く，高分子

のような比較的重いイオンは遅く飛行する．したがって，

検出器に到達するまでの飛行時間がイオン種によって異

なる．この飛行時間を計測しておき，運動方程式から導き

出される飛行時間の理論値と比較することで，イオンの質

量が求められるというものである．この手法は，質量分析

対象となるイオン種に制約がなく，計測対象であるプラズ

マ状態におけるイオンの分布をきわめて短時間のうちに

計測することができる．また，原理そのものは単純であっ

て，真空容器と電極および電源以外に特殊な装置を必要と

はしない．これらの利点をふまえ，筆者らのグループでは

飛行時間型質量分析装置の自作を行って，特にレーザーア

ブレーションプラズマを対象として，さまざまな固体材料

から生成するイオンの質量分析実験を行ってきた 1,2． 
筆者等のグループで使用してきた飛行時間型質量分析

装置は，レーザーアブレーションプラズマの計測に特化し

たものであって，先にも述べたように自作の装置である．

装置の設計段階において，当然のことながらイオンの軌道

について検討し，性能（質量分解能および感度）を高める

ために，それまでに報告されていた質量分析装置設計にお

ける理論的考察を参考にして実験装置の製作を進めた 3,4．

結果として，自作の装置としては比較的高い質量分解能を

達成することができ，フラーレン等の分析にも使用できる

ものが完成した．しかしながら，当時，理論的考察のみで

装置の設計を行い，例えば装置内での電極形状やそのサイ

ズ，配置場所，さらにそれらがつくる電界分布等について

の綿密な検討はされてこなかった．例えば，イオンを加速

する電界分布は理論上一様であることを仮定するが，実際

には電極のサイズやそれらを支持する金属部品などの影

響を受けて一様にはならないと考えられる．したがって，

現状以上の質量分解能および感度を実現するためには，で

きるかぎり実際の装置を模擬したイオン軌道のシミュレ

ーションが必要と考えてきた． 
本稿では，これまで行えなかった飛行時間型質量分析装

置内におけるイオン軌道を3次元シミュレーションによっ

て解析し，現状の装置が持つ問題点と今後の改良の指針に

ついて考察を行った結果をまとめて報告する． 
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1．はじめに 

プラズマを対象とする研究において，その内部を計測・

診断する技術は非常に重要である．プラズマ内部における

構成粒子の種類とそれらのエネルギー分布や密度につい

ての情報を得ることにより，プラズマの制御や応用への発

展が可能となる．プラズマの計測手法としては多くの方法

が提案・適用されており，それぞれに有用な点がある．光

学的な手法として発光分光法や吸収分光法などがあるほ

か，簡便な方法としてはプローブ法などもある．これらの

計測手法と並んで，一般的に広く用いられてきた手法とし

て質量分析法があげられる．質量分析法とは，計測対象と

なる原子や分子の質量を計測して粒子種およびそれらの

エネルギーを分析するもので，プラズマのみならず多くの

研究分野において使用されている．筆者はこれまで，質量

分析法のなかでも飛行時間型質量分析法について研究開

発を行ってきた．  
飛行時間型質量分析法について簡単に説明する．計測対

象である原子あるいは分子をなんらかの方法でイオン化

し，外部電界により加速させる．この加速領域で加速され

たイオンを，真空状態の自由空間をある一定距離だけ飛行

させて，検出器でイオンの到着を検知できるようにしてお

く．イオンの発生あるいは加速させるための電界がパルス

的であれば，イオンのスタートから検出器のゴールまでの

時間を計測できる．加速電圧が一定であってイオンが受け

取るエネルギーが一定であれば，イオンの速度はその質量

によって変化する．すなわち，軽いイオンは速く，高分子

のような比較的重いイオンは遅く飛行する．したがって，

検出器に到達するまでの飛行時間がイオン種によって異

なる．この飛行時間を計測しておき，運動方程式から導き

出される飛行時間の理論値と比較することで，イオンの質

量が求められるというものである．この手法は，質量分析

対象となるイオン種に制約がなく，計測対象であるプラズ

マ状態におけるイオンの分布をきわめて短時間のうちに

計測することができる．また，原理そのものは単純であっ

て，真空容器と電極および電源以外に特殊な装置を必要と

はしない．これらの利点をふまえ，筆者らのグループでは

飛行時間型質量分析装置の自作を行って，特にレーザーア

ブレーションプラズマを対象として，さまざまな固体材料

から生成するイオンの質量分析実験を行ってきた 1,2． 
筆者等のグループで使用してきた飛行時間型質量分析

装置は，レーザーアブレーションプラズマの計測に特化し

たものであって，先にも述べたように自作の装置である．

装置の設計段階において，当然のことながらイオンの軌道

について検討し，性能（質量分解能および感度）を高める

ために，それまでに報告されていた質量分析装置設計にお

ける理論的考察を参考にして実験装置の製作を進めた 3,4．

結果として，自作の装置としては比較的高い質量分解能を

達成することができ，フラーレン等の分析にも使用できる

ものが完成した．しかしながら，当時，理論的考察のみで

装置の設計を行い，例えば装置内での電極形状やそのサイ

ズ，配置場所，さらにそれらがつくる電界分布等について

の綿密な検討はされてこなかった．例えば，イオンを加速

する電界分布は理論上一様であることを仮定するが，実際

には電極のサイズやそれらを支持する金属部品などの影

響を受けて一様にはならないと考えられる．したがって，

現状以上の質量分解能および感度を実現するためには，で

きるかぎり実際の装置を模擬したイオン軌道のシミュレ

ーションが必要と考えてきた． 
本稿では，これまで行えなかった飛行時間型質量分析装

置内におけるイオン軌道を3次元シミュレーションによっ

て解析し，現状の装置が持つ問題点と今後の改良の指針に

ついて考察を行った結果をまとめて報告する． 
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2．飛行時間型質量分析装置の概要 

まず，飛行時間型質量分析装置の概要について述べる．

実際の装置の写真を図 1 に示す． 写真の左奥にある真空

容器がレーザーアブレーションのためのものであり，容器

側面に設けられた窓からレーザー光線を入射してイオン

を発生させる．そして，容器内にある加速電極に電圧パル

スを印加することによって生成したイオンを加速し，飛行

させる．イオンは写真の手前側に伸びている円筒形の真空

容器内を飛行してくる．写真の一番右にある容器内部には，

質量分解能を向上させるために設けられた反射電極（リフ

レクトロン）が設置されており，加速電界とは反対向きの

電界によってイオンは反射する．反射したイオンは，写真

では見えないが，真空容器奥に設置されたマイクロチャン

ネルプレート検出器に到達して，ディジタルオシロスコー

プによって電気信号として検出できる仕組みとなってい

る． 
 イオン軌道について詳細に説明する．図 2 に，装置およ

び内部のイオン軌道の概略図を示す．装置を上方から見た

ものである．レーザー光線は，ターゲットである固体材料

に対して 45°の方向から照射される．レンズで集光して照

射することによりエネルギー密度が高くなり，固体材料が

瞬間的に溶融・気化してアブレーションプラズマが生成さ

れる．ここで生成したイオンは，加速電極により加速され

た後，アブレーション時に飛散したイオンの軌道を収束さ

せるためのレンズ電極と，リフレクトロンに対してわずか

な角度を持たせて入射させるための偏向電極を通過して，

自由空間を飛行することになる．加速電極系の詳細を図 3
に示す．加速電極は 2 段加速となっている．また，図 3 で

はわかりにくいが，発散したイオン軌道を収束させるため

のレンズ電極は，3 個並んだ円筒形の電極からなっている．

その後に，縦方向と横方向のイオン軌道の方向修正を行う

ための偏向電極が並んでいる．これらの電極系もすべて自

作のものであり，先に述べたように過去に報告されている

理論を参考にして設計・製作を行った．また，それぞれの

電極に印加する電圧値も過去の理論を参考にしており，実

際の質量分析実験においても質量スペクトルが得られる

ことを確認している．しかしながら，すべてのイオンが図

2 に示したような理想的な軌道を描いて飛行しているかど

うかは実験結果からはわからない．また，レーザー強度を

高くして十分に強いアブレーションを実現しないと信号

が観測できないといった実験事実，および検出器の感度を

高く設定しないと信号が観測できないといった実験事実

から，発生したイオンのうち検出器まで到達しているイオ

ンの割合は少ないとも考えられた． 
 
3．シミュレーションモデルの構築 

上述したような飛行時間型質量分析装置について，理論

計算だけでなく，実際の装置をできるだけ忠実に模擬した

シミュレーションを行ってイオン軌道を解析した．ここで

は，構築したシミュレーションモデルについて説明する．

本研究では，シミュレーションソフトウエアとしてイオン

光学設計ソフト SIMION3D を使用した．このソフトウエア

図 1 飛行時間型質量分析装置 

図 2 飛行時間型質量分析装置の概略図 

図 3 飛行時間型質量分析装置における加速電極系 
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は，仮想的な空間に電極を配置し，一定の電圧を与えるこ

とによってできる電界を有限差分法によって計算し，その

電界中にある荷電粒子の軌道を計算するものである．電極

の形状や，粒子の質量，電荷数，位置やエネルギーなどを

自由に設定できる．このソフトウエアを用いて，前節で述

べた飛行時間型質量分析装置の電極配置をまず構築した．

コンピュータ上に構築した装置を図 4 に示す． 
図 4 の左上には加速電極系があり，右下にリフレクトロ

ンがある．中央左側には検出器が見えている．シミュレー

ションでは検出器の配置が左右逆になっているが，計算上

の問題は無い．作業画面に見えているラインは計算で得ら

れたイオン軌道を示している．図 4 にある電極の形状・サ

イズ・配置は，実際の装置を詳細に計測して忠実に再現さ

れている．作業画面のような全体の 3 次元イメージだけで

なく，イオン軌道を拡大した 2 次元イメージも表示可能で

あり，どのイオンがどのような軌道で飛行しているかを詳

細に検討することができる． 
本研究では，ナノカーボンの質量分析を念頭に置いて，

1 価の炭素イオン種が加速電極表面からスタートし，各電

極に与える電圧値や，イオンそのものの初期エネルギー，

および初期放出角度等によってどのような軌道の変化が

あるかを調査した．電極系および検出器の位置およびサイ

ズは不変として，検出器にどれくらいの割合でイオンが入

射できるかの感度と，検出器にイオンがどのタイミングで

入射してくるかの分解能について検討を行った． 
 

4．シミュレーションによる検討 
まず，図 5 にイオン軌道を収束させるためのレンズ電極

の効果について検討した結果を示す．レンズ電極は，3 個

並んだ円筒形電極からなり，中央の電極だけに電圧を印加

し，両端の電極は接地されている．この中央電極に印加す

る電圧を 750V から 1050V まで変化させた場合に，発散し

た軌道の収束効果がどの程度あるのかを調べた．シミュレ

ーションの対象とした粒子はC+イオンとした．イオンの初

期エネルギーは 0.1eV と仮定した．グラフの横軸は，イオ

ンがスタートするときのターゲット表面に垂直な軸から

の角度（初期放出角度），縦軸は，イオンが検出器に到達

するときの検出器中心位置からの距離を表している．グラ

フの中央に注目すれば，イオンがターゲット表面から垂直

方向にスタートする場合には，検出器のちょうど中央部分

に到達できることになる．しかし，イオンがターゲット表

面から斜め方向に初期エネルギーを持ってスタートする

場合には，当然ながら理想的な軌道にはならず，イオンは

検出器中央からずれた位置に到達する．このずれを補正す

るためにレンズ電極があるので，図 5 の結果から，レンズ

電極に印加する電圧値がおよそ 950〜1050V であれば，到

達位置のずれは最小限に抑えられ，イオン軌道の収束が達

成されていることがわかる．検出器のイオン入射部分のサ

イズは直径 15mm であるので，ずれが±7.5mm 以上であれ

ばイオンは検出されず，感度がないことになる．以上の結

果から，現状のレンズ電極配置において初期エネルギーが

0.1eV であれば，イオンの初期放出角度が大きくてもイオ

ン軌道の収束は達成でき，十分な効果があることが示され

た． 
続いて，イオンがスタートするときの初期角度が 50°一

定であると仮定した場合に，イオンの初期エネルギーに対

する検出器位置でのずれを詳細に調べた．図 6 に結果を示

す．イオンの初期エネルギーが大きくなるほどイオン軌道

のずれも大きくなるが，やはりレンズ電極に印加する電圧

図 4 SIMION3D における作業画面の例 
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2．飛行時間型質量分析装置の概要 

まず，飛行時間型質量分析装置の概要について述べる．

実際の装置の写真を図 1 に示す． 写真の左奥にある真空

容器がレーザーアブレーションのためのものであり，容器

側面に設けられた窓からレーザー光線を入射してイオン

を発生させる．そして，容器内にある加速電極に電圧パル

スを印加することによって生成したイオンを加速し，飛行

させる．イオンは写真の手前側に伸びている円筒形の真空

容器内を飛行してくる．写真の一番右にある容器内部には，

質量分解能を向上させるために設けられた反射電極（リフ

レクトロン）が設置されており，加速電界とは反対向きの

電界によってイオンは反射する．反射したイオンは，写真

では見えないが，真空容器奥に設置されたマイクロチャン

ネルプレート検出器に到達して，ディジタルオシロスコー

プによって電気信号として検出できる仕組みとなってい

る． 
 イオン軌道について詳細に説明する．図 2 に，装置およ

び内部のイオン軌道の概略図を示す．装置を上方から見た

ものである．レーザー光線は，ターゲットである固体材料

に対して 45°の方向から照射される．レンズで集光して照

射することによりエネルギー密度が高くなり，固体材料が

瞬間的に溶融・気化してアブレーションプラズマが生成さ

れる．ここで生成したイオンは，加速電極により加速され

た後，アブレーション時に飛散したイオンの軌道を収束さ

せるためのレンズ電極と，リフレクトロンに対してわずか

な角度を持たせて入射させるための偏向電極を通過して，

自由空間を飛行することになる．加速電極系の詳細を図 3
に示す．加速電極は 2 段加速となっている．また，図 3 で

はわかりにくいが，発散したイオン軌道を収束させるため

のレンズ電極は，3 個並んだ円筒形の電極からなっている．

その後に，縦方向と横方向のイオン軌道の方向修正を行う

ための偏向電極が並んでいる．これらの電極系もすべて自

作のものであり，先に述べたように過去に報告されている

理論を参考にして設計・製作を行った．また，それぞれの

電極に印加する電圧値も過去の理論を参考にしており，実

際の質量分析実験においても質量スペクトルが得られる

ことを確認している．しかしながら，すべてのイオンが図

2 に示したような理想的な軌道を描いて飛行しているかど

うかは実験結果からはわからない．また，レーザー強度を

高くして十分に強いアブレーションを実現しないと信号

が観測できないといった実験事実，および検出器の感度を

高く設定しないと信号が観測できないといった実験事実

から，発生したイオンのうち検出器まで到達しているイオ

ンの割合は少ないとも考えられた． 
 
3．シミュレーションモデルの構築 

上述したような飛行時間型質量分析装置について，理論

計算だけでなく，実際の装置をできるだけ忠実に模擬した

シミュレーションを行ってイオン軌道を解析した．ここで

は，構築したシミュレーションモデルについて説明する．

本研究では，シミュレーションソフトウエアとしてイオン

光学設計ソフト SIMION3D を使用した．このソフトウエア

図 1 飛行時間型質量分析装置 

図 2 飛行時間型質量分析装置の概略図 

図 3 飛行時間型質量分析装置における加速電極系 
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は，仮想的な空間に電極を配置し，一定の電圧を与えるこ

とによってできる電界を有限差分法によって計算し，その

電界中にある荷電粒子の軌道を計算するものである．電極

の形状や，粒子の質量，電荷数，位置やエネルギーなどを

自由に設定できる．このソフトウエアを用いて，前節で述

べた飛行時間型質量分析装置の電極配置をまず構築した．

コンピュータ上に構築した装置を図 4 に示す． 
図 4 の左上には加速電極系があり，右下にリフレクトロ

ンがある．中央左側には検出器が見えている．シミュレー

ションでは検出器の配置が左右逆になっているが，計算上

の問題は無い．作業画面に見えているラインは計算で得ら

れたイオン軌道を示している．図 4 にある電極の形状・サ

イズ・配置は，実際の装置を詳細に計測して忠実に再現さ

れている．作業画面のような全体の 3 次元イメージだけで

なく，イオン軌道を拡大した 2 次元イメージも表示可能で

あり，どのイオンがどのような軌道で飛行しているかを詳

細に検討することができる． 
本研究では，ナノカーボンの質量分析を念頭に置いて，

1 価の炭素イオン種が加速電極表面からスタートし，各電

極に与える電圧値や，イオンそのものの初期エネルギー，

および初期放出角度等によってどのような軌道の変化が

あるかを調査した．電極系および検出器の位置およびサイ

ズは不変として，検出器にどれくらいの割合でイオンが入

射できるかの感度と，検出器にイオンがどのタイミングで

入射してくるかの分解能について検討を行った． 
 

4．シミュレーションによる検討 
まず，図 5 にイオン軌道を収束させるためのレンズ電極

の効果について検討した結果を示す．レンズ電極は，3 個

並んだ円筒形電極からなり，中央の電極だけに電圧を印加

し，両端の電極は接地されている．この中央電極に印加す

る電圧を 750V から 1050V まで変化させた場合に，発散し

た軌道の収束効果がどの程度あるのかを調べた．シミュレ

ーションの対象とした粒子はC+イオンとした．イオンの初

期エネルギーは 0.1eV と仮定した．グラフの横軸は，イオ

ンがスタートするときのターゲット表面に垂直な軸から

の角度（初期放出角度），縦軸は，イオンが検出器に到達

するときの検出器中心位置からの距離を表している．グラ

フの中央に注目すれば，イオンがターゲット表面から垂直

方向にスタートする場合には，検出器のちょうど中央部分

に到達できることになる．しかし，イオンがターゲット表

面から斜め方向に初期エネルギーを持ってスタートする

場合には，当然ながら理想的な軌道にはならず，イオンは

検出器中央からずれた位置に到達する．このずれを補正す

るためにレンズ電極があるので，図 5 の結果から，レンズ

電極に印加する電圧値がおよそ 950〜1050V であれば，到

達位置のずれは最小限に抑えられ，イオン軌道の収束が達

成されていることがわかる．検出器のイオン入射部分のサ

イズは直径 15mm であるので，ずれが±7.5mm 以上であれ

ばイオンは検出されず，感度がないことになる．以上の結

果から，現状のレンズ電極配置において初期エネルギーが

0.1eV であれば，イオンの初期放出角度が大きくてもイオ

ン軌道の収束は達成でき，十分な効果があることが示され

た． 
続いて，イオンがスタートするときの初期角度が 50°一

定であると仮定した場合に，イオンの初期エネルギーに対

する検出器位置でのずれを詳細に調べた．図 6 に結果を示

す．イオンの初期エネルギーが大きくなるほどイオン軌道

のずれも大きくなるが，やはりレンズ電極に印加する電圧

図 4 SIMION3D における作業画面の例 
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を 1000V 程度とするなら，初期エネルギーが 2eV までの

範囲において検出器位置でのずれは許容範囲であること

がわかる．今回のシミュレーションの条件では，イオンの

加速電圧を 2000V と設定しているため，イオンの初期エネ

ルギーが加速エネルギーの約 0.1%程度であれば収束可能

であると言える． 
図 7 には，シミュレーション対象粒子を初期エネルギー

が 0.1eV の C60
+として，同様の計算を行った結果を示す．

フラーレンの質量分析を想定したものであるが，C+とは検

出器における到達位置のずれが大きく異なっていること

がわかる．図 7 より，初期角度が大きいイオンでも，初期

角度がまったくない（0°）ものと同様に検出器中央に到

達できる場合があることを示している．レンズ電極に印加

する電圧を 950V から 1000V の間で細かく変化させている

が，もしイオンの初期角度のばらつきを 50°以下に抑える

ことができるなら，レンズ電極電圧は 1000V が最適である

が，初期角度のばらつきがそれ以上であったなら，レンズ

電極電圧は 950V の場合が一番望ましいということになる．  
ただし，以上に述べた考察は，現状のサイズの検出器を

そのまま使用するという前提のものであって，さらに口径

の大きな検出器を使用することができれば，初期エネルギ

ーや初期角度のばらつきがさらに大きな場合であっても

イオンの捕捉が可能となり，検出感度が向上することを示

している．イオンの初期エネルギーや初期角度のばらつき

は，レーザーアブレーションプラズマにおける粒子のエネ

ルギー（温度）に比例して増大するものと考えられるので，

ターゲット材料とレーザーとの相互作用によっては 2eV

以上の初期エネルギーを持つ可能性もある．したがって，

感度の低下を避けるためにも，検出器の交換は将来必須に

なると考えられる． 
次の段階として，質量分解能の検討を行った．質量分解

能とは，どれだけ質量の大きなイオンのピークまでスペク

トル上で分解可能かを示す指標であり，質量分析装置にと

って最も重要な性能である．飛行時間型質量分析装置につ

いて考えると，イオンが飛行して検出器に到達するまでの

時間がそのままスペクトルに反映されるため，単純に言え

ば，同じ質量のイオンがまったく同じ時刻に検出器に到達

すればよい，ということになる．しかしながら，ここまで

のシミュレーションで示したように，同じ質量のイオンで

あっても初期エネルギーや初期角度のばらつきによって

イオン軌道は微妙に異なり，結果として検出器までの飛行

時間も異なることは容易に予想できる．イオン軌道の違い

とそれに伴う飛行時間の違いはシミュレーションしなけ

ればわからない． 
今回用いたシミュレーションソフトでは，どの質量のイ

オンがどのタイミングで検出器に到達するかについての

時間的な検討も可能である．そこで，質量分解能に最も大

きな影響を与えるリフレクトロンの電圧についてさまざ

まなシミュレーションを試みた．リフレクトロンとは，イ

オンの初期エネルギーのばらつきを収束させるためのも

ので，速度の大きなイオンがリフレクトロンの内部深くま

で入射して反射するのに対し，速度の小さいイオンはそれ

よりも浅い位置で反射するため，飛行距離に違いが生じて
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検出器位置での到達時刻をそろえる（収束させる）効果が

ある．その内部では，複数枚のリング電極を平行に並べて

一様な反射電界をつくっている．リフレクトロンにイオン

が入射してくる入口電極は接地されているが，最も奥に位

置する反射電極には加速電圧よりも高い電圧を印加して

いる．実験で使用している装置では，2 段型のリフレクト

ロンを採用している．これは，入口の接地電極の次のリン

グ電極に，ある程度高い電圧を印加することでイオンを急

激に減速させ，その後に並んだリング電極によってゆるや

かな反射電界を構築し，イオンを反射させる構造となって

いる．2 段型でない 1 段型と比較すると，一様な反射電界

をつくるためのリング電極の数を少なくすることができ

るので製作が容易であることと，リフレクトロンのサイズ

を小型化できるメリットがある．この急激に減速させるた

めの電極に印加する電圧と最終の反射電極に印加する電

圧との比，および電極間の距離とのバランスをとることで

高い質量分解能が達成できるとされる 3,4． 
今回のシミュレーションでは，さまざまな条件を与えて

飛行時間を計測し，その飛行時間のばらつきが最小になる

条件の探索を行った．図 8 に，フラーレンに注目して，そ

の初期角度がばらついていた場合の飛行時間を計算した

結果を示す．縦軸が計算で得られた飛行時間を示している．

初期エネルギーはいずれも 2eV であると仮定した．図 8 の

計算では，リフレクトロンにおける減速のための電極には

1320V，反射電極には2100Vを与えた．詳細は省略するが，

レンズ電極等の最適化とあわせて，飛行時間のばらつきが

最も少ない条件であったことを先に述べておく． 
図 8 より，例えば C60に注目すると，当然ながら初期放

出角度が 0°であるようなイオンは最も短いイオン軌道を

飛行するので飛行時間が短い．しかしながら，レーザーア

ブレーションによる爆発的放出が等方的に起こり，イオン

の初期角度がばらつくと，そのぶんだけイオン軌道が曲が

るので飛行時間が多くかかる．この飛行時間のばらつきが

スペクトル上ではそのまま質量ピークの広がりにつなが

る．したがって，この飛行時間のばらつきのなかに，他の

イオン種の飛行時間が重なってくればスペクトル中での

質量ピークの分離は困難になる．そこであらためて図 8 に

注目すると，C60（質量数 720）に質量数 7 を加えたイオン

種（質量数 727）について同様の計算を行ったところ，飛

行時間の広がりが重なってはおらず，質量ピークの分離は

問題なくできることがわかる．図8には示されていないが，

当然，質量数が 721 から 726 までのイオン種については

C60 の飛行時間に一部重なることになるので，特に質量数

が 1 だけ異なるイオンの分離は難しいと予想できる． 
今回のシミュレーションで，リフレクトロン等の電極に

印加する電圧の最適化を行って飛行時間の計算を行った

結果，現状の電極配置を変えない限り，図 8 に示した結果

よりも飛行時間のばらつきを小さくすることは難しいこ

とがわかった．図 8 からもわかるように，フラーレン同士
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を 1000V 程度とするなら，初期エネルギーが 2eV までの

範囲において検出器位置でのずれは許容範囲であること

がわかる．今回のシミュレーションの条件では，イオンの

加速電圧を 2000V と設定しているため，イオンの初期エネ

ルギーが加速エネルギーの約 0.1%程度であれば収束可能

であると言える． 
図 7 には，シミュレーション対象粒子を初期エネルギー

が 0.1eV の C60
+として，同様の計算を行った結果を示す．

フラーレンの質量分析を想定したものであるが，C+とは検

出器における到達位置のずれが大きく異なっていること

がわかる．図 7 より，初期角度が大きいイオンでも，初期

角度がまったくない（0°）ものと同様に検出器中央に到

達できる場合があることを示している．レンズ電極に印加

する電圧を 950V から 1000V の間で細かく変化させている

が，もしイオンの初期角度のばらつきを 50°以下に抑える

ことができるなら，レンズ電極電圧は 1000V が最適である

が，初期角度のばらつきがそれ以上であったなら，レンズ

電極電圧は 950V の場合が一番望ましいということになる．  
ただし，以上に述べた考察は，現状のサイズの検出器を

そのまま使用するという前提のものであって，さらに口径

の大きな検出器を使用することができれば，初期エネルギ

ーや初期角度のばらつきがさらに大きな場合であっても

イオンの捕捉が可能となり，検出感度が向上することを示

している．イオンの初期エネルギーや初期角度のばらつき

は，レーザーアブレーションプラズマにおける粒子のエネ

ルギー（温度）に比例して増大するものと考えられるので，

ターゲット材料とレーザーとの相互作用によっては 2eV

以上の初期エネルギーを持つ可能性もある．したがって，

感度の低下を避けるためにも，検出器の交換は将来必須に

なると考えられる． 
次の段階として，質量分解能の検討を行った．質量分解

能とは，どれだけ質量の大きなイオンのピークまでスペク

トル上で分解可能かを示す指標であり，質量分析装置にと

って最も重要な性能である．飛行時間型質量分析装置につ
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とそれに伴う飛行時間の違いはシミュレーションしなけ

ればわからない． 
今回用いたシミュレーションソフトでは，どの質量のイ

オンがどのタイミングで検出器に到達するかについての

時間的な検討も可能である．そこで，質量分解能に最も大

きな影響を与えるリフレクトロンの電圧についてさまざ

まなシミュレーションを試みた．リフレクトロンとは，イ

オンの初期エネルギーのばらつきを収束させるためのも

ので，速度の大きなイオンがリフレクトロンの内部深くま

で入射して反射するのに対し，速度の小さいイオンはそれ

よりも浅い位置で反射するため，飛行距離に違いが生じて
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検出器位置での到達時刻をそろえる（収束させる）効果が

ある．その内部では，複数枚のリング電極を平行に並べて

一様な反射電界をつくっている．リフレクトロンにイオン

が入射してくる入口電極は接地されているが，最も奥に位

置する反射電極には加速電圧よりも高い電圧を印加して

いる．実験で使用している装置では，2 段型のリフレクト

ロンを採用している．これは，入口の接地電極の次のリン

グ電極に，ある程度高い電圧を印加することでイオンを急

激に減速させ，その後に並んだリング電極によってゆるや

かな反射電界を構築し，イオンを反射させる構造となって

いる．2 段型でない 1 段型と比較すると，一様な反射電界

をつくるためのリング電極の数を少なくすることができ

るので製作が容易であることと，リフレクトロンのサイズ

を小型化できるメリットがある．この急激に減速させるた

めの電極に印加する電圧と最終の反射電極に印加する電

圧との比，および電極間の距離とのバランスをとることで

高い質量分解能が達成できるとされる 3,4． 
今回のシミュレーションでは，さまざまな条件を与えて

飛行時間を計測し，その飛行時間のばらつきが最小になる

条件の探索を行った．図 8 に，フラーレンに注目して，そ

の初期角度がばらついていた場合の飛行時間を計算した

結果を示す．縦軸が計算で得られた飛行時間を示している．

初期エネルギーはいずれも 2eV であると仮定した．図 8 の

計算では，リフレクトロンにおける減速のための電極には

1320V，反射電極には2100Vを与えた．詳細は省略するが，

レンズ電極等の最適化とあわせて，飛行時間のばらつきが

最も少ない条件であったことを先に述べておく． 
図 8 より，例えば C60に注目すると，当然ながら初期放

出角度が 0°であるようなイオンは最も短いイオン軌道を

飛行するので飛行時間が短い．しかしながら，レーザーア

ブレーションによる爆発的放出が等方的に起こり，イオン

の初期角度がばらつくと，そのぶんだけイオン軌道が曲が

るので飛行時間が多くかかる．この飛行時間のばらつきが

スペクトル上ではそのまま質量ピークの広がりにつなが

る．したがって，この飛行時間のばらつきのなかに，他の

イオン種の飛行時間が重なってくればスペクトル中での

質量ピークの分離は困難になる．そこであらためて図 8 に

注目すると，C60（質量数 720）に質量数 7 を加えたイオン

種（質量数 727）について同様の計算を行ったところ，飛

行時間の広がりが重なってはおらず，質量ピークの分離は

問題なくできることがわかる．図8には示されていないが，

当然，質量数が 721 から 726 までのイオン種については

C60 の飛行時間に一部重なることになるので，特に質量数

が 1 だけ異なるイオンの分離は難しいと予想できる． 
今回のシミュレーションで，リフレクトロン等の電極に

印加する電圧の最適化を行って飛行時間の計算を行った

結果，現状の電極配置を変えない限り，図 8 に示した結果

よりも飛行時間のばらつきを小さくすることは難しいこ

とがわかった．図 8 からもわかるように，フラーレン同士
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の分離，すなわち C60 と C61 の分離は現状でも問題なくで

きると考えられる．実際に，炭素系材料をターゲットとし

た実際の質量分析実験において，今回のシミュレーション

での最適条件に近い条件で実験を行った場合にはほぼシ

ミュレーションどおりの結果を得ている．図 9 に，炭素系

材料をターゲットとした場合に得られた正イオンスペク

トルの一例を示す．この結果については既に報告済みであ

るが，図のスペクトルにあるように炭素が偶数個のクラス

ターイオン種のみが観測されている 2．これらは安定に存

在できるフラーレンの特徴と一致しており，フラーレンイ

オンの分析は現状の装置でも十分可能であることを示し

た結果でもある．今後の方針としては，電極の形状やサイ

ズも変化させてシミュレーションを進め，装置の性能向上

の指針を得ていく必要がある．ただし，装置内部に手を加

えるのは困難な部分もあるため，コストとの兼ね合いに注

意しながら進めていく必要がある． 
 
5．まとめ 
 これまで使用してきた自作の飛行時間型質量分析装置

において，不明であった内部のイオン軌道をイオン光学シ

ミュレーションソフトによって計算し，質量分析装置の各

電極に印加する電圧を変化させた場合の，検出器でのイオ

ンの感度および質量分解能について調査を行った．現状の

電極配置において，感度および質量分解能が最も高くなる

条件を探索し，達成できる質量分解能の限界についておお

よそ把握すると共に，それらが実際の実験におけるスペク

トルの感度および質量分解能とほぼ一致することを見い

だした．現状の装置の問題点としては，絶対的なイオンの

検出感度が不足していることは否定できないため，より高

感度あるいは大口径のイオン検出器に交換する必要があ

ると考えられる．また，質量分解能についても，現状のま

まで質量数のさらに大きな分子イオンを分析対象とする

場合には分離が困難になる．フラーレンでは分析が可能で

あることを示したが，もし炭素以外の不純物が存在するな

どの場合を仮定するとやはり分析は難しくなる．したがっ

て，今後は電極配置や構造を細かく見直すなど，イオン軌

道を高精度に制御するための新たな装置設計が必要にな

ると考えられる．今後もシミュレーションを継続し，総合

的な性能向上にむけた取り組みを進めたいと考える． 
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機械翻訳文言い換えシステムにおける機能拡張と検証  
鈴木 良生1*,  田添 丈博2   

1:専攻科 電子機械工学専攻 

2:電子情報工学科 
 
 

現在の英日機械翻訳システムは、短い英文の翻訳にはそれなりの精度があるが、長文や複雑な文では日本

語として意味を取りづらい結果となってしまうことがある。本研究では、不自然な日本語訳に対して「言い

換え」を行い、より自然な日本語訳を出力するシステムを提案する。学習機能を拡張して曖昧一致文節、n
対 m のマッチングを導入し、言い換え機能を拡張して曖昧一致文節を導入し、システムの改善を目指した。

それぞれの検証実験より、機能拡張の効果について考察を行う。  
 
Key Words : 自然言語処理，言い換え，機械翻訳，曖昧一致文節，レーベンシュタイン距離  
 

(受付日 2012 年 9 月 12 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
1．背景・目的 

現在、英日機械翻訳システムは、短い英文の機械翻訳にはそ

れなりの精度がある。しかし、長文や複雑な文では直訳に近い硬

い表現であったり、日本語として意味を取りづらい翻訳結果とな

ってしまうことがある。 
 機械翻訳の訳質向上に関する研究は、規則方式機械翻訳と統計

的後編集を組み合わせたもの 1 など、統計的機械翻訳を中心に多

岐にわたる。これらは機械翻訳システムそのものに改良を加える

ものと、前処理または後処理で改良を図るものに大別できる。現

在、前処理または後処理の研究として、英語訳の統計的後編集を

組み合わせたもの 1 や、日本語原文の前編集によるもの 2 などの

研究が挙げられるが、日本語訳の後処理における研究は見られな

い。 
すでに英日機械翻訳システムの後処理として、不自然な日本語

となった機械翻訳文に対して「言い換え」を行うことにより自然

な日本語訳を出力するシステムが提案されている 3。機械翻訳の

アルゴリズムを変更しないことで、日本語訳を出力する機械翻訳

システムに流用することができ、機械翻訳の目標言語が日本語で

あるならばその原言語は問わない。 

本研究では、機械翻訳文言い換えシステムの学習機能及び言い

換え機能の拡張を行うことで、システムの改善を目指した。検証

実験を行った結果、学習成功数及び言い換え成功数を向上させる

ことができた。 
 
2．機械翻訳文言い換えシステム 

 2 章では、3 章及び 5 章で機能拡張を説明するために、機械

翻訳文言い換えシステムの構成及び機能を示す。詳細については、

文献 3を参考とする。 
2.1 システム構成 

システムの構成を図 1 及び図 2 に示す。また、データベース

構造を、図 3 に示す。本システムは、ユーザから入力された英

文を既存の英日機械翻訳システムへの入力とし、出力される機械

翻訳文に対して「言い換え」を行う。これにより自然な訳文を生

成する。 
 言い換えを行うためのデータは、機械翻訳文に対してユーザが

より自然であると考える改良訳文を入力する。これを学習機能に

より学習することで、言い換えデータを生成する。このデータを

用いて言い換え機能で「言い換え」を行う。 

 
図 1 システム構成(学習機能) 

 
図 2 システム構成(言い換え機能) 
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機械翻訳文言い換えシステムにおける機能拡張と検証  
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1:専攻科 電子機械工学専攻 

2:電子情報工学科 
 
 

現在の英日機械翻訳システムは、短い英文の翻訳にはそれなりの精度があるが、長文や複雑な文では日本

語として意味を取りづらい結果となってしまうことがある。本研究では、不自然な日本語訳に対して「言い

換え」を行い、より自然な日本語訳を出力するシステムを提案する。学習機能を拡張して曖昧一致文節、n
対 m のマッチングを導入し、言い換え機能を拡張して曖昧一致文節を導入し、システムの改善を目指した。

それぞれの検証実験より、機能拡張の効果について考察を行う。  
 
Key Words : 自然言語処理，言い換え，機械翻訳，曖昧一致文節，レーベンシュタイン距離  
 

(受付日 2012 年 9 月 12 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
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学習番号 言い換え前文節情報 言い換え後文節情報 
整数 文字列(100 文字) 文字列(100 文字) 

図3 データベース情報 

 

2.2 学習機能 

言い換えデータの学習は、機械翻訳文と改良訳文の2つに対し、

構文解析を行った結果より文節単位で係り受け構造のマッチング

を行う。 
マッチング方法は、それぞれの訳文で完全一致した文節を検索

する。これを「一致文節」と呼ぶ。このとき、ある文節の一致文

節が複数通り考えられる場合は、どの文節同士が対応しているの

かを機械的に判断することが難しいため、マッチングを行わない

こととする。一致文節が 1 対 1であるならば、一致文節の係り受

け関係にある文節を検索し、マッチングを行う。言い換えデータ

の学習例として、例文を図4に、構文解析を行った結果を図5に、

登録される言い換えデータを図6 に示す。 
 
 
 
 
 
 

図 4 例文 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 構文解析結果 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 学習結果 
 
2.3 言い換え機能 

言い換え機能では、機械翻訳文の構文解析を行う。この結果に

おいて、言い換えデータと完全に一致する文節がある場合、言い

換えを行う。 

図 7 を例にして説明する。機械翻訳文に構文解析を行うと、図

8 のようになる。このとき、図 6 の学習された言い換えデータを

用いるとすると、「古い－医者に」を「年老いた－医者に」と言い

換えることができ、図 9のような言い換え訳文を得ることができ

る。本来ならば、ここで「名前を－頼んだ。」は「名前を－尋ねた。」

と言い換えることが望ましいが、該当する言い換えデータが学習

されていない場合、言い換えは行われない。 
 
 
 
 

図 7 例文 
 

 
図 8 構文解析結果 

 
 
 

図 9 言い換え結果 
 
3. 学習機能の拡張 

 3 章では、本研究で提案する学習機能の拡張について説明する。 
3.1 曖昧一致文節の導入 

従来のマッチングは完全一致する文節を「一致文節」として考

える方法であった。この考え方の欠点として、助詞などが多少異

なるだけで一致できず、学習できなくなってしまうという問題が

あった。今回、自立語のみを対象としてマッチングを行う。この

とき、多少文節が異なっても一致文節と考えることから、これを

「曖昧一致文節」と呼ぶ。これにより学習成功数の向上を目指す。 
構文解析した文節の付属語を除き、用言などは原形とした自立

語のみへ変換する。これを用いてマッチングを行う。 
図 10 に例を挙げる。「関連した」と「関連する」という文節に

注目する。「関連した」という文節において、この文節は「関連（名

詞）＋し（動詞）＋た（助動詞）」に分解できる。動詞は原形に変

換し、助動詞を削除する。これにより「関連した」という文節は

「関連＋する」という文節となり、曖昧一致文節となる。 
 
 

[英文]       I saw an old doctor. 
[機械翻訳文]私は古い医者に会った。 
[改良訳文]  私は年老いた医者に会った。 

[英文]        I asked an old doctor his name. 
[機械翻訳文] 私は古い医者に彼の名前を頼んだ。

[言い換え訳文]私は年老いた医者に彼の名前を頼んだ。 

（学術論文） 

 

図10 自立語のみのマッチング 

 

3.2  n文節－m文節のマッチング 

従来は 2 対 2 の文節による学習であったが、図 11 のように数

が異なる複数対複数の学習へと拡張する。 
 

 
図 11 n 対mのマッチング 

n 対mのマッチングでは、構文解析によって得た係り受け構造

より、複数の係り受け先、元を取得する。レーベンシュタイン距

離を用いてこれらを比較し、距離数を得る。この距離数が最小で

ある文節の関係を学習する。図 8 のように「頼んだ。」へ注目す

ると、複数の係り受け元がある。今回、このように複数の係り受

け元があるものについては、どの文節同士が正しい対応であるか

を機械的に判断することが難しいため、学習を行わないものとす

る。 
図 11 に例を示す。このとき、「これは追求する」と「これは追

求するべきである。」では、レーベンシュタイン距離は 6となる。

「これは追求する必要が」と「これは追求するべきである。」では、

レーベンシュタイン距離は 6 となる。「これは追求する必要があ

る。」と「これは追求するべきである。」では、レーベンシュタイ

ン距離は 3 となる。よって、4 対 2 の学習を行うことになる。レ

ーベンシュタイン距離が同じである場合は、より少ない文節数で

学習することとする。 
 

4. 学習機能の検証 

4.1 実験方法 

日英新聞記事対応付けデータ4から100文を用いて実験を行う。 
英文を英日機械翻訳 Bing Translator5にかけたものを機械翻

訳文とする。また、日英新聞記事対応付けデータにおける日本語

文を改良訳文とする。構文解析にはCabocha6を使用する。評価

のための人手による学習の正解数は 268 組とする。 
  以下の 4通りの実験を行う。 
   ・完全一致文節での 2対2 の学習（従来の方法） 

・曖昧一致文節を導入した 2対2 の学習 
・完全一致文節でのn 対mの学習 
・曖昧一致文節を導入したn 対m の学習 
 

 

 

4.2 実験結果 

 実験結果を表1 に示す。 
 

表 1 学習機能の実験結果 

 

 

4.3 考察 

従来の方法に比べて、適合率及びF 値は向上させることができ

た。しかし、再現率についてはあまり向上が見られず、学習すべ

きでないものも多く学習してしまった。 
学習失敗のパタンとして、図 12 と図 13 を例に挙げる。 
 
 
 

 

  
 

(a)正解 

 
(b)学習失敗 

図 12 構造の違いによる学習失敗例 
 
 図 12 における学習失敗の原因として、階段状の文節構造でな

ければ学習できないということが挙げられる。図 12(b)のような

学習が行われないように、文節構造によっては学習を行わないな

どの対策が必要である。 
 
 

(a)正解 
 
 
 

(b)学習失敗 
図 13 文節数の違いによる学習失敗例 

正解数 268 
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学習番号 言い換え前文節情報 言い換え後文節情報 
整数 文字列(100 文字) 文字列(100 文字) 

図3 データベース情報 
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ければ学習できないということが挙げられる。図 12(b)のような

学習が行われないように、文節構造によっては学習を行わないな

どの対策が必要である。 
 
 

(a)正解 
 
 
 

(b)学習失敗 
図 13 文節数の違いによる学習失敗例 

正解数 268 
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（学術論文） 

 図 13 では、4対 2 の文節を学習すべきところ、今回のアルゴリ

ズムではよりレーベンシュタイン距離が短くなる文節としている

ため、結果的に2 対 2 の学習をしてしまう。このように、レーベ

ンシュタイン距離が短くとも、正しい学習となるとは限らず、レ

ーベンシュタイン距離だけでの判断は困難であるといえる。類義

語や異表記などといった意味的な判断材料を付加する必要がある。 
 
5. 言い換え機能の拡張 

 5 章では、本研究で提案する言い換え機能の拡張について説明

する。 
 従来の言い換え機能では、言い換えデータと完全一致する文節

を検索し、言い換えを行なっていた。言い換え機能においても曖

昧一致文節を導入する。 
 図 14 に例を挙げる。機械翻訳文「太平洋の－経済力の」に注

目する。この文節を自立語のみの文節に変換すると、「太平洋－経

済力」となり、言い換えデータを自立語のみの文節に変換したも

のと一致する。これにより、「太平洋の－経済力の」は、「太平洋

において－経済力の」へと言い換えることができる。 
 

 
図 14 言い換え機能の拡張 

 
6. 言い換え機能の検証 

6.1 実験方法 

日英新聞記事対応付けデータ 4 から、言い換えデータ作成に用

いた先頭の 100 文を既知データセット 100 文とし、次の 100 文

を未知データセットとして用い、言い換え機能の実験を行う。こ

のとき、それぞれのデータセットにおいて、日英新聞記事対応付

けデータ 4 の日本語文を改良訳文とし、英文を英日機械翻訳で翻

訳した日本語文を機械翻訳文とする。 学習機能の実験で用いた

人手による正解データ268組を言い換えデータとして実験を行う。 
 以下の 4 通りの実験を行う。 
・完全一致での既知データセット 100 文を用いた実験 
・曖昧一致を導入した既知データセット 100 文を用いた実験 
・完全一致での未知データセット 100 文を用いた実験 
・曖昧一致を導入した未知データセット 100 文を用いた実験 
 

6.2 実験結果 

 実験結果を表2 に示す。 
 
 
 
 
 

表2 言い換え機能の実験結果 

 

 

 

6.3 考察 

 既知データセットの完全一致において、言い換えることができ

なかった例を示す。機械翻訳文が「正義の－原則に－基づいて」

とあると、図16の2つの言い換えデータが一致するが、言い換え

た先に不一致があるため、言い換えを行わないようにしている。

このような場合が2組あった。 
 
 
 
 
 
 
 

図16 言い換えデータの不一致 

 

 既知データセットの曖昧一致も同様に、言い換えデータの不一

致によって 10 組の文節を言い換えることができなかった。曖昧

一致文節を導入することによって、言い換えデータの不一致は増

加する傾向にあると考えられる。 
 未知データセットの完全一致において、未知データセットでは

言い換えを行うことができなかった。より多くの文から言い換え

データを作成する必要があると考えられる。 
 未知データセットの曖昧一致において、それが曖昧一致文節の

導入により 9組言い換えることができた。そのうち 7 組が言い換

え成功、2 組が言い換え失敗となった。図 17に言い換え成功の例

を、図 18 に言い換え失敗の例を示す。 
 図 18 は、機械翻訳文の「我々は－歓迎し、」が言い換えデータ

の「我々は－歓迎します。」と曖昧一致してしまい、「我々は－歓

迎する。」へと言い換えられてしまった。用言の活用や付属語に注

目し、「歓迎し、」と「歓迎する。」のように活用が異なる場合は言

い換え後に活用を合わせるといった改善を行う必要がある。 
 
 

既知データ正解数 268  未知データ正解数 286 

（学術論文） 

［機械翻訳文］雇用機会を通してより良いトレーニング、教育、

および向上したモビリティを強化します。 
 
 
 
 
 
［言い換え訳文］雇用機会を通してより良い訓練及び教育、およ

び向上したモビリティを強化します。 
図 17 言い換え成功例 

 
［機械翻訳文］我々は歓迎し、ソマリア、ソマリア活動国連平和

の使命をサポートします。 
 
 
 
 
 
［言い換え訳文］我々は、歓迎する。ソマリア、ソマリア活動国

連平和の使命をサポートします。 
図 18 言い換え失敗例 

 
7. まとめ 

本研究では、不自然な日本語となった機械翻訳文に対して、「言

い換え」を行うことでより自然な日本語訳を出力するシステムを

提案した。その中で曖昧一致文節の導入そして n 対 m のマッチ

ングにより学習成功数及び言い換え成功数の向上を目指した。 
今回の実験から、学習機能において、自立語のみの曖昧一致や、

n 対mのマッチングは有効であると考えられる。しかし、学習数

の少なさや、再現率、適合率の低さが目立った。n 対m のマッチ

ングにおいても、文節構造や意味的な違いから学習失敗となるこ

とがあった。改善点として、異なる文節構造同士であれば学習し

ないことや、n 対m のマッチングの際に類義語や異表記といった

意味的な判断材料の付加といった点が挙げられる。 
言い換え機能において、言い換えデータの充実などの改善すべ

き点が幾つか挙げられた。言い換え機能における曖昧一致文節の

導入については、言い換え先の不一致という問題が発生してしま

い、また、言い換え訳文の活用がおかしくなるという問題も見つ

かった。活用が異なる場合は、言い換え訳文の活用を合わせると

いった対策が必要になると考えられる。 
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（学術論文） 

Extension and Validation of Japanese Reword System 

 in English-Japanese Machine Translation 

 
Ryosei Suzuki1*,  Takehiro Tazoe2 

1: Advanced Electronic and Mechanical Engineering Course 
2: Department of Electronic and Information Engineering 

 
 

Currently, English-Japanese machine translation system has moderate precision for simple English sentences. 
But it is difficult to take the meaning from complex English-Japanese translated sentences. This study 
proposes the paraphrastic system from unnatural Japanese into natural Japanese. In this paper, we 
introduced "ambiguous match clause" and "n-m matching" into the learning function and the paraphrasing 
function to improve the system. As a result, these introductions were effective. 
 
 Key Words : natural language processing, rewording, machine translation, ambiguous match clause 

 

（学術論文） 

 

暗号化によるクラウドストレージサービス利用法の検討  

青山 俊弘 1*，山野 泰之 2 

1:電子情報工学科 

2: 電子機械専攻 

 

 

クラウドストレージサービスはモバイルコンピュータの利用の利便性を大きく向上させることができる技

術である．クラウドストレージサービスはモバイル端末を所持している個人ユーザに広く用いられているが，

企業，特に中小企業では業務用途に用いられているところは多くない．この理由の一つとしてファイル流出

に対するリスクの懸念があげられる．しかしながら，適切なファイル漏えいリスクの管理により，クラウド

ストレージサービスによりストレージ関連コストを低減させ，業務効率を向上させることができると考えら

れる．本研究では，クラウドストレージサービスの一つである Dropbox を対象として，クラウドに転送する

前のファイルを共有鍵で暗号化し，クラウドには暗号化後のファイルを保存する方法として２種類の共有鍵

暗号鍵の管理方法を提案する．一つはクライアントソフトウエア自身が鍵を保持する方法，もう一つは企業

内に設置したプロキシに鍵を保持する方法である．前者は社内，社外ともにクラウドストレージサービスを

利用することができるが，PC あるいは共有鍵の紛失，漏えいリスクがある．一方，後者は社内のみにクラウ

ドストレージサービスの利用が制限されるが，プロキシによる鍵管理のため共有鍵漏えいリスクは少ない．

これらの二つの方法を適宜組み合わせて利用することで，ファイルの漏えいリスクと鍵の漏えいリスクを管

理する自由度を高められると考えられる．  

Key Words :  クラウドストレージサービス，Dropbox, 暗号化  
 

(受付日 2012 年 8 月 31 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 

1. はじめに 
近年，インターネット利用者は広帯域のネットワークを利用で

きる環境になった．PCだけではなく，iOSやAndroidなどのOS
を搭載したスマートフォンやタブレットの登場により，外出中に

も気軽にインターネットを利用することができる．これにより，

個人のデータをクラウドサービス上のストレージ上におき，どこ

からでも，どんなデバイスからでもデータにアクセスできること

が可能になっている．クラウドサービスはクラウドコンピューテ

ィングを利用したサービスであり，SaaS (Software as a Service)，
PaaS (Platform as a Service)，IaaS (Infrastructure as a Service)
の３つに分離される[1]．例えば，SaaSとしてGmail，PaaSとし

てWindows Azure，IaaSとしてAmazon EC2などが挙げられる． 
これらのクラウドストレージサービスは個人ユーザに広く普及

しており，また，企業もサービスなどを提供する場としてクラウ

ドサービスを利用することは増えてきた．特に中小企業にとって，

クラウドサービスは業務システムなども用いることにより，サー

バやストレージ管理コストの低減などのメリットが大きいと思わ

れる．しかしながら，実際にクラウドサービスを業務に導入して

いる中小企業は多くない[2]．この理由の一つとして，クラウドサ

ービス利用における情報セキュリティの懸念があると考えられる．

2009年にAmazon EC2がDDoS攻撃を受け，bitbucketのサー

ビスが 17 時間停止したことや，Evernote の登録画面に XSS 脆

弱性が存在し，ノートのタイトル，中身を抜き出せる状態であっ

たなど，クラウドサービスのセキュリティの懸念が生じるインシ

デントも発生している．そのため，クラウドサービスの利用にお

いて，どのようにクラウドを業務に用いれば業務の効率を上げつ

つ，セキュリティの確保ができるかということを検討する必要が

ある． 
本研究では，クラウドストレージサービスの一つで多くの利用

者がいるDropbox1を例に挙げ，技術的なリスクの一つであるデー

タ漏えいのリスクを軽減するために暗号化を用いる手法を２種類

提案，実装した．また，それらを組み合わせて用いることにより

データ漏えいリスクと鍵管理リスクを選択して運用することにつ

いて検討した． 
 

2. Dropbox 
クラウドストレージサービスはクラウドコンピューティングに

おいてファイル管理を提供するサービスである．分類としては

SaaSに分類される．利用方法としては，USBフラッシュメモリ

などのリムーバルディスクの代替，バックアップ，ファイル同期，

ファイル共有などがある．代表的なサービスとして，Dropbox, 

                                                           
1 https://www.dropbox.com/ 
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Extension and Validation of Japanese Reword System 

 in English-Japanese Machine Translation 

 
Ryosei Suzuki1*,  Takehiro Tazoe2 

1: Advanced Electronic and Mechanical Engineering Course 
2: Department of Electronic and Information Engineering 

 
 

Currently, English-Japanese machine translation system has moderate precision for simple English sentences. 
But it is difficult to take the meaning from complex English-Japanese translated sentences. This study 
proposes the paraphrastic system from unnatural Japanese into natural Japanese. In this paper, we 
introduced "ambiguous match clause" and "n-m matching" into the learning function and the paraphrasing 
function to improve the system. As a result, these introductions were effective. 
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暗号化によるクラウドストレージサービス利用法の検討  

青山 俊弘 1*，山野 泰之 2 

1:電子情報工学科 

2: 電子機械専攻 

 

 

クラウドストレージサービスはモバイルコンピュータの利用の利便性を大きく向上させることができる技
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企業，特に中小企業では業務用途に用いられているところは多くない．この理由の一つとしてファイル流出

に対するリスクの懸念があげられる．しかしながら，適切なファイル漏えいリスクの管理により，クラウド

ストレージサービスによりストレージ関連コストを低減させ，業務効率を向上させることができると考えら
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(受付日 2012 年 8 月 31 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
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デントも発生している．そのため，クラウドサービスの利用にお

いて，どのようにクラウドを業務に用いれば業務の効率を上げつ

つ，セキュリティの確保ができるかということを検討する必要が

ある． 
本研究では，クラウドストレージサービスの一つで多くの利用

者がいるDropbox1を例に挙げ，技術的なリスクの一つであるデー

タ漏えいのリスクを軽減するために暗号化を用いる手法を２種類

提案，実装した．また，それらを組み合わせて用いることにより

データ漏えいリスクと鍵管理リスクを選択して運用することにつ

いて検討した． 
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おいてファイル管理を提供するサービスである．分類としては

SaaSに分類される．利用方法としては，USBフラッシュメモリ

などのリムーバルディスクの代替，バックアップ，ファイル同期，

ファイル共有などがある．代表的なサービスとして，Dropbox, 
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SugarSync2, Amazon S33, Google Docs4, SkyDrive5, Box.net6な

どがあり，ファイル同期やファイル共有をクラウドサービスとし

て利用できる． 
本研究では，クラウドストレージの代表的なサービスの一つで

ある Dropbox を採用した．Dropbox はファイル同期を提供する

サービスであり，登録された複数のコンピュータ間で専用フォル

ダ内のフォルダ，ファイルを同期することができる．あるオンラ

インのコンピュータ上で編集されたファイルは，保存後，速やか

にクラウド上に転送される．他のコンピュータでは，オンライン

になった段階でファイルが同期され，最新の状態に更新される．

オフラインで作業されたファイルも，オンラインになった段階で

クラウドおよび他のオンラインのコンピュータと同期される．ク

ラウドとの通信は全てSSLを用いているため，通信路は暗号化さ

れており，ファイルは共有鍵暗号(AES-256)によってクラウドス

トレージ上に保存される．そのため，攻撃者は通信路上の盗聴や

クラウドストレージ上の単純なファイルの閲覧によっては，ファ

イルの平文を得ることはできない． 
しかしながら，ストレージに保存する際の暗号化の共有鍵は，

Dropboxが管理していることから，Dropboxへの不正アクセスに

よる共有鍵奪取や，アカウント情報の漏えいなどによるDropbox
の正規ユーザに対するなりすまし攻撃に対しては，ストレージ上

の暗号化は意味をなさない可能性がある．さらに，Dropboxは米

国の法的機関による正規の手続きにより利用者データの提出を行

うことが利用規則に明記されている．これらのことから，Dropbox
を利用する上ではファイルのデータ漏えいリスクを意識しなけれ

ばならない． 
 

3. 共有鍵暗号による暗号化の提案 
本研究では，Dropboxに保存するファイルをファイル転送前に

共有鍵暗号により暗号化することにより，Dropboxからファイル

が流失した場合でも，データ漏えいのリスクを軽減する手法を提

案する．提案する二つの手法は，暗号化のための共有鍵を，個々

の端末に持つのかプロキシに置くのかの違いである．前者の個々

の端末に共有鍵を持つ場合，利用しているモバイル端末の紛失な

どにより，共有鍵が漏えいすることで，ファイルの内容が流出す

るリスクがある一方，あらゆる場所でDropboxに保存したファイ

ルを利用することが出来る．一方，プロキシを用いる場合，

Dropbox を利用するために社内に設置したプロキシサーバを利

用する必要がある反面，共有鍵が流出するリスクはプロキシサー

バのセキュリティレベルを向上させることで軽減することができ

る． 
個々の端末に持つ共有鍵によって Dropbox へアップロードし

たファイルを自動的に共有鍵暗号する環境を提供するため，専用

                                                           
2 https://www.sugarsync.com/ 
3 https://aws.amazon.com/s3/ 
4 https://docs.google.com/ 
5 http://windows.microsoft.com/en-US/skydrive/home 
6 https://www.box.com/ 

のクライアントを実装した．このクライアントはDropboxによっ

て提供されるAPI（Application Program Interface）を利用し，

コマンドラインで動作する．ファイルのアップロード時に共有鍵

によって暗号化してからDropboxへ送信する．また，ダウンロー

ド時には，Dropboxから受信した後，ファイル部分のみを抜き出

して復号し，ストレージに保存する（図 1）．ユーザ認証には

OAuth[3]を用いた． 
次に，共有鍵をプロキシが持つ場合についてEclipse上で動作す

るDoorman7を用いて実装した．共有鍵による暗号化をプロキシ

で実施するには，Dropboxへの送信されるファイルをプロキシで

操作可能である必要がある．しかしながら，通常，Dropboxはク

ラウドストレージへのアクセスにhttpsを用いており，クライアン

ト，サーバ間の通信はSSLにより暗号化される．したがって，サ

                                                           
7 http://www.jumperz.net/index.php?i=2&a=0&b=7 

 
図 1 クライアント暗号化 

 

 
図 2 プロキシ暗号化 
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ーバ，クライアント間にあるプロキシは単にトンネリングするだ

けであり，ファイルにアクセスすることはできない．そこで，プ

ロキシによるMITM（Man In The Middle）を情報セキュリティ

ポリシとしてクライアントソフトウエアに導入することにする

（図 2）． 
プロキシでSSLを一度復号するためには，クライアント，サー

バ間ではなく，クライアント，プロキシ間でSSLセッションを確

立する必要がある．そこで，プロキシはサーバの証明書を偽装し

た証明書（公開鍵）をクライアントに送る．クライアントがその

公開鍵で暗号化したデータはプロキシが持つ秘密鍵で復号可能で

ある．しかし，SSLハンドシェイクにおいて，プロキシから送ら

れてくる証明書をクライアントが検証することによって，偽装さ

れた証明書であることがわかる．これを回避するためには，プロ

キシから送られてくる証明書が信頼できるルート機関によって署

名されたものであればよい．そのための一つの方法として，プロ

キシ自身がルート機関となるべく公開鍵，秘密鍵ペアを作成し，

自己署名した証明書を作り，クライアントにルート機関証明書と

してインポートすればよい．これによりクライアント，プロキシ

間で SSL セッションを確立し，プロキシで SSL セッションを一

度復号し，プロキシの持つ共有鍵によって暗号化し，最後にクラ

ウドへSSLセッションを再び確立することが可能となる． 
 

4. 評価と考察 
4.1. 実装した暗号化手法の評価 

前節で提案した二つの暗号化手法を用いて，実際にDropbox
上のファイルを転送した．転送前に平文であったファイルを提案

したクライアント暗号化ソフトウエア，およびプロキシ暗号化ソ

フトウエアによってアップロードしたところ，Dropboxサイトの

Webアプリケーション上からダウンロードされたファイルは暗

号化されていた．これにより，提案した二つの手法は，アカウン

ト情報の漏えいなどによるDropboxへの不正アクセスによるフ

ァイル漏えいリスクを低減することが可能であることがわかった． 
次に提案した二つの暗号化手法を用いたクラウドストレージサ

ービス利用法について，同期にかかる時間を計測した．鈴鹿工業

高等専門学校内の LAN 内にあるコンピュータにおいて，ファイ

ルを保存してからアップロードが完了するまでにかかった時間を

計測した．２種類のサイズのファイル（small.doc, large.exe）を

用意し，それぞれ新規作成と編集した場合の時間計測を行った．

small.doc は Microsoft Word の文書ファイルであり，large.exe
はWindowsにおける実行ファイルである（表1）．図3はsmall.doc
をアップロードしたときの時間と標準偏差を示している．図中の

Official clientはDropboxが配布している公式クライアントを用

いてファイルをアップロードした場合，Client encryptionが本論

文で提案したクライアント暗号化を用いた場合，Proxy 
encryption がプロキシ暗号化を用いた場合の転送時間を示して

いる．黒が新規作成時，白が編集時のアップロードにかかった時

間を示している．暗号化をプロキシで行った場合，非常に多くの

時間がかかっている．これは実装に用いたプロキシと実装方法に

よるものであると考えられる．今回プロキシ上での共有鍵暗号を

実装するため， Doorman上では JavaScriptやClojureスクリプ

トによりフックを掛け，MITMの処理や共有鍵暗号化処理を行っ

た．これらのスクリプトの実行速度が遅くなったことがファイル

アップロード時の実行速度遅延の原因と考えられる．図 4 は

large.exeの場合の結果である．プロキシで暗号化する場合は前述

の理由により実用的な時間ではアップロードが終了しなかった． 
 

4.2. 他の暗号化ソフトウエアとの比較 

 
図 4 large.exeの転送速度の比較 

 
図 3 small.docの転送速度の比較 

表 1 転送速度の計測に用いたファイル 
ファイル名 処理 処理後のファイルサイズ[byte] 
small.doc 新規作成 61,952 
small.doc 編集 191,488 
large.exe 新規作成 24,176,559 
large.exe 編集 24,176,694 

 

72 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）



（学術論文） 
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の暗号化は意味をなさない可能性がある．さらに，Dropboxは米

国の法的機関による正規の手続きにより利用者データの提出を行

うことが利用規則に明記されている．これらのことから，Dropbox
を利用する上ではファイルのデータ漏えいリスクを意識しなけれ

ばならない． 
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の端末に持つのかプロキシに置くのかの違いである．前者の個々

の端末に共有鍵を持つ場合，利用しているモバイル端末の紛失な

どにより，共有鍵が漏えいすることで，ファイルの内容が流出す

るリスクがある一方，あらゆる場所でDropboxに保存したファイ

ルを利用することが出来る．一方，プロキシを用いる場合，

Dropbox を利用するために社内に設置したプロキシサーバを利

用する必要がある反面，共有鍵が流出するリスクはプロキシサー

バのセキュリティレベルを向上させることで軽減することができ

る． 
個々の端末に持つ共有鍵によって Dropbox へアップロードし

たファイルを自動的に共有鍵暗号する環境を提供するため，専用

                                                           
2 https://www.sugarsync.com/ 
3 https://aws.amazon.com/s3/ 
4 https://docs.google.com/ 
5 http://windows.microsoft.com/en-US/skydrive/home 
6 https://www.box.com/ 
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て提供されるAPI（Application Program Interface）を利用し，
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によって暗号化してからDropboxへ送信する．また，ダウンロー

ド時には，Dropboxから受信した後，ファイル部分のみを抜き出

して復号し，ストレージに保存する（図 1）．ユーザ認証には

OAuth[3]を用いた． 
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で実施するには，Dropboxへの送信されるファイルをプロキシで

操作可能である必要がある．しかしながら，通常，Dropboxはク

ラウドストレージへのアクセスにhttpsを用いており，クライアン

ト，サーバ間の通信はSSLにより暗号化される．したがって，サ

                                                           
7 http://www.jumperz.net/index.php?i=2&a=0&b=7 

 
図 1 クライアント暗号化 

 

 
図 2 プロキシ暗号化 

 
 

（学術論文） 
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けであり，ファイルにアクセスすることはできない．そこで，プ

ロキシによるMITM（Man In The Middle）を情報セキュリティ

ポリシとしてクライアントソフトウエアに導入することにする

（図 2）． 
プロキシでSSLを一度復号するためには，クライアント，サー

バ間ではなく，クライアント，プロキシ間でSSLセッションを確

立する必要がある．そこで，プロキシはサーバの証明書を偽装し

た証明書（公開鍵）をクライアントに送る．クライアントがその

公開鍵で暗号化したデータはプロキシが持つ秘密鍵で復号可能で

ある．しかし，SSLハンドシェイクにおいて，プロキシから送ら

れてくる証明書をクライアントが検証することによって，偽装さ

れた証明書であることがわかる．これを回避するためには，プロ

キシから送られてくる証明書が信頼できるルート機関によって署

名されたものであればよい．そのための一つの方法として，プロ

キシ自身がルート機関となるべく公開鍵，秘密鍵ペアを作成し，

自己署名した証明書を作り，クライアントにルート機関証明書と

してインポートすればよい．これによりクライアント，プロキシ

間で SSL セッションを確立し，プロキシで SSL セッションを一

度復号し，プロキシの持つ共有鍵によって暗号化し，最後にクラ

ウドへSSLセッションを再び確立することが可能となる． 
 

4. 評価と考察 
4.1. 実装した暗号化手法の評価 

前節で提案した二つの暗号化手法を用いて，実際にDropbox
上のファイルを転送した．転送前に平文であったファイルを提案

したクライアント暗号化ソフトウエア，およびプロキシ暗号化ソ

フトウエアによってアップロードしたところ，Dropboxサイトの

Webアプリケーション上からダウンロードされたファイルは暗

号化されていた．これにより，提案した二つの手法は，アカウン

ト情報の漏えいなどによるDropboxへの不正アクセスによるフ

ァイル漏えいリスクを低減することが可能であることがわかった． 
次に提案した二つの暗号化手法を用いたクラウドストレージサ

ービス利用法について，同期にかかる時間を計測した．鈴鹿工業

高等専門学校内の LAN 内にあるコンピュータにおいて，ファイ

ルを保存してからアップロードが完了するまでにかかった時間を

計測した．２種類のサイズのファイル（small.doc, large.exe）を

用意し，それぞれ新規作成と編集した場合の時間計測を行った．

small.doc は Microsoft Word の文書ファイルであり，large.exe
はWindowsにおける実行ファイルである（表1）．図3はsmall.doc
をアップロードしたときの時間と標準偏差を示している．図中の

Official clientはDropboxが配布している公式クライアントを用

いてファイルをアップロードした場合，Client encryptionが本論

文で提案したクライアント暗号化を用いた場合，Proxy 
encryption がプロキシ暗号化を用いた場合の転送時間を示して

いる．黒が新規作成時，白が編集時のアップロードにかかった時

間を示している．暗号化をプロキシで行った場合，非常に多くの

時間がかかっている．これは実装に用いたプロキシと実装方法に

よるものであると考えられる．今回プロキシ上での共有鍵暗号を

実装するため， Doorman上では JavaScriptやClojureスクリプ

トによりフックを掛け，MITMの処理や共有鍵暗号化処理を行っ

た．これらのスクリプトの実行速度が遅くなったことがファイル

アップロード時の実行速度遅延の原因と考えられる．図 4 は

large.exeの場合の結果である．プロキシで暗号化する場合は前述

の理由により実用的な時間ではアップロードが終了しなかった． 
 

4.2. 他の暗号化ソフトウエアとの比較 

 
図 4 large.exeの転送速度の比較 

 
図 3 small.docの転送速度の比較 

表 1 転送速度の計測に用いたファイル 
ファイル名 処理 処理後のファイルサイズ[byte] 
small.doc 新規作成 61,952 
small.doc 編集 191,488 
large.exe 新規作成 24,176,559 
large.exe 編集 24,176,694 
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職場外で利用するノートパソコンなどでファイルを暗号化する

ことにより，データ漏えいのリスクを軽減するための暗号化アプ

リケーションとして，TrueCrypt8，EncFS9，SecretSync10など

がある．これらをクラウドストレージサービスとともに利用する

ことで，本研究で提案するのと同じデータ漏えいのリスクを低減

することができる．以下に上記3つのアプリケーションの特徴と

提案手法との比較を示す． 
4.2.1. TrueCrypt 

TrueCryptは暗号化された仮想ディスクをファイルとして作成

し，それをマウントする機能を提供するソフトウエアである．暗

号化された仮想ディスクを Dropbox フォルダ内に保存すること

によって，暗号化されたファイルを含む仮想ディスクをクラウド

ストレージで利用することができる． 
TrueCrypt ではブロック単位で暗号化，復号が可能な XTS モ

ードを AES 暗号におけるブロック暗号モードとして採用してい

るため，仮想ディスク内のファイルの更新状態によっては仮想デ

ィスクの差分が少なくなり，Dropboxの差分アップロードにより

転送時間を減少させることができる(data not shown)．しかし，

TrueCryptは仮想ディスクをマウントした状態でファイルを変更

しても，アンマウントされるまでディスクファイルに変更が適用

されない．そのため，作業途中でクラウドストレージサービスと

同期しようとした場合，一度アンマウントしなければならない． 
ファイル単位ではなく，仮想ディスク単位で暗号化する点が本

研究の提案との大きな違いとなる． 
4.2.2. EncFS 

EncFSはFUSE(Filesystem in Userspace)を利用して，ユーザ

スペースにおける暗号化ファイルシステムを提供するアプリケー

ションである．EncFSはファイルシステムにはファイル名を含め

て暗号化して保存し，ファイルシステムをマウントしている場所

からは平文で見えるというファイルシステムである．Dropbox内

に EncFS ファイルシステムを構築することで，暗号化したファ

イルを同期することができる．FUSEの導入が必要なため，OSX
や Linux などでは容易に導入できるものの，Windows への導入

はDokanライブラリの導入などの手間が必要となる． 
ファイルシステムレベルで暗号化を施すことで，ユーザの手間

は軽減されるが，複数人で共有するファイルに関しては同一の暗

号鍵を共有する必要があり，鍵漏洩リスクが増加するものと考え

られる． 
4.2.3. SecretSync 

SecretSyncは 2つのフォルダをあらかじめ指定し，一つを監視

し，そのフォルダ内のファイルの変更の度にファイルを暗号化し

て他方のフォルダに保存するというものである．暗号化したファ

イルの保存先をDropboxにすることで，暗号化したファイルの同

期を行うことができる．平文と暗号文の 2つのファイルをローカ

                                                           
8 http://www.truecrypt.org/ 
9 http://www.arg0.net/encfs/ 
10 http://getsecretsync.com/ss/ 

ルストレージに保存するため，ディスク容量が必要なことと，フ

ァイル更新がイベント駆動ではなく，ポーリングによるチェック

で行われていることから，ファイルを保存してから暗号化される

までのタイムラグが発生する． 
本提案との違いは EncFS と同様に複数人によるファイル共有

のための暗号鍵の共有によるリスク増加が挙げられる． 
 

4.3. 二つの提案手法の組み合わせの効果 

本研究では，ローカルにあるファイルを暗号化して Dropbox
へアップロードするために共有鍵暗号を用いて暗号化するための

手法として，鍵をクライアントソフトが持つ場合と，プロキシが

持つ場合の２種類の暗号化手法を提案，実装した．本節ではこれ

らを複合的に利用した場合に得られる効果について検討する． 
前提として社内，社外でコンピュータからDropboxのファイル

にアクセスするとする．ただし，ファイルによっては社内からの

みアクセスが許可されるものと，社内，社外の双方からアクセス

が許可されるものがあるとする．このとき，社内からのみアクセ

ス可能なファイルを暗号化する共有鍵を社内鍵，社外からもアク

セス可能なファイルを暗号化する共有鍵を社外鍵とする．社内鍵

はプロキシに置く共有鍵であり，社外鍵はクライアントソフトウ

エアが持つ共有鍵である． 
社内からは社内からアクセス可能なファイルおよび社内外から

アクセス可能なファイルそれぞれに，プロキシ経由，あるいは独

自クライアント経由でアクセスできる．これらのファイルの運用

は前節で比較したEncFSやSecretSyncなどによって運用する場

合と同様の鍵漏えいリスクを有する．一方，社内からアクセス可

能なファイルはプロキシによって暗号化されているため，社外か

らはプロキシを利用できないことから，社外からアクセス不可能

となる．そのため，仮に社外で端末を紛失した場合でも，社外用

鍵で暗号化したデータは漏えいする可能性があるが，社内鍵で暗

号化したデータは復号のための鍵がプロキシ内にのみ存在するた

め漏えいしないことになる（表 2）． 
 

表 2 提案手法の漏えいリスク 
 非暗号化 

ファイル 
社内，社外 
ファイル 

社内専用 
ファイル 

共有鍵の

位置 
- クライアントソフ

ト 
プロキシ 

共有鍵の

性質 
 社外鍵 社内鍵 

利用場所 社内，社外 社内，社外 社内1 
ファイル

漏えい 
リスク 
有り 

暗号化ファイル 
の漏えい 

暗号化ファイ

ルの漏えい 
共有鍵 
漏えい 
リスク 

- クライアント 
ソフト漏えい 
PC紛失，盗難 

プロキシへの

クラッキング 
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5. まとめ 
本研究では，クラウドストレージサービスの一つである

Dropboxを対象に，クライアントにおける暗号化によりクラウド

ストレージサービスからのデータ漏えいリスクの一部を軽減する

ことを目的とした．暗号化を行うことで共有鍵の漏えいリスクが

発生するため，データ漏えいと鍵漏えいのリスクを管理する為に，

二つの共有鍵管理場所を提供し，それらを組み合わせることでデ

ータ漏えいリスクと鍵漏えいリスクを管理運用方法の自由度を高

めることができた． 
本研究で作成したクライアントアプリケーションは機能の動作

確認のために作成したものであるため，ユーザインターフェース

に問題がある．そのため，ファイル転送の手間などが必要であり，

快適であるとは言いがたい．これは，今後，公式クライアントな

どのようなクライアントアプリケーションの作り込みにより改善

することが可能である．また，ユーザクライアントの実装を工夫

することで，社内でのファイルアクセスをプロキシかクライアン

トかを意識することなく利用する実装も可能であると考えられる．

また，Dropbox以外のクラウドストレージサービスに対応するた

めに，一般的なモデルとすることも今後の課題であると言える． 
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手法として，鍵をクライアントソフトが持つ場合と，プロキシが

持つ場合の２種類の暗号化手法を提案，実装した．本節ではこれ

らを複合的に利用した場合に得られる効果について検討する． 
前提として社内，社外でコンピュータからDropboxのファイル

にアクセスするとする．ただし，ファイルによっては社内からの

みアクセスが許可されるものと，社内，社外の双方からアクセス

が許可されるものがあるとする．このとき，社内からのみアクセ

ス可能なファイルを暗号化する共有鍵を社内鍵，社外からもアク

セス可能なファイルを暗号化する共有鍵を社外鍵とする．社内鍵

はプロキシに置く共有鍵であり，社外鍵はクライアントソフトウ

エアが持つ共有鍵である． 
社内からは社内からアクセス可能なファイルおよび社内外から

アクセス可能なファイルそれぞれに，プロキシ経由，あるいは独

自クライアント経由でアクセスできる．これらのファイルの運用

は前節で比較したEncFSやSecretSyncなどによって運用する場

合と同様の鍵漏えいリスクを有する．一方，社内からアクセス可

能なファイルはプロキシによって暗号化されているため，社外か

らはプロキシを利用できないことから，社外からアクセス不可能

となる．そのため，仮に社外で端末を紛失した場合でも，社外用

鍵で暗号化したデータは漏えいする可能性があるが，社内鍵で暗

号化したデータは復号のための鍵がプロキシ内にのみ存在するた

め漏えいしないことになる（表 2）． 
 

表 2 提案手法の漏えいリスク 
 非暗号化 

ファイル 
社内，社外 
ファイル 

社内専用 
ファイル 

共有鍵の

位置 
- クライアントソフ

ト 
プロキシ 

共有鍵の

性質 
 社外鍵 社内鍵 

利用場所 社内，社外 社内，社外 社内1 
ファイル

漏えい 
リスク 
有り 

暗号化ファイル 
の漏えい 

暗号化ファイ

ルの漏えい 
共有鍵 
漏えい 
リスク 

- クライアント 
ソフト漏えい 
PC紛失，盗難 

プロキシへの

クラッキング 

 

（学術論文） 

 

5. まとめ 
本研究では，クラウドストレージサービスの一つである

Dropboxを対象に，クライアントにおける暗号化によりクラウド

ストレージサービスからのデータ漏えいリスクの一部を軽減する

ことを目的とした．暗号化を行うことで共有鍵の漏えいリスクが

発生するため，データ漏えいと鍵漏えいのリスクを管理する為に，

二つの共有鍵管理場所を提供し，それらを組み合わせることでデ

ータ漏えいリスクと鍵漏えいリスクを管理運用方法の自由度を高

めることができた． 
本研究で作成したクライアントアプリケーションは機能の動作

確認のために作成したものであるため，ユーザインターフェース

に問題がある．そのため，ファイル転送の手間などが必要であり，

快適であるとは言いがたい．これは，今後，公式クライアントな

どのようなクライアントアプリケーションの作り込みにより改善

することが可能である．また，ユーザクライアントの実装を工夫

することで，社内でのファイルアクセスをプロキシかクライアン

トかを意識することなく利用する実装も可能であると考えられる．

また，Dropbox以外のクラウドストレージサービスに対応するた

めに，一般的なモデルとすることも今後の課題であると言える． 
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1．緒言 

コンピュータの処理能力の向上により、計算化学は、実

験・理論と並ぶ第三の研究手段と考えられるまでに発展

し、現在では分子設計、材料設計、薬物設計、機能設計

といったことに応用されている。このような状況に対応

するため、鈴鹿工業高等専門学校生物応用化学科では、

平成 22 年度より、半経験的分子軌道計算ソフトウェア

「Scigress MO Compact」（富士通社製）を導入し、学科

4 年生から専攻科 1 年にかけての実習系科目で使用して

きた。これらにおいては本ソフトウェアの利用方法に主

眼をおいた教育が行われているが、有機化合物の生成熱

や分子軌道、極限的反応座標を手軽に計算できるという

特徴を利用すれば、有機化学系の座学において、今まで

以上に物理化学的視点から有機化合物の性質を履修者に

理解させることができると期待できる。以上の観点より

平成 23 年度専攻科物質応用工学専攻 1 年次開講科目「有

機化学特論」において実施した、Scigress MO Compact
の座学への適用事例と教育効果について報告する。 
2．エノラートイオンの反応性の説明への適用 

 エノラートイオンは有機合成化学において重要な合成

中間体であり 1、フロンティア軌道論の立場からその反応

性を履修者に理解させる必要がある。今年度、分子軌道

計算プログラムを利用して最も単純なエノラートアニオ

ンであるエテン－1－オラート（1）の反応性を説明する

にあたり、等価な電子共役系を持つ炭化水素であるアリ

ルアニオン（2）についても分子軌道計算をおこない、 

 
 
求核置換反応の起こりやすさと反応の起こる位置につい

て比較・考察させることとした。これは、生物応用化学

科 4 年次開講科目「物理化学 II」を受講した際に、化合

物 2 について単純ヒュッケル法を用いた分子軌道計算を

おこない、フロンティア軌道論に基づく反応性について

学習していることに因る。さらに、事前により単純なカ

ルボニル化合物であるホルムアルデヒド（3）および比較

化合物としてエチレン（4）について分子軌道計算をおこ

なわせ、反応性についての考察の要領を説明した。AM1
法によって求められた化合物 3、4 の最低空軌道（LUMO）

の軌道エネルギーおよび骨格原子の部分電荷と LUMO
における電子密度を表 1 に、化合物 1、2 の最高被占軌道

（HOMO）の軌道エネルギーおよび骨格原子の部分電荷

とHOMO における電子密度を表 2 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1. ホルムアルデヒド（3）およびエチレン（4）
のAM1 計算結果． 

化合物番号

構造式

LUMO エネルギー (eV)

O C1 C1 C2
基底状態の部分電荷 －0.275 0.138 －0.217 －0.217

LUMO 電子密度 0.350 0.650 0.500 0.500

4
H2C=CH2

1.438

3
O=CH2

0.793

（Original Article）
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表 1 に示された計算結果に基づき、まず、LUMO エネル

ギー値の小さい 3 の方が 4 よりも求核試薬から電子を受

け取りやすい、すなわち求核試薬との反応性が高くなる

ことが予想され、これが事実と一致することを履修者に

説明した。次に、骨格原子の部分電荷より、化合物 1 で

は 2 個の炭素が等しい電荷を持つのに対し、3 ではカルボ

ニル炭素上に正電荷が、酸素原子上に負電荷がそれぞれ

分布する、すなわち分極がおこることが予想され、この

ことが学科 3 年生で履修した「有機化学」で学んだ内容

と一致することを確認させた 2。そのうえで、HOMO の

電子密度の値が最も大きい原子上で求核試薬から電子を

受けとるため、その原子が反応点になりやすいことを説

明した。化合物 3 と 4 の分子軌道計算結果の考察につい

て理解させた後、表 2 に示された化合物 1 と 2 に対する

計算結果より、エノラートアニオンの反応性について履

修者に予測させたところ、全員からエノラートイオンは

アリルアニオンより求核置換反応を起こしにくく、また、

酸素原子ではなく末端の炭素原子上で反応しやすくなる

という回答が得られた。最後に「有機化学特論」で使用

している教科書を用いてエノラートイオンの反応性につ

いて解説をおこない 3、履修者の予測が事実と一致するこ

とを確認させた。 
3．非対称ケトンからのエノラートイオン生成反応におけ

る位置選択性の説明への適用 

 非等価な水素を持つケトンを強塩基で処理した場合、

生成物として 2 種類のエノラートイオンが考えられるが、

これらの選択性を制御するための条件検討をおこなえる

ためには、速度支配の生成物と熱力学支配の生成物の各々

について理解する必要がある。これについて履修者に学習

させるために、－78℃において 2-メチルシクロヘキサノ

ン（5）をリチウムジイソプロピルアミド（LDA）で処理

した際に6位での脱プロトン化が優先しておこる 4理由を

問う課題を履修者に与え、Scigress MO Compact の持つ

IRC 計算機能を利用することにより考察させた。 
 
 
 
 
 
 

IRC 計算は、ソフトウェア付属のマニュアルを参照し、

脱離する水素原子と LDA の窒素原子との距離を可変パ

ラメータに用いて AM1 法により履修者に実行させた。2
位、6 位の脱プロトン化反応の IRC を各々作成し、これ

らを統合して得られた反応座標の計算結果を図2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 位での脱プロトン化反応（5＋LDA→ 6＋ジイソプロピ

ルアミン）の反応熱が－98.1 kJ/mol、活性化エネルギー

が 18.1 kJ/mol と算出され、一方 2位での脱プロトン化反

応（5＋LDA → 7＋ジイソプロピルアミン）の反応熱と

活性化エネルギーの計算値は、それぞれ－122.0 kJ/mol、
22.2 kJ/molと求められた。すなわち得られた計算結果は、

6 位での脱プロトン化反応は 2 位でのそれに比べて生成

物の熱力学的安定性は劣るが、より小さい活性化エネル

ギーで進行する速度支配の反応であると解釈できること

を履修生に説明し、低温条件では熱力学支配の反応であ

る 2 位での脱プロトン化ではなく、より小さな活性化エ

ネルギーで進む 6 位の脱プロトン化が優先することを確

認させた。さらに、IRC 計算により可視化された各反応

の遷移状態の 3D モデル（図 3）を示すことにより、6 位

での脱プロトン化の際にはLDAが化合物5のメチル基に

対して反対方向から接近するために遷移状態における立

体反発が比較的小さいため、活性化エネルギーが小さく

なっていることを考察させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表2.  エテン－1－オラート（1）および 
アリルアニオン（2）のAM1計算結果． 

化合物番号

構造式

HOMO エネルギー (eV)

O C1 C2 C1 C2 C3
基底状態の部分電荷 －0.601 0.185 －0.656 －0.628 0.039 －0.628

HOMO 電子密度 0.278 0.054 0.668 0.500 0.000 0.500

1

－1.9227

2

－0.7118
O=CH－CH2－ H2C=CH－CH2－

図1. 2-メチルシクロヘキサノン（5）から得られる
エノラートイオンの位置選択性． 

図2. 2-メチルシクロヘキサノンの脱プロトン化における
   反応座標の計算結果（AM1 法による）． 

5 
6 7 

図3. LDAによる2-メチルシクロヘキサノン
の脱プロトン化反応の遷移状態. 

（教育論文） 

化合物番号

構造式

HOMOエネルギー (eV)

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8
HOMO 電子密度 0.173 0.001 0.289 0.068 0.132 0.023 0.118 0.001

ナフタレンの

HOMOエネルギー (eV)

8

－8.02

－8.71

上記の手順を終えた後、教科書を用いて速度論エノラー

トと熱力学エノラートについて解説をおこない 5、IRC 計

算の結果から導かれる事柄を履修者に再確認させた。 
4．教育効果 

 鈴鹿高専が履修者に実施した「有機化学特論」に対す

る平成 22、23 年度授業アンケートの結果（抜粋）を表 3
に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Scigress MO Compact を授業に導入した後の年度で、

「教え方を工夫していたか？」「興味を持たせる授業だっ

たか？」「この分野の理解が深まったか？」「授業に対し

真剣に取り組んだか？」の各項目についての評価が明確

に上昇した。さらに、これまで学習したことのない内容

に対して分子軌道計算ソフトを使用し、得られた結果を

正しく考察することができるようになったかどうかを評

価するために、履修者が鈴鹿高専の教育課程の中で学ん

だことのない奇交互炭化水素アズレン（8）について、

Scigress MO Compact による計算をおこなわせた後ディ

スカッションすることにより反応性を予測させたところ、

表 4 に示す計算結果より、化合物 8 がその構造異性体で

あるナフタレンよりも求電子置換反応を起こしやすいこ

とと、1 位と 3 位の炭素で求電子試薬と反応しやすいこと

を予測した。これらの履修者がおこなった予測は実験事

実 6と定性的に一致している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらの結果は、座学系科目である「有機化学特論」に

半経験的分子軌道計算ソフトウェアを導入することによ

り履修者の授業に対する意欲と理解度を向上させる効果

がみられたとともに、習得した知識を用いて未知の課題を

解決する能力を受講生に獲得させるという点においても

一定の教育効果が得られたと考えられる。しかしながら、

専攻科選択科目である「有機化学特論」は履修者数が少な

いので履修者全員が同時にソフトウェアを使用すること

ができ、かつ使用法などについて個別に指導を容易におこ

なうことができたが、40 名前後が同時に履修する学科開講

科目に対して同様の適用を検討する場合には今後解決す

るべき課題が残されている。 
5．まとめ 

専攻科科目に半経験的分子軌道計算ソフトウェア

「Scigress MO Compact」を適用したところ、学習意欲、

理解度、課題解決能力の獲得において教育効果がみられた。 
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表3. 「有機化学特論」授業アンケート結果（抜粋）．

アンケート項目

教員は教え方を工夫してわかり

やすく授業を行っていたか？

授業は興味を持たせるものだっ

たか？魅力的な授業だったか？

授業によってこの分野の理解が

深まったか？

授業に対し真剣に取り組んだ

か？

平成22年度

（履修者数3名）

4.0

3.8

平成23年度

（履修者数4名）

4.8

4.5

*5段階評価の平均

4.0 4.8

4.3 4.8

表4. アズレン（8）に対する分子軌道計算結果（AM1
法による）． 
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表 1 に示された計算結果に基づき、まず、LUMO エネル

ギー値の小さい 3 の方が 4 よりも求核試薬から電子を受

け取りやすい、すなわち求核試薬との反応性が高くなる

ことが予想され、これが事実と一致することを履修者に

説明した。次に、骨格原子の部分電荷より、化合物 1 で

は 2 個の炭素が等しい電荷を持つのに対し、3 ではカルボ

ニル炭素上に正電荷が、酸素原子上に負電荷がそれぞれ

分布する、すなわち分極がおこることが予想され、この

ことが学科 3 年生で履修した「有機化学」で学んだ内容

と一致することを確認させた 2。そのうえで、HOMO の

電子密度の値が最も大きい原子上で求核試薬から電子を

受けとるため、その原子が反応点になりやすいことを説

明した。化合物 3 と 4 の分子軌道計算結果の考察につい
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計算結果より、エノラートアニオンの反応性について履

修者に予測させたところ、全員からエノラートイオンは

アリルアニオンより求核置換反応を起こしにくく、また、

酸素原子ではなく末端の炭素原子上で反応しやすくなる

という回答が得られた。最後に「有機化学特論」で使用

している教科書を用いてエノラートイオンの反応性につ

いて解説をおこない 3、履修者の予測が事実と一致するこ

とを確認させた。 
3．非対称ケトンからのエノラートイオン生成反応におけ

る位置選択性の説明への適用 
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させるために、－78℃において 2-メチルシクロヘキサノ

ン（5）をリチウムジイソプロピルアミド（LDA）で処理

した際に6位での脱プロトン化が優先しておこる 4理由を

問う課題を履修者に与え、Scigress MO Compact の持つ

IRC 計算機能を利用することにより考察させた。 
 
 
 
 
 
 

IRC 計算は、ソフトウェア付属のマニュアルを参照し、

脱離する水素原子と LDA の窒素原子との距離を可変パ
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ルアミン）の反応熱が－98.1 kJ/mol、活性化エネルギー

が 18.1 kJ/mol と算出され、一方 2位での脱プロトン化反
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表2.  エテン－1－オラート（1）および 
アリルアニオン（2）のAM1計算結果． 
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HOMO 電子密度 0.278 0.054 0.668 0.500 0.000 0.500

1

－1.9227

2

－0.7118
O=CH－CH2－ H2C=CH－CH2－

図1. 2-メチルシクロヘキサノン（5）から得られる
エノラートイオンの位置選択性． 

図2. 2-メチルシクロヘキサノンの脱プロトン化における
   反応座標の計算結果（AM1 法による）． 

5 
6 7 

図3. LDAによる2-メチルシクロヘキサノン
の脱プロトン化反応の遷移状態. 
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－8.71
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いので履修者全員が同時にソフトウェアを使用すること

ができ、かつ使用法などについて個別に指導を容易におこ

なうことができたが、40 名前後が同時に履修する学科開講

科目に対して同様の適用を検討する場合には今後解決す
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Application of Semi-empirical Molecular Orbital Calculation 

Software “Scigress MO Compact” to Classroom Learning 

 
Katsuto Takakura1*  

1: Dept. of  Chemistry and Biochemistry  

 
 

The semi-empirical molecular orbital calculation software “Scigress MO Compact” was applied to a 
classroom learning of organic chemistry. Educational effects on motivation and comprehension 
were shown when MO calculations by students themselves were performed before lecturing about 
the reactivity of an enolate ion or the regioselectivity for the formation of enolate.   
 
Key Words : Semi-empirical Molecular Orbital Calculation Software，Organic Chemistry， Intrinsic 
Reaction Coordinate  

（学術論文） 

 

大気暴露式水循環装置中で金属酸化物表面に形成した 

バイオフィルムの評価法についての検討  

幸後健 1)，山元祐太 1)，内貴章文 1)，荻野唯 1)，神崎拓也 2)，兼松秀行 1)，生貝初 3)，伊藤日出生 4) 

 
1 : 材料工学科 

2 : 応用物質工学専攻 
3 : 生物応用化学科 

4 : 化学洗浄アドバイザー 
 

 金 属 酸 化 物 表 面 に形 成 されたバイオフィルムについて、従 来 の色 素 吸 着 法 に代 わる新 しい評 価 法 について検 討 した。

実 環 境 に近 いモデルとして大 気 暴 露 式 水 循 環 装 置 を用 い、金 属 酸 化 物 として透 明 導 電 性 酸 化 物 半 導 体 の Indium Tin 
Oxide (ITO)を浸 漬 、形 成 されたバイオフィルムを観 察 した。ビデオマイクロスコープを用 いた焦 点 深 度 測 定 によって微 細

なバイオフィルムの形 状 についても確 認 することができた。また、低 真 空 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 と元 素 分 析 を用 いることで、バ

イオフィルム中 でいくつかの金 属 種 が濃 縮 されていく過 程 が確 認 された。これら測 定 を合 わせることで金 属 酸 化 物 表 面 に

形 成 されたバイオフィルムの新 しい評 価 方 法 として期 待 できる。  
 
Key Words:  バイオフィルム，生物付着，金属酸化物，大気暴露式水循環装置  

(受付日 2012 年 9 月 18 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
１．緒言 

我々の生活は様々な細菌や微生物と関わっており、我々にと

って有益な存在である一方で、有害なものもまた多く存在してい

る。特に重要となるのがこれら微生物細菌の生命活動によって形

成されるバイオフィルムである。バイオフィルムは多糖類で出来た

生物由来の膜状物質である[1-3]。 図 1 にバイオフィルムの形成メ

カニズムを示す。浮遊細菌が材料表面に付着し、周辺の金属イ

オンや有機物残滓を元に微生物細菌が増殖する過程でバイオフ

ィルムが形成される。形成されたバイオフィルムは微生物細菌の

防御膜でもあり、バイオフィルム中に存在する微生物細菌を死滅

させるためにはバイオフィルム自体の形成を抑制することが望ま

れる。これまで我々は金属材料表面でのバイオフィルム形成挙動

について報告してきた[4-6]。Sn や Ag などの金属材料ではバイオ

フィルム形成を抑制する効果があった。一方で、Fe などの金属で

はバイオフィルムの成長を促進させる効果があることが分かり、内

部に存在する微生物細菌の栄養素であることが想像される。この

評価方法としては、バイオフィルム中の微生物にクリスタルバイオ

レット（CV:CrystalViolet）などの染色色素を用いて染色し、色素

吸着量による定量的な評価を実施してきた。しかしながら、細孔

性の高い金属酸化物材料では細孔内部に物理的に吸着した色

素による影響が高く、さらに染色色素の官能基が金属酸化物へ

化学的に吸着するために、金属酸化物材料への定性評価が困

難であった[7-8]。実環境下で用いる際の材料は金属材料に限らず

有機無機材料なども含めた材料であることから、これら諸問題に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
よる影響を受けずにかつ実用性の高いバイオフィルムの評価法

を確立する必要があった。最近、兼松らは実環境を模した大気

暴露式水循環装置に金属材料を設置し、金属表面のバイオフィ

ルム形成を顕微鏡によって観察する方法を報告した[9]。この報告

では、材料基板表面に形成されたバイオフィルムについて極め

て簡易的かつ直接的に評価できることが報告されている。本報

告では、この大気暴露式水循環装置中に浸漬した金属酸化物

について、バイオフィルムの定性的な評価方法を提案する。 

図 1 バイオフィルム形成の過程. 
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The semi-empirical molecular orbital calculation software “Scigress MO Compact” was applied to a 
classroom learning of organic chemistry. Educational effects on motivation and comprehension 
were shown when MO calculations by students themselves were performed before lecturing about 
the reactivity of an enolate ion or the regioselectivity for the formation of enolate.   
 
Key Words : Semi-empirical Molecular Orbital Calculation Software，Organic Chemistry， Intrinsic 
Reaction Coordinate  

（学術論文） 

 

大気暴露式水循環装置中で金属酸化物表面に形成した 

バイオフィルムの評価法についての検討  

幸後健 1)，山元祐太 1)，内貴章文 1)，荻野唯 1)，神崎拓也 2)，兼松秀行 1)，生貝初 3)，伊藤日出生 4) 

 
1 : 材料工学科 

2 : 応用物質工学専攻 
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4 : 化学洗浄アドバイザー 
 

 金 属 酸 化 物 表 面 に形 成 されたバイオフィルムについて、従 来 の色 素 吸 着 法 に代 わる新 しい評 価 法 について検 討 した。

実 環 境 に近 いモデルとして大 気 暴 露 式 水 循 環 装 置 を用 い、金 属 酸 化 物 として透 明 導 電 性 酸 化 物 半 導 体 の Indium Tin 
Oxide (ITO)を浸 漬 、形 成 されたバイオフィルムを観 察 した。ビデオマイクロスコープを用 いた焦 点 深 度 測 定 によって微 細

なバイオフィルムの形 状 についても確 認 することができた。また、低 真 空 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 と元 素 分 析 を用 いることで、バ

イオフィルム中 でいくつかの金 属 種 が濃 縮 されていく過 程 が確 認 された。これら測 定 を合 わせることで金 属 酸 化 物 表 面 に

形 成 されたバイオフィルムの新 しい評 価 方 法 として期 待 できる。  
 
Key Words:  バイオフィルム，生物付着，金属酸化物，大気暴露式水循環装置  

(受付日 2012 年 9 月 18 日；  受理日 2013 年 1 月 15 日 ) 
 
１．緒言 

我々の生活は様々な細菌や微生物と関わっており、我々にと

って有益な存在である一方で、有害なものもまた多く存在してい

る。特に重要となるのがこれら微生物細菌の生命活動によって形

成されるバイオフィルムである。バイオフィルムは多糖類で出来た

生物由来の膜状物質である[1-3]。 図 1 にバイオフィルムの形成メ

カニズムを示す。浮遊細菌が材料表面に付着し、周辺の金属イ

オンや有機物残滓を元に微生物細菌が増殖する過程でバイオフ

ィルムが形成される。形成されたバイオフィルムは微生物細菌の

防御膜でもあり、バイオフィルム中に存在する微生物細菌を死滅

させるためにはバイオフィルム自体の形成を抑制することが望ま

れる。これまで我々は金属材料表面でのバイオフィルム形成挙動

について報告してきた[4-6]。Sn や Ag などの金属材料ではバイオ

フィルム形成を抑制する効果があった。一方で、Fe などの金属で

はバイオフィルムの成長を促進させる効果があることが分かり、内

部に存在する微生物細菌の栄養素であることが想像される。この

評価方法としては、バイオフィルム中の微生物にクリスタルバイオ

レット（CV:CrystalViolet）などの染色色素を用いて染色し、色素

吸着量による定量的な評価を実施してきた。しかしながら、細孔

性の高い金属酸化物材料では細孔内部に物理的に吸着した色

素による影響が高く、さらに染色色素の官能基が金属酸化物へ

化学的に吸着するために、金属酸化物材料への定性評価が困

難であった[7-8]。実環境下で用いる際の材料は金属材料に限らず

有機無機材料なども含めた材料であることから、これら諸問題に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
よる影響を受けずにかつ実用性の高いバイオフィルムの評価法

を確立する必要があった。最近、兼松らは実環境を模した大気

暴露式水循環装置に金属材料を設置し、金属表面のバイオフィ

ルム形成を顕微鏡によって観察する方法を報告した[9]。この報告

では、材料基板表面に形成されたバイオフィルムについて極め

て簡易的かつ直接的に評価できることが報告されている。本報

告では、この大気暴露式水循環装置中に浸漬した金属酸化物

について、バイオフィルムの定性的な評価方法を提案する。 

図 1 バイオフィルム形成の過程. 

大気暴露式水循環装置中で金属酸化物表面に形成したバイオフィルムの評価法についての検討 81

（学術論文）



（学術論文） 

２．実験方法 
２．１ 評価基板準備 

バイオフィルム形成評価には透明導電膜付きガラスである

Indium Tin Oxide(ITO:セントラル硝子株式会社)を用いた。ガラス

基板を任意の大きさに切りだした後に、界面活性剤を含んだ水

道水中に浸漬し、超音波洗浄機（VS-100Ⅲ，アズワン株式会社）

を用いて 30 分間の超音波洗浄を施した。その後、蒸留水とイロプ

ロピルアルコールを用いて界面活性剤と残存する有機物残滓や

金属イオンを洗い流し、最終的にイソプロピルアルコールで 30 分

間の超音波洗浄を実施した。 
２．２ 大気暴露式水循環装置による評価試験 
 バイオフィルム評価に用いた大気暴露式水循環装置評価装置

の写真を図 2 に示す。アクリル製で出来たカラム（外径:50mm，内

径:40mm，全長 440mm）の内部に評価基板を固定した支柱を挿

入し、水槽から 6L/min の水量でカラム内部にバイオフィルム培養

溶液を送液した。送液された溶液は、途中多孔金属板の上を通

り水槽へ落下させることで大気中への暴露面積を増加させ、さら

に送風ファンで空気を送風することで空気中浮遊の微生物細菌

を多く混入させた。この培養溶液には水道水を用いた。この大気

暴露式水循環装置中に一週間、常温の室内雰囲気下で試料を

浸漬させることで、バイオフィルム形成を試みた。 
２．３ バイオフィルムの形成評価 

 バイオフィルム形成評価には以下の装置を用いた。ビデオマイク

ロスコープ（VW-9000，Keyence）で試料上部から観察したバイオフ

ィルムの形状と大きさを測定した。さらに、同装置の焦点深度測定

を用いることで、試料表面に形成されたバイオフィルムの高さを評

価した。また、低真空走査型電子顕微鏡（TM-1000，HITACHI，
以下、低真空 SEM）による試料表面のバイオフィルム形状と同装

置に付随した元素分析測定によりバイオフィルム中の含有元素を

評価した。 
 
３．結果と考察 
 図 3 に大気暴露式水循環装置への浸漬前後の試料写真を示す。

一週間浸漬することで目視確認できうるほどに成長したバイオフィ

ルムが確認できる一方で、一見すると全くバイオフィルムが形成し

ていないと思われる箇所も存在する。そこでビデオマイクロスコー

プで試料表面を拡大し、より微細な観察を実施した結果を図 4 (a) 
に示す。写真より、実際は数十μm の大きさのバイオフィルムとさら

に微小な膜状のバイオフィルムが存在していることが観察された。

さらに微細なバイオフィルムについて膜の厚さを確認するために、

試料基板表面をエタノールに含浸させた綿棒でふき取り、ビデオ

マイクロスコープを用いた焦点深度測定により試料表面に形成し

たバイオフィルムの厚さを評価した。図 4 (b) に焦点深度測定より

得られた試料表面の 3 次元画像を示す。写真下部の部分がバイ

オフィルムをふき取った箇所である。(a)の結果と比較すると目視で

は確認できる以外の場所にも、厚さ数μm 程度のバイオフィルム

層が ITO 基板の平滑な基板表面に広く堆積していると推測され 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 大気暴露式水循環装置. 

図 4 ビデオマイクロスコープで観察した写真. 
(a) 5000 倍拡大図，(b) 焦点深度測定結果 
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る。続いて、低真空 SEM を用いた試料表面の観察と元素分析を

実施した。図 5 に一週間の経過について観察した結果を示す。試

料の SEM 写真結果よりビデオマイクロスコープで観察した場合と

同じく大きさ数十μm 程度のバイオフィルムが観察された。一方で、

ビデオマイクロスコープでは観察できた微細なバイオフィルムにつ

いては確認できなかった。そこで確認できうるバイオフィルムにつ

いて元素分析を実施し、図 5 中の破線部箇所のバイオフィルムに

含まれる元素を同定した。ITO の初期元素組成は In:87.6%、

Sn:10.6%、Si:1.8%であった。一般に、ITOはスパッタ法などで作製

され膜厚 100nm 程度と薄いことから、ITO 裏面のガラス成分である

Si が検出されたものと考えられる。この試料を大気暴露式水循環

装置に浸漬し、時間の経過と共に元素組成について測定した結

果を図 6 に示す。結果より In と Sn は経過と共に減少していった。

ITO 表面がバイオフィルムに覆われていくことで ITO 組成元素であ

る In と Sn が検出されにくくなったことが原因であると考えられる。

一方で Si については、一旦は減少したものの再び増加していく傾

向が見られた。これはバイオフィルム形成元素として Si が使われて

いる可能性が示唆される。そのほかにも Ca や Fe，Zn などの元素も

確認され、次第に増加していく傾向が見られた。培養溶液には水

道水を用いたことから、今回確認された各金属イオンは既に水道

水含まれていた可能性があり、バイオフィルム中の微生物細菌の

栄養素であると考えられる。Ag や Sn などの金属材料では色素染

色による評価が可能であった。本実験では従来の色素染色法以

外での評価指針として新しい評価方法を提案した。今後は溶液中

の金属イオン濃度や他の金属元素についてもバイオフィルム内部

で濃縮されるかを確認すると共に、金属酸化物表面へ形成された

バイオフィルムについての手法を確立していきたい。 
 
４． 結論 

金属酸化物表面に形成されたバイオフィルムについて、従来の

色素吸着法に代わる新しい評価法を検討した。実環境に近いモ

デル環境として、大気暴露式水循環装置内を用いた。ビデオマイ

クロスコープを用いて試料表面を観察した結果、厚さ数μm 程度

の極微小のバイオフィルムについて確認できた。また、低真空

SEM を用いた観察では、微細なバイオフィルムは確認できなかっ

たが元素分析を実施することでバイオフィルム内部に濃縮される

元素を確認できた。これら各測定を合わせることで、従来の色素染

色法に代わり、金属酸化物表面へ形成されたバイオフィルムにつ

いての新しい評価方法として期待する。 
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図 5 低真空 SEM で観察した試料の写真. 
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２．実験方法 
２．１ 評価基板準備 

バイオフィルム形成評価には透明導電膜付きガラスである

Indium Tin Oxide(ITO:セントラル硝子株式会社)を用いた。ガラス

基板を任意の大きさに切りだした後に、界面活性剤を含んだ水

道水中に浸漬し、超音波洗浄機（VS-100Ⅲ，アズワン株式会社）

を用いて 30 分間の超音波洗浄を施した。その後、蒸留水とイロプ

ロピルアルコールを用いて界面活性剤と残存する有機物残滓や

金属イオンを洗い流し、最終的にイソプロピルアルコールで 30 分

間の超音波洗浄を実施した。 
２．２ 大気暴露式水循環装置による評価試験 
 バイオフィルム評価に用いた大気暴露式水循環装置評価装置

の写真を図 2 に示す。アクリル製で出来たカラム（外径:50mm，内

径:40mm，全長 440mm）の内部に評価基板を固定した支柱を挿

入し、水槽から 6L/min の水量でカラム内部にバイオフィルム培養

溶液を送液した。送液された溶液は、途中多孔金属板の上を通

り水槽へ落下させることで大気中への暴露面積を増加させ、さら

に送風ファンで空気を送風することで空気中浮遊の微生物細菌

を多く混入させた。この培養溶液には水道水を用いた。この大気

暴露式水循環装置中に一週間、常温の室内雰囲気下で試料を

浸漬させることで、バイオフィルム形成を試みた。 
２．３ バイオフィルムの形成評価 

 バイオフィルム形成評価には以下の装置を用いた。ビデオマイク

ロスコープ（VW-9000，Keyence）で試料上部から観察したバイオフ

ィルムの形状と大きさを測定した。さらに、同装置の焦点深度測定

を用いることで、試料表面に形成されたバイオフィルムの高さを評

価した。また、低真空走査型電子顕微鏡（TM-1000，HITACHI，
以下、低真空 SEM）による試料表面のバイオフィルム形状と同装

置に付随した元素分析測定によりバイオフィルム中の含有元素を

評価した。 
 
３．結果と考察 
 図 3 に大気暴露式水循環装置への浸漬前後の試料写真を示す。

一週間浸漬することで目視確認できうるほどに成長したバイオフィ

ルムが確認できる一方で、一見すると全くバイオフィルムが形成し

ていないと思われる箇所も存在する。そこでビデオマイクロスコー

プで試料表面を拡大し、より微細な観察を実施した結果を図 4 (a) 
に示す。写真より、実際は数十μm の大きさのバイオフィルムとさら

に微小な膜状のバイオフィルムが存在していることが観察された。

さらに微細なバイオフィルムについて膜の厚さを確認するために、

試料基板表面をエタノールに含浸させた綿棒でふき取り、ビデオ

マイクロスコープを用いた焦点深度測定により試料表面に形成し

たバイオフィルムの厚さを評価した。図 4 (b) に焦点深度測定より

得られた試料表面の 3 次元画像を示す。写真下部の部分がバイ

オフィルムをふき取った箇所である。(a)の結果と比較すると目視で

は確認できる以外の場所にも、厚さ数μm 程度のバイオフィルム

層が ITO 基板の平滑な基板表面に広く堆積していると推測され 
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る。続いて、低真空 SEM を用いた試料表面の観察と元素分析を

実施した。図 5 に一週間の経過について観察した結果を示す。試

料の SEM 写真結果よりビデオマイクロスコープで観察した場合と

同じく大きさ数十μm 程度のバイオフィルムが観察された。一方で、

ビデオマイクロスコープでは観察できた微細なバイオフィルムにつ

いては確認できなかった。そこで確認できうるバイオフィルムにつ

いて元素分析を実施し、図 5 中の破線部箇所のバイオフィルムに

含まれる元素を同定した。ITO の初期元素組成は In:87.6%、

Sn:10.6%、Si:1.8%であった。一般に、ITOはスパッタ法などで作製

され膜厚 100nm 程度と薄いことから、ITO 裏面のガラス成分である

Si が検出されたものと考えられる。この試料を大気暴露式水循環

装置に浸漬し、時間の経過と共に元素組成について測定した結

果を図 6 に示す。結果より In と Sn は経過と共に減少していった。

ITO 表面がバイオフィルムに覆われていくことで ITO 組成元素であ

る In と Sn が検出されにくくなったことが原因であると考えられる。

一方で Si については、一旦は減少したものの再び増加していく傾

向が見られた。これはバイオフィルム形成元素として Si が使われて

いる可能性が示唆される。そのほかにも Ca や Fe，Zn などの元素も

確認され、次第に増加していく傾向が見られた。培養溶液には水

道水を用いたことから、今回確認された各金属イオンは既に水道

水含まれていた可能性があり、バイオフィルム中の微生物細菌の

栄養素であると考えられる。Ag や Sn などの金属材料では色素染

色による評価が可能であった。本実験では従来の色素染色法以

外での評価指針として新しい評価方法を提案した。今後は溶液中

の金属イオン濃度や他の金属元素についてもバイオフィルム内部

で濃縮されるかを確認すると共に、金属酸化物表面へ形成された

バイオフィルムについての手法を確立していきたい。 
 
４． 結論 

金属酸化物表面に形成されたバイオフィルムについて、従来の

色素吸着法に代わる新しい評価法を検討した。実環境に近いモ

デル環境として、大気暴露式水循環装置内を用いた。ビデオマイ

クロスコープを用いて試料表面を観察した結果、厚さ数μm 程度

の極微小のバイオフィルムについて確認できた。また、低真空

SEM を用いた観察では、微細なバイオフィルムは確認できなかっ

たが元素分析を実施することでバイオフィルム内部に濃縮される

元素を確認できた。これら各測定を合わせることで、従来の色素染

色法に代わり、金属酸化物表面へ形成されたバイオフィルムにつ

いての新しい評価方法として期待する。 
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図 5 低真空 SEM で観察した試料の写真. 
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俺
も
お
前
も 

未
来
が
あ
る
ぞ 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
に
さ 

 
 

人
の
心
を 

が
っ
ち
り
と 

ホ
イ 

 
 

つ
か
ん
で
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  

『
作
詩
作
曲
集
』
に
「
昭
和
四
十
年
六
月
□
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
の
番
組
に
採
用

さ
れ
、
大
下
八
郎
さ
ん
唄
で
放
映
」
と
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
松
村
の
作
詞
の
代
表
的

な
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
気
宇
壮
大
な
若
き
日
の
意
気
込
み
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

大
下
八
郎
は
、
昭
和
十
七
年
秋
田
県
能
代
市
生
ま
れ
の
昭
和
期
の
演
歌
歌
手
で
、
昭
和
三
十
八

年
デ
ビ
ュ
ー
し
、
翌
三
十
九
年
に
「
お
ん
な
の
宿
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
現
在
で
は
無
名
だ
が
昭
和
四

十
年
当
時
は
旬
な
歌
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
も
歌
手
活
動
を
続
け
て
お
り
、
テ
レ
ビ

で
は
「
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
な
ど
の
番
組
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
演
し
、
美
声
を
披
露
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
松
村
の
直
話
と
し
て
、
歌
唱
者
と
し
て
は
、
松
村
と
同
じ
三
重
県
人
で

当
時
「
ハ
ナ
肇
と
ク
レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
た
植
木
等

に
こ
の
唄
を
唄
っ
て
欲
し
か
っ
た
、
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
楽
曲

の
テ
ー
マ
も
詞
の
口
調
も
ク
レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
の
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
よ
り
純
真
で
素

朴
な
言
葉
運
び
で
、
俗
謡
め
い
た
感
じ
は
薄
い
。 

「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
は
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
か
ら
六
十
年
三
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
視
聴
者
参
加
型
の
音
楽
番
組
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
、
視
聴
者
か
ら
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
（
基
本
は
作
詞
・
作
曲
）
を
譜
面
で
公
募
し
、
応
募
曲
の
中
で
優
れ
た
も
の
を
毎
週
５
曲

ほ
ど
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌
唱
で
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
番
組
か
ら
北
島
三
郎
の
代
表
作
「
与
作
」

や
、
ト
ワ
・
エ
・
モ
ワ
の
「
空
よ
」
、
八
代
亜
紀
の
「
海
猫
」
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
な
ど
の
曲
が
誕
生
し
た
と
い
う
。
長
寿
番
組
に
お
け
る
名
誉
あ
る
放
映
で
あ
っ
た
。 

 

六 

松
村
の
文
学
活
動
の
ま
と
め 

  

見
て
き
た
よ
う
に
、
松
村
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
、
あ
る
い
は
作
詞
も
含
め
て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
作
風
の
特
徴
は
、
総
じ
て
自
分
の
身
辺
に
起
き
た
出
来
事
や
自
分
の
家
族
や
市
井
の

人
々
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
実
的
に
捉
え
、
そ
れ
を
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
に
包
ん
で
端
的
に

平
易
に
表
現
し
、
そ
こ
に
何
が
し
か
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
特
に
そ
の
作
品
に
深
み
が
増
し
た
の
は
、
心
筋
梗
塞

に
よ
り
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。 

松
村
勝
行
の
広
範
囲
に
わ
た
る
文
学
活
動
・
文
化
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
と
い
う
、
三
年
間
に
及
ぶ
試
み
に
取
り
敢
え
ず
一
区
切
り
を
付
け
る
に
当
た
っ
て
、
筆
者
が
感

じ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
生
産
的
な
活
動
が
出
来
る
人
物
は
、

何
万
人
に
一
人
と
い
う
割
合
で
し
か
生
ま
れ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
学
の

事
務
職
員
と
い
う
本
業
を
誠
実
に
や
り
こ
な
し
な
が
ら
、
戯
曲
・
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
・
弁
論
・
郷

土
史
研
究
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
作
詞
作
曲
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍
を
無
償
で
行
お
う
と

い
う
活
力
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
性
と
し
て
生
ま
れ
持
っ
た
旺

盛
な
好
奇
心
と
人
生
へ
の
積
極
的
な
探
究
心
、
幅
広
い
社
交
性
を
発
揮
し
な
が
ら
も
、
も
し
か
す

る
と
そ
れ
と
裏
腹
な
孤
独
な
内
面
を
持
て
余
す
一
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
「
心

の
飢
え
」
を
絶
え
ず
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
何
か
の
器
に
載
せ
て
そ
れ
を
語
り
出
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

第
四
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
俳
句
や
古
文
書
解
読
・
歴
史
踏
歩
と
い
っ
た
文
化
活
動
に
お
い

て
は
そ
の
継
続
の
力
と
な
っ
た
の
は
、
多
く
の
友
人
の
存
在
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

若
き
日
の
生
徒
会
活
動
・
弁
論
活
動
・
演
劇
活
動
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
「
座
の
文
芸
」
と

総
括
で
き
る
、
集
団
で
行
う
文
化
活
動
の
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
大
い
に
楽
し
み

な
が
ら
、
決
し
て
人
に
は
見
せ
ぬ
「
孤
心
」
を
松
村
は
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

基
本
的
に
文
学
は
孤
独
な
営
為
で
あ
る
。
そ
う
し
た
孤
独
な
内
面
を
盛
る
の
に
適
し
た
短
歌
な
ど

を
彼
は
最
後
ま
で
自
分
の
身
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

 
一
生
か
か
っ
て
も
超
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
偉
大
な
叔
父
を
持
っ
た
こ
と
を
筆
者
は
幸
せ
に
思
う
。 

後
記 「

筑
波
大
学
俳
句
会
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
ご
返
信
い
た
だ
い
た
、
前
・
東
京

成
徳
短
期
大
学
准
教
授
の
和
田
康
一
郎
氏
に
、
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
。 

（
受
付
日
二
〇
一
二
年 

八
月
三
一
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
三
年 

一
月
一
五
日
） 

（
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
・
「
だ
れ
が
決
め
た
の
さ
」
（
年
代
不
詳
・
作
曲
は
徳
森
あ
き
）
ま
で
、

詞
の
付
い
た
曲
十
六
曲
、
曲
の
み
二
曲
の
楽
譜
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詞
の
内
容
は
、
人
生

賛
歌
・
若
者
賛
歌
・
わ
が
子
へ
の
愛
情
が
主
題
の
歌
が
大
半
で
あ
り
、
男
女
間
の
い
わ
ゆ
る
ラ
ブ
・

ソ
ン
グ
は
無
き
に
等
し
い
。
こ
れ
は
基
本
的
に
硬
派
の
松
村
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
松
村
は
、
作
詞
の
投
稿
雑
誌
で
あ
る
「
月
刊
サ
ク
セ
ス 

作
詞
王
」
（
Ｔ
Ｃ
Ｇ
音
楽
出
版

部
）
を
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で
購
読
し
て
お
り
、
こ
こ
に
「
白
い
道
」
・

「
谷
に
咲
く
花
」
（
昭
和
四
八
年
五
月
作
）
・
「
人
形
の
願
い
」
（
昭
和
四
九
年
十
二
月
作
）
な
ど
、

旧
作
の
詩
に
手
を
加
え
た
も
の
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
或
い
は
定
年
後
の
副
業
と
し
て

作
詞
家
を
目
指
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

松
村
の
作
詞
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
次
に
二
作
を
掲
げ
て
お
く
。 

  
 
 
 
 

白
い
道 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
く
白
い
道 

 
 

し
ら
か
ば
の
こ
ず
え
が 

 
 

お
父
さ
ま
に
手
を
ふ
り 

 
 

も
み
じ
の
枯
葉
が 

 
 

お
母
さ
ま
に
ほ
ほ
え
む 

 
 

あ
ら 

風
が
私
を
く
す
ぐ
っ
て
ゆ
く 

 
 
 

オ
シ
ア
ワ
セ
ネ
ー
ッ
て 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
い
て
ほ
し
い
道 

 
 

そ
れ
な
の
に
私
は 

 
 

あ
の
人
と
二
人
で 

 
 

あ
の
高
い
峰
に 

 
 

登
る
こ
と
に
な
る
の
よ 

 
 

ほ
ら 

雲
が
私
を
呼
ん
で
い
る
わ 

 
 
 

オ
シ
ア
ワ
セ
ニ
ネ
ー
ッ
て 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
く
白
い
道 

 
 

私
は 

も
う
一
度 

ふ
り
返
り
た
い 

 
 

お
父
さ
ま
と 

お
母
さ
ま
と 

 
 

い
っ
し
ょ
に 

 

（
「
作
詞
王
」［
「
月
刊
サ
ク
セ
ス
」
改
題
］
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
５ 

昭
和
五
十
九
年
一
〇
月
号
掲
載
） 

本
誌
に
は
、
「
評
」
と
し
て
、
「 

“
オ
シ
ア
ワ
セ
ネ
ー
ッ
て
”
と
い
う
、
ラ
ス
ト
一
行
が
い
い

で
す
ね
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
あ
わ
せ
に
な
り
ま
す
。
ボ
ク
も
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
な
ァ
。
」
と
い

う
く
だ
け
た
文
が
出
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

で
っ
か
い
節 

  
 

同
じ
言
う
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
言
お
ぜ 

 
 

俺
も
お
前
も 

男
じ
ゃ
な
い
か 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
に
さ 

 
 

広
い
天
下
を 

し
っ
か
り
と 

ホ
イ 

 
 

握
っ
て
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  
 

同
じ
聞
く
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
聞
こ
ぜ 

 
 

俺
も
お
前
も 

若
い
じ
ゃ
な
い
か 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
で
さ 

 
 

大
き
な
地
球
を 

ぐ
る
ぐ
る
と 

ホ
イ 

 
 

ま
わ
し
て
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  
 

同
じ
や
る
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
や
ろ
ぜ 
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俺
も
お
前
も 

未
来
が
あ
る
ぞ 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
に
さ 

 
 

人
の
心
を 

が
っ
ち
り
と 

ホ
イ 

 
 

つ
か
ん
で
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  

『
作
詩
作
曲
集
』
に
「
昭
和
四
十
年
六
月
□
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
の
番
組
に
採
用

さ
れ
、
大
下
八
郎
さ
ん
唄
で
放
映
」
と
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
松
村
の
作
詞
の
代
表
的

な
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
気
宇
壮
大
な
若
き
日
の
意
気
込
み
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

大
下
八
郎
は
、
昭
和
十
七
年
秋
田
県
能
代
市
生
ま
れ
の
昭
和
期
の
演
歌
歌
手
で
、
昭
和
三
十
八

年
デ
ビ
ュ
ー
し
、
翌
三
十
九
年
に
「
お
ん
な
の
宿
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
現
在
で
は
無
名
だ
が
昭
和
四

十
年
当
時
は
旬
な
歌
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
も
歌
手
活
動
を
続
け
て
お
り
、
テ
レ
ビ

で
は
「
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
な
ど
の
番
組
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
演
し
、
美
声
を
披
露
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
松
村
の
直
話
と
し
て
、
歌
唱
者
と
し
て
は
、
松
村
と
同
じ
三
重
県
人
で

当
時
「
ハ
ナ
肇
と
ク
レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
た
植
木
等

に
こ
の
唄
を
唄
っ
て
欲
し
か
っ
た
、
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
楽
曲

の
テ
ー
マ
も
詞
の
口
調
も
ク
レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
の
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
よ
り
純
真
で
素

朴
な
言
葉
運
び
で
、
俗
謡
め
い
た
感
じ
は
薄
い
。 

「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
は
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
か
ら
六
十
年
三
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
視
聴
者
参
加
型
の
音
楽
番
組
で
あ
る
。
こ
の
番
組
は
、
視
聴
者
か
ら
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
（
基
本
は
作
詞
・
作
曲
）
を
譜
面
で
公
募
し
、
応
募
曲
の
中
で
優
れ
た
も
の
を
毎
週
５
曲

ほ
ど
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌
唱
で
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
番
組
か
ら
北
島
三
郎
の
代
表
作
「
与
作
」

や
、
ト
ワ
・
エ
・
モ
ワ
の
「
空
よ
」
、
八
代
亜
紀
の
「
海
猫
」
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
な
ど
の
曲
が
誕
生
し
た
と
い
う
。
長
寿
番
組
に
お
け
る
名
誉
あ
る
放
映
で
あ
っ
た
。 

 

六 

松
村
の
文
学
活
動
の
ま
と
め 

  

見
て
き
た
よ
う
に
、
松
村
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
、
あ
る
い
は
作
詞
も
含
め
て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
作
風
の
特
徴
は
、
総
じ
て
自
分
の
身
辺
に
起
き
た
出
来
事
や
自
分
の
家
族
や
市
井
の

人
々
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
実
的
に
捉
え
、
そ
れ
を
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
に
包
ん
で
端
的
に

平
易
に
表
現
し
、
そ
こ
に
何
が
し
か
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
特
に
そ
の
作
品
に
深
み
が
増
し
た
の
は
、
心
筋
梗
塞

に
よ
り
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。 

松
村
勝
行
の
広
範
囲
に
わ
た
る
文
学
活
動
・
文
化
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
と
い
う
、
三
年
間
に
及
ぶ
試
み
に
取
り
敢
え
ず
一
区
切
り
を
付
け
る
に
当
た
っ
て
、
筆
者
が
感

じ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
生
産
的
な
活
動
が
出
来
る
人
物
は
、

何
万
人
に
一
人
と
い
う
割
合
で
し
か
生
ま
れ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
学
の

事
務
職
員
と
い
う
本
業
を
誠
実
に
や
り
こ
な
し
な
が
ら
、
戯
曲
・
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
・
弁
論
・
郷

土
史
研
究
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
作
詞
作
曲
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
活
躍
を
無
償
で
行
お
う
と

い
う
活
力
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
性
と
し
て
生
ま
れ
持
っ
た
旺

盛
な
好
奇
心
と
人
生
へ
の
積
極
的
な
探
究
心
、
幅
広
い
社
交
性
を
発
揮
し
な
が
ら
も
、
も
し
か
す

る
と
そ
れ
と
裏
腹
な
孤
独
な
内
面
を
持
て
余
す
一
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
「
心

の
飢
え
」
を
絶
え
ず
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
何
か
の
器
に
載
せ
て
そ
れ
を
語
り
出
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

第
四
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
俳
句
や
古
文
書
解
読
・
歴
史
踏
歩
と
い
っ
た
文
化
活
動
に
お
い

て
は
そ
の
継
続
の
力
と
な
っ
た
の
は
、
多
く
の
友
人
の
存
在
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

若
き
日
の
生
徒
会
活
動
・
弁
論
活
動
・
演
劇
活
動
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
「
座
の
文
芸
」
と

総
括
で
き
る
、
集
団
で
行
う
文
化
活
動
の
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
大
い
に
楽
し
み

な
が
ら
、
決
し
て
人
に
は
見
せ
ぬ
「
孤
心
」
を
松
村
は
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

基
本
的
に
文
学
は
孤
独
な
営
為
で
あ
る
。
そ
う
し
た
孤
独
な
内
面
を
盛
る
の
に
適
し
た
短
歌
な
ど

を
彼
は
最
後
ま
で
自
分
の
身
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

 

一
生
か
か
っ
て
も
超
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
偉
大
な
叔
父
を
持
っ
た
こ
と
を
筆
者
は
幸
せ
に
思
う
。 

後
記 「

筑
波
大
学
俳
句
会
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
ご
返
信
い
た
だ
い
た
、
前
・
東
京

成
徳
短
期
大
学
准
教
授
の
和
田
康
一
郎
氏
に
、
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
。 

（
受
付
日
二
〇
一
二
年 

八
月
三
一
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
三
年 

一
月
一
五
日
） 

（
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
・
「
だ
れ
が
決
め
た
の
さ
」
（
年
代
不
詳
・
作
曲
は
徳
森
あ
き
）
ま
で
、

詞
の
付
い
た
曲
十
六
曲
、
曲
の
み
二
曲
の
楽
譜
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詞
の
内
容
は
、
人
生

賛
歌
・
若
者
賛
歌
・
わ
が
子
へ
の
愛
情
が
主
題
の
歌
が
大
半
で
あ
り
、
男
女
間
の
い
わ
ゆ
る
ラ
ブ
・

ソ
ン
グ
は
無
き
に
等
し
い
。
こ
れ
は
基
本
的
に
硬
派
の
松
村
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
松
村
は
、
作
詞
の
投
稿
雑
誌
で
あ
る
「
月
刊
サ
ク
セ
ス 

作
詞
王
」
（
Ｔ
Ｃ
Ｇ
音
楽
出
版

部
）
を
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で
購
読
し
て
お
り
、
こ
こ
に
「
白
い
道
」
・

「
谷
に
咲
く
花
」
（
昭
和
四
八
年
五
月
作
）
・
「
人
形
の
願
い
」
（
昭
和
四
九
年
十
二
月
作
）
な
ど
、

旧
作
の
詩
に
手
を
加
え
た
も
の
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
或
い
は
定
年
後
の
副
業
と
し
て

作
詞
家
を
目
指
す
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

松
村
の
作
詞
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
次
に
二
作
を
掲
げ
て
お
く
。 

  
 
 
 
 

白
い
道 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
く
白
い
道 

 
 

し
ら
か
ば
の
こ
ず
え
が 

 
 

お
父
さ
ま
に
手
を
ふ
り 

 
 

も
み
じ
の
枯
葉
が 

 
 

お
母
さ
ま
に
ほ
ほ
え
む 

 
 

あ
ら 

風
が
私
を
く
す
ぐ
っ
て
ゆ
く 

 
 
 

オ
シ
ア
ワ
セ
ネ
ー
ッ
て 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
い
て
ほ
し
い
道 

 
 

そ
れ
な
の
に
私
は 

 
 

あ
の
人
と
二
人
で 

 
 

あ
の
高
い
峰
に 

 
 

登
る
こ
と
に
な
る
の
よ 

 
 

ほ
ら 

雲
が
私
を
呼
ん
で
い
る
わ 

 
 
 

オ
シ
ア
ワ
セ
ニ
ネ
ー
ッ
て 

  
 

ど
こ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も 

 
 

つ
づ
く
白
い
道 

 
 

私
は 

も
う
一
度 

ふ
り
返
り
た
い 

 
 

お
父
さ
ま
と 

お
母
さ
ま
と 

 
 

い
っ
し
ょ
に 

 

（
「
作
詞
王
」［
「
月
刊
サ
ク
セ
ス
」
改
題
］
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
５ 

昭
和
五
十
九
年
一
〇
月
号
掲
載
） 

本
誌
に
は
、
「
評
」
と
し
て
、
「 

“
オ
シ
ア
ワ
セ
ネ
ー
ッ
て
”
と
い
う
、
ラ
ス
ト
一
行
が
い
い

で
す
ね
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
あ
わ
せ
に
な
り
ま
す
。
ボ
ク
も
し
あ
わ
せ
に
な
り
た
い
な
ァ
。
」
と
い

う
く
だ
け
た
文
が
出
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

で
っ
か
い
節 

  
 

同
じ
言
う
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
言
お
ぜ 

 
 

俺
も
お
前
も 

男
じ
ゃ
な
い
か 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
に
さ 

 
 

広
い
天
下
を 

し
っ
か
り
と 

ホ
イ 

 
 

握
っ
て
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  
 

同
じ
聞
く
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
聞
こ
ぜ 

 
 

俺
も
お
前
も 

若
い
じ
ゃ
な
い
か 

 
 

俺
と
お
前
の 

こ
の
手
で
さ 

 
 

大
き
な
地
球
を 

ぐ
る
ぐ
る
と 

ホ
イ 

 
 

ま
わ
し
て
み
よ
う
よ 

き
っ
と
な 

  
 

同
じ
や
る
な
ら 

で
っ
か
い
こ
と
や
ろ
ぜ 
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句
会
で
高
得
点
を
得
た
会
心
の
作
。
「
…
入
院
初
日
の
感
慨
を
ず
ば
り
明
快
に
表
現
し
た
。
多

く
言
う
な
と
い
う
男
性
的
気
息
さ
え
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。
」
等
の
評
文
が
残
っ
て
い
る
。 

・
卒
業
子
ふ
と
裏
門
に
立
ち
寄
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
年
四
月
七
日 

安
住
敦
選
） 

 

・
車
内
や
つ
と
空
い
て
旅
な
り
み
か
ん
む
く 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
六
十
一
年
五
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
［
二
席
］ 

森
澄
雄
選
） 

 

森
氏
の
「
評
」
に
「
混
ん
で
い
る
間
は
そ
ん
な
気
分
に
な
れ
な
か
っ
た
が
、
車
内
が
空
い
て
、

や
っ
と
旅
心
に
な
り
蜜
柑
を
む
い
て
い
る
。
誰
も
納
得
す
る
旅
の
実
感
。
」
と
あ
る
。 

 

・
卒
業
子
独
り
と
な
る
を
懼
れ
ゐ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
一
年
四
月
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

学
生
を
愛
し
た
松
村
の
作
品
に
は
多
く
の
「
卒
業
子
」
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
句
の
場
合
の
モ

デ
ル
は
筆
者
自
身
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
心
境
を
松
村
に
語
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。 

 

・
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
来
し
獅
子
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
天
位
） 

 

・
村
が
市
と
な
つ
て
の
選
挙
あ
わ
だ
ち
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
五
日 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
ま
だ
天
の
雪
掌
に
ビ
ル
屋
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
平
成
二
年
三
月
十
一
日 
金
子
兜
太
選
） 

 

・
英
会
話
終
わ
る
日
本
語
の
白
き
息 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
樹
」
平
成
三
年
一
月
号 

「
樹
」
誌
の
初
出
作
品
）

 
 

 
 

「
『
白
き
息
』
に
心
理
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
斬
新
な
句
。
」
と
の
評
が
あ
る
。 

 

・
祈
る
こ
と
吾
子
も
覚
え
し
冬
星
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
樹
」
平
成
四
年
三
月
号 

「
第
三
回
筑
波
大
学
俳
句
会
」
の
句
会
報
） 

 

・
白
足
袋
の
白
さ
確
か
め
喪
服
着
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
平
成
六
年
二
月
二
十
二
日 

森
か
つ
み
選
） 

 

第
一
席
で
長
文
の
「
評
」
が
あ
る
。
「
松
村
み
な
と
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
初
出
で
あ
る
。 

 

・
娘
（
こ
）
が
嫁
ぎ
真
っ
白
な
夏
季
予
定
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
平
成
七
年
八
月
二
十
九
日 

森
か
つ
み
選
） 

 

第
一
席
で
長
文
の
「
評
」
が
あ
る
。
平
成
七
年
六
月
の
一
人
娘
・
す
ゞ
か
の
結
婚
が
如
実
に
反

映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

・
妹
が
祖
母
と
な
り
け
り
聖
し
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
平
成
八
年
四
月
号 

「
萬
緑
」
へ
の
復
帰
第
一
作
） 

 

・
薄
野
の
小
さ
き
祠
へ
鳥
居
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
平
成
十
二
年
一
月
号 

「
萬
緑
」
掲
載
最
終
作
） 

 

記
録
に
残
る
最
後
の
俳
句
作
品
で
あ
る
。
文
学
か
ら
歴
史
へ
の
関
心
の
移
行
が
、
何
と
な
く
象

徴
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。 

 

見
て
来
た
よ
う
に
、
俳
句
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
の
十
九
年
間
、
松
村
の
文
学
活
動
の
中
心

に
あ
り
、
最
も
力
を
入
れ
て
来
た
文
化
的
な
活
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
そ

の
句
風
は
短
歌
と
同
じ
く
正
岡
子
規
を
源
流
と
す
る
写
実
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
人
間
存
在
の
本

質
を
追
求
す
る
加
藤
楸
邨
・
中
村
草
田
男
ら
人
間
探
究
派
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
そ
の
継
続
の
力
と
な
っ
た
の
は
、
多
く
の
句
作
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
知
友
の
存
在
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
座
の
文
芸
」
と
し
て
句
作
を
行
う
集
団
で
の
文
化
活
動
の
楽
し
み
は
、

そ
の
後
古
文
書
解
読
・
歴
史
踏
歩
に
ジ
ャ
ン
ル
を
変
え
て
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

 

五 

作
詞
・作
曲
の
試
み
に
つ
い
て 

  

松
村
の
残
し
た
数
々
の
文
芸
作
品
の
最
後
に
、
彼
の
残
し
た
作
詞
・
作
曲
の
作
品
を
見
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
音
楽
の
素
養
の
浅
い
筆
者
に
は
そ
の
楽
曲
の
良
し
悪
し
を
批
評

す
る
能
力
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
楽
譜
は
横
に
お
い
て
、
専
ら
そ
の
作
詞
（
リ
リ
ッ
ク
）
の
世

界
に
つ
い
て
紹
介
す
る
に
止
め
る
。 

松
村
の
作
詞
・
作
曲
に
対
す
る
取
り
組
み
は
早
く
か
ら
あ
り
、
亀
山
高
等
学
校
在
学
中
の
昭
和

二
十
四
年
十
二
月
、
作
詞
・
作
曲
し
た
「
亀
高
バ
ン
カ
ラ
男
の
歌
」
が
文
化
祭
の
の
ど
自
慢
大
会

で
他
生
徒
の
歌
唱
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
と
い
う
。
（
実
弟
・
松
村
勝
順
氏
「
兄
・
松
村
勝
行
と

亀
山
の
風
」
［
「
文
化
研
究
」
九
号 

平
成
二
十
二
年
十
月
］
に
よ
る
。
） 

そ
し
て
、
松
村
の
自
宅
で
発
見
し
た
も
の
の
一
つ
に
、『
作
詩
作
曲
集
』
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
、「
白
い
道
」（
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
）
か
ら
、「
お
父
さ
ん
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
」

年
も
一
年
違
い
で
、
近
い
位
置
で
共
に
研
鑽
し
て
き
た
院
生
仲
間
で
あ
っ
た
。
松
村
も
含
め
、
な

ん
と
近
し
い
人
々
に
よ
っ
て
一
つ
の
文
芸
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
と
驚
嘆
す
る
。

 
 
 
 

 

こ
の
会
は
、
和
田
康
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
加
藤
栄
一
教
授
が
平
成
九
年
三
月
に
退
官
す
る
と
同

時
に
解
散
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
初
同
人
に
加
わ
っ
て
い
た
、
俳
誌
「
樹
」
同
人
の

二
名
は
ゲ
ス
ト
的
な
存
在
で
、
会
の
大
部
分
は
上
記
の
四
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
桑

原
教
授
と
松
村
は
、
一
時
期
こ
の
俳
誌
「
樹
」
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
、
と
和
田
氏
は
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
松
村
の
残
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
大
学
俳
句
会
発
足
以
前
の
「
樹
」
平

成
三
年
一
月
号
か
ら
六
年
七
月
号
ま
で
の
作
品
の
切
り
抜
き
が
あ
る
。
加
藤
教
授
も
そ
の
同
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
樹
」
誌
の
関
係
者
を
中
心
に
「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
を
作
ろ
う
と
し
た
動
き

の
中
心
に
い
た
の
は
、
松
村
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。 

 

そ
れ
で
は
、
実
際
の
俳
句
作
品
に
即
し
て
、
そ
の
句
風
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

・
病
む
我
に
添
ひ
て
妻
子
は
春
迎
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
）

 

 

・
月
照
ら
す
人
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ぎ
し
日
を 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
七
年
三
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
寒
稽
古
絶
叫
の
中
に
吾
子
も
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
四
日 

岡
田
海
市
選
） 

 

・
ま
だ
涙
止
ま
ら
ぬ
卒
業
子
が
バ
ス
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
八
日 

岡
田
海
市
選
） 

 

・
茶
を
摘
み
し
手
に
茶
を
入
れ
て
勧
め
ら
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
七
月
） 

 

・
救
急
の
患
者
と
と
も
に
蛾
が
入
り
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
七
年
九
月 

俳
句
・
佳
作 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
麦
の
穂
を
鳴
ら
し
風
来
る
婚
の
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
二
十
一
回
全
国
俳
句
大
会
選
句
集
」
昭
和
五
十
七
年
九
十
月
） 

 

・
膳
下
げ
て
患
者
の
夜
長
始
ま
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日 

岡
田
海
市
選
） 

 

岡
田
氏
の
「
評
」
に
「
食
べ
お
わ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
盆
が
宵
の
う
ち
に
早
々
と
下
げ
ら
れ
て
か
ら

の
、
あ
の
病
室
の
無
聊
さ
が
し
か
と
描
か
れ
た
。
」
と
あ
る
。
松
村
の
長
期
療
養
生
活
の
実
体
験

が
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
雪
を
掻
く
機
械
の
雪
を
手
に
て
掻
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

・
陽
炎
へ
る
先
頭
に
教
師
指
示
を
す
る 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
八
年
七
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

・
満
月
や
ど
こ
か
に
恐
ろ
し
き
こ
と
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
［
第
一
席
］
） 

 

加
藤
氏
の
「
評
」
に
「
秋
の
明
る
い
満
月
の
夜
は
、
満
ち
て
い
る
感
じ
が
ど
こ
か
不
安
を
誘
う
。

満
月
を
仰
い
で
い
る
中
に
、
何
と
な
く
今
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
の
だ
。
」
と
あ
る
。
散
文
的
で
ど
こ
か
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
を
秘
め
て
い
る
感

じ
が
、
い
か
に
も
松
村
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

・
日
傘
さ
す
和
服
の
吾
娘
に
距
離
を
置
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
十
九
回
防
長
俳
句
大
会
作
品
集
」
昭
和
五
十
八
年
九
月
） 

 

・
稲
を
刈
り
終
え
て
句
会
の
灯
を
囲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
雲
雀
野
」
八
十
四
号 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
） 

 

「
雲
雀
野
」
の
初
出
作
の
一
つ
で
あ
る
。
い
か
に
も
楽
し
げ
な
会
の
様
子
が
浮
か
ん
で
来
る
。 

・
過
去
と
い
ふ
動
か
ざ
る
も
の
秋
深
し 

 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
九
年
一
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

石
原
八
束
選
） 

・
良
夜
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
カ
ー
テ
ン
引
き
し
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
） 

 

「
萬
緑
」
の
初
出
作
で
あ
る
。
都
会
的
な
風
景
の
中
に
も
風
流
を
求
め
る
心
の
表
れ
だ
ろ
う
。 

 

・
初
冨
士
見
る
間
も
な
く
エ
プ
ロ
ン
白
き
妻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
若
者
に
ま
た
追
ひ
越
さ
れ
草
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
昭
和
六
十
年
一
月
号
） 

 

・
入
院
の
第
一
日
は
深
き
霧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
雲
雀
野
」
九
十
六
号 

昭
和
六
十
年
一
月
） 
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句
会
で
高
得
点
を
得
た
会
心
の
作
。
「
…
入
院
初
日
の
感
慨
を
ず
ば
り
明
快
に
表
現
し
た
。
多

く
言
う
な
と
い
う
男
性
的
気
息
さ
え
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ
る
。
」
等
の
評
文
が
残
っ
て
い
る
。 

・
卒
業
子
ふ
と
裏
門
に
立
ち
寄
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
年
四
月
七
日 

安
住
敦
選
） 

 

・
車
内
や
つ
と
空
い
て
旅
な
り
み
か
ん
む
く 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
六
十
一
年
五
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
［
二
席
］ 

森
澄
雄
選
） 

 

森
氏
の
「
評
」
に
「
混
ん
で
い
る
間
は
そ
ん
な
気
分
に
な
れ
な
か
っ
た
が
、
車
内
が
空
い
て
、

や
っ
と
旅
心
に
な
り
蜜
柑
を
む
い
て
い
る
。
誰
も
納
得
す
る
旅
の
実
感
。
」
と
あ
る
。 

 

・
卒
業
子
独
り
と
な
る
を
懼
れ
ゐ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
一
年
四
月
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

学
生
を
愛
し
た
松
村
の
作
品
に
は
多
く
の
「
卒
業
子
」
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
句
の
場
合
の
モ

デ
ル
は
筆
者
自
身
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
心
境
を
松
村
に
語
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。 

 

・
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
来
し
獅
子
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
天
位
） 

 

・
村
が
市
と
な
つ
て
の
選
挙
あ
わ
だ
ち
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
五
日 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
ま
だ
天
の
雪
掌
に
ビ
ル
屋
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
平
成
二
年
三
月
十
一
日 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
英
会
話
終
わ
る
日
本
語
の
白
き
息 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
樹
」
平
成
三
年
一
月
号 

「
樹
」
誌
の
初
出
作
品
）

 
 

 
 

「
『
白
き
息
』
に
心
理
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
斬
新
な
句
。
」
と
の
評
が
あ
る
。 

 

・
祈
る
こ
と
吾
子
も
覚
え
し
冬
星
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
樹
」
平
成
四
年
三
月
号 

「
第
三
回
筑
波
大
学
俳
句
会
」
の
句
会
報
） 

 

・
白
足
袋
の
白
さ
確
か
め
喪
服
着
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
平
成
六
年
二
月
二
十
二
日 

森
か
つ
み
選
） 

 

第
一
席
で
長
文
の
「
評
」
が
あ
る
。
「
松
村
み
な
と
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
初
出
で
あ
る
。 

 

・
娘
（
こ
）
が
嫁
ぎ
真
っ
白
な
夏
季
予
定
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
平
成
七
年
八
月
二
十
九
日 

森
か
つ
み
選
） 

 

第
一
席
で
長
文
の
「
評
」
が
あ
る
。
平
成
七
年
六
月
の
一
人
娘
・
す
ゞ
か
の
結
婚
が
如
実
に
反

映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

・
妹
が
祖
母
と
な
り
け
り
聖
し
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
平
成
八
年
四
月
号 

「
萬
緑
」
へ
の
復
帰
第
一
作
） 

 

・
薄
野
の
小
さ
き
祠
へ
鳥
居
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
平
成
十
二
年
一
月
号 

「
萬
緑
」
掲
載
最
終
作
） 

 

記
録
に
残
る
最
後
の
俳
句
作
品
で
あ
る
。
文
学
か
ら
歴
史
へ
の
関
心
の
移
行
が
、
何
と
な
く
象

徴
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。 

 

見
て
来
た
よ
う
に
、
俳
句
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
の
十
九
年
間
、
松
村
の
文
学
活
動
の
中
心

に
あ
り
、
最
も
力
を
入
れ
て
来
た
文
化
的
な
活
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
そ

の
句
風
は
短
歌
と
同
じ
く
正
岡
子
規
を
源
流
と
す
る
写
実
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
人
間
存
在
の
本

質
を
追
求
す
る
加
藤
楸
邨
・
中
村
草
田
男
ら
人
間
探
究
派
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
そ
の
継
続
の
力
と
な
っ
た
の
は
、
多
く
の
句
作
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
知
友
の
存
在
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
座
の
文
芸
」
と
し
て
句
作
を
行
う
集
団
で
の
文
化
活
動
の
楽
し
み
は
、

そ
の
後
古
文
書
解
読
・
歴
史
踏
歩
に
ジ
ャ
ン
ル
を
変
え
て
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

 

五 

作
詞
・作
曲
の
試
み
に
つ
い
て 

  

松
村
の
残
し
た
数
々
の
文
芸
作
品
の
最
後
に
、
彼
の
残
し
た
作
詞
・
作
曲
の
作
品
を
見
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
音
楽
の
素
養
の
浅
い
筆
者
に
は
そ
の
楽
曲
の
良
し
悪
し
を
批
評

す
る
能
力
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
楽
譜
は
横
に
お
い
て
、
専
ら
そ
の
作
詞
（
リ
リ
ッ
ク
）
の
世

界
に
つ
い
て
紹
介
す
る
に
止
め
る
。 

松
村
の
作
詞
・
作
曲
に
対
す
る
取
り
組
み
は
早
く
か
ら
あ
り
、
亀
山
高
等
学
校
在
学
中
の
昭
和

二
十
四
年
十
二
月
、
作
詞
・
作
曲
し
た
「
亀
高
バ
ン
カ
ラ
男
の
歌
」
が
文
化
祭
の
の
ど
自
慢
大
会

で
他
生
徒
の
歌
唱
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
と
い
う
。
（
実
弟
・
松
村
勝
順
氏
「
兄
・
松
村
勝
行
と

亀
山
の
風
」
［
「
文
化
研
究
」
九
号 

平
成
二
十
二
年
十
月
］
に
よ
る
。
） 

そ
し
て
、
松
村
の
自
宅
で
発
見
し
た
も
の
の
一
つ
に
、『
作
詩
作
曲
集
』
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
、「
白
い
道
」（
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
）
か
ら
、「
お
父
さ
ん
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
」

年
も
一
年
違
い
で
、
近
い
位
置
で
共
に
研
鑽
し
て
き
た
院
生
仲
間
で
あ
っ
た
。
松
村
も
含
め
、
な

ん
と
近
し
い
人
々
に
よ
っ
て
一
つ
の
文
芸
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
と
驚
嘆
す
る
。

 
 
 
 

 

こ
の
会
は
、
和
田
康
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
加
藤
栄
一
教
授
が
平
成
九
年
三
月
に
退
官
す
る
と
同

時
に
解
散
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
初
同
人
に
加
わ
っ
て
い
た
、
俳
誌
「
樹
」
同
人
の

二
名
は
ゲ
ス
ト
的
な
存
在
で
、
会
の
大
部
分
は
上
記
の
四
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
桑

原
教
授
と
松
村
は
、
一
時
期
こ
の
俳
誌
「
樹
」
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
、
と
和
田
氏
は
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
松
村
の
残
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
大
学
俳
句
会
発
足
以
前
の
「
樹
」
平

成
三
年
一
月
号
か
ら
六
年
七
月
号
ま
で
の
作
品
の
切
り
抜
き
が
あ
る
。
加
藤
教
授
も
そ
の
同
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
樹
」
誌
の
関
係
者
を
中
心
に
「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
を
作
ろ
う
と
し
た
動
き

の
中
心
に
い
た
の
は
、
松
村
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
。 

 

そ
れ
で
は
、
実
際
の
俳
句
作
品
に
即
し
て
、
そ
の
句
風
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

・
病
む
我
に
添
ひ
て
妻
子
は
春
迎
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
）

 

 

・
月
照
ら
す
人
そ
れ
ぞ
れ
の
過
ぎ
し
日
を 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
七
年
三
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
寒
稽
古
絶
叫
の
中
に
吾
子
も
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
四
日 

岡
田
海
市
選
） 

 

・
ま
だ
涙
止
ま
ら
ぬ
卒
業
子
が
バ
ス
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
八
日 
岡
田
海
市
選
） 

 

・
茶
を
摘
み
し
手
に
茶
を
入
れ
て
勧
め
ら
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
俳
句
」
昭
和
五
十
七
年
七
月
） 

 

・
救
急
の
患
者
と
と
も
に
蛾
が
入
り
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
七
年
九
月 

俳
句
・
佳
作 

金
子
兜
太
選
） 

 

・
麦
の
穂
を
鳴
ら
し
風
来
る
婚
の
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
二
十
一
回
全
国
俳
句
大
会
選
句
集
」
昭
和
五
十
七
年
九
十
月
） 

 

・
膳
下
げ
て
患
者
の
夜
長
始
ま
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日 

岡
田
海
市
選
） 

 

岡
田
氏
の
「
評
」
に
「
食
べ
お
わ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
盆
が
宵
の
う
ち
に
早
々
と
下
げ
ら
れ
て
か
ら

の
、
あ
の
病
室
の
無
聊
さ
が
し
か
と
描
か
れ
た
。
」
と
あ
る
。
松
村
の
長
期
療
養
生
活
の
実
体
験

が
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
雪
を
掻
く
機
械
の
雪
を
手
に
て
掻
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

・
陽
炎
へ
る
先
頭
に
教
師
指
示
を
す
る 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
八
年
七
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

加
藤
楸
邨
選
） 

 

・
満
月
や
ど
こ
か
に
恐
ろ
し
き
こ
と
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
三
日 

加
藤
楸
邨
選
［
第
一
席
］
） 

 

加
藤
氏
の
「
評
」
に
「
秋
の
明
る
い
満
月
の
夜
は
、
満
ち
て
い
る
感
じ
が
ど
こ
か
不
安
を
誘
う
。

満
月
を
仰
い
で
い
る
中
に
、
何
と
な
く
今
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
の
だ
。
」
と
あ
る
。
散
文
的
で
ど
こ
か
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
を
秘
め
て
い
る
感

じ
が
、
い
か
に
も
松
村
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

・
日
傘
さ
す
和
服
の
吾
娘
に
距
離
を
置
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
十
九
回
防
長
俳
句
大
会
作
品
集
」
昭
和
五
十
八
年
九
月
） 

 

・
稲
を
刈
り
終
え
て
句
会
の
灯
を
囲
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
雲
雀
野
」
八
十
四
号 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
） 

 

「
雲
雀
野
」
の
初
出
作
の
一
つ
で
あ
る
。
い
か
に
も
楽
し
げ
な
会
の
様
子
が
浮
か
ん
で
来
る
。 

・
過
去
と
い
ふ
動
か
ざ
る
も
の
秋
深
し 

 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
九
年
一
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
俳
句
・
佳
作 

石
原
八
束
選
） 

・
良
夜
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
カ
ー
テ
ン
引
き
し
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
萬
緑
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
） 

 

「
萬
緑
」
の
初
出
作
で
あ
る
。
都
会
的
な
風
景
の
中
に
も
風
流
を
求
め
る
心
の
表
れ
だ
ろ
う
。 

 
・
初
冨
士
見
る
間
も
な
く
エ
プ
ロ
ン
白
き
妻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
若
者
に
ま
た
追
ひ
越
さ
れ
草
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
昭
和
六
十
年
一
月
号
） 

 

・
入
院
の
第
一
日
は
深
き
霧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
雲
雀
野
」
九
十
六
号 

昭
和
六
十
年
一
月
） 
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次
に
俳
句
作
品
を
見
て
い
き
た
い
。
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
る
昭
和
二
十
年
代
の
「
創
作
ノ
ー

ト
」
に
は
、
俳
句
の
実
作
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
や
は
り
大
病
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
五

十
六
年
ご
ろ
か
ら
短
歌
と
並
行
し
て
意
図
的
に
句
作
を
始
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

〈
整
理
の
鬼
〉
と
も
言
う
べ
き
特
徴
が
出
た
、
季
題
別
に
分
類
さ
れ
た
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
片
面
の

み
の
俳
句
稿
が
、
自
分
の
手
元
に
二
六
八
枚
確
認
で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
正
月
の
句
だ
け
で
も

「
屠
蘇
」「
鏡
餅
」「
注
連
縄
」
な
ど
と
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
作
句
数
は
千

句
に
近
い
。
お
そ
ら
く
生
涯
の
作
句
数
は
二
千
句
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

全
国
版
の
出
版
物
で
、
松
村
の
俳
句
作
品
が
最
初
に
公
表
さ
れ
た
例
は
次
の
一
句
だ
ろ
う
。 

 

・
蝉
鳴
く
や
団
地
に
木
陰
で
き
た
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
六
年
八
月
十
六
日 

加
藤
楸
邨
選
［
第
一
席
］
） 

 

加
藤
氏
の
「
評
」
を
次
に
引
く
。
「
近
頃
は
高
い
建
築
が
多
く
な
っ
て
、
蝉
の
鳴
く
場
が
す
っ

か
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
作
者
の
付
近
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
団

地
に
木
が
植
え
ら
れ
て
よ
う
や
く
木
陰
と
い
う
も
の
が
で
き
た
。
そ
こ
に
蝉
の
音
を
聞
い
た
よ
ろ

こ
び
な
の
で
あ
る
。
今
の
時
代
が
蝉
を
通
し
て
感
じ
と
ら
れ
て
い
る
。
」
と
、
こ
の
週
の
十
句
の

批
評
の
大
半
が
、
松
村
の
こ
の
句
に
対
す
る
評
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
破
格
の
待
遇
で
あ

り
、
松
村
の
俳
句
熱
を
一
気
に
高
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

・
相
と
も
に
昔
の
こ
と
を
盆
の
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
六
年
九
月
十
六
日 

岡
田
海
市
選
） 

短
歌
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
茨
城
版
の
「
茨
城
俳
句
」

欄
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
り
入
選
し
掲
載
を
果
た
し
て
い
る
。
（
そ

の
後
、
一
時
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
平
成
六
～
八
年
の
間
に
十
回
掲
載
が
認
め
ら
れ
る
。
）
そ
の
選

者
で
あ
っ
た
岡
田
海
市
氏
は
現
代
俳
句
を
代
表
す
る
俳
誌
「
萬
緑
」
（
中
村
草
田
男
創
刊
）
の
幹

部
同
人
で
、
「
萬
緑
」
茨
城
支
部
「
雲
雀
野
」
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
六
月

に
逝
去
し
た
。
「
茨
城
俳
句
」
の
選
者
は
同
じ
く
「
雲
雀
野
」
顧
問
の
塙
毅
比
古
氏
に
代
わ
っ
た

が
、
松
村
の
こ
の
欄
へ
の
作
品
発
表
は
岡
田
氏
没
後
急
速
に
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
岡
田

海
市
と
い
う
人
物
へ
の
松
村
の
傾
倒
の
念
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

松
村
は
昭
和
五
十
六
年
以
後
、
急
速
に
俳
句
の
創
作
活
動
に
没
頭
し
て
い
く
。
ま
ず
居
住
し
て

い
た
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
（
現
・
つ
く
ば
市
）
の
広
報
誌
「
さ
く
ら
村
報
」
の
「
さ
く
ら
俳
壇
」

に
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
か
ら
投
稿
掲
載
を
始
め
、
翌
五
十
七
年
十
一
月
十
四
日
の
桜
村
文
化
祭

俳
句
大
会
に
参
加
し
た
。
同
月
に
は
地
元
有
志
が
行
っ
て
い
た
桜
村
竹
園
さ
く
ら
俳
句
講
座
の
機

関
紙
「
さ
く
ら
」（
横
田
清
桜
子
発
行
）
第
八
号
か
ら
作
品
を
発
表
す
る
。「
さ
く
ら
」
へ
の
作
品

発
表
は
、
第
五
十
四
号
（
昭
和
六
十
年
九
月
）
ま
で
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
そ
の
関
連
で
昭
和
六

十
一
年
頃
「
ふ
も
と
」
（
市
村
芳
男
代
表
）
と
い
う
同
人
誌
に
も
関
係
し
て
い
た
ら
し
い
。 

一
方
、
先
述
の
岡
田
海
市
の
関
係
で
、
茨
城
萬
緑
会
「
雲
雀
野
」
に
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
（
八

十
二
号
）
よ
り
加
入
す
る
。
こ
の
会
に
お
い
て
も
、
次
第
に
代
表
的
な
作
者
に
数
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
九
日
に
実
施
さ
れ
た
「
学
園
都
市
吟
行
」
に
お
い
て
は
、
松
村
は

そ
の
世
話
役
を
務
め
た
こ
と
が
当
時
の
新
聞
各
紙
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
筑
波
大
学
在
学
時
の
筆
者

も
こ
の
行
事
に
ゲ
ス
ト
参
加
し
て
い
る
。
「
雲
雀
野
」
に
は
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
（
第
一
一
七

号
）
ま
で
作
品
発
表
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
そ
の
全
国
誌
「
萬
緑
」
に
も
、
昭
和
五
十
九
年
一

月
に
入
会
し
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
号
ま
で
は
、
ほ
ぼ
毎
月
三
句
の
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。 

平
成
期
に
入
っ
て
「
萬
緑
」
に
は
、
次
に
述
べ
る
「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
の
活
動
の
た
め
か
、
し

ば
ら
く
発
表
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
平
成
八
年
四
月
号
か
ら
「
松
村
み
な
と
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

発
表
を
再
開
し
、
平
成
十
二
年
一
月
号
ま
で
発
表
が
確
認
で
き
る
。 

 

「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
は
、
松
村
の
句
歴
を
考
え
る
上
で
、
最
も
文
学
的
に
は
重
要
な
位
置
を

占
め
る
か
も
知
れ
な
い
団
体
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
平
成
三
年
十
月
に
筑
波
大
学
社
会
工
学
系
教

授
加
藤
栄
一
（
俳
号
・
国
彦
）
が
中
心
と
な
り
、
文
芸
・
言
語
学
系
教
授
桑
原
博
史
（
俳
号
・
白

志
）
、
文
芸
・
言
語
研
究
科
院
生
和
田
康
一
郎
、
俳
誌
「
樹
」
同
人
の
堀
部
真
・
田
中
格
太
郎
、

そ
し
て
当
時
学
生
課
事
務
官
の
松
村
勝
行
（
こ
の
会
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
「
活
機
」
）
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
俳
句
会
で
あ
っ
た
。
大
学
教
授
や
博
士
課
程
の
院
生
の
中
に
あ
っ

て
、
滔
々
と
俳
句
を
語
り
対
等
に
渡
り
合
っ
て
い
る
高
校
卒
の
松
村
の
姿
が
眼
に
浮
か
ん
で
来
て

痛
快
で
あ
る
。
一
度
に
十
句
を
投
句
し
、
点
数
を
競
い
相
互
に
批
評
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

筆
者
に
と
っ
て
驚
く
べ
き
偶
然
で
あ
っ
た
の
は
、
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
松
村
・
桑
原
教
授
・

和
田
氏
の
三
名
が
直
接
の
知
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
古
・
中
世
文
学
専
門
の
桑
原
教
授
か

ら
は
、
大
学
の
学
部
・
院
時
代
を
通
じ
て
「
更
級
日
記
」
や
「
能
因
法
師
集
」
の
ゼ
ミ
で
お
世
話

に
な
っ
た
し
、
後
に
東
京
成
徳
短
期
大
学
教
員
と
な
っ
た
和
田
康
一
郎
氏
は
筆
者
と
同
年
齢
、
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
楡
」
昭
和
五
十
九
年
七
月
） 

・
任
地
に
て
八
度
目
の
春
保
母
と
い
う
道
を
選
び
て
吾
娘
が
巣
立
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
未
来
」
昭
和
六
十
年
四
月
） 

 

・
転
勤
を
重
ね
し
父
が
任
地
に
て
汲
み
し
若
井
に
わ
れ
育
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

松
村
は
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
、「
松
村 

津
（
し
ん
）」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
平
成
四
年
頃
ま
で

短
歌
・
俳
句
の
両
ジ
ャ
ン
ル
に
於
い
て
使
用
し
て
い
る
。
動
機
は
不
明
だ
が
、
故
郷
三
重
県
津
市

に
寄
せ
る
思
い
の
強
さ
は
分
か
る
。 

・
い
す
を
回
し
春
雪
の
窓
見
て
い
た
り
転
勤
内
示
を
受
け
て
三
日
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
六
十
三
年
六
月
四
日 

佐
佐
木
幸
綱
選
［
第
二
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
佐
佐
木
氏
の
「
評
」
に
「
職
場
の
や
や
弛
緩
し
た
時
間
を
う
た
っ
て
い
る
。
現
代

短
歌
は
一
つ
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
場
そ
の
も
の
と
鋭
く
交
錯
す
る
方
向
を
選
択
し
た
。
機
構
、

組
織
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
は
、
こ
う
し
た
緊
迫
と
弛
緩
の
く
り
返
し

の
中
に
人
間
ら
し
い
充
実
の
瞬
間
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
だ
。
」
と
あ
る
。
現
代

短
歌
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
、
文
学
的
価
値
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

昭
和
か
ら
平
成
に
年
号
が
移
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
松
村
の
俳
句
熱
が
、
古
文
書
熱
と
並
行
し

て
高
く
な
る
こ
と
と
反
比
例
し
て
、「
未
来
」「
楡
」
を
脱
会
し
て
い
た
松
村
に
と
っ
て
は
、
短
歌

は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
自
己
表
現
手
段
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
左
記
に
掲
げ
る

よ
う
に
時
々
目
を
見
張
る
作
品
を
「
朝
日
歌
壇
」
等
に
発
表
し
て
い
る
。 

・
就
職
に
不
利
と
い
わ
れ
る
卒
論
の
テ
ー
マ
を
捨
て
ぬ
君
の
窓
の
灯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
二
年
一
月
二
八
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
一
席
］
） 

・
齢
ま
た
一
つ
重
ね
ぬ
献
体
の
書
類
に
娘
だ
け
が
印
押
さ
ぬ
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
現
代
」
平
成
二
年
八
月 

読
者
歌
壇
・
佳
作
） 

・
卒
業
へ
単
位
満
た
し
て
人
形
劇
公
演
へ
君
の
最
後
の
徹
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
三
年
四
月
七
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
二
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
近
藤
氏
の
「
評
」
に
「
卒
業
の
単
位
を
満
た
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
後
の
人
形
劇

公
演
の
た
め
徹
夜
す
る
中
に
そ
の
一
人
も
い
る
。
そ
う
し
た
青
春
の
世
界
の
ま
ぶ
し
さ
を
哀
愁
と

し
て
見
守
っ
て
い
る
一
教
師
な
の
か
。
」
と
あ
る
。
松
村
は
既
に
「
未
来
」
を
脱
会
し
て
い
た
模

様
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
現
代
歌
壇
の
第
一
人
者
か
ら
注
目
を
受
け
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
し
て
、
若
い
大
学
生
と
会
話
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
松
村
の
視
線
は
、
学
校
の
事
務
職
員
の

域
を
超
え
た
、
教
師
に
近
い
、
暖
か
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

・
定
年
前
退
職
に
同
意
し
て
く
れ
し
妻
の
変
わ
ら
ぬ
小
さ
な
寝
息 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
現
代
」
平
成
四
年
四
月 

読
者
歌
壇
・
特
選
） 

 

・
狼
は
保
母
に
や
ら
せ
て
七
匹
の
子
羊
と
な
り
児
ら
は
母
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
四
年
六
月
二
十
一
日 

近
藤
芳
美
選
） 

 

そ
の
他
に
も
「
朝
日
歌
壇
」
を
中
心
に
全
国
レ
ベ
ル
の
新
聞
・
雑
誌
に
作
品
を
掲
載
し
た
事
例

は
何
度
か
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
完
璧
に
は
そ
の
蒐
集
は
出
来
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
そ
の
歌
風
は
、
実
生
活
上
の
、
妻
や
一
人
娘
、
あ
る
い
は
多
く
の
知
り
合
い
の
筑
波
大
学
の

学
生
な
ど
と
の
触
れ
合
い
か
ら
多
く
の
作
品
の
材
料
を
得
て
お
り
、
写
実
を
根
底
に
置
い
た
、
誠

実
で
哀
感
の
漂
う
叙
情
に
特
徴
が
あ
る
。
平
成
五
年
か
ら
の
十
五
年
間
は
公
に
発
表
し
た
短
歌
作

品
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
だ
が
、
平
成
七
年
に
結
婚
し
た
一
人
娘
が
生
ん
だ
二
人
の
孫
の
子
守
り

を
題
材
に
取
っ
た
作
品
な
ど
を
、
毎
年
の
年
賀
状
に
印
刷
し
て
送
っ
て
き
て
く
れ
た
り
も
し
て
い

て
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
親
族
の
間
で
は
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。 

 

・
耳
遠
き
妻
と
入
歯
の
合
わ
ぬ
我
会
話
無
き
ま
ま
夕
餉
済
ま
せ
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日 

佐
佐
木
幸
綱
選
） 

 

最
後
の
一
首
は
、
生
前
発
表
さ
れ
た
最
後
の
文
学
作
品
と
言
え
よ
う
。
そ
の
八
月
二
十
六
日
の

死
の
一
つ
の
遠
因
を
示
し
て
い
る
作
品
と
し
て
、
特
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
る
。
長
い
ブ
ラ
ン
ク

を
経
て
久
し
ぶ
り
に
公
に
さ
れ
た
作
品
が
こ
の
よ
う
な
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
複
雑
な

思
い
を
禁
じ
え
な
い
。 

 

松
村
の
短
歌
作
品
の
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
て
分
か
る
特
徴
は
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
系
の
結
社 

「
未
来
」
に
身
を
置
い
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
徹
底
的
に
身
辺
の
事
象
を
写
実
的
な
手
法
を

も
っ
て
丁
寧
に
描
写
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
わ
ば
死
地
を
見
た
経
験
を
し
た
後
の
、

壮
年
期
の
落
ち
着
い
た
精
神
状
態
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
境
地
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る

と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

 

四 

俳
句
作
品
に
つ
い
て 
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次
に
俳
句
作
品
を
見
て
い
き
た
い
。
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
る
昭
和
二
十
年
代
の
「
創
作
ノ
ー

ト
」
に
は
、
俳
句
の
実
作
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
や
は
り
大
病
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
五

十
六
年
ご
ろ
か
ら
短
歌
と
並
行
し
て
意
図
的
に
句
作
を
始
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

〈
整
理
の
鬼
〉
と
も
言
う
べ
き
特
徴
が
出
た
、
季
題
別
に
分
類
さ
れ
た
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
片
面
の

み
の
俳
句
稿
が
、
自
分
の
手
元
に
二
六
八
枚
確
認
で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
正
月
の
句
だ
け
で
も

「
屠
蘇
」「
鏡
餅
」「
注
連
縄
」
な
ど
と
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
作
句
数
は
千

句
に
近
い
。
お
そ
ら
く
生
涯
の
作
句
数
は
二
千
句
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

全
国
版
の
出
版
物
で
、
松
村
の
俳
句
作
品
が
最
初
に
公
表
さ
れ
た
例
は
次
の
一
句
だ
ろ
う
。 

 

・
蝉
鳴
く
や
団
地
に
木
陰
で
き
た
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
俳
壇
」
昭
和
五
十
六
年
八
月
十
六
日 

加
藤
楸
邨
選
［
第
一
席
］
） 

 

加
藤
氏
の
「
評
」
を
次
に
引
く
。
「
近
頃
は
高
い
建
築
が
多
く
な
っ
て
、
蝉
の
鳴
く
場
が
す
っ

か
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
作
者
の
付
近
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
団

地
に
木
が
植
え
ら
れ
て
よ
う
や
く
木
陰
と
い
う
も
の
が
で
き
た
。
そ
こ
に
蝉
の
音
を
聞
い
た
よ
ろ

こ
び
な
の
で
あ
る
。
今
の
時
代
が
蝉
を
通
し
て
感
じ
と
ら
れ
て
い
る
。
」
と
、
こ
の
週
の
十
句
の

批
評
の
大
半
が
、
松
村
の
こ
の
句
に
対
す
る
評
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
破
格
の
待
遇
で
あ

り
、
松
村
の
俳
句
熱
を
一
気
に
高
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

・
相
と
も
に
昔
の
こ
と
を
盆
の
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
俳
句
」
昭
和
五
十
六
年
九
月
十
六
日 

岡
田
海
市
選
） 

短
歌
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
茨
城
版
の
「
茨
城
俳
句
」

欄
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
ま
で
一
一
五
回
に
わ
た
り
入
選
し
掲
載
を
果
た
し
て
い
る
。
（
そ

の
後
、
一
時
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
平
成
六
～
八
年
の
間
に
十
回
掲
載
が
認
め
ら
れ
る
。
）
そ
の
選

者
で
あ
っ
た
岡
田
海
市
氏
は
現
代
俳
句
を
代
表
す
る
俳
誌
「
萬
緑
」
（
中
村
草
田
男
創
刊
）
の
幹

部
同
人
で
、
「
萬
緑
」
茨
城
支
部
「
雲
雀
野
」
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
六
月

に
逝
去
し
た
。
「
茨
城
俳
句
」
の
選
者
は
同
じ
く
「
雲
雀
野
」
顧
問
の
塙
毅
比
古
氏
に
代
わ
っ
た

が
、
松
村
の
こ
の
欄
へ
の
作
品
発
表
は
岡
田
氏
没
後
急
速
に
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
岡
田

海
市
と
い
う
人
物
へ
の
松
村
の
傾
倒
の
念
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

松
村
は
昭
和
五
十
六
年
以
後
、
急
速
に
俳
句
の
創
作
活
動
に
没
頭
し
て
い
く
。
ま
ず
居
住
し
て

い
た
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
（
現
・
つ
く
ば
市
）
の
広
報
誌
「
さ
く
ら
村
報
」
の
「
さ
く
ら
俳
壇
」

に
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
か
ら
投
稿
掲
載
を
始
め
、
翌
五
十
七
年
十
一
月
十
四
日
の
桜
村
文
化
祭

俳
句
大
会
に
参
加
し
た
。
同
月
に
は
地
元
有
志
が
行
っ
て
い
た
桜
村
竹
園
さ
く
ら
俳
句
講
座
の
機

関
紙
「
さ
く
ら
」（
横
田
清
桜
子
発
行
）
第
八
号
か
ら
作
品
を
発
表
す
る
。「
さ
く
ら
」
へ
の
作
品

発
表
は
、
第
五
十
四
号
（
昭
和
六
十
年
九
月
）
ま
で
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
そ
の
関
連
で
昭
和
六

十
一
年
頃
「
ふ
も
と
」
（
市
村
芳
男
代
表
）
と
い
う
同
人
誌
に
も
関
係
し
て
い
た
ら
し
い
。 

一
方
、
先
述
の
岡
田
海
市
の
関
係
で
、
茨
城
萬
緑
会
「
雲
雀
野
」
に
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
（
八

十
二
号
）
よ
り
加
入
す
る
。
こ
の
会
に
お
い
て
も
、
次
第
に
代
表
的
な
作
者
に
数
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
九
日
に
実
施
さ
れ
た
「
学
園
都
市
吟
行
」
に
お
い
て
は
、
松
村
は

そ
の
世
話
役
を
務
め
た
こ
と
が
当
時
の
新
聞
各
紙
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
筑
波
大
学
在
学
時
の
筆
者

も
こ
の
行
事
に
ゲ
ス
ト
参
加
し
て
い
る
。
「
雲
雀
野
」
に
は
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
（
第
一
一
七

号
）
ま
で
作
品
発
表
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
そ
の
全
国
誌
「
萬
緑
」
に
も
、
昭
和
五
十
九
年
一

月
に
入
会
し
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
号
ま
で
は
、
ほ
ぼ
毎
月
三
句
の
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。 

平
成
期
に
入
っ
て
「
萬
緑
」
に
は
、
次
に
述
べ
る
「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
の
活
動
の
た
め
か
、
し

ば
ら
く
発
表
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
平
成
八
年
四
月
号
か
ら
「
松
村
み
な
と
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

発
表
を
再
開
し
、
平
成
十
二
年
一
月
号
ま
で
発
表
が
確
認
で
き
る
。 

 

「
筑
波
大
学
俳
句
会
」
は
、
松
村
の
句
歴
を
考
え
る
上
で
、
最
も
文
学
的
に
は
重
要
な
位
置
を

占
め
る
か
も
知
れ
な
い
団
体
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
平
成
三
年
十
月
に
筑
波
大
学
社
会
工
学
系
教

授
加
藤
栄
一
（
俳
号
・
国
彦
）
が
中
心
と
な
り
、
文
芸
・
言
語
学
系
教
授
桑
原
博
史
（
俳
号
・
白

志
）
、
文
芸
・
言
語
研
究
科
院
生
和
田
康
一
郎
、
俳
誌
「
樹
」
同
人
の
堀
部
真
・
田
中
格
太
郎
、

そ
し
て
当
時
学
生
課
事
務
官
の
松
村
勝
行
（
こ
の
会
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
「
活
機
」
）
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
俳
句
会
で
あ
っ
た
。
大
学
教
授
や
博
士
課
程
の
院
生
の
中
に
あ
っ

て
、
滔
々
と
俳
句
を
語
り
対
等
に
渡
り
合
っ
て
い
る
高
校
卒
の
松
村
の
姿
が
眼
に
浮
か
ん
で
来
て

痛
快
で
あ
る
。
一
度
に
十
句
を
投
句
し
、
点
数
を
競
い
相
互
に
批
評
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

筆
者
に
と
っ
て
驚
く
べ
き
偶
然
で
あ
っ
た
の
は
、
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
松
村
・
桑
原
教
授
・

和
田
氏
の
三
名
が
直
接
の
知
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
古
・
中
世
文
学
専
門
の
桑
原
教
授
か

ら
は
、
大
学
の
学
部
・
院
時
代
を
通
じ
て
「
更
級
日
記
」
や
「
能
因
法
師
集
」
の
ゼ
ミ
で
お
世
話

に
な
っ
た
し
、
後
に
東
京
成
徳
短
期
大
学
教
員
と
な
っ
た
和
田
康
一
郎
氏
は
筆
者
と
同
年
齢
、
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
楡
」
昭
和
五
十
九
年
七
月
） 

・
任
地
に
て
八
度
目
の
春
保
母
と
い
う
道
を
選
び
て
吾
娘
が
巣
立
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
未
来
」
昭
和
六
十
年
四
月
） 

 

・
転
勤
を
重
ね
し
父
が
任
地
に
て
汲
み
し
若
井
に
わ
れ
育
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

松
村
は
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
、「
松
村 

津
（
し
ん
）」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
平
成
四
年
頃
ま
で

短
歌
・
俳
句
の
両
ジ
ャ
ン
ル
に
於
い
て
使
用
し
て
い
る
。
動
機
は
不
明
だ
が
、
故
郷
三
重
県
津
市

に
寄
せ
る
思
い
の
強
さ
は
分
か
る
。 

・
い
す
を
回
し
春
雪
の
窓
見
て
い
た
り
転
勤
内
示
を
受
け
て
三
日
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
六
十
三
年
六
月
四
日 

佐
佐
木
幸
綱
選
［
第
二
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
佐
佐
木
氏
の
「
評
」
に
「
職
場
の
や
や
弛
緩
し
た
時
間
を
う
た
っ
て
い
る
。
現
代

短
歌
は
一
つ
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
場
そ
の
も
の
と
鋭
く
交
錯
す
る
方
向
を
選
択
し
た
。
機
構
、

組
織
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
は
、
こ
う
し
た
緊
迫
と
弛
緩
の
く
り
返
し

の
中
に
人
間
ら
し
い
充
実
の
瞬
間
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
だ
。
」
と
あ
る
。
現
代

短
歌
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
、
文
学
的
価
値
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

昭
和
か
ら
平
成
に
年
号
が
移
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
松
村
の
俳
句
熱
が
、
古
文
書
熱
と
並
行
し

て
高
く
な
る
こ
と
と
反
比
例
し
て
、「
未
来
」「
楡
」
を
脱
会
し
て
い
た
松
村
に
と
っ
て
は
、
短
歌

は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
自
己
表
現
手
段
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
左
記
に
掲
げ
る

よ
う
に
時
々
目
を
見
張
る
作
品
を
「
朝
日
歌
壇
」
等
に
発
表
し
て
い
る
。 

・
就
職
に
不
利
と
い
わ
れ
る
卒
論
の
テ
ー
マ
を
捨
て
ぬ
君
の
窓
の
灯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
二
年
一
月
二
八
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
一
席
］
） 

・
齢
ま
た
一
つ
重
ね
ぬ
献
体
の
書
類
に
娘
だ
け
が
印
押
さ
ぬ
ま
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
現
代
」
平
成
二
年
八
月 

読
者
歌
壇
・
佳
作
） 

・
卒
業
へ
単
位
満
た
し
て
人
形
劇
公
演
へ
君
の
最
後
の
徹
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
三
年
四
月
七
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
二
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
近
藤
氏
の
「
評
」
に
「
卒
業
の
単
位
を
満
た
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
後
の
人
形
劇

公
演
の
た
め
徹
夜
す
る
中
に
そ
の
一
人
も
い
る
。
そ
う
し
た
青
春
の
世
界
の
ま
ぶ
し
さ
を
哀
愁
と

し
て
見
守
っ
て
い
る
一
教
師
な
の
か
。
」
と
あ
る
。
松
村
は
既
に
「
未
来
」
を
脱
会
し
て
い
た
模

様
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
現
代
歌
壇
の
第
一
人
者
か
ら
注
目
を
受
け
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
し
て
、
若
い
大
学
生
と
会
話
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
松
村
の
視
線
は
、
学
校
の
事
務
職
員
の

域
を
超
え
た
、
教
師
に
近
い
、
暖
か
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

・
定
年
前
退
職
に
同
意
し
て
く
れ
し
妻
の
変
わ
ら
ぬ
小
さ
な
寝
息 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
現
代
」
平
成
四
年
四
月 

読
者
歌
壇
・
特
選
） 

 

・
狼
は
保
母
に
や
ら
せ
て
七
匹
の
子
羊
と
な
り
児
ら
は
母
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
四
年
六
月
二
十
一
日 

近
藤
芳
美
選
） 

 

そ
の
他
に
も
「
朝
日
歌
壇
」
を
中
心
に
全
国
レ
ベ
ル
の
新
聞
・
雑
誌
に
作
品
を
掲
載
し
た
事
例

は
何
度
か
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
完
璧
に
は
そ
の
蒐
集
は
出
来
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
そ
の
歌
風
は
、
実
生
活
上
の
、
妻
や
一
人
娘
、
あ
る
い
は
多
く
の
知
り
合
い
の
筑
波
大
学
の

学
生
な
ど
と
の
触
れ
合
い
か
ら
多
く
の
作
品
の
材
料
を
得
て
お
り
、
写
実
を
根
底
に
置
い
た
、
誠

実
で
哀
感
の
漂
う
叙
情
に
特
徴
が
あ
る
。
平
成
五
年
か
ら
の
十
五
年
間
は
公
に
発
表
し
た
短
歌
作

品
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
だ
が
、
平
成
七
年
に
結
婚
し
た
一
人
娘
が
生
ん
だ
二
人
の
孫
の
子
守
り

を
題
材
に
取
っ
た
作
品
な
ど
を
、
毎
年
の
年
賀
状
に
印
刷
し
て
送
っ
て
き
て
く
れ
た
り
も
し
て
い

て
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
親
族
の
間
で
は
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。 

 

・
耳
遠
き
妻
と
入
歯
の
合
わ
ぬ
我
会
話
無
き
ま
ま
夕
餉
済
ま
せ
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日 

佐
佐
木
幸
綱
選
） 

 

最
後
の
一
首
は
、
生
前
発
表
さ
れ
た
最
後
の
文
学
作
品
と
言
え
よ
う
。
そ
の
八
月
二
十
六
日
の

死
の
一
つ
の
遠
因
を
示
し
て
い
る
作
品
と
し
て
、
特
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
る
。
長
い
ブ
ラ
ン
ク

を
経
て
久
し
ぶ
り
に
公
に
さ
れ
た
作
品
が
こ
の
よ
う
な
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
複
雑
な

思
い
を
禁
じ
え
な
い
。 

 

松
村
の
短
歌
作
品
の
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
て
分
か
る
特
徴
は
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
系
の
結
社 

「
未
来
」
に
身
を
置
い
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
徹
底
的
に
身
辺
の
事
象
を
写
実
的
な
手
法
を

も
っ
て
丁
寧
に
描
写
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
わ
ば
死
地
を
見
た
経
験
を
し
た
後
の
、

壮
年
期
の
落
ち
着
い
た
精
神
状
態
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
境
地
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る

と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。 

 

四 

俳
句
作
品
に
つ
い
て 
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「
未
来
」
に
も
加
入
し
、
昭
和
六
十
年
度
頃
ま
で
は
活
動
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
は
昭
和
五
十

八
・
五
十
九
年
の
二
年
間
に
お
い
て
は
、
地
元
の
「
山
と
湖
短
歌
会
」
（
斎
藤
巌
主
宰
）・
「
土
浦

歌
話
会
」
と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
戯
曲
・
詩
・
俳
句
な
ど

の
活
発
な
創
作
活
動
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
訳
だ
か
ら
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
の
松
村
の
創

作
意
欲
に
は
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
大
病
を
克
服
し
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び

に
満
ち
溢
れ
て
い
た
絶
頂
期
と
も
言
え
よ
う
。 

 

短
歌
の
代
表
作
を
以
下
に
挙
げ
て
い
く
。 

 

・
一
枚
の
紙
に
押
さ
れ
し
否
の
文
字
に
我
が
歩
む
道
か
く
も
変
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
短
歌
」 

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
四
日 

大
野
誠
夫
選
） 

 

こ
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
茨
城
版
の
「
茨
城
短
歌
」
欄
に
は
、
昭
和
五
十
九

年
五
月
ま
で
三
十
四
回
に
わ
た
り
入
選
し
掲
載
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
昭
和
六
十
年
ま
で

は
、
ま
と
ま
っ
た
短
歌
作
品
の
発
表
の
舞
台
は
、
主
に
「
楡
」
「
未
来
」
誌
と
な
っ
て
い
る
。 

・
蒟
蒻
の
お
化
け
を
振
り
て
夏
の
夜
を
保
育
実
習
吾
子
は
励
み
ぬ 

 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
七
年
九
月
十
二
日 

馬
場
あ
き
子
・
近
藤
芳
美
選
） 

 

お
そ
ら
く
全
国
版
の
出
版
物
で
松
村
の
短
歌
作
品
が
公
表
さ
れ
た
最
初
の
作
品
だ
が
、
馬
場
氏

が
三
席
、
近
藤
氏
が
二
席
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
近
藤
氏
の
評
を
次
に
引
く
。
「
保
育
実

習
に
、
吾
が
子
は
蒟
蒻
の
お
化
け
を
使
う
の
だ
と
い
う
。
夏
の
夜
の
歌
。
そ
の
何
で
も
な
い
よ
う

な
こ
と
の
中
に
父
親
の
目
と
こ
こ
ろ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
」 

・
閉
館
の
チ
ャ
イ
ム
に
出
で
し
図
書
館
の
あ
か
り
消
え
い
く
バ
ス
を
待
つ
間
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
十
一
回
全
国
短
歌
大
会
」
昭
和
五
十
七
年
九
月
・
佳
作 

篠
弘
選
） 

 

・
青
葉
濃
く
窓
に
照
り
映
ゆ
図
書
館
の
古
書
に
埋
ま
り
て
君
微
笑
み
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
昭
和
五
十
七
年
十
月 

公
募
短
歌
館
・
佳
作 

塚
本
邦
雄
選
） 

・
縁
側
に
干
大
根
の
影
ゆ
れ
て
訪
う
人
絶
え
し
老
の
初
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
徹
夜
し
て
卒
業
論
文
書
き
終
え
し
君
は
髪
解
く
ミ
サ
へ
行
く
と
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
三
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
一
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
近
藤
氏
の
「
評
」
は
省
略
す
る
が
、
わ
ず
か
の
期
間
で
あ
る
が
松
村
が
短
歌
結
社

「
未
来
」
に
加
入
し
た
の
は
、
森
田
孟
の
縁
も
あ
ろ
う
が
、
た
び
た
び
高
く
取
り
上
げ
て
く
れ
た

近
藤
芳
美
と
い
う
歌
人
へ
の
尊
敬
の
念
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
、 

 

・
歳
時
記
を
説
き
つ
つ
句
会
進
行
す
土
知
ら
ず
し
て
育
ち
し
我
ら 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
八
年
三
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン 

生
方
た
つ
ゑ
選
［
二
席
］
） 

 

生
方
氏
の
「
評
」
に
「
句
会
と
い
う
知
的
な
あ
つ
ま
り
の
中
で
、
歳
時
記
を
起
点
と
し
て
自
分

の
生
き
方
を
反
省
し
て
い
ま
す
。
理
に
落
ち
な
く
て
よ
く
感
動
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
」
と
あ
る
。

句
会
の
場
に
取
材
し
た
短
歌
と
い
う
珍
し
い
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
集
団
と
し
て
楽
し
む

俳
句
、
個
人
の
心
境
を
詠
む
短
歌
と
い
う
、
松
村
の
中
で
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
づ
け
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

・
転
勤
の
我
に
付
き
来
て
父
逝
き
ぬ
雲
見
る
だ
け
の
日
日
と
記
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
公
募
短
歌
館
・
佳
作 

昭
和
五
十
八
年
四
月 

山
田
あ
き
選
） 

故
郷
を
遠
く
離
れ
た
筑
波
の
地
で
父
・
勝
義
を
葬
る
し
か
な
か
っ
た
松
村
の
痛
恨
の
思
い
が
こ

も
っ
た
名
作
だ
と
思
う
。 

・
打
つ
脈
が
監
視
装
置
に
映
り
い
て
冷
え
た
重
湯
を
ス
ト
ロ
ー
で
吸
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
八
年
六
月
二
六
日 

馬
場
あ
き
子
選
） 

 
 

入
院
生
活
の
一
こ
ま
が
回
想
さ
れ
て
い
て
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
作
で
あ
る
。 

・
高
層
の
わ
が
事
務
室
に
冠
雪
の
遠
冨
士
光
り
い
て
仕
事
初
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
お
歯
黒
の
口
も
て
祖
母
が
家
の
名
を
汚
す
な
と
説
き
し
我
が
幼
き
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
公
募
短
歌
館
・
秀
逸 

昭
和
五
十
九
年
一
月 

田
吹
繁
子
選
） 

 

・
筑
波
嶺
は
吾
子
の
ふ
る
さ
と
転
勤
の
我
に
付
き
来
て
こ
こ
に
育
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
山
と
湖
」
第
三
集
・
昭
和
五
十
九
年
三
月
） 

・
「
友
」
で
な
く
「
彼
」
と
言
い
切
る
娘
の
気
迫
こ
も
れ
る
語
気
と
し
ば
し
向
き
合
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
短
歌
」
昭
和
五
九
年
四
月
二
一
日 

森
岡
貞
香
選
） 

第
二
席
に
取
ら
れ
、
森
岡
氏
の
「
評
」
に
「
既
に
そ
の
人
を
友
で
な
く
彼
と
よ
ぶ
娘
。
交
際
の

深
さ
を
見
せ
て
い
る
。
若
さ
の
気
迫
に
押
さ
れ
気
味
の
作
者
が
見
え
、
親
も
娘
も
確
実
に
把
握
さ

れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
を
見
る
よ
う
な
迫
力
が
あ
り
、
シ
ナ
リ
オ
を
書
い

て
い
た
経
験
が
ど
こ
か
に
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。 

・
病
む
窓
に
こ
の
明
る
さ
は
な
か
り
け
り
癒
え
て
迎
え
し
三
度
目
の
春 

毎
朝
掃
き
集
め
て
い
た
だ
く
の
で
す
か
ら 

ど
う
し
て
僕
は
こ
ん
な
に 

そ
う
だ 

い
っ
そ
ど
な
た
か 

 
 

切
り
倒
し
て
階
段
に
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か 

 
 

一
足
ず
つ
受
け
る
重
み
に 

 
 

過
ち
が
償
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
№
２ 

昭
和
五
十
九
年
一
月
） 

こ
れ
は
自
分
の
身
を
樹
木
に
な
ぞ
ら
え
て
、
人
に
語
り
か
け
る
と
い
う
、
全
体
が
一
種
の
比
喩

と
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
「
日
本
人
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
や
や
浮
い
て
い
て
成
功
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
人
全
体
の
ど
こ
か
「
不
純
な
」
、
犯
し
た
「
過
ち
」

に
対
す
る
反
省
と
も
批
判
と
も
受
け
取
れ
る
、
や
や
思
索
的
な
内
容
を
含
ん
だ
詩
で
あ
る
。 

 

成
人
式
を
迎
え
た
吾
子
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

ひ
ど
い
雨
だ 

風
も
強
い 

 
 

今
は
と
っ
て
も
坐
り
ご
こ
ち
の
い
い
シ
ー
ト
に 

 
 

深
々
と
腰
を
か
け
て 

 
 

煙
る
山
野
を
見
つ
め
て
い
る
が 

 
 

お
前
の
降
り
る
駅
は
近
い 

 
 

そ
こ
か
ら
は
一
人
だ 

 
 

山
の
中 

目
的
地
ま
で
は
遠
い 

 
 

バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
な
い 

 
 

地
図
を
頼
り
に
歩
く
し
か
な
い 

 
 

こ
の
吹
き
降
り
で
は
ず
ぶ
濡
れ
だ 

 
 

止
む
の
を
駅
で
待
つ
か 

 
 

し
か
し
日
が
暮
れ
る
ま
で
に 

 
 

目
的
地
に
着
か
な
い
と
―
― 

 

 
 

歩
く
ん
だ 

 
 

い
つ
か
雨
も
風
も
止
む 

虹
も
出
る 

 
 

雨
具
を
乾
か
し
て 

 
 

な
つ
か
し
く
思
い
出
す
日
が 

 
 

き
っ
と
来
る
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
№
４ 

昭
和
五
十
九
年
七
月
） 

独
り
立
ち
の
と
き
を
迎
え
た
一
人
娘
に
宛
て
て
、
そ
の
前
途
を
勇
気
付
け
る
と
い
う
意
図
で
作

ら
れ
た
こ
と
が
明
瞭
な
、
明
快
な
詩
で
あ
る
。
こ
の
平
易
さ
、
父
親
と
し
て
の
子
を
思
う
人
間
的

な
暖
か
み
は
、
若
い
日
に
松
村
が
武
者
小
路
の
詩
集
か
ら
感
じ
た
も
の
に
近
い
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

 

三 

短
歌
作
品
に
つ
い
て 

  

松
村
は
、
高
校
時
代
よ
り
、
戯
曲
・
小
説
の
他
に
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
文
芸
作
品
を
創
作
し
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
そ
の
時
代
か
ら
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
が
現

存
す
る
。
だ
が
、
こ
と
短
歌
に
関
し
て
は
、
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
の
新
年
読

者
文
芸
に
次
の
作
が
佳
作
入
選
す
る
以
前
は
、
特
に
作
品
を
公
に
す
る
よ
う
な
目
立
っ
た
活
動
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

・
玉
砂
利
を
踏
む
音
に
似
て
凍
る
道
往
く
看
護
婦
に
正
月
は
無
く 

心
筋
梗
塞
に
よ
る
長
期
の
入
院
体
験
が
原
点
に
あ
り
、
看
護
師
の
人
た
ち
に
寄
せ
る
感
情
も
健

常
者
以
上
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

筆
者
が
松
村
の
自
宅
の
書
庫
か
ら
発
見
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
片
面
の
み
四
十

四
枚
に
、
主
題
別
に
分
類
さ
れ
た
約
二
百
首
の
短
歌
稿
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
が
生
涯

作
歌
数
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

彼
は
こ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
本
格
的
に
短
歌
の
創
作
活
動
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
の
桜
村
文
化
祭
短
歌
大
会
参
加
を
機
に
、
選
者
で
あ
っ
た
筑
波
大
学
教
授
・
森
田
孟
（
ア

メ
リ
カ
文
学
専
攻
）
を
中
心
と
し
た
「
双
峰
会
」
に
加
入
。
森
田
の
所
属
し
て
い
た
同
人
誌
「
楡

（
エ
ル
ム
）」（
細
川
謙
三
主
宰
）
に
加
入
、
さ
ら
に
は
細
川
が
選
者
の
一
人
で
あ
っ
た
短
歌
結
社
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「
未
来
」
に
も
加
入
し
、
昭
和
六
十
年
度
頃
ま
で
は
活
動
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
は
昭
和
五
十

八
・
五
十
九
年
の
二
年
間
に
お
い
て
は
、
地
元
の
「
山
と
湖
短
歌
会
」
（
斎
藤
巌
主
宰
）・
「
土
浦

歌
話
会
」
と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
戯
曲
・
詩
・
俳
句
な
ど

の
活
発
な
創
作
活
動
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
訳
だ
か
ら
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
の
松
村
の
創

作
意
欲
に
は
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
大
病
を
克
服
し
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び

に
満
ち
溢
れ
て
い
た
絶
頂
期
と
も
言
え
よ
う
。 

 

短
歌
の
代
表
作
を
以
下
に
挙
げ
て
い
く
。 

 

・
一
枚
の
紙
に
押
さ
れ
し
否
の
文
字
に
我
が
歩
む
道
か
く
も
変
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
短
歌
」 

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
四
日 

大
野
誠
夫
選
） 

 

こ
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
茨
城
版
の
「
茨
城
短
歌
」
欄
に
は
、
昭
和
五
十
九

年
五
月
ま
で
三
十
四
回
に
わ
た
り
入
選
し
掲
載
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
昭
和
六
十
年
ま
で

は
、
ま
と
ま
っ
た
短
歌
作
品
の
発
表
の
舞
台
は
、
主
に
「
楡
」
「
未
来
」
誌
と
な
っ
て
い
る
。 

・
蒟
蒻
の
お
化
け
を
振
り
て
夏
の
夜
を
保
育
実
習
吾
子
は
励
み
ぬ 

 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
七
年
九
月
十
二
日 

馬
場
あ
き
子
・
近
藤
芳
美
選
） 

 

お
そ
ら
く
全
国
版
の
出
版
物
で
松
村
の
短
歌
作
品
が
公
表
さ
れ
た
最
初
の
作
品
だ
が
、
馬
場
氏

が
三
席
、
近
藤
氏
が
二
席
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
近
藤
氏
の
評
を
次
に
引
く
。
「
保
育
実

習
に
、
吾
が
子
は
蒟
蒻
の
お
化
け
を
使
う
の
だ
と
い
う
。
夏
の
夜
の
歌
。
そ
の
何
で
も
な
い
よ
う

な
こ
と
の
中
に
父
親
の
目
と
こ
こ
ろ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
」 

・
閉
館
の
チ
ャ
イ
ム
に
出
で
し
図
書
館
の
あ
か
り
消
え
い
く
バ
ス
を
待
つ
間
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
第
十
一
回
全
国
短
歌
大
会
」
昭
和
五
十
七
年
九
月
・
佳
作 

篠
弘
選
） 

 

・
青
葉
濃
く
窓
に
照
り
映
ゆ
図
書
館
の
古
書
に
埋
ま
り
て
君
微
笑
み
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
昭
和
五
十
七
年
十
月 

公
募
短
歌
館
・
佳
作 

塚
本
邦
雄
選
） 

・
縁
側
に
干
大
根
の
影
ゆ
れ
て
訪
う
人
絶
え
し
老
の
初
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
徹
夜
し
て
卒
業
論
文
書
き
終
え
し
君
は
髪
解
く
ミ
サ
へ
行
く
と
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
三
日 

近
藤
芳
美
選
［
第
一
席
］
） 

 

こ
の
一
首
の
近
藤
氏
の
「
評
」
は
省
略
す
る
が
、
わ
ず
か
の
期
間
で
あ
る
が
松
村
が
短
歌
結
社

「
未
来
」
に
加
入
し
た
の
は
、
森
田
孟
の
縁
も
あ
ろ
う
が
、
た
び
た
び
高
く
取
り
上
げ
て
く
れ
た

近
藤
芳
美
と
い
う
歌
人
へ
の
尊
敬
の
念
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
、 

 

・
歳
時
記
を
説
き
つ
つ
句
会
進
行
す
土
知
ら
ず
し
て
育
ち
し
我
ら 

 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
八
年
三
月 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン 
生
方
た
つ
ゑ
選
［
二
席
］
） 

 

生
方
氏
の
「
評
」
に
「
句
会
と
い
う
知
的
な
あ
つ
ま
り
の
中
で
、
歳
時
記
を
起
点
と
し
て
自
分

の
生
き
方
を
反
省
し
て
い
ま
す
。
理
に
落
ち
な
く
て
よ
く
感
動
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
」
と
あ
る
。

句
会
の
場
に
取
材
し
た
短
歌
と
い
う
珍
し
い
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
集
団
と
し
て
楽
し
む

俳
句
、
個
人
の
心
境
を
詠
む
短
歌
と
い
う
、
松
村
の
中
で
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
づ
け
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

・
転
勤
の
我
に
付
き
来
て
父
逝
き
ぬ
雲
見
る
だ
け
の
日
日
と
記
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
公
募
短
歌
館
・
佳
作 

昭
和
五
十
八
年
四
月 

山
田
あ
き
選
） 

故
郷
を
遠
く
離
れ
た
筑
波
の
地
で
父
・
勝
義
を
葬
る
し
か
な
か
っ
た
松
村
の
痛
恨
の
思
い
が
こ

も
っ
た
名
作
だ
と
思
う
。 

・
打
つ
脈
が
監
視
装
置
に
映
り
い
て
冷
え
た
重
湯
を
ス
ト
ロ
ー
で
吸
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
朝
日
歌
壇
」
昭
和
五
十
八
年
六
月
二
六
日 

馬
場
あ
き
子
選
） 

 
 

入
院
生
活
の
一
こ
ま
が
回
想
さ
れ
て
い
て
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
作
で
あ
る
。 

・
高
層
の
わ
が
事
務
室
に
冠
雪
の
遠
冨
士
光
り
い
て
仕
事
初
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
・
新
年
読
者
文
芸
・
佳
作
） 

 

・
お
歯
黒
の
口
も
て
祖
母
が
家
の
名
を
汚
す
な
と
説
き
し
我
が
幼
き
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
短
歌
」
公
募
短
歌
館
・
秀
逸 

昭
和
五
十
九
年
一
月 

田
吹
繁
子
選
） 

 

・
筑
波
嶺
は
吾
子
の
ふ
る
さ
と
転
勤
の
我
に
付
き
来
て
こ
こ
に
育
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
山
と
湖
」
第
三
集
・
昭
和
五
十
九
年
三
月
） 

・
「
友
」
で
な
く
「
彼
」
と
言
い
切
る
娘
の
気
迫
こ
も
れ
る
語
気
と
し
ば
し
向
き
合
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
茨
城
短
歌
」
昭
和
五
九
年
四
月
二
一
日 

森
岡
貞
香
選
） 

第
二
席
に
取
ら
れ
、
森
岡
氏
の
「
評
」
に
「
既
に
そ
の
人
を
友
で
な
く
彼
と
よ
ぶ
娘
。
交
際
の

深
さ
を
見
せ
て
い
る
。
若
さ
の
気
迫
に
押
さ
れ
気
味
の
作
者
が
見
え
、
親
も
娘
も
確
実
に
把
握
さ

れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
を
見
る
よ
う
な
迫
力
が
あ
り
、
シ
ナ
リ
オ
を
書
い

て
い
た
経
験
が
ど
こ
か
に
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。 

・
病
む
窓
に
こ
の
明
る
さ
は
な
か
り
け
り
癒
え
て
迎
え
し
三
度
目
の
春 

毎
朝
掃
き
集
め
て
い
た
だ
く
の
で
す
か
ら 

ど
う
し
て
僕
は
こ
ん
な
に 

そ
う
だ 

い
っ
そ
ど
な
た
か 

 
 

切
り
倒
し
て
階
段
に
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か 

 
 

一
足
ず
つ
受
け
る
重
み
に 

 
 

過
ち
が
償
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
№
２ 

昭
和
五
十
九
年
一
月
） 

こ
れ
は
自
分
の
身
を
樹
木
に
な
ぞ
ら
え
て
、
人
に
語
り
か
け
る
と
い
う
、
全
体
が
一
種
の
比
喩

と
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
「
日
本
人
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
や
や
浮
い
て
い
て
成
功
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
人
全
体
の
ど
こ
か
「
不
純
な
」
、
犯
し
た
「
過
ち
」

に
対
す
る
反
省
と
も
批
判
と
も
受
け
取
れ
る
、
や
や
思
索
的
な
内
容
を
含
ん
だ
詩
で
あ
る
。 

 

成
人
式
を
迎
え
た
吾
子
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

ひ
ど
い
雨
だ 

風
も
強
い 

 
 

今
は
と
っ
て
も
坐
り
ご
こ
ち
の
い
い
シ
ー
ト
に 

 
 

深
々
と
腰
を
か
け
て 

 
 

煙
る
山
野
を
見
つ
め
て
い
る
が 

 
 

お
前
の
降
り
る
駅
は
近
い 

 
 

そ
こ
か
ら
は
一
人
だ 

 
 

山
の
中 

目
的
地
ま
で
は
遠
い 

 
 

バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
な
い 

 
 

地
図
を
頼
り
に
歩
く
し
か
な
い 

 
 

こ
の
吹
き
降
り
で
は
ず
ぶ
濡
れ
だ 

 
 

止
む
の
を
駅
で
待
つ
か 

 
 

し
か
し
日
が
暮
れ
る
ま
で
に 

 
 

目
的
地
に
着
か
な
い
と
―
― 

 

 
 

歩
く
ん
だ 

 
 

い
つ
か
雨
も
風
も
止
む 

虹
も
出
る 

 
 

雨
具
を
乾
か
し
て 

 
 

な
つ
か
し
く
思
い
出
す
日
が 

 
 

き
っ
と
来
る
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
歌
世
界
」
№
４ 

昭
和
五
十
九
年
七
月
） 

独
り
立
ち
の
と
き
を
迎
え
た
一
人
娘
に
宛
て
て
、
そ
の
前
途
を
勇
気
付
け
る
と
い
う
意
図
で
作

ら
れ
た
こ
と
が
明
瞭
な
、
明
快
な
詩
で
あ
る
。
こ
の
平
易
さ
、
父
親
と
し
て
の
子
を
思
う
人
間
的

な
暖
か
み
は
、
若
い
日
に
松
村
が
武
者
小
路
の
詩
集
か
ら
感
じ
た
も
の
に
近
い
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

 

三 

短
歌
作
品
に
つ
い
て 

  

松
村
は
、
高
校
時
代
よ
り
、
戯
曲
・
小
説
の
他
に
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
文
芸
作
品
を
創
作
し
て
い
た
。
先
述
の
よ
う
に
そ
の
時
代
か
ら
の
「
創
作
ノ
ー
ト
」
が
現

存
す
る
。
だ
が
、
こ
と
短
歌
に
関
し
て
は
、
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
の
新
年
読

者
文
芸
に
次
の
作
が
佳
作
入
選
す
る
以
前
は
、
特
に
作
品
を
公
に
す
る
よ
う
な
目
立
っ
た
活
動
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

・
玉
砂
利
を
踏
む
音
に
似
て
凍
る
道
往
く
看
護
婦
に
正
月
は
無
く 

心
筋
梗
塞
に
よ
る
長
期
の
入
院
体
験
が
原
点
に
あ
り
、
看
護
師
の
人
た
ち
に
寄
せ
る
感
情
も
健

常
者
以
上
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

筆
者
が
松
村
の
自
宅
の
書
庫
か
ら
発
見
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
片
面
の
み
四
十

四
枚
に
、
主
題
別
に
分
類
さ
れ
た
約
二
百
首
の
短
歌
稿
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
が
生
涯

作
歌
数
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

彼
は
こ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
本
格
的
に
短
歌
の
創
作
活
動
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
の
桜
村
文
化
祭
短
歌
大
会
参
加
を
機
に
、
選
者
で
あ
っ
た
筑
波
大
学
教
授
・
森
田
孟
（
ア

メ
リ
カ
文
学
専
攻
）
を
中
心
と
し
た
「
双
峰
会
」
に
加
入
。
森
田
の
所
属
し
て
い
た
同
人
誌
「
楡

（
エ
ル
ム
）」（
細
川
謙
三
主
宰
）
に
加
入
、
さ
ら
に
は
細
川
が
選
者
の
一
人
で
あ
っ
た
短
歌
結
社
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で
も 

や
っ
ぱ
り
来
年
は 

 
 

新
緑
の
中
に 

ほ
ほ
え
む
君
を
見
た
い
。 

 
 

再
来
年
も 

ま
た
次
の
年
も
―
―
。 

  
 

そ
し
て 

 
 

一
枝
で
い
い 

 
 

僕
の
心
に
繁
ら
せ
た
青
葉
か
ら 

 
 

せ
め
て 

ひ
と
と
き 

 
 

き
っ
と 

さ
わ
や
か
な
風
を 

 
 

君
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
の
だ
。 

 
 
 
 
 

 

昭
和
五
三
年
五
月
三
日 

初
め
て
君
と
見
合
い
し
て
二
〇
年
目
の
日
に
。
（
但
し 

未
完
） 

昭
和
五
十
三
年
四
月
、
一
度
目
の
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
に
入
院
し
て
ま
だ

間
も
な
い
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
強
い
中
で
、
結
婚
し
て

十
九
年
を
経
た
妻
・
冨
士
子
へ
の
、
ま
る
で
少
年
の
よ
う
な
純
粋
な
思
慕
の
念
が
う
た
わ
れ
、
心

に
沁
み
る
美
し
い
作
品
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

宣
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
席
（
茨
城
） 

松
村 

勝
行 

  
 

本
件
は 

昭
和
八
年
生
産 

四
十
五
年
経
過 

通
常
は
こ
の
種
の
も
の
は
五
十
～
七
十
年 

 
 

 
 

の
使
用
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が 

本
件
は 

新
工
場
創
設
及
び
閉
鎖
工
場
の
残
務
処
理
専

用
に
充
て
た
た
め 

こ
こ
二
十
年
間 

ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
稼
動
さ
せ
て
来
た 

 
 

そ
の
た
め 

全
般
に
磨
耗 

損
傷 

各
部
の
性
能
劣
下
が
激
し
く 

と
り
わ
け 

昨
年
四

月
故
障
し
修
理
を
行
っ
た
が 

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
運
転
不
調
の
現
象
を
生
じ
て
い
る 

 
 

部
品
を
取
替
え
る
に
も 

肝
心
の
操
作
部
分
な
ら
び
に
駆
動
部
分
の
機
能
低
下
が
著
し
く 

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
し
て
も 

も
は
や
今
後
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る 

 
 

分
類
換
を
し 

標
本
と
し
て
保
存 

あ
る
い
は
解
体
し
て
各
部
品
を 

そ
れ
ぞ
れ
活
用
す 

 
 

る
こ
と
も
検
討
し
た
が 

と
り
た
て
て
範
と
す
べ
き
点
も
な
く
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
な
い 

と
判
断
さ
れ
る 

 
 

よ
っ
て 

廃
棄
処
分
と
す
べ
く 

人
物
管
理
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
き 

不
要
決
定 

を
申
請
す
る 

 
 

処
分
は
承
認
後
直
ち
に 

方
法
は
焼
却
と
す
る 

 
 
 
 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
五
年
二
月
号 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
・
三
好
豊
一
郎
選
） 

翌
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
二
度
目
の
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
入
院
中
に
作
ら
れ
た
作
品
。
選
者
は
ひ

と
言
「
諷
刺
の
警
抜
」
と
批
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
散
文
詩
で
あ
る
が
、
松
村
の
主
要
な

業
務
で
あ
っ
た
用
度
・
契
約
関
係
の
事
務
用
語
を
用
い
な
が
ら
、
自
由
に
な
ら
な
い
己
が
肉
体
の

無
様
さ
を
客
観
的
に
捉
え
、
笑
い
に
変
え
る
と
い
う
心
理
操
作
が
出
来
て
い
る
。
つ
ま
り
前
年
の

入
院
時
に
比
べ
て
か
な
り
心
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。 

 

終
わ
り
に
、
『
詩
集 

た
そ
が
れ
』
以
後
の
、
退
院
後
社
会
復
帰
し
て
か
ら
制
作
さ
れ
た
作
品

を
二
作
紹
介
す
る
。 

  
 
 
 
 

日
本
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

 

不
純
な
雨
水
を
吸
っ
て
成
長
し
ま
し
た 

目
も
覚
め
る
よ
う
な
緑
を
お
見
せ
で
き
ま
す
が 

風
に
吹
か
れ
る
と
騒
音
と
な
り
ま
す 

ほ
こ
り
が
こ
ん
な
に
も
積
も
り
ま
す 

僕
が
作
っ
て
し
ま
う
木
陰
と
や
ら
で 

昼
寝
を
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が 

太
陽
が
当
た
ら
な
く
な
る
草
も
あ
る
の
で
す 

や
が
て
赤
く
変
身
し
ま
す
と 

皆
さ
ん
す
ば
ら
し
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が 

で
も
悲
し
い
気
持
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す 

ば
ら
ば
ら
と
落
ち
る
葉 
こ
れ
が
ま
た
大
変
で
す 

 
 

夜
に
な
っ
て 

 
 

一
息
入
れ
る
と
き 

  
 
 

流
れ
出
る
汗
が 

 
 
 

私
の
青
春
を 

 
 
 

流
し
去
っ
て
ゆ
く
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
と
評
論 

泥
ん
こ
村
」
第
一
〇
二
号 

 

昭
和
三
十
五
年
三
月
） 

 

「
詩
と
評
論 

泥
ん
こ
村
」
は
、
山
川
和
雄
（
当
時
・
朝
日
新
聞
記
者
）
編
集
・
松
村
勝
行
発

行
の
詩
の
同
人
誌
で
、
亀
山
市
東
丸
町
の
松
村
の
自
宅
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
。
「
暦
象
」
を
モ

デ
ル
と
し
、
同
人
の
山
川
・
松
村
・
出
岡
実
（
画
家
）
は
い
ず
れ
も
「
暦
象
」
会
員
で
あ
っ
た
。 

同
人
は
も
う
一
人
中
根
道
幸
（
亀
山
高
校
教
諭
）
の
計
四
名
だ
け
で
、
第
一
〇
一
・
一
〇
二
号
と

仮
に
題
し
た
二
号
の
み
を
発
行
し
て
廃
刊
に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。 

こ
の
「
僕
の
結
婚
」
と
い
う
詩
は
、
第
一
〇
一
号
に
「
結
婚
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
載
せ
た
や

や
長
編
の
作
品
を
大
幅
に
短
縮
し
た
も
の
で
、「
ア
キ
ヒ
ト
君
の
結
婚
」「
堕
胎
」「
伊
勢
湾
台
風
」

等
の
タ
イ
ト
ル
の
詩
が
並
べ
ら
れ
て
、
「
一
九
五
九
年
の
日
記
か
ら
」
の
総
題
の
も
と
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
昭
和
三
十
四
年
と
い
う
年
が
、
松
村
に
と
っ
て
自
分
の
結
婚
・
自
分
と
同

齢
の
皇
太
子
明
仁
の
結
婚
・
初
め
て
の
子
の
流
産
・
戦
後
最
大
の
災
害
で
あ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
が

重
な
っ
た
、
極
め
て
印
象
深
い
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
結
婚
と

は
、
松
村
に
と
っ
て
夢
に
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
な
美
し
い
も
の
と
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
道
を
歩
く
厳
し
い
決
意
も
秘
め
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。 

 

松
村
の
創
作
活
動
に
は
し
ば
ら
く
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
昭
和
三
十
七
年
～
四
十
七
年
の
間
は
、

後
に
触
れ
る
作
詞
・
作
曲
の
幾
つ
か
を
除
い
て
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
創
作
活
動
の
痕
跡
は
見

当
た
ら
な
い
。
詩
に
関
連
し
て
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
先
述
の
手
帖
に
も
言
及
が
あ
っ
た
草
稿

集
（
フ
ァ
イ
ル
）『
詩
集 

た
そ
が
れ
』（
昭
和
四
十
八
年
一
月
～
五
十
八
年
五
月
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
約
六
十
四
作
の
詩
作
集
で
、
後
に
掲
げ
る
「
宣
告
」
や
、
『
作
詞
・
作
曲
集
』
に
も
収
録
さ

れ
た
作
品
を
含
む
。
「
中
央
文
学
」
「
月
刊
サ
ク
セ
ス
」
「
詩
歌
世
界
」
等
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た

作
品
も
多
く
、
優
れ
た
作
品
が
多
い
。
ま
ず
一
つ
未
発
表
作
品
を
挙
げ
る
。 

 

 
 
 
 
 

妻
へ 

 
 

病
院
の
ベ
ッ
ト
か
ら 

  
 

新
緑
の
中
に 

君
は
い
た
。 

 
 

ほ
ほ
え
み
な
が
ら
―
―
。 

 
 

見
つ
め
た
僕
の
ひ
と
み 

変
わ
ら
な
い
つ
も
り
だ
。 

 
 

君
の
ひ
と
み 

今
も
美
し
い
。 

  
 

大
き
な
空
を 

風
の
吹
く
ま
ま 

 
 

僕
と
君
は 

生
き
て
来
た
。 

 
 

激
し
い
台
風
に 

ま
き
こ
ま
れ
た
こ
と
も 

 
 

あ
っ
た
け
れ
ど
。 

  
 

毎
年 

こ
の
季
節
が
来
る
と 

 
 

僕
は 

心
の
中
に
も
え
出
る
新
緑
を 

 
 

今
年
こ
そ 

青
葉
に
繁
ら
せ
て 

 
 

さ
わ
や
か
な
風
を 

 
 

君
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。 

  
 

で
も 

で
き
な
か
っ
た
。 

  
 

そ
し
て 

今
年
。 

 
 

僕
は 

一
人
で
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

病
院
の
窓
か
ら
―
―
。 

 
 

 

 
 

も
う 

君
を
だ
き
あ
げ
る
こ
と
も 

 
 

手
を
に
ぎ
る
こ
と
も 

 
 

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 
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で
も 

や
っ
ぱ
り
来
年
は 

 
 

新
緑
の
中
に 

ほ
ほ
え
む
君
を
見
た
い
。 

 
 

再
来
年
も 

ま
た
次
の
年
も
―
―
。 

  
 

そ
し
て 

 
 

一
枝
で
い
い 

 
 

僕
の
心
に
繁
ら
せ
た
青
葉
か
ら 

 
 

せ
め
て 

ひ
と
と
き 

 
 

き
っ
と 

さ
わ
や
か
な
風
を 

 
 

君
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
の
だ
。 

 
 
 
 
 

 

昭
和
五
三
年
五
月
三
日 

初
め
て
君
と
見
合
い
し
て
二
〇
年
目
の
日
に
。
（
但
し 

未
完
） 

昭
和
五
十
三
年
四
月
、
一
度
目
の
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
に
入
院
し
て
ま
だ

間
も
な
い
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
強
い
中
で
、
結
婚
し
て

十
九
年
を
経
た
妻
・
冨
士
子
へ
の
、
ま
る
で
少
年
の
よ
う
な
純
粋
な
思
慕
の
念
が
う
た
わ
れ
、
心

に
沁
み
る
美
し
い
作
品
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

宣
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
席
（
茨
城
） 

松
村 

勝
行 

  
 

本
件
は 

昭
和
八
年
生
産 

四
十
五
年
経
過 

通
常
は
こ
の
種
の
も
の
は
五
十
～
七
十
年 

 
 

 
 

の
使
用
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が 

本
件
は 

新
工
場
創
設
及
び
閉
鎖
工
場
の
残
務
処
理
専

用
に
充
て
た
た
め 

こ
こ
二
十
年
間 

ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
稼
動
さ
せ
て
来
た 

 
 

そ
の
た
め 

全
般
に
磨
耗 

損
傷 

各
部
の
性
能
劣
下
が
激
し
く 

と
り
わ
け 

昨
年
四

月
故
障
し
修
理
を
行
っ
た
が 

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
運
転
不
調
の
現
象
を
生
じ
て
い
る 

 
 

部
品
を
取
替
え
る
に
も 

肝
心
の
操
作
部
分
な
ら
び
に
駆
動
部
分
の
機
能
低
下
が
著
し
く 

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
し
て
も 

も
は
や
今
後
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る 

 
 

分
類
換
を
し 

標
本
と
し
て
保
存 

あ
る
い
は
解
体
し
て
各
部
品
を 

そ
れ
ぞ
れ
活
用
す 

 
 

る
こ
と
も
検
討
し
た
が 

と
り
た
て
て
範
と
す
べ
き
点
も
な
く
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
な
い 

と
判
断
さ
れ
る 

 
 

よ
っ
て 

廃
棄
処
分
と
す
べ
く 

人
物
管
理
法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
き 

不
要
決
定 

を
申
請
す
る 

 
 

処
分
は
承
認
後
直
ち
に 

方
法
は
焼
却
と
す
る 

 
 
 
 
 
 

（
「
小
説
新
潮
」
昭
和
五
十
五
年
二
月
号 

小
説
新
潮
サ
ロ
ン
・
三
好
豊
一
郎
選
） 

翌
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
二
度
目
の
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
入
院
中
に
作
ら
れ
た
作
品
。
選
者
は
ひ

と
言
「
諷
刺
の
警
抜
」
と
批
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
散
文
詩
で
あ
る
が
、
松
村
の
主
要
な

業
務
で
あ
っ
た
用
度
・
契
約
関
係
の
事
務
用
語
を
用
い
な
が
ら
、
自
由
に
な
ら
な
い
己
が
肉
体
の

無
様
さ
を
客
観
的
に
捉
え
、
笑
い
に
変
え
る
と
い
う
心
理
操
作
が
出
来
て
い
る
。
つ
ま
り
前
年
の

入
院
時
に
比
べ
て
か
な
り
心
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。 

 

終
わ
り
に
、
『
詩
集 

た
そ
が
れ
』
以
後
の
、
退
院
後
社
会
復
帰
し
て
か
ら
制
作
さ
れ
た
作
品

を
二
作
紹
介
す
る
。 

  
 
 
 
 

日
本
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

 

不
純
な
雨
水
を
吸
っ
て
成
長
し
ま
し
た 

目
も
覚
め
る
よ
う
な
緑
を
お
見
せ
で
き
ま
す
が 

風
に
吹
か
れ
る
と
騒
音
と
な
り
ま
す 

ほ
こ
り
が
こ
ん
な
に
も
積
も
り
ま
す 

僕
が
作
っ
て
し
ま
う
木
陰
と
や
ら
で 

昼
寝
を
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が 

太
陽
が
当
た
ら
な
く
な
る
草
も
あ
る
の
で
す 

や
が
て
赤
く
変
身
し
ま
す
と 

皆
さ
ん
す
ば
ら
し
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が 

で
も
悲
し
い
気
持
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す 

ば
ら
ば
ら
と
落
ち
る
葉 

こ
れ
が
ま
た
大
変
で
す 

 
 

夜
に
な
っ
て 

 
 

一
息
入
れ
る
と
き 

  
 
 

流
れ
出
る
汗
が 

 
 
 

私
の
青
春
を 

 
 
 

流
し
去
っ
て
ゆ
く
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
詩
と
評
論 

泥
ん
こ
村
」
第
一
〇
二
号 

 

昭
和
三
十
五
年
三
月
） 

 

「
詩
と
評
論 

泥
ん
こ
村
」
は
、
山
川
和
雄
（
当
時
・
朝
日
新
聞
記
者
）
編
集
・
松
村
勝
行
発

行
の
詩
の
同
人
誌
で
、
亀
山
市
東
丸
町
の
松
村
の
自
宅
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
。
「
暦
象
」
を
モ

デ
ル
と
し
、
同
人
の
山
川
・
松
村
・
出
岡
実
（
画
家
）
は
い
ず
れ
も
「
暦
象
」
会
員
で
あ
っ
た
。 

同
人
は
も
う
一
人
中
根
道
幸
（
亀
山
高
校
教
諭
）
の
計
四
名
だ
け
で
、
第
一
〇
一
・
一
〇
二
号
と

仮
に
題
し
た
二
号
の
み
を
発
行
し
て
廃
刊
に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。 

こ
の
「
僕
の
結
婚
」
と
い
う
詩
は
、
第
一
〇
一
号
に
「
結
婚
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
載
せ
た
や

や
長
編
の
作
品
を
大
幅
に
短
縮
し
た
も
の
で
、「
ア
キ
ヒ
ト
君
の
結
婚
」「
堕
胎
」「
伊
勢
湾
台
風
」

等
の
タ
イ
ト
ル
の
詩
が
並
べ
ら
れ
て
、
「
一
九
五
九
年
の
日
記
か
ら
」
の
総
題
の
も
と
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
昭
和
三
十
四
年
と
い
う
年
が
、
松
村
に
と
っ
て
自
分
の
結
婚
・
自
分
と
同

齢
の
皇
太
子
明
仁
の
結
婚
・
初
め
て
の
子
の
流
産
・
戦
後
最
大
の
災
害
で
あ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
が

重
な
っ
た
、
極
め
て
印
象
深
い
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
結
婚
と

は
、
松
村
に
と
っ
て
夢
に
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
な
美
し
い
も
の
と
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
道
を
歩
く
厳
し
い
決
意
も
秘
め
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。 

 

松
村
の
創
作
活
動
に
は
し
ば
ら
く
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
昭
和
三
十
七
年
～
四
十
七
年
の
間
は
、

後
に
触
れ
る
作
詞
・
作
曲
の
幾
つ
か
を
除
い
て
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
創
作
活
動
の
痕
跡
は
見

当
た
ら
な
い
。
詩
に
関
連
し
て
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
先
述
の
手
帖
に
も
言
及
が
あ
っ
た
草
稿

集
（
フ
ァ
イ
ル
）『
詩
集 

た
そ
が
れ
』（
昭
和
四
十
八
年
一
月
～
五
十
八
年
五
月
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
約
六
十
四
作
の
詩
作
集
で
、
後
に
掲
げ
る
「
宣
告
」
や
、
『
作
詞
・
作
曲
集
』
に
も
収
録
さ

れ
た
作
品
を
含
む
。
「
中
央
文
学
」
「
月
刊
サ
ク
セ
ス
」
「
詩
歌
世
界
」
等
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た

作
品
も
多
く
、
優
れ
た
作
品
が
多
い
。
ま
ず
一
つ
未
発
表
作
品
を
挙
げ
る
。 

 

 
 
 
 
 

妻
へ 

 
 

病
院
の
ベ
ッ
ト
か
ら 

  
 

新
緑
の
中
に 

君
は
い
た
。 

 
 

ほ
ほ
え
み
な
が
ら
―
―
。 

 
 

見
つ
め
た
僕
の
ひ
と
み 

変
わ
ら
な
い
つ
も
り
だ
。 

 
 

君
の
ひ
と
み 

今
も
美
し
い
。 

  
 

大
き
な
空
を 

風
の
吹
く
ま
ま 

 
 

僕
と
君
は 

生
き
て
来
た
。 

 
 

激
し
い
台
風
に 

ま
き
こ
ま
れ
た
こ
と
も 

 
 

あ
っ
た
け
れ
ど
。 

  
 

毎
年 

こ
の
季
節
が
来
る
と 

 
 

僕
は 

心
の
中
に
も
え
出
る
新
緑
を 

 
 

今
年
こ
そ 

青
葉
に
繁
ら
せ
て 

 
 

さ
わ
や
か
な
風
を 

 
 

君
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。 

  
 

で
も 

で
き
な
か
っ
た
。 

  
 

そ
し
て 

今
年
。 

 
 

僕
は 

一
人
で
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

病
院
の
窓
か
ら
―
―
。 

 
 

 

 
 

も
う 

君
を
だ
き
あ
げ
る
こ
と
も 

 
 

手
を
に
ぎ
る
こ
と
も 

 
 

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 
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つ
た
。
こ
れ
だ
と
思
つ
た
。
現
代
詩
を
よ
ん
で
い
て
こ
ん
な
感
じ
に
な
つ
た
事
は
一
度
も
な

い
。
ま
さ
に
現
代
詩
に
欠
け
て
い
る
あ
る
も
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
現
代
を
知
的
に
な
が
め

て
み
た
時
そ
こ
に
は
も
は
や
暖
い
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
現
代
を
知
的
に
眺
め
分
析
し

て
み
た
結
果
生
ま
れ
出
た
冷
い
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
で
も
つ
て
満
足
し
て
い
る
現
代
詩
は
何
と

小
さ
な
そ
し
て
悲
し
む
べ
き
満
足
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
を
も
う
一
つ
ふ
み
こ
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か 

そ
れ
が
更
に
優
秀
な
詩
で
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
人
間

と
い
う
も
の
が
冷
い
心
を
ど
こ
ま
で
持
続
さ
せ
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
、
現
代
詩
が
何

か
忘
れ
も
の
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
が
私
の
感
じ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
私
の
現
代
詩
に
対
す
る
認
識
不
足
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 
 

武
者
小
路
実
篤
集
を
よ
ん
で
み
て
、
感
じ
た
事
を
記
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

松
村
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
知
的
技
巧
に
走
る
現
代
詩
に
「
冷
た
い
イ
メ
ー
ジ
」

を
持
ち
不
満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、
「
白
樺
」
派
の
人
道
主
義
的
傾
向
を
帯
び
た
、
暖
か
い
人

間
味
を
帯
び
た
実
篤
の
詩
に
共
感
を
示
す
こ
の
文
で
よ
く
分
か
る
。 

  
 
 
 
 

私
の
青
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

行
き
づ
ま
り
に
な
つ
て
い
る 

 
 

細
い
ど
ぶ
を 

 
 

ね
ず
み
が
走
つ
て
行
っ
た
。 

  
 

干
か
ら
び
た
大
根
の
し
つ
ぼ
を 

 
 

し
つ
か
り
と
く
わ
え
て 

 
 

ね
ず
み
は 

ど
ろ
を
は
ね
と
ば
し
走
つ
て
行
っ
た
。 

 
 

 

 
 

ね
ず
み
は
美
し
い
野
原
に
出
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
暦
象
」
一
四
集 

昭
和
二
十
九
年
六
月
） 

 

あ
え
て
汚
い
も
の
の
象
徴
と
し
て
、
ど
ぶ
・
ね
ず
み
・
干
か
ら
び
た
大
根
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、

美
し
い
夢
を
描
い
て
も
叶
わ
な
い
青
春
の
日
々
の
も
ど
か
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 

詩
誌
「
暦
象
」
は
、
三
重
県
下
随
一
の
詩
誌
で
あ
り
、
前
田
夕
暮
門
下
で
自
由
律
短
歌
か
ら
出

発
し
た
詩
人
で
、
精
神
科
医
と
し
て
太
宰
治
の
主
治
医
を
務
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
中
野
嘉
一

が
、
松
阪
市
在
住
時
代
に
二
〇
年
余
り
に
わ
た
り
発
行
し
て
い
た
。
松
村
は
若
い
頃
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
罹
り
一
時
治
療
を
受
け
る
た
め
に
中
野
の
医
院
に
通
院
し
て
い
た
。
そ
の
縁
も
あ
っ
て
、
同
人

に
は
な
れ
ぬ
会
員
止
ま
り
な
が
ら
、
「
暦
象
」
第
十
四
号
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
）
か
ら
第
二
十

六
号
（
昭
和
三
十
年
六
月
）
の
間
、
八
回
に
わ
た
っ
て
作
品
を
本
名
で
発
表
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

新
し
い
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

新
し
い
本
の
に
お
い
は
カ
ス
テ
ラ
の
に
お
い
だ
。 

 
 

パ
ラ
パ
ラ
と
頁
に
音
が
す
る
。 

 
 

か
た
い
肉
を
清
ら
か
な
乙
女
が 

 
 

奥
歯
で
し
が
ん
で
い
る
よ
う
な
―
。 

 
 

中
の
活
字
か
ら
音
が
聞
こ
え
る
よ
。 

 
 

西
洋
ざ
ら
の
上
で
カ
チ
カ
チ
と
ふ
れ
あ
う
ナ
イ
フ 

 
 

と
フ
ォ
ー
ク
の
あ
の
音
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
暦
象
」
二
六
集 

昭
和
三
十
年
六
月
） 

 

同
じ
「
暦
象
」
掲
載
作
品
で
も
、
右
の
作
の
よ
う
に
美
し
い
言
葉
運
び
で
爽
や
か
な
読
後
感
を

持
た
せ
る
作
品
も
あ
る
。
西
欧
の
情
緒
が
あ
り
、
よ
く
工
夫
さ
れ
た
詩
作
品
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

僕
の
結
婚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

 

道
で
あ
り
な
が
ら 

道
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
な
が
ら 

 
 

道
で
あ
る
こ
と
を
確
め
な
が
ら 

  
 

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 

十
六
日
、
心
不
全
に
て
七
十
六
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。 

本
稿
は
、
「
文
人
・
松
村
勝
行
の
研
究
（
上
）
―
弁
論
と
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
・
小
説
・
エ
ッ
セ

イ
な
ど
―
」
の
続
編
と
し
て
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
と
い
っ
た
韻
文
的
分
野
に
お
け
る
彼
の
文
学
的

業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
そ
の
特
徴
を
探
り
、
文
学
史
的
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
と

思
う
。
ま
た
今
回
も
文
学
的
な
業
績
の
み
に
囚
わ
れ
ず
、
作
詞
・
作
曲
と
い
っ
た
や
や
大
衆
的
な

分
野
に
つ
い
て
も
、
松
村
が
い
か
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
か
を
紹
介
し
、
併
せ

て
広
い
意
味
で
の
文
化
人
と
し
て
の
彼
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

 
 

二 

現
代
詩
作
品
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

 

 

ま
ず
松
村
の
残
し
た
現
代
詩
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
引
用
し
、
彼
の
詩
の
作

風
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。 

 

松
村
は
亀
山
高
校
在
学
中
か
ら
、
戯
曲
の
執
筆
の
傍
ら
大
量
の
詩
作
を
書
き
溜
め
て
い
た
ら
し

く
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
起
筆
の
「
創
作
集
」
と
題
さ
れ
た
雑
記
ノ
ー
ト
に
は
、
文
語
・
口
語

取
り
混
ぜ
た
長
短
様
々
な
多
く
の
詩
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
詩
の
下
書
き
（
未
完
成

品
）
そ
の
他
メ
モ
」
と
題
さ
れ
た
焦
げ
茶
色
の
表
紙
の
小
型
の
手
帖
が
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
頃

の
多
く
の
詩
作
メ
モ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
手
帖
の
中
に
、
今
後
の
出
版
計
画
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、「
詩
集
」
と
し
て
、
高
校
生
ま
で
の
分
を
「
あ
け
ぼ
の
」
、
若
い
頃
の

分
を
「
か
げ
ろ
う
」
、
そ
れ
以
後
の
分
を
「
た
そ
が
れ
」
と
題
し
て
、
三
部
作
と
し
て
、「
今
ま
で

書
い
て
き
た
こ
と
を
本
に
し
た
い
。
」
と
の
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
作
の
出
版
に
つ
い

て
無
頓
着
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
松
村
に
も
こ
う
し
た
野
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
活
字
化
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
作
品
の
幾
つ
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

う
ど
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

行
美 

  
 

や
は
り 

 
 

う
ど
ん
は
長
い
方
が
い
い
ね
。 

 

は
し
で
つ
ま
ん
で 

白
い
や
つ
を
つ
る
つ
る
と
す
ゝ
る
。 

 
 

茶
わ
ん
の
中
と 

胃
袋
の
中
と
が 

 
 

一
本
の
う
ど
ん
で
つ
な
が
つ
て
い
る
。 

 
 

だ
の
に 

 

こ
の
頃
の
う
ど
ん
は 

 
 

戦
争
中
の 

こ
や
し
不
足
の
原
因
か 

真
黒
で 

 
 

い
や
に
ブ
ツ
ブ
ツ 

き
れ
や
が
る 

 
 

め
し
つ
ぶ
の
よ
う
に
シ
ヤ
ジ
で
す
く
つ
て
く
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

そ
れ
が
又 

好
き
な
奴
が
い
て 

わ
ざ
と
は
じ
め
か
ら 

ブ
ツ
ブ
ツ
に
し
て
ゆ
で
て 

 
 

近
代
的
美
食
感
だ
と 

 
 

よ
ろ
こ
ん
で
い
る 

よ
ろ
こ
ん
で
い
る
よ
。 

  
 

二
十
一
世
紀
は 

 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
第
二
号 

昭
和
二
十
八
年
六
月
） 

 

「
る
・
ぽ
あ
ん
（Le PO

IN
T

）」
と
は
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
の
第
一
号
か
ら
二
十
八
年
十
二

月
の
第
五
号
ま
で
の
発
行
が
確
認
さ
れ
る
詩
の
同
人
誌
で
、「
関
西
派
」「
火
山
脈
」
と
い
っ
た
詩

誌
の
同
人
だ
っ
た
久
保
田
郁
夫
を
顧
問
に
、
奥
田
平
三
郎
（
筆
名
・
黒
野
三
郎
）・
山
川
和
雄
（
菊

里
龍
二
）
な
ど
南
山
大
学
の
学
生
を
中
心
に
名
古
屋
市
熱
田
区
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン

ス
語
で
点
や
丸
を
意
味
す
る
「Le PO

IN
T

」
は
、
別
の
意
味
で
「
人
が
集
ま
る
処
」
と
し
て
も

使
わ
れ
る
よ
う
で
、
詩
の
「
広
場
」
の
意
味
を
込
め
た
洒
落
た
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
だ
っ
た
。 

 

詩
「
う
ど
ん
」
は
平
易
な
用
語
で
生
活
感
が
あ
る
中
に
一
種
の
世
相
批
判
を
含
ん
だ
作
品
で
あ

る
が
、
当
時
の
松
村
の
詩
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
分
か
る
文
章
が
、
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
第
四
号

（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
）
の
「
サ
ロ
ン
デ
ュ
ポ
ア
ン
」
に
あ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

行
美 

武
者
小
路
実
篤
集
を
よ
ん
で
み
た
。
人
生
は
す
べ
か
ら
く
苦
悩
と
虚
無
で
あ
る
こ
と
と
思 

 

 
 

い
き
つ
て
い
る
私
に
と
つ
て
そ
の
筆
の
運
び
方
と
い
い
、
見
つ
め
方
と
い
い
、
実
に
馬
鹿 

 
 

く
し
い
年
寄
り
の
感
激
性
位
に
し
か
思
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
よ
ん
で
い
る
う
ち
に

何
と
な
く
ほ
の

〲
と
心
の
あ
た
た
ま
つ
て
く
る
の
を
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か
つ
た 

こ
ん
な
虫
の
い
い
、
苦
労
を
し
ら
な
い
、
浅
は
か
な
、
一
方
的
な
、
こ
ん
な
も
の
の
ど
こ
が

い
い
の
だ
、
く
だ
ら
ん

く
と
一
字
一
句
は
ね
つ
け
て
い
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
足
の
先
か
ら

ほ
の

〲
と
暖
つ
て
く
る
。
そ
れ
を
感
じ
な
が
ら
私
は
思
わ
ず
ひ
ざ
を
た
ゝ
い
て
立
ち
上
が
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つ
た
。
こ
れ
だ
と
思
つ
た
。
現
代
詩
を
よ
ん
で
い
て
こ
ん
な
感
じ
に
な
つ
た
事
は
一
度
も
な

い
。
ま
さ
に
現
代
詩
に
欠
け
て
い
る
あ
る
も
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
現
代
を
知
的
に
な
が
め

て
み
た
時
そ
こ
に
は
も
は
や
暖
い
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
現
代
を
知
的
に
眺
め
分
析
し

て
み
た
結
果
生
ま
れ
出
た
冷
い
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
で
も
つ
て
満
足
し
て
い
る
現
代
詩
は
何
と

小
さ
な
そ
し
て
悲
し
む
べ
き
満
足
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
を
も
う
一
つ
ふ
み
こ
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か 

そ
れ
が
更
に
優
秀
な
詩
で
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
人
間

と
い
う
も
の
が
冷
い
心
を
ど
こ
ま
で
持
続
さ
せ
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
、
現
代
詩
が
何

か
忘
れ
も
の
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
が
私
の
感
じ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
私
の
現
代
詩
に
対
す
る
認
識
不
足
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 
 

武
者
小
路
実
篤
集
を
よ
ん
で
み
て
、
感
じ
た
事
を
記
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

松
村
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
知
的
技
巧
に
走
る
現
代
詩
に
「
冷
た
い
イ
メ
ー
ジ
」

を
持
ち
不
満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、
「
白
樺
」
派
の
人
道
主
義
的
傾
向
を
帯
び
た
、
暖
か
い
人

間
味
を
帯
び
た
実
篤
の
詩
に
共
感
を
示
す
こ
の
文
で
よ
く
分
か
る
。 

  
 
 
 
 

私
の
青
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

行
き
づ
ま
り
に
な
つ
て
い
る 

 
 

細
い
ど
ぶ
を 

 
 

ね
ず
み
が
走
つ
て
行
っ
た
。 

  
 

干
か
ら
び
た
大
根
の
し
つ
ぼ
を 

 
 

し
つ
か
り
と
く
わ
え
て 

 
 

ね
ず
み
は 

ど
ろ
を
は
ね
と
ば
し
走
つ
て
行
っ
た
。 

 
 

 

 
 

ね
ず
み
は
美
し
い
野
原
に
出
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
暦
象
」
一
四
集 

昭
和
二
十
九
年
六
月
） 

 

あ
え
て
汚
い
も
の
の
象
徴
と
し
て
、
ど
ぶ
・
ね
ず
み
・
干
か
ら
び
た
大
根
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、

美
し
い
夢
を
描
い
て
も
叶
わ
な
い
青
春
の
日
々
の
も
ど
か
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 

詩
誌
「
暦
象
」
は
、
三
重
県
下
随
一
の
詩
誌
で
あ
り
、
前
田
夕
暮
門
下
で
自
由
律
短
歌
か
ら
出

発
し
た
詩
人
で
、
精
神
科
医
と
し
て
太
宰
治
の
主
治
医
を
務
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
中
野
嘉
一

が
、
松
阪
市
在
住
時
代
に
二
〇
年
余
り
に
わ
た
り
発
行
し
て
い
た
。
松
村
は
若
い
頃
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
罹
り
一
時
治
療
を
受
け
る
た
め
に
中
野
の
医
院
に
通
院
し
て
い
た
。
そ
の
縁
も
あ
っ
て
、
同
人

に
は
な
れ
ぬ
会
員
止
ま
り
な
が
ら
、
「
暦
象
」
第
十
四
号
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
）
か
ら
第
二
十

六
号
（
昭
和
三
十
年
六
月
）
の
間
、
八
回
に
わ
た
っ
て
作
品
を
本
名
で
発
表
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

新
し
い
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

  
 

新
し
い
本
の
に
お
い
は
カ
ス
テ
ラ
の
に
お
い
だ
。 

 
 

パ
ラ
パ
ラ
と
頁
に
音
が
す
る
。 

 
 

か
た
い
肉
を
清
ら
か
な
乙
女
が 

 
 

奥
歯
で
し
が
ん
で
い
る
よ
う
な
―
。 

 
 

中
の
活
字
か
ら
音
が
聞
こ
え
る
よ
。 

 
 

西
洋
ざ
ら
の
上
で
カ
チ
カ
チ
と
ふ
れ
あ
う
ナ
イ
フ 

 
 

と
フ
ォ
ー
ク
の
あ
の
音
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
暦
象
」
二
六
集 

昭
和
三
十
年
六
月
） 

 

同
じ
「
暦
象
」
掲
載
作
品
で
も
、
右
の
作
の
よ
う
に
美
し
い
言
葉
運
び
で
爽
や
か
な
読
後
感
を

持
た
せ
る
作
品
も
あ
る
。
西
欧
の
情
緒
が
あ
り
、
よ
く
工
夫
さ
れ
た
詩
作
品
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

僕
の
結
婚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
村 

勝
行 

 

道
で
あ
り
な
が
ら 

道
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
な
が
ら 

 
 

道
で
あ
る
こ
と
を
確
め
な
が
ら 

  
 

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 

十
六
日
、
心
不
全
に
て
七
十
六
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。 

本
稿
は
、
「
文
人
・
松
村
勝
行
の
研
究
（
上
）
―
弁
論
と
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
・
小
説
・
エ
ッ
セ

イ
な
ど
―
」
の
続
編
と
し
て
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
と
い
っ
た
韻
文
的
分
野
に
お
け
る
彼
の
文
学
的

業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
そ
の
特
徴
を
探
り
、
文
学
史
的
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
と

思
う
。
ま
た
今
回
も
文
学
的
な
業
績
の
み
に
囚
わ
れ
ず
、
作
詞
・
作
曲
と
い
っ
た
や
や
大
衆
的
な

分
野
に
つ
い
て
も
、
松
村
が
い
か
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
か
を
紹
介
し
、
併
せ

て
広
い
意
味
で
の
文
化
人
と
し
て
の
彼
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

 
 

二 

現
代
詩
作
品
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

 

 

ま
ず
松
村
の
残
し
た
現
代
詩
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
引
用
し
、
彼
の
詩
の
作

風
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。 

 

松
村
は
亀
山
高
校
在
学
中
か
ら
、
戯
曲
の
執
筆
の
傍
ら
大
量
の
詩
作
を
書
き
溜
め
て
い
た
ら
し

く
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
起
筆
の
「
創
作
集
」
と
題
さ
れ
た
雑
記
ノ
ー
ト
に
は
、
文
語
・
口
語

取
り
混
ぜ
た
長
短
様
々
な
多
く
の
詩
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
詩
の
下
書
き
（
未
完
成

品
）
そ
の
他
メ
モ
」
と
題
さ
れ
た
焦
げ
茶
色
の
表
紙
の
小
型
の
手
帖
が
あ
り
、
昭
和
五
十
五
年
頃

の
多
く
の
詩
作
メ
モ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
手
帖
の
中
に
、
今
後
の
出
版
計
画
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、「
詩
集
」
と
し
て
、
高
校
生
ま
で
の
分
を
「
あ
け
ぼ
の
」
、
若
い
頃
の

分
を
「
か
げ
ろ
う
」
、
そ
れ
以
後
の
分
を
「
た
そ
が
れ
」
と
題
し
て
、
三
部
作
と
し
て
、「
今
ま
で

書
い
て
き
た
こ
と
を
本
に
し
た
い
。
」
と
の
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
作
の
出
版
に
つ
い

て
無
頓
着
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
松
村
に
も
こ
う
し
た
野
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
活
字
化
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
作
品
の
幾
つ
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

う
ど
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

行
美 

  
 

や
は
り 

 
 

う
ど
ん
は
長
い
方
が
い
い
ね
。 

 

は
し
で
つ
ま
ん
で 

白
い
や
つ
を
つ
る
つ
る
と
す
ゝ
る
。 

 
 

茶
わ
ん
の
中
と 

胃
袋
の
中
と
が 

 
 

一
本
の
う
ど
ん
で
つ
な
が
つ
て
い
る
。 

 
 

だ
の
に 

 

こ
の
頃
の
う
ど
ん
は 

 
 

戦
争
中
の 

こ
や
し
不
足
の
原
因
か 

真
黒
で 

 
 

い
や
に
ブ
ツ
ブ
ツ 

き
れ
や
が
る 

 
 

め
し
つ
ぶ
の
よ
う
に
シ
ヤ
ジ
で
す
く
つ
て
く
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

そ
れ
が
又 

好
き
な
奴
が
い
て 

わ
ざ
と
は
じ
め
か
ら 

ブ
ツ
ブ
ツ
に
し
て
ゆ
で
て 

 
 

近
代
的
美
食
感
だ
と 

 
 

よ
ろ
こ
ん
で
い
る 

よ
ろ
こ
ん
で
い
る
よ
。 

  
 

二
十
一
世
紀
は 

 

わ
か
ら
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
第
二
号 

昭
和
二
十
八
年
六
月
） 

 

「
る
・
ぽ
あ
ん
（Le PO

IN
T

）」
と
は
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
の
第
一
号
か
ら
二
十
八
年
十
二

月
の
第
五
号
ま
で
の
発
行
が
確
認
さ
れ
る
詩
の
同
人
誌
で
、「
関
西
派
」「
火
山
脈
」
と
い
っ
た
詩

誌
の
同
人
だ
っ
た
久
保
田
郁
夫
を
顧
問
に
、
奥
田
平
三
郎
（
筆
名
・
黒
野
三
郎
）・
山
川
和
雄
（
菊

里
龍
二
）
な
ど
南
山
大
学
の
学
生
を
中
心
に
名
古
屋
市
熱
田
区
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン

ス
語
で
点
や
丸
を
意
味
す
る
「Le PO

IN
T

」
は
、
別
の
意
味
で
「
人
が
集
ま
る
処
」
と
し
て
も

使
わ
れ
る
よ
う
で
、
詩
の
「
広
場
」
の
意
味
を
込
め
た
洒
落
た
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
だ
っ
た
。 

 

詩
「
う
ど
ん
」
は
平
易
な
用
語
で
生
活
感
が
あ
る
中
に
一
種
の
世
相
批
判
を
含
ん
だ
作
品
で
あ

る
が
、
当
時
の
松
村
の
詩
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
分
か
る
文
章
が
、
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
第
四
号

（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
）
の
「
サ
ロ
ン
デ
ュ
ポ
ア
ン
」
に
あ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 

行
美 

武
者
小
路
実
篤
集
を
よ
ん
で
み
た
。
人
生
は
す
べ
か
ら
く
苦
悩
と
虚
無
で
あ
る
こ
と
と
思 

 

 
 

い
き
つ
て
い
る
私
に
と
つ
て
そ
の
筆
の
運
び
方
と
い
い
、
見
つ
め
方
と
い
い
、
実
に
馬
鹿 

 
 

く
し
い
年
寄
り
の
感
激
性
位
に
し
か
思
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
よ
ん
で
い
る
う
ち
に

何
と
な
く
ほ
の

〲
と
心
の
あ
た
た
ま
つ
て
く
る
の
を
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
か
つ
た 

こ
ん
な
虫
の
い
い
、
苦
労
を
し
ら
な
い
、
浅
は
か
な
、
一
方
的
な
、
こ
ん
な
も
の
の
ど
こ
が

い
い
の
だ
、
く
だ
ら
ん

く
と
一
字
一
句
は
ね
つ
け
て
い
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
足
の
先
か
ら

ほ
の

〲
と
暖
つ
て
く
る
。
そ
れ
を
感
じ
な
が
ら
私
は
思
わ
ず
ひ
ざ
を
た
ゝ
い
て
立
ち
上
が
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文
人
・松
村
勝
行
の
研
究
（下
）

 

― 

詩
・短
歌
・
俳
句
・作
詞
作
曲
な
ど 

― 
  

一 
は
じ
め
に 

  

本
稿
は
、
三
重
大
学
・
鈴
鹿
工
業
高
専
・
鳥
羽
商
船
高
専
・
筑
波
大
学
と
国
立
学
校
の
一
事
務

官
と
し
て
生
涯
を
過
ご
し
た
、
松
村
勝
行
と
い
う
一
人
の
人
間
の
、
文
学
的
業
績
に
つ
い
て
ま
と

め
た
小
論
で
あ
り
、
「
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
四
十
五
巻
（
平
成
二
十
四
年
二
月
）

に
発
表
し
た
、
拙
稿
「
文
人
・
松
村
勝
行
の
研
究
（
上
）
―
弁
論
と
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
・
小
説
・

エ
ッ
セ
イ
な
ど
―
」
の
続
編
に
あ
た
る
。
こ
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
松
村
勝
行
の
戯
曲
・
シ
ナ
リ

オ
・
エ
ッ
セ
イ
・
小
説
な
ど
主
に
散
文
的
分
野
に
お
け
る
業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た
弁
論

活
動
や
郷
土
史
研
究
な
ど
、
文
学
以
外
の
業
績
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
そ
の
広
い
意
味
で
の
文
化

的
活
動
に
つ
い
て
、
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
の
強
い
関
心
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
点
を
、
そ
の

大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
。 

前
稿
と
の
重
複
を
厭
わ
ず
、
松
村
の
文
学
的
活
動
に
つ
い
て
そ
の
概
容
を
述
べ
る
と
、
昭
和
二

十
二
年
頃
か
ら
小
説
・
戯
曲
な
ど
の
創
作
活
動
に
手
を
染
め
始
め
、
昭
和
二
十
四
～
二
十
七
年
、

三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
に
在
学
中
、
文
芸
部
・
合
唱
部
・
演
劇
部
な
ど
様
々
な
部
活
動
で
活
躍

し
、
生
徒
会
長
を
二
期
連
続
で
務
め
る
。
自
ら
の
脚
色
・
創
作
し
た
戯
曲
を
演
劇
部
に
上
演
さ
せ

る
な
ど
、
弁
論
と
演
劇
の
二
分
野
で
の
活
動
が
高
校
卒
業
以
後
も
長
く
続
け
ら
れ
る
。
亀
山
高
校

卒
業
後
、
一
時
民
間
会
社
に
就
職
す
る
が
、
昭
和
三
十
年
よ
り
三
重
大
学
学
芸
学
部
に
採
用
、
以

降
は
大
学
職
員
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
。
一
方
で
二
十
八
年
に
は
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
、
二
十
九
年 

に
は
「
暦
象
」
な
ど
の
詩
誌
に
、
現
代
詩
作
品
を
「
関
行
美
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
始
め
た
。

ま
た
学
生
時
代
か
ら
の
劇
作
の
一
つ
の
頂
点
と
し
て
、
戯
曲
「
退
庁
時
刻
」
が
一
流
演
劇
誌
「
新

劇
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
昭
和
三
十
五
～
六
年
、
五
名
に
よ
る
合

作
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
如
月
真
珠
」
の
名
で
、
同
人
誌
「
ち
ん
ぺ
ら
」
を
三
号
ま
で
発
行
し
た
り
、
三

十
四
～
五
年
に
は
詩
の
同
人
誌
「
泥
ん
こ
村
」
を
発
行
し
て
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、
旺 

  

久 

留 

原 
 

昌 

宏 
 

盛
な
文
学
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

一
方
、
家
庭
面
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
、
久
留
原
冨
士
子
（
著
者
の
父
の
妹
）
と

結
婚
し
、
三
十
九
年
に
女
児
が
誕
生
、
平
穏
な
生
活
を
送
る
。
昭
和
三
十
六
年
末
に
東
京
教
育
大

学
国
府
台
分
校
に
転
勤
し
て
松
戸
市
に
約
三
年
住
み
、
そ
の
後
三
重
に
戻
っ
て
四
十
年
か
ら
鈴
鹿

工
業
高
等
専
門
学
校
（
用
度
係
長
）
、
四
十
三
年
か
ら
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
に
勤
務
し
、
伊

勢
市
に
約
十
年
居
住
す
る
が
、
五
十
一
年
、
開
学
間
も
な
い
筑
波
大
学
医
学
専
門
学
群
に
転
勤
し
、

現
在
の
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
転
居
し
て
か
ら
は
、
完
全
に
関
東
の
人
と
な
っ
た
。 

昭
和
三
十
七
年
に
松
戸
に
転
住
の
後
、
文
芸
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
四
十
年
六
月
に
作
詞
・

作
曲
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
」
に
採
用
・
上
演
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
一
時
期
の
勢
い
は
衰
え
た
か
に
見
え
た
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
三
年
、
四
十
五
歳
の
若
さ
で
心
筋
梗
塞
に
て
倒
れ
、
二
度
の
入
院
・
バ
イ

パ
ス
手
術
を
経
て
、
九
死
に
一
生
を
得
て
職
場
復
帰
す
る
。
そ
の
入
院
の
間
、
膨
大
な
量
の
日
記
・

小
説
・
詩
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
文
人
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

に
な
る
。
昭
和
五
十
六
年
頃
か
ら
は
俳
句
・
短
歌
の
創
作
に
本
腰
を
入
れ
始
め
、「
桜
村
俳
句
会
」

や
中
村
草
田
男
主
宰
の
「
萬
緑
」
、
「
双
峰
会
」
（
筑
波
大
学
教
授
・
森
田
孟
主
宰
）
や
近
藤
芳
美

主
宰
の
「
未
来
」
な
ど
、
数
多
く
の
俳
句
・
短
歌
会
に
所
属
、
持
ち
前
の
統
率
能
力
で
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
集
会
の
責
任
者
に
な
る
。
戯
曲
で
は
昭
和
五
十
九
年
に
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎
石
」
と
い
う
作

品
で
長
塚
節
文
学
賞
の
佳
作
に
入
選
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
才
能
を
再
び
発
揮
し
て
い
る
。 

一
方
で
、
昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
古
文
書
の
解
読
に
興
味
を
持
ち
、
平
成
五
年
に
筑
波
大
学
を

退
職
後
、
平
成
八
年
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
古
文
書
解
読
と
史
跡
踏
歩
を
目
的
と
し
た
「
歴
史

を
よ
ん
で
み
る
会
」
を
発
足
し
代
表
を
務
め
た
。
俳
句
・
短
歌
の
創
作
も
継
続
し
「
朝
日
俳
壇
」

「
朝
日
歌
壇
」
等
に
も
登
場
し
て
い
る
。
四
十
六
歳
の
大
手
術
の
後
、
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
様
々
な
文
芸
活
動
に
従
事
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
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文
人
・松
村
勝
行
の
研
究
（下
）

 

― 

詩
・短
歌
・
俳
句
・作
詞
作
曲
な
ど 

― 
  

一 

は
じ
め
に 

  

本
稿
は
、
三
重
大
学
・
鈴
鹿
工
業
高
専
・
鳥
羽
商
船
高
専
・
筑
波
大
学
と
国
立
学
校
の
一
事
務

官
と
し
て
生
涯
を
過
ご
し
た
、
松
村
勝
行
と
い
う
一
人
の
人
間
の
、
文
学
的
業
績
に
つ
い
て
ま
と

め
た
小
論
で
あ
り
、
「
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
四
十
五
巻
（
平
成
二
十
四
年
二
月
）

に
発
表
し
た
、
拙
稿
「
文
人
・
松
村
勝
行
の
研
究
（
上
）
―
弁
論
と
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
・
小
説
・

エ
ッ
セ
イ
な
ど
―
」
の
続
編
に
あ
た
る
。
こ
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
松
村
勝
行
の
戯
曲
・
シ
ナ
リ

オ
・
エ
ッ
セ
イ
・
小
説
な
ど
主
に
散
文
的
分
野
に
お
け
る
業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た
弁
論

活
動
や
郷
土
史
研
究
な
ど
、
文
学
以
外
の
業
績
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
そ
の
広
い
意
味
で
の
文
化

的
活
動
に
つ
い
て
、
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
の
強
い
関
心
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
点
を
、
そ
の

大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
。 

前
稿
と
の
重
複
を
厭
わ
ず
、
松
村
の
文
学
的
活
動
に
つ
い
て
そ
の
概
容
を
述
べ
る
と
、
昭
和
二

十
二
年
頃
か
ら
小
説
・
戯
曲
な
ど
の
創
作
活
動
に
手
を
染
め
始
め
、
昭
和
二
十
四
～
二
十
七
年
、

三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
に
在
学
中
、
文
芸
部
・
合
唱
部
・
演
劇
部
な
ど
様
々
な
部
活
動
で
活
躍

し
、
生
徒
会
長
を
二
期
連
続
で
務
め
る
。
自
ら
の
脚
色
・
創
作
し
た
戯
曲
を
演
劇
部
に
上
演
さ
せ

る
な
ど
、
弁
論
と
演
劇
の
二
分
野
で
の
活
動
が
高
校
卒
業
以
後
も
長
く
続
け
ら
れ
る
。
亀
山
高
校

卒
業
後
、
一
時
民
間
会
社
に
就
職
す
る
が
、
昭
和
三
十
年
よ
り
三
重
大
学
学
芸
学
部
に
採
用
、
以

降
は
大
学
職
員
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
。
一
方
で
二
十
八
年
に
は
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
、
二
十
九
年 

に
は
「
暦
象
」
な
ど
の
詩
誌
に
、
現
代
詩
作
品
を
「
関
行
美
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
始
め
た
。

ま
た
学
生
時
代
か
ら
の
劇
作
の
一
つ
の
頂
点
と
し
て
、
戯
曲
「
退
庁
時
刻
」
が
一
流
演
劇
誌
「
新

劇
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
昭
和
三
十
五
～
六
年
、
五
名
に
よ
る
合

作
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
如
月
真
珠
」
の
名
で
、
同
人
誌
「
ち
ん
ぺ
ら
」
を
三
号
ま
で
発
行
し
た
り
、
三

十
四
～
五
年
に
は
詩
の
同
人
誌
「
泥
ん
こ
村
」
を
発
行
し
て
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、
旺 

  
久 

留 
原 

 

昌 

宏 
 

盛
な
文
学
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

一
方
、
家
庭
面
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
、
久
留
原
冨
士
子
（
著
者
の
父
の
妹
）
と

結
婚
し
、
三
十
九
年
に
女
児
が
誕
生
、
平
穏
な
生
活
を
送
る
。
昭
和
三
十
六
年
末
に
東
京
教
育
大

学
国
府
台
分
校
に
転
勤
し
て
松
戸
市
に
約
三
年
住
み
、
そ
の
後
三
重
に
戻
っ
て
四
十
年
か
ら
鈴
鹿

工
業
高
等
専
門
学
校
（
用
度
係
長
）
、
四
十
三
年
か
ら
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
に
勤
務
し
、
伊

勢
市
に
約
十
年
居
住
す
る
が
、
五
十
一
年
、
開
学
間
も
な
い
筑
波
大
学
医
学
専
門
学
群
に
転
勤
し
、

現
在
の
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
転
居
し
て
か
ら
は
、
完
全
に
関
東
の
人
と
な
っ
た
。 

昭
和
三
十
七
年
に
松
戸
に
転
住
の
後
、
文
芸
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
四
十
年
六
月
に
作
詞
・

作
曲
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
」
に
採
用
・
上
演
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
一
時
期
の
勢
い
は
衰
え
た
か
に
見
え
た
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
三
年
、
四
十
五
歳
の
若
さ
で
心
筋
梗
塞
に
て
倒
れ
、
二
度
の
入
院
・
バ
イ

パ
ス
手
術
を
経
て
、
九
死
に
一
生
を
得
て
職
場
復
帰
す
る
。
そ
の
入
院
の
間
、
膨
大
な
量
の
日
記
・

小
説
・
詩
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
文
人
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

に
な
る
。
昭
和
五
十
六
年
頃
か
ら
は
俳
句
・
短
歌
の
創
作
に
本
腰
を
入
れ
始
め
、「
桜
村
俳
句
会
」

や
中
村
草
田
男
主
宰
の
「
萬
緑
」
、
「
双
峰
会
」
（
筑
波
大
学
教
授
・
森
田
孟
主
宰
）
や
近
藤
芳
美

主
宰
の
「
未
来
」
な
ど
、
数
多
く
の
俳
句
・
短
歌
会
に
所
属
、
持
ち
前
の
統
率
能
力
で
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
集
会
の
責
任
者
に
な
る
。
戯
曲
で
は
昭
和
五
十
九
年
に
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎
石
」
と
い
う
作

品
で
長
塚
節
文
学
賞
の
佳
作
に
入
選
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
才
能
を
再
び
発
揮
し
て
い
る
。 

一
方
で
、
昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
古
文
書
の
解
読
に
興
味
を
持
ち
、
平
成
五
年
に
筑
波
大
学
を

退
職
後
、
平
成
八
年
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
古
文
書
解
読
と
史
跡
踏
歩
を
目
的
と
し
た
「
歴
史

を
よ
ん
で
み
る
会
」
を
発
足
し
代
表
を
務
め
た
。
俳
句
・
短
歌
の
創
作
も
継
続
し
「
朝
日
俳
壇
」

「
朝
日
歌
壇
」
等
に
も
登
場
し
て
い
る
。
四
十
六
歳
の
大
手
術
の
後
、
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
様
々
な
文
芸
活
動
に
従
事
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二



 The Cultural Revolution and the Thought of Dui (2 of 2) 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (7?) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
Lin Biao’s banner of revolt against Mao Zedong was, like that of Liu Shaoqi, a desire for power that defied Mao 

Zedong’s desire for dictatorship and an ambition of becoming the supreme leader of China. With Lin Biao’s betrayal 

as a turning point, Mao Zedong was forced to modify the planned course of the Cultural Revolution. For the 

organizational reconstruction of the party on the verge of collapse and the control over the radical left wing of Jiang 

Qing and others, he sought revenge against the capitalist roaders, Deng Xiaoping and other veteran high-ranking 

members. Regarding the power balance between the Cultural Revolution faction (radical left-wing, extreme faction) 

and the anti-Cultural Revolution (capitalist roaders, moderate faction), Mao Zedong attempted to secure the 

dictatorial position of the President and to establish Chinese-type socialism by combining socialism of different 

types: the people’s commune policy (primitive socialism) and four modernizations (socialism with western 

productivity). Eventually, he selected the neutral faction of Hua Guofeng as his successor and entrusted it to continue 

the party line. Mao Zedong, who possessed both aspects of the Cultural Revolution faction and the capitalist roader 

faction, used thought of Dui, a basic mode of thinking as a Chinese person, as inferred from his contradictory 

political stance in his later years. 

 

Key words: purpose of the Cultural Revolution, modification of the planned course, Cultural Revolution faction, 

capitalist roaders, thought of Dui 
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九
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〇
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年
の
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息
」
一
九
八
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

参
照
） 

（
二
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
〇
三
ー
三
〇
九
頁 

参
照
） 

（
二
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

二
七
八
ー
二
七
九
頁 

参
照
） 

（
二
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

二
八
七
頁 

参
照
） 

（
二
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
三
四
頁 

参
照
） 

（
二
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
一
五
頁 

参
照
） 

（
二
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
三
一
頁 

参
照
） 

（
二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
三
二
頁 

参
照
） 

（
二
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
三
八
ー
三
三
九
頁 

参
照
） 

（
二
八
）
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 The Cultural Revolution and the Thought of Dui (2 of 2) 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (7?) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
Lin Biao’s banner of revolt against Mao Zedong was, like that of Liu Shaoqi, a desire for power that defied Mao 

Zedong’s desire for dictatorship and an ambition of becoming the supreme leader of China. With Lin Biao’s betrayal 

as a turning point, Mao Zedong was forced to modify the planned course of the Cultural Revolution. For the 

organizational reconstruction of the party on the verge of collapse and the control over the radical left wing of Jiang 

Qing and others, he sought revenge against the capitalist roaders, Deng Xiaoping and other veteran high-ranking 

members. Regarding the power balance between the Cultural Revolution faction (radical left-wing, extreme faction) 

and the anti-Cultural Revolution (capitalist roaders, moderate faction), Mao Zedong attempted to secure the 

dictatorial position of the President and to establish Chinese-type socialism by combining socialism of different 

types: the people’s commune policy (primitive socialism) and four modernizations (socialism with western 

productivity). Eventually, he selected the neutral faction of Hua Guofeng as his successor and entrusted it to continue 

the party line. Mao Zedong, who possessed both aspects of the Cultural Revolution faction and the capitalist roader 

faction, used thought of Dui, a basic mode of thinking as a Chinese person, as inferred from his contradictory 

political stance in his later years. 

 

Key words: purpose of the Cultural Revolution, modification of the planned course, Cultural Revolution faction, 

capitalist roaders, thought of Dui 
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か
ら
一
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東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
五
）
『
現
代
中
国
経
済
』（
甲
南
大
学 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史 

「
四
ー
三 

周
恩
来
の 

四
つ
の
現
代
化
路
線
」 

株
式
会
社
ジ
―
ク
ス 

参
照
） 

（
六
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』
野
村
浩
一 

二
九
二
頁
ー
二
九
三
頁 

講
談 

社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
七
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国
第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
野
村
浩
一
「
一 

現 

代
中
国
政
治
の
展
開
と
動
態
」 

三
六
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
八
）
徳
田
教
之
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

岩
波 

 
 
 

書
店 

一
八
八
九
年
）
所
収 

一
七
七
頁
ー
二
二
四
頁 

参
照 

（
九
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編 

集
責
任
＝
小
島
晋
治 

 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年
）
所
収 

二
六
〇
頁 

参
照 

（
一
〇
）
『
文
化
大
革
命
』（
矢
吹
晋
「
第
二
部
毛
沢
東
思
想
の
夢
と
現
実 

三 

毛
沢
東 

の
文
革
理
念
」 

講
談
社
現
代
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
）。 

（
一
一
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等 

反
米 

反
ソ
外
交 

一
六
九
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
一
二
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等
「
国
際 

緊
張
の
緩
和
」
一
九
六
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
一
三
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

五 

八
頁
ー
五
九
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
四
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
七
六
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

 

参
照
） 

（
一
五
）
『「
文
化
大
革
命
」
簡
史
』（
席
宣
・
金
春
明 

三
五
一
頁
ー
三
五
二
頁 

中
央
公 

論
社 

一
九
九
八
年 

参
照
）。 

（
一
六
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国
第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
野
村
浩
一
「
一
現 

代
中
国
政
治
の
展
開
と
動
態
」 

三
七
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
一
七
）『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

二 

〇
一
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
一
八
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
小
島
朋
之 

第
四
章 

鄧
小
平
の
政
治
ス 

タ
イ
ル 

一
七
九
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

た
と
言
っ
た
。
」
（
五
六
）
と
、
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
忘
れ
な
い
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
追

放
す
る
代
わ
り
に
、
華
国
鋒
を
昇
格
さ
せ
て
、
極
左
と
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
と
言
う
。

毛
沢
東
と
華
国
鋒
の
関
係
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
と
こ
ろ
が
、
極
左
派
は
彼
を
右
翼
寄
り
と
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
華

国
鋒
は
こ
れ
以
上
や
っ
て
い
け
な
い
と
決
意
し
た
。
四
月
三
十
日
、
彼
は
毛
主
席
の
も
と
を

お
と
ず
れ
て
、
こ
ん
な
い
わ
れ
な
き
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
は
と
て
も
職
務
を
果
た
せ
な
い
と

訴
え
た
際
、・
・
・
会
談
後
、
華
国
鋒
は
私
に
主
席
と
の
や
り
と
り
を
打
ち
あ
け
た
ば
か
り
で

な
い
、
毛
沢
東
の
直
筆
指
示
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
。
三
点
ほ
ど
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。「
君
が

や
っ
て
く
れ
れ
ば
、
私
は
安
心
だ
」
と
な
ぐ
り
書
き
さ
れ
て
い
た
。「
決
定
に
則
し
て
行
動
せ

よ
」「
余
計
な
心
配
は
す
る
な
。
気
楽
に
や
る
が
い
い
」
。・
・
・
華
国
鋒
は
そ
の
直
筆
を
政
治

局
の
面
々
に
見
せ
た
。
毛
主
席
の
お
墨
付
き
は
、
後
継
者
と
し
て
の
華
国
鋒
の
地
位
を
合
法

化
す
る
証
文
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
五
七
）
。
毛
沢
東
の
政
治
路
線
は
、
急
進
的
左
派
＝
文

革
派
＝
江
青
一
派
に
よ
り
文
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
逆
行
す
る
鄧
小
平
等
＝
反
文
革

派
の
復
権
に
よ
る
共
産
党
組
織
の
安
定
と
い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
政
治
勢
力
の
上
に
党
主
席

と
し
て
の
権
力
の
安
定
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
後
継
者
も
、
毛
沢
東
の
政

治
思
想
路
線
に
沿
い
従
う
人
物
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
華
国
鋒
は
、
文
革
派
＝
造

反
派
＝
急
進
的
左
派
と
反
文
革
派
＝
走
資
派
＝
穏
健
派
と
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
二
つ

の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
走
る
毛
沢
東
路
線
の
忠
実
な
継
承
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
江
青
・
林
彪
等
の
造
反
派
に
よ
る
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の
走
資
派
＝
実

権
派
の
政
敵
追
放
に
よ
り
、
毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
よ
り
約
一
三
年
か
け
て
勝
利
を
得
た
。

し
か
し
こ
の
闘
争
は
、
共
産
党
組
織
の
壊
滅
的
状
態
や
江
青
等
の
急
進
的
左
派
の
権
力
増
大

に
よ
り
毛
沢
東
の
独
裁
権
力
を
脅
か
す
結
果
と
な
っ
た
。 

②
林
彪
の
反
旗
は
、
国
家
主
席
の
座
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
権
力
欲
に
あ
り
、
毛
沢
東
の
独

裁
体
制
保
持
の
姿
勢
と
対
立
し
て
、
失
敗
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。 

③
林
彪
事
件
を
契
機
に
し
て
、
毛
沢
東
は
、
急
進
派
の
文
革
推
進
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、

党
組
織
の
再
建
の
た
め
に
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
文
革
派
＝
造
反
派
＝
現
体
制
破
壊
と
反

文
革
派
＝
保
皇
派
＝
現
体
制
維
持
と
い
う
、
両
面
思
考
性
を
持
つ
毛
沢
東
の
政
治
理
想
の
行

き
着
く
先
は
、
両
勢
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
状
態
の
保
持
で
あ
っ
た
。
こ
の
権
力
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
、
党
組
織
の
頂
点
に
絶
対
君
主
と
し
て
の
地
位
の
安
定
化
を
志
向
し
た
。 

④
文
革
派
＝
過
激
派
の
鄧
小
平
攻
撃
と
鄧
小
平
の
独
断
行
政
方
法
に
疑
惑
を
感
じ
た
毛
沢
東

は
、
鄧
小
平
を
再
び
追
放
し
た
。
そ
し
て
毛
沢
東
に
忠
誠
心
の
熱
い
誠
実
な
華
国
鋒
を
後
継

者
に
指
名
し
て
、
文
革
派
の
権
力
増
大
を
抑
制
し
て
、
自
己
の
地
位
の
安
定
化
を
図
っ
た
。 

⑤
晩
年
の
毛
沢
東
は
、
両
勢
力
へ
の
猜
疑
心
が
増
幅
す
る
ご
と
に
、
文
革
派
→
保
皇
派
→
文

革
派
へ
と
次
々
に
揺
れ
動
く
が
、
常
に
両
勢
力
の
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
実
現

方
法
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
の
走
資
派
＝
実
権
派
＝
修
正
主
義
の
旧
幹
部
復
活
は
、
当
然
の
行
為
だ
っ
た
。
毛

沢
東
は
、
最
後
ま
で
資
本
主
義
を
否
定
す
る
生
産
関
係
重
視
の
原
始
共
産
主
義
思
想
＝
人
民

公
社
政
策
と
資
本
主
義
の
高
度
な
生
産
力
を
肯
定
す
る
社
会
主
義
国
家
建
設
＝
大
躍
進
政
策

と
い
う
、
自
己
分
裂
し
た
社
会
主
義
建
設
理
想
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
階
級
闘
争
、
安
定
団

結
、
国
民
生
活
の
発
展
と
い
う
毛
沢
東
の
三
項
指
示
が
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
（
五
八
）
。 

⑦
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
文
革
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
政
治
的
立
場
に
、
中
国
人
と
し
て

の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
具
体
的
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
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か
ら
一
方
で
は
西
洋
資
本
主
義
の
否
定
＝
社
会
主
義
へ
の
階
級
闘
争
＝
文
革
を
推
進
し
な
が

ら
、
他
方
で
は
「
四
つ
の
現
代
化
」
＝
西
洋
資
本
主
義
的
社
会
発
展
を
目
指
す
の
は
、
何
も

驚
く
に
足
る
途
方
も
な
い
政
治
路
線
の
大
き
な
軌
道
修
正
や
矛
盾
で
は
な
い
。
毛
沢
東
に
具

有
し
て
い
る
相
異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義
建
設
理
想
の
実
現
の
具
体
的
現
れ
に
過
ぎ
な
い
。 

⑧
従
来
の
研
究
史
で
は
、
全
く
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
っ
た
鄧
小
平
等
の
旧
高
級
幹
部
の
復

活
の
理
由
や
華
国
鋒
の
抜
擢
は
、
毛
沢
東
の
政
治
思
想
の
自
己
分
裂
性
的
性
格
＝
対
の
思
想

＝
両
面
思
考
的
性
格
の
展
開
に
原
因
が
存
在
し
た
。
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
性

を
全
く
欠
落
し
て
い
た
故
に
、
従
来
の
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
研
究
史
が
、
混
乱
し
て
い
て

曖
昧
で
不
分
明
な
見
解
を
主
張
す
る
、
多
様
な
学
説
が
出
て
く
る
原
因
が
存
在
し
た
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

二
八
四
頁
ー
二
八
五
頁 

講
談 

社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
二
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（ 

編
集
＝
小
島
晋
治 

二
五
七
頁
ー
二
五
八
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
）

三
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

一
九 

九
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
四
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等 

国
際
緊 

張
の
緩
和 

一
九
六
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
五
）
『
現
代
中
国
経
済
』（
甲
南
大
学 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史 

「
四
ー
三 

周
恩
来
の 

四
つ
の
現
代
化
路
線
」 

株
式
会
社
ジ
―
ク
ス 

参
照
） 

（
六
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』
野
村
浩
一 

二
九
二
頁
ー
二
九
三
頁 

講
談 

社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
七
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国
第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
野
村
浩
一
「
一 

現 

代
中
国
政
治
の
展
開
と
動
態
」 

三
六
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 
参
照
） 

（
八
）
徳
田
教
之
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 
岩
波 

 
 
 

書
店 

一
八
八
九
年
）
所
収 

一
七
七
頁
ー
二
二
四
頁 

参
照 

（
九
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編 

集
責
任
＝
小
島
晋
治 

 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年
）
所
収 

二
六
〇
頁 

参
照 

（
一
〇
）
『
文
化
大
革
命
』（
矢
吹
晋
「
第
二
部
毛
沢
東
思
想
の
夢
と
現
実 

三 

毛
沢
東 

の
文
革
理
念
」 

講
談
社
現
代
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
）。 

（
一
一
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等 

反
米 

反
ソ
外
交 

一
六
九
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
一
二
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等
「
国
際 

緊
張
の
緩
和
」
一
九
六
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
一
三
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

五 

八
頁
ー
五
九
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
四
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
七
六
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

 

参
照
） 

（
一
五
）
『「
文
化
大
革
命
」
簡
史
』（
席
宣
・
金
春
明 

三
五
一
頁
ー
三
五
二
頁 

中
央
公 

論
社 

一
九
九
八
年 

参
照
）。 

（
一
六
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国
第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
野
村
浩
一
「
一
現 

代
中
国
政
治
の
展
開
と
動
態
」 

三
七
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
一
七
）『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

二 

〇
一
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
一
八
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
小
島
朋
之 

第
四
章 

鄧
小
平
の
政
治
ス 

タ
イ
ル 

一
七
九
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

た
と
言
っ
た
。
」
（
五
六
）
と
、
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
忘
れ
な
い
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
追

放
す
る
代
わ
り
に
、
華
国
鋒
を
昇
格
さ
せ
て
、
極
左
と
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
と
言
う
。

毛
沢
東
と
華
国
鋒
の
関
係
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
と
こ
ろ
が
、
極
左
派
は
彼
を
右
翼
寄
り
と
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
華

国
鋒
は
こ
れ
以
上
や
っ
て
い
け
な
い
と
決
意
し
た
。
四
月
三
十
日
、
彼
は
毛
主
席
の
も
と
を

お
と
ず
れ
て
、
こ
ん
な
い
わ
れ
な
き
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
は
と
て
も
職
務
を
果
た
せ
な
い
と

訴
え
た
際
、・
・
・
会
談
後
、
華
国
鋒
は
私
に
主
席
と
の
や
り
と
り
を
打
ち
あ
け
た
ば
か
り
で

な
い
、
毛
沢
東
の
直
筆
指
示
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
。
三
点
ほ
ど
し
た
た
め
て
あ
っ
た
。「
君
が

や
っ
て
く
れ
れ
ば
、
私
は
安
心
だ
」
と
な
ぐ
り
書
き
さ
れ
て
い
た
。「
決
定
に
則
し
て
行
動
せ

よ
」「
余
計
な
心
配
は
す
る
な
。
気
楽
に
や
る
が
い
い
」
。・
・
・
華
国
鋒
は
そ
の
直
筆
を
政
治

局
の
面
々
に
見
せ
た
。
毛
主
席
の
お
墨
付
き
は
、
後
継
者
と
し
て
の
華
国
鋒
の
地
位
を
合
法

化
す
る
証
文
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
五
七
）
。
毛
沢
東
の
政
治
路
線
は
、
急
進
的
左
派
＝
文

革
派
＝
江
青
一
派
に
よ
り
文
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
逆
行
す
る
鄧
小
平
等
＝
反
文
革

派
の
復
権
に
よ
る
共
産
党
組
織
の
安
定
と
い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
政
治
勢
力
の
上
に
党
主
席

と
し
て
の
権
力
の
安
定
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
後
継
者
も
、
毛
沢
東
の
政

治
思
想
路
線
に
沿
い
従
う
人
物
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
華
国
鋒
は
、
文
革
派
＝
造

反
派
＝
急
進
的
左
派
と
反
文
革
派
＝
走
資
派
＝
穏
健
派
と
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
二
つ

の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
走
る
毛
沢
東
路
線
の
忠
実
な
継
承
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
江
青
・
林
彪
等
の
造
反
派
に
よ
る
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の
走
資
派
＝
実

権
派
の
政
敵
追
放
に
よ
り
、
毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
よ
り
約
一
三
年
か
け
て
勝
利
を
得
た
。

し
か
し
こ
の
闘
争
は
、
共
産
党
組
織
の
壊
滅
的
状
態
や
江
青
等
の
急
進
的
左
派
の
権
力
増
大

に
よ
り
毛
沢
東
の
独
裁
権
力
を
脅
か
す
結
果
と
な
っ
た
。 

②
林
彪
の
反
旗
は
、
国
家
主
席
の
座
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
権
力
欲
に
あ
り
、
毛
沢
東
の
独

裁
体
制
保
持
の
姿
勢
と
対
立
し
て
、
失
敗
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。 

③
林
彪
事
件
を
契
機
に
し
て
、
毛
沢
東
は
、
急
進
派
の
文
革
推
進
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、

党
組
織
の
再
建
の
た
め
に
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
文
革
派
＝
造
反
派
＝
現
体
制
破
壊
と
反

文
革
派
＝
保
皇
派
＝
現
体
制
維
持
と
い
う
、
両
面
思
考
性
を
持
つ
毛
沢
東
の
政
治
理
想
の
行

き
着
く
先
は
、
両
勢
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
状
態
の
保
持
で
あ
っ
た
。
こ
の
権
力
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
、
党
組
織
の
頂
点
に
絶
対
君
主
と
し
て
の
地
位
の
安
定
化
を
志
向
し
た
。 

④
文
革
派
＝
過
激
派
の
鄧
小
平
攻
撃
と
鄧
小
平
の
独
断
行
政
方
法
に
疑
惑
を
感
じ
た
毛
沢
東

は
、
鄧
小
平
を
再
び
追
放
し
た
。
そ
し
て
毛
沢
東
に
忠
誠
心
の
熱
い
誠
実
な
華
国
鋒
を
後
継

者
に
指
名
し
て
、
文
革
派
の
権
力
増
大
を
抑
制
し
て
、
自
己
の
地
位
の
安
定
化
を
図
っ
た
。 

⑤
晩
年
の
毛
沢
東
は
、
両
勢
力
へ
の
猜
疑
心
が
増
幅
す
る
ご
と
に
、
文
革
派
→
保
皇
派
→
文

革
派
へ
と
次
々
に
揺
れ
動
く
が
、
常
に
両
勢
力
の
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
実
現

方
法
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
の
走
資
派
＝
実
権
派
＝
修
正
主
義
の
旧
幹
部
復
活
は
、
当
然
の
行
為
だ
っ
た
。
毛

沢
東
は
、
最
後
ま
で
資
本
主
義
を
否
定
す
る
生
産
関
係
重
視
の
原
始
共
産
主
義
思
想
＝
人
民

公
社
政
策
と
資
本
主
義
の
高
度
な
生
産
力
を
肯
定
す
る
社
会
主
義
国
家
建
設
＝
大
躍
進
政
策

と
い
う
、
自
己
分
裂
し
た
社
会
主
義
建
設
理
想
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
階
級
闘
争
、
安
定
団

結
、
国
民
生
活
の
発
展
と
い
う
毛
沢
東
の
三
項
指
示
が
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
（
五
八
）
。 

⑦
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
文
革
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
政
治
的
立
場
に
、
中
国
人
と
し
て

の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
具
体
的
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
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中
国
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
「
私
は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
共
感
を
お
ぼ
え
、
北
京
市
民
の
勇
気
に
心
を
打
た
れ
た
。
デ

モ
に
参
加
す
る
者
た
ち
の
行
動
が
単
に
周
恩
来
の
死
を
い
た
む
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
だ
と

誰
も
が
知
っ
て
い
た
。
市
民
た
ち
は
ま
た
江
青
と
そ
の
急
進
派
に
も
抗
議
し
、
鄧
小
平
へ
の

支
持
を
表
明
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
死
を
い
た
み
、
か
つ
い
き
り
た
つ
群
衆
が
日
ま
し

に
お
し
よ
せ
て
く
る
。
江
青
と
そ
の
一
派
が
攻
撃
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
っ
た
。
清
明
節

の
休
日
で
あ
る
四
月
四
日
の
夕
刻
、
群
衆
は
数
十
万
人
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
政
治
局
は
ど

ん
な
対
策
を
と
る
べ
き
か
を
決
め
る
た
め
に
会
議
を
招
集
さ
れ
た
。・
・
・
毛
遠
新
が
政
治
局

の
審
議
過
程
を
要
約
し
た
報
告
書
を
主
席
に
と
ど
け
る
と
、
主
席
は
同
意
し
た
。
そ
の
夜
、

広
場
か
ら
花
輪
、
旗
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
撤
去
し
て
、
反
革
命
分
子
の
逮
捕
に
と
り
か
か
れ
と

い
う
命
令
が
出
さ
れ
る
。・
・
・
し
か
し
思
う
に
、
天
安
門
広
場
の
デ
モ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
大

衆
運
動
で
あ
っ
て
、
江
青
や
そ
の
一
派
が
非
難
す
る
よ
う
な
「
ひ
と
握
り
」
の
反
革
命
分
子

な
ど
の
策
動
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
毛
は
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
人
民
大
衆
に
向
け
て
軍
隊
を
動

か
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
い
ま
や
そ
の
人
民
大
衆
が
敵
に
ま
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
五
四
）。 

毛
沢
東
は
、
周
恩
来
の
追
悼
に
集
ま
っ
た
数
十
万
人
の
デ
モ
隊
を
武
力
鎮
圧
す
る
命
令
を

発
動
し
た
。
毛
沢
東
へ
の
国
民
的
人
気
は
、
毛
沢
東
へ
の
信
頼
感
の
厚
さ
に
由
来
し
て
い
た
。

そ
れ
故
に
毛
沢
東
は
、
自
己
の
権
力
の
死
守
を
か
け
た
闘
争
に
、
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
た
。

し
か
し
周
恩
来
追
悼
の
デ
モ
隊
を
反
革
命
分
子
の
運
動
と
し
て
、
人
民
大
衆
に
銃
口
を
向
け

て
弾
圧
し
た
。
自
己
の
権
威
の
最
後
の
砦
た
る
大
衆
を
も
、
毛
沢
東
は
裏
切
っ
た
。
人
民
大

衆
の
敬
愛
の
念
は
、
自
分
一
人
に
独
占
し
た
い
と
い
う
独
善
的
な
毛
沢
東
の
姿
に
、
客
観
的

に
こ
の
世
界
を
見
る
良
心
が
消
え
て
い
た
。
続
け
て
李
氏
は
、 

 

「
鄧
小
平
が
事
件
の
黒
幕
だ
と
毛
は
言
っ
た
。
鄧
小
平
は
党
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
ポ
ス
ト

か
ら
解
任
す
る
。
だ
が
、
党
籍
だ
け
は
勘
弁
し
て
や
ろ
う
。
毛
は
華
国
鋒
を
正
式
に
首
相
兼

党
第
一
副
主
席
に
昇
格
さ
せ
た
か
っ
た
。
毛
遠
新
は
つ
ぎ
の
政
治
局
会
議
に
毛
沢
東
の
こ
の

意
向
を
つ
た
え
る
。
政
治
局
は
同
意
し
、
そ
の
決
定
が
人
民
放
送
局
を
通
し
て
発
表
さ
れ
た
。

鄧
小
平
は
ふ
た
た
び
追
放
さ
れ
、
華
国
鋒
が
周
恩
来
の
後
任
と
し
て
首
相
の
座
に
つ
く
。
」
（

五
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
周
恩
来
追
悼
の
デ
モ
隊
を
反
革
命
事
件
と
し
て
、
武
力
弾
圧
す
る

所
に
、
国
民
の
敬
愛
す
る
周
恩
来
を
敬
愛
す
る
の
を
許
さ
な
い
、
毛
沢
東
の
冷
徹
な
独
裁
君

主
的
人
間
性
が
見
え
て
い
る
。
人
民
に
敵
対
す
る
毛
沢
東
の
歳
晩
年
の
姿
は
、
も
は
や
国
民

か
ら
も
孤
立
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。 

人
民
の
反
革
命
事
件
の
責
任
を
鄧
小
平
に
押
し
付
け
て
、
再
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
し
て

追
放
し
て
、
周
恩
来
の
後
任
に
は
、
華
国
鋒
を
首
相
に
抜
擢
し
た
。
両
派
に
属
さ
ぬ
中
間
派

の
華
国
鋒
抜
擢
の
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

 

「
華
国
鋒
が
党
、
政
府
の
要
職
に
つ
い
た
の
は
一
九
七
六
年
四
月
で
、
ま
だ
半
年
と
た
っ

て
い
な
か
っ
た
。
主
席
の
死
期
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
展
開
し
は
じ
め
た
権
力
闘
争
に
お
け

る
勝
利
だ
っ
た
。
一
九
七
六
年
四
月
上
旬
、
数
万
の
民
衆
が
天
安
門
広
場
に
あ
つ
ま
り
、
周

恩
来
の
死
を
追
悼
す
る
と
同
時
に
毛
沢
東
夫
人
の
江
青
、
そ
の
仲
間
で
あ
る
上
海
出
身
の
張

春
橋
、
姚
文
元
、
汪
洪
文
ら
極
左
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
政
策
に
抗
議
す
る
と
、
反
極
左
派
の

デ
モ
は
「
反
革
命
」
と
宣
言
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
極
左
派
グ
ル
ー
プ
を
な
だ
め
る
た
め
に
、

騒
ぎ
を
助
長
さ
せ
た
と
し
て
弔
辞
を
読
ん
だ
穏
健
派
の
鄧
小
平
副
首
相
を
追
放
し
た
。
し
か

し
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
毛
主
席
は
、
党
中
央
委
員
会
第
一
副
主
席
に
華
国
鋒

を
指
名
す
る
こ
と
で
極
左
派
を
失
望
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
華
国
鋒
は
政
府
の
最
高
責
任
者
、

ま
た
毛
沢
東
が
選
ん
だ
党
主
席
の
後
継
者
と
し
て
追
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
う
れ
し

か
っ
た
し
、
毛
は
ま
さ
に
間
違
い
の
な
い
人
物
を
党
、
政
府
の
最
高
責
任
者
に
選
ん
だ
と
思

っ
た
。
現
に
江
青
の
料
理
長
で
さ
え
よ
ろ
こ
び
、
主
席
は
や
っ
と
か
し
こ
い
決
断
を
く
だ
し

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
毛
は
鄧
小
平
を
改
造
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
だ
失
脚
さ
せ
る

つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
な
反
対
運
動
が
始
ま
っ
た
ー
右
派
や
文
化
大
革
命

の
評
価
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
動
き
に
た
い
し
て
。
鄧
小
平
が
主
た
る
標
的
で
あ
っ
た
。
」

（
五
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
主
席
の
自
己
を
無
視
し
て
頭
を
踏
み
つ
け

る
よ
う
な
行
動
は
、
我
慢
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彭
徳
懐
、
劉
少
奇
、
林
彪
、
鄧
小
平
へ
の

敵
意
は
、
全
て
こ
の
証
左
で
あ
る
。
他
方
で
毛
沢
東
の
指
示
を
聞
か
な
い
江
青
へ
の
不
信
感

も
、
逆
の
意
味
で
同
様
で
あ
る
。
江
青
等
の
四
人
組
に
よ
る
文
革
の
行
き
過
ぎ
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
、
党
組
織
を
再
建
す
る
た
め
に
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
等
の
古
参
幹
部
を
復
活
さ
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
文
革
を
自
ら
推
進
し
て
造
反
派
を
支
持
し
て
い
る
以
上
、

毛
沢
東
は
、
今
度
は
文
革
派
の
立
場
か
ら
、
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
領

袖
た
る
鄧
小
平
を
再
度
批
判
し
て
、
態
度
を
急
変
さ
し
た
。
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、

文
革
派
→
反
文
革
派
→
文
革
派
へ
、
鄧
小
平
の
失
脚
→
復
活
→
失
脚
へ
と
、
次
々
に
揺
れ
動

く
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
が
、
何
時
ま
で
も
展
開
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
思
想
の
展
開
の
中
に
、
従
来
の
毛
沢
東

研
究
史
で
は
、
全
く
不
明
で
あ
っ
た
鄧
小
平
が
失
脚
と
復
活
を
繰
り
返
し
た
根
本
的
原
因
が

存
在
し
た
。
毛
沢
東
の
華
国
鋒
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
方
、
周
恩
来
の
後
任
に
だ
れ
が
な
る
の
か
人
々
は
不
安
が
っ
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
だ

れ
も
が
驚
い
た
こ
と
に
、
毛
沢
東
は
華
国
鋒
を
首
相
代
理
兼
党
第
一
副
主
席
に
推
薦
し
た
の

で
あ
る
。・
・
・
多
く
の
人
々
と
お
な
じ
く
、
私
も
意
表
を
つ
か
れ
た
。
し
か
し
私
に
は
こ
の

指
名
が
懸
命
な
選
択
と
思
わ
れ
た
。
汪
東
興
も
同
感
で
あ
っ
た
。
主
席
の
頭
脳
は
い
ま
な
お

健
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
名
は
江
青
と
そ
の
一
派
へ
の
痛
撃
で
あ
っ
た
。
党
最
高
指

導
部
は
古
参
の
長
征
組
幹
部(

経
験
主
義
者
た
ち)

と
主
席
が
教
条
主
義
と
非
難
し
た
若
い
世

代
の
過
激
派
と
に
分
裂
し
て
い
た
。
毛
は
党
の
指
導
権
を
い
ず
れ
の
側
に
も
ゆ
ず
る
の
を
好

ま
な
か
っ
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
人
物
を
首
相
に
指
名
し
た
の
で
あ
っ

た
、
華
国
鋒
に
つ
い
て
知
る
人
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。・
・
・
経
験
ゆ
た
か
な
信
頼
で
き
る

指
導
者
で
あ
り
、
ひ
か
え
め
な
う
え
に
親
し
み
が
持
て
た
。
問
題
と
い
え
ば
、
華
国
鋒
が
遠

か
ら
ず
江
青
と
そ
の
一
派
か
ら
新
し
い
標
的
と
し
て
ね
ら
わ
れ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
華
は
ど
う
み
て
も
江
青
派
の
一
味
で
は
な
か
っ
た
。
」
（
五
二
）。 

 

毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
＝
過
激
派
と
、
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
穏

健
派
の
両
面
を
兼
ね
備
え
て
い
た
以
上
、
ど
ち
ら
の
勢
力
に
も
自
己
の
後
任
に
は
、
任
命
し

た
く
は
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
の
目
的
は
、
党
組
織
の
安
定
の
上
に
自
己
の
地
位
の
安
定
を
志

向
す
る
以
上
、
両
勢
力
か
ら
距
離
を
お
い
た
中
間
派
の
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
堀
川
氏
の
言
う
様
な
華
国
鋒
は
文
革
派
で
は
な
い
。
野
村
・
渡
辺
・
小
島
氏
の
見

解
で
は
、
華
国
鋒
の
政
治
的
立
場
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
李
氏
の
説
明
で
、
華
国
鋒
の
政
治

的
立
場
が
判
明
し
た
。
中
間
的
人
物
で
、
権
力
欲
の
野
望
が
な
く
、
誠
実
な
人
柄
を
毛
沢
東

が
見
抜
い
て
、
後
継
者
に
大
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。
老
年
の
毛
沢
東
は
、
人
民
や
党
中
央
幹

部
に
対
し
て
、
寛
容
性
を
既
に
失
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
周
恩
来
と
毛
沢
東
亡
き
あ
と
国
家
を
指
導
で
き
る
、
お
そ
ら
く
唯
一
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
。
多
く
の
人
々
は
ま
た
周
恩
来
が
し
か
る
べ
く
哀
悼
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
っ
て
い

た
。
三
月
中
旬
、
死
者
を
追
悼
す
る
清
明
節
の
行
事
が
四
月
四
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
北
京
市
民
は
、
周
恩
来
へ
哀
悼
の
花
束
を
さ
さ
げ
よ
う
と
天
安
門
広
場
の
人
民
英

雄
記
念
碑
を
お
と
ず
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
動
き
は
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
り
、
群
衆
は
日

ご
と
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
共
産
党
が
権
力
を
握
る
以
前
か
ら
、
こ

の
国
の
民
衆
が
、
か
か
る
感
情
の
発
露
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
（
五
三
）。 

共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
下
で
、
人
民
動
員
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
飽
く
こ
と
な
く
度
々
と

繰
返
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
民
の
自
然
発
生
的
な
デ
モ
は
共
産
党
支
配
下
の
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中
国
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
私
は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
共
感
を
お
ぼ
え
、
北
京
市
民
の
勇
気
に
心
を
打
た
れ
た
。
デ

モ
に
参
加
す
る
者
た
ち
の
行
動
が
単
に
周
恩
来
の
死
を
い
た
む
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
だ
と

誰
も
が
知
っ
て
い
た
。
市
民
た
ち
は
ま
た
江
青
と
そ
の
急
進
派
に
も
抗
議
し
、
鄧
小
平
へ
の

支
持
を
表
明
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
死
を
い
た
み
、
か
つ
い
き
り
た
つ
群
衆
が
日
ま
し

に
お
し
よ
せ
て
く
る
。
江
青
と
そ
の
一
派
が
攻
撃
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
っ
た
。
清
明
節

の
休
日
で
あ
る
四
月
四
日
の
夕
刻
、
群
衆
は
数
十
万
人
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
政
治
局
は
ど

ん
な
対
策
を
と
る
べ
き
か
を
決
め
る
た
め
に
会
議
を
招
集
さ
れ
た
。・
・
・
毛
遠
新
が
政
治
局

の
審
議
過
程
を
要
約
し
た
報
告
書
を
主
席
に
と
ど
け
る
と
、
主
席
は
同
意
し
た
。
そ
の
夜
、

広
場
か
ら
花
輪
、
旗
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
撤
去
し
て
、
反
革
命
分
子
の
逮
捕
に
と
り
か
か
れ
と

い
う
命
令
が
出
さ
れ
る
。・
・
・
し
か
し
思
う
に
、
天
安
門
広
場
の
デ
モ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
大

衆
運
動
で
あ
っ
て
、
江
青
や
そ
の
一
派
が
非
難
す
る
よ
う
な
「
ひ
と
握
り
」
の
反
革
命
分
子

な
ど
の
策
動
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
毛
は
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
人
民
大
衆
に
向
け
て
軍
隊
を
動

か
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
い
ま
や
そ
の
人
民
大
衆
が
敵
に
ま
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
五
四
）。 

毛
沢
東
は
、
周
恩
来
の
追
悼
に
集
ま
っ
た
数
十
万
人
の
デ
モ
隊
を
武
力
鎮
圧
す
る
命
令
を

発
動
し
た
。
毛
沢
東
へ
の
国
民
的
人
気
は
、
毛
沢
東
へ
の
信
頼
感
の
厚
さ
に
由
来
し
て
い
た
。

そ
れ
故
に
毛
沢
東
は
、
自
己
の
権
力
の
死
守
を
か
け
た
闘
争
に
、
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
た
。

し
か
し
周
恩
来
追
悼
の
デ
モ
隊
を
反
革
命
分
子
の
運
動
と
し
て
、
人
民
大
衆
に
銃
口
を
向
け

て
弾
圧
し
た
。
自
己
の
権
威
の
最
後
の
砦
た
る
大
衆
を
も
、
毛
沢
東
は
裏
切
っ
た
。
人
民
大

衆
の
敬
愛
の
念
は
、
自
分
一
人
に
独
占
し
た
い
と
い
う
独
善
的
な
毛
沢
東
の
姿
に
、
客
観
的

に
こ
の
世
界
を
見
る
良
心
が
消
え
て
い
た
。
続
け
て
李
氏
は
、 

 

「
鄧
小
平
が
事
件
の
黒
幕
だ
と
毛
は
言
っ
た
。
鄧
小
平
は
党
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
ポ
ス
ト

か
ら
解
任
す
る
。
だ
が
、
党
籍
だ
け
は
勘
弁
し
て
や
ろ
う
。
毛
は
華
国
鋒
を
正
式
に
首
相
兼

党
第
一
副
主
席
に
昇
格
さ
せ
た
か
っ
た
。
毛
遠
新
は
つ
ぎ
の
政
治
局
会
議
に
毛
沢
東
の
こ
の

意
向
を
つ
た
え
る
。
政
治
局
は
同
意
し
、
そ
の
決
定
が
人
民
放
送
局
を
通
し
て
発
表
さ
れ
た
。

鄧
小
平
は
ふ
た
た
び
追
放
さ
れ
、
華
国
鋒
が
周
恩
来
の
後
任
と
し
て
首
相
の
座
に
つ
く
。
」
（

五
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
周
恩
来
追
悼
の
デ
モ
隊
を
反
革
命
事
件
と
し
て
、
武
力
弾
圧
す
る

所
に
、
国
民
の
敬
愛
す
る
周
恩
来
を
敬
愛
す
る
の
を
許
さ
な
い
、
毛
沢
東
の
冷
徹
な
独
裁
君

主
的
人
間
性
が
見
え
て
い
る
。
人
民
に
敵
対
す
る
毛
沢
東
の
歳
晩
年
の
姿
は
、
も
は
や
国
民

か
ら
も
孤
立
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。 

人
民
の
反
革
命
事
件
の
責
任
を
鄧
小
平
に
押
し
付
け
て
、
再
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
し
て

追
放
し
て
、
周
恩
来
の
後
任
に
は
、
華
国
鋒
を
首
相
に
抜
擢
し
た
。
両
派
に
属
さ
ぬ
中
間
派

の
華
国
鋒
抜
擢
の
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

 

「
華
国
鋒
が
党
、
政
府
の
要
職
に
つ
い
た
の
は
一
九
七
六
年
四
月
で
、
ま
だ
半
年
と
た
っ

て
い
な
か
っ
た
。
主
席
の
死
期
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
展
開
し
は
じ
め
た
権
力
闘
争
に
お
け

る
勝
利
だ
っ
た
。
一
九
七
六
年
四
月
上
旬
、
数
万
の
民
衆
が
天
安
門
広
場
に
あ
つ
ま
り
、
周

恩
来
の
死
を
追
悼
す
る
と
同
時
に
毛
沢
東
夫
人
の
江
青
、
そ
の
仲
間
で
あ
る
上
海
出
身
の
張

春
橋
、
姚
文
元
、
汪
洪
文
ら
極
左
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
政
策
に
抗
議
す
る
と
、
反
極
左
派
の

デ
モ
は
「
反
革
命
」
と
宣
言
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
極
左
派
グ
ル
ー
プ
を
な
だ
め
る
た
め
に
、

騒
ぎ
を
助
長
さ
せ
た
と
し
て
弔
辞
を
読
ん
だ
穏
健
派
の
鄧
小
平
副
首
相
を
追
放
し
た
。
し
か

し
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
毛
主
席
は
、
党
中
央
委
員
会
第
一
副
主
席
に
華
国
鋒

を
指
名
す
る
こ
と
で
極
左
派
を
失
望
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
華
国
鋒
は
政
府
の
最
高
責
任
者
、

ま
た
毛
沢
東
が
選
ん
だ
党
主
席
の
後
継
者
と
し
て
追
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
う
れ
し

か
っ
た
し
、
毛
は
ま
さ
に
間
違
い
の
な
い
人
物
を
党
、
政
府
の
最
高
責
任
者
に
選
ん
だ
と
思

っ
た
。
現
に
江
青
の
料
理
長
で
さ
え
よ
ろ
こ
び
、
主
席
は
や
っ
と
か
し
こ
い
決
断
を
く
だ
し

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
毛
は
鄧
小
平
を
改
造
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
だ
失
脚
さ
せ
る

つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
な
反
対
運
動
が
始
ま
っ
た
ー
右
派
や
文
化
大
革
命

の
評
価
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
動
き
に
た
い
し
て
。
鄧
小
平
が
主
た
る
標
的
で
あ
っ
た
。
」

（
五
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
主
席
の
自
己
を
無
視
し
て
頭
を
踏
み
つ
け

る
よ
う
な
行
動
は
、
我
慢
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彭
徳
懐
、
劉
少
奇
、
林
彪
、
鄧
小
平
へ
の

敵
意
は
、
全
て
こ
の
証
左
で
あ
る
。
他
方
で
毛
沢
東
の
指
示
を
聞
か
な
い
江
青
へ
の
不
信
感

も
、
逆
の
意
味
で
同
様
で
あ
る
。
江
青
等
の
四
人
組
に
よ
る
文
革
の
行
き
過
ぎ
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
、
党
組
織
を
再
建
す
る
た
め
に
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
等
の
古
参
幹
部
を
復
活
さ
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
文
革
を
自
ら
推
進
し
て
造
反
派
を
支
持
し
て
い
る
以
上
、

毛
沢
東
は
、
今
度
は
文
革
派
の
立
場
か
ら
、
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
領

袖
た
る
鄧
小
平
を
再
度
批
判
し
て
、
態
度
を
急
変
さ
し
た
。
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、

文
革
派
→
反
文
革
派
→
文
革
派
へ
、
鄧
小
平
の
失
脚
→
復
活
→
失
脚
へ
と
、
次
々
に
揺
れ
動

く
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
が
、
何
時
ま
で
も
展
開
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
思
想
の
展
開
の
中
に
、
従
来
の
毛
沢
東

研
究
史
で
は
、
全
く
不
明
で
あ
っ
た
鄧
小
平
が
失
脚
と
復
活
を
繰
り
返
し
た
根
本
的
原
因
が

存
在
し
た
。
毛
沢
東
の
華
国
鋒
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
方
、
周
恩
来
の
後
任
に
だ
れ
が
な
る
の
か
人
々
は
不
安
が
っ
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
だ

れ
も
が
驚
い
た
こ
と
に
、
毛
沢
東
は
華
国
鋒
を
首
相
代
理
兼
党
第
一
副
主
席
に
推
薦
し
た
の

で
あ
る
。・
・
・
多
く
の
人
々
と
お
な
じ
く
、
私
も
意
表
を
つ
か
れ
た
。
し
か
し
私
に
は
こ
の

指
名
が
懸
命
な
選
択
と
思
わ
れ
た
。
汪
東
興
も
同
感
で
あ
っ
た
。
主
席
の
頭
脳
は
い
ま
な
お

健
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
名
は
江
青
と
そ
の
一
派
へ
の
痛
撃
で
あ
っ
た
。
党
最
高
指

導
部
は
古
参
の
長
征
組
幹
部(

経
験
主
義
者
た
ち)

と
主
席
が
教
条
主
義
と
非
難
し
た
若
い
世

代
の
過
激
派
と
に
分
裂
し
て
い
た
。
毛
は
党
の
指
導
権
を
い
ず
れ
の
側
に
も
ゆ
ず
る
の
を
好

ま
な
か
っ
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
人
物
を
首
相
に
指
名
し
た
の
で
あ
っ

た
、
華
国
鋒
に
つ
い
て
知
る
人
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。・
・
・
経
験
ゆ
た
か
な
信
頼
で
き
る

指
導
者
で
あ
り
、
ひ
か
え
め
な
う
え
に
親
し
み
が
持
て
た
。
問
題
と
い
え
ば
、
華
国
鋒
が
遠

か
ら
ず
江
青
と
そ
の
一
派
か
ら
新
し
い
標
的
と
し
て
ね
ら
わ
れ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
華
は
ど
う
み
て
も
江
青
派
の
一
味
で
は
な
か
っ
た
。
」
（
五
二
）。 

 

毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
＝
過
激
派
と
、
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
穏

健
派
の
両
面
を
兼
ね
備
え
て
い
た
以
上
、
ど
ち
ら
の
勢
力
に
も
自
己
の
後
任
に
は
、
任
命
し

た
く
は
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
の
目
的
は
、
党
組
織
の
安
定
の
上
に
自
己
の
地
位
の
安
定
を
志

向
す
る
以
上
、
両
勢
力
か
ら
距
離
を
お
い
た
中
間
派
の
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
堀
川
氏
の
言
う
様
な
華
国
鋒
は
文
革
派
で
は
な
い
。
野
村
・
渡
辺
・
小
島
氏
の
見

解
で
は
、
華
国
鋒
の
政
治
的
立
場
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
李
氏
の
説
明
で
、
華
国
鋒
の
政
治

的
立
場
が
判
明
し
た
。
中
間
的
人
物
で
、
権
力
欲
の
野
望
が
な
く
、
誠
実
な
人
柄
を
毛
沢
東

が
見
抜
い
て
、
後
継
者
に
大
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。
老
年
の
毛
沢
東
は
、
人
民
や
党
中
央
幹

部
に
対
し
て
、
寛
容
性
を
既
に
失
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
周
恩
来
と
毛
沢
東
亡
き
あ
と
国
家
を
指
導
で
き
る
、
お
そ
ら
く
唯
一
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
。
多
く
の
人
々
は
ま
た
周
恩
来
が
し
か
る
べ
く
哀
悼
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
っ
て
い

た
。
三
月
中
旬
、
死
者
を
追
悼
す
る
清
明
節
の
行
事
が
四
月
四
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
北
京
市
民
は
、
周
恩
来
へ
哀
悼
の
花
束
を
さ
さ
げ
よ
う
と
天
安
門
広
場
の
人
民
英

雄
記
念
碑
を
お
と
ず
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
動
き
は
自
然
発
生
的
な
も
の
で
あ
り
、
群
衆
は
日

ご
と
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
共
産
党
が
権
力
を
握
る
以
前
か
ら
、
こ

の
国
の
民
衆
が
、
か
か
る
感
情
の
発
露
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
（
五
三
）。 

共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
下
で
、
人
民
動
員
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
飽
く
こ
と
な
く
度
々
と

繰
返
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
民
の
自
然
発
生
的
な
デ
モ
は
共
産
党
支
配
下
の
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た
。・
・
汪
東
興
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
鄧
小
平
は
し
ば
し
ば
江
青
と
そ
の
一
派

を
非
難
し
、
経
験
主
義
論
争
で
あ
き
ら
か
な
勝
利
を
お
さ
め
な
が
ら
も
、
鄧
は
主
席
夫
人
と

そ
の
一
派
を
あ
え
て
追
放
し
よ
う
な
ど
と
図
ら
な
か
っ
た
。
」
（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

若
い
イ
ン
テ
リ
組
の
上
海
四
人
組
は
、
経
験
だ
け
を
重
視
す
る
農
民
修
身
の
無
教
育
者
や

周
恩
来
や
鄧
小
平
の
長
征
組
の
古
参
幹
部
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
四

人
組
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
逸
脱
し
た
修
正
主
義
者
＝
教
条
主
義
者
と
批
判
し
て
、
反
文
革
派

＝
古
参
幹
部
＝
経
験
主
義
者
と
造
反
派
＝
新
参
者
＝
教
条
主
義
者
と
の
分
裂
を
批
判
し
て
、

党
内
の
大
同
団
結
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。 

 

左
派
＝
造
反
派
＝
文
革
派
と
右
派
＝
保
皇
派
＝
走
資
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
主
席

＝
独
裁
君
主
と
し
て
君
臨
し
た
い
と
思
う
毛
沢
東
に
は
、
党
組
織
の
安
定
的
維
持
を
志
向
す

る
の
は
当
然
の
立
場
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
党
内
で
の
孤
立
的
立
場
に
よ
り
、
政
治
的
態
度

が
こ
ろ
こ
ろ
変
化
す
る
性
癖
か
ら
し
て
、
こ
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
は
、
そ
う
長
く
は
続

か
な
か
っ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
性
癖
に
つ
い
て
、 

 

「
鄧
小
平
は
相
変
わ
ら
ず
慎
重
に
行
動
し
、
主
席
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
学
習
し
、
修
正
主
義
に
反
対
し
、
安
定
と
団
結
に
尽
力
し
て
経
済
を
立
て
直
す
と
公
言

し
つ
づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
青
一
派
か
ら
の
攻
撃
は
一
向
に
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

主
席
の
甥
、
毛
遠
新
は
し
ば
し
ば
江
青
派
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
つ
と
め
、
主
席
に
対
し
鄧

小
平
が
文
化
大
革
命
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
偉
業
を
つ
い
ぞ
口
に
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
、
劉
少
奇
の
修
正
主
義
路
線
を
め
っ
た
に
非
難
し
な
い
な
ど
と
訴
え
た
。
汪

東
興
は
主
席
が
毛
遠
新
の
影
響
を
受
け
て
鄧
小
平
に
対
し
次
第
に
心
を
閉
ざ
し
つ
つ
あ
る
と

信
じ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
他
人
の
邪
心
を
い
と
も
簡
単
に
信
じ
こ
む
癖
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ど
ん
な
紛
争
に
お
い
て
も
真
っ
先
に
毛
に
会
う
こ
と
が
わ
け
て
も
重
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。・
・
・
そ
れ
以
後
、
鄧
小
平
は
た
え
ざ
る
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
、
政
治
的
状
況
は
だ
ん

だ
ん
と
緊
迫
の
度
を
ま
し
て
い
っ
た
。
」
（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
人
の
数
倍
、
猜
疑
心
が
強
か
っ
た
。
猜
疑
心
が
人
一
倍
強
い
が
故
に
、
他
の

行
動
が
人
一
倍
気
に
か
か
る
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
政
治
行
動
も
、
他
人
の
中
傷
に
よ
り
状

況
が
変
化
す
る
と
、
政
治
的
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
採
る
た
め
に
、
絶
え
ず
心
が
揺
れ
動
い
た
。

毛
沢
東
が
人
事
に
お
い
て
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
の
も
、
こ
の
性
癖
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
従
っ
て
江
青
と
毛
遠
新
の
誹
謗
中
傷
に
よ
り
、
再
び
鄧
小
平
が
失
脚
す
る
羽
目
に
な
る
。 

鄧
小
平
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
走
資
派
、
社
会
主
義
＝
文
革
を
後
退
さ
せ
る
反
動
階
級
で

あ
る
と
、
毛
沢
東
が
批
判
す
る
過
程
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

 

「
反
鄧
小
平
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。・
・
・
毛
は
遅
群
と
謝
静
宜
を
弁
護

し
、
ふ
た
り
と
も
自
分
の
革
命
路
線
を
断
固
と
し
て
遂
行
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
後
日
、
毛

は
鄧
小
平
攻
撃
に
こ
の
手
紙
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。・
・
・
十
月
、
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に

対
す
る
自
分
の
見
解
を
記
禄
さ
せ
る
べ
く
毛
遠
新
と
会
う
よ
う
に
な
る
。
会
談
は
極
秘
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
党
の
最
高
幹
部
に
し
か
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
鄧
小
平
を
手
き
び

し
く
非
難
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
を
党
高
級
幹
部
が
革
命
路
線
か
ら
撤
退
し
て
既
得

権
ー
豪
邸
、
専
用
車
、
専
属
運
転
手
、
雑
役
係
り
、
高
級
な
ど
ー
を
擁
護
し
て
い
る
と
非
難

し
、
党
内
に
新
た
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
育
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。
こ
う
し
た
人
々
こ
そ
新

し
い
社
会
主
義
革
命
の
標
的
に
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
へ
の
支
持
を
く
り
返
し

述
べ
な
が
ら
、
た
だ
し
こ
の
運
動
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
気
に
破
棄
し
、
全
面
的
な
内
戦
に

い
た
っ
た
点
だ
け
を
遺
憾
と
し
た
。
ま
た
鄧
小
平
を
名
指
し
で
階
級
闘
争
に
関
心
を
は
ら
わ

ず
、
黒
で
あ
れ
白
で
あ
れ,

鼠
を
捕
る
猫
は
よ
い
猫
だ
と
述
べ
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
鄧
は
新

し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
入
り
し
た
党
員
の
一
人
だ
。
鄧
小
平
は
上
か
ら
の
指
示
に
し
た
が
っ

た
り
、
上
に
報
告
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
党
中
央
政
治
局
、
政
府
、
そ
し
て
毛
沢
東
と
も
協

議
し
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
考
え
で
は
、
鄧
小
平
流
の
指
導
方
式
こ
そ
重
大
な
問
題
で

本
当
シ
ョ
ッ
ク
な
事
で
あ
り
、「
批
林
批
孔
」
の
大
衆
運
動
は
、
完
全
に
失
敗
に
帰
し
た
。 

 

毛
沢
東
は
、
江
青
等
の
周
恩
来
等
の
右
派
追
放
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝
「
批
林
批
孔
」
運
動

が
失
敗
す
る
と
、
つ
ま
り
人
民
が
文
革
の
正
体
が
権
力
闘
争
に
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
毛

沢
東
に
付
い
て
来
な
い
と
判
断
す
る
や
、
今
度
は
逆
に
江
青
を
自
分
の
忠
告
を
無
視
し
て
、

多
く
の
特
権
を
享
受
し
た
、
周
恩
来
と
同
様
の
専
権
的
人
物
で
あ
る
と
批
判
し
て
、「
批
林
批

孔
」
運
動
の
失
敗
の
全
責
任
を
江
青
等
に
転
嫁
し
て
、
自
分
の
責
任
を
放
免
し
た
。 

全
く
上
手
な
逃
げ
口
で
あ
る
が
、
人
民
大
衆
の
動
向
の
変
化
と
い
う
状
況
の
変
化
に
対
し

て
、
自
己
が
主
導
し
て
江
青
に
実
行
さ
せ
た
「
批
林
批
孔
」
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
と
い
う
、

毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
政
治
行
動
の
中
に
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
の
本
質
が
何
処
に
存
在

す
る
の
か
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
自
己
保
全
な
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
鄧
小
平
の
復
活
の
理

由
は
、
毛
沢
東
の
周
恩
来
と
江
青
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に
あ
る
と
し
て
、 

 

「
鄧
小
平
の
新
し
い
ポ
ス
ト
ー
党
副
主
席
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
、
人
民
解
放
軍

総
参
謀
長
、
政
治
局
常
務
委
員
ー
が
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
青
一
派
が

こ
の
人
事
に
反
対
し
て
い
た
。
江
青
ら
は
仲
間
の
王
洪
文
を
全
人
代
の
副
委
員
長
に
お
く
り

こ
み
た
か
っ
た
。
開
催
期
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
権
力
闘
争
が
激
し
く
な
り
、
両
派
と
も
主

席
を
取
り
こ
も
う
と
次
々
に
代
表
者
を
毛
の
も
と
に
派
遣
し
た
。
・
・
・ 

一
月
に
十
期
二
中

全
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、・
・
・
周
恩
来
は
首
相
に
再
選
さ
れ
、
鄧
小
平
は
第
一
副
首
相
に

え
ら
ば
れ
た
。
毛
主
席
は
国
家
の
日
常
的
な
運
営
で
鄧
小
平
が
周
恩
来
を
助
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
そ
の
起
用
を
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
周
恩
来
の
病
気
は
鄧
小
平
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
一
日
で
も
早
く
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
鄧
小
平
は
党
中
央
委
員
会
の
日
常
業

務
を
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
青
一
派
の
活
動
に
ま
た
も
や
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
」（
四
七
）
と
述
べ
て
い
る
。「
批
林
批
孔
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
後
の
毛
沢
東
は
、
周
恩
来
を
温
存
し
て
江
青
の
権
力
独
占
に
歯
止
め
を
か
け
た
。
し
か

し
江
青
の
鄧
小
平
等
の
右
派
的
古
参
幹
部
に
対
す
る
攻
撃
は
、
已
む
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

新
た
な
闘
争
を
仕
掛
け
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
一
九
七
五
年
三
月
の
事
と
し
て
、 

 

「
そ
の
年
の
三
月
、
政
治
局
会
議
が
ひ
ら
か
れ
て
間
も
な
い
頃
に
、
江
青
ら
上
海
組
の
張

春
橋
、
姚
文
元
は
鄧
小
平
ら
古
参
の
党
最
高
幹
部
を
攻
撃
す
る
あ
ら
た
な
工
作
を
開
始
し
た
。

こ
ん
ど
一
味
が
標
的
に
し
た
の
は
「
経
験
主
義
」
な
る
も
の
で
、
姚
文
元
は
、「
林
彪
反
党
グ

ル
ー
プ
の
社
会
基
盤
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
で
、
主
た
る
敵
と
し
て
経
験
主
義

を
や
り
だ
ま
に
あ
げ
た
。・
・
・
江
青
、
張
春
橋
、
姚
文
元
ら
は
長
征
の
世
代
と
は
ひ
と
ま
わ

り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
若
く
、
教
育
は
あ
る
も
の
の
、
実
地
体
験
に
と
ぼ
し
い
党
内
イ
ン
テ
リ

と
み
な
さ
れ
て
い
た
。・
・
・
そ
れ
は
文
化
大
革
命
中
の
粛
清
後
に
昇
格
し
た
若
い
党
幹
部
と

権
力
の
座
に
復
帰
し
つ
つ
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
派
追
放
組
と
の
闘
争
で
も
あ
っ
た
。
苦
悩
す
る
周

恩
来
と
あ
ら
た
に
復
権
を
は
た
し
た
鄧
小
平
と
が
主
な
標
的
だ
っ
た
」（
四
八
）
と
述
べ
て
い

る
。
江
青
等
の
上
海
四
人
組
が
、
経
験
主
義
批
判
を
持
ち
出
し
て
、
周
恩
来
と
鄧
小
平
等
を

標
的
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
毛
沢
東
の
態
度
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
は
、
経
験
主
義
に
対
す
る
攻
撃
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
運
動
を
激
し
く
非
難
し
た
。

四
月
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
教
条
主
義
が
経
験
主
義
と
同
じ
く
よ
く
な
い
と
決
め
つ
け
る
。

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
修
正
主
義
で
あ
る
と
し
た
。

江
青
と
そ
の
一
派
は
教
条
主
義
で
あ
り
、
毛
は
今
や
そ
の
一
派
を
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
。
同

年
五
月
三
日
の
政
治
局
会
議
で
毛
沢
東
は
さ
ら
に
一
歩
を
ふ
み
こ
ん
だ
。
・
・
・
「
諸
君
は
経

験
主
義
だ
け
を
憎
ん
で
教
条
主
義
を
非
と
し
な
い
」
。・
・
・「
諸
君
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
を
信
奉
す
べ
き
で
あ
っ
て
修
正
主
義
を
信
奉
し
て
は
な
ら
な
い
。
団
結
せ
よ
、
分
裂
し

て
は
な
ら
な
い
。
公
明
正
大
で
あ
れ
、
策
謀
や
陰
謀
に
か
か
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
四
人
組

を
結
成
す
る
な
・
・
・
経
験
主
義
を
非
難
す
る
者
こ
そ
経
験
主
義
の
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
を

私
は
知
っ
て
い
る
」
主
席
の
非
難
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
鄧
小
平
が
政
治
局
会
議
を
主
催
し
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た
。・
・
汪
東
興
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
鄧
小
平
は
し
ば
し
ば
江
青
と
そ
の
一
派

を
非
難
し
、
経
験
主
義
論
争
で
あ
き
ら
か
な
勝
利
を
お
さ
め
な
が
ら
も
、
鄧
は
主
席
夫
人
と

そ
の
一
派
を
あ
え
て
追
放
し
よ
う
な
ど
と
図
ら
な
か
っ
た
。
」
（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

若
い
イ
ン
テ
リ
組
の
上
海
四
人
組
は
、
経
験
だ
け
を
重
視
す
る
農
民
修
身
の
無
教
育
者
や

周
恩
来
や
鄧
小
平
の
長
征
組
の
古
参
幹
部
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
四

人
組
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
逸
脱
し
た
修
正
主
義
者
＝
教
条
主
義
者
と
批
判
し
て
、
反
文
革
派

＝
古
参
幹
部
＝
経
験
主
義
者
と
造
反
派
＝
新
参
者
＝
教
条
主
義
者
と
の
分
裂
を
批
判
し
て
、

党
内
の
大
同
団
結
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。 

 

左
派
＝
造
反
派
＝
文
革
派
と
右
派
＝
保
皇
派
＝
走
資
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
主
席

＝
独
裁
君
主
と
し
て
君
臨
し
た
い
と
思
う
毛
沢
東
に
は
、
党
組
織
の
安
定
的
維
持
を
志
向
す

る
の
は
当
然
の
立
場
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
党
内
で
の
孤
立
的
立
場
に
よ
り
、
政
治
的
態
度

が
こ
ろ
こ
ろ
変
化
す
る
性
癖
か
ら
し
て
、
こ
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
は
、
そ
う
長
く
は
続

か
な
か
っ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
性
癖
に
つ
い
て
、 

 

「
鄧
小
平
は
相
変
わ
ら
ず
慎
重
に
行
動
し
、
主
席
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
学
習
し
、
修
正
主
義
に
反
対
し
、
安
定
と
団
結
に
尽
力
し
て
経
済
を
立
て
直
す
と
公
言

し
つ
づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
青
一
派
か
ら
の
攻
撃
は
一
向
に
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

主
席
の
甥
、
毛
遠
新
は
し
ば
し
ば
江
青
派
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
つ
と
め
、
主
席
に
対
し
鄧

小
平
が
文
化
大
革
命
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
偉
業
を
つ
い
ぞ
口
に
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
、
劉
少
奇
の
修
正
主
義
路
線
を
め
っ
た
に
非
難
し
な
い
な
ど
と
訴
え
た
。
汪

東
興
は
主
席
が
毛
遠
新
の
影
響
を
受
け
て
鄧
小
平
に
対
し
次
第
に
心
を
閉
ざ
し
つ
つ
あ
る
と

信
じ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
他
人
の
邪
心
を
い
と
も
簡
単
に
信
じ
こ
む
癖
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ど
ん
な
紛
争
に
お
い
て
も
真
っ
先
に
毛
に
会
う
こ
と
が
わ
け
て
も
重
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。・
・
・
そ
れ
以
後
、
鄧
小
平
は
た
え
ざ
る
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
、
政
治
的
状
況
は
だ
ん

だ
ん
と
緊
迫
の
度
を
ま
し
て
い
っ
た
。
」
（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
人
の
数
倍
、
猜
疑
心
が
強
か
っ
た
。
猜
疑
心
が
人
一
倍
強
い
が
故
に
、
他
の

行
動
が
人
一
倍
気
に
か
か
る
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
政
治
行
動
も
、
他
人
の
中
傷
に
よ
り
状

況
が
変
化
す
る
と
、
政
治
的
人
事
バ
ラ
ン
ス
を
採
る
た
め
に
、
絶
え
ず
心
が
揺
れ
動
い
た
。

毛
沢
東
が
人
事
に
お
い
て
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
の
も
、
こ
の
性
癖
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
従
っ
て
江
青
と
毛
遠
新
の
誹
謗
中
傷
に
よ
り
、
再
び
鄧
小
平
が
失
脚
す
る
羽
目
に
な
る
。 

鄧
小
平
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
走
資
派
、
社
会
主
義
＝
文
革
を
後
退
さ
せ
る
反
動
階
級
で

あ
る
と
、
毛
沢
東
が
批
判
す
る
過
程
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

 

「
反
鄧
小
平
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。・
・
・
毛
は
遅
群
と
謝
静
宜
を
弁
護

し
、
ふ
た
り
と
も
自
分
の
革
命
路
線
を
断
固
と
し
て
遂
行
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
後
日
、
毛

は
鄧
小
平
攻
撃
に
こ
の
手
紙
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。・
・
・
十
月
、
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に

対
す
る
自
分
の
見
解
を
記
禄
さ
せ
る
べ
く
毛
遠
新
と
会
う
よ
う
に
な
る
。
会
談
は
極
秘
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
党
の
最
高
幹
部
に
し
か
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
鄧
小
平
を
手
き
び

し
く
非
難
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
を
党
高
級
幹
部
が
革
命
路
線
か
ら
撤
退
し
て
既
得

権
ー
豪
邸
、
専
用
車
、
専
属
運
転
手
、
雑
役
係
り
、
高
級
な
ど
ー
を
擁
護
し
て
い
る
と
非
難

し
、
党
内
に
新
た
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
育
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。
こ
う
し
た
人
々
こ
そ
新

し
い
社
会
主
義
革
命
の
標
的
に
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
へ
の
支
持
を
く
り
返
し

述
べ
な
が
ら
、
た
だ
し
こ
の
運
動
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
気
に
破
棄
し
、
全
面
的
な
内
戦
に

い
た
っ
た
点
だ
け
を
遺
憾
と
し
た
。
ま
た
鄧
小
平
を
名
指
し
で
階
級
闘
争
に
関
心
を
は
ら
わ

ず
、
黒
で
あ
れ
白
で
あ
れ,

鼠
を
捕
る
猫
は
よ
い
猫
だ
と
述
べ
た
こ
と
を
非
難
し
た
。
鄧
は
新

し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
入
り
し
た
党
員
の
一
人
だ
。
鄧
小
平
は
上
か
ら
の
指
示
に
し
た
が
っ

た
り
、
上
に
報
告
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
党
中
央
政
治
局
、
政
府
、
そ
し
て
毛
沢
東
と
も
協

議
し
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
考
え
で
は
、
鄧
小
平
流
の
指
導
方
式
こ
そ
重
大
な
問
題
で

本
当
シ
ョ
ッ
ク
な
事
で
あ
り
、「
批
林
批
孔
」
の
大
衆
運
動
は
、
完
全
に
失
敗
に
帰
し
た
。 

 
毛
沢
東
は
、
江
青
等
の
周
恩
来
等
の
右
派
追
放
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
＝
「
批
林
批
孔
」
運
動

が
失
敗
す
る
と
、
つ
ま
り
人
民
が
文
革
の
正
体
が
権
力
闘
争
に
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
毛

沢
東
に
付
い
て
来
な
い
と
判
断
す
る
や
、
今
度
は
逆
に
江
青
を
自
分
の
忠
告
を
無
視
し
て
、

多
く
の
特
権
を
享
受
し
た
、
周
恩
来
と
同
様
の
専
権
的
人
物
で
あ
る
と
批
判
し
て
、「
批
林
批

孔
」
運
動
の
失
敗
の
全
責
任
を
江
青
等
に
転
嫁
し
て
、
自
分
の
責
任
を
放
免
し
た
。 

全
く
上
手
な
逃
げ
口
で
あ
る
が
、
人
民
大
衆
の
動
向
の
変
化
と
い
う
状
況
の
変
化
に
対
し

て
、
自
己
が
主
導
し
て
江
青
に
実
行
さ
せ
た
「
批
林
批
孔
」
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
と
い
う
、

毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
政
治
行
動
の
中
に
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
の
本
質
が
何
処
に
存
在

す
る
の
か
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
自
己
保
全
な
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
鄧
小
平
の
復
活
の
理

由
は
、
毛
沢
東
の
周
恩
来
と
江
青
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に
あ
る
と
し
て
、 

 

「
鄧
小
平
の
新
し
い
ポ
ス
ト
ー
党
副
主
席
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
、
人
民
解
放
軍

総
参
謀
長
、
政
治
局
常
務
委
員
ー
が
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
青
一
派
が

こ
の
人
事
に
反
対
し
て
い
た
。
江
青
ら
は
仲
間
の
王
洪
文
を
全
人
代
の
副
委
員
長
に
お
く
り

こ
み
た
か
っ
た
。
開
催
期
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
権
力
闘
争
が
激
し
く
な
り
、
両
派
と
も
主

席
を
取
り
こ
も
う
と
次
々
に
代
表
者
を
毛
の
も
と
に
派
遣
し
た
。
・
・
・ 
一
月
に
十
期
二
中

全
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、・
・
・
周
恩
来
は
首
相
に
再
選
さ
れ
、
鄧
小
平
は
第
一
副
首
相
に

え
ら
ば
れ
た
。
毛
主
席
は
国
家
の
日
常
的
な
運
営
で
鄧
小
平
が
周
恩
来
を
助
け
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
そ
の
起
用
を
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
周
恩
来
の
病
気
は
鄧
小
平
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
一
日
で
も
早
く
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
鄧
小
平
は
党
中
央
委
員
会
の
日
常
業

務
を
取
り
仕
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
青
一
派
の
活
動
に
ま
た
も
や
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
」（
四
七
）
と
述
べ
て
い
る
。「
批
林
批
孔
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
失
敗
に
終
わ

っ
た
後
の
毛
沢
東
は
、
周
恩
来
を
温
存
し
て
江
青
の
権
力
独
占
に
歯
止
め
を
か
け
た
。
し
か

し
江
青
の
鄧
小
平
等
の
右
派
的
古
参
幹
部
に
対
す
る
攻
撃
は
、
已
む
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

新
た
な
闘
争
を
仕
掛
け
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
一
九
七
五
年
三
月
の
事
と
し
て
、 

 

「
そ
の
年
の
三
月
、
政
治
局
会
議
が
ひ
ら
か
れ
て
間
も
な
い
頃
に
、
江
青
ら
上
海
組
の
張

春
橋
、
姚
文
元
は
鄧
小
平
ら
古
参
の
党
最
高
幹
部
を
攻
撃
す
る
あ
ら
た
な
工
作
を
開
始
し
た
。

こ
ん
ど
一
味
が
標
的
に
し
た
の
は
「
経
験
主
義
」
な
る
も
の
で
、
姚
文
元
は
、「
林
彪
反
党
グ

ル
ー
プ
の
社
会
基
盤
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
で
、
主
た
る
敵
と
し
て
経
験
主
義

を
や
り
だ
ま
に
あ
げ
た
。・
・
・
江
青
、
張
春
橋
、
姚
文
元
ら
は
長
征
の
世
代
と
は
ひ
と
ま
わ

り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
若
く
、
教
育
は
あ
る
も
の
の
、
実
地
体
験
に
と
ぼ
し
い
党
内
イ
ン
テ
リ

と
み
な
さ
れ
て
い
た
。・
・
・
そ
れ
は
文
化
大
革
命
中
の
粛
清
後
に
昇
格
し
た
若
い
党
幹
部
と

権
力
の
座
に
復
帰
し
つ
つ
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
派
追
放
組
と
の
闘
争
で
も
あ
っ
た
。
苦
悩
す
る
周

恩
来
と
あ
ら
た
に
復
権
を
は
た
し
た
鄧
小
平
と
が
主
な
標
的
だ
っ
た
」（
四
八
）
と
述
べ
て
い

る
。
江
青
等
の
上
海
四
人
組
が
、
経
験
主
義
批
判
を
持
ち
出
し
て
、
周
恩
来
と
鄧
小
平
等
を

標
的
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
毛
沢
東
の
態
度
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
は
、
経
験
主
義
に
対
す
る
攻
撃
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
運
動
を
激
し
く
非
難
し
た
。

四
月
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
教
条
主
義
が
経
験
主
義
と
同
じ
く
よ
く
な
い
と
決
め
つ
け
る
。

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
修
正
主
義
で
あ
る
と
し
た
。

江
青
と
そ
の
一
派
は
教
条
主
義
で
あ
り
、
毛
は
今
や
そ
の
一
派
を
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
。
同

年
五
月
三
日
の
政
治
局
会
議
で
毛
沢
東
は
さ
ら
に
一
歩
を
ふ
み
こ
ん
だ
。
・
・
・
「
諸
君
は
経

験
主
義
だ
け
を
憎
ん
で
教
条
主
義
を
非
と
し
な
い
」
。・
・
・「
諸
君
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
を
信
奉
す
べ
き
で
あ
っ
て
修
正
主
義
を
信
奉
し
て
は
な
ら
な
い
。
団
結
せ
よ
、
分
裂
し

て
は
な
ら
な
い
。
公
明
正
大
で
あ
れ
、
策
謀
や
陰
謀
に
か
か
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
四
人
組

を
結
成
す
る
な
・
・
・
経
験
主
義
を
非
難
す
る
者
こ
そ
経
験
主
義
の
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
を

私
は
知
っ
て
い
る
」
主
席
の
非
難
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、
鄧
小
平
が
政
治
局
会
議
を
主
催
し
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際
外
交
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
毛
沢
東
の
国
際
情
勢
改
善
の
戦
略
的
発
案
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

四 

文
化
大
革
命
の
終
末
期 

 

毛
沢
東
は
、
自
己
を
左
派
＝
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
見
な
し
、
右
派
＝
修
正
主
義
＝
ブ
ル
ジ

ョ
ア
分
子
と
見
な
し
て
、
度
重
な
る
奪
権
闘
争
を
展
開
し
て
来
た
。
今
度
は
、
毛
沢
東
の
奴

隷
と
言
わ
れ
た
周
恩
来
が
攻
撃
の
的
に
な
っ
た
。
「
批
林
批
孔
」
運
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
七
二
年
の
初
頭
、
毛
沢
東
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
周
恩
来
に
ゆ
だ
ね
る
用
意
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
江
青
が
主
席
は
ス
パ
イ
集
団
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
反
撃
し
た
事
件

後
に
、
主
席
は
周
恩
来
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
周
恩
来
は
右
す
ぎ
る
ー
修
正
主

義
者
だ
ー
と
用
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
七
月
四
日
、
毛
主
席
は
周
恩
来
が
重
要

問
題
に
関
し
自
分
に
少
し
も
相
談
し
な
い
、
小
さ
な
問
題
し
か
報
告
し
な
い
と
批
判
し
た
。

も
し
状
況
が
変
化
し
な
け
れ
ば
、
中
国
は
修
正
主
義
に
な
る
と
毛
は
思
っ
た
。
五
か
月
後
の

十
二
月
、
毛
は
ふ
た
た
び
周
恩
来
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
江
青
は
周
恩
来
と
毛
沢
東
の
間

に
深
い
溝
に
つ
け
こ
み
、
首
相
に
対
し
あ
ら
た
な
攻
撃
を
発
動
さ
せ
る
ー
一
風
変
わ
っ
た
「

批
林
批
孔
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
周
恩
来
は
現
代
の
孔
子
と
し
て
非
難
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
」
（
四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
何
時
で
も
、
毛
沢
東
＝
左
派
で
、
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い

人
間
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
＝
右
派
と
見
な
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
。
周
恩
来
と
て
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
文
革
を
発
動
し
た
当
時
よ
り
八
年
近
い
歳
月
が
過
ぎ
た
「
批
林
批
孔
」
に
は
、

全
く
人
民
大
衆
の
心
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
江
青
一
派
は
鄧
小
平
の
権
力
増
大
に
呼
応
し
て
反
周
恩
来
の
攻
撃
を
加
速
さ
せ
た
。
一

九
七
四
年
に
な
る
と
「
批
林
批
孔
」
運
動
は
最
高
潮
に
達
す
る
。
一
月
十
八
日
、
毛
沢
東
は

江
青
の
「
林
彪
お
よ
び
孔
孟
の
途
」
と
い
う
報
告
書
を
承
認
し
、
全
国
民
に
そ
れ
を
学
習
す

る
よ
う
に
号
令
を
か
け
る
。
・
・
・
周
恩
来
は
じ
め
他
の
「
右
派
」
党
幹
部
を
攻
撃
し
た
。
・

・
・
し
か
し
な
が
ら
、
江
青
ら
の
「
批
林
批
孔
」
運
動
は
つ
い
に
も
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

中
国
の
民
衆
は
一
九
四
九
年
以
来
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
政
治
運
動
を
支
持
す
べ
く
動
員
さ

れ
て
き
た
し
、
こ
の
運
動
は
前
回
の
そ
れ
よ
り
退
屈
な
も
の
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
。
文
化
大
革
命
が
ま
ず
こ
の
敵
に
向
か
っ
た
と
思
う
と
お
つ
ぎ
は
別
の
敵
に
向
か
い
、

ま
た
党
自
体
が
一
寸
刻
み
に
け
ず
ら
れ
、
か
つ
て
主
席
の
も
っ
と
も
親
し
い
戦
友
と
も
ち
あ

げ
ら
れ
た
人
物
さ
え
党
の
主
席
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
に
い
た
っ
て
、
中
国
の
民
衆
は
う
ん

ざ
り
し
て
い
や
け
が
さ
し
て
き
た
の
だ
。
政
治
運
動
の
正
体
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
ー

民
衆
の
生
活
と
あ
ま
り
関
係
の
な
い
露
骨
な
権
力
闘
争
な
の
だ
。
い
ま
や
江
青
と
そ
の
一
党

は
周
恩
来
を
た
お
し
て
国
―
党
、
政
府
、
軍
―
を
手
中
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
が
、
民
衆
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
の
を
こ
ば
ん
だ
。
江
青
の
「
批
林
批
孔
」
運
動
は

失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
毛
沢
東
は
江
青
を
批
判
し
た
。
一
九
七
四
年
三
月
二

〇
日
、
毛
は
江
青
に
書
き
お
く
っ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
も
う
顔
を
あ
わ
せ
な
い
ほ
う
が
お

互
い
の
た
め
だ
ろ
う
。
何
年
間
も
私
は
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
お
前
に
忠
告
し
て
き
た
が
、

お
ま
え
は
そ
の
大
部
分
を
無
視
し
て
き
た
。
だ
か
ら
会
っ
た
と
こ
ろ
で
一
体
何
の
役
に
た
つ

だ
ろ
う
か
。
・
・
・
お
前
は
い
ま
た
く
さ
ん
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る
が
、
私
が
死
ん
だ
ら
、

お
前
は
何
を
す
る
つ
も
り
か
ね
？
お
前
は
『
私
と
は
大
問
題
を
議
論
し
な
い
で
毎
日
の
よ
う

に
小
問
題
ば
か
り
を
報
告
す
る
』
連
中
に
そ
っ
く
り
だ
よ
、
よ
く
考
え
て
み
る
が
い
い
」
・
・

・
」
（
四
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
江
青
は
、
毛
沢
東
の
支
持
を
取
り
付
け
て
、
「
批
林
批
孔
」

と
い
う
周
恩
来
等
の
右
派
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
動
し
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
は
中
国

民
衆
に
盛
り
上
が
ら
ず
、
民
衆
は
こ
の
運
動
に
つ
い
て
行
く
の
を
拒
否
し
た
。 

 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
＝
権
力
闘
争
の
信
念
の
最
後
の
砦
は
、
人
民
大
衆
の
毛
沢
東
へ
の

個
人
崇
拝
に
依
存
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
の
人
民
大
衆
へ
の
人
気
の
な
さ
は
、
毛
沢
東
に
は

再
建
に
あ
っ
た
。
久
保
氏
の
「
西
側
と
の
国
際
政
治
状
況
の
関
係
改
善
の
実
務
行
政
の
担
当

の
為
に
、
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
」
と
言
う
主
張
は
、
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。 

 

 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
の
良
い
点
と
悪
い
点
の
両
面
を
同
時
に
見
る
両
面
評
価
を
し
て
、
善

い
点
を
評
価
し
て
復
活
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
人
物
評
価
は
、
決
し
て
一
方
的
な
判
断
を
下
す

の
で
は
な
く
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
善
い
点
と
悪
い
点
を
同
時
に
見
る
「
対
の
思

想
」
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
文
革
に
お
け
る
自
己
分

裂
し
た
政
治
理
想
は
、
党
内
右
派
を
打
倒
す
る
造
反
派
と
、
造
反
派
か
ら
共
産
党
組
織
を
守

る
保
皇
派
と
い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

野
村
氏
に
よ
る
と
、
国
際
関
係
の
改
善
を
希
望
し
た
の
は
、
毛
沢
東
自
身
で
あ
っ
た
。
し

か
し
何
故
に
西
側
と
の
国
交
回
復
に
乗
り
出
し
た
か
は
、
野
村
氏
の
説
明
で
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
重
要
な
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
中
国
は
当
時
、
主
た
る
敵
が
ふ
た
つ
、
つ
ま
り
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ
た
わ
け
だ
け

れ
ど
、
一
九
六
九
年
三
月
、
中
国
と
ソ
連
は
国
境
の
珍
宝
島
を
め
ぐ
っ
て
軍
事
衝
突
を
お
こ

し
た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
後
、
中
国
全
土
は
戦
時
体
制
に
突
入
す
る
。・
・
・
軍
国
化
が
頂
点

に
達
し
て
戦
争
熱
が
最
高
潮
に
な
っ
た
と
き
、
毛
主
席
か
ら
ひ
と
つ
の
謎
解
き
を
か
け
ら
れ

た
。「
考
え
て
み
た
ま
え
」
。
あ
る
日
、
主
席
は
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
わ
が
国
は
北
と
西
に
ソ

連
、
南
に
イ
ン
ド
。
東
に
は
日
本
が
ひ
か
え
て
お
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
の
敵
が
一
致
団
結
し

て
東
西
南
北
か
ら
せ
め
て
き
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う
？
」
毛
沢
東
の
想
定
で
は
、

わ
れ
わ
れ
を
や
っ
つ
け
よ
う
と
な
ら
う
敵
が
わ
が
国
を
包
囲
し
て
い
る
と
い
う
想
定
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
説
に
は
私
も
異
論
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
質
問
に
は
ど
う
答
え

た
も
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
す
べ
き
か
。
私
は
一
日
か
け
て
考
え
た
あ

と
で
主
席
に
告
げ
た
。
や
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
と
。「
も
う
い
ち
ど
考
え
て
み
ろ
」
と
毛
沢

東
。「
日
本
の
向
こ
う
に
は
ア
メ
リ
カ
が
お
る
。
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
遠
交
近
攻
の
策
を
と
ら

な
か
っ
た
か
ね
？
」
私
は
仰
天
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
新
聞
は
痛
烈
な
ア
メ
リ
カ
攻
撃
で
満
ち

て
い
る
で
は
な
い
か
。
中
国
は
目
下
、
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
苦
戦
中
の
北
ブ
ェ
ト
ナ
ム
に
も

援
助
を
行
っ
て
い
る
。
「
ど
う
や
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
交
渉
が
で
き
る
ん
で
す
？
」
。
私
は
信
じ

が
た
か
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
ち
が
う
」
と
毛
沢
東
は
説
明
し
た
。
「
合
衆
国
は
中
国

の
領
土
を
占
領
し
た
こ
と
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統
領
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
は
古

く
か
ら
の
右
派
で
、
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ー
ダ
ー
だ
。
私
は
右
派
と
取
引
を
す
る
の
が
好
き

な
ん
だ
よ
。
右
派
は
本
音
で
モ
ノ
を
い
う
か
ら
な
ー
そ
の
あ
た
り
が
左
派
と
ち
が
う
ん
だ
。

左
派
は
口
と
腹
の
な
か
が
ち
が
う
ん
だ
な
」・
・
・
し
か
し
毛
沢
東
は
本
気
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
中
国
は
外
交
政
策
の
重
要
な
再
調
整
過
程
に
あ
っ
た
の
だ
。
右
派
の
ニ
ク
ソ
ン
も
ま
た

ア
メ
リ
カ
を
新
し
い
途
へ
導
き
つ
つ
あ
っ
た
。・
・
・
毛
の
考
え
る
中
国
の
利
害
と
ニ
ク
ソ
ン

の
考
え
る
合
衆
国
の
戦
略
が
一
致
し
た
わ
け
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
は
私
に
電
報
を
見
せ
た

。
主
席
は
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
十
一
年
間
も
実
の
な
い
話
し
合
い
ば
か
り
し
て

き
た
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
こ
れ
で
仕
切
り
直
し
を
し
、
真
剣
な
話
し
合
が
で
き
る
。
ニ

ク
ソ
ン
は
き
っ
と
本
気
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
と
の
話
し
合
い
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
か
ら
に

は
。
」
・
・
・
中
国
の
ア
メ
リ
カ
攻
撃
は
公
の
レ
ト
リ
ッ
ク
上
、
相
変
わ
ら
ず
少
し
も
へ
ら
な

か
っ
た
し
、
進
行
中
の
戦
争
に
お
け
る
中
国
の
北
ビ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
も
か
わ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
舞
台
裏
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
友
好
回
復
が
し
ず
か
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

毛
沢
東
は
遠
方
の
宿
敵
と
交
渉
を
は
じ
め
つ
つ
あ
っ
た
。
と
同
時
に
近
く
の
、
か
っ
て
の
「

偉
大
な
る
兄
弟
」
と
の
戦
争
に
そ
な
え
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
四
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
陳
宝
島
で
の
中
ソ
の
武
力
衝
突
を
契
機
に
し
て
、
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
の
中
国

包
囲
網
を
打
開
す
る
国
際
外
交
政
策
と
し
て
、
米
中
関
係
の
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
従
っ
て

米
中
改
善
を
提
案
し
た
の
は
、
陳
毅
等
の
四
元
帥
と
言
う
久
保
氏
説
は
成
立
し
な
い
。
毛
沢

東
が
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
を
欲
し
た
の
は
、
対
ソ
関
係
の
悪
化
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
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際
外
交
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
毛
沢
東
の
国
際
情
勢
改
善
の
戦
略
的
発
案
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

四 

文
化
大
革
命
の
終
末
期 

 

毛
沢
東
は
、
自
己
を
左
派
＝
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
見
な
し
、
右
派
＝
修
正
主
義
＝
ブ
ル
ジ

ョ
ア
分
子
と
見
な
し
て
、
度
重
な
る
奪
権
闘
争
を
展
開
し
て
来
た
。
今
度
は
、
毛
沢
東
の
奴

隷
と
言
わ
れ
た
周
恩
来
が
攻
撃
の
的
に
な
っ
た
。
「
批
林
批
孔
」
運
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
七
二
年
の
初
頭
、
毛
沢
東
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
周
恩
来
に
ゆ
だ
ね
る
用
意
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
江
青
が
主
席
は
ス
パ
イ
集
団
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
反
撃
し
た
事
件

後
に
、
主
席
は
周
恩
来
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
周
恩
来
は
右
す
ぎ
る
ー
修
正
主

義
者
だ
ー
と
用
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
七
月
四
日
、
毛
主
席
は
周
恩
来
が
重
要

問
題
に
関
し
自
分
に
少
し
も
相
談
し
な
い
、
小
さ
な
問
題
し
か
報
告
し
な
い
と
批
判
し
た
。

も
し
状
況
が
変
化
し
な
け
れ
ば
、
中
国
は
修
正
主
義
に
な
る
と
毛
は
思
っ
た
。
五
か
月
後
の

十
二
月
、
毛
は
ふ
た
た
び
周
恩
来
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
江
青
は
周
恩
来
と
毛
沢
東
の
間

に
深
い
溝
に
つ
け
こ
み
、
首
相
に
対
し
あ
ら
た
な
攻
撃
を
発
動
さ
せ
る
ー
一
風
変
わ
っ
た
「

批
林
批
孔
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
周
恩
来
は
現
代
の
孔
子
と
し
て
非
難
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
」
（
四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
何
時
で
も
、
毛
沢
東
＝
左
派
で
、
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い

人
間
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
＝
右
派
と
見
な
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
。
周
恩
来
と
て
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
文
革
を
発
動
し
た
当
時
よ
り
八
年
近
い
歳
月
が
過
ぎ
た
「
批
林
批
孔
」
に
は
、

全
く
人
民
大
衆
の
心
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
江
青
一
派
は
鄧
小
平
の
権
力
増
大
に
呼
応
し
て
反
周
恩
来
の
攻
撃
を
加
速
さ
せ
た
。
一

九
七
四
年
に
な
る
と
「
批
林
批
孔
」
運
動
は
最
高
潮
に
達
す
る
。
一
月
十
八
日
、
毛
沢
東
は

江
青
の
「
林
彪
お
よ
び
孔
孟
の
途
」
と
い
う
報
告
書
を
承
認
し
、
全
国
民
に
そ
れ
を
学
習
す

る
よ
う
に
号
令
を
か
け
る
。
・
・
・
周
恩
来
は
じ
め
他
の
「
右
派
」
党
幹
部
を
攻
撃
し
た
。
・

・
・
し
か
し
な
が
ら
、
江
青
ら
の
「
批
林
批
孔
」
運
動
は
つ
い
に
も
り
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

中
国
の
民
衆
は
一
九
四
九
年
以
来
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
政
治
運
動
を
支
持
す
べ
く
動
員
さ

れ
て
き
た
し
、
こ
の
運
動
は
前
回
の
そ
れ
よ
り
退
屈
な
も
の
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
。
文
化
大
革
命
が
ま
ず
こ
の
敵
に
向
か
っ
た
と
思
う
と
お
つ
ぎ
は
別
の
敵
に
向
か
い
、

ま
た
党
自
体
が
一
寸
刻
み
に
け
ず
ら
れ
、
か
つ
て
主
席
の
も
っ
と
も
親
し
い
戦
友
と
も
ち
あ

げ
ら
れ
た
人
物
さ
え
党
の
主
席
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
に
い
た
っ
て
、
中
国
の
民
衆
は
う
ん

ざ
り
し
て
い
や
け
が
さ
し
て
き
た
の
だ
。
政
治
運
動
の
正
体
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
ー

民
衆
の
生
活
と
あ
ま
り
関
係
の
な
い
露
骨
な
権
力
闘
争
な
の
だ
。
い
ま
や
江
青
と
そ
の
一
党

は
周
恩
来
を
た
お
し
て
国
―
党
、
政
府
、
軍
―
を
手
中
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
が
、
民
衆
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
の
を
こ
ば
ん
だ
。
江
青
の
「
批
林
批
孔
」
運
動
は

失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
毛
沢
東
は
江
青
を
批
判
し
た
。
一
九
七
四
年
三
月
二

〇
日
、
毛
は
江
青
に
書
き
お
く
っ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
も
う
顔
を
あ
わ
せ
な
い
ほ
う
が
お

互
い
の
た
め
だ
ろ
う
。
何
年
間
も
私
は
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
お
前
に
忠
告
し
て
き
た
が
、

お
ま
え
は
そ
の
大
部
分
を
無
視
し
て
き
た
。
だ
か
ら
会
っ
た
と
こ
ろ
で
一
体
何
の
役
に
た
つ

だ
ろ
う
か
。
・
・
・
お
前
は
い
ま
た
く
さ
ん
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る
が
、
私
が
死
ん
だ
ら
、

お
前
は
何
を
す
る
つ
も
り
か
ね
？
お
前
は
『
私
と
は
大
問
題
を
議
論
し
な
い
で
毎
日
の
よ
う

に
小
問
題
ば
か
り
を
報
告
す
る
』
連
中
に
そ
っ
く
り
だ
よ
、
よ
く
考
え
て
み
る
が
い
い
」
・
・

・
」
（
四
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
江
青
は
、
毛
沢
東
の
支
持
を
取
り
付
け
て
、
「
批
林
批
孔
」

と
い
う
周
恩
来
等
の
右
派
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
動
し
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
は
中
国

民
衆
に
盛
り
上
が
ら
ず
、
民
衆
は
こ
の
運
動
に
つ
い
て
行
く
の
を
拒
否
し
た
。 

 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
＝
権
力
闘
争
の
信
念
の
最
後
の
砦
は
、
人
民
大
衆
の
毛
沢
東
へ
の

個
人
崇
拝
に
依
存
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
の
人
民
大
衆
へ
の
人
気
の
な
さ
は
、
毛
沢
東
に
は

再
建
に
あ
っ
た
。
久
保
氏
の
「
西
側
と
の
国
際
政
治
状
況
の
関
係
改
善
の
実
務
行
政
の
担
当

の
為
に
、
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
」
と
言
う
主
張
は
、
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。 

 

 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
の
良
い
点
と
悪
い
点
の
両
面
を
同
時
に
見
る
両
面
評
価
を
し
て
、
善

い
点
を
評
価
し
て
復
活
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
人
物
評
価
は
、
決
し
て
一
方
的
な
判
断
を
下
す

の
で
は
な
く
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
善
い
点
と
悪
い
点
を
同
時
に
見
る
「
対
の
思

想
」
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
文
革
に
お
け
る
自
己
分

裂
し
た
政
治
理
想
は
、
党
内
右
派
を
打
倒
す
る
造
反
派
と
、
造
反
派
か
ら
共
産
党
組
織
を
守

る
保
皇
派
と
い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

野
村
氏
に
よ
る
と
、
国
際
関
係
の
改
善
を
希
望
し
た
の
は
、
毛
沢
東
自
身
で
あ
っ
た
。
し

か
し
何
故
に
西
側
と
の
国
交
回
復
に
乗
り
出
し
た
か
は
、
野
村
氏
の
説
明
で
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
重
要
な
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
中
国
は
当
時
、
主
た
る
敵
が
ふ
た
つ
、
つ
ま
り
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ
た
わ
け
だ
け

れ
ど
、
一
九
六
九
年
三
月
、
中
国
と
ソ
連
は
国
境
の
珍
宝
島
を
め
ぐ
っ
て
軍
事
衝
突
を
お
こ

し
た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
後
、
中
国
全
土
は
戦
時
体
制
に
突
入
す
る
。・
・
・
軍
国
化
が
頂
点

に
達
し
て
戦
争
熱
が
最
高
潮
に
な
っ
た
と
き
、
毛
主
席
か
ら
ひ
と
つ
の
謎
解
き
を
か
け
ら
れ

た
。「
考
え
て
み
た
ま
え
」
。
あ
る
日
、
主
席
は
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
わ
が
国
は
北
と
西
に
ソ

連
、
南
に
イ
ン
ド
。
東
に
は
日
本
が
ひ
か
え
て
お
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
の
敵
が
一
致
団
結
し

て
東
西
南
北
か
ら
せ
め
て
き
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
思
う
？
」
毛
沢
東
の
想
定
で
は
、

わ
れ
わ
れ
を
や
っ
つ
け
よ
う
と
な
ら
う
敵
が
わ
が
国
を
包
囲
し
て
い
る
と
い
う
想
定
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
説
に
は
私
も
異
論
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
質
問
に
は
ど
う
答
え

た
も
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
す
べ
き
か
。
私
は
一
日
か
け
て
考
え
た
あ

と
で
主
席
に
告
げ
た
。
や
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
と
。「
も
う
い
ち
ど
考
え
て
み
ろ
」
と
毛
沢

東
。「
日
本
の
向
こ
う
に
は
ア
メ
リ
カ
が
お
る
。
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
遠
交
近
攻
の
策
を
と
ら

な
か
っ
た
か
ね
？
」
私
は
仰
天
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
新
聞
は
痛
烈
な
ア
メ
リ
カ
攻
撃
で
満
ち

て
い
る
で
は
な
い
か
。
中
国
は
目
下
、
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
苦
戦
中
の
北
ブ
ェ
ト
ナ
ム
に
も

援
助
を
行
っ
て
い
る
。
「
ど
う
や
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
交
渉
が
で
き
る
ん
で
す
？
」
。
私
は
信
じ

が
た
か
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
ち
が
う
」
と
毛
沢
東
は
説
明
し
た
。
「
合
衆
国
は
中
国

の
領
土
を
占
領
し
た
こ
と
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統
領
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
は
古

く
か
ら
の
右
派
で
、
ア
メ
リ
カ
の
反
共
リ
ー
ダ
ー
だ
。
私
は
右
派
と
取
引
を
す
る
の
が
好
き

な
ん
だ
よ
。
右
派
は
本
音
で
モ
ノ
を
い
う
か
ら
な
ー
そ
の
あ
た
り
が
左
派
と
ち
が
う
ん
だ
。

左
派
は
口
と
腹
の
な
か
が
ち
が
う
ん
だ
な
」・
・
・
し
か
し
毛
沢
東
は
本
気
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
中
国
は
外
交
政
策
の
重
要
な
再
調
整
過
程
に
あ
っ
た
の
だ
。
右
派
の
ニ
ク
ソ
ン
も
ま
た

ア
メ
リ
カ
を
新
し
い
途
へ
導
き
つ
つ
あ
っ
た
。・
・
・
毛
の
考
え
る
中
国
の
利
害
と
ニ
ク
ソ
ン

の
考
え
る
合
衆
国
の
戦
略
が
一
致
し
た
わ
け
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
は
私
に
電
報
を
見
せ
た

。
主
席
は
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
十
一
年
間
も
実
の
な
い
話
し
合
い
ば
か
り
し
て

き
た
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
こ
れ
で
仕
切
り
直
し
を
し
、
真
剣
な
話
し
合
が
で
き
る
。
ニ

ク
ソ
ン
は
き
っ
と
本
気
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
と
の
話
し
合
い
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
か
ら
に

は
。
」
・
・
・
中
国
の
ア
メ
リ
カ
攻
撃
は
公
の
レ
ト
リ
ッ
ク
上
、
相
変
わ
ら
ず
少
し
も
へ
ら
な

か
っ
た
し
、
進
行
中
の
戦
争
に
お
け
る
中
国
の
北
ビ
ェ
ト
ナ
ム
支
援
も
か
わ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
舞
台
裏
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
友
好
回
復
が
し
ず
か
に
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

毛
沢
東
は
遠
方
の
宿
敵
と
交
渉
を
は
じ
め
つ
つ
あ
っ
た
。
と
同
時
に
近
く
の
、
か
っ
て
の
「

偉
大
な
る
兄
弟
」
と
の
戦
争
に
そ
な
え
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
四
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
陳
宝
島
で
の
中
ソ
の
武
力
衝
突
を
契
機
に
し
て
、
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
の
中
国

包
囲
網
を
打
開
す
る
国
際
外
交
政
策
と
し
て
、
米
中
関
係
の
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
従
っ
て

米
中
改
善
を
提
案
し
た
の
は
、
陳
毅
等
の
四
元
帥
と
言
う
久
保
氏
説
は
成
立
し
な
い
。
毛
沢

東
が
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
を
欲
し
た
の
は
、
対
ソ
関
係
の
悪
化
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
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小
平
の
党
再
建
の
行
政
能
力
に
期
待
し
た
と
言
う
。
毛
沢
東
の
独
裁
権
力
保
持
の
た
め
の
両

面
思
考
ー
対
の
思
想
の
展
開
で
あ
り
、
急
進
派
と
穏
健
派
の
バ
ラ
ン
ス
思
考
の
人
事
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
第
十
回
党
大
会
の
閉
幕
時
に
は
、 

「
新
た
に
選
ば
れ
た
中
央
委
員
会
に
は
文
化
大
革
命
中
に
活
動
し
た
多
く
の
造
反
派
が
入

っ
て
い
た
。
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
は
、
文
革
の
初
期
に
追
放
さ
れ
た
多
く
の
古
参
党
員
も

顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
五
人
の
党
副
主
席
の
う
ち
、
中
央
文
革
小
組
か
ら
は

康
生
と
汪
洪
文
し
か
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
あ
と
の
三
人
は
古
参
の
党
幹
部
―
周
恩
来
、
葉
剣

英
、
李
徳
生
将
軍
―
ら
で
あ
っ
た
。
大
会
の
閉
幕
時
に
な
る
と
江
青
ら
中
央
文
革
小
組
の
左

派
は
も
は
や
は
開
幕
時
ほ
ど
の
勢
い
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
ち
ゃ
ん
と
妻
の

権
力
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
で
あ
る
」
（
四
二
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

文
革
末
期
に
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
右
派
が
、
党
中
央
勢
力
を
二
分
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
事
実
上
の
毛
沢
東
の
文
革
の
半
面
的
否
定
で
あ
り
、
江
青
等

の
急
進
的
左
派
の
独
裁
的
権
力
を
牽
制
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

毛
沢
東
の
独
裁
権
力
の
維
持
方
法
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
＝
急
進
的
左
派
＝
江
青
等
「
四

人
組
」
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
走
資
派
＝
古
参
党
員
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
安
定
の
上
に
、

自
己
の
独
裁
権
を
維
持
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
野
村
氏
は
、
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
不
明
で

あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
最
晩
年
の
周
恩
来
・
鄧
小
平
・
江
青
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
対
処
も
、「

複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
に

つ
い
て
の
解
答
が
得
ら
れ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
自
己
分
裂
し
た
両

面
思
考
ー
対
の
思
想
を
具
有
す
る
毛
沢
東
の
政
治
姿
勢
が
、
政
治
権
力
構
造
論
に
典
型
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
李
氏
は
、
鄧
小
平
復
帰
を
必
要
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
政
治
的
な
立
て
直
し
は
つ
づ
く
。
同
年
十
二
月
、
一
連
の
政
治
局
会
議
を
ひ

ら
き
、
八
大
軍
区
の
司
令
員
も
出
席
さ
せ
て
司
令
員
の
人
事
入
れ
替
え
を
審
議
す
る
。
司
令

員
た
ち
は
何
年
間
も
そ
の
地
位
を
動
か
ず
、
林
彪
の
統
制
下
で
軍
の
影
響
力
が
増
大
し
、
ま

た
文
化
大
革
命
の
大
量
追
放
に
よ
っ
て
党
中
央
の
支
配
力
が
減
じ
て
、
各
大
軍
区
司
令
員
の

権
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
彼
ら
が
権
力
を
手
に
し
す
ぎ
て
個
人
的
な
利
益
を

追
求
し
、
自
分
へ
の
忠
誠
心
が
薄
れ
る
と
恐
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
解
決
策
は
彼
ら
を
権
力

の
基
盤
か
ら
つ
ま
み
だ
し
新
ポ
ス
ト
に
回
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
復
帰
は
毛
沢
東
の

か
か
る
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
行
政
能
力
な
ら
、
党
中
央
に
も
権
力
を
取
り
戻

せ
る
だ
ろ
う
。「
私
は
有
能
な
指
導
者
を
現
場
に
呼
び
も
ど
す
こ
と
に
す
る
」
と
毛
沢
東
は
各

司
令
員
と
の
会
議
で
述
べ
た
。「
そ
の
人
物
と
は
鄧
小
平
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
鄧
小
平
を
政

治
局
常
務
員
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
を
公
示
す
る
つ
も
り
だ
。

政
治
局
は
あ
ら
ゆ
る
重
要
問
題
ー
党
、
政
府
、
人
民
解
放
軍
、
人
民
大
衆
、
教
育
の
問
題
ー

と
り
あ
つ
か
う
。・
・
・
私
は
政
治
局
が
総
書
記
を
必
要
と
す
る
と
思
っ
た
が
、
し
か
し
鄧
小

平
は
そ
の
ポ
ス
ト
を
の
ぞ
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
鄧
は
人
民
解
放
軍
総
参
謀
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
な
っ
た
」
。
鄧
小
平
は
各
軍
区
の
司
令
員
も
統
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
一
部

の
人
々
は
新
し
い
総
参
謀
長
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
毛
は
承
知
し
て
い
た
。「
あ
の
男

に
は
決
断
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
良
い
こ
と
を
し
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
良
く
な
い
こ
と
を
し
た
。
し
か
し
私
が
呼
び
か
え
し
た
男
は
諸
君
の
古
い
上
司
で
あ
り
、

政
治
局
も
彼
を
呼
び
か
え
し
た
の
で
あ
る
。
私
だ
け
が
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
」
。
毛
沢
東
の

体
調
は
下
り
阪
に
あ
っ
た
。
」
（
四
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
の
行
政
能
力
を
高
く
評
価
し
て
、
文
革
の
影
響
で
支
配
権
が
低
下
し

た
党
組
織
の
権
限
を
回
復
し
て
、
林
彪
下
で
権
限
を
強
大
化
し
た
地
方
解
放
軍
の
司
令
官
の

権
限
を
抑
制
す
る
た
め
に
復
活
さ
せ
た
。
従
っ
て
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
、
野
村
、
安
藤
、

堀
川
、
小
島
氏
等
の
全
て
の
研
究
者
が
述
べ
て
い
な
い
が
、
毛
沢
東
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
江

青
等
の
四
人
組
に
よ
る
文
革
の
体
制
破
壊
の
急
進
化
で
崩
壊
寸
前
と
な
っ
た
共
産
党
組
織
の

能
の
人
ば
か
り
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
も
派
閥
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
連
中
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
周
恩
来
の
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
だ
け
毛
主
席
の
負
担
は
軽

く
な
っ
た
。
周
の
経
験
と
ス
タ
ミ
ナ
に
匹
敵
で
き
る
指
導
者
は
ほ
か
に
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

毛
沢
東
は
周
恩
来
の
業
務
を
ひ
き
つ
ぐ
に
は
病
弱
す
ぎ
た
。
」
（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
鄧

小
平
の
復
活
は
、
文
革
の
結
果
、
多
く
の
実
務
能
力
者
が
追
放
さ
れ
て
、
周
恩
来
の
後
任
と

し
て
重
要
実
務
を
担
当
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
追
放
の
理
由
に
つ
い
て
、
自
分
と
劉
少
奇
と
の
関
係
は
、

敵
対
的
で
あ
り
、
鄧
小
平
は
そ
れ
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
違

い
は
、
毛
沢
東
を
主
席
と
し
て
一
目
置
く
か
否
か
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

両
者
の
共
通
点
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
党
内
に
ひ
そ
む
「
反
革
命

派
」
、
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
党
内
の
実
権
派
」
な
の
だ
。
文
革
は
彼
ら
を
破
滅
さ
せ
る
運

動
で
あ
っ
た
」（
三
九
）
と
述
べ
て
い
た
。
両
者
の
相
違
点
は
、
周
恩
来
や
鄧
小
平
は
、
毛
沢

東
の
面
子
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
劉
少
奇
は
全
く
異
な
り
、
毛
沢
東
を
同
列
と
見
な
し
て

国
家
主
席
と
し
て
政
治
を
専
断
す
る
態
度
で
臨
ん
だ
、
政
治
姿
勢
の
相
違
に
原
因
が
あ
る
。 

独
裁
者
た
ら
ん
と
す
る
毛
沢
東
を
無
視
し
て
、
政
治
権
力
を
行
使
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の

劉
小
埼
へ
の
憎
悪
の
根
源
が
存
在
し
た
。
毛
沢
東
の
鄧
小
平
復
活
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に
対
し
劉
少
奇
に
い
だ
い
て
い
た
ほ
ど
の
反
感
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
八
年
十
月
の
第
八
期
十
二
中
全
会
で
劉
少
奇
が
国
家
主
席
職
を
剥
奪
さ
れ
た
う
え
党

か
ら
も
追
放
さ
れ
た
と
き
、
林
彪
も
江
青
も
鄧
小
平
の
追
放
を
つ
よ
く
も
と
め
た
の
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
毛
沢
東
は
拒
否
し
た
。
鄧
小
平
は
有
能
な
行
政
官
、
よ
い
共
産
党
員
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
信
奉
者
だ
と
し
た
。
ま
だ
矯
正
で
き
る
人
材
と
思
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
鄧
小
平
を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
鄧
小
平
カ

ム
バ
ッ
ク
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
最
初
の
予
感
は
、
一
九
七
二
年
一
月
陳
毅
元
帥
追

悼
式
で
感
じ
と
っ
た
。・
・
・
が
、
陳
毅
の
追
悼
式
で
毛
沢
東
が
陳
毅
未
亡
人
の
張
茜
に
、
鄧

小
平
の
問
題
点
は
劉
少
奇
の
そ
れ
と
は
違
う
と
語
っ
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
。
劉
少
奇
の
「

矛
盾
」
は
敵
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
は
「
人
民
の
敵
」
だ
。
鄧
小
平
の
場
合
は
も
っ
と
良

性
で
あ
り
、「
人
民
隊
伍
内
」
で
お
ち
こ
ぼ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
毛
は
言
っ
た
。
周
恩
来

の
病
状
が
鄧
小
平
を
呼
び
も
ど
す
一
因
で
あ
っ
た
。
林
彪
の
墜
死
事
件
後
に
つ
づ
く
込
み
入

っ
た
政
治
状
況
も
そ
れ
に
く
わ
わ
っ
た
。
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
二
陣
営
に
分
か
れ
て
い

た
。
か
た
や
江
青
を
筆
頭
に
急
進
左
派
の
張
春
橋
、
汪
洪
文
、
姚
文
元
ら
の
「
四
人
組
」
、
片

方
は
病
が
あ
つ
い
宰
相
の
周
恩
来
や
葉
剣
英
元
帥
ら
で
、
林
彪
事
件
が
対
立
の
一
因
で
あ
っ

た
」（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
言
わ
す
と
、
同
じ
右
派
＝
走
資
派
で
あ
る
劉
少
奇

と
鄧
小
平
で
は
、
劉
少
奇
は
「
人
民
の
敵
」
に
対
し
て
、
鄧
小
平
は
「
人
民
隊
伍
の
落
ち
こ

ぼ
れ
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
江
青
等
の
急
進
的
左
派
を
抑
制
す
る
た
め
に
鄧

小
平
の
行
政
手
腕
に
期
待
し
て
い
た
。
李
氏
は
続
け
て
鄧
小
平
の
復
活
過
程
に
つ
い
て
、 

「
主
席
と
首
相
の
間
柄
が
こ
じ
れ
て
き
て
、
江
青
一
派
が
全
面
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の

支
配
権
を
確
立
し
た
か
に
思
わ
れ
る
と
、
毛
沢
東
は
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
に
乗
り
だ
し
た
。

一
九
七
三
年
三
月
、
毛
は
鄧
小
平
を
前
任
の
副
首
相
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
し
、
政
治

局
も
そ
れ
に
同
意
す
る
。
鄧
小
平
の
権
力
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
文
化
大

革
命
中
、
江
青
派
が
右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
追
放
し
た
多
く
の
古
参
幹
部
を
赦
免
し
つ

づ
け
る
。
」
（
四
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
周
恩
来
が
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
と
す
る
野
村
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢

東
が
直
接
に
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
下
で
全
面
的
支
配
権
を
握
る
江
青
等
の
独

裁
的
権
力
の
行
使
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、
文
革
派
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
の
権

力
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
の
た
め
に
、
鄧
小
平
等
の
右
派
の
古
参
幹
部
を
復
帰
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
鄧
小
平
を
再
評
価
し
て
、
鄧

（141）110 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）



小
平
の
党
再
建
の
行
政
能
力
に
期
待
し
た
と
言
う
。
毛
沢
東
の
独
裁
権
力
保
持
の
た
め
の
両

面
思
考
ー
対
の
思
想
の
展
開
で
あ
り
、
急
進
派
と
穏
健
派
の
バ
ラ
ン
ス
思
考
の
人
事
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
第
十
回
党
大
会
の
閉
幕
時
に
は
、 

「
新
た
に
選
ば
れ
た
中
央
委
員
会
に
は
文
化
大
革
命
中
に
活
動
し
た
多
く
の
造
反
派
が
入

っ
て
い
た
。
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
は
、
文
革
の
初
期
に
追
放
さ
れ
た
多
く
の
古
参
党
員
も

顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
五
人
の
党
副
主
席
の
う
ち
、
中
央
文
革
小
組
か
ら
は

康
生
と
汪
洪
文
し
か
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
あ
と
の
三
人
は
古
参
の
党
幹
部
―
周
恩
来
、
葉
剣

英
、
李
徳
生
将
軍
―
ら
で
あ
っ
た
。
大
会
の
閉
幕
時
に
な
る
と
江
青
ら
中
央
文
革
小
組
の
左

派
は
も
は
や
は
開
幕
時
ほ
ど
の
勢
い
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
ち
ゃ
ん
と
妻
の

権
力
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
で
あ
る
」
（
四
二
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

文
革
末
期
に
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
右
派
が
、
党
中
央
勢
力
を
二
分
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
事
実
上
の
毛
沢
東
の
文
革
の
半
面
的
否
定
で
あ
り
、
江
青
等

の
急
進
的
左
派
の
独
裁
的
権
力
を
牽
制
す
る
意
図
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

毛
沢
東
の
独
裁
権
力
の
維
持
方
法
は
、
文
革
派
＝
造
反
派
＝
急
進
的
左
派
＝
江
青
等
「
四

人
組
」
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
＝
走
資
派
＝
古
参
党
員
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
安
定
の
上
に
、

自
己
の
独
裁
権
を
維
持
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
野
村
氏
は
、
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
不
明
で

あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
最
晩
年
の
周
恩
来
・
鄧
小
平
・
江
青
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
対
処
も
、「

複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
に

つ
い
て
の
解
答
が
得
ら
れ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
自
己
分
裂
し
た
両

面
思
考
ー
対
の
思
想
を
具
有
す
る
毛
沢
東
の
政
治
姿
勢
が
、
政
治
権
力
構
造
論
に
典
型
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
李
氏
は
、
鄧
小
平
復
帰
を
必
要
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
政
治
的
な
立
て
直
し
は
つ
づ
く
。
同
年
十
二
月
、
一
連
の
政
治
局
会
議
を
ひ

ら
き
、
八
大
軍
区
の
司
令
員
も
出
席
さ
せ
て
司
令
員
の
人
事
入
れ
替
え
を
審
議
す
る
。
司
令

員
た
ち
は
何
年
間
も
そ
の
地
位
を
動
か
ず
、
林
彪
の
統
制
下
で
軍
の
影
響
力
が
増
大
し
、
ま

た
文
化
大
革
命
の
大
量
追
放
に
よ
っ
て
党
中
央
の
支
配
力
が
減
じ
て
、
各
大
軍
区
司
令
員
の

権
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
彼
ら
が
権
力
を
手
に
し
す
ぎ
て
個
人
的
な
利
益
を

追
求
し
、
自
分
へ
の
忠
誠
心
が
薄
れ
る
と
恐
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
解
決
策
は
彼
ら
を
権
力

の
基
盤
か
ら
つ
ま
み
だ
し
新
ポ
ス
ト
に
回
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
復
帰
は
毛
沢
東
の

か
か
る
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
行
政
能
力
な
ら
、
党
中
央
に
も
権
力
を
取
り
戻

せ
る
だ
ろ
う
。「
私
は
有
能
な
指
導
者
を
現
場
に
呼
び
も
ど
す
こ
と
に
す
る
」
と
毛
沢
東
は
各

司
令
員
と
の
会
議
で
述
べ
た
。「
そ
の
人
物
と
は
鄧
小
平
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
鄧
小
平
を
政

治
局
常
務
員
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
を
公
示
す
る
つ
も
り
だ
。

政
治
局
は
あ
ら
ゆ
る
重
要
問
題
ー
党
、
政
府
、
人
民
解
放
軍
、
人
民
大
衆
、
教
育
の
問
題
ー

と
り
あ
つ
か
う
。・
・
・
私
は
政
治
局
が
総
書
記
を
必
要
と
す
る
と
思
っ
た
が
、
し
か
し
鄧
小

平
は
そ
の
ポ
ス
ト
を
の
ぞ
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
鄧
は
人
民
解
放
軍
総
参
謀
長
に
任
命
す
る

こ
と
に
な
っ
た
」
。
鄧
小
平
は
各
軍
区
の
司
令
員
も
統
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
一
部

の
人
々
は
新
し
い
総
参
謀
長
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
毛
は
承
知
し
て
い
た
。「
あ
の
男

に
は
決
断
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
良
い
こ
と
を
し
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
良
く
な
い
こ
と
を
し
た
。
し
か
し
私
が
呼
び
か
え
し
た
男
は
諸
君
の
古
い
上
司
で
あ
り
、

政
治
局
も
彼
を
呼
び
か
え
し
た
の
で
あ
る
。
私
だ
け
が
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
」
。
毛
沢
東
の

体
調
は
下
り
阪
に
あ
っ
た
。
」
（
四
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
の
行
政
能
力
を
高
く
評
価
し
て
、
文
革
の
影
響
で
支
配
権
が
低
下
し

た
党
組
織
の
権
限
を
回
復
し
て
、
林
彪
下
で
権
限
を
強
大
化
し
た
地
方
解
放
軍
の
司
令
官
の

権
限
を
抑
制
す
る
た
め
に
復
活
さ
せ
た
。
従
っ
て
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
、
野
村
、
安
藤
、

堀
川
、
小
島
氏
等
の
全
て
の
研
究
者
が
述
べ
て
い
な
い
が
、
毛
沢
東
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
江

青
等
の
四
人
組
に
よ
る
文
革
の
体
制
破
壊
の
急
進
化
で
崩
壊
寸
前
と
な
っ
た
共
産
党
組
織
の

能
の
人
ば
か
り
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
も
派
閥
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
連
中
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
周
恩
来
の
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
だ
け
毛
主
席
の
負
担
は
軽

く
な
っ
た
。
周
の
経
験
と
ス
タ
ミ
ナ
に
匹
敵
で
き
る
指
導
者
は
ほ
か
に
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

毛
沢
東
は
周
恩
来
の
業
務
を
ひ
き
つ
ぐ
に
は
病
弱
す
ぎ
た
。
」
（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
鄧

小
平
の
復
活
は
、
文
革
の
結
果
、
多
く
の
実
務
能
力
者
が
追
放
さ
れ
て
、
周
恩
来
の
後
任
と

し
て
重
要
実
務
を
担
当
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
追
放
の
理
由
に
つ
い
て
、
自
分
と
劉
少
奇
と
の
関
係
は
、

敵
対
的
で
あ
り
、
鄧
小
平
は
そ
れ
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
違

い
は
、
毛
沢
東
を
主
席
と
し
て
一
目
置
く
か
否
か
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

両
者
の
共
通
点
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
党
内
に
ひ
そ
む
「
反
革
命

派
」
、
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
党
内
の
実
権
派
」
な
の
だ
。
文
革
は
彼
ら
を
破
滅
さ
せ
る
運

動
で
あ
っ
た
」（
三
九
）
と
述
べ
て
い
た
。
両
者
の
相
違
点
は
、
周
恩
来
や
鄧
小
平
は
、
毛
沢

東
の
面
子
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
劉
少
奇
は
全
く
異
な
り
、
毛
沢
東
を
同
列
と
見
な
し
て

国
家
主
席
と
し
て
政
治
を
専
断
す
る
態
度
で
臨
ん
だ
、
政
治
姿
勢
の
相
違
に
原
因
が
あ
る
。 

独
裁
者
た
ら
ん
と
す
る
毛
沢
東
を
無
視
し
て
、
政
治
権
力
を
行
使
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の

劉
小
埼
へ
の
憎
悪
の
根
源
が
存
在
し
た
。
毛
沢
東
の
鄧
小
平
復
活
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に
対
し
劉
少
奇
に
い
だ
い
て
い
た
ほ
ど
の
反
感
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
八
年
十
月
の
第
八
期
十
二
中
全
会
で
劉
少
奇
が
国
家
主
席
職
を
剥
奪
さ
れ
た
う
え
党

か
ら
も
追
放
さ
れ
た
と
き
、
林
彪
も
江
青
も
鄧
小
平
の
追
放
を
つ
よ
く
も
と
め
た
の
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
毛
沢
東
は
拒
否
し
た
。
鄧
小
平
は
有
能
な
行
政
官
、
よ
い
共
産
党
員
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
信
奉
者
だ
と
し
た
。
ま
だ
矯
正
で
き
る
人
材
と
思
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
鄧
小
平
を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
鄧
小
平
カ

ム
バ
ッ
ク
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
最
初
の
予
感
は
、
一
九
七
二
年
一
月
陳
毅
元
帥
追

悼
式
で
感
じ
と
っ
た
。・
・
・
が
、
陳
毅
の
追
悼
式
で
毛
沢
東
が
陳
毅
未
亡
人
の
張
茜
に
、
鄧

小
平
の
問
題
点
は
劉
少
奇
の
そ
れ
と
は
違
う
と
語
っ
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
。
劉
少
奇
の
「

矛
盾
」
は
敵
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
は
「
人
民
の
敵
」
だ
。
鄧
小
平
の
場
合
は
も
っ
と
良

性
で
あ
り
、「
人
民
隊
伍
内
」
で
お
ち
こ
ぼ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
毛
は
言
っ
た
。
周
恩
来

の
病
状
が
鄧
小
平
を
呼
び
も
ど
す
一
因
で
あ
っ
た
。
林
彪
の
墜
死
事
件
後
に
つ
づ
く
込
み
入

っ
た
政
治
状
況
も
そ
れ
に
く
わ
わ
っ
た
。
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
二
陣
営
に
分
か
れ
て
い

た
。
か
た
や
江
青
を
筆
頭
に
急
進
左
派
の
張
春
橋
、
汪
洪
文
、
姚
文
元
ら
の
「
四
人
組
」
、
片

方
は
病
が
あ
つ
い
宰
相
の
周
恩
来
や
葉
剣
英
元
帥
ら
で
、
林
彪
事
件
が
対
立
の
一
因
で
あ
っ

た
」（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
言
わ
す
と
、
同
じ
右
派
＝
走
資
派
で
あ
る
劉
少
奇

と
鄧
小
平
で
は
、
劉
少
奇
は
「
人
民
の
敵
」
に
対
し
て
、
鄧
小
平
は
「
人
民
隊
伍
の
落
ち
こ

ぼ
れ
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
江
青
等
の
急
進
的
左
派
を
抑
制
す
る
た
め
に
鄧

小
平
の
行
政
手
腕
に
期
待
し
て
い
た
。
李
氏
は
続
け
て
鄧
小
平
の
復
活
過
程
に
つ
い
て
、 

「
主
席
と
首
相
の
間
柄
が
こ
じ
れ
て
き
て
、
江
青
一
派
が
全
面
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の

支
配
権
を
確
立
し
た
か
に
思
わ
れ
る
と
、
毛
沢
東
は
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
に
乗
り
だ
し
た
。

一
九
七
三
年
三
月
、
毛
は
鄧
小
平
を
前
任
の
副
首
相
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
し
、
政
治

局
も
そ
れ
に
同
意
す
る
。
鄧
小
平
の
権
力
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
文
化
大

革
命
中
、
江
青
派
が
右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
追
放
し
た
多
く
の
古
参
幹
部
を
赦
免
し
つ

づ
け
る
。
」
（
四
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
周
恩
来
が
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
と
す
る
野
村
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢

東
が
直
接
に
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
下
で
全
面
的
支
配
権
を
握
る
江
青
等
の
独

裁
的
権
力
の
行
使
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、
文
革
派
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
の
権

力
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
の
た
め
に
、
鄧
小
平
等
の
右
派
の
古
参
幹
部
を
復
帰
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
経
緯
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
鄧
小
平
を
再
評
価
し
て
、
鄧
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止
し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
こ
こ
ろ
み
は
「
二
月
逆
流
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毛
の
非
難
に
勢
い
を
え
て
、
林
彪
と
江
青
は
自
分
た
ち
批
判
し
た
人
物
へ
の
全
国
的
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
口
実
を
手
に
入
れ
た
。
新
た
な
追
放
の
波
が
起
こ
っ
た
。

陳
毅
は
外
相
の
ポ
ス
ト
を
追
わ
れ
る
。
」
（
三
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
が
信
頼
し
て
い
た
林
彪
の
裏
切
り
行
為
が
契
機
と
な
っ
て
、
文
革
を
阻
止

し
た
と
さ
れ
た
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
全
く
逆
の
解
釈
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
毛
沢
東
の
発
言
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
国
家
元
首
を
解
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
も
列
席
し
て
お

り
、
毛
主
席
は
殿
下
と
対
話
中
、
失
脚
さ
せ
た
指
導
者
た
ち
と
の
和
解
を
ほ
の
め
か
す
。
・
・

・「
そ
の
身
近
な
同
志
と
は
林
彪
な
の
で
す
が
、
本
当
は
私
に
反
逆
し
た
。
私
を
さ
さ
え
て
く

れ
た
の
は
陳
毅
だ
っ
た
の
で
す
」
つ
い
で
毛
沢
東
は
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
、

じ
つ
を
い
え
ば
自
分
は
「
二
月
逆
流
」
を
林
彪
は
じ
め
王
力
、
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
文
化
大
革

命
で
失
脚
し
た
過
激
派
に
対
し
陳
毅
ら
忠
実
な
古
参
幹
部
た
ち
が
反
撃
す
る
こ
こ
ろ
み
と
み

な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
た
。「
逆
流
」
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
前
向
き
の
流
れ
だ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一

方
的
な
意
見
を
な
ん
ど
も
聞
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し

林
彪
の
裏
切
り
に
よ
り
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は

周
恩
来
に
、
失
脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
三
五
）
と
述

べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
事
件
後
に
お
い
て
、「
二
月
逆
流
」
を
、
全
く
逆
の
進
歩
的
行

動
で
あ
っ
た
と
、
解
釈
し
直
し
た
。
旧
幹
部
が
文
革
を
阻
止
し
た
の
で
追
放
し
た
と
の
否
定

的
理
解
が
、
実
は
過
激
派
へ
の
反
撃
で
あ
っ
た
と
、
肯
定
的
理
解
に
変
更
し
た
。 

こ
こ
に
毛
沢
東
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
文
革
派
の
意
見
と
反
文
革
派
の
意
見
を
同
時

に
受
け
容
れ
る
、
柔
軟
性
の
あ
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
李
氏
は
、
文
革
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
し
た
元
凶

で
あ
る
江
青
の
独
裁
的
権
力
欲
の
抑
制
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
発
言
を
記
禄
し
て
い
る
。 

晩
年
の
毛
沢
東
は
健
康
を
損
な
い
、
次
々
に
病
気
を
起
こ
し
た
。
一
九
七
二
年
一
月
、
充

血
性
心
不
全
を
起
こ
し
て
、
口
こ
そ
き
け
た
も
の
の
、
極
端
に
疲
労
し
て
苛
立
っ
て
い
た
。

周
恩
来
が
江
青
を
つ
れ
て
来
て
、
毛
沢
東
を
見
舞
い
に
来
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

 

「
毛
は
周
恩
来
の
ほ
う
に
向
き
な
お
っ
た
。「
私
の
健
康
は
最
悪
だ
。
助
か
る
と
は
お
も
わ

な
い
。
い
ま
や
何
も
か
も
君
の
双
肩
に
か
か
っ
て
お
る
・
・
・
周
恩
来
は
あ
わ
て
た
。「
い
や

、
い
や
、
主
席
の
健
康
状
態
は
深
刻
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
と
さ
え
ぎ
っ
て
「
私
ど
も
は
み
ん

な
主
席
の
指
導
力
を
頼
み
に
し
て
い
る
の
で
す
。
」 

毛
は
弱
弱
し
げ
に
頭
を
ふ
っ
た
。
「
だ

め
だ
。
助
か
り
っ
こ
な
い
。
と
う
て
い
助
か
ら
な
い
よ
。
私
が
死
ん
だ
あ
と
は
、
君
が
す
べ

て
を
と
り
し
き
っ
て
く
れ
」
。
毛
沢
東
は
消
え
入
り
そ
う
な
声
で
言
っ
た
。
「
い
い
か
、
こ
れ

が
私
の
遺
言
だ
」 

江
青
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。
目
を
大
き
く
見
ひ
ら
き
、
両
の
手
を
小
さ
く

握
り
し
め
る
。
い
ま
に
も
怒
り
が
爆
発
し
そ
う
で
あ
っ
た
。・
・
・
中
国
共
産
党
主
席
は
国
家

の
全
権
ー
党
、
政
府
、
そ
し
て
人
民
解
放
軍
ー
を
首
相
の
手
に
ゆ
だ
ね
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
し
か
も
そ
れ
を
、
み
ず
か
ら
国
家
の
支
配
を
望
ん
で
や
ま
な
い
妻
の
面
前
で
や
っ
て
の

け
た
の
だ
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
林
彪
事
件
を
契
機
に
江
青
等
の
急
進
派
を
抑
制
す
る
為
に
、
次
々
と
古
参
党

員
の
名
誉
回
復
を
す
る
。
鄧
小
平
復
活
の
直
接
の
契
機
は
、
周
恩
来
の
ガ
ン
罹
患
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
一
九
七
三
年
の
初
め
の
こ
と
と
し
て
毛
沢
東
は
、「
周
恩
来
に
手
術
の
許
可
を
出
そ

う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
周
の
後
釜
探
し
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
。
鄧
小
平

を
復
帰
さ
せ
る
時
期
が
熟
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
下
で
果
た
し
た
周
恩
来
の
役
目
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
周
恩
来
を
の
ぞ
け
ば
、
無

追
放
さ
れ
て
い
た
。
追
放
さ
れ
た
人
々
の
多
く
が
毛
主
席
へ
の
不
忠
で
告
発
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
毛
の
も
っ
と
も
親
し
い
親
友
ほ
ど
不
忠
誠
だ
っ
た
者
は
な
く
、
お
ま
け
に
毛

が
追
放
し
た
多
く
の
指
導
者
は
、
林
彪
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
主
張
し
、
警

戒
す
る
よ
う
に
毛
に
警
告
し
て
い
た
の
だ
。
彼
ら
は
林
彪
の
行
き
す
ぎ
た
個
人
崇
拝
、
機
械(

兵
器)

に
対
す
る
人
間
優
位
の
単
純
な
理
論
、
近
代
化
反
対
、
生
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
好
き
に
反

対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
か
月
ち
か
く
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
た
の
ち
、
毛
は
和
解
の
途
を

歩
む
準
備
が
で
き
た
。
自
分
の
手
で
追
放
し
た
男
の
名
誉
回
復
と
カ
ム
バ
ッ
ク
を
望
ん
だ
の

で
あ
っ
た
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

林
彪
の
裏
切
り
行
為
に
よ
り
、
文
革
で
追
放
さ
れ
た
多
く
の
旧
高
級
幹
部
の
名
誉
回
復
と

カ
ム
バ
ッ
ク
を
行
な
う
、
心
の
準
備
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
林
彪
事
件
が
契
機
と
な
り
、
政

治
状
況
が
変
化
し
て
く
る
と
、
毛
沢
東
は
追
放
し
た
走
資
派
＝
実
権
派
＝
修
正
主
義
者
の
旧

高
級
幹
部
を
復
活
す
る
と
い
う
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
展
開
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
。
毛
沢
東
は
、
陳
毅
、
楊
成
武
、
余
立
金
、
傅
崇
碧
、
羅
瑞
卿
等
の
名
誉
回

復
を
続
け
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
こ
の
文
革
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
つ
ぎ
に
返
り
咲
い
た
の
は
羅
瑞
卿
で
あ
っ
た
。「
林
彪
の
羅
瑞
卿
非
難
も
的
外
れ
だ
っ
た

」
と
毛
沢
東
。「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一
方
的
な
意
見
を

な
ん
ど
も
聴
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
毛
沢

東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
林
彪
の
裏
切
り

に
よ
っ
て
、
彼
は
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は
周
恩

来
に
、
失
脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
の
一
方
的
な
意
見
の
み
を
聞
き
入
れ
た
一
面
的
な
行
動
は
不
覚
で
、

自
己
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
の
反
旗
を
契
機
に
し
て
、

走
資
派
＝
右
派
＝
古
参
幹
部
の
名
誉
回
復
と
復
活
を
し
て
行
く
。
こ
の
毛
沢
東
の
政
治
的
行

為
は
、
事
実
上
の
文
革
の
否
定
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的

思
考
で
あ
る
対
の
思
想
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
＝
「
四
旧
」
打
倒
を
叫
ん
で
文
革
を
推
進
し
た
毛
沢
東
が
、

文
革
後
半
に
走
資
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
の
鄧
小
平
等
を
復
活
さ
せ
た
自
己
矛
盾
行
為
は
、

不
思
議
と
言
え
ば
不
思
議
で
あ
る
が
、
何
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
拙

稿
で
述
べ
た
様
に
、
毛
沢
東
は
ソ
連
を
支
持
す
る
と
同
時
に
欧
米
文
化
を
支
持
す
る
と
い
う

対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
欧
米
の
高
い
資
本
主
義
的
生
産
力
の
賛
美
者
で
あ
り
、
こ
の
故

に
大
躍
進
を
提
起
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
造
反
派
で
あ
る
と
同
時
に
保
皇
派

で
あ
り
、
半
面
で
は
走
資
派
＝
右
派
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
退
廃
文
化
の
堪
能
者
・
毛

沢
東
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
行
為
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
（
三
三
）。 

野
村
氏
は
、「
周
恩
来
は
ー
毛
沢
東
の
同
意
の
も
と
に
ー
七
三
年
以
降
、
鄧
小
平
は
じ
め
古

参
幹
部
を
徐
々
に
復
活
さ
せ
、
ま
た
七
五
年
、
第
四
期
全
人
代
で
は
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、

科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」
と
い
う
、
文
革
以
来
の
局
面
を
一
新
す
る
大
政
策
を
提
起

し
た
。
」
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
自
身
は
、
欧
米
的
近
代
国
家
に
追
い
つ
く
た
め
に
、
壮
大
な
理

想
を
持
つ
中
国
近
代
化
路
線
の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
文
革
を
一
新
す
る
大
政
策
の

提
起
で
は
な
い
。
欧
米
の
資
本
主
義
的
生
産
力
賛
美
は
、
解
放
以
前
よ
り
の
自
論
で
あ
る
。 

次
に
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
凡
そ
逆
方
向
の
理
解
＝
対
の
思
想
を
述
べ
て

い
き
た
い
。
一
九
六
七
年
二
月
、
文
化
大
革
命
運
動
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
、
紅
衛
兵
の
狂
気
、

林
彪
国
防
相
の
誤
っ
た
指
導
に
よ
る
陳
毅
等
の
数
少
な
い
最
高
幹
部
の
批
判
に
つ
い
て
、
毛

沢
東
は
林
彪
の
批
判
を
受
け
入
れ
る
。
こ
の
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
こ
の
書
簡
を
う
け
と
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
は
対
応
策
を
練
る
た
め
中
央
文
革
小
組
の
メ

ン
バ
ー
数
人
を
集
め
た
。
譚
震
林
、
陳
毅
ら
は
君
主
制
の
復
活
を
は
か
り
、
文
化
大
革
命
路

線
を
逆
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
た
林
彪
の
非
難
を
受
け
入
れ
る
。
文
化
大
革
命
を
阻
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止
し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
こ
こ
ろ
み
は
「
二
月
逆
流
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毛
の
非
難
に
勢
い
を
え
て
、
林
彪
と
江
青
は
自
分
た
ち
批
判
し
た
人
物
へ
の
全
国
的
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
口
実
を
手
に
入
れ
た
。
新
た
な
追
放
の
波
が
起
こ
っ
た
。

陳
毅
は
外
相
の
ポ
ス
ト
を
追
わ
れ
る
。
」
（
三
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
が
信
頼
し
て
い
た
林
彪
の
裏
切
り
行
為
が
契
機
と
な
っ
て
、
文
革
を
阻
止

し
た
と
さ
れ
た
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
全
く
逆
の
解
釈
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
毛
沢
東
の
発
言
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
国
家
元
首
を
解
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
も
列
席
し
て
お

り
、
毛
主
席
は
殿
下
と
対
話
中
、
失
脚
さ
せ
た
指
導
者
た
ち
と
の
和
解
を
ほ
の
め
か
す
。
・
・

・「
そ
の
身
近
な
同
志
と
は
林
彪
な
の
で
す
が
、
本
当
は
私
に
反
逆
し
た
。
私
を
さ
さ
え
て
く

れ
た
の
は
陳
毅
だ
っ
た
の
で
す
」
つ
い
で
毛
沢
東
は
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
、

じ
つ
を
い
え
ば
自
分
は
「
二
月
逆
流
」
を
林
彪
は
じ
め
王
力
、
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
文
化
大
革

命
で
失
脚
し
た
過
激
派
に
対
し
陳
毅
ら
忠
実
な
古
参
幹
部
た
ち
が
反
撃
す
る
こ
こ
ろ
み
と
み

な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
た
。「
逆
流
」
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
前
向
き
の
流
れ
だ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一

方
的
な
意
見
を
な
ん
ど
も
聞
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し

林
彪
の
裏
切
り
に
よ
り
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は

周
恩
来
に
、
失
脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
三
五
）
と
述

べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
事
件
後
に
お
い
て
、「
二
月
逆
流
」
を
、
全
く
逆
の
進
歩
的
行

動
で
あ
っ
た
と
、
解
釈
し
直
し
た
。
旧
幹
部
が
文
革
を
阻
止
し
た
の
で
追
放
し
た
と
の
否
定

的
理
解
が
、
実
は
過
激
派
へ
の
反
撃
で
あ
っ
た
と
、
肯
定
的
理
解
に
変
更
し
た
。 

こ
こ
に
毛
沢
東
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
文
革
派
の
意
見
と
反
文
革
派
の
意
見
を
同
時

に
受
け
容
れ
る
、
柔
軟
性
の
あ
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
李
氏
は
、
文
革
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
し
た
元
凶

で
あ
る
江
青
の
独
裁
的
権
力
欲
の
抑
制
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
発
言
を
記
禄
し
て
い
る
。 

晩
年
の
毛
沢
東
は
健
康
を
損
な
い
、
次
々
に
病
気
を
起
こ
し
た
。
一
九
七
二
年
一
月
、
充

血
性
心
不
全
を
起
こ
し
て
、
口
こ
そ
き
け
た
も
の
の
、
極
端
に
疲
労
し
て
苛
立
っ
て
い
た
。

周
恩
来
が
江
青
を
つ
れ
て
来
て
、
毛
沢
東
を
見
舞
い
に
来
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

 

「
毛
は
周
恩
来
の
ほ
う
に
向
き
な
お
っ
た
。「
私
の
健
康
は
最
悪
だ
。
助
か
る
と
は
お
も
わ

な
い
。
い
ま
や
何
も
か
も
君
の
双
肩
に
か
か
っ
て
お
る
・
・
・
周
恩
来
は
あ
わ
て
た
。「
い
や

、
い
や
、
主
席
の
健
康
状
態
は
深
刻
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
と
さ
え
ぎ
っ
て
「
私
ど
も
は
み
ん

な
主
席
の
指
導
力
を
頼
み
に
し
て
い
る
の
で
す
。
」 

毛
は
弱
弱
し
げ
に
頭
を
ふ
っ
た
。
「
だ

め
だ
。
助
か
り
っ
こ
な
い
。
と
う
て
い
助
か
ら
な
い
よ
。
私
が
死
ん
だ
あ
と
は
、
君
が
す
べ

て
を
と
り
し
き
っ
て
く
れ
」
。
毛
沢
東
は
消
え
入
り
そ
う
な
声
で
言
っ
た
。
「
い
い
か
、
こ
れ

が
私
の
遺
言
だ
」 

江
青
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。
目
を
大
き
く
見
ひ
ら
き
、
両
の
手
を
小
さ
く

握
り
し
め
る
。
い
ま
に
も
怒
り
が
爆
発
し
そ
う
で
あ
っ
た
。・
・
・
中
国
共
産
党
主
席
は
国
家

の
全
権
ー
党
、
政
府
、
そ
し
て
人
民
解
放
軍
ー
を
首
相
の
手
に
ゆ
だ
ね
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
し
か
も
そ
れ
を
、
み
ず
か
ら
国
家
の
支
配
を
望
ん
で
や
ま
な
い
妻
の
面
前
で
や
っ
て
の

け
た
の
だ
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
は
、
林
彪
事
件
を
契
機
に
江
青
等
の
急
進
派
を
抑
制
す
る
為
に
、
次
々
と
古
参
党

員
の
名
誉
回
復
を
す
る
。
鄧
小
平
復
活
の
直
接
の
契
機
は
、
周
恩
来
の
ガ
ン
罹
患
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
一
九
七
三
年
の
初
め
の
こ
と
と
し
て
毛
沢
東
は
、「
周
恩
来
に
手
術
の
許
可
を
出
そ

う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
周
の
後
釜
探
し
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
。
鄧
小
平

を
復
帰
さ
せ
る
時
期
が
熟
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
下
で
果
た
し
た
周
恩
来
の
役
目
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
周
恩
来
を
の
ぞ
け
ば
、
無

追
放
さ
れ
て
い
た
。
追
放
さ
れ
た
人
々
の
多
く
が
毛
主
席
へ
の
不
忠
で
告
発
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
毛
の
も
っ
と
も
親
し
い
親
友
ほ
ど
不
忠
誠
だ
っ
た
者
は
な
く
、
お
ま
け
に
毛

が
追
放
し
た
多
く
の
指
導
者
は
、
林
彪
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
主
張
し
、
警

戒
す
る
よ
う
に
毛
に
警
告
し
て
い
た
の
だ
。
彼
ら
は
林
彪
の
行
き
す
ぎ
た
個
人
崇
拝
、
機
械(

兵
器)

に
対
す
る
人
間
優
位
の
単
純
な
理
論
、
近
代
化
反
対
、
生
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
好
き
に
反

対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
か
月
ち
か
く
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
た
の
ち
、
毛
は
和
解
の
途
を

歩
む
準
備
が
で
き
た
。
自
分
の
手
で
追
放
し
た
男
の
名
誉
回
復
と
カ
ム
バ
ッ
ク
を
望
ん
だ
の

で
あ
っ
た
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

林
彪
の
裏
切
り
行
為
に
よ
り
、
文
革
で
追
放
さ
れ
た
多
く
の
旧
高
級
幹
部
の
名
誉
回
復
と

カ
ム
バ
ッ
ク
を
行
な
う
、
心
の
準
備
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
林
彪
事
件
が
契
機
と
な
り
、
政

治
状
況
が
変
化
し
て
く
る
と
、
毛
沢
東
は
追
放
し
た
走
資
派
＝
実
権
派
＝
修
正
主
義
者
の
旧

高
級
幹
部
を
復
活
す
る
と
い
う
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
を
展
開
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
。
毛
沢
東
は
、
陳
毅
、
楊
成
武
、
余
立
金
、
傅
崇
碧
、
羅
瑞
卿
等
の
名
誉
回

復
を
続
け
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
こ
の
文
革
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
つ
ぎ
に
返
り
咲
い
た
の
は
羅
瑞
卿
で
あ
っ
た
。「
林
彪
の
羅
瑞
卿
非
難
も
的
外
れ
だ
っ
た

」
と
毛
沢
東
。「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一
方
的
な
意
見
を

な
ん
ど
も
聴
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
毛
沢

東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
林
彪
の
裏
切
り

に
よ
っ
て
、
彼
は
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は
周
恩

来
に
、
失
脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
の
一
方
的
な
意
見
の
み
を
聞
き
入
れ
た
一
面
的
な
行
動
は
不
覚
で
、

自
己
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
の
反
旗
を
契
機
に
し
て
、

走
資
派
＝
右
派
＝
古
参
幹
部
の
名
誉
回
復
と
復
活
を
し
て
行
く
。
こ
の
毛
沢
東
の
政
治
的
行

為
は
、
事
実
上
の
文
革
の
否
定
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的

思
考
で
あ
る
対
の
思
想
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
＝
「
四
旧
」
打
倒
を
叫
ん
で
文
革
を
推
進
し
た
毛
沢
東
が
、

文
革
後
半
に
走
資
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
の
鄧
小
平
等
を
復
活
さ
せ
た
自
己
矛
盾
行
為
は
、

不
思
議
と
言
え
ば
不
思
議
で
あ
る
が
、
何
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
拙

稿
で
述
べ
た
様
に
、
毛
沢
東
は
ソ
連
を
支
持
す
る
と
同
時
に
欧
米
文
化
を
支
持
す
る
と
い
う

対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
欧
米
の
高
い
資
本
主
義
的
生
産
力
の
賛
美
者
で
あ
り
、
こ
の
故

に
大
躍
進
を
提
起
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
造
反
派
で
あ
る
と
同
時
に
保
皇
派

で
あ
り
、
半
面
で
は
走
資
派
＝
右
派
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
退
廃
文
化
の
堪
能
者
・
毛

沢
東
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
行
為
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
（
三
三
）。 

野
村
氏
は
、「
周
恩
来
は
ー
毛
沢
東
の
同
意
の
も
と
に
ー
七
三
年
以
降
、
鄧
小
平
は
じ
め
古

参
幹
部
を
徐
々
に
復
活
さ
せ
、
ま
た
七
五
年
、
第
四
期
全
人
代
で
は
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、

科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」
と
い
う
、
文
革
以
来
の
局
面
を
一
新
す
る
大
政
策
を
提
起

し
た
。
」
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
自
身
は
、
欧
米
的
近
代
国
家
に
追
い
つ
く
た
め
に
、
壮
大
な
理

想
を
持
つ
中
国
近
代
化
路
線
の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
文
革
を
一
新
す
る
大
政
策
の

提
起
で
は
な
い
。
欧
米
の
資
本
主
義
的
生
産
力
賛
美
は
、
解
放
以
前
よ
り
の
自
論
で
あ
る
。 

次
に
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
凡
そ
逆
方
向
の
理
解
＝
対
の
思
想
を
述
べ
て

い
き
た
い
。
一
九
六
七
年
二
月
、
文
化
大
革
命
運
動
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
、
紅
衛
兵
の
狂
気
、

林
彪
国
防
相
の
誤
っ
た
指
導
に
よ
る
陳
毅
等
の
数
少
な
い
最
高
幹
部
の
批
判
に
つ
い
て
、
毛

沢
東
は
林
彪
の
批
判
を
受
け
入
れ
る
。
こ
の
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
こ
の
書
簡
を
う
け
と
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
は
対
応
策
を
練
る
た
め
中
央
文
革
小
組
の
メ

ン
バ
ー
数
人
を
集
め
た
。
譚
震
林
、
陳
毅
ら
は
君
主
制
の
復
活
を
は
か
り
、
文
化
大
革
命
路

線
を
逆
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
た
林
彪
の
非
難
を
受
け
入
れ
る
。
文
化
大
革
命
を
阻
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林
彪
の
毛
沢
東
崇
拝
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
失
敗
に
よ
る
党
内
孤
立
時
に
は
、

毛
沢
東
は
林
彪
を
最
大
の
味
方
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
状
況
が
変
わ
っ
て
、
劉
少
奇

等
の
追
放
に
よ
る
文
革
完
成
後
は
、
林
彪
の
毛
沢
東
崇
拝
の
真
意
が
、
林
彪
自
身
を
持
ち
あ

げ
る
魂
胆
に
気
づ
い
て
、
こ
れ
を
否
定
し
て
行
く
。
個
人
崇
拝
の
肯
定
と
否
定
の
事
例
に
お

い
て
も
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
思
考
ー
対
の
思
想
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
党
を
二
分
す
る
権
力
闘
争
を
決
断
し
な
が
ら
、
ま
だ
こ
の
時
点
で

は
党
の
団
結
を
守
る
必
要
性
か
ら
、
一
方
で
毛
沢
東
は
林
彪
と
話
し
合
い
妥
協
点
を
見
出
そ

う
と
も
し
て
い
た
、
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

「
だ
が
一
方
、
す
す
ん
で
妥
協
に
応
じ
て
も
よ
い
と
い
う
気
分
が
あ
り
、
力
ず
く
で
党
の

再
統
一
を
は
か
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
教
育
」
に
訴
え
た
い
気
で
あ
っ
た
ー
毛
に
い
わ
す
れ

ば
「
患
者
を
救
う
た
め
に
治
療
」
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
林
彪
を
救
う
努
力
を
す
べ
き
だ
。

だ
れ
が
過
ち
を
お
か
そ
う
と
、
団
結
の
必
要
性
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
そ
う
し
な

い
と
見
て
く
れ
が
よ
く
な
い
の
だ
よ
。
北
京
に
帰
っ
た
ら
、
林
彪
と
そ
の
一
派
を
見
つ
け
だ

し
て
話
し
合
い
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
連
中
が
私
に
接
触
し
よ
う
と
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
私
の
ほ
う
か
ら
そ
う
し
よ
う
。
一
部
の
者
は
救
え
る
だ
ろ
う
が
、
あ
と
の
連
中
は

と
て
も
・
・
・
」
わ
れ
わ
れ
は
一
か
月
ち
か
く
北
京
を
は
な
れ
た
の
ち
、
一
九
七
一
年
九
月

十
二
日
の
未
明
、
北
京
市
豊
台
の
特
別
列
車
停
車
場
に
到
着
し
た
」（
二
八
）
と
述
べ
る
。
毛

沢
東
は
、
林
彪
と
政
治
的
妥
協
点
を
探
る
の
に
最
後
ま
で
努
力
し
て
い
た
。
し
か
し
毛
沢
東

の
地
方
解
放
軍
の
掌
握
で
、
林
彪
派
は
危
機
に
陥
り
、
毛
沢
東
の
調
停
案
は
結
局
、
時
間
切

れ
と
な
っ
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
暗
殺
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
と
、
ソ
連
逃
亡
に
つ
い
て
、 

「
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
林
彪
、
葉
群
そ
れ
に
息
子
の
林
立
果
は
一
九
七
一
年
三
月
初

か
ら
早
く
も
、「
五
‐
七
ー
一
計
画
」
と
よ
ば
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
に
と
り
か
か
っ
て
い
た

。・
・
・
一
味
の
目
標
は
毛
沢
東
を
と
ら
え
、
で
き
れ
ば
暗
殺
し
て
権
力
を
奪
取
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。・
・
・
主
席
が
地
方
の
政
治
、
軍
事
指
揮
者
と
会
う
べ
く
行
っ
た
南
方
旅
行
は
、
自

分
の
地
歩
を
か
た
め
て
地
方
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
の
企
図
さ
れ
た
戦
略
の
一
環
で
あ
る
。

公
式
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
主
席
と
軍
区
司
令
員
ら
と
の
会
談
は
、
林
彪
に
対
し
、
時
間
切
れ

を
告
げ
る
合
図
と
な
り
、
そ
の
計
画
に
と
っ
て
最
後
の
触
媒
に
な
る
役
割
を
は
た
し
た
。
・
・

・
林
彪
の
陰
謀
に
勝
ち
目
は
な
か
っ
た
。
主
席
が
無
事
に
北
京
に
も
ど
っ
た
と
き
、
林
彪
は

毛
沢
東
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
こ
と
を
悟
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
飛
行
機
で
逃
亡
を
は
か
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
が
林
彪
を
煙
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
毛
沢
東
を
意
識
的
に
持
ち
あ
げ
た

上
で
、
自
分
が
国
家
主
席
に
な
り
た
い
と
い
う
野
望
が
見
え
て
来
た
故
で
あ
る
。
こ
の
行
為

は
、
全
中
国
に
君
臨
し
た
い
と
い
う
毛
沢
東
の
心
情
を
無
視
す
る
敵
対
行
為
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
久
保
氏
が
、
林
彪
失
脚
の
原
因
と
し
て
、「
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
対
外
政
策
を

め
ぐ
る
路
線
対
立
の
中
で
林
彪
が
失
脚
し
て
行
く
素
地
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
存
在
し

て
い
た
。
」
（
三
〇
）
と
言
う
、
対
外
路
線
対
立
が
原
因
と
す
る
主
張
は
、
誤
り
で
あ
る
。 

 

三 

文
革
の
軌
道
修
正
と
対
の
思
想 

  

毛
沢
東
の
文
革
の
軌
道
修
正
＝
政
敵
と
の
和
解
理
由
は
、
林
彪
の
裏
切
り
と
、
極
左
派
に

よ
る
文
革
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
で
の
党
組
織
の
壊
滅
状
態
が
契
機
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文
革
の

軌
道
修
正
対
策
は
、
鄧
小
平
復
活
に
よ
る
党
組
織
の
立
直
し
と
、
追
放
し
た
高
級
幹
部
の
名

誉
回
復
と
復
活
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
、
旧
幹
部
復
活
の
理
由
に
つ
い
て
、 

「
不
運
で
ベ
ッ
ド
に
追
い
や
ら
れ
る
と
い
つ
も
そ
う
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
新
し
い
政

治
戦
略
を
練
っ
て
い
た
。
五
年
以
上
前
の
一
九
六
六
年
の
春
に
文
化
大
革
命
を
発
動
し
て
こ

の
か
た
、
党
は
多
大
な
損
害
を
受
け
、
数
多
く
の
高
級
幹
部
が
死
ん
だ
。
生
き
残
っ
た
者
は

ふ
た
た
び
国
家
主
席
に
つ
く
意
思
が
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。
蘆

山
会
議
の
参
会
者
は
大
半
が
そ
の
事
実
を
し
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
だ
れ
か

が
国
家
主
席
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
同
が
同
意
し
、
し
か
も
毛
沢
東
が
断
れ
ば
、

あ
と
は
林
彪
の
線
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
林
彪
の
作

戦
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
林
彪
は
劉
少
奇
と
お
な
じ
誤
り
を
お
か
し
て
い
た
。
そ
し
て
毛
沢
東

の
目
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
許
せ
な
い
大
罪
で
あ
っ
た
。
林
彪
は
中
国
に
ふ
た
り
の
主
席
を

望
ん
だ
が
、
毛
沢
東
は
ひ
と
り
で
十
分
だ
と
し
た
。
毛
は
最
高
指
導
部
に
そ
ん
な
お
の
れ
の

意
思
を
明
確
に
し
よ
う
と
、
八
月
二
十
五
日
に
政
治
局
常
務
委
員
会
拡
大
会
議
を
招
集
し
た
。

そ
の
席
上
で
報
告
第
二
号
の
無
効
を
決
定
し
、
陳
伯
達
を
追
放
し
て
陳
批
判
の
運
動
を
開
始

し
た
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

国
家
主
席
就
任
へ
の
野
望
を
持
つ
林
彪
の
裏
工
作
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
林
彪
の
腹
心
を

追
放
す
る
反
撃
に
出
た
。
毛
沢
東
の
林
彪
の
国
家
主
席
就
任
の
野
望
に
気
付
い
た
反
撃
行
動

や
、
毛
沢
東
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
江
青
の
文
革
派
内
で
の
優
勢
は
、
林
彪
に
最
後
の
賭

け
と
し
て
、
人
民
解
放
軍
を
支
配
下
に
置
い
て
、
毛
沢
東
暗
殺
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
に
走
ら

せ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
防
衛
策
と
発
言
に
つ
い
て
、 

「
一
九
七
一
年
八
月
ま
で
に
、
毛
沢
東
の
林
彪
に
対
す
る
不
信
感
が
頂
点
に
達
す
る
。
精

華
大
学
を
管
理
下
に
お
く
女
性
副
主
任
、
謝
静
宜
は
林
彪
の
息
子
、
林
立
果
が
空
軍
内
に
も

う
け
て
い
た
ス
パ
イ
組
織
の
存
在
を
毛
沢
東
に
告
げ
る
。「
連
合
艦
隊
」
と
か
「
上
海
小
組
」
、

あ
る
い
は
「
教
育
指
導
大
隊
」
な
ど
の
暗
号
で
よ
ば
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
集
団
で
編
成
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
地
下
組
織
は
、
毛
沢
東
か
ら
の
権
力
奪
取
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。・
・
・
主
席

は
軍
内
部
に
み
ず
か
ら
の
支
持
基
盤
を
か
た
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
林
彪
の
人
事
は
も
っ
ぱ

ら
中
央
に
集
中
し
て
い
た
。
支
持
者
の
ほ
と
ん
ど
が
北
京
に
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
各

軍
区
、
省
レ
ベ
ル
の
駐
留
軍
を
指
揮
す
る
司
令
員
の
忠
誠
は
自
分
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。「

地
方
の
司
令
員
た
ち
が
林
彪
に
肩
入
れ
す
る
と
は
思
わ
ん
な
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た
。「
人

民
解
放
軍
が
お
れ
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
だ
ろ
う
か
、
え
え
？ 

い
ず
れ
に
し
ろ
連
中
が
お

れ
の
指
導
を
の
ぞ
ま
な
い
な
ら
、
お
れ
は
井
岡
山
に
か
え
っ
て
、
あ
ら
た
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
は

じ
め
る
ま
で
だ
」
八
月
十
四
日
、
主
席
は
地
方
軍
区
司
令
員
の
支
持
を
か
た
め
る
こ
と
を
決

め
る
。・
・
・
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
毛
沢
東
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
内
容
が
お
な
じ
だ
っ

た
。
蘆
山
会
議
で
あ
る
人
物
が
ど
う
や
ら
共
和
国
主
席
を
引
き
つ
ぐ
べ
く
躍
起
に
な
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
人
物
は
党
を
割
り
、
み
ず
か
ら
権
力
を
手
中
に
お
さ
め
よ
う
と
画
策
し
て
い
る

の
だ
。
か
か
る
問
題
は
い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
と
毛
は
述
べ
た
。
・
・
・
「
か
か
る
説
は

現
実
と
合
致
し
な
い
。
私
を
支
持
し
、
持
ち
あ
げ
た
い
と
い
う
御
仁
が
い
る
が
、
じ
つ
の
と

こ
ろ
お
の
れ
自
身
を
支
持
し
、
お
の
れ
を
持
ち
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
て
お
る
の
だ
」
。
そ
の
「

御
仁
」
と
や
ら
が
林
彪
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。・
・
・
こ
れ
は
単
な
る
権
力
闘

争
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の
指
導
力
を
奪
い
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
っ

た
。
そ
の
責
任
を
毛
は
林
彪
に
帰
し
て
い
た
。
」
（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
謝

静
宜
の
密
告
に
よ
り
林
彪
へ
の
不
信
感
の
結
果
、
解
放
軍
へ
の
支
持
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
、

地
方
行
脚
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
李
氏
の
述
べ
た
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
た
資

料
に
依
れ
ば
、
林
彪
事
件
の
謎
は
、
国
家
主
席
就
任
へ
の
野
望
を
持
つ
林
彪
と
、
こ
れ
を
拒

否
し
て
独
裁
権
力
を
志
向
す
る
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
・
安
藤
・
堀
川
・
久
保
氏
等
が
、「
あ
る
種
の
謎
」
と
述
べ
た
林
彪
事
件
の
顛

末
が
、
こ
れ
で
判
明
し
た
。
中
ソ
対
立
や
欧
米
と
の
国
交
回
復
に
つ
い
て
の
緊
張
関
係
の
対

立
に
原
因
が
存
在
す
る
と
し
た
安
藤
氏
や
久
保
氏
の
推
測
は
、
全
く
成
立
し
な
い
。 

従
来
の
研
究
史
で
不
明
で
あ
っ
た
林
彪
が
追
詰
め
ら
れ
た
原
因
は
、
毛
沢
東
の
地
方
解
放

軍
へ
の
支
持
基
盤
拡
大
の
テ
コ
入
れ
策
に
、
林
彪
が
自
己
の
劣
勢
を
悟
り
、
こ
の
事
が
契
機

と
な
り
、
毛
沢
東
暗
殺
計
画
に
繋
が
り
、
林
彪
一
家
の
ソ
連
逃
亡
に
追
い
込
ん
だ
事
に
あ
る
。 
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林
彪
の
毛
沢
東
崇
拝
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
失
敗
に
よ
る
党
内
孤
立
時
に
は
、

毛
沢
東
は
林
彪
を
最
大
の
味
方
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
状
況
が
変
わ
っ
て
、
劉
少
奇

等
の
追
放
に
よ
る
文
革
完
成
後
は
、
林
彪
の
毛
沢
東
崇
拝
の
真
意
が
、
林
彪
自
身
を
持
ち
あ

げ
る
魂
胆
に
気
づ
い
て
、
こ
れ
を
否
定
し
て
行
く
。
個
人
崇
拝
の
肯
定
と
否
定
の
事
例
に
お

い
て
も
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
思
考
ー
対
の
思
想
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
党
を
二
分
す
る
権
力
闘
争
を
決
断
し
な
が
ら
、
ま
だ
こ
の
時
点
で

は
党
の
団
結
を
守
る
必
要
性
か
ら
、
一
方
で
毛
沢
東
は
林
彪
と
話
し
合
い
妥
協
点
を
見
出
そ

う
と
も
し
て
い
た
、
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

「
だ
が
一
方
、
す
す
ん
で
妥
協
に
応
じ
て
も
よ
い
と
い
う
気
分
が
あ
り
、
力
ず
く
で
党
の

再
統
一
を
は
か
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
教
育
」
に
訴
え
た
い
気
で
あ
っ
た
ー
毛
に
い
わ
す
れ

ば
「
患
者
を
救
う
た
め
に
治
療
」
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
林
彪
を
救
う
努
力
を
す
べ
き
だ
。

だ
れ
が
過
ち
を
お
か
そ
う
と
、
団
結
の
必
要
性
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
そ
う
し
な

い
と
見
て
く
れ
が
よ
く
な
い
の
だ
よ
。
北
京
に
帰
っ
た
ら
、
林
彪
と
そ
の
一
派
を
見
つ
け
だ

し
て
話
し
合
い
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
連
中
が
私
に
接
触
し
よ
う
と
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
私
の
ほ
う
か
ら
そ
う
し
よ
う
。
一
部
の
者
は
救
え
る
だ
ろ
う
が
、
あ
と
の
連
中
は

と
て
も
・
・
・
」
わ
れ
わ
れ
は
一
か
月
ち
か
く
北
京
を
は
な
れ
た
の
ち
、
一
九
七
一
年
九
月

十
二
日
の
未
明
、
北
京
市
豊
台
の
特
別
列
車
停
車
場
に
到
着
し
た
」（
二
八
）
と
述
べ
る
。
毛

沢
東
は
、
林
彪
と
政
治
的
妥
協
点
を
探
る
の
に
最
後
ま
で
努
力
し
て
い
た
。
し
か
し
毛
沢
東

の
地
方
解
放
軍
の
掌
握
で
、
林
彪
派
は
危
機
に
陥
り
、
毛
沢
東
の
調
停
案
は
結
局
、
時
間
切

れ
と
な
っ
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
暗
殺
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
と
、
ソ
連
逃
亡
に
つ
い
て
、 

「
そ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
林
彪
、
葉
群
そ
れ
に
息
子
の
林
立
果
は
一
九
七
一
年
三
月
初

か
ら
早
く
も
、「
五
‐
七
ー
一
計
画
」
と
よ
ば
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
に
と
り
か
か
っ
て
い
た

。・
・
・
一
味
の
目
標
は
毛
沢
東
を
と
ら
え
、
で
き
れ
ば
暗
殺
し
て
権
力
を
奪
取
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。・
・
・
主
席
が
地
方
の
政
治
、
軍
事
指
揮
者
と
会
う
べ
く
行
っ
た
南
方
旅
行
は
、
自

分
の
地
歩
を
か
た
め
て
地
方
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
の
企
図
さ
れ
た
戦
略
の
一
環
で
あ
る
。

公
式
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
主
席
と
軍
区
司
令
員
ら
と
の
会
談
は
、
林
彪
に
対
し
、
時
間
切
れ

を
告
げ
る
合
図
と
な
り
、
そ
の
計
画
に
と
っ
て
最
後
の
触
媒
に
な
る
役
割
を
は
た
し
た
。
・
・

・
林
彪
の
陰
謀
に
勝
ち
目
は
な
か
っ
た
。
主
席
が
無
事
に
北
京
に
も
ど
っ
た
と
き
、
林
彪
は

毛
沢
東
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
こ
と
を
悟
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
飛
行
機
で
逃
亡
を
は
か
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
が
林
彪
を
煙
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
毛
沢
東
を
意
識
的
に
持
ち
あ
げ
た

上
で
、
自
分
が
国
家
主
席
に
な
り
た
い
と
い
う
野
望
が
見
え
て
来
た
故
で
あ
る
。
こ
の
行
為

は
、
全
中
国
に
君
臨
し
た
い
と
い
う
毛
沢
東
の
心
情
を
無
視
す
る
敵
対
行
為
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
久
保
氏
が
、
林
彪
失
脚
の
原
因
と
し
て
、「
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
対
外
政
策
を

め
ぐ
る
路
線
対
立
の
中
で
林
彪
が
失
脚
し
て
行
く
素
地
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
存
在
し

て
い
た
。
」
（
三
〇
）
と
言
う
、
対
外
路
線
対
立
が
原
因
と
す
る
主
張
は
、
誤
り
で
あ
る
。 

 

三 

文
革
の
軌
道
修
正
と
対
の
思
想 

  

毛
沢
東
の
文
革
の
軌
道
修
正
＝
政
敵
と
の
和
解
理
由
は
、
林
彪
の
裏
切
り
と
、
極
左
派
に

よ
る
文
革
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
で
の
党
組
織
の
壊
滅
状
態
が
契
機
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文
革
の

軌
道
修
正
対
策
は
、
鄧
小
平
復
活
に
よ
る
党
組
織
の
立
直
し
と
、
追
放
し
た
高
級
幹
部
の
名

誉
回
復
と
復
活
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
、
旧
幹
部
復
活
の
理
由
に
つ
い
て
、 

「
不
運
で
ベ
ッ
ド
に
追
い
や
ら
れ
る
と
い
つ
も
そ
う
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
新
し
い
政

治
戦
略
を
練
っ
て
い
た
。
五
年
以
上
前
の
一
九
六
六
年
の
春
に
文
化
大
革
命
を
発
動
し
て
こ

の
か
た
、
党
は
多
大
な
損
害
を
受
け
、
数
多
く
の
高
級
幹
部
が
死
ん
だ
。
生
き
残
っ
た
者
は

ふ
た
た
び
国
家
主
席
に
つ
く
意
思
が
な
い
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。
蘆

山
会
議
の
参
会
者
は
大
半
が
そ
の
事
実
を
し
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
だ
れ
か

が
国
家
主
席
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
同
が
同
意
し
、
し
か
も
毛
沢
東
が
断
れ
ば
、

あ
と
は
林
彪
の
線
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
林
彪
の
作

戦
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
林
彪
は
劉
少
奇
と
お
な
じ
誤
り
を
お
か
し
て
い
た
。
そ
し
て
毛
沢
東

の
目
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
許
せ
な
い
大
罪
で
あ
っ
た
。
林
彪
は
中
国
に
ふ
た
り
の
主
席
を

望
ん
だ
が
、
毛
沢
東
は
ひ
と
り
で
十
分
だ
と
し
た
。
毛
は
最
高
指
導
部
に
そ
ん
な
お
の
れ
の

意
思
を
明
確
に
し
よ
う
と
、
八
月
二
十
五
日
に
政
治
局
常
務
委
員
会
拡
大
会
議
を
招
集
し
た
。

そ
の
席
上
で
報
告
第
二
号
の
無
効
を
決
定
し
、
陳
伯
達
を
追
放
し
て
陳
批
判
の
運
動
を
開
始

し
た
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

国
家
主
席
就
任
へ
の
野
望
を
持
つ
林
彪
の
裏
工
作
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
林
彪
の
腹
心
を

追
放
す
る
反
撃
に
出
た
。
毛
沢
東
の
林
彪
の
国
家
主
席
就
任
の
野
望
に
気
付
い
た
反
撃
行
動

や
、
毛
沢
東
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
江
青
の
文
革
派
内
で
の
優
勢
は
、
林
彪
に
最
後
の
賭

け
と
し
て
、
人
民
解
放
軍
を
支
配
下
に
置
い
て
、
毛
沢
東
暗
殺
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
に
走
ら

せ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
防
衛
策
と
発
言
に
つ
い
て
、 

「
一
九
七
一
年
八
月
ま
で
に
、
毛
沢
東
の
林
彪
に
対
す
る
不
信
感
が
頂
点
に
達
す
る
。
精

華
大
学
を
管
理
下
に
お
く
女
性
副
主
任
、
謝
静
宜
は
林
彪
の
息
子
、
林
立
果
が
空
軍
内
に
も

う
け
て
い
た
ス
パ
イ
組
織
の
存
在
を
毛
沢
東
に
告
げ
る
。「
連
合
艦
隊
」
と
か
「
上
海
小
組
」
、

あ
る
い
は
「
教
育
指
導
大
隊
」
な
ど
の
暗
号
で
よ
ば
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
集
団
で
編
成
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
地
下
組
織
は
、
毛
沢
東
か
ら
の
権
力
奪
取
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。・
・
・
主
席

は
軍
内
部
に
み
ず
か
ら
の
支
持
基
盤
を
か
た
め
る
必
要
が
生
じ
た
。
林
彪
の
人
事
は
も
っ
ぱ

ら
中
央
に
集
中
し
て
い
た
。
支
持
者
の
ほ
と
ん
ど
が
北
京
に
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
各

軍
区
、
省
レ
ベ
ル
の
駐
留
軍
を
指
揮
す
る
司
令
員
の
忠
誠
は
自
分
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。「

地
方
の
司
令
員
た
ち
が
林
彪
に
肩
入
れ
す
る
と
は
思
わ
ん
な
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た
。「
人

民
解
放
軍
が
お
れ
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
だ
ろ
う
か
、
え
え
？ 

い
ず
れ
に
し
ろ
連
中
が
お

れ
の
指
導
を
の
ぞ
ま
な
い
な
ら
、
お
れ
は
井
岡
山
に
か
え
っ
て
、
あ
ら
た
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
は

じ
め
る
ま
で
だ
」
八
月
十
四
日
、
主
席
は
地
方
軍
区
司
令
員
の
支
持
を
か
た
め
る
こ
と
を
決

め
る
。・
・
・
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
毛
沢
東
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
内
容
が
お
な
じ
だ
っ

た
。
蘆
山
会
議
で
あ
る
人
物
が
ど
う
や
ら
共
和
国
主
席
を
引
き
つ
ぐ
べ
く
躍
起
に
な
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
人
物
は
党
を
割
り
、
み
ず
か
ら
権
力
を
手
中
に
お
さ
め
よ
う
と
画
策
し
て
い
る

の
だ
。
か
か
る
問
題
は
い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
と
毛
は
述
べ
た
。
・
・
・
「
か
か
る
説
は

現
実
と
合
致
し
な
い
。
私
を
支
持
し
、
持
ち
あ
げ
た
い
と
い
う
御
仁
が
い
る
が
、
じ
つ
の
と

こ
ろ
お
の
れ
自
身
を
支
持
し
、
お
の
れ
を
持
ち
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
て
お
る
の
だ
」
。
そ
の
「

御
仁
」
と
や
ら
が
林
彪
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。・
・
・
こ
れ
は
単
な
る
権
力
闘

争
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の
指
導
力
を
奪
い
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
っ

た
。
そ
の
責
任
を
毛
は
林
彪
に
帰
し
て
い
た
。
」
（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
謝

静
宜
の
密
告
に
よ
り
林
彪
へ
の
不
信
感
の
結
果
、
解
放
軍
へ
の
支
持
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
、

地
方
行
脚
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
李
氏
の
述
べ
た
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
た
資

料
に
依
れ
ば
、
林
彪
事
件
の
謎
は
、
国
家
主
席
就
任
へ
の
野
望
を
持
つ
林
彪
と
、
こ
れ
を
拒

否
し
て
独
裁
権
力
を
志
向
す
る
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
・
安
藤
・
堀
川
・
久
保
氏
等
が
、「
あ
る
種
の
謎
」
と
述
べ
た
林
彪
事
件
の
顛

末
が
、
こ
れ
で
判
明
し
た
。
中
ソ
対
立
や
欧
米
と
の
国
交
回
復
に
つ
い
て
の
緊
張
関
係
の
対

立
に
原
因
が
存
在
す
る
と
し
た
安
藤
氏
や
久
保
氏
の
推
測
は
、
全
く
成
立
し
な
い
。 

従
来
の
研
究
史
で
不
明
で
あ
っ
た
林
彪
が
追
詰
め
ら
れ
た
原
因
は
、
毛
沢
東
の
地
方
解
放

軍
へ
の
支
持
基
盤
拡
大
の
テ
コ
入
れ
策
に
、
林
彪
が
自
己
の
劣
勢
を
悟
り
、
こ
の
事
が
契
機

と
な
り
、
毛
沢
東
暗
殺
計
画
に
繋
が
り
、
林
彪
一
家
の
ソ
連
逃
亡
に
追
い
込
ん
だ
事
に
あ
る
。 
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ま
ま
に
し
、
と
め
る
手
だ
て
と
て
な
か
っ
た
。
彼
女
を
と
め
ら
れ
る
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
か

っ
た
。
毛
沢
東
で
さ
え
も
。
毛
沢
東
は
常
に
江
青
の
行
動
を
い
ち
い
ち
知
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
」
（
二
二
）
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
は
、
江
青
等
を
野
放
し
状
態
に
し
て
い
た
。 

 
 

一
つ
の
理
由
は
、
江
青
等
の
文
革
少
組
の
勢
威
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
も
う

一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
八
月
の
蘆
山
会
議
で
は
、
な
ん
ら
最
終
的
な
決
定
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
党
内
の
権
力

抗
争
は
つ
づ
い
て
い
た
。
林
彪
の
影
響
力
が
お
と
ろ
え
、
江
青
派
の
勢
力
が
ま
し
つ
つ
あ
っ

た
。
呉
旭
君
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
私
が
ひ
さ
し
い
以
前
か
ら
疑
っ
て
き
た
裏

取
引
が
蘆
山
で
ど
う
や
ら
明
白
に
な
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
江
青
が
毛
沢
東
の
女
遊
び
を
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
れ
ば
、
毛
は
彼
女
な
り
の
権
力
構
築
に
お
い
て
江
青
を
支
援
す
る
と
い
う
黙

契
で
あ
る
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
性
癖
で
あ
る
女
道
楽
を
夫
人
の
江
青
に

認
め
て
も
ら
う
裏
取
引
を
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
、
自
己
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
で
頽
廃
的
な
性

欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
江
青
の
権
力
欲
の
野
望
を
放
任
す
る
所
に
、
低
レ
ベ
ル
な
上
部

構
造
上
の
思
想
革
命
＝
文
革
の
本
質
が
露
呈
し
て
い
る
。 

文
革
が
完
成
し
て
、
毛
沢
東
の
政
治
的
位
置
の
高
ま
り
と
安
定
に
よ
っ
て
、
林
彪
の
唱
導

す
る
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
林
彪
の
毛
沢
東

の
持
ち
上
げ
の
魂
胆
で
あ
る
ー
毛
沢
東
崇
拝
を
推
奨
す
る
こ
と
で
自
己
を
持
ち
上
げ
て
の
国

家
主
席
就
任
へ
の
野
望
が
見
え
て
き
て
、
毛
沢
東
は
林
彪
を
疎
ま
し
く
な
り
、
両
者
の
政
治

対
立
が
表
面
化
し
て
く
る
。
毛
沢
東
と
林
彪
の
敵
対
関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
、
そ
し
て
も
っ
と
も
親
し
い
戦
友
で
あ
る

は
ず
の
人
物
に
対
す
る
毛
の
不
満
は
つ
の
り
つ
つ
あ
っ
た
。
私
が
林
彪
に
対
す
る
毛
沢
東
の

敵
意
に
は
じ
め
て
気
づ
い
た
の
は
一
九
六
九
年
五
月
、
南
部
へ
の
旅
行
中
で
あ
り
、
第
九
回

党
大
会
の
直
後
で
あ
っ
た
。
」
（
二
四
）
と
、
毛
沢
東
の
林
彪
に
対
す
る
敵
意
は
、
第
九
回
党

大
会
直
後
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
呉
旭
君
の
話
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
と
林
彪
の
国
家
主
席

を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
の
確
執
＝
林
彪
の
主
席
就
任
作
戦
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

「
林
彪
は
国
家
主
席
職
の
復
活
を
望
ん
で
や
ま
な
か
っ
た
。
劉
少
奇
が
一
九
五
九
年
、
毛

沢
東
の
辞
職
後
に
就
任
し
た
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
劉
少
奇
の
粛
清
で
、
そ
の
ポ
ス
ト
は
廃
止
さ

れ
て
い
た
。
林
彪
は
そ
の
復
活
を
主
張
し
、
毛
沢
東
の
再
任
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
林
彪
は
毛
沢
東
が
再
任
を
拒
否
す
る
だ
ろ
う
と
読
ん
だ
う
え
で
、
自
分
が
選
出
さ
れ

る
よ
う
工
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
権
力
欲
か
ら
と
い
う
印
象
は
あ
た
え
た
く
な
か
っ

た
の
で
、
ほ
か
の
幹
部
連
に
動
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
林
彪
は
汪
東
興
に
味
方

し
て
ほ
し
か
っ
た
。
汪
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
林
彪
夫
人
の
葉
群
が
蘆
山
会
議

の
前
に
汪
の
支
持
を
求
め
て
接
触
し
て
き
た
。・
・
・
も
し
ほ
か
の
指
導
者
た
ち
が
林
彪
の
主

張
を
推
進
し
た
な
ら
ば
、
さ
す
が
の
主
席
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
葉
群
は
そ
う
期
待
し
た
わ
け
だ
。
蘆
山
で
は
国
防
省
の
も
っ
と
も
親
し
い
腹
心
た
ち
で
人

民
解
放
軍
の
最
高
首
脳
ー
空
軍
司
令
員
兼
副
参
謀
長
の
呉
法
憲
、
海
軍
司
令
員
兼
副
参
謀
長

の
李
作
鵬
、
総
後
勤
部
長
兼
副
参
謀
長
の
邱
会
作
ら
ー
が
林
彪
の
た
め
に
根
回
し
を
行
な
い
、

と
り
わ
け
全
体
会
議
の
小
グ
ル
ー
プ
活
動
で
さ
か
ん
に
働
き
か
け
た
。
文
革
少
組
の
元
組
長

で
政
治
局
常
務
委
員
の
陳
伯
達
も
ま
た
林
彪
の
も
く
ろ
み
を
お
し
す
す
め
た
。
」
（
二
五
）。 

林
彪
は
、
国
家
主
席
就
任
の
野
望
を
持
ち
、
側
近
を
動
員
し
て
毛
沢
東
を
意
識
的
に
持
ち

上
げ
る
根
回
し
を
し
て
い
る
こ
と
に
、
毛
沢
東
が
感
づ
い
て
お
り
、
こ
の
ポ
ス
ト
へ
就
任
の

欲
望
の
是
非
が
、
林
彪
と
毛
沢
東
の
確
執
の
原
因
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
毛
沢
東

は
国
家
主
席
就
任
に
つ
い
て
は
頑
な
に
拒
否
し
た
。
そ
の
意
図
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
参
加
者
の
多
く
は
誤
解
し
て
同
報
告
が
毛
沢
東
自
身
の
見
解
だ
と
み
な
し
、
毛
沢
東
が

国
家
主
席
の
再
任
を
望
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
毛
沢
東
は
て

ん
か
ら
そ
れ
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
初
頭
、
自
分
は
政
治
局
常
務
委
員
会
で

）
、
生
産
の
発
展
を
か
か
げ
て
「
新
躍
進
」
を
提
起
し
た
。
」（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
何
故

に
毛
沢
東
は
、
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
言
及
し
て
い
な
い
。 

堀
川
氏
は
、
「
し
か
し
華
は
、
「
四
人
組
」
逮
捕
の
功
労
者
と
は
い
う
も
の
の
、
も
と
も
と

文
革
派
で
あ
り
、
毛
沢
東
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
彼
の
立
場
は
微

妙
で
、
華
国
鋒
体
制
は
当
初
か
ら
過
渡
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
」（
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
文
革
派
の
華
国
鋒
が
、
文
革
派
の
四
人
組
を
逮
捕
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。
何

故
に
毛
沢
東
が
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

小
島
氏
は
、「
華
国
鋒
は
党
主
席
、
首
相
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
と
す
べ
て
の
権
力
を
独

占
し
、「
英
明
な
指
導
者
」
と
は
い
わ
れ
た
が
、
指
導
者
や
国
民
が
納
得
す
る
「
定
一
尊
」
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
華
は
自
ら
の
地
位
を
闘
争
で
奪
い
取
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
継

者
と
し
て
の
地
位
を
毛
沢
東
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い

る
。
何
故
に
毛
沢
東
が
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
な
い
。 

久
保
氏
は
、「
新
た
な
党
主
席
・
国
家
主
席
の
座
に
は
華
国
鋒
が
就
い
た
。
と
は
い
え
華
自

身
が
文
革
期
に
昇
進
し
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
政
権
は

文
革
を
否
定
す
る
明
確
な
新
方
針
に
基
づ
い
て
樹
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
過

渡
的
な
性
格
を
帯
び
た
存
在
で
あ
っ
た
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
る
。
同
氏
の
説
明
で
は
、
何
故

に
華
国
鋒
が
国
家
主
席
に
就
任
し
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。 

 
 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
従
来
の
研
究
史
は
、
華
国
鋒
政
権
は
過
渡
的
政
権
と
規
定
す
る
だ

け
で
あ
る
。
共
産
党
内
の
権
力
構
造
の
分
析
を
通
じ
て
、
最
晩
年
に
お
い
て
党
内
序
列
を
飛

び
越
え
て
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
を
解
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 

文
革
派
内
で
の
新
し
い
権
力
闘
争 

 

毛
沢
東
の
下
、
文
革
派
の
権
力
掌
握
後
に
お
い
て
、
毛
沢
東
と
林
彪
、
林
彪
と
江
青
の
間

に
、
新
し
い
権
力
闘
争
の
問
題
が
生
起
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
李
志
綏
氏
は
、 

「
党
大
会
の
集
り
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
、
追
放
を
生
き
残
っ
た
者
た
ち
ー
古
参
党
員
の

追
い
出
し
に
団
結
し
た
人
々
ー
同
士
の
関
係
が
緊
張
し
て
き
て
い
た
。
毛
沢
東
は
内
輪
も
め

か
ら
超
然
と
し
て
冷
静
に
み
え
た
が
、
し
か
し
林
彪
と
江
青
の
同
盟
関
係
は
ほ
こ
ろ
び
か
け

て
い
た
。・
・
・
拮
抗
中
の
二
大
グ
ル
ー
プ
は
、
ひ
と
つ
は
林
彪
支
持
派
、
一
方
は
江
青
の
支

配
下
に
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
中
央
委
員
会
と
政
治
局
を
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
で
制
し
よ
う

と
し
て
い
た
。・
・
・
双
方
は
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
第
九
回
党
大
会
が
一
九
六
九
年
四

月
に
開
催
さ
れ
た
際
、・
・
・
林
彪
は
政
治
報
告
を
行
い
、
正
式
に
毛
沢
東
の
「
親
し
い
戦
友

か
つ
後
継
者
」
に
指
名
さ
れ
た
。
毛
沢
東
思
想
は
国
家
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
復

活
し
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
そ
の
後
私
の
気
分
は
落
ち
こ
ん
だ
。
毛
沢
東
が
ね
ら
っ
た
第
八
回

党
大
会
の
原
則
の
破
棄
は
達
成
さ
れ
た
。
十
三
年
間
に
わ
た
る
闘
争
が
成
就
し
た
の
だ
っ
た
。

私
が
も
っ
と
も
敬
愛
し
て
い
た
党
の
代
表
た
ち
は
こ
と
ご
と
く
追
放
さ
れ
ー
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
中
央
委
委
員
が
解
任
さ
れ
ー
新
顔
は
私
に
と
っ
て
な
じ
み
の
う
す
い
江
青
派
か
林
彪
派

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
］
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
第
九
回
党
大
会
で
毛
沢
東
の
主
席
の

座
は
確
固
た
る
も
の
に
な
り
、
林
彪
が
毛
沢
東
の
正
式
な
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、

江
青
と
林
彪
の
間
で
、
文
革
の
指
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
勢
力
争
い
を
し
て
い
た
と
言
う
。 

両
者
か
ら
超
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
毛
沢
東
は
、
結
局
の
所
、
林
彪
を
遠
ざ
け
て

江
青
の
側
に
つ
い
た
。
毛
沢
東
の
江
青
の
支
持
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
中
央
文
革
少
組
の
実
権
は
康
生
と
陳
伯
達
、
そ
し
て
江
青
の
手
中
に
あ
っ
た
。
彼
ら
こ

そ
が
決
断
を
く
だ
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に
江
青
に
不
満
を
い
だ
い
て

い
た
。・
・
・「
葉
群
は
阿
金
に
そ
っ
く
り
だ
」
と
毛
は
林
彪
夫
人
を
指
し
て
言
っ
た
。「
江
青

も
な
」・
・
・
」（
二
一
）
と
述
べ
る
。
李
氏
は
、「
江
青
と
中
央
文
革
小
組
は
権
力
を
ほ
し
い
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ま
ま
に
し
、
と
め
る
手
だ
て
と
て
な
か
っ
た
。
彼
女
を
と
め
ら
れ
る
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
か

っ
た
。
毛
沢
東
で
さ
え
も
。
毛
沢
東
は
常
に
江
青
の
行
動
を
い
ち
い
ち
知
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
」
（
二
二
）
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
は
、
江
青
等
を
野
放
し
状
態
に
し
て
い
た
。 

 
 

一
つ
の
理
由
は
、
江
青
等
の
文
革
少
組
の
勢
威
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
も
う

一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
八
月
の
蘆
山
会
議
で
は
、
な
ん
ら
最
終
的
な
決
定
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
党
内
の
権
力

抗
争
は
つ
づ
い
て
い
た
。
林
彪
の
影
響
力
が
お
と
ろ
え
、
江
青
派
の
勢
力
が
ま
し
つ
つ
あ
っ

た
。
呉
旭
君
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
私
が
ひ
さ
し
い
以
前
か
ら
疑
っ
て
き
た
裏

取
引
が
蘆
山
で
ど
う
や
ら
明
白
に
な
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
江
青
が
毛
沢
東
の
女
遊
び
を
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
れ
ば
、
毛
は
彼
女
な
り
の
権
力
構
築
に
お
い
て
江
青
を
支
援
す
る
と
い
う
黙

契
で
あ
る
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
性
癖
で
あ
る
女
道
楽
を
夫
人
の
江
青
に

認
め
て
も
ら
う
裏
取
引
を
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
、
自
己
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
で
頽
廃
的
な
性

欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
江
青
の
権
力
欲
の
野
望
を
放
任
す
る
所
に
、
低
レ
ベ
ル
な
上
部

構
造
上
の
思
想
革
命
＝
文
革
の
本
質
が
露
呈
し
て
い
る
。 

文
革
が
完
成
し
て
、
毛
沢
東
の
政
治
的
位
置
の
高
ま
り
と
安
定
に
よ
っ
て
、
林
彪
の
唱
導

す
る
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
林
彪
の
毛
沢
東

の
持
ち
上
げ
の
魂
胆
で
あ
る
ー
毛
沢
東
崇
拝
を
推
奨
す
る
こ
と
で
自
己
を
持
ち
上
げ
て
の
国

家
主
席
就
任
へ
の
野
望
が
見
え
て
き
て
、
毛
沢
東
は
林
彪
を
疎
ま
し
く
な
り
、
両
者
の
政
治

対
立
が
表
面
化
し
て
く
る
。
毛
沢
東
と
林
彪
の
敵
対
関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
、
そ
し
て
も
っ
と
も
親
し
い
戦
友
で
あ
る

は
ず
の
人
物
に
対
す
る
毛
の
不
満
は
つ
の
り
つ
つ
あ
っ
た
。
私
が
林
彪
に
対
す
る
毛
沢
東
の

敵
意
に
は
じ
め
て
気
づ
い
た
の
は
一
九
六
九
年
五
月
、
南
部
へ
の
旅
行
中
で
あ
り
、
第
九
回

党
大
会
の
直
後
で
あ
っ
た
。
」
（
二
四
）
と
、
毛
沢
東
の
林
彪
に
対
す
る
敵
意
は
、
第
九
回
党

大
会
直
後
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
呉
旭
君
の
話
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
と
林
彪
の
国
家
主
席

を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
の
確
執
＝
林
彪
の
主
席
就
任
作
戦
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

「
林
彪
は
国
家
主
席
職
の
復
活
を
望
ん
で
や
ま
な
か
っ
た
。
劉
少
奇
が
一
九
五
九
年
、
毛

沢
東
の
辞
職
後
に
就
任
し
た
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
劉
少
奇
の
粛
清
で
、
そ
の
ポ
ス
ト
は
廃
止
さ

れ
て
い
た
。
林
彪
は
そ
の
復
活
を
主
張
し
、
毛
沢
東
の
再
任
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
林
彪
は
毛
沢
東
が
再
任
を
拒
否
す
る
だ
ろ
う
と
読
ん
だ
う
え
で
、
自
分
が
選
出
さ
れ

る
よ
う
工
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
権
力
欲
か
ら
と
い
う
印
象
は
あ
た
え
た
く
な
か
っ

た
の
で
、
ほ
か
の
幹
部
連
に
動
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
林
彪
は
汪
東
興
に
味
方

し
て
ほ
し
か
っ
た
。
汪
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
林
彪
夫
人
の
葉
群
が
蘆
山
会
議

の
前
に
汪
の
支
持
を
求
め
て
接
触
し
て
き
た
。・
・
・
も
し
ほ
か
の
指
導
者
た
ち
が
林
彪
の
主

張
を
推
進
し
た
な
ら
ば
、
さ
す
が
の
主
席
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
葉
群
は
そ
う
期
待
し
た
わ
け
だ
。
蘆
山
で
は
国
防
省
の
も
っ
と
も
親
し
い
腹
心
た
ち
で
人

民
解
放
軍
の
最
高
首
脳
ー
空
軍
司
令
員
兼
副
参
謀
長
の
呉
法
憲
、
海
軍
司
令
員
兼
副
参
謀
長

の
李
作
鵬
、
総
後
勤
部
長
兼
副
参
謀
長
の
邱
会
作
ら
ー
が
林
彪
の
た
め
に
根
回
し
を
行
な
い
、

と
り
わ
け
全
体
会
議
の
小
グ
ル
ー
プ
活
動
で
さ
か
ん
に
働
き
か
け
た
。
文
革
少
組
の
元
組
長

で
政
治
局
常
務
委
員
の
陳
伯
達
も
ま
た
林
彪
の
も
く
ろ
み
を
お
し
す
す
め
た
。
」
（
二
五
）。 

林
彪
は
、
国
家
主
席
就
任
の
野
望
を
持
ち
、
側
近
を
動
員
し
て
毛
沢
東
を
意
識
的
に
持
ち

上
げ
る
根
回
し
を
し
て
い
る
こ
と
に
、
毛
沢
東
が
感
づ
い
て
お
り
、
こ
の
ポ
ス
ト
へ
就
任
の

欲
望
の
是
非
が
、
林
彪
と
毛
沢
東
の
確
執
の
原
因
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
毛
沢
東

は
国
家
主
席
就
任
に
つ
い
て
は
頑
な
に
拒
否
し
た
。
そ
の
意
図
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
参
加
者
の
多
く
は
誤
解
し
て
同
報
告
が
毛
沢
東
自
身
の
見
解
だ
と
み
な
し
、
毛
沢
東
が

国
家
主
席
の
再
任
を
望
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
毛
沢
東
は
て

ん
か
ら
そ
れ
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
初
頭
、
自
分
は
政
治
局
常
務
委
員
会
で

）
、
生
産
の
発
展
を
か
か
げ
て
「
新
躍
進
」
を
提
起
し
た
。
」（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
何
故

に
毛
沢
東
は
、
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
言
及
し
て
い
な
い
。 

堀
川
氏
は
、
「
し
か
し
華
は
、
「
四
人
組
」
逮
捕
の
功
労
者
と
は
い
う
も
の
の
、
も
と
も
と

文
革
派
で
あ
り
、
毛
沢
東
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
彼
の
立
場
は
微

妙
で
、
華
国
鋒
体
制
は
当
初
か
ら
過
渡
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
」（
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
文
革
派
の
華
国
鋒
が
、
文
革
派
の
四
人
組
を
逮
捕
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。
何

故
に
毛
沢
東
が
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

小
島
氏
は
、「
華
国
鋒
は
党
主
席
、
首
相
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
と
す
べ
て
の
権
力
を
独

占
し
、「
英
明
な
指
導
者
」
と
は
い
わ
れ
た
が
、
指
導
者
や
国
民
が
納
得
す
る
「
定
一
尊
」
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
華
は
自
ら
の
地
位
を
闘
争
で
奪
い
取
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
継

者
と
し
て
の
地
位
を
毛
沢
東
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い

る
。
何
故
に
毛
沢
東
が
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
な
い
。 

久
保
氏
は
、「
新
た
な
党
主
席
・
国
家
主
席
の
座
に
は
華
国
鋒
が
就
い
た
。
と
は
い
え
華
自

身
が
文
革
期
に
昇
進
し
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
政
権
は

文
革
を
否
定
す
る
明
確
な
新
方
針
に
基
づ
い
て
樹
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
過

渡
的
な
性
格
を
帯
び
た
存
在
で
あ
っ
た
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
る
。
同
氏
の
説
明
で
は
、
何
故

に
華
国
鋒
が
国
家
主
席
に
就
任
し
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。 

 
 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
従
来
の
研
究
史
は
、
華
国
鋒
政
権
は
過
渡
的
政
権
と
規
定
す
る
だ

け
で
あ
る
。
共
産
党
内
の
権
力
構
造
の
分
析
を
通
じ
て
、
最
晩
年
に
お
い
て
党
内
序
列
を
飛

び
越
え
て
華
国
鋒
を
抜
擢
し
た
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
を
解
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 

文
革
派
内
で
の
新
し
い
権
力
闘
争 

 

毛
沢
東
の
下
、
文
革
派
の
権
力
掌
握
後
に
お
い
て
、
毛
沢
東
と
林
彪
、
林
彪
と
江
青
の
間

に
、
新
し
い
権
力
闘
争
の
問
題
が
生
起
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
李
志
綏
氏
は
、 

「
党
大
会
の
集
り
が
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
、
追
放
を
生
き
残
っ
た
者
た
ち
ー
古
参
党
員
の

追
い
出
し
に
団
結
し
た
人
々
ー
同
士
の
関
係
が
緊
張
し
て
き
て
い
た
。
毛
沢
東
は
内
輪
も
め

か
ら
超
然
と
し
て
冷
静
に
み
え
た
が
、
し
か
し
林
彪
と
江
青
の
同
盟
関
係
は
ほ
こ
ろ
び
か
け

て
い
た
。・
・
・
拮
抗
中
の
二
大
グ
ル
ー
プ
は
、
ひ
と
つ
は
林
彪
支
持
派
、
一
方
は
江
青
の
支

配
下
に
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
中
央
委
員
会
と
政
治
局
を
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
で
制
し
よ
う

と
し
て
い
た
。・
・
・
双
方
は
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
第
九
回
党
大
会
が
一
九
六
九
年
四

月
に
開
催
さ
れ
た
際
、・
・
・
林
彪
は
政
治
報
告
を
行
い
、
正
式
に
毛
沢
東
の
「
親
し
い
戦
友

か
つ
後
継
者
」
に
指
名
さ
れ
た
。
毛
沢
東
思
想
は
国
家
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
復

活
し
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
そ
の
後
私
の
気
分
は
落
ち
こ
ん
だ
。
毛
沢
東
が
ね
ら
っ
た
第
八
回

党
大
会
の
原
則
の
破
棄
は
達
成
さ
れ
た
。
十
三
年
間
に
わ
た
る
闘
争
が
成
就
し
た
の
だ
っ
た
。

私
が
も
っ
と
も
敬
愛
し
て
い
た
党
の
代
表
た
ち
は
こ
と
ご
と
く
追
放
さ
れ
ー
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
中
央
委
委
員
が
解
任
さ
れ
ー
新
顔
は
私
に
と
っ
て
な
じ
み
の
う
す
い
江
青
派
か
林
彪
派

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
］
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
第
九
回
党
大
会
で
毛
沢
東
の
主
席
の

座
は
確
固
た
る
も
の
に
な
り
、
林
彪
が
毛
沢
東
の
正
式
な
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、

江
青
と
林
彪
の
間
で
、
文
革
の
指
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
勢
力
争
い
を
し
て
い
た
と
言
う
。 

両
者
か
ら
超
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
毛
沢
東
は
、
結
局
の
所
、
林
彪
を
遠
ざ
け
て

江
青
の
側
に
つ
い
た
。
毛
沢
東
の
江
青
の
支
持
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
中
央
文
革
少
組
の
実
権
は
康
生
と
陳
伯
達
、
そ
し
て
江
青
の
手
中
に
あ
っ
た
。
彼
ら
こ

そ
が
決
断
を
く
だ
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に
江
青
に
不
満
を
い
だ
い
て

い
た
。・
・
・「
葉
群
は
阿
金
に
そ
っ
く
り
だ
」
と
毛
は
林
彪
夫
人
を
指
し
て
言
っ
た
。「
江
青

も
な
」・
・
・
」（
二
一
）
と
述
べ
る
。
李
氏
は
、「
江
青
と
中
央
文
革
小
組
は
権
力
を
ほ
し
い
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、
ソ
の
矛
盾
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
中
米
関
係
を
打
開
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
、
提
起
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
指
導
部
は
従
来
の
米
ソ
双
方
の
敵
視
か
ら
、
ソ

連
を
主
要
敵
と
す
る
認
識
に
転
じ
、
密
か
に
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
を
模
索
し
は
じ
め
た

」
（
一
一
）
と
、
米
中
の
関
係
改
善
は
、
中
ソ
対
立
を
契
機
と
し
た
陳
毅
等
の
提
案
と
言
う
。 

久
保
氏
は
、「
林
彪
が
失
脚
・
死
亡
し
た
後
、
西
側
と
の
関
係
改
善
と
実
務
的
な
外
交
を
推

進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
七
三
年
三
月
に
鄧
小
平
が
副
首
相
に
復
帰
し

た
の
は
、
そ
う
し
た
流
れ
を
象
徴
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
」
（
一
二
）
と
、
西
側
と
の
関
係
改

善
の
実
務
担
当
の
為
に
、
復
活
さ
せ
た
と
言
う
。
事
実
関
係
は
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

渡
部
利
夫
氏
は
、「
し
か
し
、
一
九
七
五
年
一
月
八
日
よ
り
一
〇
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

第
一
〇
期
二
中
総
で
鄧
小
平
が
復
権
し
、
党
中
央
委
員
会
主
席
・
政
治
局
常
務
委
員
に
選
出

さ
れ
、
四
人
組
の
奪
権
は
頓
挫
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
ソ
連
と
同
じ
「
修
正
主
義
」
に
中
国

が
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
、
憎
悪
に
も
似
た
感
情
を
つ
い
に
最
後
の
最
後
ま
で
一
貫
さ
せ

た
」（
一
三
）
と
言
う
。
渡
辺
氏
の
説
明
で
は
、
一
度
は
走
資
派
と
し
て
失
脚
さ
せ
た
修
正
主

義
者
の
鄧
小
平
を
、
再
度
復
活
さ
せ
る
理
由
は
、
何
処
に
存
在
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

小
島
朋
之
氏
は
、「
一
九
七
三
年
三
月
に
は
、
毛
沢
東
自
身
の
決
定
で
再
復
活
し
た
。
病
身

の
周
恩
来
に
代
わ
っ
て
総
理
職
を
代
行
す
る
と
と
も
に
、
党
副
主
席
と
解
放
軍
総
参
謀
長
も

兼
任
し
、
党
政
軍
の
官
僚
機
構
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
四
）
と
述
べ

る
。
小
島
氏
の
主
張
で
は
、
何
故
に
毛
沢
東
は
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
の
か
の
言
及
が
な
い
。 

席
宣
・
金
春
明
氏
は
、
①
病
気
の
周
恩
来
の
後
継
者
、
②
毛
沢
東
は
周
恩
来
の
後
任
と
し

て
林
彪
・
汪
洪
文
・
張
春
橋
を
考
え
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
、
③
鄧
小
平
は
戦
功
が
あ
り
、
ソ

連
修
正
主
義
と
の
闘
争
が
あ
る
「
政
治
思
想
は
強
固
」
、
「
得
が
た
い
人
材
」
と
の
判
断
で
、

復
活
さ
せ
た
と
言
う
（
一
五
）。
こ
の
説
明
で
は
、
何
故
に
毛
沢
東
が
右
派
の
鄧
小
平
を
復
活

さ
せ
た
の
か
、
ま
た
鄧
小
平
を
失
脚
さ
せ
た
の
か
、
根
本
的
な
原
因
の
説
明
が
な
い
。 

最
後
に
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア 

フ
リ
ー
百
科
事
典 

鄧
小
平
」
に
は
、「
文
化
大
革
命
勃
発

以
降
は
「
劉
少
奇
に
次
ぐ
党
内
第
二
の
走
資
派
」
と
批
判
さ
れ
て
権
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
八
年
に
は
全
役
職
を
追
わ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
、
江
西
省
南
省
晶
に
追
放
さ
れ
た
。「
走

資
派
の
ト
ッ
プ
」
と
さ
れ
た
劉
少
奇
は
文
化
大
革
命
で
非
業
の
死
を
遂
げ
る
が
、
鄧
小
平
は

「
あ
れ
は
ま
だ
使
え
る
」
と
い
う
毛
沢
東
の
意
向
で
完
全
な
抹
殺
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
党
籍

だ
け
は
剥
奪
さ
れ
な
か
っ
た
。・
・
・
一
九
七
三
年
三
月
、
周
恩
来
の
復
活
工
作
が
功
を
奏
し
、

鄧
小
平
は
党
の
活
動
と
国
務
院
副
総
理
の
職
務
に
復
活
、
病
身
の
周
恩
来
を
補
佐
し
て
経
済

の
立
て
直
し
に
着
手
す
る
。
同
年
八
月
の
第
一
〇
回
党
大
会
で
中
央
委
員
に
返
り
咲
き
、
一

二
月
に
は
毛
沢
東
の
指
示
に
よ
っ
て
党
中
央
委
員
会
主
席
、
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
、
中

央
人
民
解
放
軍
参
謀
長
と
な
り
、
政
治
局
を
統
括
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
何
故
に
劉
少
奇
は
抹
殺
さ
れ
、
鄧
小
平
は
抹
殺
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

②
周
恩
来
の
鄧
小
平
の
復
活
工
作
で
返
り
咲
い
た
と
言
う
が
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
毛
沢
東
の
指
示
で
鄧
小
平
は
党
中
央
委
員
会
主
席
等
に
復
活
し
た
と
言
う
が
、
何
故
に
毛

沢
東
は
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
毛
沢
東
が
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
、
旧
幹
部
を
復
活
さ
せ
た
理
由
は
何

処
に
存
在
し
た
の
か
。
中
国
現
代
史
研
究
者
は
、
鄧
小
平
復
活
の
事
実
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、

理
由
は
答
え
て
い
な
い
。
鄧
小
平
の
復
活
は
、
文
革
期
後
半
期
の
重
大
問
題
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
毛
沢
東
の
華
国
鋒
の
抜
擢
の
理
由
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

野
村
氏
は
、
「
「
天
安
門
事
件
」
か
ら
五
カ
月
後
の
一
九
七
六
年
の
九
月
九
日
、
毛
沢
東
が

死
去
し
た
。
十
月
六
日
、
華
国
鋒
ら
に
よ
っ
て
［
四
人
組
］
は
急
襲
、
逮
捕
さ
れ
、
七
日
、

華
国
鋒
が
党
中
央
委
員
会
主
席
と
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の

政
権
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、
過
途
期
の
政
権
で
あ
っ
た
。
華
国
鋒
は
「
第
一
次

文
革
が
勝
利
の
う
ち
に
終
結
し
た
」
こ
と
を
宣
言
し
つ
つ
（
党
十
一
全
大
会
、
七
七
年
八
月

深
刻
な
対
立
を
生
じ
た
。
一
九
七
一
年
九
月
、
毛
沢
東
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
い

た
林
彪
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
て
失
敗
、
国
外
に
亡
命
し
よ
う
と
し
て
飛
行
機
事
故

で
死
亡
し
た
、
と
さ
れ
る
不
可
解
な
事
件
が
起
き
た
。
（
四
）
と
言
う
。
西
側
と
の

関
係
改
善
問
題
が
、
毛
沢
東
と
林
彪
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
生
ん
だ
否
か
で
あ
る
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
一
九
七
〇
年
に
毛
沢
東
は
劉
少
奇
失
脚
以
降
空
席
と
な
っ

て
い
た
「
国
家
主
席
の
廃
止
」
を
提
案
し
了
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
林
彪
は
、
毛

沢
東
は
天
才
で
あ
る
と
賛
美
し
、
毛
沢
東
を
国
家
主
席
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
す
。
し
か

し
、
自
分
が
廃
止
を
提
案
し
た
国
家
主
席
に
就
任
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
結
局
林
彪
を
国

家
主
席
に
推
薦
す
る
だ
ろ
う
と
の
読
み
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。・
・
・
次
第
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
林
彪
は
毛
沢
東
の
暗
殺
・
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
ま
す
が
、
そ
の
計
画
が
漏
れ

た
た
め
ソ
連
逃
亡
を
企
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
途
中
に
撃
墜
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す

」
（
五
）
と
述
べ
る
。
何
故
に
林
彪
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
が
不
明
で
あ
る
。

 

以
上
に
述
べ
た
様
に
林
彪
失
脚
は
、
謎
が
多
い
と
言
う
の
が
、
多
く
の
研
究
者
の
指
摘
で

あ
る
。
権
力
闘
争
で
の
林
彪
の
敗
北
と
す
る
指
摘
に
も
、
推
測
部
分
が
多
く
不
明
で
あ
る
。 

次
に
鄧
小
平
の
復
活
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

野
村
氏
は
、「
七
三
年
八
月
、
党
十
全
大
会
は
林
彪
、
陳
伯
達
を
除
名
す
る
と
と
も
に
、
他

方
、
鄧
小
平
は
じ
め
、
文
革
で
批
判
さ
れ
た
か
な
り
の
旧
幹
部
を
復
活
さ
せ
た
が
、・
・
・
七

五
年
以
降
の
二
年
間
、
毛
沢
東
が
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
周
恩
来
、
鄧
小
平
、
江
青
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
確
執
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
た

か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
で
あ

る
。
」
（
六
）
と
、
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
不
明
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
周
恩
来
・
鄧
小
平
・
江

青
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
対
処
方
法
も
、「
複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
」
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
野
村
氏
は
、「
周
恩
来
は
ー
毛
沢
東
の
同
意
の
も
と
に
ー
七
三
年
以
降
、
鄧
小
平
は
じ

め
古
参
幹
部
を
徐
々
に
復
活
さ
せ
、
ま
た
七
五
年
、
第
四
期
全
人
代
で
は
、
農
業
、
工
業
、

国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」
と
い
う
、
文
革
以
来
の
局
面
を
一
新
す
る
大
政
策

を
提
起
し
た
。
」
（
七
）
と
、
古
参
幹
部
の
復
活
劇
の
中
心
は
、
周
恩
来
と
述
べ
て
い
る
。
毛

沢
東
の
発
言
に
よ
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
徳
田
教
之
氏
も
、
何
故
に
鄧
小
平
が
復
活
し

て
、
ま
た
失
脚
す
る
の
か
と
い
う
、
重
要
な
政
治
問
題
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
（
八
）
。 

安
藤
正
士
氏
は
、「
国
内
で
は
、
林
彪
事
件
の
処
理
が
一
段
落
し
た
こ
と
、
対
外
関
係
で
は

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
、
国
連
に
お
け
る
北
京
政
府
の
合
法
的
権
利
の
獲
得
、
日
本
、
西

欧
諸
国
と
の
国
交
関
係
の
樹
立
を
契
機
と
し
て
、
中
国
指
導
部
は
一
九
七
四
年
ご
ろ
か
ら
、

よ
う
や
く
国
内
の
経
済
建
設
に
目
を
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、

江
青
、
張
春
橋
ら
文
革
派
は
再
び
台
頭
し
て
き
た
実
務
派
と
最
後
の
闘
争
を
行
う
の
で
あ

る
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
何
故
に
実
務
派
の
鄧
小
平
が
復
活
し
た
の
か
明
確
に
述
べ

て
い
な
い
。
一
九
七
四
年
頃
か
ら
の
国
際
関
の
改
善
が
契
機
で
あ
れ
ば
、
鄧
小
平
の
復
活
は

一
九
七
三
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
年
代
的
事
実
関
係
に
整
合
し
な
い
。 

矢
吹
晋
氏
は
、「
一
九
七
三
年
八
月
に
は
、
米
中
和
解
、
日
中
国
交
正
常
化
に
活
躍
し
た
周

恩
来
は
現
代
の
孔
子
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。・
・
・
し
か
し
、
一
年
後
の
七
四
年
一
〇
月

に
は
、
逆
に
毛
沢
東
は
周
恩
来
と
図
っ
て
鄧
小
平 

を
復
活
さ
せ
て
い
る
」
（
一
〇
）
と
、
鄧

小
平
復
活
の
事
実
経
過
を
述
べ
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
鄧
小
平
の
復
活
に
言
及
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
前
稿
で
述
べ
た

様
に
文
革
の
発
動
原
因
を
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
と
毛
沢
東
等
の
少
数
派
と
の
社

会
主
義
国
家
理
念
の
相
違
に
由
来
す
る
確
執
と
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

久
保
氏
等
は
、「
珍
宝
島
事
件
前
に
、
周
恩
来
の
提
議
、
毛
沢
東
の
同
意
に
よ
り
陳
毅
ら
四

元
帥
に
よ
る
国
際
情
勢
研
究
班
が
作
ら
れ
、
国
際
情
勢
の
分
析
と
対
外
戦
略
の
検
討
を
行
っ

た
。
陳
毅
ら
は
ニ
ク
ソ
ン
の
対
中
国
接
近
の
動
き
に
注
目
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
戦
略
的
に
、
米
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、
ソ
の
矛
盾
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
中
米
関
係
を
打
開
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
、
提
起
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
指
導
部
は
従
来
の
米
ソ
双
方
の
敵
視
か
ら
、
ソ

連
を
主
要
敵
と
す
る
認
識
に
転
じ
、
密
か
に
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
を
模
索
し
は
じ
め
た

」
（
一
一
）
と
、
米
中
の
関
係
改
善
は
、
中
ソ
対
立
を
契
機
と
し
た
陳
毅
等
の
提
案
と
言
う
。 

久
保
氏
は
、「
林
彪
が
失
脚
・
死
亡
し
た
後
、
西
側
と
の
関
係
改
善
と
実
務
的
な
外
交
を
推

進
す
る
た
め
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
七
三
年
三
月
に
鄧
小
平
が
副
首
相
に
復
帰
し

た
の
は
、
そ
う
し
た
流
れ
を
象
徴
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
」
（
一
二
）
と
、
西
側
と
の
関
係
改

善
の
実
務
担
当
の
為
に
、
復
活
さ
せ
た
と
言
う
。
事
実
関
係
は
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

渡
部
利
夫
氏
は
、「
し
か
し
、
一
九
七
五
年
一
月
八
日
よ
り
一
〇
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

第
一
〇
期
二
中
総
で
鄧
小
平
が
復
権
し
、
党
中
央
委
員
会
主
席
・
政
治
局
常
務
委
員
に
選
出

さ
れ
、
四
人
組
の
奪
権
は
頓
挫
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
ソ
連
と
同
じ
「
修
正
主
義
」
に
中
国

が
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
、
憎
悪
に
も
似
た
感
情
を
つ
い
に
最
後
の
最
後
ま
で
一
貫
さ
せ

た
」（
一
三
）
と
言
う
。
渡
辺
氏
の
説
明
で
は
、
一
度
は
走
資
派
と
し
て
失
脚
さ
せ
た
修
正
主

義
者
の
鄧
小
平
を
、
再
度
復
活
さ
せ
る
理
由
は
、
何
処
に
存
在
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

小
島
朋
之
氏
は
、「
一
九
七
三
年
三
月
に
は
、
毛
沢
東
自
身
の
決
定
で
再
復
活
し
た
。
病
身

の
周
恩
来
に
代
わ
っ
て
総
理
職
を
代
行
す
る
と
と
も
に
、
党
副
主
席
と
解
放
軍
総
参
謀
長
も

兼
任
し
、
党
政
軍
の
官
僚
機
構
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
四
）
と
述
べ

る
。
小
島
氏
の
主
張
で
は
、
何
故
に
毛
沢
東
は
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
の
か
の
言
及
が
な
い
。 

席
宣
・
金
春
明
氏
は
、
①
病
気
の
周
恩
来
の
後
継
者
、
②
毛
沢
東
は
周
恩
来
の
後
任
と
し

て
林
彪
・
汪
洪
文
・
張
春
橋
を
考
え
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
、
③
鄧
小
平
は
戦
功
が
あ
り
、
ソ

連
修
正
主
義
と
の
闘
争
が
あ
る
「
政
治
思
想
は
強
固
」
、
「
得
が
た
い
人
材
」
と
の
判
断
で
、

復
活
さ
せ
た
と
言
う
（
一
五
）。
こ
の
説
明
で
は
、
何
故
に
毛
沢
東
が
右
派
の
鄧
小
平
を
復
活

さ
せ
た
の
か
、
ま
た
鄧
小
平
を
失
脚
さ
せ
た
の
か
、
根
本
的
な
原
因
の
説
明
が
な
い
。 

最
後
に
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア 

フ
リ
ー
百
科
事
典 

鄧
小
平
」
に
は
、「
文
化
大
革
命
勃
発

以
降
は
「
劉
少
奇
に
次
ぐ
党
内
第
二
の
走
資
派
」
と
批
判
さ
れ
て
権
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
八
年
に
は
全
役
職
を
追
わ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
、
江
西
省
南
省
晶
に
追
放
さ
れ
た
。「
走

資
派
の
ト
ッ
プ
」
と
さ
れ
た
劉
少
奇
は
文
化
大
革
命
で
非
業
の
死
を
遂
げ
る
が
、
鄧
小
平
は

「
あ
れ
は
ま
だ
使
え
る
」
と
い
う
毛
沢
東
の
意
向
で
完
全
な
抹
殺
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
党
籍

だ
け
は
剥
奪
さ
れ
な
か
っ
た
。・
・
・
一
九
七
三
年
三
月
、
周
恩
来
の
復
活
工
作
が
功
を
奏
し
、

鄧
小
平
は
党
の
活
動
と
国
務
院
副
総
理
の
職
務
に
復
活
、
病
身
の
周
恩
来
を
補
佐
し
て
経
済

の
立
て
直
し
に
着
手
す
る
。
同
年
八
月
の
第
一
〇
回
党
大
会
で
中
央
委
員
に
返
り
咲
き
、
一

二
月
に
は
毛
沢
東
の
指
示
に
よ
っ
て
党
中
央
委
員
会
主
席
、
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
、
中

央
人
民
解
放
軍
参
謀
長
と
な
り
、
政
治
局
を
統
括
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
何
故
に
劉
少
奇
は
抹
殺
さ
れ
、
鄧
小
平
は
抹
殺
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

②
周
恩
来
の
鄧
小
平
の
復
活
工
作
で
返
り
咲
い
た
と
言
う
が
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
毛
沢
東
の
指
示
で
鄧
小
平
は
党
中
央
委
員
会
主
席
等
に
復
活
し
た
と
言
う
が
、
何
故
に
毛

沢
東
は
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
毛
沢
東
が
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
、
旧
幹
部
を
復
活
さ
せ
た
理
由
は
何

処
に
存
在
し
た
の
か
。
中
国
現
代
史
研
究
者
は
、
鄧
小
平
復
活
の
事
実
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、

理
由
は
答
え
て
い
な
い
。
鄧
小
平
の
復
活
は
、
文
革
期
後
半
期
の
重
大
問
題
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
毛
沢
東
の
華
国
鋒
の
抜
擢
の
理
由
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

野
村
氏
は
、
「
「
天
安
門
事
件
」
か
ら
五
カ
月
後
の
一
九
七
六
年
の
九
月
九
日
、
毛
沢
東
が

死
去
し
た
。
十
月
六
日
、
華
国
鋒
ら
に
よ
っ
て
［
四
人
組
］
は
急
襲
、
逮
捕
さ
れ
、
七
日
、

華
国
鋒
が
党
中
央
委
員
会
主
席
と
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の

政
権
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、
過
途
期
の
政
権
で
あ
っ
た
。
華
国
鋒
は
「
第
一
次

文
革
が
勝
利
の
う
ち
に
終
結
し
た
」
こ
と
を
宣
言
し
つ
つ
（
党
十
一
全
大
会
、
七
七
年
八
月

深
刻
な
対
立
を
生
じ
た
。
一
九
七
一
年
九
月
、
毛
沢
東
の
後
継
者
に
指
名
さ
れ
て
い

た
林
彪
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
て
失
敗
、
国
外
に
亡
命
し
よ
う
と
し
て
飛
行
機
事
故

で
死
亡
し
た
、
と
さ
れ
る
不
可
解
な
事
件
が
起
き
た
。
（
四
）
と
言
う
。
西
側
と
の

関
係
改
善
問
題
が
、
毛
沢
東
と
林
彪
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
生
ん
だ
否
か
で
あ
る
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
一
九
七
〇
年
に
毛
沢
東
は
劉
少
奇
失
脚
以
降
空
席
と
な
っ

て
い
た
「
国
家
主
席
の
廃
止
」
を
提
案
し
了
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
林
彪
は
、
毛

沢
東
は
天
才
で
あ
る
と
賛
美
し
、
毛
沢
東
を
国
家
主
席
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
す
。
し
か

し
、
自
分
が
廃
止
を
提
案
し
た
国
家
主
席
に
就
任
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
結
局
林
彪
を
国

家
主
席
に
推
薦
す
る
だ
ろ
う
と
の
読
み
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。・
・
・
次
第
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
林
彪
は
毛
沢
東
の
暗
殺
・
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
ま
す
が
、
そ
の
計
画
が
漏
れ

た
た
め
ソ
連
逃
亡
を
企
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
途
中
に
撃
墜
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す

」
（
五
）
と
述
べ
る
。
何
故
に
林
彪
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
が
不
明
で
あ
る
。

 

以
上
に
述
べ
た
様
に
林
彪
失
脚
は
、
謎
が
多
い
と
言
う
の
が
、
多
く
の
研
究
者
の
指
摘
で

あ
る
。
権
力
闘
争
で
の
林
彪
の
敗
北
と
す
る
指
摘
に
も
、
推
測
部
分
が
多
く
不
明
で
あ
る
。 

次
に
鄧
小
平
の
復
活
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

野
村
氏
は
、「
七
三
年
八
月
、
党
十
全
大
会
は
林
彪
、
陳
伯
達
を
除
名
す
る
と
と
も
に
、
他

方
、
鄧
小
平
は
じ
め
、
文
革
で
批
判
さ
れ
た
か
な
り
の
旧
幹
部
を
復
活
さ
せ
た
が
、・
・
・
七

五
年
以
降
の
二
年
間
、
毛
沢
東
が
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
周
恩
来
、
鄧
小
平
、
江
青
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
確
執
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
た

か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
で
あ

る
。
」
（
六
）
と
、
鄧
小
平
復
活
の
理
由
は
不
明
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
周
恩
来
・
鄧
小
平
・
江

青
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
対
処
方
法
も
、「
複
雑
き
わ
ま
る
一
種
の
謎
」
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
野
村
氏
は
、「
周
恩
来
は
ー
毛
沢
東
の
同
意
の
も
と
に
ー
七
三
年
以
降
、
鄧
小
平
は
じ

め
古
参
幹
部
を
徐
々
に
復
活
さ
せ
、
ま
た
七
五
年
、
第
四
期
全
人
代
で
は
、
農
業
、
工
業
、

国
防
、
科
学
技
術
の
「
四
つ
の
近
代
化
」
と
い
う
、
文
革
以
来
の
局
面
を
一
新
す
る
大
政
策

を
提
起
し
た
。
」
（
七
）
と
、
古
参
幹
部
の
復
活
劇
の
中
心
は
、
周
恩
来
と
述
べ
て
い
る
。
毛

沢
東
の
発
言
に
よ
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
徳
田
教
之
氏
も
、
何
故
に
鄧
小
平
が
復
活
し

て
、
ま
た
失
脚
す
る
の
か
と
い
う
、
重
要
な
政
治
問
題
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
（
八
）
。 

安
藤
正
士
氏
は
、「
国
内
で
は
、
林
彪
事
件
の
処
理
が
一
段
落
し
た
こ
と
、
対
外
関
係
で
は

ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
、
国
連
に
お
け
る
北
京
政
府
の
合
法
的
権
利
の
獲
得
、
日
本
、
西

欧
諸
国
と
の
国
交
関
係
の
樹
立
を
契
機
と
し
て
、
中
国
指
導
部
は
一
九
七
四
年
ご
ろ
か
ら
、

よ
う
や
く
国
内
の
経
済
建
設
に
目
を
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、

江
青
、
張
春
橋
ら
文
革
派
は
再
び
台
頭
し
て
き
た
実
務
派
と
最
後
の
闘
争
を
行
う
の
で
あ

る
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
何
故
に
実
務
派
の
鄧
小
平
が
復
活
し
た
の
か
明
確
に
述
べ

て
い
な
い
。
一
九
七
四
年
頃
か
ら
の
国
際
関
の
改
善
が
契
機
で
あ
れ
ば
、
鄧
小
平
の
復
活
は

一
九
七
三
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
年
代
的
事
実
関
係
に
整
合
し
な
い
。 

矢
吹
晋
氏
は
、「
一
九
七
三
年
八
月
に
は
、
米
中
和
解
、
日
中
国
交
正
常
化
に
活
躍
し
た
周

恩
来
は
現
代
の
孔
子
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。・
・
・
し
か
し
、
一
年
後
の
七
四
年
一
〇
月

に
は
、
逆
に
毛
沢
東
は
周
恩
来
と
図
っ
て
鄧
小
平 

を
復
活
さ
せ
て
い
る
」
（
一
〇
）
と
、
鄧

小
平
復
活
の
事
実
経
過
を
述
べ
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
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氏
は
、
鄧
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平
の
復
活
に
言
及
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
前
稿
で
述
べ
た

様
に
文
革
の
発
動
原
因
を
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
と
毛
沢
東
等
の
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数
派
と
の
社

会
主
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国
家
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念
の
相
違
に
由
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す
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確
執
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に
、
米
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ー
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志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

七
）
― 

 

林
彪
の
毛
沢
東
へ
の
反
旗
は
、
劉
小
埼
と
同
じ
く
毛
沢
東
の
独
裁
権
力
欲
に
盾
突
い
て
国

家
主
席
の
座
を
目
指
し
た
権
力
欲
に
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
林
彪
の
裏
切
り
を
契
機
に
し
て
文

革
の
軌
道
修
正
に
迫
ら
れ
る
。
崩
壊
寸
前
と
な
っ
た
党
組
織
再
建
と
江
青
等
の
急
進
的
左
派

を
抑
制
す
る
た
め
に
走
資
派
の
鄧
小
平
・
古
参
幹
部
を
復
活
さ
せ
た
。
毛
沢
東
は
、
文
革
派

＝
急
進
的
左
派
＝
過
激
派
と
反
文
革
派
＝
走
資
派
＝
穏
健
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
主

席
の
独
裁
的
地
位
の
安
定
化
と
、
人
民
公
社
路
線
＝
原
始
的
社
会
主
義
と
四
つ
の
現
代
化
＝

欧
米
的
生
産
力
を
持
つ
社
会
主
義
と
い
う
、
相
異
な
る
中
国
型
社
会
主
義
建
設
を
企
図
し
た
。

最
後
に
後
継
者
と
し
て
中
間
派
の
華
国
鋒
を
抜
擢
し
て
政
治
路
線
の
継
承
を
委
託
し
た
。
晩

年
の
毛
沢
東
の
矛
盾
し
た
政
治
的
立
場
に
、
文
革
派
と
走
資
派
の
両
面
を
具
有
し
た
毛
沢
東

の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
な
対
の
思
想
の
展
開
を
読
み
取
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
文
革
の
目
的 

軌
道
修
正 

文
革
派 

走
資
派 

対
の
思
想 

 

 

一 
 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

 

一
九
六
九
年
の
第
九
回
党
大
会
以
後
の
文
化
大
革
命
後
期
の
主
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
、

従
来
の
研
究
史
を
要
約
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
述
べ
て
み
た
い
。 

第
一
の
問
題
点
は
、
毛
沢
東
の
暗
殺
計
画
を
企
て
た
林
彪
事
件
で
あ
る
。 

  

小 

倉 

正 

昭 

 

野
村
浩
一
氏
は
、「
新
党
規
約
に
後
継
者
と
規
定
さ
れ
た
林
彪
が
、
す
ぐ
あ
と
に
述
べ
る
様

に
、
な
ぜ
毛
沢
東
暗
殺
計
画
を
た
て
た
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
は
、
な
お
あ
る
種
の
謎
で
あ
る
。

・
・
・
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
毛
沢
東
は
二
中
全
会
の
閉
幕
後
、
陳
伯
達
批
判
を
指
示
し
、

こ
れ
に
た
い
し
て
林
彪
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
を
立
案
、
」
（
一
）
と
、
林
彪
が
毛
沢
東
に
反

旗
を
翻
し
た
原
因
は
、「
あ
る
種
の
謎
」
で
あ
る
と
言
う
。 

安
藤
正
士
氏
は
、「
林
彪
事
件
は
い
ま
だ
に
多
く
の
な
ぞ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
と
し
て
、
以
下
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
中
ソ
国
境
武
力
闘
争
に
と
も
な
う
、
戦
争
準
備

政
策
を
め
ぐ
る
軍
と
経
済
、
そ
の
他
部
門
と
の
緊
張
関
係
で
あ
る
。
第
二
は
、
対
米
接
近
を

め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
第
三
は
、
党
委
員
会
の
再
建
に
と
も
な
う
、
党
・
軍
関
係
の
緊
張
で

あ
る
。
第
四
は
、
こ
れ
ら
全
て
と
密
接
に
関
連
す
る
軍
の
最
高
指
揮
権
、
最
高
権
力
を
め
ぐ

る
毛
沢
東
と
ナ
ン
バ
ー
二
の
林
彪
と
の
間
の
緊
張
関
係
で
あ
る
」（
二
）
と
、
今
で
も
な
お
多

く
の
謎
が
あ
る
と
し
て
、
第
一
か
ら
第
四
の
理
由
を
指
摘
す
る
が
、
全
て
推
測
に
過
ぎ
な
い
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、「
一
九
七
二
年
九
月
に
は
、
一
九
六
九
年
の
党
大
会
で
制
定
し
た
党
規
約

の
中
で
「
毛
主
席
の
後
継
者
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
党
副
主
席
林
彪
が
ク
ー
デ
タ

ー
企
て
、
失
敗
し
て
ソ
連
に
逃
げ
る
途
中
、
モ
ン
ゴ
ル
領
内
で
墜
落
死
し
た
と
さ
れ
る
事
件

が
起
き
て
い
る
。
そ
の
真
相
は
い
ま
な
お
明
ら
か
で
な
い
」
（
三
）
と
、
真
相
不
明
と
言
う
。 

久
保
亨
氏
等
も
「
米
ソ
両
大
国
と
の
対
決
を
放
棄
し
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
西

側
諸
国
と
の
関
係
を
改
善
す
る
と
い
う
劇
的
な
方
針
転
換
は
、
中
国
指
導
部
の
間
に
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 The Cultural Revolution and the Thought of Dui (1 of 2) 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (6) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
Mao Zedong forcibly conducted the Cultural Revolution using some of his supporters, Jiang Qing and Lin Biao, and 

by mobilizing the Red Guards, as a struggle to seize power with the goal of sweeping bourgeois thought from the 

country. The true nature and motivation of Mao Zedong’s Cultural Revolution was his last struggle to seize power 

from the party’s power holders, such as Liu Shaoqi, and to establish himself in the position of the highest authority. 

The Red Guards split into the revolutionary rebels and the establishment and fell into a state of internal conflict 

because of the content of Mao Zedong’s self-disunited thought, which simultaneously included both right-wing and 

left-wing ideologies. He took political action freely using the self-disunited thought of Dui: left-wing Mao Zedong 

supported the revolutionary rebels, who tried to defeat the current regime to bring down the party’s right wing; 

right-wing Mao Zedong supported the loyalists, who defended the current regime desperately, and rusticated the Red 

Guards. At the Ninth Party Congress of 1969, purging right-wing Liu and Deng and most members of the Central 

Committee who were elected at the Eighth Party Congress, Mao Zedong surrounded himself with the left wing and 

specialized his thought as the country’s guiding principle. Here, Mao Zedong’s 13-year revenge play was completed. 

 

Key words: Cultural Revolution, Red Guards, revolutionary rebels, loyalists, thought of Dui, Ninth Party Congress 
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 The Cultural Revolution and the Thought of Dui (1 of 2) 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (6) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
Mao Zedong forcibly conducted the Cultural Revolution using some of his supporters, Jiang Qing and Lin Biao, and 

by mobilizing the Red Guards, as a struggle to seize power with the goal of sweeping bourgeois thought from the 

country. The true nature and motivation of Mao Zedong’s Cultural Revolution was his last struggle to seize power 

from the party’s power holders, such as Liu Shaoqi, and to establish himself in the position of the highest authority. 

The Red Guards split into the revolutionary rebels and the establishment and fell into a state of internal conflict 

because of the content of Mao Zedong’s self-disunited thought, which simultaneously included both right-wing and 

left-wing ideologies. He took political action freely using the self-disunited thought of Dui: left-wing Mao Zedong 

supported the revolutionary rebels, who tried to defeat the current regime to bring down the party’s right wing; 

right-wing Mao Zedong supported the loyalists, who defended the current regime desperately, and rusticated the Red 

Guards. At the Ninth Party Congress of 1969, purging right-wing Liu and Deng and most members of the Central 

Committee who were elected at the Eighth Party Congress, Mao Zedong surrounded himself with the left wing and 

specialized his thought as the country’s guiding principle. Here, Mao Zedong’s 13-year revenge play was completed. 

 

Key words: Cultural Revolution, Red Guards, revolutionary rebels, loyalists, thought of Dui, Ninth Party Congress 
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五 

お
わ
り
に 

 

①
毛
沢
東
が
文
革
に
お
い
て
、
江
青
や
林
彪
を
登
用
し
た
理
由
は
、
党
内
で
政
治
的
に
孤
立

し
て
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
る
数
少
な
い
人
間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
文
革
に
お
い
て

判
断
能
力
の
未
熟
な
青
年
を
紅
衛
兵
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、
奪
権
の
最
終
手
段
と
し
て
毛

沢
東
の
個
人
崇
拝
熱
の
高
い
青
年
に
現
状
の
打
破
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

②
紅
衛
兵
が
二
大
分
裂
し
て
、
造
反
派
と
保
皇
派
に
分
か
れ
武
闘
に
し
て
内
乱
状
態
に
な
っ

た
根
本
原
因
は
、
毛
沢
東
思
想
に
内
在
す
る
現
体
制
打
倒
と
現
体
制
死
守
と
い
う
自
己
矛
盾

し
た
思
想
内
容
に
存
在
し
た
。
紅
衛
兵
の
武
闘
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思

想
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
理
解
し
た
、
読
み
間
違
っ
た
事
に
由
来
す
る
。 

③
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
は
、「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二
つ
が
存
在
し
た
が

、
本
質
は
「
政
治
の
革
命
」
＝
走
資
派
・
劉
少
奇
等
の
党
内
右
派
を
打
倒
し
て
左
派
の
主
導

権
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
文
化
の
革
命
」
は
、
国
民
大
衆
に
露
骨
な
権
力
闘
争
と
見

破
ら
れ
な
い
で
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
作
戦
で
あ
っ
た
。 

④
毛
沢
東
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
決
定
の
諸
原
則
―
集
団
指
導
体
制
、
個
人
崇
拝
の
禁

止
、
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
、
毛
沢
東
の
「
冒
険
主
義
」
ー
に
対
す
る
否
定
運
動
で
あ
る
。
従

っ
て
紅
衛
兵
の
造
反
派
を
支
持
し
て
、
等
の
主
流
派
を
打
倒
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤
毛
沢
東
の
文
革
に
お
け
る
政
治
的
立
場
は
、
現
体
制
の
打
倒
＝
造
反
派
と
現
体
制
の
保
守

＝
保
皇
派
と
い
う
自
己
分
裂
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
立
場
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
劉
少
奇
等
の

右
派
を
打
倒
す
る
た
め
に
造
反
派
を
扇
動
し
た
。
し
か
し
他
方
で
紅
衛
兵
が
現
体
制
を
破
壊

す
る
急
進
化
に
対
し
て
は
、
保
皇
派
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
て
下
放
し
た
。
従
っ
て
造

反
派
の
党
組
織
の
破
壊
と
保
皇
派
に
よ
る
死
守
と
い
う
両
勢
力
の
抗
争
に
は
、
毛
沢
東
は
調

停
し
て
統
合
を
期
待
す
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

⑥
毛
沢
東
が
劉
少
奇
を
打
倒
し
た
原
因
は
、
自
己
の
絶
対
的
地
位
に
国
家
主
席
と
し
て
媚
び

諂
い
し
な
く
厳
然
と
政
治
的
に
敵
対
し
た
こ
と
に
あ
る
。
毛
沢
東
は
自
己
が
唯
一
の
主
席
で

あ
り
、
毛
沢
東
に
対
抗
す
る
何
も
の
も
許
容
す
る
事
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 

（
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

二
六
三
頁
ー
二
七
四
頁 

二
八
五 

頁 

二
八
二
頁
ー
二
八
三
頁 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
）。 

（
二
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
」
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
三
）
徳
田
教
之
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

岩
波 

書
店
一
九
八
九
年
）
所
収 

一
八
三
頁 

二
一
五
頁
―
二
一
八
頁 

二
二
一
頁
参
照 

（
四
）
安
藤
正
士
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年
）
所
収 

二
二
九
頁 

二
五
一
頁
ー
二
五
二
頁 

参
照 

（
五
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

一
五
一
ー
一
五
三
頁 

岩
波
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
六
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

二
一 

九
六
頁
ー
一
九
九
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
七
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他
著 

第
二 

六
五
頁 

東
洋
経 

済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
八
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等 

一
六
一 

 
 
 

頁
ー
一
六
二
頁 

一
六
五
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

二
二
六
頁 

一
九
九
六
年 

第
一
刷 
参
照
） 

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
も
公
式
に
成
功
を
宣
言
で
き
る
わ
け
だ
。
」
（
四
四
）
と
述
べ

て
い
る
。
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
―
集
団
指
導
体
制
に
よ
る
ソ
連
型
漸

進
主
義
社
会
主
義
建
設
路
線
、
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
否
定
―
は
、
前
近
代
的
絶
対
君
主
ー

党
中
央
主
席
と
し
て
全
土
に
君
臨
し
て
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
を
志
向
す
る
毛
沢
東
に
と

っ
て
は
、
絶
対
に
許
容
で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
劉
少
奇
が
何
故
に
毛

沢
東
に
毛
嫌
い
さ
れ
て
、
党
員
資
格
を
抹
殺
さ
れ
て
永
久
追
放
さ
れ
る
悲
惨
な
運
命
を
辿
っ

た
の
か
、
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
周
恩
来
や
鄧
小
平
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
毛
沢
東
の

面
子
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
劉
少
奇
は
全
く
異
な
っ
た
態
度
で
臨
ん
だ
と
言
う
。
李
氏
は
、 

 

「
い
や
、
一
九
五
六
年
の
夏
に
は
だ
れ
ひ
と
り
と
し
て
予
測
で
き
な
か
っ
た
、
毛
主
席
み

ず
か
ら
が
後
年
、
主
席
に
も
っ
と
も
親
し
い
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
人
物
に
対
し
あ
の
よ
う
な

苛
烈
な
態
度
で
の
ぞ
む
よ
う
に
な
る
と
は
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
亀
裂
の
種
が
す
で
に
ま
か

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
は
、
後
者
の
あ
る
ベ
キ
役
割
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

別
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
み
ず
か
ら
の
統
治
を
絶
対
的
な
も
の
と

考
え
て
い
た
。
あ
た
か
も
周
恩
来
を
対
外
関
係
の
補
佐
役
と
み
な
し
て
い
た
と
お
な
じ
よ
う

に
、
劉
少
奇
も
党
内
業
務
の
補
佐
役
に
す
ぎ
ず
、
毛
主
席
の
命
令
を
実
行
に
う
つ
す
責
任
が

あ
る
と
さ
れ
た
。
周
恩
来
は
そ
の
役
割
を
完
璧
に
演
じ
た
が
、
し
か
し
劉
少
奇
は
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
秘
密
報
告
か
ら
一
つ
の
教
訓
を
え
て
自
分
を
毛
沢
東
と
同
等
か
そ
れ
に
ち
か
い
存
在

と
み
な
す
よ
う
に
な
り
、
国
家
経
営
に
と
っ
て
不
可
欠
の
人
物
と
思
い
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

劉
少
奇
は
自
分
が
毛
沢
東
と
対
等
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
毛
沢
東
の
ほ
う
は
彼
を
ま
す
ま
す

不
満
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
の
夏
は
、
毛
・
劉
関
係
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
転

換
点
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
こ
と
を
、
毛
と
の
関
係
で
深
手
の
一
撃
を
受
け
た
の
ち
に
は
じ

め
て
、
遠
回
り
な
が
ら
も
発
見
し
た
の
だ
っ
た
。
」
（
四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
と
同
等
の
立
場
に
あ
る
と
錯
覚
し
て
、
毛
沢
東
の
面
子
を
無
視
し
て

国
内
政
治
を
運
営
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
李
氏
は
、
国
家
主
席
に
選
出
さ
れ
た
劉
少
奇

の
政
治
的
態
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
劉
少
奇
が
国
家
主
席
に
新
任
さ
れ
る
と
、
肩
書
が
と
り
わ
け
重
ん
ぜ
ら
れ
る
中
国
で
主

席
の
肩
書
を
持
つ
者
が
二
名
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
と
う
て
い

受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。・
・
・
一
九
五
九
年
以
後
、
劉
少
奇
の
態
度
に
微
妙
な
変
化

が
生
じ
は
じ
め
る
。
国
家
主
席
に
新
任
さ
れ
る
前
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
一
同
は
彼
を
「
少
奇
同

志
」
と
呼
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
夜
に
し
て
「
劉
主
席
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
肩
書
に
は
絶
大
な
る
権
力
が
と
も
な
い
、
劉
少
奇
も
ま
た
新
し
い
肩
書
と
そ

の
権
力
を
ま
と
も
に
受
け
と
め
て
次
第
に
日
常
の
国
事
に
支
配
権
を
拡
大
し
て
い
き
、
毛
沢

東
に
相
談
し
な
い
で
行
動
を
と
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
唯
一
の
主

席
と
し
て
ふ
た
た
び
名
乗
り
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
毛
沢
東
の
闘
い
は
と
く
に
は
じ
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
劉
少
奇
の
追
放
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
く
の
で
あ
る
。
国
家
主
席
の
肩
書
は
、
そ

れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
人
物
と
と
も
に
抹
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
」
（
四
六
）
と
述
べ

て
い
る
。
絶
対
的
独
裁
者
た
ら
ん
と
す
る
毛
沢
東
を
無
視
し
て
政
治
を
専
断
す
る
所
に
、
毛

沢
東
の
劉
少
奇
へ
の
憎
悪
の
根
源
が
存
在
し
た
。
毛
沢
東
に
代
わ
っ
て
国
家
主
席
に
な
っ
た

劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
に
相
談
し
な
い
で
、
主
席
と
し
て
の
仕
事
を
職
務
上
当
然
と
心
得
て
専

断
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
政
治
行
動
が
独
裁
権
力
を
志
向
す
る
毛
沢
東
の
気
に
入
ら
な
い

所
と
な
り
、
劉
少
奇
の
国
家
主
席
か
ら
の
永
久
追
放
の
原
因
に
な
っ
た
と
言
う
。 

彭
徳
懐
に
続
き
劉
少
奇
ほ
ど
、
大
衆
に
絶
大
な
人
気
が
あ
り
、
個
人
崇
拝
欲
望
の
強
い
毛

沢
東
に
対
向
し
て
、
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
気
骨
あ
る
政
治
家
は
い
な
い
。
気
骨
あ
る

政
治
家
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
へ
の
媚
び
諂
い
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
毛
沢
東
が
毛
嫌
い
し
た
。

こ
の
政
治
家
と
し
て
の
真
摯
な
事
実
が
、
劉
少
奇
の
悲
惨
な
末
路
に
繋
が
っ
た
。 
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五 

お
わ
り
に 

 

①
毛
沢
東
が
文
革
に
お
い
て
、
江
青
や
林
彪
を
登
用
し
た
理
由
は
、
党
内
で
政
治
的
に
孤
立

し
て
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
る
数
少
な
い
人
間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
文
革
に
お
い
て

判
断
能
力
の
未
熟
な
青
年
を
紅
衛
兵
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、
奪
権
の
最
終
手
段
と
し
て
毛

沢
東
の
個
人
崇
拝
熱
の
高
い
青
年
に
現
状
の
打
破
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

②
紅
衛
兵
が
二
大
分
裂
し
て
、
造
反
派
と
保
皇
派
に
分
か
れ
武
闘
に
し
て
内
乱
状
態
に
な
っ

た
根
本
原
因
は
、
毛
沢
東
思
想
に
内
在
す
る
現
体
制
打
倒
と
現
体
制
死
守
と
い
う
自
己
矛
盾

し
た
思
想
内
容
に
存
在
し
た
。
紅
衛
兵
の
武
闘
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思

想
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
理
解
し
た
、
読
み
間
違
っ
た
事
に
由
来
す
る
。 

③
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
は
、「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二
つ
が
存
在
し
た
が

、
本
質
は
「
政
治
の
革
命
」
＝
走
資
派
・
劉
少
奇
等
の
党
内
右
派
を
打
倒
し
て
左
派
の
主
導

権
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
文
化
の
革
命
」
は
、
国
民
大
衆
に
露
骨
な
権
力
闘
争
と
見

破
ら
れ
な
い
で
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
作
戦
で
あ
っ
た
。 

④
毛
沢
東
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
決
定
の
諸
原
則
―
集
団
指
導
体
制
、
個
人
崇
拝
の
禁

止
、
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
、
毛
沢
東
の
「
冒
険
主
義
」
ー
に
対
す
る
否
定
運
動
で
あ
る
。
従

っ
て
紅
衛
兵
の
造
反
派
を
支
持
し
て
、
等
の
主
流
派
を
打
倒
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤
毛
沢
東
の
文
革
に
お
け
る
政
治
的
立
場
は
、
現
体
制
の
打
倒
＝
造
反
派
と
現
体
制
の
保
守

＝
保
皇
派
と
い
う
自
己
分
裂
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
立
場
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
劉
少
奇
等
の

右
派
を
打
倒
す
る
た
め
に
造
反
派
を
扇
動
し
た
。
し
か
し
他
方
で
紅
衛
兵
が
現
体
制
を
破
壊

す
る
急
進
化
に
対
し
て
は
、
保
皇
派
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
て
下
放
し
た
。
従
っ
て
造

反
派
の
党
組
織
の
破
壊
と
保
皇
派
に
よ
る
死
守
と
い
う
両
勢
力
の
抗
争
に
は
、
毛
沢
東
は
調

停
し
て
統
合
を
期
待
す
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

⑥
毛
沢
東
が
劉
少
奇
を
打
倒
し
た
原
因
は
、
自
己
の
絶
対
的
地
位
に
国
家
主
席
と
し
て
媚
び

諂
い
し
な
く
厳
然
と
政
治
的
に
敵
対
し
た
こ
と
に
あ
る
。
毛
沢
東
は
自
己
が
唯
一
の
主
席
で

あ
り
、
毛
沢
東
に
対
抗
す
る
何
も
の
も
許
容
す
る
事
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 

（
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

二
六
三
頁
ー
二
七
四
頁 

二
八
五 

頁 

二
八
二
頁
ー
二
八
三
頁 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
）。 

（
二
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
」
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
三
）
徳
田
教
之
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

岩
波 

書
店
一
九
八
九
年
）
所
収 

一
八
三
頁 

二
一
五
頁
―
二
一
八
頁 

二
二
一
頁
参
照 

（
四
）
安
藤
正
士
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』
編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年
）
所
収 

二
二
九
頁 

二
五
一
頁
ー
二
五
二
頁 

参
照 

（
五
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

一
五
一
ー
一
五
三
頁 

岩
波
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
六
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

二
一 

九
六
頁
ー
一
九
九
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
七
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他
著 

第
二 

六
五
頁 

東
洋
経 

済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
八
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
等 

一
六
一 

 
 
 

頁
ー
一
六
二
頁 

一
六
五
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

二
二
六
頁 

一
九
九
六
年 

第
一
刷 

参
照
） 

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
も
公
式
に
成
功
を
宣
言
で
き
る
わ
け
だ
。
」
（
四
四
）
と
述
べ

て
い
る
。
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
―
集
団
指
導
体
制
に
よ
る
ソ
連
型
漸

進
主
義
社
会
主
義
建
設
路
線
、
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
否
定
―
は
、
前
近
代
的
絶
対
君
主
ー

党
中
央
主
席
と
し
て
全
土
に
君
臨
し
て
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
を
志
向
す
る
毛
沢
東
に
と

っ
て
は
、
絶
対
に
許
容
で
き
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
劉
少
奇
が
何
故
に
毛

沢
東
に
毛
嫌
い
さ
れ
て
、
党
員
資
格
を
抹
殺
さ
れ
て
永
久
追
放
さ
れ
る
悲
惨
な
運
命
を
辿
っ

た
の
か
、
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
周
恩
来
や
鄧
小
平
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
毛
沢
東
の

面
子
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、
劉
少
奇
は
全
く
異
な
っ
た
態
度
で
臨
ん
だ
と
言
う
。
李
氏
は
、 

 

「
い
や
、
一
九
五
六
年
の
夏
に
は
だ
れ
ひ
と
り
と
し
て
予
測
で
き
な
か
っ
た
、
毛
主
席
み

ず
か
ら
が
後
年
、
主
席
に
も
っ
と
も
親
し
い
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
人
物
に
対
し
あ
の
よ
う
な

苛
烈
な
態
度
で
の
ぞ
む
よ
う
に
な
る
と
は
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
亀
裂
の
種
が
す
で
に
ま
か

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
は
、
後
者
の
あ
る
ベ
キ
役
割
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

別
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
み
ず
か
ら
の
統
治
を
絶
対
的
な
も
の
と

考
え
て
い
た
。
あ
た
か
も
周
恩
来
を
対
外
関
係
の
補
佐
役
と
み
な
し
て
い
た
と
お
な
じ
よ
う

に
、
劉
少
奇
も
党
内
業
務
の
補
佐
役
に
す
ぎ
ず
、
毛
主
席
の
命
令
を
実
行
に
う
つ
す
責
任
が

あ
る
と
さ
れ
た
。
周
恩
来
は
そ
の
役
割
を
完
璧
に
演
じ
た
が
、
し
か
し
劉
少
奇
は
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
秘
密
報
告
か
ら
一
つ
の
教
訓
を
え
て
自
分
を
毛
沢
東
と
同
等
か
そ
れ
に
ち
か
い
存
在

と
み
な
す
よ
う
に
な
り
、
国
家
経
営
に
と
っ
て
不
可
欠
の
人
物
と
思
い
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。

劉
少
奇
は
自
分
が
毛
沢
東
と
対
等
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
毛
沢
東
の
ほ
う
は
彼
を
ま
す
ま
す

不
満
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
の
夏
は
、
毛
・
劉
関
係
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
転

換
点
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
こ
と
を
、
毛
と
の
関
係
で
深
手
の
一
撃
を
受
け
た
の
ち
に
は
じ

め
て
、
遠
回
り
な
が
ら
も
発
見
し
た
の
だ
っ
た
。
」
（
四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
と
同
等
の
立
場
に
あ
る
と
錯
覚
し
て
、
毛
沢
東
の
面
子
を
無
視
し
て

国
内
政
治
を
運
営
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
李
氏
は
、
国
家
主
席
に
選
出
さ
れ
た
劉
少
奇

の
政
治
的
態
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
劉
少
奇
が
国
家
主
席
に
新
任
さ
れ
る
と
、
肩
書
が
と
り
わ
け
重
ん
ぜ
ら
れ
る
中
国
で
主

席
の
肩
書
を
持
つ
者
が
二
名
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
と
う
て
い

受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。・
・
・
一
九
五
九
年
以
後
、
劉
少
奇
の
態
度
に
微
妙
な
変
化

が
生
じ
は
じ
め
る
。
国
家
主
席
に
新
任
さ
れ
る
前
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
一
同
は
彼
を
「
少
奇
同

志
」
と
呼
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
夜
に
し
て
「
劉
主
席
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
肩
書
に
は
絶
大
な
る
権
力
が
と
も
な
い
、
劉
少
奇
も
ま
た
新
し
い
肩
書
と
そ

の
権
力
を
ま
と
も
に
受
け
と
め
て
次
第
に
日
常
の
国
事
に
支
配
権
を
拡
大
し
て
い
き
、
毛
沢

東
に
相
談
し
な
い
で
行
動
を
と
る
場
合
が
多
く
な
っ
た
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
唯
一
の
主

席
と
し
て
ふ
た
た
び
名
乗
り
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
毛
沢
東
の
闘
い
は
と
く
に
は
じ
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
劉
少
奇
の
追
放
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
く
の
で
あ
る
。
国
家
主
席
の
肩
書
は
、
そ

れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
人
物
と
と
も
に
抹
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
」
（
四
六
）
と
述
べ

て
い
る
。
絶
対
的
独
裁
者
た
ら
ん
と
す
る
毛
沢
東
を
無
視
し
て
政
治
を
専
断
す
る
所
に
、
毛

沢
東
の
劉
少
奇
へ
の
憎
悪
の
根
源
が
存
在
し
た
。
毛
沢
東
に
代
わ
っ
て
国
家
主
席
に
な
っ
た

劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
に
相
談
し
な
い
で
、
主
席
と
し
て
の
仕
事
を
職
務
上
当
然
と
心
得
て
専

断
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
政
治
行
動
が
独
裁
権
力
を
志
向
す
る
毛
沢
東
の
気
に
入
ら
な
い

所
と
な
り
、
劉
少
奇
の
国
家
主
席
か
ら
の
永
久
追
放
の
原
因
に
な
っ
た
と
言
う
。 

彭
徳
懐
に
続
き
劉
少
奇
ほ
ど
、
大
衆
に
絶
大
な
人
気
が
あ
り
、
個
人
崇
拝
欲
望
の
強
い
毛

沢
東
に
対
向
し
て
、
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
気
骨
あ
る
政
治
家
は
い
な
い
。
気
骨
あ
る

政
治
家
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
へ
の
媚
び
諂
い
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
毛
沢
東
が
毛
嫌
い
し
た
。

こ
の
政
治
家
と
し
て
の
真
摯
な
事
実
が
、
劉
少
奇
の
悲
惨
な
末
路
に
繋
が
っ
た
。 
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矢
吹
晋
氏
は
、「
文
革
の
初
期
に
「
旧
世
界
を
た
た
き
つ
ぶ
せ
」
「
新
世
界
を
建
設
せ
よ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
。
同
じ
趣
旨
は
「
破
旧
立
新
」
の
四
字
で
表
現
さ

れ
、
後
に
は
「
破
私
立
公
」
の
四
字
で
も
表
現
さ
れ
た
。
毛
沢
東
が
文
革
を
発
動
し
た
目
的

は
、
単
な
る
権
力
闘
争
を
は
る
か
に
越
え
て
お
り
、
旧
世
界
（
中
国
）
を
た
た
き
つ
ぶ
し
、

中
国
に
新
世
界
を
建
設
す
る
と
い
う
気
宇
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
中
国
は
世
界

革
命
の
兵
器
工
場
た
れ
」
（
『
万
歳
』
六
七
九
頁
）
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
と
連
動
し
て
い
た
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
い
う
新
世
界
と
は
さ
し
あ
た
り
は
中
国
に
お
け
る
新
世

界
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
世
界
革
命
の
基
地
と
し
て
の
中
国
な
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は

毛
沢
東
の
文
革
構
想
は
地
球
レ
ベ
ル
の
新
世
界
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
（
三
九

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
毛
沢
東
の
発
言
か
ら
考
え
て
、
現
実
離
れ
し
た
主
張
で
あ
ろ
う
。 

安
藤
氏
は
、
「
結
論
的
に
い
え
ば
、
毛
沢
東
が
文
化
大
革
命
を
発
動
し
た
目
的
は
、
「
旧
世

界
を
破
壊
す
る
」
こ
と
を
通
し
て
、
「
新
世
界
を
建
設
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
「
五
・
七
指
示

」
は
こ
の
新
世
界
の
綱
領
で
あ
る
。
」
（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
文
化
大
革
命

に
、
安
藤
氏
の
言
う
よ
う
な
高
度
な
理
想
を
果
た
し
て
保
持
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
安
藤
氏

の
文
革
に
対
す
る
毛
沢
東
の
政
治
理
想
へ
の
見
解
は
、
権
力
闘
争
の
実
体
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に

包
む
表
面
上
の
美
化
し
た
理
論
化
で
あ
り
、
真
実
に
縁
遠
い
理
論
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
考
え
て
、
文
化
大
革
命
は
、
既
に
中
西
氏
が
「
第
八
回
党
大

会
の
き
め
た
文
化
革
命
や
整
風
運
動
を
敵
対
的
な
闘
争
に
転
化
し
、
大
衆
を
動
員
し
て
「
革

命
的
」
に
お
こ
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」（
四
一
）
と
述
べ
、
李
氏
も
「
今
か
ら
顧
み
る

と
、
一
九
五
七
年
に
お
け
る
毛
沢
東
の
整
風
運
動
は
、
い
わ
ば
早
産
の
文
化
大
革
命
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
」
（
四
二
）
と
言
い
、
「
第
二
次
整
風
運
動
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
氏
の
党
内

の
主
導
権
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
と
見
做
し
て
い
る
の
が
正
し
理
解
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
全
国
人
民
を
大
争
乱
に
巻
き
込
み
、
人
民
の
社
会
生
活
や
中
国
社
会
の
骨
組

み
ま
で
破
壊
し
て
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
を
党
中
央
よ
り
追
放
し
て
、

共
産
党
内
で
揺
る
ぎ
な
い
安
定
的
な
実
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
李
氏
は
、 

「
国
家
主
席
の
劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
が
第
八
回
党
大
会
の
誤
り
と
み
な
す
責
任
を
そ
っ
く

り
お
し
つ
け
ら
れ
、
一
九
六
八
年
十
月
に
追
放
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
党
を
除
名
さ
れ
た
う
え

虐
待
の
か
ぎ
り
を
尽
さ
れ
た
・
・
・
鄧
小
平
も
ま
た
追
放
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
党
の
中
枢
機

関
で
あ
る
政
治
局
は
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
。
各
省
の
党
指
導
者
は
大
半
が
職
を
失
っ
て
い
た
。

各
省
の
行
政
は
い
ま
や
人
民
解
放
軍
が
支
配
す
る
「
革
命
委
員
会
」
の
手
中
に
あ
っ
た
。
第

八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
は
大
多
数
が
追
放
さ
れ
て
い
た
」（
四
三
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
の
意
図
し
た
文
革
の
完
成
で
あ
る
。
李
氏
は
、
文
革
完
成
時
の
中
国
社
会
の

人
民
の
生
活
や
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
、 

「
党
は
第
九
回
党
大
会
の
準
備
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
集
団
指
導
体
制
を
口
に
す
る
だ

け
で
も
反
革
命
の
罪
に
問
わ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
や
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
を
う
ん
ぬ
ん

す
れ
ば
反
革
命
罪
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
全
土
は
毛
沢
東
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
『
毛
沢
東

語
録
』
を
た
ず
さ
え
、
小
冊
子
に
あ
る
言
葉
を
暗
誦
し
た
。・
・
・
全
土
の
何
千
万
と
い
う
人

々
が
肖
像
画
の
前
で
礼
拝
し
、
日
々
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
で
一
日
を
は
じ
め
た
。
一
日
が
お

わ
る
と
ま
た
も
や
礼
拝
し
て
報
告
を
な
し
、
誤
り
を
告
白
す
る
の
だ
っ
た
。
労
働
日
は
い
つ

も
毛
沢
東
の
教
え
を
斉
唱
す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
し
て
一
日
を
し
め
く
く
っ
た
。
毛

沢
東
思
想
は
国
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
を
集
団
に
纏
め
る

経
文
（
マ
ン
ド
ラ
）
で
も
あ
っ
た
。・
・
・
第
九
回
党
大
会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
十
三
年
に

わ
た
る
取
り
組
み
の
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
第
八
回
党
大
会
の
原
則
を
正
式
に
く
つ
が
え
し

て
毛
沢
東
を
最
高
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
そ
の
思
想
を
国
家
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
再
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
正
式
に
新
し
い
中
央
委
員
会
を
選
出
し
、
政
治
局

を
任
命
す
る
段
取
り
と
な
る
。
毛
沢
東
の
意
志
が
党
則
を
通
じ
て
公
認
さ
れ
れ
ば
、
毛
沢
東

生
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
地
方
に
送
ら
れ
、
数
百
万
の
一
般
の
中
高
生
、
大
学
生
が
そ
の
あ
と

に
つ
づ
い
た
。
地
方
で
思
想
改
造
が
で
き
る
さ
、
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。
学
生
た
ち
は
「
貧

農
お
よ
び
中
流
下
層
の
農
民
か
ら
学
ぶ
」
必
要
が
あ
る
と
い
わ
け
だ
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
は
、
分
裂
と
武
闘
が
地
方
に
及
ぶ
と
、
毛
沢
東
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
の
で

あ
り
、
調
停
に
乗
り
出
す
の
が
、
彼
の
思
想
か
ら
見
て
当
然
の
行
為
だ
っ
た
。 

 

毛
沢
東
の
調
停
に
同
意
せ
ず
、
調
停
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
絶
望
し
た
毛
沢
東
は
文
革
に

利
用
し
た
急
進
派
の
造
反
派
を
農
村
に
下
放
し
て
思
想
改
造
の
再
教
育
を
受
け
さ
せ
た
。
若

い
紅
衛
兵
を
利
用
し
て
劉
少
奇
等
の
右
派
を
党
内
か
ら
追
放
す
る
権
力
闘
争
に
成
功
す
る
と
、

共
産
党
組
織
の
解
体
を
主
張
す
る
過
激
な
紅
衛
兵
は
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
に
は
邪
魔
な
妨

害
物
に
な
る
。
青
年
の
熱
烈
な
毛
沢
東
崇
拝
か
ら
行
動
し
た
「
造
反
有
理
」
は
、
毛
沢
東
の

権
力
闘
争
に
上
手
く
利
用
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
調
停
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
信
頼
を
失
く
し
た
学
生
た
ち
に
代
わ
り
、

両
派
の
和
解
・
調
停
に
す
ぐ
に
同
意
・
合
意
し
た
工
場
労
働
者
に
、
今
後
は
期
待
を
寄
せ
て

行
く
の
で
あ
る
。
両
派
の
統
合
に
成
功
し
た
時
の
毛
沢
東
の
言
葉
と
し
て
李
氏
は
、 

「
工
場
は
平
和
で
、
通
常
の
生
産
活
動
が
つ
づ
い
て
い
た
。「
毛
主
席
の
お
声
が
か
り
」
の

工
場
だ
っ
た
た
め
、
抗
争
中
の
派
閥
も
早
々
に
合
意
に
達
し
て
い
た
。「
文
化
大
革
命
に
つ
い

て
の
や
か
ま
し
い
議
論
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
？
」
毛
沢
東
は
私
か
ら
工
場
の
報
告

を
聞
い
た
あ
と
で
そ
う
反
問
し
た
。「
人
は
い
ま
だ
に
変
わ
る
こ
と
な
く
結
婚
し
、
赤
ん
坊
を

つ
く
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
文
革
な
ん
て
大
多
数
の
者
に
と
っ
ち
ゃ
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
ん
だ
」
文
革
は
わ
た
し
に
と
っ
て
縁
ど
お
く
な
っ
て
い
た
し
、
そ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ

り
毛
沢
東
の
発
言
は
正
し
か
っ
た
。
多
く
の
人
た
ち
は
文
革
を
無
視
し
よ
う
と
し
、
消
え
て

な
く
な
れ
ば
い
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
。
と
は
い
え
、
ほ
か
の
職
場
や
国
内
の
各
地
方
で
は
、

文
革
が
依
然
と
し
て
つ
づ
い
て
お
り
、
混
乱
を
つ
く
り
だ
し
て
暴
力
沙
汰
も
相
変
わ
ら
ず
発

生
し
て
い
た
。
多
く
の
ひ
と
び
と
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
周
辺
で
荒
れ
狂
う
暴
力
は

無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
党
最
高
指
導
部
の
直
接
介
入
が
な
い
か
ぎ
り
は
、
派
閥
抗
争

も
や
み
よ
う
が
な
か
っ
た
。
」
（
三
七
）
と
、
毛
沢
東
自
身
が
、
文
革
は
大
多
数
の
庶
民
に
は

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
無
関
係
な
革
命
で
あ
る
、
つ
ま
り
党
中
央
レ
ベ
ル
で
の
政
治
権
力
闘
争

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
文
革
の
狙
い
が
何
処
に
存
在
し
た
か
、
毛
沢
東
の
言
葉

に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
党
中
央
の
主
流
派
追
放
に
限
定
し
た
文
革
を
意

図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
自
身
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
文
革
は
「
庶
民
に
は
全
く
関
係

の
な
い
党
中
央
機
関
の
政
治
上
の
問
題
」
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
の
「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二
面
性
の
主
張
や
、
安
藤
氏

の
主
張
し
た
「
第
二
は
、
搾
取
階
級
の
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧
慣
習
」
を
打
破
し

て
、
新
し
い
も
の
を
注
入
し
、「
社
会
全
体
の
精
神
的
様
相
を
改
め
る
」
と
い
う
問
題
意
識
で

あ
る
」
と
い
う
社
会
の
「
旧
思
想
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
」
打
派
と
い
う
主
張
も
成
立
し
な
い
。 

野
村
氏
は
、「
そ
れ
は
、
か
れ
が
基
本
的
に
意
図
し
た
「
文
化
の
革
命
」
が
、
現
実
に
は
ひ

た
す
ら
権
力
レ
ベ
ル
で
の
課
題
へ
と
収
斂
し
、・
・
・
ほ
と
ん
ど
名
状
し
が
た
い
失
望
」
と
述

べ
て
い
た
。
し
か
し
毛
沢
東
の
失
望
感
は
、
自
身
の
発
言
に
依
れ
ば
、
野
村
氏
の
主
張
と
は

全
く
逆
で
あ
る
。
文
革
の
本
質
は
、
毛
沢
東
が
自
白
し
て
い
る
様
に
「
政
治
の
革
命
」
＝
劉

小
埼
等
の
走
資
派
の
追
放
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
提
唱
し
た
「
文
化
の
革
命
」
は
、「
政
治
の
革

命
」
＝
劉
少
奇
等
の
走
資
派
追
放
と
い
う
露
骨
な
権
力
闘
争
を
柔
ら
か
く
包
み
込
む
オ
ブ
ラ

ー
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
文
革
の
目
的
で
あ
る
「
四
旧
（
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧

習
慣
）
打
破
」「
四
新
（
新
思
想
、
新
文
化
、
新
風
俗
、
新
習
慣
）
創
造
」
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思

想
一
掃
と
新
社
会
主
義
理
念
像
は
、
明
確
な
規
定
が
な
く
（
三
八
）
、
劉
少
奇
打
倒
の
真
意
を

大
衆
に
隠
蔽
す
る
美
辞
麗
句
の
抽
象
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
徳
田
氏
が
文
革
の

目
的
の
第
一
に
挙
げ
た
「
マ
ル
チ
人
間
の
育
成
」
論
は
、
全
く
の
空
理
空
想
論
で
あ
る
。 
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矢
吹
晋
氏
は
、「
文
革
の
初
期
に
「
旧
世
界
を
た
た
き
つ
ぶ
せ
」
「
新
世
界
を
建
設
せ
よ
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
。
同
じ
趣
旨
は
「
破
旧
立
新
」
の
四
字
で
表
現
さ

れ
、
後
に
は
「
破
私
立
公
」
の
四
字
で
も
表
現
さ
れ
た
。
毛
沢
東
が
文
革
を
発
動
し
た
目
的

は
、
単
な
る
権
力
闘
争
を
は
る
か
に
越
え
て
お
り
、
旧
世
界
（
中
国
）
を
た
た
き
つ
ぶ
し
、

中
国
に
新
世
界
を
建
設
す
る
と
い
う
気
宇
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
中
国
は
世
界

革
命
の
兵
器
工
場
た
れ
」
（
『
万
歳
』
六
七
九
頁
）
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
と
連
動
し
て
い
た
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
い
う
新
世
界
と
は
さ
し
あ
た
り
は
中
国
に
お
け
る
新
世

界
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
世
界
革
命
の
基
地
と
し
て
の
中
国
な
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は

毛
沢
東
の
文
革
構
想
は
地
球
レ
ベ
ル
の
新
世
界
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
」
（
三
九

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
毛
沢
東
の
発
言
か
ら
考
え
て
、
現
実
離
れ
し
た
主
張
で
あ
ろ
う
。 

安
藤
氏
は
、
「
結
論
的
に
い
え
ば
、
毛
沢
東
が
文
化
大
革
命
を
発
動
し
た
目
的
は
、
「
旧
世

界
を
破
壊
す
る
」
こ
と
を
通
し
て
、
「
新
世
界
を
建
設
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
「
五
・
七
指
示

」
は
こ
の
新
世
界
の
綱
領
で
あ
る
。
」
（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
文
化
大
革
命

に
、
安
藤
氏
の
言
う
よ
う
な
高
度
な
理
想
を
果
た
し
て
保
持
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
安
藤
氏

の
文
革
に
対
す
る
毛
沢
東
の
政
治
理
想
へ
の
見
解
は
、
権
力
闘
争
の
実
体
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に

包
む
表
面
上
の
美
化
し
た
理
論
化
で
あ
り
、
真
実
に
縁
遠
い
理
論
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
考
え
て
、
文
化
大
革
命
は
、
既
に
中
西
氏
が
「
第
八
回
党
大

会
の
き
め
た
文
化
革
命
や
整
風
運
動
を
敵
対
的
な
闘
争
に
転
化
し
、
大
衆
を
動
員
し
て
「
革

命
的
」
に
お
こ
な
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」（
四
一
）
と
述
べ
、
李
氏
も
「
今
か
ら
顧
み
る

と
、
一
九
五
七
年
に
お
け
る
毛
沢
東
の
整
風
運
動
は
、
い
わ
ば
早
産
の
文
化
大
革
命
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
」
（
四
二
）
と
言
い
、
「
第
二
次
整
風
運
動
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
氏
の
党
内

の
主
導
権
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
と
見
做
し
て
い
る
の
が
正
し
理
解
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
全
国
人
民
を
大
争
乱
に
巻
き
込
み
、
人
民
の
社
会
生
活
や
中
国
社
会
の
骨
組

み
ま
で
破
壊
し
て
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
を
党
中
央
よ
り
追
放
し
て
、

共
産
党
内
で
揺
る
ぎ
な
い
安
定
的
な
実
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
李
氏
は
、 

「
国
家
主
席
の
劉
少
奇
は
、
毛
沢
東
が
第
八
回
党
大
会
の
誤
り
と
み
な
す
責
任
を
そ
っ
く

り
お
し
つ
け
ら
れ
、
一
九
六
八
年
十
月
に
追
放
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
党
を
除
名
さ
れ
た
う
え

虐
待
の
か
ぎ
り
を
尽
さ
れ
た
・
・
・
鄧
小
平
も
ま
た
追
放
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
党
の
中
枢
機

関
で
あ
る
政
治
局
は
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
。
各
省
の
党
指
導
者
は
大
半
が
職
を
失
っ
て
い
た
。

各
省
の
行
政
は
い
ま
や
人
民
解
放
軍
が
支
配
す
る
「
革
命
委
員
会
」
の
手
中
に
あ
っ
た
。
第

八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
は
大
多
数
が
追
放
さ
れ
て
い
た
」（
四
三
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
の
意
図
し
た
文
革
の
完
成
で
あ
る
。
李
氏
は
、
文
革
完
成
時
の
中
国
社
会
の

人
民
の
生
活
や
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
、 

「
党
は
第
九
回
党
大
会
の
準
備
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
集
団
指
導
体
制
を
口
に
す
る
だ

け
で
も
反
革
命
の
罪
に
問
わ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
や
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
を
う
ん
ぬ
ん

す
れ
ば
反
革
命
罪
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
全
土
は
毛
沢
東
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
『
毛
沢
東

語
録
』
を
た
ず
さ
え
、
小
冊
子
に
あ
る
言
葉
を
暗
誦
し
た
。・
・
・
全
土
の
何
千
万
と
い
う
人

々
が
肖
像
画
の
前
で
礼
拝
し
、
日
々
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
で
一
日
を
は
じ
め
た
。
一
日
が
お

わ
る
と
ま
た
も
や
礼
拝
し
て
報
告
を
な
し
、
誤
り
を
告
白
す
る
の
だ
っ
た
。
労
働
日
は
い
つ

も
毛
沢
東
の
教
え
を
斉
唱
す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
し
て
一
日
を
し
め
く
く
っ
た
。
毛

沢
東
思
想
は
国
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
を
集
団
に
纏
め
る

経
文
（
マ
ン
ド
ラ
）
で
も
あ
っ
た
。・
・
・
第
九
回
党
大
会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
十
三
年
に

わ
た
る
取
り
組
み
の
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
第
八
回
党
大
会
の
原
則
を
正
式
に
く
つ
が
え
し

て
毛
沢
東
を
最
高
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
そ
の
思
想
を
国
家
の
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
再
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
正
式
に
新
し
い
中
央
委
員
会
を
選
出
し
、
政
治
局

を
任
命
す
る
段
取
り
と
な
る
。
毛
沢
東
の
意
志
が
党
則
を
通
じ
て
公
認
さ
れ
れ
ば
、
毛
沢
東

生
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
地
方
に
送
ら
れ
、
数
百
万
の
一
般
の
中
高
生
、
大
学
生
が
そ
の
あ
と

に
つ
づ
い
た
。
地
方
で
思
想
改
造
が
で
き
る
さ
、
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。
学
生
た
ち
は
「
貧

農
お
よ
び
中
流
下
層
の
農
民
か
ら
学
ぶ
」
必
要
が
あ
る
と
い
わ
け
だ
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て

い
る
。
毛
沢
東
は
、
分
裂
と
武
闘
が
地
方
に
及
ぶ
と
、
毛
沢
東
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
の
で

あ
り
、
調
停
に
乗
り
出
す
の
が
、
彼
の
思
想
か
ら
見
て
当
然
の
行
為
だ
っ
た
。 

 

毛
沢
東
の
調
停
に
同
意
せ
ず
、
調
停
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
絶
望
し
た
毛
沢
東
は
文
革
に

利
用
し
た
急
進
派
の
造
反
派
を
農
村
に
下
放
し
て
思
想
改
造
の
再
教
育
を
受
け
さ
せ
た
。
若

い
紅
衛
兵
を
利
用
し
て
劉
少
奇
等
の
右
派
を
党
内
か
ら
追
放
す
る
権
力
闘
争
に
成
功
す
る
と
、

共
産
党
組
織
の
解
体
を
主
張
す
る
過
激
な
紅
衛
兵
は
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
に
は
邪
魔
な
妨

害
物
に
な
る
。
青
年
の
熱
烈
な
毛
沢
東
崇
拝
か
ら
行
動
し
た
「
造
反
有
理
」
は
、
毛
沢
東
の

権
力
闘
争
に
上
手
く
利
用
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
調
停
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
信
頼
を
失
く
し
た
学
生
た
ち
に
代
わ
り
、

両
派
の
和
解
・
調
停
に
す
ぐ
に
同
意
・
合
意
し
た
工
場
労
働
者
に
、
今
後
は
期
待
を
寄
せ
て

行
く
の
で
あ
る
。
両
派
の
統
合
に
成
功
し
た
時
の
毛
沢
東
の
言
葉
と
し
て
李
氏
は
、 

「
工
場
は
平
和
で
、
通
常
の
生
産
活
動
が
つ
づ
い
て
い
た
。「
毛
主
席
の
お
声
が
か
り
」
の

工
場
だ
っ
た
た
め
、
抗
争
中
の
派
閥
も
早
々
に
合
意
に
達
し
て
い
た
。「
文
化
大
革
命
に
つ
い

て
の
や
か
ま
し
い
議
論
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
？
」
毛
沢
東
は
私
か
ら
工
場
の
報
告

を
聞
い
た
あ
と
で
そ
う
反
問
し
た
。「
人
は
い
ま
だ
に
変
わ
る
こ
と
な
く
結
婚
し
、
赤
ん
坊
を

つ
く
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
文
革
な
ん
て
大
多
数
の
者
に
と
っ
ち
ゃ
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
ん
だ
」
文
革
は
わ
た
し
に
と
っ
て
縁
ど
お
く
な
っ
て
い
た
し
、
そ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ

り
毛
沢
東
の
発
言
は
正
し
か
っ
た
。
多
く
の
人
た
ち
は
文
革
を
無
視
し
よ
う
と
し
、
消
え
て

な
く
な
れ
ば
い
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
。
と
は
い
え
、
ほ
か
の
職
場
や
国
内
の
各
地
方
で
は
、

文
革
が
依
然
と
し
て
つ
づ
い
て
お
り
、
混
乱
を
つ
く
り
だ
し
て
暴
力
沙
汰
も
相
変
わ
ら
ず
発

生
し
て
い
た
。
多
く
の
ひ
と
び
と
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
周
辺
で
荒
れ
狂
う
暴
力
は

無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
党
最
高
指
導
部
の
直
接
介
入
が
な
い
か
ぎ
り
は
、
派
閥
抗
争

も
や
み
よ
う
が
な
か
っ
た
。
」
（
三
七
）
と
、
毛
沢
東
自
身
が
、
文
革
は
大
多
数
の
庶
民
に
は

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
無
関
係
な
革
命
で
あ
る
、
つ
ま
り
党
中
央
レ
ベ
ル
で
の
政
治
権
力
闘
争

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
文
革
の
狙
い
が
何
処
に
存
在
し
た
か
、
毛
沢
東
の
言
葉

に
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
党
中
央
の
主
流
派
追
放
に
限
定
し
た
文
革
を
意

図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
自
身
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
文
革
は
「
庶
民
に
は
全
く
関
係

の
な
い
党
中
央
機
関
の
政
治
上
の
問
題
」
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
の
「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二
面
性
の
主
張
や
、
安
藤
氏

の
主
張
し
た
「
第
二
は
、
搾
取
階
級
の
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧
慣
習
」
を
打
破
し

て
、
新
し
い
も
の
を
注
入
し
、「
社
会
全
体
の
精
神
的
様
相
を
改
め
る
」
と
い
う
問
題
意
識
で

あ
る
」
と
い
う
社
会
の
「
旧
思
想
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
」
打
派
と
い
う
主
張
も
成
立
し
な
い
。 

野
村
氏
は
、「
そ
れ
は
、
か
れ
が
基
本
的
に
意
図
し
た
「
文
化
の
革
命
」
が
、
現
実
に
は
ひ

た
す
ら
権
力
レ
ベ
ル
で
の
課
題
へ
と
収
斂
し
、・
・
・
ほ
と
ん
ど
名
状
し
が
た
い
失
望
」
と
述

べ
て
い
た
。
し
か
し
毛
沢
東
の
失
望
感
は
、
自
身
の
発
言
に
依
れ
ば
、
野
村
氏
の
主
張
と
は

全
く
逆
で
あ
る
。
文
革
の
本
質
は
、
毛
沢
東
が
自
白
し
て
い
る
様
に
「
政
治
の
革
命
」
＝
劉

小
埼
等
の
走
資
派
の
追
放
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
提
唱
し
た
「
文
化
の
革
命
」
は
、「
政
治
の
革

命
」
＝
劉
少
奇
等
の
走
資
派
追
放
と
い
う
露
骨
な
権
力
闘
争
を
柔
ら
か
く
包
み
込
む
オ
ブ
ラ

ー
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
文
革
の
目
的
で
あ
る
「
四
旧
（
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧

習
慣
）
打
破
」「
四
新
（
新
思
想
、
新
文
化
、
新
風
俗
、
新
習
慣
）
創
造
」
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思

想
一
掃
と
新
社
会
主
義
理
念
像
は
、
明
確
な
規
定
が
な
く
（
三
八
）
、
劉
少
奇
打
倒
の
真
意
を

大
衆
に
隠
蔽
す
る
美
辞
麗
句
の
抽
象
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
徳
田
氏
が
文
革
の

目
的
の
第
一
に
挙
げ
た
「
マ
ル
チ
人
間
の
育
成
」
論
は
、
全
く
の
空
理
空
想
論
で
あ
る
。 
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は
い
け
な
い
」
と
文
革
を
収
束
さ
せ
る
腹
を
固
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
・
・
・
「
文
革
は
一
年

や
る
の
は
長
い
。
来
春
に
は
必
ず
終
わ
ら
せ
、
続
け
て
第
九
回
党
大
会
を
開
く
」「
党
大
会
で

は
古
く
か
ら
の
同
志
、
党
員
は
み
な
代
表
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
賀
龍
、
鄧
小
平
、
ウ
ラ

ン
フ
ら
は
中
央
委
員
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
毛
沢
東
は
文
革
の
渦
中
で
急
進
派
の
批
判
に

さ
ら
さ
れ
、
失
脚
し
た
古
参
党
員
の
復
活
を
考
え
て
い
た
。・
・
・
事
態
の
思
わ
ぬ
進
展
に
驚

が
く
し
た
毛
沢
東
は
、「
労
働
者
階
級
の
内
部
に
は
根
本
的
な
利
害
の
衝
突
は
な
い
」
と
し
て

「
革
命
的
大
衆
組
織
の
大
連
合
」
を
訴
え
、
軌
道
修
正
に
躍
起
と
な
っ
て
き
た
。
江
青
の
発

言
は
そ
れ
に
水
を
差
し
か
ね
な
い
。
毛
沢
東
は
立
ち
上
が
っ
て
大
声
で
言
っ
た
。「
私
は
分
っ

て
い
る
。
一
部
の
も
の
は
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、（
文
革
を
）
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
や
り

た
け
れ
ば
や
る
が
い
い
。
私
は
や
ら
な
い
」・
・
・
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
の
傷
害
と
な
る
陳

再
道
を
解
任
し
て
軍
権
を
は
く
奪
し
た
か
と
思
え
ば
、
陳
再
道
と
敵
対
し
て
い
た
中
央
文
革

少
組
の
王
力
ら
を
失
脚
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
ん
ど
は
陳
再
道
に
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
。「

主
席
の
考
え
方
に
は
・
・
・
つ
い
て
い
け
な
い
」（
微
行
ー
一
九
六
七
年
の
楊
成
武
）」（
三
五

）
と
あ
る
様
に
、
文
革
の
収
束
と
古
参
幹
部
の
復
権
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

一
面
的
志
向
す
る
急
進
的
左
派
主
義
一
本
や
り
の
人
間
に
は
、
自
己
分
裂
し
た
毛
沢
東
の

二
面
的
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
野
村
氏
の
述
べ
た

「
毛
沢
東
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
＝
修
正
主
義
者
、
劉
少
奇
を
打
倒

す
る
と
と
も
に
、
他
方
、「
極
左
」
＝
「
五
・
一
六
兵
団
」
を
切
り
捨
て
た
」
と
の
毛
沢
東
の

政
治
行
動
の
謎
は
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
解
明
で
き
る
。 

徳
田
氏
の
主
張
し
た
「
毛
沢
東
の
独
裁
者
と
し
て
の
冷
酷
さ
の
片
鱗
」
は
、
紅
衛
兵
を
邪

魔
者
と
し
て
下
放
し
て
、
更
に
は
劉
少
奇
を
虐
待
し
た
点
に
現
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
冷
酷

面
と
温
情
面
を
併
せ
持
つ
毛
沢
東
自
身
の
発
言
か
ら
し
て
、
こ
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。 

ま
た
徳
田
氏
の
「
文
革
は
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
毛
沢
東
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
毛
沢
東
が
支
援
す
る
大
衆
反
乱
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
と
い
矛
盾
し
た
政
治
動
乱
で

あ
り
、
そ
れ
自
体
、
客
観
的
に
み
れ
ば
老
独
裁
者
の
絶
望
的
な
企
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

」
と
述
べ
て
い
た
の
は
、
毛
沢
東
の
発
言
や
政
治
行
動
か
ら
見
て
、
全
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。

文
革
に
よ
っ
て
初
め
て
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
奪
権
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
造
反
派
＝
秩
序
破
壊
者
と
保
皇
派
＝
秩
序
維
持
派
と
い
う
対
の
思
想
の
人
物

で
あ
り
、
こ
の
思
想
に
従
わ
な
い
急
進
的
紅
衛
兵
を
追
放
し
た
。
久
保
氏
は
、「
生
産
現
場
で

労
働
者
に
学
ぼ
う
と
い
う
口
実
の
下
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
体
の
い
い
厄
介
払
い
で
あ
っ
た

」
と
述
べ
て
い
た
が
、
何
故
に
毛
沢
東
は
紅
衛
兵
を
下
放
し
た
の
か
、
回
答
も
得
ら
れ
た
。 

以
上
、
野
村
・
徳
田
・
久
保
氏
等
の
従
来
の
研
究
者
が
誤
っ
た
見
解
を
主
張
し
た
根
本
的

原
因
は
、
毛
沢
東
は
、
造
反
派
と
保
皇
派
と
い
う
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
人
物

で
あ
っ
た
事
に
対
す
る
無
理
解
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
藤
氏
は
、「
し
か
し
、
毛
沢

東
は
紅
衛
兵
、
造
反
派
の
運
動
に
よ
っ
て
、
学
生
、
青
年
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
さ
せ
、

「
実
権
派
」
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
が
、
共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
そ
の
も
の
を
変
更
す
る

気
は
な
く
、
た
え
ず
、
上
か
ら
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
劉
少
奇
ら
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を

限
定
し
よ
う
と
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
具
体
的
展

開
で
あ
る
。
従
っ
て
両
派
閥
を
統
合
で
き
な
い
場
合
は
、
毛
沢
東
の
信
条
に
反
す
る
事
に
な

り
、
同
意
し
な
い
学
生
は
追
放
す
る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。 

李
氏
は
、
統
合
に
合
意
し
な
か
っ
た
急
進
的
学
生
を
下
放
し
た
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
、 

「
し
か
し
な
が
ら
毛
主
席
の
学
生
と
の
会
談
は
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
学

生
の
派
閥
統
合
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
若
者
た
ち
に
信
頼
を
置
い
た
の
は
間
違
い
だ
っ
た
と

毛
沢
東
も
判
断
を
く
だ
し
た
よ
う
だ
。・
・
・
労
働
者
へ
の
贈
り
物
が
国
民
に
し
め
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
毛
主
席
が
も
は
や
、
反
目
し
あ
っ
て
派
閥
化
し
た
学
生
に
信
頼
を
な
く
し
、
こ

ん
ど
は
労
働
者
に
希
望
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
造
反
学

の
メ
ン
バ
ー
ら
を
招
き
、
会
談
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
主
席
は
そ
の
集
ま
り
に
私
も
く
わ

わ
る
よ
う
に
求
め
た
。・
・
・
・
そ
の
日
、
毛
主
席
が
造
反
学
生
グ
ル
ー
プ
と
行
な
っ
た
集
会

は
、
文
化
大
革
命
に
お
い
て
画
期
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
。
毛
は
学
生
た
ち
の
各
派
閥
が
暗

闘
を
止
め
て
統
合
す
る
こ
と
を
も
望
む
一
方
、
も
し
君
た
ち
が
二
分
化
を
続
け
る
な
ら
、
じ

き
に
す
べ
て
の
大
学
が
二
分
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
ー
二
つ
の
精
華
大
、

二
つ
の
北
京
大
、
二
つ
の
北
京
師
範
大
と
い
う
よ
う
に
。
造
反
学
生
た
ち
は
血
気
盛
ん
な
連

中
で
、
私
は
と
り
わ
け
韓
愛
晶
の
こ
と
を
よ
く
お
ぼ
え
て
い
る
。「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利

用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
す
」
と
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
。「
と
こ

ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、
相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。
主

席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
・
し
か
し

主
席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ

う
か
」
。
康
生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け

と
言
え
る
の
か
」
と
ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け

が
い
た
く
気
に
入
っ
た
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分
に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。

他
人
が
あ
え
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か
に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で

き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、
仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大
な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
家
本
元

の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え
て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、
成
長

も
変
化
も
あ
り
様
が
な
い
。
停
滞
が
は
じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」（

三
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
思
想
は
、
文
革
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
の
両
方
に
利
用
さ
れ
る
自
己

分
裂
や
自
己
矛
盾
し
た
内
容
を
持
つ
と
の
学
生
の
主
張
で
あ
る
が
、
毛
沢
東
は
そ
れ
を
是
認

し
て
い
る
。
韓
愛
晶
の
質
問
は
、
文
革
を
推
進
す
る
江
青
や
康
生
等
が
激
怒
す
る
内
容
で
あ

っ
た
が
、
毛
沢
東
思
想
は
、
造
反
派
支
持
と
保
皇
派
支
持
の
両
面
を
持
っ
て
い
た
。 

 

堀
川
氏
は
、「
そ
の
た
め
に
、
一
九
六
七
年
一
月
以
後
、
打
倒
す
べ
き
対
象
が
「
資
本
主
義

の
道
を
歩
む
一
握
り
の
実
権
派
（
走
資
派
）
に
し
ぼ
ら
れ
、
国
家
主
席
劉
少
奇
や
党
総
書
記

鄧
小
平
ら
の
幹
部
が
失
脚
し
て
い
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
の
文
革

の
目
的
は
、
当
初
か
ら
劉
少
奇
等
の
実
権
派
の
打
倒
で
あ
り
、
ま
た
武
闘
は
一
九
七
五
年
一

月
以
後
も
引
き
続
き
各
地
方
で
起
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
志
の
説
明
は
誤
解
で
あ
ろ
う
。 

 

従
来
の
研
究
史
で
は
、
紅
衛
兵
同
士
の
対
立
や
武
闘
が
何
故
に
起
き
た
の
か
、
そ
の
原
因

を
述
べ
て
い
な
い
。
紅
衛
兵
同
士
の
武
闘
が
起
き
た
理
由
は
、
ど
ち
ら
の
解
釈
も
可
能
な
毛

沢
東
思
想
に
内
包
さ
れ
た
自
己
分
裂
的
性
格
に
、
そ
の
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
両
派
の
統
合
を
望
む
の
は
当
然
な
行
為
で
あ
り
、
文
革
＝
造
反
派
の

支
持
派
の
及
ぶ
範
囲
は
、
党
中
央
機
関
内
の
主
流
派
＝
右
派
追
放
に
関
し
て
の
み
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
左
派
＝
文
革
派
に
よ
り
劉
少
奇
等
の

右
派
＝
走
資
派
＝
実
権
派
を
打
倒
し
て
、
左
派
＝
文
革
派
の
勢
力
拡
大
に
よ
り
党
内
で
の
自

己
の
安
定
的
権
力
を
確
立
す
る
事
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
造
反
派
＝
左
派

と
保
皇
派
＝
右
派
の
両
派
閥
を
支
持
す
る
自
己
分
裂
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
立
場
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
右
派
の
劉
少
奇
等
を
打
倒
す
る
た
め
に
造
反
派
を
支
持
し
た
が
、
他

方
で
文
革
派
が
党
組
織
解
体
に
ま
で
急
進
化
す
る
と
、
党
組
織
を
死
守
す
る
保
皇
派
と
し
て
、

古
参
幹
部
の
復
活
や
、
急
進
的
左
派
を
下
放
し
た
の
で
あ
る
（
三
四
）。
こ
の
点
に
、
左
派
と

右
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
毛
沢
東
と
、
文
革
一
本
や
り
の
林
彪
・
江
青

等
の
急
進
的
左
派
と
の
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。 

こ
の
頃
の
毛
沢
東
の
文
革
の
行
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
よ
る
と
、 

「
だ
が
、
毛
沢
東
の
側
近
だ
っ
た
権
延
赤
の
あ
ら
わ
し
た
『
微
行
ー
一
九
六
七
年
の
楊
成

武
』（
広
東
旅
遊
出
版
社
、
九
七
年
）
に
よ
る
と
、
こ
の
こ
ろ
毛
沢
東
は
「
二
度
と
起
こ
し
て
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は
い
け
な
い
」
と
文
革
を
収
束
さ
せ
る
腹
を
固
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
・
・
・
「
文
革
は
一
年

や
る
の
は
長
い
。
来
春
に
は
必
ず
終
わ
ら
せ
、
続
け
て
第
九
回
党
大
会
を
開
く
」「
党
大
会
で

は
古
く
か
ら
の
同
志
、
党
員
は
み
な
代
表
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
賀
龍
、
鄧
小
平
、
ウ
ラ

ン
フ
ら
は
中
央
委
員
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
毛
沢
東
は
文
革
の
渦
中
で
急
進
派
の
批
判
に

さ
ら
さ
れ
、
失
脚
し
た
古
参
党
員
の
復
活
を
考
え
て
い
た
。・
・
・
事
態
の
思
わ
ぬ
進
展
に
驚

が
く
し
た
毛
沢
東
は
、「
労
働
者
階
級
の
内
部
に
は
根
本
的
な
利
害
の
衝
突
は
な
い
」
と
し
て

「
革
命
的
大
衆
組
織
の
大
連
合
」
を
訴
え
、
軌
道
修
正
に
躍
起
と
な
っ
て
き
た
。
江
青
の
発

言
は
そ
れ
に
水
を
差
し
か
ね
な
い
。
毛
沢
東
は
立
ち
上
が
っ
て
大
声
で
言
っ
た
。「
私
は
分
っ

て
い
る
。
一
部
の
も
の
は
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、（
文
革
を
）
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
や
り

た
け
れ
ば
や
る
が
い
い
。
私
は
や
ら
な
い
」・
・
・
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
の
傷
害
と
な
る
陳

再
道
を
解
任
し
て
軍
権
を
は
く
奪
し
た
か
と
思
え
ば
、
陳
再
道
と
敵
対
し
て
い
た
中
央
文
革

少
組
の
王
力
ら
を
失
脚
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
ん
ど
は
陳
再
道
に
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
。「

主
席
の
考
え
方
に
は
・
・
・
つ
い
て
い
け
な
い
」（
微
行
ー
一
九
六
七
年
の
楊
成
武
）」（
三
五

）
と
あ
る
様
に
、
文
革
の
収
束
と
古
参
幹
部
の
復
権
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

一
面
的
志
向
す
る
急
進
的
左
派
主
義
一
本
や
り
の
人
間
に
は
、
自
己
分
裂
し
た
毛
沢
東
の

二
面
的
政
治
的
立
場
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
野
村
氏
の
述
べ
た

「
毛
沢
東
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
＝
修
正
主
義
者
、
劉
少
奇
を
打
倒

す
る
と
と
も
に
、
他
方
、「
極
左
」
＝
「
五
・
一
六
兵
団
」
を
切
り
捨
て
た
」
と
の
毛
沢
東
の

政
治
行
動
の
謎
は
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
解
明
で
き
る
。 

徳
田
氏
の
主
張
し
た
「
毛
沢
東
の
独
裁
者
と
し
て
の
冷
酷
さ
の
片
鱗
」
は
、
紅
衛
兵
を
邪

魔
者
と
し
て
下
放
し
て
、
更
に
は
劉
少
奇
を
虐
待
し
た
点
に
現
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
冷
酷

面
と
温
情
面
を
併
せ
持
つ
毛
沢
東
自
身
の
発
言
か
ら
し
て
、
こ
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。 

ま
た
徳
田
氏
の
「
文
革
は
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
毛
沢
東
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
毛
沢
東
が
支
援
す
る
大
衆
反
乱
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
と
い
矛
盾
し
た
政
治
動
乱
で

あ
り
、
そ
れ
自
体
、
客
観
的
に
み
れ
ば
老
独
裁
者
の
絶
望
的
な
企
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

」
と
述
べ
て
い
た
の
は
、
毛
沢
東
の
発
言
や
政
治
行
動
か
ら
見
て
、
全
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。

文
革
に
よ
っ
て
初
め
て
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
奪
権
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
造
反
派
＝
秩
序
破
壊
者
と
保
皇
派
＝
秩
序
維
持
派
と
い
う
対
の
思
想
の
人
物

で
あ
り
、
こ
の
思
想
に
従
わ
な
い
急
進
的
紅
衛
兵
を
追
放
し
た
。
久
保
氏
は
、「
生
産
現
場
で

労
働
者
に
学
ぼ
う
と
い
う
口
実
の
下
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
体
の
い
い
厄
介
払
い
で
あ
っ
た

」
と
述
べ
て
い
た
が
、
何
故
に
毛
沢
東
は
紅
衛
兵
を
下
放
し
た
の
か
、
回
答
も
得
ら
れ
た
。 

以
上
、
野
村
・
徳
田
・
久
保
氏
等
の
従
来
の
研
究
者
が
誤
っ
た
見
解
を
主
張
し
た
根
本
的

原
因
は
、
毛
沢
東
は
、
造
反
派
と
保
皇
派
と
い
う
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
人
物

で
あ
っ
た
事
に
対
す
る
無
理
解
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
藤
氏
は
、「
し
か
し
、
毛
沢

東
は
紅
衛
兵
、
造
反
派
の
運
動
に
よ
っ
て
、
学
生
、
青
年
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
さ
せ
、

「
実
権
派
」
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
が
、
共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
そ
の
も
の
を
変
更
す
る

気
は
な
く
、
た
え
ず
、
上
か
ら
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
劉
少
奇
ら
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を

限
定
し
よ
う
と
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
具
体
的
展

開
で
あ
る
。
従
っ
て
両
派
閥
を
統
合
で
き
な
い
場
合
は
、
毛
沢
東
の
信
条
に
反
す
る
事
に
な

り
、
同
意
し
な
い
学
生
は
追
放
す
る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。 

李
氏
は
、
統
合
に
合
意
し
な
か
っ
た
急
進
的
学
生
を
下
放
し
た
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
、 

「
し
か
し
な
が
ら
毛
主
席
の
学
生
と
の
会
談
は
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
学

生
の
派
閥
統
合
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
若
者
た
ち
に
信
頼
を
置
い
た
の
は
間
違
い
だ
っ
た
と

毛
沢
東
も
判
断
を
く
だ
し
た
よ
う
だ
。・
・
・
労
働
者
へ
の
贈
り
物
が
国
民
に
し
め
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
毛
主
席
が
も
は
や
、
反
目
し
あ
っ
て
派
閥
化
し
た
学
生
に
信
頼
を
な
く
し
、
こ

ん
ど
は
労
働
者
に
希
望
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
造
反
学

の
メ
ン
バ
ー
ら
を
招
き
、
会
談
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
主
席
は
そ
の
集
ま
り
に
私
も
く
わ

わ
る
よ
う
に
求
め
た
。・
・
・
・
そ
の
日
、
毛
主
席
が
造
反
学
生
グ
ル
ー
プ
と
行
な
っ
た
集
会

は
、
文
化
大
革
命
に
お
い
て
画
期
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
。
毛
は
学
生
た
ち
の
各
派
閥
が
暗

闘
を
止
め
て
統
合
す
る
こ
と
を
も
望
む
一
方
、
も
し
君
た
ち
が
二
分
化
を
続
け
る
な
ら
、
じ

き
に
す
べ
て
の
大
学
が
二
分
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
ー
二
つ
の
精
華
大
、

二
つ
の
北
京
大
、
二
つ
の
北
京
師
範
大
と
い
う
よ
う
に
。
造
反
学
生
た
ち
は
血
気
盛
ん
な
連

中
で
、
私
は
と
り
わ
け
韓
愛
晶
の
こ
と
を
よ
く
お
ぼ
え
て
い
る
。「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利

用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
す
」
と
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
。「
と
こ

ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、
相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。
主

席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
・
し
か
し

主
席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ

う
か
」
。
康
生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け

と
言
え
る
の
か
」
と
ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け

が
い
た
く
気
に
入
っ
た
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分
に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。

他
人
が
あ
え
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か
に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で

き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、
仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大
な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
家
本
元

の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え
て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、
成
長

も
変
化
も
あ
り
様
が
な
い
。
停
滞
が
は
じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」（

三
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
思
想
は
、
文
革
＝
造
反
派
と
反
文
革
派
＝
保
皇
派
の
両
方
に
利
用
さ
れ
る
自
己

分
裂
や
自
己
矛
盾
し
た
内
容
を
持
つ
と
の
学
生
の
主
張
で
あ
る
が
、
毛
沢
東
は
そ
れ
を
是
認

し
て
い
る
。
韓
愛
晶
の
質
問
は
、
文
革
を
推
進
す
る
江
青
や
康
生
等
が
激
怒
す
る
内
容
で
あ

っ
た
が
、
毛
沢
東
思
想
は
、
造
反
派
支
持
と
保
皇
派
支
持
の
両
面
を
持
っ
て
い
た
。 

 

堀
川
氏
は
、「
そ
の
た
め
に
、
一
九
六
七
年
一
月
以
後
、
打
倒
す
べ
き
対
象
が
「
資
本
主
義

の
道
を
歩
む
一
握
り
の
実
権
派
（
走
資
派
）
に
し
ぼ
ら
れ
、
国
家
主
席
劉
少
奇
や
党
総
書
記

鄧
小
平
ら
の
幹
部
が
失
脚
し
て
い
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
の
文
革

の
目
的
は
、
当
初
か
ら
劉
少
奇
等
の
実
権
派
の
打
倒
で
あ
り
、
ま
た
武
闘
は
一
九
七
五
年
一

月
以
後
も
引
き
続
き
各
地
方
で
起
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
志
の
説
明
は
誤
解
で
あ
ろ
う
。 

 

従
来
の
研
究
史
で
は
、
紅
衛
兵
同
士
の
対
立
や
武
闘
が
何
故
に
起
き
た
の
か
、
そ
の
原
因

を
述
べ
て
い
な
い
。
紅
衛
兵
同
士
の
武
闘
が
起
き
た
理
由
は
、
ど
ち
ら
の
解
釈
も
可
能
な
毛

沢
東
思
想
に
内
包
さ
れ
た
自
己
分
裂
的
性
格
に
、
そ
の
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
両
派
の
統
合
を
望
む
の
は
当
然
な
行
為
で
あ
り
、
文
革
＝
造
反
派
の

支
持
派
の
及
ぶ
範
囲
は
、
党
中
央
機
関
内
の
主
流
派
＝
右
派
追
放
に
関
し
て
の
み
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
左
派
＝
文
革
派
に
よ
り
劉
少
奇
等
の

右
派
＝
走
資
派
＝
実
権
派
を
打
倒
し
て
、
左
派
＝
文
革
派
の
勢
力
拡
大
に
よ
り
党
内
で
の
自

己
の
安
定
的
権
力
を
確
立
す
る
事
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
政
治
的
立
場
は
、
造
反
派
＝
左
派

と
保
皇
派
＝
右
派
の
両
派
閥
を
支
持
す
る
自
己
分
裂
し
た
対
の
思
想
を
持
つ
立
場
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
右
派
の
劉
少
奇
等
を
打
倒
す
る
た
め
に
造
反
派
を
支
持
し
た
が
、
他

方
で
文
革
派
が
党
組
織
解
体
に
ま
で
急
進
化
す
る
と
、
党
組
織
を
死
守
す
る
保
皇
派
と
し
て
、

古
参
幹
部
の
復
活
や
、
急
進
的
左
派
を
下
放
し
た
の
で
あ
る
（
三
四
）。
こ
の
点
に
、
左
派
と

右
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
毛
沢
東
と
、
文
革
一
本
や
り
の
林
彪
・
江
青

等
の
急
進
的
左
派
と
の
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。 

こ
の
頃
の
毛
沢
東
の
文
革
の
行
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
よ
る
と
、 

「
だ
が
、
毛
沢
東
の
側
近
だ
っ
た
権
延
赤
の
あ
ら
わ
し
た
『
微
行
ー
一
九
六
七
年
の
楊
成

武
』（
広
東
旅
遊
出
版
社
、
九
七
年
）
に
よ
る
と
、
こ
の
こ
ろ
毛
沢
東
は
「
二
度
と
起
こ
し
て
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い
た
。・
・
・
し
か
し
、
妻
の
江
青
が
つ
く
り
だ
し
て
い
た
あ
れ
こ
れ
の
ご
た
ご
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
し
て
ま
ぎ
れ
も
な
く
政
治
を
江
青
に
か
き
ま
わ
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毛
沢
東
は
江
青
を
止
め
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
」（
三
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。

毛
沢
東
は
江
青
等
の
行
き
過
ぎ
た
行
動
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
、

文
革
少
組
の
行
き
す
ぎ
を
止
め
る
手
立
て
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

武
漢
の
派
閥
抗
争
は
熾
烈
を
極
め
て
お
り
、
抗
争
中
の
双
方
と
も
武
装
し
て
い
た
。
主
席

は
両
派
に
会
い
、
調
停
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
、
武
漢
に
八
月
に
赴
い
た
。
そ
の
時
の
毛
沢

東
の
調
停
方
法
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
武
漢
帰
還
は
意
気
揚
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
反
革
命
な
ど
存
在
せ
ず
、
自

分
に
危
害
を
く
わ
え
よ
う
と
望
む
者
は
ひ
と
り
も
い
な
い
こ
と
を
誇
示
す
る
た
め
、
毛
沢
東

は
無
蓋
ジ
ー
プ
で
ゆ
っ
く
り
行
進
し
た
。・
・
・
陳
再
道
の
支
持
派
も
反
対
派
も
熱
狂
的
な
群

衆
に
ま
じ
っ
て
沿
道
に
な
ら
び
、「
毛
主
席
万
歳
！
毛
主
席
万
歳
！
」
と
叫
ん
だ
。
こ
れ
が
毛

沢
東
流
の
「
両
派
閥
の
民
衆
を
受
け
入
れ
る
」
方
法
だ
っ
た
。
」
（
三
一
）
と
述
べ
る
。 

次
に
精
華
大
学
の
秩
序
回
復
に
、
武
力
行
使
す
る
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
九
六
八
年
七
月
二
十
七
日
の
精
華
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
精
華
大
学
は
、
国
内
で
も
最
高
の
学
府
且
つ
有
名
校
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
科
学
と
工
学

系
の
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。
学
生
の
造
反
運
動
は
北
京
大
学
の
そ
れ
に
お
と
ら
な
い
く
ら
い

と
ど
ろ
い
て
い
た
。
一
九
六
六
年
の
春
、
劉
少
奇
夫
人
の
王
光
美
が
、
同
校
の
文
革
を
指
揮

す
る
工
作
組
の
責
任
者
を
つ
と
め
た
の
だ
っ
た
、
彼
女
は
同
校
の
党
幹
部
を
支
持
し
た
た
め
、

も
っ
と
も
急
進
的
で
反
抗
的
な
学
生
グ
ル
ー
プ
の
反
対
に
あ
っ
た
。
あ
く
る
一
九
六
七
年
の

四
月
、
学
生
た
ち
は
王
光
美
に
報
復
す
る
。・
・
・
学
生
た
ち
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
退
廃
的
か

つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
活
様
式
の
証
で
あ
っ
た
。
そ
の
四
年
後
に
、
精
華
大
学
で
行
な
わ
れ
た

闘
争
集
会
の
と
き
、
王
光
美
は
窮
屈
そ
う
な
旗
袍
を
き
せ
ら
れ
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の
首
飾
り

を
首
に
か
け
ら
れ
た
う
え
、
数
千
人
の
学
生
か
ら
彼
女
を
打
倒
す
る
絶
叫
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
精
華
大
学
は
管
理
不
能
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
や
、

主
席
は
秩
序
を
回
復
し
、
そ
の
た
め
に
は
武
力
の
行
使
も
あ
え
て
辞
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

学
生
達
に
は
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
行
動
は
、
い
い
迷
惑
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
造
反
有

理
」
の
言
葉
に
呼
応
し
て
文
革
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
一
掃
ー
に
立
ち
あ
が
っ
た
が
、
こ
こ

に
き
て
、
毛
沢
東
は
文
革
派
＝
造
反
派
を
抑
圧
す
る
秩
序
回
復
の
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
が
「
造
反
」
の
先
頭
に
立
っ
た
こ
と
を
注
目
す
べ
き
点
と
し
た
堀
川
氏
は
、「
社
会

秩
序
の
破
壊
と
生
産
の
停
滞
と
い
う
予
想
外
の
混
乱
の
中
で
、
権
力
を
掌
握
し
た
毛
沢
東
派

（
文
化
大
革
命
推
進
派
＝
文
革
派
）
も
事
態
収
拾
に
動
い
た
」
と
言
う
。
毛
沢
東
の
自
己
矛

盾
し
た
政
治
行
動
に
言
及
し
て
い
る
が
、
毛
沢
東
は
、
何
故
に
自
己
分
裂
し
た
行
動
に
出
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
知
り
た
い
の
は
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。 

 

毛
沢
東
の
政
治
行
動
は
、
党
中
央
組
織
内
で
の
主
席
と
し
て
の
地
位
の
確
固
た
る
安
定
を

目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
造
反
派
＝
文
革
派
が
党
組
織
を
全
面
的
解
体
す

る
こ
と
ま
で
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
党
組
織
の
頂
点
に
就
く
た
め
に
、
逆
に
党
組
織
体
制

を
擁
護
す
る
保
皇
派
を
支
持
す
る
右
派
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
林
彪

や
江
青
等
の
造
反
派
へ
の
一
辺
倒
の
支
持
者
で
な
く
、
造
反
派
の
支
持
と
保
皇
派
の
支
持
と

い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
毛
沢
東
の
興
味
深
い
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
李
氏
は
、
造
反
派

と
保
皇
派
に
二
大
分
裂
し
て
武
闘
に
発
展
し
た
混
乱
状
態
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
が

紅
衛
兵
の
指
導
者
に
述
べ
た
自
己
の
思
想
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
精
華
大
学
の
蒯
大
富
、
北
京
大
学
の
聶
元
梓
、
北
京
師
範
大
学
の
譚
厚
蘭
、

北
京
航
空
学
院
の
韓
愛
晶
、
北
京
地
質
学
院
の
王
大
賓
ら
造
反
派
の
代
表
に
中
央
文
革
少
組

だ
と
主
席
は
言
い
、
労
働
者
を
支
持
す
る
メ
モ
を
書
い
た
。
・
・
・
新
設
の
革
命
委
員
会
は
、

や
が
っ
て
「
模
範
委
員
会
」
と
宣
せ
ら
れ
、
毛
主
席
じ
き
じ
き
の
指
示
の
も
と
に
運
営
さ
れ

る
と
さ
れ
た
。
こ
の
成
功
の
功
績
は
ほ
と
ん
ど
が
汪
東
興
の
手
腕
に
帰
せ
ら
れ
た
。
一
九
六

八
年
の
春
に
は
、
ほ
か
に
五
の
主
要
工
場
ー
新
華
印
刷
工
場
、
二
七
機
関
車
車
両
工
場
、
北

郊
木
材
工
場
、
北
京
第
二
科
学
工
場
、
南
口
機
関
車
車
両
工
場
ー
が
汪
東
興
の
監
督
下
に
入

っ
た
。
こ
れ
ら
の
六
工
場
は
ま
も
な
く
全
国
に
毛
主
席
じ
き
じ
き
の
指
導
を
う
け
た
模
範
工

場
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
中
央
機
関
外
の
地
方
組
織
、
労
働
者
階
級
、
青
年
の
間
で
の
対
立
や
内
戦

ま
で
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
全
国
の
混
乱
収
拾
に
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
。
毛
沢
東
が
北
京
を
離
れ
て
武
漢
に
飛
び
立
っ
た
留
守
中
に
、
劉
少
奇
が
批

判
闘
争
で
吊
る
し
上
げ
の
状
態
に
な
っ
た
時
の
状
況
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
ど
こ
も
か
し
こ
も
文
革
の
暴
力
は
ひ
ろ
が
り
つ
づ
け
て
い
た
。
組
織
は
分
裂
し
、
殴
打

や
殴
り
合
い
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
し
、
銃
器
さ
え
使
用
さ
れ
た
。
毛
沢
東
が
い
く
ど
と

な
く
す
ご
し
て
き
た
武
漢
の
状
況
は
と
く
に
ひ
ど
か
っ
た
。
主
席
は
調
停
の
た
め
に
出
か
け

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
京
は
ほ
と
ん
ど
無
秩
序
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。・
・
・
主
席

が
留
守
の
た
め
、
江
青
一
派
が
実
権
を
に
ぎ
り
、
別
天
地
で
さ
え
や
が
て
暴
力
の
渦
の
な
か

に
の
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
国
家
主
席
の
劉
少
奇
が
主
た
る
攻
撃
の
標
的
だ
っ
た
。
数
百
人

の
学
生
デ
モ
隊
が
主
席
の
出
発
し
た
あ
と
西
門
の
外
に
集
ま
り
だ
し
、
府
右
街
を
中
南
海
の

西
方
ま
で
埋
め
つ
く
し
て
、
劉
少
奇
打
倒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
口
々
に
叫
ぶ
。
朱
色
の
城
壁
に

は
大
文
字
の
壁
新
聞
が
は
ら
れ
、
主
席
が
か
つ
て
後
継
者
と
宣
言
し
た
人
物
を
攻
撃
す
る
。
・

・
・
七
月
十
七
日
、
状
況
は
険
悪
に
な
っ
た
。
執
務
室
で
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
警
護
官
が

と
び
こ
ん
で
き
て
、
劉
少
奇
が
国
務
院
小
講
堂
の
外
で
「
批
判
闘
争
」
に
か
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
私
は
す
ぐ
さ
ま
現
場
に
か
け
て
い
っ
た
。
人
垣
が
で
き
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
党

中
央
書
記
処
の
下
級
幹
部
で
あ
る
。
党
中
央
警
護
団
の
将
校
や
兵
士
も
見
ま
も
っ
て
い
た
。

劉
少
奇
に
す
こ
し
で
も
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。・
・
・
私
は

見
る
に
し
の
び
な
く
な
っ
た
。
劉
少
奇
は
す
で
に
七
十
ち
か
く
、
し
か
も
わ
れ
わ
れ
の
国
家

主
席
で
は
な
い
か
。
私
は
批
判
闘
争
の
場
を
立
ち
さ
り
、
真
っ
先
に
鄧
小
平
・
卓
琳
の
住
ま

い
へ
向
か
い
、
つ
い
で
陶
鋳
・
曽
士
夫
妻
を
た
ず
ね
た
。
両
夫
妻
と
も
批
判
闘
争
に
か
け
ら

れ
て
い
た
が
、
劉
少
奇
の
場
合
ほ
ど
す
ざ
ま
し
く
は
な
か
っ
た
。
両
夫
妻
は
群
衆
に
お
さ
れ
、

こ
づ
か
れ
、
や
じ
を
あ
び
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
蹴
ら
れ
た
り
な
ぐ
ら
れ
た
り
は
な
か
っ
た
。
・

・
・
そ
の
夜
、
私
は
ふ
た
た
び
主
席
と
会
い
、
も
う
い
ち
ど
中
南
海
の
様
子
を
述
べ
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
た
。
「
あ
い
つ
ら
、
お
れ
の
い
う
こ
と
を
き
か
ん
の
だ
」
。
は
な
し
お
わ
る
と
、

主
席
は
そ
う
こ
ぼ
し
た
。
夫
人
も
ふ
く
め
た
中
央
文
革
少
組
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

毛
沢
東
の
主
張
に
よ
る
と
、
三
人
の
指
導
者
を
虐
待
し
な
い
よ
う
に
言
い
わ
た
し
て
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
。
「
連
中
は
そ
れ
を
無
視
し
お
っ
た
」
。
主
席
は
な
お
も
言
い
つ
の
り
、
あ
き

ら
か
に
文
革
少
組
の
行
き
過
ぎ
に
う
ろ
た
え
て
い
た
。
主
席
は
や
は
り
無
差
別
攻
撃
を
命
じ

て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
、
と
私
は
結
論
を
く
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
二
九
）
と
述
べ
て
い

る
。
遂
に
国
家
主
席
の
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
の
最
高
幹
部
が
、
造
反
派
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
右
派
を
嫌
悪
し
て
追
放
し
た
か
っ
た
が
、
暴

力
行
為
ま
で
は
求
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
江
青
等
の
急
進
的
造
反
派
の
行
き
過
ぎ
た

虐
待
行
動
に
は
不
快
感
を
も
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、 

「
八
月
、
毛
沢
東
は
北
京
に
も
ど
る
や
、
た
だ
ち
に
王
力
と
関
鋒
を
追
放
し
、
仲
間
の
戚

本
禹
も
あ
く
る
年
の
一
月
に
逮
捕
さ
れ
た
。
王
力
、
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
が
急
進
的
で
挑
発
的

で
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
も
な
い
が
、
し
か
し
三
人
は
犠
牲
の
山
羊
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

た
。
中
央
文
革
少
組
の
実
権
は
康
生
と
陳
伯
達
、
そ
し
て
江
青
の
手
中
に
あ
っ
た
。
彼
ら
こ

そ
が
決
断
を
く
だ
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に
江
青
に
不
満
を
い
だ
い
て
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い
た
。・
・
・
し
か
し
、
妻
の
江
青
が
つ
く
り
だ
し
て
い
た
あ
れ
こ
れ
の
ご
た
ご
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
し
て
ま
ぎ
れ
も
な
く
政
治
を
江
青
に
か
き
ま
わ
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毛
沢
東
は
江
青
を
止
め
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
」（
三
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。

毛
沢
東
は
江
青
等
の
行
き
過
ぎ
た
行
動
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
、

文
革
少
組
の
行
き
す
ぎ
を
止
め
る
手
立
て
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

武
漢
の
派
閥
抗
争
は
熾
烈
を
極
め
て
お
り
、
抗
争
中
の
双
方
と
も
武
装
し
て
い
た
。
主
席

は
両
派
に
会
い
、
調
停
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
、
武
漢
に
八
月
に
赴
い
た
。
そ
の
時
の
毛
沢

東
の
調
停
方
法
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
武
漢
帰
還
は
意
気
揚
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
反
革
命
な
ど
存
在
せ
ず
、
自

分
に
危
害
を
く
わ
え
よ
う
と
望
む
者
は
ひ
と
り
も
い
な
い
こ
と
を
誇
示
す
る
た
め
、
毛
沢
東

は
無
蓋
ジ
ー
プ
で
ゆ
っ
く
り
行
進
し
た
。・
・
・
陳
再
道
の
支
持
派
も
反
対
派
も
熱
狂
的
な
群

衆
に
ま
じ
っ
て
沿
道
に
な
ら
び
、「
毛
主
席
万
歳
！
毛
主
席
万
歳
！
」
と
叫
ん
だ
。
こ
れ
が
毛

沢
東
流
の
「
両
派
閥
の
民
衆
を
受
け
入
れ
る
」
方
法
だ
っ
た
。
」
（
三
一
）
と
述
べ
る
。 

次
に
精
華
大
学
の
秩
序
回
復
に
、
武
力
行
使
す
る
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
九
六
八
年
七
月
二
十
七
日
の
精
華
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
精
華
大
学
は
、
国
内
で
も
最
高
の
学
府
且
つ
有
名
校
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
科
学
と
工
学

系
の
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。
学
生
の
造
反
運
動
は
北
京
大
学
の
そ
れ
に
お
と
ら
な
い
く
ら
い

と
ど
ろ
い
て
い
た
。
一
九
六
六
年
の
春
、
劉
少
奇
夫
人
の
王
光
美
が
、
同
校
の
文
革
を
指
揮

す
る
工
作
組
の
責
任
者
を
つ
と
め
た
の
だ
っ
た
、
彼
女
は
同
校
の
党
幹
部
を
支
持
し
た
た
め
、

も
っ
と
も
急
進
的
で
反
抗
的
な
学
生
グ
ル
ー
プ
の
反
対
に
あ
っ
た
。
あ
く
る
一
九
六
七
年
の

四
月
、
学
生
た
ち
は
王
光
美
に
報
復
す
る
。・
・
・
学
生
た
ち
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
退
廃
的
か

つ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
活
様
式
の
証
で
あ
っ
た
。
そ
の
四
年
後
に
、
精
華
大
学
で
行
な
わ
れ
た

闘
争
集
会
の
と
き
、
王
光
美
は
窮
屈
そ
う
な
旗
袍
を
き
せ
ら
れ
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の
首
飾
り

を
首
に
か
け
ら
れ
た
う
え
、
数
千
人
の
学
生
か
ら
彼
女
を
打
倒
す
る
絶
叫
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
精
華
大
学
は
管
理
不
能
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
や
、

主
席
は
秩
序
を
回
復
し
、
そ
の
た
め
に
は
武
力
の
行
使
も
あ
え
て
辞
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

学
生
達
に
は
、
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
行
動
は
、
い
い
迷
惑
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
造
反
有

理
」
の
言
葉
に
呼
応
し
て
文
革
ー
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
一
掃
ー
に
立
ち
あ
が
っ
た
が
、
こ
こ

に
き
て
、
毛
沢
東
は
文
革
派
＝
造
反
派
を
抑
圧
す
る
秩
序
回
復
の
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
が
「
造
反
」
の
先
頭
に
立
っ
た
こ
と
を
注
目
す
べ
き
点
と
し
た
堀
川
氏
は
、「
社
会

秩
序
の
破
壊
と
生
産
の
停
滞
と
い
う
予
想
外
の
混
乱
の
中
で
、
権
力
を
掌
握
し
た
毛
沢
東
派

（
文
化
大
革
命
推
進
派
＝
文
革
派
）
も
事
態
収
拾
に
動
い
た
」
と
言
う
。
毛
沢
東
の
自
己
矛

盾
し
た
政
治
行
動
に
言
及
し
て
い
る
が
、
毛
沢
東
は
、
何
故
に
自
己
分
裂
し
た
行
動
に
出
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
知
り
た
い
の
は
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。 

 

毛
沢
東
の
政
治
行
動
は
、
党
中
央
組
織
内
で
の
主
席
と
し
て
の
地
位
の
確
固
た
る
安
定
を

目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
造
反
派
＝
文
革
派
が
党
組
織
を
全
面
的
解
体
す

る
こ
と
ま
で
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
党
組
織
の
頂
点
に
就
く
た
め
に
、
逆
に
党
組
織
体
制

を
擁
護
す
る
保
皇
派
を
支
持
す
る
右
派
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
林
彪

や
江
青
等
の
造
反
派
へ
の
一
辺
倒
の
支
持
者
で
な
く
、
造
反
派
の
支
持
と
保
皇
派
の
支
持
と

い
う
、
自
己
矛
盾
し
た
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
毛
沢
東
の
興
味
深
い
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
李
氏
は
、
造
反
派

と
保
皇
派
に
二
大
分
裂
し
て
武
闘
に
発
展
し
た
混
乱
状
態
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
が

紅
衛
兵
の
指
導
者
に
述
べ
た
自
己
の
思
想
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
精
華
大
学
の
蒯
大
富
、
北
京
大
学
の
聶
元
梓
、
北
京
師
範
大
学
の
譚
厚
蘭
、

北
京
航
空
学
院
の
韓
愛
晶
、
北
京
地
質
学
院
の
王
大
賓
ら
造
反
派
の
代
表
に
中
央
文
革
少
組

だ
と
主
席
は
言
い
、
労
働
者
を
支
持
す
る
メ
モ
を
書
い
た
。
・
・
・
新
設
の
革
命
委
員
会
は
、

や
が
っ
て
「
模
範
委
員
会
」
と
宣
せ
ら
れ
、
毛
主
席
じ
き
じ
き
の
指
示
の
も
と
に
運
営
さ
れ

る
と
さ
れ
た
。
こ
の
成
功
の
功
績
は
ほ
と
ん
ど
が
汪
東
興
の
手
腕
に
帰
せ
ら
れ
た
。
一
九
六

八
年
の
春
に
は
、
ほ
か
に
五
の
主
要
工
場
ー
新
華
印
刷
工
場
、
二
七
機
関
車
車
両
工
場
、
北

郊
木
材
工
場
、
北
京
第
二
科
学
工
場
、
南
口
機
関
車
車
両
工
場
ー
が
汪
東
興
の
監
督
下
に
入

っ
た
。
こ
れ
ら
の
六
工
場
は
ま
も
な
く
全
国
に
毛
主
席
じ
き
じ
き
の
指
導
を
う
け
た
模
範
工

場
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
中
央
機
関
外
の
地
方
組
織
、
労
働
者
階
級
、
青
年
の
間
で
の
対
立
や
内
戦

ま
で
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
全
国
の
混
乱
収
拾
に
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
。
毛
沢
東
が
北
京
を
離
れ
て
武
漢
に
飛
び
立
っ
た
留
守
中
に
、
劉
少
奇
が
批

判
闘
争
で
吊
る
し
上
げ
の
状
態
に
な
っ
た
時
の
状
況
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
ど
こ
も
か
し
こ
も
文
革
の
暴
力
は
ひ
ろ
が
り
つ
づ
け
て
い
た
。
組
織
は
分
裂
し
、
殴
打

や
殴
り
合
い
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
し
、
銃
器
さ
え
使
用
さ
れ
た
。
毛
沢
東
が
い
く
ど
と

な
く
す
ご
し
て
き
た
武
漢
の
状
況
は
と
く
に
ひ
ど
か
っ
た
。
主
席
は
調
停
の
た
め
に
出
か
け

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
京
は
ほ
と
ん
ど
無
秩
序
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。・
・
・
主
席

が
留
守
の
た
め
、
江
青
一
派
が
実
権
を
に
ぎ
り
、
別
天
地
で
さ
え
や
が
て
暴
力
の
渦
の
な
か

に
の
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
国
家
主
席
の
劉
少
奇
が
主
た
る
攻
撃
の
標
的
だ
っ
た
。
数
百
人

の
学
生
デ
モ
隊
が
主
席
の
出
発
し
た
あ
と
西
門
の
外
に
集
ま
り
だ
し
、
府
右
街
を
中
南
海
の

西
方
ま
で
埋
め
つ
く
し
て
、
劉
少
奇
打
倒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
口
々
に
叫
ぶ
。
朱
色
の
城
壁
に

は
大
文
字
の
壁
新
聞
が
は
ら
れ
、
主
席
が
か
つ
て
後
継
者
と
宣
言
し
た
人
物
を
攻
撃
す
る
。
・

・
・
七
月
十
七
日
、
状
況
は
険
悪
に
な
っ
た
。
執
務
室
で
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
警
護
官
が

と
び
こ
ん
で
き
て
、
劉
少
奇
が
国
務
院
小
講
堂
の
外
で
「
批
判
闘
争
」
に
か
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
私
は
す
ぐ
さ
ま
現
場
に
か
け
て
い
っ
た
。
人
垣
が
で
き
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
党

中
央
書
記
処
の
下
級
幹
部
で
あ
る
。
党
中
央
警
護
団
の
将
校
や
兵
士
も
見
ま
も
っ
て
い
た
。

劉
少
奇
に
す
こ
し
で
も
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。・
・
・
私
は

見
る
に
し
の
び
な
く
な
っ
た
。
劉
少
奇
は
す
で
に
七
十
ち
か
く
、
し
か
も
わ
れ
わ
れ
の
国
家

主
席
で
は
な
い
か
。
私
は
批
判
闘
争
の
場
を
立
ち
さ
り
、
真
っ
先
に
鄧
小
平
・
卓
琳
の
住
ま

い
へ
向
か
い
、
つ
い
で
陶
鋳
・
曽
士
夫
妻
を
た
ず
ね
た
。
両
夫
妻
と
も
批
判
闘
争
に
か
け
ら

れ
て
い
た
が
、
劉
少
奇
の
場
合
ほ
ど
す
ざ
ま
し
く
は
な
か
っ
た
。
両
夫
妻
は
群
衆
に
お
さ
れ
、

こ
づ
か
れ
、
や
じ
を
あ
び
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
蹴
ら
れ
た
り
な
ぐ
ら
れ
た
り
は
な
か
っ
た
。
・

・
・
そ
の
夜
、
私
は
ふ
た
た
び
主
席
と
会
い
、
も
う
い
ち
ど
中
南
海
の
様
子
を
述
べ
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
た
。
「
あ
い
つ
ら
、
お
れ
の
い
う
こ
と
を
き
か
ん
の
だ
」
。
は
な
し
お
わ
る
と
、

主
席
は
そ
う
こ
ぼ
し
た
。
夫
人
も
ふ
く
め
た
中
央
文
革
少
組
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

毛
沢
東
の
主
張
に
よ
る
と
、
三
人
の
指
導
者
を
虐
待
し
な
い
よ
う
に
言
い
わ
た
し
て
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
。
「
連
中
は
そ
れ
を
無
視
し
お
っ
た
」
。
主
席
は
な
お
も
言
い
つ
の
り
、
あ
き

ら
か
に
文
革
少
組
の
行
き
過
ぎ
に
う
ろ
た
え
て
い
た
。
主
席
は
や
は
り
無
差
別
攻
撃
を
命
じ

て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
、
と
私
は
結
論
を
く
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
二
九
）
と
述
べ
て
い

る
。
遂
に
国
家
主
席
の
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
の
最
高
幹
部
が
、
造
反
派
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
右
派
を
嫌
悪
し
て
追
放
し
た
か
っ
た
が
、
暴

力
行
為
ま
で
は
求
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
江
青
等
の
急
進
的
造
反
派
の
行
き
過
ぎ
た

虐
待
行
動
に
は
不
快
感
を
も
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、 

「
八
月
、
毛
沢
東
は
北
京
に
も
ど
る
や
、
た
だ
ち
に
王
力
と
関
鋒
を
追
放
し
、
仲
間
の
戚

本
禹
も
あ
く
る
年
の
一
月
に
逮
捕
さ
れ
た
。
王
力
、
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
が
急
進
的
で
挑
発
的

で
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
も
な
い
が
、
し
か
し
三
人
は
犠
牲
の
山
羊
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

た
。
中
央
文
革
少
組
の
実
権
は
康
生
と
陳
伯
達
、
そ
し
て
江
青
の
手
中
に
あ
っ
た
。
彼
ら
こ

そ
が
決
断
を
く
だ
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に
江
青
に
不
満
を
い
だ
い
て
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の
女
友
達
は
い
ず
れ
も
そ
う
だ
っ
た
。
主
席
に
近
づ
く
場
合
に
行
わ
れ
る
政
治
的
審
査
の
条

件
は
、
党
に
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
三
人
娘

に
会
っ
て
え
ら
く
よ
ろ
こ
ん
だ
。「
や
つ
ら
が
お
前
た
ち
を
い
ら
な
い
と
い
う
な
ら
、
私
の
と

こ
ろ
に
い
れ
ば
い
い
」
と
主
席
は
言
っ
た
。
「
お
前
た
ち
は
〝
皇
帝
〟
を
守
る(

保
皇
派)

ん
だ

そ
う
だ
な
。
そ
れ
な
ら
、
こ
の
私
が
皇
帝
だ
」
劉
は
主
席
と
の
つ
な
が
り
で
大
き
な
プ
ラ
ス

を
得
た
。
毛
沢
東
が
党
中
央
軍
事
委
員
会
内
の
文
革
責
任
者
を
つ
と
め
る
林
彪
夫
人
の
葉
群

に
対
し
、
劉
ら
三
人
娘
へ
の
攻
撃
を
中
止
す
る
よ
う
に
支
持
す
る
と
、
葉
群
は
そ
れ
以
上
の

手
を
う
っ
た
。
空
軍
司
令
員
の
呉
法
憲
に
劉
を
文
化
工
作
隊
の
新
し
い
「
革
命
委
員
会
」
の

主
任
に
任
命
す
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
劉
は
た
ち
ま
ち
街
を
さ
ま
よ
う
浮
浪
者
か
ら

一
躍
、
文
革
の
名
士
に
な
り
お
お
せ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の

保
皇
派
の
支
持
は
、
党
組
織
の
安
定
と
皇
帝
＝
毛
沢
東
へ
の
絶
対
的
忠
誠
心
が
理
由
で
あ
っ

た
。
江
青
の
狙
い
撃
ち
は
、
毛
沢
東
の
側
近
で
あ
る
李
氏
に
ま
で
「
毒
殺
未
遂
」
の
言
い
が

か
り
で
及
び
、
そ
れ
を
助
け
た
看
護
婦
長
の
呉
旭
君
に
も
攻
撃
の
矛
先
を
む
け
た
の
で
あ
る
。

李
氏
に
連
れ
ら
れ
毛
沢
東
に
面
会
し
た
呉
旭
君
に
対
し
て
毛
沢
東
は
、 

「
そ
れ
で
も
主
席
は
、
江
青
夫
人
が
自
分
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
廉
で
私
へ
の
告
発
を
強

要
し
た
と
い
う
、
呉
旭
君
の
話
に
じ
っ
と
耳
を
か
た
む
け
た
。「
い
ま
、
わ
た
し
は
反
革
命
分

子
に
さ
れ
か
け
て
い
る
の
で
す
」
。
そ
う
言
っ
て
呉
旭
君
は
話
を
む
す
ん
だ
。
毛
沢
東
は
声
を

た
て
て
笑
っ
た
。「
そ
り
ゃ
い
い
。
私
の
と
こ
ろ
は
ど
う
や
ら
反
革
命
分
子
の
避
難
場
所
に
な

り
お
る
ぞ
。
君
た
ち
ふ
た
り
は
私
の
と
こ
ろ
に
い
る
が
い
い
」
。
君
た
ち
は
も
う
江
青
の
た
め

に
働
く
必
要
が
な
い
、
と
毛
沢
東
は
言
い
き
っ
た
。
」（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、

江
青
の
仕
掛
け
た
李
氏
と
呉
婦
長
へ
の
反
革
命
分
子
と
の
非
難
を
庇
い
、
自
分
の
所
は
、
反

革
命
分
子
の
避
難
場
所
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
一
方
で
造
反
派
を
支
持
し
て
、
他
方
で
保
皇
派
を
支
持
す
る
自
己
矛
盾
す
る

行
動
を
す
る
毛
沢
東
は
、
二
分
化
し
て
内
戦
状
況
に
ま
で
陥
っ
た
造
反
派
と
保
皇
派
の
両
派

閥
に
対
し
て
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

毛
沢
東
は
、「
司
令
部
を
攻
撃
せ
よ
」
、「
造
反
有
理
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
中

央
の
実
権
派
か
ら
の
権
力
奪
取
の
た
め
の
政
治
的
攻
撃
を
望
ん
だ
。
し
か
し
文
革
が
、
毛
沢

東
の
意
図
を
離
れ
て
、
江
青
ら
の
急
進
派
に
指
導
さ
れ
て
中
国
全
国
に
及
ん
で
い
く
。
す
る

と
毛
沢
東
は
、
積
極
的
に
極
左
派
の
造
反
派
と
右
派
の
保
皇
派
の
乱
闘
や
内
戦
の
調
停
に
乗

り
出
し
て
、
両
者
の
和
解
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
六
七
年
七
月
、
北
京
の
紡
績
工
場
で
は
労

働
者
は
、
二
大
派
閥
に
分
か
れ
て
闘
争
し
て
い
た
が
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
を
自
己
の
代
理
人

に
派
遣
し
て
、
労
働
者
の
統
合
を
望
ん
だ
。
李
氏
は
、 

「
工
場
内
は
二
大
派
閥
に
分
か
れ
て
に
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
党
委
員
会
は
す
で
に
倒
さ
れ

て
お
り
、
も
と
の
党
委
員
会
第
一
書
記
と
そ
の
第
二
書
記
は
一
版
長
に
降
格
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
最
終
的
に
ど
ち
ら
の
派
閥
が
工
場
を
支
配
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
が
相
変
わ

ら
ず
つ
づ
い
て
い
た
。
大
多
数
の
労
働
者
ー
お
よ
そ
千
人
の
う
ち
八
百
人
ー
は
抗
争
を
傍
観

し
て
い
た
。
か
か
わ
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
毛
主
席
か
ら
じ
き

じ
き
当
工
場
へ
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
警
護
団
の
両
将
校
は
、
私
の
到
着
後
ま
も
な
く
二

大
派
閥
の
指
導
者
に
告
げ
た
。
「
毛
主
席
は
両
者
の
統
合
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
」
・
・
・
こ
の

よ
う
に
私
の
身
分
が
あ
き
ら
か
に
な
る
や
、
対
立
中
の
派
閥
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
、
軍
事
管
理

委
員
会
は
ほ
ん
と
う
に
毛
主
席
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
納
得
し
た
の
で
あ
る
。
突
如
と
し

て
造
反
派
も
、「
保
皇
派
」
も
す
す
ん
で
警
護
団
側
の
調
停
に
応
じ
た
。
意
見
の
相
違
は
す
み

や
か
に
解
決
を
み
た
。
一
九
六
七
年
九
月
、
工
場
運
営
の
た
め
に
「
革
命
委
員
会
」
が
設
け

ら
れ
て
、
生
産
は
ま
も
な
く
再
開
さ
れ
た
。
私
は
足
し
げ
く
毛
沢
東
の
も
と
へ
報
告
に
い
っ

た
。
新
し
い
情
報
を
つ
た
え
る
と
、
主
席
は
よ
ろ
こ
ん
だ
。
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
、
労
働
者
階

級
内
に
は
基
本
的
な
意
見
の
相
違
が
あ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
労
働
者
は
一
本
に
な
る
べ
き

は
二
分
さ
れ
て
い
た
。
戦
闘
的
な
造
反
派
が
党
委
員
会
へ
の
攻
撃
を
先
導
し
、
一
方
の
党
支

持
者
ー
「
保
皇
派
」
も
は
げ
し
く
反
撃
し
た
。
当
の
党
委
員
会
で
さ
え
し
ば
し
ば
手
が
付
け

ら
れ
な
い
ま
で
に
分
裂
し
た
。
ど
こ
で
も
党
幹
部
た
ち
は
権
力
を
手
に
い
れ
よ
う
と
反
目
し

あ
っ
た
。
保
守
派
が
ま
だ
優
勢
だ
っ
た
。
各
地
、
各
機
関
の
党
委
員
会
は
何
年
に
も
わ
た
っ

て
非
常
に
大
き
な
権
力
を
あ
つ
め
て
い
た
か
ら
、
そ
う
簡
単
に
は
倒
れ
な
か
っ
た
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
原
則
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
闘
争
に
関
係
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
は
造
反
派
の
側
に
た
っ

た
。
保
守
的
な
党
委
員
会
を
追
放
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
月
下
旬
、
造
反
の
左
派
を
支

援
す
べ
く
解
放
軍
の
協
力
を
求
め
る
。
か
か
る
挙
に
出
た
の
は
、
文
革
は
わ
れ
わ
れ
が
左
派

を
支
援
し
な
い
か
ぎ
り
成
功
し
え
な
い
か
ら
だ
、
と
主
席
は
私
に
語
っ
た
」（
二
四
）
と
述
べ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
造
反
側
に
立
ち
、
党
内
主
流
派
の
暴
力
的
追
放
行
動
に
出
た
。 

し
か
し
毛
沢
東
は
、
林
彪
や
江
青
の
造
反
派
支
持
の
一
辺
倒
で
な
く
、
奇
妙
な
こ
と
に
複

雑
な
政
治
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。
造
反
派
と
は
逆
な
保
守
派
＝
保
皇
派
＝
右
派
を
支
持
し

始
め
た
の
で
あ
る
。
一
体
、
そ
の
理
由
は
何
処
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
氏
は
、
側

近
の
造
反
運
動
を
否
定
す
る
毛
沢
東
と
、
毛
沢
東
の
保
皇
派
支
持
に
つ
い
て
、 

「
汪
東
興
へ
の
攻
撃
は
そ
う
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
鶴
の
一
声
で
毛
沢
東
は
や
め
さ

せ
た
か
ら
で
あ
る
。「
公
安
体
制
を
断
じ
て
崩
壊
さ
せ
は
な
ら
な
い
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た

。
主
席
は
周
恩
来
に
指
示
を
だ
し
、
周
恩
来
は
か
わ
っ
て
、
主
席
付
き
の
者
は
だ
れ
で
あ
れ

革
命
的
な
造
反
運
動
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
わ
た
し
た
。
・
・
・
「
お
れ
が
そ
う
言

っ
た
と
み
ん
な
に
つ
た
え
ろ
」
。
毛
沢
東
自
身
の
安
全
確
保
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
み

ず
か
ら
仕
掛
け
た
騒
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
主
席
は
わ
が
身
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
し
た
か

っ
た
の
だ
。
汪
東
興
は
主
席
の
命
令
に
乗
じ
て
自
己
の
権
力
を
さ
ら
に
安
定
さ
せ
よ
う
と
こ

ん
ど
は
党
中
央
警
護
団
内
の
革
命
的
造
反
グ
ル
ー
プ
へ
の
反
撃
を
開
始
し
、
彼
ら
も
江
西
省

の
「
五
・
七
幹
部
学
校
」
へ
送
り
こ
む
。
警
護
団
だ
け
が
国
内
で
文
革
を
無
傷
の
ま
ま
で
生

き
残
り
、
以
前
に
も
ま
し
て
い
っ
そ
う
の
力
を
つ
け
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
党
の
機

構
は
混
乱
の
極
に
達
し
、
中
枢
の
政
治
局
す
ら
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
党
幹
部
が
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
多
く
は
失
脚
し
、
大
半
は
職
務
の
遂
行
が
不

能
の
状
態
に
お
ち
て
い
っ
た
。
周
恩
来
が
率
い
る
行
政
府
の
官
僚
機
構
も
混
乱
の
な
か
に
あ

っ
た
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
自
己
の
身
の
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
自
ら
仕
掛
け
た
造
反
グ
ル
ー
プ
の
党

中
央
警
護
団
へ
の
攻
撃
や
警
護
団
内
の
造
反
派
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
、
即
刻
と
周
恩
来
に

命
令
し
て
造
反
運
動
を
中
止
さ
せ
て
、
造
反
グ
ル
ー
プ
を
地
方
に
下
放
し
た
の
で
あ
る
。
毛

沢
東
の
保
守
派
＝
現
状
維
持
派
＝
右
派
の
支
持
は
、
党
中
央
警
護
団
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
六
六
年
十
一
月
に
毛
沢
東
の
行
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
張
玉
鳳
の
つ
と
め
る
特
別
運
輸
部
内
の
「
革
命
的
造
反
グ
ル
ー
プ
」
が
党
書
記
を
打
倒

し
、
機
関
を
乗
っ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
張
玉
鳳
は
し
か
し
忠
実
な
党
員
で
あ
り
、
上
司

を
支
持
し
た
た
め
、
こ
ん
ど
は
自
分
が
攻
撃
さ
れ
る
番
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
毛
へ
の
贈
物

は
、
な
ん
と
か
主
席
の
庇
護
を
得
よ
う
と
す
る
魂
胆
で
あ
っ
た
。
呉
旭
君
が
そ
の
旨
を
毛
沢

東
に
報
告
す
る
と
、
毛
は
張
玉
鳳
に
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
な
ん
と
か
助
け
て
や
ろ
う
と
同
意

し
た
。・
・
・
彼
女
の
上
司
で
あ
る
党
書
記
は
打
倒
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
主
席
の
言
葉

を
同
僚
た
ち
に
つ
た
え
ら
れ
る
と
、
党
書
記
は
た
だ
ち
に
復
職
さ
せ
ら
れ
、
張
玉
鳳
も
こ
と

な
き
を
え
た
。
主
席
の
女
た
ち
の
ひ
と
り
で
空
軍
の
文
化
工
作
隊
に
所
属
し
て
い
た
劉
が
二

番
手
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
や
は
り
呉
旭
君
が
と
り
つ
ぐ
。
女
友
達
を
ふ
た
り
つ
れ
て
い
て
、

三
人
は
呉
に
会
う
な
り
、
わ
っ
と
泣
き
だ
し
た
。
劉
は
ま
く
し
た
て
た
。
文
革
は
空
軍
に
も

ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
文
化
工
作
隊
は
二
派
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
―
党
指
導
部
の
転

覆
を
は
か
る
「
造
反
派
」
と
現
状
維
持
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
「
保
皇
派
」
で
あ
る
。
三
人

娘
の
よ
う
な
忠
実
な
党
員
は
、
当
然
な
が
ら
現
在
の
党
指
導
部
を
支
持
し
て
い
た
。
毛
沢
東
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の
女
友
達
は
い
ず
れ
も
そ
う
だ
っ
た
。
主
席
に
近
づ
く
場
合
に
行
わ
れ
る
政
治
的
審
査
の
条

件
は
、
党
に
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
三
人
娘

に
会
っ
て
え
ら
く
よ
ろ
こ
ん
だ
。「
や
つ
ら
が
お
前
た
ち
を
い
ら
な
い
と
い
う
な
ら
、
私
の
と

こ
ろ
に
い
れ
ば
い
い
」
と
主
席
は
言
っ
た
。
「
お
前
た
ち
は
〝
皇
帝
〟
を
守
る(

保
皇
派)

ん
だ

そ
う
だ
な
。
そ
れ
な
ら
、
こ
の
私
が
皇
帝
だ
」
劉
は
主
席
と
の
つ
な
が
り
で
大
き
な
プ
ラ
ス

を
得
た
。
毛
沢
東
が
党
中
央
軍
事
委
員
会
内
の
文
革
責
任
者
を
つ
と
め
る
林
彪
夫
人
の
葉
群

に
対
し
、
劉
ら
三
人
娘
へ
の
攻
撃
を
中
止
す
る
よ
う
に
支
持
す
る
と
、
葉
群
は
そ
れ
以
上
の

手
を
う
っ
た
。
空
軍
司
令
員
の
呉
法
憲
に
劉
を
文
化
工
作
隊
の
新
し
い
「
革
命
委
員
会
」
の

主
任
に
任
命
す
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
劉
は
た
ち
ま
ち
街
を
さ
ま
よ
う
浮
浪
者
か
ら

一
躍
、
文
革
の
名
士
に
な
り
お
お
せ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の

保
皇
派
の
支
持
は
、
党
組
織
の
安
定
と
皇
帝
＝
毛
沢
東
へ
の
絶
対
的
忠
誠
心
が
理
由
で
あ
っ

た
。
江
青
の
狙
い
撃
ち
は
、
毛
沢
東
の
側
近
で
あ
る
李
氏
に
ま
で
「
毒
殺
未
遂
」
の
言
い
が

か
り
で
及
び
、
そ
れ
を
助
け
た
看
護
婦
長
の
呉
旭
君
に
も
攻
撃
の
矛
先
を
む
け
た
の
で
あ
る
。

李
氏
に
連
れ
ら
れ
毛
沢
東
に
面
会
し
た
呉
旭
君
に
対
し
て
毛
沢
東
は
、 

「
そ
れ
で
も
主
席
は
、
江
青
夫
人
が
自
分
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
廉
で
私
へ
の
告
発
を
強

要
し
た
と
い
う
、
呉
旭
君
の
話
に
じ
っ
と
耳
を
か
た
む
け
た
。「
い
ま
、
わ
た
し
は
反
革
命
分

子
に
さ
れ
か
け
て
い
る
の
で
す
」
。
そ
う
言
っ
て
呉
旭
君
は
話
を
む
す
ん
だ
。
毛
沢
東
は
声
を

た
て
て
笑
っ
た
。「
そ
り
ゃ
い
い
。
私
の
と
こ
ろ
は
ど
う
や
ら
反
革
命
分
子
の
避
難
場
所
に
な

り
お
る
ぞ
。
君
た
ち
ふ
た
り
は
私
の
と
こ
ろ
に
い
る
が
い
い
」
。
君
た
ち
は
も
う
江
青
の
た
め

に
働
く
必
要
が
な
い
、
と
毛
沢
東
は
言
い
き
っ
た
。
」（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、

江
青
の
仕
掛
け
た
李
氏
と
呉
婦
長
へ
の
反
革
命
分
子
と
の
非
難
を
庇
い
、
自
分
の
所
は
、
反

革
命
分
子
の
避
難
場
所
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
一
方
で
造
反
派
を
支
持
し
て
、
他
方
で
保
皇
派
を
支
持
す
る
自
己
矛
盾
す
る

行
動
を
す
る
毛
沢
東
は
、
二
分
化
し
て
内
戦
状
況
に
ま
で
陥
っ
た
造
反
派
と
保
皇
派
の
両
派

閥
に
対
し
て
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

毛
沢
東
は
、「
司
令
部
を
攻
撃
せ
よ
」
、「
造
反
有
理
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
中

央
の
実
権
派
か
ら
の
権
力
奪
取
の
た
め
の
政
治
的
攻
撃
を
望
ん
だ
。
し
か
し
文
革
が
、
毛
沢

東
の
意
図
を
離
れ
て
、
江
青
ら
の
急
進
派
に
指
導
さ
れ
て
中
国
全
国
に
及
ん
で
い
く
。
す
る

と
毛
沢
東
は
、
積
極
的
に
極
左
派
の
造
反
派
と
右
派
の
保
皇
派
の
乱
闘
や
内
戦
の
調
停
に
乗

り
出
し
て
、
両
者
の
和
解
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
六
七
年
七
月
、
北
京
の
紡
績
工
場
で
は
労

働
者
は
、
二
大
派
閥
に
分
か
れ
て
闘
争
し
て
い
た
が
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
を
自
己
の
代
理
人

に
派
遣
し
て
、
労
働
者
の
統
合
を
望
ん
だ
。
李
氏
は
、 

「
工
場
内
は
二
大
派
閥
に
分
か
れ
て
に
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
党
委
員
会
は
す
で
に
倒
さ
れ

て
お
り
、
も
と
の
党
委
員
会
第
一
書
記
と
そ
の
第
二
書
記
は
一
版
長
に
降
格
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
最
終
的
に
ど
ち
ら
の
派
閥
が
工
場
を
支
配
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
が
相
変
わ

ら
ず
つ
づ
い
て
い
た
。
大
多
数
の
労
働
者
ー
お
よ
そ
千
人
の
う
ち
八
百
人
ー
は
抗
争
を
傍
観

し
て
い
た
。
か
か
わ
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
毛
主
席
か
ら
じ
き

じ
き
当
工
場
へ
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
警
護
団
の
両
将
校
は
、
私
の
到
着
後
ま
も
な
く
二

大
派
閥
の
指
導
者
に
告
げ
た
。
「
毛
主
席
は
両
者
の
統
合
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
」
・
・
・
こ
の

よ
う
に
私
の
身
分
が
あ
き
ら
か
に
な
る
や
、
対
立
中
の
派
閥
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
、
軍
事
管
理

委
員
会
は
ほ
ん
と
う
に
毛
主
席
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
納
得
し
た
の
で
あ
る
。
突
如
と
し

て
造
反
派
も
、「
保
皇
派
」
も
す
す
ん
で
警
護
団
側
の
調
停
に
応
じ
た
。
意
見
の
相
違
は
す
み

や
か
に
解
決
を
み
た
。
一
九
六
七
年
九
月
、
工
場
運
営
の
た
め
に
「
革
命
委
員
会
」
が
設
け

ら
れ
て
、
生
産
は
ま
も
な
く
再
開
さ
れ
た
。
私
は
足
し
げ
く
毛
沢
東
の
も
と
へ
報
告
に
い
っ

た
。
新
し
い
情
報
を
つ
た
え
る
と
、
主
席
は
よ
ろ
こ
ん
だ
。
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
、
労
働
者
階

級
内
に
は
基
本
的
な
意
見
の
相
違
が
あ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
労
働
者
は
一
本
に
な
る
べ
き

は
二
分
さ
れ
て
い
た
。
戦
闘
的
な
造
反
派
が
党
委
員
会
へ
の
攻
撃
を
先
導
し
、
一
方
の
党
支

持
者
ー
「
保
皇
派
」
も
は
げ
し
く
反
撃
し
た
。
当
の
党
委
員
会
で
さ
え
し
ば
し
ば
手
が
付
け

ら
れ
な
い
ま
で
に
分
裂
し
た
。
ど
こ
で
も
党
幹
部
た
ち
は
権
力
を
手
に
い
れ
よ
う
と
反
目
し

あ
っ
た
。
保
守
派
が
ま
だ
優
勢
だ
っ
た
。
各
地
、
各
機
関
の
党
委
員
会
は
何
年
に
も
わ
た
っ

て
非
常
に
大
き
な
権
力
を
あ
つ
め
て
い
た
か
ら
、
そ
う
簡
単
に
は
倒
れ
な
か
っ
た
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
や
原
則
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
闘
争
に
関
係
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
は
造
反
派
の
側
に
た
っ

た
。
保
守
的
な
党
委
員
会
を
追
放
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
月
下
旬
、
造
反
の
左
派
を
支

援
す
べ
く
解
放
軍
の
協
力
を
求
め
る
。
か
か
る
挙
に
出
た
の
は
、
文
革
は
わ
れ
わ
れ
が
左
派

を
支
援
し
な
い
か
ぎ
り
成
功
し
え
な
い
か
ら
だ
、
と
主
席
は
私
に
語
っ
た
」（
二
四
）
と
述
べ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
造
反
側
に
立
ち
、
党
内
主
流
派
の
暴
力
的
追
放
行
動
に
出
た
。 

し
か
し
毛
沢
東
は
、
林
彪
や
江
青
の
造
反
派
支
持
の
一
辺
倒
で
な
く
、
奇
妙
な
こ
と
に
複

雑
な
政
治
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。
造
反
派
と
は
逆
な
保
守
派
＝
保
皇
派
＝
右
派
を
支
持
し

始
め
た
の
で
あ
る
。
一
体
、
そ
の
理
由
は
何
処
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
氏
は
、
側

近
の
造
反
運
動
を
否
定
す
る
毛
沢
東
と
、
毛
沢
東
の
保
皇
派
支
持
に
つ
い
て
、 

「
汪
東
興
へ
の
攻
撃
は
そ
う
長
く
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。
鶴
の
一
声
で
毛
沢
東
は
や
め
さ

せ
た
か
ら
で
あ
る
。「
公
安
体
制
を
断
じ
て
崩
壊
さ
せ
は
な
ら
な
い
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た

。
主
席
は
周
恩
来
に
指
示
を
だ
し
、
周
恩
来
は
か
わ
っ
て
、
主
席
付
き
の
者
は
だ
れ
で
あ
れ

革
命
的
な
造
反
運
動
に
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
わ
た
し
た
。
・
・
・
「
お
れ
が
そ
う
言

っ
た
と
み
ん
な
に
つ
た
え
ろ
」
。
毛
沢
東
自
身
の
安
全
確
保
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
み

ず
か
ら
仕
掛
け
た
騒
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
主
席
は
わ
が
身
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
し
た
か

っ
た
の
だ
。
汪
東
興
は
主
席
の
命
令
に
乗
じ
て
自
己
の
権
力
を
さ
ら
に
安
定
さ
せ
よ
う
と
こ

ん
ど
は
党
中
央
警
護
団
内
の
革
命
的
造
反
グ
ル
ー
プ
へ
の
反
撃
を
開
始
し
、
彼
ら
も
江
西
省

の
「
五
・
七
幹
部
学
校
」
へ
送
り
こ
む
。
警
護
団
だ
け
が
国
内
で
文
革
を
無
傷
の
ま
ま
で
生

き
残
り
、
以
前
に
も
ま
し
て
い
っ
そ
う
の
力
を
つ
け
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
党
の
機

構
は
混
乱
の
極
に
達
し
、
中
枢
の
政
治
局
す
ら
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
の
党
幹
部
が
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
多
く
は
失
脚
し
、
大
半
は
職
務
の
遂
行
が
不

能
の
状
態
に
お
ち
て
い
っ
た
。
周
恩
来
が
率
い
る
行
政
府
の
官
僚
機
構
も
混
乱
の
な
か
に
あ

っ
た
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
自
己
の
身
の
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
自
ら
仕
掛
け
た
造
反
グ
ル
ー
プ
の
党

中
央
警
護
団
へ
の
攻
撃
や
警
護
団
内
の
造
反
派
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
、
即
刻
と
周
恩
来
に

命
令
し
て
造
反
運
動
を
中
止
さ
せ
て
、
造
反
グ
ル
ー
プ
を
地
方
に
下
放
し
た
の
で
あ
る
。
毛

沢
東
の
保
守
派
＝
現
状
維
持
派
＝
右
派
の
支
持
は
、
党
中
央
警
護
団
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
六
六
年
十
一
月
に
毛
沢
東
の
行
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
張
玉
鳳
の
つ
と
め
る
特
別
運
輸
部
内
の
「
革
命
的
造
反
グ
ル
ー
プ
」
が
党
書
記
を
打
倒

し
、
機
関
を
乗
っ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
張
玉
鳳
は
し
か
し
忠
実
な
党
員
で
あ
り
、
上
司

を
支
持
し
た
た
め
、
こ
ん
ど
は
自
分
が
攻
撃
さ
れ
る
番
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
毛
へ
の
贈
物

は
、
な
ん
と
か
主
席
の
庇
護
を
得
よ
う
と
す
る
魂
胆
で
あ
っ
た
。
呉
旭
君
が
そ
の
旨
を
毛
沢

東
に
報
告
す
る
と
、
毛
は
張
玉
鳳
に
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
な
ん
と
か
助
け
て
や
ろ
う
と
同
意

し
た
。・
・
・
彼
女
の
上
司
で
あ
る
党
書
記
は
打
倒
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
主
席
の
言
葉

を
同
僚
た
ち
に
つ
た
え
ら
れ
る
と
、
党
書
記
は
た
だ
ち
に
復
職
さ
せ
ら
れ
、
張
玉
鳳
も
こ
と

な
き
を
え
た
。
主
席
の
女
た
ち
の
ひ
と
り
で
空
軍
の
文
化
工
作
隊
に
所
属
し
て
い
た
劉
が
二

番
手
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
や
は
り
呉
旭
君
が
と
り
つ
ぐ
。
女
友
達
を
ふ
た
り
つ
れ
て
い
て
、

三
人
は
呉
に
会
う
な
り
、
わ
っ
と
泣
き
だ
し
た
。
劉
は
ま
く
し
た
て
た
。
文
革
は
空
軍
に
も

ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
文
化
工
作
隊
は
二
派
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
―
党
指
導
部
の
転

覆
を
は
か
る
「
造
反
派
」
と
現
状
維
持
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
「
保
皇
派
」
で
あ
る
。
三
人

娘
の
よ
う
な
忠
実
な
党
員
は
、
当
然
な
が
ら
現
在
の
党
指
導
部
を
支
持
し
て
い
た
。
毛
沢
東
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八
回
党
大
会
で
最
初
に
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
い
ま
や
頂
点
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
ふ
た

り
の
失
脚
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
大
多
数
の
同
胞
に
と

っ
て
毛
沢
東
の
め
ざ
す
文
革
の
真
意
は
い
っ
こ
う
に
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。
内
輪
だ

け
の
お
し
ゃ
べ
り
で
、
毛
沢
東
は
劉
少
奇
が
反
革
命
派
だ
と
言
っ
て
の
け
た
。
公
衆
の
面
前

で
は
、
も
っ
と
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
つ
つ
ん
だ
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
わ
れ

わ
れ
は
人
々
が
誤
り
を
お
生
か
す
の
を
禁
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
も
述
べ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
彼
ら
が
誤
り
を
正
す
の
を
許
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
と
こ
ろ
が
こ
の
言
葉
は
欺
瞞
に
満

ち
て
い
た
。
毛
沢
東
は
現
実
に
、
自
分
の
見
解
に
反
す
る
派
閥
の
存
在
な
ど
決
し
て
許
さ
な

か
っ
た
。
自
分
と
異
な
る
人
た
ち
を
す
す
ん
で
許
す
気
も
な
か
っ
た
。
誰
で
あ
ろ
う
と
過
去

に
主
席
に
逆
ら
っ
た
者
、
主
席
を
批
判
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物
は
早
晩
、
ひ
と
り
残
ら
ず
情

け
容
赦
な
く
追
放
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
・
・
・
勝
利
を
お
さ
め
て
胸
を
は
る
た
め
な
ら
ば
、

毛
沢
東
は
全
土
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る
の
も
い
と
わ
な
か
っ
た
」（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る

。
毛
沢
東
は
、
公
衆
へ
の
表
向
き
は
対
立
者
の
政
治
的
誤
り
を
許
容
す
る
発
言
を
し
つ
つ
、

内
心
は
全
く
異
な
る
敵
対
者
の
打
倒
と
い
う
、
全
く
逆
の
欺
瞞
に
満
ち
た
対
応
を
抱
い
て
い

た
と
言
う
。
外
と
内
で
の
考
え
方
が
相
反
す
る
対
の
思
想
を
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
文
革
の
二
つ
め
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
で
の
決
定
事
項
ー
集
団
指
導
体
制
、

冒
険
主
義
の
否
定
、
個
人
崇
拝
の
否
定
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
ー
の
諸
政
策
を
ひ

っ
く
り
返
し
て
、
党
内
で
の
主
導
的
立
場
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
劉
少

奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
＝
走
資
派
を
追
放
す
る
た
め
に
、
紅
衛
兵
を
動
員
し
て
、「
司

令
部
を
攻
撃
せ
よ
」
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流

派
の
打
倒
の
た
め
の
造
反
派
支
持
に
つ
い
て
李
氏
は
、
一
九
六
六
年
八
月
の
事
情
と
し
て
、 

「
三
日
後
の
八
月
一
日
、
毛
沢
東
は
精
華
大
学
付
属
中
学
の
若
い
生
徒
に
手
紙
を
お
く
る
。

若
者
の
一
部
が
「
紅
衛
兵
」
と
名
の
る
造
反
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢

東
は
こ
の
組
織
を
ほ
め
た
た
え
、
「
造
反
は
正
し
い
（
造
反
有
理
）
」
と
述
べ
た
。
毛
の
言
葉

は
学
生
の
刊
行
物
に
転
載
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
全
土
い
た
る
と
こ
ろ
で
若
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
っ
た
。
紅
衛
兵
グ
ル
ー
プ
は
全
国
の
大
学
、
高
校
、
中
学
に
続
出
し
は
じ
め
る
。

そ
れ
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
壁
新
聞
を
支
持

す
る
か
の
ご
と
く
毛
沢
東
も
み
ず
か
ら
壁
新
聞
を
書
く
。「
司
令
部
を
砲
撃
せ
よ
」
と
題
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
党
中
央
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
党
内
に
伝
達
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
五
十
日
ぐ
ら
い
国
家
、
地
方
の
両
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
同
志
」
の
一
部
が
反
動
的
か
つ

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
立
場
を
と
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
独
裁
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
し
か

も
彼
ら
は
壮
大
な
文
化
大
革
命
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
。
毛
沢
東
の
祝
福

を
受
け
て
、
文
革
は
一
段
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
中
国
中
の
若
者
た
ち
は
街
に
く

り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
本
部
を
「
砲
撃
」
し
た
。
毛
主
席
み
ず
か
ら
が
自
分
た
ち
の
反
乱

を
支
持
し
て
く
れ
、「
造
反
有
理
」
で
あ
り
、
自
分
た
ち
は
良
く
か
つ
正
し
い
と
請
け
あ
っ
て

く
れ
た
と
確
信
し
た
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
思
慮
分
別
の
弁
え
な
い
十
代
の
若
者
を
利
用
し
て
、
劉
少
奇
等
の
古
参
幹
部

を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
決
め
つ
け
て
打
倒
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
武
等
闘
争
は
、
遂
に
解
放
軍

ま
で
権
力
闘
争
に
巻
き
込
む
。
国
内
の
若
者
は
、
造
反
派
＝
林
彪
・
江
青
派
と
保
皇
派
＝
劉

少
奇
・
鄧
小
平
派
に
二
分
さ
れ
て
、
両
勢
力
の
内
戦
状
態
に
な
る
。
文
革
に
お
け
る
毛
沢
東

の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

｢

一
九
六
七
年
一
月
に
な
る
と
、
中
国
は
大
混
乱
の
真
っ
只
な
か
に
あ
っ
た
。
武
等
が
突
発

し
て
い
た
し
、
交
戦
者
の
な
か
に
は
銃
を
持
つ
者
も
出
た
。
党
も
政
府
機
関
も
麻
痺
状
態
に

陥
っ
た
。
工
場
の
生
産
は
急
落
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
生
産
が
全
面
的
に
中
止
し
て
い

た
。
交
通
機
関
も
停
止
し
つ
つ
あ
っ
た
。
林
彪
と
江
青
が
造
反
派
を
率
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
何
も
か
も
ぶ
っ
倒
せ
」「
内
戦
を
お
こ
せ
」
が
彼
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
工
場
や
学
校

取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
大
躍
進
」
の
失
敗
で
、
自
己
批
判
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て

、
党
内
で
の
威
信
の
低
下
へ
の
落
胆
を
救
っ
た
の
は
、
林
彪
な
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
林

彪
の
媚
び
諂
い
に
よ
る
毛
沢
東
崇
拝
を
礼
賛
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝

の
肯
定
＝
林
彪
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
人
生
は
他
者
か
ら
の
崇
拝
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
た
。
敬
愛
さ
れ
、
歓
呼

の
声
に
迎
え
ら
れ
る
の
を
切
望
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
党
内
で
の
不
面
目
が
高
ま
っ
て
い
く

に
つ
れ
て
、
党
内
で
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
思
い
も
つ
の
っ
て
い
っ
た
。
毛
沢
東
思
想
を
学

べ
と
い
う
林
彪
国
防
相
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
こ
の
渇
望
を
い
や
す
ひ
と
つ
の
途
で
あ
っ

た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
李
氏
は
、
林
彪
の
復
活
に
つ
い
て
、 

 

「
林
彪
は
主
席
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
支
持
者
の
一
人
で
あ
り
、・
・
・
あ
と
に
な
っ
て
毛

沢
東
は
、
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
林
副
主
席
は
な
ん
と
う
い
う
見
事
な
演
説
を
し
た
の
だ
ろ
う

。
林
彪
の
言
葉
は
い
つ
も
き
わ
め
て
明
快
か
つ
直
截
だ
。
ま
さ
に
最
高
だ
な
！ 

何
で
ほ
か

の
指
導
者
た
ち
は
こ
う
い
う
鋭
い
洞
察
力
を
持
っ
て
い
な
い
ん
だ
ろ
う
」
。
私
は
そ
の
と
き
、

毛
主
席
の
自
己
批
判
が
演
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
「
間
違
い
」
を
み
と
め
た
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
も
、
私
は
林
彪
を
疑
っ
て
い

た
。
林
彪
は
長
い
あ
い
だ
脚
光
を
浴
び
て
こ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
重
責
を
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
政
務
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
演
説
に
は
な
に
か
そ

ら
ぞ
ら
し
い
も
の
に
聞
こ
え
た
。
党
と
国
家
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
者
は
ほ
と
ん
ど

が
、
毛
主
席
と
大
躍
進
に
不
満
を
い
だ
い
て
い
た
。
林
彪
に
は
ひ
め
ら
れ
た
動
機
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
が
、
文
革
で
林
彪
を
必
要
し
た
理
由
は
、
党
内
で
孤
立
し
て
い
る
毛
沢
東
の
個
人

崇
拝
を
尊
ん
だ
か
ら
で
あ
り
、
大
躍
進
失
敗
で
権
威
を
失
墜
し
た
毛
沢
東
の
威
信
回
復
に
尽

力
し
た
の
が
、
林
彪
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
功
績
に
よ
り
主
席
の
地
位
を
安
定
化
す

る
支
援
者
と
し
て
林
彪
を
讃
美
し
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
こ
の
追
従
が
す
っ
か

り
気
に
入
り
、
林
彪
の
へ
つ
ら
い
に
自
分
も
お
世
辞
を
も
っ
て
報
い
た
。「
林
彪
の
四
第
一
の

思
想
は
偉
大
な
る
創
造
で
あ
る
」
と
毛
は
言
っ
た
」
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

四 

文
化
大
革
命
の
二
つ
の
目
的 

 

毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
は
、
一
つ
に
は
党
内
の
実
権
派
＝
走
資
派
の
劉
少
奇
と
鄧
小
平
等

の
打
倒
で
あ
っ
た
。
こ
の
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
は
引
き
幕
の
う
し
ろ
に
す
わ
っ
て
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
、
は
じ
め
て
口
を
き
い

た
の
は
、
劉
少
奇
が
彼
の
い
う
「
自
己
批
判
」
を
す
ま
せ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
劉
小
埼
の
自

己
批
判
は
、
毛
沢
東
の
一
九
六
二
年
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
た
。
何
ひ
と
つ
悪
い
こ
と
を
し

た
覚
え
が
な
く
、
自
分
と
同
僚
は
「
新
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
る
古
い
革
命
派
」
と
述
べ

て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
経
験
が
な
い
た
め
に
、
い
か
に
し
て
こ
の
文
化
大
革
命
を
遂
行

す
べ
き
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
の
く
だ
り
を
耳
に
し
た

と
き
、
鼻
を
な
ら
し
た
。「
古
い
革
命
派
だ
と
？ 

古
い
反
革
命
派
じ
ゃ
な
い
の
か
」
私
の
心

は
沈
ん
だ
。
私
は
文
革
に
つ
い
て
ず
っ
と
自
分
を
ご
ま
か
し
て
き
た
。
だ
が
い
ま
や
、
毛
の

ね
ら
い
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
究
極
の
目
標
は
劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
打
倒
な
の
で
あ
る
。

劉
少
奇
も
鄧
小
平
も
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
党
内
に
ひ
そ
む
「
反
革
命
派
」
、
「
資
本
主
義

の
道
を
歩
む
党
内
の
実
権
派
」
な
の
だ
。
文
革
は
彼
ら
を
破
滅
さ
せ
る
運
動
で
あ
っ
た
」（
二

一
）
と
述
べ
て
い
る
。
左
派
の
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
右
派
＝
ソ
連
型
漸
進
的

社
会
主
義
建
設
を
志
向
す
る
人
々
は
、
反
革
命
派
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、

決
し
て
そ
れ
を
公
然
と
主
張
し
な
か
っ
た
。
李
氏
は
、 

「
私
も
そ
の
時
点
で
わ
か
っ
た
が
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
へ
の
敵
意
は
、
一
九
五
六
年
の
第
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八
回
党
大
会
で
最
初
に
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
い
ま
や
頂
点
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
ふ
た

り
の
失
脚
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
大
多
数
の
同
胞
に
と

っ
て
毛
沢
東
の
め
ざ
す
文
革
の
真
意
は
い
っ
こ
う
に
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。
内
輪
だ

け
の
お
し
ゃ
べ
り
で
、
毛
沢
東
は
劉
少
奇
が
反
革
命
派
だ
と
言
っ
て
の
け
た
。
公
衆
の
面
前

で
は
、
も
っ
と
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
つ
つ
ん
だ
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
わ
れ

わ
れ
は
人
々
が
誤
り
を
お
生
か
す
の
を
禁
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
も
述
べ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
彼
ら
が
誤
り
を
正
す
の
を
許
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
と
こ
ろ
が
こ
の
言
葉
は
欺
瞞
に
満

ち
て
い
た
。
毛
沢
東
は
現
実
に
、
自
分
の
見
解
に
反
す
る
派
閥
の
存
在
な
ど
決
し
て
許
さ
な

か
っ
た
。
自
分
と
異
な
る
人
た
ち
を
す
す
ん
で
許
す
気
も
な
か
っ
た
。
誰
で
あ
ろ
う
と
過
去

に
主
席
に
逆
ら
っ
た
者
、
主
席
を
批
判
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物
は
早
晩
、
ひ
と
り
残
ら
ず
情

け
容
赦
な
く
追
放
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
・
・
・
勝
利
を
お
さ
め
て
胸
を
は
る
た
め
な
ら
ば
、

毛
沢
東
は
全
土
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る
の
も
い
と
わ
な
か
っ
た
」（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る

。
毛
沢
東
は
、
公
衆
へ
の
表
向
き
は
対
立
者
の
政
治
的
誤
り
を
許
容
す
る
発
言
を
し
つ
つ
、

内
心
は
全
く
異
な
る
敵
対
者
の
打
倒
と
い
う
、
全
く
逆
の
欺
瞞
に
満
ち
た
対
応
を
抱
い
て
い

た
と
言
う
。
外
と
内
で
の
考
え
方
が
相
反
す
る
対
の
思
想
を
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
文
革
の
二
つ
め
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
で
の
決
定
事
項
ー
集
団
指
導
体
制
、

冒
険
主
義
の
否
定
、
個
人
崇
拝
の
否
定
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
ー
の
諸
政
策
を
ひ

っ
く
り
返
し
て
、
党
内
で
の
主
導
的
立
場
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
劉
少

奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
＝
走
資
派
を
追
放
す
る
た
め
に
、
紅
衛
兵
を
動
員
し
て
、「
司

令
部
を
攻
撃
せ
よ
」
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流

派
の
打
倒
の
た
め
の
造
反
派
支
持
に
つ
い
て
李
氏
は
、
一
九
六
六
年
八
月
の
事
情
と
し
て
、 

「
三
日
後
の
八
月
一
日
、
毛
沢
東
は
精
華
大
学
付
属
中
学
の
若
い
生
徒
に
手
紙
を
お
く
る
。

若
者
の
一
部
が
「
紅
衛
兵
」
と
名
の
る
造
反
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢

東
は
こ
の
組
織
を
ほ
め
た
た
え
、
「
造
反
は
正
し
い
（
造
反
有
理
）
」
と
述
べ
た
。
毛
の
言
葉

は
学
生
の
刊
行
物
に
転
載
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
全
土
い
た
る
と
こ
ろ
で
若
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
っ
た
。
紅
衛
兵
グ
ル
ー
プ
は
全
国
の
大
学
、
高
校
、
中
学
に
続
出
し
は
じ
め
る
。

そ
れ
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
壁
新
聞
を
支
持

す
る
か
の
ご
と
く
毛
沢
東
も
み
ず
か
ら
壁
新
聞
を
書
く
。「
司
令
部
を
砲
撃
せ
よ
」
と
題
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
党
中
央
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
党
内
に
伝
達
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
五
十
日
ぐ
ら
い
国
家
、
地
方
の
両
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
同
志
」
の
一
部
が
反
動
的
か
つ

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
立
場
を
と
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
独
裁
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
し
か

も
彼
ら
は
壮
大
な
文
化
大
革
命
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
。
毛
沢
東
の
祝
福

を
受
け
て
、
文
革
は
一
段
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
中
国
中
の
若
者
た
ち
は
街
に
く

り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
本
部
を
「
砲
撃
」
し
た
。
毛
主
席
み
ず
か
ら
が
自
分
た
ち
の
反
乱

を
支
持
し
て
く
れ
、「
造
反
有
理
」
で
あ
り
、
自
分
た
ち
は
良
く
か
つ
正
し
い
と
請
け
あ
っ
て

く
れ
た
と
確
信
し
た
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
思
慮
分
別
の
弁
え
な
い
十
代
の
若
者
を
利
用
し
て
、
劉
少
奇
等
の
古
参
幹
部

を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
決
め
つ
け
て
打
倒
さ
せ
た
。
毛
沢
東
の
武
等
闘
争
は
、
遂
に
解
放
軍

ま
で
権
力
闘
争
に
巻
き
込
む
。
国
内
の
若
者
は
、
造
反
派
＝
林
彪
・
江
青
派
と
保
皇
派
＝
劉

少
奇
・
鄧
小
平
派
に
二
分
さ
れ
て
、
両
勢
力
の
内
戦
状
態
に
な
る
。
文
革
に
お
け
る
毛
沢
東

の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

｢

一
九
六
七
年
一
月
に
な
る
と
、
中
国
は
大
混
乱
の
真
っ
只
な
か
に
あ
っ
た
。
武
等
が
突
発

し
て
い
た
し
、
交
戦
者
の
な
か
に
は
銃
を
持
つ
者
も
出
た
。
党
も
政
府
機
関
も
麻
痺
状
態
に

陥
っ
た
。
工
場
の
生
産
は
急
落
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
生
産
が
全
面
的
に
中
止
し
て
い

た
。
交
通
機
関
も
停
止
し
つ
つ
あ
っ
た
。
林
彪
と
江
青
が
造
反
派
を
率
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
何
も
か
も
ぶ
っ
倒
せ
」「
内
戦
を
お
こ
せ
」
が
彼
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
工
場
や
学
校

取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
大
躍
進
」
の
失
敗
で
、
自
己
批
判
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て

、
党
内
で
の
威
信
の
低
下
へ
の
落
胆
を
救
っ
た
の
は
、
林
彪
な
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
林

彪
の
媚
び
諂
い
に
よ
る
毛
沢
東
崇
拝
を
礼
賛
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝

の
肯
定
＝
林
彪
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
人
生
は
他
者
か
ら
の
崇
拝
に
よ
っ
て
な
り
た
っ
て
い
た
。
敬
愛
さ
れ
、
歓
呼

の
声
に
迎
え
ら
れ
る
の
を
切
望
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
党
内
で
の
不
面
目
が
高
ま
っ
て
い
く

に
つ
れ
て
、
党
内
で
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
思
い
も
つ
の
っ
て
い
っ
た
。
毛
沢
東
思
想
を
学

べ
と
い
う
林
彪
国
防
相
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
こ
の
渇
望
を
い
や
す
ひ
と
つ
の
途
で
あ
っ

た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
李
氏
は
、
林
彪
の
復
活
に
つ
い
て
、 

 

「
林
彪
は
主
席
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
支
持
者
の
一
人
で
あ
り
、・
・
・
あ
と
に
な
っ
て
毛

沢
東
は
、
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
林
副
主
席
は
な
ん
と
う
い
う
見
事
な
演
説
を
し
た
の
だ
ろ
う

。
林
彪
の
言
葉
は
い
つ
も
き
わ
め
て
明
快
か
つ
直
截
だ
。
ま
さ
に
最
高
だ
な
！ 

何
で
ほ
か

の
指
導
者
た
ち
は
こ
う
い
う
鋭
い
洞
察
力
を
持
っ
て
い
な
い
ん
だ
ろ
う
」
。
私
は
そ
の
と
き
、

毛
主
席
の
自
己
批
判
が
演
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
「
間
違
い
」
を
み
と
め
た
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
も
、
私
は
林
彪
を
疑
っ
て
い

た
。
林
彪
は
長
い
あ
い
だ
脚
光
を
浴
び
て
こ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
重
責
を
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
政
務
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
演
説
に
は
な
に
か
そ

ら
ぞ
ら
し
い
も
の
に
聞
こ
え
た
。
党
と
国
家
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
者
は
ほ
と
ん
ど

が
、
毛
主
席
と
大
躍
進
に
不
満
を
い
だ
い
て
い
た
。
林
彪
に
は
ひ
め
ら
れ
た
動
機
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
が
、
文
革
で
林
彪
を
必
要
し
た
理
由
は
、
党
内
で
孤
立
し
て
い
る
毛
沢
東
の
個
人

崇
拝
を
尊
ん
だ
か
ら
で
あ
り
、
大
躍
進
失
敗
で
権
威
を
失
墜
し
た
毛
沢
東
の
威
信
回
復
に
尽

力
し
た
の
が
、
林
彪
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
功
績
に
よ
り
主
席
の
地
位
を
安
定
化
す

る
支
援
者
と
し
て
林
彪
を
讃
美
し
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
こ
の
追
従
が
す
っ
か

り
気
に
入
り
、
林
彪
の
へ
つ
ら
い
に
自
分
も
お
世
辞
を
も
っ
て
報
い
た
。「
林
彪
の
四
第
一
の

思
想
は
偉
大
な
る
創
造
で
あ
る
」
と
毛
は
言
っ
た
」
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

四 

文
化
大
革
命
の
二
つ
の
目
的 

 

毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
は
、
一
つ
に
は
党
内
の
実
権
派
＝
走
資
派
の
劉
少
奇
と
鄧
小
平
等

の
打
倒
で
あ
っ
た
。
こ
の
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
は
引
き
幕
の
う
し
ろ
に
す
わ
っ
て
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
、
は
じ
め
て
口
を
き
い

た
の
は
、
劉
少
奇
が
彼
の
い
う
「
自
己
批
判
」
を
す
ま
せ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
劉
小
埼
の
自

己
批
判
は
、
毛
沢
東
の
一
九
六
二
年
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
た
。
何
ひ
と
つ
悪
い
こ
と
を
し

た
覚
え
が
な
く
、
自
分
と
同
僚
は
「
新
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
る
古
い
革
命
派
」
と
述
べ

て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
経
験
が
な
い
た
め
に
、
い
か
に
し
て
こ
の
文
化
大
革
命
を
遂
行

す
べ
き
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
の
く
だ
り
を
耳
に
し
た

と
き
、
鼻
を
な
ら
し
た
。「
古
い
革
命
派
だ
と
？ 

古
い
反
革
命
派
じ
ゃ
な
い
の
か
」
私
の
心

は
沈
ん
だ
。
私
は
文
革
に
つ
い
て
ず
っ
と
自
分
を
ご
ま
か
し
て
き
た
。
だ
が
い
ま
や
、
毛
の

ね
ら
い
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
究
極
の
目
標
は
劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
打
倒
な
の
で
あ
る
。

劉
少
奇
も
鄧
小
平
も
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
党
内
に
ひ
そ
む
「
反
革
命
派
」
、
「
資
本
主
義

の
道
を
歩
む
党
内
の
実
権
派
」
な
の
だ
。
文
革
は
彼
ら
を
破
滅
さ
せ
る
運
動
で
あ
っ
た
」（
二

一
）
と
述
べ
て
い
る
。
左
派
の
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
右
派
＝
ソ
連
型
漸
進
的

社
会
主
義
建
設
を
志
向
す
る
人
々
は
、
反
革
命
派
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、

決
し
て
そ
れ
を
公
然
と
主
張
し
な
か
っ
た
。
李
氏
は
、 

「
私
も
そ
の
時
点
で
わ
か
っ
た
が
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
へ
の
敵
意
は
、
一
九
五
六
年
の
第
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反
、
す
な
わ
ち
革
命
を
お
こ
す
に
は
若
者
た
ち
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」（
一
五
）
と
、
毛
沢
東
の
心

情
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
実
権
派
の
打
倒
に
最
後
に
望
み
を
託
し
た
の

は
、
毛
沢
東
を
無
前
提
的
に
崇
拝
し
て
い
る
青
年
の
行
動
力
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
徳
田
氏
の
述
べ
た
毛
沢
東
の
大
衆
主
義
の
見
解
の
結
論
は
、
奪
権
目
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
紅
衛
兵
の
登
場
に
よ
り
文
革
が
拡
大
混
乱
し
た
故
に
、
そ
の
攻
撃
対
象
を
リ
ュ
正
気
等

の
走
資
派
に
絞
っ
た
と
す
る
堀
川
氏
の
主
張
は
成
立
し
な
い
。
毛
沢
東
は
、
文
革
の
発
動
期

の
当
初
よ
り
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
目
標
に
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
渡
辺
氏
は
、

 

「
一
九
五
六
年
五
月
一
六
日
、
中
共
中
央
が
公
布
し
た
い
わ
ゆ
る
「
五
・
一
六
」
通
知
が

文
革
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。・
・
・
一
九
六
六
年
八
月
四
日
、
毛
沢
東
は
政
治
局
常
務
委
員
会

拡
大
会
議
で
激
し
い
口
調
で
演
説
を
行
っ
た
。・
・
・
翌
五
日
、
文
化
大
革
命
に
火
を
つ
け
た

も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
、『
人
民
日
報
』
の
「
司
令
部
を
攻
撃
し
よ
う
ー
私
の
大
字
報
」
が
発

表
さ
れ
た
。
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。「
同
志
諸
君
は
こ
の
大
字
報
と
評
論
を
も
う
一
度

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
五
〇
余
日
の
間
に
、
中
央
か
ら
地
方
に
い
た
る
ま
で

の
一
部
の
指
導
者
同
志
は
か
え
っ
て
こ
の
道
に
背
き
、
反
動
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
立
場

に
た
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
を
実
行
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
嵐
の
よ
う
な
文
化
大
革
命

を
抑
え
つ
け
、
是
非
を
転
倒
さ
せ
、
白
黒
を
混
同
さ
せ
、
革
命
派
に
包
囲
攻
撃
を
加
え
、
異

な
っ
た
意
見
を
抑
圧
し
、
白
色
テ
ロ
を
行
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
？
）
階
級

の
志
気
を
砕
き
、
自
分
で
は
得
意
に
な
っ
て
い
る
。
何
と
悪
辣
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」（
『
中
国

社
会
主
義
経
済
略
史
』
付
属
資
料
）
名
前
は
い
ま
だ
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
劉
少
奇

と
鄧
小
平
へ
の
罵
倒
が
こ
の
文
書
の
真
意
で
あ
っ
た
。
」
（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
の
文
革
発
動
の
経
過
に
つ
い
て
の
説
明
は
正
し
い
。
文
革
は
、
共
産
党
内
の
政
治

理
想
を
問
題
に
し
た
政
治
権
力
闘
争
で
は
な
い
。
単
な
る
党
内
主
流
派
よ
り
の
権
力
の
奪
取

を
狙
っ
た
私
欲
の
突
出
し
た
毛
沢
東
の
暴
力
革
命
で
あ
っ
た
。 

ま
た
こ
れ
よ
り
以
前
に
お
い
て
も
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
打
倒
に
、
若
い
世
代

に
期
待
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
自
己
の
考
え
方
を
、
李
氏
に
語
っ
て
い
る
。
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
若
い
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
世
代
に
希
望
を
託
し
て
い
た
。「
若
い
無
教

育
の
世
代
は
昔
か
ら
新
し
い
思
想
を
生
み
、
新
し
い
学
派
を
つ
く
り
、
新
し
い
宗
教
を
編
み

だ
し
た
。
若
者
は
新
し
い
状
況
を
つ
か
む
能
力
が
あ
り
、
変
化
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、

時
代
遅
れ
の
古
い
世
代
に
挑
戦
し
て
い
く
だ
け
の
勇
気
が
あ
る
。
孔
子
が
思
想
の
新
し
い
学

派
を
打
ち
だ
し
、
弟
子
を
集
め
た
の
は
二
十
三
歳
の
と
き
だ
っ
た
。・
・
・
偉
大
な
学
者
っ
て

の
は
常
に
、
若
く
て
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
世
代
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。

若
か
ろ
う
と
知
識
が
豊
富
で
な
か
ろ
う
と
、
問
題
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
大
切
な
の
は
真
理
を
つ

か
ん
で
勇
敢
に
前
進
す
る
こ
と
な
ん
だ
」
・
・
・
・
「
八
年
後
の
一
九
六
六
年
に
毛
沢
東
が
文

化
大
革
命
を
発
動
し
た
際
―
全
国
の
若
者
に
学
校
の
教
師
や
共
産
党
を
批
判
す
べ
く
決
起
せ

よ
と
号
令
を
か
け
た
と
き
ー
私
は
以
上
の
よ
う
な
主
席
と
の
や
り
と
り
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ

る
の
だ
。
毛
沢
東
は
何
年
に
も
わ
た
っ
て
か
か
る
戦
略
を
練
り
に
練
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」（

一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
毛
沢
東
を
崇
拝
し
て
い
る
無
教
育
で
未
熟
な
若
者
の
左
右
を
顧
み
な
い
無
鉄

砲
な
行
動
力
に
、
文
革
の
実
行
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
孔
子
を
強
引
に
引
用
し

て
自
己
の
正
当
性
を
弁
護
し
て
、
若
い
世
代
の
無
鉄
砲
さ
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
、
党
内
の
中
で
如
何
に
彼
が
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
か
、
想
像
で
き
る
。
こ
れ
で
は
政
治
路

線
を
異
に
す
る
思
想
信
条
の
対
立
に
由
来
す
る
権
力
闘
争
で
は
な
い
。
毛
沢
東
は
、
科
学
的

社
会
主
義
を
標
榜
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
は
な
く
、
前
近
代
的
の
中
国
の
伝

統
的
な
独
裁
君
主
と
し
て
の
権
力
独
占
欲
に
燃
え
た
、
私
欲
の
塊
的
な
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。

 
 

林
彪
の
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
を
、
何
よ
り
喜
ぶ
毛
沢
東
の
意
識
の
中
に
、
そ
れ
を
読
み

育
て
あ
げ
つ
つ
、
政
治
局
常
務
委
員
会
と
党
中
央
書
記
処
内
に
い
る
自
分
の
敵
を
攻
撃
さ
せ

た
。
前
例
の
な
い
工
作
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
毛
沢
東
が
こ
ん
な
党
中
央
の
高
官
に
対
す
る

全
面
的
攻
撃
を
仕
掛
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
政
治
局
常
務
委
員
会
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
右
派
で
あ
り
左
派
で
も

あ
る
と
い
う
両
面
思
考
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
常
務
委
員
会
を
左
派
と
見
な
し
て
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
知
識
人
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
の
一
方
で
常
務
委
員
会
を
右
派
と
見
な
し
て
党
指
導
外
に

い
る
左
派
の
江
青
等
に
攻
撃
さ
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
両
面
攻
撃
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
党
内
右
派
的
な
党
指
導
幹
部
を
追
放
し
て
、
党
内
左
派
＝
毛
沢
東
の
指
導
的
地
位
を
確

立
す
る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
発
動
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
以
後
の
政
治
史
過

程
か
ら
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
整
風
＝
政
治
思
想
闘
争
で
も
右

派
を
打
倒
で
き
ず
、
大
躍
進
＝
経
済
闘
争
で
も
右
派
を
排
除
で
き
ず
、
社
会
主
義
運
動
＝
教

育
闘
争
で
も
右
派
を
排
除
し
て
実
権
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
毛
沢
東
は
、
右

派
を
追
放
し
て
党
の
実
権
を
握
る
た
め
に
、
残
さ
れ
た
最
後
手
段
と
し
て
文
化
大
革
命
＝
文

化
・
芸
術
・
思
想
等
の
上
部
構
造
の
革
命
に
最
後
の
望
み
を
託
し
た
。 

共
産
党
組
織
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
最
終
的
手
段
と
し
て
林
彪
と
江
青
等
を

利
用
し
て
、
青
少
年
へ
の
個
人
崇
拝
が
強
い
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
紅
衛
兵
を
利
用
し
て
奪

権
闘
争
を
実
行
す
る
と
い
う
、
新
た
な
戦
術
に
変
更
し
た
。
李
氏
は
、
こ
の
長
い
年
月
を
か

け
た
劉
少
奇
等
の
右
派
打
倒
へ
の
毛
沢
東
の
目
的
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
い
ら
だ
ち
は
身
体
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
に
も
起
因
し

て
い
た
。
追
放
を
ま
ぬ
が
れ
た
党
の
指
導
部
は
、
一
九
六
九
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

九
回
党
大
会
の
招
集
準
備
を
す
す
め
て
い
た
が
、
指
導
部
内
は
分
裂
が
ひ
ど
か
っ
た
。
第
八

回
党
大
会
は
十
三
年
前
の
一
九
五
六
年
九
月
に
招
集
さ
れ
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
指
針
は
ま

だ
公
式
に
く
つ
が
え
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
原
則
は
ー
集
団
指
導
体
制
、
個

人
崇
拝
の
禁
止
、
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
と
毛
沢
東
の
「
冒

険
主
義
」
批
判
は
ー
当
の
毛
沢
東
に
と
っ
て
ひ
さ
し
く
呪
咀
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
を
喧
伝
し
た
責
任
者
た
ち
ー
劉
小
埼
と
鄧
小
平
ー
に
つ
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
そ

の
長
い
歳
月
の
あ
い
だ
に
、
毛
沢
東
は
策
略
を
め
ぐ
ら
し
て
そ
れ
ら
の
諸
原
則
を
く
つ
が
え

そ
う
と
つ
と
め
て
き
た
。
か
か
る
努
力
の
結
果
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
な
の
で

あ
っ
た
。
党
は
第
九
回
党
大
会
の
準
備
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
集
団
指
導
体
制
を
口
に
す

る
だ
け
で
も
反
革
命
の
罪
に
問
わ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
を
う
ん
ぬ

ん
す
れ
ば
反
革
命
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
で
劉
少
奇
や
鄧
小

平
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
諸
原
則
―
集
団
指
導
体
制
、
個
人
崇
拝
の
禁
止
、
指
導
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
の
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
と
毛
沢
東
の
「
冒
険
主
義
」
ー
に
対
す
る
否
定
運
動
で

あ
り
、
そ
れ
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
竹
内
氏
の
毛
沢
東
弁
護
論
の
主
張
は
、
全
く
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文

革
の
目
的
は
、
自
己
の
個
人
的
な
社
会
主
義
理
念
が
、
党
内
大
多
数
に
認
め
ら
れ
な
い
故
の

主
流
派
へ
の
報
復
の
最
終
決
算
で
あ
っ
た
。
渡
辺
氏
の
「
彼
の
認
識
で
は
実
権
の
な
い
状
況

を
打
開
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
と
い
う
側
面
が
大
き
い
」
と
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。
奪
権

を
試
み
な
が
ら
も
全
て
失
敗
し
て
き
た
帰
結
が
文
革
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
い
青
年
を

紅
衛
兵
と
し
て
文
革
に
利
用
し
た
毛
沢
東
の
狙
い
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
文
革
中
、
毛
は
党
や
政
府
の
や
っ
か
い
な
官
僚
主
義
の
頭
越
し
に
、
自
分
を
崇
拝
し
て

い
る
と
知
れ
た
人
民
大
衆
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
若
者
こ
そ
だ
れ
よ
り
も
信
用
で

き
る
見
方
で
あ
る
と
考
え
た
。
若
者
だ
け
が
古
い
政
治
勢
力
と
戦
う
勇
気
を
持
つ
、
毛
沢
東

は
七
月
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
武
漢
に
い
る
際
に
そ
う
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
造
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反
、
す
な
わ
ち
革
命
を
お
こ
す
に
は
若
者
た
ち
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」（
一
五
）
と
、
毛
沢
東
の
心

情
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
と
っ
て
実
権
派
の
打
倒
に
最
後
に
望
み
を
託
し
た
の

は
、
毛
沢
東
を
無
前
提
的
に
崇
拝
し
て
い
る
青
年
の
行
動
力
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
徳
田
氏
の
述
べ
た
毛
沢
東
の
大
衆
主
義
の
見
解
の
結
論
は
、
奪
権
目
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
紅
衛
兵
の
登
場
に
よ
り
文
革
が
拡
大
混
乱
し
た
故
に
、
そ
の
攻
撃
対
象
を
リ
ュ
正
気
等

の
走
資
派
に
絞
っ
た
と
す
る
堀
川
氏
の
主
張
は
成
立
し
な
い
。
毛
沢
東
は
、
文
革
の
発
動
期

の
当
初
よ
り
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
目
標
に
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
渡
辺
氏
は
、

 

「
一
九
五
六
年
五
月
一
六
日
、
中
共
中
央
が
公
布
し
た
い
わ
ゆ
る
「
五
・
一
六
」
通
知
が

文
革
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。・
・
・
一
九
六
六
年
八
月
四
日
、
毛
沢
東
は
政
治
局
常
務
委
員
会

拡
大
会
議
で
激
し
い
口
調
で
演
説
を
行
っ
た
。・
・
・
翌
五
日
、
文
化
大
革
命
に
火
を
つ
け
た

も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
、『
人
民
日
報
』
の
「
司
令
部
を
攻
撃
し
よ
う
ー
私
の
大
字
報
」
が
発

表
さ
れ
た
。
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。「
同
志
諸
君
は
こ
の
大
字
報
と
評
論
を
も
う
一
度

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
五
〇
余
日
の
間
に
、
中
央
か
ら
地
方
に
い
た
る
ま
で

の
一
部
の
指
導
者
同
志
は
か
え
っ
て
こ
の
道
に
背
き
、
反
動
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
立
場

に
た
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
を
実
行
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
嵐
の
よ
う
な
文
化
大
革
命

を
抑
え
つ
け
、
是
非
を
転
倒
さ
せ
、
白
黒
を
混
同
さ
せ
、
革
命
派
に
包
囲
攻
撃
を
加
え
、
異

な
っ
た
意
見
を
抑
圧
し
、
白
色
テ
ロ
を
行
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
？
）
階
級

の
志
気
を
砕
き
、
自
分
で
は
得
意
に
な
っ
て
い
る
。
何
と
悪
辣
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」（
『
中
国

社
会
主
義
経
済
略
史
』
付
属
資
料
）
名
前
は
い
ま
だ
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
劉
少
奇

と
鄧
小
平
へ
の
罵
倒
が
こ
の
文
書
の
真
意
で
あ
っ
た
。
」
（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
の
文
革
発
動
の
経
過
に
つ
い
て
の
説
明
は
正
し
い
。
文
革
は
、
共
産
党
内
の
政
治

理
想
を
問
題
に
し
た
政
治
権
力
闘
争
で
は
な
い
。
単
な
る
党
内
主
流
派
よ
り
の
権
力
の
奪
取

を
狙
っ
た
私
欲
の
突
出
し
た
毛
沢
東
の
暴
力
革
命
で
あ
っ
た
。 

ま
た
こ
れ
よ
り
以
前
に
お
い
て
も
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
打
倒
に
、
若
い
世
代

に
期
待
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
自
己
の
考
え
方
を
、
李
氏
に
語
っ
て
い
る
。
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
若
い
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
世
代
に
希
望
を
託
し
て
い
た
。「
若
い
無
教

育
の
世
代
は
昔
か
ら
新
し
い
思
想
を
生
み
、
新
し
い
学
派
を
つ
く
り
、
新
し
い
宗
教
を
編
み

だ
し
た
。
若
者
は
新
し
い
状
況
を
つ
か
む
能
力
が
あ
り
、
変
化
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、

時
代
遅
れ
の
古
い
世
代
に
挑
戦
し
て
い
く
だ
け
の
勇
気
が
あ
る
。
孔
子
が
思
想
の
新
し
い
学

派
を
打
ち
だ
し
、
弟
子
を
集
め
た
の
は
二
十
三
歳
の
と
き
だ
っ
た
。・
・
・
偉
大
な
学
者
っ
て

の
は
常
に
、
若
く
て
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
世
代
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。

若
か
ろ
う
と
知
識
が
豊
富
で
な
か
ろ
う
と
、
問
題
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
大
切
な
の
は
真
理
を
つ

か
ん
で
勇
敢
に
前
進
す
る
こ
と
な
ん
だ
」
・
・
・
・
「
八
年
後
の
一
九
六
六
年
に
毛
沢
東
が
文

化
大
革
命
を
発
動
し
た
際
―
全
国
の
若
者
に
学
校
の
教
師
や
共
産
党
を
批
判
す
べ
く
決
起
せ

よ
と
号
令
を
か
け
た
と
き
ー
私
は
以
上
の
よ
う
な
主
席
と
の
や
り
と
り
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ

る
の
だ
。
毛
沢
東
は
何
年
に
も
わ
た
っ
て
か
か
る
戦
略
を
練
り
に
練
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」（

一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
毛
沢
東
を
崇
拝
し
て
い
る
無
教
育
で
未
熟
な
若
者
の
左
右
を
顧
み
な
い
無
鉄

砲
な
行
動
力
に
、
文
革
の
実
行
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
孔
子
を
強
引
に
引
用
し

て
自
己
の
正
当
性
を
弁
護
し
て
、
若
い
世
代
の
無
鉄
砲
さ
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
、
党
内
の
中
で
如
何
に
彼
が
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
か
、
想
像
で
き
る
。
こ
れ
で
は
政
治
路

線
を
異
に
す
る
思
想
信
条
の
対
立
に
由
来
す
る
権
力
闘
争
で
は
な
い
。
毛
沢
東
は
、
科
学
的

社
会
主
義
を
標
榜
す
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
は
な
く
、
前
近
代
的
の
中
国
の
伝

統
的
な
独
裁
君
主
と
し
て
の
権
力
独
占
欲
に
燃
え
た
、
私
欲
の
塊
的
な
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。

 
 

林
彪
の
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
を
、
何
よ
り
喜
ぶ
毛
沢
東
の
意
識
の
中
に
、
そ
れ
を
読
み

育
て
あ
げ
つ
つ
、
政
治
局
常
務
委
員
会
と
党
中
央
書
記
処
内
に
い
る
自
分
の
敵
を
攻
撃
さ
せ

た
。
前
例
の
な
い
工
作
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
毛
沢
東
が
こ
ん
な
党
中
央
の
高
官
に
対
す
る

全
面
的
攻
撃
を
仕
掛
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
政
治
局
常
務
委
員
会
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
右
派
で
あ
り
左
派
で
も

あ
る
と
い
う
両
面
思
考
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
常
務
委
員
会
を
左
派
と
見
な
し
て
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
知
識
人
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
の
一
方
で
常
務
委
員
会
を
右
派
と
見
な
し
て
党
指
導
外
に

い
る
左
派
の
江
青
等
に
攻
撃
さ
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
両
面
攻
撃
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
党
内
右
派
的
な
党
指
導
幹
部
を
追
放
し
て
、
党
内
左
派
＝
毛
沢
東
の
指
導
的
地
位
を
確

立
す
る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
発
動
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
以
後
の
政
治
史
過

程
か
ら
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
整
風
＝
政
治
思
想
闘
争
で
も
右

派
を
打
倒
で
き
ず
、
大
躍
進
＝
経
済
闘
争
で
も
右
派
を
排
除
で
き
ず
、
社
会
主
義
運
動
＝
教

育
闘
争
で
も
右
派
を
排
除
し
て
実
権
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
毛
沢
東
は
、
右

派
を
追
放
し
て
党
の
実
権
を
握
る
た
め
に
、
残
さ
れ
た
最
後
手
段
と
し
て
文
化
大
革
命
＝
文

化
・
芸
術
・
思
想
等
の
上
部
構
造
の
革
命
に
最
後
の
望
み
を
託
し
た
。 

共
産
党
組
織
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
最
終
的
手
段
と
し
て
林
彪
と
江
青
等
を

利
用
し
て
、
青
少
年
へ
の
個
人
崇
拝
が
強
い
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
紅
衛
兵
を
利
用
し
て
奪

権
闘
争
を
実
行
す
る
と
い
う
、
新
た
な
戦
術
に
変
更
し
た
。
李
氏
は
、
こ
の
長
い
年
月
を
か

け
た
劉
少
奇
等
の
右
派
打
倒
へ
の
毛
沢
東
の
目
的
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
い
ら
だ
ち
は
身
体
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
に
も
起
因
し

て
い
た
。
追
放
を
ま
ぬ
が
れ
た
党
の
指
導
部
は
、
一
九
六
九
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

九
回
党
大
会
の
招
集
準
備
を
す
す
め
て
い
た
が
、
指
導
部
内
は
分
裂
が
ひ
ど
か
っ
た
。
第
八

回
党
大
会
は
十
三
年
前
の
一
九
五
六
年
九
月
に
招
集
さ
れ
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
指
針
は
ま

だ
公
式
に
く
つ
が
え
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
原
則
は
ー
集
団
指
導
体
制
、
個

人
崇
拝
の
禁
止
、
指
導
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
と
毛
沢
東
の
「
冒

険
主
義
」
批
判
は
ー
当
の
毛
沢
東
に
と
っ
て
ひ
さ
し
く
呪
咀
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
を
喧
伝
し
た
責
任
者
た
ち
ー
劉
小
埼
と
鄧
小
平
ー
に
つ
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
そ

の
長
い
歳
月
の
あ
い
だ
に
、
毛
沢
東
は
策
略
を
め
ぐ
ら
し
て
そ
れ
ら
の
諸
原
則
を
く
つ
が
え

そ
う
と
つ
と
め
て
き
た
。
か
か
る
努
力
の
結
果
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
な
の
で

あ
っ
た
。
党
は
第
九
回
党
大
会
の
準
備
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
集
団
指
導
体
制
を
口
に
す

る
だ
け
で
も
反
革
命
の
罪
に
問
わ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
を
う
ん
ぬ

ん
す
れ
ば
反
革
命
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
の
目
的
は
、
第
八
回
党
大
会
で
劉
少
奇
や
鄧
小

平
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
諸
原
則
―
集
団
指
導
体
制
、
個
人
崇
拝
の
禁
止
、
指
導
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
の
毛
沢
東
思
想
の
撤
廃
と
毛
沢
東
の
「
冒
険
主
義
」
ー
に
対
す
る
否
定
運
動
で

あ
り
、
そ
れ
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
竹
内
氏
の
毛
沢
東
弁
護
論
の
主
張
は
、
全
く
見
当
は
ず
れ
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文

革
の
目
的
は
、
自
己
の
個
人
的
な
社
会
主
義
理
念
が
、
党
内
大
多
数
に
認
め
ら
れ
な
い
故
の

主
流
派
へ
の
報
復
の
最
終
決
算
で
あ
っ
た
。
渡
辺
氏
の
「
彼
の
認
識
で
は
実
権
の
な
い
状
況

を
打
開
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
と
い
う
側
面
が
大
き
い
」
と
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。
奪
権

を
試
み
な
が
ら
も
全
て
失
敗
し
て
き
た
帰
結
が
文
革
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
い
青
年
を

紅
衛
兵
と
し
て
文
革
に
利
用
し
た
毛
沢
東
の
狙
い
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
文
革
中
、
毛
は
党
や
政
府
の
や
っ
か
い
な
官
僚
主
義
の
頭
越
し
に
、
自
分
を
崇
拝
し
て

い
る
と
知
れ
た
人
民
大
衆
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
若
者
こ
そ
だ
れ
よ
り
も
信
用
で

き
る
見
方
で
あ
る
と
考
え
た
。
若
者
だ
け
が
古
い
政
治
勢
力
と
戦
う
勇
気
を
持
つ
、
毛
沢
東

は
七
月
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
武
漢
に
い
る
際
に
そ
う
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
造
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建
的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が

ら
、
社
会
主
義
的
な
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た
話
だ
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。

 
 

毛
沢
東
に
と
っ
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
は
、
制
度
で
は
な
く
地
方
幹
部
の
失
政

に
あ
り
、
そ
の
制
度
は
精
神
的
に
存
続
し
て
急
進
的
社
会
主
義
路
線
を
堅
持
し
て
い
る
以
上
、

残
さ
れ
た
問
題
は
、
思
想
や
文
化
等
の
上
部
構
造
の
社
会
主
義
的
改
革
で
あ
っ
た
。 

 

江
青
は
毛
沢
東
の
忠
実
な
部
下
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
片
腕
と
な
っ
て
封
建
的
、
資
本
主
義

的
残
滓
を
摘
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
江
青
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
文
化
・
芸
術
面

の
封
建
的
、
資
本
主
義
的
芸
術
の
一
掃
に
傾
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
の

発
動
の
前
提
に
な
っ
た
。
そ
し
て
直
接
の
文
革
の
発
端
は
、
上
海
の
「
理
論
家
」
姚
文
元
の

よ
っ
て
書
か
れ
た
一
文
ー
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
罷
』
を
評
す
」
で
あ
っ
た
。
姚
文
元
の
一

文
作
成
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
こ
の
攻
撃
は
，
呉
唅
を
は
じ
め
彭
徳
懐
の
支
持
派
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始

を
狙
っ
て
い
た
。
他
の
新
聞
や
雑
誌
も
、
こ
の
攻
撃
に
く
わ
わ
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
の
メ
デ
ィ
ア
は
姚
文
元
の
攻
撃
を
無
視
し
て
し
ま
っ
た
。「
文

滙
報
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
十
九
日
間
も
。
北
京
の
新
聞
は
頑
固
に
も
こ
の
一
文
を
転
載
す
る

の
を
こ
ば
ん
だ
の
だ
」
。
そ
の
夜
、
毛
は
私
に
そ
う
言
っ
た
。
毛
は
激
怒
し
て
い
た
。
「
私
が

言
っ
て
や
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
北
京
の
新
聞
は
転
載
を
し
た
。
や
つ
ら
、
お
そ
ろ
し
く
手

ご
わ
い
と
思
わ
ん
か
ね
？
」
私
は
混
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
な
ぜ
海
瑞
と
呉
唅
が
攻

撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
が
、
毛
沢
東
の
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
が
発
動
さ
れ
る
合
図
の
号
砲
だ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。・
・
・

文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
っ
て
は
じ
め
て
、「
や
つ
ら
」
に
は
国
家
主
席
の
劉
少
奇
と
、
そ
の
周

辺
に
ち
か
い
党
最
高
幹
部
ら
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
さ
と
っ
た
。
」
（
一
一
）
と
述
べ
て

い
る
。
姚
文
元
は
、
明
朝
の
清
廉
な
官
吏
・
海
瑞
の
皇
帝
に
諌
言
す
る
廉
直
な
人
格
を
、
皇

帝
＝
毛
沢
東
に
絶
対
服
従
し
な
い
不
忠
な
人
物
＝
彭
徳
海
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
右
派
に
看
做
し

て
海
瑞
劇
を
書
い
た
呉
唅
と
と
も
に
、
党
外
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
、
文
化
大
革
命
の
発
端
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
反
対
し
た
党
中
央
幹
部
の
劉
少
奇
・

鄧
小
平
等
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
＝
走
資
派
分
子
＝
右
派
＝
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
路
線
派

が
、
左
派
の
毛
沢
東
の
最
終
的
な
打
倒
勢
力
で
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
遂
に
毛
沢
東
は
、

一
九
六
六
年
三
月
に
文
革
の
行
動
に
出
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
三
月
十
五
日
、
上
海
に
着
い
て
二
日
後
、
政
治
局
常
務
委
員
会
の
拡
大
会
議

を
招
集
し
、
そ
の
席
上
で
江
青
の
持
論
を
く
り
返
し
た
。
学
界
、
教
育
界
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知

識
人
ど
も
が
支
配
し
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
左
派
の
意
見
と
思
想
を
弾
圧
し
て
き
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
毛
は
非
難
の
対
象
と
し
て
と
く
に
四
人
の
名
前
を
あ
げ
た
ー
呉
唅
、
翦
伯
賛
、

鄧
拓
、
寥
沫
沙
で
あ
っ
た
。・
・
・
こ
れ
ら
主
だ
っ
た
知
識
人
は
表
向
き
こ
そ
共
産
党
員
だ
っ

た
け
れ
ど
、
毛
に
よ
れ
ば
、
思
想
と
行
動
に
お
い
て
は
国
民
党
員
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

主
席
は
文
学
、
歴
史
、
法
律
、
経
済
学
に
お
け
る
「
文
化
革
命
」
の
発
動
を
提
案
し
た
。
」
（

一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
知
識
人
と
し
て
有
名
や
呉
唅
等
の
四
人
を
、
今

や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
見
な
し
て
、
最
初
に
攻
撃
す
る
目
標
に
仕
立
て
た
。 

  
 
 
 

三 

文
化
大
革
命
の
発
動 

 

毛
沢
東
は
、
こ
の
知
識
人
批
判
に
お
い
て
、
実
に
込
み
入
っ
た
中
国
人
の
伝
統
的
思
考
で

あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
攻
撃
方
法
に
出
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
二
正
面
作
戦
を
と
っ
て
い
た
。
政
治
局
常
務
委
員
会
に
対
し
指
導
的
な
ブ
ル

ジ
ョ
ア
知
識
人
へ
の
批
判
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
常
務
委
員
会
と
党
指
導
層
の
外
に
出
て
自

分
の
も
っ
と
も
親
し
い
盟
友
ー
と
く
に
江
青
と
康
生
ら
ー
を
中
心
と
す
る
対
立
グ
ル
ー
プ
に

ど
一
部
の
文
学
作
品
や
評
論
を
反
社
会
主
義
的
と
批
判
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
や
が
て
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
党
内
多
数
派
に
対
す
る
全
般
的
な
批
判
が
繰
り
拡
げ
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
大
躍
進
政
策
が
失
敗
し
た
あ
と
、
経
済
調
整
政

策
が
進
む
過
程
で
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
共
産
党
指
導
部
の
内
部
の
抗
争
が
あ
っ
た
」
（
八
）

と
、
理
解
し
て
い
る
。
久
保
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
対
立
の
原
因
の
背
景
に
は
、
農
地
請
負
制
度
ー
経
済
調
整
政
策
を
め
ぐ
る
内
部
抗
争
が
存

在
し
た
と
す
る
。
し
か
し
後
述
す
る
が
、
こ
れ
は
、
文
革
の
発
動
に
対
す
る
毛
沢
東
の
発
言

ー
経
済
の
下
部
構
造
の
社
会
主
義
化
は
完
了
し
た
が
、
ま
だ
上
部
構
造
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ

ア
思
想
の
存
在
は
未
解
決
で
あ
る
と
の
主
張
ー
と
矛
盾
す
る
。 

②
久
保
氏
は
、
紅
衛
兵
の
下
放
に
つ
い
て
、「
生
産
現
場
で
労
働
者
に
学
ぼ
う
と
い
う
口
実
の

下
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
体
の
い
い
厄
介
払
い
で
あ
っ
た
」
（
八
）
と
述
べ
る
。 

③
何
故
に
毛
沢
東
は
、
文
革
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
を
下
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。 

以
上
、
現
在
の
ま
で
文
革
の
研
究
史
に
お
い
て
、
未
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点
に
つ

い
て
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
文
革
に
お
い
て
、
江
青
や
林
彪
が
登
場
し
た
理
由
が
、
全
て
の
文
革
の
研
究
史
に
お
い
て

全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
く
て
不
明
で
あ
る
。 

②
文
革
は
、
劉
少
奇
・
小
平
等
の
実
権
派
の
打
倒
が
目
的
と
の
点
で
、
文
革
の
研
究
史
は
一

致
す
る
が
、
何
故
に
彼
等
が
打
倒
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

③
毛
沢
東
は
、
何
故
に
文
革
に
お
い
て
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
毛
沢

東
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
や
労
働
者
が
、
何
故
に
二
分
化
し
て
、
武
闘
す
る
よ
う
な
内
乱
状
態

を
引
き
起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

④
文
革
に
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
毛
沢
東
が
、
何
故
に
紅
衛
兵
を
切
り
捨
て
て
下
放
し
た
の
か
、

そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文
革
で
の
政
治
的
立
場
が
不
明
で
あ
る
。 

  
 
 
 

二 

文
革
発
動
の
原
因
―
江
青
・
林
彪
の
登
場 

 
 

毛
沢
東
の
主
導
下
で
発
動
し
た
文
化
大
革
命
で
権
力
者
に
台
頭
し
て
き
た
の
は
、
毛
沢
東

夫
人
の
江
青
と
毛
沢
東
の
古
き
戦
友
の
林
彪
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
文
革
で
江
青
を
必
要
と

し
た
理
由
は
、
江
青
以
外
に
信
頼
で
き
る
側
近
が
い
な
い
、
党
内
で
孤
立
し
た
毛
沢
東
の
最

終
手
段
で
あ
っ
た
。
李
志
綏
氏
は
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
に
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
文
化
大
革
命
の
シ
ナ
リ
オ
な
ど
な
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
妻
へ
の
手
紙
に
は
、
当
時
の
文
革
に
つ
い
て
毛
が
ど
う
考
え
て
い
た
か
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
周
辺
で
あ
ま
り
に
多
く
の
人
々
に
対
す
る
疑
念
が
高
ま
っ

た
分
、
江
青
へ
の
政
治
的
な
信
頼
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い

る
。
文
革
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
江
青
等
の
主
導
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
江
青
へ
の
信
頼
感
は
、
党

内
幹
部
に
対
す
る
猜
疑
心
の
増
加
に
対
す
る
反
発
心
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
新
た

に
政
治
的
主
導
権
の
奪
権
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
六
三
年
十
二
月
十
二
日
、
毛
沢
東
は
中
国
文
化
に
関
す
る
江
青
の
調
査
結
果
の
ひ

と
つ
を
読
ん
で
み
ろ
と
私
に
言
っ
た
。
柯
慶
施
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
記
事
で
、「
上
海
に
お

け
る
演
劇
お
よ
び
歌
劇
の
革
命
的
変
化
に
関
す
る
最
終
報
告
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。「
読
ん
だ

み
た
ま
え
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い
て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た

が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
化
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い

ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
い
る
。
映
画
や
演
劇
、
民
謡
、
美
術
、
小
説
な
ど
で
わ
れ

わ
れ
が
な
し
と
げ
た
成
果
を
軽
視
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
し
か
し
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
演
劇
の
分
野
で
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
研
究
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建
的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が

ら
、
社
会
主
義
的
な
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た
話
だ
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。

 
 

毛
沢
東
に
と
っ
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
は
、
制
度
で
は
な
く
地
方
幹
部
の
失
政

に
あ
り
、
そ
の
制
度
は
精
神
的
に
存
続
し
て
急
進
的
社
会
主
義
路
線
を
堅
持
し
て
い
る
以
上
、

残
さ
れ
た
問
題
は
、
思
想
や
文
化
等
の
上
部
構
造
の
社
会
主
義
的
改
革
で
あ
っ
た
。 

 

江
青
は
毛
沢
東
の
忠
実
な
部
下
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
片
腕
と
な
っ
て
封
建
的
、
資
本
主
義

的
残
滓
を
摘
発
す
る
こ
と
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
江
青
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
文
化
・
芸
術
面

の
封
建
的
、
資
本
主
義
的
芸
術
の
一
掃
に
傾
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
の

発
動
の
前
提
に
な
っ
た
。
そ
し
て
直
接
の
文
革
の
発
端
は
、
上
海
の
「
理
論
家
」
姚
文
元
の

よ
っ
て
書
か
れ
た
一
文
ー
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
罷
』
を
評
す
」
で
あ
っ
た
。
姚
文
元
の
一

文
作
成
の
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
こ
の
攻
撃
は
，
呉
唅
を
は
じ
め
彭
徳
懐
の
支
持
派
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始

を
狙
っ
て
い
た
。
他
の
新
聞
や
雑
誌
も
、
こ
の
攻
撃
に
く
わ
わ
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
の
メ
デ
ィ
ア
は
姚
文
元
の
攻
撃
を
無
視
し
て
し
ま
っ
た
。「
文

滙
報
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
十
九
日
間
も
。
北
京
の
新
聞
は
頑
固
に
も
こ
の
一
文
を
転
載
す
る

の
を
こ
ば
ん
だ
の
だ
」
。
そ
の
夜
、
毛
は
私
に
そ
う
言
っ
た
。
毛
は
激
怒
し
て
い
た
。
「
私
が

言
っ
て
や
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
北
京
の
新
聞
は
転
載
を
し
た
。
や
つ
ら
、
お
そ
ろ
し
く
手

ご
わ
い
と
思
わ
ん
か
ね
？
」
私
は
混
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
な
お
な
ぜ
海
瑞
と
呉
唅
が
攻

撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
が
、
毛
沢
東
の
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
が
発
動
さ
れ
る
合
図
の
号
砲
だ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。・
・
・

文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
っ
て
は
じ
め
て
、「
や
つ
ら
」
に
は
国
家
主
席
の
劉
少
奇
と
、
そ
の
周

辺
に
ち
か
い
党
最
高
幹
部
ら
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
さ
と
っ
た
。
」
（
一
一
）
と
述
べ
て

い
る
。
姚
文
元
は
、
明
朝
の
清
廉
な
官
吏
・
海
瑞
の
皇
帝
に
諌
言
す
る
廉
直
な
人
格
を
、
皇

帝
＝
毛
沢
東
に
絶
対
服
従
し
な
い
不
忠
な
人
物
＝
彭
徳
海
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
右
派
に
看
做
し

て
海
瑞
劇
を
書
い
た
呉
唅
と
と
も
に
、
党
外
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
、
文
化
大
革
命
の
発
端
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
反
対
し
た
党
中
央
幹
部
の
劉
少
奇
・

鄧
小
平
等
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
＝
走
資
派
分
子
＝
右
派
＝
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
路
線
派

が
、
左
派
の
毛
沢
東
の
最
終
的
な
打
倒
勢
力
で
あ
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
遂
に
毛
沢
東
は
、

一
九
六
六
年
三
月
に
文
革
の
行
動
に
出
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
三
月
十
五
日
、
上
海
に
着
い
て
二
日
後
、
政
治
局
常
務
委
員
会
の
拡
大
会
議

を
招
集
し
、
そ
の
席
上
で
江
青
の
持
論
を
く
り
返
し
た
。
学
界
、
教
育
界
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知

識
人
ど
も
が
支
配
し
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
左
派
の
意
見
と
思
想
を
弾
圧
し
て
き
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
毛
は
非
難
の
対
象
と
し
て
と
く
に
四
人
の
名
前
を
あ
げ
た
ー
呉
唅
、
翦
伯
賛
、

鄧
拓
、
寥
沫
沙
で
あ
っ
た
。・
・
・
こ
れ
ら
主
だ
っ
た
知
識
人
は
表
向
き
こ
そ
共
産
党
員
だ
っ

た
け
れ
ど
、
毛
に
よ
れ
ば
、
思
想
と
行
動
に
お
い
て
は
国
民
党
員
だ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

主
席
は
文
学
、
歴
史
、
法
律
、
経
済
学
に
お
け
る
「
文
化
革
命
」
の
発
動
を
提
案
し
た
。
」
（

一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
知
識
人
と
し
て
有
名
や
呉
唅
等
の
四
人
を
、
今

や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
と
見
な
し
て
、
最
初
に
攻
撃
す
る
目
標
に
仕
立
て
た
。 

  
 
 
 

三 

文
化
大
革
命
の
発
動 

 

毛
沢
東
は
、
こ
の
知
識
人
批
判
に
お
い
て
、
実
に
込
み
入
っ
た
中
国
人
の
伝
統
的
思
考
で

あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
攻
撃
方
法
に
出
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
二
正
面
作
戦
を
と
っ
て
い
た
。
政
治
局
常
務
委
員
会
に
対
し
指
導
的
な
ブ
ル

ジ
ョ
ア
知
識
人
へ
の
批
判
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
常
務
委
員
会
と
党
指
導
層
の
外
に
出
て
自

分
の
も
っ
と
も
親
し
い
盟
友
ー
と
く
に
江
青
と
康
生
ら
ー
を
中
心
と
す
る
対
立
グ
ル
ー
プ
に

ど
一
部
の
文
学
作
品
や
評
論
を
反
社
会
主
義
的
と
批
判
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
や
が
て
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
党
内
多
数
派
に
対
す
る
全
般
的
な
批
判
が
繰
り
拡
げ
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
大
躍
進
政
策
が
失
敗
し
た
あ
と
、
経
済
調
整
政

策
が
進
む
過
程
で
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
共
産
党
指
導
部
の
内
部
の
抗
争
が
あ
っ
た
」
（
八
）

と
、
理
解
し
て
い
る
。
久
保
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
対
立
の
原
因
の
背
景
に
は
、
農
地
請
負
制
度
ー
経
済
調
整
政
策
を
め
ぐ
る
内
部
抗
争
が
存

在
し
た
と
す
る
。
し
か
し
後
述
す
る
が
、
こ
れ
は
、
文
革
の
発
動
に
対
す
る
毛
沢
東
の
発
言

ー
経
済
の
下
部
構
造
の
社
会
主
義
化
は
完
了
し
た
が
、
ま
だ
上
部
構
造
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ

ア
思
想
の
存
在
は
未
解
決
で
あ
る
と
の
主
張
ー
と
矛
盾
す
る
。 

②
久
保
氏
は
、
紅
衛
兵
の
下
放
に
つ
い
て
、「
生
産
現
場
で
労
働
者
に
学
ぼ
う
と
い
う
口
実
の

下
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
体
の
い
い
厄
介
払
い
で
あ
っ
た
」
（
八
）
と
述
べ
る
。 

③
何
故
に
毛
沢
東
は
、
文
革
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
を
下
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。 

以
上
、
現
在
の
ま
で
文
革
の
研
究
史
に
お
い
て
、
未
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点
に
つ

い
て
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
文
革
に
お
い
て
、
江
青
や
林
彪
が
登
場
し
た
理
由
が
、
全
て
の
文
革
の
研
究
史
に
お
い
て

全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
く
て
不
明
で
あ
る
。 

②
文
革
は
、
劉
少
奇
・
小
平
等
の
実
権
派
の
打
倒
が
目
的
と
の
点
で
、
文
革
の
研
究
史
は
一

致
す
る
が
、
何
故
に
彼
等
が
打
倒
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

③
毛
沢
東
は
、
何
故
に
文
革
に
お
い
て
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
毛
沢

東
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
や
労
働
者
が
、
何
故
に
二
分
化
し
て
、
武
闘
す
る
よ
う
な
内
乱
状
態

を
引
き
起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

④
文
革
に
紅
衛
兵
を
利
用
し
た
毛
沢
東
が
、
何
故
に
紅
衛
兵
を
切
り
捨
て
て
下
放
し
た
の
か
、

そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
文
革
で
の
政
治
的
立
場
が
不
明
で
あ
る
。 

  
 
 
 

二 

文
革
発
動
の
原
因
―
江
青
・
林
彪
の
登
場 

 
 

毛
沢
東
の
主
導
下
で
発
動
し
た
文
化
大
革
命
で
権
力
者
に
台
頭
し
て
き
た
の
は
、
毛
沢
東

夫
人
の
江
青
と
毛
沢
東
の
古
き
戦
友
の
林
彪
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
文
革
で
江
青
を
必
要
と

し
た
理
由
は
、
江
青
以
外
に
信
頼
で
き
る
側
近
が
い
な
い
、
党
内
で
孤
立
し
た
毛
沢
東
の
最

終
手
段
で
あ
っ
た
。
李
志
綏
氏
は
、
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
に
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
文
化
大
革
命
の
シ
ナ
リ
オ
な
ど
な
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
だ
が
妻
へ
の
手
紙
に
は
、
当
時
の
文
革
に
つ
い
て
毛
が
ど
う
考
え
て
い
た
か
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
周
辺
で
あ
ま
り
に
多
く
の
人
々
に
対
す
る
疑
念
が
高
ま
っ

た
分
、
江
青
へ
の
政
治
的
な
信
頼
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い

る
。
文
革
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
江
青
等
の
主
導
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
江
青
へ
の
信
頼
感
は
、
党

内
幹
部
に
対
す
る
猜
疑
心
の
増
加
に
対
す
る
反
発
心
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
新
た

に
政
治
的
主
導
権
の
奪
権
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
六
三
年
十
二
月
十
二
日
、
毛
沢
東
は
中
国
文
化
に
関
す
る
江
青
の
調
査
結
果
の
ひ

と
つ
を
読
ん
で
み
ろ
と
私
に
言
っ
た
。
柯
慶
施
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
記
事
で
、「
上
海
に
お

け
る
演
劇
お
よ
び
歌
劇
の
革
命
的
変
化
に
関
す
る
最
終
報
告
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。「
読
ん
だ

み
た
ま
え
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い
て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た

が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
化
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い

ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
い
る
。
映
画
や
演
劇
、
民
謡
、
美
術
、
小
説
な
ど
で
わ
れ

わ
れ
が
な
し
と
げ
た
成
果
を
軽
視
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
し
か
し
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
演
劇
の
分
野
で
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
研
究
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①
安
藤
氏
の
主
張
は
、
前
文
と
後
文
で
は
異
な
っ
て
お
り
、
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
が
、
何

処
に
力
点
が
あ
っ
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。 

 
②
文
革
の
発
動
に
江
衛
兵
を
動
員
し
た
毛
沢
東
は
、
何
故
に
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を
限
定

し
た
の
か
は
、
未
解
決
な
重
要
問
題
で
あ
る
。
事
実
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
何
故
に
江
衛
兵
急
進
派
が
、
毛
沢
東
の
指
示
に
従
わ
な
い
の
か
、
何
故
に
毛
沢
東
と
江
衛

兵
左
派
の
両
者
に
、
文
革
へ
の
認
識
差
が
生
じ
た
の
か
、
重
要
問
題
で
あ
る
。 

竹
内
実
氏
は
、「
文
革
を
発
動
し
た
毛
沢
東
の
意
図
が
劉
少
奇
打
倒
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
も

は
や
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。・
・
・
劉
小
埼
ー
彭
真
ー
北
京
の
文
化
界
、
と
い
う
の
が
、

劉
少
奇
の
も
つ
、
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
的
な
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
劉
少
奇
の
権
威
は
日
ま
し

に
上
昇
し
、
党
内
で
は
、
毛
沢
東
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
空
気
が
、
し
だ
い
に
強
く
な
っ
た
。

毛
沢
東
は
こ
れ
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
毛
沢
東
が
不
満
を
感
じ
た
と
い
う
の

は
、
や
や
奇
妙
な
、
自
己
中
心
的
な
考
え
方
の
よ
う
で
あ
る
が
、
逆
境
に
お
ち
い
っ
て
手
の

ひ
ら
を
か
え
す
よ
う
な
し
う
ち
を
う
け
る
と
い
う
経
験
を
、
毛
沢
東
の
よ
う
な
人
物
で
さ
え
、

経
験
し
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
な
い
。・
・
・
毛
沢
東
の
不
満
は
、
劉
少
奇
ー
鄧
小
平
体
制

を
発
足
さ
せ
た
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
に
も
、
む
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
か
ら
文
革
ま

で
、
十
年
。「
苦
節
十
年
」
と
い
う
が
、
そ
こ
に
報
復
の
心
理
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
」
（
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
竹
内
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
劉
少
奇
打
倒
の
原
因
を
、
毛
沢
東
が
味
わ
っ
た
政
治
的
冷
遇
に
対
す
る
報
復
の
心
理
と
理

解
す
る
。
毛
沢
東
を
善
良
な
人
間
と
し
て
理
解
す
る
の
は
、
同
氏
の
一
貫
し
た
理
論
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
＝
善
人
説
は
、
「
あ
と
が
き
」
で
毛
沢
東
＝
秦
の
始
皇
帝
と
し
て
、
「
毛
沢
東
が
入

手
し
た
の
は
、
権
力
で
あ
る
。
権
力
一
般
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
皇
帝
型
権
力
と
い
う
権

力
で
あ
る
」
と
す
る
絶
対
君
主
制
的
人
間
説
と
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。 

③
毛
沢
東
の
文
革
は
、
劉
少
奇
の
打
倒
に
あ
っ
た
と
す
る
が
、
何
故
に
劉
小
埼
を
打
倒
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、「
し
か
し
急
激
な
運
動
の
高
揚
は
紅
衛
兵
と
労
働
者
と
の
衝
突
、
紅
衛
兵

ど
う
し
の
抗
争
（
武
闘
）
、
生
産
の
マ
ヒ
等
、
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
た
め
に
、

一
九
六
七
年1

月
以
後
、
打
倒
す
べ
き
対
象
が
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
一
握
り
の
実
権
派

（
走
資
派
）
に
し
ぼ
ら
れ
、
国
家
主
席
劉
少
奇
や
党
総
書
記
鄧
小
平
ら
の
幹
部
が
失
脚
し
て

い
っ
た
。
」
（
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
毛
沢
東
は
、
何
故
に
青
少
年
を
政
治
に
利
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
何
故
に
紅
衛

兵
同
士
の
武
闘
が
起
き
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
追
及
し
て
い
な
い
。 

②
文
革
が
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
故
に
、
打
倒
す
べ
き
対
象
を
走
資
派
に
絞
っ
た
と
言
う
が
、 

資
料
に
従
い
、
事
実
を
検
討
し
直
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、「
彼
は
ま
た
も
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
一
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
文
化
大
革
命
（
文
革
）
を
「
発
動
し
、
指
導
し
」
、
中
国
を
「
悲
惨
な
内
乱
」
に
追
い
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
文
革
は
も
ち
ろ
ん
、「
北
京
で
は
張
り
一
本
さ
せ
な
い
」
と
嘆
く
ほ
ど
、
彼
の

認
識
で
は
実
権
の
な
い
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
発
動

を
決
意
さ
せ
た
の
は
、
生
涯
を
か
け
て
実
現
し
て
き
た
革
命
の
成
果
が
失
わ
れ
、
反
革
命
が

復
活
し
か
ね
な
い
と
い
っ
た
危
機
に
対
す
る
「
焦
燥
感
」
で
あ
っ
た
。
危
機
克
服
の
た
め
、

文
革
と
い
う
「
冒
進
」
に
踏
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
七
）
と
言
う
。
渡
辺
氏
の

問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
文
革
は
、
党
内
で
の
劣
勢
状
況
打
開
の
奪
権
闘
争
と
す
る
。
反
革
命
復
活
に
対
す
る
焦
躁

感
に
よ
る
冒
進
と
す
る
。
毛
沢
東
の
発
言
に
基
づ
い
て
、
正
確
に
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

②
文
革
の
発
動
を
決
意
さ
せ
た
契
機
と
し
て
の
「
毛
沢
東
が
生
涯
を
か
け
て
実
現
し
て
き
た

革
命
の
成
果
」
と
は
、
一
体
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
等
は
、
「
文
革
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
・
・
・
し
か
し
当
初
は
『
海
瑞
免
官
』
な

う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
野
村
氏
は
、
文
革
は
「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二

面
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
り
、
前
と
後
で
矛
盾
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
。 

③
劉
少
奇
が
追
放
さ
れ
た
理
由
が
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
野
村
氏
は
、「
こ
の
一
連
の
過
程
に

お
い
て
、
毛
沢
東
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
＝
修
正
主
義
者
、
劉
少
奇

を
打
倒
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、「
極
左
」
＝
「
五
・
一
六
兵
団
」
を
切
り
捨
て
た
。
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
、「
実
権
派
」
を
打
倒
し
た
う
え
で
、
ひ
た
す
ら
「
大
連
合
」
へ
と
向
け
ら
れ

た
。
複
雑
き
わ
ま
る
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東
が
権
力
内
部
の
も
っ
と
も
具
体
的
、

現
実
的
場
面
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
方
向
づ
け
た
か
は
、
や
は
り
な
お
う
か
が

い
え
ざ
る
謎
の
部
分
に
属
す
る
。
」
（
一
）
と
、
毛
沢
東
の
政
治
行
動
は
謎
で
あ
る
と
言
う
。 

④
何
故
に
毛
沢
東
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
が
、
二
分
化
し
て
武
闘
に
ま
で
発
展
す
る
内
乱
状
態

に
な
っ
た
の
か
。
文
革
に
極
左
グ
ル
ー
プ
を
動
員
し
た
毛
沢
東
が
、
何
故
に
極
左
グ
ル
ー
プ

を
切
り
捨
て
て
下
放
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

徳
田
教
之
氏
は
、「
文
革
は
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
毛
沢
東
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
毛
沢
東
が
支
援
す
る
大
衆
反
乱
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
政
治
動
乱

で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
客
観
的
に
み
れ
ば
老
独
裁
者
の
絶
望
的
な
企
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
徳
田
氏
の
主
張
で
問
題
な
の
は
、
毛
沢
東
が
自
ら
築
き
あ
げ

て
来
た
も
の
と
は
何
な
の
か
、
ま
た
果
た
し
て
そ
れ
を
破
壊
し
た
矛
盾
し
た
政
治
動
乱
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
二
点
の
具
体
的
説
明
が
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

徳
田
氏
は
、
文
革
の
理
念
に
つ
い
て
、
①
第
一
は
、
マ
ル
チ
人
間
の
育
成
―
「
分
業
化
に

逆
行
す
る
社
会
の
実
現
で
あ
る
。
」
②
第
二
は
、「
搾
取
階
級
の
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、

旧
慣
習
」
を
打
破
し
て
、
新
し
い
も
の
を
注
入
し
、「
社
会
全
体
の
精
神
的
様
相
を
改
め
る
」

と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
③
「
第
三
は
、
文
革
の
発
動
の
初
期
段
階
で
は
、
奪
権
闘
争
の

手
段
と
し
て
か
、
真
実
の
政
治
理
念
の
吐
露
と
し
て
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
毛
沢
東
は
再
び

激
し
い
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
、
毛
沢

東
の
最
も
重
視
し
た
の
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
」
の
打
倒
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
劉
少
奇

・
鄧
小
平
ら
の
実
権
派
打
倒
と
ま
で
は
、
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
。
毛
沢
東
の
大
衆
主
義

は
、
奪
権
か
政
治
理
念
の
実
現
の
た
め
か
、
ど
ち
ら
か
分
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
徳
田
氏
は
、「
毛
沢
東
に
と
っ
て
一
度
は
「
孫
悟
空
」
と
讃
え
ら
れ
た
紅
衛
兵
は
、
こ

の
時
す
で
に
邪
魔
者
と
さ
れ
、
容
赦
な
く
掃
き
棄
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
毛

沢
東
の
激
し
い
怒
り
と
冷
酷
さ
は
、
劉
少
奇
ら
が
文
革
期
に
陥
っ
た
悲
惨
な
運
命
そ
れ
自
体

が
物
語
っ
て
い
る
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
、
毛
沢
東
の
冷
酷
な
人
間
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

し
か
し
重
大
な
問
題
点
と
し
て
、
毛
沢
東
に
動
員
さ
れ
た
紅
衛
兵
が
、
何
故
に
邪
魔
に
な

り
下
放
さ
れ
て
、
ま
た
劉
少
奇
が
何
故
に
失
脚
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
理
由
の
指
摘
が
な
い
。 

安
藤
正
士
氏
は
、
「
当
面
の
目
的
は
、
①｢

資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派｣

と
闘
争
し
て
、

こ
れ
を
打
倒
す
る
、
②
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
学
術
権
威
」
を
批
判
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
す
べ
て
の
搾
取
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
批
判
し
、
③
教
育
を
改
革
し
、
文
芸
を
改
革
し
、

社
会
主
義
の
経
済
的
土
台
に
適
応
し
な
い
す
べ
て
の
上
部
構
造
を
改
革
し
て
、
社
会
主
義
制

度
の
強
化
と
発
展
に
役
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
べ
た
。
」
（
四
）
と
言
う
。 

一
方
で
安
藤
氏
は
、
「
し
か
し
、
毛
沢
東
は
紅
衛
兵
、
造
反
派
の
運
動
に
よ
っ
て
、
学
生
、

青
年
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
さ
せ
、「
実
権
派
」
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
が
、
共
産
党
の

一
党
独
裁
体
制
そ
の
も
の
を
変
更
す
る
気
は
な
く
、
た
え
ず
、
上
か
ら
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、

劉
少
奇
ら
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
紅
衛
兵
運
動
の
急
進
派

は
自
身
の
要
求
を
か
か
げ
、
自
前
の
組
織
を
つ
く
り
、
自
身
の
要
求
を
貫
徹
し
て
「
す
べ
て

を
打
倒
し
よ
う
」
と
す
る
方
向
を
と
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
紅
衛
兵
運
動
は
両
者
の
協

力
と
闘
争
の
力
学
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
」
（
四
）
と
述
べ
る
。
従
っ
て
同
氏
の
問
題
点
は
、

凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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①
安
藤
氏
の
主
張
は
、
前
文
と
後
文
で
は
異
な
っ
て
お
り
、
毛
沢
東
の
文
革
の
目
的
が
、
何

処
に
力
点
が
あ
っ
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。 

 

②
文
革
の
発
動
に
江
衛
兵
を
動
員
し
た
毛
沢
東
は
、
何
故
に
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を
限
定

し
た
の
か
は
、
未
解
決
な
重
要
問
題
で
あ
る
。
事
実
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
何
故
に
江
衛
兵
急
進
派
が
、
毛
沢
東
の
指
示
に
従
わ
な
い
の
か
、
何
故
に
毛
沢
東
と
江
衛

兵
左
派
の
両
者
に
、
文
革
へ
の
認
識
差
が
生
じ
た
の
か
、
重
要
問
題
で
あ
る
。 

竹
内
実
氏
は
、「
文
革
を
発
動
し
た
毛
沢
東
の
意
図
が
劉
少
奇
打
倒
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
も

は
や
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。・
・
・
劉
小
埼
ー
彭
真
ー
北
京
の
文
化
界
、
と
い
う
の
が
、

劉
少
奇
の
も
つ
、
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
的
な
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
劉
少
奇
の
権
威
は
日
ま
し

に
上
昇
し
、
党
内
で
は
、
毛
沢
東
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
空
気
が
、
し
だ
い
に
強
く
な
っ
た
。

毛
沢
東
は
こ
れ
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
毛
沢
東
が
不
満
を
感
じ
た
と
い
う
の

は
、
や
や
奇
妙
な
、
自
己
中
心
的
な
考
え
方
の
よ
う
で
あ
る
が
、
逆
境
に
お
ち
い
っ
て
手
の

ひ
ら
を
か
え
す
よ
う
な
し
う
ち
を
う
け
る
と
い
う
経
験
を
、
毛
沢
東
の
よ
う
な
人
物
で
さ
え
、

経
験
し
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
な
い
。・
・
・
毛
沢
東
の
不
満
は
、
劉
少
奇
ー
鄧
小
平
体
制

を
発
足
さ
せ
た
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
に
も
、
む
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
か
ら
文
革
ま

で
、
十
年
。「
苦
節
十
年
」
と
い
う
が
、
そ
こ
に
報
復
の
心
理
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
」
（
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
竹
内
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
劉
少
奇
打
倒
の
原
因
を
、
毛
沢
東
が
味
わ
っ
た
政
治
的
冷
遇
に
対
す
る
報
復
の
心
理
と
理

解
す
る
。
毛
沢
東
を
善
良
な
人
間
と
し
て
理
解
す
る
の
は
、
同
氏
の
一
貫
し
た
理
論
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
＝
善
人
説
は
、
「
あ
と
が
き
」
で
毛
沢
東
＝
秦
の
始
皇
帝
と
し
て
、
「
毛
沢
東
が
入

手
し
た
の
は
、
権
力
で
あ
る
。
権
力
一
般
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
皇
帝
型
権
力
と
い
う
権

力
で
あ
る
」
と
す
る
絶
対
君
主
制
的
人
間
説
と
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。 

③
毛
沢
東
の
文
革
は
、
劉
少
奇
の
打
倒
に
あ
っ
た
と
す
る
が
、
何
故
に
劉
小
埼
を
打
倒
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、「
し
か
し
急
激
な
運
動
の
高
揚
は
紅
衛
兵
と
労
働
者
と
の
衝
突
、
紅
衛
兵

ど
う
し
の
抗
争
（
武
闘
）
、
生
産
の
マ
ヒ
等
、
大
き
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
た
め
に
、

一
九
六
七
年1

月
以
後
、
打
倒
す
べ
き
対
象
が
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
一
握
り
の
実
権
派

（
走
資
派
）
に
し
ぼ
ら
れ
、
国
家
主
席
劉
少
奇
や
党
総
書
記
鄧
小
平
ら
の
幹
部
が
失
脚
し
て

い
っ
た
。
」
（
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
毛
沢
東
は
、
何
故
に
青
少
年
を
政
治
に
利
用
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
何
故
に
紅
衛

兵
同
士
の
武
闘
が
起
き
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
追
及
し
て
い
な
い
。 

②
文
革
が
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
故
に
、
打
倒
す
べ
き
対
象
を
走
資
派
に
絞
っ
た
と
言
う
が
、 

資
料
に
従
い
、
事
実
を
検
討
し
直
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、「
彼
は
ま
た
も
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
年
の
一
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
文
化
大
革
命
（
文
革
）
を
「
発
動
し
、
指
導
し
」
、
中
国
を
「
悲
惨
な
内
乱
」
に
追
い
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
文
革
は
も
ち
ろ
ん
、「
北
京
で
は
張
り
一
本
さ
せ
な
い
」
と
嘆
く
ほ
ど
、
彼
の

認
識
で
は
実
権
の
な
い
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。
発
動

を
決
意
さ
せ
た
の
は
、
生
涯
を
か
け
て
実
現
し
て
き
た
革
命
の
成
果
が
失
わ
れ
、
反
革
命
が

復
活
し
か
ね
な
い
と
い
っ
た
危
機
に
対
す
る
「
焦
燥
感
」
で
あ
っ
た
。
危
機
克
服
の
た
め
、

文
革
と
い
う
「
冒
進
」
に
踏
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
七
）
と
言
う
。
渡
辺
氏
の

問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
文
革
は
、
党
内
で
の
劣
勢
状
況
打
開
の
奪
権
闘
争
と
す
る
。
反
革
命
復
活
に
対
す
る
焦
躁

感
に
よ
る
冒
進
と
す
る
。
毛
沢
東
の
発
言
に
基
づ
い
て
、
正
確
に
確
認
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

②
文
革
の
発
動
を
決
意
さ
せ
た
契
機
と
し
て
の
「
毛
沢
東
が
生
涯
を
か
け
て
実
現
し
て
き
た

革
命
の
成
果
」
と
は
、
一
体
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
等
は
、
「
文
革
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
・
・
・
し
か
し
当
初
は
『
海
瑞
免
官
』
な

う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
野
村
氏
は
、
文
革
は
「
文
化
の
革
命
」
と
「
政
治
の
革
命
」
の
二

面
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
り
、
前
と
後
で
矛
盾
す
る
説
明
で
あ
ろ
う
。 

③
劉
少
奇
が
追
放
さ
れ
た
理
由
が
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
野
村
氏
は
、「
こ
の
一
連
の
過
程
に

お
い
て
、
毛
沢
東
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
＝
修
正
主
義
者
、
劉
少
奇

を
打
倒
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、「
極
左
」
＝
「
五
・
一
六
兵
団
」
を
切
り
捨
て
た
。
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
、「
実
権
派
」
を
打
倒
し
た
う
え
で
、
ひ
た
す
ら
「
大
連
合
」
へ
と
向
け
ら
れ

た
。
複
雑
き
わ
ま
る
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東
が
権
力
内
部
の
も
っ
と
も
具
体
的
、

現
実
的
場
面
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
方
向
づ
け
た
か
は
、
や
は
り
な
お
う
か
が

い
え
ざ
る
謎
の
部
分
に
属
す
る
。
」
（
一
）
と
、
毛
沢
東
の
政
治
行
動
は
謎
で
あ
る
と
言
う
。 

④
何
故
に
毛
沢
東
に
呼
応
し
た
紅
衛
兵
が
、
二
分
化
し
て
武
闘
に
ま
で
発
展
す
る
内
乱
状
態

に
な
っ
た
の
か
。
文
革
に
極
左
グ
ル
ー
プ
を
動
員
し
た
毛
沢
東
が
、
何
故
に
極
左
グ
ル
ー
プ

を
切
り
捨
て
て
下
放
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

徳
田
教
之
氏
は
、「
文
革
は
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
毛
沢
東
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
毛
沢
東
が
支
援
す
る
大
衆
反
乱
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
政
治
動
乱

で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
客
観
的
に
み
れ
ば
老
独
裁
者
の
絶
望
的
な
企
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
徳
田
氏
の
主
張
で
問
題
な
の
は
、
毛
沢
東
が
自
ら
築
き
あ
げ

て
来
た
も
の
と
は
何
な
の
か
、
ま
た
果
た
し
て
そ
れ
を
破
壊
し
た
矛
盾
し
た
政
治
動
乱
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
二
点
の
具
体
的
説
明
が
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

徳
田
氏
は
、
文
革
の
理
念
に
つ
い
て
、
①
第
一
は
、
マ
ル
チ
人
間
の
育
成
―
「
分
業
化
に

逆
行
す
る
社
会
の
実
現
で
あ
る
。
」
②
第
二
は
、「
搾
取
階
級
の
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、

旧
慣
習
」
を
打
破
し
て
、
新
し
い
も
の
を
注
入
し
、「
社
会
全
体
の
精
神
的
様
相
を
改
め
る
」

と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
③
「
第
三
は
、
文
革
の
発
動
の
初
期
段
階
で
は
、
奪
権
闘
争
の

手
段
と
し
て
か
、
真
実
の
政
治
理
念
の
吐
露
と
し
て
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
毛
沢
東
は
再
び

激
し
い
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
、
毛
沢

東
の
最
も
重
視
し
た
の
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
」
の
打
倒
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
劉
少
奇

・
鄧
小
平
ら
の
実
権
派
打
倒
と
ま
で
は
、
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
。
毛
沢
東
の
大
衆
主
義

は
、
奪
権
か
政
治
理
念
の
実
現
の
た
め
か
、
ど
ち
ら
か
分
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
徳
田
氏
は
、「
毛
沢
東
に
と
っ
て
一
度
は
「
孫
悟
空
」
と
讃
え
ら
れ
た
紅
衛
兵
は
、
こ

の
時
す
で
に
邪
魔
者
と
さ
れ
、
容
赦
な
く
掃
き
棄
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
毛

沢
東
の
激
し
い
怒
り
と
冷
酷
さ
は
、
劉
少
奇
ら
が
文
革
期
に
陥
っ
た
悲
惨
な
運
命
そ
れ
自
体

が
物
語
っ
て
い
る
。
」
（
三
）
と
述
べ
て
、
毛
沢
東
の
冷
酷
な
人
間
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

し
か
し
重
大
な
問
題
点
と
し
て
、
毛
沢
東
に
動
員
さ
れ
た
紅
衛
兵
が
、
何
故
に
邪
魔
に
な

り
下
放
さ
れ
て
、
ま
た
劉
少
奇
が
何
故
に
失
脚
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
理
由
の
指
摘
が
な
い
。 

安
藤
正
士
氏
は
、
「
当
面
の
目
的
は
、
①｢

資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派｣

と
闘
争
し
て
、

こ
れ
を
打
倒
す
る
、
②
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
学
術
権
威
」
を
批
判
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
す
べ
て
の
搾
取
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
批
判
し
、
③
教
育
を
改
革
し
、
文
芸
を
改
革
し
、

社
会
主
義
の
経
済
的
土
台
に
適
応
し
な
い
す
べ
て
の
上
部
構
造
を
改
革
し
て
、
社
会
主
義
制

度
の
強
化
と
発
展
に
役
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
べ
た
。
」
（
四
）
と
言
う
。 

一
方
で
安
藤
氏
は
、
「
し
か
し
、
毛
沢
東
は
紅
衛
兵
、
造
反
派
の
運
動
に
よ
っ
て
、
学
生
、

青
年
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
さ
せ
、「
実
権
派
」
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
が
、
共
産
党
の

一
党
独
裁
体
制
そ
の
も
の
を
変
更
す
る
気
は
な
く
、
た
え
ず
、
上
か
ら
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、

劉
少
奇
ら
反
毛
沢
東
派
に
打
撃
面
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
紅
衛
兵
運
動
の
急
進
派

は
自
身
の
要
求
を
か
か
げ
、
自
前
の
組
織
を
つ
く
り
、
自
身
の
要
求
を
貫
徹
し
て
「
す
べ
て

を
打
倒
し
よ
う
」
と
す
る
方
向
を
と
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
紅
衛
兵
運
動
は
両
者
の
協

力
と
闘
争
の
力
学
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
」
（
四
）
と
述
べ
る
。
従
っ
て
同
氏
の
問
題
点
は
、

凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

文化大革命と対の思想（上）　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（六）― 141（110）



 
 
 

文
化
大
革
命
と
対
の
思
想
（
上
） 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

六
）
― 

 
 

 
 

文
化
大
革
命
は
、
毛
沢
東
が
数
少
な
い
支
持
者
で
あ
る
江
青
や
林
彪
を
利
用
し
て
、
紅
衛

兵
を
動
員
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
一
掃
を
掲
げ
て
強
行
し
た
奪
権
闘
争
で
あ
っ
た
。
毛
沢

東
の
文
革
の
本
質
は
、
党
内
の
実
権
派
・
劉
少
奇
等
よ
り
奪
権
し
て
自
己
を
最
高
権
力
者
の

地
位
に
確
立
す
る
最
後
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。
紅
衛
兵
が
造
反
派
と
現
体
制
派
に
二
大
分

裂
し
て
内
乱
状
態
に
陥
っ
た
原
因
は
、
毛
沢
東
思
想
の
自
己
分
裂
し
た
左
右
兼
備
の
内
容
に

原
因
が
あ
っ
た
。
左
派
の
毛
沢
東
は
、
党
内
右
派
を
打
倒
す
る
た
め
に
現
体
制
を
打
破
す
る

造
反
派
を
支
持
し
て
、
右
派
の
毛
沢
東
は
、
現
体
制
死
守
の
保
皇
派
を
支
持
し
て
紅
衛
兵
を

下
放
す
る
と
い
う
、
自
己
分
裂
し
た
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
政
治
行
動
を
と
っ
た
。
一
九
六

九
年
の
第
九
回
党
大
会
に
て
、
右
派
の
劉
・
鄧
を
追
放
し
て
、
第
八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ

た
中
央
委
員
の
大
多
数
を
追
放
し
て
左
派
で
固
め
て
、
毛
沢
東
思
想
を
国
の
指
導
原
理
と
し

て
特
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
沢
東
の
一
三
年
に
わ
た
る
復
讐
劇
は
完
成
す
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；
文
化
大
革
命 

紅
衛
兵 

造
反
派 

保
皇
派 

対
の
思
想 

第
九
回
党
大
会 

 

 
 

一 
 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

 

文
化
大
革
命
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
史
の
現
状
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
そ
の
問
題
点
を

指
摘
し
た
い
。 

  

小 

倉 

正 

昭 

 

野
村
浩
一
氏
は
、
毛
沢
東
の
文
革
の
発
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
の
革
命
は
、
ま
さ
し
く
「
文
化
の
革
命
」
と
、
そ
し
て
実
権
派
の
打
倒
。
す
な
わ
ち

「
政
治
の
革
命
」
と
い
う
、
ま
こ
と
に
わ
か
ち
が
た
い
二
面
性
を
も
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。・
・
・
六
六
年
暮
れ
か
ら
上
海
の
「
一
月
奪
権
闘
争
」
と
い
う
最
初

の
ピ
ー
ク
を
転
機
と
し
て
、
毛
沢
東
は
、
あ
る
種
の
深
い
失
望
感
に
お
ち
い
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
基
本
的
に
意
図
し
た
「
文
化
の
革
命
」
が
、
現
実
に
は
ひ
た
す

ら
権
力
レ
ベ
ル
で
の
課
題
へ
と
収
斂
し
、
そ
し
て
ま
た
、
か
れ
が
「
文
化
大
革
命
の
大
軍
」

と
期
待
し
た
「
青
年
紅
衛
兵
」
が
一
途
に
武
闘
へ
の
道
を
あ
ゆ
ん
で
い
く
こ
と
に
た
い
す
る
、

ほ
と
ん
ど
名
状
し
が
た
い
失
望
ー
あ
る
意
味
で
は
、
ま
さ
に
内
面
の
独
白
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
」
（
一
）。
野
村
氏
の
問
題
点
は
、
凡
そ
以
下
の
様
に
要
約
で
き
る
。 

①
文
革
の
中
で
、「
文
化
の
革
命
」
＝
「
四
旧
」
打
倒
を
、
ど
の
様
に
位
置
づ
け
て
理
解
し
て

い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
西
洋
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
の
堪
能
者
で
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、
本
当

に
「
文
化
の
革
命
」
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
（
二
）。 

②
紅
衛
兵
の
武
闘
へ
の
発
展
に
、
毛
沢
東
は
何
故
に
失
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
説
明
不
足

で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
野
村
氏
は
、「
い
や
、
こ
こ
で
文
革
の
初
発
の
地
点
か
ら
「
林
彪
事
件
」

ま
で
の
全
過
程
を
考
え
る
と
き
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
文
革
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
劉
少

奇
打
倒
の
権
力
闘
争
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
林
彪
は
そ
の
一
時
期
に
お
け

る
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
」
（
一
）
と
、
政
敵
で
あ
る
劉
小
埼
の
打
倒
で
あ
っ
た
と
言
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 The Socialist Education Movement and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (5) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
The individual farmland contract system (adjustment policy), which was introduced to save the country from famine 

conditions after the failure of the Great Leap Forward, led farmers to enhance their willingness to produce. Mao 

Zedong, who had been isolated in the party, ordered the suspension of the individual farmland contract system with 

the backing of Lin Biao and Hua Guofeng. He developed the socialist education movement by pointing out the 

corruption among high-ranking members of regional offices and the appearance of rich people, criticizing the revival 

of capitalism in rural areas, and by calling for the necessity of class struggle. However, there was neither corruption 

of the party’s high-ranking members nor rich farmers in the actual rural areas, where all farmers were poor. The 

theory of the socialist movement which planned to purge the party’s mainstream faction through exposition of the 

bourgeoisie (revival of capitalism) was an armchair theory, and Mao Zedong failed to seize power. Therefore, when 

finding new ammunition for attack on the mainstream faction, he easily withdrew from the movement. Mao Zedong’s 

thought of Dui, which is a basic mode of thinking for Chinese people, was developed in a sudden change of the 

policy in which he put the socialist education movement in motion and later denied it after taking the opportunity to 

investigate the actual conditions. 

 

Key words: individual farmland contract system, class, class struggle, socialist education movement, withdrawal 
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 The Socialist Education Movement and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (5) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
The individual farmland contract system (adjustment policy), which was introduced to save the country from famine 

conditions after the failure of the Great Leap Forward, led farmers to enhance their willingness to produce. Mao 

Zedong, who had been isolated in the party, ordered the suspension of the individual farmland contract system with 

the backing of Lin Biao and Hua Guofeng. He developed the socialist education movement by pointing out the 

corruption among high-ranking members of regional offices and the appearance of rich people, criticizing the revival 

of capitalism in rural areas, and by calling for the necessity of class struggle. However, there was neither corruption 

of the party’s high-ranking members nor rich farmers in the actual rural areas, where all farmers were poor. The 

theory of the socialist movement which planned to purge the party’s mainstream faction through exposition of the 

bourgeoisie (revival of capitalism) was an armchair theory, and Mao Zedong failed to seize power. Therefore, when 

finding new ammunition for attack on the mainstream faction, he easily withdrew from the movement. Mao Zedong’s 

thought of Dui, which is a basic mode of thinking for Chinese people, was developed in a sudden change of the 

policy in which he put the socialist education movement in motion and later denied it after taking the opportunity to 

investigate the actual conditions. 
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九
九
五
年 

参
照
） 

（
六
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
久
保
等
共
同
執
筆 

東
京 

大
学
出
版
会 

一
六
二
頁 
二
〇
〇
八
年 

参
照
）。 

（
七
）『
現
代
中
国
経
済
』（
四
ー
一
「
「
紅
衛
兵
」
の
出
現
と
路
線
対
立
」
甲
南
大
学 

青
木 

浩
治
・
藤
川
清
史 

ヤ
フ
ー
ウ
エ
ブ
） 

（
八
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

二
五
七
頁 

講
談
社 

昭
和
五 

三
年 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

三
二
一
頁
ー
三
二
二
頁 

 

産
経
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
〇
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 
三
二
二
頁
ー
三
二
三 

頁 

産
経
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
一
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化

』
所
収 

編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

二
三
五
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
一
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
二
六
頁
一
九
九
六
年
参
照
） 

（
一
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
二
六
頁 

参
照
） 

（
一
四
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

二
五
二
頁 

講
談
社 

昭
和 

五
三
年 

参
照
） 

（
一
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
二
八
頁
ー
一
二
九
頁 

参
照

） （
一
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
五
七
頁 

参
照
） 

（
一
七
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞 

三
二
三 

頁
ー
三
二
五
頁 

産
経
新
聞 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
八
）『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』
野
村
浩
一
「
Ⅱ
ー
八
新
中
国
の
ト
ッ
プ
・
リ 

ー
ダ
ー
と
し
て
」 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
一
九
）『「
文
化
大
革
命
」
簡
史
』
席
宣
・
金
春
明 

二
八
頁
ー
三
〇
頁 

中
央
公
論
社 

一 

九
九
八
年 

参
照
） 

（
二
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
七
七
頁 

参
照
） 

（
二
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
七
八
頁 

参
照
） 

（
二
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
三
頁 

参
照
） 

（
二
三
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国 

別
巻
二 

現
代
中
国
研
究
案
内
』（
二
一
〇
頁 

岩
波 

書
店 

一
九
九
〇
年 

参
照
） 

（
二
四
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
三
三
七
頁
ー
三
三
八
頁 

産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材 

班 

産
経
新
聞 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
二
五
）
『
鄧
小
平
秘
録
上
』（
産
経
新
聞 

中
国
総
局
長
伊
藤
正 

二
五
七
頁 

産
経
新
聞 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
四
頁
ー
一
九
八
頁
参
照
） 

（
二
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

二
〇
二
頁 

参
照
） 

（
二
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
三
八
頁 

参
照
） 

 

（
受
付
日 

二
〇
一
二
年 

 

九
月 

 

一
八
日
） 

（
受
理
日 

二
〇
一
三
年 

 

一
月 

 

一
五
日
） 

社会主義教育運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（五）― 145（106）



毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
対
の
思
想
―
状
況
の
変
化
で
肯
定
し
て
状
況
の
変
化

で
否
定
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。 

①
毛
沢
東
の
主
導
し
た
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
が
、
農
業
生
産
の
著
し
い
低
下
を
引
き
起

こ
し
た
と
し
て
、
全
党
員
の
大
多
数
か
ら
厳
し
く
失
敗
を
批
判
さ
れ
た
。
戸
別
農
地
請
負
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
農
業
生
産
や
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
必
要
性
を
党
中
央
や
地
方
幹

部
の
大
半
が
主
張
し
て
、
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
路
線
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

 

②
党
内
で
政
治
的
孤
立
を
深
め
た
毛
沢
東
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
資
本
主
義
の
復
活
と

見
な
し
て
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
中
国
の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
奪
回

し
て
、
自
己
の
理
想
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
建
設
＝
左
翼
路
線
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一

九
六
二
年
九
月
に
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
提
唱
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
て
、

社
会
主
義
下
で
の
資
本
主
義
復
活
を
阻
止
す
る
階
級
闘
争
の
必
要
性
を
説
い
た
。 

一
九
六
三
年
五
月
に
毛
沢
東
は
、「
当
面
の
農
村
工
作
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
決
定

草
案
」
を
提
出
し
て
採
択
さ
れ
た
。「
農
村
の
封
建
的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
復
活
を
画

策
し
て
お
り
、
地
方
幹
部
と
農
民
は
社
会
主
義
や
階
級
闘
争
の
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
、
都
市
の
党
幹
部
を
全
国
の
農
村
工
作
に
派
遣
し
た
。 

③
し
か
し
資
本
主
義
の
復
活
と
さ
れ
た
農
村
の
実
体
は
、
毛
沢
東
の
机
上
の
理
論
と
乖
離
し

て
い
て
、
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
。
極
貧
に
あ
え
ぐ
農
民
ば
か
り
で
あ
り
、
富
裕
な
農
民
や

地
方
幹
部
の
腐
敗
堕
落
な
ど
、
何
処
に
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
の
運
動
に

お
い
て
農
村
の
富
裕
農
民
や
幹
部
の
腐
敗
を
摘
発
し
て
、
党
内
主
流
派
を
攻
撃
す
る
口
実
を

失
い
、
主
流
派
よ
り
奪
権
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。 

④
一
九
六
五
年
一
一
月
、
江
青
、
張
春
橋
，
姚
文
元
ら
の
上
海
四
人
組
に
よ
り
「
海
瑞
批
判

」
が
出
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
の
発
動
さ
れ
る
合
図
と
な
る
。
毛
沢
東
に
は
、

こ
の
問
題
が
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
政
敵
を
打
倒
す
る
最
も
重
要
な
政
治
課
題
と
な

り
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
政
敵
を
打
倒
す
る
重
要
な
策
略
で
は
な
く
な
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
「
封
建
的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
中
国
の
農
村
部
で
復
活
を
演
じ
よ

う
と
書
策
し
て
お
り
、
農
村
地
域
に
お
い
て
鋭
い
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
」
た
め

に
、
こ
の
解
決
策
と
し
て
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
は
、
毛
沢
東
の
机
上
の
論
理
で
あ
っ

て
、
農
村
の
実
体
を
反
映
し
た
政
策
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
の
政

敵
を
追
い
詰
め
て
、
社
会
主
義
建
設
路
線
の
主
導
権
を
奪
権
す
る
た
め
の
建
前
論
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 

 

⑤
毛
沢
東
の
真
実
の
狙
い
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
攻
撃
で
あ
り
、
李
氏

は
、
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
発
動
す
る
諸
政
策
は
、
毛
沢
東
が
党
内

で
実
権
を
回
復
し
て
独
裁
権
力
の
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
術
策
な
の
で
あ
り
、
人
民
に

は
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
、
党
中
央
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
権
力
闘
争
の
問
題
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
に
は
、
自
己
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
重
要
問
題
だ
っ
た
は
ず

の
も
の
が
、
重
要
で
な
く
な
り
、
否
定
さ
れ
て
い
く
、
瑣
末
な
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
社

会
主
義
教
育
運
動
政
策
に
お
い
て
も
、
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
毛
沢
東
の
発
動
＝
肯

定
と
終
結
＝
否
定
と
い
う
論
理
の
展
開
の
中
に
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考

ー
「
対
の
思
想
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑦
そ
し
て
最
後
に
し
て
最
大
の
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
政
敵
を
追
放
す
る
新
し
い
策
略

が
見
つ
か
り
、
今
度
は
そ
れ
に
熱
意
を
傾
け
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
の

発
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』
（
野
村
浩
一
「
Ⅱ
ー
９
文
化
大
革
命
と
そ
の
後

」
二
四
九
頁
ー
二
五
〇
頁 

講
談
社 

昭
和
五
十
三
年 

参
照
） 

（
二
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国 

第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
二
四
頁
ー
二
五
頁 

毛
沢
東
は
、
経
済
等
の
下
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
既
に
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た
、

あ
と
の
残
り
は
文
化
等
の
上
部
構
造
の
問
題
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
調
整
政
策
後

の
農
村
に
お
い
て
は
、
地
主
や
富
者
等
の
階
級
や
階
級
闘
争
の
敵
対
物
は
存
在
し
な
い
、
と

毛
沢
東
自
身
が
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
復
活
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
復
活
理
論
は
、
戸

別
請
負
政
策
を
主
導
し
た
劉
少
奇
等
の
主
流
派
攻
撃
の
机
上
の
空
論
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
お
い
て
も
、
毛
沢
東
は
劉
小
埼
・
鄧
小

平
等
の
主
流
派
＝
走
資
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
修
正
主
義
者
の
中
央
か
ら
の
追
放
運
動
は
、
農

村
の
悲
惨
な
実
態
調
査
か
ら
し
て
、
資
本
主
義
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
復
活
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
摘
発
を
基
に
し
て
、
劉
少
奇
等
を
政
治
的
窮
地
に
追
い
込
む
政
治
戦
略
に
失
敗
し
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
お
い
て
、
党
内
の
劉
小
埼
等
の
主
流
派
か
ら

の
ソ
連
型
漸
進
主
義
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
否
定
す
べ
き
、
そ
の
具
体
的
根
拠
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
。
整
風
運
動
に
よ
る
官
僚
主
義
批
判
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
に
よ
る
ソ
連

型
漸
進
的
社
会
主
義
経
済
建
設
批
判
の
失
敗
に
続
い
て
、
ま
た
し
て
も
毛
沢
東
の
急
進
的
社

会
主
義
建
設
路
線
へ
の
奪
権
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
今
度
は
、
新
た
に
毛
沢
東
は
、
も
っ
と
有
効
で
新
し
い
党
内
主
流
派
の
追
い
落
と

し
の
戦
略
や
策
略
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
声
を
大
に
し
て
農
村
に
お
け
る
階
級

闘
争
の
必
要
性
を
主
張
し
た
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
実
行
の
必
要
性
の
発
言

は
、
海
瑞
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
流
れ
て
行
く
新
し
い
政
治
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
毛
沢
東

自
身
に
よ
っ
て
、
い
と
も
簡
単
に
否
定
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
人
に
伝
統
的
な
基

本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
展
開
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
に
も
よ
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
社
会
主
義
教
育
運
動
の
目
的
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
状
態
や
人
民
公
社
運
動
の
強
行
に
よ
る
農
民
の
生
産
意
欲
の

低
下
を
回
復
す
る
政
策
と
し
て
、
劉
小
埼
等
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
よ

り
農
民
の
生
産
意
欲
が
向
上
し
て
、
そ
の
成
果
が
出
て
く
る
と
、
こ
れ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
資

本
主
義
の
復
活
と
見
做
し
て
、
戸
別
農
地
請
負
政
策
を
否
定
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
は
農
村

に
お
け
る
資
本
主
義
復
活
の
一
掃
を
目
指
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
＝
「
四
清
」
運
動
を
発

動
し
て
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
へ
の
奪
権
の
逆
転
攻
撃
の
材
料
に
し
た
。 

し
か
し
実
際
の
農
村
で
は
、
極
貧
に
あ
え
ぐ
農
民
ば
か
り
で
、
何
処
に
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分

子
・
地
主
の
存
在
な
ど
実
在
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
李
氏
は
、「
社
会
主
義
運
動
の
滑
稽
」
と

言
う
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
こ
の
様
な
惨
状
に
あ
る
農
村
の
実
情
に
気
が
付
い
て
い
た
の

で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
現
実
の
農
村
に
は
階
級
と
激
烈
な
階
級
闘
争
は
、
現
実
の
農
村
で
は

実
際
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
当
初
か
ら
知
っ
て
い
た
。
知
っ
て
い
て
「
社
会
主
義
教
育

運
動
」
を
提
起
し
た
理
由
は
、
奪
権
の
権
力
闘
争
に
政
治
手
段
に
利
用
す
る
為
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
す
る
新
た
な
材
料
が
見
つ
か
れ
ば
、「
も
っ
と
重
大
な

問
題
が
発
生
し
た
」
か
ら
と
、
自
ら
声
を
大
に
発
動
し
て
、
多
く
の
浪
費
と
人
民
の
犠
牲
を

費
や
し
て
実
行
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
＝
「
四
清
」
運
動
は
、
も
は
や
重
要
な
問
題
で
な

い
、
と
李
氏
に
言
う
の
で
あ
る
。
全
国
民
を
動
員
し
た
大
運
動
を
い
と
も
簡
単
に
否
定
し
て
、

そ
の
幕
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
運
動
の
奥
深
い
真
の
目
的
は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、

戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
を
率
先
し
て
指
導
し
た
劉
小
埼
等
の
主
流
派
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

分
子
」
と
見
做
し
て
攻
撃
・
追
放
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
国
社
会
に
お
け
る
「
人
民
の
生
活

向
上
の
た
め
の
社
会
主
義
」
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
公
平
無
欲
な
農
民
政
策
で
な
か
っ
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 
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毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
対
の
思
想
―
状
況
の
変
化
で
肯
定
し
て
状
況
の
変
化

で
否
定
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。 

①
毛
沢
東
の
主
導
し
た
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
が
、
農
業
生
産
の
著
し
い
低
下
を
引
き
起

こ
し
た
と
し
て
、
全
党
員
の
大
多
数
か
ら
厳
し
く
失
敗
を
批
判
さ
れ
た
。
戸
別
農
地
請
負
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
農
業
生
産
や
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
必
要
性
を
党
中
央
や
地
方
幹

部
の
大
半
が
主
張
し
て
、
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
路
線
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

 

②
党
内
で
政
治
的
孤
立
を
深
め
た
毛
沢
東
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
資
本
主
義
の
復
活
と

見
な
し
て
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
中
国
の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
奪
回

し
て
、
自
己
の
理
想
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
建
設
＝
左
翼
路
線
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一

九
六
二
年
九
月
に
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
提
唱
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
て
、

社
会
主
義
下
で
の
資
本
主
義
復
活
を
阻
止
す
る
階
級
闘
争
の
必
要
性
を
説
い
た
。 

一
九
六
三
年
五
月
に
毛
沢
東
は
、「
当
面
の
農
村
工
作
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
決
定

草
案
」
を
提
出
し
て
採
択
さ
れ
た
。「
農
村
の
封
建
的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
復
活
を
画

策
し
て
お
り
、
地
方
幹
部
と
農
民
は
社
会
主
義
や
階
級
闘
争
の
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
、
都
市
の
党
幹
部
を
全
国
の
農
村
工
作
に
派
遣
し
た
。 

③
し
か
し
資
本
主
義
の
復
活
と
さ
れ
た
農
村
の
実
体
は
、
毛
沢
東
の
机
上
の
理
論
と
乖
離
し

て
い
て
、
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
。
極
貧
に
あ
え
ぐ
農
民
ば
か
り
で
あ
り
、
富
裕
な
農
民
や

地
方
幹
部
の
腐
敗
堕
落
な
ど
、
何
処
に
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
の
運
動
に

お
い
て
農
村
の
富
裕
農
民
や
幹
部
の
腐
敗
を
摘
発
し
て
、
党
内
主
流
派
を
攻
撃
す
る
口
実
を

失
い
、
主
流
派
よ
り
奪
権
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。 

④
一
九
六
五
年
一
一
月
、
江
青
、
張
春
橋
，
姚
文
元
ら
の
上
海
四
人
組
に
よ
り
「
海
瑞
批
判

」
が
出
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
の
発
動
さ
れ
る
合
図
と
な
る
。
毛
沢
東
に
は
、

こ
の
問
題
が
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
政
敵
を
打
倒
す
る
最
も
重
要
な
政
治
課
題
と
な

り
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
政
敵
を
打
倒
す
る
重
要
な
策
略
で
は
な
く
な
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
「
封
建
的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
中
国
の
農
村
部
で
復
活
を
演
じ
よ

う
と
書
策
し
て
お
り
、
農
村
地
域
に
お
い
て
鋭
い
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
」
た
め

に
、
こ
の
解
決
策
と
し
て
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
は
、
毛
沢
東
の
机
上
の
論
理
で
あ
っ

て
、
農
村
の
実
体
を
反
映
し
た
政
策
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
の
政

敵
を
追
い
詰
め
て
、
社
会
主
義
建
設
路
線
の
主
導
権
を
奪
権
す
る
た
め
の
建
前
論
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 

 

⑤
毛
沢
東
の
真
実
の
狙
い
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
攻
撃
で
あ
り
、
李
氏

は
、
こ
れ
に
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
発
動
す
る
諸
政
策
は
、
毛
沢
東
が
党
内

で
実
権
を
回
復
し
て
独
裁
権
力
の
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
術
策
な
の
で
あ
り
、
人
民
に

は
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
、
党
中
央
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
権
力
闘
争
の
問
題
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
に
は
、
自
己
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
重
要
問
題
だ
っ
た
は
ず

の
も
の
が
、
重
要
で
な
く
な
り
、
否
定
さ
れ
て
い
く
、
瑣
末
な
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
社

会
主
義
教
育
運
動
政
策
に
お
い
て
も
、
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
毛
沢
東
の
発
動
＝
肯

定
と
終
結
＝
否
定
と
い
う
論
理
の
展
開
の
中
に
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考

ー
「
対
の
思
想
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑦
そ
し
て
最
後
に
し
て
最
大
の
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
政
敵
を
追
放
す
る
新
し
い
策
略

が
見
つ
か
り
、
今
度
は
そ
れ
に
熱
意
を
傾
け
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
の

発
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』
（
野
村
浩
一
「
Ⅱ
ー
９
文
化
大
革
命
と
そ
の
後

」
二
四
九
頁
ー
二
五
〇
頁 

講
談
社 

昭
和
五
十
三
年 

参
照
） 

（
二
）
『
岩
波
講
座 

現
代
中
国 

第
一
巻 

現
代
中
国
の
政
治
世
界
』（
二
四
頁
ー
二
五
頁 

毛
沢
東
は
、
経
済
等
の
下
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
既
に
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た
、

あ
と
の
残
り
は
文
化
等
の
上
部
構
造
の
問
題
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
調
整
政
策
後

の
農
村
に
お
い
て
は
、
地
主
や
富
者
等
の
階
級
や
階
級
闘
争
の
敵
対
物
は
存
在
し
な
い
、
と

毛
沢
東
自
身
が
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
復
活
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
復
活
理
論
は
、
戸

別
請
負
政
策
を
主
導
し
た
劉
少
奇
等
の
主
流
派
攻
撃
の
机
上
の
空
論
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
お
い
て
も
、
毛
沢
東
は
劉
小
埼
・
鄧
小

平
等
の
主
流
派
＝
走
資
派
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
修
正
主
義
者
の
中
央
か
ら
の
追
放
運
動
は
、
農

村
の
悲
惨
な
実
態
調
査
か
ら
し
て
、
資
本
主
義
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
復
活
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
摘
発
を
基
に
し
て
、
劉
少
奇
等
を
政
治
的
窮
地
に
追
い
込
む
政
治
戦
略
に
失
敗
し
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
お
い
て
、
党
内
の
劉
小
埼
等
の
主
流
派
か
ら

の
ソ
連
型
漸
進
主
義
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
否
定
す
べ
き
、
そ
の
具
体
的
根
拠
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
。
整
風
運
動
に
よ
る
官
僚
主
義
批
判
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
に
よ
る
ソ
連

型
漸
進
的
社
会
主
義
経
済
建
設
批
判
の
失
敗
に
続
い
て
、
ま
た
し
て
も
毛
沢
東
の
急
進
的
社

会
主
義
建
設
路
線
へ
の
奪
権
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
今
度
は
、
新
た
に
毛
沢
東
は
、
も
っ
と
有
効
で
新
し
い
党
内
主
流
派
の
追
い
落
と

し
の
戦
略
や
策
略
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
声
を
大
に
し
て
農
村
に
お
け
る
階
級

闘
争
の
必
要
性
を
主
張
し
た
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
実
行
の
必
要
性
の
発
言

は
、
海
瑞
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
流
れ
て
行
く
新
し
い
政
治
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
毛
沢
東

自
身
に
よ
っ
て
、
い
と
も
簡
単
に
否
定
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
人
に
伝
統
的
な
基

本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
展
開
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
に
も
よ
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
社
会
主
義
教
育
運
動
の
目
的
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
状
態
や
人
民
公
社
運
動
の
強
行
に
よ
る
農
民
の
生
産
意
欲
の

低
下
を
回
復
す
る
政
策
と
し
て
、
劉
小
埼
等
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
よ

り
農
民
の
生
産
意
欲
が
向
上
し
て
、
そ
の
成
果
が
出
て
く
る
と
、
こ
れ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
資

本
主
義
の
復
活
と
見
做
し
て
、
戸
別
農
地
請
負
政
策
を
否
定
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
は
農
村

に
お
け
る
資
本
主
義
復
活
の
一
掃
を
目
指
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
＝
「
四
清
」
運
動
を
発

動
し
て
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
へ
の
奪
権
の
逆
転
攻
撃
の
材
料
に
し
た
。 

し
か
し
実
際
の
農
村
で
は
、
極
貧
に
あ
え
ぐ
農
民
ば
か
り
で
、
何
処
に
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分

子
・
地
主
の
存
在
な
ど
実
在
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
李
氏
は
、「
社
会
主
義
運
動
の
滑
稽
」
と

言
う
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
こ
の
様
な
惨
状
に
あ
る
農
村
の
実
情
に
気
が
付
い
て
い
た
の

で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
現
実
の
農
村
に
は
階
級
と
激
烈
な
階
級
闘
争
は
、
現
実
の
農
村
で
は

実
際
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
当
初
か
ら
知
っ
て
い
た
。
知
っ
て
い
て
「
社
会
主
義
教
育

運
動
」
を
提
起
し
た
理
由
は
、
奪
権
の
権
力
闘
争
に
政
治
手
段
に
利
用
す
る
為
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
す
る
新
た
な
材
料
が
見
つ
か
れ
ば
、「
も
っ
と
重
大
な

問
題
が
発
生
し
た
」
か
ら
と
、
自
ら
声
を
大
に
発
動
し
て
、
多
く
の
浪
費
と
人
民
の
犠
牲
を

費
や
し
て
実
行
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
＝
「
四
清
」
運
動
は
、
も
は
や
重
要
な
問
題
で
な

い
、
と
李
氏
に
言
う
の
で
あ
る
。
全
国
民
を
動
員
し
た
大
運
動
を
い
と
も
簡
単
に
否
定
し
て
、

そ
の
幕
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
運
動
の
奥
深
い
真
の
目
的
は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、

戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
を
率
先
し
て
指
導
し
た
劉
小
埼
等
の
主
流
派
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

分
子
」
と
見
做
し
て
攻
撃
・
追
放
す
る
こ
と
で
あ
り
、
中
国
社
会
に
お
け
る
「
人
民
の
生
活

向
上
の
た
め
の
社
会
主
義
」
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
公
平
無
欲
な
農
民
政
策
で
な
か
っ
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

五 

お
わ
り
に 

 

社会主義教育運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（五）― 147（104）



め
て
、「
や
つ
ら
」
に
は
国
家
主
席
の
劉
少
奇
と
、
そ
の
周
辺
に
ち
か
い
党
最
高
指
導
者
ら
が

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
さ
と
っ
た
。
私
は
黙
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
立
場
を
も
っ
と
よ
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
を
も
う
い
ち
ど
読
む
と
主
席
に
約
束
し
た
。「
う

ん
、
も
い
っ
ぺ
ん
読
ん
で
み
ろ
」
と
言
っ
て
、
毛
は
そ
の
一
文
を
手
わ
た
し
た
の
だ
っ
た
。「

ど
う
思
う
か
話
し
て
く
れ
」
・
・
・
」
（
二
六
）。 

姚
文
元
・
江
青
・
張
春
橋
等
の
四
人
組
と
毛
沢
東
の
深
意
は
、
海
瑞
＝
彭
徳
海
＝
反
皇
帝

＝
反
毛
沢
東
、
呉
唅
・
彭
真
等
＝
海
瑞
支
援
者
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
分
子
＝
背
後
の
支
援
者

の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
＝
反
毛
沢
東
と
い
う
図
式
な
の
で
あ
る
。 

右
派
攻
撃
の
新
し
い
ネ
タ
を
発
見
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
で
展
開

し
た
農
村
に
お
け
る
地
主
と
貧
民
の
階
級
闘
争
の
問
題
は
、
過
去
の
瑣
末
な
問
題
で
あ
っ
た
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
を
主
導
し
た
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流

派
を
抑
え
込
み
、
社
会
主
義
国
家
建
設
路
線
の
主
導
権
を
奪
い
取
る
奪
権
闘
争
、
つ
ま
り
権

力
闘
争
の
た
め
術
策
な
の
で
あ
っ
て
、
右
派
を
攻
撃
す
る
新
し
い
材
料
が
見
つ
か
れ
ば
、
ど

う
で
も
よ
い
問
題
で
あ
っ
た
。
全
国
の
都
市
民
を
大
規
模
に
動
員
し
て
実
施
さ
れ
た
「
社
会

主
義
教
育
運
動
」
の
結
末
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
私
を
帰
し
た
く
は
な
か
っ
た
。「
も
う
『
四
清
』
な
ん
か
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
」
と
主
席
は
言
っ
た
。「
い
ま
も
っ
と
大
事
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
こ

に
い
た
ま
え
。
そ
れ
が
君
の
た
め
に
も
な
る
。
そ
の
う
ち
、
な
に
か
や
っ
て
も
ら
う
た
め
に

君
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
」
私
は
衝
撃
を
受
け
た
。「
四
清
」
運
動
は
途
方
も

な
く
巨
大
な
工
作
で
あ
り
、
土
地
改
革
こ
の
か
た
最
大
規
模
で
何
十
万
人
と
な
く
都
市
幹
部

が
全
国
津
々
浦
々
の
農
村
に
送
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
や
そ
の
社
会
主
義
教
育
運
動
が
重
要
で

な
い
と
？ 

な
る
ほ
ど
道
理
で
、
な
ぜ
主
席
が
こ
の
運
動
に
つ
い
て
汪
東
興
と
議
論
し
た
が

ら
な
い
の
か
わ
か
っ
た
。
」
（
二
七
）
と
、
毛
沢
東
の
「
重
要
で
な
い
」
と
の
発
言
に
、
こ
の

運
動
の
本
当
の
正
体
に
、
李
氏
も
初
め
て
気
が
付
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
従
来
の
野
村
、
竹
内
、
矢
吹
、
堀
川
、
久
保
、
青
木
・
藤
川
氏
等
の
研
究
史
で
は
、

全
く
不
明
で
あ
っ
た
毛
沢
東
の
発
動
し
た
社
会
主
義
教
育
運
度
は
、
こ
れ
で
何
故
に
中
止
さ

れ
た
の
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
は
初
め
よ
り
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
危
機
等

の
危
機
感
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
主
導
し
た
調
整
政
策
に
反

対
し
て
、
こ
れ
よ
り
奪
権
す
る
た
め
の
机
上
の
術
策
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
三
年
の
経
験
は
、
毛
沢
東
を
し
て
事
態
の
容
易

な
ら
ぬ
緊
迫
さ
を
感
得
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
見
解
は
、
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。

ま
た
矢
吹
氏
の
「
中
ソ
対
立
に
起
因
し
た
中
国
の
修
正
主
義
化
批
判
」
と
の
主
張
は
、
毛
沢

東
の
権
力
奪
権
の
真
意
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
上
辺
の
飾
り
で
あ
り
、
久
保
氏
の
「
社
会

主
義
教
育
運
動
は
文
革
の
前
奏
曲
を
奏
で
た
」
と
す
る
主
張
も
誤
り
で
あ
る
。 

こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
自
身
の
発
言
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
社
会
主
義
運
動
の
最

中
に
あ
っ
て
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
六
三
年
十
二
月
十
二
日
、
毛
沢
東
は
中
国
文
化
に
関
す
る
江
青
の
調
査
結
果
の
ひ

と
つ
を
読
ん
で
み
ろ
と
私
に
言
っ
た
。
柯
慶
施
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
記
事
で
、「
上
海
に
お

け
る
演
劇
お
よ
び
歌
劇
の
革
命
的
変
化
に
関
す
る
最
終
報
告
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。「
読
ん
だ

み
た
ま
え
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い
て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た

が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
化
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い

ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
い
る
。
映
画
や
演
劇
、
民
謡
、
美
術
、
小
説
な
ど
で
わ
れ

わ
れ
が
な
し
と
げ
た
成
果
を
軽
視
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
し
か
し
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
演
劇
の
分
野
で
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
研
究

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建
的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が

ら
、
社
会
主
義
的
な
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た
話
だ
」
（
二
八
）。 

ら
ゆ
る
も
の
に
優
先
す
る
「
政
治
」
が
す
べ
て
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
明
確
に
さ
れ
た
の

だ
。
・
・
・
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
自
分
の
指
示
を
聴
か
な
い
劉
少
奇
等
の
党
中

央
幹
部
の
政
治
態
度
が
気
に
く
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
劉
少
奇
、
お
前
が
主
席
だ
」
と
の

毛
沢
東
の
言
葉
に
も
、
如
何
に
劉
少
奇
に
加
担
す
る
党
内
主
流
派
の
「
階
級
対
立
な
ど
存
在

し
な
い
」
極
貧
に
喘
ぐ
悲
惨
な
農
村
実
態
を
前
提
に
し
た
意
見
が
根
強
く
、
毛
沢
東
は
党
内

で
主
導
権
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
の
か
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
教
育
運
動
で
は
、
党

内
で
実
権
を
握
れ
な
い
毛
沢
東
は
苛
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

伊
藤
正
氏
は
、「
七
〇
年
十
二
月
、
著
名
な
米
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー

氏
に
、「
劉
少
奇
打
倒
を
は
っ
き
り
意
識
し
た
の
は
い
つ
か
」
と
聞
か
れ
、
毛
沢
東
は
答
え
た
。

「
六
五
年
一
月
、
『
二
十
三
条
』
を
発
表
し
た
と
き
だ
」
「
二
十
三
ヵ
条
」
は
、
社
会
主
義
教

育
運
動
の
新
方
針
で
、
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
論
が
前
面
に
出
た
内
容
だ
。「
二
十
三
条
の
第
一

条
に
は
、
運
動
の
目
標
は
「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
（
走
資
派
）
打
倒
と
あ

っ
た
の
だ
が
、
劉
少
奇
は
そ
の
場
で
反
対
し
た
」
（
二
五
）
と
記
述
し
て
い
る
。
劉
少
奇
は
、

毛
沢
東
に
盾
を
突
く
勇
気
と
意
思
の
強
い
故
に
、
毛
沢
東
と
相
容
れ
ぬ
敵
対
勢
力
で
あ
っ
た
。 

続
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
海
瑞
と
呉
唅
の
評
価
ー
肯
定
か
ら
否
定
へ
の
急
転
的
な
逆
転

的
評
価
に
よ
っ
て
、
劉
少
奇
等
の
党
中
央
幹
部
へ
の
反
撃
攻
勢
の
新
し
い
火
種
を
発
見
し
た

毛
沢
東
の
心
境
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
私
は
南
昌
に
お
も
む
い
て
か
ら
一
週
間
後
、
夜
な
か
に
主
席
の
も
と
を
お
と
ず
れ
た
。

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
後
漢
時
代
（
二
五
ー
二
二
〇
）
の
歴
史
を
読
ん
で
い
た
。
毛
は
政
治

闘
争
の
準
備
に
入
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
史
書
を
読
み
ふ
け
っ
た
が
、
後
漢

時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
た
お
り
、
戦
略
的
な
術
策
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。
・

・
・
主
席
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
部
手
わ
た
し
て
、
読
ん
だ
か
と
き
い
た
。・
・
・
そ
の
タ
イ

ト
ル
に
一
瞥
を
く
れ
て
、
は
は
ー
ん
と
思
っ
た
ー
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
』
を
評
す
」
と
あ

る
。・
・
・
上
海
の
「
理
論
家
」
姚
文
元
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
一
九
六
五
年
十
一
月
十
日
に
上

海
の
「
文
滙
報
」
に
発
表
さ
れ
た
た
一
文
で
、
北
京
副
市
長
の
呉
唅
が
書
い
た
戯
曲
へ
の
批

評
だ
っ
た
。
こ
の
劇
は
、
主
席
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
党
員
に
見
習
え
と
求
め
て
き
た
明
の
高
潔

な
官
吏
，
海
瑞
に
対
す
る
賛
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
批
評
は
私
を
当
惑
さ
せ
た
。
主
席
み
ず
か

ら
海
瑞
に
学
べ
と
号
令
を
か
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。・
・
・
呉
唅
は
そ
う
し
た
主
席
の

批
判
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
海
瑞
の
劇
を
書
い
た
の
も
海
瑞
に
学
べ
と
言
う
毛
の
呼
び
か
け

に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
呉
唅
に
し
ろ
こ
の
芝
居
に

し
ろ
、
な
ぜ
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
主
席
は
こ
の
一
文
に
つ
い
て
話

し
た
が
っ
た
。
姚
文
元
の
批
判
を
支
持
し
、
こ
れ
は
江
青
や
張
春
橋
の
考
え
に
も
と
づ
い
て

い
る
の
だ
と
言
っ
た
。
こ
の
「
考
え
」
は
一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
同
大
会
で
毛
沢
東
は
「
自
己
批
判
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
発
言
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
こ
の
攻
撃
は
、
呉
唅
は
じ
め
彭
徳
海
の
支
持
派
に
反
対
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
他
の
新
聞
や
雑
誌
も
、
こ
の
攻
撃
に
く
わ
わ
る
よ

う
に
期
待
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
京
の
メ
デ
イ
ア
は
姚
文
元
の
攻
撃
を
無
視
し
て

し
ま
っ
た
。「
文
滙
報
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
十
九
日
間
も
、
北
京
の
新
聞
は
頑
固
に
も
こ
の
一

文
を
転
載
す
る
の
を
こ
ば
ん
だ
の
だ
」
。
そ
の
夜
、
毛
は
私
に
そ
う
言
っ
た
。
毛
は
激
怒
し
て

い
た
。「
私
が
言
っ
て
や
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
北
京
の
新
聞
は
転
載
し
た
。
や
つ
ら
、
お
そ

ろ
し
く
手
ご
わ
い
と
思
わ
ん
か
ね
？
」
私
は
混
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
な
お
な
ぜ
海

瑞
と
呉
唅
が
攻
撃
に
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
が
、
毛
沢
東

の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
が
発
動
さ
れ
る
合
図
の
号
砲
だ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
毛
が
「
や
つ
ら
」
は
お
そ
ろ
し
く
手
ご
わ
い
と
言
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
だ
れ

を
指
し
て
い
る
の
か
も
十
分
に
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
っ
て
は
じ
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め
て
、「
や
つ
ら
」
に
は
国
家
主
席
の
劉
少
奇
と
、
そ
の
周
辺
に
ち
か
い
党
最
高
指
導
者
ら
が

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
さ
と
っ
た
。
私
は
黙
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
立
場
を
も
っ
と
よ
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
を
も
う
い
ち
ど
読
む
と
主
席
に
約
束
し
た
。「
う

ん
、
も
い
っ
ぺ
ん
読
ん
で
み
ろ
」
と
言
っ
て
、
毛
は
そ
の
一
文
を
手
わ
た
し
た
の
だ
っ
た
。「

ど
う
思
う
か
話
し
て
く
れ
」
・
・
・
」
（
二
六
）。 

姚
文
元
・
江
青
・
張
春
橋
等
の
四
人
組
と
毛
沢
東
の
深
意
は
、
海
瑞
＝
彭
徳
海
＝
反
皇
帝

＝
反
毛
沢
東
、
呉
唅
・
彭
真
等
＝
海
瑞
支
援
者
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
分
子
＝
背
後
の
支
援
者

の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
＝
反
毛
沢
東
と
い
う
図
式
な
の
で
あ
る
。 

右
派
攻
撃
の
新
し
い
ネ
タ
を
発
見
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
で
展
開

し
た
農
村
に
お
け
る
地
主
と
貧
民
の
階
級
闘
争
の
問
題
は
、
過
去
の
瑣
末
な
問
題
で
あ
っ
た
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
を
主
導
し
た
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流

派
を
抑
え
込
み
、
社
会
主
義
国
家
建
設
路
線
の
主
導
権
を
奪
い
取
る
奪
権
闘
争
、
つ
ま
り
権

力
闘
争
の
た
め
術
策
な
の
で
あ
っ
て
、
右
派
を
攻
撃
す
る
新
し
い
材
料
が
見
つ
か
れ
ば
、
ど

う
で
も
よ
い
問
題
で
あ
っ
た
。
全
国
の
都
市
民
を
大
規
模
に
動
員
し
て
実
施
さ
れ
た
「
社
会

主
義
教
育
運
動
」
の
結
末
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
私
を
帰
し
た
く
は
な
か
っ
た
。「
も
う
『
四
清
』
な
ん
か
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
」
と
主
席
は
言
っ
た
。「
い
ま
も
っ
と
大
事
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
こ

に
い
た
ま
え
。
そ
れ
が
君
の
た
め
に
も
な
る
。
そ
の
う
ち
、
な
に
か
や
っ
て
も
ら
う
た
め
に

君
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
」
私
は
衝
撃
を
受
け
た
。「
四
清
」
運
動
は
途
方
も

な
く
巨
大
な
工
作
で
あ
り
、
土
地
改
革
こ
の
か
た
最
大
規
模
で
何
十
万
人
と
な
く
都
市
幹
部

が
全
国
津
々
浦
々
の
農
村
に
送
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
や
そ
の
社
会
主
義
教
育
運
動
が
重
要
で

な
い
と
？ 

な
る
ほ
ど
道
理
で
、
な
ぜ
主
席
が
こ
の
運
動
に
つ
い
て
汪
東
興
と
議
論
し
た
が

ら
な
い
の
か
わ
か
っ
た
。
」
（
二
七
）
と
、
毛
沢
東
の
「
重
要
で
な
い
」
と
の
発
言
に
、
こ
の

運
動
の
本
当
の
正
体
に
、
李
氏
も
初
め
て
気
が
付
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
従
来
の
野
村
、
竹
内
、
矢
吹
、
堀
川
、
久
保
、
青
木
・
藤
川
氏
等
の
研
究
史
で
は
、

全
く
不
明
で
あ
っ
た
毛
沢
東
の
発
動
し
た
社
会
主
義
教
育
運
度
は
、
こ
れ
で
何
故
に
中
止
さ

れ
た
の
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
は
初
め
よ
り
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
危
機
等

の
危
機
感
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
主
導
し
た
調
整
政
策
に
反

対
し
て
、
こ
れ
よ
り
奪
権
す
る
た
め
の
机
上
の
術
策
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
三
年
の
経
験
は
、
毛
沢
東
を
し
て
事
態
の
容
易

な
ら
ぬ
緊
迫
さ
を
感
得
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
見
解
は
、
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。

ま
た
矢
吹
氏
の
「
中
ソ
対
立
に
起
因
し
た
中
国
の
修
正
主
義
化
批
判
」
と
の
主
張
は
、
毛
沢

東
の
権
力
奪
権
の
真
意
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
上
辺
の
飾
り
で
あ
り
、
久
保
氏
の
「
社
会

主
義
教
育
運
動
は
文
革
の
前
奏
曲
を
奏
で
た
」
と
す
る
主
張
も
誤
り
で
あ
る
。 

こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
自
身
の
発
言
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
社
会
主
義
運
動
の
最

中
に
あ
っ
て
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
六
三
年
十
二
月
十
二
日
、
毛
沢
東
は
中
国
文
化
に
関
す
る
江
青
の
調
査
結
果
の
ひ

と
つ
を
読
ん
で
み
ろ
と
私
に
言
っ
た
。
柯
慶
施
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
記
事
で
、「
上
海
に
お

け
る
演
劇
お
よ
び
歌
劇
の
革
命
的
変
化
に
関
す
る
最
終
報
告
」
と
題
さ
れ
て
い
た
。「
読
ん
だ

み
た
ま
え
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い
て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た

が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
化
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い

ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
い
る
。
映
画
や
演
劇
、
民
謡
、
美
術
、
小
説
な
ど
で
わ
れ

わ
れ
が
な
し
と
げ
た
成
果
を
軽
視
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
し
か
し
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
演
劇
の
分
野
で
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
研
究

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建
的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が

ら
、
社
会
主
義
的
な
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た
話
だ
」
（
二
八
）。 

ら
ゆ
る
も
の
に
優
先
す
る
「
政
治
」
が
す
べ
て
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
明
確
に
さ
れ
た
の

だ
。
・
・
・
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
自
分
の
指
示
を
聴
か
な
い
劉
少
奇
等
の
党
中

央
幹
部
の
政
治
態
度
が
気
に
く
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
劉
少
奇
、
お
前
が
主
席
だ
」
と
の

毛
沢
東
の
言
葉
に
も
、
如
何
に
劉
少
奇
に
加
担
す
る
党
内
主
流
派
の
「
階
級
対
立
な
ど
存
在

し
な
い
」
極
貧
に
喘
ぐ
悲
惨
な
農
村
実
態
を
前
提
に
し
た
意
見
が
根
強
く
、
毛
沢
東
は
党
内

で
主
導
権
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
の
か
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
教
育
運
動
で
は
、
党

内
で
実
権
を
握
れ
な
い
毛
沢
東
は
苛
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

伊
藤
正
氏
は
、「
七
〇
年
十
二
月
、
著
名
な
米
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー

氏
に
、「
劉
少
奇
打
倒
を
は
っ
き
り
意
識
し
た
の
は
い
つ
か
」
と
聞
か
れ
、
毛
沢
東
は
答
え
た
。

「
六
五
年
一
月
、
『
二
十
三
条
』
を
発
表
し
た
と
き
だ
」
「
二
十
三
ヵ
条
」
は
、
社
会
主
義
教

育
運
動
の
新
方
針
で
、
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
論
が
前
面
に
出
た
内
容
だ
。「
二
十
三
条
の
第
一

条
に
は
、
運
動
の
目
標
は
「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
（
走
資
派
）
打
倒
と
あ

っ
た
の
だ
が
、
劉
少
奇
は
そ
の
場
で
反
対
し
た
」
（
二
五
）
と
記
述
し
て
い
る
。
劉
少
奇
は
、

毛
沢
東
に
盾
を
突
く
勇
気
と
意
思
の
強
い
故
に
、
毛
沢
東
と
相
容
れ
ぬ
敵
対
勢
力
で
あ
っ
た
。 

続
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
海
瑞
と
呉
唅
の
評
価
ー
肯
定
か
ら
否
定
へ
の
急
転
的
な
逆
転

的
評
価
に
よ
っ
て
、
劉
少
奇
等
の
党
中
央
幹
部
へ
の
反
撃
攻
勢
の
新
し
い
火
種
を
発
見
し
た

毛
沢
東
の
心
境
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
私
は
南
昌
に
お
も
む
い
て
か
ら
一
週
間
後
、
夜
な
か
に
主
席
の
も
と
を
お
と
ず
れ
た
。

ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
後
漢
時
代
（
二
五
ー
二
二
〇
）
の
歴
史
を
読
ん
で
い
た
。
毛
は
政
治

闘
争
の
準
備
に
入
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
史
書
を
読
み
ふ
け
っ
た
が
、
後
漢

時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
た
お
り
、
戦
略
的
な
術
策
に
は
こ
と
欠
か
な
い
。
・

・
・
主
席
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
部
手
わ
た
し
て
、
読
ん
だ
か
と
き
い
た
。・
・
・
そ
の
タ
イ

ト
ル
に
一
瞥
を
く
れ
て
、
は
は
ー
ん
と
思
っ
た
ー
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
』
を
評
す
」
と
あ

る
。・
・
・
上
海
の
「
理
論
家
」
姚
文
元
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
一
九
六
五
年
十
一
月
十
日
に
上

海
の
「
文
滙
報
」
に
発
表
さ
れ
た
た
一
文
で
、
北
京
副
市
長
の
呉
唅
が
書
い
た
戯
曲
へ
の
批

評
だ
っ
た
。
こ
の
劇
は
、
主
席
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
党
員
に
見
習
え
と
求
め
て
き
た
明
の
高
潔

な
官
吏
，
海
瑞
に
対
す
る
賛
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
批
評
は
私
を
当
惑
さ
せ
た
。
主
席
み
ず
か

ら
海
瑞
に
学
べ
と
号
令
を
か
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。・
・
・
呉
唅
は
そ
う
し
た
主
席
の

批
判
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
海
瑞
の
劇
を
書
い
た
の
も
海
瑞
に
学
べ
と
言
う
毛
の
呼
び
か
け

に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
呉
唅
に
し
ろ
こ
の
芝
居
に

し
ろ
、
な
ぜ
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
主
席
は
こ
の
一
文
に
つ
い
て
話

し
た
が
っ
た
。
姚
文
元
の
批
判
を
支
持
し
、
こ
れ
は
江
青
や
張
春
橋
の
考
え
に
も
と
づ
い
て

い
る
の
だ
と
言
っ
た
。
こ
の
「
考
え
」
は
一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。
同
大
会
で
毛
沢
東
は
「
自
己
批
判
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
発
言
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
こ
の
攻
撃
は
、
呉
唅
は
じ
め
彭
徳
海
の
支
持
派
に
反
対
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
他
の
新
聞
や
雑
誌
も
、
こ
の
攻
撃
に
く
わ
わ
る
よ

う
に
期
待
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
京
の
メ
デ
イ
ア
は
姚
文
元
の
攻
撃
を
無
視
し
て

し
ま
っ
た
。「
文
滙
報
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
十
九
日
間
も
、
北
京
の
新
聞
は
頑
固
に
も
こ
の
一

文
を
転
載
す
る
の
を
こ
ば
ん
だ
の
だ
」
。
そ
の
夜
、
毛
は
私
に
そ
う
言
っ
た
。
毛
は
激
怒
し
て

い
た
。「
私
が
言
っ
て
や
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
北
京
の
新
聞
は
転
載
し
た
。
や
つ
ら
、
お
そ

ろ
し
く
手
ご
わ
い
と
思
わ
ん
か
ね
？
」
私
は
混
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
な
お
な
ぜ
海

瑞
と
呉
唅
が
攻
撃
に
さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
姚
文
元
の
一
文
が
、
毛
沢
東

の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
」
が
発
動
さ
れ
る
合
図
の
号
砲
だ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
毛
が
「
や
つ
ら
」
は
お
そ
ろ
し
く
手
ご
わ
い
と
言
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
だ
れ

を
指
し
て
い
る
の
か
も
十
分
に
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
っ
て
は
じ
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主
席
は
私
ど
も
に
辛
酸
を
な
め
さ
せ
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
参
加
さ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
工

作
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
る
べ
く
私
ど
も
を
地
方
に
送
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
と
こ
ろ

が
私
ど
も
の
行
動
に
つ
い
て
何
一
つ
た
ず
ね
よ
う
と
も
し
な
い
。
主
席
は
一
体
何
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
汪
は
首
を
ひ
ね
っ
た
。
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

何
も
質
問
し
な
い
所
を
見
る
と
、
毛
沢
東
は
農
村
の
悲
惨
な
実
情
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
毛
沢
東
は
地
方
の
農
村
の
実
情
を
知
り
な
が
ら
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
の
農
地
請
負
耕

作
制
度
の
推
進
＝
資
本
主
義
の
復
活
を
否
定
す
る
た
め
に
、
故
意
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を

提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
真
実
の
目
的
は
、
地
方
の
農
村
の
実
体
調
査
で
は
な
く
、

戸
別
農
地
請
負
制
度
を
主
導
し
た
党
中
央
幹
部
の
主
流
派
＝
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」
＝
走
資

派
へ
の
反
転
攻
勢
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

「
中
共
中
央
「
農
村
の
社
会
主
義
運
動
の
中
で
当
面
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」（
「
二

十
三
カ
条
」
）
一
九
六
六
年
一
月
一
四
日
」
に
は
、
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
資
本

主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主
義
陣
地

を
う
ち
か
た
め
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。〔
中
略
〕
下
部
に
い
る
も
の
は
、
す
で
に
地
主
、

富
農
、
反
革
命
分
子
お
よ
び
そ
の
他
の
悪
質
分
子
に
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま

た
、
こ
の
区
分
に
も
れ
た
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
及
び
そ
の
他
の
悪
質
分
子
も
い
る
。

上
部
に
あ
る
も
の
に
は
、
公
社
、
区
、
県
、
専
区
に
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
は
な
は
だ
し
き

は
省
や
中
央
部
門
で
工
作
し
て
い
る
反
革
命
分
子
さ
え
い
る
」（
二
三
）
と
、
社
会
主
義
教
育

運
動
の
目
的
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
の
粛
清
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
二
十
三
カ
条
」
発
表
の
背
景
に
つ
い
て
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、 

「
「
や
は
り
劉
少
奇
が
指
揮
を
と
っ
て
す
べ
て
を
受
け
持
て
ば
い
い
。
い
ま
す
ぐ
引
き
継
ぎ

を
す
る
。
お
ま
え
が
主
席
だ
。
始
皇
帝
だ
！
」
毛
沢
東
は
い
き
り
立
ち
、
激
し
い
言
葉
を
劉

少
奇
に
投
げ
つ
け
た
。
・
・
・
一
九
六
四
年
十
一
月
末
、
社
会
主
義
教
育
運
動
（
社
教
運
動
）

に
つ
い
て
活
動
報
告
を
受
け
て
い
た
と
き
だ
。
社
教
運
動
で
地
方
に
派
遣
し
た
各
級
幹
部
が

毛
沢
東
の
指
示
通
り
に
動
か
ず
、
劉
少
奇
の
指
示
に
従
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
毛
沢
東
の

怒
り
の
理
由
で
あ
っ
た
（
晋
夫
『
文
革
前
十
年
の
中
国
』
中
共
党
史
出
版
社
、
九
八
年
）・
・
・

六
四
年
の
十
二
月
か
ら
翌
六
五
年
の
一
月
ま
で
、
党
中
央
は
社
教
運
動
に
関
し
て
全
国
工
作

会
議
を
開
い
た
。
会
議
の
組
織
面
を
担
当
し
て
い
た
の
は
総
書
記
の
鄧
小
平
だ
っ
た
が
、
毛

沢
東
の
体
調
は
よ
く
な
い
し
、
ふ
つ
う
の
会
議
だ
か
ら
参
加
し
な
く
て
も
よ
い
と
言
っ
た
。

だ
が
毛
沢
東
は
ぶ
然
と
し
て
主
席
し
た
。
毛
沢
東
は
会
議
で
、
い
ま
の
社
教
運
動
は
「
工
作

隊
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
」「
打
倒
す
る
範
囲
が
広
す
ぎ
る
」
な
ど
と
批
判
し
た
。
毛
沢
東
が
社

教
運
動
の
矛
盾
に
つ
い
て
話
し
た
と
き
、
劉
少
奇
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
複
雑
に
交
錯
し

て
い
る
。
『
四
清
』
」
と
『
四
不
清
』
の
矛
盾
も
あ
れ
ば
、
党
内
外
の
矛
盾
も
あ
る
。
や
は
り

矛
盾
の
性
質
を
見
極
め
て
か
ら
対
処
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
さ
え
ぎ
っ
て
言
っ
た
。
毛
沢
東

は
黙
り
こ
み
、
猛
烈
な
勢
い
で
た
ば
こ
を
ふ
か
し
た
。
顔
に
は
怒
り
の
色
が
あ
り
あ
り
と
表

れ
て
い
た
。
そ
の
日
の
深
夜
、
睡
眠
薬
を
飲
ん
だ
ベ
ッ
ト
で
う
と
う
と
し
て
い
た
毛
沢
東
秘

書
の
陳
伯
達
は
、
突
然
の
機
密
電
話
で
毛
沢
東
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
あ
わ
て
て
駈
け
つ
け
る

と
、
社
教
運
動
に
関
す
る
文
件
を
起
草
す
る
の
で
口
述
筆
記
せ
よ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
睡
眠

薬
で
意
識
が
う
ろ
う
ろ
す
る
な
か
、
陳
伯
達
は
必
死
で
毛
沢
東
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
。
こ

の
と
き
陳
伯
達
は
初
め
て
、
毛
沢
東
が
劉
少
奇
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
た

（
葉
永
烈
『
陳
伯
達
伝
』
）・
・
・
毛
沢
東
が
陳
伯
達
に
口
述
筆
筆
記
さ
せ
た
「
二
十
三
カ
条
」

は
、
社
教
運
動
の
基
本
文
書
と
し
て
六
五
年
の
一
月
十
四
日
、
全
党
に
印
刷
配
布
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
四
清
」
を
政
治
、
経
済
、
組
織
、
思
想
の
四
つ
の
点
検
と
す
る
よ
う
に
改
め
、

農
村
と
都
市
の
社
教
運
動
は
こ
れ
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
運
動
の
重
点
は
「
党
内
の
資

本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
の
打
倒
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
劉
少
奇
ら
の
紀
綱
粛
清

的
な
「
四
清
」
運
動
を
明
確
に
否
定
し
て
階
級
闘
争
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
こ
こ
に
、
あ

い
た
に
せ
よ
、
弁
護
し
た
当
方
も
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
わ
け

だ
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
罪
も
な
い
も
の

が
十
六
年
間
も
迫
害
を
受
け
て
き
た
。
毛
沢
東
は
階
級
闘
争
が
社
会
主
義
の
全
段
階
に
わ
っ

た
っ
て
継
続
さ
れ
、
そ
れ
は
五
十
年
あ
る
い
は
百
年
つ
づ
く
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
き
た
。

こ
の
大
変
な
虐
待
と
い
う
遺
産
は
地
主
の
息
子
の
第
一
世
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、
孫
，
曾
孫
、

さ
れ
に
そ
の
先
ま
で
、
つ
ま
り
共
産
主
義
社
会
の
到
達
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。・
・
・
私
が

目
に
し
た
中
国
農
村
を
あ
え
が
せ
る
極
貧
と
か
か
る
タ
イ
プ
の
階
級
闘
争
と
い
う
不
正
、
さ

ら
に
は
そ
れ
ら
を
前
に
し
た
自
分
の
無
力
ぶ
り
に
よ
っ
て
私
は
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

革
命
後
十
六
年
た
っ
て
い
な
が
ら
、
中
国
は
ま
っ
た
く
進
歩
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

生
活
水
準
は
ひ
ど
い
。
政
府
は
酷
薄
だ
。
公
民
権
を
奪
わ
れ
た
者
に
と
て
っ
て
生
活
は
き
び

し
い
。
国
民
党
政
府
時
代
に
生
活
は
ど
れ
ほ
ど
悪
か
っ
た
に
し
て
も
、
勤
勉
と
好
運
は
い
つ

で
も
報
酬
を
も
た
ら
し
た
。
才
能
を
持
っ
た
貧
し
い
人
々
は
ト
ッ
プ
ま
で
の
ぼ
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
。・
・
・
た
し
か
に
わ
た
し
は
社
会
主
義
教
育
運
動
に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
主
席
に
習
得
す
る
よ
う
に
求
め
た
教
訓
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
疎
外
感
が
つ

よ
ま
っ
て
い
っ
た
。
共
産
党
へ
の
不
満
が
深
ま
っ
た
。
上
級
幹
部
が
贅
沢
な
飲
み
食
い
の
生

活
を
し
て
い
る
の
に
、
地
方
の
農
民
は
か
ろ
う
じ
て
生
き
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
農
民
は
私

が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
世
に
も
貧
し
く
、
み
じ
め
で
あ
っ
た
。
共
産
党
が
ど
ん
な
よ
い
こ

と
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
革
命
が
も
た
ら
し
た
大
い
な
る
変
革
は
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
（
二
一
）。 

現
実
の
農
村
の
旧
地
主
・
富
農
・
貧
民
の
貧
し
い
悲
惨
な
生
活
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
李

氏
は
、
共
産
党
上
級
幹
部
の
贅
沢
や
腐
敗
ぶ
り
に
比
較
し
て
、
現
実
の
農
村
の
人
々
の
苦
し

い
生
活
向
上
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
実
体
を
見
て
、
国
民
党
政
権
時
代
の
方
が
、
共
産
党
政
権

下
よ
り
公
平
で
ま
し
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
農
村
で
の
階
級
闘

争
の
必
要
性
の
主
張
と
は
逆
に
、
悲
惨
な
現
実
の
農
民
の
実
情
に
同
情
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

李
氏
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
予
想
し
た
社
会
主
義
運
動
の
二
つ
の
目
的
＝
「
四
清
」
の
原
因
は
、

下
級
レ
ベ
ル
の
人
民
公
社
制
度
の
単
位
に
は
、
何
処
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
。 

従
っ
て
李
氏
の
体
験
し
た
農
村
の
実
態
調
査
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
野
村
氏
の
農
村
に
お
け

る
資
本
主
義
や
富
農
の
復
活
と
い
う
指
摘
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
運
動
の
必

要
性
を
説
い
た
久
保
氏
の
「
国
民
は
政
府
の
経
済
政
策
に
不
満
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
運
動

は
若
年
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
文
革
の
前
奏
曲
と
な
っ
た
」
と
す
る
主
張
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
も
こ
の
悲
惨
で
貧
困
に
喘
ぐ
農
村
の
実
態
や
、
現
実
に
は
旧
地
主
や
富
農
な
ど
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
内
心
よ
く
理
解
し
て
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

毛
沢
東
は
既
に
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
毛
沢
東
演
説
は
、
そ
う
し
た

政
治
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。・
・
・
革
命
は
勝
利
、
社
会
主
義
は
成
就
で
あ
る
と
断
じ
、
階

級
闘
争
の
時
期
は
終
わ
っ
た
と
主
張
し
た
」
と
整
風
運
動
の
開
始
演
説
で
述
べ
て
い
た
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
、「
大
躍
進
は
韶
山
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

「
公
社
の
食
堂
で
腹
を
一
杯
に
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
ん
な
食
堂
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
、
毛
は
言
っ
た
」
と
、
生
地
の
訪
問
に
お
い
て
農
民
の
悲
惨
な
実
情
を
述
べ
て
い
た
。 

 

 
 

四 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
否
定
ー
新
し
い
政
治
問
題
の
発
生 

 

一
九
六
六
年
元
旦
に
毛
沢
東
の
感
冒
の
急
病
に
よ
り
、
そ
の
治
療
を
す
る
た
め
に
急
遽
呼

び
戻
さ
れ
た
李
氏
は
、
江
西
省
の
鉛
山
県
か
ら
毛
沢
東
の
滞
在
す
る
江
西
省
の
省
都
・
南
昌

に
帰
っ
た
時
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
あ
く
る
日
、
汪
東
興
は
私
と
主
席
に
会
い
に
い
っ
た
。・
・
・
汪
東
興
に
は
、
私
と
呉
婦

長
を
治
療
の
た
め
に
残
し
て
村
に
帰
る
よ
う
に
命
じ
た
。
汪
東
興
は
い
ら
い
ら
し
て
い
た
。
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主
席
は
私
ど
も
に
辛
酸
を
な
め
さ
せ
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
参
加
さ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
工

作
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
る
べ
く
私
ど
も
を
地
方
に
送
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
と
こ
ろ

が
私
ど
も
の
行
動
に
つ
い
て
何
一
つ
た
ず
ね
よ
う
と
も
し
な
い
。
主
席
は
一
体
何
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
汪
は
首
を
ひ
ね
っ
た
。
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

何
も
質
問
し
な
い
所
を
見
る
と
、
毛
沢
東
は
農
村
の
悲
惨
な
実
情
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
毛
沢
東
は
地
方
の
農
村
の
実
情
を
知
り
な
が
ら
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
の
農
地
請
負
耕

作
制
度
の
推
進
＝
資
本
主
義
の
復
活
を
否
定
す
る
た
め
に
、
故
意
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を

提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
真
実
の
目
的
は
、
地
方
の
農
村
の
実
体
調
査
で
は
な
く
、

戸
別
農
地
請
負
制
度
を
主
導
し
た
党
中
央
幹
部
の
主
流
派
＝
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」
＝
走
資

派
へ
の
反
転
攻
勢
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

「
中
共
中
央
「
農
村
の
社
会
主
義
運
動
の
中
で
当
面
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」（
「
二

十
三
カ
条
」
）
一
九
六
六
年
一
月
一
四
日
」
に
は
、
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
資
本

主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主
義
陣
地

を
う
ち
か
た
め
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。〔
中
略
〕
下
部
に
い
る
も
の
は
、
す
で
に
地
主
、

富
農
、
反
革
命
分
子
お
よ
び
そ
の
他
の
悪
質
分
子
に
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま

た
、
こ
の
区
分
に
も
れ
た
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
及
び
そ
の
他
の
悪
質
分
子
も
い
る
。

上
部
に
あ
る
も
の
に
は
、
公
社
、
区
、
県
、
専
区
に
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
は
な
は
だ
し
き

は
省
や
中
央
部
門
で
工
作
し
て
い
る
反
革
命
分
子
さ
え
い
る
」（
二
三
）
と
、
社
会
主
義
教
育

運
動
の
目
的
は
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
の
粛
清
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
二
十
三
カ
条
」
発
表
の
背
景
に
つ
い
て
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、 

「
「
や
は
り
劉
少
奇
が
指
揮
を
と
っ
て
す
べ
て
を
受
け
持
て
ば
い
い
。
い
ま
す
ぐ
引
き
継
ぎ

を
す
る
。
お
ま
え
が
主
席
だ
。
始
皇
帝
だ
！
」
毛
沢
東
は
い
き
り
立
ち
、
激
し
い
言
葉
を
劉

少
奇
に
投
げ
つ
け
た
。
・
・
・
一
九
六
四
年
十
一
月
末
、
社
会
主
義
教
育
運
動
（
社
教
運
動
）

に
つ
い
て
活
動
報
告
を
受
け
て
い
た
と
き
だ
。
社
教
運
動
で
地
方
に
派
遣
し
た
各
級
幹
部
が

毛
沢
東
の
指
示
通
り
に
動
か
ず
、
劉
少
奇
の
指
示
に
従
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
毛
沢
東
の

怒
り
の
理
由
で
あ
っ
た
（
晋
夫
『
文
革
前
十
年
の
中
国
』
中
共
党
史
出
版
社
、
九
八
年
）・
・
・

六
四
年
の
十
二
月
か
ら
翌
六
五
年
の
一
月
ま
で
、
党
中
央
は
社
教
運
動
に
関
し
て
全
国
工
作

会
議
を
開
い
た
。
会
議
の
組
織
面
を
担
当
し
て
い
た
の
は
総
書
記
の
鄧
小
平
だ
っ
た
が
、
毛

沢
東
の
体
調
は
よ
く
な
い
し
、
ふ
つ
う
の
会
議
だ
か
ら
参
加
し
な
く
て
も
よ
い
と
言
っ
た
。

だ
が
毛
沢
東
は
ぶ
然
と
し
て
主
席
し
た
。
毛
沢
東
は
会
議
で
、
い
ま
の
社
教
運
動
は
「
工
作

隊
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
」「
打
倒
す
る
範
囲
が
広
す
ぎ
る
」
な
ど
と
批
判
し
た
。
毛
沢
東
が
社

教
運
動
の
矛
盾
に
つ
い
て
話
し
た
と
き
、
劉
少
奇
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
複
雑
に
交
錯
し

て
い
る
。
『
四
清
』
」
と
『
四
不
清
』
の
矛
盾
も
あ
れ
ば
、
党
内
外
の
矛
盾
も
あ
る
。
や
は
り

矛
盾
の
性
質
を
見
極
め
て
か
ら
対
処
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
さ
え
ぎ
っ
て
言
っ
た
。
毛
沢
東

は
黙
り
こ
み
、
猛
烈
な
勢
い
で
た
ば
こ
を
ふ
か
し
た
。
顔
に
は
怒
り
の
色
が
あ
り
あ
り
と
表

れ
て
い
た
。
そ
の
日
の
深
夜
、
睡
眠
薬
を
飲
ん
だ
ベ
ッ
ト
で
う
と
う
と
し
て
い
た
毛
沢
東
秘

書
の
陳
伯
達
は
、
突
然
の
機
密
電
話
で
毛
沢
東
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
あ
わ
て
て
駈
け
つ
け
る

と
、
社
教
運
動
に
関
す
る
文
件
を
起
草
す
る
の
で
口
述
筆
記
せ
よ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
睡
眠

薬
で
意
識
が
う
ろ
う
ろ
す
る
な
か
、
陳
伯
達
は
必
死
で
毛
沢
東
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
。
こ

の
と
き
陳
伯
達
は
初
め
て
、
毛
沢
東
が
劉
少
奇
を
打
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
悟
っ
た

（
葉
永
烈
『
陳
伯
達
伝
』
）・
・
・
毛
沢
東
が
陳
伯
達
に
口
述
筆
筆
記
さ
せ
た
「
二
十
三
カ
条
」

は
、
社
教
運
動
の
基
本
文
書
と
し
て
六
五
年
の
一
月
十
四
日
、
全
党
に
印
刷
配
布
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
四
清
」
を
政
治
、
経
済
、
組
織
、
思
想
の
四
つ
の
点
検
と
す
る
よ
う
に
改
め
、

農
村
と
都
市
の
社
教
運
動
は
こ
れ
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
運
動
の
重
点
は
「
党
内
の
資

本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
の
打
倒
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
劉
少
奇
ら
の
紀
綱
粛
清

的
な
「
四
清
」
運
動
を
明
確
に
否
定
し
て
階
級
闘
争
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
こ
こ
に
、
あ

い
た
に
せ
よ
、
弁
護
し
た
当
方
も
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
わ
け

だ
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
罪
も
な
い
も
の

が
十
六
年
間
も
迫
害
を
受
け
て
き
た
。
毛
沢
東
は
階
級
闘
争
が
社
会
主
義
の
全
段
階
に
わ
っ

た
っ
て
継
続
さ
れ
、
そ
れ
は
五
十
年
あ
る
い
は
百
年
つ
づ
く
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
き
た
。

こ
の
大
変
な
虐
待
と
い
う
遺
産
は
地
主
の
息
子
の
第
一
世
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、
孫
，
曾
孫
、

さ
れ
に
そ
の
先
ま
で
、
つ
ま
り
共
産
主
義
社
会
の
到
達
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。・
・
・
私
が

目
に
し
た
中
国
農
村
を
あ
え
が
せ
る
極
貧
と
か
か
る
タ
イ
プ
の
階
級
闘
争
と
い
う
不
正
、
さ

ら
に
は
そ
れ
ら
を
前
に
し
た
自
分
の
無
力
ぶ
り
に
よ
っ
て
私
は
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

革
命
後
十
六
年
た
っ
て
い
な
が
ら
、
中
国
は
ま
っ
た
く
進
歩
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

生
活
水
準
は
ひ
ど
い
。
政
府
は
酷
薄
だ
。
公
民
権
を
奪
わ
れ
た
者
に
と
て
っ
て
生
活
は
き
び

し
い
。
国
民
党
政
府
時
代
に
生
活
は
ど
れ
ほ
ど
悪
か
っ
た
に
し
て
も
、
勤
勉
と
好
運
は
い
つ

で
も
報
酬
を
も
た
ら
し
た
。
才
能
を
持
っ
た
貧
し
い
人
々
は
ト
ッ
プ
ま
で
の
ぼ
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
。・
・
・
た
し
か
に
わ
た
し
は
社
会
主
義
教
育
運
動
に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
主
席
に
習
得
す
る
よ
う
に
求
め
た
教
訓
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
疎
外
感
が
つ

よ
ま
っ
て
い
っ
た
。
共
産
党
へ
の
不
満
が
深
ま
っ
た
。
上
級
幹
部
が
贅
沢
な
飲
み
食
い
の
生

活
を
し
て
い
る
の
に
、
地
方
の
農
民
は
か
ろ
う
じ
て
生
き
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
農
民
は
私

が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
世
に
も
貧
し
く
、
み
じ
め
で
あ
っ
た
。
共
産
党
が
ど
ん
な
よ
い
こ

と
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
革
命
が
も
た
ら
し
た
大
い
な
る
変
革
は
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
（
二
一
）。 

現
実
の
農
村
の
旧
地
主
・
富
農
・
貧
民
の
貧
し
い
悲
惨
な
生
活
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
た
李

氏
は
、
共
産
党
上
級
幹
部
の
贅
沢
や
腐
敗
ぶ
り
に
比
較
し
て
、
現
実
の
農
村
の
人
々
の
苦
し

い
生
活
向
上
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
実
体
を
見
て
、
国
民
党
政
権
時
代
の
方
が
、
共
産
党
政
権

下
よ
り
公
平
で
ま
し
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
農
村
で
の
階
級
闘

争
の
必
要
性
の
主
張
と
は
逆
に
、
悲
惨
な
現
実
の
農
民
の
実
情
に
同
情
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

李
氏
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
予
想
し
た
社
会
主
義
運
動
の
二
つ
の
目
的
＝
「
四
清
」
の
原
因
は
、

下
級
レ
ベ
ル
の
人
民
公
社
制
度
の
単
位
に
は
、
何
処
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
。 

従
っ
て
李
氏
の
体
験
し
た
農
村
の
実
態
調
査
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
野
村
氏
の
農
村
に
お
け

る
資
本
主
義
や
富
農
の
復
活
と
い
う
指
摘
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
運
動
の
必

要
性
を
説
い
た
久
保
氏
の
「
国
民
は
政
府
の
経
済
政
策
に
不
満
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
運
動

は
若
年
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
文
革
の
前
奏
曲
と
な
っ
た
」
と
す
る
主
張
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
も
こ
の
悲
惨
で
貧
困
に
喘
ぐ
農
村
の
実
態
や
、
現
実
に
は
旧
地
主
や
富
農
な
ど
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
内
心
よ
く
理
解
し
て
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

毛
沢
東
は
既
に
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
毛
沢
東
演
説
は
、
そ
う
し
た

政
治
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。・
・
・
革
命
は
勝
利
、
社
会
主
義
は
成
就
で
あ
る
と
断
じ
、
階

級
闘
争
の
時
期
は
終
わ
っ
た
と
主
張
し
た
」
と
整
風
運
動
の
開
始
演
説
で
述
べ
て
い
た
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
、「
大
躍
進
は
韶
山
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

「
公
社
の
食
堂
で
腹
を
一
杯
に
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
ん
な
食
堂
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
」

と
、
毛
は
言
っ
た
」
と
、
生
地
の
訪
問
に
お
い
て
農
民
の
悲
惨
な
実
情
を
述
べ
て
い
た
。 

 

 
 

四 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
否
定
ー
新
し
い
政
治
問
題
の
発
生 

 

一
九
六
六
年
元
旦
に
毛
沢
東
の
感
冒
の
急
病
に
よ
り
、
そ
の
治
療
を
す
る
た
め
に
急
遽
呼

び
戻
さ
れ
た
李
氏
は
、
江
西
省
の
鉛
山
県
か
ら
毛
沢
東
の
滞
在
す
る
江
西
省
の
省
都
・
南
昌

に
帰
っ
た
時
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
あ
く
る
日
、
汪
東
興
は
私
と
主
席
に
会
い
に
い
っ
た
。・
・
・
汪
東
興
に
は
、
私
と
呉
婦

長
を
治
療
の
た
め
に
残
し
て
村
に
帰
る
よ
う
に
命
じ
た
。
汪
東
興
は
い
ら
い
ら
し
て
い
た
。
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る
理
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
一
九
）。 

と
こ
ろ
で
李
氏
は
、
農
村
工
作
隊
の
一
員
と
し
て
、
毛
沢
東
の
主
導
し
た
社
会
主
義
教
育

運
動
ー
「
四
清
」
運
動
を
実
行
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
の
幹
部
の
腐
敗
状
況
を
調
査
し
た

結
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
実
情
を
述
べ
て
い
る
。 

「
か
か
る
貧
困
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
私
ど
も
の
仕
事
は
階
級
闘
争
を
促
進
す
る
こ
と
だ

っ
た
。「
四
清
」
運
動
は
、
私
ど
も
に
生
産
隊
内
に
お
け
る
幹
部
の
腐
敗
調
査
を
求
め
て
い
た

。
あ
た
か
も
こ
の
地
が
い
つ
も
貧
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
あ
た
か
も
大

躍
進
の
政
策
で
は
な
く
て
腐
敗
こ
そ
「
悪
い
三
年
間
」
の
惨
害
に
責
任
が
あ
っ
た
か
と
で
も

い
う
か
の
よ
う
に
だ
。
こ
れ
ら
疲
弊
し
た
生
産
隊
の
幹
部
は
財
政
を
操
作
し
て
私
腹
を
こ
や

し
、
個
人
消
費
用
に
生
産
隊
の
穀
物
を
く
す
ね
、
公
共
の
財
産
を
私
利
私
欲
を
み
た
す
た
め

に
分
配
し
、
労
働
点
数
を
農
民
か
ら
だ
ま
し
と
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か

る
腐
敗
は
た
し
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貧
し
い
生
産
隊
レ
ベ
ル
の
腐
敗
に
焦

点
を
あ
わ
せ
る
の
は
ば
か
げ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
社
会
主
義
教
育
工
作
隊
に
は
、
帳
簿
類
を

検
査
す
る
手
立
て
と
て
な
か
っ
た
。
第
一
、
検
査
す
べ
き
帳
簿
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・

・
・
地
元
民
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
と
も
に
暮
ら
し
、
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
人
民
公

社
の
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
の
幹
部
、
そ
し
て
さ
ら
に
高
い
、
県
な
い
し
省
レ
ベ
ル
の
上
級

幹
部
が
不
正
と
汚
職
か
ら
経
済
的
な
利
益
を
手
に
い
れ
て
い
た
の
だ
。
上
級
レ
ベ
ル
の
幹
部

は
農
民
か
ら
税
金
を
し
ぼ
り
と
り
、
望
み
ど
お
り
の
努
力
に
農
民
を
駆
り
た
て
る
権
力
を
も

っ
て
い
た
。
腐
敗
さ
せ
ら
れ
る
権
力
を
持
つ
幹
部
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
唱
導
し
た

階
級
闘
争
は
い
ま
な
お
、
非
常
な
激
し
さ
で
つ
づ
い
て
お
り
、
地
主
と
貧
し
い
農
民
、
封
建

主
義
と
社
会
主
義
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
労
働
者
階
級
の
闘
い
は
悲
惨
な
茶
番
と
い
っ
て
よ

か
っ
た
。
共
産
党
が
石
渓
村
で
権
力
奪
取
し
た
直
後
の
土
地
改
革
中
に
、
村
人
は
ひ
と
り
残

ら
ず
階
級
分
け
さ
れ
た
。
地
主
な
い
し
は
富
農
と
さ
せ
た
者
は
全
財
産
を
う
し
な
い
、
家
族

は
全
員
も
ろ
と
も
村
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
。
そ
の
目
的
は
配
偶
者
や
子
供
と
も
ど
も
、
地

主
お
よ
び
富
農
を
強
制
労
働
に
と
っ
て
思
想
改
造
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
定
期
的
に
、

と
り
わ
け
国
民
の
祝
日
に
は
、
以
前
の
地
主
や
富
農
は
一
同
に
あ
つ
め
ら
れ
、
地
も
と
の
公

安
当
局
な
い
し
生
産
隊
の
幹
部
か
ら
、
彼
ら
が
行
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
悪
行
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
た
。
い
つ
で
も
村
内
で
な
に
か
不
都
合
が
お
こ
る
と
ー
た
と
え
ば
家
畜
の
餌
の
中
に

釘
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
と
ー
昔
の
地
主
や
富
農
が
自
動
的
に
疑
わ
れ
、
尋
問
の
た
め
に
呼

び
だ
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
〇
）。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
言
う
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
労
働
者
の
階
級
闘
争
の
激
化
」

は
、
既
に
土
地
改
革
中
に
お
い
て
地
主
や
富
農
は
現
実
の
農
村
に
お
い
て
消
滅
し
て
い
た
。

旧
地
主
や
富
農
は
、
ま
る
肌
の
無
一
文
の
中
に
お
い
て
、
最
も
酷
薄
な
生
活
状
況
下
に
お
か

れ
な
が
ら
、
思
想
改
造
の
み
を
強
制
さ
れ
て
い
た
。
人
民
公
社
内
で
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
ガ

ラ
ス
張
り
の
生
活
実
態
に
お
い
て
は
、
幹
部
の
腐
敗
な
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
指
示

し
た
農
村
調
査
活
動
の
実
体
験
の
こ
と
を
、
李
氏
は
「
四
清
運
動
の
滑
稽
」
と
言
っ
て
い
る
。 

従
っ
て
李
氏
の
実
体
験
に
よ
れ
ば
、
野
村
氏
の
「
こ
の
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東

が
見
出
し
た
も
の
は
、
一
言
で
、
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
展
開
す
べ
き
党
幹
部
の
一
部
の
異

常
な
腐
敗
現
象
で
あ
っ
た
」
、
「
事
態
が
容
易
な
ら
ぬ
ほ
ど
緊
迫
し
て
緊
迫
し
て
深
刻
」
と
言

う
、
事
実
を
誇
張
し
た
空
想
的
な
主
張
は
、
全
く
誤
解
で
あ
る
。 

ま
た
農
村
は
、
富
者
と
貧
者
に
、
両
極
分
解
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
が
主
張
し
た

農
村
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
復
活
、「
封
建
勢
力
と
資
本
主
義
勢
力
」
と
の
階
級
闘
争

の
必
要
性
は
、
机
上
の
空
理
空
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
主
張
を
援
用
し
た
野
村

氏
の
「
反
社
会
主
義
分
子
」
が
共
産
党
機
関
の
上
・
下
に
存
在
し
た
と
い
う
主
張
は
、
全
く

見
当
違
い
で
あ
る
と
言
え
る
。
続
け
て
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
も
述
べ
て
い
る
。 

「
地
主
を
弁
護
す
る
の
は
、
よ
し
ん
ば
そ
の
地
主
が
不
公
正
に
も
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て

「
前
十
条
」
が
出
て
四
カ
月
後
の
六
三
年
九
月
、
今
度
は
劉
小
埼
が
主
導
し
て
も
う
ひ
と
つ

の
十
カ
条
規
定
が
起
草
さ
れ
、
十
一
月
に
党
政
治
局
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
「
後

十
条
」
と
呼
ば
れ
る
。「
前
十
条
」
と
同
じ
く
階
級
闘
争
や
修
正
主
義
と
の
闘
い
が
う
た
わ
れ

て
は
い
る
が
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
っ
た
。・
・
・
こ
こ
か
ら
分
る
の
は
、
劉
少
奇
が
党
組
織

の
全
面
的
な
指
導
に
よ
る
教
育
・
啓
も
う
運
動
の
色
合
い
を
き
わ
め
て
強
く
打
ち
出
し
て
い

る
こ
と
だ
。
い
か
に
も
組
織
を
重
視
す
る
実
務
派
の
劉
小
埼
ら
し
い
姿
勢
だ
が
、
こ
れ
で
は

大
衆
運
動
に
依
拠
し
た
階
級
闘
争
の
徹
底
を
目
指
す
毛
沢
東
の
狙
い
が
事
実
上
、
骨
抜
き
に

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
劉
少
奇
に
向
け
る
毛
沢
東
の
目
が
し
だ
い
に
険
し
く
な
る
の

を
こ
の
と
き
の
劉
少
奇
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
」
（
一
七
）。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
階
級
闘
争
を
主
張
す
る
毛
沢
東
と
、
こ
れ
を
空
洞
化
し
よ
う
と
す

る
劉
小
埼
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
で
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇

の
対
立
は
悪
化
し
続
け
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
て
来
た
様
に
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
奥
深
い
目
的
、
つ
ま
り
毛
沢
東
に
と

っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
よ
り
復
活
し
た
と
認
識
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
や
腐
敗
を
摘
発
す
る
こ
と
で
、
資
本
主
義
復
活
の
修
正
主
義
路
線
を
歩
む
劉
小
埼
・
鄧

小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
打
倒
で
あ
り
、
右
派
を
党
外
に
追
放
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

 
 
 
 
 
 

三 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
農
村
実
体 

 

野
村
氏
は
、
農
村
の
実
体
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
想
像
を
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
し
か
し
、
六
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
六
五

年
、
一
つ
の
転
機
を
迎
え
る
。
同
年
一
月
、
党
中
央
政
治
局
は
「
農
村
社
会
主
義
教
育
運
動

の
な
か
で
提
起
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
」
と
い
う
文
書
を
各
級
党
機
関
に
送
付
し
、
こ
れ

ま
で
の
指
示
の
な
か
で
、
こ
の
文
書
に
抵
触
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
こ
の
文
書
を
基

準
と
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
。
通
称
「
二
十
三
ヵ
条
」
と
よ
ば
れ
る
有
名
な
文
書
の
発
表
で

あ
る
。
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
お
そ
ら
く
は
毛
沢
東
の
予
想
ど
お
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

い
や
、
そ
れ
は
こ
の
運
動
の
進
行
度
合
い
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
進
行
過
程
に
お

け
る
阻
害
要
因
の
、
新
た
な
発
見
と
い
っ
た
方
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
教
育
運

動
は
、
毛
沢
東
に
お
い
て
「
土
地
改
革
以
来
の
最
初
の
、
最
大
の
闘
争
」
と
規
定
さ
れ
て
い

た
。・
・
・
し
か
し
、
こ
の
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東
が
見
出
し
た
も
の
は
、
一
言
で

、
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
展
開
す
べ
き
党
幹
部
の
一
部
の
異
常
な
腐
敗
現
象
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、「
重
大
か
つ
尖
鋭
な
階
級
闘
争
の
存
在
」
に
た
い
す
る
認
識
の
不
十
分
と
い
っ
た
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
・
・
・
む
し
ろ
、
「
反
社
会
主
義
分
子
」
そ
の
も
の
が
、
機
関
の
上
部
に
も

下
部
に
も
い
た
。「
上
部
で
は
、
人
民
公
社
、
区
、
県
、
地
方
機
関
に
も
い
る
も
の
も
い
る
が

、
省
や
中
央
部
門
で
工
作
し
て
い
る
反
社
会
主
義
分
子
さ
え
い
る
」
。
「
一
部
の
も
の
は
、
敵

と
味
方
の
区
別
を
つ
け
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
を
失
い
、
自
分
の
親
族
、
友
人
、

古
く
か
ら
の
同
僚
の
な
か
で
資
本
主
義
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
を
か
ば
っ
て
い
る
」
。

こ
う
し
て
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
と
い
う
、
有
名

な
規
定
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
は
い
う
。
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
一
歩
す
す
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主

義
の
陣
地
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
（
邦
訳
、
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
二
十
三
ヵ
条
」
、

『
世
界
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
）」
（
一
八
）。 

野
村
氏
の
指
摘
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
に
お
け
る
農
村
の
実
体
は
、
本
当
に
正
確
な
実

像
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
理
論
に
つ
い
て
、
席
宣
・
金
春
明
氏

は
、
マ
ル
ク
ス
理
論
に
背
い
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
政
権
下
で
の
「
政
治
思
想
上
の
搾
取
階

級
の
存
在
」
理
論
は
史
的
観
念
論
へ
の
端
緒
で
あ
り
、
政
治
実
戦
に
甚
大
な
悪
影
響
を
与
え
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る
理
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
一
九
）。 

と
こ
ろ
で
李
氏
は
、
農
村
工
作
隊
の
一
員
と
し
て
、
毛
沢
東
の
主
導
し
た
社
会
主
義
教
育

運
動
ー
「
四
清
」
運
動
を
実
行
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
の
幹
部
の
腐
敗
状
況
を
調
査
し
た

結
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
実
情
を
述
べ
て
い
る
。 

「
か
か
る
貧
困
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
私
ど
も
の
仕
事
は
階
級
闘
争
を
促
進
す
る
こ
と
だ

っ
た
。「
四
清
」
運
動
は
、
私
ど
も
に
生
産
隊
内
に
お
け
る
幹
部
の
腐
敗
調
査
を
求
め
て
い
た

。
あ
た
か
も
こ
の
地
が
い
つ
も
貧
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
あ
た
か
も
大

躍
進
の
政
策
で
は
な
く
て
腐
敗
こ
そ
「
悪
い
三
年
間
」
の
惨
害
に
責
任
が
あ
っ
た
か
と
で
も

い
う
か
の
よ
う
に
だ
。
こ
れ
ら
疲
弊
し
た
生
産
隊
の
幹
部
は
財
政
を
操
作
し
て
私
腹
を
こ
や

し
、
個
人
消
費
用
に
生
産
隊
の
穀
物
を
く
す
ね
、
公
共
の
財
産
を
私
利
私
欲
を
み
た
す
た
め

に
分
配
し
、
労
働
点
数
を
農
民
か
ら
だ
ま
し
と
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か

る
腐
敗
は
た
し
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貧
し
い
生
産
隊
レ
ベ
ル
の
腐
敗
に
焦

点
を
あ
わ
せ
る
の
は
ば
か
げ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
社
会
主
義
教
育
工
作
隊
に
は
、
帳
簿
類
を

検
査
す
る
手
立
て
と
て
な
か
っ
た
。
第
一
、
検
査
す
べ
き
帳
簿
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・

・
・
地
元
民
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
と
も
に
暮
ら
し
、
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
人
民
公

社
の
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
の
幹
部
、
そ
し
て
さ
ら
に
高
い
、
県
な
い
し
省
レ
ベ
ル
の
上
級

幹
部
が
不
正
と
汚
職
か
ら
経
済
的
な
利
益
を
手
に
い
れ
て
い
た
の
だ
。
上
級
レ
ベ
ル
の
幹
部

は
農
民
か
ら
税
金
を
し
ぼ
り
と
り
、
望
み
ど
お
り
の
努
力
に
農
民
を
駆
り
た
て
る
権
力
を
も

っ
て
い
た
。
腐
敗
さ
せ
ら
れ
る
権
力
を
持
つ
幹
部
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
唱
導
し
た

階
級
闘
争
は
い
ま
な
お
、
非
常
な
激
し
さ
で
つ
づ
い
て
お
り
、
地
主
と
貧
し
い
農
民
、
封
建

主
義
と
社
会
主
義
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
労
働
者
階
級
の
闘
い
は
悲
惨
な
茶
番
と
い
っ
て
よ

か
っ
た
。
共
産
党
が
石
渓
村
で
権
力
奪
取
し
た
直
後
の
土
地
改
革
中
に
、
村
人
は
ひ
と
り
残

ら
ず
階
級
分
け
さ
れ
た
。
地
主
な
い
し
は
富
農
と
さ
せ
た
者
は
全
財
産
を
う
し
な
い
、
家
族

は
全
員
も
ろ
と
も
村
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
。
そ
の
目
的
は
配
偶
者
や
子
供
と
も
ど
も
、
地

主
お
よ
び
富
農
を
強
制
労
働
に
と
っ
て
思
想
改
造
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
定
期
的
に
、

と
り
わ
け
国
民
の
祝
日
に
は
、
以
前
の
地
主
や
富
農
は
一
同
に
あ
つ
め
ら
れ
、
地
も
と
の
公

安
当
局
な
い
し
生
産
隊
の
幹
部
か
ら
、
彼
ら
が
行
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
悪
行
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
た
。
い
つ
で
も
村
内
で
な
に
か
不
都
合
が
お
こ
る
と
ー
た
と
え
ば
家
畜
の
餌
の
中
に

釘
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
と
ー
昔
の
地
主
や
富
農
が
自
動
的
に
疑
わ
れ
、
尋
問
の
た
め
に
呼

び
だ
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
〇
）。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
言
う
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
労
働
者
の
階
級
闘
争
の
激
化
」

は
、
既
に
土
地
改
革
中
に
お
い
て
地
主
や
富
農
は
現
実
の
農
村
に
お
い
て
消
滅
し
て
い
た
。

旧
地
主
や
富
農
は
、
ま
る
肌
の
無
一
文
の
中
に
お
い
て
、
最
も
酷
薄
な
生
活
状
況
下
に
お
か

れ
な
が
ら
、
思
想
改
造
の
み
を
強
制
さ
れ
て
い
た
。
人
民
公
社
内
で
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
ガ

ラ
ス
張
り
の
生
活
実
態
に
お
い
て
は
、
幹
部
の
腐
敗
な
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
指
示

し
た
農
村
調
査
活
動
の
実
体
験
の
こ
と
を
、
李
氏
は
「
四
清
運
動
の
滑
稽
」
と
言
っ
て
い
る
。 

従
っ
て
李
氏
の
実
体
験
に
よ
れ
ば
、
野
村
氏
の
「
こ
の
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東

が
見
出
し
た
も
の
は
、
一
言
で
、
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
展
開
す
べ
き
党
幹
部
の
一
部
の
異

常
な
腐
敗
現
象
で
あ
っ
た
」
、
「
事
態
が
容
易
な
ら
ぬ
ほ
ど
緊
迫
し
て
緊
迫
し
て
深
刻
」
と
言

う
、
事
実
を
誇
張
し
た
空
想
的
な
主
張
は
、
全
く
誤
解
で
あ
る
。 

ま
た
農
村
は
、
富
者
と
貧
者
に
、
両
極
分
解
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
が
主
張
し
た

農
村
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
復
活
、「
封
建
勢
力
と
資
本
主
義
勢
力
」
と
の
階
級
闘
争

の
必
要
性
は
、
机
上
の
空
理
空
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
毛
沢
東
の
主
張
を
援
用
し
た
野
村

氏
の
「
反
社
会
主
義
分
子
」
が
共
産
党
機
関
の
上
・
下
に
存
在
し
た
と
い
う
主
張
は
、
全
く

見
当
違
い
で
あ
る
と
言
え
る
。
続
け
て
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
も
述
べ
て
い
る
。 

「
地
主
を
弁
護
す
る
の
は
、
よ
し
ん
ば
そ
の
地
主
が
不
公
正
に
も
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て

「
前
十
条
」
が
出
て
四
カ
月
後
の
六
三
年
九
月
、
今
度
は
劉
小
埼
が
主
導
し
て
も
う
ひ
と
つ

の
十
カ
条
規
定
が
起
草
さ
れ
、
十
一
月
に
党
政
治
局
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
「
後

十
条
」
と
呼
ば
れ
る
。「
前
十
条
」
と
同
じ
く
階
級
闘
争
や
修
正
主
義
と
の
闘
い
が
う
た
わ
れ

て
は
い
る
が
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
っ
た
。・
・
・
こ
こ
か
ら
分
る
の
は
、
劉
少
奇
が
党
組
織

の
全
面
的
な
指
導
に
よ
る
教
育
・
啓
も
う
運
動
の
色
合
い
を
き
わ
め
て
強
く
打
ち
出
し
て
い

る
こ
と
だ
。
い
か
に
も
組
織
を
重
視
す
る
実
務
派
の
劉
小
埼
ら
し
い
姿
勢
だ
が
、
こ
れ
で
は

大
衆
運
動
に
依
拠
し
た
階
級
闘
争
の
徹
底
を
目
指
す
毛
沢
東
の
狙
い
が
事
実
上
、
骨
抜
き
に

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
劉
少
奇
に
向
け
る
毛
沢
東
の
目
が
し
だ
い
に
険
し
く
な
る
の

を
こ
の
と
き
の
劉
少
奇
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
」
（
一
七
）。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
階
級
闘
争
を
主
張
す
る
毛
沢
東
と
、
こ
れ
を
空
洞
化
し
よ
う
と
す

る
劉
小
埼
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
で
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇

の
対
立
は
悪
化
し
続
け
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
て
来
た
様
に
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
奥
深
い
目
的
、
つ
ま
り
毛
沢
東
に
と

っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
よ
り
復
活
し
た
と
認
識
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
や
腐
敗
を
摘
発
す
る
こ
と
で
、
資
本
主
義
復
活
の
修
正
主
義
路
線
を
歩
む
劉
小
埼
・
鄧

小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
打
倒
で
あ
り
、
右
派
を
党
外
に
追
放
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

 
 
 
 
 
 

三 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
農
村
実
体 

 

野
村
氏
は
、
農
村
の
実
体
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
想
像
を
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
し
か
し
、
六
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
六
五

年
、
一
つ
の
転
機
を
迎
え
る
。
同
年
一
月
、
党
中
央
政
治
局
は
「
農
村
社
会
主
義
教
育
運
動

の
な
か
で
提
起
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
」
と
い
う
文
書
を
各
級
党
機
関
に
送
付
し
、
こ
れ

ま
で
の
指
示
の
な
か
で
、
こ
の
文
書
に
抵
触
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
こ
の
文
書
を
基

準
と
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
。
通
称
「
二
十
三
ヵ
条
」
と
よ
ば
れ
る
有
名
な
文
書
の
発
表
で

あ
る
。
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
お
そ
ら
く
は
毛
沢
東
の
予
想
ど
お
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

い
や
、
そ
れ
は
こ
の
運
動
の
進
行
度
合
い
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
進
行
過
程
に
お

け
る
阻
害
要
因
の
、
新
た
な
発
見
と
い
っ
た
方
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
教
育
運

動
は
、
毛
沢
東
に
お
い
て
「
土
地
改
革
以
来
の
最
初
の
、
最
大
の
闘
争
」
と
規
定
さ
れ
て
い

た
。・
・
・
し
か
し
、
こ
の
運
動
の
過
程
に
お
い
て
、
毛
沢
東
が
見
出
し
た
も
の
は
、
一
言
で

、
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
展
開
す
べ
き
党
幹
部
の
一
部
の
異
常
な
腐
敗
現
象
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、「
重
大
か
つ
尖
鋭
な
階
級
闘
争
の
存
在
」
に
た
い
す
る
認
識
の
不
十
分
と
い
っ
た
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
・
・
・
む
し
ろ
、
「
反
社
会
主
義
分
子
」
そ
の
も
の
が
、
機
関
の
上
部
に
も

下
部
に
も
い
た
。「
上
部
で
は
、
人
民
公
社
、
区
、
県
、
地
方
機
関
に
も
い
る
も
の
も
い
る
が

、
省
や
中
央
部
門
で
工
作
し
て
い
る
反
社
会
主
義
分
子
さ
え
い
る
」
。
「
一
部
の
も
の
は
、
敵

と
味
方
の
区
別
を
つ
け
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
を
失
い
、
自
分
の
親
族
、
友
人
、

古
く
か
ら
の
同
僚
の
な
か
で
資
本
主
義
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
を
か
ば
っ
て
い
る
」
。

こ
う
し
て
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
、「
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
」
と
い
う
、
有
名

な
規
定
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
は
い
う
。
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
一
歩
す
す
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主

義
の
陣
地
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
（
邦
訳
、
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
二
十
三
ヵ
条
」
、

『
世
界
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
）」
（
一
八
）。 

野
村
氏
の
指
摘
し
た
社
会
主
義
教
育
運
動
に
お
け
る
農
村
の
実
体
は
、
本
当
に
正
確
な
実

像
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
理
論
に
つ
い
て
、
席
宣
・
金
春
明
氏

は
、
マ
ル
ク
ス
理
論
に
背
い
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
政
権
下
で
の
「
政
治
思
想
上
の
搾
取
階

級
の
存
在
」
理
論
は
史
的
観
念
論
へ
の
端
緒
で
あ
り
、
政
治
実
戦
に
甚
大
な
悪
影
響
を
与
え
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関
係
の
悪
化
状
態
に
つ
い
て
、
李
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
劉
少
奇
も
ま
た
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
と
や
ら
で
は
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。

劉
少
奇
は
農
村
問
題
に
関
す
る
主
席
の
決
定
草
案
を
修
正
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
、
そ
の
代

案
と
し
て
自
分
の
指
針
「
農
村
地
域
に
お
け
る
社
会
主
義
教
育
運
動
の
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
問
題
に
関
す
る
規
定
（
草
案
）
」
（
「
後
十
条
」
）
を
提
出
し
た
。
九
月
に
党
中
央
委
員
会
工

作
会
議
が
劉
少
奇
の
提
案
を
議
論
す
る
た
め
に
ひ
ら
か
れ
た
と
き
、
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に

動
転
し
、
階
級
闘
争
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
自
分
の
努
力
を
劉
少
奇
は
空
洞
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
非
難
し
た
。
も
っ
と
も
、
ほ
ん
と
う
に
毛
を
当
惑
さ
せ
た
の
は
劉
少
奇
の
九
月
提

案
の
中
身
ー
「
後
十
条
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
ー
で
は
な
く
、
劉
少
奇
が
か
り
そ

め
に
も
提
案
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
毛
沢
東
を
怒
ら
せ

た
の
は
、
劉
少
奇
が
み
ず
か
ら
あ
え
て
自
分
の
草
案
（
「
前
十
条
」
）
を
修
正
し
よ
う
と
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
毛
沢
東
は
い
つ
で
も
正
し
の
で
あ
る
、
自
分
の
決
定
草

案
は
中
国
の
農
村
問
題
を
き
わ
め
て
明
快
か
つ
説
得
力
あ
る
言
葉
で
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ど
ん
な
修
正
も
た
だ
水
を
に
ご
ら
せ
る
だ
け
だ
と
毛
は
確
信
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
毛
沢
東
は
劉
少
奇
が
お
の
れ
の
権
威
を
主
張
し
た
こ
と
に
腹
を
た
て
た
。
主
席
の
決
定

草
案
を
修
正
す
る
こ
と
で
、
劉
少
奇
は
ま
た
も
や
党
中
央
の
支
配
権
を
主
張
し
た
わ
け
で
あ

る
。
毛
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
こ
そ
、
そ
し
て
自
分
だ
け
が
、
党
中
央
だ
と
思
っ
て
い
た
。

ふ
た
つ
の
党
中
央
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
）。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
を
怒
ら
せ
た
劉
小
埼
の
行
動
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
決
定
草
案
を
修
正

し
た
農
村
の
階
級
闘
争
の
空
洞
化
と
、
劉
少
奇
が
毛
沢
東
の
草
案
を
修
正
し
て
自
己
の
支
配

権
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
と
劉
少
奇
、
鄧
小
平
と
の
関
係
は
悪
化
し
つ
づ
け
た
。
一
九
六
五
年
一
月
、
鄧

小
平
は
社
会
主
義
教
育
運
動
を
議
論
す
べ
き
党
の
全
国
工
作
会
議
を
招
集
し
た
が
、
こ
の
運

動
は
地
方
幹
部
の
腐
敗
を
排
除
す
る
こ
と
に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
、
政
治
、
経
済
、
組
織
、
思

想
を
清
め
る
と
い
う
「
四
清
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
か
か
げ
た
ー
地
方
レ
ベ
ル
で
い
え
ば

農
村
部
の
帳
簿
類
、
資
産
、
在
庫
、
労
賃
点
数
等
の
点
検
、
整
理
で
あ
っ
た
。
主
席
は
会
議

が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
気
分
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
鄧
小
平
は
無
理
し
て
出
席
し
な
い

ほ
う
が
い
い
と
言
っ
た
。
し
か
し
毛
は
あ
え
て
出
席
し
、
地
方
に
お
け
る
問
題
は
社
会
主
義

と
資
本
主
義
と
の
矛
盾
だ
と
論
ず
る
演
説
（
講
話
）
を
行
な
っ
た
。
劉
少
奇
は
主
席
の
議
論

に
さ
か
ら
い
、
戦
い
は
単
に
階
級
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
四
清
」「
四
不
清
」
と
の
あ
い
だ
の

戦
い
で
も
あ
り
、
党
内
党
外
に
お
け
る
矛
盾
と
の
戦
い
だ
と
し
た
。
あ
く
る
日
、
毛
沢
東
は

共
和
国
憲
法
と
党
規
約
の
コ
ピ
ー
を
わ
ざ
わ
ざ
会
議
に
持
ち
こ
み
、
憲
法
に
よ
れ
ば
自
分
は

お
の
れ
の
考
え
を
自
由
に
述
べ
ら
れ
る
権
利
を
持
つ
市
民
で
あ
り
、
一
党
員
と
し
て
会
議
で

発
言
す
る
権
利
も
あ
る
の
だ
と
主
張
し
た
。「
諸
君
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
」
と
鄧
小
平
の
こ
と

を
さ
し
て
、
自
分
が
会
議
に
出
席
す
る
の
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
し
、
も
う
ひ
と
り
が
、
と

劉
少
奇
の
こ
と
を
さ
し
て
自
分
が
意
見
を
述
べ
る
の
を
ゆ
る
さ
な
か
っ
た
と
言
っ
た
」（
一
六

）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
遭
遇
し
た
大
飢
饉
を
克
服
す
る
戸
別

農
地
請
負
制
度
の
矛
盾
の
根
本
は
、
地
方
幹
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
腐
敗
と
富
農
階
級
の
発
生

に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
腐
敗
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
を
一
掃
す
る
た
め
の
階
級
闘
争
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
四
清
」
運
動
と
規
定
し
て
い
た
。『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
社
会
主
義
教
育
運

動
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
の
違
い
を
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
「
前
十
条
」
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
劉
少
奇
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

、
ベ
ト
ナ
ム
、
北
朝
鮮
な
ど
を
訪
問
中
で
、
討
議
に
は
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
社
教
運
動
を

支
持
し
て
は
い
た
が
、
こ
れ
を
全
面
的
な
「
階
級
闘
争
」
と
と
ら
え
る
毛
沢
東
と
は
、
微
妙

な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
・
・
・

目
指
す
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
発
展
を
説
く
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
へ
の
攻
撃
に
よ
り
、
急

進
的
社
会
主
義
建
設
へ
の
奪
権
を
目
指
し
た
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
李
志
綏
氏
は
、
毛
沢
東
が
大
躍
進
の
失
敗
後
に
権
力
闘
争
の
策
略
に
し
た
「
社

会
主
義
教
育
運
動
」
の
発
動
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
ま
た
八
期
十
中
全
会
の
あ
と
、
農
地
政
策
に
対
す
る
支
配
権
を
あ
ら
た
め
て

あ
き
ら
か
に
し
、
戸
別
農
地
請
負
耕
作
制
へ
の
潮
流
を
押
し
と
ど
め
て
、
み
ず
か
ら
が
資
本

家
の
復
活
と
み
な
す
よ
う
な
も
の
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
過
程
は
ゆ
る
や
か
で

あ
り
、
大
躍
進
と
と
も
に
生
じ
た
誤
り
の
問
題
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
六
三
年
五
月

に
杭
州
で
政
治
局
と
行
政
区
書
記
と
の
合
同
会
議
を
開
催
す
る
に
い
た
っ
て
、
毛
は
よ
う
や

く
勝
利
を
お
さ
め
る
。
こ
の
と
き
、
毛
が
提
出
し
た
「
当
面
の
農
村
工
作
に
お
け
る
諸
問
題

に
つ
い
て
の
決
定
草
案
（
「
前
十
条
」
）
が
論
議
、
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
草
案
は
、
封
建

的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
中
国
の
農
村
部
で
復
活
を
演
じ
よ
う
と
書
策
し
て
お
り
、
農

村
地
域
に
お
い
て
鋭
い
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
毛

主
席
の
解
決
策
は
、
み
ず
か
ら
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
中
国
の
農
村
部

で
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
階
級
の
敵
は
厳
密
に
認
定
し
て
と
が
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た

地
方
幹
部
と
農
民
は
社
会
主
義
や
階
級
闘
争
の
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
」

（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
運
動
の
発
動
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
私
に
は
ど
う
し
て
も
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
五
月
の

杭
州
会
議
後
、
専
用
列
車
に
腰
を
お
ろ
し
て
汪
東
興
や
、
永
久
に
第
一
組
を
は
な
れ
る
直
前

だ
っ
た
林
克
と
話
を
し
て
い
た
と
き
、
こ
の
政
策
に
つ
い
て
私
は
質
問
し
て
み
た
。
ち
ょ
う

ど
人
民
公
社
が
う
ま
く
再
編
成
さ
れ
、
農
民
た
ち
は
よ
り
合
理
的
な
日
常
に
復
帰
し
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
え
る
と
き
に
、
主
席
は
ま
た
も
や
事
態
を
混
乱
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
私
は
指
摘
し
た
。
毛
は
都
市
の
幹
部
チ
ー
ム
が
農
村
に
出
か
け
て
、
人
民
公
社

の
経
済
お
よ
び
財
政
状
況
を
点
検
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
地
方
幹
部
の
多
く
が
飢
饉
中
に
腐

敗
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
だ
っ
た
。
都
市
の
幹
部
チ
ー
ム
は
、
農
村
の
お
か

れ
て
い
る
困
難
を
じ
か
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
外
部
か
ら
の
調
査
員
と
し
て
金
銭

の
出
納
、
食
糧
の
分
配
、
土
地
の
分
割
、
そ
し
て
人
民
公
社
の
構
成
委
員
が
ど
の
よ
う
に
し

て
給
与
を
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
点
で
地
方
幹
部
の
腐
敗
ぶ
り
が
調
べ

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
目
的
は
二
つ
存
在
し
た
。 

一
つ
は
、
戸
別
農
地
請
負
耕
作
制
度
の
成
功
に
よ
り
、
資
本
主
義
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
富

農
が
復
活
し
て
い
て
、
富
農
と
貧
民
と
の
階
級
闘
争
の
原
因
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

社
会
主
義
教
育
の
再
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
つ
に
は
、
大
躍
進
で
飢
饉
に
陥
っ
た
の

は
、
政
策
自
身
の
欠
陥
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
大
躍
進
の
失
敗
＝
地
方
幹
部
の
水
増
し

の
虚
偽
報
告
は
、
地
方
幹
部
の
横
領
等
の
腐
敗
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
社
会
主

義
教
育
運
動
は
、
地
方
幹
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
腐
敗
ぶ
り
＝
私
腹
状
態
の
程
度
の
調
査
が

目
的
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
も
う
一
つ
重
大
な
目
的
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

野
村
氏
は
、
「
四
清
運
動
へ
の
想
い
」
と
し
て
、
「
調
整
期
を
通
じ
て
の
公
社
の
後
退
に
よ

っ
て
、
中
国
の
社
会
主
義
建
設
を
指
導
す
べ
き
党
そ
の
も
の
が
、
部
分
的
に
そ
の
役
割
を
放

棄
し
、
ま
た
は
解
体
現
象
を
お
こ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
党
主
席
と
し
て
の
毛
沢
東
に

と
っ
て
、
極
言
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
」
（
一
四

）
と
述
べ
て
い
る
。
野
村
氏
の
指
摘
を
言
い
直
す
と
、
農
村
の
「
四
清
運
動
」
を
通
じ
て
ブ

ル
ジ
ョ
ア
分
子
を
摘
発
し
て
、
人
民
公
社
を
柱
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
の
妨
害

者
で
あ
る
生
産
力
重
視
の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
歩
む
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
・
実

権
派
を
打
倒
す
る
た
め
の
、
共
産
党
中
央
レ
ベ
ル
で
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
お
け
る
毛
沢
東
の
目
的
と
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の
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関
係
の
悪
化
状
態
に
つ
い
て
、
李
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
劉
少
奇
も
ま
た
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
と
や
ら
で
は
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。

劉
少
奇
は
農
村
問
題
に
関
す
る
主
席
の
決
定
草
案
を
修
正
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
、
そ
の
代

案
と
し
て
自
分
の
指
針
「
農
村
地
域
に
お
け
る
社
会
主
義
教
育
運
動
の
い
く
つ
か
の
具
体
的

な
問
題
に
関
す
る
規
定
（
草
案
）
」
（
「
後
十
条
」
）
を
提
出
し
た
。
九
月
に
党
中
央
委
員
会
工

作
会
議
が
劉
少
奇
の
提
案
を
議
論
す
る
た
め
に
ひ
ら
か
れ
た
と
き
、
毛
沢
東
は
あ
き
ら
か
に

動
転
し
、
階
級
闘
争
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
自
分
の
努
力
を
劉
少
奇
は
空
洞
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
非
難
し
た
。
も
っ
と
も
、
ほ
ん
と
う
に
毛
を
当
惑
さ
せ
た
の
は
劉
少
奇
の
九
月
提

案
の
中
身
ー
「
後
十
条
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
ー
で
は
な
く
、
劉
少
奇
が
か
り
そ

め
に
も
提
案
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
毛
沢
東
を
怒
ら
せ

た
の
は
、
劉
少
奇
が
み
ず
か
ら
あ
え
て
自
分
の
草
案
（
「
前
十
条
」
）
を
修
正
し
よ
う
と
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
毛
沢
東
は
い
つ
で
も
正
し
の
で
あ
る
、
自
分
の
決
定
草

案
は
中
国
の
農
村
問
題
を
き
わ
め
て
明
快
か
つ
説
得
力
あ
る
言
葉
で
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ど
ん
な
修
正
も
た
だ
水
を
に
ご
ら
せ
る
だ
け
だ
と
毛
は
確
信
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
毛
沢
東
は
劉
少
奇
が
お
の
れ
の
権
威
を
主
張
し
た
こ
と
に
腹
を
た
て
た
。
主
席
の
決
定

草
案
を
修
正
す
る
こ
と
で
、
劉
少
奇
は
ま
た
も
や
党
中
央
の
支
配
権
を
主
張
し
た
わ
け
で
あ

る
。
毛
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
こ
そ
、
そ
し
て
自
分
だ
け
が
、
党
中
央
だ
と
思
っ
て
い
た
。

ふ
た
つ
の
党
中
央
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
）。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
を
怒
ら
せ
た
劉
小
埼
の
行
動
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
決
定
草
案
を
修
正

し
た
農
村
の
階
級
闘
争
の
空
洞
化
と
、
劉
少
奇
が
毛
沢
東
の
草
案
を
修
正
し
て
自
己
の
支
配

権
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
と
劉
少
奇
、
鄧
小
平
と
の
関
係
は
悪
化
し
つ
づ
け
た
。
一
九
六
五
年
一
月
、
鄧

小
平
は
社
会
主
義
教
育
運
動
を
議
論
す
べ
き
党
の
全
国
工
作
会
議
を
招
集
し
た
が
、
こ
の
運

動
は
地
方
幹
部
の
腐
敗
を
排
除
す
る
こ
と
に
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
、
政
治
、
経
済
、
組
織
、
思

想
を
清
め
る
と
い
う
「
四
清
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
か
か
げ
た
ー
地
方
レ
ベ
ル
で
い
え
ば

農
村
部
の
帳
簿
類
、
資
産
、
在
庫
、
労
賃
点
数
等
の
点
検
、
整
理
で
あ
っ
た
。
主
席
は
会
議

が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
気
分
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
鄧
小
平
は
無
理
し
て
出
席
し
な
い

ほ
う
が
い
い
と
言
っ
た
。
し
か
し
毛
は
あ
え
て
出
席
し
、
地
方
に
お
け
る
問
題
は
社
会
主
義

と
資
本
主
義
と
の
矛
盾
だ
と
論
ず
る
演
説
（
講
話
）
を
行
な
っ
た
。
劉
少
奇
は
主
席
の
議
論

に
さ
か
ら
い
、
戦
い
は
単
に
階
級
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
四
清
」「
四
不
清
」
と
の
あ
い
だ
の

戦
い
で
も
あ
り
、
党
内
党
外
に
お
け
る
矛
盾
と
の
戦
い
だ
と
し
た
。
あ
く
る
日
、
毛
沢
東
は

共
和
国
憲
法
と
党
規
約
の
コ
ピ
ー
を
わ
ざ
わ
ざ
会
議
に
持
ち
こ
み
、
憲
法
に
よ
れ
ば
自
分
は

お
の
れ
の
考
え
を
自
由
に
述
べ
ら
れ
る
権
利
を
持
つ
市
民
で
あ
り
、
一
党
員
と
し
て
会
議
で

発
言
す
る
権
利
も
あ
る
の
だ
と
主
張
し
た
。「
諸
君
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
」
と
鄧
小
平
の
こ
と

を
さ
し
て
、
自
分
が
会
議
に
出
席
す
る
の
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
し
、
も
う
ひ
と
り
が
、
と

劉
少
奇
の
こ
と
を
さ
し
て
自
分
が
意
見
を
述
べ
る
の
を
ゆ
る
さ
な
か
っ
た
と
言
っ
た
」（
一
六

）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
遭
遇
し
た
大
飢
饉
を
克
服
す
る
戸
別

農
地
請
負
制
度
の
矛
盾
の
根
本
は
、
地
方
幹
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
腐
敗
と
富
農
階
級
の
発
生

に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
腐
敗
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
を
一
掃
す
る
た
め
の
階
級
闘
争
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
四
清
」
運
動
と
規
定
し
て
い
た
。『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
社
会
主
義
教
育
運

動
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
の
違
い
を
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
「
前
十
条
」
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
劉
少
奇
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

、
ベ
ト
ナ
ム
、
北
朝
鮮
な
ど
を
訪
問
中
で
、
討
議
に
は
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
社
教
運
動
を

支
持
し
て
は
い
た
が
、
こ
れ
を
全
面
的
な
「
階
級
闘
争
」
と
と
ら
え
る
毛
沢
東
と
は
、
微
妙

な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
・
・
・

目
指
す
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
発
展
を
説
く
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
へ
の
攻
撃
に
よ
り
、
急

進
的
社
会
主
義
建
設
へ
の
奪
権
を
目
指
し
た
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
李
志
綏
氏
は
、
毛
沢
東
が
大
躍
進
の
失
敗
後
に
権
力
闘
争
の
策
略
に
し
た
「
社

会
主
義
教
育
運
動
」
の
発
動
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
ま
た
八
期
十
中
全
会
の
あ
と
、
農
地
政
策
に
対
す
る
支
配
権
を
あ
ら
た
め
て

あ
き
ら
か
に
し
、
戸
別
農
地
請
負
耕
作
制
へ
の
潮
流
を
押
し
と
ど
め
て
、
み
ず
か
ら
が
資
本

家
の
復
活
と
み
な
す
よ
う
な
も
の
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
過
程
は
ゆ
る
や
か
で

あ
り
、
大
躍
進
と
と
も
に
生
じ
た
誤
り
の
問
題
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
六
三
年
五
月

に
杭
州
で
政
治
局
と
行
政
区
書
記
と
の
合
同
会
議
を
開
催
す
る
に
い
た
っ
て
、
毛
は
よ
う
や

く
勝
利
を
お
さ
め
る
。
こ
の
と
き
、
毛
が
提
出
し
た
「
当
面
の
農
村
工
作
に
お
け
る
諸
問
題

に
つ
い
て
の
決
定
草
案
（
「
前
十
条
」
）
が
論
議
、
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
草
案
は
、
封
建

的
か
つ
資
本
主
義
的
な
勢
力
が
中
国
の
農
村
部
で
復
活
を
演
じ
よ
う
と
書
策
し
て
お
り
、
農

村
地
域
に
お
い
て
鋭
い
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
毛

主
席
の
解
決
策
は
、
み
ず
か
ら
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
中
国
の
農
村
部

で
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
階
級
の
敵
は
厳
密
に
認
定
し
て
と
が
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た

地
方
幹
部
と
農
民
は
社
会
主
義
や
階
級
闘
争
の
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
」

（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
運
動
の
発
動
目
的
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
私
に
は
ど
う
し
て
も
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
五
月
の

杭
州
会
議
後
、
専
用
列
車
に
腰
を
お
ろ
し
て
汪
東
興
や
、
永
久
に
第
一
組
を
は
な
れ
る
直
前

だ
っ
た
林
克
と
話
を
し
て
い
た
と
き
、
こ
の
政
策
に
つ
い
て
私
は
質
問
し
て
み
た
。
ち
ょ
う

ど
人
民
公
社
が
う
ま
く
再
編
成
さ
れ
、
農
民
た
ち
は
よ
り
合
理
的
な
日
常
に
復
帰
し
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
え
る
と
き
に
、
主
席
は
ま
た
も
や
事
態
を
混
乱
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
私
は
指
摘
し
た
。
毛
は
都
市
の
幹
部
チ
ー
ム
が
農
村
に
出
か
け
て
、
人
民
公
社

の
経
済
お
よ
び
財
政
状
況
を
点
検
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
地
方
幹
部
の
多
く
が
飢
饉
中
に
腐

敗
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
だ
っ
た
。
都
市
の
幹
部
チ
ー
ム
は
、
農
村
の
お
か

れ
て
い
る
困
難
を
じ
か
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
外
部
か
ら
の
調
査
員
と
し
て
金
銭

の
出
納
、
食
糧
の
分
配
、
土
地
の
分
割
、
そ
し
て
人
民
公
社
の
構
成
委
員
が
ど
の
よ
う
に
し

て
給
与
を
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
点
で
地
方
幹
部
の
腐
敗
ぶ
り
が
調
べ

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
目
的
は
二
つ
存
在
し
た
。 

一
つ
は
、
戸
別
農
地
請
負
耕
作
制
度
の
成
功
に
よ
り
、
資
本
主
義
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
富

農
が
復
活
し
て
い
て
、
富
農
と
貧
民
と
の
階
級
闘
争
の
原
因
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

社
会
主
義
教
育
の
再
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
つ
に
は
、
大
躍
進
で
飢
饉
に
陥
っ
た
の

は
、
政
策
自
身
の
欠
陥
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
大
躍
進
の
失
敗
＝
地
方
幹
部
の
水
増
し

の
虚
偽
報
告
は
、
地
方
幹
部
の
横
領
等
の
腐
敗
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
社
会
主

義
教
育
運
動
は
、
地
方
幹
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
腐
敗
ぶ
り
＝
私
腹
状
態
の
程
度
の
調
査
が

目
的
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
も
う
一
つ
重
大
な
目
的
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

野
村
氏
は
、
「
四
清
運
動
へ
の
想
い
」
と
し
て
、
「
調
整
期
を
通
じ
て
の
公
社
の
後
退
に
よ

っ
て
、
中
国
の
社
会
主
義
建
設
を
指
導
す
べ
き
党
そ
の
も
の
が
、
部
分
的
に
そ
の
役
割
を
放

棄
し
、
ま
た
は
解
体
現
象
を
お
こ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
党
主
席
と
し
て
の
毛
沢
東
に

と
っ
て
、
極
言
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
」
（
一
四

）
と
述
べ
て
い
る
。
野
村
氏
の
指
摘
を
言
い
直
す
と
、
農
村
の
「
四
清
運
動
」
を
通
じ
て
ブ

ル
ジ
ョ
ア
分
子
を
摘
発
し
て
、
人
民
公
社
を
柱
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
の
妨
害

者
で
あ
る
生
産
力
重
視
の
社
会
主
義
建
設
路
線
を
歩
む
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
・
実

権
派
を
打
倒
す
る
た
め
の
、
共
産
党
中
央
レ
ベ
ル
で
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
に
お
け
る
毛
沢
東
の
目
的
と
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の

社会主義教育運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（五）― 155（96）



路
線
を
抑
圧
し
て
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
極
左
的
な
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
路
線
に

引
き
戻
そ
う
と
し
た
、
起
死
回
生
の
た
め
理
論
武
装
と
、
そ
の
農
村
で
の
実
行
で
あ
っ
た
。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
以
下
の
様
に
社
会
主
義
運
動
の
実
施
過
程
を
説
明
し
て
い
る
。 

「
人
民
を
社
会
主
義
的
に
改
造
す
る
こ
と
は
、
ず
っ
と
毛
沢
東
の
関
心
事
だ
っ
た
。
す
で
に

五
七
年
、「
全
農
村
人
口
に
大
規
模
な
社
会
主
義
教
育
を
行
な
う
」
よ
う
提
唱
し
て
い
る
。
六

〇
年
に
は
農
村
で
「
三
反
（
反
汚
職
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主
義
）
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
毎

年
の
よ
う
に
党
中
央
か
ら
農
村
の
社
会
主
義
教
育
に
関
す
る
指
示
が
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

八
期
十
中
総
会
の
あ
と
、
社
会
主
義
教
育
運
動
（
社
教
運
動
）
が
進
め
ら
れ
た
地
方
は
ご
く

わ
ず
か
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
総
会
後
の
六
二
年
末
か
ら
六
三
初
め
ま
で
十
一
省
を
視
察
し
て

回
っ
た
が
、「
社
会
主
義
教
育
の
こ
と
を
話
し
た
の
は
河
北
省
と
湖
南
省
の
党
委
員
会
書
記
だ

け
だ
っ
た
」
と
い
う
の
が
現
状
だ
っ
た
。
河
北
省
の
保
定
地
区
で
は
「
四
清
（
賃
金
点
数
、

帳
簿
、
財
産
、
在
庫
の
四
つ
を
点
検
す
る
）」
運
動
が
進
め
ら
れ
、
末
端
の
幹
部
の
間
で
見
ら

れ
た
浪
費
や
公
金
横
領
、
利
得
の
む
さ
ぼ
り
、
汚
職
や
窃
取
と
い
っ
た
行
な
い
が
摘
発
さ
れ

た
。
湖
南
省
党
委
で
は
三
カ
月
か
け
て
百
二
十
万
の
各
級
幹
部
を
訓
練
し
た
。
当
委
幹
部
ら

は
訓
練
を
通
じ
て
「
目
下
、
階
級
闘
争
は
激
烈
で
、
農
村
と
い
わ
ず
都
市
と
い
わ
ず
、
階
級

の
敵
に
よ
る
破
壊
活
動
が
は
び
こ
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
持
っ
た
（
席
宣
、
金
春
明
『
文

化
大
革
命
』
簡
史
）
こ
う
し
た
過
敏
な
反
応
は
、
毛
沢
東
の
危
機
感
と
一
致
す
る
も
の
だ
っ

た
。
毛
沢
東
は
六
三
年
五
月
、
杭
州
に
一
部
の
党
政
治
局
員
と
地
方
書
記
を
集
め
、「
当
面
の

農
村
工
作
に
お
け
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
」
を
起
草
さ
せ
た
。
こ
の
十
カ
条
の
決

定
は
の
ち
に
「
前
十
条
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
起
草
に
あ
た
っ
て
毛
沢
東
は
「
要
点

は
、
階
級
闘
争
で
あ
る
こ
と
、
貧
農
・
中
農
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
、
四
清
運
動
を
す

る
こ
と
、
幹
部
は
労
働
に
参
加
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
」
と
指
示
し
た
」（
一
〇
）。 

社
会
主
義
教
育
運
動
理
論
＝
階
級
闘
争
理
論
は
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
ソ
連

型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
し
た
党
内
主
流
派
に
政
治
的
敗
北
を
し
た
毛
沢
東
が
、

党
大
会
直
後
か
ら
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
実
現
す
る
奪
権
闘
争
の
一
環
と
し
て
主
張

し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
の
主
張
は
、
共
産
党
上
下
組
織
に
全
く
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
特
定
一
部
の
地
域
で
過
敏
な
反
応
を
し

た
地
方
幹
部
に
よ
る
農
村
の
腐
敗
現
象
の
摘
発
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
、
こ
の
現
象
を
絶
好

の
機
会
と
し
て
飛
び
付
い
て
、
全
国
的
な
運
動
に
展
開
さ
せ
て
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
か
ら

の
政
治
主
導
権
の
奪
権
に
利
用
し
た
と
い
う
の
が
、
事
の
真
相
な
の
で
あ
る
。 

野
村
氏
が
引
用
し
た
資
料
に
は
、「
す
な
わ
ち
、
文
書
は
い
う
。「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
一
歩
す
す
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主

義
の
陣
地
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
（
邦
訳
、
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
二
十
三
ヵ
条
」
、

『
世
界
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
）」
と
、
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実

権
派
を
粛
清
す
る
こ
と
だ
と
、
明
確
に
毛
沢
東
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

野
村
氏
の
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
、
安
藤
正
士
氏
は
、「
六
五
年
一
月
に
開
か
れ
た
中
共
中

央
政
治
局
の
中
央
工
作
会
議
で
、
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
に
関
す
る
「
二
十
三
か
条
」

が
採
択
さ
れ
た
が
、
こ
の
な
か
で
毛
は
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
資
本
主
義
の
道

を
歩
む
実
権
派
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
階
級
闘
争
」
の
攻
撃
の
対
象
を
党
内
の
幹
部
、
特
に
党

中
央
の
幹
部
に
向
け
た
。
劉
少
奇
は
こ
の
会
議
で
、「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
一
掃

す
る
」
と
い
う
方
針
に
同
意
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
毛
沢
東
は
こ
れ
に
不
満
を
い
だ
き
、

こ
の
時
期
か
ら
劉
少
奇
の
打
倒
を
決
意
し
た
と
、
の
ち
に
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
に
語
っ
て
い

る
。
」
と
、
明
確
に
劉
少
奇
等
が
対
象
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
一
一
）。 

従
っ
て
毛
沢
東
が
社
会
主
義
教
育
運
動
に
よ
り
、
社
会
主
義
政
権
下
で
階
級
闘
争
の
必
要

性
の
説
い
た
目
的
は
、
野
村
、
竹
内
、
矢
吹
、
堀
川
、
久
保
、
青
木
・
藤
川
氏
等
の
全
て
の

研
究
者
に
欠
落
し
て
い
た
問
題
点
で
あ
る
が
、
計
画
経
済
に
よ
る
生
産
力
の
着
実
な
発
展
を

同
氏
の
説
明
は
、
常
識
的
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
主
張
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

一 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
提
唱
＝
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
否
定 

 

研
究
史
の
現
状
で
紹
介
し
た
が
、
毛
沢
東
の
目
的
に
つ
い
て
野
村
氏
は
、「
し
か
し
問
題
は

、
む
ろ
ん
、
大
躍
進
の
挫
折
以
後
の
経
済
困
難
の
な
か
で
、
生
産
の
回
復
の
た
め
に
、
こ
う

し
た
政
策
が
ど
の
程
度
不
可
避
で
あ
っ
た
か
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
つ

づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
四
年
間
の
総
括
を
へ
た
時
点

に
お
い
て
、
す
く
な
く
と
も
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
風
潮
は
、
即
刻
是
正
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
い
や
、
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
国
の
社
会
主
義
建
設
に
と

っ
て
、
ゆ
ゆ
し
き
大
事
を
呼
び
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。 

し
か
し
野
村
氏
の
指
摘
は
、
毛
沢
東
の
主
張
の
表
面
的
な
側
面
で
あ
り
、
社
会
主
義
教
育

運
動
の
奥
深
い
目
的
は
、「
四
清
運
動
」
＝
「
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
摘
発
」
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
調
整
政
策
を
指
導
し
て
き
た
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
実
権
派
を
政

治
的
窮
地
に
追
い
込
み
、
毛
沢
東
が
中
国
共
産
党
指
導
部
で
の
社
会
主
義
建
設
路
線
お
い
て
、

主
導
権
を
奪
い
返
す
政
治
的
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
主
導
し
た
社
会
主
義
教

育
運
動
の
目
的
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
よ
る
と
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
農
業
生
産
を
一
気
に
高
め
よ
う
と
中
国
共
産
党
主
席
、
毛
沢
東
が
一
九
五
八
年
か
ら
始

め
た
［
大
躍
進
］
運
動
は
、
現
実
か
ら
懸
け
離
れ
た
急
進
政
策
だ
っ
た
た
め
に
経
済
を
逆
に

破
壊
し
た
。
立
て
直
し
に
乗
り
出
し
た
国
家
主
席
の
劉
少
奇
や
党
総
書
記
の
鄧
小
平
ら
実
務

派
は
極
端
な
集
団
化
を
緩
和
し
、
農
民
な
ど
の
生
産
を
自
由
に
一
部
認
め
る
な
ど
の
経
済
調

整
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
六
二
年
ご
ろ
か
ら
経
済
は
回
復
基
調
に
入
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
毛
沢
東
は
不
満
だ
っ
た
。
個
人
の
自
由
生
産
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
資
本
主
義
復

活
の
芽
を
育
て
る
こ
と
に
な
り
、
集
団
経
済
を
基
礎
と
す
る
社
会
主
義
が
ほ
こ
ろ
ん
で
、
ソ

連
の
よ
う
な
修
正
主
義
に
転
落
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
、
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ
。「
人

民
の
中
に
は
い
ま
な
お
、
社
会
主
義
的
な
改
造
を
受
け
て
い
な
い
者
が
い
る
。
彼
ら
は
全
人

口
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
少
数
者
だ
が
、
機
会
が
あ
る
と
す
ぐ
に
社
会
主
義
の
道
か

ら
離
れ
て
資
本
主
義
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
」 

六
二
年
九
月
の
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第

十
回
総
会
（
八
期
十
中
総
会
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
部
分
は
毛
沢
東
の
考

え
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
総
会
で
毛
沢
東
が
、
共
産
党
独
裁
下
に
あ
っ
て
も
資
本
主
義

階
級
と
の
階
級
闘
争
を
「
万
が
一
に
も
忘
れ
る
な
」
と
「
継
続
革
命
」
を
強
調
し
た
の
は
、

経
済
調
整
派
へ
の
反
撃
で
あ
る
と
同
時
に
全
党
と
全
人
民
へ
警
告
で
あ
っ
た
。「
警
戒
心
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
分
に
青
年
を
教
育
し
、
大
衆
を
教
育
し
、
中
級
と
下
部
幹
部
を

教
育
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
老
幹
部
自
身
も
教
育
す
る
し
、
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
国
家
で
も
反
対
の
方
向
に
走
っ
て
し
ま
う
こ
と

だ
っ
て
あ
り
う
る
」
継
続
革
命
を
呼
び
か
け
る
中
で
、
毛
沢
東
は
そ
う
語
っ
た
。
」
（
九
）。 

毛
沢
東
の
発
動
し
た
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
大
失
敗
の
結
果
、
中
国
民
衆
の
飢
餓
状

態
を
回
復
す
べ
く
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
導
入
し
た
戸
別
農
地
請
負
政
策

＝
調
整
政
策
＝
農
業
生
産
の
個
人
経
営
の
導
入
に
よ
る
生
産
力
回
復
政
策
に
は
、「
七
千
人
大

会
」
で
多
数
の
共
産
党
幹
部
の
賛
同
が
あ
り
、
毛
沢
東
は
政
治
的
窮
地
に
陥
っ
た
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
政
治
的
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
毛
沢
東
が
、
起
死
回
生
の
反
撃

の
打
開
策
と
し
て
、
一
九
六
二
年
九
月
の
第
八
期
十
中
総
の
北
載
河
会
議
に
お
け
る
講
話
に

お
い
て
、
「
農
村
に
お
け
る
資
本
主
義
の
復
活
」
を
批
判
し
て
、
経
済
調
整
派
を
抑
圧
し
て
、

中
国
社
会
主
義
建
設
路
線
に
つ
い
て
の
政
治
主
導
権
を
奪
権
す
る
た
め
の
運
動
で
あ
っ
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
下
で
の
「
階
級
闘
争
の
必
要
性
」
理
論
は
、
既
に
李
氏

が
述
べ
て
い
た
様
に
、
党
内
実
権
派
の
穏
健
的
な
計
画
経
済
に
よ
る
ソ
連
型
社
会
主
義
建
設
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路
線
を
抑
圧
し
て
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
極
左
的
な
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
路
線
に

引
き
戻
そ
う
と
し
た
、
起
死
回
生
の
た
め
理
論
武
装
と
、
そ
の
農
村
で
の
実
行
で
あ
っ
た
。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、
以
下
の
様
に
社
会
主
義
運
動
の
実
施
過
程
を
説
明
し
て
い
る
。 

「
人
民
を
社
会
主
義
的
に
改
造
す
る
こ
と
は
、
ず
っ
と
毛
沢
東
の
関
心
事
だ
っ
た
。
す
で
に

五
七
年
、「
全
農
村
人
口
に
大
規
模
な
社
会
主
義
教
育
を
行
な
う
」
よ
う
提
唱
し
て
い
る
。
六

〇
年
に
は
農
村
で
「
三
反
（
反
汚
職
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主
義
）
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
毎

年
の
よ
う
に
党
中
央
か
ら
農
村
の
社
会
主
義
教
育
に
関
す
る
指
示
が
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

八
期
十
中
総
会
の
あ
と
、
社
会
主
義
教
育
運
動
（
社
教
運
動
）
が
進
め
ら
れ
た
地
方
は
ご
く

わ
ず
か
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
総
会
後
の
六
二
年
末
か
ら
六
三
初
め
ま
で
十
一
省
を
視
察
し
て

回
っ
た
が
、「
社
会
主
義
教
育
の
こ
と
を
話
し
た
の
は
河
北
省
と
湖
南
省
の
党
委
員
会
書
記
だ

け
だ
っ
た
」
と
い
う
の
が
現
状
だ
っ
た
。
河
北
省
の
保
定
地
区
で
は
「
四
清
（
賃
金
点
数
、

帳
簿
、
財
産
、
在
庫
の
四
つ
を
点
検
す
る
）」
運
動
が
進
め
ら
れ
、
末
端
の
幹
部
の
間
で
見
ら

れ
た
浪
費
や
公
金
横
領
、
利
得
の
む
さ
ぼ
り
、
汚
職
や
窃
取
と
い
っ
た
行
な
い
が
摘
発
さ
れ

た
。
湖
南
省
党
委
で
は
三
カ
月
か
け
て
百
二
十
万
の
各
級
幹
部
を
訓
練
し
た
。
当
委
幹
部
ら

は
訓
練
を
通
じ
て
「
目
下
、
階
級
闘
争
は
激
烈
で
、
農
村
と
い
わ
ず
都
市
と
い
わ
ず
、
階
級

の
敵
に
よ
る
破
壊
活
動
が
は
び
こ
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
持
っ
た
（
席
宣
、
金
春
明
『
文

化
大
革
命
』
簡
史
）
こ
う
し
た
過
敏
な
反
応
は
、
毛
沢
東
の
危
機
感
と
一
致
す
る
も
の
だ
っ

た
。
毛
沢
東
は
六
三
年
五
月
、
杭
州
に
一
部
の
党
政
治
局
員
と
地
方
書
記
を
集
め
、「
当
面
の

農
村
工
作
に
お
け
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
」
を
起
草
さ
せ
た
。
こ
の
十
カ
条
の
決

定
は
の
ち
に
「
前
十
条
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
起
草
に
あ
た
っ
て
毛
沢
東
は
「
要
点

は
、
階
級
闘
争
で
あ
る
こ
と
、
貧
農
・
中
農
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
、
四
清
運
動
を
す

る
こ
と
、
幹
部
は
労
働
に
参
加
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
」
と
指
示
し
た
」（
一
〇
）。 

社
会
主
義
教
育
運
動
理
論
＝
階
級
闘
争
理
論
は
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
ソ
連

型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
し
た
党
内
主
流
派
に
政
治
的
敗
北
を
し
た
毛
沢
東
が
、

党
大
会
直
後
か
ら
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
実
現
す
る
奪
権
闘
争
の
一
環
と
し
て
主
張

し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
運
動
の
主
張
は
、
共
産
党
上
下
組
織
に
全
く
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
特
定
一
部
の
地
域
で
過
敏
な
反
応
を
し

た
地
方
幹
部
に
よ
る
農
村
の
腐
敗
現
象
の
摘
発
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
、
こ
の
現
象
を
絶
好

の
機
会
と
し
て
飛
び
付
い
て
、
全
国
的
な
運
動
に
展
開
さ
せ
て
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
か
ら

の
政
治
主
導
権
の
奪
権
に
利
用
し
た
と
い
う
の
が
、
事
の
真
相
な
の
で
あ
る
。 

野
村
氏
が
引
用
し
た
資
料
に
は
、「
す
な
わ
ち
、
文
書
は
い
う
。「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
粛
清
し
、
一
歩
す
す
ん
で
都
市
と
農
村
の
社
会
主

義
の
陣
地
を
強
固
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
（
邦
訳
、
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
二
十
三
ヵ
条
」
、

『
世
界
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
）」
と
、
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実

権
派
を
粛
清
す
る
こ
と
だ
と
、
明
確
に
毛
沢
東
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

野
村
氏
の
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
、
安
藤
正
士
氏
は
、「
六
五
年
一
月
に
開
か
れ
た
中
共
中

央
政
治
局
の
中
央
工
作
会
議
で
、
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
に
関
す
る
「
二
十
三
か
条
」

が
採
択
さ
れ
た
が
、
こ
の
な
か
で
毛
は
「
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
資
本
主
義
の
道

を
歩
む
実
権
派
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
階
級
闘
争
」
の
攻
撃
の
対
象
を
党
内
の
幹
部
、
特
に
党

中
央
の
幹
部
に
向
け
た
。
劉
少
奇
は
こ
の
会
議
で
、「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
を
一
掃

す
る
」
と
い
う
方
針
に
同
意
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
毛
沢
東
は
こ
れ
に
不
満
を
い
だ
き
、

こ
の
時
期
か
ら
劉
少
奇
の
打
倒
を
決
意
し
た
と
、
の
ち
に
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
に
語
っ
て
い

る
。
」
と
、
明
確
に
劉
少
奇
等
が
対
象
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
一
一
）。 

従
っ
て
毛
沢
東
が
社
会
主
義
教
育
運
動
に
よ
り
、
社
会
主
義
政
権
下
で
階
級
闘
争
の
必
要

性
の
説
い
た
目
的
は
、
野
村
、
竹
内
、
矢
吹
、
堀
川
、
久
保
、
青
木
・
藤
川
氏
等
の
全
て
の

研
究
者
に
欠
落
し
て
い
た
問
題
点
で
あ
る
が
、
計
画
経
済
に
よ
る
生
産
力
の
着
実
な
発
展
を

同
氏
の
説
明
は
、
常
識
的
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
主
張
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
一 
社
会
主
義
教
育
運
動
の
提
唱
＝
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
否
定 

 

研
究
史
の
現
状
で
紹
介
し
た
が
、
毛
沢
東
の
目
的
に
つ
い
て
野
村
氏
は
、「
し
か
し
問
題
は

、
む
ろ
ん
、
大
躍
進
の
挫
折
以
後
の
経
済
困
難
の
な
か
で
、
生
産
の
回
復
の
た
め
に
、
こ
う

し
た
政
策
が
ど
の
程
度
不
可
避
で
あ
っ
た
か
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
つ

づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
四
年
間
の
総
括
を
へ
た
時
点

に
お
い
て
、
す
く
な
く
と
も
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
風
潮
は
、
即
刻
是
正
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
い
や
、
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
国
の
社
会
主
義
建
設
に
と

っ
て
、
ゆ
ゆ
し
き
大
事
を
呼
び
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。 

し
か
し
野
村
氏
の
指
摘
は
、
毛
沢
東
の
主
張
の
表
面
的
な
側
面
で
あ
り
、
社
会
主
義
教
育

運
動
の
奥
深
い
目
的
は
、「
四
清
運
動
」
＝
「
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
摘
発
」
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
調
整
政
策
を
指
導
し
て
き
た
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
実
権
派
を
政

治
的
窮
地
に
追
い
込
み
、
毛
沢
東
が
中
国
共
産
党
指
導
部
で
の
社
会
主
義
建
設
路
線
お
い
て
、

主
導
権
を
奪
い
返
す
政
治
的
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
主
導
し
た
社
会
主
義
教

育
運
動
の
目
的
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
よ
る
と
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
農
業
生
産
を
一
気
に
高
め
よ
う
と
中
国
共
産
党
主
席
、
毛
沢
東
が
一
九
五
八
年
か
ら
始

め
た
［
大
躍
進
］
運
動
は
、
現
実
か
ら
懸
け
離
れ
た
急
進
政
策
だ
っ
た
た
め
に
経
済
を
逆
に

破
壊
し
た
。
立
て
直
し
に
乗
り
出
し
た
国
家
主
席
の
劉
少
奇
や
党
総
書
記
の
鄧
小
平
ら
実
務

派
は
極
端
な
集
団
化
を
緩
和
し
、
農
民
な
ど
の
生
産
を
自
由
に
一
部
認
め
る
な
ど
の
経
済
調

整
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
六
二
年
ご
ろ
か
ら
経
済
は
回
復
基
調
に
入
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
毛
沢
東
は
不
満
だ
っ
た
。
個
人
の
自
由
生
産
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
資
本
主
義
復

活
の
芽
を
育
て
る
こ
と
に
な
り
、
集
団
経
済
を
基
礎
と
す
る
社
会
主
義
が
ほ
こ
ろ
ん
で
、
ソ

連
の
よ
う
な
修
正
主
義
に
転
落
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
、
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ
。「
人

民
の
中
に
は
い
ま
な
お
、
社
会
主
義
的
な
改
造
を
受
け
て
い
な
い
者
が
い
る
。
彼
ら
は
全
人

口
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
少
数
者
だ
が
、
機
会
が
あ
る
と
す
ぐ
に
社
会
主
義
の
道
か

ら
離
れ
て
資
本
主
義
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
」 

六
二
年
九
月
の
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第

十
回
総
会
（
八
期
十
中
総
会
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
部
分
は
毛
沢
東
の
考

え
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
総
会
で
毛
沢
東
が
、
共
産
党
独
裁
下
に
あ
っ
て
も
資
本
主
義

階
級
と
の
階
級
闘
争
を
「
万
が
一
に
も
忘
れ
る
な
」
と
「
継
続
革
命
」
を
強
調
し
た
の
は
、

経
済
調
整
派
へ
の
反
撃
で
あ
る
と
同
時
に
全
党
と
全
人
民
へ
警
告
で
あ
っ
た
。「
警
戒
心
を
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
分
に
青
年
を
教
育
し
、
大
衆
を
教
育
し
、
中
級
と
下
部
幹
部
を

教
育
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
老
幹
部
自
身
も
教
育
す
る
し
、
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
国
家
で
も
反
対
の
方
向
に
走
っ
て
し
ま
う
こ
と

だ
っ
て
あ
り
う
る
」
継
続
革
命
を
呼
び
か
け
る
中
で
、
毛
沢
東
は
そ
う
語
っ
た
。
」
（
九
）。 

毛
沢
東
の
発
動
し
た
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
大
失
敗
の
結
果
、
中
国
民
衆
の
飢
餓
状

態
を
回
復
す
べ
く
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
導
入
し
た
戸
別
農
地
請
負
政
策

＝
調
整
政
策
＝
農
業
生
産
の
個
人
経
営
の
導
入
に
よ
る
生
産
力
回
復
政
策
に
は
、「
七
千
人
大

会
」
で
多
数
の
共
産
党
幹
部
の
賛
同
が
あ
り
、
毛
沢
東
は
政
治
的
窮
地
に
陥
っ
た
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
政
治
的
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
毛
沢
東
が
、
起
死
回
生
の
反
撃

の
打
開
策
と
し
て
、
一
九
六
二
年
九
月
の
第
八
期
十
中
総
の
北
載
河
会
議
に
お
け
る
講
話
に

お
い
て
、
「
農
村
に
お
け
る
資
本
主
義
の
復
活
」
を
批
判
し
て
、
経
済
調
整
派
を
抑
圧
し
て
、

中
国
社
会
主
義
建
設
路
線
に
つ
い
て
の
政
治
主
導
権
を
奪
権
す
る
た
め
の
運
動
で
あ
っ
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
下
で
の
「
階
級
闘
争
の
必
要
性
」
理
論
は
、
既
に
李
氏

が
述
べ
て
い
た
様
に
、
党
内
実
権
派
の
穏
健
的
な
計
画
経
済
に
よ
る
ソ
連
型
社
会
主
義
建
設
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埼
等
の
主
流
派
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
資
本
主
義
復
活
に
対
す
る
反
発
と
し
て
、
文
革
の

前
奏
曲
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
劉
小
埼
等
の
主
流
派
に
反
対
す
る
毛
沢
東
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
地
主
階
級
一
掃
を
目
的
と
し
た
権
力
闘
争
と
理
解
し
て
い
な
い
。
農
村
の
実
情
の
具
体
的

内
容
の
指
摘
も
し
て
い
な
く
、
何
故
に
中
止
し
た
の
か
も
指
摘
し
て
い
な
い
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
に
開
か
れ
た
中

国
共
産
党
中
央
拡
大
工
作
会
議
で
は
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
が
大
躍
進
を
総
括
し
、
経
済
建
て

直
し
の
た
め
の
政
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
提
案
は
、「
調
整
、
強
化
、
充
実
、
向
上
」

で
あ
っ
た
の
で
、「
八
字
方
針
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
留
地
、
自
由
市
場
、
損

益
自
己
負
担
、
農
家
の
生
産
請
負
を
推
進
し
、
農
産
物
買
い
上
げ
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
等

で
し
た
。
農
家
の
生
産
請
負
制
度
は
労
働
の
請
負
制
度
は
、
政
府
と
請
負
契
約
を
し
た
農
産

物
や
労
働
以
上
は
、
個
人
の
も
の
に
な
る
と
い
う
制
度
で
、
生
産
の
回
復
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
脱
大
躍
進
」
が
進
み
ま
し
た
。
鄧
小
平
が
「
生
産
の

拡
大
が
実
現
す
る
な
ら
思
想
の
件
は
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
白
い
猫

で
も
黒
い
猫
で
も
メ
ズ
ミ
を
と
る
猫
が
よ
い
猫
だ
」(

白
猫
黒
猫
論)
と
発
言
し
た
の
は
こ
の

こ
ろ
で
す
。 

劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
登
場
は
、
毛
沢
東
の
地
位
の
相
対
的
な
低
下
を
意
味
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毛
沢
東
が
取
っ
た
手
段
と
は
、
彼
ら
グ
ル
ー
プ
を
「
実
権
派
」(

権
力
主

義
者)

「
走
資
派
」(

資
本
主
義
者)

と
決
め
付
け
、
糾
弾
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
展

開
し
た
大
衆
運
動
の
こ
と
を
「
文
化
大
革
命
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
」（
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

青
木
・
藤
川
氏
の
主
張
は
、
調
整
政
策
と
文
化
大
革
命
の
間
に
あ
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義

教
育
運
動
の
発
動
の
目
的
や
内
容
、
そ
し
て
問
題
点
が
欠
落
し
て
い
る
。 

以
上
、
従
来
の
研
究
史
の
到
達
点
と
問
題
点
の
結
論
と
し
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、

調
整
政
策
の
結
果
に
生
じ
た
農
民
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
、
資
本
主
義
の
復
活
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
の
復
活
と
見
做
し
て
、
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
必
要
性
の
た
め
に
発
動
し
た
毛
沢
東

の
政
策
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
以
下
の
三
点
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

①
何
故
に
社
会
主
義
運
動
を
発
動
し
た
の
か
。
農
村
で
の
資
本
主
義
の
復
活
、
階
級
闘
争
の

熾
烈
化
、
そ
の
摘
発
運
動
と
説
明
す
る
が
、
こ
の
運
動
を
発
動
し
た
根
本
的
な
理
由
が
曖
昧

で
あ
る
。
毛
沢
東
の
窮
極
の
政
治
的
目
的
が
、
何
処
に
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
が
社
会
主
義
教
育
運
動
の
必
要
性
を
説
く
理
由
と
し
て
、
階
級
の
存
在
や
階
級
闘

争
の
必
要
性
を
説
く
が
、
現
実
の
農
村
の
実
体
は
、
毛
沢
東
の
言
う
様
に
果
た
し
て
本
当
に

そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
実
の
農
村
の
実
体
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

③
社
会
主
義
教
育
運
動
の
研
究
史
の
共
通
の
問
題
点
は
、
毛
沢
東
が
何
故
に
社
会
主
義
運
動

を
突
如
と
し
て
中
止
し
た
の
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

例
え
ば
野
村
氏
は
、「
「
文
書
」
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
、

毛
沢
東
は
け
っ
し
て
急
速
な
運
動
展
開
を
志
向
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、「
広

く
深
く
」
を
主
眼
に
、
き
わ
め
て
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
の
進
行
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。「

一
九
六
四
年
秋
冬
か
ら
起
算
し
て
三
年
前
後
で
全
国
の
三
分
の
一
の
地
区
で
運
動
を
仕
上
げ

る
。
六
、
七
年
中
に
全
国
で
こ
の
運
動
を
完
了
す
る
」（
同
前
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、

こ
の
「
文
書
」
の
発
表
さ
れ
た
六
五
年
と
い
う
年
は
、
実
は
同
年
暮
れ
（
十
一
月
）
、
姚
文
元

の
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
、
官
を
や
め
る
』
を
評
す
」
と
い
う
論
文
が
、
上
海
『
文
滙
報
』

に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
は
や
く
も
文
革
の
前
哨
戦
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
。

社
会
主
義
教
育
運
動
三
年
の
経
験
は
、
毛
沢
東
を
し
て
事
態
の
容
易
な
ら
ぬ
緊
迫
さ
を
感
得

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
れ
と
も
、
文
革
へ
の
歩
み
は
、
や
は
り
解
放
後
中
国
の
包
み

こ
む
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
矛
盾
、
対
立
の
、
ほ
と
ん
ど
不
可
避
的
な
爆
発
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
野
村
氏
の
主
張
す
る
様
に
、
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
事
態
が
容
易
な
ら
ぬ
ほ

ど
緊
迫
し
て
深
刻
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
毛
沢
東
は
こ
の
運
動
を
突
如
と
し
て
中
止
し
た
の
か
。

級
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
こ
れ
ら
の
指
導
者
た
ち
は
、
労
働
者
の
血
を
吸
う
ブ
ル

ジ
ョ
ア
分
子
に
変
わ
り
果
て
た
か
、
あ
る
い
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
闘
争
対
象
で

あ
り
、
革
命
対
象
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
一
月
、
中
央
政
治
局
は
全
国
工
作
会
議
を
開
い
て

「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
な
か
で
、
い
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」
（
二
三

カ
条
）
を
採
択
し
た
が
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
あ
の
資
本

主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
で
あ
る
。
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
は
四
清
運
動
の

打
撃
の
重
点
対
象
で
あ
る
。
あ
る
者
は
下
に
お
り
、
あ
る
者
は
上
に
い
る
。
地
方
に
い
る
だ

け
で
な
く
、
中
央
に
も
い
る
。
党
の
各
級
組
織
の
ど
こ
に
も
い
る
。
こ
う
し
て
階
級
闘
争
の

矛
先
は
党
中
央
の
幹
部
に
ま
で
向
け
ら
れ
た
。De

n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

が
文
革
後
に
証
言
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
北
京
に
は
二
つ
の
独
立
王
国
す
な
わ
ち
劉
少
奇
の
政
治
局
と

D
e
n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

の
中
央
書
記
処
が
あ
る
と
批
判
し
始
め
た
（
『D

e
n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

文
選
』

二
六
〇
頁
）
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
中
ソ
論
争
に
お
け
る
ソ
連
修
正
主
義

を
見
る
眼
で
、
中
国
国
内
の
階
級
闘
争
を
見
て
い
た
。
さ
ら
に
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
か
、
社
会

帝
国
主
義
か
」
（
『
人
民
日
報
』
一
九
七
〇
年
四
月
二
二
日
）
で
は
官
僚
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
は
こ
れ
を
中
国
国
内
に
適
用
し
て
、
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
級
は
（
共
産
）
党
内
に
い
る
」
と
断
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
四
）
。 

以
上
、
矢
吹
氏
の
長
文
に
わ
た
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
展
開
過
程
を
紹
介
し

た
が
、
同
氏
の
説
明
で
は
、
以
下
の
様
な
点
が
問
題
に
な
る
。 

①
矢
吹
氏
の
説
明
展
開
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
毛
沢
東
が
発
動
し
た
の

か
、
実
際
に
農
村
で
は
資
本
主
義
が
復
活
し
て
、
階
級
闘
争
が
先
鋭
化
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
こ
の
運
動
の
農
村
で
の
実
体
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
結
末
は
ど
の
様
に
展
開
し

て
終
結
し
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動
の
原
因
、
農
村
の
実
体
、
そ

の
結
末
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
説
明
の
展
開
が
欠
如
し
て
い
る
。 

②
ま
た
こ
の
運
動
の
国
際
的
原
因
と
し
て
、
中
ソ
対
立
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
国
内

的
な
人
民
公
社
の
「
四
清
」
を
目
的
と
し
た
こ
の
運
動
が
、
何
故
に
中
ソ
対
立
と
結
合
す
る

の
か
に
つ
い
て
、
同
氏
の
説
明
は
、
必
然
的
な
因
果
関
係
の
指
摘
が
な
い
。 

③
同
氏
の
説
明
は
、
毛
沢
東
の
講
話
に
従
い
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
事
実
経
過
を
説
明
す

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
発
動
の
原
因
と
帰
結
に
つ
い
て
、
農
村
の
現
実
を
基
に
し
て
、

そ
の
顛
末
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
運
動
の
末
期
に
初
め
て
、
党
中
央
の

劉
少
奇
や
鄧
小
平
に
闘
争
の
矛
先
を
向
け
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
、

ま
た
何
故
に
そ
う
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
や
内
容
が
不
明
な
の
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、「
中
共
は
、
ソ
連
で
は
資
本
主
義
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
と
と
ら
え
て
い
た

が
、
毛
沢
東
は
さ
ら
に
、
中
国
自
身
に
も
同
じ
危
険
が
存
在
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
毛
沢
東
は
、
一
九
六
三
年
、
一
部
の
都
市
と
農
村
か
ら
社
会
主
義
教
育
運
動
に

着
手
、・
・
・
」
（
五
）
と
し
て
い
る
。 

堀
川
氏
は
、
竹
内
・
矢
吹
氏
と
同
じ
く
、
中
国
で
の
資
本
主
義
の
復
活
に
危
機
を
感
じ
て
、

こ
の
運
動
を
発
動
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
運
動
の
窮
極
の
目
的
、
農
村
で
の
実
態
、
何
故
に

こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
等
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
、「
国
民
の
間
に
は
政
府
の
経
済
政
策
に

対
す
る
不
満
が
充
満
し
て
い
た
。
引
続
き
調
整
政
策
を
進
め
、
着
実
に
経
済
再
建
を
図
ろ
う

と
し
た
党
内
多
数
派
に
対
し
、
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た

毛
沢
東
ら
党
内
少
数
派
は
、
政
治
思
想
教
育
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
頃

か
ら
展
開
さ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
（
政
治
・
経
済
・
組
織
・
思
想
の
四
方
面
を
清
め
る

四
清
運
動
と
称
さ
れ
た
）
な
ど
は
、
若
年
層
が
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
を
受
け
入
れ
る

基
盤
を
つ
く
り
、
文
革
の
前
奏
曲
を
奏
で
る
役
割
を
果
た
し
た
」
（
六
）
と
し
て
い
る
。 

久
保
氏
等
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
国
民
の
経
済
政
策
へ
の
不
満
の
打
開
策
、
劉
小

158 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）（93）



埼
等
の
主
流
派
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
資
本
主
義
復
活
に
対
す
る
反
発
と
し
て
、
文
革
の

前
奏
曲
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
劉
小
埼
等
の
主
流
派
に
反
対
す
る
毛
沢
東
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
地
主
階
級
一
掃
を
目
的
と
し
た
権
力
闘
争
と
理
解
し
て
い
な
い
。
農
村
の
実
情
の
具
体
的

内
容
の
指
摘
も
し
て
い
な
く
、
何
故
に
中
止
し
た
の
か
も
指
摘
し
て
い
な
い
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
に
開
か
れ
た
中

国
共
産
党
中
央
拡
大
工
作
会
議
で
は
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
が
大
躍
進
を
総
括
し
、
経
済
建
て

直
し
の
た
め
の
政
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
提
案
は
、「
調
整
、
強
化
、
充
実
、
向
上
」

で
あ
っ
た
の
で
、「
八
字
方
針
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
留
地
、
自
由
市
場
、
損

益
自
己
負
担
、
農
家
の
生
産
請
負
を
推
進
し
、
農
産
物
買
い
上
げ
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
等

で
し
た
。
農
家
の
生
産
請
負
制
度
は
労
働
の
請
負
制
度
は
、
政
府
と
請
負
契
約
を
し
た
農
産

物
や
労
働
以
上
は
、
個
人
の
も
の
に
な
る
と
い
う
制
度
で
、
生
産
の
回
復
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
脱
大
躍
進
」
が
進
み
ま
し
た
。
鄧
小
平
が
「
生
産
の

拡
大
が
実
現
す
る
な
ら
思
想
の
件
は
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
白
い
猫

で
も
黒
い
猫
で
も
メ
ズ
ミ
を
と
る
猫
が
よ
い
猫
だ
」(

白
猫
黒
猫
論)

と
発
言
し
た
の
は
こ
の

こ
ろ
で
す
。 

劉
少
奇
と
鄧
小
平
の
登
場
は
、
毛
沢
東
の
地
位
の
相
対
的
な
低
下
を
意
味
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毛
沢
東
が
取
っ
た
手
段
と
は
、
彼
ら
グ
ル
ー
プ
を
「
実
権
派
」(

権
力
主

義
者)

「
走
資
派
」(

資
本
主
義
者)

と
決
め
付
け
、
糾
弾
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
展

開
し
た
大
衆
運
動
の
こ
と
を
「
文
化
大
革
命
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
」（
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

青
木
・
藤
川
氏
の
主
張
は
、
調
整
政
策
と
文
化
大
革
命
の
間
に
あ
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義

教
育
運
動
の
発
動
の
目
的
や
内
容
、
そ
し
て
問
題
点
が
欠
落
し
て
い
る
。 

以
上
、
従
来
の
研
究
史
の
到
達
点
と
問
題
点
の
結
論
と
し
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、

調
整
政
策
の
結
果
に
生
じ
た
農
民
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
、
資
本
主
義
の
復
活
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
の
復
活
と
見
做
し
て
、
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
必
要
性
の
た
め
に
発
動
し
た
毛
沢
東

の
政
策
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
以
下
の
三
点
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

①
何
故
に
社
会
主
義
運
動
を
発
動
し
た
の
か
。
農
村
で
の
資
本
主
義
の
復
活
、
階
級
闘
争
の

熾
烈
化
、
そ
の
摘
発
運
動
と
説
明
す
る
が
、
こ
の
運
動
を
発
動
し
た
根
本
的
な
理
由
が
曖
昧

で
あ
る
。
毛
沢
東
の
窮
極
の
政
治
的
目
的
が
、
何
処
に
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
が
社
会
主
義
教
育
運
動
の
必
要
性
を
説
く
理
由
と
し
て
、
階
級
の
存
在
や
階
級
闘

争
の
必
要
性
を
説
く
が
、
現
実
の
農
村
の
実
体
は
、
毛
沢
東
の
言
う
様
に
果
た
し
て
本
当
に

そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
実
の
農
村
の
実
体
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

③
社
会
主
義
教
育
運
動
の
研
究
史
の
共
通
の
問
題
点
は
、
毛
沢
東
が
何
故
に
社
会
主
義
運
動

を
突
如
と
し
て
中
止
し
た
の
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
全
く
不
明
で
あ
る
。 

例
え
ば
野
村
氏
は
、「
「
文
書
」
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
、

毛
沢
東
は
け
っ
し
て
急
速
な
運
動
展
開
を
志
向
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、「
広

く
深
く
」
を
主
眼
に
、
き
わ
め
て
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
の
進
行
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。「

一
九
六
四
年
秋
冬
か
ら
起
算
し
て
三
年
前
後
で
全
国
の
三
分
の
一
の
地
区
で
運
動
を
仕
上
げ

る
。
六
、
七
年
中
に
全
国
で
こ
の
運
動
を
完
了
す
る
」（
同
前
、
一
二
八
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、

こ
の
「
文
書
」
の
発
表
さ
れ
た
六
五
年
と
い
う
年
は
、
実
は
同
年
暮
れ
（
十
一
月
）
、
姚
文
元

の
「
新
編
歴
史
劇
『
海
瑞
、
官
を
や
め
る
』
を
評
す
」
と
い
う
論
文
が
、
上
海
『
文
滙
報
』

に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
は
や
く
も
文
革
の
前
哨
戦
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
。

社
会
主
義
教
育
運
動
三
年
の
経
験
は
、
毛
沢
東
を
し
て
事
態
の
容
易
な
ら
ぬ
緊
迫
さ
を
感
得

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
れ
と
も
、
文
革
へ
の
歩
み
は
、
や
は
り
解
放
後
中
国
の
包
み

こ
む
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
矛
盾
、
対
立
の
、
ほ
と
ん
ど
不
可
避
的
な
爆
発
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
野
村
氏
の
主
張
す
る
様
に
、
農
村
の
資
本
主
義
復
活
の
事
態
が
容
易
な
ら
ぬ
ほ

ど
緊
迫
し
て
深
刻
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
毛
沢
東
は
こ
の
運
動
を
突
如
と
し
て
中
止
し
た
の
か
。

級
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
こ
れ
ら
の
指
導
者
た
ち
は
、
労
働
者
の
血
を
吸
う
ブ
ル

ジ
ョ
ア
分
子
に
変
わ
り
果
て
た
か
、
あ
る
い
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
闘
争
対
象
で

あ
り
、
革
命
対
象
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
一
月
、
中
央
政
治
局
は
全
国
工
作
会
議
を
開
い
て

「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
な
か
で
、
い
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」
（
二
三

カ
条
）
を
採
択
し
た
が
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
党
内
の
あ
の
資
本

主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
で
あ
る
。
党
内
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実
権
派
は
四
清
運
動
の

打
撃
の
重
点
対
象
で
あ
る
。
あ
る
者
は
下
に
お
り
、
あ
る
者
は
上
に
い
る
。
地
方
に
い
る
だ

け
で
な
く
、
中
央
に
も
い
る
。
党
の
各
級
組
織
の
ど
こ
に
も
い
る
。
こ
う
し
て
階
級
闘
争
の

矛
先
は
党
中
央
の
幹
部
に
ま
で
向
け
ら
れ
た
。De

n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

が
文
革
後
に
証
言
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
北
京
に
は
二
つ
の
独
立
王
国
す
な
わ
ち
劉
少
奇
の
政
治
局
と

D
e
n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

の
中
央
書
記
処
が
あ
る
と
批
判
し
始
め
た
（
『D

e
n
g 

X
i
a
o
p
i
n
g 

文
選
』

二
六
〇
頁
）
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
中
ソ
論
争
に
お
け
る
ソ
連
修
正
主
義

を
見
る
眼
で
、
中
国
国
内
の
階
級
闘
争
を
見
て
い
た
。
さ
ら
に
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
か
、
社
会

帝
国
主
義
か
」
（
『
人
民
日
報
』
一
九
七
〇
年
四
月
二
二
日
）
で
は
官
僚
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
一
九
七
五
年
に
は
こ
れ
を
中
国
国
内
に
適
用
し
て
、
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
級
は
（
共
産
）
党
内
に
い
る
」
と
断
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
四
）
。 

以
上
、
矢
吹
氏
の
長
文
に
わ
た
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
展
開
過
程
を
紹
介
し

た
が
、
同
氏
の
説
明
で
は
、
以
下
の
様
な
点
が
問
題
に
な
る
。 

①
矢
吹
氏
の
説
明
展
開
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
毛
沢
東
が
発
動
し
た
の

か
、
実
際
に
農
村
で
は
資
本
主
義
が
復
活
し
て
、
階
級
闘
争
が
先
鋭
化
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
こ
の
運
動
の
農
村
で
の
実
体
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
結
末
は
ど
の
様
に
展
開
し

て
終
結
し
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動
の
原
因
、
農
村
の
実
体
、
そ

の
結
末
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
説
明
の
展
開
が
欠
如
し
て
い
る
。 

②
ま
た
こ
の
運
動
の
国
際
的
原
因
と
し
て
、
中
ソ
対
立
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
国
内

的
な
人
民
公
社
の
「
四
清
」
を
目
的
と
し
た
こ
の
運
動
が
、
何
故
に
中
ソ
対
立
と
結
合
す
る

の
か
に
つ
い
て
、
同
氏
の
説
明
は
、
必
然
的
な
因
果
関
係
の
指
摘
が
な
い
。 

③
同
氏
の
説
明
は
、
毛
沢
東
の
講
話
に
従
い
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
事
実
経
過
を
説
明
す

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
発
動
の
原
因
と
帰
結
に
つ
い
て
、
農
村
の
現
実
を
基
に
し
て
、

そ
の
顛
末
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
運
動
の
末
期
に
初
め
て
、
党
中
央
の

劉
少
奇
や
鄧
小
平
に
闘
争
の
矛
先
を
向
け
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
、

ま
た
何
故
に
そ
う
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
や
内
容
が
不
明
な
の
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、「
中
共
は
、
ソ
連
で
は
資
本
主
義
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
と
と
ら
え
て
い
た

が
、
毛
沢
東
は
さ
ら
に
、
中
国
自
身
に
も
同
じ
危
険
が
存
在
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
毛
沢
東
は
、
一
九
六
三
年
、
一
部
の
都
市
と
農
村
か
ら
社
会
主
義
教
育
運
動
に

着
手
、・
・
・
」
（
五
）
と
し
て
い
る
。 

堀
川
氏
は
、
竹
内
・
矢
吹
氏
と
同
じ
く
、
中
国
で
の
資
本
主
義
の
復
活
に
危
機
を
感
じ
て
、

こ
の
運
動
を
発
動
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
運
動
の
窮
極
の
目
的
、
農
村
で
の
実
態
、
何
故
に

こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
等
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
、「
国
民
の
間
に
は
政
府
の
経
済
政
策
に

対
す
る
不
満
が
充
満
し
て
い
た
。
引
続
き
調
整
政
策
を
進
め
、
着
実
に
経
済
再
建
を
図
ろ
う

と
し
た
党
内
多
数
派
に
対
し
、
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た

毛
沢
東
ら
党
内
少
数
派
は
、
政
治
思
想
教
育
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
頃

か
ら
展
開
さ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
（
政
治
・
経
済
・
組
織
・
思
想
の
四
方
面
を
清
め
る

四
清
運
動
と
称
さ
れ
た
）
な
ど
は
、
若
年
層
が
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
を
受
け
入
れ
る

基
盤
を
つ
く
り
、
文
革
の
前
奏
曲
を
奏
で
る
役
割
を
果
た
し
た
」
（
六
）
と
し
て
い
る
。 

久
保
氏
等
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
国
民
の
経
済
政
策
へ
の
不
満
の
打
開
策
、
劉
小
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陳
正
人
に
対
す
る
批
示
）
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
は
ど
の
程
度
の
規
模
で
行
わ
れ
た
の
か
。
工
業
面
で
は
六
四
年
五
月
の

中
央
工
作
会
議
以
後
、
各
級
党
委
員
会
が
一
三
万
人
の
工
作
隊
を
組
織
し
て
一
八
〇
〇
余
の

企
業
で
四
清
運
動
を
行
い
、
運
動
参
加
者
は
職
員
労
働
者
の
三
・
九
％
に
達
し
た
。
農
村
で

は
全
国
三
分
の
一
の
県
で
行
わ
れ
、
二
〇
〇
万
人
の
幹
部
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
。 

第
三
段
階
。
一
九
六
五
年
一
月
か
ら
一
九
六
六
年
前
半
ま
で
。 

六
四
年
一
二
月
一
五
日
か
ら
六
五
年
一
月
一
四
日
ま
で
政
治
局
の
全
国
工
作
会
議
が
開
か
れ
、

「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
な
か
で
い
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」
（
「
二
三

カ
条
」
）
が
採
択
さ
れ
た
。
「
こ
の
運
動
の
重
点
は
党
内
の
あ
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実

権
派
を
た
た
く
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
規
定
は
こ
れ
に
書
き
込
ま
れ
た
（
魏
維
鈞
論
文
『
党

史
研
究
』
八
四
年
六
期
）
。
こ
う
し
て
、
人
民
公
社
の
整
頓
を
行
う
過
程
で
、
「
修
正
主
義

者
に
よ
る
指
導
権
の
奪
権
」
と
い
う
観
念
が
生
ま
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
再
奪
権
の
闘

争
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

中
ソ
論
争
・
中
ソ
対
決
の
展
開 

中
国
農
村
の
指
導
権
の
二
分
の
一
が
修
正
主
義
の
手
に
奪
わ
れ
た
と
す
る
実
態
認
識
は
穏
や

か
な
も
の
で
は
な
い
。
社
会
主
義
体
制
の
も
と
で
平
和
的
な
資
本
主
義
復
活
が
な
し
く
ず
し

に
進
行
し
て
い
る
と
す
る
事
実
認
識
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
中
ソ
論
争
、
中
ソ
対
決
で
あ
る

。 

毛
沢
東
の
「
修
正
主
義
」
認
識
は
ま
ず
ソ
連
社
会
論
か
ら
出
発
し
た
。
す
な
わ
ち
盟
友
の
中

国
社
会
主
義
を
裏
切
り
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
屈
伏
す
る
ソ
連
は
修
正
主
義
に
よ
っ
て
、

指
導
権
を
奪
わ
れ
た
か
ら
だ
と
毛
沢
東
は
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
観
点
か
ら
社

会
主
義
教
育
運
動
下
の
中
国
の
現
実
を
見
直
す
と
、
「
内
な
る
修
正
主
義
」
現
象
が
あ
ふ
れ

て
い
た
。
毛
沢
東
曰
く
、
全
国
の
約
三
分
の
一
は
す
で
に
修
正
主
義
に
変
質
し
て
い
る
、
指

導
者
も
中
央
レ
ベ
ル
か
ら
基
層
レ
ベ
ル
ま
で
約
三
分
の
一
が
修
正
主
義
に
堕
落
し
た
、
と
。 

毛
沢
東
が
人
民
公
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
自
負
し
つ
つ
、
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ

の
不
徹
底
さ
を
批
判
し
、
翻
っ
て
中
国
の
幹
部
た
ち
を
ゴ
リ
ゴ
リ
の
官
僚
主
義
者
（
原
文
＝

死
官
僚
主
義
者
）
と
難
詰
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
後
半
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
九
月
六
日
、
中
ソ
論
争
の
第
一
評
「
ソ
連
共
産
党
指
導
部
と
わ
れ
わ
れ
の
分
岐

の
由
来
と
発
展
」
の
発
表
に
前
後
し
て
北
京
で
は
中
央
工
作
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
。
毛
沢

東
は
こ
う
述
べ
た
。
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
と
都
市
の
五
反
運
動
は
、
国
内
の
反
修
正

主
義
の
基
礎
を
固
め
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
な
反
修
正
主
義
、
国
内
の
階
級
闘
争
拡
大
と

結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
後
、
社
会
主
義
教
育
運
動
を
通
じ
て
、
修
正
主
義
発

生
の
社
会
的
基
礎
を
な
く
す
と
い
う
言
い
方
が
党
内
文
件
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
と
き
毛
沢
東
は
、
階
級
闘
争
を
カ
ナ
メ
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
起
し
て
い
る
。

ユ
ー
ゴ
が
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
非
難
し
た
の
は
「
ユ

ー
ゴ
は
社
会
主
義
国
家
か
」
（
三
評
、
六
三
年
九
月
二
六
日
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
の
エ
セ
共
産
主
義
と
そ
の
世
界
史
的
教
訓
」
（
九
評
、
六
四
年
七
月
）
で
は
特
権

階
層
な
る
概
念
を
提
起
し
て
い
る
。 

国
内
党
幹
部
へ
の
矛
先 

第
九
評
発
表
の
一
カ
月
前
に
開
か
れ
た
中
央
工
作
会
議
（
一
九
六
四
年
五
月
一
五
日
～
六
月

一
七
日
）
で
は
劉
少
奇
が
現
代
修
正
主
義
反
対
の
報
告
を
行
い
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
国
家

に
お
い
て
修
正
主
義
あ
る
い
は
資
本
主
義
の
復
活
が
あ
り
う
る
と
す
る
考
え
方
を
提
起
し
て

い
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
劉
少
奇
自
身
が
ま
も
な
く
現
代
修
正
主
義
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
一
九
六
四
年
一
二
月
、
陳
正
人
の
蹲
点
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
、
毛
沢
東
は

官
僚
主
義
者
階
級
と
い
う
言
葉
を
提
起
し
て
い
る
。 

官
僚
主
義
者
階
級
と
労
働
者
階
級
お
よ
び
貧
農
下
層
中
農
と
は
、
鋭
く
対
立
す
る
二
つ
の
階

結
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
後
十
条
」
は
「
誤

り
を
犯
し
た
幹
部
に
対
し
て
は
教
育
を
主
と
し
懲
罰
を
輔
と
す
る
。
（
資
本
主
義
）
復
活
を

行
う
階
級
敵
と
ぼ
ん
や
り
し
て
敵
に
利
用
さ
れ
た
後
れ
た
大
衆
と
は
区
別
す
る
。
投
機
活
動

と
正
当
な
自
由
市
場
活
動
は
区
別
す
る
」
な
ど
政
策
の
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
段
階
で
は
社
会
主
義
教
育
運
動
は
ま
だ
試
点
を
選
ん
で
の
試

行
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

奪
権
闘
争
の
提
起 

第
二
段
階
。
一
九
六
四
年
五
月
～
一
九
六
四
年
末
ま
で
。 

こ
の
段
階
で
運
動
は
試
点
の
段
階
か
ら
全
国
的
に
拡
大
さ
れ
、
矛
先
は
主
と
し
て
幹
部
と
党

内
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
四
年
五
月
一
五
日
～
六
月
一
七
日
、
党
中
央
は

北
京
で
工
作
会
議
を
開
い
て
、「
中
華
人
民
共
和
国
貧
農
下
層
中
農
協
会
組
織
条
例
（
草
案
）
」

を
採
択
し
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
会
議
で
六
月
一
六
日
に
「
農
村
と
都
市
の
約
三
分
の
一
の
権

力
は
わ
れ
わ
れ
の
手
で
は
な
く
、
敵
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
中
央
に
も
修
正

主
義
が
現
れ
る
と
危
惧
し
、
も
し
現
れ
た
ら
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
問
題
を
提
起
し

た
。
劉
少
奇
は
一
年
来
の
運
動
が
浸
透
し
な
い
原
因
は
上
層
幹
部
が
下
を
庇
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
し
、
農
村
革
命
の
「
妥
協
風
」
を
批
判
し
、
大
衆
を
発
動
し
て
奪
権
闘
争
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。
六
四
年
八
月
下
旬
、
劉
少
奇
は
各
中
央
局
第
一
書
記
を
集
め
た
会
議
で

「
後
十
条
」
を
修
正
し
た
。
こ
れ
に
毛
沢
東
が
朱
筆
を
加
え
る
過
程
で
、
階
級
敵
は
「
反
革

命
の
両
面
政
権
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
状
況
認
識
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、

「
今
回
の
運
動
は
土
地
改
革
よ
り
も
広
範
で
深
刻
な
大
衆
運
動
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
九
月
一
八
日
、
「
後
十
条
」
の
修
正
草
案
が
下
達
さ
れ
、
「
す
べ
て
の
運
動
は
工
作
隊

の
指
導
に
よ
り
」
「
大
兵
団
作
戦
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
各
省

で
は
地
区
レ
ベ
ル
を
単
位
と
し
て
工
作
隊
を
重
点
県
に
集
中
し
、
上
下
左
右
か
ら
同
時
に
点

検
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。 

工
作
隊
に
よ
る
指
導 

毛
沢
東
が
奪
権
闘
争
を
提
起
す
れ
ば
、
下
か
ら
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。
六

月
二
三
日
に
党
中
央
は
甘
粛
省
党
委
員
会
の
「
白
銀
有
色
金
属
公
司
の
指
導
権
奪
還
に
つ
い

て
の
報
告
」
を
通
達
し
た
が
、
そ
こ
に
は
白
銀
公
司
が
地
主
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
グ
ル
ー
プ
の

統
治
す
る
独
立
王
国
に
な
り
、
社
会
主
義
所
有
制
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
所
有
制
に
変
質
し
て
い
た

と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
事
件
で
は
数
百
名
の
幹
部
と
大
衆
が
冤
罪
に
連
座
し
た
。 

天
津
市
南
郊
外
の
小
站
地
区
で
は
三
つ
の
党
支
部
が
反
革
命
集
団
と
さ
れ
、
二
五
〇
余
人
が

メ
ン
バ
ー
に
デ
ッ
チ
あ
げ
ら
れ
、
残
酷
な
闘
争
に
か
け
ら
れ
た
が
、
陳
伯
達
が
捏
造
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
月
二
四
日
、
党
中
央
は
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
奪
権
闘
争
の
問

題
に
つ
い
て
の
指
示
」
を
発
出
し
、
敵
に
指
導
権
を
簒
奪
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
堕
落
変
質
分
子

が
指
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
「
奪
権
闘
争
を
行
う
べ
し
」
と
指
示
し
た
。
一
一
月

一
二
日
、
党
中
央
は
「
問
題
の
重
大
な
地
区
で
貧
農
下
層
中
農
協
会
が
権
力
を
行
使
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
批
示
」
を
発
出
し
、
さ
ら
に
翌
一
三
日
に
は
「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動

の
工
作
団
の
指
導
権
限
に
つ
い
て
の
規
定
（
草
案
）
」
を
通
知
し
て
い
る
。
工
作
団
の
所
在

し
て
い
る
県
で
は
、
県
党
委
員
会
お
よ
び
県
人
民
政
府
は
工
作
団
党
委
員
会
の
指
導
に
従
い
、

県
内
の
各
公
社
も
そ
の
指
導
に
従
う
べ
き
も
の
と
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
工
作

団
に
よ
る
奪
権
闘
争
が
運
動
の
主
な
内
容
と
な
っ
た
。 

運
動
参
加
者
の
増
大 

毛
沢
東
は
一
二
月
五
日
、
あ
る
コ
メ
ン
ト
（
瀋
陽
冶
煉
工
場
で
の
謝
富
治
の
蹲
点
報
告
に
対

す
る
批
示
）
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
の
工
業
は
経
営
管
理
の
面
で
結
局
ど
れ
ほ
ど
資
本
主
義

化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
分
の
一
か
、
二
分
の
一
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
多
い
の
か
。

一
つ
一
つ
調
査
し
改
造
し
て
初
め
て
分
か
る
」
と
書
い
て
い
る
。
一
二
月
一
二
日
に
は
「
官

僚
主
義
者
階
級
」
の
語
を
用
い
て
い
る
（
洛
陽
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
で
の
蹲
点
報
告
を
書
い
た
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陳
正
人
に
対
す
る
批
示
）
。 

社
会
主
義
教
育
運
動
は
ど
の
程
度
の
規
模
で
行
わ
れ
た
の
か
。
工
業
面
で
は
六
四
年
五
月
の

中
央
工
作
会
議
以
後
、
各
級
党
委
員
会
が
一
三
万
人
の
工
作
隊
を
組
織
し
て
一
八
〇
〇
余
の

企
業
で
四
清
運
動
を
行
い
、
運
動
参
加
者
は
職
員
労
働
者
の
三
・
九
％
に
達
し
た
。
農
村
で

は
全
国
三
分
の
一
の
県
で
行
わ
れ
、
二
〇
〇
万
人
の
幹
部
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
。 

第
三
段
階
。
一
九
六
五
年
一
月
か
ら
一
九
六
六
年
前
半
ま
で
。 

六
四
年
一
二
月
一
五
日
か
ら
六
五
年
一
月
一
四
日
ま
で
政
治
局
の
全
国
工
作
会
議
が
開
か
れ
、

「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
な
か
で
い
ま
提
起
さ
れ
て
い
る
若
干
の
問
題
」
（
「
二
三

カ
条
」
）
が
採
択
さ
れ
た
。
「
こ
の
運
動
の
重
点
は
党
内
の
あ
の
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
実

権
派
を
た
た
く
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
規
定
は
こ
れ
に
書
き
込
ま
れ
た
（
魏
維
鈞
論
文
『
党

史
研
究
』
八
四
年
六
期
）
。
こ
う
し
て
、
人
民
公
社
の
整
頓
を
行
う
過
程
で
、
「
修
正
主
義

者
に
よ
る
指
導
権
の
奪
権
」
と
い
う
観
念
が
生
ま
れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
再
奪
権
の
闘

争
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

中
ソ
論
争
・
中
ソ
対
決
の
展
開 

中
国
農
村
の
指
導
権
の
二
分
の
一
が
修
正
主
義
の
手
に
奪
わ
れ
た
と
す
る
実
態
認
識
は
穏
や

か
な
も
の
で
は
な
い
。
社
会
主
義
体
制
の
も
と
で
平
和
的
な
資
本
主
義
復
活
が
な
し
く
ず
し

に
進
行
し
て
い
る
と
す
る
事
実
認
識
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
中
ソ
論
争
、
中
ソ
対
決
で
あ
る

。 

毛
沢
東
の
「
修
正
主
義
」
認
識
は
ま
ず
ソ
連
社
会
論
か
ら
出
発
し
た
。
す
な
わ
ち
盟
友
の
中

国
社
会
主
義
を
裏
切
り
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
屈
伏
す
る
ソ
連
は
修
正
主
義
に
よ
っ
て
、

指
導
権
を
奪
わ
れ
た
か
ら
だ
と
毛
沢
東
は
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
観
点
か
ら
社

会
主
義
教
育
運
動
下
の
中
国
の
現
実
を
見
直
す
と
、
「
内
な
る
修
正
主
義
」
現
象
が
あ
ふ
れ

て
い
た
。
毛
沢
東
曰
く
、
全
国
の
約
三
分
の
一
は
す
で
に
修
正
主
義
に
変
質
し
て
い
る
、
指

導
者
も
中
央
レ
ベ
ル
か
ら
基
層
レ
ベ
ル
ま
で
約
三
分
の
一
が
修
正
主
義
に
堕
落
し
た
、
と
。 

毛
沢
東
が
人
民
公
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
自
負
し
つ
つ
、
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ

の
不
徹
底
さ
を
批
判
し
、
翻
っ
て
中
国
の
幹
部
た
ち
を
ゴ
リ
ゴ
リ
の
官
僚
主
義
者
（
原
文
＝

死
官
僚
主
義
者
）
と
難
詰
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
後
半
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
で
あ
る
。

一
九
六
三
年
九
月
六
日
、
中
ソ
論
争
の
第
一
評
「
ソ
連
共
産
党
指
導
部
と
わ
れ
わ
れ
の
分
岐

の
由
来
と
発
展
」
の
発
表
に
前
後
し
て
北
京
で
は
中
央
工
作
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
。
毛
沢

東
は
こ
う
述
べ
た
。
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動
と
都
市
の
五
反
運
動
は
、
国
内
の
反
修
正

主
義
の
基
礎
を
固
め
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
な
反
修
正
主
義
、
国
内
の
階
級
闘
争
拡
大
と

結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
後
、
社
会
主
義
教
育
運
動
を
通
じ
て
、
修
正
主
義
発

生
の
社
会
的
基
礎
を
な
く
す
と
い
う
言
い
方
が
党
内
文
件
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
と
き
毛
沢
東
は
、
階
級
闘
争
を
カ
ナ
メ
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
起
し
て
い
る
。

ユ
ー
ゴ
が
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
非
難
し
た
の
は
「
ユ

ー
ゴ
は
社
会
主
義
国
家
か
」
（
三
評
、
六
三
年
九
月
二
六
日
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
の
エ
セ
共
産
主
義
と
そ
の
世
界
史
的
教
訓
」
（
九
評
、
六
四
年
七
月
）
で
は
特
権

階
層
な
る
概
念
を
提
起
し
て
い
る
。 

国
内
党
幹
部
へ
の
矛
先 

第
九
評
発
表
の
一
カ
月
前
に
開
か
れ
た
中
央
工
作
会
議
（
一
九
六
四
年
五
月
一
五
日
～
六
月

一
七
日
）
で
は
劉
少
奇
が
現
代
修
正
主
義
反
対
の
報
告
を
行
い
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
国
家

に
お
い
て
修
正
主
義
あ
る
い
は
資
本
主
義
の
復
活
が
あ
り
う
る
と
す
る
考
え
方
を
提
起
し
て

い
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
劉
少
奇
自
身
が
ま
も
な
く
現
代
修
正
主
義
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
一
九
六
四
年
一
二
月
、
陳
正
人
の
蹲
点
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
、
毛
沢
東
は

官
僚
主
義
者
階
級
と
い
う
言
葉
を
提
起
し
て
い
る
。 

官
僚
主
義
者
階
級
と
労
働
者
階
級
お
よ
び
貧
農
下
層
中
農
と
は
、
鋭
く
対
立
す
る
二
つ
の
階

結
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
後
十
条
」
は
「
誤

り
を
犯
し
た
幹
部
に
対
し
て
は
教
育
を
主
と
し
懲
罰
を
輔
と
す
る
。
（
資
本
主
義
）
復
活
を

行
う
階
級
敵
と
ぼ
ん
や
り
し
て
敵
に
利
用
さ
れ
た
後
れ
た
大
衆
と
は
区
別
す
る
。
投
機
活
動

と
正
当
な
自
由
市
場
活
動
は
区
別
す
る
」
な
ど
政
策
の
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
段
階
で
は
社
会
主
義
教
育
運
動
は
ま
だ
試
点
を
選
ん
で
の
試

行
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

奪
権
闘
争
の
提
起 

第
二
段
階
。
一
九
六
四
年
五
月
～
一
九
六
四
年
末
ま
で
。 

こ
の
段
階
で
運
動
は
試
点
の
段
階
か
ら
全
国
的
に
拡
大
さ
れ
、
矛
先
は
主
と
し
て
幹
部
と
党

内
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
四
年
五
月
一
五
日
～
六
月
一
七
日
、
党
中
央
は

北
京
で
工
作
会
議
を
開
い
て
、「
中
華
人
民
共
和
国
貧
農
下
層
中
農
協
会
組
織
条
例
（
草
案
）
」

を
採
択
し
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
会
議
で
六
月
一
六
日
に
「
農
村
と
都
市
の
約
三
分
の
一
の
権

力
は
わ
れ
わ
れ
の
手
で
は
な
く
、
敵
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
中
央
に
も
修
正

主
義
が
現
れ
る
と
危
惧
し
、
も
し
現
れ
た
ら
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
問
題
を
提
起
し

た
。
劉
少
奇
は
一
年
来
の
運
動
が
浸
透
し
な
い
原
因
は
上
層
幹
部
が
下
を
庇
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
し
、
農
村
革
命
の
「
妥
協
風
」
を
批
判
し
、
大
衆
を
発
動
し
て
奪
権
闘
争
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。
六
四
年
八
月
下
旬
、
劉
少
奇
は
各
中
央
局
第
一
書
記
を
集
め
た
会
議
で

「
後
十
条
」
を
修
正
し
た
。
こ
れ
に
毛
沢
東
が
朱
筆
を
加
え
る
過
程
で
、
階
級
敵
は
「
反
革

命
の
両
面
政
権
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
状
況
認
識
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、

「
今
回
の
運
動
は
土
地
改
革
よ
り
も
広
範
で
深
刻
な
大
衆
運
動
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
九
月
一
八
日
、
「
後
十
条
」
の
修
正
草
案
が
下
達
さ
れ
、
「
す
べ
て
の
運
動
は
工
作
隊

の
指
導
に
よ
り
」
「
大
兵
団
作
戦
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
各
省

で
は
地
区
レ
ベ
ル
を
単
位
と
し
て
工
作
隊
を
重
点
県
に
集
中
し
、
上
下
左
右
か
ら
同
時
に
点

検
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。 

工
作
隊
に
よ
る
指
導 

毛
沢
東
が
奪
権
闘
争
を
提
起
す
れ
ば
、
下
か
ら
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。
六

月
二
三
日
に
党
中
央
は
甘
粛
省
党
委
員
会
の
「
白
銀
有
色
金
属
公
司
の
指
導
権
奪
還
に
つ
い

て
の
報
告
」
を
通
達
し
た
が
、
そ
こ
に
は
白
銀
公
司
が
地
主
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
グ
ル
ー
プ
の

統
治
す
る
独
立
王
国
に
な
り
、
社
会
主
義
所
有
制
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
所
有
制
に
変
質
し
て
い
た

と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
事
件
で
は
数
百
名
の
幹
部
と
大
衆
が
冤
罪
に
連
座
し
た
。 

天
津
市
南
郊
外
の
小
站
地
区
で
は
三
つ
の
党
支
部
が
反
革
命
集
団
と
さ
れ
、
二
五
〇
余
人
が

メ
ン
バ
ー
に
デ
ッ
チ
あ
げ
ら
れ
、
残
酷
な
闘
争
に
か
け
ら
れ
た
が
、
陳
伯
達
が
捏
造
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
月
二
四
日
、
党
中
央
は
「
社
会
主
義
教
育
運
動
の
奪
権
闘
争
の
問

題
に
つ
い
て
の
指
示
」
を
発
出
し
、
敵
に
指
導
権
を
簒
奪
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
堕
落
変
質
分
子

が
指
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
「
奪
権
闘
争
を
行
う
べ
し
」
と
指
示
し
た
。
一
一
月

一
二
日
、
党
中
央
は
「
問
題
の
重
大
な
地
区
で
貧
農
下
層
中
農
協
会
が
権
力
を
行
使
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
批
示
」
を
発
出
し
、
さ
ら
に
翌
一
三
日
に
は
「
農
村
の
社
会
主
義
教
育
運
動

の
工
作
団
の
指
導
権
限
に
つ
い
て
の
規
定
（
草
案
）
」
を
通
知
し
て
い
る
。
工
作
団
の
所
在

し
て
い
る
県
で
は
、
県
党
委
員
会
お
よ
び
県
人
民
政
府
は
工
作
団
党
委
員
会
の
指
導
に
従
い
、

県
内
の
各
公
社
も
そ
の
指
導
に
従
う
べ
き
も
の
と
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
工
作

団
に
よ
る
奪
権
闘
争
が
運
動
の
主
な
内
容
と
な
っ
た
。 

運
動
参
加
者
の
増
大 

毛
沢
東
は
一
二
月
五
日
、
あ
る
コ
メ
ン
ト
（
瀋
陽
冶
煉
工
場
で
の
謝
富
治
の
蹲
点
報
告
に
対

す
る
批
示
）
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
の
工
業
は
経
営
管
理
の
面
で
結
局
ど
れ
ほ
ど
資
本
主
義

化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
分
の
一
か
、
二
分
の
一
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
多
い
の
か
。

一
つ
一
つ
調
査
し
改
造
し
て
初
め
て
分
か
る
」
と
書
い
て
い
る
。
一
二
月
一
二
日
に
は
「
官

僚
主
義
者
階
級
」
の
語
を
用
い
て
い
る
（
洛
陽
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
で
の
蹲
点
報
告
を
書
い
た
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は
し
て
い
る
が
、
何
故
に
毛
沢
東
は
、
こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
、
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

④
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
結
局
は
中
央
の
問
題
に
逆
流
し
て
行
く
と
言
う
が
、

具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
同
氏
の
主
張
で
は
不
明
で
あ
る
。 

竹
内
実
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、
そ
し
て
全
国

の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ
た
、
食
料
が
不
足

し
、
餓
死
者
が
で
た
。
経
済
の
回
復
の
た
め
に
、
若
干
の
自
由
化
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
自

由
化
の
措
置
が
効
果
を
あ
げ
る
と
、
む
し
ろ
危
機
を
感
じ
た
毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
へ
の
道

を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
、
そ
の
た
め
に
は
階
級
闘
争
を
お
こ
な
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

一
九
六
二
年
、
全
国
の
農
村
で
開
始
さ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
教
育
と
名
づ
け
て
い

る
が
、
じ
っ
さ
い
の
内
容
は
闘
争
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命

が
発
生
す
る
ま
で
、
つ
づ
い
た
。
人
民
公
社
、
生
産
隊
の
幹
部
、
労
働
点
数
の
記
禄
な
ど
が

点
検
の
対
象
と
な
っ
た
。
鶏
や
豚
は
若
干
の
私
有
を
許
さ
れ
、
自
由
販
売
を
み
と
め
ら
れ
て

い
た
が
、
放
し
飼
い
の
鶏
や
豚
が
人
民
公
社
の
畑
で
落
ち
穂
を
あ
さ
る
と
、
こ
れ
は
公
有
財

産
の
侵
害
で
あ
り
、
資
本
主
義
へ
の
道
を
歩
む
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
復
活
を
は
か
る

と
さ
れ
た
。
思
想
改
造
は
、
運
動
の
か
た
ち
を
と
り
、
く
り
か
え
し
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も

き
び
し
さ
を
く
わ
え
た
の
で
あ
る
。・
・
・
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
を
つ
う
じ
て
、
つ
ね
に

批
判
す
る
側
に
立
っ
た
人
間
も
、
文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
る
と
、
批
判
さ
れ
る
運
命
を
逃
れ

る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
」
（
三
）。 

竹
内
氏
は
、
調
整
政
策
に
よ
る
資
本
主
義
の
復
活
に
危
機
を
感
じ
て
、
毛
沢
東
は
社
会
主

義
路
線
堅
持
の
た
め
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を
展
開
し
た
と
す
る
。
し
か
し
事
実
関
係
の
列

挙
で
あ
り
、
こ
の
運
動
を
権
力
闘
争
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
社
会
主
義
教
育
運
動

に
お
け
る
農
村
の
実
態
や
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
の
指
摘
も
な
い
。 

矢
吹
晋
氏
は
、
以
下
の
様
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を
三
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

長
文
で
あ
る
が
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。 

「
「社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
展
開 

一
九
六
三
年
月
の
杭
州
会
議
か
ら
文
革
の
開
始
ま
で
三

年
に
わ
た
っ
て
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
段
階
。
一
九
六
三
年
五
月
か
ら
一
九
六
四
年
五
月
ま
で
。
党
中
央
は
二
つ
の
重
要

会
議
を
開
い
て
、
こ
の
問
題
を
討
論
し
た
。
一
九
六
三
年
五
月
二
日
～
一
二
日
、
毛
沢
東
は

杭
州
で
一
部
の
政
治
局
委
員
と
大
行
政
区
書
記
（
当
時
全
中
国
を
六
つ
の
行
政
区
＝
協
作
区

に
分
け
て
い
た
）
の
参
加
す
る
小
型
会
議
を
開
い
た
。
こ
の
会
議
で
「
当
面
の
農
村
工
作
に

お
け
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
（
草
案
）
」
（
い
わ
ゆ
る
「
前
十
条
」
）
が
採
択
さ

れ
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
綱
領
的
文
件
と
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
先
鋭
な
階
級
闘
争
の
状

況
が
九
カ
条
に
わ
た
っ
て
列
挙
さ
れ
、
こ
う
断
言
さ
れ
た
。
「
一
部
の
人
民
公
社
、
生
産
大

隊
の
指
導
権
は
、
実
際
に
は
彼
ら
の
手
中
に
あ
る
。
そ
の
他
の
機
関
の
一
部
の
環
節
に
も
彼

ら
の
代
理
人
が
い
る
」
。
ま
た
「
前
十
条
」
に
は
毛
沢
東
の
つ
ぎ
の
コ
メ
ン
ト
が
引
用
さ
れ

た
。
「
（
階
級
闘
争
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
）
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
、
悪
質
分
子
、
妖

怪
変
化
が
一
斉
に
飛
び
出
し
て
こ
よ
う
。
多
く
の
者
は
敵
見
方
の
区
別
が
つ
か
ず
、
敵
に
腐

蝕
さ
せ
ら
れ
、
瓦
解
さ
せ
ら
れ
、
引
き
ず
り
だ
さ
れ
、
殴
り
こ
ま
れ
る
」
「
少
な
け
れ
ば
数

年
、
十
数
年
、
長
く
と
も
数
十
年
の
う
ち
に
不
可
避
的
に
全
国
的
な
反
革
命
復
活
が
行
わ
れ
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
党
は
必
ず
修
正
主
義
の
党
に
変
質
し
、
全
中
国
が
変
色
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
」
（
こ
の
一
句
は
「
九
評
」
に
も
引
用
さ
れ
た
）
。
ま
も
な
く
党
中
央
は
九

月
五
日
～
二
七
日
、
北
京
で
中
央
工
作
会
議
を
開
い
た
。
会
議
は
「
農
村
の
社
会
主
義
教
育

運
動
に
お
け
る
若
干
の
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
の
決
定
」
（
「
後
十
条
」
）
を
採
択
し
、
「
前

十
条
」
の
補
充
と
し
た
。 

 

た
と
え
ば
「
前
十
条
」
は
「
九
五
％
以
上
の
幹
部
と
団
結
し
、
九
五
％
以
上
の
大
衆
と
団

「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
一
）。 

①
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
目
的
に
つ
い
て
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
調
整
政
策

は
、
農
村
に
資
本
主
義
の
復
活
さ
せ
た
結
果
と
し
て
発
生
し
た
個
人
主
義
や
富
農
や
少
ブ
ル

ジ
ョ
ア
主
義
を
否
定
し
て
、
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
社
会
主
義
路
線
へ
の
復
帰
政
策
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
野
村
氏
の
言
う
様
に
、
調
整
政
策
は
、
農
村
に
富
農
の
出
現
や
深

刻
な
両
極
分
解
と
い
う
矛
盾
を
齎
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
情
は
不
明
で
あ
る
。 

更
に
野
村
氏
は
、
調
整
政
策
か
ら
社
会
主
義
教
育
運
動
へ
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
以
下

の
様
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
七
千
人
大
会
」
か
ら
八
カ
月
後
の
一

九
六
二
年
九
月
、
毛
沢
東
は
八
期
十
全
会
に
お
い
て
、
中
国
自
身
の
「
修
正
主
義
」
へ
の
変

質
の
危
険
性
に
つ
い
て
強
く
警
告
し
て
い
た
。・
・
・
こ
う
し
た
内
容
は
、
す
で
に
「
大
躍
進
」

開
始
の
合
図
と
な
っ
た
党
八
全
二
回
会
議
の
報
告
に
お
い
て
現
れ
て
い
た
が
、
い
ま
ソ
ビ
エ

ト
修
正
主
義
の
出
現
を
前
に
し
て
、
社
会
主
義
社
会
の
基
本
問
題
、
そ
の
主
要
矛
盾
を
何
よ

り
も
階
級
闘
争
と
み
る
考
え
方
が
強
力
に
打
ち
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
闘
争
は
と
り

わ
け
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
に
お
い
て
ま
ず
鋭
く
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
断
の
思
想
闘
争
と
、

そ
し
て
社
会
主
義
を
め
ざ
す
絶
え
ざ
る
教
育
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
彼
は
こ
の

頃
、
調
整
政
策
の
方
向
の
中
で
、
そ
こ
に
現
れ
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
た
一
つ
の
現
象
に
深
い

危
惧
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
、
再
び
「
農
村
に
お
け
る
階
級
分
化
」
の
進
行
と
い
う
問
題
に

あ
っ
た
。「
一
九
六
〇
年
以
来
、
光
明
の
面
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
大
部
分
が
暗
黒
に
描
か
れ
、

思
想
が
混
乱
し
て
い
る
。・
・
・
生
産
の
四
〇
％
を
各
農
家
に
請
け
負
わ
せ
、
個
人
経
営
と
集

団
経
営
の
両
者
を
競
争
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
実
質
的
に
は
大
部
分
を
個
人
経
営
で
や
ら
せ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
つ
ま
り
両
極
に
分
化
し
、
汚
職
・
窃
盗
・
投
機
・
買
占
め
が

横
行
し
、・
・
・
一
方
は
富
裕
化
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
他
方
、
軍
人
、
革
命
烈
士
、
労
働
者
・
・
・

の
側
は
ま
す
ま
す
貧
困
化
し
て
い
く
」
（
「
北
載
河
中
央
工
作
会
議
講
話
」
一
九
六
二
年
八
月

九
日
）。
個
人
経
営
か
集
団
経
営
か
と
い
う
こ
と
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
分
岐
点

だ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
個
人
経
営
は
必
然
的
に
階
級
分
化
を
生
み
、
貧
富
差
を
生
じ
さ
せ
、

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
、
社
会
主
義
を
内
部
か

ら
解
体
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
が
い
わ

ば
市
場
原
理
に
対
し
て
、
お
よ
そ
徹
底
的
な
拒
否
反
応
を
も
っ
て
対
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
だ
っ
た
（
加
々
美
光
行
『
漂
泊
中
国
ー
転
換
期
ア
ジ
ア
経
済
主
義
論
』
、
田
端
書
店
、
一

九
八
八
年
）。・
・
・
六
三
年
五
月
、
毛
沢
東
は
、「
社
会
主
義
に
深
刻
、
か
つ
尖
鋭
な
階
級
闘

争
の
状
況
」
が
出
現
し
て
い
る
と
し
て
、「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
指
示

し
た
。
そ
れ
は
教
育
運
動
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
限
り
、
ま
さ
に
党
員
全
体
の
問
題
と
し
て

提
示
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
む
ろ
ん
通
常
の
意
味
で
の
教
育
運

動
で
あ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
貧
農
、
下
層
中
農
の
組
織
化
を
中
心
に
、
こ
の
運
動
は
、「
四

清
」
す
な
わ
ち
人
民
公
社
各
級
の
組
織
に
お
い
て
、
経
理
、
在
庫
、
財
物
、
労
働
点
数
の
面

で
幹
部
の
不
正
が
な
い
か
ど
う
か
の
点
検
を
実
施
す
る
と
い
う
形
で
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、

考
え
て
み
れ
ば
、
調
整
の
措
置
が
ま
さ
し
く
中
央
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
も
と
よ
り

窮
極
的
に
は
、
中
央
の
問
題
に
逆
流
し
て
い
く
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」
（
二
）。 

つ
ま
り
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
を
、
ソ
連
型
修
正
主
義
に
反
対
す
る
階
級
闘
争

と
位
置
付
け
て
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
調
整
政
策
は
、
貧
富
差
を
拡
大
さ
せ
て
社
会
主
義

を
内
部
か
ら
解
体
さ
せ
る
市
場
原
理
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の
拒
否
反
応
と
し
て
見
て
い
る
。 

②
野
村
氏
の
言
う
様
に
、
果
た
し
て
現
実
の
中
国
農
村
の
実
体
は
、
地
方
幹
部
の
腐
敗
や
貧

富
差
を
拡
大
し
て
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
の
主
張
は
、
毛

沢
東
の
講
話
の
み
に
依
る
指
摘
で
、
実
際
の
農
村
の
実
情
が
不
明
な
の
で
あ
る
。 

③
で
は
何
故
に
、
こ
の
様
な
重
要
な
政
治
問
題
に
も
拘
ら
ず
、
毛
沢
東
は
、
こ
の
運
動
の
結

末
を
曖
昧
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
村
氏
の
説
明
で
は
、
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
と
認
識
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は
し
て
い
る
が
、
何
故
に
毛
沢
東
は
、
こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
、
理
由
が
不
明
で
あ
る
。 

④
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
結
局
は
中
央
の
問
題
に
逆
流
し
て
行
く
と
言
う
が
、

具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
同
氏
の
主
張
で
は
不
明
で
あ
る
。 

竹
内
実
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、
そ
し
て
全
国

の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ
た
、
食
料
が
不
足

し
、
餓
死
者
が
で
た
。
経
済
の
回
復
の
た
め
に
、
若
干
の
自
由
化
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
自

由
化
の
措
置
が
効
果
を
あ
げ
る
と
、
む
し
ろ
危
機
を
感
じ
た
毛
沢
東
は
、
社
会
主
義
へ
の
道

を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
、
そ
の
た
め
に
は
階
級
闘
争
を
お
こ
な
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

一
九
六
二
年
、
全
国
の
農
村
で
開
始
さ
れ
た
社
会
主
義
教
育
運
動
は
、
教
育
と
名
づ
け
て
い

る
が
、
じ
っ
さ
い
の
内
容
は
闘
争
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命

が
発
生
す
る
ま
で
、
つ
づ
い
た
。
人
民
公
社
、
生
産
隊
の
幹
部
、
労
働
点
数
の
記
禄
な
ど
が

点
検
の
対
象
と
な
っ
た
。
鶏
や
豚
は
若
干
の
私
有
を
許
さ
れ
、
自
由
販
売
を
み
と
め
ら
れ
て

い
た
が
、
放
し
飼
い
の
鶏
や
豚
が
人
民
公
社
の
畑
で
落
ち
穂
を
あ
さ
る
と
、
こ
れ
は
公
有
財

産
の
侵
害
で
あ
り
、
資
本
主
義
へ
の
道
を
歩
む
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
復
活
を
は
か
る

と
さ
れ
た
。
思
想
改
造
は
、
運
動
の
か
た
ち
を
と
り
、
く
り
か
え
し
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も

き
び
し
さ
を
く
わ
え
た
の
で
あ
る
。・
・
・
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
を
つ
う
じ
て
、
つ
ね
に

批
判
す
る
側
に
立
っ
た
人
間
も
、
文
化
大
革
命
が
は
じ
ま
る
と
、
批
判
さ
れ
る
運
命
を
逃
れ

る
こ
と
は
、
で
き
な
か
っ
た
」
（
三
）。 

竹
内
氏
は
、
調
整
政
策
に
よ
る
資
本
主
義
の
復
活
に
危
機
を
感
じ
て
、
毛
沢
東
は
社
会
主

義
路
線
堅
持
の
た
め
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を
展
開
し
た
と
す
る
。
し
か
し
事
実
関
係
の
列

挙
で
あ
り
、
こ
の
運
動
を
権
力
闘
争
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
社
会
主
義
教
育
運
動

に
お
け
る
農
村
の
実
態
や
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
中
止
し
た
の
か
の
指
摘
も
な
い
。 

矢
吹
晋
氏
は
、
以
下
の
様
に
社
会
主
義
教
育
運
動
を
三
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

長
文
で
あ
る
が
、
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。 

「
「社
会
主
義
教
育
運
動
」
の
展
開 

一
九
六
三
年
月
の
杭
州
会
議
か
ら
文
革
の
開
始
ま
で
三

年
に
わ
た
っ
て
「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
段
階
。
一
九
六
三
年
五
月
か
ら
一
九
六
四
年
五
月
ま
で
。
党
中
央
は
二
つ
の
重
要

会
議
を
開
い
て
、
こ
の
問
題
を
討
論
し
た
。
一
九
六
三
年
五
月
二
日
～
一
二
日
、
毛
沢
東
は

杭
州
で
一
部
の
政
治
局
委
員
と
大
行
政
区
書
記
（
当
時
全
中
国
を
六
つ
の
行
政
区
＝
協
作
区

に
分
け
て
い
た
）
の
参
加
す
る
小
型
会
議
を
開
い
た
。
こ
の
会
議
で
「
当
面
の
農
村
工
作
に

お
け
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
（
草
案
）
」
（
い
わ
ゆ
る
「
前
十
条
」
）
が
採
択
さ

れ
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
綱
領
的
文
件
と
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
先
鋭
な
階
級
闘
争
の
状

況
が
九
カ
条
に
わ
た
っ
て
列
挙
さ
れ
、
こ
う
断
言
さ
れ
た
。
「
一
部
の
人
民
公
社
、
生
産
大

隊
の
指
導
権
は
、
実
際
に
は
彼
ら
の
手
中
に
あ
る
。
そ
の
他
の
機
関
の
一
部
の
環
節
に
も
彼

ら
の
代
理
人
が
い
る
」
。
ま
た
「
前
十
条
」
に
は
毛
沢
東
の
つ
ぎ
の
コ
メ
ン
ト
が
引
用
さ
れ

た
。
「
（
階
級
闘
争
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
）
地
主
、
富
農
、
反
革
命
分
子
、
悪
質
分
子
、
妖

怪
変
化
が
一
斉
に
飛
び
出
し
て
こ
よ
う
。
多
く
の
者
は
敵
見
方
の
区
別
が
つ
か
ず
、
敵
に
腐

蝕
さ
せ
ら
れ
、
瓦
解
さ
せ
ら
れ
、
引
き
ず
り
だ
さ
れ
、
殴
り
こ
ま
れ
る
」
「
少
な
け
れ
ば
数

年
、
十
数
年
、
長
く
と
も
数
十
年
の
う
ち
に
不
可
避
的
に
全
国
的
な
反
革
命
復
活
が
行
わ
れ
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
党
は
必
ず
修
正
主
義
の
党
に
変
質
し
、
全
中
国
が
変
色
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
」
（
こ
の
一
句
は
「
九
評
」
に
も
引
用
さ
れ
た
）
。
ま
も
な
く
党
中
央
は
九

月
五
日
～
二
七
日
、
北
京
で
中
央
工
作
会
議
を
開
い
た
。
会
議
は
「
農
村
の
社
会
主
義
教
育

運
動
に
お
け
る
若
干
の
具
体
的
政
策
に
つ
い
て
の
決
定
」
（
「
後
十
条
」
）
を
採
択
し
、
「
前

十
条
」
の
補
充
と
し
た
。 

 

た
と
え
ば
「
前
十
条
」
は
「
九
五
％
以
上
の
幹
部
と
団
結
し
、
九
五
％
以
上
の
大
衆
と
団

「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
一
）。 

①
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
目
的
に
つ
い
て
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
調
整
政
策

は
、
農
村
に
資
本
主
義
の
復
活
さ
せ
た
結
果
と
し
て
発
生
し
た
個
人
主
義
や
富
農
や
少
ブ
ル

ジ
ョ
ア
主
義
を
否
定
し
て
、
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
社
会
主
義
路
線
へ
の
復
帰
政
策
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
野
村
氏
の
言
う
様
に
、
調
整
政
策
は
、
農
村
に
富
農
の
出
現
や
深

刻
な
両
極
分
解
と
い
う
矛
盾
を
齎
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
情
は
不
明
で
あ
る
。 

更
に
野
村
氏
は
、
調
整
政
策
か
ら
社
会
主
義
教
育
運
動
へ
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
以
下

の
様
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
七
千
人
大
会
」
か
ら
八
カ
月
後
の
一

九
六
二
年
九
月
、
毛
沢
東
は
八
期
十
全
会
に
お
い
て
、
中
国
自
身
の
「
修
正
主
義
」
へ
の
変

質
の
危
険
性
に
つ
い
て
強
く
警
告
し
て
い
た
。・
・
・
こ
う
し
た
内
容
は
、
す
で
に
「
大
躍
進
」

開
始
の
合
図
と
な
っ
た
党
八
全
二
回
会
議
の
報
告
に
お
い
て
現
れ
て
い
た
が
、
い
ま
ソ
ビ
エ

ト
修
正
主
義
の
出
現
を
前
に
し
て
、
社
会
主
義
社
会
の
基
本
問
題
、
そ
の
主
要
矛
盾
を
何
よ

り
も
階
級
闘
争
と
み
る
考
え
方
が
強
力
に
打
ち
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
闘
争
は
と
り

わ
け
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
に
お
い
て
ま
ず
鋭
く
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
断
の
思
想
闘
争
と
、

そ
し
て
社
会
主
義
を
め
ざ
す
絶
え
ざ
る
教
育
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
彼
は
こ
の

頃
、
調
整
政
策
の
方
向
の
中
で
、
そ
こ
に
現
れ
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
た
一
つ
の
現
象
に
深
い

危
惧
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
、
再
び
「
農
村
に
お
け
る
階
級
分
化
」
の
進
行
と
い
う
問
題
に

あ
っ
た
。「
一
九
六
〇
年
以
来
、
光
明
の
面
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
大
部
分
が
暗
黒
に
描
か
れ
、

思
想
が
混
乱
し
て
い
る
。・
・
・
生
産
の
四
〇
％
を
各
農
家
に
請
け
負
わ
せ
、
個
人
経
営
と
集

団
経
営
の
両
者
を
競
争
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
実
質
的
に
は
大
部
分
を
個
人
経
営
で
や
ら
せ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
つ
ま
り
両
極
に
分
化
し
、
汚
職
・
窃
盗
・
投
機
・
買
占
め
が

横
行
し
、・
・
・
一
方
は
富
裕
化
し
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
他
方
、
軍
人
、
革
命
烈
士
、
労
働
者
・
・
・

の
側
は
ま
す
ま
す
貧
困
化
し
て
い
く
」
（
「
北
載
河
中
央
工
作
会
議
講
話
」
一
九
六
二
年
八
月

九
日
）。
個
人
経
営
か
集
団
経
営
か
と
い
う
こ
と
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
分
岐
点

だ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
個
人
経
営
は
必
然
的
に
階
級
分
化
を
生
み
、
貧
富
差
を
生
じ
さ
せ
、

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
、
社
会
主
義
を
内
部
か

ら
解
体
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
が
い
わ

ば
市
場
原
理
に
対
し
て
、
お
よ
そ
徹
底
的
な
拒
否
反
応
を
も
っ
て
対
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
だ
っ
た
（
加
々
美
光
行
『
漂
泊
中
国
ー
転
換
期
ア
ジ
ア
経
済
主
義
論
』
、
田
端
書
店
、
一

九
八
八
年
）。・
・
・
六
三
年
五
月
、
毛
沢
東
は
、「
社
会
主
義
に
深
刻
、
か
つ
尖
鋭
な
階
級
闘

争
の
状
況
」
が
出
現
し
て
い
る
と
し
て
、「
社
会
主
義
教
育
運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
指
示

し
た
。
そ
れ
は
教
育
運
動
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
限
り
、
ま
さ
に
党
員
全
体
の
問
題
と
し
て

提
示
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
む
ろ
ん
通
常
の
意
味
で
の
教
育
運

動
で
あ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
貧
農
、
下
層
中
農
の
組
織
化
を
中
心
に
、
こ
の
運
動
は
、「
四

清
」
す
な
わ
ち
人
民
公
社
各
級
の
組
織
に
お
い
て
、
経
理
、
在
庫
、
財
物
、
労
働
点
数
の
面

で
幹
部
の
不
正
が
な
い
か
ど
う
か
の
点
検
を
実
施
す
る
と
い
う
形
で
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、

考
え
て
み
れ
ば
、
調
整
の
措
置
が
ま
さ
し
く
中
央
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
も
と
よ
り

窮
極
的
に
は
、
中
央
の
問
題
に
逆
流
し
て
い
く
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
」
（
二
）。 

つ
ま
り
野
村
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
を
、
ソ
連
型
修
正
主
義
に
反
対
す
る
階
級
闘
争

と
位
置
付
け
て
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
調
整
政
策
は
、
貧
富
差
を
拡
大
さ
せ
て
社
会
主
義

を
内
部
か
ら
解
体
さ
せ
る
市
場
原
理
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の
拒
否
反
応
と
し
て
見
て
い
る
。 

②
野
村
氏
の
言
う
様
に
、
果
た
し
て
現
実
の
中
国
農
村
の
実
体
は
、
地
方
幹
部
の
腐
敗
や
貧

富
差
を
拡
大
し
て
階
級
闘
争
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
の
主
張
は
、
毛

沢
東
の
講
話
の
み
に
依
る
指
摘
で
、
実
際
の
農
村
の
実
情
が
不
明
な
の
で
あ
る
。 

③
で
は
何
故
に
、
こ
の
様
な
重
要
な
政
治
問
題
に
も
拘
ら
ず
、
毛
沢
東
は
、
こ
の
運
動
の
結

末
を
曖
昧
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
村
氏
の
説
明
で
は
、
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
と
認
識
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社
会
主
義
教
育
運
動
と
対
の
思
想 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

五
）
― 

 
 

 

大
躍
進
失
敗
後
の
飢
餓
状
態
を
救
済
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
＝
調

整
政
策
に
よ
り
農
民
の
生
産
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
党
内
で
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、

林
彪
や
華
国
鋒
の
支
持
を
バ
ッ
ク
に
戸
別
農
地
請
負
政
策
の
中
止
命
令
を
発
動
し
た
。
地
方

幹
部
の
腐
敗
や
富
民
の
出
現
を
指
摘
し
て
、
農
村
で
資
本
主
義
が
復
活
し
た
と
批
判
、
階
級

闘
争
の
必
要
性
を
主
張
し
て
、
社
会
主
義
教
育
運
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
現
実
の
農
村
は
、

党
幹
部
の
腐
敗
は
存
在
し
な
く
、
貧
民
ば
か
り
で
富
農
等
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
級
＝
資
本
主
義
復
活
の
摘
発
を
通
じ
て
党
内
主
流
派
追
放
を
目
論
ん
だ
社
会
主
義
運
動

理
論
は
、
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
奪
権
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
主
流
派
攻
撃
の
新
材
料

が
見
つ
か
る
と
、
簡
単
に
こ
の
運
動
よ
り
撤
退
し
て
い
っ
た
。
社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動

か
ら
現
実
の
実
情
調
査
を
契
機
に
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
て
行
く
政
策
の
急
転
換
に
、
毛
沢

東
の
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
戸
別
農
地
請
負
制
度 

階
級 

階
級
闘
争 

社
会
主
義
教
育
運
動 

撤
退 

 

 
 

一 
 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

 

社
会
主
義
教
育
運
動
の
研
究
史
の
現
状
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
て
、
そ
の
到

達
点
と
問
題
点
を
述
べ
て
見
た
い
。 

  

小 

倉 

正 

昭 

 

野
村
浩
一
氏
は
、
社
会
主
義
教
育
運
動
の
目
的
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
ろ
、
中
国
の
現
実
世
界
の
な
か
に
は
、
す
く
な
く
と
も
毛
沢
東

の
目
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
い
わ
ゆ
る
調
整
政
策
の
実
施
の
過
程
で
、
中
国
の
社
会
主
義
建
設

の
総
路
線
か
ら
の
は
な
は
だ
し
い
逸
脱
が
生
ま
れ
て
い
た
。
く
り
か
え
す
ま
で
も
な
く
、
と

り
わ
け
農
村
に
お
け
る
「
三
自
一
包
」（
自
留
地
、
自
由
市
場
、
自
由
経
済
、
各
戸
請
負
ー
筆

者
注
）
的
な
風
潮
の
蔓
延
で
あ
る
。・
・
・
た
し
か
に
農
業
の
各
戸
請
負
い
は
、
い
わ
ゆ
る
集

団
化
に
逆
行
す
る
道
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
農
村
に
お
け
る
両
極
分
解
を
も
た
ら

し
、
同
時
に
個
人
主
義
的
、
あ
る
い
は
少
ブ
ル
的
思
想
を
は
び
こ
ら
せ
始
め
る
。
し
か
し
問

題
は
、
む
ろ
ん
、
大
躍
進
の
挫
折
以
後
の
経
済
困
難
の
な
か
で
、
生
産
の
回
復
の
た
め
に
、

こ
う
し
た
政
策
が
ど
の
程
度
不
可
避
で
あ
っ
た
か
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
程

度
つ
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
四
年
間
の
総
括
を
へ
た

時
点
に
お
い
て
、
す
く
な
く
と
も
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
風
潮
は
、
即
刻
是
正
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
い
や
、
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
国
の
社
会
主
義
建
設

に
と
っ
て
、
ゆ
ゆ
し
き
大
事
を
呼
び
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
八
期
十
中
全

会
の
決
定
を
う
け
て
、
一
部
の
地
区
で
は
「
階
級
闘
争
を
忘
れ
る
な
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
と
、
人
民
公
社
（
生
産
大
隊
、
生
産
隊
）
の
点
検
が
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
経
理
、
財
産
、

在
庫
労
働
点
数
の
点
検
、
い
わ
ゆ
る
「
四
清
運
動
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て

ま
さ
に
こ
う
し
た
動
き
う
け
て
、
翌
六
三
年
、
い
わ
ば
毛
沢
東
の
主
導
下
に
農
村
に
お
け
る
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す
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
八
期
十
中
全

会
の
決
定
を
う
け
て
、
一
部
の
地
区
で
は
「
階
級
闘
争
を
忘
れ
る
な
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
と
、
人
民
公
社
（
生
産
大
隊
、
生
産
隊
）
の
点
検
が
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
経
理
、
財
産
、

在
庫
労
働
点
数
の
点
検
、
い
わ
ゆ
る
「
四
清
運
動
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て

ま
さ
に
こ
う
し
た
動
き
う
け
て
、
翌
六
三
年
、
い
わ
ば
毛
沢
東
の
主
導
下
に
農
村
に
お
け
る
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 The Individual Farmland Contract System and the Thought 

of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (4) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
To save the country from famine conditions resulting from the failures of the Great Leap Forward and the people’s 

commune movement and restore agricultural productivity, the farmland contract system was introduced on the 

insistence of the party’s mainstream faction of Liu Shaoqi and others. Mao Zedong agreed to it in the face of the 

famine conditions that prevailed throughout the country. However, along with improving agricultural productivity, 

Mao Zedong intended to seize power from power holders, such as Liu Shaoqi, who had been expanding their 

influence. Taking the opportunity to be supported by high-ranking members of regional offices, including Ke Qingshi 

and Wang Renzhong, and Lin Biao, Hua Guofeng, and Chen Boda, he used the existence of classes and the necessity 

of class struggle as ideological weapons even in that socialist country based on the Marxist theory, silenced the 

party’s mainstream faction, and ordered the suspension of the individual farmland contract system (maintenance 

theory of the people’s commune). Mao Zedong’s two-sided thinking (thought of Dui), which was his basic mode of 

thinking as a Chinese person, can be inferred from the fact that he changed his stance from the confirmation to the 

denial of the individual farmland contract system according to such changes in political and economical situations. 
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 The Individual Farmland Contract System and the Thought 

of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (4) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
To save the country from famine conditions resulting from the failures of the Great Leap Forward and the people’s 

commune movement and restore agricultural productivity, the farmland contract system was introduced on the 

insistence of the party’s mainstream faction of Liu Shaoqi and others. Mao Zedong agreed to it in the face of the 

famine conditions that prevailed throughout the country. However, along with improving agricultural productivity, 

Mao Zedong intended to seize power from power holders, such as Liu Shaoqi, who had been expanding their 

influence. Taking the opportunity to be supported by high-ranking members of regional offices, including Ke Qingshi 

and Wang Renzhong, and Lin Biao, Hua Guofeng, and Chen Boda, he used the existence of classes and the necessity 

of class struggle as ideological weapons even in that socialist country based on the Marxist theory, silenced the 

party’s mainstream faction, and ordered the suspension of the individual farmland contract system (maintenance 

theory of the people’s commune). Mao Zedong’s two-sided thinking (thought of Dui), which was his basic mode of 

thinking as a Chinese person, can be inferred from the fact that he changed his stance from the confirmation to the 

denial of the individual farmland contract system according to such changes in political and economical situations. 
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従
っ
て
晩
年
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
を
、
人
民
公
社
運
動
と
い
う
極
左
傾
向
の
み
と
規
定

し
て
い
る
現
在
の
毛
沢
東
研
究
は
、
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
し
て
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、

最
後
ま
で
全
く
相
異
な
る
性
質
を
持
つ
ー
左
派
と
右
派
の
両
面
に
わ
た
る
社
会
主
義
国
家
建

設
理
論
を
保
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

⑧
以
上
、
李
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
生
産
力
重
視
の
大
躍
進
＝
マ
ル
ク
ス
主

義
的
な
高
度
な
生
産
力
の
上
に
立
つ
近
代
的
社
会
主
義
建
設
と
、
生
産
関
係
を
重
視
す
る
人

民
公
社
＝
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
原
始
的
共
産
主
義
制
度
に
失
敗
し
て
も
、
二
つ
の
社
会
主
義

建
設
の
理
想
実
現
に
最
後
ま
で
頑
固
に
齧
り
つ
い
て
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型

漸
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
を
修
正
主
義
と
見
做
し
て
、
奪
権
を
推
進
し
て
行
っ
た
。 

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
と
い
う
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
社
会
主
義
国

家
建
設
の
肯
定
→
否
定
→
肯
定
へ
と
、
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
面
思
考
ー
対
の
思
考

を
繰
り
返
し
て
ー
次
々
と
臨
機
応
変
に
乗
り
換
え
て
ー
両
政
策
を
最
後
ま
で
継
続
し
て
行
こ

う
と
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー

「
対
の
思
想
」
の
展
開
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑨
最
終
的
に
人
民
公
社
の
解
体
と
農
業
の
自
由
化
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
文
革
後
の

鄧
小
平
時
代
の
一
九
八
二
年
の
全
国
人
民
代
表
会
議
で
の
こ
と
で
あ
る
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
当
初
、
中
共
上
層
部
は
農
家
経
営
請
負
制
導
入
に
は
消
極

的
で
し
た
。
し
か
し
一
九
七
八
年
一
一
月
の
安
徽
省
鳳
陽
県
小
崗
村
で
始
ま
っ
た
請
負
制
は
、

八
〇
年
九
月
に
遅
れ
た
地
域
で
も
農
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
導
入
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
、

安
徽
省
第
一
書
記
で
あ
っ
た
万
里
の
積
極
的
推
進
に
よ
り
一
九
八
〇
年
よ
り
急
速
に
普
及
し

ま
す
。
ま
た
一
九
八
二
年
一
一
月
の
人
民
代
表
者
会
議
（
中
国
の
国
会
）
に
お
い
て
「
人
民

公
社
解
体
」
が
決
定
さ
れ
、
翌
一
九
八
三
年
に
は
中
国
全
域
に
わ
た
っ
て
人
民
公
社
解
体
、

翌
一
九
八
四
年
か
ら
旧
人
民
公
社
は
「
郷
鎮
政
府
」
に
、
そ
し
て
人
民
公
社
の
付
属
機
関
で

あ
っ
た
「
社
体
企
業
」
は
「
郷
鎮
企
業
」
に
衣
替
え
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
八
年
よ

り
続
い
た
人
民
公
社
体
制
は
、
僅
か
二
〇
年
足
ら
ず
で
完
全
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
」
（
四
五
）

と
述
べ
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 

六 
 

お
わ
り
に 

 

以
上
に
述
べ
て
き
た
戸
別
農
地
請
負
政
策
＝
調
整
政
策
の
顛
末
に
つ
い
て
、
簡
単
に
要
約

す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
大
躍
進
政
策
と
人
民
公
社
制
度
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
の
惨
状
と
農
民
の
生
産
意
欲
の
減
退

を
救
済
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
に
対
し
て
、

農
民
の
飢
餓
状
態
を
救
済
す
る
こ
と
を
第
一
の
問
題
と
し
た
党
内
主
流
派
の
支
持
意
見
の
増

大
に
直
面
し
て
党
内
で
孤
立
し
た
毛
沢
東
は
、
当
初
こ
れ
に
賛
成
し
て
遂
行
さ
せ
た
。 

②
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
は
成
功
し
て
、
農
民
の
生
産
意
欲
が
向
上
し
て
、
一
九
五
六

年
の
第
六
回
党
大
会
以
前
ま
で
の
状
態
に
、
農
業
生
産
は
回
復
し
た
の
で
あ
る
。 

③
し
か
し
一
九
六
二
年
の
七
千
人
大
会
で
の
林
彪
・
華
国
鋒
の
毛
沢
東
支
持
論
や
、
陳
伯
達

の
毛
沢
東
思
想
支
持
論
を
契
機
に
し
て
、
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
へ
の
反
撃

に
出
た
の
で
あ
る
。「
社
会
主
義
国
家
下
で
の
階
級
と
階
級
闘
争
の
必
要
性
」
と
い
う
マ
ル
ク

ス
の
階
級
闘
争
理
論
を
思
想
的
武
器
に
し
て
、
党
内
指
導
部
を
屈
服
さ
せ
た
。
戸
別
農
地
請

負
制
に
中
止
命
令
を
出
し
て
、
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
論
を
強
制
し
て
い
っ
た
。 

④
大
躍
進
と
人
民
公
社
に
代
表
さ
れ
る
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
な
社
会
主
義
国

家
建
設
の
理
想
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
が
現
実
的
に
失
敗
し
た
以
後
に
お
い
て
も
、
毛
沢

東
に
堅
持
さ
れ
て
お
り
、
毛
沢
東
の
政
治
行
動
の
中
に
お
い
て
は
、
毛
沢
東
の
歳
晩
年
の
文

化
大
革
命
の
最
後
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
。 

⑤
従
来
の
研
究
史
で
、
周
恩
来
が
提
起
し
て
、
鄧
小
平
が
現
実
化
さ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

現
代
中
国
の
改
革
開
放
路
線
で
あ
る
「
四
つ
の
現
代
化
」
の
淵
源
は
、
毛
沢
東
の
欧
米
資
本

主
義
社
会
の
高
度
な
生
産
力
を
賛
美
し
て
、
こ
れ
を
模
倣
し
た
大
躍
進
政
策
に
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
周
恩
来
や
鄧
小
平
の
講
話
の
背
景
に
は
、
毛
沢
東
が
「
四
つ
の
現
代
化
」
の
提
起
を

了
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

 

注 （
一
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

岩
波
新
書 
一
一
七
頁
ー
一
一
八
頁 

一
九
八
九
年
参
照
） 

（
二
）『「
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
ー
堀
川
哲
男 

一
九 

六
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
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（
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史
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史
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同
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部 

一
九
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参
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） 

（
四
）
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毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
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江
沢
民
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部
利
夫
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東
洋
経
済
新
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社 

一
九 

九
九
年 

四
七
頁
ー
五
四
頁 

参
照
） 

（
五
）『
マ
オ
下
』（
ユ
ン
・
チ
ア
ン 

土
屋
京
子
訳 

二
五
六
頁
ー
二
五
七
頁 
講
談
社 

二 

〇
〇
六
年 

参
照
） 

（
六
）
『
中
国
の
歴
史 

両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
久
保
亨
他 

共
同
執
筆 

東
京 

大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

一
五
九
頁
ー
一
六
〇
頁 

参
照
） 

（
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

四
六
八
頁 
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刷 

一
九
九
六 

年 

参
照
） 

（
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

四
九
頁 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
一
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞 

三
一
二 

 
 
 
 

頁
ー
三
一
三
頁 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

（
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二
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沢
東
の
私
生
活
下
』( 
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文
春
文
庫 

八
八
頁 

参
照
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一
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毛
沢
東
の
私
生
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下
』( 
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文
春
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ー
九
〇
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参
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毛
沢
東
の
私
生
活
下
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李
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綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 
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照
） 

（
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五
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『
ア
ジ
ア
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歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
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近
・
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編
集
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堀
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哲
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一
九 

五
頁
ー
一
九
六
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社 
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九
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） 
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） 
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〇
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照
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二
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
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一
一
〇
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ー
一
一
一
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参
照
） 
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二
一
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〇
九
頁
参
照
） 

（
二
二
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秘
録
』（
産
経
新
聞
「
毛
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東
秘
録
」
取
材
班 

産
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新
聞 

三
〇
八
頁 

ー
三
〇
九
頁 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
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）
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活
下
』( 
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文
庫 

一
一
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一
一
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参
照
） 

（
二
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『
毛
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東
の
私
生
活
下
』( 

李
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綏 

文
春
文
庫 

一
一
〇
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（
二
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
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綏 

文
春
文
庫 

一
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三
頁
ー
一
一
四
頁
参
照
） 

（
二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
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文
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文
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（
二
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）
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文
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文
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参
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） 
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従
っ
て
晩
年
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
を
、
人
民
公
社
運
動
と
い
う
極
左
傾
向
の
み
と
規
定

し
て
い
る
現
在
の
毛
沢
東
研
究
は
、
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
し
て
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、

最
後
ま
で
全
く
相
異
な
る
性
質
を
持
つ
ー
左
派
と
右
派
の
両
面
に
わ
た
る
社
会
主
義
国
家
建

設
理
論
を
保
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

⑧
以
上
、
李
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
生
産
力
重
視
の
大
躍
進
＝
マ
ル
ク
ス
主

義
的
な
高
度
な
生
産
力
の
上
に
立
つ
近
代
的
社
会
主
義
建
設
と
、
生
産
関
係
を
重
視
す
る
人

民
公
社
＝
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
原
始
的
共
産
主
義
制
度
に
失
敗
し
て
も
、
二
つ
の
社
会
主
義

建
設
の
理
想
実
現
に
最
後
ま
で
頑
固
に
齧
り
つ
い
て
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型

漸
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
を
修
正
主
義
と
見
做
し
て
、
奪
権
を
推
進
し
て
行
っ
た
。 

こ
こ
に
お
い
て
も
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
と
い
う
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
社
会
主
義
国

家
建
設
の
肯
定
→
否
定
→
肯
定
へ
と
、
政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
面
思
考
ー
対
の
思
考

を
繰
り
返
し
て
ー
次
々
と
臨
機
応
変
に
乗
り
換
え
て
ー
両
政
策
を
最
後
ま
で
継
続
し
て
行
こ

う
と
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー

「
対
の
思
想
」
の
展
開
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑨
最
終
的
に
人
民
公
社
の
解
体
と
農
業
の
自
由
化
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
文
革
後
の

鄧
小
平
時
代
の
一
九
八
二
年
の
全
国
人
民
代
表
会
議
で
の
こ
と
で
あ
る
。 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
当
初
、
中
共
上
層
部
は
農
家
経
営
請
負
制
導
入
に
は
消
極

的
で
し
た
。
し
か
し
一
九
七
八
年
一
一
月
の
安
徽
省
鳳
陽
県
小
崗
村
で
始
ま
っ
た
請
負
制
は
、

八
〇
年
九
月
に
遅
れ
た
地
域
で
も
農
民
の
要
望
が
あ
れ
ば
導
入
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
、

安
徽
省
第
一
書
記
で
あ
っ
た
万
里
の
積
極
的
推
進
に
よ
り
一
九
八
〇
年
よ
り
急
速
に
普
及
し

ま
す
。
ま
た
一
九
八
二
年
一
一
月
の
人
民
代
表
者
会
議
（
中
国
の
国
会
）
に
お
い
て
「
人
民

公
社
解
体
」
が
決
定
さ
れ
、
翌
一
九
八
三
年
に
は
中
国
全
域
に
わ
た
っ
て
人
民
公
社
解
体
、

翌
一
九
八
四
年
か
ら
旧
人
民
公
社
は
「
郷
鎮
政
府
」
に
、
そ
し
て
人
民
公
社
の
付
属
機
関
で

あ
っ
た
「
社
体
企
業
」
は
「
郷
鎮
企
業
」
に
衣
替
え
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
八
年
よ

り
続
い
た
人
民
公
社
体
制
は
、
僅
か
二
〇
年
足
ら
ず
で
完
全
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
」
（
四
五
）

と
述
べ
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 

六 
 

お
わ
り
に 

 

以
上
に
述
べ
て
き
た
戸
別
農
地
請
負
政
策
＝
調
整
政
策
の
顛
末
に
つ
い
て
、
簡
単
に
要
約

す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
大
躍
進
政
策
と
人
民
公
社
制
度
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
の
惨
状
と
農
民
の
生
産
意
欲
の
減
退

を
救
済
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
に
対
し
て
、

農
民
の
飢
餓
状
態
を
救
済
す
る
こ
と
を
第
一
の
問
題
と
し
た
党
内
主
流
派
の
支
持
意
見
の
増

大
に
直
面
し
て
党
内
で
孤
立
し
た
毛
沢
東
は
、
当
初
こ
れ
に
賛
成
し
て
遂
行
さ
せ
た
。 

②
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
は
成
功
し
て
、
農
民
の
生
産
意
欲
が
向
上
し
て
、
一
九
五
六

年
の
第
六
回
党
大
会
以
前
ま
で
の
状
態
に
、
農
業
生
産
は
回
復
し
た
の
で
あ
る
。 

③
し
か
し
一
九
六
二
年
の
七
千
人
大
会
で
の
林
彪
・
華
国
鋒
の
毛
沢
東
支
持
論
や
、
陳
伯
達

の
毛
沢
東
思
想
支
持
論
を
契
機
に
し
て
、
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
へ
の
反
撃

に
出
た
の
で
あ
る
。「
社
会
主
義
国
家
下
で
の
階
級
と
階
級
闘
争
の
必
要
性
」
と
い
う
マ
ル
ク

ス
の
階
級
闘
争
理
論
を
思
想
的
武
器
に
し
て
、
党
内
指
導
部
を
屈
服
さ
せ
た
。
戸
別
農
地
請

負
制
に
中
止
命
令
を
出
し
て
、
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
論
を
強
制
し
て
い
っ
た
。 

④
大
躍
進
と
人
民
公
社
に
代
表
さ
れ
る
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
な
社
会
主
義
国

家
建
設
の
理
想
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
が
現
実
的
に
失
敗
し
た
以
後
に
お
い
て
も
、
毛
沢

東
に
堅
持
さ
れ
て
お
り
、
毛
沢
東
の
政
治
行
動
の
中
に
お
い
て
は
、
毛
沢
東
の
歳
晩
年
の
文

化
大
革
命
の
最
後
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
。 

⑤
従
来
の
研
究
史
で
、
周
恩
来
が
提
起
し
て
、
鄧
小
平
が
現
実
化
さ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

現
代
中
国
の
改
革
開
放
路
線
で
あ
る
「
四
つ
の
現
代
化
」
の
淵
源
は
、
毛
沢
東
の
欧
米
資
本

主
義
社
会
の
高
度
な
生
産
力
を
賛
美
し
て
、
こ
れ
を
模
倣
し
た
大
躍
進
政
策
に
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
周
恩
来
や
鄧
小
平
の
講
話
の
背
景
に
は
、
毛
沢
東
が
「
四
つ
の
現
代
化
」
の
提
起
を

了
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 
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史
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史
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史
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史
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岸
三
地
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〇
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の
あ
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他 
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東
京 

大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

一
五
九
頁
ー
一
六
〇
頁 

参
照
） 

（
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

四
六
八
頁 

第
一
刷 

一
九
九
六 

年 

参
照
） 

（
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

四
九
頁 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 
参
照
） 

（
一
一
）
『
毛
沢
東
秘
録
上
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞 

三
一
二 

 
 
 
 

頁
ー
三
一
三
頁 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

（
一
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
八
頁 

参
照
） 

（
一
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
九
頁
ー
九
〇
頁 

参
照
） 

（
一
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
五
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
編
集
＝
堀
川
哲
男 

一
九 

五
頁
ー
一
九
六
頁 

同
朋
舎
出
版
社 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他 

四
七
頁
ー
四
九
頁 

東 

洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
一
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

九
〇
頁 

参
照
） 

（
一
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

九
〇
頁
ー
九
二
頁 

参
照
） 

（
一
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

九
二
頁
ー
九
六
頁 

参
照
） 

（
一
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
〇
六
頁
ー
一
〇
七
頁
参
照
） 

（
二
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
〇
頁
ー
一
一
一
頁
参
照
） 

（
二
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
〇
八
頁
ー
一
〇
九
頁
参
照
） 

（
二
二
）
『
毛
沢
東
秘
録
』（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞 

三
〇
八
頁 

ー
三
〇
九
頁 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
二
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
五
頁
ー
一
一
六
頁
参
照
） 

（
二
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
〇
頁 

参
照
） 

（
二
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
三
頁
ー
一
一
四
頁
参
照
） 

（
二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
四
頁 

参
照
） 

（
二
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
六
頁 

参
照
） 

戸別農地請負制と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（四）― 169（82）



さ
れ
、
一
九
五
八
年
八
月
に
は
政
府
決
定
で
同
時
に
進
行
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
、
李
氏
は
、 

「
そ
の
八
月
、
共
産
党
の
政
治
局
会
議
で
二
つ
の
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。
人
民
公
社

が
ー
農
業
合
作
社
の
巨
大
な
集
合
体
が
ー
中
国
の
農
村
部
で
経
済
、
政
治
組
織
の
新
し
い
形

式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
人
民
公
社
の
設
立
運
動
は
公
式
な
も
の
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

さ
ら
に
中
国
の
鉄
鋼
生
産
を
一
年
間
に
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
増
産
の

大
部
分
は
農
家
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
土
は
熱
狂
の
過
中
に
あ
っ
た
。

主
席
は
人
民
公
社
が
す
ば
ら
し
い
と
宣
言
し
、
そ
れ
を
機
に
突
如
と
し
て
全
土
に
人
民
公
社

が
林
立
し
た
の
だ
っ
た
。
政
治
局
拡
大
会
議
が
裏
庭
の
小
さ
な
「
練
鋼
」
炉
に
依
存
し
な
が

ら
鉄
鋼
生
産
の
二
倍
増
を
決
定
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
全
土
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
炉
の
築
造
が

は
じ
ま
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
れ
も
自
分
で
見
た
い
と
言
い
だ
し
た
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い

る
。
李
氏
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
全
く
相
異
な
る
凡
そ
逆
方
向
の
二
つ
の
社
会
主
義

国
家
建
設
の
理
想
像
が
、
全
国
に
お
い
て
同
時
進
行
し
て
い
た
。 

こ
の
自
己
分
裂
し
た
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
像
の
同
時
進
行
の
過
程
に
は
、
何
一
つ

統
一
的
思
考
も
な
い
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
で
基
本
的
思

考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

④
ま
た
一
九
五
九
年
四
月
の
段
階
で
は
、
ま
だ
毛
沢
東
は
大
躍
進
運
動
と
人
民
公
社
運
動
に

確
信
を
持
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、「
共
産
党
大
八
期
中
央
委
員
会
第
七
回
全
体
会
議
（
八
期
七

中
全
会
）
が
一
九
五
九
年
四
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
上
海
で
ひ
ら
か
れ
た
と
き
も
、
毛
主
席

は
い
つ
も
の
よ
う
に
楽
天
的
で
あ
り
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
へ
の
確
信
は
見
た
目
に
も
ゆ
ら

い
で
い
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

⑤
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
ー
裏
庭
練
鋼
炉
解
体
と
貯
水
池
計
画
中
止
と
人
民
公
社
の
共
同
食
堂

廃
止
ー
は
、
一
九
五
九
年
六
月
の
毛
沢
東
の
生
地
・
湘
潭
県䗥

韶
山
の
訪
問
に
よ
る
実
体
調
査

が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
に
口
コ
ミ
で
急
速
に
全
国
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。 

⑥
そ
し
て
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
の
結
果
、
招
来
し
た
大
飢
饉
を
克
服
す
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
曽
希
聖
に
よ
る
人
民
公
社
の
共
有
地
の
分
割
＝
戸
別
農
業
請
負
制
の
導
入
は
、
一

九
六
〇
年
一
月
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
へ
の
毛
沢
東
の
妥
協
は
、
一
九
六
一
年
三
月
で
あ
り
、

毛
沢
東
に
よ
る
廃
止
の
決
定
は
、
一
九
六
二
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。 

⑦
し
か
し
大
躍
進
と
人
民
公
社
制
度
の
失
敗
に
よ
る
農
地
請
負
耕
作
制
度
の
実
施
と
毛
沢
東

に
よ
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
中
止
決
定
後
に
お
い
て
も
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
制
度
と
い

う
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
想
の
実
現
へ
の
夢
想
は
、
毛
沢
東
に
よ
り
頑
固
に
維
持
さ
れ
て

行
く
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
自
己
矛
盾
す
る
二
つ
の
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想

の
実
現
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
期
第
一
回
会
議
は
一
九
六
四
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
六
五

年
一
月
四
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
周
恩
来
が
提
出
す
る
予
定
の
「
政
府
に
関
す
る
報
告

」
に
、
毛
沢
東
は
み
ず
か
ら
の
意
見
を
数
行
ほ
ど
書
き
く
わ
え
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
毛
沢

東
は
い
ま
だ
に
大
躍
進
の
理
想
を
信
じ
て
い
な
が
ら
、
い
ま
や
そ
れ
を
別
の
文
脈
の
な
か
に

置
き
か
え
て
い
た
。
主
席
は
こ
う
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
発
展
の
月
並
み
な

途
を
え
ら
ん
で
、
ほ
か
の
者
の
あ
と
を
一
歩
ず
つ
這
う
よ
う
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
月

並
み
な
や
り
方
を
粉
砕
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
最
新
の
技
術
を
導
入
し
て
、
か
な
り
の
短
期
間

の
う
ち
に
中
国
を
強
力
か
つ
近
代
的
な
社
会
主
義
国
家
に
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

大
躍
進
の
理
想
で
あ
る
。・
・
・
中
国
の
偉
大
な
革
命
家
の
ひ
と
り
、
先
駆
者
の
孫
逸
山
（
孫

文
）
は
今
世
紀
の
初
頭
に
、
大
躍
進
が
中
国
で
実
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
・
・
・
・
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
周
恩
来
が
提
起
し
た
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
「
四
つ
の
現
代
化
」
政
策
は
、
実
際
は
毛
沢
東
が
「
大
躍
進
」
と
い
う
形
で
提

起
し
て
い
た
問
題
な
の
で
あ
る
。 

現
在
で
も
「
四
つ
の
現
代
化
」
は
、
周
恩
来
の
独
自
の
主
張
や
思
想
と
の
研
究
や
要
約
が

多
く
あ
る
。
一
九
七
五
年
一
月
一
三
日
に
第
四
期
全
国
人
民
代
表
会
議
で
、
周
恩
来
は
政
治

報
告
し
て
い
る
。
例
え
ば
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、「
更
に
そ
の
後
、
周
恩
来
は
江
青
ら
四
人
組

と
の
激
し
い
権
力
闘
争
を
強
い
ら
れ
た
が
、
最
後
ま
で
毛
沢
東
に
信
任
さ
れ
、
実
権
を
握
り

続
け
た
。
一
九
七
五
年
に
は
国
防
・
農
業
・
工
業
・
科
学
技
術
の
四
分
野
の
革
新
を
目
指
す

「
四
つ
の
現
代
化
」
を
提
唱
し
、
後
の
鄧
小
平
に
よ
る
「
改
革
・
開
放
」
の
基
盤
を
築
い
た
。

」(

四
〇)

と
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。 

ま
た
「
中
国
共
産
党
副
首
席
兼
国
務
院
総
理
（
首
相
）
の
周
恩
来
は
病
室
か
ら
直
行
し
政

治
報
告
を
行
な
っ
て
い
た
。「
第
一
歩
は
、
一
九
八
〇
ま
で
に
独
立
し
た
比
較
的
整
っ
た
工
業

体
系
と
国
民
経
済
体
系
を
打
ち
立
て
る
。
第
二
歩
は
、
今
世
紀
内
に
農
業
、
工
業
、
国
防
、

科
学
技
術
の
近
代
化
を
全
面
的
に
実
現
し
、
わ
が
国
の
国
民
経
済
を
世
界
の
前
列
に
立
た
せ

る
。
そ
う
な
れ
ば
近
代
化
し
た
社
会
主
義
の
強
国
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」 

こ

の
「
四
つ
の
近
代
化
」
は
周
恩
来
が
十
年
前
の
全
人
代
で
も
訴
え
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
発

動
さ
れ
た
毛
沢
東
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
き
た
。・
・
・
こ
の
第

四
期
全
人
代
の
期
間
中
、
周
恩
来
は
天
津
市
の
代
表
団
と
討
論
し
た
と
き
、
そ
う
語
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
「
四
つ
の
近
代
化
」
は
い
わ
ば
周
恩
来
の
“
遺
言
”
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

・
・
・
」
（
四
一
）
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。 

 

当
時
の
中
国
で
は
、
独
裁
権
力
を
握
る
共
産
党
主
席
・
毛
沢
東
の
了
承
な
し
に
は
、
何
一

つ
講
話
で
き
な
い
政
治
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
は
、 

「
三 

鄧
小
平
等
の
綱
領
『
全
党
全
国
の
諸
工
作
の
総
綱
に
つ
い
て
』（
要
点
）
一
九
七
五

年
一
〇
月
七
日
」
に
は
、「
党
の
第
一
〇
期
中
央
委
員
会
第
二
回
総
会
と
第
四
期
全
国
人
民
代

表
者
大
会
は
、
毛
主
席
の
建
議
に
基
づ
き
、
今
後
二
五
年
で
わ
が
国
の
国
民
経
済
を
発
展
さ

せ
る
と
い
う
雄
大
な
任
務
を
提
起
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
一
九
八
〇
年
ま
で
に
独
立
し
、

比
較
的
整
っ
た
工
業
大
系
と
国
民
経
済
体
系
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
段
階

は
、
今
世
紀
中
に
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
現
代
化
を
全
面
的
に
実
現
し
、
わ

が
国
の
国
民
経
済
を
世
界
の
最
前
列
に
立
た
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
／
わ
れ
わ
れ
の

一
部
の
同
志
は
い
ま
だ
に
政
治
と
経
済
、
革
命
と
生
産
の
関
係
を
形
而
上
学
的
に
と
り
あ
つ

か
い
、
い
つ
も
政
治
と
経
済
を
引
き
裂
き
、
革
命
と
生
産
を
切
り
離
し
て
、
政
治
の
み
を
語

っ
て
経
済
を
語
ら
ず
、
革
命
の
み
を
語
っ
て
生
産
を
語
ら
ず
、
生
産
に
力
を
入
れ
る
と
か
、

経
済
建
設
を
立
派
に
行
な
う
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
と
、
す
ぐ
に
「
生
産
力
論
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
修
正
主
義
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
根
本
的
に
通

用
し
な
い
も
の
で
あ
る
。（
斉
辛
著
／
村
田
・
杉
野
訳
『
華
国
鋒
政
権
成
立
前
夜
』
三
一
書
房

、
一
九
七
七
年
、
一
七
三
・
一
九
一
頁
）」
（
四
二
）
と
、
鄧
小
平
は
明
言
し
て
い
る
。 

つ
ま
り
「
四
つ
の
現
代
化
」
は
、
既
に
一
九
六
五
年
の
第
三
回
全
人
代
と
一
九
七
五
年
の

第
四
期
全
人
代
と
、
文
革
前
・
文
革
末
期
に
毛
沢
東
の
同
意
を
得
て
周
恩
来
が
提
起
し
て
い

て
、
こ
れ
が
鄧
小
平
の
改
革
・
開
放
路
線
に
繋
が
っ
て
い
る
。
文
革
前
と
文
革
末
期
に
毛
沢

東
は
、
周
恩
来
に
指
示
し
て
鄧
小
平
の
改
革
・
開
放
路
線
の
基
礎
と
な
る
「
四
つ
の
現
代
化

」
を
承
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
四
三
）。 

ま
た
大
躍
進
と
反
発
す
る
人
民
公
社
制
度
に
対
す
る
毛
沢
東
の
考
え
方
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想

は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
農
地
請
負
耕
作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ
る
の
に
人
民
公

社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う
点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ
し
た
る
問
題
で

は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、
古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
黄

河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地
ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お
る
。
私
は
黄
河

を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」
毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め
つ
つ
も
り
は
な

か
っ
た
。
」
（
四
四
）
と
述
べ
て
い
た
。 
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さ
れ
、
一
九
五
八
年
八
月
に
は
政
府
決
定
で
同
時
に
進
行
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
、
李
氏
は
、 

「
そ
の
八
月
、
共
産
党
の
政
治
局
会
議
で
二
つ
の
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。
人
民
公
社

が
ー
農
業
合
作
社
の
巨
大
な
集
合
体
が
ー
中
国
の
農
村
部
で
経
済
、
政
治
組
織
の
新
し
い
形

式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
人
民
公
社
の
設
立
運
動
は
公
式
な
も
の
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

さ
ら
に
中
国
の
鉄
鋼
生
産
を
一
年
間
に
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
増
産
の

大
部
分
は
農
家
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
土
は
熱
狂
の
過
中
に
あ
っ
た
。

主
席
は
人
民
公
社
が
す
ば
ら
し
い
と
宣
言
し
、
そ
れ
を
機
に
突
如
と
し
て
全
土
に
人
民
公
社

が
林
立
し
た
の
だ
っ
た
。
政
治
局
拡
大
会
議
が
裏
庭
の
小
さ
な
「
練
鋼
」
炉
に
依
存
し
な
が

ら
鉄
鋼
生
産
の
二
倍
増
を
決
定
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
全
土
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
炉
の
築
造
が

は
じ
ま
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
れ
も
自
分
で
見
た
い
と
言
い
だ
し
た
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い

る
。
李
氏
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
の
全
く
相
異
な
る
凡
そ
逆
方
向
の
二
つ
の
社
会
主
義

国
家
建
設
の
理
想
像
が
、
全
国
に
お
い
て
同
時
進
行
し
て
い
た
。 

こ
の
自
己
分
裂
し
た
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
像
の
同
時
進
行
の
過
程
に
は
、
何
一
つ

統
一
的
思
考
も
な
い
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
で
基
本
的
思

考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

④
ま
た
一
九
五
九
年
四
月
の
段
階
で
は
、
ま
だ
毛
沢
東
は
大
躍
進
運
動
と
人
民
公
社
運
動
に

確
信
を
持
っ
て
い
た
。
李
氏
は
、「
共
産
党
大
八
期
中
央
委
員
会
第
七
回
全
体
会
議
（
八
期
七

中
全
会
）
が
一
九
五
九
年
四
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
上
海
で
ひ
ら
か
れ
た
と
き
も
、
毛
主
席

は
い
つ
も
の
よ
う
に
楽
天
的
で
あ
り
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
へ
の
確
信
は
見
た
目
に
も
ゆ
ら

い
で
い
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

⑤
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
ー
裏
庭
練
鋼
炉
解
体
と
貯
水
池
計
画
中
止
と
人
民
公
社
の
共
同
食
堂

廃
止
ー
は
、
一
九
五
九
年
六
月
の
毛
沢
東
の
生
地
・
湘
潭
県䗥

韶
山
の
訪
問
に
よ
る
実
体
調
査

が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
に
口
コ
ミ
で
急
速
に
全
国
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。 

⑥
そ
し
て
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
の
結
果
、
招
来
し
た
大
飢
饉
を
克
服
す
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
曽
希
聖
に
よ
る
人
民
公
社
の
共
有
地
の
分
割
＝
戸
別
農
業
請
負
制
の
導
入
は
、
一

九
六
〇
年
一
月
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
へ
の
毛
沢
東
の
妥
協
は
、
一
九
六
一
年
三
月
で
あ
り
、

毛
沢
東
に
よ
る
廃
止
の
決
定
は
、
一
九
六
二
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。 

⑦
し
か
し
大
躍
進
と
人
民
公
社
制
度
の
失
敗
に
よ
る
農
地
請
負
耕
作
制
度
の
実
施
と
毛
沢
東

に
よ
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
中
止
決
定
後
に
お
い
て
も
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
制
度
と
い

う
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
想
の
実
現
へ
の
夢
想
は
、
毛
沢
東
に
よ
り
頑
固
に
維
持
さ
れ
て

行
く
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
自
己
矛
盾
す
る
二
つ
の
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想

の
実
現
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
期
第
一
回
会
議
は
一
九
六
四
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
六
五

年
一
月
四
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
周
恩
来
が
提
出
す
る
予
定
の
「
政
府
に
関
す
る
報
告

」
に
、
毛
沢
東
は
み
ず
か
ら
の
意
見
を
数
行
ほ
ど
書
き
く
わ
え
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
毛
沢

東
は
い
ま
だ
に
大
躍
進
の
理
想
を
信
じ
て
い
な
が
ら
、
い
ま
や
そ
れ
を
別
の
文
脈
の
な
か
に

置
き
か
え
て
い
た
。
主
席
は
こ
う
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
発
展
の
月
並
み
な

途
を
え
ら
ん
で
、
ほ
か
の
者
の
あ
と
を
一
歩
ず
つ
這
う
よ
う
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
月

並
み
な
や
り
方
を
粉
砕
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
最
新
の
技
術
を
導
入
し
て
、
か
な
り
の
短
期
間

の
う
ち
に
中
国
を
強
力
か
つ
近
代
的
な
社
会
主
義
国
家
に
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

大
躍
進
の
理
想
で
あ
る
。・
・
・
中
国
の
偉
大
な
革
命
家
の
ひ
と
り
、
先
駆
者
の
孫
逸
山
（
孫

文
）
は
今
世
紀
の
初
頭
に
、
大
躍
進
が
中
国
で
実
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
・
・
・
・
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
周
恩
来
が
提
起
し
た
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
「
四
つ
の
現
代
化
」
政
策
は
、
実
際
は
毛
沢
東
が
「
大
躍
進
」
と
い
う
形
で
提

起
し
て
い
た
問
題
な
の
で
あ
る
。 

現
在
で
も
「
四
つ
の
現
代
化
」
は
、
周
恩
来
の
独
自
の
主
張
や
思
想
と
の
研
究
や
要
約
が

多
く
あ
る
。
一
九
七
五
年
一
月
一
三
日
に
第
四
期
全
国
人
民
代
表
会
議
で
、
周
恩
来
は
政
治

報
告
し
て
い
る
。
例
え
ば
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、「
更
に
そ
の
後
、
周
恩
来
は
江
青
ら
四
人
組

と
の
激
し
い
権
力
闘
争
を
強
い
ら
れ
た
が
、
最
後
ま
で
毛
沢
東
に
信
任
さ
れ
、
実
権
を
握
り

続
け
た
。
一
九
七
五
年
に
は
国
防
・
農
業
・
工
業
・
科
学
技
術
の
四
分
野
の
革
新
を
目
指
す

「
四
つ
の
現
代
化
」
を
提
唱
し
、
後
の
鄧
小
平
に
よ
る
「
改
革
・
開
放
」
の
基
盤
を
築
い
た
。

」(

四
〇)

と
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。 

ま
た
「
中
国
共
産
党
副
首
席
兼
国
務
院
総
理
（
首
相
）
の
周
恩
来
は
病
室
か
ら
直
行
し
政

治
報
告
を
行
な
っ
て
い
た
。「
第
一
歩
は
、
一
九
八
〇
ま
で
に
独
立
し
た
比
較
的
整
っ
た
工
業

体
系
と
国
民
経
済
体
系
を
打
ち
立
て
る
。
第
二
歩
は
、
今
世
紀
内
に
農
業
、
工
業
、
国
防
、

科
学
技
術
の
近
代
化
を
全
面
的
に
実
現
し
、
わ
が
国
の
国
民
経
済
を
世
界
の
前
列
に
立
た
せ

る
。
そ
う
な
れ
ば
近
代
化
し
た
社
会
主
義
の
強
国
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」 

こ

の
「
四
つ
の
近
代
化
」
は
周
恩
来
が
十
年
前
の
全
人
代
で
も
訴
え
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
発

動
さ
れ
た
毛
沢
東
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
て
き
た
。・
・
・
こ
の
第

四
期
全
人
代
の
期
間
中
、
周
恩
来
は
天
津
市
の
代
表
団
と
討
論
し
た
と
き
、
そ
う
語
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
「
四
つ
の
近
代
化
」
は
い
わ
ば
周
恩
来
の
“
遺
言
”
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

・
・
・
」
（
四
一
）
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。 

 

当
時
の
中
国
で
は
、
独
裁
権
力
を
握
る
共
産
党
主
席
・
毛
沢
東
の
了
承
な
し
に
は
、
何
一

つ
講
話
で
き
な
い
政
治
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
は
、 

「
三 

鄧
小
平
等
の
綱
領
『
全
党
全
国
の
諸
工
作
の
総
綱
に
つ
い
て
』（
要
点
）
一
九
七
五

年
一
〇
月
七
日
」
に
は
、「
党
の
第
一
〇
期
中
央
委
員
会
第
二
回
総
会
と
第
四
期
全
国
人
民
代

表
者
大
会
は
、
毛
主
席
の
建
議
に
基
づ
き
、
今
後
二
五
年
で
わ
が
国
の
国
民
経
済
を
発
展
さ

せ
る
と
い
う
雄
大
な
任
務
を
提
起
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
一
九
八
〇
年
ま
で
に
独
立
し
、

比
較
的
整
っ
た
工
業
大
系
と
国
民
経
済
体
系
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
段
階

は
、
今
世
紀
中
に
、
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
現
代
化
を
全
面
的
に
実
現
し
、
わ

が
国
の
国
民
経
済
を
世
界
の
最
前
列
に
立
た
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
／
わ
れ
わ
れ
の

一
部
の
同
志
は
い
ま
だ
に
政
治
と
経
済
、
革
命
と
生
産
の
関
係
を
形
而
上
学
的
に
と
り
あ
つ

か
い
、
い
つ
も
政
治
と
経
済
を
引
き
裂
き
、
革
命
と
生
産
を
切
り
離
し
て
、
政
治
の
み
を
語

っ
て
経
済
を
語
ら
ず
、
革
命
の
み
を
語
っ
て
生
産
を
語
ら
ず
、
生
産
に
力
を
入
れ
る
と
か
、

経
済
建
設
を
立
派
に
行
な
う
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
と
、
す
ぐ
に
「
生
産
力
論
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
修
正
主
義
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
根
本
的
に
通

用
し
な
い
も
の
で
あ
る
。（
斉
辛
著
／
村
田
・
杉
野
訳
『
華
国
鋒
政
権
成
立
前
夜
』
三
一
書
房

、
一
九
七
七
年
、
一
七
三
・
一
九
一
頁
）」
（
四
二
）
と
、
鄧
小
平
は
明
言
し
て
い
る
。 

つ
ま
り
「
四
つ
の
現
代
化
」
は
、
既
に
一
九
六
五
年
の
第
三
回
全
人
代
と
一
九
七
五
年
の

第
四
期
全
人
代
と
、
文
革
前
・
文
革
末
期
に
毛
沢
東
の
同
意
を
得
て
周
恩
来
が
提
起
し
て
い

て
、
こ
れ
が
鄧
小
平
の
改
革
・
開
放
路
線
に
繋
が
っ
て
い
る
。
文
革
前
と
文
革
末
期
に
毛
沢

東
は
、
周
恩
来
に
指
示
し
て
鄧
小
平
の
改
革
・
開
放
路
線
の
基
礎
と
な
る
「
四
つ
の
現
代
化

」
を
承
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
四
三
）。 

ま
た
大
躍
進
と
反
発
す
る
人
民
公
社
制
度
に
対
す
る
毛
沢
東
の
考
え
方
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想

は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
農
地
請
負
耕
作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ
る
の
に
人
民
公

社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う
点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ
し
た
る
問
題
で

は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、
古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
黄

河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地
ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お
る
。
私
は
黄
河

を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」
毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め
つ
つ
も
り
は
な

か
っ
た
。
」
（
四
四
）
と
述
べ
て
い
た
。 
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も
は
や
あ
え
て
み
ず
か
ら
の
意
見
を
言
お
う
と
は
し
な
く
な
っ
た
。
毛
沢
東
の
階
級
お
よ
び

階
級
矛
盾
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
こ
れ
に
つ
づ
く
す
べ
て
の
追
放
に
理
論
的
な
支
柱
を
あ
た

え
、
一
九
六
六
年
に
発
動
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
と
と
も
に
最
高
潮
に
達
す
る

の
だ
。
主
席
と
意
見
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
反
革
命
、
そ
し
て
「
走
資
派
」
と
な
る

危
険
性
を
お
か
す
こ
と
で
あ
り
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
犯
罪
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。

」（
三
二
）。 

毛
沢
東
の
主
張
し
た
社
会
主
義
国
家
下
に
お
い
て
も
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
続
す
る
と
い

う
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
は
、
農
民
の
惨
状
を
救
済
し
た
い
現
実
主
義
的
な
理
性
的
人
物
の
声

を
沈
黙
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
員
で
あ
り
以
上
、
マ
ル
ク
ス
理
論
に
は
正
面
か
ら
反
対

し
て
、
こ
れ
に
背
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主

義
」
論
に
、
劉
少
奇
以
下
の
党
内
主
流
派
が
屈
服
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
至
上
主
義
に
つ
い
て
、
席
宣
・
金
春
明
氏
は
、「
党
内
に
認
識
の

不
一
致
や
論
争
が
存
在
す
る
こ
と
は
本
来
正
常
な
こ
と
で
あ
り
、
調
査
や
研
究
、
民
主
的
討

論
を
お
こ
な
え
ば
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
一
九
六
二
年
九
月
に
開
か

れ
た
八
期
十
中
全
会
と
そ
の
前
に
開
催
さ
れ
た
北
載
河
中
央
工
作
会
議
で
、
七
千
人
大
会
前

後
の
実
践
に
関
し
て
誤
っ
た
判
断
と
総
括
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
と
異
な
る
意

見
を
「
黒
暗
風
」
〔
現
状
の
社
会
主
義
を
暗
黒
と
み
な
す
風
潮
〕
、
「
単
幹
風
」
〔
生
産
を
単
独

で
請
け
負
う
風
潮
〕
、「
翻
案
風
」〔
失
脚
し
た
人
々
の
名
誉
回
復
な
ど
の
巻
き
返
し
を
お
こ
な

う
風
潮
〕
と
し
て
批
判
し
て
、
こ
の
不
一
致
を
資
本
主
義
の
道
と
社
会
主
義
の
道
の
間
の
闘

争
と
み
な
し
た
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
党
内
の
上
層
部
に
あ
ら
わ
れ
た
修
正
主
義
の
道
で
あ
る

と
し
て
、「
党
が
国
内
、
党
内
の
修
正
主
義
の
問
題
に
い
か
対
処
す
る
か
」
に
つ
い
て
提
起
し

、
階
級
闘
争
を
拡
大
化
、
絶
対
化
す
る
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
三
三
）
と

述
べ
て
、
階
級
闘
争
を
拡
大
化
、
絶
対
化
し
た
、
錯
誤
路
線
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。 

そ
し
て
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
後
に
導
入
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
否
定
し
た
毛
沢
東

は
、
彼
が
述
べ
た
「
国
内
に
ま
だ
存
在
す
る
と
規
定
し
た
三
分
の
一
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
党
内
右
派
よ
り
の
奪
権
を
目
的
と
し
た
新
た
な
る
権
力
闘
争
＝
社
会

主
義
教
育
運
動
に
闘
争
方
針
を
切
り
換
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
農
民
の
飢
餓
状
態

を
救
済
し
て
、
農
業
生
産
の
向
上
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
対
し

て
、
毛
沢
東
は
最
初
に
は
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
こ
の
制
度
が
生
産
回
復
に
成
功
し
て
、
党
中
央
幹
部
の
大
半
が
支
持
し
た
為
に
、

党
内
で
孤
立
状
態
に
お
か
れ
た
毛
沢
東
は
、
劣
勢
を
盛
り
返
す
た
め
に
林
彪
・
陳
伯
達
・
華

国
鋒
等
の
支
持
を
背
景
に
、
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
階
級
闘
争
必
要
論
を
思
想
的
武
器
に

し
て
、
主
流
派
を
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
「

資
本
主
義
の
残
滓
」
と
非
難
し
て
、
こ
の
実
験
の
中
止
命
令
を
出
す
こ
と
に
な
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
社
会
主
義
国
家
で
も
階
級
闘
争
の
必
要
性
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義

を
思
想
武
器
に
し
て
、
林
彪
等
の
後
方
支
援
を
受
け
た
毛
沢
東
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
の

肯
定
か
ら
、
こ
れ
を
否
定
し
て
行
い
っ
た
。
つ
ま
り
政
治
・
思
想
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、

毛
沢
東
の
一
八
〇
度
も
急
変
し
た
政
治
姿
勢
の
変
化
の
中
に
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的

な
思
考
方
法
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
駆
使
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

五 

毛
沢
東
の
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
顛
末 

 

本
稿
を
終
え
る
に
際
し
て
、
第
八
回
共
産
党
大
会
の
決
定
で
あ
る
「
総
路
線
」
を
骨
抜
き

に
す
る
毛
沢
東
の
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義
建
設
ー
つ
ま
り
「
大
躍
進
」
＝
欧
米
賛

美
の
高
度
に
発
展
し
た
資
本
主
義
生
産
力
を
前
提
し
た
上
に
立
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主

義
建
設
路
線
と
、「
人
民
公
社
」
＝
欧
米
資
本
主
義
を
否
定
し
た
既
存
の
生
産
性
を
前
提
と
し

た
集
団
所
有
制
・
原
始
的
平
等
分
配
性
と
い
う
生
産
関
係
重
視
を
理
想
と
す
る
非
マ
ル
ク
ス

主
義
的
社
会
主
義
・
共
産
主
義
国
家
建
設
路
線
ー
に
つ
い
て
、
李
氏
の
記
述
に
従
っ
て
、
大

躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
後
の
政
治
史
的
展
開
過
程
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

①
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
発
想
は
、
一
九
五
七
年
七
月
で
あ
り
、
そ
の
全
国
的
発
動
は
、
一
九

五
八
年
五
月
の
第
八
回
党
大
会
第
二
回
会
議
で
あ
る
。
工
業
面
の
大
躍
進
＝
裏
庭
練
鋼
炉
は
、

一
九
五
八
年
九
月
の
安
徽
省
の
省
都
合
肥
の
党
地
方
委
員
会
本
部
の
内
庭
の
視
察
が
最
初
で

あ
り
、
こ
れ
に
疑
問
を
持
っ
た
毛
沢
東
の
東
北
視
察
は
、
一
九
五
九
年
一
月
で
あ
り
、
裏
庭

練
鋼
炉
が
中
国
全
土
で
消
え
る
の
は
、
一
九
五
九
年
六
月
で
あ
る
。 

ま
た
農
業
面
の
大
躍
進
は
、「
一
九
五
八
年
の
夏
、
中
国
全
土
は
巨
大
な
貯
水
池
開
削
計
画

に
動
員
さ
れ
、
人
民
の
大
半
が
建
設
に
必
要
な
肉
体
労
働
に
参
加
し
た
。
毛
沢
東
が
陣
頭
指

揮
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
中
止
は
、
裏
庭
練
鋼
炉
と
同
じ
年
月
で
あ
る
。 

②
他
方
の
人
民
公
社
設
立
運
動
の
開
始
は
、
一
九
五
八
年
初
め
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
一
九
五
八
年
に
入
っ
て
ま
も
な
く
党
内
の
新
し
い
整
風
運
動
や
、
毛
沢
東
が
「
全
力
快

進
」
の
自
説
に
党
の
支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
す
る
努
力
に
と
も
な
っ
て
『
内
部
資
料
』
の

中
身
も
百
八
十
度
の
転
回
を
み
せ
、
全
土
を
通
じ
て
ー
な
か
ん
ず
く
農
村
地
帯
で
ー
進
み
つ

つ
あ
る
大
前
進
を
賛
美
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
朝
、
毛
沢
東
が
見
せ
て
く
れ
た
『
内
部

資
料
』
に
は
、
数
多
く
の
小
規
模
の
農
業
合
作
社
が
合
体
し
て
巨
大
な
組
織
、
つ
ま
り
人
民

公
社
に
衣
替
え
し
た
記
事
が
掲
載
し
て
あ
っ
た
・
・
・「
こ
れ
は
一
大
事
件
だ
」
と
、
主
席
は

言
っ
た
。「
人
民
公
社
と
い
う
言
葉
が
す
ば
ら
し
い
、
農
村
の
合
作
社
が
多
数
、
統
一
し
て
ひ

と
つ
の
大
き
な
人
民
公
社
を
形
成
し
た
の
だ
か
ら
な
。
公
社
は
社
会
主
義
を
共
産
主
義
に
つ

な
ぐ
懸
け
橋
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ

る
。
・
・
・
」
（
三
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
人
民
公
社
化
運
動
の
進
捗
状
態
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
た
め
に
地
方
行
脚
し
た

毛
沢
東
の
人
民
公
社
の
実
体
に
対
す
る
感
想
に
つ
い
て
、
李
氏
は
、 

「
巨
大
な
新
生
の
合
作
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
を
冠
し
て
い
た
が
、「
人
民
公
社
」
と
い
う

名
を
か
か
げ
て
い
る
の
を
実
際
に
目
に
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
「
こ
の
名
前
、

“
人
民
公
社
”
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い
！
と
、
毛
は
言
っ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
が
権
力

を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社
を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農
民
は
人
民
公
社
を
政
治
、
経
済

組
織
と
し
て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て
前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」 

三

日
後
、
山
東
で
も
毛
沢
東
は
「
人
民
公
社
す
ば
ら
し
い
！
」
と
い
う
所
感
を
反
復
す
る
。
・
・

・
そ
れ
は
党
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
書
記
か
ら
中
国
の
合
作
社
か
ら
巨
大
な
人
民
公
社
に
転

換
さ
せ
る
新
し
い
“
皇
帝
の
勅
令
”
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た
。
行
政
機
関
と
農
業
生
産
を
合

体
さ
せ
、
農
村
地
帯
に
お
け
る
共
産
党
権
力
の
基
盤
と
な
る
組
織
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
三

五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
人
民
公
社
制
度
に
よ
る
共
産
主
義
社
会
実
現
の
理
想
は
、
現
実
の
農
民
の
生
活

実
体
を
無
視
し
た
政
策
で
あ
り
、
毛
沢
東
を
畏
れ
る
党
幹
部
の
政
治
的
圧
力
で
強
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
李
氏
は
、 

「
田
は
新
し
い
「
人
民
公
社
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
。
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

田
家
英
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
に
高
級
合
作
社
が
導
入
さ
れ
た
と
き
、
農
民
た
ち

は
党
中
央
の
気
が
早
す
ぎ
る
と
苦
情
を
申
し
立
て
た
。
下
級
合
作
社
の
管
理
が
ま
だ
軌
道
に

の
ら
な
い
う
ち
に
高
級
合
作
社
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
ま
や
も
っ
と
高

度
な
形
式
の
組
織
体
ー
人
民
公
社
制
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
経
済
的
な
見
地
か

ら
不
健
全
で
あ
り
、
各
省
の
指
導
者
に
と
っ
て
毛
主
席
の
鞭
を
さ
け
る
逃
げ
途
と
な
る
一
方
、

主
席
に
取
り
入
る
新
し
い
道
具
に
な
る
と
田
家
英
は
思
っ
た
」
（
三
六
）
と
述
べ
る
。 

③
以
上
に
述
べ
た
様
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
と
は
、
毛
沢
東
に
お
い
て
約
一
年
違
い
で
発
想
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も
は
や
あ
え
て
み
ず
か
ら
の
意
見
を
言
お
う
と
は
し
な
く
な
っ
た
。
毛
沢
東
の
階
級
お
よ
び

階
級
矛
盾
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
こ
れ
に
つ
づ
く
す
べ
て
の
追
放
に
理
論
的
な
支
柱
を
あ
た

え
、
一
九
六
六
年
に
発
動
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
と
と
も
に
最
高
潮
に
達
す
る

の
だ
。
主
席
と
意
見
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
反
革
命
、
そ
し
て
「
走
資
派
」
と
な
る

危
険
性
を
お
か
す
こ
と
で
あ
り
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
犯
罪
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。

」（
三
二
）。 

毛
沢
東
の
主
張
し
た
社
会
主
義
国
家
下
に
お
い
て
も
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
続
す
る
と
い

う
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
は
、
農
民
の
惨
状
を
救
済
し
た
い
現
実
主
義
的
な
理
性
的
人
物
の
声

を
沈
黙
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
共
産
党
員
で
あ
り
以
上
、
マ
ル
ク
ス
理
論
に
は
正
面
か
ら
反
対

し
て
、
こ
れ
に
背
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主

義
」
論
に
、
劉
少
奇
以
下
の
党
内
主
流
派
が
屈
服
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
至
上
主
義
に
つ
い
て
、
席
宣
・
金
春
明
氏
は
、「
党
内
に
認
識
の

不
一
致
や
論
争
が
存
在
す
る
こ
と
は
本
来
正
常
な
こ
と
で
あ
り
、
調
査
や
研
究
、
民
主
的
討

論
を
お
こ
な
え
ば
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
は
一
九
六
二
年
九
月
に
開
か

れ
た
八
期
十
中
全
会
と
そ
の
前
に
開
催
さ
れ
た
北
載
河
中
央
工
作
会
議
で
、
七
千
人
大
会
前

後
の
実
践
に
関
し
て
誤
っ
た
判
断
と
総
括
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
と
異
な
る
意

見
を
「
黒
暗
風
」
〔
現
状
の
社
会
主
義
を
暗
黒
と
み
な
す
風
潮
〕
、
「
単
幹
風
」
〔
生
産
を
単
独

で
請
け
負
う
風
潮
〕
、「
翻
案
風
」〔
失
脚
し
た
人
々
の
名
誉
回
復
な
ど
の
巻
き
返
し
を
お
こ
な

う
風
潮
〕
と
し
て
批
判
し
て
、
こ
の
不
一
致
を
資
本
主
義
の
道
と
社
会
主
義
の
道
の
間
の
闘

争
と
み
な
し
た
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
党
内
の
上
層
部
に
あ
ら
わ
れ
た
修
正
主
義
の
道
で
あ
る

と
し
て
、「
党
が
国
内
、
党
内
の
修
正
主
義
の
問
題
に
い
か
対
処
す
る
か
」
に
つ
い
て
提
起
し

、
階
級
闘
争
を
拡
大
化
、
絶
対
化
す
る
と
い
う
誤
り
を
お
か
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
三
三
）
と

述
べ
て
、
階
級
闘
争
を
拡
大
化
、
絶
対
化
し
た
、
錯
誤
路
線
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。 

そ
し
て
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
後
に
導
入
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
否
定
し
た
毛
沢
東

は
、
彼
が
述
べ
た
「
国
内
に
ま
だ
存
在
す
る
と
規
定
し
た
三
分
の
一
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
党
内
右
派
よ
り
の
奪
権
を
目
的
と
し
た
新
た
な
る
権
力
闘
争
＝
社
会

主
義
教
育
運
動
に
闘
争
方
針
を
切
り
換
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
農
民
の
飢
餓
状
態

を
救
済
し
て
、
農
業
生
産
の
向
上
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
に
対
し

て
、
毛
沢
東
は
最
初
に
は
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
こ
の
制
度
が
生
産
回
復
に
成
功
し
て
、
党
中
央
幹
部
の
大
半
が
支
持
し
た
為
に
、

党
内
で
孤
立
状
態
に
お
か
れ
た
毛
沢
東
は
、
劣
勢
を
盛
り
返
す
た
め
に
林
彪
・
陳
伯
達
・
華

国
鋒
等
の
支
持
を
背
景
に
、
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
階
級
闘
争
必
要
論
を
思
想
的
武
器
に

し
て
、
主
流
派
を
「
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
」
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
「

資
本
主
義
の
残
滓
」
と
非
難
し
て
、
こ
の
実
験
の
中
止
命
令
を
出
す
こ
と
に
な
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
社
会
主
義
国
家
で
も
階
級
闘
争
の
必
要
性
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義

を
思
想
武
器
に
し
て
、
林
彪
等
の
後
方
支
援
を
受
け
た
毛
沢
東
は
、
戸
別
農
地
請
負
制
度
の

肯
定
か
ら
、
こ
れ
を
否
定
し
て
行
い
っ
た
。
つ
ま
り
政
治
・
思
想
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、

毛
沢
東
の
一
八
〇
度
も
急
変
し
た
政
治
姿
勢
の
変
化
の
中
に
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的

な
思
考
方
法
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
駆
使
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

五 

毛
沢
東
の
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
顛
末 

 
本
稿
を
終
え
る
に
際
し
て
、
第
八
回
共
産
党
大
会
の
決
定
で
あ
る
「
総
路
線
」
を
骨
抜
き

に
す
る
毛
沢
東
の
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義
建
設
ー
つ
ま
り
「
大
躍
進
」
＝
欧
米
賛

美
の
高
度
に
発
展
し
た
資
本
主
義
生
産
力
を
前
提
し
た
上
に
立
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主

義
建
設
路
線
と
、「
人
民
公
社
」
＝
欧
米
資
本
主
義
を
否
定
し
た
既
存
の
生
産
性
を
前
提
と
し

た
集
団
所
有
制
・
原
始
的
平
等
分
配
性
と
い
う
生
産
関
係
重
視
を
理
想
と
す
る
非
マ
ル
ク
ス

主
義
的
社
会
主
義
・
共
産
主
義
国
家
建
設
路
線
ー
に
つ
い
て
、
李
氏
の
記
述
に
従
っ
て
、
大

躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
後
の
政
治
史
的
展
開
過
程
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

①
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
発
想
は
、
一
九
五
七
年
七
月
で
あ
り
、
そ
の
全
国
的
発
動
は
、
一
九

五
八
年
五
月
の
第
八
回
党
大
会
第
二
回
会
議
で
あ
る
。
工
業
面
の
大
躍
進
＝
裏
庭
練
鋼
炉
は
、

一
九
五
八
年
九
月
の
安
徽
省
の
省
都
合
肥
の
党
地
方
委
員
会
本
部
の
内
庭
の
視
察
が
最
初
で

あ
り
、
こ
れ
に
疑
問
を
持
っ
た
毛
沢
東
の
東
北
視
察
は
、
一
九
五
九
年
一
月
で
あ
り
、
裏
庭

練
鋼
炉
が
中
国
全
土
で
消
え
る
の
は
、
一
九
五
九
年
六
月
で
あ
る
。 

ま
た
農
業
面
の
大
躍
進
は
、「
一
九
五
八
年
の
夏
、
中
国
全
土
は
巨
大
な
貯
水
池
開
削
計
画

に
動
員
さ
れ
、
人
民
の
大
半
が
建
設
に
必
要
な
肉
体
労
働
に
参
加
し
た
。
毛
沢
東
が
陣
頭
指

揮
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
中
止
は
、
裏
庭
練
鋼
炉
と
同
じ
年
月
で
あ
る
。 

②
他
方
の
人
民
公
社
設
立
運
動
の
開
始
は
、
一
九
五
八
年
初
め
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
一
九
五
八
年
に
入
っ
て
ま
も
な
く
党
内
の
新
し
い
整
風
運
動
や
、
毛
沢
東
が
「
全
力
快

進
」
の
自
説
に
党
の
支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
す
る
努
力
に
と
も
な
っ
て
『
内
部
資
料
』
の

中
身
も
百
八
十
度
の
転
回
を
み
せ
、
全
土
を
通
じ
て
ー
な
か
ん
ず
く
農
村
地
帯
で
ー
進
み
つ

つ
あ
る
大
前
進
を
賛
美
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
朝
、
毛
沢
東
が
見
せ
て
く
れ
た
『
内
部

資
料
』
に
は
、
数
多
く
の
小
規
模
の
農
業
合
作
社
が
合
体
し
て
巨
大
な
組
織
、
つ
ま
り
人
民

公
社
に
衣
替
え
し
た
記
事
が
掲
載
し
て
あ
っ
た
・
・
・「
こ
れ
は
一
大
事
件
だ
」
と
、
主
席
は

言
っ
た
。「
人
民
公
社
と
い
う
言
葉
が
す
ば
ら
し
い
、
農
村
の
合
作
社
が
多
数
、
統
一
し
て
ひ

と
つ
の
大
き
な
人
民
公
社
を
形
成
し
た
の
だ
か
ら
な
。
公
社
は
社
会
主
義
を
共
産
主
義
に
つ

な
ぐ
懸
け
橋
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ

る
。
・
・
・
」
（
三
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
人
民
公
社
化
運
動
の
進
捗
状
態
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
た
め
に
地
方
行
脚
し
た

毛
沢
東
の
人
民
公
社
の
実
体
に
対
す
る
感
想
に
つ
い
て
、
李
氏
は
、 

「
巨
大
な
新
生
の
合
作
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
を
冠
し
て
い
た
が
、「
人
民
公
社
」
と
い
う

名
を
か
か
げ
て
い
る
の
を
実
際
に
目
に
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
「
こ
の
名
前
、

“
人
民
公
社
”
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い
！
と
、
毛
は
言
っ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
が
権
力

を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社
を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農
民
は
人
民
公
社
を
政
治
、
経
済

組
織
と
し
て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て
前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」 

三

日
後
、
山
東
で
も
毛
沢
東
は
「
人
民
公
社
す
ば
ら
し
い
！
」
と
い
う
所
感
を
反
復
す
る
。
・
・

・
そ
れ
は
党
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
書
記
か
ら
中
国
の
合
作
社
か
ら
巨
大
な
人
民
公
社
に
転

換
さ
せ
る
新
し
い
“
皇
帝
の
勅
令
”
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た
。
行
政
機
関
と
農
業
生
産
を
合

体
さ
せ
、
農
村
地
帯
に
お
け
る
共
産
党
権
力
の
基
盤
と
な
る
組
織
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
三

五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
人
民
公
社
制
度
に
よ
る
共
産
主
義
社
会
実
現
の
理
想
は
、
現
実
の
農
民
の
生
活

実
体
を
無
視
し
た
政
策
で
あ
り
、
毛
沢
東
を
畏
れ
る
党
幹
部
の
政
治
的
圧
力
で
強
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
李
氏
は
、 

「
田
は
新
し
い
「
人
民
公
社
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
。
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

田
家
英
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
に
高
級
合
作
社
が
導
入
さ
れ
た
と
き
、
農
民
た
ち

は
党
中
央
の
気
が
早
す
ぎ
る
と
苦
情
を
申
し
立
て
た
。
下
級
合
作
社
の
管
理
が
ま
だ
軌
道
に

の
ら
な
い
う
ち
に
高
級
合
作
社
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
ま
や
も
っ
と
高

度
な
形
式
の
組
織
体
ー
人
民
公
社
制
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
経
済
的
な
見
地
か

ら
不
健
全
で
あ
り
、
各
省
の
指
導
者
に
と
っ
て
毛
主
席
の
鞭
を
さ
け
る
逃
げ
途
と
な
る
一
方
、

主
席
に
取
り
入
る
新
し
い
道
具
に
な
る
と
田
家
英
は
思
っ
た
」
（
三
六
）
と
述
べ
る
。 

③
以
上
に
述
べ
た
様
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
と
は
、
毛
沢
東
に
お
い
て
約
一
年
違
い
で
発
想
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に
右
に
傾
い
て
い
る
」
。
党
主
席
が
、
か
り
そ
め
に
も
副
主
席
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
経
済
担
当

の
重
要
人
物
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
と
き
め
つ
け
、
常
に
右
に
傾
い
て
い
る
と
非
難
す
る
の

は
、
ま
さ
に
扇
動
的
で
あ
る
。
陳
雲
は
、
党
中
央
の
序
列
で
は
彭
徳
海
よ
り
ず
っ
と
高
か
っ

た
。
主
席
の
か
か
る
非
難
は
党
を
分
裂
さ
せ
か
ね
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
二
七
）。 

人
民
公
社
を
解
体
し
て
、
土
地
を
農
民
に
返
還
す
る
政
策
変
更
や
農
地
請
負
耕
作
制
度
は
、

農
民
を
飢
餓
か
ら
救
い
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

毛
沢
東
に
は
社
会
主
義
建
設
を
妨
害
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。 

毛
沢
東
は
、
陳
雲
の
農
民
へ
の
土
地
返
還
政
策
、
つ
ま
り
人
民
公
社
制
度
の
部
分
的
解
体
論

を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
発
動
に
際
し
て
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
計
画
経
済
を
主
張
す
る
穏
健

派
を
捩
じ
伏
せ
る
方
策
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
援
用
し
た
。
そ
し
て
途

方
も
な
い
高
い
農
工
業
の
生
産
目
標
を
急
速
に
実
現
す
る
為
に
、「
右
派
分
子
・
修
正
主
義
者

に
な
る
ぞ
」
と
脅
か
し
て
、
党
内
主
流
派
＝
慎
重
派
を
捩
じ
伏
せ
て
強
行
し
た
。 

し
か
し
大
躍
進
の
現
実
的
な
失
敗
後
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
が
主
導
し
た
農
地
戸
別
請
負

制
度
批
判
に
お
い
て
は
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
援
用
し
て
、
こ

れ
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
と
肯
定
＝
対
の
思
想
を
縦

横
無
尽
に
駆
使
し
て
、
自
己
の
理
想
を
党
内
指
導
部
に
強
制
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
理
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
理
論
の
援
用
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
沢
東
は
ま
さ
に
“
黄
河
”
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
お

し
ま
く
る
決
意
を
か
た
め
て
い
た
。
一
九
六
二
年
の
夏
、
ず
っ
と
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
毛
主

席
は
ふ
た
つ
の
大
き
な
党
会
議
を
招
集
す
る
つ
も
り
だ
と
私
に
告
げ
た
と
き
、
い
よ
い
よ
逆

襲
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
私
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、
一
体
だ
れ

が
最
初
の
攻
撃
を
う
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
の
党
会
議
は
八
月
六
日
に
北

載
河
で
ひ
ら
か
れ
た
。
各
省
の
第
一
書
記
、
閣
僚
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
指
導
者
た
ち
に

よ
る
、
か
な
り
の
小
さ
な
集
ま
り
だ
っ
た
。
主
席
は
「
階
級
、
状
況
、
そ
し
て
矛
盾
」
と
題

す
る
講
話
を
お
こ
な
っ
た
。
毛
は
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
期
間
中
、
多
く
の
時
間
を
さ
い
て
、

み
ず
か
ら
の
党
に
仕
掛
け
よ
う
と
し
か
け
よ
う
す
る
攻
撃
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
用
語
つ
か

っ
て
理
論
的
に
正
当
化
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て

党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に

は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も

ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ

た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、
あ
る
い
は
追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向

け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
統
化
の
根
拠
は
、
社
会
主
義
の
導
入
と

と
も
に
階
級
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
議
論
だ
っ
た
。
私
有
財
産
を
共
有
化
し
た

あ
と
に
な
っ
て
も
、
ま
た
階
級
は
存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
階
級
闘
争
は

つ
づ
く
と
毛
は
述
べ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
、
そ
し
て
資
本
主

義
へ
の
途
と
社
会
主
義
へ
の
途
と
の
矛
盾
も
存
続
し
つ
づ
け
、
階
級
闘
争
も
ま
た
継
続
さ
れ

る
と
し
た
。
翌
月
、
す
な
わ
ち
一
九
六
二
年
九
月
に
ひ
ら
か
れ
た
第
八
期
中
央
委
員
会
第
十

回
全
体
会
議
（
八
期
十
中
全
会
）
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
反
撃
用
の

理
論
的
な
正
当
化
は
、
さ
ら
に
緻
密
な
も
の
と
な
っ
た
。
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
続
し
つ
づ

け
る
ば
か
り
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
闘
争
は
長
期
間
に
わ

っ
た
っ
て
時
に
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
毛
は
断
じ
た
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
か
ら

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
へ
と
い
た
る
歴
史
的
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
し
て
何
十
年
か
、
あ
る
い

は
も
っ
と
つ
づ
く
か
も
し
れ
な
い
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
と
い
た
る
過
渡
期
に
お
い
て

も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
階
級
闘
争
、
資
本
主
義
へ
の
途
と
社
会

主
義
へ
の
途
と
の
闘
争
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
」
。
中
国
は
い
ま
や
資
本
主
義
復
活
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
が
、
情
け
容
赦
な
い
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
そ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
の
記
述
と
同
様
の
内
容
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

「
自
分
は
圧
力
を
受
け
て
き
た
と
激
怒
し
た
北
載
河
会
議
の
基
調
講
話
で
、
毛
沢
東
は
開

口
一
番
、「
社
会
主
義
国
家
に
果
た
し
て
階
級
は
存
在
す
る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
、
参
会
者

は
面
食
ら
わ
せ
た
。
毛
沢
東
自
身
の
解
答
は
「
階
級
も
、
従
っ
て
階
級
闘
争
も
、
間
違
い
な

く
存
在
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。・
・
・
持
論
で
あ
る
「
継
続
革
命
論
」
を
毛
沢
東
が
改

め
て
よ
り
強
い
形
で
持
ち
出
し
、「
階
級
闘
争
を
年
々
語
り
、
月
々
か
た
り
、
日
々
語
ら
ね
ば

な
ら
な
い
」「
万
が
一
に
も
階
級
闘
争
を
忘
れ
る
な
」
と
警
告
し
た
の
は
、
経
済
調
整
政
策
へ

の
危
機
感
が
い
か
に
強
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
毛
沢
東
が
北
載
河
会
議
で
「
単
幹
風
（

個
人
経
営
の
風
潮
）
」
を
激
し
く
批
判
し
た
の
は
、
そ
の
表
れ
だ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
「
単
幹

風
」
は
戸
別
請
負
を
指
し
て
お
り
、
戸
別
請
負
を
支
持
し
た
中
央
農
村
工
作
部
部
長
の
鄧
子

恢
が
「
資
本
主
義
農
業
専
門
家
」
と
集
中
的
に
攻
撃
さ
れ
た
。
あ
る
参
会
者
が
「
農
民
が
望

ん
だ
」
と
反
論
す
る
と
、
毛
沢
東
は
「
違
う
、
風
は
上
層
部
か
ら
吹
い
て
い
る
」
と
暗
に
劉

少
奇
、
鄧
小
平
、
陳
雲
ら
を
当
て
こ
す
っ
た
」
（
二
九
）。 

こ
の
よ
う
に
政
治
的
窮
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
毛
沢
東
は
、
勢
力
挽
回
の
た
め
に
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
て
、
社
会
主
義
国
家
成
立
後
に
お
い
て
も
、
階
級
の
存
在
と
階
級
闘

争
の
必
要
性
を
強
調
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政
治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
利
用
し
て
、「
中
国
は
い
ま
や
資
本
主
義
復
活
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
が
、
情
け
容
赦
な
い
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
そ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
」（
三
〇
）
と
、
自
己
の
信
念
で
あ
る
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
の

実
現
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
階
級
闘
争
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。 

こ
の
結
果
、
一
九
六
二
年
の
夏
に
は
、
人
民
大
衆
を
飢
餓
か
ら
救
う
た
め
に
、
劉
少
奇
や

鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
支
援
し
て
推
進
し
て
き
た
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
た

戸
別
農
地
請
負
制
度
を
否
定
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
農
地
の
戸
別
請
負
耕
作
制
を
資
本
主
義
の
残
滓
の
一
例
だ
と
み
な
し
、
こ
の

方
式
を
中
止
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
か
か
る
政
策
を
唱
導
す
る
者
は
資
本
主
義
者
で
あ
り
、

追
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
毛
は
全
国
の
農
業
指
導
に
責
任
を
負
う
鄧
子
恢
と

寥
魯
言
の
両
人
を
攻
撃
し
た
。
党
中
央
の
農
村
工
作
部
長
と
し
て
、
私
が
第
一
組
に
く
わ
わ

っ
た
一
九
五
〇
年
第
の
半
ば
か
ら
ず
っ
と
農
業
政
策
の
よ
り
穏
健
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
助
長
し

て
き
た
鄧
子
恢
は
、
十
年
間
に
わ
た
る
長
い
経
歴
を
持
つ
右
派
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
農
業

相
の
寥
魯
言
は
、
大
躍
進
の
行
き
詰
ま
り
は
天
候
よ
り
も
政
策
に
関
連
し
て
い
る
と
論
じ
た

た
め
、
修
正
主
義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
。
安
徽
省
の
曽
希
聖
第
一
書
記
は
、
会
議
終

了
後
に
追
放
さ
れ
た
最
初
の
地
方
指
導
者
の
ひ
と
り
だ
。
こ
の
地
方
で
成
功
を
お
さ
め
た
農

業
の
実
験
は
打
ち
切
り
を
命
じ
ら
れ
、
す
で
に
貧
し
く
苦
難
に
あ
え
い
で
い
る
地
域
の
農
業

生
産
は
さ
ら
に
低
下
し
た
。
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
＝
右
派
を
抑
え
て
、
権
力
闘
争
に
勝
利

し
て
実
権
を
握
る
た
め
に
は
、
人
民
大
衆
の
生
命
や
生
活
の
こ
と
な
ぞ
に
、
全
く
関
心
や
情

熱
が
な
か
っ
た
。
続
け
て
李
氏
は
、
農
民
の
惨
状
を
救
済
す
る
た
め
の
戸
別
農
地
請
負
制
度

の
中
途
挫
折
の
顛
末
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
六
二
年
の
秋
は
毛
沢
東
と
共
産
党
に
と
っ
て
ま
さ
に
転
換
点
だ
っ
た
。
階
級
闘
争

が
社
会
主
義
の
も
と
に
お
い
て
も
存
続
し
つ
づ
け
る
と
い
う
主
張
は
効
果
的
に
理
性
の
声
を
、

ま
た
潜
在
的
な
異
議
申
し
立
て
の
声
を
黙
り
こ
ま
せ
た
。
七
千
人
大
会
を
特
徴
づ
け
た
開
放

性
と
大
胆
さ
は
逆
転
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
心
か
ら
国
の
た
め
を
思
っ
て
い
た
人
々
、
ま

た
農
業
生
産
は
集
団
性
お
よ
び
幹
部
の
手
か
ら
農
業
経
営
の
責
任
を
と
り
あ
げ
、
個
別
の
農

民
に
さ
し
も
ど
す
こ
と
で
も
っ
と
も
よ
く
そ
の
要
求
が
み
た
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
人
々
は
、
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に
右
に
傾
い
て
い
る
」
。
党
主
席
が
、
か
り
そ
め
に
も
副
主
席
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
経
済
担
当

の
重
要
人
物
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
と
き
め
つ
け
、
常
に
右
に
傾
い
て
い
る
と
非
難
す
る
の

は
、
ま
さ
に
扇
動
的
で
あ
る
。
陳
雲
は
、
党
中
央
の
序
列
で
は
彭
徳
海
よ
り
ず
っ
と
高
か
っ

た
。
主
席
の
か
か
る
非
難
は
党
を
分
裂
さ
せ
か
ね
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
二
七
）。 

人
民
公
社
を
解
体
し
て
、
土
地
を
農
民
に
返
還
す
る
政
策
変
更
や
農
地
請
負
耕
作
制
度
は
、

農
民
を
飢
餓
か
ら
救
い
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

毛
沢
東
に
は
社
会
主
義
建
設
を
妨
害
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。 

毛
沢
東
は
、
陳
雲
の
農
民
へ
の
土
地
返
還
政
策
、
つ
ま
り
人
民
公
社
制
度
の
部
分
的
解
体
論

を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
発
動
に
際
し
て
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
計
画
経
済
を
主
張
す
る
穏
健

派
を
捩
じ
伏
せ
る
方
策
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ
ル
ク
ス
批
判
を
援
用
し
た
。
そ
し
て
途

方
も
な
い
高
い
農
工
業
の
生
産
目
標
を
急
速
に
実
現
す
る
為
に
、「
右
派
分
子
・
修
正
主
義
者

に
な
る
ぞ
」
と
脅
か
し
て
、
党
内
主
流
派
＝
慎
重
派
を
捩
じ
伏
せ
て
強
行
し
た
。 

し
か
し
大
躍
進
の
現
実
的
な
失
敗
後
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
が
主
導
し
た
農
地
戸
別
請
負

制
度
批
判
に
お
い
て
は
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
援
用
し
て
、
こ

れ
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
と
肯
定
＝
対
の
思
想
を
縦

横
無
尽
に
駆
使
し
て
、
自
己
の
理
想
を
党
内
指
導
部
に
強
制
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
理
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
理
論
の
援
用
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
沢
東
は
ま
さ
に
“
黄
河
”
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
お

し
ま
く
る
決
意
を
か
た
め
て
い
た
。
一
九
六
二
年
の
夏
、
ず
っ
と
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
毛
主

席
は
ふ
た
つ
の
大
き
な
党
会
議
を
招
集
す
る
つ
も
り
だ
と
私
に
告
げ
た
と
き
、
い
よ
い
よ
逆

襲
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
私
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、
一
体
だ
れ

が
最
初
の
攻
撃
を
う
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
の
党
会
議
は
八
月
六
日
に
北

載
河
で
ひ
ら
か
れ
た
。
各
省
の
第
一
書
記
、
閣
僚
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
指
導
者
た
ち
に

よ
る
、
か
な
り
の
小
さ
な
集
ま
り
だ
っ
た
。
主
席
は
「
階
級
、
状
況
、
そ
し
て
矛
盾
」
と
題

す
る
講
話
を
お
こ
な
っ
た
。
毛
は
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
期
間
中
、
多
く
の
時
間
を
さ
い
て
、

み
ず
か
ら
の
党
に
仕
掛
け
よ
う
と
し
か
け
よ
う
す
る
攻
撃
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
用
語
つ
か

っ
て
理
論
的
に
正
当
化
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て

党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に

は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も

ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ

た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、
あ
る
い
は
追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向

け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
統
化
の
根
拠
は
、
社
会
主
義
の
導
入
と

と
も
に
階
級
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
議
論
だ
っ
た
。
私
有
財
産
を
共
有
化
し
た

あ
と
に
な
っ
て
も
、
ま
た
階
級
は
存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
階
級
闘
争
は

つ
づ
く
と
毛
は
述
べ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
、
そ
し
て
資
本
主

義
へ
の
途
と
社
会
主
義
へ
の
途
と
の
矛
盾
も
存
続
し
つ
づ
け
、
階
級
闘
争
も
ま
た
継
続
さ
れ

る
と
し
た
。
翌
月
、
す
な
わ
ち
一
九
六
二
年
九
月
に
ひ
ら
か
れ
た
第
八
期
中
央
委
員
会
第
十

回
全
体
会
議
（
八
期
十
中
全
会
）
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
反
撃
用
の

理
論
的
な
正
当
化
は
、
さ
ら
に
緻
密
な
も
の
と
な
っ
た
。
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
続
し
つ
づ

け
る
ば
か
り
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
闘
争
は
長
期
間
に
わ

っ
た
っ
て
時
に
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
毛
は
断
じ
た
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
か
ら

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
へ
と
い
た
る
歴
史
的
期
間
に
お
い
て
は
、
そ
し
て
何
十
年
か
、
あ
る
い

は
も
っ
と
つ
づ
く
か
も
し
れ
な
い
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
と
い
た
る
過
渡
期
に
お
い
て

も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
階
級
闘
争
、
資
本
主
義
へ
の
途
と
社
会

主
義
へ
の
途
と
の
闘
争
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
」
。
中
国
は
い
ま
や
資
本
主
義
復
活
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
が
、
情
け
容
赦
な
い
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
そ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
の
記
述
と
同
様
の
内
容
は
、
『
毛
沢
東
秘
録
』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

「
自
分
は
圧
力
を
受
け
て
き
た
と
激
怒
し
た
北
載
河
会
議
の
基
調
講
話
で
、
毛
沢
東
は
開

口
一
番
、「
社
会
主
義
国
家
に
果
た
し
て
階
級
は
存
在
す
る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
、
参
会
者

は
面
食
ら
わ
せ
た
。
毛
沢
東
自
身
の
解
答
は
「
階
級
も
、
従
っ
て
階
級
闘
争
も
、
間
違
い
な

く
存
在
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。・
・
・
持
論
で
あ
る
「
継
続
革
命
論
」
を
毛
沢
東
が
改

め
て
よ
り
強
い
形
で
持
ち
出
し
、「
階
級
闘
争
を
年
々
語
り
、
月
々
か
た
り
、
日
々
語
ら
ね
ば

な
ら
な
い
」「
万
が
一
に
も
階
級
闘
争
を
忘
れ
る
な
」
と
警
告
し
た
の
は
、
経
済
調
整
政
策
へ

の
危
機
感
が
い
か
に
強
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
毛
沢
東
が
北
載
河
会
議
で
「
単
幹
風
（

個
人
経
営
の
風
潮
）
」
を
激
し
く
批
判
し
た
の
は
、
そ
の
表
れ
だ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
「
単
幹

風
」
は
戸
別
請
負
を
指
し
て
お
り
、
戸
別
請
負
を
支
持
し
た
中
央
農
村
工
作
部
部
長
の
鄧
子

恢
が
「
資
本
主
義
農
業
専
門
家
」
と
集
中
的
に
攻
撃
さ
れ
た
。
あ
る
参
会
者
が
「
農
民
が
望

ん
だ
」
と
反
論
す
る
と
、
毛
沢
東
は
「
違
う
、
風
は
上
層
部
か
ら
吹
い
て
い
る
」
と
暗
に
劉

少
奇
、
鄧
小
平
、
陳
雲
ら
を
当
て
こ
す
っ
た
」
（
二
九
）。 

こ
の
よ
う
に
政
治
的
窮
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
毛
沢
東
は
、
勢
力
挽
回
の
た
め
に
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
て
、
社
会
主
義
国
家
成
立
後
に
お
い
て
も
、
階
級
の
存
在
と
階
級
闘

争
の
必
要
性
を
強
調
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政
治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
利
用
し
て
、「
中
国
は
い
ま
や
資
本
主
義
復
活
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
が
、
情
け
容
赦
な
い
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
そ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
」（
三
〇
）
と
、
自
己
の
信
念
で
あ
る
「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
の

実
現
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
階
級
闘
争
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。 

こ
の
結
果
、
一
九
六
二
年
の
夏
に
は
、
人
民
大
衆
を
飢
餓
か
ら
救
う
た
め
に
、
劉
少
奇
や

鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
支
援
し
て
推
進
し
て
き
た
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
た

戸
別
農
地
請
負
制
度
を
否
定
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
農
地
の
戸
別
請
負
耕
作
制
を
資
本
主
義
の
残
滓
の
一
例
だ
と
み
な
し
、
こ
の

方
式
を
中
止
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
か
か
る
政
策
を
唱
導
す
る
者
は
資
本
主
義
者
で
あ
り
、

追
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
毛
は
全
国
の
農
業
指
導
に
責
任
を
負
う
鄧
子
恢
と

寥
魯
言
の
両
人
を
攻
撃
し
た
。
党
中
央
の
農
村
工
作
部
長
と
し
て
、
私
が
第
一
組
に
く
わ
わ

っ
た
一
九
五
〇
年
第
の
半
ば
か
ら
ず
っ
と
農
業
政
策
の
よ
り
穏
健
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
助
長
し

て
き
た
鄧
子
恢
は
、
十
年
間
に
わ
た
る
長
い
経
歴
を
持
つ
右
派
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
農
業

相
の
寥
魯
言
は
、
大
躍
進
の
行
き
詰
ま
り
は
天
候
よ
り
も
政
策
に
関
連
し
て
い
る
と
論
じ
た

た
め
、
修
正
主
義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
。
安
徽
省
の
曽
希
聖
第
一
書
記
は
、
会
議
終

了
後
に
追
放
さ
れ
た
最
初
の
地
方
指
導
者
の
ひ
と
り
だ
。
こ
の
地
方
で
成
功
を
お
さ
め
た
農

業
の
実
験
は
打
ち
切
り
を
命
じ
ら
れ
、
す
で
に
貧
し
く
苦
難
に
あ
え
い
で
い
る
地
域
の
農
業

生
産
は
さ
ら
に
低
下
し
た
。
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
＝
右
派
を
抑
え
て
、
権
力
闘
争
に
勝
利

し
て
実
権
を
握
る
た
め
に
は
、
人
民
大
衆
の
生
命
や
生
活
の
こ
と
な
ぞ
に
、
全
く
関
心
や
情

熱
が
な
か
っ
た
。
続
け
て
李
氏
は
、
農
民
の
惨
状
を
救
済
す
る
た
め
の
戸
別
農
地
請
負
制
度

の
中
途
挫
折
の
顛
末
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
六
二
年
の
秋
は
毛
沢
東
と
共
産
党
に
と
っ
て
ま
さ
に
転
換
点
だ
っ
た
。
階
級
闘
争

が
社
会
主
義
の
も
と
に
お
い
て
も
存
続
し
つ
づ
け
る
と
い
う
主
張
は
効
果
的
に
理
性
の
声
を
、

ま
た
潜
在
的
な
異
議
申
し
立
て
の
声
を
黙
り
こ
ま
せ
た
。
七
千
人
大
会
を
特
徴
づ
け
た
開
放

性
と
大
胆
さ
は
逆
転
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
心
か
ら
国
の
た
め
を
思
っ
て
い
た
人
々
、
ま

た
農
業
生
産
は
集
団
性
お
よ
び
幹
部
の
手
か
ら
農
業
経
営
の
責
任
を
と
り
あ
げ
、
個
別
の
農

民
に
さ
し
も
ど
す
こ
と
で
も
っ
と
も
よ
く
そ
の
要
求
が
み
た
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
人
々
は
、
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原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
は
、
中
国
の
二
つ
の
中
心
・
頂
点
な
の
で
あ

り
、
不
具
戴
天
の
敵
対
物
な
の
で
あ
り
、「
両
雄
並
び
立
た
ず
」
の
古
諺
通
り
、
政
治
権
力
闘

争
の
火
種
に
な
り
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
非
妥
協
的
な
敵
対
勢
力
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
ら
と
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
四
月
ま
で
に
、
党
中
央
書
記
処
は
劉
の
指
示
を
受
け
て
、
彭
徳
懐
を
支
持
し
、
大
躍
進

を
批
判
し
た
た
め
に
追
放
さ
れ
た
人
々
の
名
誉
を
回
復
し
、
復
帰
さ
せ
る
一
連
の
指
針
を
出

し
て
い
た
。・
・
・
彭
徳
懐
の
追
放
だ
け
は
再
考
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
国
家
主
席
の
劉
少
奇
だ

ろ
う
と
、
彭
徳
懐
の
場
合
だ
け
は
毛
沢
東
を
ふ
み
つ
け
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の

だ
。
追
放
解
除
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
劉
少
奇
は
毛
主
席
の
承
認
を
え
な
か
っ
た
し
、
ま
た

党
中
央
の
組
織
部
長
、
し
た
が
っ
て
政
治
的
復
帰
の
担
当
者
で
も
あ
る
安
子
文
も
主
席
の
承

認
を
え
て
い
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
は
こ
の
指
針
を
一
部
入
手
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
み
ろ
と
手
わ
た
さ
れ
た
。「
こ
の
安
子
文
と
や
ら
は
自
分
の
仕
事
を

党
中
央
に
ま
っ
た
く
報
告
し
て
い
な
い
よ
う
だ
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
だ
か
ら
党
中
央
の
同
志

は
、
組
織
部
の
活
動
に
つ
い
て
な
ん
に
も
し
ら
な
い
。
や
つ
は
情
報
が
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ

に
と
ど
く
の
を
妨
害
し
、
独
立
し
た
王
国
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
お
る
。
や
つ
ら
は
お
れ
に

圧
迫
を
く
わ
え
よ
う
と
し
て
お
る
、
そ
う
思
わ
ん
か
ね
？
」 

田
家
英
の
話
に
よ
る
と
、
毛

主
席
の
批
判
を
し
っ
て
安
子
文
は
憤
激
し
た
。「
党
中
央
だ
っ
て
？ 

一
体
だ
れ
が
党
中
央
な

ん
だ
？
」
と
安
子
文
は
反
問
し
た
。
「
北
京
に
は
何
人
か
指
導
的
な
同
志
が
い
る
ー
劉
少
奇
、

鄧
小
平
、
彭
真
ら
だ
。
毎
日
、
党
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
同
志
に
報
告
し

た
ら
、
党
中
央
に
報
告
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
ね
？
・
・
・
」（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る

。
毛
沢
東
に
言
わ
す
と
、
党
中
央
と
は
自
分
の
こ
と
で
あ
り
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
劉
少
奇
も
安
子
文
も
、
毛
沢
東
を
踏
み
つ
け
た
の
で
あ
る
。 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
の
責
任
に
つ
い
て
自
己
批
判
し
た
毛
沢
東
は
、
農
民
の

惨
状
を
救
い
農
業
生
産
力
の
向
上
の
必
要
性
か
ら
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
を
正
面
か

ら
批
判
せ
ず
に
、
こ
れ
に
同
意
し
て
沈
黙
を
守
り
つ
つ
、
敵
が
正
体
を
現
す
の
を
じ
っ
と
凝

視
し
て
い
た
。
そ
し
て
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の
自
己
に
敵
対
す
る
こ
と
へ
の
怒
り
が
、
遂
に
文

革
で
爆
発
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
失
敗
の
弁

護
論
＝
林
彪
の
毛
沢
東
弁
護
論
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
林
彪
は
主
席
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
支
持
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
だ
れ
よ
り
も
そ
れ
を

声
高
に
発
言
し
て
い
た
。
林
彪
の
演
説
は
主
席
の
演
説
の
す
ぐ
あ
と
に
つ
づ
い
た
。「
主
席
の

思
想
は
常
に
正
し
い
」
と
林
彪
は
言
っ
た
。・
・
・
あ
と
に
な
っ
て
毛
沢
東
は
、
私
に
こ
う
言

っ
た
。「
林
副
主
席
は
な
ん
と
い
う
み
ご
と
な
演
説
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
林
彪
の
言
葉
は
い
つ

も
き
わ
め
て
明
快
か
つ
直
截
だ
。
ま
さ
に
最
高
だ
な
！
何
で
他
の
指
導
者
こ
う
い
う
鋭
い
洞

察
力
を
持
っ
て
い
な
い
ん
だ
ろ
う
」
。
私
は
そ
の
と
き
、
毛
主
席
の
自
己
批
判
が
演
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
自
分
の
「
間
違
い
」
を
誠
実
に
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
」（
二
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
林
彪
の
行
な
っ
た
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
「
社
会
主
義
の

た
め
の
社
会
主
義
」
堅
持
の
支
持
演
説
に
、
毛
沢
東
は
最
大
の
賛
辞
を
返
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
に
よ
れ
ば
華
国
鋒
は
、「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
会
議
で
華
国
鋒
は
こ
の
発
言
に

か
さ
ね
て
毛
主
席
に
一
礼
し
た
あ
と
、「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
農
村
地
帯
の
困
難
に
打
ち
勝
と
う

と
思
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
へ
の
途
を
邁
進
す
る
こ
と
に
固
執
す
べ
き
で
あ
り
、

農
地
請
負
制
度
や
戸
別
農
業
耕
作
制
な
ど
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
華
国
鋒
は
正
直
な
男

だ
」
と
会
議
の
あ
と
で
毛
は
私
に
言
っ
た
。「
あ
の
男
は
わ
が
国
の
国
家
的
な
指
導
者
の
多
く

よ
り
ず
っ
と
ま
し
だ
よ
」
。
・
・
・
華
国
鋒
は
主
席
の
指
名
で
湖
南
省
地
方
委
員
会
常
務
書
記

に
昇
格
し
、
省
内
の
日
常
業
務
を
と
り
仕
切
る
責
任
者
と
な
っ
た
。
毛
は
華
国
鋒
の
仕
事
ぶ

り
が
気
に
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
、
毛
沢
東
を
支
持
し
て
昇
進
し
た
。 

 
 

そ
し
て
主
席
付
き
の
政
治
秘
書
主
任
兼
党
中
央
の
理
論
的
機
関
紙
「
紅
旗
」
の
編
集
長
・

陳
伯
達
ら
を
利
用
し
て
、
一
九
六
二
年
に
毛
沢
東
は
、
国
の
舵
取
り
を
左
に
戻
そ
う
と
す
る
。 

李
氏
は
、
党
内
で
の
劣
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東
の
自
己
の
支
持
者
・
陳
伯
達
等

へ
の
支
持
を
要
請
し
た
過
程
に
つ
い
て
、 

「
毛
は
舞
台
裏
で
自
派
の
勢
力
を
結
集
し
よ
う
と
動
き
だ
し
、
戦
略
を
ね
り
な
が
ら
後
日

の
反
撃
に
そ
な
え
て
支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
静
か
に
、
そ
し

て
め
だ
た
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
に
共
感
を
よ
せ
る
人
々
を
動
員
し
は
じ
め
た
。
そ
の

ひ
と
り
が
主
席
付
き
の
政
治
秘
書
の
主
任
で
あ
り
、
党
中
央
の
理
論
機
関
紙
「
紅
旗
」
の
編

集
長
を
し
て
い
た
陳
伯
達
だ
っ
た
。
陳
伯
達
は
党
の
指
導
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
で
あ

る
、
と
毛
は
み
な
し
て
い
た
。「
理
論
な
く
し
て
は
い
か
な
る
革
命
も
先
に
進
ま
な
い
」
と
主

席
は
私
に
言
っ
た
。「
陳
伯
達
は
わ
が
党
の
数
少
な
い
理
論
家
の
ひ
と
り
だ
」 

陳
伯
達
は
理

論
家
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
が
、
大
躍
進
を
言
葉
た
く
み
に
ほ
め
た
た
え
て
い
た
。
・
・
・

そ
れ
か
ら
二
年
後
、
大
躍
進
の
さ
な
か
に
大
量
餓
死
に
直
面
す
る
と
、
陳
伯
達
は
何
百
万
も

の
死
者
を
問
題
に
も
し
な
か
っ
た
。「
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
前
進
に
お
け
る
さ
け
が
た
い
現
象

で
あ
る
」
と
彼
は
言
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
、
こ
の
下
劣
で
け
ち
な
野
心
満
々

の
男
を
好
ん
だ
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
っ
た
一
行
で
陳
伯
達
は
、
か
っ
て
こ
の
国
が
直

面
し
た
最
大
の
破
局
の
ひ
と
つ
ー
毛
沢
東
の
政
策
に
直
接
の
責
任
が
あ
っ
た
破
局
ー
に
対
す

る
毛
自
身
の
責
任
を
免
除
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
は
、
北
載
河
会
議
に
お
け
る
自
己
の
社
会
主
義
建
設
理
想
を
実
現
し
た
い
と
の
毛

沢
東
の
主
張
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
毛
沢
東
の
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
の
自
己
勢
力

の
巻
き
返
し
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
数
少
な
い
研
究
者
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

闘
争
は
、
林
彪
・
華
国
鋒
・
陳
伯
達
等
の
支
持
を
バ
ッ
ク
に
し
た
毛
沢
東
の
奪
権
の
た
め
の

権
力
闘
争
で
あ
っ
た
点
を
欠
落
し
て
い
る
。 

一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
で
の
林
彪
・
華
国
鋒
の
毛
沢
東
思
想
の
支
持
論
を
契
機

に
し
て
、
陳
伯
達
等
の
人
々
の
支
援
を
受
け
て
勇
気
づ
い
た
毛
沢
東
は
、
成
功
を
収
め
つ
つ

あ
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば
、 

「
「
事
態
は
い
ま
や
複
雑
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
主
席
は
つ
づ
け
た
。
「
農
地
請
負
制
に
つ

い
て
語
る
も
の
も
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
上
、
資
本
主
義
の
復
活
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
十
数
年
来
、
こ
の
国
を
治
め
て
き
た
が
、
し
か
し
、
ま
だ
社
会
の
三

分
の
二
を
支
配
出
来
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の
三
分
の
一
は
依
然
と
し
て
我
々
の
敵
、

あ
る
い
は
そ
の
同
調
者
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。
敵
は
人
民
を
買
収
で
き
る
し
、
地
主
の
娘

と
結
婚
し
て
い
る
同
志
た
ち
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
農
地
請
負
制
を
資
本
主
義
の
復
活
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
農
地
請
負
耕
作

制
度
に
対
す
る
毛
沢
東
の
批
判
は
、
毛
沢
東
の
陳
雲
批
判
に
よ
く
そ
の
真
意
が
現
れ
て
い
る
。

李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
副
主
席
の
陳
雲
も
あ
き
ら
か
に
毛
主
席
と
あ
い
入
れ
な
い
党
最
高
幹
部
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。
陳
雲
は
党
中
央
の
副
主
席
で
も
あ
り
、
普
通
な
ら
権
力
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
た
の
だ

け
れ
ど
も
、
毛
主
席
と
の
関
係
が
こ
じ
れ
て
か
ら
ひ
さ
し
く
、
ほ
と
ん
ど
影
響
力
が
な
か
っ

た
。
毛
は
陳
雲
の
こ
と
を
い
わ
ば
右
傾
分
子
と
み
な
し
、
ふ
た
り
が
あ
う
こ
と
も
め
っ
た
に

な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
期
の
農
業
の
惨
状
に
つ
い
て
陳
雲
は
、
唯
一
の
解
決
策
は
人

民
公
社
を
解
体
し
、
農
民
へ
土
地
を
返
し
て
や
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
た
し
、
七
千
人
大

会
の
あ
と
で
は
、
党
の
経
済
財
政
政
策
を
指
揮
す
る
責
任
者
に
す
え
ら
れ
て
い
た
。
危
機
へ

の
対
処
策
と
農
民
へ
の
土
地
返
還
に
関
す
る
提
案
を
詳
述
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
と
、
毛

主
席
は
そ
の
承
認
を
拒
否
し
た
。
毛
は
報
告
書
の
余
白
に
こ
う
書
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

「
非
常
に
暗
い
事
態
を
描
い
て
お
り
、
一
条
の
光
明
す
ら
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
男
、
陳
雲

は
小
商
人
の
出
身
だ
。
彼
は
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
常
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原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
は
、
中
国
の
二
つ
の
中
心
・
頂
点
な
の
で
あ

り
、
不
具
戴
天
の
敵
対
物
な
の
で
あ
り
、「
両
雄
並
び
立
た
ず
」
の
古
諺
通
り
、
政
治
権
力
闘

争
の
火
種
に
な
り
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
非
妥
協
的
な
敵
対
勢
力
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
ら
と
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
四
月
ま
で
に
、
党
中
央
書
記
処
は
劉
の
指
示
を
受
け
て
、
彭
徳
懐
を
支
持
し
、
大
躍
進

を
批
判
し
た
た
め
に
追
放
さ
れ
た
人
々
の
名
誉
を
回
復
し
、
復
帰
さ
せ
る
一
連
の
指
針
を
出

し
て
い
た
。・
・
・
彭
徳
懐
の
追
放
だ
け
は
再
考
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
国
家
主
席
の
劉
少
奇
だ

ろ
う
と
、
彭
徳
懐
の
場
合
だ
け
は
毛
沢
東
を
ふ
み
つ
け
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の

だ
。
追
放
解
除
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
劉
少
奇
は
毛
主
席
の
承
認
を
え
な
か
っ
た
し
、
ま
た

党
中
央
の
組
織
部
長
、
し
た
が
っ
て
政
治
的
復
帰
の
担
当
者
で
も
あ
る
安
子
文
も
主
席
の
承

認
を
え
て
い
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
は
こ
の
指
針
を
一
部
入
手
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
み
ろ
と
手
わ
た
さ
れ
た
。「
こ
の
安
子
文
と
や
ら
は
自
分
の
仕
事
を

党
中
央
に
ま
っ
た
く
報
告
し
て
い
な
い
よ
う
だ
」
と
毛
は
言
っ
た
。「
だ
か
ら
党
中
央
の
同
志

は
、
組
織
部
の
活
動
に
つ
い
て
な
ん
に
も
し
ら
な
い
。
や
つ
は
情
報
が
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ

に
と
ど
く
の
を
妨
害
し
、
独
立
し
た
王
国
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
お
る
。
や
つ
ら
は
お
れ
に

圧
迫
を
く
わ
え
よ
う
と
し
て
お
る
、
そ
う
思
わ
ん
か
ね
？
」 

田
家
英
の
話
に
よ
る
と
、
毛

主
席
の
批
判
を
し
っ
て
安
子
文
は
憤
激
し
た
。「
党
中
央
だ
っ
て
？ 

一
体
だ
れ
が
党
中
央
な

ん
だ
？
」
と
安
子
文
は
反
問
し
た
。
「
北
京
に
は
何
人
か
指
導
的
な
同
志
が
い
る
ー
劉
少
奇
、

鄧
小
平
、
彭
真
ら
だ
。
毎
日
、
党
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
同
志
に
報
告
し

た
ら
、
党
中
央
に
報
告
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
ね
？
・
・
・
」（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る

。
毛
沢
東
に
言
わ
す
と
、
党
中
央
と
は
自
分
の
こ
と
で
あ
り
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
劉
少
奇
も
安
子
文
も
、
毛
沢
東
を
踏
み
つ
け
た
の
で
あ
る
。 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
の
責
任
に
つ
い
て
自
己
批
判
し
た
毛
沢
東
は
、
農
民
の

惨
状
を
救
い
農
業
生
産
力
の
向
上
の
必
要
性
か
ら
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
制
を
正
面
か

ら
批
判
せ
ず
に
、
こ
れ
に
同
意
し
て
沈
黙
を
守
り
つ
つ
、
敵
が
正
体
を
現
す
の
を
じ
っ
と
凝

視
し
て
い
た
。
そ
し
て
劉
少
奇
・
鄧
小
平
の
自
己
に
敵
対
す
る
こ
と
へ
の
怒
り
が
、
遂
に
文

革
で
爆
発
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
失
敗
の
弁

護
論
＝
林
彪
の
毛
沢
東
弁
護
論
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
林
彪
は
主
席
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
支
持
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
だ
れ
よ
り
も
そ
れ
を

声
高
に
発
言
し
て
い
た
。
林
彪
の
演
説
は
主
席
の
演
説
の
す
ぐ
あ
と
に
つ
づ
い
た
。「
主
席
の

思
想
は
常
に
正
し
い
」
と
林
彪
は
言
っ
た
。・
・
・
あ
と
に
な
っ
て
毛
沢
東
は
、
私
に
こ
う
言

っ
た
。「
林
副
主
席
は
な
ん
と
い
う
み
ご
と
な
演
説
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
林
彪
の
言
葉
は
い
つ

も
き
わ
め
て
明
快
か
つ
直
截
だ
。
ま
さ
に
最
高
だ
な
！
何
で
他
の
指
導
者
こ
う
い
う
鋭
い
洞

察
力
を
持
っ
て
い
な
い
ん
だ
ろ
う
」
。
私
は
そ
の
と
き
、
毛
主
席
の
自
己
批
判
が
演
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
自
分
の
「
間
違
い
」
を
誠
実
に
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
」（
二
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
林
彪
の
行
な
っ
た
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
「
社
会
主
義
の

た
め
の
社
会
主
義
」
堅
持
の
支
持
演
説
に
、
毛
沢
東
は
最
大
の
賛
辞
を
返
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
に
よ
れ
ば
華
国
鋒
は
、「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
会
議
で
華
国
鋒
は
こ
の
発
言
に

か
さ
ね
て
毛
主
席
に
一
礼
し
た
あ
と
、「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
農
村
地
帯
の
困
難
に
打
ち
勝
と
う

と
思
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
へ
の
途
を
邁
進
す
る
こ
と
に
固
執
す
べ
き
で
あ
り
、

農
地
請
負
制
度
や
戸
別
農
業
耕
作
制
な
ど
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
華
国
鋒
は
正
直
な
男

だ
」
と
会
議
の
あ
と
で
毛
は
私
に
言
っ
た
。「
あ
の
男
は
わ
が
国
の
国
家
的
な
指
導
者
の
多
く

よ
り
ず
っ
と
ま
し
だ
よ
」
。
・
・
・
華
国
鋒
は
主
席
の
指
名
で
湖
南
省
地
方
委
員
会
常
務
書
記

に
昇
格
し
、
省
内
の
日
常
業
務
を
と
り
仕
切
る
責
任
者
と
な
っ
た
。
毛
は
華
国
鋒
の
仕
事
ぶ

り
が
気
に
い
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
、
毛
沢
東
を
支
持
し
て
昇
進
し
た
。 

 
 

そ
し
て
主
席
付
き
の
政
治
秘
書
主
任
兼
党
中
央
の
理
論
的
機
関
紙
「
紅
旗
」
の
編
集
長
・

陳
伯
達
ら
を
利
用
し
て
、
一
九
六
二
年
に
毛
沢
東
は
、
国
の
舵
取
り
を
左
に
戻
そ
う
と
す
る
。 

李
氏
は
、
党
内
で
の
劣
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東
の
自
己
の
支
持
者
・
陳
伯
達
等

へ
の
支
持
を
要
請
し
た
過
程
に
つ
い
て
、 

「
毛
は
舞
台
裏
で
自
派
の
勢
力
を
結
集
し
よ
う
と
動
き
だ
し
、
戦
略
を
ね
り
な
が
ら
後
日

の
反
撃
に
そ
な
え
て
支
持
を
と
り
つ
け
よ
う
と
は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
静
か
に
、
そ
し

て
め
だ
た
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
意
見
に
共
感
を
よ
せ
る
人
々
を
動
員
し
は
じ
め
た
。
そ
の

ひ
と
り
が
主
席
付
き
の
政
治
秘
書
の
主
任
で
あ
り
、
党
中
央
の
理
論
機
関
紙
「
紅
旗
」
の
編

集
長
を
し
て
い
た
陳
伯
達
だ
っ
た
。
陳
伯
達
は
党
の
指
導
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
で
あ

る
、
と
毛
は
み
な
し
て
い
た
。「
理
論
な
く
し
て
は
い
か
な
る
革
命
も
先
に
進
ま
な
い
」
と
主

席
は
私
に
言
っ
た
。「
陳
伯
達
は
わ
が
党
の
数
少
な
い
理
論
家
の
ひ
と
り
だ
」 

陳
伯
達
は
理

論
家
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
が
、
大
躍
進
を
言
葉
た
く
み
に
ほ
め
た
た
え
て
い
た
。
・
・
・

そ
れ
か
ら
二
年
後
、
大
躍
進
の
さ
な
か
に
大
量
餓
死
に
直
面
す
る
と
、
陳
伯
達
は
何
百
万
も

の
死
者
を
問
題
に
も
し
な
か
っ
た
。「
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
前
進
に
お
け
る
さ
け
が
た
い
現
象

で
あ
る
」
と
彼
は
言
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
、
こ
の
下
劣
で
け
ち
な
野
心
満
々

の
男
を
好
ん
だ
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
っ
た
一
行
で
陳
伯
達
は
、
か
っ
て
こ
の
国
が
直

面
し
た
最
大
の
破
局
の
ひ
と
つ
ー
毛
沢
東
の
政
策
に
直
接
の
責
任
が
あ
っ
た
破
局
ー
に
対
す

る
毛
自
身
の
責
任
を
免
除
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
は
、
北
載
河
会
議
に
お
け
る
自
己
の
社
会
主
義
建
設
理
想
を
実
現
し
た
い
と
の
毛

沢
東
の
主
張
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
毛
沢
東
の
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
の
自
己
勢
力

の
巻
き
返
し
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
数
少
な
い
研
究
者
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

闘
争
は
、
林
彪
・
華
国
鋒
・
陳
伯
達
等
の
支
持
を
バ
ッ
ク
に
し
た
毛
沢
東
の
奪
権
の
た
め
の

権
力
闘
争
で
あ
っ
た
点
を
欠
落
し
て
い
る
。 

一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
で
の
林
彪
・
華
国
鋒
の
毛
沢
東
思
想
の
支
持
論
を
契
機

に
し
て
、
陳
伯
達
等
の
人
々
の
支
援
を
受
け
て
勇
気
づ
い
た
毛
沢
東
は
、
成
功
を
収
め
つ
つ

あ
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば
、 

「
「
事
態
は
い
ま
や
複
雑
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
主
席
は
つ
づ
け
た
。
「
農
地
請
負
制
に
つ

い
て
語
る
も
の
も
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
上
、
資
本
主
義
の
復
活
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
十
数
年
来
、
こ
の
国
を
治
め
て
き
た
が
、
し
か
し
、
ま
だ
社
会
の
三

分
の
二
を
支
配
出
来
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の
三
分
の
一
は
依
然
と
し
て
我
々
の
敵
、

あ
る
い
は
そ
の
同
調
者
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
。
敵
は
人
民
を
買
収
で
き
る
し
、
地
主
の
娘

と
結
婚
し
て
い
る
同
志
た
ち
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
農
地
請
負
制
を
資
本
主
義
の
復
活
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
農
地
請
負
耕
作

制
度
に
対
す
る
毛
沢
東
の
批
判
は
、
毛
沢
東
の
陳
雲
批
判
に
よ
く
そ
の
真
意
が
現
れ
て
い
る
。

李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
副
主
席
の
陳
雲
も
あ
き
ら
か
に
毛
主
席
と
あ
い
入
れ
な
い
党
最
高
幹
部
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。
陳
雲
は
党
中
央
の
副
主
席
で
も
あ
り
、
普
通
な
ら
権
力
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
た
の
だ

け
れ
ど
も
、
毛
主
席
と
の
関
係
が
こ
じ
れ
て
か
ら
ひ
さ
し
く
、
ほ
と
ん
ど
影
響
力
が
な
か
っ

た
。
毛
は
陳
雲
の
こ
と
を
い
わ
ば
右
傾
分
子
と
み
な
し
、
ふ
た
り
が
あ
う
こ
と
も
め
っ
た
に

な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
期
の
農
業
の
惨
状
に
つ
い
て
陳
雲
は
、
唯
一
の
解
決
策
は
人

民
公
社
を
解
体
し
、
農
民
へ
土
地
を
返
し
て
や
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
た
し
、
七
千
人
大

会
の
あ
と
で
は
、
党
の
経
済
財
政
政
策
を
指
揮
す
る
責
任
者
に
す
え
ら
れ
て
い
た
。
危
機
へ

の
対
処
策
と
農
民
へ
の
土
地
返
還
に
関
す
る
提
案
を
詳
述
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
と
、
毛

主
席
は
そ
の
承
認
を
拒
否
し
た
。
毛
は
報
告
書
の
余
白
に
こ
う
書
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

「
非
常
に
暗
い
事
態
を
描
い
て
お
り
、
一
条
の
光
明
す
ら
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
男
、
陳
雲

は
小
商
人
の
出
身
だ
。
彼
は
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
常
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ら
よ
い
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
他
の
す
べ
て
を
排
除
し
て
あ
る
ひ
と
つ
の
方
法

だ
け
が
最
善
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
農
地
請
負
、
戸
別
耕
作
制
を
採
用
す
る

必
要
が
あ
る
の
だ
」 

鄧
小
平
は
依
然
と
し
て
猫
が
く
ろ
か
ろ
う
と
白
か
ろ
う
と
気
に
か
け

て
お
ら
ず
、
ど
ん
な
制
度
で
あ
れ
農
業
生
産
を
増
加
さ
せ
る
な
ら
、
そ
れ
を
支
持
す
る
と
言

明
し
て
い
た
。
農
業
集
団
制
を
つ
づ
け
る
の
は
無
意
味
だ
と
鄧
小
平
は
考
え
て
い
た
。
柯
慶

施
が
曽
希
聖
の
行
っ
た
農
業
請
負
に
よ
る
利
点
の
説
明
を
批
判
し
た
と
き
、
鄧
小
平
は
柯
慶

施
に
そ
っ
け
な
か
っ
た
。「
華
東
局
は
そ
う
し
た
結
論
を
く
だ
す
に
は
早
す
ぎ
る
」
と
き
め
つ

け
た
。
毛
沢
東
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
主
席
も
容
赦
し
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ

た
。・
・
・
私
は
蘆
山
で
主
席
が
情
け
容
赦
な
く
、
気
乗
り
し
な
い
党
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
自

分
の
見
解
を
お
し
つ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
毛
は
そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

会
議
に
出
席
す
る
こ
と
す
ら
め
っ
た
に
な
く
、
夜
な
夜
な
彼
の
も
と
に
提
出
さ
れ
る
報
告
書

を
通
じ
て
会
議
の
流
れ
を
追
っ
て
い
た
。
一
度
だ
け
ひ
そ
か
に
安
徽
省
の
曽
希
聖
書
記
に
会

い
、
戸
別
農
業
生
産
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
注
意
を
あ
た
え
た
が
、
怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
毛
は
依
然
ひ
と
つ
に
は
必
要
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
は
戦
略
上
の
計
算
か
ら
、

一
歩
後
退
の
姿
勢
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。
最
終
判
断
は
保
留
し
て
他
の
意
見
に
自
由
な
発
言

の
場
を
あ
た
え
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
は
再
度
、
蛇
が
穴
か
ら
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

敵
の
意
見
は
か
た
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
戦
線
は
敷
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
毛
沢

東
が
党
の
最
高
幹
部
に
ひ
ど
く
立
腹
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
。
あ
る
晩
、
私
た
ち
が
英

語
の
勉
強
を
し
て
い
る
最
中
に
、
毛
は
だ
し
ぬ
け
に
こ
う
言
っ
た
。「
い
い
党
員
た
ち
は
み
ん

な
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
残
っ
た
連
中
は
そ
ろ
い
も
そ
ろ
っ
て
う
す
の
ろ
だ
」 

私
は
唖
然
と

し
た
。
五
年
後
に
文
化
大
革
命
が
発
動
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
私
は
こ
の
「
う
す
の
ろ
」
ど
も

が
だ
れ
な
の
か
知
る
よ
う
に
な
る
し
、
彼
ら
が
死
ぬ
の
を
見
て
毛
が
よ
ろ
こ
ぶ
と
い
う
こ
と

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
一
九
六
二
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
七
千
人
大
会
」
に
お
い
て
、
劉
小
埼
は
真
正

面
か
ら
毛
沢
東
の
権
力
に
挑
戦
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
劉
は
、
こ
の
国
の
経
済
的
な
惨
状
が
天
候
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
主
席
の
公

式
説
明
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。「
天
災
は
こ
の
国
の
一
地
方
し
か
み
ま
わ
な
か
っ
た
」
と
劉

少
奇
は
人
民
大
会
堂
に
お
け
る
演
説
で
主
張
し
た
。「
人
災
が
全
国
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
教
訓
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
劉
は
ま
た
、
大
躍
進
の
「

左
翼
冒
険
主
義
」
に
反
対
し
て
追
放
さ
れ
た
幹
部
た
ち
を
復
帰
さ
せ
た
が
っ
て
い
た
。
よ
り

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
彭
徳
懐
元
帥
の
意
見
を
支
持
し
て
い
た
地
方
幹
部
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

劉
少
奇
は
彼
ら
の
追
放
を
解
除
す
る
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
主
席
が
激
怒
し
て
い
る

の
を
私
は
知
っ
て
い
た
。
会
議
の
す
ぐ
あ
と
で
、「
や
つ
は
階
級
的
見
地
に
立
っ
て
い
な
い
」

と
毛
は
私
に
不
平
を
な
ら
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
が
資
本
主
義
の
途
を
い
く
の
か
、
社
会
主
義
の

途
を
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
。
天
災
か
人
災
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
話

題
に
し
て
お
る
だ
け
だ
。
こ
ん
な
談
論
こ
そ
災
害
そ
の
も
の
だ
」 

し
か
し
、
劉
少
奇
の
見

解
は
多
く
の
共
感
を
え
て
い
た
。
党
内
は
深
刻
な
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
。
・
・
・
」
（
一
九
）

と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
李
氏
は
、
七
千
人
大
会
の
会
議
内
容
に
つ
い
て
、 

「
し
か
し
会
議
は
い
わ
ば
ガ
ス
ぬ
き
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
め
っ

た
に
出
席
し
な
か
っ
た
。・
・
・
主
席
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
下
部
機
関
の
幹
部

は
つ
い
に
大
躍
進
と
い
う
見
せ
か
け
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な
惨
状
と
い
う
き

び
し
い
現
実
と
面
と
む
か
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
方
レ
ベ
ル
の
下
級

幹
部
は
大
躍
進
中
、
ず
っ
と
重
苦
し
い
圧
力
を
受
け
て
き
た
。・
・
・
七
千
人
大
会
は
、
党
中

央
の
指
導
部
に
対
し
不
満
を
ぶ
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
本
心
を
吐
露
し

は
じ
め
る
と
、
め
く
る
め
く
よ
う
な
多
幸
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
七
千
人
大
会
の
参
加
者
の
意
見
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
大
躍
進
の
撤
退
が
現
実
的

に
実
行
に
移
さ
れ
て
行
っ
た
。
従
っ
て
久
保
氏
の
大
躍
進
の
失
敗
は
自
然
災
害
と
す
る
見
解

は
成
立
し
な
い
。
ま
た
毛
沢
東
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
主
張

も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
実
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
は
七
千
人
大
会
の
あ
と
も
つ
づ
き
、
党
を
ば
ら
ば
ら
に
し
よ
う
と

す
る
遠
心
力
も
働
き
つ
づ
け
た
。
党
も
国
家
も
、
ま
す
ま
す
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い
方
向
に

働
い
て
い
っ
た
。
人
民
公
社
は
つ
い
に
組
織
替
え
が
行
わ
れ
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
生
産
活

動
は
一
九
五
六
年
の
初
級
合
作
社
と
同
程
度
の
よ
り
小
さ
な
、
よ
り
管
理
し
や
す
い
レ
ベ
ル

に
再
編
成
さ
れ
た
。
工
業
生
産
の
目
標
は
ま
た
ま
た
ひ
き
さ
げ
ら
れ
た
。
経
済
全
体
の
リ
ス

ト
ラ
が
実
施
さ
れ
、
大
躍
進
の
左
派
針
路
は
き
び
し
く
批
判
さ
れ
つ
づ
け
た
。
」
（
二
〇
）
と

述
べ
て
い
る
。
実
質
上
の
大
躍
進
政
策
は
否
定
さ
れ
て
、
人
民
公
社
も
第
八
回
党
大
会
の
総

路
線
以
前
の
状
態
に
ま
で
後
退
し
て
、
現
実
主
義
路
線
に
復
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
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戸
別
農
地
請
負
制
度
の
否
定 

 

と
こ
ろ
で
一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
に
お
い
て
、
大
躍
進
の
惨
状
に
傷
心
し
た
毛

沢
東
の
政
治
的
対
応
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
今
度
の
自
己
批
判
は
、
彼
が
一
九
四
九
年
に
権
力
の
座
に
つ
い
て
以
来
、
は
じ
め
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
一
月
三
十
日
の
演
説
で
、
毛
沢
東
は
「
直
接
的
、
間
接
的

に
党
中
央
に
帰
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
誤
り
は
私
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が

党
中
央
の
主
席
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
毛
は
具
体
的
に
、
自
分
の
誤
り
が
何

だ
っ
た
の
か
語
ら
な
か
っ
た
し
、
ほ
か
の
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
で
す
ば
や

く
反
撃
に
で
た
。・
・
・
第
二
線
に
し
り
ぞ
い
て
も
、
彼
は
国
家
の
中
心
に
、
中
核
に
と
ど
ま

り
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
劉
少
奇
に
国
家
主
席
の
地
位
を
ゆ
ず
っ
た
の
も
、
じ
つ
は

彼
の
忠
誠
心
を
テ
ス
ト
す
る
試
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
に
い
た
っ
て
、
そ
れ
か
ら
七

千
人
大
会
ま
で
に
、
主
席
は
劉
少
奇
は
忠
実
で
は
な
い
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

な
る
と
こ
の
国
に
ふ
た
り
の
主
席
が
お
り
、
二
つ
の
中
心
が
あ
り
、
二
つ
の
中
核
が
存
在
す

る
羽
目
に
な
り
、
そ
れ
は
毛
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
二
一

）
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
自
己
批
判
の
後
に
続
け
て
、 

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
社
会
主
義
経
済
を
建
設
し
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
？ 

修
正
主
義
国
家
、

資
本
主
義
国
家
に
変
わ
る
だ
ろ
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
と
な
り
、
フ

ァ
シ
ス
ト
独
裁
に
か
わ
る
だ
ろ
う
。
警
戒
が
必
要
だ
。
よ
く
考
え
よ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。 

 
 

そ
し
て
「
の
ち
の
文
革
中
に
毛
沢
東
の
妻
、
江
青
は
七
千
人
大
会
で
失
敗
や
欠
点
を
あ
げ

つ
ら
う
大
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
「
腹
の
中
で
怒
り
を
懸
命
に
こ
ら
え
て
い
た
の

だ
」
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。・
・
・
そ
う
し
た
中
で
、
劉
少
奇
た
ち
経
済
調
整
派
と
明
ら
か

に
一
線
を
画
し
、「
毛
沢
東
絶
対
支
持
」
を
明
確
に
し
た
人
物
が
い
た
。
彭
徳
海
の
後
を
襲
っ

て
国
防
相
と
な
っ
た
政
治
局
常
務
委
員
の
林
彪
だ
っ
た
。
・
・
・
二
カ
月
後
の
三
月
二
十
日
、

人
民
解
放
軍
総
参
謀
長
の
羅
瑞
卿
に
毛
沢
東
は
こ
う
言
っ
た
。
「
（
林
彪
）
発
言
を
改
め
て
読

み
返
す
と
、
大
変
に
よ
い
文
章
だ
。
読
む
と
う
れ
し
く
な
る
。
羅
よ
、
お
ま
え
に
も
こ
ん
な

講
話
が
で
き
る
か
。
で
き
な
い
な
ら
し
っ
か
り
学
べ
」 

毛
沢
東
・
林
彪
と
劉
少
奇
・
鄧
小

平
の
溝
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
」（
二
二
）
と
、『
毛
沢
東
秘
録
』
は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り

七
千
人
大
会
で
孤
立
し
て
面
目
を
失
っ
た
毛
沢
東
を
救
済
し
た
の
は
、
太
鼓
持
ち
の
林
彪
で

あ
り
、
こ
れ
以
後
に
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
毛
沢
東
等
と
の
確
執
が
始
ま
っ
た
と
言
う
。 

劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
多
数
の
党
中
央
幹
部
は
、「
人
民
生
活
の
向
上
の
た
め
の
社
会
主
義

」
論
を
堅
持
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
毛
沢
東
等
の
少
数
派
は
、
人
民
生
活
の
向
上
よ
り
も

「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
論
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
派
の
間
に
存

在
す
る
社
会
主
義
国
家
建
設
理
論
の
考
え
方
の
相
違
と
い
う
深
い
溝
が
、
権
力
闘
争
の
根
本
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ら
よ
い
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
他
の
す
べ
て
を
排
除
し
て
あ
る
ひ
と
つ
の
方
法

だ
け
が
最
善
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
農
地
請
負
、
戸
別
耕
作
制
を
採
用
す
る

必
要
が
あ
る
の
だ
」 

鄧
小
平
は
依
然
と
し
て
猫
が
く
ろ
か
ろ
う
と
白
か
ろ
う
と
気
に
か
け

て
お
ら
ず
、
ど
ん
な
制
度
で
あ
れ
農
業
生
産
を
増
加
さ
せ
る
な
ら
、
そ
れ
を
支
持
す
る
と
言

明
し
て
い
た
。
農
業
集
団
制
を
つ
づ
け
る
の
は
無
意
味
だ
と
鄧
小
平
は
考
え
て
い
た
。
柯
慶

施
が
曽
希
聖
の
行
っ
た
農
業
請
負
に
よ
る
利
点
の
説
明
を
批
判
し
た
と
き
、
鄧
小
平
は
柯
慶

施
に
そ
っ
け
な
か
っ
た
。「
華
東
局
は
そ
う
し
た
結
論
を
く
だ
す
に
は
早
す
ぎ
る
」
と
き
め
つ

け
た
。
毛
沢
東
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
主
席
も
容
赦
し
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ

た
。・
・
・
私
は
蘆
山
で
主
席
が
情
け
容
赦
な
く
、
気
乗
り
し
な
い
党
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
自

分
の
見
解
を
お
し
つ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
毛
は
そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

会
議
に
出
席
す
る
こ
と
す
ら
め
っ
た
に
な
く
、
夜
な
夜
な
彼
の
も
と
に
提
出
さ
れ
る
報
告
書

を
通
じ
て
会
議
の
流
れ
を
追
っ
て
い
た
。
一
度
だ
け
ひ
そ
か
に
安
徽
省
の
曽
希
聖
書
記
に
会

い
、
戸
別
農
業
生
産
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
注
意
を
あ
た
え
た
が
、
怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
毛
は
依
然
ひ
と
つ
に
は
必
要
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
は
戦
略
上
の
計
算
か
ら
、

一
歩
後
退
の
姿
勢
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。
最
終
判
断
は
保
留
し
て
他
の
意
見
に
自
由
な
発
言

の
場
を
あ
た
え
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
は
再
度
、
蛇
が
穴
か
ら
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

敵
の
意
見
は
か
た
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
戦
線
は
敷
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
毛
沢

東
が
党
の
最
高
幹
部
に
ひ
ど
く
立
腹
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
。
あ
る
晩
、
私
た
ち
が
英

語
の
勉
強
を
し
て
い
る
最
中
に
、
毛
は
だ
し
ぬ
け
に
こ
う
言
っ
た
。「
い
い
党
員
た
ち
は
み
ん

な
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
残
っ
た
連
中
は
そ
ろ
い
も
そ
ろ
っ
て
う
す
の
ろ
だ
」 

私
は
唖
然
と

し
た
。
五
年
後
に
文
化
大
革
命
が
発
動
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
私
は
こ
の
「
う
す
の
ろ
」
ど
も

が
だ
れ
な
の
か
知
る
よ
う
に
な
る
し
、
彼
ら
が
死
ぬ
の
を
見
て
毛
が
よ
ろ
こ
ぶ
と
い
う
こ
と

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
一
九
六
二
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
七
千
人
大
会
」
に
お
い
て
、
劉
小
埼
は
真
正

面
か
ら
毛
沢
東
の
権
力
に
挑
戦
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
劉
は
、
こ
の
国
の
経
済
的
な
惨
状
が
天
候
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
主
席
の
公

式
説
明
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。「
天
災
は
こ
の
国
の
一
地
方
し
か
み
ま
わ
な
か
っ
た
」
と
劉

少
奇
は
人
民
大
会
堂
に
お
け
る
演
説
で
主
張
し
た
。「
人
災
が
全
国
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
教
訓
を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
劉
は
ま
た
、
大
躍
進
の
「

左
翼
冒
険
主
義
」
に
反
対
し
て
追
放
さ
れ
た
幹
部
た
ち
を
復
帰
さ
せ
た
が
っ
て
い
た
。
よ
り

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
彭
徳
懐
元
帥
の
意
見
を
支
持
し
て
い
た
地
方
幹
部
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

劉
少
奇
は
彼
ら
の
追
放
を
解
除
す
る
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
。
主
席
が
激
怒
し
て
い
る

の
を
私
は
知
っ
て
い
た
。
会
議
の
す
ぐ
あ
と
で
、「
や
つ
は
階
級
的
見
地
に
立
っ
て
い
な
い
」

と
毛
は
私
に
不
平
を
な
ら
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
が
資
本
主
義
の
途
を
い
く
の
か
、
社
会
主
義
の

途
を
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
。
天
災
か
人
災
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
話

題
に
し
て
お
る
だ
け
だ
。
こ
ん
な
談
論
こ
そ
災
害
そ
の
も
の
だ
」 

し
か
し
、
劉
少
奇
の
見

解
は
多
く
の
共
感
を
え
て
い
た
。
党
内
は
深
刻
な
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
。
・
・
・
」
（
一
九
）

と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
李
氏
は
、
七
千
人
大
会
の
会
議
内
容
に
つ
い
て
、 

「
し
か
し
会
議
は
い
わ
ば
ガ
ス
ぬ
き
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
め
っ

た
に
出
席
し
な
か
っ
た
。・
・
・
主
席
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
下
部
機
関
の
幹
部

は
つ
い
に
大
躍
進
と
い
う
見
せ
か
け
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な
惨
状
と
い
う
き

び
し
い
現
実
と
面
と
む
か
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
方
レ
ベ
ル
の
下
級

幹
部
は
大
躍
進
中
、
ず
っ
と
重
苦
し
い
圧
力
を
受
け
て
き
た
。・
・
・
七
千
人
大
会
は
、
党
中

央
の
指
導
部
に
対
し
不
満
を
ぶ
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
本
心
を
吐
露
し

は
じ
め
る
と
、
め
く
る
め
く
よ
う
な
多
幸
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
七
千
人
大
会
の
参
加
者
の
意
見
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
大
躍
進
の
撤
退
が
現
実
的

に
実
行
に
移
さ
れ
て
行
っ
た
。
従
っ
て
久
保
氏
の
大
躍
進
の
失
敗
は
自
然
災
害
と
す
る
見
解

は
成
立
し
な
い
。
ま
た
毛
沢
東
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
主
張

も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
実
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
は
七
千
人
大
会
の
あ
と
も
つ
づ
き
、
党
を
ば
ら
ば
ら
に
し
よ
う
と

す
る
遠
心
力
も
働
き
つ
づ
け
た
。
党
も
国
家
も
、
ま
す
ま
す
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い
方
向
に

働
い
て
い
っ
た
。
人
民
公
社
は
つ
い
に
組
織
替
え
が
行
わ
れ
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
生
産
活

動
は
一
九
五
六
年
の
初
級
合
作
社
と
同
程
度
の
よ
り
小
さ
な
、
よ
り
管
理
し
や
す
い
レ
ベ
ル

に
再
編
成
さ
れ
た
。
工
業
生
産
の
目
標
は
ま
た
ま
た
ひ
き
さ
げ
ら
れ
た
。
経
済
全
体
の
リ
ス

ト
ラ
が
実
施
さ
れ
、
大
躍
進
の
左
派
針
路
は
き
び
し
く
批
判
さ
れ
つ
づ
け
た
。
」
（
二
〇
）
と

述
べ
て
い
る
。
実
質
上
の
大
躍
進
政
策
は
否
定
さ
れ
て
、
人
民
公
社
も
第
八
回
党
大
会
の
総

路
線
以
前
の
状
態
に
ま
で
後
退
し
て
、
現
実
主
義
路
線
に
復
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 

四 

戸
別
農
地
請
負
制
度
の
否
定 

 

と
こ
ろ
で
一
九
六
二
年
一
月
の
七
千
人
大
会
に
お
い
て
、
大
躍
進
の
惨
状
に
傷
心
し
た
毛

沢
東
の
政
治
的
対
応
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
今
度
の
自
己
批
判
は
、
彼
が
一
九
四
九
年
に
権
力
の
座
に
つ
い
て
以
来
、
は
じ
め
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
一
月
三
十
日
の
演
説
で
、
毛
沢
東
は
「
直
接
的
、
間
接
的

に
党
中
央
に
帰
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
誤
り
は
私
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が

党
中
央
の
主
席
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
毛
は
具
体
的
に
、
自
分
の
誤
り
が
何

だ
っ
た
の
か
語
ら
な
か
っ
た
し
、
ほ
か
の
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
で
す
ば
や

く
反
撃
に
で
た
。・
・
・
第
二
線
に
し
り
ぞ
い
て
も
、
彼
は
国
家
の
中
心
に
、
中
核
に
と
ど
ま

り
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
劉
少
奇
に
国
家
主
席
の
地
位
を
ゆ
ず
っ
た
の
も
、
じ
つ
は

彼
の
忠
誠
心
を
テ
ス
ト
す
る
試
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
に
い
た
っ
て
、
そ
れ
か
ら
七

千
人
大
会
ま
で
に
、
主
席
は
劉
少
奇
は
忠
実
で
は
な
い
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

な
る
と
こ
の
国
に
ふ
た
り
の
主
席
が
お
り
、
二
つ
の
中
心
が
あ
り
、
二
つ
の
中
核
が
存
在
す

る
羽
目
に
な
り
、
そ
れ
は
毛
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
・
・
・
」
（
二
一

）
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
自
己
批
判
の
後
に
続
け
て
、 

「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
社
会
主
義
経
済
を
建
設
し
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
？ 

修
正
主
義
国
家
、

資
本
主
義
国
家
に
変
わ
る
だ
ろ
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
と
な
り
、
フ

ァ
シ
ス
ト
独
裁
に
か
わ
る
だ
ろ
う
。
警
戒
が
必
要
だ
。
よ
く
考
え
よ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。 

 
 

そ
し
て
「
の
ち
の
文
革
中
に
毛
沢
東
の
妻
、
江
青
は
七
千
人
大
会
で
失
敗
や
欠
点
を
あ
げ

つ
ら
う
大
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
「
腹
の
中
で
怒
り
を
懸
命
に
こ
ら
え
て
い
た
の

だ
」
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。・
・
・
そ
う
し
た
中
で
、
劉
少
奇
た
ち
経
済
調
整
派
と
明
ら
か

に
一
線
を
画
し
、「
毛
沢
東
絶
対
支
持
」
を
明
確
に
し
た
人
物
が
い
た
。
彭
徳
海
の
後
を
襲
っ

て
国
防
相
と
な
っ
た
政
治
局
常
務
委
員
の
林
彪
だ
っ
た
。
・
・
・
二
カ
月
後
の
三
月
二
十
日
、

人
民
解
放
軍
総
参
謀
長
の
羅
瑞
卿
に
毛
沢
東
は
こ
う
言
っ
た
。
「
（
林
彪
）
発
言
を
改
め
て
読

み
返
す
と
、
大
変
に
よ
い
文
章
だ
。
読
む
と
う
れ
し
く
な
る
。
羅
よ
、
お
ま
え
に
も
こ
ん
な

講
話
が
で
き
る
か
。
で
き
な
い
な
ら
し
っ
か
り
学
べ
」 

毛
沢
東
・
林
彪
と
劉
少
奇
・
鄧
小

平
の
溝
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
」（
二
二
）
と
、『
毛
沢
東
秘
録
』
は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り

七
千
人
大
会
で
孤
立
し
て
面
目
を
失
っ
た
毛
沢
東
を
救
済
し
た
の
は
、
太
鼓
持
ち
の
林
彪
で

あ
り
、
こ
れ
以
後
に
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
毛
沢
東
等
と
の
確
執
が
始
ま
っ
た
と
言
う
。 

劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
多
数
の
党
中
央
幹
部
は
、「
人
民
生
活
の
向
上
の
た
め
の
社
会
主
義

」
論
を
堅
持
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
毛
沢
東
等
の
少
数
派
は
、
人
民
生
活
の
向
上
よ
り
も

「
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
」
論
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
派
の
間
に
存

在
す
る
社
会
主
義
国
家
建
設
理
論
の
考
え
方
の
相
違
と
い
う
深
い
溝
が
、
権
力
闘
争
の
根
本
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」（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
中
央
幹
部
の
多
く
は
、
曽
書
記
の
提

案
を
受
け
入
れ
て
、
農
家
契
約
請
負
制
の
導
入
に
傾
い
て
い
た
が
、
全
国
の
農
村
の
生
の
情

報
を
取
る
た
め
に
地
方
視
察
に
四
散
し
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 

戸
別
農
地
請
負
制
の
現
状 

 

農
民
の
飢
餓
状
態
と
い
う
非
常
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
試
行
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
私
は
農
地
請
負
耕
作
制
に
つ
い
て
の
記
事
を
読
む
な
り
、
曽
希
聖
の
政
策
が
ご
た
ご
た

を
引
き
お
こ
す
に
ち
が
い
な
い
と
感
じ
た
。
見
た
目
に
も
、
こ
の
新
政
策
は
卓
抜
な
着
想
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
も
し
農
民
に
じ
き
じ
き
土
地
を
分
配
す
る
の
が
農
業
生
産
を
増
加
さ
せ

る
も
っ
と
も
効
果
的
な
や
り
方
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
ら
あ
き
ら
か
に
そ
の
政
策
は
中
国
に
と

っ
て
最
良
の
選
択
だ
っ
た
。
農
業
は
こ
の
国
の
生
命
線
で
あ
る
。・
・
・
だ
か
ら
こ
そ
私
は
社

会
主
義
を
支
持
し
た
ー
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
で
は
な
く
、
崇
高
な
目
的
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
。 

き
び
し
い
農
業
危
機
に
直
面
し
て
、
党
最
高
指
導
部
の
多
く
は
、
耕
作
の

責
任
を
戸
別
の
農
家
に
も
ど
せ
ば
、
違
い
な
く
生
産
を
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。

実
際
に
生
産
が
増
加
す
る
と
、
こ
の
実
験
に
対
す
る
支
持
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
」（
一
三

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
に
人
民
公
社
制
度
の
欠
陥
を
是
正
し
て
、
農
業
生
産
の
危
機
状
況

に
対
処
す
る
た
め
に
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
現
に
毛
沢
東
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
ほ
め
た
し
、
生
産
高

に
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
農
民
は
、
自
ら
の
努
力
と
、
土
地
が
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関

係
を
明
白
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
向
上
し
た
。
」
（
一
四
）

と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
の
修
正
過
程
に
つ
い
て
安
井
三
吉
氏
は
、「
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
は
・
・
・
崩
壊
寸

前
の
中
国
経
済
を
再
建
す
る
た
め
、「
調
整
・
強
化
・
充
実
・
向
上
」
を
基
本
と
し
て
「
大
躍

進
」
、
人
民
公
社
政
策
の
修
正
に
着
手
し
た
。
生
産
目
標
の
引
き
下
げ
、
基
本
建
設
へ
の
資
本

投
資
の
削
減
、
生
産
テ
ン
ポ
の
緩
和
、
採
算
単
位
の
人
民
公
社
・
生
産
大
隊
か
ら
生
産
隊
（

二
〇
ー
三
〇
戸
）
へ
の
引
き
下
げ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
個
別
農
家
の
自
主
性
に
依
拠
し
て

生
産
の
回
復
を
図
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
成
果
は
着
実
に
現
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
、

工
農
業
の
主
要
生
産
目
標
の
す
べ
て
の
分
野
で
一
九
五
七
年
水
準
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
。

・
・
・
」（
一
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
経
済
調
整
政
策
の

成
功
に
よ
り
、
彼
等
主
流
派
の
党
内
発
言
権
が
大
き
く
な
り
、
毛
沢
東
は
ふ
た
た
び
党
内
に

置
い
て
劣
勢
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
毛
沢
東
は
、
農
民
の
飢
餓
救
済
の
た
め
に
人
民
公
社
制
度
の
後
退
に
よ
る
戸
別

農
地
請
負
制
度
の
実
験
を
支
持
す
る
一
方
で
、
主
流
派
よ
り
奪
権
す
る
た
め
に
、
逆
に
こ
れ

を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
を
も
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
曽
希
聖
の
政
策
が
は
ら
む
問
題
点
は
、
そ
れ
が
私
有
財
産
的
な
農
業
で
あ
る
う
ら
み
が

あ
り
、
社
会
主
義
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
党
は
党
員
間
の
、
社
会
主
義
と
は
何
か
、

一
体
何
が
こ
の
国
に
と
っ
て
最
善
な
の
か
と
い
う
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
分
裂
し
つ
つ
あ
っ

た
。
毛
沢
東
は
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想

は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
農
民
が
何
よ
り
も
自
分
の
土
地
を
所
有
し
た
が

っ
て
い
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
。「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
望
ん
で
い
る
の
は
社
会
主
義

で
あ
る
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
農
業
生
産
の
困
難
と
直
面
し
て
お
り

、
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
農
民
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ

が
将
来
と
る
べ
き
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
農
地
請
負
耕
作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ

る
の
に
人
民
公
社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う
点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ

し
た
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、
古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ

う
言
っ
た
。「
黄
河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地
ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お

る
。
私
は
黄
河
を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」
毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め

つ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
」
（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

現
実
の
農
民
の
惨
状
に
際
し
て
曽
希
聖
の
提
案
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
に
妥
協
し
て
、
こ

れ
を
承
認
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
し
か
し
最
高
の
理
想
は
農
民
の
生
活
向
上
や
生
産
力
の

高
さ
で
は
な
く
、
素
朴
で
原
始
的
な
平
等
分
配
制
の
共
産
制
社
会
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
毛
沢

東
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
へ
の
結
末
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
・
陳
雲
等
の
党
中
央
幹
部
の
支

持
の
意
向
と
は
、
全
く
逆
の
否
定
行
動
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。 

地
方
農
民
の
実
態
調
査
の
た
め
に
四
散
し
た
党
幹
部
が
北
京
に
戻
っ
た
時
の
事
情
と
し
て
、

李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
な
陳
雲
の
報
告
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
事
実
を
突
き
と
め
る
た
め
に
地
方
を
歴
訪
し
た
最
高
幹
部
ら
の
報
告
は
、
楽
観
の
余
地

を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
農
村
地
帯
の
状
況
は
悪
か
っ
た
。
党
指
導
部
の
確

信
は
い
よ
い
よ
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
剛
直
な
現
実
派
の
陳
雲
副
首
相
は
、
三

月
の
会
議
で
は
沈
黙
を
ま
も
っ
た
が
、
毛
主
席
に
対
し
て
だ
れ
よ
り
も
声
高
に
異
議
を
申
し

た
て
た
。
「
農
民
た
ち
は
い
ま
や
不
満
を
も
ら
す
こ
と
し
か
し
な
い
」
と
陳
雲
は
報
告
し
た
。

「
蒋
介
石
の
も
と
で
彼
ら
は
『
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
』
が
、
食
べ
る
も
の
は
豊
富
に
あ
っ
た
。

毛
沢
東
の
も
と
で
は
、
万
事
が
『
偉
大
』
で
あ
っ
て
も
、
お
粥
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
農

民
は
言
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
農
民
に
土
地
を
あ
た
え
る
こ
と
だ
け

で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
み
な
充
分
な
食
べ
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

」
。
財
政
経
済
委
員
会
主
任
で
も
あ
る
陳
雲
は
人
民
公
社
を
全
面
的
に
解
体
し
て
、
土
地
を
農

民
に
返
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
人
民
公
社
の
組
織
に
関
す
る
毛
沢
東
の
農
業
六
十
条
草
案
は
ふ

た
た
び
修
正
さ
れ
た
。
多
く
の
地
方
で
は
す
で
に
放
棄
さ
れ
て
い
た
共
同
食
堂
は
正
式
に
と

り
こ
わ
さ
れ
、
ま
た
最
高
指
導
部
は
一
九
六
二
年
に
さ
ら
に
一
千
万
人
の
都
市
人
口
を
地
方

に
送
り
だ
す
こ
と
を
決
め
た
。
産
業
の
生
産
目
標
、
と
り
わ
け
鉄
鋼
の
生
産
目
標
は
劇
的
に

後
退
し
た
。
し
か
し
人
民
公
社
は
手
づ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
、
党
は
表
向
き
の
統
一
を
な
ん

と
か
た
も
っ
た
」
（
一
七
）。 

急
激
な
農
村
の
共
有
財
産
制
へ
の
社
会
主
義
的
移
行
で
あ
る
人
民
公
社
化
運
動
は
、
農
民

の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
地
改
革
以
来
の
人
民
公
社
へ
の
移
行
は
、

時
期
早
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
党
の
統
一
の
た
め
に
人
民
公
社
制
度
は
、
大
幅
に
縮
小

さ
れ
な
が
ら
も
、
温
存
さ
れ
た
と
言
う
。
ま
た
李
氏
は
、
党
中
央
幹
部
の
戸
別
農
地
請
負
制

の
採
用
に
つ
い
て
の
党
中
央
内
で
の
分
裂
的
発
言
に
つ
い
て
、 

 
 

 

「
一
九
六
一
年
八
月
に
会
議
が
再
招
集
さ
れ
た
と
き
、
主
席
に
は
ま
だ
支
持
者
が
あ
っ
た
。

上
海
の
柯
慶
施
は
い
つ
で
も
主
席
の
指
導
に
従
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
林
彪
国
防
相

も
ま
た
毛
礼
賛
を
声
高
に
口
に
し
て
い
た
。・
・
・
湖
北
省
地
方
委
員
会
の
王
任
重
も
毛
を
支

持
し
て
い
た
。・
・
・
周
恩
来
と
朱
徳
は
こ
と
農
村
部
の
集
団
制
問
題
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
ま

も
っ
て
い
た
。
両
人
と
も
、
集
団
化
に
関
し
て
主
席
の
怒
り
を
買
っ
て
お
り
、
毛
を
ま
た
も

や
刺
戟
し
た
く
は
な
か
っ
た
。
広
東
省
地
方
委
員
会
第
一
書
記
で
、
あ
ら
た
に
中
央
華
南
局

の
指
導
者
に
昇
格
し
て
い
た
陶
鋳
に
は
気
迷
い
が
あ
り
、
一
般
論
と
し
て
農
業
の
請
負
制
に

は
賛
成
し
な
が
ら
も
、
集
団
所
有
の
土
地
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
か
ぎ
っ
て
農
家
に
配
分
さ

れ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
た
。「
こ
の
や
り
方
な
ら
人
民
は
飢
え
死
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
」
と
陶
鋳
は
言
っ
た
。「
も
し
こ
れ
が
資
本
主
義
だ
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
資
本
主
義
の

ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
の
も
と
で
み
ん
な
が
貧
し
い
こ
と
を
ほ
ん
と

う
に
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」 

劉
少
奇
は
一
段
と
明
確
に
、
各
農
家
と
戸
別
農
業
生
産

の
契
約
を
結
ぶ
方
向
に
傾
い
て
い
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
工
業
で
も
農
業
で
も
最
大
限
の
撤
退

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
「
何
事
だ
ろ
う
と
農
民
の
熱
意
を
高
め
る
な
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」（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
中
央
幹
部
の
多
く
は
、
曽
書
記
の
提

案
を
受
け
入
れ
て
、
農
家
契
約
請
負
制
の
導
入
に
傾
い
て
い
た
が
、
全
国
の
農
村
の
生
の
情

報
を
取
る
た
め
に
地
方
視
察
に
四
散
し
た
の
で
あ
る
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農
民
の
飢
餓
状
態
と
い
う
非
常
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
試
行
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
私
は
農
地
請
負
耕
作
制
に
つ
い
て
の
記
事
を
読
む
な
り
、
曽
希
聖
の
政
策
が
ご
た
ご
た

を
引
き
お
こ
す
に
ち
が
い
な
い
と
感
じ
た
。
見
た
目
に
も
、
こ
の
新
政
策
は
卓
抜
な
着
想
の

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
も
し
農
民
に
じ
き
じ
き
土
地
を
分
配
す
る
の
が
農
業
生
産
を
増
加
さ
せ

る
も
っ
と
も
効
果
的
な
や
り
方
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
ら
あ
き
ら
か
に
そ
の
政
策
は
中
国
に
と

っ
て
最
良
の
選
択
だ
っ
た
。
農
業
は
こ
の
国
の
生
命
線
で
あ
る
。・
・
・
だ
か
ら
こ
そ
私
は
社

会
主
義
を
支
持
し
た
ー
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
で
は
な
く
、
崇
高
な
目
的
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
。 

き
び
し
い
農
業
危
機
に
直
面
し
て
、
党
最
高
指
導
部
の
多
く
は
、
耕
作
の

責
任
を
戸
別
の
農
家
に
も
ど
せ
ば
、
違
い
な
く
生
産
を
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。

実
際
に
生
産
が
増
加
す
る
と
、
こ
の
実
験
に
対
す
る
支
持
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
」（
一
三

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
に
人
民
公
社
制
度
の
欠
陥
を
是
正
し
て
、
農
業
生
産
の
危
機
状
況

に
対
処
す
る
た
め
に
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
現
に
毛
沢
東
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
ほ
め
た
し
、
生
産
高

に
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
農
民
は
、
自
ら
の
努
力
と
、
土
地
が
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関

係
を
明
白
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
向
上
し
た
。
」
（
一
四
）

と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
の
修
正
過
程
に
つ
い
て
安
井
三
吉
氏
は
、「
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
は
・
・
・
崩
壊
寸

前
の
中
国
経
済
を
再
建
す
る
た
め
、「
調
整
・
強
化
・
充
実
・
向
上
」
を
基
本
と
し
て
「
大
躍

進
」
、
人
民
公
社
政
策
の
修
正
に
着
手
し
た
。
生
産
目
標
の
引
き
下
げ
、
基
本
建
設
へ
の
資
本

投
資
の
削
減
、
生
産
テ
ン
ポ
の
緩
和
、
採
算
単
位
の
人
民
公
社
・
生
産
大
隊
か
ら
生
産
隊
（

二
〇
ー
三
〇
戸
）
へ
の
引
き
下
げ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
個
別
農
家
の
自
主
性
に
依
拠
し
て

生
産
の
回
復
を
図
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
成
果
は
着
実
に
現
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
、

工
農
業
の
主
要
生
産
目
標
の
す
べ
て
の
分
野
で
一
九
五
七
年
水
準
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
。

・
・
・
」（
一
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
経
済
調
整
政
策
の

成
功
に
よ
り
、
彼
等
主
流
派
の
党
内
発
言
権
が
大
き
く
な
り
、
毛
沢
東
は
ふ
た
た
び
党
内
に

置
い
て
劣
勢
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
毛
沢
東
は
、
農
民
の
飢
餓
救
済
の
た
め
に
人
民
公
社
制
度
の
後
退
に
よ
る
戸
別

農
地
請
負
制
度
の
実
験
を
支
持
す
る
一
方
で
、
主
流
派
よ
り
奪
権
す
る
た
め
に
、
逆
に
こ
れ

を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
を
も
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
曽
希
聖
の
政
策
が
は
ら
む
問
題
点
は
、
そ
れ
が
私
有
財
産
的
な
農
業
で
あ
る
う
ら
み
が

あ
り
、
社
会
主
義
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
党
は
党
員
間
の
、
社
会
主
義
と
は
何
か
、

一
体
何
が
こ
の
国
に
と
っ
て
最
善
な
の
か
と
い
う
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
分
裂
し
つ
つ
あ
っ

た
。
毛
沢
東
は
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想

は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
農
民
が
何
よ
り
も
自
分
の
土
地
を
所
有
し
た
が

っ
て
い
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
。「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
望
ん
で
い
る
の
は
社
会
主
義

で
あ
る
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
農
業
生
産
の
困
難
と
直
面
し
て
お
り

、
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
農
民
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ

が
将
来
と
る
べ
き
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
農
地
請
負
耕
作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ

る
の
に
人
民
公
社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う
点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ

し
た
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、
古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ

う
言
っ
た
。「
黄
河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地
ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お

る
。
私
は
黄
河
を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」
毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め

つ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
」
（
一
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

現
実
の
農
民
の
惨
状
に
際
し
て
曽
希
聖
の
提
案
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
に
妥
協
し
て
、
こ

れ
を
承
認
し
た
毛
沢
東
に
と
っ
て
、
し
か
し
最
高
の
理
想
は
農
民
の
生
活
向
上
や
生
産
力
の

高
さ
で
は
な
く
、
素
朴
で
原
始
的
な
平
等
分
配
制
の
共
産
制
社
会
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
毛
沢

東
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
へ
の
結
末
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
・
陳
雲
等
の
党
中
央
幹
部
の
支

持
の
意
向
と
は
、
全
く
逆
の
否
定
行
動
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。 

地
方
農
民
の
実
態
調
査
の
た
め
に
四
散
し
た
党
幹
部
が
北
京
に
戻
っ
た
時
の
事
情
と
し
て
、

李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
な
陳
雲
の
報
告
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
事
実
を
突
き
と
め
る
た
め
に
地
方
を
歴
訪
し
た
最
高
幹
部
ら
の
報
告
は
、
楽
観
の
余
地

を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
農
村
地
帯
の
状
況
は
悪
か
っ
た
。
党
指
導
部
の
確

信
は
い
よ
い
よ
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
剛
直
な
現
実
派
の
陳
雲
副
首
相
は
、
三

月
の
会
議
で
は
沈
黙
を
ま
も
っ
た
が
、
毛
主
席
に
対
し
て
だ
れ
よ
り
も
声
高
に
異
議
を
申
し

た
て
た
。
「
農
民
た
ち
は
い
ま
や
不
満
を
も
ら
す
こ
と
し
か
し
な
い
」
と
陳
雲
は
報
告
し
た
。

「
蒋
介
石
の
も
と
で
彼
ら
は
『
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
』
が
、
食
べ
る
も
の
は
豊
富
に
あ
っ
た
。

毛
沢
東
の
も
と
で
は
、
万
事
が
『
偉
大
』
で
あ
っ
て
も
、
お
粥
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
農

民
は
言
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
農
民
に
土
地
を
あ
た
え
る
こ
と
だ
け

で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
み
な
充
分
な
食
べ
も
の
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

」
。
財
政
経
済
委
員
会
主
任
で
も
あ
る
陳
雲
は
人
民
公
社
を
全
面
的
に
解
体
し
て
、
土
地
を
農

民
に
返
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
人
民
公
社
の
組
織
に
関
す
る
毛
沢
東
の
農
業
六
十
条
草
案
は
ふ

た
た
び
修
正
さ
れ
た
。
多
く
の
地
方
で
は
す
で
に
放
棄
さ
れ
て
い
た
共
同
食
堂
は
正
式
に
と

り
こ
わ
さ
れ
、
ま
た
最
高
指
導
部
は
一
九
六
二
年
に
さ
ら
に
一
千
万
人
の
都
市
人
口
を
地
方

に
送
り
だ
す
こ
と
を
決
め
た
。
産
業
の
生
産
目
標
、
と
り
わ
け
鉄
鋼
の
生
産
目
標
は
劇
的
に

後
退
し
た
。
し
か
し
人
民
公
社
は
手
づ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
、
党
は
表
向
き
の
統
一
を
な
ん

と
か
た
も
っ
た
」
（
一
七
）。 

急
激
な
農
村
の
共
有
財
産
制
へ
の
社
会
主
義
的
移
行
で
あ
る
人
民
公
社
化
運
動
は
、
農
民

の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
地
改
革
以
来
の
人
民
公
社
へ
の
移
行
は
、

時
期
早
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
党
の
統
一
の
た
め
に
人
民
公
社
制
度
は
、
大
幅
に
縮
小

さ
れ
な
が
ら
も
、
温
存
さ
れ
た
と
言
う
。
ま
た
李
氏
は
、
党
中
央
幹
部
の
戸
別
農
地
請
負
制

の
採
用
に
つ
い
て
の
党
中
央
内
で
の
分
裂
的
発
言
に
つ
い
て
、 

 
 

 

「
一
九
六
一
年
八
月
に
会
議
が
再
招
集
さ
れ
た
と
き
、
主
席
に
は
ま
だ
支
持
者
が
あ
っ
た
。

上
海
の
柯
慶
施
は
い
つ
で
も
主
席
の
指
導
に
従
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
林
彪
国
防
相

も
ま
た
毛
礼
賛
を
声
高
に
口
に
し
て
い
た
。・
・
・
湖
北
省
地
方
委
員
会
の
王
任
重
も
毛
を
支

持
し
て
い
た
。・
・
・
周
恩
来
と
朱
徳
は
こ
と
農
村
部
の
集
団
制
問
題
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
ま

も
っ
て
い
た
。
両
人
と
も
、
集
団
化
に
関
し
て
主
席
の
怒
り
を
買
っ
て
お
り
、
毛
を
ま
た
も

や
刺
戟
し
た
く
は
な
か
っ
た
。
広
東
省
地
方
委
員
会
第
一
書
記
で
、
あ
ら
た
に
中
央
華
南
局

の
指
導
者
に
昇
格
し
て
い
た
陶
鋳
に
は
気
迷
い
が
あ
り
、
一
般
論
と
し
て
農
業
の
請
負
制
に

は
賛
成
し
な
が
ら
も
、
集
団
所
有
の
土
地
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
か
ぎ
っ
て
農
家
に
配
分
さ

れ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
た
。「
こ
の
や
り
方
な
ら
人
民
は
飢
え
死
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
」
と
陶
鋳
は
言
っ
た
。「
も
し
こ
れ
が
資
本
主
義
だ
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
資
本
主
義
の

ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
の
も
と
で
み
ん
な
が
貧
し
い
こ
と
を
ほ
ん
と

う
に
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」 

劉
少
奇
は
一
段
と
明
確
に
、
各
農
家
と
戸
別
農
業
生
産

の
契
約
を
結
ぶ
方
向
に
傾
い
て
い
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
工
業
で
も
農
業
で
も
最
大
限
の
撤
退

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
た
。
「
何
事
だ
ろ
う
と
農
民
の
熱
意
を
高
め
る
な
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で
き
た
し
、
或
い
は
逆
に
国
か
ら
救
援
米
を
支
給
さ
れ
た
の
だ
っ
た
」（
七
）
と
述
べ
て
い
る

。
大
飢
饉
は
、
こ
の
様
に
急
激
な
農
業
の
集
団
化
政
策
、
つ
ま
り
人
民
公
社
制
度
に
よ
り
、

私
有
財
産
制
度
を
否
定
さ
れ
た
農
民
の
生
産
意
欲
の
減
退
に
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
経
済
調
整
政
策
を
決
定
し
た
一
九
六
一
年
一
月
一
四
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
共
産

党
第
八
期
第
九
回
中
央
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て
、 

「
私
は
主
席
と
話
を
す
る
の
を
見
あ
わ
せ
て
い
た
。
北
京
に
も
ど
っ
た
二
日
後
に
、
第
八

期
中
央
委
員
会
第
九
回
全
大
会
後
（
八
期
九
全
会
）
が
ひ
ら
か
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
主
席

が
そ
れ
で
多
忙
を
き
わ
め
て
い
る
の
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
党
中
央
委
員
会
は
つ
い
に
、

毛
沢
東
が
何
が
な
ん
で
も
無
視
し
た
が
っ
て
い
た
暗
い
側
面
と
対
決
し
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。

毛
は
依
然
と
し
て
ふ
さ
ぎ
こ
み
、
ま
す
ま
す
多
く
の
時
間
を
ベ
ッ
ド
で
す
ご
し
て
い
た
。
た

と
え
や
り
方
に
情
け
容
赦
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
毛
沢
東
は
中
国
の
た
め
を
思
っ
て
大
躍

進
を
発
動
し
た
の
だ
と
、
私
は
い
ま
な
お
そ
う
信
じ
て
い
る
。
問
題
は
、
毛
が
現
代
的
な
教

育
を
ま
っ
た
く
う
け
て
お
ら
ず
、
現
代
世
界
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
中
国
は
い

か
に
し
て
そ
れ
に
参
加
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に

あ
る
。
二
十
世
紀
は
前
進
し
つ
つ
あ
り
、
毛
は
十
九
世
紀
的
な
世
界
に
は
ま
り
こ
ん
だ
ま
ま

国
を
指
導
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
一
歩
し
り
ぞ
い
て
、
こ
ん
ご
何
を
な
す

べ
き
か
考
え
な
な
お
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
八
期
九
全
会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て

打
撃
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
農
業
生
産
の
回
復
を
党
最
重
要
の
任
務
と
さ
だ
め
た
。
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
人
民
を
飢
え
て
い
る
の
で
は
、
急
速
な
工
業
化
と
い
う
毛
沢
東
の
夢
は
机
上
の

空
論
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
人
民
は
ま
ず
食
べ
物
を
意
の
腑
に
収
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
」
（
八 

 
 

）
と
述
べ
て
い
る
。
共
産
党
の
八
期
九
全
会
に
お
い
て
調
整
政
策
が
決
定
さ
れ
た
。
大
躍
進

・
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
は
、
農
業
生
産
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
結
果
、
中
国
全
土
を

大
飢
饉
に
陥
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
危
機
を
救
済
す
べ
く
人
民
公
社
の
公
有
地
を
分
割
し
て

農
民
に
貸
与
す
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
に
繋
が
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の

戸
別
農
地
請
負
制
の
肯
定
＝
農
民
へ
の
譲
歩
＝
軌
道
修
正
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
六
一
年
三
月
、
中
国
が
直
面
し
て
い
た
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
と
い
え
ば
、
数
百

万
も
の
農
民
の
生
命
を
奪
い
つ
つ
あ
る
全
国
的
な
飢
饉
で
あ
り
、
広
州
で
開
く
政
治
局
拡
大

工
作
会
議
の
目
的
は
、
そ
の
農
業
政
策
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
二
月
一

杯
か
け
て
実
行
可
能
な
農
業
計
画
の
立
案
に
没
頭
し
、
そ
の
草
案
を
検
討
し
て
も
ら
う
た
め

工
作
会
議
に
提
出
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。 

毛
は
私
に
一
読
を
す
す
め
た
記
事
は
、
安
徽
省
が
こ
の
危
機
に
対
処
す
べ
く
導
入
し
た
農

業
組
織
の
技
術
革
新
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昔
か
ら
中
国
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
地
方
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
安
徽
省
は
、
こ
の
大
飢
饉
で
す
っ
か
り
荒
廃
し
て
い
た
。
最
初
の
う
ち
、
安

徽
省
党
地
方
委
員
会
第
一
書
記
の
曽
希
聖
は
大
躍
進
の
超
急
進
的
な
支
持
者
で
あ
り
、
主
席

に
か
の
「
裏
庭
錬
鋼
炉
」
を
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
の
初
頭
に
は
、
お
よ
そ

一
千
万
人
に
の
ぼ
る
安
徽
省
の
農
民
が
飢
え
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
数
カ
月
に

数
百
万
が
餓
死
し
て
い
た
。
充
分
な
体
力
あ
る
者
は
何
十
万
人
も
食
物
を
求
め
て
逃
亡
し
つ

つ
あ
っ
た
。
大
躍
進
へ
の
曽
希
聖
の
熱
中
ぶ
り
は
消
え
う
せ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
い
ま
や
必

死
に
な
っ
て
農
業
生
産
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
て
い
た
。
曽
書
記
は
、
人
民
公
社
の
公

有
地
を
こ
ま
か
く
分
割
し
た
う
え
、
特
定
の
割
り
合
い
で
収
穫
を
人
民
公
社
に
お
さ
め
る
と

い
う
条
件
を
受
け
入
れ
、
そ
の
土
地
を
た
が
や
す
こ
と
に
同
意
し
た
農
民
た
ち
に
分
配
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
農
民
は
実
際
に
土
地
を
所
有
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
曽
書

記
は
こ
の
制
度
は
依
然
と
し
て
「
社
会
主
義
的
」
だ
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
だ
か

ら
こ
そ
毛
主
席
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

曽
希
聖
は
一
年
以
上
前
に
ひ
ら
か
れ
た
一
九
六
〇
年
一
月
の
上
海
会
議
後
、
こ
の
新
し
い

政
策
を
導
入
し
は
じ
め
た
の
だ
け
れ
ど
、
毛
主
席
が
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ

て
疑
わ
な
か
っ
た
。
現
に
毛
沢
東
は
当
時
、
戸
別
の
農
地
請
負
制
度
を
ほ
め
た
し
、
曽
希
聖

は
そ
の
言
葉
を
励
ま
し
と
請
け
と
め
た
。
こ
の
新
し
い
政
策
は
最
初
の
う
ち
い
い
結
果
を
生

ん
だ
。
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
を
た
が
や
し
、
生
産
高
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
農
民
は
、
み

ず
か
ら
の
努
力
と
、
土
地
の
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関
係
を
明
白
に
見
て
と
る
こ
と
が

で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
上
昇
し
た
。 

広
州
会
議
に
向
け
た
毛
主
席
の
草
案
で
は
、
曽
希
聖
の
農
地
請
負
耕
作
制
に
つ
い
て
も
、

ま
た
他
の
地
方
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
別
の
似
た
よ
う
な
農
家
契
約
生
産
性
制
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
月
十
五
日
に
曽
希
聖
が
会
議
で
発
言
し
た
あ
と
で

も
、
毛
は
こ
の
考
え
に
共
感
を
い
だ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
曽
の
発
言
を
聞
い
て
毛
沢

東
は
こ
う
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
正
し
く
行
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
国

家
の
穀
物
生
産
高
を
五
十
万
ト
ン(

十
億
斤)

も
増
加
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
わ

れ
わ
れ
の
生
活
は
よ
り
楽
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
曽
は
ま
た
も
や
主
席
の
評
言
を
承
認

と
受
け
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
引
き
起
こ
し
た
農
業
生
産
の
危
機
状

況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い

て
李
氏
は
、「
現
に
毛
沢
東
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
ほ
め
た
し
、
生
産
高
に
責
任
を
負
わ
さ
れ

た
農
民
は
、
自
ら
の
努
力
と
、
土
地
が
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関
係
を
明
白
に
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
向
上
し
た
。
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
現
実
の
農
業
生
産
力
の
低
下
に
起
因
す
る
大
飢
饉
を
救
済
す
る

た
め
に
、
曽
希
聖
の
採
用
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
を
誉
め
た
上
で
、
こ
れ
を
了
承
・
肯
定
し

て
、
農
民
に
譲
歩
す
る
政
治
路
線
の
軌
道
修
正
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
調
整
政

策
は
毛
沢
東
路
線
へ
の
挑
戦
」
と
す
る
渡
辺
氏
の
主
張
や
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
す
る
毛

沢
東
と
調
整
政
策
と
の
無
関
係
論
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
。 

安
徽
省
で
一
九
六
〇
年
初
頭
よ
り
始
ま
っ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
は
、
党
内
主
流
派
の
独

創
的
な
主
張
で
は
な
く
、
「
農
村
で
自
然
発
生
し
た
「
包
産
到
戸
」
（
生
産
の
戸
別
請
負
制
）

で
あ
り
、
毛
沢
東
の
人
民
公
社
化
政
策
に
反
し
、
資
本
主
義
へ
の
道
を
歩
む
「
個
人
経
営
」

と
み
な
さ
れ
非
合
法
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、

こ
の
時
期
、
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
」
も
の
を
、
毛
沢
東
の
秘
書
兼
中
央
弁
公
庁
副
主

任
・
田
家
英
が
、
毛
沢
東
の
命
令
で
湖
南
省
の
農
村
調
査
に
派
遣
さ
れ
て
得
た
報
告
を
、
劉

少
奇
が
陳
雲
・
鄧
小
平
等
の
中
央
幹
部
の
意
見
を
集
約
し
て
党
の
合
法
的
政
策
と
提
起
し
た

も
の
で
あ
っ
た
」
（
一
一
）
。
ま
た
鄧
小
平
の
有
名
な
「
白
猫
・
黒
猫
」
発
言
が
出
た
の
は
、

こ
の
広
州
会
議
の
直
後
の
時
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
広
州
会
議
で
は
、
党
最
高
指
導
部
の
腰
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
三
月

に
は
じ
め
て
、
私
は
、
党
中
央
総
書
記
の
鄧
小
平
が
曽
希
聖
の
提
案
を
支
持
し
、
そ
の
政
治

的
経
歴
の
う
ち
で
も
っ
と
も
有
名
で
、
も
っ
と
も
悪
名
高
い
発
言
を
耳
に
し
た
。「
白
い
猫
で

あ
ろ
う
と
黒
い
猫
で
あ
ろ
う
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。
鼠
を
と
る
の
が
よ
い
猫
で
あ
る
」
。

資
本
主
義
と
呼
ぼ
う
と
社
会
主
義
と
よ
ぼ
う
と
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、
と
に
か
く
農
業
生
産
を

上
げ
る
こ
と
で
飢
饉
に
終
止
符
を
打
つ
の
が
鄧
小
平
の
最
優
先
目
標
だ
っ
た
。
い
つ
で
も
鄧

小
平
ほ
ど
の
力
強
さ
は
な
く
、
そ
の
言
葉
遣
い
に
も
は
な
や
か
さ
が
な
か
っ
た
劉
少
奇
は
、

徐
々
に
自
分
の
立
場
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
広
州
に
お
い

て
は
、
農
家
契
約
生
産
の
実
験
を
み
と
め
る
ほ
う
に
傾
い
て
い
た
。
し
か
し
、
広
州
会
議
は

こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う

解
決
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
か
決
定
す
る
前
に
、
ま
ず
地
方
で
お
こ
っ
て
い
る
事
態
に
つ

い
て
も
っ
と
多
く
の
な
ま
の
情
報
を
ほ
し
が
っ
た
。・
・
・
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
朱
徳
、
鄧
小

平
ら
は
即
座
に
各
地
方
に
散
っ
た
。
表
向
き
党
の
統
一
は
た
も
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・

182 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）（69）



で
き
た
し
、
或
い
は
逆
に
国
か
ら
救
援
米
を
支
給
さ
れ
た
の
だ
っ
た
」（
七
）
と
述
べ
て
い
る

。
大
飢
饉
は
、
こ
の
様
に
急
激
な
農
業
の
集
団
化
政
策
、
つ
ま
り
人
民
公
社
制
度
に
よ
り
、

私
有
財
産
制
度
を
否
定
さ
れ
た
農
民
の
生
産
意
欲
の
減
退
に
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
経
済
調
整
政
策
を
決
定
し
た
一
九
六
一
年
一
月
一
四
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
共
産

党
第
八
期
第
九
回
中
央
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て
、 

「
私
は
主
席
と
話
を
す
る
の
を
見
あ
わ
せ
て
い
た
。
北
京
に
も
ど
っ
た
二
日
後
に
、
第
八

期
中
央
委
員
会
第
九
回
全
大
会
後
（
八
期
九
全
会
）
が
ひ
ら
か
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
主
席

が
そ
れ
で
多
忙
を
き
わ
め
て
い
る
の
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
党
中
央
委
員
会
は
つ
い
に
、

毛
沢
東
が
何
が
な
ん
で
も
無
視
し
た
が
っ
て
い
た
暗
い
側
面
と
対
決
し
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。

毛
は
依
然
と
し
て
ふ
さ
ぎ
こ
み
、
ま
す
ま
す
多
く
の
時
間
を
ベ
ッ
ド
で
す
ご
し
て
い
た
。
た

と
え
や
り
方
に
情
け
容
赦
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
毛
沢
東
は
中
国
の
た
め
を
思
っ
て
大
躍

進
を
発
動
し
た
の
だ
と
、
私
は
い
ま
な
お
そ
う
信
じ
て
い
る
。
問
題
は
、
毛
が
現
代
的
な
教

育
を
ま
っ
た
く
う
け
て
お
ら
ず
、
現
代
世
界
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
中
国
は
い

か
に
し
て
そ
れ
に
参
加
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に

あ
る
。
二
十
世
紀
は
前
進
し
つ
つ
あ
り
、
毛
は
十
九
世
紀
的
な
世
界
に
は
ま
り
こ
ん
だ
ま
ま

国
を
指
導
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
一
歩
し
り
ぞ
い
て
、
こ
ん
ご
何
を
な
す

べ
き
か
考
え
な
な
お
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
八
期
九
全
会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て

打
撃
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
、
農
業
生
産
の
回
復
を
党
最
重
要
の
任
務
と
さ
だ
め
た
。
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
人
民
を
飢
え
て
い
る
の
で
は
、
急
速
な
工
業
化
と
い
う
毛
沢
東
の
夢
は
机
上
の

空
論
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
人
民
は
ま
ず
食
べ
物
を
意
の
腑
に
収
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
」
（
八 

 
 

）
と
述
べ
て
い
る
。
共
産
党
の
八
期
九
全
会
に
お
い
て
調
整
政
策
が
決
定
さ
れ
た
。
大
躍
進

・
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
は
、
農
業
生
産
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
た
結
果
、
中
国
全
土
を

大
飢
饉
に
陥
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
危
機
を
救
済
す
べ
く
人
民
公
社
の
公
有
地
を
分
割
し
て

農
民
に
貸
与
す
る
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
に
繋
が
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の

戸
別
農
地
請
負
制
の
肯
定
＝
農
民
へ
の
譲
歩
＝
軌
道
修
正
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
九
六
一
年
三
月
、
中
国
が
直
面
し
て
い
た
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
と
い
え
ば
、
数
百

万
も
の
農
民
の
生
命
を
奪
い
つ
つ
あ
る
全
国
的
な
飢
饉
で
あ
り
、
広
州
で
開
く
政
治
局
拡
大

工
作
会
議
の
目
的
は
、
そ
の
農
業
政
策
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
二
月
一

杯
か
け
て
実
行
可
能
な
農
業
計
画
の
立
案
に
没
頭
し
、
そ
の
草
案
を
検
討
し
て
も
ら
う
た
め

工
作
会
議
に
提
出
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。 

毛
は
私
に
一
読
を
す
す
め
た
記
事
は
、
安
徽
省
が
こ
の
危
機
に
対
処
す
べ
く
導
入
し
た
農

業
組
織
の
技
術
革
新
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昔
か
ら
中
国
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
地
方
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
安
徽
省
は
、
こ
の
大
飢
饉
で
す
っ
か
り
荒
廃
し
て
い
た
。
最
初
の
う
ち
、
安

徽
省
党
地
方
委
員
会
第
一
書
記
の
曽
希
聖
は
大
躍
進
の
超
急
進
的
な
支
持
者
で
あ
り
、
主
席

に
か
の
「
裏
庭
錬
鋼
炉
」
を
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
の
初
頭
に
は
、
お
よ
そ

一
千
万
人
に
の
ぼ
る
安
徽
省
の
農
民
が
飢
え
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
数
カ
月
に

数
百
万
が
餓
死
し
て
い
た
。
充
分
な
体
力
あ
る
者
は
何
十
万
人
も
食
物
を
求
め
て
逃
亡
し
つ

つ
あ
っ
た
。
大
躍
進
へ
の
曽
希
聖
の
熱
中
ぶ
り
は
消
え
う
せ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
い
ま
や
必

死
に
な
っ
て
農
業
生
産
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
つ
と
め
て
い
た
。
曽
書
記
は
、
人
民
公
社
の
公

有
地
を
こ
ま
か
く
分
割
し
た
う
え
、
特
定
の
割
り
合
い
で
収
穫
を
人
民
公
社
に
お
さ
め
る
と

い
う
条
件
を
受
け
入
れ
、
そ
の
土
地
を
た
が
や
す
こ
と
に
同
意
し
た
農
民
た
ち
に
分
配
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
農
民
は
実
際
に
土
地
を
所
有
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
曽
書

記
は
こ
の
制
度
は
依
然
と
し
て
「
社
会
主
義
的
」
だ
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
だ
か

ら
こ
そ
毛
主
席
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

曽
希
聖
は
一
年
以
上
前
に
ひ
ら
か
れ
た
一
九
六
〇
年
一
月
の
上
海
会
議
後
、
こ
の
新
し
い

政
策
を
導
入
し
は
じ
め
た
の
だ
け
れ
ど
、
毛
主
席
が
自
分
を
支
持
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ

て
疑
わ
な
か
っ
た
。
現
に
毛
沢
東
は
当
時
、
戸
別
の
農
地
請
負
制
度
を
ほ
め
た
し
、
曽
希
聖

は
そ
の
言
葉
を
励
ま
し
と
請
け
と
め
た
。
こ
の
新
し
い
政
策
は
最
初
の
う
ち
い
い
結
果
を
生

ん
だ
。
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
を
た
が
や
し
、
生
産
高
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
農
民
は
、
み

ず
か
ら
の
努
力
と
、
土
地
の
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関
係
を
明
白
に
見
て
と
る
こ
と
が

で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
上
昇
し
た
。 

広
州
会
議
に
向
け
た
毛
主
席
の
草
案
で
は
、
曽
希
聖
の
農
地
請
負
耕
作
制
に
つ
い
て
も
、

ま
た
他
の
地
方
で
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
別
の
似
た
よ
う
な
農
家
契
約
生
産
性
制
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
月
十
五
日
に
曽
希
聖
が
会
議
で
発
言
し
た
あ
と
で

も
、
毛
は
こ
の
考
え
に
共
感
を
い
だ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
曽
の
発
言
を
聞
い
て
毛
沢

東
は
こ
う
述
べ
た
の
で
あ
る
。「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
正
し
く
行
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
国

家
の
穀
物
生
産
高
を
五
十
万
ト
ン(

十
億
斤)

も
増
加
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
わ

れ
わ
れ
の
生
活
は
よ
り
楽
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
曽
は
ま
た
も
や
主
席
の
評
言
を
承
認

と
受
け
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
引
き
起
こ
し
た
農
業
生
産
の
危
機
状

況
に
対
処
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い

て
李
氏
は
、「
現
に
毛
沢
東
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
ほ
め
た
し
、
生
産
高
に
責
任
を
負
わ
さ
れ

た
農
民
は
、
自
ら
の
努
力
と
、
土
地
が
生
み
だ
す
も
の
や
収
入
と
の
関
係
を
明
白
に
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
た
。
安
徽
省
で
の
農
業
生
産
は
向
上
し
た
。
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
現
実
の
農
業
生
産
力
の
低
下
に
起
因
す
る
大
飢
饉
を
救
済
す
る

た
め
に
、
曽
希
聖
の
採
用
し
た
戸
別
農
地
請
負
制
を
誉
め
た
上
で
、
こ
れ
を
了
承
・
肯
定
し

て
、
農
民
に
譲
歩
す
る
政
治
路
線
の
軌
道
修
正
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
調
整
政

策
は
毛
沢
東
路
線
へ
の
挑
戦
」
と
す
る
渡
辺
氏
の
主
張
や
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
す
る
毛

沢
東
と
調
整
政
策
と
の
無
関
係
論
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
。 

安
徽
省
で
一
九
六
〇
年
初
頭
よ
り
始
ま
っ
た
戸
別
農
地
請
負
制
度
は
、
党
内
主
流
派
の
独

創
的
な
主
張
で
は
な
く
、
「
農
村
で
自
然
発
生
し
た
「
包
産
到
戸
」
（
生
産
の
戸
別
請
負
制
）

で
あ
り
、
毛
沢
東
の
人
民
公
社
化
政
策
に
反
し
、
資
本
主
義
へ
の
道
を
歩
む
「
個
人
経
営
」

と
み
な
さ
れ
非
合
法
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、

こ
の
時
期
、
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
」
も
の
を
、
毛
沢
東
の
秘
書
兼
中
央
弁
公
庁
副
主

任
・
田
家
英
が
、
毛
沢
東
の
命
令
で
湖
南
省
の
農
村
調
査
に
派
遣
さ
れ
て
得
た
報
告
を
、
劉

少
奇
が
陳
雲
・
鄧
小
平
等
の
中
央
幹
部
の
意
見
を
集
約
し
て
党
の
合
法
的
政
策
と
提
起
し
た

も
の
で
あ
っ
た
」
（
一
一
）
。
ま
た
鄧
小
平
の
有
名
な
「
白
猫
・
黒
猫
」
発
言
が
出
た
の
は
、

こ
の
広
州
会
議
の
直
後
の
時
で
あ
る
。
李
氏
は
、 

「
広
州
会
議
で
は
、
党
最
高
指
導
部
の
腰
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
三
月

に
は
じ
め
て
、
私
は
、
党
中
央
総
書
記
の
鄧
小
平
が
曽
希
聖
の
提
案
を
支
持
し
、
そ
の
政
治

的
経
歴
の
う
ち
で
も
っ
と
も
有
名
で
、
も
っ
と
も
悪
名
高
い
発
言
を
耳
に
し
た
。「
白
い
猫
で

あ
ろ
う
と
黒
い
猫
で
あ
ろ
う
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。
鼠
を
と
る
の
が
よ
い
猫
で
あ
る
」
。

資
本
主
義
と
呼
ぼ
う
と
社
会
主
義
と
よ
ぼ
う
と
ど
ち
ら
で
も
よ
く
、
と
に
か
く
農
業
生
産
を

上
げ
る
こ
と
で
飢
饉
に
終
止
符
を
打
つ
の
が
鄧
小
平
の
最
優
先
目
標
だ
っ
た
。
い
つ
で
も
鄧

小
平
ほ
ど
の
力
強
さ
は
な
く
、
そ
の
言
葉
遣
い
に
も
は
な
や
か
さ
が
な
か
っ
た
劉
少
奇
は
、

徐
々
に
自
分
の
立
場
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
広
州
に
お
い

て
は
、
農
家
契
約
生
産
の
実
験
を
み
と
め
る
ほ
う
に
傾
い
て
い
た
。
し
か
し
、
広
州
会
議
は

こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
ど
う

解
決
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
か
決
定
す
る
前
に
、
ま
ず
地
方
で
お
こ
っ
て
い
る
事
態
に
つ

い
て
も
っ
と
多
く
の
な
ま
の
情
報
を
ほ
し
が
っ
た
。・
・
・
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
朱
徳
、
鄧
小

平
ら
は
即
座
に
各
地
方
に
散
っ
た
。
表
向
き
党
の
統
一
は
た
も
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・
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工
農
業
の
主
要
生
産
目
標
の
す
べ
て
の
分
野
で
一
九
五
七
年
水
準
を
回
復
す
る
に
至
っ

た
。
・
・
・
」
（
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
の
主
張
で
は
、
経
済
調
整
政
策
に
つ
い
て
の
毛

沢
東
の
政
治
的
立
場
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。

 

渡
辺
利
夫
氏
は
、
大
躍
進
後
の
調
整
期
の
経
済
に
つ
い
て
、 

「
一
九
六
二
年
一
月
に
第
八
期
九
中
総
が
開
か
れ
た
。・
・
・
一
九
六
一
年
初
め
よ
り
開
始

さ
れ
た
調
整
政
策
に
話
を
も
う
ど
そ
う
。
こ
の
調
整
政
策
に
よ
っ
て
経
済
は
次
第
に
回
復
に

向
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
調
整
政
策
の
「
総
仕
上
げ
」
が
、
一
九
六
二
年
一
月
、
党
の
高
級

幹
部
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
「
七
〇
〇
〇
人
大
会
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
大
会
の
冒
頭
、

劉
少
奇
は
人
民
公
社
運
動
と
大
躍
進
運
動
、
さ
ら
に
は
蘆
山
会
議
以
降
再
度
生
じ
た
冒
進
の

欠
陥
に
つ
い
て
「
左
」
の
誤
り
を
批
判
し
た
。・
・
・
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
が
も
た
ら
し

た
マ
ク
ロ
的
帰
結
に
つ
い
て
の
正
確
な
評
価
で
あ
っ
た
。
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
が
誰
の

目
に
も
判
然
た
る
指
導
者
が
毛
沢
東
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
毛
沢
東
路
線
に
対
す
る
明

ら
か
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
は
七
〇
〇
〇
人
大
会
参
加
者
の
共
感
を
誘
っ

た
。・
・
・
こ
の
調
整
期
に
経
済
は
着
実
な
回
復
基
調
を
た
ど
っ
た
。
食
料
生
産
は
一
九
六
〇

年
に
一
億
四
五
〇
万
ト
ン
で
底
を
打
っ
て
以
来
、
一
九
六
三
年
に
は
一
億
七
〇
〇
万
ト
ン
ま

で
回
復
し
た
。
回
復
は
綿
花
や
油
料
な
ど
の
経
済
作
物
で
も
み
ら
れ
た
。
役
畜
数
や
豚
肉
の

回
復
も
堅
調
で
あ
っ
た
。
粗
鋼
生
産
や
銑
鉄
生
産
も
回
復
し
た
。
中
国
経
済
は
健
全
さ
を
と

り
も
ど
し
、
着
実
な
経
済
建
設
の
軌
道
に
の
っ
て
い
く
か
に
み
え
た
。・
・
・
調
整
政
策
に
対

す
る
毛
沢
東
の
反
撃
は
一
九
六
二
年
九
月
の
北
載
河
で
の
第
八
期
一
〇
中
総
に
お
け
る
「
講

話
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
七
〇
〇
〇
人
大
会
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
八
期

一
〇
中
総
の
北
載
河
会
議
講
話
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
「
社
会
主
義
国
家
に
階
級
は
存
在
し

な
い
の
か
。
階
級
闘
争
は
存
在
し
な
い
の
か
。
今
で
は
、
社
会
主
義
国
家
に
階
級
が
存
在
す

る
こ
と
は
肯
定
し
て
よ
く
、
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
こ
と
は
肯
定
し
て
よ
い
。・
・
・
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
は
変
質
し
、
修
正
主
義
に
な
り
、
労
働
者
・
農
民
の
国
家
か
ら
反
動
的
な
民
族
主

義
者
が
支
配
す
る
国
家
へ
と
変
わ
っ
た
。
わ
が
国
で
も
、
こ
の
問
題
充
分
に
認
識
し
、
十
分

に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
階
級
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
階
級
と
階
級
と
の
闘
争

を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」（
一
九
六
二
年
九
月
二
四
日
「
第
八
期
一
〇
中
総
で
の
講
話
」『
毛
沢

東
思
想
万
歳
』
下
巻
）
と
述
べ
た
。
劉
少
奇
と
鄧
小
平
に
対
す
る
ふ
つ
ふ
つ
と
た
ぎ
る
闘
志

を
そ
の
底
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。・
・
・
そ
し
て
毛
沢
東
の
冷
め
る
こ
と
の
な
い
政

治
的
野
心
は
、
調
整
政
策
に
奏
功
し
て
そ
の
権
威
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
「
実
権
派
」
劉
少
奇
・

鄧
小
平
か
ら
の
奪
権
闘
争
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
へ
と
直
進
し
て
い
っ
た
。
・
・
・
」

（
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

①
渡
辺
氏
の
主
張
の
様
に
経
済
調
整
政
策
は
、
毛
沢
東
路
線
へ
の
挑
戦
と
一
概
に
規
定
で
き

る
の
か
、
つ
ま
り
毛
沢
東
は
調
整
政
策
に
初
め
か
ら
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の

具
体
的
内
容
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。 

②
同
氏
は
、
毛
沢
東
は
階
級
闘
争
理
論
を
持
ち
出
し
て
調
整
政
策
に
反
撃
し
た
と
述
べ
る
が
、

調
整
政
策
が
如
何
な
る
理
由
で
中
止
さ
れ
た
の
か
、
政
治
的
過
程
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
七
千
人
大
会
で
の
大
躍
進
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
自
己
批
判
後
、

毛
沢
東
路
線
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
二
月
七
日
の
会
議
終
了
と
同
時
に
毛
沢
東
は
憤
然
と
し
て
上
海
に
発
ち
、
上
海
の
実
力

者
柯
慶
施
ら
腹
心
と
合
流
し
た
。
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
陳
雲
、
そ
し
て
新
進
気
鋭
の
鄧
小
平

ら
が
そ
れ
ま
で
の
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
あ
い
だ
、
毛
沢
東
は
後
方
に
退
い
て
見
て
い

る
よ
り
し
か
た
な
か
っ
た
。
食
料
供
出
レ
ベ
ル
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。・
・
・
農
業
へ

の
投
資
は
急
増
し
た
。
多
く
の
地
域
で
農
民
は
公
社
か
ら
土
地
を
借
り
る
事
が
認
め
ら
れ
、

事
実
上
自
作
農
の
形
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
飢
餓
が
緩
和
さ
れ
、
生
産
性

も
向
上
し
た
。
鄧
小
平
は
こ
の
方
針
を
擁
護
す
る
中
で
、「
黄
猫
で
あ
ろ
う
が
黒
猫
で
あ
ろ
う

が
ネ
ズ
ミ
を
捕
る
猫
が
良
い
猫
だ
」
と
い
う
古
い
格
言
を
引
用
し
、
こ
れ
が
有
名
な
白
猫
黒

猫
論
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
部
で
は
就
労
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
栄
養
不
足

の
国
民
は
い
く
ら
か
体
力
を
回
復
し
た
。
同
時
に
、
私
的
な
時
間
や
家
族
団
欒
の
時
間
も
少

し
増
え
た
。
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
人
々
の
暮
ら
し
は
目
に
見
え
て
改
善
さ
れ
た
。
飢

餓
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。
」
（
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

①
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
す
る
様
に
、
果
た
し
て
毛
沢
東
は
調
整
政
策
の
導
入
に
全
く
無

関
係
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

②
同
氏
の
説
明
で
は
、
何
故
に
経
済
の
回
復
を
実
現
し
た
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
の
か
、

政
治
史
の
過
程
が
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
は
、
「
一
九
六
〇
年
六
月
以
降
、
・
・
・
大
躍
進
政
策
の
本
格
的
な
修
正
が
始
ま

っ
た
。
農
村
部
に
お
い
て
は
人
民
公
社
の
規
模
縮
小
が
図
ら
れ
、
小
さ
い
範
囲
で
あ
る
な
ら

ば
、
農
民
が
自
分
で
つ
く
っ
た
農
産
物
を
自
由
に
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
も
公
認
さ
れ
た
。

の
ち
に
経
済
調
整
政
策
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
一
年
一
月
の
共
産
党
第
八
期
第

九
回
中
央
委
員
会
以
降
、
次
々
に
明
文
化
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
大
躍
進
政
策
の
失
敗
を
認

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
失
敗
の
主
な
原
因
は
自
然
災
害
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、

大
衆
動
員
に
依
拠
し
た
高
度
経
済
成
長
政
策
に
対
し
て
根
本
的
な
批
判
が
提
起
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
国
家
主
席
を
退
い
た
毛
沢
東
も
共
産
党
の
党
内
で
は
ト
ッ
プ
の
地
位
を
保
持
し

続
け
て
い
た
。
要
す
る
に
禍
根
は
残
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
社
会
主
義
教
育
運
動
を
呼

び
か
け
る
な
ど
し
て
、
再
び
急
進
的
な
社
会
主
義
政
策
に
挑
戦
す
る
機
会
を
窺
が
よ
う
に
な

る
」
（
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
久
保
氏
の
主
張
に
お
い
て
も
、
以
下
の
事
が
問
題
に
な
る
。 

①
久
保
氏
の
説
明
で
は
、
調
整
政
策
に
お
け
る
毛
沢
東
の
政
治
的
対
応
が
不
明
で
あ
る
。 

②
大
躍
進
に
対
し
て
は
、
自
然
災
害
が
原
因
と
さ
れ
て
、
大
躍
進
政
策
に
根
本
的
な
批
判
が

提
起
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
調
整
政
策
が
中
止

さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。 

調
整
政
策
に
お
け
る
従
来
の
研
究
史
の
問
題
点
は
、
概
ね
事
実
関
係
と
成
果
に
対
す
る
記

述
で
あ
り
、
こ
の
政
策
の
問
題
点
は
、
凡
そ
以
下
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
。 

①
調
整
政
策
に
お
い
て
毛
沢
東
は
、
一
体
ど
の
様
に
行
動
し
た
の
か
と
い
う
、
毛
沢
東
の
政

治
的
立
場
や
権
力
闘
争
の
構
造
的
内
容
が
、
渡
辺
氏
の
指
摘
を
除
い
て
、
従
来
の
全
て
の
研

究
史
で
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

②
経
済
を
回
復
基
調
に
乗
せ
た
調
整
政
策
が
、
毛
沢
東
に
よ
り
何
故
に
、
ま
た
ど
の
様
に
し

て
中
止
さ
れ
て
行
っ
た
の
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

 

二 

戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入 

 

初
め
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
の
大
失
敗
に
よ
る
大
飢
饉
の
救
済
策
で
あ
る
、
一
九
六

一
年
三
月
に
実
験
的
に
導
入
さ
れ
た
軌
道
修
正
政
策
＝
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
＝
経
済

調
整
政
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
経
過
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

従
来
の
研
究
史
で
は
、
何
故
に
大
躍
進
後
に
調
整
政
策
が
導
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
根
本

原
因
が
不
明
で
あ
っ
た
。
中
国
の
農
業
生
産
の
減
少
に
よ
る
大
飢
饉
の
惨
状
の
原
因
は
、
一

般
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
大
躍
進
政
策
に
よ
る
農
業
生
産
の
阻
害
に
因
り
大
飢
饉

を
招
来
し
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
。
李
志
綏
氏
が
、 

「
毛
沢
東
に
し
て
み
れ
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民
公
社
が

失
敗
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
失
態
を
最
小
限
に

と
ど
め
て
口
腹
を
し
の
げ
る
だ
け
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
側
は
天
災
に
み

ま
わ
れ
た
と
言
い
た
て
た
。
な
る
ほ
ど
収
穫
は
豊
か
だ
っ
た
が
、
悪
天
候
に
よ
っ
て
台
な
し

に
さ
れ
た
と
す
る
人
民
公
社
は
、
税
金
と
し
て
納
入
す
る
べ
き
穀
物
を
手
も
と
に
と
り
置
き
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工
農
業
の
主
要
生
産
目
標
の
す
べ
て
の
分
野
で
一
九
五
七
年
水
準
を
回
復
す
る
に
至
っ

た
。
・
・
・
」
（
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
の
主
張
で
は
、
経
済
調
整
政
策
に
つ
い
て
の
毛

沢
東
の
政
治
的
立
場
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。

 

渡
辺
利
夫
氏
は
、
大
躍
進
後
の
調
整
期
の
経
済
に
つ
い
て
、 

「
一
九
六
二
年
一
月
に
第
八
期
九
中
総
が
開
か
れ
た
。・
・
・
一
九
六
一
年
初
め
よ
り
開
始

さ
れ
た
調
整
政
策
に
話
を
も
う
ど
そ
う
。
こ
の
調
整
政
策
に
よ
っ
て
経
済
は
次
第
に
回
復
に

向
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
調
整
政
策
の
「
総
仕
上
げ
」
が
、
一
九
六
二
年
一
月
、
党
の
高
級

幹
部
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
「
七
〇
〇
〇
人
大
会
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
大
会
の
冒
頭
、

劉
少
奇
は
人
民
公
社
運
動
と
大
躍
進
運
動
、
さ
ら
に
は
蘆
山
会
議
以
降
再
度
生
じ
た
冒
進
の

欠
陥
に
つ
い
て
「
左
」
の
誤
り
を
批
判
し
た
。・
・
・
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
が
も
た
ら
し

た
マ
ク
ロ
的
帰
結
に
つ
い
て
の
正
確
な
評
価
で
あ
っ
た
。
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
が
誰
の

目
に
も
判
然
た
る
指
導
者
が
毛
沢
東
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
毛
沢
東
路
線
に
対
す
る
明

ら
か
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
判
は
七
〇
〇
〇
人
大
会
参
加
者
の
共
感
を
誘
っ

た
。・
・
・
こ
の
調
整
期
に
経
済
は
着
実
な
回
復
基
調
を
た
ど
っ
た
。
食
料
生
産
は
一
九
六
〇

年
に
一
億
四
五
〇
万
ト
ン
で
底
を
打
っ
て
以
来
、
一
九
六
三
年
に
は
一
億
七
〇
〇
万
ト
ン
ま

で
回
復
し
た
。
回
復
は
綿
花
や
油
料
な
ど
の
経
済
作
物
で
も
み
ら
れ
た
。
役
畜
数
や
豚
肉
の

回
復
も
堅
調
で
あ
っ
た
。
粗
鋼
生
産
や
銑
鉄
生
産
も
回
復
し
た
。
中
国
経
済
は
健
全
さ
を
と

り
も
ど
し
、
着
実
な
経
済
建
設
の
軌
道
に
の
っ
て
い
く
か
に
み
え
た
。・
・
・
調
整
政
策
に
対

す
る
毛
沢
東
の
反
撃
は
一
九
六
二
年
九
月
の
北
載
河
で
の
第
八
期
一
〇
中
総
に
お
け
る
「
講

話
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
七
〇
〇
〇
人
大
会
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
八
期

一
〇
中
総
の
北
載
河
会
議
講
話
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
「
社
会
主
義
国
家
に
階
級
は
存
在
し

な
い
の
か
。
階
級
闘
争
は
存
在
し
な
い
の
か
。
今
で
は
、
社
会
主
義
国
家
に
階
級
が
存
在
す

る
こ
と
は
肯
定
し
て
よ
く
、
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
こ
と
は
肯
定
し
て
よ
い
。・
・
・
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
は
変
質
し
、
修
正
主
義
に
な
り
、
労
働
者
・
農
民
の
国
家
か
ら
反
動
的
な
民
族
主

義
者
が
支
配
す
る
国
家
へ
と
変
わ
っ
た
。
わ
が
国
で
も
、
こ
の
問
題
充
分
に
認
識
し
、
十
分

に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
階
級
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
階
級
と
階
級
と
の
闘
争

を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」（
一
九
六
二
年
九
月
二
四
日
「
第
八
期
一
〇
中
総
で
の
講
話
」『
毛
沢

東
思
想
万
歳
』
下
巻
）
と
述
べ
た
。
劉
少
奇
と
鄧
小
平
に
対
す
る
ふ
つ
ふ
つ
と
た
ぎ
る
闘
志

を
そ
の
底
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。・
・
・
そ
し
て
毛
沢
東
の
冷
め
る
こ
と
の
な
い
政

治
的
野
心
は
、
調
整
政
策
に
奏
功
し
て
そ
の
権
威
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
「
実
権
派
」
劉
少
奇
・

鄧
小
平
か
ら
の
奪
権
闘
争
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
へ
と
直
進
し
て
い
っ
た
。
・
・
・
」

（
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

①
渡
辺
氏
の
主
張
の
様
に
経
済
調
整
政
策
は
、
毛
沢
東
路
線
へ
の
挑
戦
と
一
概
に
規
定
で
き

る
の
か
、
つ
ま
り
毛
沢
東
は
調
整
政
策
に
初
め
か
ら
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の

具
体
的
内
容
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。 

②
同
氏
は
、
毛
沢
東
は
階
級
闘
争
理
論
を
持
ち
出
し
て
調
整
政
策
に
反
撃
し
た
と
述
べ
る
が
、

調
整
政
策
が
如
何
な
る
理
由
で
中
止
さ
れ
た
の
か
、
政
治
的
過
程
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
七
千
人
大
会
で
の
大
躍
進
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
自
己
批
判
後
、

毛
沢
東
路
線
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
二
月
七
日
の
会
議
終
了
と
同
時
に
毛
沢
東
は
憤
然
と
し
て
上
海
に
発
ち
、
上
海
の
実
力

者
柯
慶
施
ら
腹
心
と
合
流
し
た
。
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
陳
雲
、
そ
し
て
新
進
気
鋭
の
鄧
小
平

ら
が
そ
れ
ま
で
の
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
あ
い
だ
、
毛
沢
東
は
後
方
に
退
い
て
見
て
い

る
よ
り
し
か
た
な
か
っ
た
。
食
料
供
出
レ
ベ
ル
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。・
・
・
農
業
へ

の
投
資
は
急
増
し
た
。
多
く
の
地
域
で
農
民
は
公
社
か
ら
土
地
を
借
り
る
事
が
認
め
ら
れ
、

事
実
上
自
作
農
の
形
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
飢
餓
が
緩
和
さ
れ
、
生
産
性

も
向
上
し
た
。
鄧
小
平
は
こ
の
方
針
を
擁
護
す
る
中
で
、「
黄
猫
で
あ
ろ
う
が
黒
猫
で
あ
ろ
う

が
ネ
ズ
ミ
を
捕
る
猫
が
良
い
猫
だ
」
と
い
う
古
い
格
言
を
引
用
し
、
こ
れ
が
有
名
な
白
猫
黒

猫
論
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
部
で
は
就
労
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
栄
養
不
足

の
国
民
は
い
く
ら
か
体
力
を
回
復
し
た
。
同
時
に
、
私
的
な
時
間
や
家
族
団
欒
の
時
間
も
少

し
増
え
た
。
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
人
々
の
暮
ら
し
は
目
に
見
え
て
改
善
さ
れ
た
。
飢

餓
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。
」
（
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

①
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
す
る
様
に
、
果
た
し
て
毛
沢
東
は
調
整
政
策
の
導
入
に
全
く
無

関
係
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

②
同
氏
の
説
明
で
は
、
何
故
に
経
済
の
回
復
を
実
現
し
た
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
の
か
、

政
治
史
の
過
程
が
不
明
で
あ
る
。 

久
保
亨
氏
は
、
「
一
九
六
〇
年
六
月
以
降
、
・
・
・
大
躍
進
政
策
の
本
格
的
な
修
正
が
始
ま

っ
た
。
農
村
部
に
お
い
て
は
人
民
公
社
の
規
模
縮
小
が
図
ら
れ
、
小
さ
い
範
囲
で
あ
る
な
ら

ば
、
農
民
が
自
分
で
つ
く
っ
た
農
産
物
を
自
由
に
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
も
公
認
さ
れ
た
。

の
ち
に
経
済
調
整
政
策
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
一
年
一
月
の
共
産
党
第
八
期
第

九
回
中
央
委
員
会
以
降
、
次
々
に
明
文
化
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
大
躍
進
政
策
の
失
敗
を
認

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
失
敗
の
主
な
原
因
は
自
然
災
害
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、

大
衆
動
員
に
依
拠
し
た
高
度
経
済
成
長
政
策
に
対
し
て
根
本
的
な
批
判
が
提
起
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
国
家
主
席
を
退
い
た
毛
沢
東
も
共
産
党
の
党
内
で
は
ト
ッ
プ
の
地
位
を
保
持
し

続
け
て
い
た
。
要
す
る
に
禍
根
は
残
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
社
会
主
義
教
育
運
動
を
呼

び
か
け
る
な
ど
し
て
、
再
び
急
進
的
な
社
会
主
義
政
策
に
挑
戦
す
る
機
会
を
窺
が
よ
う
に
な

る
」
（
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
久
保
氏
の
主
張
に
お
い
て
も
、
以
下
の
事
が
問
題
に
な
る
。 

①
久
保
氏
の
説
明
で
は
、
調
整
政
策
に
お
け
る
毛
沢
東
の
政
治
的
対
応
が
不
明
で
あ
る
。 

②
大
躍
進
に
対
し
て
は
、
自
然
災
害
が
原
因
と
さ
れ
て
、
大
躍
進
政
策
に
根
本
的
な
批
判
が

提
起
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
調
整
政
策
が
中
止

さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。 

調
整
政
策
に
お
け
る
従
来
の
研
究
史
の
問
題
点
は
、
概
ね
事
実
関
係
と
成
果
に
対
す
る
記

述
で
あ
り
、
こ
の
政
策
の
問
題
点
は
、
凡
そ
以
下
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
。 

①
調
整
政
策
に
お
い
て
毛
沢
東
は
、
一
体
ど
の
様
に
行
動
し
た
の
か
と
い
う
、
毛
沢
東
の
政

治
的
立
場
や
権
力
闘
争
の
構
造
的
内
容
が
、
渡
辺
氏
の
指
摘
を
除
い
て
、
従
来
の
全
て
の
研

究
史
で
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 
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経
済
を
回
復
基
調
に
乗
せ
た
調
整
政
策
が
、
毛
沢
東
に
よ
り
何
故
に
、
ま
た
ど
の
様
に
し

て
中
止
さ
れ
て
行
っ
た
の
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

 

二 

戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入 

 

初
め
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
の
大
失
敗
に
よ
る
大
飢
饉
の
救
済
策
で
あ
る
、
一
九
六

一
年
三
月
に
実
験
的
に
導
入
さ
れ
た
軌
道
修
正
政
策
＝
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
導
入
＝
経
済

調
整
政
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
経
過
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

従
来
の
研
究
史
で
は
、
何
故
に
大
躍
進
後
に
調
整
政
策
が
導
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
根
本

原
因
が
不
明
で
あ
っ
た
。
中
国
の
農
業
生
産
の
減
少
に
よ
る
大
飢
饉
の
惨
状
の
原
因
は
、
一

般
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
大
躍
進
政
策
に
よ
る
農
業
生
産
の
阻
害
に
因
り
大
飢
饉

を
招
来
し
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
。
李
志
綏
氏
が
、 

「
毛
沢
東
に
し
て
み
れ
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民
公
社
が

失
敗
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
失
態
を
最
小
限
に

と
ど
め
て
口
腹
を
し
の
げ
る
だ
け
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
側
は
天
災
に
み

ま
わ
れ
た
と
言
い
た
て
た
。
な
る
ほ
ど
収
穫
は
豊
か
だ
っ
た
が
、
悪
天
候
に
よ
っ
て
台
な
し

に
さ
れ
た
と
す
る
人
民
公
社
は
、
税
金
と
し
て
納
入
す
る
べ
き
穀
物
を
手
も
と
に
と
り
置
き
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戸
別
農
地
請
負
制
と
対
の
思
想 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

四
）
― 

 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
状
態
を
救
済
し
て
農
業
の
生
産
性
の
回
復

の
た
め
に
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
主
張
に
よ
り
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
毛

沢
東
は
全
国
の
飢
饉
状
態
に
直
面
し
て
こ
れ
に
賛
成
し
た
。
し
か
し
農
業
生
産
の
向
上
と
劉

少
奇
等
の
実
権
派
の
勢
力
の
拡
大
に
対
し
て
奪
権
を
志
向
す
る
毛
沢
東
は
、
柯
慶
施
・
王
任

重
等
の
地
方
幹
部
や
林
彪
・
華
国
鋒
・
陳
伯
達
等
の
支
持
を
契
機
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
に
基
づ
き
社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
も
階
級
の
存
在
と
階
級
闘
争
の
必
要
性
を
思
想
的

武
器
に
し
て
、
党
内
主
流
派
を
沈
黙
さ
せ
て
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
中
止
命
令
ー
人
民
公
社

堅
持
論
を
出
し
た
。
こ
の
様
な
政
治
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
肯
定

か
ら
否
定
し
て
行
く
所
に
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー

対
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
飢
餓 

戸
別
農
地
請
負
制 

マ
ル
ク
ス
理
論 

肯
定
と
否
定 

対
の
思
想 

 

 
 

一 
 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

 

大
躍
進
の
失
敗
を
契
機
に
し
て
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
政
策
ー
調
整
政
策
の
研
究
史

の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。 

竹
内
実
氏
は
、
「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、 

  

小 

倉 

正 

昭 

 

そ
し
て
全
国
の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ
た
、

食
料
が
不
足
し
、
餓
死
者
が
で
た
。
経
済
の
回
復
の
た
め
に
、
若
干
の
自
由
化
の
措
置
が
と

ら
れ
た
。
・
・
・
」
（
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

竹
内
氏
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
導
入
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
竹
内
氏
は
、
一
連
の
政
策
の
変
化
を
共
産
党
全
体
の
闘
争
と
理
解
し
て
お
り
、
毛
沢
東
の

発
動
と
認
識
し
て
い
な
い
。
事
実
関
係
の
列
挙
で
あ
り
、
権
力
闘
争
を
認
識
し
て
い
な
い
。 

②
同
氏
の
主
張
で
は
、
毛
沢
東
の
調
整
政
策
に
つ
い
て
の
対
応
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た

何
故
に
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
「
こ
の
間
毛
沢
東
は
、
「
大
躍
進
」
に
行
き
過
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め

た
が
、
調
整
政
策
に
対
し
て
も
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
た
」（
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

何
故
に
、
毛
沢
東
は
調
整
政
策
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。

ま
た
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。 

大
躍
進
の
修
正
過
程
に
つ
い
て
安
井
三
吉
氏
は
、「
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
は
・
・
・
崩
壊
寸

前
の
中
国
経
済
を
再
建
す
る
た
め
、「
調
整
・
強
化
・
充
実
・
向
上
」
を
基
本
と
し
て
「
大
躍

進
」
、
人
民
公
社
政
策
の
修
正
に
着
手
し
た
。
生
産
目
標
の
引
き
下
げ
、
基
本
建
設
へ
の
資
本

投
資
の
削
減
、
生
産
テ
ン
ポ
の
緩
和
、
採
算
単
位
の
人
民
公
社
・
生
産
大
隊
か
ら
生
産
隊
（
二

〇
ー
三
〇
戸
）
へ
の
引
き
下
げ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
個
別
農
家
の
自
主
性
に
依
拠
し
て
生

産
の
回
復
を
図
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
成
果
は
着
実
に
現
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
、

186 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）（65）



 
 
 
 
 
 

戸
別
農
地
請
負
制
と
対
の
思
想 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

四
）
― 

 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
失
敗
に
よ
る
飢
饉
状
態
を
救
済
し
て
農
業
の
生
産
性
の
回
復

の
た
め
に
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
主
張
に
よ
り
農
地
請
負
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
毛

沢
東
は
全
国
の
飢
饉
状
態
に
直
面
し
て
こ
れ
に
賛
成
し
た
。
し
か
し
農
業
生
産
の
向
上
と
劉

少
奇
等
の
実
権
派
の
勢
力
の
拡
大
に
対
し
て
奪
権
を
志
向
す
る
毛
沢
東
は
、
柯
慶
施
・
王
任

重
等
の
地
方
幹
部
や
林
彪
・
華
国
鋒
・
陳
伯
達
等
の
支
持
を
契
機
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
に
基
づ
き
社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
も
階
級
の
存
在
と
階
級
闘
争
の
必
要
性
を
思
想
的

武
器
に
し
て
、
党
内
主
流
派
を
沈
黙
さ
せ
て
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
中
止
命
令
ー
人
民
公
社

堅
持
論
を
出
し
た
。
こ
の
様
な
政
治
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
戸
別
農
地
請
負
制
度
の
肯
定

か
ら
否
定
し
て
行
く
所
に
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー

対
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
飢
餓 

戸
別
農
地
請
負
制 

マ
ル
ク
ス
理
論 

肯
定
と
否
定 

対
の
思
想 

 

 
 

一 
 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

 

大
躍
進
の
失
敗
を
契
機
に
し
て
導
入
さ
れ
た
戸
別
農
地
請
負
政
策
ー
調
整
政
策
の
研
究
史

の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。 

竹
内
実
氏
は
、
「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、 

  

小 

倉 

正 
昭 

 

そ
し
て
全
国
の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ
た
、

食
料
が
不
足
し
、
餓
死
者
が
で
た
。
経
済
の
回
復
の
た
め
に
、
若
干
の
自
由
化
の
措
置
が
と

ら
れ
た
。
・
・
・
」
（
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

竹
内
氏
の
戸
別
農
地
請
負
制
度
導
入
の
問
題
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
竹
内
氏
は
、
一
連
の
政
策
の
変
化
を
共
産
党
全
体
の
闘
争
と
理
解
し
て
お
り
、
毛
沢
東
の

発
動
と
認
識
し
て
い
な
い
。
事
実
関
係
の
列
挙
で
あ
り
、
権
力
闘
争
を
認
識
し
て
い
な
い
。 

②
同
氏
の
主
張
で
は
、
毛
沢
東
の
調
整
政
策
に
つ
い
て
の
対
応
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た

何
故
に
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
「
こ
の
間
毛
沢
東
は
、
「
大
躍
進
」
に
行
き
過
ぎ
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め

た
が
、
調
整
政
策
に
対
し
て
も
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
た
」（
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し

何
故
に
、
毛
沢
東
は
調
整
政
策
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。

ま
た
調
整
政
策
が
中
止
さ
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。 

大
躍
進
の
修
正
過
程
に
つ
い
て
安
井
三
吉
氏
は
、「
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
は
・
・
・
崩
壊
寸

前
の
中
国
経
済
を
再
建
す
る
た
め
、「
調
整
・
強
化
・
充
実
・
向
上
」
を
基
本
と
し
て
「
大
躍

進
」
、
人
民
公
社
政
策
の
修
正
に
着
手
し
た
。
生
産
目
標
の
引
き
下
げ
、
基
本
建
設
へ
の
資
本

投
資
の
削
減
、
生
産
テ
ン
ポ
の
緩
和
、
採
算
単
位
の
人
民
公
社
・
生
産
大
隊
か
ら
生
産
隊
（
二

〇
ー
三
〇
戸
）
へ
の
引
き
下
げ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
個
別
農
家
の
自
主
性
に
依
拠
し
て
生

産
の
回
復
を
図
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
成
果
は
着
実
に
現
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
、



（
一
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
七
〇
頁 

参
照
） 

（
一
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
七
一
頁 

参
照
） 

（
一
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
七
七
頁 

参
照
） 

（
一
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
八
〇
頁 

参
照
） 

（
一
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
八
五
頁 

参
照
） 

（
一
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

三
八
七
頁 

参
照
） 

（
一
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
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 “The Great Leap Forward” and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (3) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
In the rectification campaign, Mao Zedong failed to seize power from the mainstream faction of Liu Shaoqi and 

others, who called for the establishment of a USSR-type moderate socialist country. As a new policy, he insisted on 

two different forms of radical socialism: one of which was the Great Leap Forward (a policy to make a rapid increase 

in agriculture and industry) and the other of which was the people’s commune movement (the reappearance of 

primitive communism), and forcibly conducted by bringing pressure on high-ranking members of the party’s central 

and regional offices. Consequently, the country underwent severe famine because high-ranking members of the 

central and regional offices padded figures in the Great Leap Forward and because farmers reduced their willingness 

to produce under the people’s commune system. Taking the opportunity to inspect modern iron-making factories in 

northeastern China and to visit his hometown, Mao Zedong was awakened to the necessity of advanced science and 

technology and the misery of farmers’ everyday lives. With support of Lin Biao and others, he assigned the 

responsibility for the failures of the Great Leap Forward and the people’s commune to high-ranking members of the 

regional offices and freed himself from responsibility. In the political processes of the Great Leap Forward and the 

people’s commune movement, Mao Zedong’s thought of Dui (dualist thought), a basic mode of thinking for Chinese 

people, can be found in the point that he suddenly reversed his political stance from confirmation to denial. 

 

Key words: radical policy, Great Leap Forward, people’s commune, confirmation and denial, thought of Dui 
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 “The Great Leap Forward” and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (3) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
In the rectification campaign, Mao Zedong failed to seize power from the mainstream faction of Liu Shaoqi and 

others, who called for the establishment of a USSR-type moderate socialist country. As a new policy, he insisted on 

two different forms of radical socialism: one of which was the Great Leap Forward (a policy to make a rapid increase 

in agriculture and industry) and the other of which was the people’s commune movement (the reappearance of 

primitive communism), and forcibly conducted by bringing pressure on high-ranking members of the party’s central 

and regional offices. Consequently, the country underwent severe famine because high-ranking members of the 

central and regional offices padded figures in the Great Leap Forward and because farmers reduced their willingness 

to produce under the people’s commune system. Taking the opportunity to inspect modern iron-making factories in 

northeastern China and to visit his hometown, Mao Zedong was awakened to the necessity of advanced science and 

technology and the misery of farmers’ everyday lives. With support of Lin Biao and others, he assigned the 

responsibility for the failures of the Great Leap Forward and the people’s commune to high-ranking members of the 

regional offices and freed himself from responsibility. In the political processes of the Great Leap Forward and the 

people’s commune movement, Mao Zedong’s thought of Dui (dualist thought), a basic mode of thinking for Chinese 

people, can be found in the point that he suddenly reversed his political stance from confirmation to denial. 

 

Key words: radical policy, Great Leap Forward, people’s commune, confirmation and denial, thought of Dui 
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国
家
主
席
辞
任
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。 

野
村
氏
は
、「
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
失
敗
の
責
任
を
と
っ
て
、
一
九
五
九
年
四
月
に
国
家
主

席
の
座
を
劉
小
埼
に
譲
り
、
自
ら
は
共
産
党
国
家
主
席
に
後
退
し
た
」
と
の
見
解
を
批
判
し

て
、「
だ
が
、
彼
の
国
家
主
席
辞
任
と
い
う
重
大
な
行
動
を
、
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
が
ち
で
あ

る
よ
う
に
、
翌
年
の
「
大
躍
進
」
批
判
の
関
連
の
な
か
で
“
責
任
を
と
っ
て
の
辞
職
”
と
考

え
る
こ
と
は
、
や
は
り
早
計
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
一
）
と
述
べ
て
い
た
。 

久
保
氏
は
、「
大
躍
進
政
策
に
お
い
て
は
批
判
が
続
出
し
た
。
さ
す
が
に
そ
う
し
た
批
判
を

あ
る
程
度
受
け
と
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
毛
沢
東
は
、
一
九
五
九
年
四
月
、
劉
少
奇
と
国
家

主
席
の
座
を
交
代
し
て
い
る
。
」
（
四
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
国
家
主
席
辞
任
は
、
一

九
五
九
年
四
月
で
あ
り
、
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
＝
調
整
政
策
の
導
入
は
、
一
九
六
一
年
一
月

で
あ
る
か
ら
、
久
保
氏
説
は
誤
り
で
、
野
村
氏
の
見
解
は
事
実
関
係
に
お
い
て
首
肯
さ
れ
る
。 

問
題
は
、
国
家
主
席
辞
任
の
目
的
で
あ
る
。
野
村
氏
の
言
う
よ
う
に
「
自
己
の
理
想
と
す

る
社
会
主
義
建
設
の
実
現
」
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
も
っ
と
陰
湿
・
複
雑
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
李
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
六
年
の
晩
夏
あ
た
り
に
、
毛
沢
東
は
私
に
国
家
主
席
を
辞
任
す
る
つ
も
り
だ
と

は
じ
め
て
打
ち
わ
け
た
。
私
は
そ
の
言
を
信
じ
な
か
っ
た
。・
・
・
三
年
後
の
一
九
五
九
年
に

は
じ
め
て
公
に
な
り
、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
健
康
、
そ
し
て
「
第
二
線
」
に
し
り
ぞ
き

た
い
と
い
う
願
望
は
、
重
大
事
項
に
集
中
し
て
わ
ず
ら
わ
し
い
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
た

め
で
あ
る
と
、
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
真
相
は
、
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
っ

た
。
主
席
の
健
康
が
一
因
で
あ
っ
た
。・
・
・
し
か
し
な
が
ら
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
わ
か
る
の

だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
辞
任
劇
は
党
の
最
高
指
導
部
ー
と
く
に
主
席
が
疑
惑
を
い
だ
い
て
い
た

劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
ー
の
忠
誠
心
を
た
め
す
政
治
的
戦
術
で
も
あ
っ
た
。・
・
・
党
の
最
高
指

導
部
を
た
め
す
に
あ
た
っ
て
、
毛
沢
東
は
そ
ん
な
に
長
く
待
つ
必
要
が
な
か
っ
た
。
共
産
党

の
第
八
回
全
国
大
会
が
一
九
五
六
年
九
月
に
ひ
ら
か
れ
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
両
人
に
対
す
る

毛
沢
東
の
疑
惑
が
最
悪
の
形
で
立
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
四
八
）。 

毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
真
相
は
、
劉
少
奇
初
め
党
最
高
幹
部
の
自
己
へ
の
忠
誠
心
を

試
す
政
治
的
戦
術
ー
権
力
闘
争
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
李
氏
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と
は
、

毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
理
由
に
つ
い
て
、
一
九
五
七
年
五
月
四
日
の
発
言
に
は
、 

「
「
私
は
ほ
ん
と
う
に
国
家
主
席
を
や
め
よ
う
と
思
う
」
と
、
主
席
は
な
お
も
話
を
や
め
な

か
っ
た
。
国
家
主
席
を
し
り
ぞ
く
こ
と
は
ま
だ
機
密
あ
つ
か
い
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
決

断
は
い
ま
や
動
か
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
党
中
央
は
党
の
上
級
幹
部
や
政
府
首
脳
に
対

し
て
、
討
議
用
の
文
書
を
お
く
っ
た
。
第
一
組
の
葉
子
龍
、
李
銀
橋
や
他
の
連
中
は
、
ど
う

も
そ
ん
な
考
え
方
が
気
に
入
ら
な
い
。
健
康
の
た
め
に
い
い
の
と
言
っ
て
や
っ
た
よ
。
と
こ

ろ
が
、
連
中
は
私
の
真
意
が
読
め
な
い
の
だ
」
（
四
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
に
よ
れ
ば
、
国
家
主
席
辞
任
の
理
由
は
、「
健
康
の
た
め
」
と
い
う
の
は
表
面
上
の

口
実
で
あ
り
、
国
家
主
席
の
栄
光
よ
り
も
、
も
っ
と
重
要
な
深
い
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

六 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
は
、
整
風
運
動
に
よ
る
官
僚
主
義
批
判
で
党
内
主
流
派
よ
り
中

国
社
会
主
義
建
設
の
主
導
権
を
奪
回
す
こ
と
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
が
、
社
会
主
義
か
ら
共
産

主
義
へ
の
急
進
的
経
済
建
設
の
実
現
を
主
張
し
て
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
の
権
力

奪
取
に
闘
争
戦
術
を
切
り
替
え
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。 

②
急
速
に
欧
米
資
本
主
義
に
追
い
つ
く
と
い
う
急
進
的
社
会
主
義
政
策
を
掲
げ
た
毛
沢
東
は
、

鉄
鋼
・
農
業
生
産
の
急
激
な
増
強
を
全
国
共
産
党
の
上
下
機
関
に
強
要
し
た
。
毛
沢
東
の
威

圧
を
恐
れ
た
党
幹
部
は
下
級
機
関
に
圧
力
を
か
け
、
下
級
機
関
は
現
場
に
圧
迫
し
た
結
果
、

下
部
機
関
か
ら
途
轍
も
な
い
虚
偽
の
製
鉄
生
産
や
農
業
生
産
の
水
増
し
統
計
結
果
が
報
告
さ

れ
、
農
業
生
産
の
放
棄
に
因
る
大
飢
饉
を
誘
発
し
た
。
ま
た
急
激
な
農
業
の
集
団
化
で
あ
る

人
民
公
社
政
策
は
、
農
民
の
生
産
意
欲
の
低
下
と
共
同
生
活
強
制
の
矛
盾
を
誘
発
し
た
。 

③
虚
偽
報
告
や
「
裏
庭
錬
鉄
炉
」
の
粗
悪
な
製
鉄
品
に
疑
問
を
持
ち
、
東
北
部
の
近
代
的
製

鉄
工
場
の
見
学
と
、
帰
郷
で
の
人
民
公
社
の
実
体
の
惨
状
に
目
覚
め
て
納
得
し
た
毛
沢
東
は
、

大
躍
進
・
人
民
公
社
の
失
敗
に
つ
い
て
の
自
己
批
判
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
党
内
主
流
派
＝
右

派
に
対
す
る
奪
権
戦
術
の
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

④
こ
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
・
人
民
公
社
政
策
に
お
い
て
も
、
第
八
回
党
大
会
の
決
議

事
項
ー
毛
沢
東
思
想
、
個
人
崇
拝
の
禁
止
、
集
団
指
導
体
制
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建

設
路
線
ー
を
無
効
に
し
て
、
劉
小
埼
・
鄧
小
平
等
の
党
中
央
幹
部
の
主
流
派
か
ら
奪
権
で
き

ず
、
毛
沢
東
の
戦
略
と
目
的
は
失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
農
工
業
生
産
高
の
目
標
と
人
民
公
社
に
よ
る
共
産
主
義
的
共
同
生
活
は
、

毛
沢
東
が
率
先
指
導
し
た
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
は
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
現
実

的
失
敗
に
目
覚
め
る
と
、
原
因
は
党
上
下
機
関
の
虚
偽
報
告
と
農
業
集
団
化
の
強
制
の
た
め

で
あ
る
と
し
て
、
党
内
機
関
に
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
責
任
を
転
化
し
た
。
こ
の
自
己

責
任
を
他
人
に
転
化
し
て
押
し
付
け
る
所
に
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
お
け
る
中
国
人
の
伝

統
的
な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑥
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
に
対
す
る
党
内
批
判
の
噴
出
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
飢
饉
へ

の
深
い
挫
折
感
を
味
わ
い
、
大
躍
進
政
策
か
ら
の
撤
退
を
是
認
し
て
、
次
の
奪
権
闘
争
の
策

略
の
発
見
の
た
め
に
、
第
二
線
に
退
い
て
深
謀
遠
慮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

「
Ⅱ
ー
八
新
中
国
の
ト
ッ
プ
・ 

 
 
 
 

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」
二
二
四
頁
ー
二
三
二
頁 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
二
）
徳
田
教
之
「
Ⅵ
中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映
像
と
残
像
―
今
日
的
視
点
か 

ら
の
再
構
築
の
試
み
」
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』
編
集
責
任
＝
小
島 

晋
治 

二
三
一
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
三
）
山
内
一
男
「
一
中
国
経
済
近
代
化
へ
の
模
索
と
展
望
」
（
『
岩
波
講
座
第
二
巻 

中
国 

経
済
の
転
換
』
所
収 

編
集
責
任
＝
山
内
一
男 

岩
波
書
店 

一
四
頁
以
下 

一
九 

八
九
年 

参
照
） 

（
四
）
『
毛
沢
東
』（
一
一
七
頁
ー
一
一
八
頁 

岩
波
新
書
八
六 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
五
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
ー
堀
川
哲
男 

大
躍 

 
 
 

進 

一
九
四
頁
ー
一
九
五
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
六
）
『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
（
渡
辺
利
夫
他
著 

第
三
章 

鄧
小
平
の
経 

 
 
 

済
思
想
と
改
革
・
開
放 

二
九
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

（
七
）
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
久
保
等
共
同
執
筆 

一
五 

 
 
 

八
頁
ー
一
五
九
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
八
）
『
現
代
中
国
経
済
』（
甲
南
大
学 

青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
・
三
「
大
躍
進
と
そ
の
調 

 
 
 

整
」
コ
ラ
ム
：
狂
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

大
躍
進
運
動 

株
式
会
社
ジ
ー
ク
ス
参
照
） 

（
九
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
対
の
思
想
ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析 

を
手
掛
か
り
に
し
て(

二)

」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
四
五
巻
二
〇
一
一
年
） 

（
一
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

三
四
三
頁 

第
一
刷 

一
九
九
六
年
参
照
） 
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か
ら
は
、
国
家
主
席
。
そ
れ
ま
で
国
家
主
席
で
あ
っ
た
毛
沢
東
が
、
再
選
さ
れ
る
の
を
辞
退

し
た
か
ら
で
あ
る
。・
・
・
こ
れ
は
「
大
躍
進
」
運
動
、
人
民
公
社
化
運
動
の
責
任
を
と
っ
た

も
の
と
う
け
と
ら
れ
た
」（
四
六
）
と
、
大
躍
進
の
責
任
を
取
り
辞
任
し
た
と
言
う
が
、
毛
沢

東
は
大
躍
進
失
敗
の
自
己
批
判
を
し
た
だ
け
で
、
国
家
主
席
辞
任
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。 

野
村
氏
は
、「
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
失
敗
の
責
任
を
と
っ
て
、
一
九
五
九
年
四
月
に
国
家
主

席
の
座
を
劉
小
埼
に
譲
り
、
自
ら
は
共
産
党
国
家
主
席
に
後
退
し
た
」
と
の
見
解
を
批
判
し

て
、「
だ
が
、
彼
の
国
家
主
席
辞
任
と
い
う
重
大
な
行
動
を
、
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
が
ち
で
あ

る
よ
う
に
、
翌
年
の
「
大
躍
進
」
批
判
の
関
連
の
な
か
で
“
責
任
を
と
っ
て
の
辞
職
”
と
考

え
る
こ
と
は
、
や
は
り
早
計
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
一
）
と
述
べ
て
い
た
。 

久
保
氏
は
、「
大
躍
進
政
策
に
お
い
て
は
批
判
が
続
出
し
た
。
さ
す
が
に
そ
う
し
た
批
判
を

あ
る
程
度
受
け
と
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
毛
沢
東
は
、
一
九
五
九
年
四
月
、
劉
少
奇
と
国
家

主
席
の
座
を
交
代
し
て
い
る
。
」
（
四
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
国
家
主
席
辞
任
は
、
一

九
五
九
年
四
月
で
あ
り
、
大
躍
進
か
ら
の
撤
退
＝
調
整
政
策
の
導
入
は
、
一
九
六
一
年
一
月

で
あ
る
か
ら
、
久
保
氏
説
は
誤
り
で
、
野
村
氏
の
見
解
は
事
実
関
係
に
お
い
て
首
肯
さ
れ
る
。 

問
題
は
、
国
家
主
席
辞
任
の
目
的
で
あ
る
。
野
村
氏
の
言
う
よ
う
に
「
自
己
の
理
想
と
す

る
社
会
主
義
建
設
の
実
現
」
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
も
っ
と
陰
湿
・
複
雑
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
李
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
六
年
の
晩
夏
あ
た
り
に
、
毛
沢
東
は
私
に
国
家
主
席
を
辞
任
す
る
つ
も
り
だ
と

は
じ
め
て
打
ち
わ
け
た
。
私
は
そ
の
言
を
信
じ
な
か
っ
た
。・
・
・
三
年
後
の
一
九
五
九
年
に

は
じ
め
て
公
に
な
り
、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
健
康
、
そ
し
て
「
第
二
線
」
に
し
り
ぞ
き

た
い
と
い
う
願
望
は
、
重
大
事
項
に
集
中
し
て
わ
ず
ら
わ
し
い
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
た

め
で
あ
る
と
、
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
真
相
は
、
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
っ

た
。
主
席
の
健
康
が
一
因
で
あ
っ
た
。・
・
・
し
か
し
な
が
ら
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
わ
か
る
の

だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
辞
任
劇
は
党
の
最
高
指
導
部
ー
と
く
に
主
席
が
疑
惑
を
い
だ
い
て
い
た

劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
ー
の
忠
誠
心
を
た
め
す
政
治
的
戦
術
で
も
あ
っ
た
。・
・
・
党
の
最
高
指

導
部
を
た
め
す
に
あ
た
っ
て
、
毛
沢
東
は
そ
ん
な
に
長
く
待
つ
必
要
が
な
か
っ
た
。
共
産
党

の
第
八
回
全
国
大
会
が
一
九
五
六
年
九
月
に
ひ
ら
か
れ
、
劉
少
奇
と
鄧
小
平
両
人
に
対
す
る

毛
沢
東
の
疑
惑
が
最
悪
の
形
で
立
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
四
八
）。 

毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
真
相
は
、
劉
少
奇
初
め
党
最
高
幹
部
の
自
己
へ
の
忠
誠
心
を

試
す
政
治
的
戦
術
ー
権
力
闘
争
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
李
氏
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と
は
、

毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
理
由
に
つ
い
て
、
一
九
五
七
年
五
月
四
日
の
発
言
に
は
、 

「
「
私
は
ほ
ん
と
う
に
国
家
主
席
を
や
め
よ
う
と
思
う
」
と
、
主
席
は
な
お
も
話
を
や
め
な

か
っ
た
。
国
家
主
席
を
し
り
ぞ
く
こ
と
は
ま
だ
機
密
あ
つ
か
い
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
決

断
は
い
ま
や
動
か
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
党
中
央
は
党
の
上
級
幹
部
や
政
府
首
脳
に
対

し
て
、
討
議
用
の
文
書
を
お
く
っ
た
。
第
一
組
の
葉
子
龍
、
李
銀
橋
や
他
の
連
中
は
、
ど
う

も
そ
ん
な
考
え
方
が
気
に
入
ら
な
い
。
健
康
の
た
め
に
い
い
の
と
言
っ
て
や
っ
た
よ
。
と
こ

ろ
が
、
連
中
は
私
の
真
意
が
読
め
な
い
の
だ
」
（
四
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
に
よ
れ
ば
、
国
家
主
席
辞
任
の
理
由
は
、「
健
康
の
た
め
」
と
い
う
の
は
表
面
上
の

口
実
で
あ
り
、
国
家
主
席
の
栄
光
よ
り
も
、
も
っ
と
重
要
な
深
い
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

六 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
は
、
整
風
運
動
に
よ
る
官
僚
主
義
批
判
で
党
内
主
流
派
よ
り
中

国
社
会
主
義
建
設
の
主
導
権
を
奪
回
す
こ
と
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
が
、
社
会
主
義
か
ら
共
産

主
義
へ
の
急
進
的
経
済
建
設
の
実
現
を
主
張
し
て
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
の
権
力

奪
取
に
闘
争
戦
術
を
切
り
替
え
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。 

②
急
速
に
欧
米
資
本
主
義
に
追
い
つ
く
と
い
う
急
進
的
社
会
主
義
政
策
を
掲
げ
た
毛
沢
東
は
、

鉄
鋼
・
農
業
生
産
の
急
激
な
増
強
を
全
国
共
産
党
の
上
下
機
関
に
強
要
し
た
。
毛
沢
東
の
威

圧
を
恐
れ
た
党
幹
部
は
下
級
機
関
に
圧
力
を
か
け
、
下
級
機
関
は
現
場
に
圧
迫
し
た
結
果
、

下
部
機
関
か
ら
途
轍
も
な
い
虚
偽
の
製
鉄
生
産
や
農
業
生
産
の
水
増
し
統
計
結
果
が
報
告
さ

れ
、
農
業
生
産
の
放
棄
に
因
る
大
飢
饉
を
誘
発
し
た
。
ま
た
急
激
な
農
業
の
集
団
化
で
あ
る

人
民
公
社
政
策
は
、
農
民
の
生
産
意
欲
の
低
下
と
共
同
生
活
強
制
の
矛
盾
を
誘
発
し
た
。 

③
虚
偽
報
告
や
「
裏
庭
錬
鉄
炉
」
の
粗
悪
な
製
鉄
品
に
疑
問
を
持
ち
、
東
北
部
の
近
代
的
製

鉄
工
場
の
見
学
と
、
帰
郷
で
の
人
民
公
社
の
実
体
の
惨
状
に
目
覚
め
て
納
得
し
た
毛
沢
東
は
、

大
躍
進
・
人
民
公
社
の
失
敗
に
つ
い
て
の
自
己
批
判
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
党
内
主
流
派
＝
右

派
に
対
す
る
奪
権
戦
術
の
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

④
こ
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
・
人
民
公
社
政
策
に
お
い
て
も
、
第
八
回
党
大
会
の
決
議

事
項
ー
毛
沢
東
思
想
、
個
人
崇
拝
の
禁
止
、
集
団
指
導
体
制
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建

設
路
線
ー
を
無
効
に
し
て
、
劉
小
埼
・
鄧
小
平
等
の
党
中
央
幹
部
の
主
流
派
か
ら
奪
権
で
き

ず
、
毛
沢
東
の
戦
略
と
目
的
は
失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
農
工
業
生
産
高
の
目
標
と
人
民
公
社
に
よ
る
共
産
主
義
的
共
同
生
活
は
、

毛
沢
東
が
率
先
指
導
し
た
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
は
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
現
実

的
失
敗
に
目
覚
め
る
と
、
原
因
は
党
上
下
機
関
の
虚
偽
報
告
と
農
業
集
団
化
の
強
制
の
た
め

で
あ
る
と
し
て
、
党
内
機
関
に
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
責
任
を
転
化
し
た
。
こ
の
自
己

責
任
を
他
人
に
転
化
し
て
押
し
付
け
る
所
に
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
お
け
る
中
国
人
の
伝

統
的
な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

⑥
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
失
敗
に
対
す
る
党
内
批
判
の
噴
出
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
飢
饉
へ

の
深
い
挫
折
感
を
味
わ
い
、
大
躍
進
政
策
か
ら
の
撤
退
を
是
認
し
て
、
次
の
奪
権
闘
争
の
策

略
の
発
見
の
た
め
に
、
第
二
線
に
退
い
て
深
謀
遠
慮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 191（60）



国
広
し
と
い
え
ど
も
人
民
公
社
の
食
堂
廃
止
、
貯
水
池
計
画
の
中
止
、
練
鋼
炉
の
解
体
を
断

行
し
は
じ
め
た
最
初
の
村
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
毛
発
言
は
決
し
て
公
表
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
は
口
コ
ミ
で
急
速
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
も
な
く
多
く
の
農
村
地
帯

が
、
そ
の
よ
う
な
事
業
計
画
の
中
止
に
乗
り
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
私
だ
け
で
な
く

毛
主
席
ま
で
、
国
内
の
経
済
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

主
席
の
お
国
入
り
は
彼
を
現
実
に
め
ざ
め
さ
せ
、
災
厄
の
発
生
と
い
う
自
覚
で
彼
を
ゆ
さ
ぶ

っ
た
。
武
漢
に
も
ど
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
意
気
軒
昂
ぶ
り
は
雲
散
霧
消
し
た
。
が
、
毛
の
念

頭
に
は
ま
だ
、
そ
れ
ら
の
計
画
が
基
本
的
に
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
疑
念
が
な
く
、

さ
ら
な
る
調
整
が
必
要
な
だ
け
だ
と
し
た
。
」
（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
理
想
と
す
る
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
主
導
権
を
奪
回
す

る
た
め
に
、
鉄
鋼
生
産
と
農
業
生
産
の
飛
躍
的
増
強
に
よ
り
西
洋
型
資
本
主
義
生
産
力
の
上

に
立
つ
高
度
に
発
達
し
た
社
会
主
義
＝
大
躍
進
と
、
原
始
共
産
制
的
な
平
等
分
配
と
共
同
生

活
を
理
想
と
し
た
原
始
的
社
会
主
義
＝
人
民
公
社
と
い
う
、
二
つ
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設

の
現
実
的
な
失
敗
に
目
覚
め
た
毛
沢
東
は
、
そ
の
基
本
理
念
を
保
持
し
な
が
ら
、
政
策
の
軌

道
修
正
を
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
李
氏
に
、「
み
ん
な
一
本
立
ち
し
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
。
さ
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

と
も
に
働
い
て
偉
業
を
な
し
と
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
は
い
ま
大
変
な
困
難
を
経
験
し
つ
つ
あ

る
。
食
料
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
人
民
は
飢
え
て
お
る
」（
四
一
）
と
述
べ
て
、
現
実
の
惨
状

を
認
め
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。 

現
実
の
食
糧
不
足
の
惨
状
と
い
う
経
済
状
況
の
悪
化
を
直
視
し
た
毛
沢
東
は
、
自
己
の
政

治
責
任
を
党
幹
部
に
転
嫁
し
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
の
強
行
路
線
か
ら
、
そ
れ
の
否

定
的
発
言
へ
と
、
全
く
逆
方
向
へ
の
政
策
の
方
向
転
換
を
し
て
行
く
政
治
姿
勢
に
、
毛
沢
東

の
中
国
人
と
し
て
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
が
如
何
な
く
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大
躍
進
の
結
果
の
惨
状
に
お
い
て
、
自
己
の
責
任
の
是
認
と
否
定
と
い
う
中
国
人
特
有
の

対
の
思
想
の
展
開
し
た
事
実
を
、「
七
千
人
大
会
」
で
の
毛
沢
東
自
身
の
発
言
の
な
か
に
見
出

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
「
七
千
人
大
会
」
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。 

 

「
一
九
六
二
年
は
毛
主
席
に
と
っ
て
政
治
的
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
一
月
、
い
ま
だ
に
つ

づ
く
飢
饉
の
惨
状
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
た
め
、
も
う
い
ち
ど
党
中
央
委
員
会
の
拡
大
会
議

を
招
集
す
る
が
、
党
内
で
の
支
持
は
最
低
に
落
ち
こ
ん
で
い
た
。・
・
・
劉
は
、
こ
の
国
の
経

済
的
な
惨
状
が
天
候
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
主
席
の
公
式
説
明
を
受
け
入
れ
な
か

っ
た
。「
天
災
は
こ
の
国
の
一
地
方
し
か
み
ま
わ
な
か
っ
た
」
と
劉
少
奇
は
人
民
大
会
堂
に
お

け
る
演
説
で
主
張
し
た
。「
人
災
が
全
国
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
教
訓
を
肝

に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
・
・
・
主
席
は
激
怒
し
て
い
る
の
を
私
は
知
っ
て
い

た
。・
・
・
し
か
し
、
劉
少
奇
の
見
解
は
多
く
の
共
感
を
え
て
い
た
。
党
内
は
深
刻
な
分
裂
状

態
に
あ
っ
た
。・
・
・
主
席
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
下
部
機
関
の
幹
部
た
ち
は
つ

い
に
大
躍
進
と
い
う
見
せ
か
け
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な
惨
状
と
い
う
き
び
し

い
現
実
と
面
と
む
か
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
地
方
レ
ベ
ル
の
下
級
幹
部

は
大
躍
進
中
、
ず
っ
と
重
苦
し
い
圧
力
を
受
け
て
来
た
。「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か

か
げ
よ
、
も
っ
と
早
い
、
も
っ
と
よ
い
成
果
を
」
と
い
う
当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
彼
ら
を

か
り
た
て
て
よ
り
高
い
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
現
実
不
可
能
な
生
産
目
標
を
か
か
げ
さ
せ
た
あ

げ
く
、
も
し
目
標
を
低
く
し
た
り
、
設
定
し
た
目
標
を
達
成
し
そ
こ
な
っ
た
り
す
れ
ば
、
右

派
、
あ
る
い
は
も
っ
と
悪
い
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
か
、
職
を
う
し
な
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
羽
目
に
な
っ
た
。
目
標
が
達
成
で
き
な
い
と
わ
か
る
と
嘘
を
つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り

す
る
一
方
、
ト
ッ
プ
か
ら
の
圧
力
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

場
合
は
た
い
て
彼
ら
の
せ
い
に
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
七
千
人
大
会
は
、
党
中
央
の
指
導
部
に

対
し
不
満
を
ぶ
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
本
心
を
吐
露
し
は
じ
め
る
と
、

め
く
る
め
く
よ
う
な
多
幸
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
は
決
し
て
毛
主
席
に
向
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
大
躍
進
と
い
う
政
策
に
集
中
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策

が
毛
の
発
案
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
そ
の
政
策
を
批
判
す
る
の
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
毛
主
席
を
批
判
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
・
・
・
批
判
が
続
出
し
た
の
で
、

つ
い
に
毛
沢
東
は
、
少
な
く
と
も
災
害
の
責
任
の
一
端
は
自
分
に
あ
る
と
み
と
め
ざ
る
を
え

な
く
な
る
。
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
主
席
に
面
と
む
か
っ
て
自
己
批
判
し
て
は
ど
う
か
と
す
す

め
た
者
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
も
彼
の
政
治
的
な
戦
略
の
一
環
だ
っ
た
。
毛
は
自
分
の

あ
や
ま
り
を
み
と
め
る
の
を
い
や
が
っ
た
。
そ
の
人
生
は
後
悔
を
知
ら
な
い
者
の
人
生
だ
っ

た
。・
・
・
こ
ん
ど
の
自
己
批
判
は
、
彼
が
一
九
四
九
年
に
権
力
の
座
に
つ
い
て
以
来
、
は
じ

め
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
一
月
三
十
日
の
演
説
で
、
毛
沢
東
は
「
直
接
的
、

間
接
的
に
党
中
央
に
帰
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
誤
り
に
私
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

私
が
党
中
央
の
主
席
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
毛
は
具
体
的
に
、
自
分
の
誤
り

が
何
だ
っ
た
の
か
語
ら
な
か
っ
た
し
、
ほ
か
の
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
で
す

ば
や
く
反
撃
に
出
た
。「
私
は
ほ
か
の
者
た
ち
が
み
ず
か
ら
の
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
い

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
実
際
に
、
ほ
か
の
者
も
多
く
が
責
任
の
一
端
を
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
し
か
し
、
私
が
ま
ず
第
一
に
誤
り
に
責
任
を
負
う
べ
き
人
間
だ
ろ
う
」
。
そ
れ
か

ら
一
転
、
毛
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
攻
撃
し
は
じ
め
た
。
・
・
・
」
（
四
二
）。 

毛
沢
東
は
、
こ
れ
ま
で
大
躍
進
の
失
敗
は
、
党
中
央
や
地
方
幹
部
の
虚
偽
報
告
に
あ
る
と
、

責
任
を
他
者
に
擦
り
付
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
七
千
人
大
会
」
で
の
地
方
幹
部
の
大

躍
進
へ
の
批
判
の
増
大
と
い
う
政
治
状
況
の
変
化
に
直
面
し
て
、
遂
に
大
躍
進
失
敗
の
責
任

は
、
党
中
央
主
席
の
自
分
に
一
端
は
あ
る
と
、
自
己
批
判
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。 

し
か
し
そ
れ
に
終
始
せ
ず
、
す
ば
や
く
他
の
中
央
幹
部
に
責
任
の
一
端
を
転
化
し
て
行
く

所
に
、
自
己
の
主
導
し
た
政
策
責
任
を
他
者
に
責
任
を
転
化
し
て
自
分
の
政
治
責
任
を
回
避

し
よ
う
と
す
る
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
り
民
族
的
伝
統
で
あ
る
対

の
思
想
が
如
何
な
く
現
出
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
よ
り
毛
沢
東
の
急
進
的
理
想
主
義
は
、
現
実
的
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
一
九
五
九
年
の
楽
天
的
に
す
ぎ
る
鉄
鋼
生
産
目
標
の
二
千

万
ト
ン
は
一
三
百
万
ト
ン
に
削
減
さ
れ
て
い
た
」（
四
三
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
大
躍
進
か
ら

の
撤
退
は
七
千
人
大
会
の
あ
と
も
つ
づ
き
、
党
を
ば
ら
ば
ら
に
し
よ
う
と
す
る
遠
心
力
も
ま

た
働
き
つ
づ
け
た
。
党
も
国
家
も
、
ま
す
ま
す
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い
方
向
に
動
い
て
い
っ

た
。
人
民
公
社
は
つ
い
に
組
織
替
え
が
行
わ
れ
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
生
産
活
動
は
一
九
五

六
年
の
初
級
合
作
社
と
同
程
度
の
よ
り
小
さ
な
、
よ
り
管
理
し
や
す
い
レ
ベ
ル
に
再
組
織
さ

れ
た
。
工
業
生
産
の
目
標
は
ま
た
ま
た
ひ
き
さ
げ
ら
れ
た
。
経
済
全
体
の
リ
ス
ト
ラ
が
実
施

さ
れ
、
大
躍
進
の
左
派
針
路
は
き
び
し
く
批
判
さ
れ
つ
づ
け
た
。
」（
四
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
対
す
る
党
内
批
判
の
噴
出
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
飢
饉
へ
の
深
い
挫
折

感
と
次
の
奪
権
闘
争
の
策
略
の
発
見
の
た
め
に
、
第
二
線
に
退
き
深
謀
遠
慮
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
毛
沢
東
の
行
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
農
業
危
機
と
、
い
ま
や
以

前
ほ
ど
自
分
の
意
思
を
お
し
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
党
エ
リ
ー
ト
た
ち
へ
の
怒
り
で
ふ
さ
ぎ

こ
ん
だ
毛
主
席
は
、
一
時
的
に
政
治
の
表
舞
台
か
ら
ひ
っ
こ
み
、
殆
ど
の
時
間
を
ベ
ッ
ド
で

す
ご
し
て
い
た
。
・
・
・
私
は
依
然
と
し
て
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
主
席
の
お
供
を
し
、

毛
が
若
い
ダ
ン
ス
相
手
を
、
と
も
ど
も
「
休
息
」
す
べ
く
部
屋
に
つ
れ
こ
む
と
こ
ろ
を
目
に

し
た
。
」
（
四
五
）
と
、
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
失
敗
の
政
治
的
失
意
を
若
い
女
達
で
慰
め
て
い

た
と
言
う
。
遂
に
「
七
千
人
大
会
」
で
は
、
最
初
で
最
後
の
自
己
批
判
を
行
な
い
、
大
躍
進

・
人
民
公
社
運
動
は
、
一
九
五
六
年
以
前
に
ま
で
大
幅
な
後
退
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

最
後
に
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
原
因
を
述
べ
た
い
。
竹
内
氏
は
、「
劉
少
奇
は
中
国
共

産
党
副
首
席
で
、
党
内
の
序
列
は
毛
沢
東
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
四
月
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国
広
し
と
い
え
ど
も
人
民
公
社
の
食
堂
廃
止
、
貯
水
池
計
画
の
中
止
、
練
鋼
炉
の
解
体
を
断

行
し
は
じ
め
た
最
初
の
村
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
毛
発
言
は
決
し
て
公
表
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
は
口
コ
ミ
で
急
速
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
も
な
く
多
く
の
農
村
地
帯

が
、
そ
の
よ
う
な
事
業
計
画
の
中
止
に
乗
り
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
私
だ
け
で
な
く

毛
主
席
ま
で
、
国
内
の
経
済
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

主
席
の
お
国
入
り
は
彼
を
現
実
に
め
ざ
め
さ
せ
、
災
厄
の
発
生
と
い
う
自
覚
で
彼
を
ゆ
さ
ぶ

っ
た
。
武
漢
に
も
ど
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
意
気
軒
昂
ぶ
り
は
雲
散
霧
消
し
た
。
が
、
毛
の
念

頭
に
は
ま
だ
、
そ
れ
ら
の
計
画
が
基
本
的
に
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
疑
念
が
な
く
、

さ
ら
な
る
調
整
が
必
要
な
だ
け
だ
と
し
た
。
」
（
四
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
理
想
と
す
る
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
主
導
権
を
奪
回
す

る
た
め
に
、
鉄
鋼
生
産
と
農
業
生
産
の
飛
躍
的
増
強
に
よ
り
西
洋
型
資
本
主
義
生
産
力
の
上

に
立
つ
高
度
に
発
達
し
た
社
会
主
義
＝
大
躍
進
と
、
原
始
共
産
制
的
な
平
等
分
配
と
共
同
生

活
を
理
想
と
し
た
原
始
的
社
会
主
義
＝
人
民
公
社
と
い
う
、
二
つ
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設

の
現
実
的
な
失
敗
に
目
覚
め
た
毛
沢
東
は
、
そ
の
基
本
理
念
を
保
持
し
な
が
ら
、
政
策
の
軌

道
修
正
を
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
李
氏
に
、「
み
ん
な
一
本
立
ち
し
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
。
さ
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

と
も
に
働
い
て
偉
業
を
な
し
と
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
は
い
ま
大
変
な
困
難
を
経
験
し
つ
つ
あ

る
。
食
料
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
人
民
は
飢
え
て
お
る
」（
四
一
）
と
述
べ
て
、
現
実
の
惨
状

を
認
め
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。 

現
実
の
食
糧
不
足
の
惨
状
と
い
う
経
済
状
況
の
悪
化
を
直
視
し
た
毛
沢
東
は
、
自
己
の
政

治
責
任
を
党
幹
部
に
転
嫁
し
て
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
政
策
の
強
行
路
線
か
ら
、
そ
れ
の
否

定
的
発
言
へ
と
、
全
く
逆
方
向
へ
の
政
策
の
方
向
転
換
を
し
て
行
く
政
治
姿
勢
に
、
毛
沢
東

の
中
国
人
と
し
て
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
が
如
何
な
く
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大
躍
進
の
結
果
の
惨
状
に
お
い
て
、
自
己
の
責
任
の
是
認
と
否
定
と
い
う
中
国
人
特
有
の

対
の
思
想
の
展
開
し
た
事
実
を
、「
七
千
人
大
会
」
で
の
毛
沢
東
自
身
の
発
言
の
な
か
に
見
出

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
李
氏
は
、
以
下
の
様
に
「
七
千
人
大
会
」
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。 

 

「
一
九
六
二
年
は
毛
主
席
に
と
っ
て
政
治
的
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
一
月
、
い
ま
だ
に
つ

づ
く
飢
饉
の
惨
状
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
た
め
、
も
う
い
ち
ど
党
中
央
委
員
会
の
拡
大
会
議

を
招
集
す
る
が
、
党
内
で
の
支
持
は
最
低
に
落
ち
こ
ん
で
い
た
。・
・
・
劉
は
、
こ
の
国
の
経

済
的
な
惨
状
が
天
候
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
主
席
の
公
式
説
明
を
受
け
入
れ
な
か

っ
た
。「
天
災
は
こ
の
国
の
一
地
方
し
か
み
ま
わ
な
か
っ
た
」
と
劉
少
奇
は
人
民
大
会
堂
に
お

け
る
演
説
で
主
張
し
た
。「
人
災
が
全
国
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
教
訓
を
肝

に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
・
・
・
主
席
は
激
怒
し
て
い
る
の
を
私
は
知
っ
て
い

た
。・
・
・
し
か
し
、
劉
少
奇
の
見
解
は
多
く
の
共
感
を
え
て
い
た
。
党
内
は
深
刻
な
分
裂
状

態
に
あ
っ
た
。・
・
・
主
席
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
下
部
機
関
の
幹
部
た
ち
は
つ

い
に
大
躍
進
と
い
う
見
せ
か
け
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な
惨
状
と
い
う
き
び
し

い
現
実
と
面
と
む
か
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
地
方
レ
ベ
ル
の
下
級
幹
部

は
大
躍
進
中
、
ず
っ
と
重
苦
し
い
圧
力
を
受
け
て
来
た
。「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か

か
げ
よ
、
も
っ
と
早
い
、
も
っ
と
よ
い
成
果
を
」
と
い
う
当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
彼
ら
を

か
り
た
て
て
よ
り
高
い
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
現
実
不
可
能
な
生
産
目
標
を
か
か
げ
さ
せ
た
あ

げ
く
、
も
し
目
標
を
低
く
し
た
り
、
設
定
し
た
目
標
を
達
成
し
そ
こ
な
っ
た
り
す
れ
ば
、
右

派
、
あ
る
い
は
も
っ
と
悪
い
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
か
、
職
を
う
し
な
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
羽
目
に
な
っ
た
。
目
標
が
達
成
で
き
な
い
と
わ
か
る
と
嘘
を
つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り

す
る
一
方
、
ト
ッ
プ
か
ら
の
圧
力
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

場
合
は
た
い
て
彼
ら
の
せ
い
に
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
七
千
人
大
会
は
、
党
中
央
の
指
導
部
に

対
し
不
満
を
ぶ
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
本
心
を
吐
露
し
は
じ
め
る
と
、

め
く
る
め
く
よ
う
な
多
幸
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
は
決
し
て
毛
主
席
に
向
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
大
躍
進
と
い
う
政
策
に
集
中
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策

が
毛
の
発
案
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
そ
の
政
策
を
批
判
す
る
の
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
毛
主
席
を
批
判
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
・
・
・
批
判
が
続
出
し
た
の
で
、

つ
い
に
毛
沢
東
は
、
少
な
く
と
も
災
害
の
責
任
の
一
端
は
自
分
に
あ
る
と
み
と
め
ざ
る
を
え

な
く
な
る
。
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
主
席
に
面
と
む
か
っ
て
自
己
批
判
し
て
は
ど
う
か
と
す
す

め
た
者
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
も
彼
の
政
治
的
な
戦
略
の
一
環
だ
っ
た
。
毛
は
自
分
の

あ
や
ま
り
を
み
と
め
る
の
を
い
や
が
っ
た
。
そ
の
人
生
は
後
悔
を
知
ら
な
い
者
の
人
生
だ
っ

た
。・
・
・
こ
ん
ど
の
自
己
批
判
は
、
彼
が
一
九
四
九
年
に
権
力
の
座
に
つ
い
て
以
来
、
は
じ

め
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
一
月
三
十
日
の
演
説
で
、
毛
沢
東
は
「
直
接
的
、

間
接
的
に
党
中
央
に
帰
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
誤
り
に
私
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

私
が
党
中
央
の
主
席
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
毛
は
具
体
的
に
、
自
分
の
誤
り

が
何
だ
っ
た
の
か
語
ら
な
か
っ
た
し
、
ほ
か
の
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
で
す

ば
や
く
反
撃
に
出
た
。「
私
は
ほ
か
の
者
た
ち
が
み
ず
か
ら
の
責
任
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
い

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
実
際
に
、
ほ
か
の
者
も
多
く
が
責
任
の
一
端
を
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
し
か
し
、
私
が
ま
ず
第
一
に
誤
り
に
責
任
を
負
う
べ
き
人
間
だ
ろ
う
」
。
そ
れ
か

ら
一
転
、
毛
は
農
地
請
負
耕
作
制
を
攻
撃
し
は
じ
め
た
。
・
・
・
」
（
四
二
）。 

毛
沢
東
は
、
こ
れ
ま
で
大
躍
進
の
失
敗
は
、
党
中
央
や
地
方
幹
部
の
虚
偽
報
告
に
あ
る
と
、

責
任
を
他
者
に
擦
り
付
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
七
千
人
大
会
」
で
の
地
方
幹
部
の
大

躍
進
へ
の
批
判
の
増
大
と
い
う
政
治
状
況
の
変
化
に
直
面
し
て
、
遂
に
大
躍
進
失
敗
の
責
任

は
、
党
中
央
主
席
の
自
分
に
一
端
は
あ
る
と
、
自
己
批
判
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。 

し
か
し
そ
れ
に
終
始
せ
ず
、
す
ば
や
く
他
の
中
央
幹
部
に
責
任
の
一
端
を
転
化
し
て
行
く

所
に
、
自
己
の
主
導
し
た
政
策
責
任
を
他
者
に
責
任
を
転
化
し
て
自
分
の
政
治
責
任
を
回
避

し
よ
う
と
す
る
、
毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
り
民
族
的
伝
統
で
あ
る
対

の
思
想
が
如
何
な
く
現
出
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
よ
り
毛
沢
東
の
急
進
的
理
想
主
義
は
、
現
実
的
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
一
九
五
九
年
の
楽
天
的
に
す
ぎ
る
鉄
鋼
生
産
目
標
の
二
千

万
ト
ン
は
一
三
百
万
ト
ン
に
削
減
さ
れ
て
い
た
」（
四
三
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
大
躍
進
か
ら

の
撤
退
は
七
千
人
大
会
の
あ
と
も
つ
づ
き
、
党
を
ば
ら
ば
ら
に
し
よ
う
と
す
る
遠
心
力
も
ま

た
働
き
つ
づ
け
た
。
党
も
国
家
も
、
ま
す
ま
す
毛
沢
東
に
依
存
し
な
い
方
向
に
動
い
て
い
っ

た
。
人
民
公
社
は
つ
い
に
組
織
替
え
が
行
わ
れ
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
生
産
活
動
は
一
九
五

六
年
の
初
級
合
作
社
と
同
程
度
の
よ
り
小
さ
な
、
よ
り
管
理
し
や
す
い
レ
ベ
ル
に
再
組
織
さ

れ
た
。
工
業
生
産
の
目
標
は
ま
た
ま
た
ひ
き
さ
げ
ら
れ
た
。
経
済
全
体
の
リ
ス
ト
ラ
が
実
施

さ
れ
、
大
躍
進
の
左
派
針
路
は
き
び
し
く
批
判
さ
れ
つ
づ
け
た
。
」（
四
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
の
失
敗
に
対
す
る
党
内
批
判
の
噴
出
の
結
果
、
毛
沢
東
は
大
飢
饉
へ
の
深
い
挫
折

感
と
次
の
奪
権
闘
争
の
策
略
の
発
見
の
た
め
に
、
第
二
線
に
退
き
深
謀
遠
慮
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
毛
沢
東
の
行
動
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
農
業
危
機
と
、
い
ま
や
以

前
ほ
ど
自
分
の
意
思
を
お
し
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
党
エ
リ
ー
ト
た
ち
へ
の
怒
り
で
ふ
さ
ぎ

こ
ん
だ
毛
主
席
は
、
一
時
的
に
政
治
の
表
舞
台
か
ら
ひ
っ
こ
み
、
殆
ど
の
時
間
を
ベ
ッ
ド
で

す
ご
し
て
い
た
。
・
・
・
私
は
依
然
と
し
て
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
主
席
の
お
供
を
し
、

毛
が
若
い
ダ
ン
ス
相
手
を
、
と
も
ど
も
「
休
息
」
す
べ
く
部
屋
に
つ
れ
こ
む
と
こ
ろ
を
目
に

し
た
。
」
（
四
五
）
と
、
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
失
敗
の
政
治
的
失
意
を
若
い
女
達
で
慰
め
て
い

た
と
言
う
。
遂
に
「
七
千
人
大
会
」
で
は
、
最
初
で
最
後
の
自
己
批
判
を
行
な
い
、
大
躍
進

・
人
民
公
社
運
動
は
、
一
九
五
六
年
以
前
に
ま
で
大
幅
な
後
退
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

最
後
に
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
原
因
を
述
べ
た
い
。
竹
内
氏
は
、「
劉
少
奇
は
中
国
共

産
党
副
首
席
で
、
党
内
の
序
列
は
毛
沢
東
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
四
月

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 193（58）



打
ち
出
さ
れ
た
。
・
・
・
・
食
堂
を
出
た
周
恩
来
は
一
人
の
農
民
を
つ
か
ま
え
て
、
「
率
直
な

意
見
を
聴
き
た
い
」
と
思
い
詰
め
た
よ
う
に
尋
ね
た
。
周
恩
来
の
真
剣
さ
を
感
じ
た
農
民
は

口
を
開
い
た
。「
本
当
の
話
を
し
ろ
と
言
う
な
ら
『
共
同
食
堂
は
い
い
』
な
ん
て
う
そ
ぱ
っ
ち

で
す
。
考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
司
務
長
（
物
資
供
給
な
ど
の
責
任
者
）
や
炊
事
員
が
ち

ょ
っ
と
多
く
食
べ
ま
す
。
そ
の
家
族
が
ま
た
ち
ょ
っ
と
多
く
食
べ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の

口
に
入
る
の
は
せ
い
ぜ
い
二
百
グ
ラ
ム
。
こ
れ
じ
ゃ
腹
は
ふ
く
れ
や
し
ま
せ
ん
。
総
理
、
こ

の
ま
ま
な
ら
、
あ
と
二
年
も
す
る
と
あ
な
た
自
身
が
飢
え
死
に
し
ま
す
よ
」
宿
舎
で
周
恩
来

は
寝
つ
け
な
か
っ
た
。
午
前
三
時
、
上
海
に
滞
在
中
の
毛
沢
東
に
電
話
を
入
れ
た
。
「
主
席
、

食
料
供
給
制
度
は
支
持
さ
れ
て
お
ら
ず
、
み
な
自
分
で
食
べ
た
が
っ
て
い
ま
す
。（
伯
延
村
の

人
民
公
社
で
は
）
試
験
的
に
共
同
食
堂
を
や
め
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
に
旱
害
は
最
悪
の
事
態

で
す
」（
顧
保
孜
ら
著
『
聚
焦
中
南
海
』
）」
と
あ
る
。
人
民
公
社
の
共
同
生
活
と
平
等
分
配
の

掛
声
は
、
平
和
社
会
の
人
民
公
社
で
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
三
三
）
。 

第
四
に
は
、
非
常
時
体
制
に
お
い
て
共
産
党
全
体
が
仕
方
な
く
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

戦
時
共
産
主
義
体
制
を
、
平
和
な
時
代
に
な
り
集
団
全
体
の
利
益
＝
公
益
優
先
の
必
要
性
が

な
く
な
り
、
個
人
の
私
欲
の
実
現
欲
望
が
無
限
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
お
い
て

も
、
強
行
す
る
所
に
問
題
が
生
じ
る
。
毛
沢
東
が
個
人
的
理
想
を
国
家
権
力
に
よ
り
強
制
的

に
実
行
し
て
行
く
所
に
、
理
想
と
現
実
の
乖
離
が
生
ま
れ
て
く
る
。
個
人
の
欲
望
を
抑
制
し

た
平
等
分
配
と
共
有
財
産
制
を
中
心
と
す
る
人
民
公
社
体
制
を
、
平
和
時
に
お
い
て
維
持
し

て
行
く
こ
と
の
困
難
性
に
つ
き
当
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
私
欲
を
否
定
さ
れ
た
滅
私
奉
公
の
精

神
は
、
生
産
意
欲
の
低
下
を
導
く
の
は
必
至
で
あ
る
。
人
民
公
社
制
度
は
、
正
に
席
宣
・
金

春
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
毛
沢
東
の
空
想
的
社
会
主
義
理
想
の
産
物
な
の
で
あ
っ
た
。 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
失
敗
の
結
果
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
冒
険
主
義
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
政
策
は
人
類
史
上
で
も
最
悪
の
飢
餓
を
も
た
ら
し
た
。
今
日
で

は
、
そ
の
期
間
中
に
す
く
な
く
と
も
二
千
五
百
万
か
三
千
万
人
、
も
し
く
は
四
千
三
百
万
人

が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
（
三
四
）
と
、
莫
大
な
餓
死
者
を
指
摘
し
て
い
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
が
、「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の
人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉
大

な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
毛
沢

東
礼
賛
説
は
、
莫
大
な
人
命
犠
牲
を
出
し
た
現
実
か
ら
考
え
て
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

李
氏
は
大
躍
進
の
現
実
的
な
失
敗
に
つ
い
て
、「
そ
れ
で
も
毛
沢
東
の
至
福
感
は
つ
づ
い
た

。
こ
の
時
点
に
立
ち
い
っ
て
も
、
毛
は
せ
ま
り
く
る
危
機
か
ら
目
隠
し
を
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
私
に
は
不
安
感
が
あ
っ
た
。
災
厄
の
発
生
は
見
て
と
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
を
あ
え
て
口
に
す
る
勇
気
は
な
か
っ
た
。
主
席
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
真
実
を
告
げ
る
者
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
気
を
も
ん
だ
。
」（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

毛
沢
東
は
、
党
高
官
や
地
方
幹
部
に
よ
り
現
実
の
惨
状
か
ら
目
隠
し
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

李
氏
は
、
大
躍
進
に
対
す
る
人
民
の
賛
否
の
動
向
に
つ
い
て
、「
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い

っ
て
も
、
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
熱
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
も
し
食
料
が
不
足
し

て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
責
め
は
主
席
に
で
は
な
く
て
党
地
方
委
員
会
の
指
導
部
に
あ
る
の
だ

と
人
民
は
考
え
た
。
主
席
に
対
す
る
民
衆
の
態
度
は
中
国
の
長
い
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
た
。

悪
政
が
あ
っ
て
も
皇
帝
は
絶
対
に
悪
い
の
で
は
な
く
、
補
佐
役
や
高
官
た
ち
に
道
を
誤
ら
さ

れ
た
だ
け
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
党
幹
部
の
毛
沢
東
へ
の
現
実
の
目
隠
し
状
態
と
、
人
民
大
衆
の
毛

沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
熱
の
高
ま
り
を
背
景
に
し
て
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
現
実
的
な
惨
状
に

つ
い
て
、
そ
の
責
任
を
党
幹
部
に
擦
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
党
中
央
に
対
す
る
毛
沢
東
の
不
満
が
ふ
た
た
び
頭
を
も
た
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
大
躍
進
の
混

乱
を
党
中
央
の
指
導
力
の
せ
い
に
し
て
非
難
し
た
。
虚
偽
の
報
告
や
水
増
し
の
統
計
が
横
行

し
て
い
た
。
「
嘘
八
百
が
多
す
ぎ
る
」
と
毛
は
私
に
言
っ
た
。
「
上
か
ら
圧
力
が
か
か
る
と
、

下
か
ら
上
に
嘘
が
あ
が
っ
て
く
る
」
・
・
・
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
。

“
皇
帝
”
と
し
て
、
自
分
は
絶
対
に
誤
り
を
お
か
さ
な
い
と
信
じ
き
っ
て
い
た
。
決
定
が
間

違
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ま
た
誤
っ
た
政
策
が
導
入
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
め
は
自
分

で
は
な
く
て
提
供
さ
れ
た
情
報
に
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
過
ち
を
犯
す
は
ず
が
な

い
が
、
し
か
し
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
い
う
わ
け
だ
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
慎
重
派
を
褒
め
た
り
批
判
し
た
り
し
て
、
対
の
思
想
を
縦
横
無
尽
に
使
用
し

て
、
自
己
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
目
標
に
党
全
体
を
服
従
さ
せ
た
。
し
か
し
虚
偽
の
生
産
力
増
強
の

報
告
が
下
級
党
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
と
、
人
民
の
個
人
崇
拝
熱
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
し
て
、
自
己
の
政
治
責
任
を
党
機
関
に
擦
り
付
け
て
、
自
己
の
責
任
を
無

罪
放
免
に
し
て
、
政
治
的
地
位
の
安
泰
を
図
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
無

謬
性
行
動
を
中
国
歴
代
の
伝
統
的
皇
帝
と
同
じ
意
識
や
態
度
と
批
評
し
て
い
る
。
大
躍
進
運

動
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
現
実
を
直
視
し
て
い
た
李
氏
は
、 

「
毛
は
「
上
か
ら
の
圧
力
」
に
よ
っ
て
下
級
の
者
が
う
そ
の
報
告
を
な
し
た
と
主
張
し
、

そ
ん
な
圧
力
を
か
け
た
と
し
て
党
指
導
層
を
非
難
し
た
。
と
こ
ろ
が
真
の
圧
力
は
、
じ
つ
を

い
え
ば
ほ
か
な
ら
ぬ
毛
主
席
が
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
自
分
へ
の
批
判
者

を
右
派
分
子
と
き
め
つ
け
て
情
け
容
赦
な
く
罰
し
た
あ
と
、
党
を
行
動
に
か
り
た
て
て
こ
れ

ま
で
に
な
い
高
い
生
産
目
標
を
か
か
げ
る
べ
く
指
導
層
を
鞭
打
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

毛
沢
東
み
ず
か
ら
、
党
の
指
導
部
が
真
実
を
語
る
の
に
困
難
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
指
導
部
も
忠
誠
心
か
ら
か
ー
あ
る
い
は
恐
怖
心
か
ら
か
ー
主
席
の
誘
導
に
屈

し
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
責
め
が
自
分
で
は
な
く
て
党
の
指
導
部
に
、
つ
ま
り
嘉
靖
帝
の
大
臣

に
あ
る
と
し
た
。
海
瑞
を
持
ち
あ
げ
た
の
は
自
分
へ
の
批
判
を
か
わ
し
、
他
の
指
導
者
に
責

任
を
負
わ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
企
み
で
あ
っ
た
」（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば

、
途
方
も
な
い
空
想
的
目
標
を
党
高
官
や
地
方
幹
部
に
押
し
付
け
て
、
強
行
し
て
き
た
の
は
、

毛
沢
東
自
身
な
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
毛
沢
東
に
あ
る
と
言
う
。 

毛
沢
東
は
、
自
ら
率
先
指
導
し
て
強
行
し
た
大
躍
進
が
失
敗
に
帰
す
る
と
、
そ
の
責
任
を

党
指
導
者
に
転
化
し
て
、
自
己
の
責
任
を
無
罪
放
免
す
る
所
に
ー
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た

政
治
行
動
の
中
に
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
が
よ
く
表

れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
惨
状
の
現
実
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
た
め
に
、
帰

郷
し
て
村
人
に
質
問
し
て
見
た
く
な
っ
た
。
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
生
地
の
湘
潭
県䗥

韶
山
に
帰
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
二
七
年
以
来
、
じ

つ
に
三
十
二
年
ぶ
り
の
帰
郷
で
あ
る
。
韶
山
村
へ
の
旅
は
、
彼
な
り
の
真
実
を
発
見
し
よ
う

と
す
る
途
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
指
導
部
の
エ
リ
ー
ト
に
信
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
。

韶
山
な
ら
、
主
席
の
た
め
に
注
意
深
く
演
出
さ
れ
た
舞
台
装
置
は
な
い
だ
ろ
う
。
村
の
隅
々

ま
で
彼
は
知
り
つ
く
し
て
い
た
し
、
自
分
の
目
を
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
ど
ん
な
仕
掛
け
も
見

ぬ
け
る
は
ず
だ
し
、
第
一
、
村
人
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
正
直
で
素

朴
な
村
人
で
あ
り
、
自
分
だ
っ
て
も
と
も
と
そ
の
一
員
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
毛
は
彼
ら

を
信
じ
て
い
た
。
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
現
状
に
つ
い
て
、
村
人
に
質
問
す
る
事
に
な
る
。 

「
毛
主
席
が
質
問
を
や
め
る
と
、
一
座
は
静
ま
り
か
え
っ
て
重
苦
し
い
空
気
が
た
れ
こ
め

た
。
大
躍
進
は
韶
山
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。「
公
社
の
食
堂
で
腹
を
一
杯

に
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
ん
な
食
堂
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
、
毛
は
言
っ
た
。「
食
料
の

浪
費
だ
か
ら
な
。
貯
水
池
の
建
設
計
画
だ
が
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
農
村
の
人
民
公
社
が
貯
水
池

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
わ
ん
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
貯
水
池
を
つ
く
ら
な
い
と
、
大
変
な

問
題
が
お
こ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
質
の
よ
い
鉄
が
生
産
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
作

業
は
や
め
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
」 

か
か
る
毛
主
席
の
発
言
で
、
お
そ
ら
く
韶
山
が
中
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打
ち
出
さ
れ
た
。
・
・
・
・
食
堂
を
出
た
周
恩
来
は
一
人
の
農
民
を
つ
か
ま
え
て
、
「
率
直
な

意
見
を
聴
き
た
い
」
と
思
い
詰
め
た
よ
う
に
尋
ね
た
。
周
恩
来
の
真
剣
さ
を
感
じ
た
農
民
は

口
を
開
い
た
。「
本
当
の
話
を
し
ろ
と
言
う
な
ら
『
共
同
食
堂
は
い
い
』
な
ん
て
う
そ
ぱ
っ
ち

で
す
。
考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
司
務
長
（
物
資
供
給
な
ど
の
責
任
者
）
や
炊
事
員
が
ち

ょ
っ
と
多
く
食
べ
ま
す
。
そ
の
家
族
が
ま
た
ち
ょ
っ
と
多
く
食
べ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の

口
に
入
る
の
は
せ
い
ぜ
い
二
百
グ
ラ
ム
。
こ
れ
じ
ゃ
腹
は
ふ
く
れ
や
し
ま
せ
ん
。
総
理
、
こ

の
ま
ま
な
ら
、
あ
と
二
年
も
す
る
と
あ
な
た
自
身
が
飢
え
死
に
し
ま
す
よ
」
宿
舎
で
周
恩
来

は
寝
つ
け
な
か
っ
た
。
午
前
三
時
、
上
海
に
滞
在
中
の
毛
沢
東
に
電
話
を
入
れ
た
。
「
主
席
、

食
料
供
給
制
度
は
支
持
さ
れ
て
お
ら
ず
、
み
な
自
分
で
食
べ
た
が
っ
て
い
ま
す
。（
伯
延
村
の

人
民
公
社
で
は
）
試
験
的
に
共
同
食
堂
を
や
め
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
に
旱
害
は
最
悪
の
事
態

で
す
」（
顧
保
孜
ら
著
『
聚
焦
中
南
海
』
）」
と
あ
る
。
人
民
公
社
の
共
同
生
活
と
平
等
分
配
の

掛
声
は
、
平
和
社
会
の
人
民
公
社
で
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
三
三
）
。 

第
四
に
は
、
非
常
時
体
制
に
お
い
て
共
産
党
全
体
が
仕
方
な
く
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

戦
時
共
産
主
義
体
制
を
、
平
和
な
時
代
に
な
り
集
団
全
体
の
利
益
＝
公
益
優
先
の
必
要
性
が

な
く
な
り
、
個
人
の
私
欲
の
実
現
欲
望
が
無
限
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
お
い
て

も
、
強
行
す
る
所
に
問
題
が
生
じ
る
。
毛
沢
東
が
個
人
的
理
想
を
国
家
権
力
に
よ
り
強
制
的

に
実
行
し
て
行
く
所
に
、
理
想
と
現
実
の
乖
離
が
生
ま
れ
て
く
る
。
個
人
の
欲
望
を
抑
制
し

た
平
等
分
配
と
共
有
財
産
制
を
中
心
と
す
る
人
民
公
社
体
制
を
、
平
和
時
に
お
い
て
維
持
し

て
行
く
こ
と
の
困
難
性
に
つ
き
当
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
私
欲
を
否
定
さ
れ
た
滅
私
奉
公
の
精

神
は
、
生
産
意
欲
の
低
下
を
導
く
の
は
必
至
で
あ
る
。
人
民
公
社
制
度
は
、
正
に
席
宣
・
金

春
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
毛
沢
東
の
空
想
的
社
会
主
義
理
想
の
産
物
な
の
で
あ
っ
た
。 

大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
失
敗
の
結
果
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
冒
険
主
義
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
政
策
は
人
類
史
上
で
も
最
悪
の
飢
餓
を
も
た
ら
し
た
。
今
日
で

は
、
そ
の
期
間
中
に
す
く
な
く
と
も
二
千
五
百
万
か
三
千
万
人
、
も
し
く
は
四
千
三
百
万
人

が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
（
三
四
）
と
、
莫
大
な
餓
死
者
を
指
摘
し
て
い
る
。 

従
っ
て
野
村
氏
が
、「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の
人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉
大

な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
毛
沢

東
礼
賛
説
は
、
莫
大
な
人
命
犠
牲
を
出
し
た
現
実
か
ら
考
え
て
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

李
氏
は
大
躍
進
の
現
実
的
な
失
敗
に
つ
い
て
、「
そ
れ
で
も
毛
沢
東
の
至
福
感
は
つ
づ
い
た

。
こ
の
時
点
に
立
ち
い
っ
て
も
、
毛
は
せ
ま
り
く
る
危
機
か
ら
目
隠
し
を
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
私
に
は
不
安
感
が
あ
っ
た
。
災
厄
の
発
生
は
見
て
と
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
を
あ
え
て
口
に
す
る
勇
気
は
な
か
っ
た
。
主
席
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
真
実
を
告
げ
る
者
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
気
を
も
ん
だ
。
」（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

毛
沢
東
は
、
党
高
官
や
地
方
幹
部
に
よ
り
現
実
の
惨
状
か
ら
目
隠
し
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

李
氏
は
、
大
躍
進
に
対
す
る
人
民
の
賛
否
の
動
向
に
つ
い
て
、「
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い

っ
て
も
、
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
熱
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
も
し
食
料
が
不
足
し

て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
責
め
は
主
席
に
で
は
な
く
て
党
地
方
委
員
会
の
指
導
部
に
あ
る
の
だ

と
人
民
は
考
え
た
。
主
席
に
対
す
る
民
衆
の
態
度
は
中
国
の
長
い
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
た
。

悪
政
が
あ
っ
て
も
皇
帝
は
絶
対
に
悪
い
の
で
は
な
く
、
補
佐
役
や
高
官
た
ち
に
道
を
誤
ら
さ

れ
た
だ
け
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
」
（
三
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
党
幹
部
の
毛
沢
東
へ
の
現
実
の
目
隠
し
状
態
と
、
人
民
大
衆
の
毛

沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
熱
の
高
ま
り
を
背
景
に
し
て
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
現
実
的
な
惨
状
に

つ
い
て
、
そ
の
責
任
を
党
幹
部
に
擦
り
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
党
中
央
に
対
す
る
毛
沢
東
の
不
満
が
ふ
た
た
び
頭
を
も
た
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
大
躍
進
の
混

乱
を
党
中
央
の
指
導
力
の
せ
い
に
し
て
非
難
し
た
。
虚
偽
の
報
告
や
水
増
し
の
統
計
が
横
行

し
て
い
た
。
「
嘘
八
百
が
多
す
ぎ
る
」
と
毛
は
私
に
言
っ
た
。
「
上
か
ら
圧
力
が
か
か
る
と
、

下
か
ら
上
に
嘘
が
あ
が
っ
て
く
る
」
・
・
・
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
。

“
皇
帝
”
と
し
て
、
自
分
は
絶
対
に
誤
り
を
お
か
さ
な
い
と
信
じ
き
っ
て
い
た
。
決
定
が
間

違
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ま
た
誤
っ
た
政
策
が
導
入
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
め
は
自
分

で
は
な
く
て
提
供
さ
れ
た
情
報
に
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
は
過
ち
を
犯
す
は
ず
が
な

い
が
、
し
か
し
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
い
う
わ
け
だ
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
慎
重
派
を
褒
め
た
り
批
判
し
た
り
し
て
、
対
の
思
想
を
縦
横
無
尽
に
使
用
し

て
、
自
己
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
目
標
に
党
全
体
を
服
従
さ
せ
た
。
し
か
し
虚
偽
の
生
産
力
増
強
の

報
告
が
下
級
党
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
と
、
人
民
の
個
人
崇
拝
熱
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
し
て
、
自
己
の
政
治
責
任
を
党
機
関
に
擦
り
付
け
て
、
自
己
の
責
任
を
無

罪
放
免
に
し
て
、
政
治
的
地
位
の
安
泰
を
図
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
無

謬
性
行
動
を
中
国
歴
代
の
伝
統
的
皇
帝
と
同
じ
意
識
や
態
度
と
批
評
し
て
い
る
。
大
躍
進
運

動
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
現
実
を
直
視
し
て
い
た
李
氏
は
、 

「
毛
は
「
上
か
ら
の
圧
力
」
に
よ
っ
て
下
級
の
者
が
う
そ
の
報
告
を
な
し
た
と
主
張
し
、

そ
ん
な
圧
力
を
か
け
た
と
し
て
党
指
導
層
を
非
難
し
た
。
と
こ
ろ
が
真
の
圧
力
は
、
じ
つ
を

い
え
ば
ほ
か
な
ら
ぬ
毛
主
席
が
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
自
分
へ
の
批
判
者

を
右
派
分
子
と
き
め
つ
け
て
情
け
容
赦
な
く
罰
し
た
あ
と
、
党
を
行
動
に
か
り
た
て
て
こ
れ

ま
で
に
な
い
高
い
生
産
目
標
を
か
か
げ
る
べ
く
指
導
層
を
鞭
打
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

毛
沢
東
み
ず
か
ら
、
党
の
指
導
部
が
真
実
を
語
る
の
に
困
難
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
指
導
部
も
忠
誠
心
か
ら
か
ー
あ
る
い
は
恐
怖
心
か
ら
か
ー
主
席
の
誘
導
に
屈

し
た
の
だ
っ
た
。
彼
は
責
め
が
自
分
で
は
な
く
て
党
の
指
導
部
に
、
つ
ま
り
嘉
靖
帝
の
大
臣

に
あ
る
と
し
た
。
海
瑞
を
持
ち
あ
げ
た
の
は
自
分
へ
の
批
判
を
か
わ
し
、
他
の
指
導
者
に
責

任
を
負
わ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
企
み
で
あ
っ
た
」（
三
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば

、
途
方
も
な
い
空
想
的
目
標
を
党
高
官
や
地
方
幹
部
に
押
し
付
け
て
、
強
行
し
て
き
た
の
は
、

毛
沢
東
自
身
な
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
毛
沢
東
に
あ
る
と
言
う
。 

毛
沢
東
は
、
自
ら
率
先
指
導
し
て
強
行
し
た
大
躍
進
が
失
敗
に
帰
す
る
と
、
そ
の
責
任
を

党
指
導
者
に
転
化
し
て
、
自
己
の
責
任
を
無
罪
放
免
す
る
所
に
ー
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た

政
治
行
動
の
中
に
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
が
よ
く
表

れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
の
惨
状
の
現
実
を
自
分
の
目
で
確
認
す
る
た
め
に
、
帰

郷
し
て
村
人
に
質
問
し
て
見
た
く
な
っ
た
。
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
生
地
の
湘
潭
県䗥

韶
山
に
帰
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
一
九
二
七
年
以
来
、
じ

つ
に
三
十
二
年
ぶ
り
の
帰
郷
で
あ
る
。
韶
山
村
へ
の
旅
は
、
彼
な
り
の
真
実
を
発
見
し
よ
う

と
す
る
途
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
指
導
部
の
エ
リ
ー
ト
に
信
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
。

韶
山
な
ら
、
主
席
の
た
め
に
注
意
深
く
演
出
さ
れ
た
舞
台
装
置
は
な
い
だ
ろ
う
。
村
の
隅
々

ま
で
彼
は
知
り
つ
く
し
て
い
た
し
、
自
分
の
目
を
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
ど
ん
な
仕
掛
け
も
見

ぬ
け
る
は
ず
だ
し
、
第
一
、
村
人
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
正
直
で
素

朴
な
村
人
で
あ
り
、
自
分
だ
っ
て
も
と
も
と
そ
の
一
員
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
毛
は
彼
ら

を
信
じ
て
い
た
。
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
現
状
に
つ
い
て
、
村
人
に
質
問
す
る
事
に
な
る
。 

「
毛
主
席
が
質
問
を
や
め
る
と
、
一
座
は
静
ま
り
か
え
っ
て
重
苦
し
い
空
気
が
た
れ
こ
め

た
。
大
躍
進
は
韶
山
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。「
公
社
の
食
堂
で
腹
を
一
杯

に
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
ん
な
食
堂
は
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
、
毛
は
言
っ
た
。「
食
料
の

浪
費
だ
か
ら
な
。
貯
水
池
の
建
設
計
画
だ
が
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
農
村
の
人
民
公
社
が
貯
水
池

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
わ
ん
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
貯
水
池
を
つ
く
ら
な
い
と
、
大
変
な

問
題
が
お
こ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
質
の
よ
い
鉄
が
生
産
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
作

業
は
や
め
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
」 

か
か
る
毛
主
席
の
発
言
で
、
お
そ
ら
く
韶
山
が
中
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に
し
た
り
し
た
」（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
も
李
氏
と
同
じ
く
大
躍
進
の
成
果
に
疑

問
を
も
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
成
否
を
実
際
に
自
分
で
確
認
す
る
た
め
に
、
毛

沢
東
は
東
北
視
察
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
東
北
に
出
か
け
た
の
は
、
同
地
が
中
国
最
大
の
石
炭
、
鉄
鋼
の
生
産
地
だ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
鉄
鋼
は
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
が
ど
れ

だ
け
質
的
に
高
い
の
か
、
み
ず
か
ら
た
し
か
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
鉄
鋼
生
産
の

集
中
性
を
排
除
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
農
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
花

さ
せ
る
一
方
、
中
央
集
権
的
な
経
済
官
僚
か
ら
ば
か
げ
た
権
力
を
奪
う
と
い
う
一
石
二
鳥
の

ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
以
前
か
ら
私
に
提
起
し
つ
づ
け
て
い
た
疑
問
を
ま

だ
解
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
裏
庭
の
小
形
炉
で
上
質
の
鉄
が
生
産
で
き
る
の
な
ら
、
な
ぜ

技
術
の
先
進
国
た
る
西
欧
は
巨
大
な
生
産
施
設
に
依
存
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
溶
鉱
炉
に

ど
の
よ
う
に
燃
料
を
補
給
す
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
。・
・
・
こ
の
東
北
視
察
で
毛
が
学
ん
だ

も
の
は
議
論
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
高
品
質
の
鉄
は
巨
大
な
近
代
工
場
で
石
炭
の
よ
う
な
信

頼
で
き
る
燃
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
生
産
さ
れ
な
い
、
と
い
う
厳
た
る
事
実
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
彼
は
、「
裏
庭
煉
鋼
炉
」
の
生
産
中
止
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
。
労
働
力
と
資
材
の
戦
慄

す
べ
き
浪
費
、
手
づ
く
り
炉
に
よ
る
役
に
も
た
た
な
い
製
品
な
ど
は
一
切
、
毛
沢
東
の
関
心

に
な
か
っ
た
。
人
民
大
衆
の
情
熱
を
ひ
え
こ
ま
せ
る
よ
う
な
手
だ
け
は
打
ち
た
く
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
た
」
（
二
九
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の

人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉
大
な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
巨
大
な
運
動
の
な
か
で
の
み
、
人
民
も
指
導
者
も
と
も
に
経
験
を
蓄

積
し
欠
点
を
克
服
し
、
制
度
を
創
出
し
、
世
界
を
改
造
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と

述
べ
て
、
偉
大
な
社
会
運
動
と
認
識
し
て
い
た
。 

し
か
し
こ
の
政
策
は
、
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
を
目
論
ん
だ
毛
沢
東
の
急

進
的
社
会
主
義
路
線
の
具
体
化
と
い
う
権
力
闘
争
な
の
で
あ
る
。
中
国
人
民
は
、
こ
れ
に
政

治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
東
北
の
近
代
製
鉄
工
場
視
察
で
、
現
実

の
近
代
技
術
に
直
面
し
て
も
、
個
人
崇
拝
欲
望
の
保
持
の
た
め
に
、
大
躍
進
の
中
止
命
令
を

出
さ
な
い
、
毛
沢
東
の
人
民
生
活
を
軽
視
す
る
政
治
姿
勢
に
如
何
な
く
露
呈
さ
れ
て
い
る
。 

安
徽
省
の
曽
希
聖
書
記
の
偽
造
工
作
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
鉄
鋼
生
産
の
増
産
を
推
進
し
た

毛
沢
東
の
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
に
託
し
た
一
石
二
鳥
の
狙
い
へ
の
期
待
感
は
、
毛
沢
東
の
近
代

科
学
技
術
の
知
識
の
無
さ
の
証
拠
で
あ
る
が
、
中
国
東
北
部
の
西
欧
的
近
代
的
製
鉄
工
場
を

視
察
し
た
結
果
、
現
実
の
実
体
を
直
接
確
認
し
て
、
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

毛
沢
東
は
、「
裏
庭
錬
鉄
炉
」
の
製
鉄
の
品
質
に
疑
問
を
持
ち
、
東
北
部
の
近
代
的
製
鉄
方

法
に
納
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
農
民
の
情
熱
を
消
さ
な
い
た
め
に
全
国
の
農
民
を
総
動
員
し

て
裏
庭
練
鋼
炉
で
の
製
鉄
の
生
産
を
存
続
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
に
農
業
生
産
労
働
が
置
き
去

り
に
さ
れ
た
結
果
、
農
業
生
産
が
衰
退
し
て
大
飢
饉
を
招
き
、
製
鉄
品
質
も
イ
ギ
リ
ス
に
追

い
付
か
な
い
結
果
に
な
り
、
農
工
業
生
産
の
大
躍
進
は
、
完
全
に
失
敗
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
は
、
中
国
に
迫
り
来
る
大
飢
饉
と
東
北
部
の
近
代
製
鉄
工
場
の
見

学
を
契
機
に
し
て
、
自
ら
率
先
推
進
し
て
中
国
農
民
の
大
半
を
動
員
し
た
農
工
業
生
産
の
大

躍
進
運
動
の
舵
を
、
右
か
ら
左
ー
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
、
大
き
く
大
躍
進
政
策
の
方
向
転
換

を
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
責
任
転
嫁 

 

 
 

大
躍
進
の
失
敗
は
、
中
国
全
体
を
食
料
不
足
―
大
飢
饉
の
飢
餓
状
態
に
陥
れ
た
。
そ
の
原

因
は
、
以
下
に
述
べ
る
所
に
存
在
し
た
。 

第
一
は
、
一
般
論
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
大
躍
進
で
あ
る
裏
庭
製
鉄
の
生
産
に
全

中
国
人
民
の
大
半
を
動
員
し
た
結
果
、
農
産
物
の
収
穫
期
に
刈
り
入
れ
作
業
が
放
置
さ
れ
た
。

李
氏
も
、「
一
九
五
九
年
の
楽
天
的
に
す
ぎ
る
鉄
鋼
生
産
目
標
の
二
千
万
ト
ン
は
一
三
百
万
ト

ン
に
削
減
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
六
千
万
に
の
ぼ
る
壮
健
か
つ
頑
丈
な
農
民
が
田
畑
の
労

働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
相
変
わ
ら
ず
練
鋼
炉
の
作
業
に
は
り
つ
い
て
い
た
。

か
か
る
労
働
力
の
配
転
は
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
田
畑
の
取
り
入
れ
は
放
置
さ
れ
、

問
題
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
」
（
三
〇
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

第
二
は
、
毛
沢
東
に
迎
合
し
た
地
方
幹
部
の
イ
カ
サ
マ
生
産
高
報
告
に
応
じ
て
国
庫
へ
の

税
金
納
入
に
穀
物
生
産
物
が
物
納
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
対
ソ
負
債
の
償
還
に
充
当
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
農
工
業
の
大
躍
進
政
策
は
、
農
民
の
労
働
意
欲
を
国
家
へ
全
面
的
に
吸
収
し
て
し

ま
い
、
報
わ
れ
ぬ
結
果
に
終
わ
っ
た
。『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、「
「
大
躍
進
」
で
は
全
人
口
の
六

分
の
一
に
当
た
る
九
千
万
人
が
鉄
鋼
生
産
に
動
員
さ
れ
た
。
在
来
の
土
着
技
術
を
用
い
た
小

さ
な
溶
鉱
炉
「
土
法
高
炉
」
が
全
国
の
学
校
軍
部
隊
、
党
機
関
に
ま
で
数
百
万
基
も
作
ら
れ
、

家
庭
の
鉄
な
べ
ま
で
原
料
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
穀
物
増
産
で
も
、
耕
地
に
び
っ
し
り
と
種
や

苗
を
植
え
る
「
合
理
密
植
」
の
成
果
が
宣
伝
さ
れ
、
一
時
は
「
穀
物
が
多
す
ぎ
る
」
と
心
配

ま
で
さ
れ
た
。
し
か
し
、
作
ら
れ
た
鉄
鋼
の
多
く
は
粗
悪
で
使
い
物
に
な
ら
ず
に
く
ず
鉄
と

な
り
、
合
理
密
植
で
で
き
た
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
実
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
熱
狂
的
な
大
衆

動
員
で
人
手
を
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
農
村
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
六
〇
年
の
穀
物
生

産
量
は
大
躍
進
前
の
五
七
年
に
比
べ
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
た
。
農
村
で
の
穀
物
価
格

は
高
騰
し
、
六
〇
年
に
は
公
定
相
場
の
十
倍
、
六
一
年
に
は
十
五
ー
三
十
倍
に
跳
ね
上
が
っ

た
た
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
代
用
食
品
が
考
え
出
さ
れ
た
。
小
麦
の
根
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
茎
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
か
ら
粉
を
ひ
き
、
木
の
皮
や
根
は
も
ち
ろ
ん
、
か
め
る
も
の
な
ら

ば
何
で
も
食
べ
た
。
空
腹
に
耐
え
き
れ
ず
、
観
音
土
（
さ
ら
さ
ら
し
た
白
土
）
を
食
べ
て
排

せ
つ
で
き
ず
に
死
ん
だ
人
も
い
た
。
六
〇
年
だ
け
で
、
餓
死
や
栄
養
失
調
に
よ
る
病
死
な
ど

「
非
正
常
な
死
」
は
二
千
七
百
万
人
に
達
し
た
（
晋
夫
『「
文
革
」
前
十
年
の
中
国
』
中
共
党

史
出
版
社
、
九
七
年
）」
と
、
悲
惨
な
大
躍
進
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
（
三
一
）。 

第
三
に
は
、
原
始
共
産
制
の
平
等
分
配
を
理
想
と
す
る
人
民
公
社
化
運
動
の
急
速
な
る
進

展
に
つ
い
て
は
、
大
躍
進
政
策
と
逆
な
惨
状
を
呈
し
て
い
た
。
自
由
主
義
経
済
の
長
所
で
あ

る
私
有
財
産
へ
の
生
産
意
欲
の
欲
望
を
否
定
さ
れ
た
故
に
、
農
民
の
労
働
意
欲
や
生
産
意
欲

が
急
速
に
低
下
し
て
、
農
業
生
産
力
が
急
減
し
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
こ
の
八
期
九
中
全

会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
打
撃
と
な
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
民
が
飢
え
て
い
た
の
で
は
、

急
速
な
工
業
化
と
い
う
毛
の
夢
は
机
上
の
空
論
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
人
民
は
ま
ず
食
べ
も
の

を
胃
の
腑
に
お
さ
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、「
人
民
公
社
は
そ
れ
ま
で
の
高
級
合
作
社
（
平
均
二
百
ー
三
百
戸
）
を

合
併
し
、
平
均
五
千
戸
の
大
集
団
と
な
っ
た
。
自
作
が
認
め
ら
れ
て
い
た
自
留
地
は
廃
止
さ

れ
、
個
人
が
飼
っ
て
い
た
ブ
タ
や
ニ
ワ
ト
リ
ま
で
共
同
所
有
と
さ
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
共

同
食
堂
で
十
分
に
食
料
が
供
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
れ
を
共
産
主
義
の
モ

デ
ル
と
み
な
し
て
盛
ん
に
推
奨
し
た
た
め
、
党
の
下
級
機
関
で
は
い
っ
そ
う
急
進
的
と
な
り
、

徹
底
し
た
私
有
制
廃
止
や
生
産
目
標
の
引
き
上
げ
競
争
を
招
き
、
現
場
は
大
混
乱
し
た
。
生

産
は
逆
に
落
ち
込
み
、
過
度
の
一
律
平
等
主
義
や
管
理
・
命
令
主
義
は
生
産
意
欲
を
減
退
さ

せ
、
労
働
の
負
担
だ
け
が
農
民
に
重
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
事
態

に
動
揺
し
、
「
共
産
風
（
共
産
主
義
熱
）
」
に
浮
か
さ
れ
た
下
級
幹
部
ら
の
行
き
過
ぎ
に
原
因

を
求
め
、
た
び
た
び
の
是
正
を
求
め
た
。
し
か
し
、
状
況
は
好
転
せ
ず
、
六
〇
年
一
一
月
に

は
党
中
央
が
緊
急
指
示
を
出
し
て
、
自
留
地
復
活
や
副
業
を
認
め
る
部
分
調
整
に
同
意
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
、
劉
少
奇
や
党
総
書
記
の
鄧
小
平
ら
穏
健
実
務
派
が
こ
れ
ら
調
整
政
策

を
主
導
し
、
翌
六
一
年
一
月
の
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
九
回
総
会
で
そ
の
流
れ
が
正
式
に
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に
し
た
り
し
た
」（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
も
李
氏
と
同
じ
く
大
躍
進
の
成
果
に
疑

問
を
も
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
成
否
を
実
際
に
自
分
で
確
認
す
る
た
め
に
、
毛

沢
東
は
東
北
視
察
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
東
北
に
出
か
け
た
の
は
、
同
地
が
中
国
最
大
の
石
炭
、
鉄
鋼
の
生
産
地
だ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
鉄
鋼
は
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
が
ど
れ

だ
け
質
的
に
高
い
の
か
、
み
ず
か
ら
た
し
か
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
鉄
鋼
生
産
の

集
中
性
を
排
除
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
農
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
花

さ
せ
る
一
方
、
中
央
集
権
的
な
経
済
官
僚
か
ら
ば
か
げ
た
権
力
を
奪
う
と
い
う
一
石
二
鳥
の

ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
は
、
以
前
か
ら
私
に
提
起
し
つ
づ
け
て
い
た
疑
問
を
ま

だ
解
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
裏
庭
の
小
形
炉
で
上
質
の
鉄
が
生
産
で
き
る
の
な
ら
、
な
ぜ

技
術
の
先
進
国
た
る
西
欧
は
巨
大
な
生
産
施
設
に
依
存
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
溶
鉱
炉
に

ど
の
よ
う
に
燃
料
を
補
給
す
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
。・
・
・
こ
の
東
北
視
察
で
毛
が
学
ん
だ

も
の
は
議
論
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
高
品
質
の
鉄
は
巨
大
な
近
代
工
場
で
石
炭
の
よ
う
な
信

頼
で
き
る
燃
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
生
産
さ
れ
な
い
、
と
い
う
厳
た
る
事
実
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
彼
は
、「
裏
庭
煉
鋼
炉
」
の
生
産
中
止
命
令
を
出
さ
な
か
っ
た
。
労
働
力
と
資
材
の
戦
慄

す
べ
き
浪
費
、
手
づ
く
り
炉
に
よ
る
役
に
も
た
た
な
い
製
品
な
ど
は
一
切
、
毛
沢
東
の
関
心

に
な
か
っ
た
。
人
民
大
衆
の
情
熱
を
ひ
え
こ
ま
せ
る
よ
う
な
手
だ
け
は
打
ち
た
く
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
た
」
（
二
九
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
は
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の

人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉
大
な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
巨
大
な
運
動
の
な
か
で
の
み
、
人
民
も
指
導
者
も
と
も
に
経
験
を
蓄

積
し
欠
点
を
克
服
し
、
制
度
を
創
出
し
、
世
界
を
改
造
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と

述
べ
て
、
偉
大
な
社
会
運
動
と
認
識
し
て
い
た
。 

し
か
し
こ
の
政
策
は
、
劉
小
埼
等
の
党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
を
目
論
ん
だ
毛
沢
東
の
急

進
的
社
会
主
義
路
線
の
具
体
化
と
い
う
権
力
闘
争
な
の
で
あ
る
。
中
国
人
民
は
、
こ
れ
に
政

治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
東
北
の
近
代
製
鉄
工
場
視
察
で
、
現
実

の
近
代
技
術
に
直
面
し
て
も
、
個
人
崇
拝
欲
望
の
保
持
の
た
め
に
、
大
躍
進
の
中
止
命
令
を

出
さ
な
い
、
毛
沢
東
の
人
民
生
活
を
軽
視
す
る
政
治
姿
勢
に
如
何
な
く
露
呈
さ
れ
て
い
る
。 

安
徽
省
の
曽
希
聖
書
記
の
偽
造
工
作
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
鉄
鋼
生
産
の
増
産
を
推
進
し
た

毛
沢
東
の
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
に
託
し
た
一
石
二
鳥
の
狙
い
へ
の
期
待
感
は
、
毛
沢
東
の
近
代

科
学
技
術
の
知
識
の
無
さ
の
証
拠
で
あ
る
が
、
中
国
東
北
部
の
西
欧
的
近
代
的
製
鉄
工
場
を

視
察
し
た
結
果
、
現
実
の
実
体
を
直
接
確
認
し
て
、
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

毛
沢
東
は
、「
裏
庭
錬
鉄
炉
」
の
製
鉄
の
品
質
に
疑
問
を
持
ち
、
東
北
部
の
近
代
的
製
鉄
方

法
に
納
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
農
民
の
情
熱
を
消
さ
な
い
た
め
に
全
国
の
農
民
を
総
動
員
し

て
裏
庭
練
鋼
炉
で
の
製
鉄
の
生
産
を
存
続
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
に
農
業
生
産
労
働
が
置
き
去

り
に
さ
れ
た
結
果
、
農
業
生
産
が
衰
退
し
て
大
飢
饉
を
招
き
、
製
鉄
品
質
も
イ
ギ
リ
ス
に
追

い
付
か
な
い
結
果
に
な
り
、
農
工
業
生
産
の
大
躍
進
は
、
完
全
に
失
敗
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
は
、
中
国
に
迫
り
来
る
大
飢
饉
と
東
北
部
の
近
代
製
鉄
工
場
の
見

学
を
契
機
に
し
て
、
自
ら
率
先
推
進
し
て
中
国
農
民
の
大
半
を
動
員
し
た
農
工
業
生
産
の
大

躍
進
運
動
の
舵
を
、
右
か
ら
左
ー
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
、
大
き
く
大
躍
進
政
策
の
方
向
転
換

を
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
責
任
転
嫁 

 

 
 

大
躍
進
の
失
敗
は
、
中
国
全
体
を
食
料
不
足
―
大
飢
饉
の
飢
餓
状
態
に
陥
れ
た
。
そ
の
原

因
は
、
以
下
に
述
べ
る
所
に
存
在
し
た
。 

第
一
は
、
一
般
論
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
大
躍
進
で
あ
る
裏
庭
製
鉄
の
生
産
に
全

中
国
人
民
の
大
半
を
動
員
し
た
結
果
、
農
産
物
の
収
穫
期
に
刈
り
入
れ
作
業
が
放
置
さ
れ
た
。

李
氏
も
、「
一
九
五
九
年
の
楽
天
的
に
す
ぎ
る
鉄
鋼
生
産
目
標
の
二
千
万
ト
ン
は
一
三
百
万
ト

ン
に
削
減
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
六
千
万
に
の
ぼ
る
壮
健
か
つ
頑
丈
な
農
民
が
田
畑
の
労

働
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
相
変
わ
ら
ず
練
鋼
炉
の
作
業
に
は
り
つ
い
て
い
た
。

か
か
る
労
働
力
の
配
転
は
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
田
畑
の
取
り
入
れ
は
放
置
さ
れ
、

問
題
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
」
（
三
〇
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

第
二
は
、
毛
沢
東
に
迎
合
し
た
地
方
幹
部
の
イ
カ
サ
マ
生
産
高
報
告
に
応
じ
て
国
庫
へ
の

税
金
納
入
に
穀
物
生
産
物
が
物
納
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
対
ソ
負
債
の
償
還
に
充
当
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
農
工
業
の
大
躍
進
政
策
は
、
農
民
の
労
働
意
欲
を
国
家
へ
全
面
的
に
吸
収
し
て
し

ま
い
、
報
わ
れ
ぬ
結
果
に
終
わ
っ
た
。『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、「
「
大
躍
進
」
で
は
全
人
口
の
六

分
の
一
に
当
た
る
九
千
万
人
が
鉄
鋼
生
産
に
動
員
さ
れ
た
。
在
来
の
土
着
技
術
を
用
い
た
小

さ
な
溶
鉱
炉
「
土
法
高
炉
」
が
全
国
の
学
校
軍
部
隊
、
党
機
関
に
ま
で
数
百
万
基
も
作
ら
れ
、

家
庭
の
鉄
な
べ
ま
で
原
料
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
穀
物
増
産
で
も
、
耕
地
に
び
っ
し
り
と
種
や

苗
を
植
え
る
「
合
理
密
植
」
の
成
果
が
宣
伝
さ
れ
、
一
時
は
「
穀
物
が
多
す
ぎ
る
」
と
心
配

ま
で
さ
れ
た
。
し
か
し
、
作
ら
れ
た
鉄
鋼
の
多
く
は
粗
悪
で
使
い
物
に
な
ら
ず
に
く
ず
鉄
と

な
り
、
合
理
密
植
で
で
き
た
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
実
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
熱
狂
的
な
大
衆

動
員
で
人
手
を
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
農
村
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
六
〇
年
の
穀
物
生

産
量
は
大
躍
進
前
の
五
七
年
に
比
べ
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
た
。
農
村
で
の
穀
物
価
格

は
高
騰
し
、
六
〇
年
に
は
公
定
相
場
の
十
倍
、
六
一
年
に
は
十
五
ー
三
十
倍
に
跳
ね
上
が
っ

た
た
め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
代
用
食
品
が
考
え
出
さ
れ
た
。
小
麦
の
根
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
茎
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
か
ら
粉
を
ひ
き
、
木
の
皮
や
根
は
も
ち
ろ
ん
、
か
め
る
も
の
な
ら

ば
何
で
も
食
べ
た
。
空
腹
に
耐
え
き
れ
ず
、
観
音
土
（
さ
ら
さ
ら
し
た
白
土
）
を
食
べ
て
排

せ
つ
で
き
ず
に
死
ん
だ
人
も
い
た
。
六
〇
年
だ
け
で
、
餓
死
や
栄
養
失
調
に
よ
る
病
死
な
ど

「
非
正
常
な
死
」
は
二
千
七
百
万
人
に
達
し
た
（
晋
夫
『「
文
革
」
前
十
年
の
中
国
』
中
共
党

史
出
版
社
、
九
七
年
）」
と
、
悲
惨
な
大
躍
進
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
（
三
一
）。 

第
三
に
は
、
原
始
共
産
制
の
平
等
分
配
を
理
想
と
す
る
人
民
公
社
化
運
動
の
急
速
な
る
進

展
に
つ
い
て
は
、
大
躍
進
政
策
と
逆
な
惨
状
を
呈
し
て
い
た
。
自
由
主
義
経
済
の
長
所
で
あ

る
私
有
財
産
へ
の
生
産
意
欲
の
欲
望
を
否
定
さ
れ
た
故
に
、
農
民
の
労
働
意
欲
や
生
産
意
欲

が
急
速
に
低
下
し
て
、
農
業
生
産
力
が
急
減
し
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、「
こ
の
八
期
九
中
全

会
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
打
撃
と
な
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
民
が
飢
え
て
い
た
の
で
は
、

急
速
な
工
業
化
と
い
う
毛
の
夢
は
机
上
の
空
論
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
人
民
は
ま
ず
食
べ
も
の

を
胃
の
腑
に
お
さ
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
」
（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

『
毛
沢
東
秘
録
』
は
、「
人
民
公
社
は
そ
れ
ま
で
の
高
級
合
作
社
（
平
均
二
百
ー
三
百
戸
）
を

合
併
し
、
平
均
五
千
戸
の
大
集
団
と
な
っ
た
。
自
作
が
認
め
ら
れ
て
い
た
自
留
地
は
廃
止
さ

れ
、
個
人
が
飼
っ
て
い
た
ブ
タ
や
ニ
ワ
ト
リ
ま
で
共
同
所
有
と
さ
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
共

同
食
堂
で
十
分
に
食
料
が
供
給
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
れ
を
共
産
主
義
の
モ

デ
ル
と
み
な
し
て
盛
ん
に
推
奨
し
た
た
め
、
党
の
下
級
機
関
で
は
い
っ
そ
う
急
進
的
と
な
り
、

徹
底
し
た
私
有
制
廃
止
や
生
産
目
標
の
引
き
上
げ
競
争
を
招
き
、
現
場
は
大
混
乱
し
た
。
生

産
は
逆
に
落
ち
込
み
、
過
度
の
一
律
平
等
主
義
や
管
理
・
命
令
主
義
は
生
産
意
欲
を
減
退
さ

せ
、
労
働
の
負
担
だ
け
が
農
民
に
重
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
事
態

に
動
揺
し
、
「
共
産
風
（
共
産
主
義
熱
）
」
に
浮
か
さ
れ
た
下
級
幹
部
ら
の
行
き
過
ぎ
に
原
因

を
求
め
、
た
び
た
び
の
是
正
を
求
め
た
。
し
か
し
、
状
況
は
好
転
せ
ず
、
六
〇
年
一
一
月
に

は
党
中
央
が
緊
急
指
示
を
出
し
て
、
自
留
地
復
活
や
副
業
を
認
め
る
部
分
調
整
に
同
意
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
、
劉
少
奇
や
党
総
書
記
の
鄧
小
平
ら
穏
健
実
務
派
が
こ
れ
ら
調
整
政
策

を
主
導
し
、
翌
六
一
年
一
月
の
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
九
回
総
会
で
そ
の
流
れ
が
正
式
に

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 197（54）



四 

「
大
躍
進
」・「
人
民
公
社
」
の
現
実 

 

ま
た
李
氏
は
、
こ
の
時
の
毛
沢
東
の
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
へ
の
心
情
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
は
広
範
な
変
革
に
気
分
が
高
揚
し
な
が
ら
も
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
も
の
ご
と
を
理

性
的
に
考
え
る
余
裕
が
あ
り
、
・
・
・
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
に
関
し
て
も
、
あ
の
よ
う
な
小
型
炉

で
十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
念
を
持
っ
て
は
い
た
。「
も
し
こ
ん

な
小
さ
な
裏
庭
の
練
鋼
炉
で
ほ
ん
と
う
に
鉄
が
生
産
で
き
る
の
な
ら
」
と
、
毛
は
本
気
に
知

り
た
が
っ
て
い
た
。「
な
ぜ
外
国
人
は
あ
ん
な
強
大
な
製
鉄
所
を
建
設
す
る
の
か
。
外
国
人
は

ぽ
ん
と
う
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ま
ぬ
け
な
の
だ
ろ
う
か
」・
・
・
田
家
英
に
よ
る
と
、
各
省
か

ら
入
っ
て
く
る
一
部
の
報
告
に
は
、
穀
物
の
平
均
生
産
高
が
一
畝
（
六
・
七
ア
ー
ル
）
に
つ

き
五
ト
ン
と
し
て
い
る
。
「
荒
唐
無
稽
だ
。
恥
知
ら
ず
だ
」
田
家
英
は
こ
の
ぺ
て
ん
行
為
を
、

毛
主
席
が
か
も
し
だ
し
た
雰
囲
気
の
せ
い
だ
と
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
計
画
は

壮
大
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
っ
た
―
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
こ
う
と
農
業
生
産
方
法

を
か
え
、
人
民
公
社
を
つ
か
っ
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
、
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の

途
を
つ
き
す
す
も
う
と
い
う
の
だ
。
毛
沢
東
は
ご
ま
す
り
と
へ
つ
ら
い
に
な
れ
き
っ
て
い
た
。

こ
の
壮
大
な
計
画
を
な
ん
と
か
の
ま
せ
よ
う
と
党
や
政
府
の
最
高
首
脳
を
お
し
ま
く
っ
て
い

た
の
だ
。
そ
ん
な
毛
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
い
て
、
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
の
わ
が
身

の
政
治
的
な
将
来
を
恐
れ
て
高
級
幹
部
は
下
級
幹
部
に
圧
力
を
か
け
、
下
級
幹
部
は
下
級
幹

部
で
農
民
を
無
慈
悲
に
働
か
せ
た
り
、
上
司
の
聞
き
た
が
る
よ
う
な
報
告
を
し
た
り
し
て
対

応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
ら
れ
ぬ
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
穀
物
の
平
均
収
穫
高
が
一
畝
に
つ
き
五
ト
ン
ど
こ
ろ
か
そ
の
二
倍
増
、
三
倍
増
に
も
な

っ
た
の
だ
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
政
策
を
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
・
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
題
し
て
い
て
、

真
実
の
中
国
の
実
体
を
無
視
し
た
、
社
会
主
義
建
設
に
焦
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義
路
線
と
見

做
し
て
い
る
。
自
己
の
政
治
理
想
の
実
現
の
た
め
に
、
党
全
体
に
圧
迫
を
加
え
た
結
果
、
上

級
機
関
か
ら
下
級
機
関
へ
と
政
治
的
圧
力
が
か
か
り
、
現
実
の
中
国
の
農
工
業
生
産
の
実
態

を
無
視
し
た
虚
偽
の
生
産
高
報
告
書
が
上
申
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
指
導
下
で
強
引
に
実
行
さ
れ
た
大
躍
進
政
策
は
、
一

体
、
工
業
面
や
農
業
面
に
お
い
て
ど
の
様
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

李
氏
は
、
人
為
的
に
捏
造
さ
れ
て
演
出
さ
れ
た
大
躍
進
の
内
実
に
つ
い
て
、 

「
専
用
列
車
内
で
あ
る
晩
、
政
治
秘
書
の
林
克
が
私
の
思
い
こ
み
を
た
だ
そ
う
と
し
た
。

林
克
や
王
敬
先
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
地
平
線
ま
で
ず
っ
と
の
び
る
練
鋼
炉
の
焔
を
眺
め
や

っ
て
私
も
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
戸
惑
い
の
仲
間
入
り
を
し
、
ど
う
や
っ
て
練
鋼
炉
が
あ
あ

も
唐
突
に
出
現
し
た
の
か
、
さ
ら
に
は
ど
う
し
て
生
産
高
の
数
字
が
か
く
も
高
い
の
か
と
大

声
で
疑
問
の
声
を
発
し
た
。・
・
・
生
産
高
の
数
字
は
イ
カ
サ
マ
だ
と
林
克
が
言
っ
た
。
ど
ん

な
に
肥
え
た
土
地
で
も
、
一
畝
で
五
ト
ン
、
六
ト
ン
も
の
米
が
と
れ
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た

「
裏
庭
練
鋼
炉
」
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
、
役
た
た
ず
で
あ
っ
た
。
安
徽
省
で
曽
希
聖
書
記

が
炉
の
生
産
品
と
言
っ
て
私
に
見
せ
た
鉄
塊
は
、
大
き
な
近
代
工
場
で
つ
く
っ
た
ニ
セ
モ
ノ

だ
っ
た
。・
・
・
私
は
愕
然
と
し
た
。
人
民
日
報
は
私
ど
も
に
と
っ
て
真
実
の
情
報
源
で
あ
り

、
あ
ら
ゆ
る
国
内
新
聞
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
権
威
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
も
し
人

民
日
報
が
虚
偽
の
報
道
を
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
一
体
ど
の
新
聞
が
真
実
を
つ
た
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
（
二
六
）
と
、
第
一
組
内
部
で
も
大
躍
進
の
虚
偽
報
告
が
問
題
に
な
っ

て
い
た
と
言
う
。
李
氏
と
会
話
し
た
毛
沢
東
自
身
も
、
大
躍
進
の
政
策
の
是
非
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
沢
東
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
私
は
毛
沢
東
が
い
だ
い
て
い
た
疑
問
は
生
産
高
の
数
字
、

つ
ま
り
穀
物
や
鉄
生
産
の
奇
跡
的
な
大
増
産
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
ま
、
そ
れ
は
誇
大
な
数

字
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
共
産
主
義
の
実
現
が
目
前
に
せ
ま
っ
て

い
る
と
い
う
主
張
の
ほ
う
が
毛
に
と
っ
て
ず
っ
と
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
人
民
大
衆

の
高
揚
し
た
精
神
と
断
固
た
る
決
意
を
否
定
で
き
る
者
は
い
な
い
」
。
あ
る
夜
、
主
席
は
そ
う

私
に
語
っ
た
。「
む
ろ
ん
、
人
民
公
社
は
で
き
た
て
の
ほ
や
ほ
や
だ
。
そ
れ
を
健
全
な
制
度
に

変
え
る
に
は
、
困
難
な
仕
事
が
山
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
。
一
部
の
指
導
者
は
善
意
か
ら
、
先
を

い
そ
ご
う
と
し
て
い
る
し
、
一
気
に
共
産
主
義
に
飛
び
こ
み
た
が
っ
て
お
る
。
わ
れ
わ
れ
は

か
か
る
問
題
に
も
取
り
組
ま
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
が
、
し
か
し
ほ
か
の
連
中
は
い
ま
な
お
総

路
線
、
つ
ま
り
大
躍
進
や
人
民
公
社
に
つ
い
て
疑
念
が
は
れ
な
い
。
一
部
の
救
い
よ
う
の
な

い
頑
固
な
手
合
い
と
き
た
ら
、
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
反
対
し
て
お
る
。
神
と
対
面
す
る
時
期
が

き
た
ら
、
連
中
は
き
っ
と
あ
の
石
頭
も
の
せ
て
い
く
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
。
」
（
二
七
）
と
述

べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
よ
る
と
、
大
躍
進
や
人
民
公
社
の
生
産
高
報
告
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
者
が
大
半
で
、
そ
の
他
は
毛
沢
東
に
賛
成
し
て
熱
狂
的
に
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
心
ひ

そ
か
に
反
対
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
、
党
中
央
幹
部
は
二
分
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。 

そ
し
て
大
躍
進
の
理
想
が
実
際
に
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
氏
は
そ
の
惨
状
を
、 

「
実
際
に
私
も
当
時
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
国
は
一
歩
一
歩
と
災
厄
の
瀬

戸
際
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
党
の
最
高
指
導
部
や
各
省
の
第
一
書
記
た
ち
は
毛
主
席

に
取
り
入
ろ
う
と
躍
起
に
な
り
、
数
千
万
の
農
民
の
福
祉
な
ど
眼
中
に
な
い
の
で
あ
っ
た
。

水
増
し
さ
れ
た
生
産
高
の
非
常
識
な
報
告
は
、
受
け
取
る
側
の
上
層
部
に
よ
っ
て
な
ん
の
疑

い
も
な
く
受
理
さ
れ
た
の
だ
。・
・
・
農
村
部
は
作
物
の
生
産
高
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
た
が
、
虚
偽
の
け
た
は
ず
れ
に
高
い
生
産
高
を
報
告
し
た
地
域
は
、
そ
の
イ

カ
サ
マ
報
告
に
も
と
づ
い
て
税
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
作
物
を
国
庫
に
収
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
住
民
の
食
糧
に
も
み
た
な
い
作
物
し
か
残
せ
な
く
な

っ
た
地
域
も
出
て
き
た
。
農
民
は
腹
を
す
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
飢
饉
に
瀕
す
る
羽

目
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
水
増
し
生
産
高
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
餓
死
者
の
数
は
高

く
な
っ
て
い
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
物
納
と
し
て
国
庫
に
納
め
ら
れ
た
穀
物
の
大
部
分
は

輸
出
に
ま
わ
さ
れ
た
。
中
国
は
相
変
わ
ら
ず
対
ソ
負
債
を
償
還
し
て
お
り
、
穀
物
の
大
半
が

そ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
面
子
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
に
し
て
も
れ

ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民
公
社
が
失
敗
の
何
も
の
で
も
な
い

こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
失
態
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
口
腹
を
し
の
げ

る
だ
け
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
側
は
天
災
に
み
ま
わ
れ
た
と
言
い
た
て
た
。

な
る
ほ
ど
収
穫
は
豊
か
だ
っ
た
が
、
悪
天
候
に
よ
っ
て
台
な
し
に
さ
れ
た
と
す
る
人
民
公
社

は
、
税
金
と
し
て
納
入
す
る
べ
き
穀
物
を
手
も
と
に
と
り
置
き
で
き
た
し
、
或
い
は
逆
に
国

か
ら
救
援
米
を
支
給
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
一
方
の
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
も
お
な
じ
よ
う
に
惨
憺

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
生
産
の
運
動
が
か
っ
て
な
い
ほ
ど
熱
狂
的
な
ペ
ー
ス
で
続
行
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、
人
民
は
深
鍋
，
平
鍋
、
戸
の
把
手
、
錬
鉄
製
の
門
扉
、
シ
ャ
ベ
ル
、
鋤
な

ど
の
供
出
を
し
い
ら
れ
た
。
火
力
用
の
石
炭
が
充
分
に
な
か
っ
た
た
め
、
燃
料
と
し
て
の
農

民
の
家
具
類
ー
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
ベ
ッ
ド
な
ど
ー
が
く
べ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
炉
か
ら
生

産
さ
れ
た
の
は
な
ん
お
役
に
も
た
た
な
い
鉄
の
塊
ー
溶
解
さ
れ
た
包
丁
や
鍋
類
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
中
国
は
ま
だ
共
産
主
義
の
と
ば
く
ち
に
た
っ
て
い
な
い
と
述
べ

た
が
、
し
か
し
現
実
に
は
す
で
に
共
産
主
義
の
ば
か
げ
た
一
形
態
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
私
有
財
産
が
現
実
に
も
廃
止
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
私
有
財
産
は
こ
と
ご
と
く
と
ど
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
練
鋼
炉
用
に
供
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
は
、
大
躍
進
失
敗
の
原
因
を
天
災
に
帰
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
民
公
社

側
の
主
張
で
あ
り
、
現
実
に
は
大
躍
進
の
イ
カ
サ
マ
報
告
の
結
果
と
い
う
人
災
で
あ
っ
た
事

が
、
李
氏
の
発
言
で
証
明
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
李
氏
は
、「
毛
は
と
き
た
ま
、
水
田
は
本
当
に

一
畝
に
十
ト
ン
も
の
米
が
生
産
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
か
ぶ
り
、「
裏
庭
練
鋼
炉
」
で
生
産

さ
れ
た
鉄
の
質
に
疑
問
を
も
っ
た
。「
あ
の
鉄
は
本
当
に
役
に
た
つ
の
だ
ろ
う
か
」
と
声
を
大
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四 

「
大
躍
進
」・「
人
民
公
社
」
の
現
実 

 
ま
た
李
氏
は
、
こ
の
時
の
毛
沢
東
の
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
へ
の
心
情
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
は
広
範
な
変
革
に
気
分
が
高
揚
し
な
が
ら
も
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
も
の
ご
と
を
理

性
的
に
考
え
る
余
裕
が
あ
り
、
・
・
・
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
に
関
し
て
も
、
あ
の
よ
う
な
小
型
炉

で
十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
念
を
持
っ
て
は
い
た
。「
も
し
こ
ん

な
小
さ
な
裏
庭
の
練
鋼
炉
で
ほ
ん
と
う
に
鉄
が
生
産
で
き
る
の
な
ら
」
と
、
毛
は
本
気
に
知

り
た
が
っ
て
い
た
。「
な
ぜ
外
国
人
は
あ
ん
な
強
大
な
製
鉄
所
を
建
設
す
る
の
か
。
外
国
人
は

ぽ
ん
と
う
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ま
ぬ
け
な
の
だ
ろ
う
か
」・
・
・
田
家
英
に
よ
る
と
、
各
省
か

ら
入
っ
て
く
る
一
部
の
報
告
に
は
、
穀
物
の
平
均
生
産
高
が
一
畝
（
六
・
七
ア
ー
ル
）
に
つ

き
五
ト
ン
と
し
て
い
る
。
「
荒
唐
無
稽
だ
。
恥
知
ら
ず
だ
」
田
家
英
は
こ
の
ぺ
て
ん
行
為
を
、

毛
主
席
が
か
も
し
だ
し
た
雰
囲
気
の
せ
い
だ
と
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
計
画
は

壮
大
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
っ
た
―
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
こ
う
と
農
業
生
産
方
法

を
か
え
、
人
民
公
社
を
つ
か
っ
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
、
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の

途
を
つ
き
す
す
も
う
と
い
う
の
だ
。
毛
沢
東
は
ご
ま
す
り
と
へ
つ
ら
い
に
な
れ
き
っ
て
い
た
。

こ
の
壮
大
な
計
画
を
な
ん
と
か
の
ま
せ
よ
う
と
党
や
政
府
の
最
高
首
脳
を
お
し
ま
く
っ
て
い

た
の
だ
。
そ
ん
な
毛
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
い
て
、
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
の
わ
が
身

の
政
治
的
な
将
来
を
恐
れ
て
高
級
幹
部
は
下
級
幹
部
に
圧
力
を
か
け
、
下
級
幹
部
は
下
級
幹

部
で
農
民
を
無
慈
悲
に
働
か
せ
た
り
、
上
司
の
聞
き
た
が
る
よ
う
な
報
告
を
し
た
り
し
て
対

応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
ら
れ
ぬ
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
穀
物
の
平
均
収
穫
高
が
一
畝
に
つ
き
五
ト
ン
ど
こ
ろ
か
そ
の
二
倍
増
、
三
倍
増
に
も
な

っ
た
の
だ
。
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
政
策
を
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
・
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
題
し
て
い
て
、

真
実
の
中
国
の
実
体
を
無
視
し
た
、
社
会
主
義
建
設
に
焦
る
毛
沢
東
の
社
会
主
義
路
線
と
見

做
し
て
い
る
。
自
己
の
政
治
理
想
の
実
現
の
た
め
に
、
党
全
体
に
圧
迫
を
加
え
た
結
果
、
上

級
機
関
か
ら
下
級
機
関
へ
と
政
治
的
圧
力
が
か
か
り
、
現
実
の
中
国
の
農
工
業
生
産
の
実
態

を
無
視
し
た
虚
偽
の
生
産
高
報
告
書
が
上
申
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
指
導
下
で
強
引
に
実
行
さ
れ
た
大
躍
進
政
策
は
、
一

体
、
工
業
面
や
農
業
面
に
お
い
て
ど
の
様
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

李
氏
は
、
人
為
的
に
捏
造
さ
れ
て
演
出
さ
れ
た
大
躍
進
の
内
実
に
つ
い
て
、 

「
専
用
列
車
内
で
あ
る
晩
、
政
治
秘
書
の
林
克
が
私
の
思
い
こ
み
を
た
だ
そ
う
と
し
た
。

林
克
や
王
敬
先
と
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
地
平
線
ま
で
ず
っ
と
の
び
る
練
鋼
炉
の
焔
を
眺
め
や

っ
て
私
も
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
戸
惑
い
の
仲
間
入
り
を
し
、
ど
う
や
っ
て
練
鋼
炉
が
あ
あ

も
唐
突
に
出
現
し
た
の
か
、
さ
ら
に
は
ど
う
し
て
生
産
高
の
数
字
が
か
く
も
高
い
の
か
と
大

声
で
疑
問
の
声
を
発
し
た
。・
・
・
生
産
高
の
数
字
は
イ
カ
サ
マ
だ
と
林
克
が
言
っ
た
。
ど
ん

な
に
肥
え
た
土
地
で
も
、
一
畝
で
五
ト
ン
、
六
ト
ン
も
の
米
が
と
れ
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た

「
裏
庭
練
鋼
炉
」
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
、
役
た
た
ず
で
あ
っ
た
。
安
徽
省
で
曽
希
聖
書
記

が
炉
の
生
産
品
と
言
っ
て
私
に
見
せ
た
鉄
塊
は
、
大
き
な
近
代
工
場
で
つ
く
っ
た
ニ
セ
モ
ノ

だ
っ
た
。・
・
・
私
は
愕
然
と
し
た
。
人
民
日
報
は
私
ど
も
に
と
っ
て
真
実
の
情
報
源
で
あ
り

、
あ
ら
ゆ
る
国
内
新
聞
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
権
威
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
も
し
人

民
日
報
が
虚
偽
の
報
道
を
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
一
体
ど
の
新
聞
が
真
実
を
つ
た
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
（
二
六
）
と
、
第
一
組
内
部
で
も
大
躍
進
の
虚
偽
報
告
が
問
題
に
な
っ

て
い
た
と
言
う
。
李
氏
と
会
話
し
た
毛
沢
東
自
身
も
、
大
躍
進
の
政
策
の
是
非
に
つ
い
て
、 

 

「
毛
沢
東
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
私
は
毛
沢
東
が
い
だ
い
て
い
た
疑
問
は
生
産
高
の
数
字
、

つ
ま
り
穀
物
や
鉄
生
産
の
奇
跡
的
な
大
増
産
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
ま
、
そ
れ
は
誇
大
な
数

字
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
共
産
主
義
の
実
現
が
目
前
に
せ
ま
っ
て

い
る
と
い
う
主
張
の
ほ
う
が
毛
に
と
っ
て
ず
っ
と
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
人
民
大
衆

の
高
揚
し
た
精
神
と
断
固
た
る
決
意
を
否
定
で
き
る
者
は
い
な
い
」
。
あ
る
夜
、
主
席
は
そ
う

私
に
語
っ
た
。「
む
ろ
ん
、
人
民
公
社
は
で
き
た
て
の
ほ
や
ほ
や
だ
。
そ
れ
を
健
全
な
制
度
に

変
え
る
に
は
、
困
難
な
仕
事
が
山
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
。
一
部
の
指
導
者
は
善
意
か
ら
、
先
を

い
そ
ご
う
と
し
て
い
る
し
、
一
気
に
共
産
主
義
に
飛
び
こ
み
た
が
っ
て
お
る
。
わ
れ
わ
れ
は

か
か
る
問
題
に
も
取
り
組
ま
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
が
、
し
か
し
ほ
か
の
連
中
は
い
ま
な
お
総

路
線
、
つ
ま
り
大
躍
進
や
人
民
公
社
に
つ
い
て
疑
念
が
は
れ
な
い
。
一
部
の
救
い
よ
う
の
な

い
頑
固
な
手
合
い
と
き
た
ら
、
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
反
対
し
て
お
る
。
神
と
対
面
す
る
時
期
が

き
た
ら
、
連
中
は
き
っ
と
あ
の
石
頭
も
の
せ
て
い
く
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
。
」
（
二
七
）
と
述

べ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
よ
る
と
、
大
躍
進
や
人
民
公
社
の
生
産
高
報
告
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
者
が
大
半
で
、
そ
の
他
は
毛
沢
東
に
賛
成
し
て
熱
狂
的
に
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
心
ひ

そ
か
に
反
対
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
、
党
中
央
幹
部
は
二
分
さ
れ
て
い
た
と
言
う
。 

そ
し
て
大
躍
進
の
理
想
が
実
際
に
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
氏
は
そ
の
惨
状
を
、 

「
実
際
に
私
も
当
時
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
国
は
一
歩
一
歩
と
災
厄
の
瀬

戸
際
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
党
の
最
高
指
導
部
や
各
省
の
第
一
書
記
た
ち
は
毛
主
席

に
取
り
入
ろ
う
と
躍
起
に
な
り
、
数
千
万
の
農
民
の
福
祉
な
ど
眼
中
に
な
い
の
で
あ
っ
た
。

水
増
し
さ
れ
た
生
産
高
の
非
常
識
な
報
告
は
、
受
け
取
る
側
の
上
層
部
に
よ
っ
て
な
ん
の
疑

い
も
な
く
受
理
さ
れ
た
の
だ
。・
・
・
農
村
部
は
作
物
の
生
産
高
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
た
が
、
虚
偽
の
け
た
は
ず
れ
に
高
い
生
産
高
を
報
告
し
た
地
域
は
、
そ
の
イ

カ
サ
マ
報
告
に
も
と
づ
い
て
税
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
す
べ
て
の
作
物
を
国
庫
に
収
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
住
民
の
食
糧
に
も
み
た
な
い
作
物
し
か
残
せ
な
く
な

っ
た
地
域
も
出
て
き
た
。
農
民
は
腹
を
す
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
飢
饉
に
瀕
す
る
羽

目
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
水
増
し
生
産
高
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
餓
死
者
の
数
は
高

く
な
っ
て
い
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
物
納
と
し
て
国
庫
に
納
め
ら
れ
た
穀
物
の
大
部
分
は

輸
出
に
ま
わ
さ
れ
た
。
中
国
は
相
変
わ
ら
ず
対
ソ
負
債
を
償
還
し
て
お
り
、
穀
物
の
大
半
が

そ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
面
子
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
毛
沢
東
に
し
て
も
れ

ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民
公
社
が
失
敗
の
何
も
の
で
も
な
い

こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
失
態
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
口
腹
を
し
の
げ

る
だ
け
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
民
公
社
側
は
天
災
に
み
ま
わ
れ
た
と
言
い
た
て
た
。

な
る
ほ
ど
収
穫
は
豊
か
だ
っ
た
が
、
悪
天
候
に
よ
っ
て
台
な
し
に
さ
れ
た
と
す
る
人
民
公
社

は
、
税
金
と
し
て
納
入
す
る
べ
き
穀
物
を
手
も
と
に
と
り
置
き
で
き
た
し
、
或
い
は
逆
に
国

か
ら
救
援
米
を
支
給
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
一
方
の
「
裏
庭
練
鋼
炉
」
も
お
な
じ
よ
う
に
惨
憺

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
生
産
の
運
動
が
か
っ
て
な
い
ほ
ど
熱
狂
的
な
ペ
ー
ス
で
続
行
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、
人
民
は
深
鍋
，
平
鍋
、
戸
の
把
手
、
錬
鉄
製
の
門
扉
、
シ
ャ
ベ
ル
、
鋤
な

ど
の
供
出
を
し
い
ら
れ
た
。
火
力
用
の
石
炭
が
充
分
に
な
か
っ
た
た
め
、
燃
料
と
し
て
の
農

民
の
家
具
類
ー
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
ベ
ッ
ド
な
ど
ー
が
く
べ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
炉
か
ら
生

産
さ
れ
た
の
は
な
ん
お
役
に
も
た
た
な
い
鉄
の
塊
ー
溶
解
さ
れ
た
包
丁
や
鍋
類
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
中
国
は
ま
だ
共
産
主
義
の
と
ば
く
ち
に
た
っ
て
い
な
い
と
述
べ

た
が
、
し
か
し
現
実
に
は
す
で
に
共
産
主
義
の
ば
か
げ
た
一
形
態
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
私
有
財
産
が
現
実
に
も
廃
止
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
私
有
財
産
は
こ
と
ご
と
く
と
ど
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
練
鋼
炉
用
に
供
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
（
二
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
は
、
大
躍
進
失
敗
の
原
因
を
天
災
に
帰
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
民
公
社

側
の
主
張
で
あ
り
、
現
実
に
は
大
躍
進
の
イ
カ
サ
マ
報
告
の
結
果
と
い
う
人
災
で
あ
っ
た
事

が
、
李
氏
の
発
言
で
証
明
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
李
氏
は
、「
毛
は
と
き
た
ま
、
水
田
は
本
当
に

一
畝
に
十
ト
ン
も
の
米
が
生
産
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
か
ぶ
り
、「
裏
庭
練
鋼
炉
」
で
生
産

さ
れ
た
鉄
の
質
に
疑
問
を
も
っ
た
。「
あ
の
鉄
は
本
当
に
役
に
た
つ
の
だ
ろ
う
か
」
と
声
を
大

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 199（52）



産
問
題
は
つ
い
に
解
決
し
た
の
だ
、
人
民
が
食
べ
ら
れ
る
以
上
の
食
糧
を
生
産
し
て
い
る
の

だ
と
彼
は
確
信
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
」
（
二
〇
） 

 

毛
沢
東
に
と
っ
て
、
農
業
の
集
団
所
有
制
移
行
と
共
同
食
堂
に
お
け
る
食
料
無
料
配
給
制

度
の
導
入
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
主
や
富
農
に
虐
げ
ら
れ
て
き
た
貧
農
を
救
済
し
て
の
生
活

水
準
の
向
上
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
主
観
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
、
貧
農
を
幸
福
に
す
る

生
活
組
織
は
な
か
っ
た
の
に
相
違
い
な
い
。 

そ
し
て
李
氏
は
毛
沢
東
の
至
福
観
に
つ
い
て
、 

「
そ
の
八
月
、
共
産
党
の
政
治
局
会
議
で
二
つ
の
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。
人
民
公
社

が
ー
農
業
合
作
社
の
巨
大
な
集
合
体
が
ー
中
国
の
農
村
部
で
経
済
、
政
治
組
織
の
新
し
い
形

式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
人
民
公
社
の
設
立
運
動
は
公
式
な
も
の
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

さ
ら
に
中
国
の
鉄
鋼
生
産
を
一
年
間
に
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
増
産
の

大
部
分
は
農
家
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
土
は
熱
狂
の
過
中
に
あ
っ
た
。

主
席
は
人
民
公
社
が
す
ば
ら
し
い
と
宣
言
し
、
そ
れ
を
機
に
突
如
と
し
て
全
土
に
人
民
公
社

が
林
立
し
た
の
だ
っ
た
。
政
治
局
拡
大
会
議
が
裏
庭
の
小
さ
な
「
練
鋼
」
炉
に
依
存
し
な
が

ら
鉄
鋼
生
産
の
二
倍
増
を
決
定
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
全
土
の
裏
庭
で
「
煉
鋼
」
炉
の
築
造
が

は
じ
ま
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
れ
も
自
分
で
見
た
い
と
言
い
だ
し
た
。
」
（
二
一
）
と
述
べ
て
い

る
。
毛
沢
東
は
、
第
八
回
党
大
会
で
否
決
さ
れ
た
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
論
を
、
大
衆
運

動
に
よ
っ
て
党
指
導
部
に
強
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
が
、
現
実
に
成
功
す
る
こ
と

に
よ
り
、
党
内
指
導
権
を
奪
権
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

 

席
宣
・
金
春
明
氏
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
の
理
想
的
社
会
は
、
文
革
時
に
林
彪
に
宛
て
た
一

九
六
六
年
の
「
五
・
七
指
示
」
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
。
両
氏
は
、
毛
沢
東
の

理
想
社
会
の
青
写
真
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
明
ら
か
な
こ
と
は
、「
五
・
七
指
示
」
に
反
映
さ
れ
た
理
想
社
会
は
お
よ
そ
、
自
給
自
足
の

自
然
経
済
の
基
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
た
、
平
均
主
義
的
色
彩
の
濃
厚
な
小
生
産
者
の
空
想
王

国
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
が
「
五
・
七
指
示
」
の
な
か
で

提
起
し
た
社
会
構
想
は
決
し
て
一
時
的
な
興
趣
か
ら
出
た
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
深
い
思

想
的
基
礎
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
一
九
五
八
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

年
か
ら
後
、
毛
沢
東
は
一
連
の
大
胆
で
扇
動
的
な
命
題
を
提
起
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
「
わ

れ
わ
れ
の
方
向
は
、
一
歩
一
歩
、
順
を
追
っ
て
工
（
工
業
）
、
農
（
農
業
）
、
商
（
交
換
）
、
学

（
文
化
教
育
）
、
兵
（
民
兵
、
す
な
わ
ち
全
民
武
装
）
を
一
つ
の
大
公
社
と
し
て
組
織
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
社
会
の
基
本
単
位
を
構
成
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
の
指
導
に
よ
っ
て
、
全
国
の
人
民
公
社
化
を
実
現

さ
せ
た
。
一
九
五
八
年
十
二
月
の
武
昌
会
議
〔
八
期
六
中
全
会
〕
で
、
彼
は
『
三
国
志
』「
張

魯
伝
」
を
印
刷
配
布
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
説
明
を
書
き
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
張
魯
が

小
農
的
平
均
主
義
の
基
礎
の
上
に
う
ち
立
て
た
原
始
的
社
会
主
義
政
策
を
大
い
に
称
賛
し
、

人
民
公
社
運
動
で
推
進
さ
れ
て
い
る
平
均
主
義
政
策
と
の
歴
史
的
な
比
較
と
論
証
を
お
こ
な

う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
お
よ
そ
、
政
社
〔
政
府
と
人
民
公
社
〕
一
体
、
労
武
〔
労
働

と
軍
事
〕
一
体
、
道
端
の
食
堂
の
食
事
に
も
金
銭
は
不
要
で
、
方
法
と
し
て
説
得
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、「
五
・
七
指
示
」
の
思
想
的
淵
源
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。・
・
・
ソ
連
共
産
党
第
二
十
回
大
会
の
の
ち
、
ソ
連
社
会
主
義
モ
デ
ル
は
い
よ
い
よ
多

く
の
病
弊
が
露
呈
さ
れ
、
そ
れ
を
手
本
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
西
側
の
先
進
諸
国

は
す
で
に
新
し
い
技
術
革
命
が
起
き
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
強
く
憎
悪
す
る
資
本
主
義
で

あ
っ
た
か
ら
、
当
然
な
が
ら
な
お
の
こ
と
手
本
に
で
き
な
か
っ
た
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
中

国
社
会
主
義
と
い
う
大
建
設
物
の
青
写
真
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、
毛
沢
東
は
、
戦
争
期

の
経
験
や
中
国
古
来
の
「
大
同
」
の
世
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
仮
想
、
お
よ
び
マ
ル
ク
ス

主
義
文
献
中
の
社
会
主
義
、
共
産
主
義
に
関
す
る
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
予
測
を
借
り
る
ほ

か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
は
建
て
よ
う
と
し
た
社
会
主
義
の
大
建
設
物
の
全

体
構
想
を
つ
い
に
完
成
さ
せ
ず
、
完
全
な
設
計
図
を
残
さ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の

彼
の
講
話
や
文
章
か
ら
、
そ
の
憧
憬
し
た
理
想
社
会
の
明
確
で
輪
郭
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
理
想
社
会
で
は
、
分
配
は
お
よ
そ
平
等
に
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
現
物
給
与
制
が
よ
り
よ
い
制
度
で
あ
り
、
食
に
も
衣
に
も
金
銭
が
不
要
で
あ
る
状
態
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
。
・
・
・
毛
沢
東
が
戦
争
期
の
革
命
根
拠
地
の
生
活
の
こ
と
を
語
る
と

き
に
は
、
つ
ね
に
幸
福
な
懐
旧
の
思
い
に
満
ち
て
い
た
。
彼
は
現
物
給
与
制
を
誉
め
た
た
え
、

賃
金
制
を
嫌
悪
す
る
。
彼
は
い
う
。
わ
れ
わ
れ
の
党
は
、
二
〇
数
年
の
間
戦
争
を
続
け
て
き

た
党
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
現
物
給
与
制
を
お
こ
な
い
、
解
放
初
期
ま
で
ず
っ
と
平
均

主
義
の
生
活
を
し
て
き
て
、
工
作
に
励
み
、
戦
争
で
勇
敢
に
戦
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
経
験
は
、

わ
れ
わ
れ
が
社
会
主
義
建
設
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ま
た
、
あ
る
同
志
が
現
物
給
与
制
に
関
し
て
異
な
っ
た
意
見
を
も
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
強
く
述
べ
て
い
る
。
あ
る
人
は
、
平
均
主
義
は
怠
け
者

を
生
む
と
言
う
。
過
去
二
二
年
、
ど
れ
ほ
ど
怠
け
者
が
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
？ 

わ
た
し
は

何
人
も
見
て
い
な
い
。
わ
た
し
は
、
現
物
給
与
制
を
行
え
ば
人
間
が
怠
け
、
創
造
や
発
明
を

し
な
く
な
り
、
積
極
性
が
な
く
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
信
じ
な
い
。
数
十
年
の
経
験
は
そ

う
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
毛
沢
東
は
さ
ら
に
い
う
。
現
物
給
与
制
は
過
渡
的
な
形

式
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
な
ん
の
障
害
も
な
い
。
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
共
産
主

義
に
移
行
す
る
た
め
に
基
礎
を
固
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
賃
金
制
に
対
し
て
は
、
毛
沢

東
は
き
わ
め
て
強
い
嫌
悪
を
示
し
て
い
る
。
解
放
後
、
全
部
を
賃
金
制
に
し
て
等
級
評
定
を

や
っ
た
が
、
か
え
っ
て
多
く
の
問
題
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
毛
沢
東
は
こ
う
詰
問
す
る
。
二

万
五
千
里
〔
一
万
二
五
〇
〇
キ
ロ
〕
の
長
征
や
土
地
改
革
や
解
放
戦
争
は
、
給
料
の
た
め
に

や
っ
て
き
た
と
い
う
の
か
？ 

毛
沢
東
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
明
ら
か
に
過
去
の
戦
争

期
に
成
功
し
た
と
い
う
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
特
殊
条
件
の
も
と
で
小

数
の
先
進
分
子
の
な
か
で
実
行
し
成
功
し
た
経
験
を
普
遍
化
、
固
定
化
、
絶
対
化
し
た
の
だ

っ
た
。
戦
争
と
い
う
状
況
の
な
か
で
適
用
で
き
た
も
の
は
、
平
和
な
状
況
の
な
か
で
も
適
用

で
き
る
と
考
え
、
そ
の
基
礎
の
上
に
社
会
主
義
社
会
の
骨
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
希
望

も
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
つ
い
に
空
想
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」
（
二
二
）
。 

 

毛
沢
東
の
理
想
的
国
家
像
は
、
『
三
国
志
』
「
張
魯
伝
」
に
歴
史
的
淵
源
を
持
ち
、
延
安

時
代
に
お
け
る
国
共
内
戦
や
抗
日
戦
争
と
い
う
外
圧
に
対
抗
す
る
た
め
に
個
人
の
欲
望
を
抑

制
し
て
集
団
全
体
の
利
益
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
戦
時
体
制
と
い
う
非
常
事
態

に
お
け
る
平
等
分
配
や
平
均
主
義
と
い
う
戦
時
共
産
主
義
体
制
に
淵
源
が
あ
っ
た
。 

「
五
・
七
指
示
」
の
末
尾
に
毛
沢
東
は
、
戦
時
共
産
主
義
の
経
験
を
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
べ
た
こ
と
は
、
な
ん
ら
新
鮮
な
意
見
で
は
な
く
、
創
造
発
明
で
も
な
く
、
す
で

に
多
年
に
わ
っ
た
っ
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
の
人
々
が
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

た
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
軍
隊
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う

に
や
っ
て
き
て
何
十
年
が
た
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や
、
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
毛
沢
東 

一
九
六
六
年
五
月
一
〇
日
」
（
二
三
）
。 

毛
沢
東
は
、
延
安
時
代
の
戦
時
共
産
主
義
体
制
を
憧
憬
し
て
、
平
和
時
の
中
に
お
い
て
も

人
民
公
社
運
動
を
一
層
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
藤
正
士
氏
は
、
「
毛
沢
東

が
文
化
大
革
命
を
通
し
て
建
設
し
よ
う
と
し
た
新
し
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
か
れ
が
一
九

六
六
年
五
月
七
日
に
林
彪
あ
て
の
手
紙
の
中
で
提
起
し
た
「
五
・
七
指
示
」
に
も
っ
と
も
凝

縮
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
分
業
、
商
品
・
貨
幣
経
済
、
職
業
の
専
門
家
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
五
・
七
指
示
」
は
、
「
毛
沢
東
の
「

新
し
い
社
会
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
な
い
。
資
料
の
末
尾
に
は
明
確
に
延
安
時
代
の
発
展
を

希
望
す
る
と
述
べ
て
い
る
。 
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産
問
題
は
つ
い
に
解
決
し
た
の
だ
、
人
民
が
食
べ
ら
れ
る
以
上
の
食
糧
を
生
産
し
て
い
る
の

だ
と
彼
は
確
信
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
」
（
二
〇
） 

 

毛
沢
東
に
と
っ
て
、
農
業
の
集
団
所
有
制
移
行
と
共
同
食
堂
に
お
け
る
食
料
無
料
配
給
制

度
の
導
入
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
主
や
富
農
に
虐
げ
ら
れ
て
き
た
貧
農
を
救
済
し
て
の
生
活

水
準
の
向
上
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
主
観
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
、
貧
農
を
幸
福
に
す
る

生
活
組
織
は
な
か
っ
た
の
に
相
違
い
な
い
。 

そ
し
て
李
氏
は
毛
沢
東
の
至
福
観
に
つ
い
て
、 

「
そ
の
八
月
、
共
産
党
の
政
治
局
会
議
で
二
つ
の
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。
人
民
公
社

が
ー
農
業
合
作
社
の
巨
大
な
集
合
体
が
ー
中
国
の
農
村
部
で
経
済
、
政
治
組
織
の
新
し
い
形

式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
人
民
公
社
の
設
立
運
動
は
公
式
な
も
の
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

さ
ら
に
中
国
の
鉄
鋼
生
産
を
一
年
間
に
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
増
産
の

大
部
分
は
農
家
の
裏
庭
で
「
練
鋼
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
土
は
熱
狂
の
過
中
に
あ
っ
た
。

主
席
は
人
民
公
社
が
す
ば
ら
し
い
と
宣
言
し
、
そ
れ
を
機
に
突
如
と
し
て
全
土
に
人
民
公
社

が
林
立
し
た
の
だ
っ
た
。
政
治
局
拡
大
会
議
が
裏
庭
の
小
さ
な
「
練
鋼
」
炉
に
依
存
し
な
が

ら
鉄
鋼
生
産
の
二
倍
増
を
決
定
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
全
土
の
裏
庭
で
「
煉
鋼
」
炉
の
築
造
が

は
じ
ま
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
れ
も
自
分
で
見
た
い
と
言
い
だ
し
た
。
」
（
二
一
）
と
述
べ
て
い

る
。
毛
沢
東
は
、
第
八
回
党
大
会
で
否
決
さ
れ
た
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
論
を
、
大
衆
運

動
に
よ
っ
て
党
指
導
部
に
強
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
が
、
現
実
に
成
功
す
る
こ
と

に
よ
り
、
党
内
指
導
権
を
奪
権
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

 

席
宣
・
金
春
明
氏
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
の
理
想
的
社
会
は
、
文
革
時
に
林
彪
に
宛
て
た
一

九
六
六
年
の
「
五
・
七
指
示
」
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
。
両
氏
は
、
毛
沢
東
の

理
想
社
会
の
青
写
真
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
明
ら
か
な
こ
と
は
、「
五
・
七
指
示
」
に
反
映
さ
れ
た
理
想
社
会
は
お
よ
そ
、
自
給
自
足
の

自
然
経
済
の
基
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
た
、
平
均
主
義
的
色
彩
の
濃
厚
な
小
生
産
者
の
空
想
王

国
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
が
「
五
・
七
指
示
」
の
な
か
で

提
起
し
た
社
会
構
想
は
決
し
て
一
時
的
な
興
趣
か
ら
出
た
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
深
い
思

想
的
基
礎
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
一
九
五
八
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

年
か
ら
後
、
毛
沢
東
は
一
連
の
大
胆
で
扇
動
的
な
命
題
を
提
起
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
「
わ

れ
わ
れ
の
方
向
は
、
一
歩
一
歩
、
順
を
追
っ
て
工
（
工
業
）
、
農
（
農
業
）
、
商
（
交
換
）
、
学

（
文
化
教
育
）
、
兵
（
民
兵
、
す
な
わ
ち
全
民
武
装
）
を
一
つ
の
大
公
社
と
し
て
組
織
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
社
会
の
基
本
単
位
を
構
成
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思
想
の
指
導
に
よ
っ
て
、
全
国
の
人
民
公
社
化
を
実
現

さ
せ
た
。
一
九
五
八
年
十
二
月
の
武
昌
会
議
〔
八
期
六
中
全
会
〕
で
、
彼
は
『
三
国
志
』「
張

魯
伝
」
を
印
刷
配
布
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
説
明
を
書
き
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
張
魯
が

小
農
的
平
均
主
義
の
基
礎
の
上
に
う
ち
立
て
た
原
始
的
社
会
主
義
政
策
を
大
い
に
称
賛
し
、

人
民
公
社
運
動
で
推
進
さ
れ
て
い
る
平
均
主
義
政
策
と
の
歴
史
的
な
比
較
と
論
証
を
お
こ
な

う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
お
よ
そ
、
政
社
〔
政
府
と
人
民
公
社
〕
一
体
、
労
武
〔
労
働

と
軍
事
〕
一
体
、
道
端
の
食
堂
の
食
事
に
も
金
銭
は
不
要
で
、
方
法
と
し
て
説
得
を
重
視
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、「
五
・
七
指
示
」
の
思
想
的
淵
源
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。・
・
・
ソ
連
共
産
党
第
二
十
回
大
会
の
の
ち
、
ソ
連
社
会
主
義
モ
デ
ル
は
い
よ
い
よ
多

く
の
病
弊
が
露
呈
さ
れ
、
そ
れ
を
手
本
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
西
側
の
先
進
諸
国

は
す
で
に
新
し
い
技
術
革
命
が
起
き
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
強
く
憎
悪
す
る
資
本
主
義
で

あ
っ
た
か
ら
、
当
然
な
が
ら
な
お
の
こ
と
手
本
に
で
き
な
か
っ
た
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
中

国
社
会
主
義
と
い
う
大
建
設
物
の
青
写
真
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
、
毛
沢
東
は
、
戦
争
期

の
経
験
や
中
国
古
来
の
「
大
同
」
の
世
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
仮
想
、
お
よ
び
マ
ル
ク
ス

主
義
文
献
中
の
社
会
主
義
、
共
産
主
義
に
関
す
る
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
予
測
を
借
り
る
ほ

か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
毛
沢
東
は
建
て
よ
う
と
し
た
社
会
主
義
の
大
建
設
物
の
全

体
構
想
を
つ
い
に
完
成
さ
せ
ず
、
完
全
な
設
計
図
を
残
さ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の

彼
の
講
話
や
文
章
か
ら
、
そ
の
憧
憬
し
た
理
想
社
会
の
明
確
で
輪
郭
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
理
想
社
会
で
は
、
分
配
は
お
よ
そ
平
等
に
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
現
物
給
与
制
が
よ
り
よ
い
制
度
で
あ
り
、
食
に
も
衣
に
も
金
銭
が
不
要
で
あ
る
状
態
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
。
・
・
・
毛
沢
東
が
戦
争
期
の
革
命
根
拠
地
の
生
活
の
こ
と
を
語
る
と

き
に
は
、
つ
ね
に
幸
福
な
懐
旧
の
思
い
に
満
ち
て
い
た
。
彼
は
現
物
給
与
制
を
誉
め
た
た
え
、

賃
金
制
を
嫌
悪
す
る
。
彼
は
い
う
。
わ
れ
わ
れ
の
党
は
、
二
〇
数
年
の
間
戦
争
を
続
け
て
き

た
党
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
現
物
給
与
制
を
お
こ
な
い
、
解
放
初
期
ま
で
ず
っ
と
平
均

主
義
の
生
活
を
し
て
き
て
、
工
作
に
励
み
、
戦
争
で
勇
敢
に
戦
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
経
験
は
、

わ
れ
わ
れ
が
社
会
主
義
建
設
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ま
た
、
あ
る
同
志
が
現
物
給
与
制
に
関
し
て
異
な
っ
た
意
見
を
も
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
強
く
述
べ
て
い
る
。
あ
る
人
は
、
平
均
主
義
は
怠
け
者

を
生
む
と
言
う
。
過
去
二
二
年
、
ど
れ
ほ
ど
怠
け
者
が
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
？ 

わ
た
し
は

何
人
も
見
て
い
な
い
。
わ
た
し
は
、
現
物
給
与
制
を
行
え
ば
人
間
が
怠
け
、
創
造
や
発
明
を

し
な
く
な
り
、
積
極
性
が
な
く
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
信
じ
な
い
。
数
十
年
の
経
験
は
そ

う
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
毛
沢
東
は
さ
ら
に
い
う
。
現
物
給
与
制
は
過
渡
的
な
形

式
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
な
ん
の
障
害
も
な
い
。
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
共
産
主

義
に
移
行
す
る
た
め
に
基
礎
を
固
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
賃
金
制
に
対
し
て
は
、
毛
沢

東
は
き
わ
め
て
強
い
嫌
悪
を
示
し
て
い
る
。
解
放
後
、
全
部
を
賃
金
制
に
し
て
等
級
評
定
を

や
っ
た
が
、
か
え
っ
て
多
く
の
問
題
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
毛
沢
東
は
こ
う
詰
問
す
る
。
二

万
五
千
里
〔
一
万
二
五
〇
〇
キ
ロ
〕
の
長
征
や
土
地
改
革
や
解
放
戦
争
は
、
給
料
の
た
め
に

や
っ
て
き
た
と
い
う
の
か
？ 

毛
沢
東
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
明
ら
か
に
過
去
の
戦
争

期
に
成
功
し
た
と
い
う
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
特
殊
条
件
の
も
と
で
小

数
の
先
進
分
子
の
な
か
で
実
行
し
成
功
し
た
経
験
を
普
遍
化
、
固
定
化
、
絶
対
化
し
た
の
だ

っ
た
。
戦
争
と
い
う
状
況
の
な
か
で
適
用
で
き
た
も
の
は
、
平
和
な
状
況
の
な
か
で
も
適
用

で
き
る
と
考
え
、
そ
の
基
礎
の
上
に
社
会
主
義
社
会
の
骨
組
み
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
希
望

も
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
つ
い
に
空
想
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」
（
二
二
）
。 

 

毛
沢
東
の
理
想
的
国
家
像
は
、
『
三
国
志
』
「
張
魯
伝
」
に
歴
史
的
淵
源
を
持
ち
、
延
安

時
代
に
お
け
る
国
共
内
戦
や
抗
日
戦
争
と
い
う
外
圧
に
対
抗
す
る
た
め
に
個
人
の
欲
望
を
抑

制
し
て
集
団
全
体
の
利
益
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
戦
時
体
制
と
い
う
非
常
事
態

に
お
け
る
平
等
分
配
や
平
均
主
義
と
い
う
戦
時
共
産
主
義
体
制
に
淵
源
が
あ
っ
た
。 

「
五
・
七
指
示
」
の
末
尾
に
毛
沢
東
は
、
戦
時
共
産
主
義
の
経
験
を
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
べ
た
こ
と
は
、
な
ん
ら
新
鮮
な
意
見
で
は
な
く
、
創
造
発
明
で
も
な
く
、
す
で

に
多
年
に
わ
っ
た
っ
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
の
人
々
が
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

た
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
軍
隊
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う

に
や
っ
て
き
て
何
十
年
が
た
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や
、
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
毛
沢
東 

一
九
六
六
年
五
月
一
〇
日
」
（
二
三
）
。 

毛
沢
東
は
、
延
安
時
代
の
戦
時
共
産
主
義
体
制
を
憧
憬
し
て
、
平
和
時
の
中
に
お
い
て
も

人
民
公
社
運
動
を
一
層
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
藤
正
士
氏
は
、
「
毛
沢
東

が
文
化
大
革
命
を
通
し
て
建
設
し
よ
う
と
し
た
新
し
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
か
れ
が
一
九

六
六
年
五
月
七
日
に
林
彪
あ
て
の
手
紙
の
中
で
提
起
し
た
「
五
・
七
指
示
」
に
も
っ
と
も
凝

縮
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
分
業
、
商
品
・
貨
幣
経
済
、
職
業
の
専
門
家
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
五
・
七
指
示
」
は
、
「
毛
沢
東
の
「

新
し
い
社
会
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
な
い
。
資
料
の
末
尾
に
は
明
確
に
延
安
時
代
の
発
展
を

希
望
す
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 201（50）



を
展
開
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
農
業
面
の
大
躍
進
の
具
体
的
政
策
を
問
題
に
し
た
い
。
李
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、 

「
一
九
五
八
年
の
夏
、
中
国
全
土
は
巨
大
な
貯
水
池
開
削
計
画
に
動
員
さ
れ
、
人
民
の
大

半
が
建
設
に
必
要
な
肉
体
労
働
に
参
加
し
た
。
毛
沢
東
が
陣
頭
指
揮
し
た
の
で
あ
る
。
貯
水

池
は
中
国
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
農
産
物

の
飛
躍
的
な
増
産
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
単
に
経
済
的
な
理
由
ば
か
り
か
ら
発
想
さ

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
は
建
設
計
画
を
肉
体
労
働
の
尊
重
に
利
用
し
、
重
視
す
べ

き
労
働
形
式
と
し
て
確
立
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
寄
生
虫
の
ご
と
き
知
識
人
の
傲

慢
さ
に
彼
が
長
年
に
わ
た
る
蔑
視
感
と
、
さ
ら
に
は
骨
身
を
お
し
ま
ぬ
農
民
と
労
働
者
へ
の

賛
美
と
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
。
」
（
一
七
）
と
、
毛
沢
東
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
。 

 

「
知
識
人
は
汗
を
流
せ
」
と
言
う
毛
沢
東
の
肉
体
労
働
の
賛
美
に
よ
る
農
業
の
急
速
な
発

展
を
目
指
し
て
、
巨
大
な
水
利
事
業
が
計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
強
行

に
服
従
し
た
主
流
派
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
成
都
会
議
は
成
功
だ
っ
た
。
生
産
目
標
は
高
く
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。
会
議
は
三
十
七
件
の
新
し
い
文
書
指
針
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
的
生
産
性
の

初
期
の
ひ
か
え
め
な
、
ず
っ
と
現
実
的
な
目
標
を
上
方
修
正
し
て
い
た
。
し
か
し
党
内
に
は

ひ
と
つ
の
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
中
国
に
破
局
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
声
は
あ
ま
り
に
も
迫
力
が
あ
り
、
考
え
方
が
あ
ま
り
に
も

確
信
に
み
ち
て
い
た
た
め
、
党
内
の
慎
重
派
も
反
対
す
る
の
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
。

現
実
性
を
欠
い
た
高
い
生
産
目
標
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
右
派

分
子
の
烙
印
を
お
さ
れ
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
の
強
烈
な
意
思
は
だ
ん

だ
ん
と
不
賛
成
者
を
沈
黙
に
追
い
や
り
、
主
席
に
へ
つ
ら
お
う
と
す
る
者
は
嘘
を
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
。
と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
と
知
り
つ
つ
も
高
い
生
産
目
標
に
同
意
し
て
、
た
と

え
目
標
の
達
成
に
失
敗
し
て
も
成
功
し
た
と
強
弁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
党
全
体
が
嘘
を
つ

く
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
毛
沢
東
は
途
轍
も
な
い
嘘
が
何
よ
り
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
て
き
た
の
だ
っ
た
。
危
険
が
忍
び
寄
っ
て
い
た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
小
埼
等

を
修
正
主
義
者
＝
右
派
分
子
と
見
な
し
て
、
そ
れ
に
反
発
し
た
毛
沢
東
は
、
欧
米
型
の
高
度

な
生
産
力
の
上
に
立
つ
社
会
主
義
建
設
と
い
う
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
へ
党
中
央
幹

部
を
服
従
さ
せ
て
、
党
内
中
央
で
の
主
導
権
を
回
復
す
る
術
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
実
行

が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
毛
沢
東
に
右
派
分
子
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
感
か
ら
、

毛
沢
東
の
脅
迫
に
党
内
主
流
派
が
屈
服
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 

三 

「
人
民
公
社
」
政
策
の
発
動 

 

次
に
毛
沢
東
が
、
大
躍
進
発
動
直
後
に
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
を
否
定

し
て
、
中
国
型
社
会
主
義
路
線
へ
の
主
導
権
回
復
へ
の
権
力
闘
争
と
し
て
発
動
し
た
政
策
、

つ
ま
り
欧
米
資
本
主
義
を
否
定
し
て
、
生
産
関
係
を
重
視
し
た
共
同
生
活
と
平
等
分
配
を
中

心
と
す
る
原
始
共
同
体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
想
像
＝
人
民
公
社
運
動
の
目
的
・
内
容
・
起

源
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
李
氏
は
、
人
民
公
社
の
設
立
過
程
と
毛
沢
東
の
人
民
公
社

に
寄
せ
る
期
待
観
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
そ
の
朝
、
毛
沢
東
が
見
せ
て
く
れ
た
『
内
部
資
料
』 

に
は
、
数
多
く
の
小
規
模
の
農

業
合
作
社
が
合
体
し
て
巨
大
な
組
織
、
つ
ま
り
人
民
公
社
に
衣
替
え
し
た
記
事
が
掲
載
し
て

あ
っ
た
。
場
所
は
河
南
省
の
査
岈
山
で
あ
る
。「
こ
れ
は
一
大
事
件
だ
」
と
、
主
席
は
言
っ
た

。「
人
民
公
社
と
い
う
言
葉
が
す
ば
ら
し
い
。
農
民
の
合
作
社
が
多
数
、
統
一
し
て
ひ
と
つ
の

大
き
な
人
民
公
社
を
形
成
し
た
の
だ
か
ら
な
。
公
社
は
社
会
主
義
を
共
産
主
義
に
つ
な
ぐ
架

け
橋
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
し
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山

ほ
ど
あ
る
。
こ
の
人
民
公
社
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
収
入
を
分
配
し
、
構
成
員
の
労
働
力
を
査
定
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
農
業
生
産
用
労
働
力
の
一
本
化
と
い
う
着
想
が
、
軍
事
訓
練
の
面
で

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」・
・
・
最
初
の
う
ち
、
こ
の
新
し
い
組
織
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
名
称
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
。
毛
主
席
は
ま
だ
新
し
い
農
村
の
生
産
単
位
を
視
察
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
党
の
政
治
局
も
い
ま
だ
に
そ
れ
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
主
席
は

巨
大
な
農
村
組
織
と
い
う
着
想
が
気
に
入
り
、「
人
民
公
社
」
と
い
う
名
称
も
彼
の
心
を
ひ
き

つ
け
た
。
主
席
は
こ
れ
ら
の
人
民
公
社
の
一
部
を
現
地
視
察
し
て
も
ら
い
た
が
っ
て
い
た
。
・

・
・「
あ
の
本
は
た
い
し
て
面
白
く
な
い
。
あ
と
で
ゆ
っ
く
り
訳
せ
ば
い
い
。
人
民
公
社
は
一

大
事
件
だ
。
わ
が
国
の
政
治
体
制
に
も
影
響
を
あ
た
え
る
よ
。
一
九
四
九
年
に
わ
が
軍
が
長

江
を
渡
っ
た
と
き
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
『
中
国
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
』
ー
と
か
い
っ
た

よ
う
な
本
ー
を
書
い
た
。
あ
れ
か
ら
十
年
た
っ
た
今
日
、
人
民
公
社
の
創
設
で
中
国
は
ふ
た

た
び
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
ぞ
。
だ
か
ら
出
か
け
て
い
っ
て
、
と
く
と
見
て
く
れ
た
ま
え
。
が
、

ひ
と
り
で
い
く
な
。
葉
子
龍
か
黄
樹
則
に
同
行
を
た
の
む
と
い
い
」 
中
国
の
農
村
生
活
に

関
す
る
私
の
知
識
と
い
え
ば
、
主
席
の
専
用
列
車
が
毛
に
睡
眠
を
と
ら
せ
る
た
め
停
車
し
た

場
合
に
村
落
を
散
歩
す
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目
で
見
た
状
況
に
唖

然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。・
・
・
毛
は
農
民
の
貧
し
さ
に
あ
ま
り
驚
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
私

や
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
よ
う
な
「
社
会
探
訪
」
を
つ
づ
け
る
よ
う
に

す
す
め
た
の
だ
っ
た
。
」
・
・
・
毛
沢
東
は
こ
の
旅
を
、
特
殊
性
と
普
遍
性
と
の
関
係
を
探
査

す
る
旅
ー
個
別
的
な
人
民
公
社
の
特
殊
性
が
ど
の
よ
う
に
社
会
主
義
の
諸
原
則
に
合
致
す
る

の
か
を
見
き
わ
め
る
好
機
ー
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
九
）。 

 

毛
沢
東
は
、
全
国
各
地
に
突
如
と
し
て
展
開
し
た
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、
欧
米
の
資

本
主
義
を
否
定
し
て
ソ
連
の
集
団
農
場
制
度
の
物
真
似
を
も
排
除
し
た
、
中
国
的
特
色
の
あ

る
社
会
主
義
国
家
建
設
か
ら
共
産
主
義
に
至
る
道
筋
を
発
見
し
て
、
非
常
に
興
奮
し
た
の
で

あ
っ
た
。
続
け
て
李
氏
は
、
各
地
の
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ま
ず
最
初
は
河
北
省
を
通
ぬ
け
、
い
く
つ
か
の
新
設
さ
れ
た
人
民
公
社
を
お
と
ず
れ
る
。 

・
・
・
車
の
行
列
が
村
の
広
場
に
入
る
と
、
村
役
場
の
表
玄
関
に
は
「
七
里
屯
人
民
公
社
」

と
し
る
し
た
大
き
な
赤
地
の
横
断
幕
が
わ
れ
わ
れ
一
行
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
か
か
げ
て

あ
る
。
毛
主
席
は
微
笑
し
な
が
ら
車
を
お
り
る
。
巨
大
な
新
生
の
合
作
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
名

称
を
冠
し
て
い
た
が
、「
人
民
公
社
」
と
い
う
名
を
か
か
げ
て
い
る
の
を
実
際
に
目
に
し
た
の

は
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
「
こ
の
名
前
、
“
人
民
公
社
”
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い
！
と
、

毛
は
言
っ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
が
権
力
を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社
（
コ
ミ
ユ
ー
ン

）
を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農
民
は
人
民
公
社
（
コ
ミ
ユ
ー
ン
）
を
政
治
、
経
済
組
織
と
し

て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て
前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」
三
日
後
、
三

東
で
も
毛
沢
東
は
「
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」
と
い
う
所
感
を
反
復
す
る
。
新
華
社
通

信
の
注
意
深
い
一
記
者
は
主
席
の
ち
か
く
に
た
っ
て
い
た
が
、
た
だ
ち
に
こ
の
主
席
発
言
は

全
土
の
新
聞
の
第
一
面
に
か
か
げ
ら
れ
、
即
座
に
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
党
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
書
記
か
ら
、
中
国
の
合
作
社
を
巨
大
な
人
民
公
社
に
転
換

さ
せ
る
新
し
い
“
皇
帝
の
勅
令
”
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た
。
行
政
機
関
と
農
業
生
産
を
合
体

さ
せ
、
農
村
地
帯
に
お
け
る
共
産
党
権
力
の
基
盤
と
な
る
組
織
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公

社
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ
が
訪
問
し
た
先
の
ほ
と
ん
ど
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ

へ
と
旅
す
る
刺
激
的
な
経
験
と
な
っ
た
。
中
国
農
民
の
救
済
は
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
た
。
私

も
ま
た
、
人
民
公
社
の
設
立
を
支
持
し
た
。
毛
主
席
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公
社

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
専
用
列
車
で
北
載
河
に
も
ど
り
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
ず
っ
と
興
奮
し

て
い
た
。
こ
ん
あ
に
幸
せ
そ
う
な
毛
沢
東
を
見
か
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
食
糧
生
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を
展
開
す
る
所
に
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
農
業
面
の
大
躍
進
の
具
体
的
政
策
を
問
題
に
し
た
い
。
李
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、 

「
一
九
五
八
年
の
夏
、
中
国
全
土
は
巨
大
な
貯
水
池
開
削
計
画
に
動
員
さ
れ
、
人
民
の
大

半
が
建
設
に
必
要
な
肉
体
労
働
に
参
加
し
た
。
毛
沢
東
が
陣
頭
指
揮
し
た
の
で
あ
る
。
貯
水

池
は
中
国
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
農
産
物

の
飛
躍
的
な
増
産
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
単
に
経
済
的
な
理
由
ば
か
り
か
ら
発
想
さ

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
は
建
設
計
画
を
肉
体
労
働
の
尊
重
に
利
用
し
、
重
視
す
べ

き
労
働
形
式
と
し
て
確
立
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
寄
生
虫
の
ご
と
き
知
識
人
の
傲

慢
さ
に
彼
が
長
年
に
わ
た
る
蔑
視
感
と
、
さ
ら
に
は
骨
身
を
お
し
ま
ぬ
農
民
と
労
働
者
へ
の

賛
美
と
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
。
」
（
一
七
）
と
、
毛
沢
東
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
。 

 

「
知
識
人
は
汗
を
流
せ
」
と
言
う
毛
沢
東
の
肉
体
労
働
の
賛
美
に
よ
る
農
業
の
急
速
な
発

展
を
目
指
し
て
、
巨
大
な
水
利
事
業
が
計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
強
行

に
服
従
し
た
主
流
派
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
成
都
会
議
は
成
功
だ
っ
た
。
生
産
目
標
は
高
く
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。
会
議
は
三
十
七
件
の
新
し
い
文
書
指
針
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
的
生
産
性
の

初
期
の
ひ
か
え
め
な
、
ず
っ
と
現
実
的
な
目
標
を
上
方
修
正
し
て
い
た
。
し
か
し
党
内
に
は

ひ
と
つ
の
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
中
国
に
破
局
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
声
は
あ
ま
り
に
も
迫
力
が
あ
り
、
考
え
方
が
あ
ま
り
に
も

確
信
に
み
ち
て
い
た
た
め
、
党
内
の
慎
重
派
も
反
対
す
る
の
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
。

現
実
性
を
欠
い
た
高
い
生
産
目
標
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
右
派

分
子
の
烙
印
を
お
さ
れ
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
の
強
烈
な
意
思
は
だ
ん

だ
ん
と
不
賛
成
者
を
沈
黙
に
追
い
や
り
、
主
席
に
へ
つ
ら
お
う
と
す
る
者
は
嘘
を
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
。
と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
と
知
り
つ
つ
も
高
い
生
産
目
標
に
同
意
し
て
、
た
と

え
目
標
の
達
成
に
失
敗
し
て
も
成
功
し
た
と
強
弁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
党
全
体
が
嘘
を
つ

く
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
毛
沢
東
は
途
轍
も
な
い
嘘
が
何
よ
り
気
に
入
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
て
き
た
の
だ
っ
た
。
危
険
が
忍
び
寄
っ
て
い
た
。
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

大
躍
進
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
小
埼
等

を
修
正
主
義
者
＝
右
派
分
子
と
見
な
し
て
、
そ
れ
に
反
発
し
た
毛
沢
東
は
、
欧
米
型
の
高
度

な
生
産
力
の
上
に
立
つ
社
会
主
義
建
設
と
い
う
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
へ
党
中
央
幹

部
を
服
従
さ
せ
て
、
党
内
中
央
で
の
主
導
権
を
回
復
す
る
術
策
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
実
行

が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
毛
沢
東
に
右
派
分
子
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
感
か
ら
、

毛
沢
東
の
脅
迫
に
党
内
主
流
派
が
屈
服
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 

三 

「
人
民
公
社
」
政
策
の
発
動 

 

次
に
毛
沢
東
が
、
大
躍
進
発
動
直
後
に
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
を
否
定

し
て
、
中
国
型
社
会
主
義
路
線
へ
の
主
導
権
回
復
へ
の
権
力
闘
争
と
し
て
発
動
し
た
政
策
、

つ
ま
り
欧
米
資
本
主
義
を
否
定
し
て
、
生
産
関
係
を
重
視
し
た
共
同
生
活
と
平
等
分
配
を
中

心
と
す
る
原
始
共
同
体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
想
像
＝
人
民
公
社
運
動
の
目
的
・
内
容
・
起

源
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
李
氏
は
、
人
民
公
社
の
設
立
過
程
と
毛
沢
東
の
人
民
公
社

に
寄
せ
る
期
待
観
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
そ
の
朝
、
毛
沢
東
が
見
せ
て
く
れ
た
『
内
部
資
料
』 

に
は
、
数
多
く
の
小
規
模
の
農

業
合
作
社
が
合
体
し
て
巨
大
な
組
織
、
つ
ま
り
人
民
公
社
に
衣
替
え
し
た
記
事
が
掲
載
し
て

あ
っ
た
。
場
所
は
河
南
省
の
査
岈
山
で
あ
る
。「
こ
れ
は
一
大
事
件
だ
」
と
、
主
席
は
言
っ
た

。「
人
民
公
社
と
い
う
言
葉
が
す
ば
ら
し
い
。
農
民
の
合
作
社
が
多
数
、
統
一
し
て
ひ
と
つ
の

大
き
な
人
民
公
社
を
形
成
し
た
の
だ
か
ら
な
。
公
社
は
社
会
主
義
を
共
産
主
義
に
つ
な
ぐ
架

け
橋
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
し
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山

ほ
ど
あ
る
。
こ
の
人
民
公
社
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
収
入
を
分
配
し
、
構
成
員
の
労
働
力
を
査
定
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
農
業
生
産
用
労
働
力
の
一
本
化
と
い
う
着
想
が
、
軍
事
訓
練
の
面
で

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」・
・
・
最
初
の
う
ち
、
こ
の
新
し
い
組
織
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
名
称
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
。
毛
主
席
は
ま
だ
新
し
い
農
村
の
生
産
単
位
を
視
察
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
党
の
政
治
局
も
い
ま
だ
に
そ
れ
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
主
席
は

巨
大
な
農
村
組
織
と
い
う
着
想
が
気
に
入
り
、「
人
民
公
社
」
と
い
う
名
称
も
彼
の
心
を
ひ
き

つ
け
た
。
主
席
は
こ
れ
ら
の
人
民
公
社
の
一
部
を
現
地
視
察
し
て
も
ら
い
た
が
っ
て
い
た
。
・

・
・「
あ
の
本
は
た
い
し
て
面
白
く
な
い
。
あ
と
で
ゆ
っ
く
り
訳
せ
ば
い
い
。
人
民
公
社
は
一

大
事
件
だ
。
わ
が
国
の
政
治
体
制
に
も
影
響
を
あ
た
え
る
よ
。
一
九
四
九
年
に
わ
が
軍
が
長

江
を
渡
っ
た
と
き
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
『
中
国
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
』
ー
と
か
い
っ
た

よ
う
な
本
ー
を
書
い
た
。
あ
れ
か
ら
十
年
た
っ
た
今
日
、
人
民
公
社
の
創
設
で
中
国
は
ふ
た

た
び
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
ぞ
。
だ
か
ら
出
か
け
て
い
っ
て
、
と
く
と
見
て
く
れ
た
ま
え
。
が
、

ひ
と
り
で
い
く
な
。
葉
子
龍
か
黄
樹
則
に
同
行
を
た
の
む
と
い
い
」 

中
国
の
農
村
生
活
に

関
す
る
私
の
知
識
と
い
え
ば
、
主
席
の
専
用
列
車
が
毛
に
睡
眠
を
と
ら
せ
る
た
め
停
車
し
た

場
合
に
村
落
を
散
歩
す
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目
で
見
た
状
況
に
唖

然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。・
・
・
毛
は
農
民
の
貧
し
さ
に
あ
ま
り
驚
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
私

や
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
よ
う
な
「
社
会
探
訪
」
を
つ
づ
け
る
よ
う
に

す
す
め
た
の
だ
っ
た
。
」
・
・
・
毛
沢
東
は
こ
の
旅
を
、
特
殊
性
と
普
遍
性
と
の
関
係
を
探
査

す
る
旅
ー
個
別
的
な
人
民
公
社
の
特
殊
性
が
ど
の
よ
う
に
社
会
主
義
の
諸
原
則
に
合
致
す
る

の
か
を
見
き
わ
め
る
好
機
ー
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
一
九
）。 

 

毛
沢
東
は
、
全
国
各
地
に
突
如
と
し
て
展
開
し
た
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、
欧
米
の
資

本
主
義
を
否
定
し
て
ソ
連
の
集
団
農
場
制
度
の
物
真
似
を
も
排
除
し
た
、
中
国
的
特
色
の
あ

る
社
会
主
義
国
家
建
設
か
ら
共
産
主
義
に
至
る
道
筋
を
発
見
し
て
、
非
常
に
興
奮
し
た
の
で

あ
っ
た
。
続
け
て
李
氏
は
、
各
地
の
人
民
公
社
運
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ま
ず
最
初
は
河
北
省
を
通
ぬ
け
、
い
く
つ
か
の
新
設
さ
れ
た
人
民
公
社
を
お
と
ず
れ
る
。 

・
・
・
車
の
行
列
が
村
の
広
場
に
入
る
と
、
村
役
場
の
表
玄
関
に
は
「
七
里
屯
人
民
公
社
」

と
し
る
し
た
大
き
な
赤
地
の
横
断
幕
が
わ
れ
わ
れ
一
行
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
か
か
げ
て

あ
る
。
毛
主
席
は
微
笑
し
な
が
ら
車
を
お
り
る
。
巨
大
な
新
生
の
合
作
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
名

称
を
冠
し
て
い
た
が
、「
人
民
公
社
」
と
い
う
名
を
か
か
げ
て
い
る
の
を
実
際
に
目
に
し
た
の

は
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
「
こ
の
名
前
、
“
人
民
公
社
”
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い
！
と
、

毛
は
言
っ
た
。「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
が
権
力
を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社
（
コ
ミ
ユ
ー
ン

）
を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農
民
は
人
民
公
社
（
コ
ミ
ユ
ー
ン
）
を
政
治
、
経
済
組
織
と
し

て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て
前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」
三
日
後
、
三

東
で
も
毛
沢
東
は
「
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い
！
」
と
い
う
所
感
を
反
復
す
る
。
新
華
社
通

信
の
注
意
深
い
一
記
者
は
主
席
の
ち
か
く
に
た
っ
て
い
た
が
、
た
だ
ち
に
こ
の
主
席
発
言
は

全
土
の
新
聞
の
第
一
面
に
か
か
げ
ら
れ
、
即
座
に
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
党
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
書
記
か
ら
、
中
国
の
合
作
社
を
巨
大
な
人
民
公
社
に
転
換

さ
せ
る
新
し
い
“
皇
帝
の
勅
令
”
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た
。
行
政
機
関
と
農
業
生
産
を
合
体

さ
せ
、
農
村
地
帯
に
お
け
る
共
産
党
権
力
の
基
盤
と
な
る
組
織
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公

社
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ
が
訪
問
し
た
先
の
ほ
と
ん
ど
で
設
立
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ

へ
と
旅
す
る
刺
激
的
な
経
験
と
な
っ
た
。
中
国
農
民
の
救
済
は
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
た
。
私

も
ま
た
、
人
民
公
社
の
設
立
を
支
持
し
た
。
毛
主
席
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公
社

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
専
用
列
車
で
北
載
河
に
も
ど
り
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
ず
っ
と
興
奮
し

て
い
た
。
こ
ん
あ
に
幸
せ
そ
う
な
毛
沢
東
を
見
か
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
食
糧
生

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 203（48）



李
氏
が
指
摘
し
た
一
九
五
七
年
七
月
の
毛
沢
東
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
は
、

毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
観
―
社
会
主
義
志
向
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る

近
代
的
農
工
業
の
建
設
ー
の
主
張
と
は
、「
大
躍
進
」
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
提
唱
し
た
大
躍
進
政
策
は
、
党
内
の
集
団
指
導
体
制
・
官
僚
主
義
批
判

を
テ
ー
マ
と
し
た
整
風
運
動
に
よ
る
党
内
主
流
派
追
放
の
失
敗
を
反
省
し
た
、
毛
沢
東
の
第

二
弾
の
権
力
闘
争
政
策
で
あ
る
。
劉
少
奇
等
の
理
想
と
し
た
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設

路
線
に
対
す
る
経
済
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
主
流
派
打
倒
＝
反
右
派
攻
撃
の
経
済
政
策
で
あ
っ

た
。
こ
の
指
摘
は
、
渡
辺
氏
を
除
い
た
野
村
・
徳
田
・
竹
内
・
久
保
・
青
木
・
藤
川
氏
等
の

従
来
の
研
究
者
の
大
躍
進
政
策
へ
の
主
張
に
は
、
全
く
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ソ
連
は
、
一
九
五
七
年
十
一
月
、
建
国
四
十
周
年
を
祝
う
こ
と
に
な
り
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

第
一
書
記
は
、
全
世
界
の
共
産
党
首
脳
を
モ
ス
ク
ワ
に
招
待
し
た
。
李
志
綏
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
時
に
モ
ス
ク
ワ
で
演
説
し
た
毛
沢
東
は
、
「
大
躍
進
」
を
展
開
す
る
前
触
れ
と
し
て
、
「

各
国
代
表
の
前
で
、
十
五
年
以
内
に
ソ
連
は
鉄
鋼
を
は
じ
め
他
の
主
要
な
工
業
製
品
の
生
産

で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
、
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
ぬ
く
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
。
・
・
・
」

（
一
一
）
と
述
べ
た
と
言
う
。
ま
た
毛
沢
東
は
、「
毛
沢
東
は
鉄
鋼
こ
そ
経
済
発
展
の
基
本
的

な
指
針
と
み
な
し
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
生
産
増
強
の
必
要
性
を
説
い
た
。「
わ
が
国
は
鉄
鋼

の
生
産
が
あ
ま
り
に
す
く
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
物
質
的
な
力
の
増

強
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
人
々
は
わ
れ
わ
れ
を
見
く
だ
す
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
一
一
）
と
も
述
べ
て
い
た
、
と
言
う
。 

大
躍
進
は
、
欧
米
資
本
主
義
に
対
抗
し
て
社
会
主
義
の
優
位
性
を
主
張
す
る
政
策
と
し
て

発
動
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
理
想
で
あ
る
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主

義
路
線
批
判
へ
の
権
力
闘
争
で
あ
る
。
従
っ
て
渡
辺
氏
の
主
張
が
正
し
く
、
久
保
氏
等
の
「

政
治
的
経
済
的
行
詰
ま
り
の
打
開
策
で
あ
り
、
中
ソ
対
立
の
激
化
に
起
因
し
た
ソ
連
モ
デ
ル

と
異
な
る
中
国
型
社
会
主
義
建
設
」
と
す
る
学
説
は
成
立
し
な
い
。
そ
し
て
李
氏
は
、 

「
し
か
し
毛
沢
東
の
演
説
は
、
私
と
深
夜
に
か
わ
す
雑
談
に
似
て
、
決
し
て
く
だ
ら
な
い

放
言
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
新
た
な
戦
略
が
そ
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
「
大
躍
進
」

ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
最
た
る
も
の
、
し
か
も
主
席
が
打
ち
出
し
た
あ
ら
う
る
政
策
の
う
ち
も
っ

と
も
指
導
の
あ
や
ま
っ
た
も
の
ー
の
種
子
が
ま
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
」（
一
二
）
と
述
べ
て
い

る
。
従
っ
て
野
村
氏
の
「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の
人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉

大
な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
う
主

張
や
、
青
木
・
藤
川
氏
の
「
飢
餓
か
そ
れ
と
も
前
進
か
の
選
択
で
す
の
で
、
猛
烈
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。
毛
沢
東
と
指
導
者
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
幻
惑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
度

は
、「
全
国
は
こ
れ
に
学
べ
」
と
号
令
を
か
け
た
の
で
す
。
大
躍
進
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
」

と
の
農
民
の
自
発
的
運
動
に
強
く
動
か
さ
れ
た
と
い
う
経
済
躍
進
学
説
は
成
立
し
な
い
。 

 

李
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
社
会
主
義
建
設
の
樹
立
に
よ
り
往

時
の
中
華
帝
国
の
偉
大
さ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
前
近
代
的
な
皇
帝
感
覚
を
抱
い
た
毛
沢
東

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
巨
大
な
社
会
主
義
建
設
の
理
想
実
現
の
論
理
な
の
で
あ
っ
た
。 

ソ
連
か
ら
帰
国
し
た
毛
沢
東
は
、
た
だ
ち
に
農
業
と
工
業
の
急
速
な
発
展
ー
「
大
躍
進
」

の
計
画
と
実
行
に
取
り
か
か
っ
た
。
李
氏
は
そ
の
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
党
中
央
幹
部
と

毛
沢
東
の
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
南
寧
会
議
に
は
党
中
央
と
党
地
方
の
指
導
者
た
ち
が
出
席
し
た
。
開
会
日
の
一
九
五
八

年
一
月
十
一
日
か
ら
雰
囲
気
は
緊
張
が
み
な
ぎ
っ
た
。
党
中
央
の
計
画
立
案
者
の
大
多
数
は

十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
く
と
い
う
毛
沢
東
の
目
標
を
わ
か
ち
あ
わ
な
か
っ
た
。
毛
は

十
一
日
の
大
半
を
費
や
し
て
計
画
、
立
案
、
財
政
に
責
任
を
持
つ
慎
重
派
の
指
導
者
を
攻
撃

し
つ
づ
け
た
。
主
席
の
鞭
を
ま
ぬ
か
れ
え
た
者
は
数
少
な
か
っ
た
。
周
恩
来
首
相
、
陳
雲
副

首
相
す
ら
批
判
さ
れ
た
。
」
（
一
三
）。 

「
南
寧
会
議
は
、
主
席
が
つ
ぎ
の
数
週
間
に
招
集
す
る
一
連
の
会
議
の
ひ
と
つ
の
会
議
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
毛
沢
東
は
党
を
ま
と
め
る
の
に
叱
咤
す
る
か
と
思
え

ば
な
だ
め
す
か
し
、
あ
る
い
は
い
び
る
。
ま
ず
ど
こ
か
の
党
地
方
幹
部
、
つ
い
で
党
中
央
の

計
画
立
案
者
に
対
し
て
な
ぜ
足
を
ひ
き
ず
り
つ
つ
の
ろ
の
ろ
と
国
家
の
前
進
を
ひ
き
も
ど
そ

う
と
す
る
の
か
と
非
難
す
る
の
だ
っ
た
。
が
、
そ
ん
な
会
議
が
閉
幕
す
る
た
び
ご
と
に
、
農

産
物
や
工
業
製
品
の
目
標
は
決
ま
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五
八
年

五
月
、
第
八
回
党
大
会
第
二
回
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、「
大
躍
進
」
へ
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
」
（
一
四
）。 

以
上
に
引
用
し
た
李
氏
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め

に
、
党
幹
部
に
対
し
て
、
叱
咤
と
激
励
と
い
う
、
飴
と
鞭
の
術
策
を
駆
使
し
た
と
言
う
。 

そ
し
て
ま
た
李
氏
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
両
面

思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
自
己
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
信
念
を
慎
重
姿
勢
の
態
度
を

と
る
共
産
党
幹
部
に
押
し
付
け
て
、「
大
躍
進
」
の
政
策
を
強
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

「
成
都
会
議
は
一
九
五
八
年
三
月
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
た
。
そ
れ
は
南
寧

会
議
の
延
長
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
経
済
発
展
に
責
任
を
持
つ
党
指
導
者
を
批
判
か
つ
激
励
し

た
。
か
れ
は
い
な
な
お
十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
く
と
い
う
計
画
に
党
側
を
同
調
さ
せ

よ
う
と
し
て
お
り
、
党
の
立
て
る
計
画
が
生
産
目
標
は
低
す
ぎ
て
計
画
立
案
者
が
慎
重
す
ぎ

る
と
思
っ
て
い
た
。・
・
・
成
都
で
主
席
と
か
わ
し
た
や
り
と
り
の
な
か
で
、
こ
の
国
に
は
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
け
て
い
る
と
毛
は
指
摘
し
、
党
幹
部
は
「
奴
隷
根
性
を
持
っ
た
一
段
の

無
気
力
者
」
と
断
じ
た
。
党
の
エ
リ
ー
ト
に
こ
そ
も
っ
と
勇
気
と
決
断
力
を
も
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
だ
。
ソ
連
モ
デ
ル
へ
の
盲
従
、
無
自
覚
、
マ
ル
ク
ス
の
呪
文
的
な
復
誦
が
毛
沢

東
の
よ
り
気
に
く
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ち
い
ち
書
物
に
則
し

て
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
一
語
半
句
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
し
な
が
ら
」
。
・
・
・
今
は

マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔

子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て,

国
家
が
前
進
す
る
の
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
。
毛
沢

東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
行
っ
た
の
は
正
し
い
と
思

っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、

社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
。
」
（
一
五
）
と
、
李
氏
は

マ
ル
ク
ス
理
論
を
批
判
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
を
持
ち
あ
げ
て
支
持
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
途
方
も
な
い
経
済
の
大
発
展
計
画
を
党
中
央
幹
部
に
強
制
す
る

た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
に
忠
実
に
計
画
経
済
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
慎
重
派
を
、

ソ
連
モ
デ
ル
＝
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
盲
従
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
否
定
し
て
、
反
対

派
＝
穏
健
派
＝
右
派
分
子
を
力
で
捩
じ
伏
せ
て
、
大
躍
進
を
強
行
し
て
い
っ
た
。 

 

し
か
し
他
方
で
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
実
現
に
尚
も
党
に
依
存
し
て
い
た
。
李
氏
に
よ
る
と
、 

「
し
か
し
な
が
ら
成
都
で
は
毛
沢
東
は
自
分
の
意
思
を
実
現
さ
せ
る
の
に
い
ま
な
お
党
に

寄
り
か
か
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
慎
重
な
態
度
を
説
い
た
り
す
る
者
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
ま

た
も
や
攻
撃
を
か
け
て
批
判
し
、
一
同
に
分
か
る
よ
う
な
言
葉
で
、「
急
進
な
前
進
」
と
い
う

主
張
に
反
対
す
る
者
は
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
右
派
分
子
な
る
ぞ
と
論

じ
た
。
計
画
経
済
立
案
者
を
馬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
鞭
打
ち
、
よ
り
早
く
走
ら
せ
よ
う
と
し

た
。「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か
か
げ
よ
、
も
っ
と
大
き
な
、
も
っ
と
早
い
、
も
っ
と

よ
い
、
も
っ
と
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
社
会
主
義
を
建
設
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」（
一
六
）
と
、
今
度
は
逆
に
マ
ル
ク
ス
を
持
ち
あ
げ
て

自
己
に
反
対
す
る
者
を
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
＝
右
派
分
子
と
恫
喝
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 

穏
健
な
社
会
主
義
建
設
を
主
張
す
る
主
流
派
に
対
し
て
、
自
己
の
急
進
的
政
策
の
理
想
実

現
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
、
縦
横
無
尽
に
マ
ル
ク
ス
を
否
定
し
た
り
肯
定
し
た
り
し
て
、
党

全
体
に
「
大
躍
進
」
に
服
従
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
行
く
。
こ
の
論
理
一
貫
性
の
な
い
戦
術
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李
氏
が
指
摘
し
た
一
九
五
七
年
七
月
の
毛
沢
東
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
は
、

毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
観
―
社
会
主
義
志
向
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る

近
代
的
農
工
業
の
建
設
ー
の
主
張
と
は
、「
大
躍
進
」
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
提
唱
し
た
大
躍
進
政
策
は
、
党
内
の
集
団
指
導
体
制
・
官
僚
主
義
批
判

を
テ
ー
マ
と
し
た
整
風
運
動
に
よ
る
党
内
主
流
派
追
放
の
失
敗
を
反
省
し
た
、
毛
沢
東
の
第

二
弾
の
権
力
闘
争
政
策
で
あ
る
。
劉
少
奇
等
の
理
想
と
し
た
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設

路
線
に
対
す
る
経
済
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
主
流
派
打
倒
＝
反
右
派
攻
撃
の
経
済
政
策
で
あ
っ

た
。
こ
の
指
摘
は
、
渡
辺
氏
を
除
い
た
野
村
・
徳
田
・
竹
内
・
久
保
・
青
木
・
藤
川
氏
等
の

従
来
の
研
究
者
の
大
躍
進
政
策
へ
の
主
張
に
は
、
全
く
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ソ
連
は
、
一
九
五
七
年
十
一
月
、
建
国
四
十
周
年
を
祝
う
こ
と
に
な
り
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

第
一
書
記
は
、
全
世
界
の
共
産
党
首
脳
を
モ
ス
ク
ワ
に
招
待
し
た
。
李
志
綏
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
時
に
モ
ス
ク
ワ
で
演
説
し
た
毛
沢
東
は
、
「
大
躍
進
」
を
展
開
す
る
前
触
れ
と
し
て
、
「

各
国
代
表
の
前
で
、
十
五
年
以
内
に
ソ
連
は
鉄
鋼
を
は
じ
め
他
の
主
要
な
工
業
製
品
の
生
産

で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
、
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
ぬ
く
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
。
・
・
・
」

（
一
一
）
と
述
べ
た
と
言
う
。
ま
た
毛
沢
東
は
、「
毛
沢
東
は
鉄
鋼
こ
そ
経
済
発
展
の
基
本
的

な
指
針
と
み
な
し
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
生
産
増
強
の
必
要
性
を
説
い
た
。「
わ
が
国
は
鉄
鋼

の
生
産
が
あ
ま
り
に
す
く
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
物
質
的
な
力
の
増

強
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
人
々
は
わ
れ
わ
れ
を
見
く
だ
す
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
一
一
）
と
も
述
べ
て
い
た
、
と
言
う
。 

大
躍
進
は
、
欧
米
資
本
主
義
に
対
抗
し
て
社
会
主
義
の
優
位
性
を
主
張
す
る
政
策
と
し
て

発
動
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
理
想
で
あ
る
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主

義
路
線
批
判
へ
の
権
力
闘
争
で
あ
る
。
従
っ
て
渡
辺
氏
の
主
張
が
正
し
く
、
久
保
氏
等
の
「

政
治
的
経
済
的
行
詰
ま
り
の
打
開
策
で
あ
り
、
中
ソ
対
立
の
激
化
に
起
因
し
た
ソ
連
モ
デ
ル

と
異
な
る
中
国
型
社
会
主
義
建
設
」
と
す
る
学
説
は
成
立
し
な
い
。
そ
し
て
李
氏
は
、 

「
し
か
し
毛
沢
東
の
演
説
は
、
私
と
深
夜
に
か
わ
す
雑
談
に
似
て
、
決
し
て
く
だ
ら
な
い

放
言
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
新
た
な
戦
略
が
そ
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
「
大
躍
進
」

ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
最
た
る
も
の
、
し
か
も
主
席
が
打
ち
出
し
た
あ
ら
う
る
政
策
の
う
ち
も
っ

と
も
指
導
の
あ
や
ま
っ
た
も
の
ー
の
種
子
が
ま
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
」（
一
二
）
と
述
べ
て
い

る
。
従
っ
て
野
村
氏
の
「
大
躍
進
ー
公
社
化
運
動
は
、
数
億
の
人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
偉

大
な
社
会
運
動
と
し
て
、
基
本
的
に
肯
定
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
と
言
う
主

張
や
、
青
木
・
藤
川
氏
の
「
飢
餓
か
そ
れ
と
も
前
進
か
の
選
択
で
す
の
で
、
猛
烈
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。
毛
沢
東
と
指
導
者
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
幻
惑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
度

は
、「
全
国
は
こ
れ
に
学
べ
」
と
号
令
を
か
け
た
の
で
す
。
大
躍
進
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
」

と
の
農
民
の
自
発
的
運
動
に
強
く
動
か
さ
れ
た
と
い
う
経
済
躍
進
学
説
は
成
立
し
な
い
。 

 

李
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
社
会
主
義
建
設
の
樹
立
に
よ
り
往

時
の
中
華
帝
国
の
偉
大
さ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
前
近
代
的
な
皇
帝
感
覚
を
抱
い
た
毛
沢
東

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
巨
大
な
社
会
主
義
建
設
の
理
想
実
現
の
論
理
な
の
で
あ
っ
た
。 

ソ
連
か
ら
帰
国
し
た
毛
沢
東
は
、
た
だ
ち
に
農
業
と
工
業
の
急
速
な
発
展
ー
「
大
躍
進
」

の
計
画
と
実
行
に
取
り
か
か
っ
た
。
李
氏
は
そ
の
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
党
中
央
幹
部
と

毛
沢
東
の
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
南
寧
会
議
に
は
党
中
央
と
党
地
方
の
指
導
者
た
ち
が
出
席
し
た
。
開
会
日
の
一
九
五
八

年
一
月
十
一
日
か
ら
雰
囲
気
は
緊
張
が
み
な
ぎ
っ
た
。
党
中
央
の
計
画
立
案
者
の
大
多
数
は

十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
く
と
い
う
毛
沢
東
の
目
標
を
わ
か
ち
あ
わ
な
か
っ
た
。
毛
は

十
一
日
の
大
半
を
費
や
し
て
計
画
、
立
案
、
財
政
に
責
任
を
持
つ
慎
重
派
の
指
導
者
を
攻
撃

し
つ
づ
け
た
。
主
席
の
鞭
を
ま
ぬ
か
れ
え
た
者
は
数
少
な
か
っ
た
。
周
恩
来
首
相
、
陳
雲
副

首
相
す
ら
批
判
さ
れ
た
。
」
（
一
三
）。 

「
南
寧
会
議
は
、
主
席
が
つ
ぎ
の
数
週
間
に
招
集
す
る
一
連
の
会
議
の
ひ
と
つ
の
会
議
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
毛
沢
東
は
党
を
ま
と
め
る
の
に
叱
咤
す
る
か
と
思
え

ば
な
だ
め
す
か
し
、
あ
る
い
は
い
び
る
。
ま
ず
ど
こ
か
の
党
地
方
幹
部
、
つ
い
で
党
中
央
の

計
画
立
案
者
に
対
し
て
な
ぜ
足
を
ひ
き
ず
り
つ
つ
の
ろ
の
ろ
と
国
家
の
前
進
を
ひ
き
も
ど
そ

う
と
す
る
の
か
と
非
難
す
る
の
だ
っ
た
。
が
、
そ
ん
な
会
議
が
閉
幕
す
る
た
び
ご
と
に
、
農

産
物
や
工
業
製
品
の
目
標
は
決
ま
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五
八
年

五
月
、
第
八
回
党
大
会
第
二
回
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、「
大
躍
進
」
へ
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
」
（
一
四
）。 

以
上
に
引
用
し
た
李
氏
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め

に
、
党
幹
部
に
対
し
て
、
叱
咤
と
激
励
と
い
う
、
飴
と
鞭
の
術
策
を
駆
使
し
た
と
言
う
。 

そ
し
て
ま
た
李
氏
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
両
面

思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
自
己
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
信
念
を
慎
重
姿
勢
の
態
度
を

と
る
共
産
党
幹
部
に
押
し
付
け
て
、「
大
躍
進
」
の
政
策
を
強
行
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

「
成
都
会
議
は
一
九
五
八
年
三
月
八
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
た
。
そ
れ
は
南
寧

会
議
の
延
長
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
経
済
発
展
に
責
任
を
持
つ
党
指
導
者
を
批
判
か
つ
激
励
し

た
。
か
れ
は
い
な
な
お
十
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
く
と
い
う
計
画
に
党
側
を
同
調
さ
せ

よ
う
と
し
て
お
り
、
党
の
立
て
る
計
画
が
生
産
目
標
は
低
す
ぎ
て
計
画
立
案
者
が
慎
重
す
ぎ

る
と
思
っ
て
い
た
。・
・
・
成
都
で
主
席
と
か
わ
し
た
や
り
と
り
の
な
か
で
、
こ
の
国
に
は
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
欠
け
て
い
る
と
毛
は
指
摘
し
、
党
幹
部
は
「
奴
隷
根
性
を
持
っ
た
一
段
の

無
気
力
者
」
と
断
じ
た
。
党
の
エ
リ
ー
ト
に
こ
そ
も
っ
と
勇
気
と
決
断
力
を
も
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
だ
。
ソ
連
モ
デ
ル
へ
の
盲
従
、
無
自
覚
、
マ
ル
ク
ス
の
呪
文
的
な
復
誦
が
毛
沢

東
の
よ
り
気
に
く
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ち
い
ち
書
物
に
則
し

て
や
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
。
一
語
半
句
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
し
な
が
ら
」
。
・
・
・
今
は

マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔

子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て,

国
家
が
前
進
す
る
の
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
。
毛
沢

東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
行
っ
た
の
は
正
し
い
と
思

っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、

社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
。
」
（
一
五
）
と
、
李
氏
は

マ
ル
ク
ス
理
論
を
批
判
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
を
持
ち
あ
げ
て
支
持
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
途
方
も
な
い
経
済
の
大
発
展
計
画
を
党
中
央
幹
部
に
強
制
す
る

た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
に
忠
実
に
計
画
経
済
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
慎
重
派
を
、

ソ
連
モ
デ
ル
＝
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
盲
従
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
否
定
し
て
、
反
対

派
＝
穏
健
派
＝
右
派
分
子
を
力
で
捩
じ
伏
せ
て
、
大
躍
進
を
強
行
し
て
い
っ
た
。 

 

し
か
し
他
方
で
毛
沢
東
は
、
大
躍
進
実
現
に
尚
も
党
に
依
存
し
て
い
た
。
李
氏
に
よ
る
と
、 

「
し
か
し
な
が
ら
成
都
で
は
毛
沢
東
は
自
分
の
意
思
を
実
現
さ
せ
る
の
に
い
ま
な
お
党
に

寄
り
か
か
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
慎
重
な
態
度
を
説
い
た
り
す
る
者
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
ま

た
も
や
攻
撃
を
か
け
て
批
判
し
、
一
同
に
分
か
る
よ
う
な
言
葉
で
、「
急
進
な
前
進
」
と
い
う

主
張
に
反
対
す
る
者
は
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
右
派
分
子
な
る
ぞ
と
論

じ
た
。
計
画
経
済
立
案
者
を
馬
で
あ
る
か
の
よ
う
に
鞭
打
ち
、
よ
り
早
く
走
ら
せ
よ
う
と
し

た
。「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か
か
げ
よ
、
も
っ
と
大
き
な
、
も
っ
と
早
い
、
も
っ
と

よ
い
、
も
っ
と
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
社
会
主
義
を
建
設
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」（
一
六
）
と
、
今
度
は
逆
に
マ
ル
ク
ス
を
持
ち
あ
げ
て

自
己
に
反
対
す
る
者
を
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
＝
右
派
分
子
と
恫
喝
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 

穏
健
な
社
会
主
義
建
設
を
主
張
す
る
主
流
派
に
対
し
て
、
自
己
の
急
進
的
政
策
の
理
想
実

現
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
、
縦
横
無
尽
に
マ
ル
ク
ス
を
否
定
し
た
り
肯
定
し
た
り
し
て
、
党

全
体
に
「
大
躍
進
」
に
服
従
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
行
く
。
こ
の
論
理
一
貫
性
の
な
い
戦
術

「大躍進」と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（三）― 205（46）



め
の
党
内
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
と
し
て
見
て
い
な
い
。 

②
大
躍
進
と
人
民
公
社
は
、
何
故
に
失
敗
し
た
の
に
つ
い
て
の
追
及
が
な
い
。
毛
沢
東
は
政

治
責
任
を
痛
感
し
て
い
た
と
言
う
が
、
事
実
は
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。 

③
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
は
、
大
躍
進
の
失
敗
の
政
治
責
任
の
自
省
し
た
「
責
任
を
と
っ

て
の
辞
職
」
で
は
な
い
と
言
う
。
し
か
し
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
意
思
は
、
一
九
五
六

年
の
第
八
回
党
大
会
以
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
誤
解
が
あ
る
。 

徳
田
教
之
氏
は
、
「
大
躍
進
運
動
、
人
民
公
社
化
運
動
は
、
そ
こ
に
包
含
さ
れ
た
精
神
論
、

運
動
論
、
制
度
論
、
理
念
論
な
ど
の
諸
側
面
に
お
い
て
、
毛
沢
東
の
思
想
が
開
花
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。・
・
・
し
か
し
、
そ
も
そ
も
過
度
の
大
衆
動
員
の
長
期
的
持
続
は
困
難

で
あ
っ
た
し
、
次
第
に
現
れ
て
き
た
政
策
自
体
に
含
ま
れ
る
多
く
の
欠
陥
に
よ
っ
て
、
動
員

体
制
と
し
て
の
大
躍
進
運
動
は
、
一
九
五
八
年
末
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
大

躍
進
の
失
敗
は
、
政
策
自
身
の
欠
陥
と
理
解
し
て
い
る
（
二
）。 

①
徳
田
氏
は
、
毛
沢
東
の
思
想
と
は
何
か
と
い
う
重
要
問
題
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
述
べ

て
い
な
い
。
ま
た
劉
少
奇
ら
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
の
政
策
と
は
み
て
い
な
い
。 

②
ま
た
何
故
に
大
躍
進
は
失
敗
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
原
因
へ
の
深
い
追
及
が
な
い
。
政
策

自
体
の
欠
陥
と
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
構
造
的
内
容
が
不
明
で
あ
る
。 

山
内
一
男
氏
は
、
大
躍
進
運
動
を
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
と
は
見
て
い
な
い
（
三
）。 

竹
内
実
氏
は
、
「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、

そ
し
て
全
国
の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ

た
、・
・
・
」
（
四
）
と
述
べ
る
。 

①
竹
内
実
氏
の
説
明
は
、
事
実
関
係
の
指
摘
で
あ
り
、
政
策
変
更
の
原
因
の
追
及
が
な
い
。 

②
竹
内
氏
は
、
一
連
の
運
動
を
共
産
党
全
体
の
闘
争
と
理
解
し
て
お
り
、
毛
沢
東
の
発
動
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
運
動
の
中
に
、
党
内
の
権
力
闘
争
を
認
識
し
て
い
な
い
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
人
民
公
社
と
大
躍
進
の
具
体
的
事
実
過
程
と
失
敗
で
あ
っ
た
結
果
を
概

観
し
て
い
る
が
、
何
故
に
毛
沢
東
が
こ
の
運
動
を
起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
の
指
摘
と
失

敗
の
原
因
の
指
摘
が
な
い
（
五
）。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、「
反
右
派
闘
争
を
経
て
「
反
冒
進
」
を
吹
き
飛
ば
す
毛
沢
東
の
激
し
い
反

撃
が
始
ま
り
、
中
国
は
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
化
運
動
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。

反
右
派
闘
争
の
反
暴
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
再
び
暴
進
の
方
向
へ
と
毛
沢
東
を
走
ら
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
六
）。
渡
辺
氏
は
、
大
躍
進
運
動
を
毛
沢
東
の
暴
走
を
否
定
す

る
党
内
主
流
派
＝
右
派
へ
の
反
撃
と
見
做
し
て
い
る
。
注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
大

躍
進
や
人
民
公
社
運
動
の
結
末
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

久
保
亨
氏
は
、
大
躍
進
の
意
義
に
つ
い
て
、「
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
に
よ
っ
て
共
産

党
政
権
の
政
治
的
経
済
的
な
行
詰
り
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東
ら
が
、
次
第
に
ソ
連
と

の
対
立
を
深
め
な
が
ら
従
来
の
ソ
連
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
社
会
主
義
を
模
索
し
、
突
き
進
ん

だ
の
が
大
躍
進
運
動
で
あ
っ
た
。
・
・
・
し
か
し
結
末
は
惨
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
土
法
製

鋼
」
に
よ
る
鉄
は
低
品
質
で
役
に
立
た
な
か
っ
た
し
、「
深
耕
密
植
」
は
土
質
の
悪
化
と
病
虫

害
の
蔓
延
を
招
い
た
。
増
産
達
成
と
い
う
各
地
の
報
告
は
、
虚
偽
に
満
ち
た
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
資
源
と
労
働
力
が
た
い
へ
ん
な
規
模
で
浪
費
さ
れ
、
工
業
は
崩

壊
の
危
機
に
瀕
し
た
。
食
料
も
物
資
も
不
足
し
た
こ
の
時
期
、
農
村
部
を
中
心
に
二
千
万
人

が
栄
養
失
調
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
躍
進
政
策
に
対
し
て
批
判
が
噴

出
し
た
。
さ
す
が
に
そ
う
し
た
批
判
を
あ
る
程
度
は
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
毛
沢
東

は
、
一
九
五
九
年
四
月
、
劉
小
埼
と
国
家
主
席
の
座
を
交
代
し
て
い
る
。
」（
七
）
と
述
べ
る
。 

①
久
保
氏
は
、
共
産
党
政
権
の
政
治
的
経
済
的
な
行
詰
ま
り
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東

等
が
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
と
異
な
る
社
会
主
義
の
模
索
を
し
た
政
策
と
理
解
し
て
い

る
。
中
ソ
対
立
の
悪
化
が
大
躍
進
に
突
入
さ
せ
た
と
主
張
し
て
い
て
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派

と
の
社
会
主
義
建
設
路
線
の
相
違
に
由
来
す
る
党
内
の
権
力
闘
争
と
は
見
て
い
な
い
。 

②
大
躍
進
失
敗
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
は
、
大
躍
進
失
敗
に
よ

る
引
責
辞
任
と
す
る
。
野
村
氏
の
主
張
と
は
異
な
る
。
真
相
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
大
躍
進
運
動
の
学
説
に
対
し
て
、
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
毛
沢

東
は
必
死
で
農
民
を
説
得
し
ま
し
た
。
「
農
村
で
は
現
金
は
都
市
ほ
ど
必
要
で
は
な
い
・
・
・

、
国
防
・
重
工
業
は
中
国
の
死
命
を
制
す
る
」
。
心
底
幻
滅
し
た
農
民
の
な
か
に
は
、
国
を
頼

れ
な
い
な
ら
自
分
達
で
や
る
と
、
凶
作
地
帯
を
中
心
に
、
農
業
に
と
っ
て
重
要
な
生
産
投
資

で
あ
る
水
利
灌
漑
工
事
を
自
分
た
ち
の
無
償
労
働
で
始
め
る
も
の
が
現
れ
ま
し
た
。
飢
餓
か

そ
れ
と
も
前
進
か
の
選
択
で
す
の
で
、
猛
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
毛
沢
東
と
指
導
者
は
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
幻
惑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
度
は
、「
全
国
は
こ
れ
に
学
べ
」
と
号
令

を
か
け
た
の
で
す
。
大
躍
進
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
計
画
な
ど
く
そ
食
ら
え
。
農
業
集
団

は
も
っ
と
大
量
に
人
々
を
動
員
で
き
る
巨
大
な
人
民
公
社
へ
。
何
億
と
い
う
労
働
力
が
農
地

を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
水
利
工
事
へ
、
さ
ら
に
土
法
製
鉄
に
、
農
具
生
産
へ
と
繰
り
出
し
ま

し
た
。
技
術
が
低
い
農
業
は
そ
れ
だ
け
人
手
を
要
し
ま
す
。
当
時
の
中
国
で
は
農
繁
期
に
は

農
村
労
働
力
の
九
〇
％
以
上
を
投
入
し
な
け
れ
ば
農
業
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
大
躍
進
は
、

数
千
万
人
の
餓
死
者
を
出
し
て
崩
壊
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
天
災
で
は
な
く
人
災
で
あ
り
ま

し
た
。
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、
一
般
的
学
説
と
は
逆
に
、

大
躍
進
運
動
は
、
農
民
の
自
発
的
運
動
に
動
か
さ
れ
た
毛
沢
東
等
共
産
党
幹
部
の
経
済
向
上

政
策
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
毛
沢
東
の
党
内
で
の
権
力
闘
争
と
理
解
し
て
い
な
い
。 

以
上
の
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
研
究
史
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
総
論
を
述
べ
た
い
。 

①
毛
沢
東
は
、
一
体
、
何
故
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
を
発
動
し
た
の
か
、
全
く
不
明
で

あ
る
。
社
会
主
義
建
設
理
論
を
巡
る
党
内
主
流
派
と
の
路
線
対
立
や
政
治
権
力
闘
争
と
主
張

す
る
研
究
者
は
、
渡
辺
氏
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
研
究
者
に
は
希
薄
で
あ
る
。 

②
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
は
、
毛
沢
東
の
ユ
ニ
ー
ク
な
理
想
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
失
敗

で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
、
研
究
史
の
一
般
的
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
に
失
敗
に
帰
し
た

の
か
、
そ
の
構
造
論
的
な
原
因
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
人
民
公
社
の
失
敗
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
研
究
者
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

 

二 

「
大
躍
進
」
政
策
の
発
動 

 

毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
に
よ
り
ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
少

奇
・
鄧
小
平
等
を
官
僚
主
義
・
セ
ク
ト
主
義
と
批
判
し
た
が
、
党
外
に
追
放
で
き
な
か
っ
た
。

毛
沢
東
は
、
今
度
は
、
欧
米
の
高
度
な
生
産
力
の
増
強
を
基
礎
に
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
原
則

に
基
づ
く
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
し
て
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派

よ
り
主
導
権
を
奪
取
す
る
権
力
闘
争
に
戦
術
を
切
り
替
え
た
（
九
）。
李
志
綏
氏
は
、
毛
沢
東

の
新
た
な
党
内
の
反
右
派
闘
争
の
戦
略
に
つ
い
て
、 

「
わ
れ
わ
れ
が
青
島
入
り
し
て
ま
も
な
い
七
月
十
七
日
、
各
省
各
市
党
地
方
委
員
会
書
記

を
集
め
て
の
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
展
開
中
の
反
右
派
闘
争
を
中
心
と
し
た
問
題
や
、
社
会
主

義
へ
の
転
換
を
い
か
に
行
な
う
べ
き
か
に
関
し
数
日
間
に
わ
た
る
議
論
が
つ
づ
い
た
。
人
民

日
報
は
「
一
九
五
七
年
の
夏
季
の
政
治
情
勢
」
と
題
し
た
会
議
で
の
報
告
を
掲
載
し
た
。
そ

れ
は
右
派
に
対
す
る
新
た
な
攻
撃
で
あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
ー
社
会
主
義
志
向

の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る
近
代
的
農
工
業
の
建
設
ー
を
く
り
返
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。・
・
・
か
く
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
一
九
五
三
年
を
起
点
と
し
て
四
〇
年
か
五
〇
年
以
内
に

、
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
追
い
越
し
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る
こ
と

だ
、
と
毛
沢
東
は
述
べ
た
。
何
か
が
毛
沢
東
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
で

あ
る
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 
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め
の
党
内
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
と
し
て
見
て
い
な
い
。 

②
大
躍
進
と
人
民
公
社
は
、
何
故
に
失
敗
し
た
の
に
つ
い
て
の
追
及
が
な
い
。
毛
沢
東
は
政

治
責
任
を
痛
感
し
て
い
た
と
言
う
が
、
事
実
は
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。 

③
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
は
、
大
躍
進
の
失
敗
の
政
治
責
任
の
自
省
し
た
「
責
任
を
と
っ

て
の
辞
職
」
で
は
な
い
と
言
う
。
し
か
し
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
の
意
思
は
、
一
九
五
六

年
の
第
八
回
党
大
会
以
前
に
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
誤
解
が
あ
る
。 

徳
田
教
之
氏
は
、
「
大
躍
進
運
動
、
人
民
公
社
化
運
動
は
、
そ
こ
に
包
含
さ
れ
た
精
神
論
、

運
動
論
、
制
度
論
、
理
念
論
な
ど
の
諸
側
面
に
お
い
て
、
毛
沢
東
の
思
想
が
開
花
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。・
・
・
し
か
し
、
そ
も
そ
も
過
度
の
大
衆
動
員
の
長
期
的
持
続
は
困
難

で
あ
っ
た
し
、
次
第
に
現
れ
て
き
た
政
策
自
体
に
含
ま
れ
る
多
く
の
欠
陥
に
よ
っ
て
、
動
員

体
制
と
し
て
の
大
躍
進
運
動
は
、
一
九
五
八
年
末
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
大

躍
進
の
失
敗
は
、
政
策
自
身
の
欠
陥
と
理
解
し
て
い
る
（
二
）。 

①
徳
田
氏
は
、
毛
沢
東
の
思
想
と
は
何
か
と
い
う
重
要
問
題
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
述
べ

て
い
な
い
。
ま
た
劉
少
奇
ら
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
の
政
策
と
は
み
て
い
な
い
。 

②
ま
た
何
故
に
大
躍
進
は
失
敗
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
原
因
へ
の
深
い
追
及
が
な
い
。
政
策

自
体
の
欠
陥
と
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
構
造
的
内
容
が
不
明
で
あ
る
。 

山
内
一
男
氏
は
、
大
躍
進
運
動
を
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
の
一
環
と
は
見
て
い
な
い
（
三
）。 

竹
内
実
氏
は
、
「
右
派
を
批
判
す
る
運
動
は
言
論
を
封
じ
た
。
こ
の
あ
と
、
大
躍
進
運
動
、

そ
し
て
全
国
の
人
民
公
社
化
が
展
開
し
た
。
こ
れ
が
ゆ
き
づ
ま
り
、
調
整
が
行
な
わ
れ

た
、・
・
・
」
（
四
）
と
述
べ
る
。 

①
竹
内
実
氏
の
説
明
は
、
事
実
関
係
の
指
摘
で
あ
り
、
政
策
変
更
の
原
因
の
追
及
が
な
い
。 

②
竹
内
氏
は
、
一
連
の
運
動
を
共
産
党
全
体
の
闘
争
と
理
解
し
て
お
り
、
毛
沢
東
の
発
動
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
運
動
の
中
に
、
党
内
の
権
力
闘
争
を
認
識
し
て
い
な
い
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
人
民
公
社
と
大
躍
進
の
具
体
的
事
実
過
程
と
失
敗
で
あ
っ
た
結
果
を
概

観
し
て
い
る
が
、
何
故
に
毛
沢
東
が
こ
の
運
動
を
起
こ
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
の
指
摘
と
失

敗
の
原
因
の
指
摘
が
な
い
（
五
）。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、「
反
右
派
闘
争
を
経
て
「
反
冒
進
」
を
吹
き
飛
ば
す
毛
沢
東
の
激
し
い
反

撃
が
始
ま
り
、
中
国
は
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
化
運
動
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。

反
右
派
闘
争
の
反
暴
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
再
び
暴
進
の
方
向
へ
と
毛
沢
東
を
走
ら
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
六
）。
渡
辺
氏
は
、
大
躍
進
運
動
を
毛
沢
東
の
暴
走
を
否
定
す

る
党
内
主
流
派
＝
右
派
へ
の
反
撃
と
見
做
し
て
い
る
。
注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
大

躍
進
や
人
民
公
社
運
動
の
結
末
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

久
保
亨
氏
は
、
大
躍
進
の
意
義
に
つ
い
て
、「
急
進
的
な
社
会
主
義
化
政
策
に
よ
っ
て
共
産

党
政
権
の
政
治
的
経
済
的
な
行
詰
り
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東
ら
が
、
次
第
に
ソ
連
と

の
対
立
を
深
め
な
が
ら
従
来
の
ソ
連
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
社
会
主
義
を
模
索
し
、
突
き
進
ん

だ
の
が
大
躍
進
運
動
で
あ
っ
た
。
・
・
・
し
か
し
結
末
は
惨
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
土
法
製

鋼
」
に
よ
る
鉄
は
低
品
質
で
役
に
立
た
な
か
っ
た
し
、「
深
耕
密
植
」
は
土
質
の
悪
化
と
病
虫

害
の
蔓
延
を
招
い
た
。
増
産
達
成
と
い
う
各
地
の
報
告
は
、
虚
偽
に
満
ち
た
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
資
源
と
労
働
力
が
た
い
へ
ん
な
規
模
で
浪
費
さ
れ
、
工
業
は
崩

壊
の
危
機
に
瀕
し
た
。
食
料
も
物
資
も
不
足
し
た
こ
の
時
期
、
農
村
部
を
中
心
に
二
千
万
人

が
栄
養
失
調
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
躍
進
政
策
に
対
し
て
批
判
が
噴

出
し
た
。
さ
す
が
に
そ
う
し
た
批
判
を
あ
る
程
度
は
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
毛
沢
東

は
、
一
九
五
九
年
四
月
、
劉
小
埼
と
国
家
主
席
の
座
を
交
代
し
て
い
る
。
」（
七
）
と
述
べ
る
。 

①
久
保
氏
は
、
共
産
党
政
権
の
政
治
的
経
済
的
な
行
詰
ま
り
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
毛
沢
東

等
が
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
と
異
な
る
社
会
主
義
の
模
索
を
し
た
政
策
と
理
解
し
て
い

る
。
中
ソ
対
立
の
悪
化
が
大
躍
進
に
突
入
さ
せ
た
と
主
張
し
て
い
て
、
劉
少
奇
等
の
主
流
派

と
の
社
会
主
義
建
設
路
線
の
相
違
に
由
来
す
る
党
内
の
権
力
闘
争
と
は
見
て
い
な
い
。 

②
大
躍
進
失
敗
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
国
家
主
席
辞
任
は
、
大
躍
進
失
敗
に
よ

る
引
責
辞
任
と
す
る
。
野
村
氏
の
主
張
と
は
異
な
る
。
真
相
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
大
躍
進
運
動
の
学
説
に
対
し
て
、
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、「
毛
沢

東
は
必
死
で
農
民
を
説
得
し
ま
し
た
。
「
農
村
で
は
現
金
は
都
市
ほ
ど
必
要
で
は
な
い
・
・
・

、
国
防
・
重
工
業
は
中
国
の
死
命
を
制
す
る
」
。
心
底
幻
滅
し
た
農
民
の
な
か
に
は
、
国
を
頼

れ
な
い
な
ら
自
分
達
で
や
る
と
、
凶
作
地
帯
を
中
心
に
、
農
業
に
と
っ
て
重
要
な
生
産
投
資

で
あ
る
水
利
灌
漑
工
事
を
自
分
た
ち
の
無
償
労
働
で
始
め
る
も
の
が
現
れ
ま
し
た
。
飢
餓
か

そ
れ
と
も
前
進
か
の
選
択
で
す
の
で
、
猛
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
毛
沢
東
と
指
導
者
は
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
幻
惑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
度
は
、「
全
国
は
こ
れ
に
学
べ
」
と
号
令

を
か
け
た
の
で
す
。
大
躍
進
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
計
画
な
ど
く
そ
食
ら
え
。
農
業
集
団

は
も
っ
と
大
量
に
人
々
を
動
員
で
き
る
巨
大
な
人
民
公
社
へ
。
何
億
と
い
う
労
働
力
が
農
地

を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、
水
利
工
事
へ
、
さ
ら
に
土
法
製
鉄
に
、
農
具
生
産
へ
と
繰
り
出
し
ま

し
た
。
技
術
が
低
い
農
業
は
そ
れ
だ
け
人
手
を
要
し
ま
す
。
当
時
の
中
国
で
は
農
繁
期
に
は

農
村
労
働
力
の
九
〇
％
以
上
を
投
入
し
な
け
れ
ば
農
業
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
大
躍
進
は
、

数
千
万
人
の
餓
死
者
を
出
し
て
崩
壊
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
天
災
で
は
な
く
人
災
で
あ
り
ま

し
た
。
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、
一
般
的
学
説
と
は
逆
に
、

大
躍
進
運
動
は
、
農
民
の
自
発
的
運
動
に
動
か
さ
れ
た
毛
沢
東
等
共
産
党
幹
部
の
経
済
向
上

政
策
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
毛
沢
東
の
党
内
で
の
権
力
闘
争
と
理
解
し
て
い
な
い
。 

以
上
の
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
の
研
究
史
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
総
論
を
述
べ
た
い
。 

①
毛
沢
東
は
、
一
体
、
何
故
に
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
を
発
動
し
た
の
か
、
全
く
不
明
で

あ
る
。
社
会
主
義
建
設
理
論
を
巡
る
党
内
主
流
派
と
の
路
線
対
立
や
政
治
権
力
闘
争
と
主
張

す
る
研
究
者
は
、
渡
辺
氏
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
研
究
者
に
は
希
薄
で
あ
る
。 

②
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
は
、
毛
沢
東
の
ユ
ニ
ー
ク
な
理
想
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
失
敗

で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
、
研
究
史
の
一
般
的
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
に
失
敗
に
帰
し
た

の
か
、
そ
の
構
造
論
的
な
原
因
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
人
民
公
社
の
失
敗
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
研
究
者
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

 

二 

「
大
躍
進
」
政
策
の
発
動 

 

毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
に
よ
り
ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
少

奇
・
鄧
小
平
等
を
官
僚
主
義
・
セ
ク
ト
主
義
と
批
判
し
た
が
、
党
外
に
追
放
で
き
な
か
っ
た
。

毛
沢
東
は
、
今
度
は
、
欧
米
の
高
度
な
生
産
力
の
増
強
を
基
礎
に
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
原
則

に
基
づ
く
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
し
て
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派

よ
り
主
導
権
を
奪
取
す
る
権
力
闘
争
に
戦
術
を
切
り
替
え
た
（
九
）。
李
志
綏
氏
は
、
毛
沢
東

の
新
た
な
党
内
の
反
右
派
闘
争
の
戦
略
に
つ
い
て
、 

「
わ
れ
わ
れ
が
青
島
入
り
し
て
ま
も
な
い
七
月
十
七
日
、
各
省
各
市
党
地
方
委
員
会
書
記

を
集
め
て
の
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
展
開
中
の
反
右
派
闘
争
を
中
心
と
し
た
問
題
や
、
社
会
主

義
へ
の
転
換
を
い
か
に
行
な
う
べ
き
か
に
関
し
数
日
間
に
わ
た
る
議
論
が
つ
づ
い
た
。
人
民

日
報
は
「
一
九
五
七
年
の
夏
季
の
政
治
情
勢
」
と
題
し
た
会
議
で
の
報
告
を
掲
載
し
た
。
そ

れ
は
右
派
に
対
す
る
新
た
な
攻
撃
で
あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
ー
社
会
主
義
志
向

の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る
近
代
的
農
工
業
の
建
設
ー
を
く
り
返
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。・
・
・
か
く
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
一
九
五
三
年
を
起
点
と
し
て
四
〇
年
か
五
〇
年
以
内
に

、
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
追
い
越
し
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る
こ
と

だ
、
と
毛
沢
東
は
述
べ
た
。
何
か
が
毛
沢
東
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
で

あ
る
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 
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れ
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問
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点
を
述
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と
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様
に
な
る
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進
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は
、
中
国
型
社
会
主
義
建
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を
特
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づ
け
る
べ
き
政
策
だ
が
、
歴
史
的
位
置

づ
け
が
困
難
で
あ
る
と
言
う
。
即
ち
毛
沢
東
の
党
内
主
流
派
よ
り
の
主
導
権
を
奪
回
す
る
た
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（Original Article）

 The Rectification Campaign and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (2) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
 
Mao Zedong led the rectification campaign with intellectuals outside the party on the subject of criticizing the 

Chinese Communist Party. Its purpose was his struggle to seize power from the party’s mainstream faction and to 

emasculate the decisions of the Eighth Party Congress by which a collective leadership system was established. 

Although intended to criticize the party’s bureaucracy and sectarianism, during the course of the development, the 

rectification campaign developed and expanded to criticize one-party dictatorship by the Communist Party and Mao 

Zedong. This enabled him to establish a temporary truce with the party’s right wing and to undertake oppression of 

the right-wing elements outside the party. The rapid development, from the confirmation of the rectification campaign 

which allowed criticizing the Communist Party with a purpose of attacking the party’s mainstream faction of Liu 

Shaoqi, Deng Xiaoping, and others to the denial (anti-right wing struggle movement), resulted from a complete 

failure of Mao Zedong’s struggle to seize power in the initial stage. It was a directional policy change designed to 

antagonize his supporters, attract his opponents on his side, and reverse hostile forces. Mao Zedong freely used the 

thought of Dui (dualist thought), a basic mode of thinking of Chinese people, for his struggle for political power, 

which was delicately exercised in a concrete manner in such policy changing processes. 

 

Key words: thought of Dui, struggle to seize power, rectification campaign, policy change, anti-right-wing struggle 
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付
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五
日
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 The Rectification Campaign and the Thought of Dui 
―Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (2) 
― 

Masaaki OGURA* 
 
 
Mao Zedong led the rectification campaign with intellectuals outside the party on the subject of criticizing the 

Chinese Communist Party. Its purpose was his struggle to seize power from the party’s mainstream faction and to 

emasculate the decisions of the Eighth Party Congress by which a collective leadership system was established. 

Although intended to criticize the party’s bureaucracy and sectarianism, during the course of the development, the 

rectification campaign developed and expanded to criticize one-party dictatorship by the Communist Party and Mao 

Zedong. This enabled him to establish a temporary truce with the party’s right wing and to undertake oppression of 

the right-wing elements outside the party. The rapid development, from the confirmation of the rectification campaign 

which allowed criticizing the Communist Party with a purpose of attacking the party’s mainstream faction of Liu 

Shaoqi, Deng Xiaoping, and others to the denial (anti-right wing struggle movement), resulted from a complete 

failure of Mao Zedong’s struggle to seize power in the initial stage. It was a directional policy change designed to 

antagonize his supporters, attract his opponents on his side, and reverse hostile forces. Mao Zedong freely used the 

thought of Dui (dualist thought), a basic mode of thinking of Chinese people, for his struggle for political power, 

which was delicately exercised in a concrete manner in such policy changing processes. 

 

Key words: thought of Dui, struggle to seize power, rectification campaign, policy change, anti-right-wing struggle 
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沢
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参
照
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資
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史
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猿
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影
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文
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追
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頁 
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照
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三
二
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参
照
） 
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三
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現
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国
経
済
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二
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五 
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学 
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木
浩
治 
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川
清
史 

制
作 
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式
会
社 

ジ
ー
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ス 

参
照
） 

（
三
一
）
『
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沢
東
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生
活
上
』( 

李
志
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春
文
庫 

三
三
一
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参
照
） 

（
三
二
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沢
東
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生
活
上
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春
文
庫 

三
四
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頁 

参
照
） 

（
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三
）
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活
上
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照
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日 

二
〇
一
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二
〇
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一
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日
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整風運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（二）― 211（40）



の
奪
権
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
を
決
議
し
た
「
総
路
線
」

を
骨
抜
き
に
し
て
、
党
内
主
流
派
よ
り
権
力
を
奪
い
返
す
た
め
に
、
改
め
て
新
た
な
権
力
闘

争
の
策
略
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
整
風
運
動
後
へ
の
毛
沢
東
の
新
た
な
戦
術
の
必
要
性
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
前
年
の

夏
、
知
識
人
に
よ
る
党
批
判
を
突
如
と
し
て
中
止
さ
せ
、
反
右
派
運
動
に
切
り
か
え
た
が
、

し
か
し
と
党
に
対
す
る
毛
の
信
頼
感
は
回
復
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。

党
中
央
の
主
流
派
幹
部
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
が
、
引
き
続
い
て
右
派
よ
り
奪
権
の
た
め

の
権
力
闘
争
の
新
し
い
火
種
＝
「
大
躍
進
」
運
動
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

お
わ
り
に 

 
 

以
上
に
述
べ
た
毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
の
顛
末
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以

下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
が
党
内
主
流
派
と
の
同
意
事
項
で
あ
る
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事

項
で
あ
る
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
下
で
の
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
否
定
し
て
、
自
己

の
理
想
と
し
た
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
主
導
権
を
取
り
戻
す
た
め
に
策
略
し
た
中
国
共
産

党
指
導
部
が
模
倣
し
た
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
を
打
倒
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
で
あ
っ
た
。 

②
党
内
右
派
の
官
僚
主
義
体
制
批
判
へ
の
攻
撃
目
標
に
目
標
を
絞
り
込
ん
だ
整
風
運
動
が
、

毛
沢
東
の
思
惑
と
違
い
、
共
産
党
批
判
や
毛
沢
東
個
人
へ
の
批
判
運
動
に
発
展
す
る
と
、
劉

劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
敵
対
勢
力
と
一
時
休
戦
し
て
手
を
組
み
、
毛
沢
東
は
急
遽
一
転
し
て

党
外
知
識
人
の
弾
圧
に
乗
り
出
す
反
右
派
闘
争
に
方
向
転
換
し
た
。 

③
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
こ
れ
を
否
定
す
る
、
一
八
〇
度
異
な
る
方
向
転
換
路
線

に
、
毛
沢
東
の
自
己
弁
護
論
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
両
面
思
考
性
ー

対
の
思
想
の
典
型
的
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
李
氏
が
言
う
よ
う
に
毛
沢
東

は
、「
曲
者
」
の
典
型
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
が
多
く
の
誤
っ
た
見
解

を
展
開
し
た
原
因
は
、
毛
沢
東
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想

を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
故
の
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

④
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
自
己
の
理
想
で
あ
る
中
国
型
社
会
主
義
建
設
路
線
を
め
ぐ
り
、
党
内

で
の
主
導
権
を
回
復
す
べ
く
、
党
内
主
流
派
＝
右
派
よ
り
奪
権
す
る
た
め
の
新
た
な
戦
略
＝

大
躍
進
運
動
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

「
Ⅱ
ー
八
新
中
国
の
ト
ッ
プ
・ 

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」
二
一
四
頁
ー
二
一
八
頁 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
二
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

岩
波
新
書
八
六 

一
一
六
頁
以
下 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
三
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

一
二
三
頁 

岩
波
新
書
八
六 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
四
）
徳
田
教
之
「
Ⅵ
中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映
像
と
残
像
―
今
日
的
視
点
か 

ら
の
再
構
築
の
試
み
」（
『
岩
波
講
座 

第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編
集
責
任
＝
小 

島
晋
治 

二
〇
〇
頁
ー
二
〇
一
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
五
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』 

 
 

所
収 

編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

岩
波
書
店 

二
三
二
頁 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
六
）
『
岩
波
講
座
現
代
中
国
別
巻
二 

現
代
中
国
研
究
案
内
』（
編
者
＝
野
村
浩
一
他 

岩 

 
 
 

波
書
店 

一
九
九
〇
年 

「
四 

百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」 

一
八
二
頁 

参
照
） 

（
七
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

反
右 

派
闘
争 
一
九
二
頁
ー
一
九
三
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

割
を
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
党
内
の
反
右
派
闘
争
の
統
一
戦
線
で
気
分
を
一
新
し
た
毛
沢

東
は
、
党
内
の
政
敵
と
一
時
休
戦
を
し
て
、
共
産
党
の
支
配
権
を
確
立
す
る
た
め
に
、
党
外

の
知
識
人
に
対
す
る
反
右
派
闘
争
に
没
頭
し
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
と
こ
ろ
が
最
初
の
う
ち
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
の
敵
対
者
は
じ
つ
は
党
内
の
最
高
幹
部
で

あ
り
、
彼
を
軽
視
し
て
そ
の
権
力
を
削
減
し
よ
う
と
し
、
毛
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
社
会
主
義

の
夢
に
猛
進
し
よ
う
と
主
張
し
た
際
に
警
告
を
発
し
た
人
々
な
の
だ
。
毛
沢
東
は
こ
う
し
た

敵
対
者
が
攻
撃
さ
れ
、
で
き
れ
ば
党
中
央
か
ら
放
り
だ
さ
れ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
社
会
主
義
体
制
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
共
産
党
の
統
治
権
そ
の
も
の
を
議
論
の
的
に

は
し
た
く
は
な
か
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
自
分
の
支
配
権
は
傷
つ
け
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
党
外
か
ら
の
攻
撃
に
直
面
す
る
と
、
毛
は
党
内
の
敵
対
者
と
一
時
的
な
同
盟
を
結
ぶ

と
い
う
後
退
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
敵
対
者
の
ほ
う
も
ま
た
、
こ
ん
ど
は

主
席
の
反
右
派
闘
争
に
熱
狂
的
に
く
わ
わ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
支
配
権
も
ま
た
、
毛

沢
東
の
そ
れ
以
上
に
論
議
の
的
に
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
三
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
初
期
の
目
的
は
、
党
外
知
識
人
を
し
て
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の

追
放
で
あ
り
、
党
外
知
識
人
に
期
待
し
た
共
産
党
批
判
も
、
こ
の
狭
い
範
囲
に
お
い
て
期
待

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
毛
沢
東
を
反
右
派
闘
争
に
走
ら
せ
た
原
因
は
、
党
外
知
識
人

の
共
産
党
そ
の
も
の
に
対
す
る
統
治
権
や
社
会
主
義
体
制
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
と
り
わ
け
毛

沢
東
自
身
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
反
右
派
闘
争
で
毛
沢
東
の
発
言
力
は
強
化
し

た
と
す
る
中
西
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
相
変
わ
ら
ず
党
内
主
流
派
を
党
外
に

追
放
し
て
、
共
産
党
の
指
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
激
烈
な
発
展
過
程
を
引
き
起
こ
し
た
整
風
運
動
に
対
し
て
、
自
己
の
考
え
方
を

一
八
〇
度
方
向
転
換
し
た
意
図
や
理
由
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、 

「
私
は
反
対
す
る
者
を
さ
ば
く
の
に
、
相
手
か
ら
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
ま
ま
に
し

て
お
く
」
と
毛
沢
東
は
私
に
打
ち
わ
け
た
。「
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
攻
撃
に
出
る
の

だ
。
私
は
三
の
ル
ー
ル
を
ま
も
っ
て
お
る
。
ま
ず
第
一
に
、
私
は
老
子
を
信
奉
す
る
。
私
は

『
お
や
じ
』（
老
子
）
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
仕
掛
け
た
り
は
し
な
い
。
攻
撃
を
受
け
た
ら
退

却
し
、
な
に
も
手
を
打
た
な
い
で
沈
黙
を
ま
も
る
。
相
手
に
い
く
ら
か
得
点
を
か
せ
い
だ
と

思
わ
せ
て
お
く
」
。
も
し
即
座
に
応
戦
し
た
ら
、
敵
は
あ
え
て
真
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
よ
う
な

真
似
は
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
毛
沢
東
は
い
う
。
だ
か
ら
、
相
手
が
正
体
を
あ
ら
わ
す
ま
で
待

つ
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
そ
う
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
仕
返

し
を
す
る
、
そ
れ
も
こ
ち
ら
を
い
た
ぶ
っ
た
や
り
方
で
相
手
に
お
返
し
を
す
る
の
で
あ
る
。「

こ
れ
が
老
子
流
の
や
り
方
だ
」
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
老
子
流
な
ん
か
で
は
な
く
て
、
毛

沢
東
が
右
派
分
子
や
党
内
の
政
敵
を
相
手
に
用
い
た
戦
略
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」
（
三

四
）
と
、
李
氏
に
語
っ
て
い
る
。 

こ
の
毛
沢
東
の
発
言
は
、
党
内
右
派
攻
撃
と
い
う
整
風
運
動
の
目
的
が
、
運
動
の
発
展
過

程
で
毛
沢
東
や
共
産
党
攻
撃
へ
と
、
逆
方
向
に
向
い
た
結
果
へ
の
自
己
を
正
当
化
す
る
自
己

弁
護
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
党
外
知
識
人
を
利
用
し
て
共
産
党
主
流
派
＝
右
派
の
劉
少
奇
等
を

攻
撃
・
追
放
さ
せ
る
目
論
見
に
絞
り
込
ん
だ
整
風
運
動
が
、
状
況
が
変
化
し
て
共
産
党
政
権

や
毛
沢
東
批
判
の
運
動
に
ま
で
発
展
し
て
く
る
と
、
今
度
は
共
産
党
右
派
と
一
時
休
戦
し
て
、

突
如
と
し
て
整
風
運
動
を
中
止
し
て
、
党
外
の
右
派
知
識
人
を
攻
撃
す
る
反
右
派
闘
争
に
出

た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

整
風
運
動
の
初
期
の
党
内
主
流
派
＝
右
派
追
放
の
目
論
見
が
失
敗
に
終
わ
る
や
、
整
風
運

動
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
い
う
、
政
治
ベ
ク
ト
ル
を
逆
方
向
に
切
り
換
え
て
い
く
所
に
、
見

事
に
毛
沢
東
の
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
ー
両
面
思
考
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
毛
沢
東
の
発
言
の
中
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

従
っ
て
整
風
運
動
に
よ
っ
て
劉
少
奇
等
の
党
内
右
派
分
子
を
追
放
し
て
、
左
派
＝
自
己
へ
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の
奪
権
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
を
決
議
し
た
「
総
路
線
」

を
骨
抜
き
に
し
て
、
党
内
主
流
派
よ
り
権
力
を
奪
い
返
す
た
め
に
、
改
め
て
新
た
な
権
力
闘

争
の
策
略
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
整
風
運
動
後
へ
の
毛
沢
東
の
新
た
な
戦
術
の
必
要
性
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
前
年
の

夏
、
知
識
人
に
よ
る
党
批
判
を
突
如
と
し
て
中
止
さ
せ
、
反
右
派
運
動
に
切
り
か
え
た
が
、

し
か
し
と
党
に
対
す
る
毛
の
信
頼
感
は
回
復
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。

党
中
央
の
主
流
派
幹
部
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
が
、
引
き
続
い
て
右
派
よ
り
奪
権
の
た
め

の
権
力
闘
争
の
新
し
い
火
種
＝
「
大
躍
進
」
運
動
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

お
わ
り
に 

 
 

以
上
に
述
べ
た
毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
の
顛
末
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以

下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
が
党
内
主
流
派
と
の
同
意
事
項
で
あ
る
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事

項
で
あ
る
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
下
で
の
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
否
定
し
て
、
自
己

の
理
想
と
し
た
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
主
導
権
を
取
り
戻
す
た
め
に
策
略
し
た
中
国
共
産

党
指
導
部
が
模
倣
し
た
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
を
打
倒
す
る
た
め
の
奪
権
闘
争
で
あ
っ
た
。 

②
党
内
右
派
の
官
僚
主
義
体
制
批
判
へ
の
攻
撃
目
標
に
目
標
を
絞
り
込
ん
だ
整
風
運
動
が
、

毛
沢
東
の
思
惑
と
違
い
、
共
産
党
批
判
や
毛
沢
東
個
人
へ
の
批
判
運
動
に
発
展
す
る
と
、
劉

劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
敵
対
勢
力
と
一
時
休
戦
し
て
手
を
組
み
、
毛
沢
東
は
急
遽
一
転
し
て

党
外
知
識
人
の
弾
圧
に
乗
り
出
す
反
右
派
闘
争
に
方
向
転
換
し
た
。 

③
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
こ
れ
を
否
定
す
る
、
一
八
〇
度
異
な
る
方
向
転
換
路
線

に
、
毛
沢
東
の
自
己
弁
護
論
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
両
面
思
考
性
ー

対
の
思
想
の
典
型
的
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
李
氏
が
言
う
よ
う
に
毛
沢
東

は
、「
曲
者
」
の
典
型
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
が
多
く
の
誤
っ
た
見
解

を
展
開
し
た
原
因
は
、
毛
沢
東
の
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想

を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
故
の
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

④
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
自
己
の
理
想
で
あ
る
中
国
型
社
会
主
義
建
設
路
線
を
め
ぐ
り
、
党
内

で
の
主
導
権
を
回
復
す
べ
く
、
党
内
主
流
派
＝
右
派
よ
り
奪
権
す
る
た
め
の
新
た
な
戦
略
＝

大
躍
進
運
動
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

 

注 （
一
）
『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

「
Ⅱ
ー
八
新
中
国
の
ト
ッ
プ
・ 

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」
二
一
四
頁
ー
二
一
八
頁 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

参
照
） 

（
二
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

岩
波
新
書
八
六 

一
一
六
頁
以
下 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
三
）
『
毛
沢
東
』（
竹
内
実 

一
二
三
頁 

岩
波
新
書
八
六 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
四
）
徳
田
教
之
「
Ⅵ
中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映
像
と
残
像
―
今
日
的
視
点
か 

ら
の
再
構
築
の
試
み
」（
『
岩
波
講
座 

第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』（
編
集
責
任
＝
小 

島
晋
治 

二
〇
〇
頁
ー
二
〇
一
頁 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
五
）
安
藤
正
士
「
Ⅶ
文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」
（
『
岩
波
講
座
第
四
巻 

歴
史
と
近
代
化
』 

 
 

所
収 

編
集
責
任
＝
小
島
晋
治 

岩
波
書
店 

二
三
二
頁 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
六
）
『
岩
波
講
座
現
代
中
国
別
巻
二 

現
代
中
国
研
究
案
内
』（
編
者
＝
野
村
浩
一
他 

岩 

 
 
 

波
書
店 

一
九
九
〇
年 

「
四 

百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」 

一
八
二
頁 

参
照
） 

（
七
）
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
ー
中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

反
右 

派
闘
争 

一
九
二
頁
ー
一
九
三
頁 

同
朋
舎
出
版 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

割
を
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
党
内
の
反
右
派
闘
争
の
統
一
戦
線
で
気
分
を
一
新
し
た
毛
沢

東
は
、
党
内
の
政
敵
と
一
時
休
戦
を
し
て
、
共
産
党
の
支
配
権
を
確
立
す
る
た
め
に
、
党
外

の
知
識
人
に
対
す
る
反
右
派
闘
争
に
没
頭
し
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
と
こ
ろ
が
最
初
の
う
ち
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
の
敵
対
者
は
じ
つ
は
党
内
の
最
高
幹
部
で

あ
り
、
彼
を
軽
視
し
て
そ
の
権
力
を
削
減
し
よ
う
と
し
、
毛
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
社
会
主
義

の
夢
に
猛
進
し
よ
う
と
主
張
し
た
際
に
警
告
を
発
し
た
人
々
な
の
だ
。
毛
沢
東
は
こ
う
し
た

敵
対
者
が
攻
撃
さ
れ
、
で
き
れ
ば
党
中
央
か
ら
放
り
だ
さ
れ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
社
会
主
義
体
制
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
共
産
党
の
統
治
権
そ
の
も
の
を
議
論
の
的
に

は
し
た
く
は
な
か
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
自
分
の
支
配
権
は
傷
つ
け
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
党
外
か
ら
の
攻
撃
に
直
面
す
る
と
、
毛
は
党
内
の
敵
対
者
と
一
時
的
な
同
盟
を
結
ぶ

と
い
う
後
退
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
敵
対
者
の
ほ
う
も
ま
た
、
こ
ん
ど
は

主
席
の
反
右
派
闘
争
に
熱
狂
的
に
く
わ
わ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
支
配
権
も
ま
た
、
毛

沢
東
の
そ
れ
以
上
に
論
議
の
的
に
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
三
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
初
期
の
目
的
は
、
党
外
知
識
人
を
し
て
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の

追
放
で
あ
り
、
党
外
知
識
人
に
期
待
し
た
共
産
党
批
判
も
、
こ
の
狭
い
範
囲
に
お
い
て
期
待

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
毛
沢
東
を
反
右
派
闘
争
に
走
ら
せ
た
原
因
は
、
党
外
知
識
人

の
共
産
党
そ
の
も
の
に
対
す
る
統
治
権
や
社
会
主
義
体
制
へ
の
攻
撃
で
あ
り
、
と
り
わ
け
毛

沢
東
自
身
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
反
右
派
闘
争
で
毛
沢
東
の
発
言
力
は
強
化
し

た
と
す
る
中
西
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
相
変
わ
ら
ず
党
内
主
流
派
を
党
外
に

追
放
し
て
、
共
産
党
の
指
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
激
烈
な
発
展
過
程
を
引
き
起
こ
し
た
整
風
運
動
に
対
し
て
、
自
己
の
考
え
方
を

一
八
〇
度
方
向
転
換
し
た
意
図
や
理
由
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、 

「
私
は
反
対
す
る
者
を
さ
ば
く
の
に
、
相
手
か
ら
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
ま
ま
に
し

て
お
く
」
と
毛
沢
東
は
私
に
打
ち
わ
け
た
。「
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
攻
撃
に
出
る
の

だ
。
私
は
三
の
ル
ー
ル
を
ま
も
っ
て
お
る
。
ま
ず
第
一
に
、
私
は
老
子
を
信
奉
す
る
。
私
は

『
お
や
じ
』（
老
子
）
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
仕
掛
け
た
り
は
し
な
い
。
攻
撃
を
受
け
た
ら
退

却
し
、
な
に
も
手
を
打
た
な
い
で
沈
黙
を
ま
も
る
。
相
手
に
い
く
ら
か
得
点
を
か
せ
い
だ
と

思
わ
せ
て
お
く
」
。
も
し
即
座
に
応
戦
し
た
ら
、
敵
は
あ
え
て
真
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
よ
う
な

真
似
は
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
毛
沢
東
は
い
う
。
だ
か
ら
、
相
手
が
正
体
を
あ
ら
わ
す
ま
で
待

つ
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
毛
沢
東
に
い
わ
せ
れ
ば
、
そ
う
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
仕
返

し
を
す
る
、
そ
れ
も
こ
ち
ら
を
い
た
ぶ
っ
た
や
り
方
で
相
手
に
お
返
し
を
す
る
の
で
あ
る
。「

こ
れ
が
老
子
流
の
や
り
方
だ
」
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
老
子
流
な
ん
か
で
は
な
く
て
、
毛

沢
東
が
右
派
分
子
や
党
内
の
政
敵
を
相
手
に
用
い
た
戦
略
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」
（
三

四
）
と
、
李
氏
に
語
っ
て
い
る
。 

こ
の
毛
沢
東
の
発
言
は
、
党
内
右
派
攻
撃
と
い
う
整
風
運
動
の
目
的
が
、
運
動
の
発
展
過

程
で
毛
沢
東
や
共
産
党
攻
撃
へ
と
、
逆
方
向
に
向
い
た
結
果
へ
の
自
己
を
正
当
化
す
る
自
己

弁
護
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
党
外
知
識
人
を
利
用
し
て
共
産
党
主
流
派
＝
右
派
の
劉
少
奇
等
を

攻
撃
・
追
放
さ
せ
る
目
論
見
に
絞
り
込
ん
だ
整
風
運
動
が
、
状
況
が
変
化
し
て
共
産
党
政
権

や
毛
沢
東
批
判
の
運
動
に
ま
で
発
展
し
て
く
る
と
、
今
度
は
共
産
党
右
派
と
一
時
休
戦
し
て
、

突
如
と
し
て
整
風
運
動
を
中
止
し
て
、
党
外
の
右
派
知
識
人
を
攻
撃
す
る
反
右
派
闘
争
に
出

た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

整
風
運
動
の
初
期
の
党
内
主
流
派
＝
右
派
追
放
の
目
論
見
が
失
敗
に
終
わ
る
や
、
整
風
運

動
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
い
う
、
政
治
ベ
ク
ト
ル
を
逆
方
向
に
切
り
換
え
て
い
く
所
に
、
見

事
に
毛
沢
東
の
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
ー
両
面
思
考
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
毛
沢
東
の
発
言
の
中
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

従
っ
て
整
風
運
動
に
よ
っ
て
劉
少
奇
等
の
党
内
右
派
分
子
を
追
放
し
て
、
左
派
＝
自
己
へ
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「
わ
れ
わ
れ
は
蛇
を
穴
か
ら
お
び
き
だ
し
た
い
の
だ
」
。
毛
沢
東
が
私
に
そ
う
言
っ
た
の
は

、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
あ
と
で
攻
撃
を
く
わ
え
る
。
私
の
戦
略
は
こ
う
だ
。
ま
ず

毒
草
を
存
分
に
は
え
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
一
本
ず
つ
た
た
き
つ
ぶ
し
、
肥
料
に
な
っ
て
も
ら

う
」（
二
九
）
と
あ
る
。
こ
の
様
な
毛
沢
東
の
整
風
運
動
に
対
す
る
、
発
動
し
た
初
期
の
主
張

と
全
く
異
な
る
、
凡
そ
「
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
」
様
な
逆
の
自
己
弁
護
論
の
中
に
、
毛
沢
東

の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
典
型
的
な
現
れ
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
整
風
運
動
の
目
的
と
し
て
、「
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
を
批

判
す
る
言
論
封
じ
込
み
政
策
」
と
主
張
し
た
渡
辺
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
対
の
思
想

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
「
八
大
路
線
」
な
か
で
も
「
集
団
指
導
体
制
」
の
決
定
に
不
満
で
し
た
。
こ

の
決
定
は
一
九
四
三
年
に
採
択
さ
れ
た
「
政
策
の
最
終
決
定
は
政
治
局
主
席
の
毛
沢
東
に
あ

る
」
と
い
う
決
議
を
無
効
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
共
産
党
大
会
前
か
ら
、
中
国

で
も
、
あ
ま
り
に
も
集
権
化
を
急
ぐ
当
時
の
政
治
の
方
針
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
共
産
党
は
当
時
、
色
々
な
立
場
か
ら
政
策
を
論
じ
、
党
へ
の
批
判
も
歓
迎
す
る
「

百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
容
認
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
毛
沢
東
は
、「
百
花
斉
放
・
百
家

争
鳴
」
を
大
衆
運
動
と
し
て
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
指
導
力

を
強
化
し
よ
う
と
計
画
し
ま
す
。
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
階
層
の
人
々
が

共
産
党
の
指
導
部
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
七
年
六
月
、
毛
沢

東
は
「
右
派
分
子
の
攻
撃
に
反
撃
し
よ
う
」
と
党
内
に
指
示
を
出
し
、
反
撃
に
転
じ
ま
す
。「

反
右
派
闘
争
」
の
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
政
府
批
判
を
お
こ
な
っ
た
知
識
人
階
級
は
厳

し
く
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
共
産
党
内
部
で
は
、
も
は
や
毛
沢
東
の
方
針
に
反
対

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
自
由
に
批
判
し
ろ
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
手
の

ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
制
裁
に
転
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
通
説
で
は
、
予
想
外
の
激
し
い
批

判
に
共
産
党
指
導
層
が
慌
て
た
た
め
と
い
う
こ
と
だ
が
、
は
じ
め
か
ら
自
分
へ
の
反
対
者
を

あ
ぶ
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
毛
沢

東
の
仕
掛
け
た
罠
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
」
（
三
〇
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
両
氏
の
整
風
運
動
は

党
外
右
派
分
子
を
弾
圧
す
る
毛
沢
東
が
「
仕
掛
け
た
罠
」
と
説
明
す
る
の
は
、
毛
沢
東
自
身

の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
の
説
明
か
ら
見
て
も
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
一
九
五
七
年
の
夏
六
月
下
旬
、
毛
沢
東
は
党
外
知
識
人
に
よ
る
党
批

判
を
突
如
と
し
て
中
止
さ
せ
て
、
反
右
派
運
動
に
切
り
か
え
た
。
そ
の
時
の
毛
沢
東
の
気
分

に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
が
い
っ
た
ん
政
治
的
な
反
撃
を
決
意
す
る
と
、
健
康
状
態
は
み

る
み
る
う
ち
に
回
復
し
た
。
風
邪
も
な
お
り
、
か
つ
て
の
活
力
と
気
迫
が
も
ど
っ
て
き
た
」（

三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
は
、
李
氏
が
林
克
に
聴
い
た
内
容
で
は
、
以
下
の
様
で
あ
っ
た
。 

「
わ
た
し
が
北
京
病
院
で
研
修
中
に
ず
っ
と
主
席
付
き
だ
っ
た
林
克
は
、
毛
沢
東
の
新
し

い
気
分
に
つ
い
て
彼
な
り
の
政
治
的
分
析
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は

党
外
の
知
識
人
に
対
し
反
撃
の
統
一
戦
線
を
組
む
た
め
党
内
の
政
敵
と
一
時
的
な
休
戦
を
し

い
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
鄧
小
平
が
反
右
派
闘
争
の
最
高
責
任
者
に
任
じ
ら
れ
た
。
鄧
小
平

は
、
第
八
回
大
会
中
に
主
席
に
休
養
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
提
案
し
た
こ
と
で
毛
沢
東
を
立
腹

さ
せ
た
が
、
し
か
し
鄧
小
平
は
、
毛
沢
東
が
自
分
の
足
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
最

高
幹
部
た
ち
の
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
。
か
な
り
の
歳
月
が
た
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
私
は
、

鄧
小
平
が
い
か
に
仮
借
な
く
反
右
派
闘
争
を
実
行
し
た
か
、
党
の
支
配
を
弱
体
化
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
い
か
に
情
け
容
赦
な
く
攻
撃
を
く
わ
え
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
」
（
三
二
）。 

反
右
派
闘
争
に
お
け
る
鄧
小
平
は
、
他
の
党
中
央
幹
部
と
異
な
り
強
権
的
な
弾
圧
者
の
役

を
少
し
後
悔
す
る
よ
う
な
感
じ
の
言
葉
で
し
た
。
・
・
・ 

林 

そ
う
見
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
は
平
静
な
気
持
で
い
た
ん
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
批

判
が
激
烈
に
な
っ
て
く
る
。
い
ま
は
「
党
の
天
下
で
あ
る
」
と
い
う
言
論
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
党
の
天
下
を
倒
そ
う
と
す
る
も
ん
だ
と
解
釈
し
た
ん
で
す
ね
。
共
産
党
と
ほ
か

の
民
主
党
派
と
が
交
代
で
政
権
を
と
ろ
う
、
あ
る
い
は
「
政
治
設
計
院
」
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
意
見
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
三
権
分
立
の
議
会
制
度
を
考
え
て
、
た
ぶ
ん
ブ

ル
ジ
ョ
ア
政
権
を
企
て
て
い
る
の
だ
と
見
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
毛
沢
東
は
、
あ
く
ま
で

中
国
共
産
党
の
指
導
性
の
も
と
で
多
党
制
度
、
民
主
諸
党
派
の
参
加
が
中
国
共
産
主
義
の
道

を
保
障
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
そ
こ
に
出
て
き
た
言
論
は
危
険
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
案
外
同
調
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
社
会
主
義
に
反
対
す
る
も

の
と
し
て
反
撃
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
」
（
二
七
）
と
、
林
克
氏
は
、
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
批
判
に
対
し
て
、
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
へ
の
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
李
氏

の
主
張
と
ほ
ぼ
同
様
の
主
張
で
あ
る
。 

知
識
人
を
利
用
し
た
党
内
右
派
追
放
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
の
落
胆
と
自
己
弁
護
に
つ
い
て
、

毛
沢
東
が
李
氏
に
語
っ
た
内
容
と
、
こ
れ
に
対
す
る
李
氏
の
感
想
に
は
、 

「
毛
沢
東
は
知
識
人
が
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
の
を
見
て
さ
と
っ
て
い
た
。「
い
ま
や

一
分
の
右
派
分
子
は
わ
た
し
が
陰
謀
を
仕
掛
け
た
と
言
っ
て
お
る
」
。
六
月
十
九
日
の
新
聞
発

表
後
に
、
毛
は
そ
う
私
に
語
っ
た
。「
や
つ
ら
に
言
わ
せ
る
と
、
や
つ
ら
も
百
花
斉
放
、
百
家

争
鳴
に
参
加
す
る
よ
う
私
が
呼
び
か
け
な
が
ら
、
や
つ
ら
が
私
の
言
う
と
と
お
り
に
す
る
と
、

す
ぐ
に
仕
返
し
を
受
け
た
、
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
い
ち
ど
も
“
秘
密
の
陰
謀
”
な
ど

た
く
ら
ん
だ
こ
と
は
な
い
ん
だ
ぞ
。
わ
た
し
は
お
お
っ
ぴ
ら
に
や
っ
て
の
け
た
。
私
は
右
派

の
連
中
に
対
し
、
党
を
助
け
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
を
批
判
し
て
く
れ
と
言
っ
た
ん
だ
。
党
に

反
対
し
ろ
と
か
、
党
か
ら
権
力
を
奪
え
と
か
言
っ
た
覚
え
は
全
然
な
い
ぞ
。
は
な
か
ら
騒
動

を
起
こ
す
な
と
断
っ
て
あ
る
ん
だ
。『
騒
ぎ
を
お
こ
す
の
は
身
の
た
め
に
な
ら
ん
ぞ
』
と
私
は

警
告
し
て
お
い
た
ん
だ
。
『
た
だ
共
産
党
を
助
け
る
た
め
に
努
力
し
て
く
れ
』
。
そ
う
訴
え
た

の
だ
が
、
一
部
の
者
は
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
た
よ
。
と
こ
ろ
が
、
大
多
数
は
そ
う
じ
ゃ

な
か
っ
た
ん
だ
」
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
毛
沢
東
は
く
せ
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
知
識
人
を

利
用
し
て
政
敵
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
戦
略
が
裏
目
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
二
八
）
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
毛
沢
東
の
自
己
弁
解
論
を
読
め
ば
、「
毛
沢
東
は
権
謀
術
数
を
駆
使
す
る
曲

者
」
と
言
う
渡
辺
氏
の
主
張
は
、
正
し
い
見
解
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
野
村
氏
の
「
「
鳴
放
運

動
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分
と
い
う
単
純
に
政
治

的
次
元
で
の
対
応
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。・
・
・
」
と

す
る
主
張
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
毛
利
氏
や
久
保
氏
等
の
主
張
し
た
、
整
風
運
動
に
つ
い

て
の
党
外
知
識
人
に
自
由
な
党
批
判
の
言
論
を
許
し
た
の
は
、
一
種
の
「
ガ
ス
抜
き
」
で
あ

る
と
言
う
学
説
は
成
立
し
な
い
。 

知
識
人
に
対
す
る
毛
沢
東
の
「
右
派
批
判
」
依
頼
の
発
言
は
、
毛
沢
東
の
心
の
中
で
の
思

い
込
み
で
あ
り
、
公
式
に
は
何
一
つ
こ
の
よ
う
な
意
味
や
内
容
を
述
べ
て
い
な
い
。
従
っ
て

知
識
人
が
自
由
に
共
産
党
批
判
し
た
の
も
仕
方
な
い
事
な
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
を

「
曲
者
」
呼
ば
わ
り
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
初
期
の
意
図
が
見
事
に
外
れ
て
、

整
風
運
動
の
展
開
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
党
批
判
や
毛
沢
東
批
判
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
政
治
状
況
の
変
化
の
結
果
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等

の
追
放
に
失
敗
す
る
や
、
今
度
は
整
風
運
動
の
最
初
の
目
的
と
は
逆
に
、
党
内
右
派
の
劉
少

奇
・
鄧
小
平
等
と
一
時
休
戦
し
て
、
党
外
右
派
の
知
識
人
を
攻
撃
す
る
た
め
の
反
右
派
闘
争

に
闘
争
方
針
を
切
り
替
え
て
行
く
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
政
治
闘
争
の
手
法
は
、
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
、
全
く
逆
方
向
へ
と
、

見
事
に
反
転
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
李
氏
が
記
録
し
て
い
る
毛
沢
東
の
発
言
に
は
、 
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「
わ
れ
わ
れ
は
蛇
を
穴
か
ら
お
び
き
だ
し
た
い
の
だ
」
。
毛
沢
東
が
私
に
そ
う
言
っ
た
の
は

、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
あ
と
で
攻
撃
を
く
わ
え
る
。
私
の
戦
略
は
こ
う
だ
。
ま
ず

毒
草
を
存
分
に
は
え
さ
せ
る
。
そ
れ
か
ら
一
本
ず
つ
た
た
き
つ
ぶ
し
、
肥
料
に
な
っ
て
も
ら

う
」（
二
九
）
と
あ
る
。
こ
の
様
な
毛
沢
東
の
整
風
運
動
に
対
す
る
、
発
動
し
た
初
期
の
主
張

と
全
く
異
な
る
、
凡
そ
「
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
」
様
な
逆
の
自
己
弁
護
論
の
中
に
、
毛
沢
東

の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
典
型
的
な
現
れ
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
整
風
運
動
の
目
的
と
し
て
、「
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
を
批

判
す
る
言
論
封
じ
込
み
政
策
」
と
主
張
し
た
渡
辺
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
対
の
思
想

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
青
木
浩
治
・
藤
川
清
史
氏
は
、 

「
毛
沢
東
は
「
八
大
路
線
」
な
か
で
も
「
集
団
指
導
体
制
」
の
決
定
に
不
満
で
し
た
。
こ

の
決
定
は
一
九
四
三
年
に
採
択
さ
れ
た
「
政
策
の
最
終
決
定
は
政
治
局
主
席
の
毛
沢
東
に
あ

る
」
と
い
う
決
議
を
無
効
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
共
産
党
大
会
前
か
ら
、
中
国

で
も
、
あ
ま
り
に
も
集
権
化
を
急
ぐ
当
時
の
政
治
の
方
針
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
共
産
党
は
当
時
、
色
々
な
立
場
か
ら
政
策
を
論
じ
、
党
へ
の
批
判
も
歓
迎
す
る
「

百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
容
認
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
毛
沢
東
は
、「
百
花
斉
放
・
百
家

争
鳴
」
を
大
衆
運
動
と
し
て
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
指
導
力

を
強
化
し
よ
う
と
計
画
し
ま
す
。
こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
階
層
の
人
々
が

共
産
党
の
指
導
部
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
七
年
六
月
、
毛
沢

東
は
「
右
派
分
子
の
攻
撃
に
反
撃
し
よ
う
」
と
党
内
に
指
示
を
出
し
、
反
撃
に
転
じ
ま
す
。「

反
右
派
闘
争
」
の
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
政
府
批
判
を
お
こ
な
っ
た
知
識
人
階
級
は
厳

し
く
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
共
産
党
内
部
で
は
、
も
は
や
毛
沢
東
の
方
針
に
反
対

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
自
由
に
批
判
し
ろ
と
い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
手
の

ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
制
裁
に
転
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
通
説
で
は
、
予
想
外
の
激
し
い
批

判
に
共
産
党
指
導
層
が
慌
て
た
た
め
と
い
う
こ
と
だ
が
、
は
じ
め
か
ら
自
分
へ
の
反
対
者
を

あ
ぶ
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
毛
沢

東
の
仕
掛
け
た
罠
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
」
（
三
〇
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
両
氏
の
整
風
運
動
は

党
外
右
派
分
子
を
弾
圧
す
る
毛
沢
東
が
「
仕
掛
け
た
罠
」
と
説
明
す
る
の
は
、
毛
沢
東
自
身

の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
の
説
明
か
ら
見
て
も
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
毛
沢
東
は
、
一
九
五
七
年
の
夏
六
月
下
旬
、
毛
沢
東
は
党
外
知
識
人
に
よ
る
党
批

判
を
突
如
と
し
て
中
止
さ
せ
て
、
反
右
派
運
動
に
切
り
か
え
た
。
そ
の
時
の
毛
沢
東
の
気
分

に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
が
い
っ
た
ん
政
治
的
な
反
撃
を
決
意
す
る
と
、
健
康
状
態
は
み

る
み
る
う
ち
に
回
復
し
た
。
風
邪
も
な
お
り
、
か
つ
て
の
活
力
と
気
迫
が
も
ど
っ
て
き
た
」（

三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
は
、
李
氏
が
林
克
に
聴
い
た
内
容
で
は
、
以
下
の
様
で
あ
っ
た
。 

「
わ
た
し
が
北
京
病
院
で
研
修
中
に
ず
っ
と
主
席
付
き
だ
っ
た
林
克
は
、
毛
沢
東
の
新
し

い
気
分
に
つ
い
て
彼
な
り
の
政
治
的
分
析
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は

党
外
の
知
識
人
に
対
し
反
撃
の
統
一
戦
線
を
組
む
た
め
党
内
の
政
敵
と
一
時
的
な
休
戦
を
し

い
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
鄧
小
平
が
反
右
派
闘
争
の
最
高
責
任
者
に
任
じ
ら
れ
た
。
鄧
小
平

は
、
第
八
回
大
会
中
に
主
席
に
休
養
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
提
案
し
た
こ
と
で
毛
沢
東
を
立
腹

さ
せ
た
が
、
し
か
し
鄧
小
平
は
、
毛
沢
東
が
自
分
の
足
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
最

高
幹
部
た
ち
の
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
。
か
な
り
の
歳
月
が
た
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
私
は
、

鄧
小
平
が
い
か
に
仮
借
な
く
反
右
派
闘
争
を
実
行
し
た
か
、
党
の
支
配
を
弱
体
化
し
よ
う
と

す
る
者
に
対
し
い
か
に
情
け
容
赦
な
く
攻
撃
を
く
わ
え
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
」
（
三
二
）。 

反
右
派
闘
争
に
お
け
る
鄧
小
平
は
、
他
の
党
中
央
幹
部
と
異
な
り
強
権
的
な
弾
圧
者
の
役

を
少
し
後
悔
す
る
よ
う
な
感
じ
の
言
葉
で
し
た
。
・
・
・ 

林 
そ
う
見
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
は
平
静
な
気
持
で
い
た
ん
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
批

判
が
激
烈
に
な
っ
て
く
る
。
い
ま
は
「
党
の
天
下
で
あ
る
」
と
い
う
言
論
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
党
の
天
下
を
倒
そ
う
と
す
る
も
ん
だ
と
解
釈
し
た
ん
で
す
ね
。
共
産
党
と
ほ
か

の
民
主
党
派
と
が
交
代
で
政
権
を
と
ろ
う
、
あ
る
い
は
「
政
治
設
計
院
」
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
意
見
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
三
権
分
立
の
議
会
制
度
を
考
え
て
、
た
ぶ
ん
ブ

ル
ジ
ョ
ア
政
権
を
企
て
て
い
る
の
だ
と
見
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
毛
沢
東
は
、
あ
く
ま
で

中
国
共
産
党
の
指
導
性
の
も
と
で
多
党
制
度
、
民
主
諸
党
派
の
参
加
が
中
国
共
産
主
義
の
道

を
保
障
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
そ
こ
に
出
て
き
た
言
論
は
危
険
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
案
外
同
調
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
社
会
主
義
に
反
対
す
る
も

の
と
し
て
反
撃
を
開
始
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
」
（
二
七
）
と
、
林
克
氏
は
、
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
批
判
に
対
し
て
、
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
へ
の
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
李
氏

の
主
張
と
ほ
ぼ
同
様
の
主
張
で
あ
る
。 

知
識
人
を
利
用
し
た
党
内
右
派
追
放
に
失
敗
し
た
毛
沢
東
の
落
胆
と
自
己
弁
護
に
つ
い
て
、

毛
沢
東
が
李
氏
に
語
っ
た
内
容
と
、
こ
れ
に
対
す
る
李
氏
の
感
想
に
は
、 

「
毛
沢
東
は
知
識
人
が
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
の
を
見
て
さ
と
っ
て
い
た
。「
い
ま
や

一
分
の
右
派
分
子
は
わ
た
し
が
陰
謀
を
仕
掛
け
た
と
言
っ
て
お
る
」
。
六
月
十
九
日
の
新
聞
発

表
後
に
、
毛
は
そ
う
私
に
語
っ
た
。「
や
つ
ら
に
言
わ
せ
る
と
、
や
つ
ら
も
百
花
斉
放
、
百
家

争
鳴
に
参
加
す
る
よ
う
私
が
呼
び
か
け
な
が
ら
、
や
つ
ら
が
私
の
言
う
と
と
お
り
に
す
る
と
、

す
ぐ
に
仕
返
し
を
受
け
た
、
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
い
ち
ど
も
“
秘
密
の
陰
謀
”
な
ど

た
く
ら
ん
だ
こ
と
は
な
い
ん
だ
ぞ
。
わ
た
し
は
お
お
っ
ぴ
ら
に
や
っ
て
の
け
た
。
私
は
右
派

の
連
中
に
対
し
、
党
を
助
け
る
た
め
に
わ
れ
わ
れ
を
批
判
し
て
く
れ
と
言
っ
た
ん
だ
。
党
に

反
対
し
ろ
と
か
、
党
か
ら
権
力
を
奪
え
と
か
言
っ
た
覚
え
は
全
然
な
い
ぞ
。
は
な
か
ら
騒
動

を
起
こ
す
な
と
断
っ
て
あ
る
ん
だ
。『
騒
ぎ
を
お
こ
す
の
は
身
の
た
め
に
な
ら
ん
ぞ
』
と
私
は

警
告
し
て
お
い
た
ん
だ
。
『
た
だ
共
産
党
を
助
け
る
た
め
に
努
力
し
て
く
れ
』
。
そ
う
訴
え
た

の
だ
が
、
一
部
の
者
は
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
た
よ
。
と
こ
ろ
が
、
大
多
数
は
そ
う
じ
ゃ

な
か
っ
た
ん
だ
」
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
毛
沢
東
は
く
せ
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
知
識
人
を

利
用
し
て
政
敵
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
戦
略
が
裏
目
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
二
八
）
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
毛
沢
東
の
自
己
弁
解
論
を
読
め
ば
、「
毛
沢
東
は
権
謀
術
数
を
駆
使
す
る
曲

者
」
と
言
う
渡
辺
氏
の
主
張
は
、
正
し
い
見
解
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
野
村
氏
の
「
「
鳴
放
運

動
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分
と
い
う
単
純
に
政
治

的
次
元
で
の
対
応
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。・
・
・
」
と

す
る
主
張
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
毛
利
氏
や
久
保
氏
等
の
主
張
し
た
、
整
風
運
動
に
つ
い

て
の
党
外
知
識
人
に
自
由
な
党
批
判
の
言
論
を
許
し
た
の
は
、
一
種
の
「
ガ
ス
抜
き
」
で
あ

る
と
言
う
学
説
は
成
立
し
な
い
。 

知
識
人
に
対
す
る
毛
沢
東
の
「
右
派
批
判
」
依
頼
の
発
言
は
、
毛
沢
東
の
心
の
中
で
の
思

い
込
み
で
あ
り
、
公
式
に
は
何
一
つ
こ
の
よ
う
な
意
味
や
内
容
を
述
べ
て
い
な
い
。
従
っ
て

知
識
人
が
自
由
に
共
産
党
批
判
し
た
の
も
仕
方
な
い
事
な
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
を

「
曲
者
」
呼
ば
わ
り
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
初
期
の
意
図
が
見
事
に
外
れ
て
、

整
風
運
動
の
展
開
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
党
批
判
や
毛
沢
東
批
判
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
政
治
状
況
の
変
化
の
結
果
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等

の
追
放
に
失
敗
す
る
や
、
今
度
は
整
風
運
動
の
最
初
の
目
的
と
は
逆
に
、
党
内
右
派
の
劉
少

奇
・
鄧
小
平
等
と
一
時
休
戦
し
て
、
党
外
右
派
の
知
識
人
を
攻
撃
す
る
た
め
の
反
右
派
闘
争

に
闘
争
方
針
を
切
り
替
え
て
行
く
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
政
治
闘
争
の
手
法
は
、
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
へ
と
、
全
く
逆
方
向
へ
と
、

見
事
に
反
転
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
李
氏
が
記
録
し
て
い
る
毛
沢
東
の
発
言
に
は
、 
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。
ベ
ッ
ド
に
伏
せ
た
き
り
ふ
さ
ぎ
こ
み
、
ど
う
や
ら
行
動
の
自
由
を
う
し
な
っ
て
い
る
う
え

風
邪
も
引
い
て
い
た
し
、
外
部
の
攻
撃
が
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た
最
中
に
私
が
呼
び
も
ど
さ
れ

た
の
だ
。
毛
沢
東
は
戦
略
を
練
り
な
お
し
、
復
讐
の
手
立
て
を
思
い
め
ぐ
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。

毛
沢
東
は
憤
懣
や
る
か
た
な
か
っ
た
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
に
つ
い
て
、
新
た
に
戦
術
の
変
更
や
軌
道
修
正
に
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
党
外
知
識
人
分
子
に
よ
る
毛
沢
東
の
支
配
権
批
判
運
動
を
契
機
に
し
て
、

毛
沢
東
は
整
風
運
動
に
つ
い
て
、
全
く
逆
方
向
の
否
定
行
動
に
、
政
策
の
方
向
転
換
を
し
て

行
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四 

状
況
の
変
化
へ
の
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
一
九
五
七
年
六
月
八
日
、
人
民
日
報
は
、
知
識
人
の
発
言
を
す
す
め
ら
れ
る
政
策
が
変

更
さ
れ
る
と
い
う
最
初
の
前
触
れ
を
公
に
し
た
。
毛
沢
東
が
執
筆
し
た
「
こ
れ
は
ど
う
し
た

こ
と
か
」
と
い
う
社
説
が
か
か
げ
ら
れ
、
ひ
と
握
り
の
分
子
が
社
会
主
義
政
権
の
転
覆
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
非
難
し
た
う
え
、
反
撃
を
開
始
す
る
よ
う
に
と
人
民
大
衆
に
呼
び
か

け
た
。
同
年
六
月
十
九
日
、
毛
沢
東
が
は
じ
め
て
知
識
人
の
発
言
を
も
め
た
二
月
二
十
七
日

の
演
説
が
人
民
日
報
に
掲
載
さ
れ
る
。・
・
・
し
か
し
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
最
初
の
演
説
と
は
か

な
り
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
全
体
の
調
子
は
、
当
初
の
リ
ベ
ラ
ル
で
融
和
的
な
毛
沢
東

は
完
全
に
消
し
去
ら
れ
て
い
た
。
最
初
の
演
説
を
聞
い
て
い
た
人
々
は
新
聞
発
表
み
て
驚
き
、

歓
迎
す
べ
き
批
判
な
る
も
の
に
は
条
件
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
語
っ
た
。
批
判
は

思
い
き
っ
て
発
言
し
、
百
花
を
し
て
斉
放
せ
し
め
よ
と
つ
よ
く
奨
励
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
・
・

・
と
こ
ろ
が
六
月
十
九
日
の
新
聞
発
表
版
で
は
、
批
判
に
は
六
つ
の
制
約
が
つ
け
く
わ
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
批
判
は
分
裂
よ
り
統
一
に
、
ま
た
社
会
主
義
の
建
設
や
人

民
民
主
的
独
裁
の
安
定
に
奉
仕
し
、
そ
し
て
社
会
主
義
制
度
や
共
産
党
の
指
導
性
、
さ
ら
に

は
国
際
共
産
主
義
運
動
の
助
長
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
毛
沢

東
が
大
胆
に
発
言
し
た
知
識
人
か
ら
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
の
と
同
じ
く
、
こ
ん
ど
は
知
識

人
が
毛
沢
東
か
ら
手
ひ
ど
く
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
る
番
で
あ
っ
た
。・
・
・
批
判
を
口
に
す
る

の
は
躊
躇
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ざ
思
い
き
っ
て
そ
う
す
る
と
、
毛
沢
東
か
ら
し
っ
ぺ
返
し
を

く
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
の
主
張
す
る
「
一
定
の
枠
組
み
」
説
は
、
整
風
運
動
の
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
共

産
党
や
毛
沢
東
攻
撃
の
高
揚
に
対
し
て
、
大
変
な
計
算
違
い
を
し
て
い
た
毛
沢
東
は
、
自
己

の
主
張
の
正
当
化
の
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
付
記
さ
れ
た
条
件
で
あ
っ
た
。 

党
外
の
民
主
的
知
識
人
達
は
、
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
深
い
意
図
を
見
抜
い
て
行
動
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
政
敵
を
打
倒
す
た
め
に
知
識
人
を
利
用
し
て
党
批
判
を

奨
励
し
た
が
、
知
識
人
の
批
判
が
政
敵
で
は
な
く
、
共
産
党
組
織
や
毛
沢
東
本
人
に
仕
向
け

ら
れ
る
と
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
は
知
識
人
を
攻
撃
し
て
抑
圧
し
た
の
で
あ
る
。 

林
克
氏
も
こ
の
毛
沢
東
の
政
策
変
更
の
過
程
に
つ
い
て
、 

「
林 

彼
は
意
外
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。「
あ
な
た
は
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
」
と
い
う

言
葉
を
私
に
返
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
賛
成
し
な
い
と
い
う
か
・
・
・
そ
の

後
の
右
派
に
対
す
る
反
撃
を
開
始
せ
よ
と
い
う
言
動
か
ら
見
て
も
、
す
で
に
毛
沢
東
は
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
判
断
を
し
て
お
り
、
私
の
こ
う
い
っ
た
意
見
は
結
局
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。
・
・
・ 

林 
・
・
・
毛
沢
東
は
そ
れ
を
聞
い
て
少
し
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
騒
乱
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。・
・
・
事
を
起
し
て
し
ま
っ
た

」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
口
に
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
整
風
運
動
を
起
し
た
こ
と

た
か
っ
た
の
だ
」
と
、
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
こ
れ
ほ
ど
信
用
で
き
な
い
連
中
だ
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
」
。
毛
沢
東
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
・
・
・
一
九
五
六
年
二
月
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

第
一
書
記
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
つ
い
で
同
年
秋
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
が
世
界
的
な
反

共
運
動
を
生
ん
だ
が
、
毛
沢
東
に
い
わ
す
れ
ば
、
党
幹
部
も
一
般
人
も
そ
れ
に
す
っ
か
り
ま

ど
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
み
ん
な
頓
馬
だ
と
毛
は
な
じ
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
の
怒
り
を
党
中

央
宣
伝
副
部
長
の
胡
喬
木
に
向
け
た
。
人
民
日
報
が
党
批
判
を
掲
載
し
て
も
な
ん
ら
手
を
う

た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
席
は
、
党
機
関
紙
の
編
集
長
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
胡
喬

木
に
対
し
て
言
っ
た
。「
新
聞
を
管
理
で
き
な
い
の
な
ら
、
辞
職
し
て
ほ
か
の
者
に
や
ら
せ
た

ら
い
い
」
。
そ
し
て
胡
喬
木
が
じ
き
じ
き
に
社
内
に
乗
り
こ
み
右
派
分
子
へ
の
攻
撃
を
準
備
す

る
よ
う
に
と
命
じ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
た
。 

毛
沢
東
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
世
界
的
反
共
運
動
に
動
揺
し
て
共

産
党
批
判
＝
右
派
運
動
に
何
一
つ
手
を
打
た
な
か
っ
た
党
幹
部
や
反
共
運
動
に
影
響
さ
れ
た

知
識
人
や
一
般
民
衆
を
、
み
ん
な
頓
馬
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
従
っ
て
東
欧
の
民
主
化
運
動

に
刺
激
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の
自
己
批
判
運
動
説
を
説
く
、
従
来
の
野
村
氏
・
徳
田
氏
・
久

保
氏
の
学
説
は
、
毛
沢
東
本
人
の
発
言
に
照
ら
し
て
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
の
開
始
は
、
一
九
五
六
年
二
月
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ

ー
リ
ン
批
判
は
同
年
同
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
は
同
年
十
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
従
っ
て
竹

内
氏
は
、
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
、
じ
つ
は
毛
沢
東
の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
く
、
中
央

政
治
局
で
（
毛
沢
東
以
外
の
人
間
に
よ
っ
て
）
、
毛
沢
東
と
は
別
個
に
考
え
ら
れ
た
政
策
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
疑
い
で
あ
る
。
中
央
政
治
局
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を

正
面
か
ら
う
け
と
め
、
そ
の
趣
旨
を
容
れ
た
政
策
を
中
国
共
産
党
と
し
て
も
と
る
べ
き
だ
と

考
え
た
。
そ
れ
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
政
策
で
あ
っ
た
」
と
す
る
説
は
、
全
く
の

誤
解
で
あ
る
。
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
が
率
先
し
て
主
導
し
た
主
流
派
批
判
の
運
動
で
あ
る
。 

ま
た
整
風
運
動
を
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
等
の
東
欧
の
社
会
主
義
化
に
抗

議
す
る
民
衆
運
動
の
発
生
や
民
衆
生
活
に
つ
な
が
る
軽
工
業
や
農
業
の
生
産
性
の
低
迷
や
不

振
に
対
す
る
不
満
と
し
て
、「
国
内
に
広
が
っ
た
隠
然
た
る
共
産
党
へ
の
不
満
に
対
し
、
当
初

は
中
国
共
産
党
の
側
か
ら
一
九
五
六
年
四
月
以
降
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
呼
び
か
け

、
一
種
の
ガ
ス
抜
き
が
策
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
五
七
年
四
月
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

六
月
頃
に
な
る
と
、
東
欧
の
刺
激
も
受
け
、
四
九
年
革
命
以
来
の
経
済
運
営
や
政
治
社
会
制

度
を
め
ぐ
り
、
・
・
・
党
側
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
強
烈
な
批
判
が
噴
出
し
た
。
・
・
・

」
と
す
る
久
保
氏
等
の
「
不
満
の
ガ
ス
抜
き
」
説
（
九
）
も
誤
り
で
あ
る
。
整
風
運
動
の
発

生
し
た
年
月
は
東
欧
の
民
主
化
に
先
駆
け
て
い
て
、
事
実
関
係
か
ら
見
て
成
立
し
な
い
。 

李
氏
は
、「
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
整
風
運
動
は
べ
つ
だ
ん
耳
新
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

。
毛
沢
東
は
一
九
四
二
年
に
「
学
風
、
党
風
、
文
風
を
整
え
よ
う
」
と
最
初
の
整
風
運
動
を

発
動
し
て
い
る
。
今
回
の
そ
れ
と
初
期
の
も
の
と
の
違
い
は
、
整
風
が
も
っ
ぱ
ら
党
内
に
限

定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
整
風
運
動
は
東
欧
の
民
主
化
に
影
響
さ
れ
て
発
生
し
て
は
い
な
い
。
純
粋
に
中
国

の
国
内
問
題
と
し
て
発
生
し
た
。
こ
れ
が
整
風
運
動
の
正
し
い
結
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
李

氏
は
、
こ
の
第
二
次
整
風
運
動
に
つ
い
て
、「
知
識
人
を
利
用
し
て
政
敵
を
批
判
し
よ
う
と
す

る
戦
略
が
裏
目
に
出
た
の
で
あ
る
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
復
讐
の
戦
略
の
練
り
直
し
の
過
程
に
つ
い
て
、 

「
五
月
中
旬
に
な
る
と
、
批
判
は
最
高
潮
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
世
論
の
流
れ
は
反
共
産

党
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
国
務
院
顧
問
会
議
の
面
々
、
す
な
わ
ち
政
府
が

頻
繁
に
助
言
を
求
め
て
い
た
「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
高
レ
ベ
ル
知
識
人
で
さ
え
も
攻

撃
に
く
わ
わ
っ
た
。
顧
問
の
ひ
と
り
が
起
立
し
て
党
擁
護
の
演
説
を
は
じ
め
て
も
、
ひ
と
り

と
し
て
傾
聴
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
が
大
変
な
計
算
違
い
を
し
た
の
だ
っ
た
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。
ベ
ッ
ド
に
伏
せ
た
き
り
ふ
さ
ぎ
こ
み
、
ど
う
や
ら
行
動
の
自
由
を
う
し
な
っ
て
い
る
う
え

風
邪
も
引
い
て
い
た
し
、
外
部
の
攻
撃
が
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た
最
中
に
私
が
呼
び
も
ど
さ
れ

た
の
だ
。
毛
沢
東
は
戦
略
を
練
り
な
お
し
、
復
讐
の
手
立
て
を
思
い
め
ぐ
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。

毛
沢
東
は
憤
懣
や
る
か
た
な
か
っ
た
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
に
つ
い
て
、
新
た
に
戦
術
の
変
更
や
軌
道
修
正
に
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
党
外
知
識
人
分
子
に
よ
る
毛
沢
東
の
支
配
権
批
判
運
動
を
契
機
に
し
て
、

毛
沢
東
は
整
風
運
動
に
つ
い
て
、
全
く
逆
方
向
の
否
定
行
動
に
、
政
策
の
方
向
転
換
を
し
て

行
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四 

状
況
の
変
化
へ
の
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
軌
道
修
正
に
つ
い
て
、 

「
一
九
五
七
年
六
月
八
日
、
人
民
日
報
は
、
知
識
人
の
発
言
を
す
す
め
ら
れ
る
政
策
が
変

更
さ
れ
る
と
い
う
最
初
の
前
触
れ
を
公
に
し
た
。
毛
沢
東
が
執
筆
し
た
「
こ
れ
は
ど
う
し
た

こ
と
か
」
と
い
う
社
説
が
か
か
げ
ら
れ
、
ひ
と
握
り
の
分
子
が
社
会
主
義
政
権
の
転
覆
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
非
難
し
た
う
え
、
反
撃
を
開
始
す
る
よ
う
に
と
人
民
大
衆
に
呼
び
か

け
た
。
同
年
六
月
十
九
日
、
毛
沢
東
が
は
じ
め
て
知
識
人
の
発
言
を
も
め
た
二
月
二
十
七
日

の
演
説
が
人
民
日
報
に
掲
載
さ
れ
る
。・
・
・
し
か
し
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
最
初
の
演
説
と
は
か

な
り
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
全
体
の
調
子
は
、
当
初
の
リ
ベ
ラ
ル
で
融
和
的
な
毛
沢
東

は
完
全
に
消
し
去
ら
れ
て
い
た
。
最
初
の
演
説
を
聞
い
て
い
た
人
々
は
新
聞
発
表
み
て
驚
き
、

歓
迎
す
べ
き
批
判
な
る
も
の
に
は
条
件
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
語
っ
た
。
批
判
は

思
い
き
っ
て
発
言
し
、
百
花
を
し
て
斉
放
せ
し
め
よ
と
つ
よ
く
奨
励
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
・
・

・
と
こ
ろ
が
六
月
十
九
日
の
新
聞
発
表
版
で
は
、
批
判
に
は
六
つ
の
制
約
が
つ
け
く
わ
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
批
判
は
分
裂
よ
り
統
一
に
、
ま
た
社
会
主
義
の
建
設
や
人

民
民
主
的
独
裁
の
安
定
に
奉
仕
し
、
そ
し
て
社
会
主
義
制
度
や
共
産
党
の
指
導
性
、
さ
ら
に

は
国
際
共
産
主
義
運
動
の
助
長
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
毛
沢

東
が
大
胆
に
発
言
し
た
知
識
人
か
ら
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
の
と
同
じ
く
、
こ
ん
ど
は
知
識

人
が
毛
沢
東
か
ら
手
ひ
ど
く
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
る
番
で
あ
っ
た
。・
・
・
批
判
を
口
に
す
る

の
は
躊
躇
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ざ
思
い
き
っ
て
そ
う
す
る
と
、
毛
沢
東
か
ら
し
っ
ぺ
返
し
を

く
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
（
二
六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

野
村
氏
の
主
張
す
る
「
一
定
の
枠
組
み
」
説
は
、
整
風
運
動
の
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
共

産
党
や
毛
沢
東
攻
撃
の
高
揚
に
対
し
て
、
大
変
な
計
算
違
い
を
し
て
い
た
毛
沢
東
は
、
自
己

の
主
張
の
正
当
化
の
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
付
記
さ
れ
た
条
件
で
あ
っ
た
。 

党
外
の
民
主
的
知
識
人
達
は
、
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
深
い
意
図
を
見
抜
い
て
行
動
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
政
敵
を
打
倒
す
た
め
に
知
識
人
を
利
用
し
て
党
批
判
を

奨
励
し
た
が
、
知
識
人
の
批
判
が
政
敵
で
は
な
く
、
共
産
党
組
織
や
毛
沢
東
本
人
に
仕
向
け

ら
れ
る
と
、
今
度
は
逆
に
毛
沢
東
は
知
識
人
を
攻
撃
し
て
抑
圧
し
た
の
で
あ
る
。 

林
克
氏
も
こ
の
毛
沢
東
の
政
策
変
更
の
過
程
に
つ
い
て
、 

「
林 

彼
は
意
外
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。「
あ
な
た
は
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
」
と
い
う

言
葉
を
私
に
返
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
賛
成
し
な
い
と
い
う
か
・
・
・
そ
の

後
の
右
派
に
対
す
る
反
撃
を
開
始
せ
よ
と
い
う
言
動
か
ら
見
て
も
、
す
で
に
毛
沢
東
は
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
と
い
う
判
断
を
し
て
お
り
、
私
の
こ
う
い
っ
た
意
見
は
結
局
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
と
見
て
い
ま
す
。
・
・
・ 

林 

・
・
・
毛
沢
東
は
そ
れ
を
聞
い
て
少
し
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
騒
乱
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。・
・
・
事
を
起
し
て
し
ま
っ
た

」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
口
に
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
整
風
運
動
を
起
し
た
こ
と

た
か
っ
た
の
だ
」
と
、
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
こ
れ
ほ
ど
信
用
で
き
な
い
連
中
だ
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
」
。
毛
沢
東
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
・
・
・
一
九
五
六
年
二
月
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

第
一
書
記
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
つ
い
で
同
年
秋
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
が
世
界
的
な
反

共
運
動
を
生
ん
だ
が
、
毛
沢
東
に
い
わ
す
れ
ば
、
党
幹
部
も
一
般
人
も
そ
れ
に
す
っ
か
り
ま

ど
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
み
ん
な
頓
馬
だ
と
毛
は
な
じ
っ
た
。
毛
沢
東
は
そ
の
怒
り
を
党
中

央
宣
伝
副
部
長
の
胡
喬
木
に
向
け
た
。
人
民
日
報
が
党
批
判
を
掲
載
し
て
も
な
ん
ら
手
を
う

た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
席
は
、
党
機
関
紙
の
編
集
長
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
胡
喬

木
に
対
し
て
言
っ
た
。「
新
聞
を
管
理
で
き
な
い
の
な
ら
、
辞
職
し
て
ほ
か
の
者
に
や
ら
せ
た

ら
い
い
」
。
そ
し
て
胡
喬
木
が
じ
き
じ
き
に
社
内
に
乗
り
こ
み
右
派
分
子
へ
の
攻
撃
を
準
備
す

る
よ
う
に
と
命
じ
た
の
だ
っ
た
。
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
た
。 

毛
沢
東
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
世
界
的
反
共
運
動
に
動
揺
し
て
共

産
党
批
判
＝
右
派
運
動
に
何
一
つ
手
を
打
た
な
か
っ
た
党
幹
部
や
反
共
運
動
に
影
響
さ
れ
た

知
識
人
や
一
般
民
衆
を
、
み
ん
な
頓
馬
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
従
っ
て
東
欧
の
民
主
化
運
動

に
刺
激
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の
自
己
批
判
運
動
説
を
説
く
、
従
来
の
野
村
氏
・
徳
田
氏
・
久

保
氏
の
学
説
は
、
毛
沢
東
本
人
の
発
言
に
照
ら
し
て
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
の
開
始
は
、
一
九
五
六
年
二
月
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ

ー
リ
ン
批
判
は
同
年
同
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
は
同
年
十
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
従
っ
て
竹

内
氏
は
、
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
、
じ
つ
は
毛
沢
東
の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
く
、
中
央

政
治
局
で
（
毛
沢
東
以
外
の
人
間
に
よ
っ
て
）
、
毛
沢
東
と
は
別
個
に
考
え
ら
れ
た
政
策
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
疑
い
で
あ
る
。
中
央
政
治
局
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を

正
面
か
ら
う
け
と
め
、
そ
の
趣
旨
を
容
れ
た
政
策
を
中
国
共
産
党
と
し
て
も
と
る
べ
き
だ
と

考
え
た
。
そ
れ
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
政
策
で
あ
っ
た
」
と
す
る
説
は
、
全
く
の

誤
解
で
あ
る
。
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
が
率
先
し
て
主
導
し
た
主
流
派
批
判
の
運
動
で
あ
る
。 

ま
た
整
風
運
動
を
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
等
の
東
欧
の
社
会
主
義
化
に
抗

議
す
る
民
衆
運
動
の
発
生
や
民
衆
生
活
に
つ
な
が
る
軽
工
業
や
農
業
の
生
産
性
の
低
迷
や
不

振
に
対
す
る
不
満
と
し
て
、「
国
内
に
広
が
っ
た
隠
然
た
る
共
産
党
へ
の
不
満
に
対
し
、
当
初

は
中
国
共
産
党
の
側
か
ら
一
九
五
六
年
四
月
以
降
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
呼
び
か
け

、
一
種
の
ガ
ス
抜
き
が
策
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
五
七
年
四
月
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

六
月
頃
に
な
る
と
、
東
欧
の
刺
激
も
受
け
、
四
九
年
革
命
以
来
の
経
済
運
営
や
政
治
社
会
制

度
を
め
ぐ
り
、
・
・
・
党
側
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
強
烈
な
批
判
が
噴
出
し
た
。
・
・
・

」
と
す
る
久
保
氏
等
の
「
不
満
の
ガ
ス
抜
き
」
説
（
九
）
も
誤
り
で
あ
る
。
整
風
運
動
の
発

生
し
た
年
月
は
東
欧
の
民
主
化
に
先
駆
け
て
い
て
、
事
実
関
係
か
ら
見
て
成
立
し
な
い
。 

李
氏
は
、「
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
整
風
運
動
は
べ
つ
だ
ん
耳
新
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

。
毛
沢
東
は
一
九
四
二
年
に
「
学
風
、
党
風
、
文
風
を
整
え
よ
う
」
と
最
初
の
整
風
運
動
を

発
動
し
て
い
る
。
今
回
の
そ
れ
と
初
期
の
も
の
と
の
違
い
は
、
整
風
が
も
っ
ぱ
ら
党
内
に
限

定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
」
（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
整
風
運
動
は
東
欧
の
民
主
化
に
影
響
さ
れ
て
発
生
し
て
は
い
な
い
。
純
粋
に
中
国

の
国
内
問
題
と
し
て
発
生
し
た
。
こ
れ
が
整
風
運
動
の
正
し
い
結
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
李

氏
は
、
こ
の
第
二
次
整
風
運
動
に
つ
い
て
、「
知
識
人
を
利
用
し
て
政
敵
を
批
判
し
よ
う
と
す

る
戦
略
が
裏
目
に
出
た
の
で
あ
る
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
復
讐
の
戦
略
の
練
り
直
し
の
過
程
に
つ
い
て
、 

「
五
月
中
旬
に
な
る
と
、
批
判
は
最
高
潮
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
。
世
論
の
流
れ
は
反
共
産

党
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
国
務
院
顧
問
会
議
の
面
々
、
す
な
わ
ち
政
府
が

頻
繁
に
助
言
を
求
め
て
い
た
「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
高
レ
ベ
ル
知
識
人
で
さ
え
も
攻

撃
に
く
わ
わ
っ
た
。
顧
問
の
ひ
と
り
が
起
立
し
て
党
擁
護
の
演
説
を
は
じ
め
て
も
、
ひ
と
り

と
し
て
傾
聴
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
が
大
変
な
計
算
違
い
を
し
た
の
だ
っ
た

整風運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（二）― 217（34）



指
導
体
制
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
党
内
の
が
っ
ち
り
固
め
た
上
下
関
係
の
緊
密
な
官
僚

主
義
体
制
を
打
破
し
て
、
毛
沢
東
が
自
由
に
動
け
る
よ
う
な
柔
軟
な
組
織
体
制
を
作
り
直
す

こ
と
で
、
毛
沢
東
は
党
内
に
お
け
る
政
治
方
針
の
主
導
権
を
回
復
す
る
奪
権
が
目
的
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 
三 

客
観
的
状
況
＝
意
図
と
結
果
の
落
差 

 

し
か
し
毛
沢
東
の
最
初
の
目
論
見
と
大
き
く
違
い
、
党
外
知
識
分
子
の
発
言
や
行
動
は
意

外
な
方
向
に
発
展
し
た
。
「
百
家
争
鳴
」
「
百
花
斉
放
」
を
掲
げ
て
知
識
人
層
の
党
批
判
を
促

す
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
連
呼
の
目
的
は
、
党
最
高
首
脳
や
党
内
慣
行
だ
け
の
批
判
に
向
け
る

と
い
う
計
算
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
重
い
口
を
開
い
た
党
外
知
識
人
の
発
言
は
、
毛
沢

東
や
共
産
党
機
関
の
存
在
に
ま
で
批
判
が
高
ま
り
、
毛
沢
東
は
大
変
な
計
算
間
違
い
を
し
て

い
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
野
村
氏
は
じ
め
従
来
の
研
究
者
達
が
全
て
指
摘
し
た
「
激

し
い
共
産
党
批
判
」
と
の
事
実
は
、
正
し
い
見
解
で
あ
る
。 

整
風
運
動
の
結
果
―
毛
沢
東
の
言
葉
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
党
外
の
知
識
人
達
は
、
同

年
三
月
と
四
月
に
毛
沢
東
の
二
度
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
や
っ
と
党
の
批
判
を
し
始
め

た
。
そ
し
て
次
第
に
批
判
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
毛
沢
東
等
の
最
高
権
力
や
共
産
党
の
支

配
権
に
ま
で
に
ま
で
批
判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
知
識
人
に
裏
切
ら
れ

た
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
整
風
運
動
の
発
展
過
程
の
内
容
に
つ
い
て
、 

「
共
産
党
に
は
統
治
す
る
本
来
の
権
利
な
ど
な
く
、
権
力
は
配
分
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ

は
じ
め
た
。
多
党
制
を
唱
導
す
る
者
も
い
れ
ば
、
政
権
の
た
ら
い
回
し
を
説
く
者
す
ら
出
て

き
た
。・
・
・
し
ま
い
に
は
毛
沢
東
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
批
判
の
的
に
な
っ
た
。
共
産
党
は
僧

院
に
比
せ
ら
れ
、
僧
院
長
（
毛
沢
東
）
は
「
経
典
」
を
誦
す
に
す
ぎ
ず
、
僧
侶
た
ち
ー
毛
指

導
下
の
党
幹
部
ー
が
た
だ
た
だ
唱
和
し
て
い
る
だ
け
だ
と
し
た
。
僧
院
長
で
は
な
く
て
下
級

の
僧
侶
に
対
し
て
し
か
批
判
が
許
さ
れ
な
い
と
不
満
を
述
べ
る
人
々
も
い
た
。
毛
沢
東
は
む

ろ
ん
衝
撃
を
受
け
た
。
批
判
が
自
分
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
覚
え
が
全
然
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
機
関
と
し
て
の
党
が
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
つ
も
り
が
毛
頭
な
か

っ
た
。
会
う
人
ご
と
か
ら
お
追
従
を
い
わ
れ
る
の
に
な
れ
て
い
た
し
、
真
の
敵
は
抹
殺
さ
れ

る
か
投
獄
し
て
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
だ
け
に
、
毛
は
知
識
人
が
い
だ
く
不
満
の
深
さ
に
気

が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
二
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
知
識
人
の
毛
東
主
席
の
独
裁
体
制
と
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
に
つ
い
て
の
根

深
い
不
信
感
に
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
全
く
思
い
違
い
を
し
て
い

た
。
野
村
氏
の
主
張
し
た
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
方
向
転
換
の
「
状
況
の
変
化
」

と
は
、
実
は
具
体
的
に
は
毛
沢
東
が
意
図
し
た
党
内
右
派
を
攻
撃
す
る
目
的
の
整
風
運
動
が
、

共
産
党
一
党
独
裁
体
制
や
毛
沢
東
批
判
に
発
展
し
た
た
よ
う
な
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
全
く
思

い
も
よ
ら
な
い
方
向
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
毛

沢
東
の
落
胆
は
大
き
く
、
李
氏
の
言
う
所
で
は
、 

「
五
月
十
五
日
、
私
が
中
南
海
に
帰
っ
て
か
ら
ほ
ん
の
数
日
後
、
毛
沢
東
は
「
物
事
は
変

わ
る
」
と
題
し
た
論
文
を
書
き
あ
げ
、
党
幹
部
の
あ
い
だ
で
極
秘
裏
に
回
覧
さ
れ
た
。
整
風

運
動
の
性
格
が
ほ
ど
な
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
か
ま
ぶ
す
し
く
批
判
の
言
を
は
い

た
者
に
反
撃
を
く
わ
え
る
計
画
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
蛇
を
穴

か
ら
お
び
き
だ
し
た
い
の
だ
」
。
毛
沢
東
が
私
に
そ
う
言
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る

。「
そ
の
あ
と
で
攻
撃
を
く
わ
え
る
。
私
の
戦
略
は
こ
う
だ
。
ま
ず
毒
草
を
存
分
に
は
え
さ
せ

る
。
そ
れ
か
ら
一
本
ず
つ
た
た
き
つ
ぶ
し
、
肥
料
に
な
っ
て
も
ら
う
」
。
知
識
人
は
相
変
わ
ら

ず
発
言
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
党
の
幹
部
た
ち
は
反
撃
が
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
る
こ
と
を

承
知
し
て
い
た
。「
私
は
共
産
党
の
整
風
を
行
う
た
め
に
民
衆
的
諸
政
党
や
諸
団
体
を
利
用
し

党
内
の
官
僚
主
義
的
偏
向
に
た
い
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
・
・
・
「
い
ま
ま
た
大
民
主

を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
、
私
も
賛
成
で
あ
る
。
諸
君
は
大
衆
が
街
頭
に
く
り
だ
す
の
を
恐

れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
は
恐
れ
な
い
。・
・
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
お
し
進
め
る
大
民
主
は

、
階
級
の
敵
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。・
・
・
大
民
主
は
ま
た
、
官
僚
主
義
者
に
対
処
す
る

場
合
に
も
使
え
る
。
・
・
・
も
し
も
な
に
も
か
も
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
、
官
僚
主
義
を
や
り
、

大
衆
と
会
っ
て
も
の
の
し
る
だ
け
で
、
い
い
こ
と
ひ
と
つ
言
わ
ず
、
大
衆
の
ぶ
つ
か
っ
て
い

る
問
題
を
解
決
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
連
中
は
、
か
な
ら
ず
打
倒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
げ

ん
に
、
こ
の
危
機
は
存
在
し
て
い
る
。
」
・
・
・
お
そ
ら
く
毛
沢
東
の
目
は
、
さ
し
あ
た
り
よ

り
多
く
党
内
の
官
僚
主
義
、
あ
る
い
は
党
と
人
民
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
向
け
ら
れ
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
執
政
の
党
」
た
る
中
国
共
産
党
が
、
い
ま
や
新
た
に
直

面
し
た
一
つ
の
課
題
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
党
機
関
に
た
い
す
る
批
判
は
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
、
し
だ
い
に
き
び
し
さ
を
加
え
る
。
五
七
年
一
月
、
か
れ
は
書
記
会
議
に
お
い
て
述
べ
る
。

・
・
・
そ
し
て
ま
た
、
く
り
か
え
し
、
党
機
関
の
官
僚
化
に
警
告
を
発
し
、
機
構
の
簡
素
化
、

大
衆
路
線
を
強
調
す
る
。「
大
衆
と
緊
密
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
衆
か
ら
浮
き

あ
が
り
、
官
僚
主
義
で
あ
れ
ば
、
や
っ
つ
け
ら
れ
る
の
は
必
至
で
あ
る
」（
同
前
『
選
集
』
第

五
巻
、
五
五
七
ペ
ー
ジ
）・
・
・
」
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
毛
沢
東
の
批
判
の
目
標
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
共
産
党
中
央
の
ソ
連
型
の

“
赤
い
貴
族
”
的
官
僚
主
義
批
判
で
あ
っ
た
。
し
か
し
真
の
狙
い
は
、
共
産
党
全
体
の
信
頼

回
復
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
第
八
回
党
大
会
の
集
団
指
導
体
制
＝
官
僚
主
義
を
批
判
し
て
、

自
己
勢
力
の
拡
大
に
よ
る
政
治
主
導
権
の
回
復
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
野
村
氏
の
主
張
は
、

こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。 

 
 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
は
、「
ウ
イ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
・
フ
リ
ー
百
科
事
典
」
で
は
、 

「
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
毛
沢
東
は
最
高
国
務
会
議
で
「
共
産

党
へ
の
批
判
を
歓
迎
す
る
」
と
し
て
、
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
提
唱
し
た
。
「
百
花
斉

放
・
百
家
争
鳴
」
と
は
、「
多
彩
な
文
化
を
開
花
さ
せ
、
多
様
な
意
見
を
論
争
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
こ
の
よ
う
な
運
動
を
始
め
た
理
由
は
過
去
さ
ま
ざ
ま
論
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
定
説
は
無
い
。
日
本
で
は
、
周
辺
国
と
の
対
立
を
前
に
し
て
、
中
国
の
国
力
を
増

す
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
の
見
方
が
比
較
的
有
力
で
あ
る
。
ま
た
、
毛

沢
東
が
自
ら
の
権
威
が
揺
ら
い
で
い
る
と
考
え
、
国
内
の
「
民
主
的
諸
政
党
」
や
知
識
人
に

対
し
て
党
の
官
僚
主
義
を
批
判
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
り
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
の

力
を
削
ご
う
と
し
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
一
九
）。
あ
る
い
は
、
作
家
の
ユ
ン
・
チ
ア

ン
は
百
家
争
鳴
運
動
と
は
始
め
か
ら
毛
沢
東
が
反
対
派
を
炙
り
出
す
た
め
の
巧
み
な
罠
だ
っ

た
と
断
定
し
て
い
る
（
二
〇
）」
と
あ
り
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
要
約
し
て
い
る
。 

天
児
氏
や
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
は
、
李
氏
に
語
っ
た
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
考
え
て
見

る
と
成
立
し
な
い
。
特
に
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
自
己
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
整
風
運
動
の

年
月
に
つ
い
て
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
七
日
、
毛
沢
東
は
御
用
会
議
と
化
し
た
最
高
国
務
会

議
を
開
い
て
四
時
間
に
お
よ
ぶ
講
話
を
お
こ
な
い
、
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
歓
迎
す
る
、

と
発
表
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
こ
れ

が
毛
沢
東
の
罠
で
あ
り
、
誘
い
に
乗
っ
て
発
言
し
た
内
容
を
後
日
迫
害
に
使
お
う
と
い
う
企

て
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
人
間
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
一
九
五
七
年
二

月
と
す
る
。
し
か
し
百
花
斉
放
の
整
風
運
動
の
発
動
開
始
は
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
に
開

催
さ
れ
た
最
高
国
務
会
議
で
の
毛
沢
東
演
説
で
あ
り
、
東
欧
の
自
由
化
運
動
の
発
生
す
る
以

前
の
発
動
で
あ
る
。
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
に
は
、
整
風
運
動
の
年
月
的
事
実
関
係
に
誤

解
が
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
目
的
は
、
一
九
五
六
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回

党
大
会
で
決
定
し
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
・
集
団
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指
導
体
制
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
党
内
の
が
っ
ち
り
固
め
た
上
下
関
係
の
緊
密
な
官
僚

主
義
体
制
を
打
破
し
て
、
毛
沢
東
が
自
由
に
動
け
る
よ
う
な
柔
軟
な
組
織
体
制
を
作
り
直
す

こ
と
で
、
毛
沢
東
は
党
内
に
お
け
る
政
治
方
針
の
主
導
権
を
回
復
す
る
奪
権
が
目
的
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

三 

客
観
的
状
況
＝
意
図
と
結
果
の
落
差 

 

し
か
し
毛
沢
東
の
最
初
の
目
論
見
と
大
き
く
違
い
、
党
外
知
識
分
子
の
発
言
や
行
動
は
意

外
な
方
向
に
発
展
し
た
。
「
百
家
争
鳴
」
「
百
花
斉
放
」
を
掲
げ
て
知
識
人
層
の
党
批
判
を
促

す
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
連
呼
の
目
的
は
、
党
最
高
首
脳
や
党
内
慣
行
だ
け
の
批
判
に
向
け
る

と
い
う
計
算
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
重
い
口
を
開
い
た
党
外
知
識
人
の
発
言
は
、
毛
沢

東
や
共
産
党
機
関
の
存
在
に
ま
で
批
判
が
高
ま
り
、
毛
沢
東
は
大
変
な
計
算
間
違
い
を
し
て

い
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
野
村
氏
は
じ
め
従
来
の
研
究
者
達
が
全
て
指
摘
し
た
「
激

し
い
共
産
党
批
判
」
と
の
事
実
は
、
正
し
い
見
解
で
あ
る
。 

整
風
運
動
の
結
果
―
毛
沢
東
の
言
葉
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
党
外
の
知
識
人
達
は
、
同

年
三
月
と
四
月
に
毛
沢
東
の
二
度
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
や
っ
と
党
の
批
判
を
し
始
め

た
。
そ
し
て
次
第
に
批
判
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
毛
沢
東
等
の
最
高
権
力
や
共
産
党
の
支

配
権
に
ま
で
に
ま
で
批
判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
毛
沢
東
は
知
識
人
に
裏
切
ら
れ

た
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
李
氏
は
、
こ
の
整
風
運
動
の
発
展
過
程
の
内
容
に
つ
い
て
、 

「
共
産
党
に
は
統
治
す
る
本
来
の
権
利
な
ど
な
く
、
権
力
は
配
分
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ

は
じ
め
た
。
多
党
制
を
唱
導
す
る
者
も
い
れ
ば
、
政
権
の
た
ら
い
回
し
を
説
く
者
す
ら
出
て

き
た
。・
・
・
し
ま
い
に
は
毛
沢
東
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
批
判
の
的
に
な
っ
た
。
共
産
党
は
僧

院
に
比
せ
ら
れ
、
僧
院
長
（
毛
沢
東
）
は
「
経
典
」
を
誦
す
に
す
ぎ
ず
、
僧
侶
た
ち
ー
毛
指

導
下
の
党
幹
部
ー
が
た
だ
た
だ
唱
和
し
て
い
る
だ
け
だ
と
し
た
。
僧
院
長
で
は
な
く
て
下
級

の
僧
侶
に
対
し
て
し
か
批
判
が
許
さ
れ
な
い
と
不
満
を
述
べ
る
人
々
も
い
た
。
毛
沢
東
は
む

ろ
ん
衝
撃
を
受
け
た
。
批
判
が
自
分
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
覚
え
が
全
然
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
機
関
と
し
て
の
党
が
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
つ
も
り
が
毛
頭
な
か

っ
た
。
会
う
人
ご
と
か
ら
お
追
従
を
い
わ
れ
る
の
に
な
れ
て
い
た
し
、
真
の
敵
は
抹
殺
さ
れ

る
か
投
獄
し
て
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
だ
け
に
、
毛
は
知
識
人
が
い
だ
く
不
満
の
深
さ
に
気

が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
二
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
知
識
人
の
毛
東
主
席
の
独
裁
体
制
と
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
に
つ
い
て
の
根

深
い
不
信
感
に
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
全
く
思
い
違
い
を
し
て
い

た
。
野
村
氏
の
主
張
し
た
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
方
向
転
換
の
「
状
況
の
変
化
」

と
は
、
実
は
具
体
的
に
は
毛
沢
東
が
意
図
し
た
党
内
右
派
を
攻
撃
す
る
目
的
の
整
風
運
動
が
、

共
産
党
一
党
独
裁
体
制
や
毛
沢
東
批
判
に
発
展
し
た
た
よ
う
な
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
全
く
思

い
も
よ
ら
な
い
方
向
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
毛

沢
東
の
落
胆
は
大
き
く
、
李
氏
の
言
う
所
で
は
、 

「
五
月
十
五
日
、
私
が
中
南
海
に
帰
っ
て
か
ら
ほ
ん
の
数
日
後
、
毛
沢
東
は
「
物
事
は
変

わ
る
」
と
題
し
た
論
文
を
書
き
あ
げ
、
党
幹
部
の
あ
い
だ
で
極
秘
裏
に
回
覧
さ
れ
た
。
整
風

運
動
の
性
格
が
ほ
ど
な
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
か
ま
ぶ
す
し
く
批
判
の
言
を
は
い

た
者
に
反
撃
を
く
わ
え
る
計
画
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
「
わ
れ
わ
れ
は
蛇
を
穴

か
ら
お
び
き
だ
し
た
い
の
だ
」
。
毛
沢
東
が
私
に
そ
う
言
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る

。「
そ
の
あ
と
で
攻
撃
を
く
わ
え
る
。
私
の
戦
略
は
こ
う
だ
。
ま
ず
毒
草
を
存
分
に
は
え
さ
せ

る
。
そ
れ
か
ら
一
本
ず
つ
た
た
き
つ
ぶ
し
、
肥
料
に
な
っ
て
も
ら
う
」
。
知
識
人
は
相
変
わ
ら

ず
発
言
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
党
の
幹
部
た
ち
は
反
撃
が
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
る
こ
と
を

承
知
し
て
い
た
。「
私
は
共
産
党
の
整
風
を
行
う
た
め
に
民
衆
的
諸
政
党
や
諸
団
体
を
利
用
し

党
内
の
官
僚
主
義
的
偏
向
に
た
い
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
・
・
・
「
い
ま
ま
た
大
民
主

を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
、
私
も
賛
成
で
あ
る
。
諸
君
は
大
衆
が
街
頭
に
く
り
だ
す
の
を
恐

れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
は
恐
れ
な
い
。・
・
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
お
し
進
め
る
大
民
主
は

、
階
級
の
敵
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。・
・
・
大
民
主
は
ま
た
、
官
僚
主
義
者
に
対
処
す
る

場
合
に
も
使
え
る
。
・
・
・
も
し
も
な
に
も
か
も
面
倒
く
さ
く
な
っ
て
、
官
僚
主
義
を
や
り
、

大
衆
と
会
っ
て
も
の
の
し
る
だ
け
で
、
い
い
こ
と
ひ
と
つ
言
わ
ず
、
大
衆
の
ぶ
つ
か
っ
て
い

る
問
題
を
解
決
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
連
中
は
、
か
な
ら
ず
打
倒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
げ

ん
に
、
こ
の
危
機
は
存
在
し
て
い
る
。
」
・
・
・
お
そ
ら
く
毛
沢
東
の
目
は
、
さ
し
あ
た
り
よ

り
多
く
党
内
の
官
僚
主
義
、
あ
る
い
は
党
と
人
民
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
に
向
け
ら
れ
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
執
政
の
党
」
た
る
中
国
共
産
党
が
、
い
ま
や
新
た
に
直

面
し
た
一
つ
の
課
題
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
の
党
機
関
に
た
い
す
る
批
判
は
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
、
し
だ
い
に
き
び
し
さ
を
加
え
る
。
五
七
年
一
月
、
か
れ
は
書
記
会
議
に
お
い
て
述
べ
る
。

・
・
・
そ
し
て
ま
た
、
く
り
か
え
し
、
党
機
関
の
官
僚
化
に
警
告
を
発
し
、
機
構
の
簡
素
化
、

大
衆
路
線
を
強
調
す
る
。「
大
衆
と
緊
密
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
衆
か
ら
浮
き

あ
が
り
、
官
僚
主
義
で
あ
れ
ば
、
や
っ
つ
け
ら
れ
る
の
は
必
至
で
あ
る
」（
同
前
『
選
集
』
第

五
巻
、
五
五
七
ペ
ー
ジ
）・
・
・
」
」
（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
様
に
毛
沢
東
の
批
判
の
目
標
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
共
産
党
中
央
の
ソ
連
型
の

“
赤
い
貴
族
”
的
官
僚
主
義
批
判
で
あ
っ
た
。
し
か
し
真
の
狙
い
は
、
共
産
党
全
体
の
信
頼

回
復
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
第
八
回
党
大
会
の
集
団
指
導
体
制
＝
官
僚
主
義
を
批
判
し
て
、

自
己
勢
力
の
拡
大
に
よ
る
政
治
主
導
権
の
回
復
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
野
村
氏
の
主
張
は
、

こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。 

 
 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
は
、「
ウ
イ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
・
フ
リ
ー
百
科
事
典
」
で
は
、 

「
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
毛
沢
東
は
最
高
国
務
会
議
で
「
共
産

党
へ
の
批
判
を
歓
迎
す
る
」
と
し
て
、
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
提
唱
し
た
。
「
百
花
斉

放
・
百
家
争
鳴
」
と
は
、「
多
彩
な
文
化
を
開
花
さ
せ
、
多
様
な
意
見
を
論
争
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
こ
の
よ
う
な
運
動
を
始
め
た
理
由
は
過
去
さ
ま
ざ
ま
論
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
定
説
は
無
い
。
日
本
で
は
、
周
辺
国
と
の
対
立
を
前
に
し
て
、
中
国
の
国
力
を
増

す
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
の
見
方
が
比
較
的
有
力
で
あ
る
。
ま
た
、
毛

沢
東
が
自
ら
の
権
威
が
揺
ら
い
で
い
る
と
考
え
、
国
内
の
「
民
主
的
諸
政
党
」
や
知
識
人
に

対
し
て
党
の
官
僚
主
義
を
批
判
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
り
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
の

力
を
削
ご
う
と
し
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
一
九
）。
あ
る
い
は
、
作
家
の
ユ
ン
・
チ
ア

ン
は
百
家
争
鳴
運
動
と
は
始
め
か
ら
毛
沢
東
が
反
対
派
を
炙
り
出
す
た
め
の
巧
み
な
罠
だ
っ

た
と
断
定
し
て
い
る
（
二
〇
）」
と
あ
り
て
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
要
約
し
て
い
る
。 

天
児
氏
や
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
は
、
李
氏
に
語
っ
た
毛
沢
東
の
発
言
よ
り
考
え
て
見

る
と
成
立
し
な
い
。
特
に
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
自
己
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
整
風
運
動
の

年
月
に
つ
い
て
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
七
日
、
毛
沢
東
は
御
用
会
議
と
化
し
た
最
高
国
務
会

議
を
開
い
て
四
時
間
に
お
よ
ぶ
講
話
を
お
こ
な
い
、
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
歓
迎
す
る
、

と
発
表
し
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
こ
れ

が
毛
沢
東
の
罠
で
あ
り
、
誘
い
に
乗
っ
て
発
言
し
た
内
容
を
後
日
迫
害
に
使
お
う
と
い
う
企

て
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
人
間
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
一
九
五
七
年
二

月
と
す
る
。
し
か
し
百
花
斉
放
の
整
風
運
動
の
発
動
開
始
は
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
に
開

催
さ
れ
た
最
高
国
務
会
議
で
の
毛
沢
東
演
説
で
あ
り
、
東
欧
の
自
由
化
運
動
の
発
生
す
る
以

前
の
発
動
で
あ
る
。
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
主
張
に
は
、
整
風
運
動
の
年
月
的
事
実
関
係
に
誤

解
が
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
目
的
は
、
一
九
五
六
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回

党
大
会
で
決
定
し
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
官
僚
主
義
体
制
・
集
団

整風運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（二）― 219（32）



は
一
種
の
賭
け
で
あ
っ
た
。
純
粋
な
「
反
革
命
分
子
」
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
ま
た
胡
風
の

よ
う
な
反
逆
は
威
嚇
し
て
二
度
と
発
言
で
き
な
い
よ
う
に
口
が
封
じ
て
あ
り
、
さ
ら
に
ほ
か

の
知
識
人
は
お
そ
ら
く
主
席
の
リ
ー
ド
に
従
い
、
主
席
が
何
に
も
ま
し
て
改
革
の
標
的
に
し

た
い
党
最
高
首
脳
や
党
内
慣
行
だ
け
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
毛
沢
東

な
り
の
計
算
に
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
に
は
、
こ
の
賭
け
が
き
っ
と
成
功
す
る
と
、

信
じ
る
に
た
る
理
由
が
あ
っ
た
。「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
代
表
者
た
ち
と
会
う
た
び
ご

と
に
、
彼
は
見
え
す
い
た
お
べ
っ
か
を
あ
び
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
」（
一
五
）
と
述
べ
て
い

る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
な
り
の
勝
算
の
あ
る
算
盤
勘
定
の
上
に
、
ソ
連
型
の
官
僚
主
義
・
セ

ク
ト
主
義
傾
向
の
党
内
主
流
派
を
批
判
す
る
た
め
に
整
風
運
動
を
発
動
し
た
、
と
言
う
。 

従
っ
て
「
「
鳴
放
運
動
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分

と
い
う
単
純
に
政
治
的
次
元
で
の
対
応
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が

い
な
い
」
と
主
張
し
た
野
村
氏
の
見
解
は
、
資
料
的
に
成
立
し
な
い
。
ま
た
東
欧
の
民
主
化

運
動
に
刺
激
さ
れ
て
、
毛
沢
東
が
中
国
共
産
党
の
民
主
化
運
動
を
指
示
し
た
の
が
、
整
風
運

動
で
あ
る
と
す
る
毛
利
和
子
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
秘
書
と
し
て
一
二
年
間
仕
え
た
林
克
氏
も
、
整
風
運
動
を
発
動
し
た
毛
沢
東
の

目
的
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
天
津
と
か
済
南
と
か
南
京
を
回
り
、
あ
ち
こ
ち
で
千
人
か
ら
二
千
人
の
大
会

を
開
き
、
説
明
に
当
た
り
ま
す
。
当
時
私
が
と
っ
た
記
禄
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
の
中
心
的

な
課
題
は
何
か
と
い
う
と
、「
人
民
内
部
の
矛
盾
と
い
う
も
の
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
。
労

働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
学
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
説
得
を
す
る
こ
と
。
決
し
て
弾
圧

的
な
手
段
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
思
想
あ
る
い
は
観
念
の
問
題
は
、
説
得
に
よ
っ
て
の
み

相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
弾
圧
的
な
手
段
で
解
決
す
べ
き
で
は
な
い
。
中
国
共

産
党
内
部
に
は
び
こ
っ
て
い
る
官
僚
主
義
に
反
対
し
、
社
会
主
義
の
民
主
を
発
揚
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
各
地
を
回
っ
て
強
調
し
ま
し
た
。
」
（
一
六
）
と
、

李
氏
と
同
様
に
党
内
の
官
僚
主
義
＝
ソ
連
型
の
党
内
主
流
派
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
林
克
氏
は
、
凌
星
光
の
質
問
に
対
し
て
、 

「
凌 

整
風
運
動
が
途
中
で
反
右
派
闘
争
に
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
「
引
蛇
出
蛇

」（
蛇
を
穴
か
ら
引
き
出
し
て
や
っ
つ
け
る
）
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
自
由
に
意

見
を
述
べ
よ
と
わ
ざ
と
言
っ
て
お
い
て
、
後
で
反
右
派
闘
争
を
展
開
し
て
や
っ
つ
け
る
。
で

す
か
ら
中
国
共
産
党
の
や
り
方
は
き
た
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
毛
沢
東
は

整
風
運
動
を
始
め
る
前
は
、
よ
り
民
主
的
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
官
僚
主
義
に
反
対

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
心
か
ら
そ
う
考
え
て
い
た
と
見
て
、
差
し
つ
か
え
な
い
で
す
か
。 

林 

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
当
時
毛
沢
東
は
本
当
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て

党
の
よ
く
な
い
点
を
直
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
電
報
の
下
書
き
を
書
か
せ
ま
し
た
が
、

・
・
・
毛
沢
東
は
、
人
民
内
部
の
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
に
主
眼
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
」 

（
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
が
言
う
様
に
毛
沢
東
は
、
共
産
党
地
方
幹
部
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
党
内
の
官

僚
主
義
＝
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
さ
せ
る
た
め
に
、
党
外
の
知
識
人
分
子
に
自
由
に
共

産
党
批
判
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
党
外
知
識
人
分
子
に
よ
る
共
産
党

自
体
や
毛
沢
東
の
批
判
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
の
毛
沢
東
の
信
頼
感
と
算
盤
計
算
が
存
在

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
毛
沢
東
の
「
弾
圧
的
な
手
段
を
と
る
な
」
、
「
人
民
内
部
の
矛
盾
の

解
決
」
と
の
発
言
で
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
野
村
氏
も
、
党
外
知
識
人
の
民
主
化
運
動

に
対
し
て
、 

「
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
連
動
し
て
、
中
国
に
も
い
く
つ
か
の
騒
擾
が
発
生
し
た

の
で
あ
る
。・
・
・
騒
擾
の
起
こ
っ
た
直
後
、
毛
沢
東
は
、
い
わ
ば
「
民
衆
」
の
要
求
を
逆
手

に
と
り
つ
つ
、
一
方
で
は
、
党
外
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
か
ら
の
批
判
に
た
い
し
、
他
方
で
は

る
よ
う
つ
よ
く
求
め
た
。
革
命
は
勝
利
、
社
会
主
義
は
成
就
で
あ
る
と
断
じ
、
階
級
闘
争
の

時
期
は
終
わ
っ
た
と
主
張
し
た
。
・
・
・
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
矛
盾
は
も
は
や
「
敵
対
者
」

な
ど
で
は
な
く
、
人
民
内
部
に
お
け
る
相
違
は
容
易
に
克
服
で
き
る
と
し
た
。
き
た
る
べ
き

党
の
整
風
運
動
で
毛
沢
東
は
党
外
の
知
識
人
に
対
し
、
党
の
誤
り
を
批
判
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
外
知
識
人
に
対
し
て
、
党
内
に
は
び
こ
る
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
批
判
、

つ
ま
り
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
等
の
集
団
指
導
体
制
に
よ
る
組
織
的
に
党
運
営
を
行
な
う
政

治
体
制
を
批
判
す
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。 

一
九
五
七
年
四
月
二
七
日
の
中
国
共
産
党
中
央
の
「
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
指
示
」
に
は
、 

「
こ
こ
数
年
来
、
わ
が
党
で
は
、
大
衆
か
ら
遊
離
し
、
実
際
か
ら
遊
離
し
た
官
僚
主
義
、

セ
ク
ト
主
義
、
主
観
主
義
が
あ
ら
た
に
成
長
し
て
き
て
い
る
。〔
中
略
〕
党
中
央
は
、
全
党
で

あ
ら
た
め
て
全
面
的
な
、
深
い
、
反
官
僚
主
義
、
反
セ
ク
ト
主
義
、
反
主
観
主
義
の
整
風
運

動
を
行
な
い
、
全
党
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
水
準
を
高
め
、
作
風
を
改
善
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
社
会
主
義
的
改
造
と
、
社
会
主
義
建
設
の
需
要
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。〔

中
略
〕
今
回
の
整
風
運
動
は
、
厳
粛
、
真
剣
で
あ
る
と
と
も
に
、
き
め
こ
ま
か
い
思
想
運
動

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
適
切
な
批
判
と
自
己
批
判
の
運
動
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
「

知
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
も
言
い
、
聞
く
も
の
は
そ
れ
を
い
ま
し
め
と
す
る
。
当
た
っ
て

い
れ
ば
改
め
、
当
た
っ
て
い
な
く
て
も
い
っ
そ
う
励
む
」
と
い
う
原
則
を
断
固
と
し
て
実
行

す
る
べ
き
で
あ
り
、
自
己
の
一
切
を
肯
定
し
、
他
人
の
批
判
を
拒
否
す
る
こ
と
は
す
べ
き
で

は
な
い
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
党
内
に
は
び
こ
る
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
、
主
観

主
義
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
こ
と
は
自
由
に
発
言
し
て
、
中
国
共
産
党
を
批
判
す
る
よ
う

に
党
外
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
李
氏
は
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
共
産
党
内
部
批

判
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
、 

「
今
回
の
そ
れ
と
初
期
の
も
の
と
の
違
い
は
、
整
風
が
も
っ
ぱ
ら
党
内
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
も
は
や
党
内
の
自
浄
力
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
一
般
大
衆
、
と
り
わ
け
「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
知
識
人
に
呼
び
か
け
、
党

へ
の
批
判
を
発
言
す
る
よ
う
に
毛
は
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
す
こ
ぶ
る
異
例
の
行
動
で

あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
は
結
合
力
が
固
く
て
強
力
、
し
か
も
秘
密
に
徹
し
た
組
織
で
あ
る
。

非
党
員
が
批
判
を
加
え
る
の
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
え
て
そ
の
禁
を
破
っ
た
者
は

反
革
命
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
数
万
の
罪
な
き
人
々
が
百
も
承
知
し

て
い
る
現
実
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
、
中
国
の
知
識
人
に
つ
い
て
た
い
そ
う
懐
疑
的

だ
っ
た
。
表
向
き
知
識
人
と
の
連
合
、
そ
し
て
彼
ら
の
活
用
を
唱
導
し
た
が
、
し
か
し
内
心

は
そ
の
忠
誠
心
を
疑
い
続
け
て
き
た
。
政
治
的
に
も
、
知
識
人
は
改
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
」（
一
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
整
風
運
動
は

、
共
産
党
内
部
の
自
浄
力
の
な
さ
に
絶
望
し
た
毛
沢
東
の
党
内
に
お
け
る
孤
立
無
援
状
態
を

挽
回
す
る
た
め
の
、
前
代
未
聞
の
異
例
の
行
動
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

従
っ
て
整
風
運
動
の
開
始
の
当
初
は
、
野
村
氏
の
主
張
す
る
様
な
「
一
定
の
枠
組
み
」
説

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
そ
の
後
何
故
に
、「
一
定
の
枠
組
み
」
を
設
定
し

た
の
か
、
改
め
て
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
は
、
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連
型

官
僚
主
義
体
制
下
の
漸
進
的
社
会
主
義
路
線
に
異
議
を
唱
え
て
、
一
九
五
七
年
二
月
に
は
党

外
知
識
分
子
を
自
己
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
へ
の
奪
権
に
政
治
利
用
で
き
る
状
況
に

到
達
と
判
断
し
て
、
彼
ら
を
利
用
し
て
党
中
央
の
右
派
路
線
の
政
敵
を
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト

主
義
と
批
判
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
「
権
謀
術
数
」
を
駆
使
し
た
政
治
戦
術
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
の
自
由
な
共
産
党
批
判
を
許
す
冒
険
的
意
図
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
か
か
げ
て
知
識
人
層
の
論
争
を
う
な
が
す
毛
沢
東
の
政
策
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は
一
種
の
賭
け
で
あ
っ
た
。
純
粋
な
「
反
革
命
分
子
」
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
ま
た
胡
風
の

よ
う
な
反
逆
は
威
嚇
し
て
二
度
と
発
言
で
き
な
い
よ
う
に
口
が
封
じ
て
あ
り
、
さ
ら
に
ほ
か

の
知
識
人
は
お
そ
ら
く
主
席
の
リ
ー
ド
に
従
い
、
主
席
が
何
に
も
ま
し
て
改
革
の
標
的
に
し

た
い
党
最
高
首
脳
や
党
内
慣
行
だ
け
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
毛
沢
東

な
り
の
計
算
に
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
に
は
、
こ
の
賭
け
が
き
っ
と
成
功
す
る
と
、

信
じ
る
に
た
る
理
由
が
あ
っ
た
。「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
代
表
者
た
ち
と
会
う
た
び
ご

と
に
、
彼
は
見
え
す
い
た
お
べ
っ
か
を
あ
び
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
」（
一
五
）
と
述
べ
て
い

る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
な
り
の
勝
算
の
あ
る
算
盤
勘
定
の
上
に
、
ソ
連
型
の
官
僚
主
義
・
セ

ク
ト
主
義
傾
向
の
党
内
主
流
派
を
批
判
す
る
た
め
に
整
風
運
動
を
発
動
し
た
、
と
言
う
。 

従
っ
て
「
「
鳴
放
運
動
」
か
ら
「
反
右
派
闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分

と
い
う
単
純
に
政
治
的
次
元
で
の
対
応
の
み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が

い
な
い
」
と
主
張
し
た
野
村
氏
の
見
解
は
、
資
料
的
に
成
立
し
な
い
。
ま
た
東
欧
の
民
主
化

運
動
に
刺
激
さ
れ
て
、
毛
沢
東
が
中
国
共
産
党
の
民
主
化
運
動
を
指
示
し
た
の
が
、
整
風
運

動
で
あ
る
と
す
る
毛
利
和
子
氏
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
秘
書
と
し
て
一
二
年
間
仕
え
た
林
克
氏
も
、
整
風
運
動
を
発
動
し
た
毛
沢
東
の

目
的
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
天
津
と
か
済
南
と
か
南
京
を
回
り
、
あ
ち
こ
ち
で
千
人
か
ら
二
千
人
の
大
会

を
開
き
、
説
明
に
当
た
り
ま
す
。
当
時
私
が
と
っ
た
記
禄
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
の
中
心
的

な
課
題
は
何
か
と
い
う
と
、「
人
民
内
部
の
矛
盾
と
い
う
も
の
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
。
労

働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
学
生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
説
得
を
す
る
こ
と
。
決
し
て
弾
圧

的
な
手
段
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
思
想
あ
る
い
は
観
念
の
問
題
は
、
説
得
に
よ
っ
て
の
み

相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
弾
圧
的
な
手
段
で
解
決
す
べ
き
で
は
な
い
。
中
国
共

産
党
内
部
に
は
び
こ
っ
て
い
る
官
僚
主
義
に
反
対
し
、
社
会
主
義
の
民
主
を
発
揚
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
各
地
を
回
っ
て
強
調
し
ま
し
た
。
」
（
一
六
）
と
、

李
氏
と
同
様
に
党
内
の
官
僚
主
義
＝
ソ
連
型
の
党
内
主
流
派
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
林
克
氏
は
、
凌
星
光
の
質
問
に
対
し
て
、 

「
凌 

整
風
運
動
が
途
中
で
反
右
派
闘
争
に
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
「
引
蛇
出
蛇

」（
蛇
を
穴
か
ら
引
き
出
し
て
や
っ
つ
け
る
）
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
自
由
に
意

見
を
述
べ
よ
と
わ
ざ
と
言
っ
て
お
い
て
、
後
で
反
右
派
闘
争
を
展
開
し
て
や
っ
つ
け
る
。
で

す
か
ら
中
国
共
産
党
の
や
り
方
は
き
た
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
毛
沢
東
は

整
風
運
動
を
始
め
る
前
は
、
よ
り
民
主
的
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
官
僚
主
義
に
反
対

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
心
か
ら
そ
う
考
え
て
い
た
と
見
て
、
差
し
つ
か
え
な
い
で
す
か
。 

林 

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
当
時
毛
沢
東
は
本
当
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て

党
の
よ
く
な
い
点
を
直
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
電
報
の
下
書
き
を
書
か
せ
ま
し
た
が
、

・
・
・
毛
沢
東
は
、
人
民
内
部
の
矛
盾
を
解
決
す
る
こ
と
に
主
眼
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
」 

（
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
が
言
う
様
に
毛
沢
東
は
、
共
産
党
地
方
幹
部
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
党
内
の
官

僚
主
義
＝
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
攻
撃
さ
せ
る
た
め
に
、
党
外
の
知
識
人
分
子
に
自
由
に
共

産
党
批
判
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
党
外
知
識
人
分
子
に
よ
る
共
産
党

自
体
や
毛
沢
東
の
批
判
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
の
毛
沢
東
の
信
頼
感
と
算
盤
計
算
が
存
在

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
毛
沢
東
の
「
弾
圧
的
な
手
段
を
と
る
な
」
、
「
人
民
内
部
の
矛
盾
の

解
決
」
と
の
発
言
で
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
野
村
氏
も
、
党
外
知
識
人
の
民
主
化
運
動

に
対
し
て
、 

「
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
連
動
し
て
、
中
国
に
も
い
く
つ
か
の
騒
擾
が
発
生
し
た

の
で
あ
る
。・
・
・
騒
擾
の
起
こ
っ
た
直
後
、
毛
沢
東
は
、
い
わ
ば
「
民
衆
」
の
要
求
を
逆
手

に
と
り
つ
つ
、
一
方
で
は
、
党
外
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
か
ら
の
批
判
に
た
い
し
、
他
方
で
は

る
よ
う
つ
よ
く
求
め
た
。
革
命
は
勝
利
、
社
会
主
義
は
成
就
で
あ
る
と
断
じ
、
階
級
闘
争
の

時
期
は
終
わ
っ
た
と
主
張
し
た
。
・
・
・
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
矛
盾
は
も
は
や
「
敵
対
者
」

な
ど
で
は
な
く
、
人
民
内
部
に
お
け
る
相
違
は
容
易
に
克
服
で
き
る
と
し
た
。
き
た
る
べ
き

党
の
整
風
運
動
で
毛
沢
東
は
党
外
の
知
識
人
に
対
し
、
党
の
誤
り
を
批
判
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
一
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
党
外
知
識
人
に
対
し
て
、
党
内
に
は
び
こ
る
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
批
判
、

つ
ま
り
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
等
の
集
団
指
導
体
制
に
よ
る
組
織
的
に
党
運
営
を
行
な
う
政

治
体
制
を
批
判
す
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。 

一
九
五
七
年
四
月
二
七
日
の
中
国
共
産
党
中
央
の
「
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
指
示
」
に
は
、 

「
こ
こ
数
年
来
、
わ
が
党
で
は
、
大
衆
か
ら
遊
離
し
、
実
際
か
ら
遊
離
し
た
官
僚
主
義
、

セ
ク
ト
主
義
、
主
観
主
義
が
あ
ら
た
に
成
長
し
て
き
て
い
る
。〔
中
略
〕
党
中
央
は
、
全
党
で

あ
ら
た
め
て
全
面
的
な
、
深
い
、
反
官
僚
主
義
、
反
セ
ク
ト
主
義
、
反
主
観
主
義
の
整
風
運

動
を
行
な
い
、
全
党
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
水
準
を
高
め
、
作
風
を
改
善
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
社
会
主
義
的
改
造
と
、
社
会
主
義
建
設
の
需
要
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。〔

中
略
〕
今
回
の
整
風
運
動
は
、
厳
粛
、
真
剣
で
あ
る
と
と
も
に
、
き
め
こ
ま
か
い
思
想
運
動

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
適
切
な
批
判
と
自
己
批
判
の
運
動
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
「

知
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
も
言
い
、
聞
く
も
の
は
そ
れ
を
い
ま
し
め
と
す
る
。
当
た
っ
て

い
れ
ば
改
め
、
当
た
っ
て
い
な
く
て
も
い
っ
そ
う
励
む
」
と
い
う
原
則
を
断
固
と
し
て
実
行

す
る
べ
き
で
あ
り
、
自
己
の
一
切
を
肯
定
し
、
他
人
の
批
判
を
拒
否
す
る
こ
と
は
す
べ
き
で

は
な
い
。
」
（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
党
内
に
は
び
こ
る
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
、
主
観

主
義
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
こ
と
は
自
由
に
発
言
し
て
、
中
国
共
産
党
を
批
判
す
る
よ
う

に
党
外
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
李
氏
は
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
共
産
党
内
部
批

判
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
、 

「
今
回
の
そ
れ
と
初
期
の
も
の
と
の
違
い
は
、
整
風
が
も
っ
ぱ
ら
党
内
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
も
は
や
党
内
の
自
浄
力
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
一
般
大
衆
、
と
り
わ
け
「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体
」
の
知
識
人
に
呼
び
か
け
、
党

へ
の
批
判
を
発
言
す
る
よ
う
に
毛
は
も
く
ろ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
す
こ
ぶ
る
異
例
の
行
動
で

あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
は
結
合
力
が
固
く
て
強
力
、
し
か
も
秘
密
に
徹
し
た
組
織
で
あ
る
。

非
党
員
が
批
判
を
加
え
る
の
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
え
て
そ
の
禁
を
破
っ
た
者
は

反
革
命
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
数
万
の
罪
な
き
人
々
が
百
も
承
知
し

て
い
る
現
実
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
、
中
国
の
知
識
人
に
つ
い
て
た
い
そ
う
懐
疑
的

だ
っ
た
。
表
向
き
知
識
人
と
の
連
合
、
そ
し
て
彼
ら
の
活
用
を
唱
導
し
た
が
、
し
か
し
内
心

は
そ
の
忠
誠
心
を
疑
い
続
け
て
き
た
。
政
治
的
に
も
、
知
識
人
は
改
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
」（
一
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
整
風
運
動
は

、
共
産
党
内
部
の
自
浄
力
の
な
さ
に
絶
望
し
た
毛
沢
東
の
党
内
に
お
け
る
孤
立
無
援
状
態
を

挽
回
す
る
た
め
の
、
前
代
未
聞
の
異
例
の
行
動
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

従
っ
て
整
風
運
動
の
開
始
の
当
初
は
、
野
村
氏
の
主
張
す
る
様
な
「
一
定
の
枠
組
み
」
説

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
毛
沢
東
は
、
そ
の
後
何
故
に
、「
一
定
の
枠
組
み
」
を
設
定
し

た
の
か
、
改
め
て
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
は
、
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連
型

官
僚
主
義
体
制
下
の
漸
進
的
社
会
主
義
路
線
に
異
議
を
唱
え
て
、
一
九
五
七
年
二
月
に
は
党

外
知
識
分
子
を
自
己
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
へ
の
奪
権
に
政
治
利
用
で
き
る
状
況
に

到
達
と
判
断
し
て
、
彼
ら
を
利
用
し
て
党
中
央
の
右
派
路
線
の
政
敵
を
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト

主
義
と
批
判
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
「
権
謀
術
数
」
を
駆
使
し
た
政
治
戦
術
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
の
自
由
な
共
産
党
批
判
を
許
す
冒
険
的
意
図
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
か
か
げ
て
知
識
人
層
の
論
争
を
う
な
が
す
毛
沢
東
の
政
策

整風運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（二）― 221（30）



 
 

農
工
業
の
漸
進
的
発
展
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連
型
漸
進

的
社
会
主
義
建
設
路
線
に
対
し
て
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
す
る
毛
沢
東
は
、

党
内
で
孤
立
を
深
め
て
い
た
。
毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
は
、
政
治
的
劣
勢
を
挽
回
し

て
主
流
派
か
ら
政
治
主
導
権
を
奪
回
す
る
た
め
に
、
党
外
知
識
分
子
を
自
己
の
抱
く
社
会
主

義
建
設
理
想
に
利
用
で
き
る
段
階
に
到
達
と
判
断
し
て
、
彼
等
を
利
用
し
て
党
内
主
流
派
を

批
判
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
志
綏
氏
は
、 

「
研
究
に
没
頭
し
て
い
る
あ
い
だ
、
私
は
中
国
に
お
け
る
政
治
的
変
化
の
状
況
に
う
と
く

な
っ
て
い
た
、
毛
沢
東
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
新
方
針
を
打
ち
だ
し
た
こ
と
は
漠

然
と
な
が
ら
知
っ
て
い
た
。
一
九
五
七
年
二
月
二
十
七
日
、
主
席
が
講
演
を
行
い
（
「
人
民
内

部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
」
す
る
問
題
に
つ
い
て
）
、
知
識
人
や
い
わ
ゆ
る
「
民
主
党
派
の
人

士
」
に
呼
び
か
け
て
、
共
産
党
の
や
り
方
を
批
判
す
る
よ
う
求
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
が
主
導
し
た
共
産
党
の
現
状
を
批
判
す
る
整
風
運
動
の
目
的
は
、
李
志
綏
氏
に
よ

れ
ば
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
七
日
に
毛
沢
東
が
講
演
を
行
い
、
知
識
人
や
い
わ
ゆ
る
「
民
主

派
人
士
」
に
呼
び
か
け
て
、
共
産
党
の
や
り
方
を
批
判
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
第
八
回
党
大
会
で
受
け
た
侮
辱
へ
の
怒
り
を
も
と
に
し
て
い
た
。
」
（
一
一
）
と
あ
る
よ

う
に
、
第
八
回
党
大
会
で
毛
沢
東
の
受
け
た
侮
辱
へ
の
怒
り
が
原
因
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
以
外
の
中
央
幹
部
か
ら
出
た
政
策
と
す
る
竹
内
氏
の
主
張

や
民
主
諸
派
の
一
部
か
ら
出
た
運
動
と
す
る
野
村
氏
の
主
張
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
。
ま
た

整
風
運
動
は
明
確
な
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
攻
撃
の
意
図
を
持
つ
権
力
闘
争
で
あ

り
、
不
満
の
「
ガ
ス
抜
き
」
説
と
す
る
久
保
氏
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。
徳
田
氏
の
共
産
党

の
自
己
批
判
運
動
説
も
成
立
し
な
い
。 

そ
し
て
毛
利
和
子
氏
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暴
動
、
そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
動
乱
な
ど
、
社
会
主
義
諸
国
で
の
体
制
的
危
機
が
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
党
内
外
の
批
判

や
不
満
を
鬱
積
さ
せ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
解
き
放
つ
方
法
を
選
ん
だ
」（
五
）
と
の
東
欧
の
社

会
主
義
体
制
危
機
に
端
を
発
し
た
「
人
民
の
不
満
の
解
放
」
と
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
整
風
運
動
の
発
動
の
背
景
に
つ
い
て
、 

「
私
が
主
席
邸
を
留
守
に
し
て
い
た
期
間
中
の
出
来
事
を
、
機
密
秘
書
の
林
克
が
く
わ
し

く
話
し
て
く
れ
た
。
毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
で
受
け
た
侮
辱
―
集
団
指
導
体
制
の
呼
び
か

け
、
中
国
は
絶
対
的
に
個
人
崇
拝
を
持
ち
た
な
い
と
い
う
主
張
、
国
家
の
指
針
だ
っ
た
毛
沢

東
思
想
の
削
除
、「
冒
険
主
義
」
の
批
判
な
ど
ー
に
激
怒
し
た
。
毛
沢
東
は
依
然
と
し
て
多
く

の
党
最
高
幹
部
た
ち
が
保
守
的
に
す
ぎ
、
革
命
的
改
造
の
実
践
が
遅
す
ぎ
る
と
み
な
し
て
い

た
。
十
一
月
中
旬
に
招
集
さ
れ
た
第
八
期
中
央
委
員
会
第
二
回
全
体
会
議
（
八
期
二
中
全
会

）
で
も
毛
沢
東
の
怒
り
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
私
が
ち
ょ
う
ど
北
京
病
院
で
研
修
を
は
じ

め
た
ば
か
り
の
時
分
で
あ
る
。
主
席
は
会
議
の
席
上
で
「
主
観
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
、
官
僚

主
義
」
を
一
掃
す
る
た
め
の
党
内
の
「
整
風
」
運
動
を
発
動
す
る
意
向
で
あ
る
と
言
明
し
た
。

林
克
に
い
わ
せ
る
と
、
十
一
月
の
会
議
直
後
、
毛
沢
東
は
寝
込
む
よ
う
に
な
り
、
数
か
月
間

も
ベ
ッ
ド
を
は
な
れ
な
か
っ
た
。
解
決
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
政
治
闘
争
の
真
っ
只
中
で
よ

く
つ
か
う
手
だ
っ
た
が
、
入
浴
す
る
際
と
か
ま
さ
か
の
演
説
を
行
う
以
外
は
起
き
だ
し
て
こ

よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
毛
は
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
あ
き
ら
か
に
お
の
れ
の
鬱
屈
を
な
だ

め
な
が
ら
、
つ
ぎ
な
る
政
治
操
作
の
手
を
た
く
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
二
月

二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
毛
沢
東
演
説
は
、
そ
う
し
た
政
治
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
毛
は

ベ
ッ
ド
を
ぬ
け
だ
し
、
国
家
主
席
と
し
て
の
資
格
で
最
高
国
務
会
議
を
ひ
ら
き
、「
人
民
内
部

の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・

・
毛
沢
東
は
き
び
し
い
語
調
で
党
の
官
僚
主
義
を
批
判
す
る
一
方
、「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体

」
の
代
表
者
た
ち
に
対
し
党
の
過
ち
に
つ
い
て
批
判
の
声
を
あ
げ
、
改
革
の
方
策
を
提
案
す

ま
た
久
保
等
は
、
整
風
運
動
＝
反
右
派
闘
争
を
、「
言
わ
せ
る
だ
け
言
わ
せ
て
お
い
て
か
ら

取
り
締
ま
る
の
が
当
初
か
ら
の
目
的
だ
っ
た
」
と
い
う
言
い
訳
め
い
た
説
明
を
と
も
な
い
な

が
ら
、
一
九
五
七
年
六
月
以
降
、
共
産
党
は
徹
底
的
な
言
論
弾
圧
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
そ

れ
が
「
反
右
派
」
闘
争
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
・
・
・
」
（
一
〇
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
久
保
氏
の
説
明
で
は
、
中
国
共
産
党
は
、
国
民
に
共
産
党
へ
の
整
風
運
動
を
呼
び
か
け
な

が
ら
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
弾
圧
し
た
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
の
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
同
氏
は
事
実
関
係
の
説
明
に
終
始
し
て
い
る
。 

②
久
保
氏
の
説
明
は
、
国
内
の
国
民
の
民
主
化
や
生
活
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、
共
産

党
は
整
風
運
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
が
、
事
実
か
ど
う
か
資
料
的
に
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

 

整
風
運
動
は
、
東
欧
の
社
会
主
義
路
線
に
対
す
る
国
際
的
民
主
化
運
動
に
影
響
さ
れ
た
中

国
民
衆
の
不
平
不
満
に
対
す
る
中
国
共
産
党
の
「
国
民
の
不
満
の
ガ
ス
抜
き
」
政
策
と
理
解

し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
中
国
革
命
以
前
の
延
安
で
も
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
ま
た
東
欧
の
民
主
化
運
動
よ
り
も
時
期
的
に

一
年
前
に
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
お
い
て
誤
解
が
あ
る
。 

 

以
上
、
野
村
氏
、
武
内
氏
、
徳
田
氏
、
堀
川
氏
、
中
西
氏
、
渡
部
氏
、
久
保
氏
の
整
風
運

動
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
主
張
を
紹
介
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
要
点

を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
整
風
運
動
の
発
動
し
た
原
因
は
、
諸
説
が
混
乱
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
の
「
百
花
斉
放

」
の
整
風
運
動
は
、
東
欧
の
自
由
化
に
影
響
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
共
産
党

の
独
自
の
政
策
な
の
か
、
従
来
の
学
説
で
は
後
者
が
多
い
が
、
時
代
的
に
不
整
合
で
あ
る
。 

②
中
国
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
解
放
前
に
も
あ
り
、
今
回
が
初
め
て
で
な
い
。
中
国
共
産

党
が
発
動
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
毛
沢
東
が
発
動
し
た
も
の
か
、
曖
昧
で
不
明
で
あ
る
。

総
じ
て
毛
沢
東
以
外
の
中
国
共
産
党
と
す
る
研
究
者
が
多
い
が
、
事
実
関
係
を
資
料
的
に
検

証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

③
ま
た
単
な
る
国
民
の
民
主
化
や
生
活
へ
の
不
満
を
解
消
す
る
「
ガ
ス
抜
き
」
政
策
な
の
か
。

整
風
運
動
の
目
的
は
、
一
体
、
何
か
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
史
で
は
、
資
料
に
基
づ
く
説
明

が
欠
落
し
て
い
て
、
事
実
関
係
が
不
明
で
あ
る
。 

④
毛
沢
東
は
じ
め
中
国
共
産
党
が
、
自
ら
仕
掛
け
た
共
産
党
政
権
へ
の
批
判
を
許
す
整
風
運

動
を
、
何
故
に
反
右
派
闘
争
と
し
て
弾
圧
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
資
料
的
説
明
と
構
造
論
的
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。
国
民
の
共
産
党
政
権
へ
の
不
満
の

単
な
る
「
ガ
ス
抜
き
」
政
策
と
す
る
の
な
ら
、
自
由
放
任
に
し
て
党
内
改
革
を
実
行
す
る
の

が
当
然
な
筈
な
の
に
、
毛
沢
東
は
じ
め
中
国
共
産
党
は
何
故
に
弾
圧
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

⑤
従
来
の
研
究
史
で
は
、
中
国
共
産
党
の
権
力
内
部
構
造
の
追
求
の
視
点
が
皆
無
で
あ
る
。

毛
沢
東
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
の
打
倒
説
は
、
現
在
の
所
、
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
整
風
運

動
を
毛
沢
東
と
劉
少
奇
ら
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
と
、
そ
の
挫
折
・
失
敗
と
し
て
理
解
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
急
激
な
政
策
転
換
を
、
毛
沢

東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
表
れ
と
理
解
し
て
い
な
い
。 

⑥
研
究
史
の
結
論
ー
整
風
運
動
は
、
集
団
指
導
体
制
を
確
立
し
た
第
八
回
党
大
会
決
定
を
骨

抜
き
す
る
毛
沢
東
の
主
導
し
た
奪
権
闘
争
で
あ
る
。
劉
小
埼
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
を

攻
撃
す
る
目
的
を
持
っ
た
整
風
運
動
の
提
起
か
ら
、
目
論
見
外
れ
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
整
風
運
動
の
否
定
＝
反
右
派
闘
争
は
、
こ
の
政
策
を
一
八
〇
度
異
な
る
逆
方
向
へ
転
換

す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
歴
史
的
転
換
の
事
実
に
つ
い
て
、
中
国

人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
駆
使
し
た
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
展
開

過
程
を
通
し
て
詳
細
に
述
べ
て
み
た
い
。 

 

二 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
目
的 
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農
工
業
の
漸
進
的
発
展
を
主
張
す
る
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連
型
漸
進

的
社
会
主
義
建
設
路
線
に
対
し
て
、
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
を
主
張
す
る
毛
沢
東
は
、

党
内
で
孤
立
を
深
め
て
い
た
。
毛
沢
東
の
主
導
し
た
整
風
運
動
は
、
政
治
的
劣
勢
を
挽
回
し

て
主
流
派
か
ら
政
治
主
導
権
を
奪
回
す
る
た
め
に
、
党
外
知
識
分
子
を
自
己
の
抱
く
社
会
主

義
建
設
理
想
に
利
用
で
き
る
段
階
に
到
達
と
判
断
し
て
、
彼
等
を
利
用
し
て
党
内
主
流
派
を

批
判
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
李
志
綏
氏
は
、 

「
研
究
に
没
頭
し
て
い
る
あ
い
だ
、
私
は
中
国
に
お
け
る
政
治
的
変
化
の
状
況
に
う
と
く

な
っ
て
い
た
、
毛
沢
東
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
新
方
針
を
打
ち
だ
し
た
こ
と
は
漠

然
と
な
が
ら
知
っ
て
い
た
。
一
九
五
七
年
二
月
二
十
七
日
、
主
席
が
講
演
を
行
い
（
「
人
民
内

部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
」
す
る
問
題
に
つ
い
て
）
、
知
識
人
や
い
わ
ゆ
る
「
民
主
党
派
の
人

士
」
に
呼
び
か
け
て
、
共
産
党
の
や
り
方
を
批
判
す
る
よ
う
求
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
が
主
導
し
た
共
産
党
の
現
状
を
批
判
す
る
整
風
運
動
の
目
的
は
、
李
志
綏
氏
に
よ

れ
ば
、「
一
九
五
七
年
二
月
二
七
日
に
毛
沢
東
が
講
演
を
行
い
、
知
識
人
や
い
わ
ゆ
る
「
民
主

派
人
士
」
に
呼
び
か
け
て
、
共
産
党
の
や
り
方
を
批
判
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
第
八
回
党
大
会
で
受
け
た
侮
辱
へ
の
怒
り
を
も
と
に
し
て
い
た
。
」
（
一
一
）
と
あ
る
よ

う
に
、
第
八
回
党
大
会
で
毛
沢
東
の
受
け
た
侮
辱
へ
の
怒
り
が
原
因
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
整
風
運
動
は
、
毛
沢
東
以
外
の
中
央
幹
部
か
ら
出
た
政
策
と
す
る
竹
内
氏
の
主
張

や
民
主
諸
派
の
一
部
か
ら
出
た
運
動
と
す
る
野
村
氏
の
主
張
は
、
全
く
誤
り
で
あ
る
。
ま
た

整
風
運
動
は
明
確
な
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
攻
撃
の
意
図
を
持
つ
権
力
闘
争
で
あ

り
、
不
満
の
「
ガ
ス
抜
き
」
説
と
す
る
久
保
氏
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。
徳
田
氏
の
共
産
党

の
自
己
批
判
運
動
説
も
成
立
し
な
い
。 

そ
し
て
毛
利
和
子
氏
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暴
動
、
そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
動
乱
な
ど
、
社
会
主
義
諸
国
で
の
体
制
的
危
機
が
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
党
内
外
の
批
判

や
不
満
を
鬱
積
さ
せ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
解
き
放
つ
方
法
を
選
ん
だ
」（
五
）
と
の
東
欧
の
社

会
主
義
体
制
危
機
に
端
を
発
し
た
「
人
民
の
不
満
の
解
放
」
と
の
主
張
も
成
立
し
な
い
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
整
風
運
動
の
発
動
の
背
景
に
つ
い
て
、 

「
私
が
主
席
邸
を
留
守
に
し
て
い
た
期
間
中
の
出
来
事
を
、
機
密
秘
書
の
林
克
が
く
わ
し

く
話
し
て
く
れ
た
。
毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
で
受
け
た
侮
辱
―
集
団
指
導
体
制
の
呼
び
か

け
、
中
国
は
絶
対
的
に
個
人
崇
拝
を
持
ち
た
な
い
と
い
う
主
張
、
国
家
の
指
針
だ
っ
た
毛
沢

東
思
想
の
削
除
、「
冒
険
主
義
」
の
批
判
な
ど
ー
に
激
怒
し
た
。
毛
沢
東
は
依
然
と
し
て
多
く

の
党
最
高
幹
部
た
ち
が
保
守
的
に
す
ぎ
、
革
命
的
改
造
の
実
践
が
遅
す
ぎ
る
と
み
な
し
て
い

た
。
十
一
月
中
旬
に
招
集
さ
れ
た
第
八
期
中
央
委
員
会
第
二
回
全
体
会
議
（
八
期
二
中
全
会

）
で
も
毛
沢
東
の
怒
り
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
私
が
ち
ょ
う
ど
北
京
病
院
で
研
修
を
は
じ

め
た
ば
か
り
の
時
分
で
あ
る
。
主
席
は
会
議
の
席
上
で
「
主
観
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
、
官
僚

主
義
」
を
一
掃
す
る
た
め
の
党
内
の
「
整
風
」
運
動
を
発
動
す
る
意
向
で
あ
る
と
言
明
し
た
。

林
克
に
い
わ
せ
る
と
、
十
一
月
の
会
議
直
後
、
毛
沢
東
は
寝
込
む
よ
う
に
な
り
、
数
か
月
間

も
ベ
ッ
ド
を
は
な
れ
な
か
っ
た
。
解
決
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
政
治
闘
争
の
真
っ
只
中
で
よ

く
つ
か
う
手
だ
っ
た
が
、
入
浴
す
る
際
と
か
ま
さ
か
の
演
説
を
行
う
以
外
は
起
き
だ
し
て
こ

よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
毛
は
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
あ
き
ら
か
に
お
の
れ
の
鬱
屈
を
な
だ

め
な
が
ら
、
つ
ぎ
な
る
政
治
操
作
の
手
を
た
く
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
二
月

二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
毛
沢
東
演
説
は
、
そ
う
し
た
政
治
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
毛
は

ベ
ッ
ド
を
ぬ
け
だ
し
、
国
家
主
席
と
し
て
の
資
格
で
最
高
国
務
会
議
を
ひ
ら
き
、「
人
民
内
部

の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
・
・

・
毛
沢
東
は
き
び
し
い
語
調
で
党
の
官
僚
主
義
を
批
判
す
る
一
方
、「
民
主
的
諸
政
党
諸
団
体

」
の
代
表
者
た
ち
に
対
し
党
の
過
ち
に
つ
い
て
批
判
の
声
を
あ
げ
、
改
革
の
方
策
を
提
案
す

ま
た
久
保
等
は
、
整
風
運
動
＝
反
右
派
闘
争
を
、「
言
わ
せ
る
だ
け
言
わ
せ
て
お
い
て
か
ら

取
り
締
ま
る
の
が
当
初
か
ら
の
目
的
だ
っ
た
」
と
い
う
言
い
訳
め
い
た
説
明
を
と
も
な
い
な

が
ら
、
一
九
五
七
年
六
月
以
降
、
共
産
党
は
徹
底
的
な
言
論
弾
圧
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
そ

れ
が
「
反
右
派
」
闘
争
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
・
・
・
」
（
一
〇
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
久
保
氏
の
説
明
で
は
、
中
国
共
産
党
は
、
国
民
に
共
産
党
へ
の
整
風
運
動
を
呼
び
か
け
な

が
ら
、
何
故
に
こ
の
運
動
を
弾
圧
し
た
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
の
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
深
い
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
同
氏
は
事
実
関
係
の
説
明
に
終
始
し
て
い
る
。 

②
久
保
氏
の
説
明
は
、
国
内
の
国
民
の
民
主
化
や
生
活
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
、
共
産

党
は
整
風
運
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
が
、
事
実
か
ど
う
か
資
料
的
に
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

 

整
風
運
動
は
、
東
欧
の
社
会
主
義
路
線
に
対
す
る
国
際
的
民
主
化
運
動
に
影
響
さ
れ
た
中

国
民
衆
の
不
平
不
満
に
対
す
る
中
国
共
産
党
の
「
国
民
の
不
満
の
ガ
ス
抜
き
」
政
策
と
理
解

し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
中
国
革
命
以
前
の
延
安
で
も
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
ま
た
東
欧
の
民
主
化
運
動
よ
り
も
時
期
的
に

一
年
前
に
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
に
お
い
て
誤
解
が
あ
る
。 

 

以
上
、
野
村
氏
、
武
内
氏
、
徳
田
氏
、
堀
川
氏
、
中
西
氏
、
渡
部
氏
、
久
保
氏
の
整
風
運

動
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
主
張
を
紹
介
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
要
点

を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
整
風
運
動
の
発
動
し
た
原
因
は
、
諸
説
が
混
乱
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
の
「
百
花
斉
放

」
の
整
風
運
動
は
、
東
欧
の
自
由
化
に
影
響
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
共
産
党

の
独
自
の
政
策
な
の
か
、
従
来
の
学
説
で
は
後
者
が
多
い
が
、
時
代
的
に
不
整
合
で
あ
る
。 

②
中
国
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
解
放
前
に
も
あ
り
、
今
回
が
初
め
て
で
な
い
。
中
国
共
産

党
が
発
動
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
毛
沢
東
が
発
動
し
た
も
の
か
、
曖
昧
で
不
明
で
あ
る
。

総
じ
て
毛
沢
東
以
外
の
中
国
共
産
党
と
す
る
研
究
者
が
多
い
が
、
事
実
関
係
を
資
料
的
に
検

証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

③
ま
た
単
な
る
国
民
の
民
主
化
や
生
活
へ
の
不
満
を
解
消
す
る
「
ガ
ス
抜
き
」
政
策
な
の
か
。

整
風
運
動
の
目
的
は
、
一
体
、
何
か
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
史
で
は
、
資
料
に
基
づ
く
説
明

が
欠
落
し
て
い
て
、
事
実
関
係
が
不
明
で
あ
る
。 

④
毛
沢
東
は
じ
め
中
国
共
産
党
が
、
自
ら
仕
掛
け
た
共
産
党
政
権
へ
の
批
判
を
許
す
整
風
運

動
を
、
何
故
に
反
右
派
闘
争
と
し
て
弾
圧
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
資
料
的
説
明
と
構
造
論
的
説
明
が
欠
落
し
て
い
る
。
国
民
の
共
産
党
政
権
へ
の
不
満
の

単
な
る
「
ガ
ス
抜
き
」
政
策
と
す
る
の
な
ら
、
自
由
放
任
に
し
て
党
内
改
革
を
実
行
す
る
の

が
当
然
な
筈
な
の
に
、
毛
沢
東
は
じ
め
中
国
共
産
党
は
何
故
に
弾
圧
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

⑤
従
来
の
研
究
史
で
は
、
中
国
共
産
党
の
権
力
内
部
構
造
の
追
求
の
視
点
が
皆
無
で
あ
る
。

毛
沢
東
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
の
打
倒
説
は
、
現
在
の
所
、
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
整
風
運

動
を
毛
沢
東
と
劉
少
奇
ら
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
と
、
そ
の
挫
折
・
失
敗
と
し
て
理
解
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
急
激
な
政
策
転
換
を
、
毛
沢

東
の
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
表
れ
と
理
解
し
て
い
な
い
。 

⑥
研
究
史
の
結
論
ー
整
風
運
動
は
、
集
団
指
導
体
制
を
確
立
し
た
第
八
回
党
大
会
決
定
を
骨

抜
き
す
る
毛
沢
東
の
主
導
し
た
奪
権
闘
争
で
あ
る
。
劉
小
埼
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
を

攻
撃
す
る
目
的
を
持
っ
た
整
風
運
動
の
提
起
か
ら
、
目
論
見
外
れ
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
整
風
運
動
の
否
定
＝
反
右
派
闘
争
は
、
こ
の
政
策
を
一
八
〇
度
異
な
る
逆
方
向
へ
転
換

す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
歴
史
的
転
換
の
事
実
に
つ
い
て
、
中
国

人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
を
駆
使
し
た
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
展
開

過
程
を
通
し
て
詳
細
に
述
べ
て
み
た
い
。 

 

二 

毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
目
的 
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会
に
お
い
て
鄧
小
平
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
・
・
・
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

中
西
説
で
は
、
毛
沢
東
は
、
共
産
党
を
自
由
に
批
判
さ
せ
る
百
家
争
鳴
＝
整
風
運
動
を
，

何
故
に
、
こ
れ
を
弾
圧
す
る
反
右
派
闘
争
に
急
転
換
さ
し
た
の
か
、
そ
の
構
造
論
的
な
理
由

が
不
明
で
あ
る
。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、
第
八
回
党
大
会
決
定
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
、「
第
八
回

大
会
で
の
漸
進
主
義
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
指
導
部
の
「
右
」
へ
の
後
退
と
し
て
し
か
映

ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
指
導
部
が
「
右
」
方
向
に
大
き
く
傾
斜
す
れ
ば
、
大
衆
運
動
を

後
楯
と
し
た
政
治
闘
争
に
よ
っ
て
こ
れ
を
「
左
」
に
旋
回
さ
せ
、・
・
・
周
恩
来
の
第
八
回
党

大
会
報
告
に
代
表
さ
れ
る
急
進
主
義
へ
の
批
判
が
指
導
部
に
根
強
い
も
の
で
あ
る
と
み
て
と

っ
た
毛
沢
東
の
、
そ
の
後
の
自
ら
の
政
治
基
盤
強
化
へ
の
執
念
は
、
い
か
に
も
毛
沢
東
ら
し

い
「
権
謀
術
数
」
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
、
説
明
し
て
い
る
。 

そ
し
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
は
、
こ
の
時
期
「
百
花
斉
放
・

百
家
争
鳴
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
自
由
な
論
争
を
喚
起
さ
せ
よ

う
と
試
み
た
。
多
く
の
知
識
人
は
、
毛
沢
東
と
党
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
「
議
論
す
る
も
の

に
罪
な
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
第
に
の
せ
ら
れ
て
、
初
め
は
慎
重
に
、
し
か
し
次
第
に
激

し
く
党
へ
の
意
義
を
申
し
立
て
た
。
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
そ
れ
自
体
へ
の
異
議
も
少
な
く

な
く
、
政
治
協
商
会
議
や
民
主
党
派
か
ら
構
成
さ
れ
る
組
織
体
か
ら
は
、
共
産
党
へ
の
あ
る

種
の
「
牽
制
機
構
」
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
さ
え
出
た
。
新
民
主
主
義
の
時
代
以
来
、
久
し

く
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
民
主
党
派
の
発
言
は
意
外
に
も
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
し
て
、
「
整
風
」
と
「
反
右
派
闘
争
」
が
吹
き
荒
れ
、
「
右
派
分
子
」

の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
失
脚
し
た
も
の
の
数
は
五
五
万
人
を
超
え
た
。「
百
花
斉
放
・
百
家
争

鳴
」
で
も
何
で
も
な
い
。
共
産
党
一
党
独
裁
支
配
体
制
の
強
化
に
資
す
る
以
外
の
言
論
を
封

じ
、
こ
れ
に
反
対
す
る
右
派
分
子
を
指
導
部
と
国
民
階
層
か
ら
み
つ
け
出
し
て
こ
れ
を
粛
斉

す
る
た
め
の
方
途
が
、
す
な
わ
ち
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
で
あ
っ
た
。
事
実
を
因
果
よ

り
説
明
す
れ
ば
そ
う
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
渡
辺
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
第
八
回
党
大
会
決
議
の
右
路
線
を
左
路
線
に
旋

回
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
毛
沢
東
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
自
由
な
論
争
を
喚
起
さ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
自
由
な
言
論

を
自
ら
煽
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
弾
圧
に
帰
結
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
産
党
を
批
判
す
る

よ
う
に
仕
向
け
な
が
ら
、
何
故
に
弾
圧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
の
説
明
で
は
、
そ
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
の
構
造
的
説
明
が
欠
落
し
て
い
て
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

渡
辺
氏
の
言
う
様
に
共
産
党
支
配
に
反
対
す
る
右
派
分
子
を
摘
発
し
て
弾
圧
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
そ
の
た
め
に
共
産
党
批
判
を
扇
動
し
た
の
が
整
風
運
動
で
あ
る
、
と
い
う
様
な
単

純
で
短
絡
的
な
毛
沢
東
の
「
権
謀
術
数
」
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
辺
氏

の
結
論
は
、
結
果
論
か
ら
の
帰
納
で
あ
り
、
整
風
運
動
の
構
造
論
的
展
開
の
内
容
の
解
明
が

欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

久
保
亨
等
は
、
整
風
運
動
の
前
提
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
等
の

東
欧
の
社
会
主
義
化
に
抗
議
す
る
民
衆
運
動
の
発
生
や
民
衆
生
活
に
つ
な
が
る
軽
工
業
や
農

業
の
生
産
性
の
低
迷
や
不
振
に
対
す
る
不
満
を
指
摘
し
て
、
政
府
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
、

「
国
内
に
広
が
っ
た
隠
然
た
る
共
産
党
へ
の
不
満
に
対
し
、
当
初
は
中
国
共
産
党
の
側
か
ら

一
九
五
六
年
四
月
以
降
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
呼
び
か
け
、
一
種
の
ガ
ス
抜
き
が
策

さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
五
七
年
四
月
か
ら
六
月
頃
に
な
る
と
、
東
欧
の

刺
激
も
受
け
、
四
九
年
革
命
以
来
の
経
済
運
営
や
政
治
社
会
制
度
を
め
ぐ
り
、・
・
・
党
側
の

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
強
烈
な
批
判
が
噴
出
し
た
。・
・
・
共
産
党
は
、
第
四
節
に
述
べ
る

よ
う
な
「
反
右
派
」
闘
争
と
い
う
言
論
弾
圧
と
政
治
思
想
統
制
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
得
な
い

立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

の
整
風
運
動
と
、
百
家
争
鳴
運
動
に
見
ら
れ
る
い
わ
ば
執
政
党
自
身
の
自
己
批
判
運
動
と
い

う
新
し
い
政
治
局
面
へ
と
、
連
続
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
）
。
し
か
し
中
国

共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
東
欧
の
民
主
化
運
動
よ
り
も
以
前
に
発
動
さ
れ
て
い
て
、
同
氏
の

説
明
は
実
関
係
に
お
い
て
誤
解
が
あ
る
。 

安
藤
正
士
氏
は
、
整
風
運
動
が
何
故
に
反
右
派
闘
争
に
転
換
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
理

由
を
指
摘
し
て
い
な
い
（
五
）。 

毛
利
和
子
氏
は
、「
一
九
五
六
年
春
の
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
か
ら
、
共
産
党
は
知
識
人
、
民
主

党
派
に
対
し
て
、
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
を
提
唱
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
二
月
の
ソ
連
共

産
党
第
二
〇
回
党
大
会
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暴
動
、
そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
動
乱
な
ど
、
社
会
主
義
諸
国
で
の
体
制
的
危
機
が
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
党
内
外
の
批
判

や
不
満
を
鬱
積
さ
せ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
解
き
放
つ
方
法
を
選
ん
だ
。
は
じ
め
は
口
を
開
か

な
か
っ
た
知
識
人
た
ち
も
、
五
七
年
四
月
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
党
中
央
の
指
示
が
出
る

と
、
党
の
指
導
や
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
の
鋭
い
批
判
を
出
し
た
。
そ
の
典
型
で
、
後
の
反

右
派
闘
争
で
標
的
に
な
っ
た
、
章
伯
鈞
や
儲
安
平
ら
の
批
判
で
あ
る
」
（
六
）
と
述
べ
る
。 

 

毛
利
氏
は
、
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
た
整
風
運
動
は
、
国
際
的
な
社
会
主
義
国
の
体
制
的
危

機
を
打
開
す
る
た
め
に
行
っ
た
国
民
の
不
平
不
満
を
解
消
さ
せ
る
た
め
の
、
政
治
的
民
主
化

運
動
で
あ
っ
た
、
と
理
解
し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
ガ
ス
抜
き
」
説
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
の
毛
利
氏
の
説
明
は
、
時
代
的
に
不
整
合
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発

動
は
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
暴
動
は
同
年
六
月
二
八
日
で
あ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
は
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
で
あ
る
。
東
欧
の
動
乱
は
、
中
国
共
産
党
の
整

風
運
動
の
発
動
以
後
で
あ
り
、
東
欧
の
民
主
化
に
影
響
さ
れ
て
、
毛
沢
東
は
整
風
運
動
を
発

動
し
た
、
と
い
う
学
説
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
目
的
は
、

国
内
問
題
に
原
因
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
整
風
運
動
と
反
右
派
闘
争
に
つ
い
て
、「
一
九
五
六
年
は
じ
め
、
共
産
党

は
、
知
識
人
の
社
会
主
義
建
設
へ
の
積
極
的
参
加
を
求
め
、
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
（
双

百
）
の
方
針
を
提
起
し
た
。
一
九
五
七
年
、
毛
沢
東
は
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理

す
る
問
題
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

警
戒
心
か
ら
口
の
堅
か
っ
た
民
主
諸
党
派
や
知
識
人
さ
ら
に
学
生
た
ち
が
徐
々
に
発
言
し
始

め
、
や
が
て
そ
れ
は
大
き
な
勢
い
に
な
ろ
う
と
し
た
。
共
産
党
の
統
治
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
主
張
も
出
現
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
六
月
八
日
の
『
人
民
日
報
』
社
説
「
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
合
図
に
、
共
産
党
の
反
撃
が
始
ま
っ
た
。
民
主
諸
党
派
や
知
識
人

は
自
己
批
判
を
迫
ら
れ
た
。「
反
右
派
闘
争
」
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
が
「
暴
風
雨
式
」
の
大

衆
的
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
五
五
万
人
も
の
知
識
人
た
ち
が
「
右
派
分
子
」
の
烙
印
を
押
さ

れ
、
社
会
や
職
場
で
の
地
位
を
奪
わ
れ
、
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。
知
識
人
を
問
題
視
し
、

そ
の
役
割
を
軽
視
す
る
風
潮
が
強
ま
っ
た
。
・
・
・
」
（
七
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
堀
川
氏
の
説
明
は
、
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
事
実
関
係
の
説
明
で
あ
る
。
何
故

に
共
産
党
が
、
共
産
党
批
判
を
歓
迎
す
る
整
風
運
動
を
提
起
し
な
が
ら
、
逆
に
共
産
党
批
判

を
弾
圧
す
る
、
反
右
派
闘
争
を
強
行
し
た
の
か
、
そ
の
根
本
的
理
由
の
説
明
が
な
い
。 

堀
川
氏
の
主
張
に
お
け
る
問
題
点
は
、
中
国
の
情
報
量
が
少
な
く
資
料
的
に
実
証
す
る
こ

と
の
制
約
の
大
き
い
困
難
な
文
化
大
革
命
時
に
、
中
国
共
産
党
内
で
起
き
て
い
た
毛
沢
東
派

と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
と
の
社
会
主
義
路
線
の
対
立
で
あ
る
と
し
て
、
精
力
的
に

分
析
・
解
明
し
よ
う
と
し
た
中
西
功
氏
の
主
張
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

中
西
氏
は
、「
毛
沢
東
は
、
第
八
回
党
大
会
で
党
主
席
と
し
て
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
そ
の

大
会
の
決
定
に
賛
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
か
ら
そ
の
決
定
と
一
八
〇
度
異
な

る
政
策
を
推
進
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
ま
ず
百
家
争
鳴
運
動
を
反
右
派
闘
争
に

急
転
さ
せ
た
。
こ
れ
は
毛
沢
東
の
党
内
の
発
言
力
を
強
化
し
た
。
そ
の
年
の
九
月
の
三
中
全

224 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第46巻（2013）（27）



会
に
お
い
て
鄧
小
平
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
・
・
・
」
（
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

中
西
説
で
は
、
毛
沢
東
は
、
共
産
党
を
自
由
に
批
判
さ
せ
る
百
家
争
鳴
＝
整
風
運
動
を
，

何
故
に
、
こ
れ
を
弾
圧
す
る
反
右
派
闘
争
に
急
転
換
さ
し
た
の
か
、
そ
の
構
造
論
的
な
理
由

が
不
明
で
あ
る
。 

渡
辺
利
夫
氏
は
、
第
八
回
党
大
会
決
定
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
立
場
に
つ
い
て
、「
第
八
回

大
会
で
の
漸
進
主
義
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
指
導
部
の
「
右
」
へ
の
後
退
と
し
て
し
か
映

ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
指
導
部
が
「
右
」
方
向
に
大
き
く
傾
斜
す
れ
ば
、
大
衆
運
動
を

後
楯
と
し
た
政
治
闘
争
に
よ
っ
て
こ
れ
を
「
左
」
に
旋
回
さ
せ
、・
・
・
周
恩
来
の
第
八
回
党

大
会
報
告
に
代
表
さ
れ
る
急
進
主
義
へ
の
批
判
が
指
導
部
に
根
強
い
も
の
で
あ
る
と
み
て
と

っ
た
毛
沢
東
の
、
そ
の
後
の
自
ら
の
政
治
基
盤
強
化
へ
の
執
念
は
、
い
か
に
も
毛
沢
東
ら
し

い
「
権
謀
術
数
」
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
、
説
明
し
て
い
る
。 

そ
し
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発
動
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
は
、
こ
の
時
期
「
百
花
斉
放
・

百
家
争
鳴
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
自
由
な
論
争
を
喚
起
さ
せ
よ

う
と
試
み
た
。
多
く
の
知
識
人
は
、
毛
沢
東
と
党
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
「
議
論
す
る
も
の

に
罪
な
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
次
第
に
の
せ
ら
れ
て
、
初
め
は
慎
重
に
、
し
か
し
次
第
に
激

し
く
党
へ
の
意
義
を
申
し
立
て
た
。
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
そ
れ
自
体
へ
の
異
議
も
少
な
く

な
く
、
政
治
協
商
会
議
や
民
主
党
派
か
ら
構
成
さ
れ
る
組
織
体
か
ら
は
、
共
産
党
へ
の
あ
る

種
の
「
牽
制
機
構
」
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
さ
え
出
た
。
新
民
主
主
義
の
時
代
以
来
、
久
し

く
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
民
主
党
派
の
発
言
は
意
外
に
も
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
し
て
、
「
整
風
」
と
「
反
右
派
闘
争
」
が
吹
き
荒
れ
、
「
右
派
分
子
」

の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
失
脚
し
た
も
の
の
数
は
五
五
万
人
を
超
え
た
。「
百
花
斉
放
・
百
家
争

鳴
」
で
も
何
で
も
な
い
。
共
産
党
一
党
独
裁
支
配
体
制
の
強
化
に
資
す
る
以
外
の
言
論
を
封

じ
、
こ
れ
に
反
対
す
る
右
派
分
子
を
指
導
部
と
国
民
階
層
か
ら
み
つ
け
出
し
て
こ
れ
を
粛
斉

す
る
た
め
の
方
途
が
、
す
な
わ
ち
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
で
あ
っ
た
。
事
実
を
因
果
よ

り
説
明
す
れ
ば
そ
う
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
渡
辺
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
第
八
回
党
大
会
決
議
の
右
路
線
を
左
路
線
に
旋

回
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
毛
沢
東
は
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
自
由
な
論
争
を
喚
起
さ
せ
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
自
由
な
言
論

を
自
ら
煽
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
弾
圧
に
帰
結
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
産
党
を
批
判
す
る

よ
う
に
仕
向
け
な
が
ら
、
何
故
に
弾
圧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
氏
の
説
明
で
は
、
そ
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
の
構
造
的
説
明
が
欠
落
し
て
い
て
、
そ
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
。 

渡
辺
氏
の
言
う
様
に
共
産
党
支
配
に
反
対
す
る
右
派
分
子
を
摘
発
し
て
弾
圧
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
そ
の
た
め
に
共
産
党
批
判
を
扇
動
し
た
の
が
整
風
運
動
で
あ
る
、
と
い
う
様
な
単

純
で
短
絡
的
な
毛
沢
東
の
「
権
謀
術
数
」
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
辺
氏

の
結
論
は
、
結
果
論
か
ら
の
帰
納
で
あ
り
、
整
風
運
動
の
構
造
論
的
展
開
の
内
容
の
解
明
が

欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

久
保
亨
等
は
、
整
風
運
動
の
前
提
と
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
等
の

東
欧
の
社
会
主
義
化
に
抗
議
す
る
民
衆
運
動
の
発
生
や
民
衆
生
活
に
つ
な
が
る
軽
工
業
や
農

業
の
生
産
性
の
低
迷
や
不
振
に
対
す
る
不
満
を
指
摘
し
て
、
政
府
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
、

「
国
内
に
広
が
っ
た
隠
然
た
る
共
産
党
へ
の
不
満
に
対
し
、
当
初
は
中
国
共
産
党
の
側
か
ら

一
九
五
六
年
四
月
以
降
「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
呼
び
か
け
、
一
種
の
ガ
ス
抜
き
が
策

さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
五
七
年
四
月
か
ら
六
月
頃
に
な
る
と
、
東
欧
の

刺
激
も
受
け
、
四
九
年
革
命
以
来
の
経
済
運
営
や
政
治
社
会
制
度
を
め
ぐ
り
、・
・
・
党
側
の

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
強
烈
な
批
判
が
噴
出
し
た
。・
・
・
共
産
党
は
、
第
四
節
に
述
べ
る

よ
う
な
「
反
右
派
」
闘
争
と
い
う
言
論
弾
圧
と
政
治
思
想
統
制
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
得
な
い

立
場
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

の
整
風
運
動
と
、
百
家
争
鳴
運
動
に
見
ら
れ
る
い
わ
ば
執
政
党
自
身
の
自
己
批
判
運
動
と
い

う
新
し
い
政
治
局
面
へ
と
、
連
続
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
）
。
し
か
し
中
国

共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
東
欧
の
民
主
化
運
動
よ
り
も
以
前
に
発
動
さ
れ
て
い
て
、
同
氏
の

説
明
は
実
関
係
に
お
い
て
誤
解
が
あ
る
。 

安
藤
正
士
氏
は
、
整
風
運
動
が
何
故
に
反
右
派
闘
争
に
転
換
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
理

由
を
指
摘
し
て
い
な
い
（
五
）。 

毛
利
和
子
氏
は
、「
一
九
五
六
年
春
の
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
か
ら
、
共
産
党
は
知
識
人
、
民
主

党
派
に
対
し
て
、
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
を
提
唱
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
二
月
の
ソ
連
共

産
党
第
二
〇
回
党
大
会
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暴
動
、
そ
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
動
乱
な
ど
、
社
会
主
義
諸
国
で
の
体
制
的
危
機
が
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
党
内
外
の
批
判

や
不
満
を
鬱
積
さ
せ
る
よ
り
も
、
そ
れ
を
解
き
放
つ
方
法
を
選
ん
だ
。
は
じ
め
は
口
を
開
か

な
か
っ
た
知
識
人
た
ち
も
、
五
七
年
四
月
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
党
中
央
の
指
示
が
出
る

と
、
党
の
指
導
や
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
の
鋭
い
批
判
を
出
し
た
。
そ
の
典
型
で
、
後
の
反

右
派
闘
争
で
標
的
に
な
っ
た
、
章
伯
鈞
や
儲
安
平
ら
の
批
判
で
あ
る
」
（
六
）
と
述
べ
る
。 

 

毛
利
氏
は
、
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
た
整
風
運
動
は
、
国
際
的
な
社
会
主
義
国
の
体
制
的
危

機
を
打
開
す
る
た
め
に
行
っ
た
国
民
の
不
平
不
満
を
解
消
さ
せ
る
た
め
の
、
政
治
的
民
主
化

運
動
で
あ
っ
た
、
と
理
解
し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
ガ
ス
抜
き
」
説
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
の
毛
利
氏
の
説
明
は
、
時
代
的
に
不
整
合
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
発

動
は
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
暴
動
は
同
年
六
月
二
八
日
で
あ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
は
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
で
あ
る
。
東
欧
の
動
乱
は
、
中
国
共
産
党
の
整

風
運
動
の
発
動
以
後
で
あ
り
、
東
欧
の
民
主
化
に
影
響
さ
れ
て
、
毛
沢
東
は
整
風
運
動
を
発

動
し
た
、
と
い
う
学
説
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
毛
沢
東
の
整
風
運
動
の
目
的
は
、

国
内
問
題
に
原
因
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

堀
川
哲
男
氏
は
、
整
風
運
動
と
反
右
派
闘
争
に
つ
い
て
、「
一
九
五
六
年
は
じ
め
、
共
産
党

は
、
知
識
人
の
社
会
主
義
建
設
へ
の
積
極
的
参
加
を
求
め
、
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
（
双

百
）
の
方
針
を
提
起
し
た
。
一
九
五
七
年
、
毛
沢
東
は
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理

す
る
問
題
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

警
戒
心
か
ら
口
の
堅
か
っ
た
民
主
諸
党
派
や
知
識
人
さ
ら
に
学
生
た
ち
が
徐
々
に
発
言
し
始

め
、
や
が
て
そ
れ
は
大
き
な
勢
い
に
な
ろ
う
と
し
た
。
共
産
党
の
統
治
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
主
張
も
出
現
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
六
月
八
日
の
『
人
民
日
報
』
社
説
「
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
合
図
に
、
共
産
党
の
反
撃
が
始
ま
っ
た
。
民
主
諸
党
派
や
知
識
人

は
自
己
批
判
を
迫
ら
れ
た
。「
反
右
派
闘
争
」
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
が
「
暴
風
雨
式
」
の
大

衆
的
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
五
五
万
人
も
の
知
識
人
た
ち
が
「
右
派
分
子
」
の
烙
印
を
押
さ

れ
、
社
会
や
職
場
で
の
地
位
を
奪
わ
れ
、
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
。
知
識
人
を
問
題
視
し
、

そ
の
役
割
を
軽
視
す
る
風
潮
が
強
ま
っ
た
。
・
・
・
」
（
七
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

①
堀
川
氏
の
説
明
は
、
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
事
実
関
係
の
説
明
で
あ
る
。
何
故

に
共
産
党
が
、
共
産
党
批
判
を
歓
迎
す
る
整
風
運
動
を
提
起
し
な
が
ら
、
逆
に
共
産
党
批
判

を
弾
圧
す
る
、
反
右
派
闘
争
を
強
行
し
た
の
か
、
そ
の
根
本
的
理
由
の
説
明
が
な
い
。 

堀
川
氏
の
主
張
に
お
け
る
問
題
点
は
、
中
国
の
情
報
量
が
少
な
く
資
料
的
に
実
証
す
る
こ

と
の
制
約
の
大
き
い
困
難
な
文
化
大
革
命
時
に
、
中
国
共
産
党
内
で
起
き
て
い
た
毛
沢
東
派

と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
主
流
派
と
の
社
会
主
義
路
線
の
対
立
で
あ
る
と
し
て
、
精
力
的
に

分
析
・
解
明
し
よ
う
と
し
た
中
西
功
氏
の
主
張
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

中
西
氏
は
、「
毛
沢
東
は
、
第
八
回
党
大
会
で
党
主
席
と
し
て
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
そ
の

大
会
の
決
定
に
賛
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
か
ら
そ
の
決
定
と
一
八
〇
度
異
な

る
政
策
を
推
進
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
ま
ず
百
家
争
鳴
運
動
を
反
右
派
闘
争
に

急
転
さ
せ
た
。
こ
れ
は
毛
沢
東
の
党
内
の
発
言
力
を
強
化
し
た
。
そ
の
年
の
九
月
の
三
中
全
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の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。・
・
・
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
調
す
る
陸
定
一
ら
に
、
毛
沢
東
は

不
満
だ
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
当
時
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
は
、
党
中
央
宣
伝
部
長
の
陸
定

一
の
も
と
に
、
胡
喬
木
、
鄧
拓
と
い
っ
た
ひ
と
が
、
新
し
い
な
が
れ
を
推
進
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
反
右
派
闘
争
は
、「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
と
な
え
た
あ
と
、
急

転
直
下
、
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
。「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
よ
び
か
け
に
応
じ
て
自
分

の
見
解
を
か
く
さ
な
か
っ
た
ひ
と
、
改
善
す
べ
き
点
を
党
に
進
言
し
た
ひ
と
は
、
手
痛
い
打

撃
を
う
け
た
。
「
い
わ
せ
て
お
い
て
叩
く
た
め
だ
っ
た
の
さ
」
と
、
人
々
は
さ
さ
や
き
あ
っ

た
。・
・
・
く
り
か
え
し
て
い
え
ば
、
党
内
に
あ
っ
た
、
自
分
と
は
別
個
の
流
れ
に
、
毛
沢
東

は
不
満
だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
々
的
に
「
鳴
放
」
を
よ
び
か
け
、
そ
こ
で
噴

出
し
た
言
論
を
別
個
の
流
に
ぶ
つ
け
て
や
り
、
か
れ
ら
を
動
揺
さ
せ
、
窮
地
に
お
と
し
い
れ

よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
機
に
乗
じ
て
、
自
分
の
指
導
権
は
回
復
で
き
る
。

毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
（
一
九
五
六
年
九
月
）
に
反
対
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
百
花
斉

放
、
百
家
争
鳴
」
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
転
換
、
さ
ら
に
反
右
派
闘
争
の
勢
い
に
乗
じ
て
、

か
れ
が
主
張
し
獲
得
し
た
も
の
は
、
第
八
回
党
大
会
に
よ
っ
て
、
か
れ
が
失
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
第
八
回
党
大
会
は
、
ソ
連
共
産
党
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
個
人
崇
拝
批
判
を

も
り
こ
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
。・
・
・
し
か
し
、
い
ま
や
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
延
長
で
あ
っ

た
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
声
は
消
え
、
引
退
の
要
請
も
な
く
な
っ
た
。・
・
・
一
九
五

六
年
五
月
の
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
も
一
九
五
七
年
四
月
の
第
二
次
整
風
も
、
党
内
の

か
れ
と
は
別
個
の
流
れ
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
二
つ
を
た
く
み
に

組
み
あ
わ
せ
、
ぶ
つ
け
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
う
け
い
れ
よ
う

と
す
る
う
ご
き
に
た
い
し
て
、
整
風
に
乗
じ
て
展
開
し
た
反
右
派
闘
争
を
も
っ
て
こ
れ
を
潰

し
た
と
も
い
え
よ
う
。
毛
沢
東
の
思
い
つ
き
は
成
功
し
た
が
、
民
衆
と
知
識
人
は
、
党
に
た

い
し
失
望
し
、
不
振
の
念
を
い
だ
い
た
。
一
九
五
七
年
は
、
中
国
共
産
党
と
中
華
人
民
共
和

国
に
信
頼
を
よ
せ
た
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
で
あ
っ
た
。
」
（
三
）
と
述
べ

て
い
る
。
竹
内
氏
の
整
風
運
動
に
対
す
る
推
測
に
基
づ
く
込
み
入
っ
た
理
解
に
つ
い
て
、
問

題
点
を
整
理
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
整
風
運
動
は
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
党
中
央
宣
伝
局
の
陸
定
一
・
胡

喬
木
・
鄧
拓
等
の
党
中
央
宣
伝
部
の
ア
イ
デ
ア
・
指
導
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
自
発
的
ア
イ
デ

ア
で
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
な
の
か
、
実
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

②
毛
沢
東
は
、
党
中
央
の
主
流
派
か
ら
出
て
来
た
整
風
運
動
を
逆
に
上
手
く
逆
利
用
し
て
ソ

連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
調
す
る
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
批
判
さ
し
て
、
自
己
の
権
力
を

回
復
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
。
整
風
運
動
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
竹
内
氏
の
問
題

の
提
起
は
推
測
な
の
で
あ
り
、
資
料
的
に
正
し
い
の
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
と
反
右
派
闘
争
に
よ
り
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
ー
個
人
崇
拝

の
否
定
ー
を
回
復
し
た
、
毛
沢
東
の
思
惑
は
成
功
し
た
と
言
う
が
、
事
実
関
係
は
異
な
る
。 

毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
は
、
一
九
六
九
年
の
文
革
時
の
第
九
回
党
大
会
に
お
い
て
初
め
て
明

記
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
と
は
違
う
の
で
あ
る
。 

④
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
党
内
主
流
派
の
主
導
な
の
か
、
或
い
は
党
内
主
流
派
を
批
判
す

る
毛
沢
東
の
発
動
の
か
、
竹
内
氏
の
説
明
は
前
者
で
あ
る
。
ま
た
整
風
運
動
は
、
中
国
共
産

党
の
解
放
前
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
第
二
次
の
整
風
運
動
は
、
中
国
共
産
党
固
有
の
も
の
か
、

国
際
的
な
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
中
国
共
産
党
の
民
主
化
運
動
な
の
か
、
竹
内
氏

の
様
に
推
測
で
は
な
く
て
、
事
実
関
係
を
資
料
に
基
づ
い
て
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
徳
田
教
之
氏
は
、
整
風
運
動
を
東
欧
の
民
主
化
運
動
に
刺
激
さ
れ
た
共
産
党
の
自
己
批
判

運
動
と
理
解
し
て
、「
九
月
の
八
全
大
会
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
中
共
の
社
会
主
義
の
政
治
認

識
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。・
・
・
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
は
、
年
末
に
発
生
し
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
な
ど
の
東
欧
に
お
け
る
政
治
不
安
を
契
機
と
し
て
、
一
九
五
七
年
春
か
ら

放
運
動
」
に
た
い
し
て
一
定
の
枠
組
み
を
設
定
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
し
か
し

そ
の
批
判
の
あ
り
方
、
程
度
に
た
い
す
る
予
想
に
つ
い
て
明
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
む
つ

か
し
い
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
転
換
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
も
ま
た
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
全
状
況

を
に
ら
ん
で
の
刻
々
の
判
断
と
い
う
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

き
わ
め
て
明
瞭
な
こ
と
は
、
運
動
の
全
過
程
を
通
じ
て
、
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
の
指
導
権

に
た
い
す
る
挑
戦
を
許
容
す
る
意
図
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
、・
・
・
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
毛
沢
東
の
思
想
を
追
い
つ
づ
け
て
き
た
私
た
ち
が
、
明
白
に
帰
結
し
う
る
一
つ
の

結
論
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
・
・
・
と
こ
ろ
で
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
」
が
、
毛
沢
東
に
と

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
つ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、「
鳴
放
運
動
」
か
ら
「
反
右
派

闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分
と
い
う
単
純
に
政
治
的
次
元
で
の
対
応
の

み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。・
・
・
事
実
過
程
を
た
ど
っ
て
み

れ
ば
、
「
大
鳴
」
「
大
放
」
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
共
産
党
が
提
起
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
逆
に
民
主
諸
派
の
一
部
が
、
芸
術
、
学
術
面
に
お
け
る
「
百
花
斉
放
」

「
百
家
争
鳴
」
で
は
な
お
不
十
分
で
あ
り
、
ひ
ろ
く
社
会
諸
分
野
に
お
よ
ぶ
思
い
き
っ
た
「
大

鳴
」「
大
放
」
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
ほ

か
な
ら
ぬ
こ
の
要
求
を
、
か
え
っ
て
お
の
れ
の
う
ち
に
取
り
こ
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。・
・
・
」

（
一
）
。 

野
村
氏
の
主
張
の
論
点
と
問
題
点
は
、
凡
そ
以
下
の
様
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

①
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
直
後
の
一
九
五
六
年
四
月
に
毛
沢
東
の
主
導
に

よ
り
始
ま
っ
た
「
整
風
運
動
」
は
、
東
欧
の
民
主
化
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
共
産
党
攻
撃
に
発

展
し
た
結
果
、
共
産
党
は
一
九
六
七
年
六
月
に
「
反
右
派
闘
争
」
に
転
換
し
た
。 

こ
の
理
由
は
、
毛
沢
東
は
整
風
運
動
に
お
い
て
中
国
共
産
党
の
指
導
権
に
対
す
る
挑
戦
を
許

容
す
る
意
図
が
最
初
か
ら
全
く
な
く
、
毛
沢
東
は
最
初
か
ら
整
風
運
動
に
「
一
定
の
枠
組
み
」

を
し
て
い
た
故
だ
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
「
一
定
の
枠
組
み
」
説
の
主
張
は
、
資
料
的
根
拠

が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
実
関
係
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
は
、
最
初
か
ら
反
右
派
闘
争
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、「
状
況
の
変
化
」
で
方
向
転
換

し
た
と
言
う
。
し
か
し
「
状
況
の
変
化
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
内
容
が
不
明
で
あ
る
。 

③
整
風
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
共
産
党
の
提
起
し
た
問
題
で
な
く
、
民
主
諸
派
の
一
部
の

要
求
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
毛
沢
東
は
そ
れ
を
自
己
に
取
り
こ
ん
だ
と
言
う
。
し
か
し
こ

の
見
解
は
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
資
料
的
根
拠
を
提
起
し
て
い
な
く
て
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

④
以
上
の
野
村
氏
の
主
張
に
お
い
て
は
、
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
共
産
党
の
方
向

転
換
の
理
由
が
、
何
故
で
あ
っ
た
の
か
、
実
証
さ
れ
て
い
な
く
、
不
明
で
あ
る
。 

 

竹
内
氏
は
、
整
風
運
動
の
説
明
と
し
て
、「
一
九
五
六
年
に
な
る
と
、
形
勢
が
逆
転
し
、
自

由
な
討
論
、
自
由
な
創
作
・
研
究
活
動
が
奨
励
さ
れ
た
。「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
が
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
な
っ
た
。
・
・
・
「
鳴
放
」
運
動
は
予
想
以
上
の
も
り
あ
が
り
を
み
せ
、
激
し
い
言

論
が
噴
出
、
党
内
の
一
部
に
動
揺
が
生
じ
た
。
中
国
共
産
党
は
、
一
転
し
て
批
判
的
言
論
を

吐
露
し
た
ひ
と
た
ち
を
「
右
派
」
と
呼
び
、
か
れ
ら
に
対
す
る
闘
争
、「
反
右
派
闘
争
」
を
展 

開
し
た
。
一
九
五
七
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
」
（
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

竹
内
説
は
、
単
な
る
事
実
関
係
の
羅
列
で
あ
り
、
誰
が
何
故
に
、
整
風
運
動
を
呼
び
か
け

て
、
こ
れ
を
弾
圧
し
た
の
か
と
い
う
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。 

そ
し
て
同
氏
は
、
整
風
運
動
の
発
動
の
背
景
を
推
測
し
て
、 

「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
、
じ
つ
は
毛
沢
東
の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
く
、
中
央
政
治
局

で
（
毛
沢
東
以
外
の
人
間
に
よ
っ
て
）
、
毛
沢
東
と
は
別
個
に
考
え
ら
れ
た
政
策
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
疑
い
で
あ
る
。
中
央
政
治
局
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
正
面
か
ら

う
け
と
め
、
そ
の
趣
旨
を
容
れ
た
政
策
を
中
国
共
産
党
と
し
て
も
と
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。

そ
れ
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
政
策
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
も
、
こ
れ
を
と
な
え
、
つ

い
に
は
よ
び
か
け
も
す
る
が
、
は
じ
め
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
自
発
的
に
提
起
し
た
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の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。・
・
・
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
調
す
る
陸
定
一
ら
に
、
毛
沢
東
は

不
満
だ
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
当
時
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
は
、
党
中
央
宣
伝
部
長
の
陸
定

一
の
も
と
に
、
胡
喬
木
、
鄧
拓
と
い
っ
た
ひ
と
が
、
新
し
い
な
が
れ
を
推
進
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
反
右
派
闘
争
は
、「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
と
な
え
た
あ
と
、
急

転
直
下
、
取
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
。「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
よ
び
か
け
に
応
じ
て
自
分

の
見
解
を
か
く
さ
な
か
っ
た
ひ
と
、
改
善
す
べ
き
点
を
党
に
進
言
し
た
ひ
と
は
、
手
痛
い
打

撃
を
う
け
た
。
「
い
わ
せ
て
お
い
て
叩
く
た
め
だ
っ
た
の
さ
」
と
、
人
々
は
さ
さ
や
き
あ
っ

た
。・
・
・
く
り
か
え
し
て
い
え
ば
、
党
内
に
あ
っ
た
、
自
分
と
は
別
個
の
流
れ
に
、
毛
沢
東

は
不
満
だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
大
々
的
に
「
鳴
放
」
を
よ
び
か
け
、
そ
こ
で
噴

出
し
た
言
論
を
別
個
の
流
に
ぶ
つ
け
て
や
り
、
か
れ
ら
を
動
揺
さ
せ
、
窮
地
に
お
と
し
い
れ

よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
機
に
乗
じ
て
、
自
分
の
指
導
権
は
回
復
で
き
る
。

毛
沢
東
は
第
八
回
党
大
会
（
一
九
五
六
年
九
月
）
に
反
対
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
百
花
斉

放
、
百
家
争
鳴
」
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
転
換
、
さ
ら
に
反
右
派
闘
争
の
勢
い
に
乗
じ
て
、

か
れ
が
主
張
し
獲
得
し
た
も
の
は
、
第
八
回
党
大
会
に
よ
っ
て
、
か
れ
が
失
っ
た
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
第
八
回
党
大
会
は
、
ソ
連
共
産
党
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
個
人
崇
拝
批
判
を

も
り
こ
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
。・
・
・
し
か
し
、
い
ま
や
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
延
長
で
あ
っ

た
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
声
は
消
え
、
引
退
の
要
請
も
な
く
な
っ
た
。・
・
・
一
九
五

六
年
五
月
の
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
も
一
九
五
七
年
四
月
の
第
二
次
整
風
も
、
党
内
の

か
れ
と
は
別
個
の
流
れ
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
二
つ
を
た
く
み
に

組
み
あ
わ
せ
、
ぶ
つ
け
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
う
け
い
れ
よ
う

と
す
る
う
ご
き
に
た
い
し
て
、
整
風
に
乗
じ
て
展
開
し
た
反
右
派
闘
争
を
も
っ
て
こ
れ
を
潰

し
た
と
も
い
え
よ
う
。
毛
沢
東
の
思
い
つ
き
は
成
功
し
た
が
、
民
衆
と
知
識
人
は
、
党
に
た

い
し
失
望
し
、
不
振
の
念
を
い
だ
い
た
。
一
九
五
七
年
は
、
中
国
共
産
党
と
中
華
人
民
共
和

国
に
信
頼
を
よ
せ
た
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
で
あ
っ
た
。
」
（
三
）
と
述
べ

て
い
る
。
竹
内
氏
の
整
風
運
動
に
対
す
る
推
測
に
基
づ
く
込
み
入
っ
た
理
解
に
つ
い
て
、
問

題
点
を
整
理
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
。 

①
整
風
運
動
は
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
党
中
央
宣
伝
局
の
陸
定
一
・
胡

喬
木
・
鄧
拓
等
の
党
中
央
宣
伝
部
の
ア
イ
デ
ア
・
指
導
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
自
発
的
ア
イ
デ

ア
で
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
な
の
か
、
実
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

②
毛
沢
東
は
、
党
中
央
の
主
流
派
か
ら
出
て
来
た
整
風
運
動
を
逆
に
上
手
く
逆
利
用
し
て
ソ

連
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
調
す
る
劉
少
奇
等
の
主
流
派
を
批
判
さ
し
て
、
自
己
の
権
力
を

回
復
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
。
整
風
運
動
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
、
竹
内
氏
の
問
題

の
提
起
は
推
測
な
の
で
あ
り
、
資
料
的
に
正
し
い
の
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
毛
沢
東
は
、
整
風
運
動
と
反
右
派
闘
争
に
よ
り
第
八
回
党
大
会
の
決
定
事
項
ー
個
人
崇
拝

の
否
定
ー
を
回
復
し
た
、
毛
沢
東
の
思
惑
は
成
功
し
た
と
言
う
が
、
事
実
関
係
は
異
な
る
。 

毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
は
、
一
九
六
九
年
の
文
革
時
の
第
九
回
党
大
会
に
お
い
て
初
め
て
明

記
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
と
は
違
う
の
で
あ
る
。 

④
共
産
党
の
整
風
運
動
は
、
党
内
主
流
派
の
主
導
な
の
か
、
或
い
は
党
内
主
流
派
を
批
判
す

る
毛
沢
東
の
発
動
の
か
、
竹
内
氏
の
説
明
は
前
者
で
あ
る
。
ま
た
整
風
運
動
は
、
中
国
共
産

党
の
解
放
前
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
第
二
次
の
整
風
運
動
は
、
中
国
共
産
党
固
有
の
も
の
か
、

国
際
的
な
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
中
国
共
産
党
の
民
主
化
運
動
な
の
か
、
竹
内
氏

の
様
に
推
測
で
は
な
く
て
、
事
実
関
係
を
資
料
に
基
づ
い
て
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

徳
田
教
之
氏
は
、
整
風
運
動
を
東
欧
の
民
主
化
運
動
に
刺
激
さ
れ
た
共
産
党
の
自
己
批
判

運
動
と
理
解
し
て
、「
九
月
の
八
全
大
会
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
中
共
の
社
会
主
義
の
政
治
認

識
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。・
・
・
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
は
、
年
末
に
発
生
し
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
な
ど
の
東
欧
に
お
け
る
政
治
不
安
を
契
機
と
し
て
、
一
九
五
七
年
春
か
ら

放
運
動
」
に
た
い
し
て
一
定
の
枠
組
み
を
設
定
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
し
か
し

そ
の
批
判
の
あ
り
方
、
程
度
に
た
い
す
る
予
想
に
つ
い
て
明
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
む
つ

か
し
い
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
転
換
は
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
も
ま
た
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
全
状
況

を
に
ら
ん
で
の
刻
々
の
判
断
と
い
う
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

き
わ
め
て
明
瞭
な
こ
と
は
、
運
動
の
全
過
程
を
通
じ
て
、
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
の
指
導
権

に
た
い
す
る
挑
戦
を
許
容
す
る
意
図
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
、・
・
・
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
毛
沢
東
の
思
想
を
追
い
つ
づ
け
て
き
た
私
た
ち
が
、
明
白
に
帰
結
し
う
る
一
つ
の

結
論
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
・
・
・
と
こ
ろ
で
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
」
が
、
毛
沢
東
に
と

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
つ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、「
鳴
放
運
動
」
か
ら
「
反
右
派

闘
争
」
へ
の
展
開
は
、
や
は
り
右
派
分
子
の
処
分
と
い
う
単
純
に
政
治
的
次
元
で
の
対
応
の

み
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。・
・
・
事
実
過
程
を
た
ど
っ
て
み

れ
ば
、
「
大
鳴
」
「
大
放
」
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
共
産
党
が
提
起
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
逆
に
民
主
諸
派
の
一
部
が
、
芸
術
、
学
術
面
に
お
け
る
「
百
花
斉
放
」

「
百
家
争
鳴
」
で
は
な
お
不
十
分
で
あ
り
、
ひ
ろ
く
社
会
諸
分
野
に
お
よ
ぶ
思
い
き
っ
た
「
大

鳴
」「
大
放
」
が
必
要
だ
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
、
ほ

か
な
ら
ぬ
こ
の
要
求
を
、
か
え
っ
て
お
の
れ
の
う
ち
に
取
り
こ
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。・
・
・
」

（
一
）
。 

野
村
氏
の
主
張
の
論
点
と
問
題
点
は
、
凡
そ
以
下
の
様
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

①
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
直
後
の
一
九
五
六
年
四
月
に
毛
沢
東
の
主
導
に

よ
り
始
ま
っ
た
「
整
風
運
動
」
は
、
東
欧
の
民
主
化
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
共
産
党
攻
撃
に
発

展
し
た
結
果
、
共
産
党
は
一
九
六
七
年
六
月
に
「
反
右
派
闘
争
」
に
転
換
し
た
。 

こ
の
理
由
は
、
毛
沢
東
は
整
風
運
動
に
お
い
て
中
国
共
産
党
の
指
導
権
に
対
す
る
挑
戦
を
許

容
す
る
意
図
が
最
初
か
ら
全
く
な
く
、
毛
沢
東
は
最
初
か
ら
整
風
運
動
に
「
一
定
の
枠
組
み
」

を
し
て
い
た
故
だ
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
「
一
定
の
枠
組
み
」
説
の
主
張
は
、
資
料
的
根
拠

が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
実
関
係
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
は
、
最
初
か
ら
反
右
派
闘
争
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、「
状
況
の
変
化
」
で
方
向
転
換

し
た
と
言
う
。
し
か
し
「
状
況
の
変
化
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
内
容
が
不
明
で
あ
る
。 

③
整
風
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
共
産
党
の
提
起
し
た
問
題
で
な
く
、
民
主
諸
派
の
一
部
の

要
求
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
毛
沢
東
は
そ
れ
を
自
己
に
取
り
こ
ん
だ
と
言
う
。
し
か
し
こ

の
見
解
は
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
資
料
的
根
拠
を
提
起
し
て
い
な
く
て
、
全
く
不
明
で
あ
る
。 

④
以
上
の
野
村
氏
の
主
張
に
お
い
て
は
、
整
風
運
動
か
ら
反
右
派
闘
争
へ
の
共
産
党
の
方
向

転
換
の
理
由
が
、
何
故
で
あ
っ
た
の
か
、
実
証
さ
れ
て
い
な
く
、
不
明
で
あ
る
。 

 

竹
内
氏
は
、
整
風
運
動
の
説
明
と
し
て
、「
一
九
五
六
年
に
な
る
と
、
形
勢
が
逆
転
し
、
自

由
な
討
論
、
自
由
な
創
作
・
研
究
活
動
が
奨
励
さ
れ
た
。「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
が
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
な
っ
た
。
・
・
・
「
鳴
放
」
運
動
は
予
想
以
上
の
も
り
あ
が
り
を
み
せ
、
激
し
い
言

論
が
噴
出
、
党
内
の
一
部
に
動
揺
が
生
じ
た
。
中
国
共
産
党
は
、
一
転
し
て
批
判
的
言
論
を

吐
露
し
た
ひ
と
た
ち
を
「
右
派
」
と
呼
び
、
か
れ
ら
に
対
す
る
闘
争
、「
反
右
派
闘
争
」
を
展 

開
し
た
。
一
九
五
七
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
」
（
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

竹
内
説
は
、
単
な
る
事
実
関
係
の
羅
列
で
あ
り
、
誰
が
何
故
に
、
整
風
運
動
を
呼
び
か
け

て
、
こ
れ
を
弾
圧
し
た
の
か
と
い
う
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。 

そ
し
て
同
氏
は
、
整
風
運
動
の
発
動
の
背
景
を
推
測
し
て
、 

「
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
は
、
じ
つ
は
毛
沢
東
の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
く
、
中
央
政
治
局

で
（
毛
沢
東
以
外
の
人
間
に
よ
っ
て
）
、
毛
沢
東
と
は
別
個
に
考
え
ら
れ
た
政
策
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
疑
い
で
あ
る
。
中
央
政
治
局
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
正
面
か
ら

う
け
と
め
、
そ
の
趣
旨
を
容
れ
た
政
策
を
中
国
共
産
党
と
し
て
も
と
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。

そ
れ
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
政
策
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
も
、
こ
れ
を
と
な
え
、
つ

い
に
は
よ
び
か
け
も
す
る
が
、
は
じ
め
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
自
発
的
に
提
起
し
た

整風運動と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（二）― 227（24）



整
風
運
動
と
対
の
思
想 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

二
）
― 

  

毛
沢
東
の
主
導
し
た
中
国
共
産
党
批
判
を
主
題
と
し
た
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
整
風
運

動
の
目
的
は
、
集
団
指
導
体
制
を
確
立
し
た
第
八
回
党
大
会
決
定
を
骨
抜
き
す
る
毛
沢
東
の

党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
闘
争
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
党
内
の
官

僚
主
義
や
セ
ク
ト
主
義
批
判
を
目
的
と
し
た
整
風
運
動
は
、
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
や
毛
沢

東
批
判
に
ま
で
発
展
に
発
展
し
た
為
に
、
毛
沢
東
は
党
内
右
派
と
一
時
休
戦
し
て
党
外
右
派

分
子
の
弾
圧
に
乗
り
出
し
た
。
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
を
攻
撃
す
る
目
的
を
持

っ
た
共
産
党
批
判
を
許
容
す
る
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
＝
反
右
派
闘
争
運
動
へ
の
急
展

開
は
、
毛
沢
東
の
初
期
の
奪
権
闘
争
の
目
的
が
全
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
結
果
、
味
方
を
敵
に

敵
を
味
方
に
回
す
、
敵
対
勢
力
を
逆
転
さ
せ
る
政
策
の
方
向
転
換
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
政

策
の
転
換
過
程
に
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
の
駆
使
し
た
毛

沢
東
の
政
治
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
が
見
事
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
対
の
思
想 

奪
権
闘
争 

整
風
運
動 

政
策
転
換 

 

反
右
派
闘
争 

 

 

 
 
 

一 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

  

整
風
運
動
の
研
究
史
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
毛
沢
東
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
野
村
浩
一
氏
と
竹
内
実
氏
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
見
解
を
検
討
し
て
見
た
い
。 

  

小 

倉 

正 

昭 

  

野
村
氏
は
、
整
風
運
動
の
顛
末
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
さ
て
、「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
翌
々
四
月
、
ー
ち
ょ
う
ど
「
十
大
関
係
論
」
を
発
表
し
た

お
な
じ
時
期
、
毛
沢
東
は
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
「
芸
術
上
で
は
、『
百
花
斉
放
』
、

学
術
上
で
は
『
百
家
争
鳴
』
を
わ
れ
わ
れ
の
方
針
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
千
年
も
前

の
人
民
の
意
見
で
あ
る
。・
・
・
」
と
述
べ
て
、
こ
の
著
名
な
政
策
を
は
じ
め
て
提
起
し
て
い

た
が
、
他
方
、
こ
の
年
の
十
月
、「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
東
欧
に
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
事
件
」
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
し
て
、
そ
の
国
際
的
衝
撃
は
、
中
国
国
内
に
も
や
は

り
深
刻
な
波
紋
を
ま
き
起
す
の
も
の
と
し
て
出
現
し
た
。
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
連

動
し
て
、
中
国
に
も
い
く
つ
か
の
騒
擾
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。・
・
・
さ
て
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
提
唱
は
、
一
九
五
七
年
に

入
る
と
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
民
主
党
派
の
共
産
党
に
た
い
す
る
は
げ
し
い
政
治
的

批
判
を
よ
び
起
し
た
。
・
・
・
六
月
、
共
産
党
は
反
撃
に
の
り
出
し
、
「
百
花
斉
放
」
は
、
い

わ
ゆ
る
「
反
右
派
闘
争
」
へ
と
急
転
し
た
。
す
な
わ
ち
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
衝
撃
に
と

も
な
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
の
、
中
国
に
お
け
る
最
大
の
転
換
で
あ
る
。・
・
・
お
そ

ら
く
最
大
の
論
点
は
、
こ
の
「
鳴
放
運
動
」
が
そ
も
そ
も
「
右
派
分
子
」
の
摘
発
を
意
図
し

て
い
た
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
ま
た
、
毛
沢
東
が
「
鳴
放
運
動
」
に
よ
る
批
判

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
に
お
い
て
予
想
し
て
い
た
の
か
と
い
う

一
点
に
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。・
・
・
手
に
し
う
る
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
毛
沢
東
が
「
鳴
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整
風
運
動
と
対
の
思
想 

ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て(

二
）
― 

  

毛
沢
東
の
主
導
し
た
中
国
共
産
党
批
判
を
主
題
と
し
た
党
外
知
識
人
を
利
用
し
た
整
風
運

動
の
目
的
は
、
集
団
指
導
体
制
を
確
立
し
た
第
八
回
党
大
会
決
定
を
骨
抜
き
す
る
毛
沢
東
の

党
内
主
流
派
か
ら
の
奪
権
闘
争
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
党
内
の
官

僚
主
義
や
セ
ク
ト
主
義
批
判
を
目
的
と
し
た
整
風
運
動
は
、
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
や
毛
沢

東
批
判
に
ま
で
発
展
に
発
展
し
た
為
に
、
毛
沢
東
は
党
内
右
派
と
一
時
休
戦
し
て
党
外
右
派

分
子
の
弾
圧
に
乗
り
出
し
た
。
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
を
攻
撃
す
る
目
的
を
持

っ
た
共
産
党
批
判
を
許
容
す
る
整
風
運
動
の
肯
定
か
ら
否
定
＝
反
右
派
闘
争
運
動
へ
の
急
展

開
は
、
毛
沢
東
の
初
期
の
奪
権
闘
争
の
目
的
が
全
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
結
果
、
味
方
を
敵
に

敵
を
味
方
に
回
す
、
敵
対
勢
力
を
逆
転
さ
せ
る
政
策
の
方
向
転
換
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
政

策
の
転
換
過
程
に
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
ー
両
面
思
考
の
駆
使
し
た
毛

沢
東
の
政
治
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
が
見
事
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
対
の
思
想 

奪
権
闘
争 

整
風
運
動 

政
策
転
換 

 

反
右
派
闘
争 

 

 

 
 
 

一 

研
究
史
の
現
状
と
問
題
点 

  

整
風
運
動
の
研
究
史
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
毛
沢
東
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
野
村
浩
一
氏
と
竹
内
実
氏
の
整
風
運
動
に
つ
い
て
の
見
解
を
検
討
し
て
見
た
い
。 

  

小 

倉 

正 
昭 

  

野
村
氏
は
、
整
風
運
動
の
顛
末
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
さ
て
、「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
翌
々
四
月
、
ー
ち
ょ
う
ど
「
十
大
関
係
論
」
を
発
表
し
た

お
な
じ
時
期
、
毛
沢
東
は
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
「
芸
術
上
で
は
、『
百
花
斉
放
』
、

学
術
上
で
は
『
百
家
争
鳴
』
を
わ
れ
わ
れ
の
方
針
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
千
年
も
前

の
人
民
の
意
見
で
あ
る
。・
・
・
」
と
述
べ
て
、
こ
の
著
名
な
政
策
を
は
じ
め
て
提
起
し
て
い

た
が
、
他
方
、
こ
の
年
の
十
月
、「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
東
欧
に
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
事
件
」
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
し
て
、
そ
の
国
際
的
衝
撃
は
、
中
国
国
内
に
も
や
は

り
深
刻
な
波
紋
を
ま
き
起
す
の
も
の
と
し
て
出
現
し
た
。
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
連

動
し
て
、
中
国
に
も
い
く
つ
か
の
騒
擾
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。・
・
・
さ
て
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
の
提
唱
は
、
一
九
五
七
年
に

入
る
と
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
民
主
党
派
の
共
産
党
に
た
い
す
る
は
げ
し
い
政
治
的

批
判
を
よ
び
起
し
た
。
・
・
・
六
月
、
共
産
党
は
反
撃
に
の
り
出
し
、
「
百
花
斉
放
」
は
、
い

わ
ゆ
る
「
反
右
派
闘
争
」
へ
と
急
転
し
た
。
す
な
わ
ち
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
衝
撃
に
と

も
な
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
の
、
中
国
に
お
け
る
最
大
の
転
換
で
あ
る
。・
・
・
お
そ

ら
く
最
大
の
論
点
は
、
こ
の
「
鳴
放
運
動
」
が
そ
も
そ
も
「
右
派
分
子
」
の
摘
発
を
意
図
し

て
い
た
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
ま
た
、
毛
沢
東
が
「
鳴
放
運
動
」
に
よ
る
批
判

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
に
お
い
て
予
想
し
て
い
た
の
か
と
い
う

一
点
に
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。・
・
・
手
に
し
う
る
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
毛
沢
東
が
「
鳴
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(

二
二) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
〇
四
頁 

参
照
） 

  

(

二
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
二
二
頁 

参
照
） 

(

二
四) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
九
八
頁 

参
照
） 

(

二
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

一
九
九
頁 

参
照
） 

(

二
六) 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治 

中
公
新
書 

第
三
章 

一
一
五
頁 

参
照
） 

(

二
七)  

『
毛
沢
東
選
集 

第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版 

委
員
会 

一
九
七
七
年
三
月
一
日 

電
子
版
） 

(

二
八)

『 

毛
沢
東
選
集 

第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版 

 
 
 

委
員 

一
九
七
七
年
三
月
一
日 

電
子
版
） 

(

二
九) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』
渡
部
利
夫
他 

一
九
頁
ー
二
二
頁 

東
洋
経 

 
 
 

済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

(

三
〇) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
部
利
夫
他 

一
五
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

 
 
 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

(

三
一) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
五
五
頁 

参
照
） 

(

三
二) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
七
一
頁 

参
照
） 

(

三
三) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他 

二
五
頁
ー
二
六
頁 

東
洋 

 
 
 

経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

(

三
四) 

拙
稿
「
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀 

 
 
 

要 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

(

三
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
〇
三
頁 

参
照
） 

(

三
六) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
八
八
頁
ー
一
八
九
頁
参
照
） 

(

三
七) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
〇
一
頁
ー
三
〇
二
頁
参
照
） 

(

三
八) 

「
一
九
二
一
ー
二
〇
一
一 

中
国
共
産
党
九
〇
年
の
歩
み
」 

参
照 

(

三
九) 

『
岩
波
講
座
別
巻
二 

現
代
中
国
研
究
案
内
』（
編
者
野
村
浩
一
他 

岩
波
書
店 

一 

 
 
 

九
九
〇
年
一
八
〇
頁
「
三
近
代
政
党
を
め
ざ
し
て
ー
中
共
第
八
回
党
大
会
」
参
照
） 

(

四
〇)  

『
毛
沢
東
選
集
第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版
委 

 
 
 

員
会
一
九
七
七
年
三
月
一
日 

北
京
外
文
出
版
社 

 

電
子
版 

参
照
） 

(

四
一) 

『「
文
化
大
革
命
」
簡
史
』（
席
宣
・
金
春
明 

中
央
公
論
社 

二
二
頁
ー
二
四
頁 

一 

 
 
 

九
九
八
年 

参
照
） 

(

四
二) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
部
利
夫
他 

七
頁
ー
一
五
頁 

東
洋
経
済 

 
 
 

新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

(

四
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
八
七
頁 

参
照
） 

(

四
四) 

『
現
代
中
国
経
済
』
（
二
ー
五 

中
共
第
八
回
全
国
大
会 

甲
南
大
学 

青
木
浩
司 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

・
藤
川
清
史 

参
照
） 

(

四
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
八
八
頁
ー
一
八
九
頁
参
照
） 

(

四
六)

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
九
頁 

参
照
） 

(

四
七) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
九
頁 

参
照
） 

(

四
八) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
八
五
頁 

参
照
） 

(

四
九) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
四
頁 

参
照
） 

(

五
〇) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
七
三
頁
ー
一
七
四
頁 

参
照 

(

五
一) 

拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
「
対
の
思
想
」
ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の 

 
 
 

分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て
（
二
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

 
 
 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
五
二
）『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
六
六
頁 

参
照
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
付
日 

二
〇
一
二
年 

 

九
月 
 

一
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
理
日 

二
〇
一
三
年 

 

一
月 

 

一
五
日
）
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(
二
二) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
〇
四
頁 

参
照
） 

  

(
二
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
二
二
頁 

参
照
） 

(

二
四) 
『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
九
八
頁 

参
照
） 

(

二
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

一
九
九
頁 

参
照
） 

(

二
六) 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治 

中
公
新
書 

第
三
章 

一
一
五
頁 

参
照
） 

(

二
七)  

『
毛
沢
東
選
集 
第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版 

委
員
会 

一
九
七
七
年
三
月
一
日 

電
子
版
） 

(

二
八)

『 

毛
沢
東
選
集 

第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版 

 
 
 

委
員 

一
九
七
七
年
三
月
一
日 

電
子
版
） 

(

二
九) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』
渡
部
利
夫
他 

一
九
頁
ー
二
二
頁 

東
洋
経 

 
 
 

済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

(

三
〇) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
部
利
夫
他 

一
五
頁 

東
洋
経
済
新
聞
社 

 
 
 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

(

三
一) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 
二
五
五
頁 

参
照
） 

(

三
二) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
七
一
頁 

参
照
） 

(

三
三) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他 

二
五
頁
ー
二
六
頁 

東
洋 

 
 
 

経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
） 

(

三
四) 

拙
稿
「
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀 

 
 
 

要 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

(

三
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
〇
三
頁 

参
照
） 

(

三
六) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
八
八
頁
ー
一
八
九
頁
参
照
） 

(

三
七) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
〇
一
頁
ー
三
〇
二
頁
参
照
） 

(

三
八) 

「
一
九
二
一
ー
二
〇
一
一 

中
国
共
産
党
九
〇
年
の
歩
み
」 

参
照 

(

三
九) 

『
岩
波
講
座
別
巻
二 

現
代
中
国
研
究
案
内
』（
編
者
野
村
浩
一
他 

岩
波
書
店 

一 

 
 
 

九
九
〇
年
一
八
〇
頁
「
三
近
代
政
党
を
め
ざ
し
て
ー
中
共
第
八
回
党
大
会
」
参
照
） 

(

四
〇)  

『
毛
沢
東
選
集
第
五
巻
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版
委 

 
 
 

員
会
一
九
七
七
年
三
月
一
日 

北
京
外
文
出
版
社 

 

電
子
版 

参
照
） 

(

四
一) 

『「
文
化
大
革
命
」
簡
史
』（
席
宣
・
金
春
明 

中
央
公
論
社 

二
二
頁
ー
二
四
頁 

一 

 
 
 

九
九
八
年 

参
照
） 

(

四
二) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
部
利
夫
他 

七
頁
ー
一
五
頁 

東
洋
経
済 

 
 
 

新
聞
社 

一
九
九
九
年 

参
照
）。 

(

四
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
八
七
頁 

参
照
） 

(

四
四) 

『
現
代
中
国
経
済
』
（
二
ー
五 

中
共
第
八
回
全
国
大
会 

甲
南
大
学 

青
木
浩
司 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

・
藤
川
清
史 

参
照
） 

(

四
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
八
八
頁
ー
一
八
九
頁
参
照
） 

(

四
六)

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
一
九
頁 

参
照
） 

(

四
七) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
九
頁 

参
照
） 

(

四
八) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

三
八
五
頁 

参
照
） 

(

四
九) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
九
四
頁 

参
照
） 

(

五
〇) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
七
三
頁
ー
一
七
四
頁 

参
照 

(

五
一) 

拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
「
対
の
思
想
」
ー
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の 

 
 
 

分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て
（
二
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

 
 
 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
五
二
）『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』( 

李
志
綏 

文
春
文
庫 

一
六
六
頁 

参
照
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
付
日 

二
〇
一
二
年 

 

九
月 

 

一
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
受
理
日 

二
〇
一
三
年 

 

一
月 

 

一
五
日
）

毛沢東の権力闘争と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（序章）― 231（20）



 

 

 
 
 

言
を
記
録
し
た
李
氏
の
著
書
の
内
容
に
比
較
し
て
、「
実
録
」
と
し
て
の
価
値
は
劣
る
。 

 
 
 

③
林
克
氏
の
『
毛
沢
東
の
人
間
像
』
は
一
九
九
四
年
三
月
、
李
志
綏
氏
の
『
毛
沢
東 

 
 
 

の
私
生
活
』
は
一
九
九
四
年
一
一
月
、
李
氏
の
本
書
を
虚
偽
と
批
判
し
た
毛
沢
東
の 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

側
近
で
あ
っ
た
中
国
在
住
の
林
克
、
徐
濤
、
呉
旭
君
著
、
村
田
忠
禧
訳
『「
毛
沢
東
の 

 
 
 

私
生
活
」
の
真
相
』（
蒼
蒼
社
）
は
、
一
九
九
七
年
に
邦
訳
で
出
版
さ
れ
た
。
従
っ
て 

 
 
 

林
氏
の
前
著
と
後
著
は
同
じ
毛
沢
東
の
人
間
像
を
描
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
然 

 
 
 

る
に
中
国
在
住
の
林
氏
の
前
著
と
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
李
氏
の
著
書
の
内
容
を
比 

 
 
 

較
検
討
す
る
と
、
毛
沢
東
の
人
間
像
に
つ
い
て
頗
る
類
似
面
が
多
い
。
従
っ
て
李
氏 

 
 
 

の
著
書
は
、
事
実
無
根
の
毛
沢
東
像
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の
日
常
生
活
を
客
観
的
に 

 
 
 

描
写
し
た
著
書
で
あ
る
事
を
、
林
克
氏
自
身
が
証
明
し
て
い
る
。 

 
 
 

④
文
革
期
を
中
心
と
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
『
毛 

 
 
 

沢
東
秘
録
上
・
下
』
（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞
社 

一
九 

 
 
 

九
九
年 

参
照
）
も
、
李
氏
の
著
書
と
比
較
す
る
と
、
毛
沢
東
の
言
動
に
つ
い
て
は
、 

 
 
 

頗
る
類
似
し
て
い
る
か
、
同
一
の
表
現
が
多
く
あ
る
。 

 
 
 

⑤
矢
吹
晋
氏
は
、
「
話
題
の
暴
露
も
の
を
広
告
に
惑
わ
さ
れ
て
毛
嫌
い
し
て
は
な
る 

 
 
 

ま
い
。
李
志
綏
著
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
は
、
現
代
中
国
研
究
の
必
読
文
献
の
一
冊 

 
 
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
徹
底
的
に
解
読
す
る
価
値
が
あ
る
。
」
と
述
べ
る
（
『
蒼
蒼
』 

 
 
 

第
五
九
号
、
九
四
年
一
二
月
「
毛
沢
東
盗
聴
器
事
件
は
な
ぜ
バ
レ
た
か
」
参
照
）
。 

 
 
 

ま
た
同
氏
は
、「『
私
生
活
』
は
、・
・
・
敢
え
て
実
名
で
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
歴
史
の
証 

 
 
 

言
者
た
ら
ん
と
し
た
こ
と
に
私
は
敬
意
を
払
う
。」（
『
蒼
蒼
』
九
七
年
四
月
一
〇
日
、 

 
 
 

第
七
三
号 

書
評
『
毛
沢
東
最
後
の
女
』
参
照
）
と
高
く
評
価
す
る
。 

⑥
以
上
、
李
志
綏
著
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
内
容
に
就
い
て
、
毛
沢
東
関
係
の
著 

作
や
毛
沢
東
研
究
者
の
書
評
を
基
に
し
て
考
証
し
た
が
、
李
氏
の
著
書
が
毛
沢
東
の 

後
半
期
の
毛
沢
東
研
究
の
第
一
次
的
資
料
と
結
論
し
て
誤
り
が
な
い
。 

（
一
三
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治 

第
３
章 

中
公
新
書 

一
九
九
三
年
）『
対
の 

思
想
』（
駒
田
信
二 

岩
波
現
代
新
書 

一
九
九
二
年
）
拙
稿
「「
対
の
思
想
」
研
究 

史
の
現
状
と
課
題
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
に
つ 

て
（
序
章
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年
） 

（
一
四
）『
岩
波
講
座
現
代
中
国 

中
国
経
済
の
転
換
』（
編
集
責
任 

山
内
一
男
「
中
国
経 

済
近
代
化
の
模
索
と
展
望
」
一
九
頁
以
下 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
一
五
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五 

巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

（
一
六
）
拙
稿
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と
課
題
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
序
章
）
ー
」
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
）。 

（
一
七
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
「
対
の
思
想
」
―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分 

析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

一)

―
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
「
対
の
思
想
」
ー
李
志
綏 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

二)

―
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専 

門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
一
八
）「
文
化
大
革
命
」』
簡
史
』
席
宣
・
金
春
明
著 

中
央
公
論
社 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
九
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

(
二
〇)
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
三
頁
ー
二 

〇
四
頁 

第
一
刷 

一
九
九
六
年 

 

参
照
） 

(

二
一) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
〇
五
頁 

参
照
） 

 

 

る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
。
従
来
の
毛
沢
東
研
究
者
に
は
、
こ
の
方
法
論
が
明

確
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
が
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
構
造
論
を
正
確
に
解
明
し
て

正
し
く
理
解
す
る
の
を
困
難
に
し
て
い
た
根
本
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）「
東
洋
学
か
ら
見
た
“
毛
王
朝
”」（
『
中
央
公
論
』
緊
急
増
刊
号1

九
六
七
年
参
照
） 

（
二
）『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

講
談
社 

昭
和
五
三
年
参
照
） 

（
三
）
徳
田
教
之
「Ⅵ

中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映
像
と
残
像
―
今
日
的
視
点
か 

ら
の
再
構
築
の
試
み
」（『
岩
波
講
座
第
四
巻
歴
史
と
近
代
化
』
所
収 

編
集
責
任
＝ 

小
島
晋
治
岩
波
書
店
一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
四
）
安
藤
正
士
「Ⅶ

文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」（『
岩
波
講
座
第
四
巻
歴
史
と
近
代
化
』
所 

収 

編
集
責
任
＝
小
島
晋
治
岩
波
書
店
一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
五
）『
文
化
大
革
命
』（
矢
吹
晋 

講
談
社
現
代
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
）。 

（
六
）『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

一 

九
二
頁
ー
二
〇
一
頁 

同
朋
舎
出
版
社 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
七
）『
現
代
中
国
の
歴
史 

両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
他
著 

一
五
二
頁
ー 

一
六
五
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
八
）『
中
国
革
命
と
毛
沢
東
思
想
』（
中
西
功 

第
二
章
「
今
日
の
毛
沢
東
路
線
五
」「
プ
ロ 

 
 
 

レ
タ
リ
ア
文
化
革
命
」
論 

一
一
六
頁 

青
木
書
店 

一
九
六
九
年 

参
照
） 

（
九
）『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他
著 

第
三
章 

鄧
小
平
の
経
済 

 
 
 

思
想
と
改
革
・
開
放 

一
〇
〇
頁
以
下 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
参
照
） 

（
一
〇
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

（
一
一
）
①
林
克
・
凌
星
光
『
毛
沢
東
の
人
間
像
ー
虎
気
質
と
猿
気
質
の
矛
盾
』（
サ
ン
マ
イ 

ル
出
版
会 

一
九
九
四
年
）
②
北
海
閑
人
著
・
寥
建
龍
訳
『
中
国
が
ひ
た
隠
す
毛
沢 

東
の
真
実
』（
草
思
社 

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
③
ユ
ン
・
チ
ア
ン
著
『
マ
オ 

誰
も 

知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東
（
上
・
下
）』（
ユ
ン
・
チ
ア
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
デ
イ
共
著
、 

土
屋
京
子
訳
、
講
談
社 

二
〇
〇
五
年
一
一
月
） 

（
一
二
）
本
書
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
意
義
は
、
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
「
対
の
思
想
」 

 
 
 
 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

一)

―
」
の
注
（
一 

 
 
 

七
）
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
本
書
を
歴
史
資
料
文
献
と
し
て
引
用
す
る
歴 

 
 
 

史
的
意
義
に
つ
い
て
、
更
に
も
う
数
点
、
補
注
・
付
記
し
て
お
き
た
い
。 

①
訳
者
・
新
庄
哲
夫
氏
は
、『
本
書
』
の
出
版
の
経
緯
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、「
訳 

者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、「
な
ぜ
同
社
が
「
李
原
稿
」
の
出
版
に
踏
み
切
っ
た
か
と 

い
え
ば
、
ま
だ
謎
の
多
い
毛
沢
東
時
代
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
観
点
よ
り
も
、「
李
原
稿
」 

が
“
半
神
半
人
”
だ
っ
た
毛
沢
東
の
知
ら
ざ
れ
ざ
る
人
間
像
を
初
め
て
赤
裸
々
に
描 

い
た
と
こ
ろ
が
同
社
の
編
集
方
針
に
合
致
し
た
か
ら
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対 

的
専
制
君
主
の
よ
う
な
独
裁
者
に
二
十
二
年
も
仕
え
た
主
治
医
の
手
記
と
く
れ
ば
、 

興
味
津
津
の
読
物
で
あ
る
こ
と
は
む
ろ
ん
、
第
一
次
資
料
と
し
て
の
歴
史
的
な
価
値 

も
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
」（『
毛
沢
東
の 

私
生
活
下
』
五
三
〇
頁
ー
五
三
一
頁
）
と
、
生
身
の
毛
沢
東
像
を
描
い
た
所
に
、
第 

一
次
資
料
と
し
て
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

②
毛
沢
東
研
究
の
第
一
次
資
料
と
し
て
は
、
毛
沢
東
の
政
治
秘
書
兼
英
語
教
師
と
し 

 
 
 

て
十
二
年
仕
え
た
林
克
氏
と
凌
星
光
氏
と
の
対
談
集
『
毛
沢
東
の
人
間
像
ー
虎
気
質 

 
 
 

と
猿
気
質
の
矛
盾
』（
サ
ン
マ
イ
ル
出
版
会 

一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
林
氏 

 
 
 

の
対
談
集
は
、
側
近
と
し
て
見
た
毛
沢
東
の
印
象
像
が
強
い
。
直
接
に
毛
沢
東
の
発 
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言
を
記
録
し
た
李
氏
の
著
書
の
内
容
に
比
較
し
て
、「
実
録
」
と
し
て
の
価
値
は
劣
る
。 

 
 
 

③
林
克
氏
の
『
毛
沢
東
の
人
間
像
』
は
一
九
九
四
年
三
月
、
李
志
綏
氏
の
『
毛
沢
東 

 
 
 

の
私
生
活
』
は
一
九
九
四
年
一
一
月
、
李
氏
の
本
書
を
虚
偽
と
批
判
し
た
毛
沢
東
の 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

側
近
で
あ
っ
た
中
国
在
住
の
林
克
、
徐
濤
、
呉
旭
君
著
、
村
田
忠
禧
訳
『「
毛
沢
東
の 

 
 
 

私
生
活
」
の
真
相
』（
蒼
蒼
社
）
は
、
一
九
九
七
年
に
邦
訳
で
出
版
さ
れ
た
。
従
っ
て 

 
 
 

林
氏
の
前
著
と
後
著
は
同
じ
毛
沢
東
の
人
間
像
を
描
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
然 

 
 
 

る
に
中
国
在
住
の
林
氏
の
前
著
と
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
李
氏
の
著
書
の
内
容
を
比 

 
 
 

較
検
討
す
る
と
、
毛
沢
東
の
人
間
像
に
つ
い
て
頗
る
類
似
面
が
多
い
。
従
っ
て
李
氏 

 
 
 

の
著
書
は
、
事
実
無
根
の
毛
沢
東
像
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の
日
常
生
活
を
客
観
的
に 

 
 
 

描
写
し
た
著
書
で
あ
る
事
を
、
林
克
氏
自
身
が
証
明
し
て
い
る
。 

 
 
 

④
文
革
期
を
中
心
と
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
『
毛 

 
 
 

沢
東
秘
録
上
・
下
』
（
産
経
新
聞
「
毛
沢
東
秘
録
」
取
材
班 

産
経
新
聞
社 

一
九 

 
 
 

九
九
年 

参
照
）
も
、
李
氏
の
著
書
と
比
較
す
る
と
、
毛
沢
東
の
言
動
に
つ
い
て
は
、 

 
 
 

頗
る
類
似
し
て
い
る
か
、
同
一
の
表
現
が
多
く
あ
る
。 

 
 
 

⑤
矢
吹
晋
氏
は
、
「
話
題
の
暴
露
も
の
を
広
告
に
惑
わ
さ
れ
て
毛
嫌
い
し
て
は
な
る 

 
 
 

ま
い
。
李
志
綏
著
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
は
、
現
代
中
国
研
究
の
必
読
文
献
の
一
冊 

 
 
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
徹
底
的
に
解
読
す
る
価
値
が
あ
る
。
」
と
述
べ
る
（
『
蒼
蒼
』 

 
 
 

第
五
九
号
、
九
四
年
一
二
月
「
毛
沢
東
盗
聴
器
事
件
は
な
ぜ
バ
レ
た
か
」
参
照
）
。 

 
 
 

ま
た
同
氏
は
、「『
私
生
活
』
は
、・
・
・
敢
え
て
実
名
で
タ
ブ
ー
に
挑
戦
し
歴
史
の
証 

 
 
 

言
者
た
ら
ん
と
し
た
こ
と
に
私
は
敬
意
を
払
う
。」（
『
蒼
蒼
』
九
七
年
四
月
一
〇
日
、 

 
 
 

第
七
三
号 

書
評
『
毛
沢
東
最
後
の
女
』
参
照
）
と
高
く
評
価
す
る
。 

⑥
以
上
、
李
志
綏
著
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
内
容
に
就
い
て
、
毛
沢
東
関
係
の
著 

作
や
毛
沢
東
研
究
者
の
書
評
を
基
に
し
て
考
証
し
た
が
、
李
氏
の
著
書
が
毛
沢
東
の 

後
半
期
の
毛
沢
東
研
究
の
第
一
次
的
資
料
と
結
論
し
て
誤
り
が
な
い
。 

（
一
三
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治 

第
３
章 

中
公
新
書 

一
九
九
三
年
）『
対
の 

思
想
』（
駒
田
信
二 

岩
波
現
代
新
書 

一
九
九
二
年
）
拙
稿
「「
対
の
思
想
」
研
究 

史
の
現
状
と
課
題
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
に
つ 

て
（
序
章
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年
） 

（
一
四
）『
岩
波
講
座
現
代
中
国 

中
国
経
済
の
転
換
』（
編
集
責
任 

山
内
一
男
「
中
国
経 

済
近
代
化
の
模
索
と
展
望
」
一
九
頁
以
下 

岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
一
五
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五 

巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

（
一
六
）
拙
稿
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と
課
題
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
序
章
）
ー
」
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
）。 

（
一
七
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
「
対
の
思
想
」
―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分 

析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

一)

―
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
「
対
の
思
想
」
ー
李
志
綏 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

二)

―
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専 

門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
一
八
）「
文
化
大
革
命
」』
簡
史
』
席
宣
・
金
春
明
著 

中
央
公
論
社 

八
七
頁 

参
照
） 

（
一
九
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

(

二
〇)

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
三
頁
ー
二 

〇
四
頁 

第
一
刷 

一
九
九
六
年 

 

参
照
） 

(

二
一) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』( 

李
志
綏 

 

文
春
文
庫 

二
〇
五
頁 

参
照
） 

 

 

る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
。
従
来
の
毛
沢
東
研
究
者
に
は
、
こ
の
方
法
論
が
明

確
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
が
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
構
造
論
を
正
確
に
解
明
し
て

正
し
く
理
解
す
る
の
を
困
難
に
し
て
い
た
根
本
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）「
東
洋
学
か
ら
見
た
“
毛
王
朝
”」（
『
中
央
公
論
』
緊
急
増
刊
号1

九
六
七
年
参
照
） 

（
二
）『
人
類
の
知
的
遺
産
七
六 

毛
沢
東
』（
野
村
浩
一 

講
談
社 

昭
和
五
三
年
参
照
） 

（
三
）
徳
田
教
之
「Ⅵ

中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映
像
と
残
像
―
今
日
的
視
点
か 

ら
の
再
構
築
の
試
み
」（『
岩
波
講
座
第
四
巻
歴
史
と
近
代
化
』
所
収 

編
集
責
任
＝ 

小
島
晋
治
岩
波
書
店
一
九
八
九
年 
参
照
） 

（
四
）
安
藤
正
士
「Ⅶ

文
化
大
革
命
の
諸
問
題
」（『
岩
波
講
座
第
四
巻
歴
史
と
近
代
化
』
所 

収 

編
集
責
任
＝
小
島
晋
治
岩
波
書
店
一
九
八
九
年 

参
照
） 

（
五
）『
文
化
大
革
命
』（
矢
吹
晋 

講
談
社
現
代
新
書 

一
九
八
九
年 

参
照
）。 

（
六
）『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
五 

中
国
史
ー
近
・
現
代
』（
責
任
編
集
＝
堀
川
哲
男 

一 

九
二
頁
ー
二
〇
一
頁 

同
朋
舎
出
版
社 

一
九
九
五
年 

参
照
） 

（
七
）『
現
代
中
国
の
歴
史 

両
岸
三
地
一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
久
保
亨
他
著 
一
五
二
頁
ー 

一
六
五
頁 

東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
八
年 

参
照
） 

（
八
）『
中
国
革
命
と
毛
沢
東
思
想
』（
中
西
功 

第
二
章
「
今
日
の
毛
沢
東
路
線
五
」「
プ
ロ 

 
 
 

レ
タ
リ
ア
文
化
革
命
」
論 

一
一
六
頁 

青
木
書
店 

一
九
六
九
年 

参
照
） 

（
九
）『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
そ
し
て
江
沢
民
』（
渡
辺
利
夫
他
著 

第
三
章 

鄧
小
平
の
経
済 

 
 
 

思
想
と
改
革
・
開
放 

一
〇
〇
頁
以
下 

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
参
照
） 

（
一
〇
）
拙
稿
「
毛
沢
東
の
政
治
理
想
と
対
の
思
想
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
）。 

（
一
一
）
①
林
克
・
凌
星
光
『
毛
沢
東
の
人
間
像
ー
虎
気
質
と
猿
気
質
の
矛
盾
』（
サ
ン
マ
イ 

ル
出
版
会 

一
九
九
四
年
）
②
北
海
閑
人
著
・
寥
建
龍
訳
『
中
国
が
ひ
た
隠
す
毛
沢 

東
の
真
実
』（
草
思
社 

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
③
ユ
ン
・
チ
ア
ン
著
『
マ
オ 

誰
も 

知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東
（
上
・
下
）』（
ユ
ン
・
チ
ア
ン
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
デ
イ
共
著
、 

土
屋
京
子
訳
、
講
談
社 

二
〇
〇
五
年
一
一
月
） 

（
一
二
）
本
書
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
意
義
は
、
拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
「
対
の
思
想
」 

 
 
 
 

―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

一)

―
」
の
注
（
一 

 
 
 

七
）
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
本
書
を
歴
史
資
料
文
献
と
し
て
引
用
す
る
歴 

 
 
 

史
的
意
義
に
つ
い
て
、
更
に
も
う
数
点
、
補
注
・
付
記
し
て
お
き
た
い
。 

①
訳
者
・
新
庄
哲
夫
氏
は
、『
本
書
』
の
出
版
の
経
緯
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、「
訳 

者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、「
な
ぜ
同
社
が
「
李
原
稿
」
の
出
版
に
踏
み
切
っ
た
か
と 

い
え
ば
、
ま
だ
謎
の
多
い
毛
沢
東
時
代
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
観
点
よ
り
も
、「
李
原
稿
」 

が
“
半
神
半
人
”
だ
っ
た
毛
沢
東
の
知
ら
ざ
れ
ざ
る
人
間
像
を
初
め
て
赤
裸
々
に
描 

い
た
と
こ
ろ
が
同
社
の
編
集
方
針
に
合
致
し
た
か
ら
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対 

的
専
制
君
主
の
よ
う
な
独
裁
者
に
二
十
二
年
も
仕
え
た
主
治
医
の
手
記
と
く
れ
ば
、 

興
味
津
津
の
読
物
で
あ
る
こ
と
は
む
ろ
ん
、
第
一
次
資
料
と
し
て
の
歴
史
的
な
価
値 

も
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
」（『
毛
沢
東
の 

私
生
活
下
』
五
三
〇
頁
ー
五
三
一
頁
）
と
、
生
身
の
毛
沢
東
像
を
描
い
た
所
に
、
第 

一
次
資
料
と
し
て
の
歴
史
的
意
義
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 

②
毛
沢
東
研
究
の
第
一
次
資
料
と
し
て
は
、
毛
沢
東
の
政
治
秘
書
兼
英
語
教
師
と
し 

 
 
 

て
十
二
年
仕
え
た
林
克
氏
と
凌
星
光
氏
と
の
対
談
集
『
毛
沢
東
の
人
間
像
ー
虎
気
質 

 
 
 

と
猿
気
質
の
矛
盾
』（
サ
ン
マ
イ
ル
出
版
会 

一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
林
氏 

 
 
 

の
対
談
集
は
、
側
近
と
し
て
見
た
毛
沢
東
の
印
象
像
が
強
い
。
直
接
に
毛
沢
東
の
発 
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活
躍
時
は
健
康
と
被
攻
撃
時
は
病
気
、
他
人
へ
の
陰
謀
の
非
難
と
自
己
の
陰
謀
の
正
当
化
と

い
う
、
表
と
裏
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
た
。
つ
ま
り
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
で

あ
る
「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
（
五
一
）。 

ま
た
李
氏
は
、
第
一
組
の
田
家
英
の
発
言
を
引
合
い
に
出
し
て
、「
だ
が
、
私
ど
も
第
一
組

の
者
は
、
主
席
の
保
険
管
理
制
に
対
す
る
攻
撃
が
じ
つ
は
劉
少
奇
へ
の
偽
装
攻
撃
で
も
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
「
劉
少
奇
が
主
席
の
あ
と
を
継
ぐ
と
断
言
す
る
の
は
ま
だ
早
す
ぎ
る

ね
」
と
田
家
英
は
結
論
づ
け
た
。「
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
先
が
見
え
な
い
よ
。
主
席
は
い
つ
で

も
自
分
の
言
葉
を
ま
も
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
な
。
あ
る
日
こ
う
言
っ
て
も
、
つ
ぎ
の
日

は
別
の
こ
と
を
口
に
す
る
。
だ
れ
も
主
席
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
つ
か
め

る
者
は
お
ら
ん
よ
」
と
汪
東
興
も
同
意
し
た
。
私
ど
も
は
め
い
め
い
の
思
惑
を
胸
の
奥
深
く

に
秘
め
た
。」（
五
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

李
氏
と
同
様
に
、
毛
沢
東
の
政
治
秘
書
の
田
家
英
や
毛
沢
東
の
側
近
＝
党
中
央
警
衛
団
長

の
汪
東
興
も
、「
毛
沢
東
の
今
日
と
明
日
の
発
言
は
、
全
く
逆
で
あ
る
」
と
言
う
。
つ
ま
り
毛

沢
東
は
、
日
常
的
に
自
己
分
裂
し
た
発
言
を
す
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
方
法

で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
典
型
的
人
物
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
様
に
毛
沢
東
は
、
党
内
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
西
洋
の
近
代
的
思
想
で

あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
否
定
と
肯
定
と
、
古
代
よ
り
の
中
国
人
の
伝
統
的
な
権
謀
術
数

の
理
論
と
い
う
、
全
く
相
反
す
る
二
つ
の
政
治
手
法
＝
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
と
言
う
。 

 
 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
毛
沢
東
思
想
の
研
究
史
が
多
く
存
在
す
る
中
で
、
毛
沢
東
の
後
半
生
を
党
内
主
流
派
と
の

権
力
闘
争
と
見
做
し
て
い
る
研
究
者
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
存
在
し
て
い
て
も
概
説
と
し

て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
権
力
闘
争
の
内
容
の
展
開
や
顛
末
が
曖
昧
で
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会
主
義
観
は
、
「
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、

ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、
ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、

中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ
れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国

の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く
輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は

よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の
口
癖
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。 

③
従
っ
て
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
新
し
い
社
会
主
義
国
家
像
の
一
つ
は
、「
ロ
バ
で
も
な
け
れ

ば
馬
で
も
な
い
ラ
バ
さ
」
と
言
い
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に

創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
所
か
ら
、
欧
米
を
賛
美
し
た
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
、

中
国
＝
社
会
主
義
と
西
洋
＝
資
本
主
義
と
の
混
合
文
化
で
あ
っ
た
。 

④
も
う
一
つ
の
毛
沢
東
の
理
想
し
た
国
家
像
は
、
資
本
主
義
＝
欧
米
文
化
を
否
定
し
た
現
在

の
中
国
の
生
産
力
を
前
提
に
し
た
中
国
独
特
の
原
始
共
同
体
社
会
の
集
団
所
有
制
と
平
等
分

配
を
原
則
と
す
る
生
産
関
係
を
重
視
し
た
原
始
共
産
制
的
社
会
主
義
国
家
で
あ
っ
た
。 

④
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
淵
源
は
、
自
己
の
独
裁
的
地
位
の
確
立
と
急
進
的
で
空
想
的
・
想

像
的
な
二
つ
の
相
異
な
る
国
家
理
想
を
策
定
し
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
思
惑
の
挫
折
に

あ
る
。
つ
ま
り
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
、
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連

の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
、
集
団
指
導
体
制
と
ソ
連
型
漸
進
的

社
会
主
義
国
家
建
設
へ
の
決
定
に
よ
り
、
毛
沢
東
の
思
惑
が
挫
折
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。 

⑤
毛
沢
東
の
二
十
年
に
わ
た
る
長
い
権
力
闘
争
の
目
的
は
、
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
漸
進
主

義
社
会
主
義
路
線
と
集
団
指
導
体
制
を
破
壊
し
て
、
急
進
的
な
相
異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義

理
念
の
実
現
と
自
己
の
独
裁
的
地
位
の
確
立
を
目
指
し
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
は
権
力
闘
争
を
断
行
す
る
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
で
あ

 

 

き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
か
ぶ
る
の
で
あ
っ
た
。「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
こ
む
こ
と
で
新

し
い
哲
学
思
想
を
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」（
四
七
） 

ユ
ー
ジ
ン
と
の
哲
学
論
争
を
通
じ
て
毛
沢
東
は
、
自
己
の
二
論
文
を
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら

逸
脱
し
た
中
国
の
実
情
に
対
応
し
た
新
し
い
哲
学
思
想
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
毛

沢
東
は
、
大
躍
進
発
動
に
際
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
否
定
し
た
と
言
う
。
李
氏
は
、 

「
ソ
連
モ
デ
ル
へ
の
盲
従
、
無
自
覚
、
マ
ル
ク
ス
の
呪
文
的
な
復
誦
が
毛
沢
東
の
よ
り
気

に
く
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
た
だ
天
か
ら
降
っ
て
き
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
」
。
毛
沢
東
は
よ
く
そ
う
口
に
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ち
い
ち
書
物
に
則
し
て
や
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
、
一
語
半
句
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
し
な
が
ら
」。
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性

を
中
国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い
っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、

そ
の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬
称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔

子
主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒

息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
四
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ

て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、

彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は
正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正

し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発

展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（
四
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ

ル
ク
ス
主
義
の
否
定
を
賛
美
し
た
と
言
う
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
孔
子
と
同
じ
よ

う
に
思
想
の
創
造
的
発
展
を
硬
直
化
さ
せ
る
教
条
主
義
理
論
と
位
置
付
け
て
、
社
会
主
義
建

設
理
論
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
一
つ
目
の
方
法
論
と
し
て
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
奪
権
し
て

自
己
の
理
想
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
を
実
現
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

肯
定
と
否
定
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
両
面
的
評
価
ー
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
。 

②
非
マ
ル
ク
ス
主
義
ー
中
国
伝
統
の
政
治
手
法
ー
権
謀
術
数 

李
氏
は
、「
私
は
南
昌
に
お
も
む
い
て
か
ら
一
週
間
後
、
夜
な
か
に
主
席
の
も
と
を
お
と
ず

れ
た
。
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
後
漢
時
代
（
二
五
ー
二
二
０
）
の
歴
史
を
読
ん
で
い
た
。
毛

は
政
治
闘
争
の
準
備
に
は
は
い
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
史
書
を
読
み
ふ
っ
け

っ
た
が
、
後
漢
時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
て
お
り
、
戦
略
的
な
術
に
は
こ
と

欠
か
な
い
。」（
四
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
理
論
よ
り
も
中
国
の
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
権
謀

術
数
の
手
法
を
、
権
力
闘
争
の
手
段
に
利
用
し
た
と
言
う
。
後
漢
時
代
の
歴
史
書
に
あ
る
権

謀
術
数
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
李
氏
は
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
戦
術
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

「
一
九
六
〇
年
代
の
中
頃
、
外
国
人
に
対
し
て
神
ー
も
し
く
は
マ
ル
ク
ス
ー
に
会
う
準
備

を
し
て
い
る
と
い
う
有
名
な
発
言
は
、
単
な
る
戦
略
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
初
期
ほ
ど
健
康
だ
っ
た
時
は
な
い
し
、
そ
れ
以
後
の
数
年
は
上
々

の
健
康
状
態
が
つ
づ
い
た
。
毛
沢
東
は
自
分
が
い
ざ
政
治
的
攻
撃
の
的
に
な
る
と
、
し
ば
し

ば
ベ
ッ
ド
に
難
を
避
け
た
し
、
ま
た
病
気
を
よ
く
政
治
操
作
の
手
妻
に
つ
か
っ
た
。
主
席
の

健
康
と
中
国
政
治
は
な
い
ま
ぜ
に
絡
み
あ
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
病
気
の
ふ
り
を
す
る
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
六
三
年
に
中
ソ
関
係
が
ど
ん
底
に
あ
っ
た
際
は
ソ
連
の
北
京
駐
在
大

使
の
前
で
大
芝
居
を
打
っ
て
い
る
。・
・
・
・
「
重
病
人
に
よ
う
に
見
え
る
か
ね
？
」
と
、
主

席
は
演
技
の
成
果
を
知
り
た
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ソ
連
大
使
を
病
床
に
よ
び
、
じ
つ
に
劇
的

で
見
事
な
役
者
ぶ
り
を
披
露
し
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰

謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、
何
を
隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
家
だ
っ
た

の
で
あ
る
」（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
一
流
の
謀
略
家
だ
っ
た
と
言
う
。
毛
沢
東
の
政
治
戦
術
は
、
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活
躍
時
は
健
康
と
被
攻
撃
時
は
病
気
、
他
人
へ
の
陰
謀
の
非
難
と
自
己
の
陰
謀
の
正
当
化
と

い
う
、
表
と
裏
を
縦
横
無
尽
に
駆
使
し
た
。
つ
ま
り
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
で

あ
る
「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
（
五
一
）。 

ま
た
李
氏
は
、
第
一
組
の
田
家
英
の
発
言
を
引
合
い
に
出
し
て
、「
だ
が
、
私
ど
も
第
一
組

の
者
は
、
主
席
の
保
険
管
理
制
に
対
す
る
攻
撃
が
じ
つ
は
劉
少
奇
へ
の
偽
装
攻
撃
で
も
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
「
劉
少
奇
が
主
席
の
あ
と
を
継
ぐ
と
断
言
す
る
の
は
ま
だ
早
す
ぎ
る

ね
」
と
田
家
英
は
結
論
づ
け
た
。「
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
先
が
見
え
な
い
よ
。
主
席
は
い
つ
で

も
自
分
の
言
葉
を
ま
も
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
な
。
あ
る
日
こ
う
言
っ
て
も
、
つ
ぎ
の
日

は
別
の
こ
と
を
口
に
す
る
。
だ
れ
も
主
席
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
つ
か
め

る
者
は
お
ら
ん
よ
」
と
汪
東
興
も
同
意
し
た
。
私
ど
も
は
め
い
め
い
の
思
惑
を
胸
の
奥
深
く

に
秘
め
た
。」（
五
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

李
氏
と
同
様
に
、
毛
沢
東
の
政
治
秘
書
の
田
家
英
や
毛
沢
東
の
側
近
＝
党
中
央
警
衛
団
長

の
汪
東
興
も
、「
毛
沢
東
の
今
日
と
明
日
の
発
言
は
、
全
く
逆
で
あ
る
」
と
言
う
。
つ
ま
り
毛

沢
東
は
、
日
常
的
に
自
己
分
裂
し
た
発
言
を
す
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
方
法

で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
駆
使
す
る
典
型
的
人
物
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。 

以
上
に
紹
介
し
た
様
に
毛
沢
東
は
、
党
内
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
西
洋
の
近
代
的
思
想
で

あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
否
定
と
肯
定
と
、
古
代
よ
り
の
中
国
人
の
伝
統
的
な
権
謀
術
数

の
理
論
と
い
う
、
全
く
相
反
す
る
二
つ
の
政
治
手
法
＝
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
と
言
う
。 

 
 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
毛
沢
東
思
想
の
研
究
史
が
多
く
存
在
す
る
中
で
、
毛
沢
東
の
後
半
生
を
党
内
主
流
派
と
の

権
力
闘
争
と
見
做
し
て
い
る
研
究
者
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
存
在
し
て
い
て
も
概
説
と
し

て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
権
力
闘
争
の
内
容
の
展
開
や
顛
末
が
曖
昧
で
不
明
で
あ
る
。 

②
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会
主
義
観
は
、
「
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、

ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、
ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、

中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ
れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国

の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く
輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は

よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の
口
癖
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。 

③
従
っ
て
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
新
し
い
社
会
主
義
国
家
像
の
一
つ
は
、「
ロ
バ
で
も
な
け
れ

ば
馬
で
も
な
い
ラ
バ
さ
」
と
言
い
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に

創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
所
か
ら
、
欧
米
を
賛
美
し
た
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
、

中
国
＝
社
会
主
義
と
西
洋
＝
資
本
主
義
と
の
混
合
文
化
で
あ
っ
た
。 

④
も
う
一
つ
の
毛
沢
東
の
理
想
し
た
国
家
像
は
、
資
本
主
義
＝
欧
米
文
化
を
否
定
し
た
現
在

の
中
国
の
生
産
力
を
前
提
に
し
た
中
国
独
特
の
原
始
共
同
体
社
会
の
集
団
所
有
制
と
平
等
分

配
を
原
則
と
す
る
生
産
関
係
を
重
視
し
た
原
始
共
産
制
的
社
会
主
義
国
家
で
あ
っ
た
。 

④
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
淵
源
は
、
自
己
の
独
裁
的
地
位
の
確
立
と
急
進
的
で
空
想
的
・
想

像
的
な
二
つ
の
相
異
な
る
国
家
理
想
を
策
定
し
て
貰
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
思
惑
の
挫
折
に

あ
る
。
つ
ま
り
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
、
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
ソ
連

の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
受
け
入
れ
た
、
集
団
指
導
体
制
と
ソ
連
型
漸
進
的

社
会
主
義
国
家
建
設
へ
の
決
定
に
よ
り
、
毛
沢
東
の
思
惑
が
挫
折
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。 

⑤
毛
沢
東
の
二
十
年
に
わ
た
る
長
い
権
力
闘
争
の
目
的
は
、
党
内
主
流
派
の
ソ
連
型
漸
進
主

義
社
会
主
義
路
線
と
集
団
指
導
体
制
を
破
壊
し
て
、
急
進
的
な
相
異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義

理
念
の
実
現
と
自
己
の
独
裁
的
地
位
の
確
立
を
目
指
し
た
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
。 

⑥
毛
沢
東
は
権
力
闘
争
を
断
行
す
る
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
で
あ

 

 

き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
か
ぶ
る
の
で
あ
っ
た
。「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
こ
む
こ
と
で
新

し
い
哲
学
思
想
を
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」（
四
七
） 

ユ
ー
ジ
ン
と
の
哲
学
論
争
を
通
じ
て
毛
沢
東
は
、
自
己
の
二
論
文
を
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら

逸
脱
し
た
中
国
の
実
情
に
対
応
し
た
新
し
い
哲
学
思
想
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
毛

沢
東
は
、
大
躍
進
発
動
に
際
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
否
定
し
た
と
言
う
。
李
氏
は
、 

「
ソ
連
モ
デ
ル
へ
の
盲
従
、
無
自
覚
、
マ
ル
ク
ス
の
呪
文
的
な
復
誦
が
毛
沢
東
の
よ
り
気

に
く
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
た
だ
天
か
ら
降
っ
て
き
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
」
。
毛
沢
東
は
よ
く
そ
う
口
に
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
い
ち
い
ち
書
物
に
則
し
て
や
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
、
一
語
半
句
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
し
な
が
ら
」。
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性

を
中
国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い
っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、

そ
の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬
称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔

子
主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒

息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
四
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ

て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、

彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は
正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正

し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発

展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（
四
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
マ

ル
ク
ス
主
義
の
否
定
を
賛
美
し
た
と
言
う
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
孔
子
と
同
じ
よ

う
に
思
想
の
創
造
的
発
展
を
硬
直
化
さ
せ
る
教
条
主
義
理
論
と
位
置
付
け
て
、
社
会
主
義
建

設
理
論
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
一
つ
目
の
方
法
論
と
し
て
毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
よ
り
奪
権
し
て

自
己
の
理
想
と
す
る
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
を
実
現
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

肯
定
と
否
定
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
両
面
的
評
価
ー
対
の
思
想
を
駆
使
し
た
。 

②
非
マ
ル
ク
ス
主
義
ー
中
国
伝
統
の
政
治
手
法
ー
権
謀
術
数 

李
氏
は
、「
私
は
南
昌
に
お
も
む
い
て
か
ら
一
週
間
後
、
夜
な
か
に
主
席
の
も
と
を
お
と
ず

れ
た
。
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
後
漢
時
代
（
二
五
ー
二
二
０
）
の
歴
史
を
読
ん
で
い
た
。
毛

は
政
治
闘
争
の
準
備
に
は
は
い
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
史
書
を
読
み
ふ
っ
け

っ
た
が
、
後
漢
時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
て
お
り
、
戦
略
的
な
術
に
は
こ
と

欠
か
な
い
。」（
四
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
理
論
よ
り
も
中
国
の
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
権
謀

術
数
の
手
法
を
、
権
力
闘
争
の
手
段
に
利
用
し
た
と
言
う
。
後
漢
時
代
の
歴
史
書
に
あ
る
権

謀
術
数
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
李
氏
は
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
戦
術
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

「
一
九
六
〇
年
代
の
中
頃
、
外
国
人
に
対
し
て
神
ー
も
し
く
は
マ
ル
ク
ス
ー
に
会
う
準
備

を
し
て
い
る
と
い
う
有
名
な
発
言
は
、
単
な
る
戦
略
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
初
期
ほ
ど
健
康
だ
っ
た
時
は
な
い
し
、
そ
れ
以
後
の
数
年
は
上
々

の
健
康
状
態
が
つ
づ
い
た
。
毛
沢
東
は
自
分
が
い
ざ
政
治
的
攻
撃
の
的
に
な
る
と
、
し
ば
し

ば
ベ
ッ
ド
に
難
を
避
け
た
し
、
ま
た
病
気
を
よ
く
政
治
操
作
の
手
妻
に
つ
か
っ
た
。
主
席
の

健
康
と
中
国
政
治
は
な
い
ま
ぜ
に
絡
み
あ
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
病
気
の
ふ
り
を
す
る
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
六
三
年
に
中
ソ
関
係
が
ど
ん
底
に
あ
っ
た
際
は
ソ
連
の
北
京
駐
在
大

使
の
前
で
大
芝
居
を
打
っ
て
い
る
。・
・
・
・
「
重
病
人
に
よ
う
に
見
え
る
か
ね
？
」
と
、
主

席
は
演
技
の
成
果
を
知
り
た
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ソ
連
大
使
を
病
床
に
よ
び
、
じ
つ
に
劇
的

で
見
事
な
役
者
ぶ
り
を
披
露
し
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰

謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、
何
を
隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
家
だ
っ
た

の
で
あ
る
」（
五
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
は
一
流
の
謀
略
家
だ
っ
た
と
言
う
。
毛
沢
東
の
政
治
戦
術
は
、

毛沢東の権力闘争と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（序章）― 235（16）



 

 

の
よ
う
な
資
質
が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
指
導
部
の
一
部
が
、
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
意
し
た
の
は
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
挑
戦

と
受
け
止
め
た
。
毛
は
ガ
ー
ド
を
か
た
め
る
挙
に
出
た
。
自
分
の
死
後
、
下
っ
端
の
な
か
か

ら
中
国
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
な
る
や
つ
が
出
て
き
て
、
毛
攻
撃
の
“
黒
い
報
告
書
”
を
書
く

よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に
自
分
の
支
配
体
制

を
あ
の
手
こ
の
手
で
突
き
崩
そ
う
と
す
る
ど
ん
な
た
く
ら
み
に
も
、
毛
は
た
え
ず
警
戒
心
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
自
分
の
党
に
向
け
た
不
満
は
年
ご
と
に
つ
の
り
、
か
つ
育
っ
て
い

き
、
そ
の
果
て
に
と
う
と
う
文
化
大
革
命
の
破
局
に
み
ち
び
い
て
い
く
の
で
あ
る
」（
四
五
）。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
指
導
部
の
ソ
連
追
従
の
政
治
姿
勢
へ
の
心
情
に
つ
い
て
、

自
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
汲
々
と
す
る
ソ
連
型
「
赤
い
貴
族
」
化
で
あ
り
、
毛
沢
東
は

中
国
の
特
殊
性
を
無
視
し
た
創
造
性
に
欠
け
る
ソ
連
模
倣
と
見
な
し
て
、
苛
立
っ
て
い
た
と

言
う
。
毛
沢
東
の
革
命
は
、
勇
気
、
情
熱
、
闘
争
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
党
最
高
指
導
部
は

そ
の
資
質
が
欠
け
て
い
る
と
見
な
し
て
い
た
。
ま
た
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
し
て
の
自
己
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
全
て
の
批
判
を
許
さ
な
い
絶
対
的
地
位
の
安
定
を
確
立
す
る

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。
以
上
の
様
な
党
指
導
部
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
不
満
が
、

第
八
回
党
大
会
以
後
の
整
風
運
動
か
ら
文
化
大
革
命
に
至
る
ま
で
、
足
掛
け
十
三
年
に
渡
る

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
原
因
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

 

四 

権
力
闘
争
の
手
法
＝
対
の
思
想
の
具
体
像 

 

毛
沢
東
は
、
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
、
一
体
ど
の
様
な
「
対
の
思

想
」
を
使
用
し
た
の
か
。
李
氏
の
記
述
に
よ
り
そ
の
要
点
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

①
社
会
主
義
建
設
理
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
肯
定
と
否
定 

李
氏
は
、
大
躍
進
の
失
敗
後
に
劉
少
奇
等
の
主
流
派
が
主
導
し
た
農
地
戸
別
請
負
制
度
の

批
判
に
お
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に
は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
あ
ら
ゆ

る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も
ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義

の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、
あ
る
い
は

追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向
け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
統
化
の

根
拠
は
、
社
会
主
義
の
導
入
と
と
も
に
階
級
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
議
論
だ
っ

た
。
私
有
財
産
を
共
有
化
し
た
あ
と
に
な
っ
て
も
、
ま
た
階
級
は
存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
階
級
闘
争
は
つ
づ
く
と
毛
は
述
べ
た
。」（
四
六
） 

毛
沢
東
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政
治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
他
方
で
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
の
両
論
文
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
哲
学
発
展
ー
「
中
国
の
特
殊
性
を
持
っ
た
社
会
主
義
」
の
論
述
ー
に
対
す
る
大
き
な
貢
献

と
毛
沢
東
は
確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
ソ
連
側
は
両
論
文
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
名
誉
を

あ
た
え
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
修
正
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
。
李
氏

は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
九
五
三
年
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を
北
京
駐
留
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢

東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
沿
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
報
告
す

る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン
を
た
ず
ね
て
夜
お
そ
く
ま
で
論
争
し
た
が
、

大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
に
は
ね
つ
け
た
。
主
席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。「

哲
学
は
ほ
ん
と
う
に
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」。
彼
は
と

 

 

「
八
全
大
会
の
政
治
報
告
に
つ
い
て
の
決
議
は
、「
文
化
大
革
命
」
中
に
宣
伝
さ
れ
た
よ
う

に
、「
劉
少
奇
が
毛
主
席
に
隠
れ
て
で
っ
ち
上
げ
た
」、「
階
級
闘
争
消
滅
論
を
宣
伝
す
る
修
正

主
義
の
作
文
」
だ
ろ
う
か
？ 

そ
う
で
は
な
い
。
事
実
と
し
て
、
劉
少
奇
は
八
全
大
会
の
政

治
報
告
の
起
草
を
主
管
す
る
過
程
で
、
毛
沢
東
と
と
も
に
何
度
も
検
討
を
繰
り
か
え
し
、
毛

沢
東
の
意
見
に
も
と
づ
い
て
大
幅
に
修
正
し
た
。
毛
沢
東
は
劉
少
奇
の
修
正
に
満
足
し
て
、

み
ず
か
ら
筆
を
と
っ
て
活
字
原
稿
の
扉
に
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
向
第
八
次
全
国
代
表

大
会
政
治
報
告
」
と
い
う
題
を
書
き
入
れ
、
そ
の
下
に
「
劉
少
奇
」
と
い
う
三
字
を
加
え
た

の
で
あ
る
。
八
期
一
中
全
会
で
毛
沢
東
は
こ
の
報
告
を
「
た
い
へ
ん
よ
い
要
綱
だ
」
と
称
賛

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
政
治
報
告
の
修
正
に
は
毛
沢
東
み
ず
か
ら

が
参
加
し
、
賛
同
し
て
い
た
の
で
あ
る
」（
四
一
）。 

毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
と
何
度
も
相
談
し
て
、
何
回
も
草
稿
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
さ
せ
て
、

草
稿
に
賛
同
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
の
賛
同
は
、
毛
沢
東
自
身

が
中
国
共
産
党
指
導
部
を
代
表
し
て
「
十
大
関
係
論
」
を
講
話
し
て
い
る
以
上
、
共
産
党
主

席
・
毛
沢
東
と
て
中
国
共
産
党
指
導
部
の
総
意
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。 

し
か
し
他
方
、
内
心
で
は
毛
沢
東
は
、
こ
の
草
稿
内
容
は
面
白
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
意
は
あ
く
ま
で
も
表
面
的
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
建
国
後
直
後
の
資
本
主
義

生
産
力
の
増
強
の
必
要
性
を
強
調
し
た
漸
進
主
義
政
策
か
ら
、
土
地
改
革
・
官
僚
資
本
の
没

収
・
三
反
・
五
反
運
動
が
思
い
の
ほ
か
急
速
に
進
展
し
た
為
に
、
早
期
の
社
会
主
義
へ
移
行

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
、
一
九
五
三
年
に
は
「
過
途
期
に
お
け
る
党
の
総
路
線
」
を
提
起
し
て
、

急
進
主
義
へ
変
貌
し
て
い
た
故
で
あ
る
（
四
二
）。
社
会
改
革
の
思
い
の
外
の
成
功
と
い
う
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
毛
沢
東
は
解
放
直
後
の
漸
進
主
義
か
ら
急
進
主
義
へ
と
豹
変
し
て
い
た
。 

李
氏
は
、
「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か
か
げ
よ
、
も
っ
と
大
き
な
、
も
っ
と
早
い
、

も
っ
と
よ
い
、
も
っ
と
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
社
会
主
義
を
建
設
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」（
四
三
）
と
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
で
声
高
ら
か

に
党
員
を
叱
咤
激
励
し
て
い
た
と
言
う
事
が
、
こ
の
事
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
様
な
急
進
主
義
路
線
が
、
穏
健
派
の
劉
少
奇
等
の
党
中
央
幹
部
に
は
、
毛
沢
東
の
「

冒
険
主
義
」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
以
後
に
次
々

と
引
き
起
こ
さ
れ
た
諸
政
策
ー
整
風
運
動
、
大
躍
進
、
人
民
公
社
、
社
会
主
義
教
育
運
動
、

文
化
大
革
命
等
の
政
治
行
動
は
、
全
て
「
総
路
線
」
の
決
定
事
項
を
覆
す
毛
沢
東
の
劉
少
奇

ら
へ
の
復
讐
劇
、
毛
沢
東
の
奪
権
の
た
め
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
、
と
言
う
。
青
木
浩
治
・

藤
川
清
史
氏
も
、
李
氏
の
発
言
と
同
様
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
（
四
四
）。
ま
た
李
氏
は
、
毛

沢
東
の
党
最
高
指
導
部
の
政
治
姿
勢
へ
の
不
満
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
た
こ
と
で
決
し
て
彼
を
許
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
一
九
五
六
年
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
毛
主
席
が
自
国
の
共
産
党
指
導
部
に
非

常
な
不
満
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
最
初
の
う
ち
、
毛
は
党
指
導
部
の
や
り

方
を
ソ
連
へ
の
追
随
、
非
創
造
的
な
模
倣
と
み
な
し
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
社
会
主
義
の
精
神

的
転
換
、
毛
沢
東
の
追
求
す
る
中
国
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
再
生
は
さ
っ
ぱ
り
見
え
て
こ
な
か

っ
た
。
で
ん
と
居
す
わ
っ
た
官
僚
制
度
を
背
景
に
、
往
年
の
革
命
家
た
ち
は
す
す
ん
で
高
級

官
僚
と
な
り
、
毛
沢
東
の
革
命
的
な
理
想
よ
り
、
み
ず
か
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
ま
す

ま
す
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
我
慢
な
ら
な
く
な
っ
た
。
革
命
を
継
続
さ
せ

る
た
め
に
素
早
い
行
動
を
と
り
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
最
高
幹
部
ら
党
の
高
級
官

僚
た
ち
は
慎
重
な
姿
勢
を
説
き
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
な
発
展
と
い
う
考
え
方
に
か
じ
り
つ
い

た
。
ソ
連
の
も
の
真
似
と
い
う
姿
勢
は
創
造
性
に
欠
け
る
と
、
毛
沢
東
は
思
っ
た
。
制
度
と

い
い
制
度
上
の
組
み
立
て
方
と
い
い
、
中
国
の
特
殊
性
を
無
視
し
て
模
倣
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
と
し
た
。
毛
は
部
下
た
ち
に
い
ら
だ
ち
を
お
ぼ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
の
革
命
と

い
う
の
は
勇
気
、
情
熱
、
闘
争
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
毛
は
、
党
中
央
の
指
導
部
に
そ
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の
よ
う
な
資
質
が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
指
導
部
の
一
部
が
、
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
意
し
た
の
は
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
挑
戦

と
受
け
止
め
た
。
毛
は
ガ
ー
ド
を
か
た
め
る
挙
に
出
た
。
自
分
の
死
後
、
下
っ
端
の
な
か
か

ら
中
国
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
な
る
や
つ
が
出
て
き
て
、
毛
攻
撃
の
“
黒
い
報
告
書
”
を
書
く

よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
あ
い
だ
に
自
分
の
支
配
体
制

を
あ
の
手
こ
の
手
で
突
き
崩
そ
う
と
す
る
ど
ん
な
た
く
ら
み
に
も
、
毛
は
た
え
ず
警
戒
心
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
自
分
の
党
に
向
け
た
不
満
は
年
ご
と
に
つ
の
り
、
か
つ
育
っ
て
い

き
、
そ
の
果
て
に
と
う
と
う
文
化
大
革
命
の
破
局
に
み
ち
び
い
て
い
く
の
で
あ
る
」（
四
五
）。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
共
産
党
指
導
部
の
ソ
連
追
従
の
政
治
姿
勢
へ
の
心
情
に
つ
い
て
、

自
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
汲
々
と
す
る
ソ
連
型
「
赤
い
貴
族
」
化
で
あ
り
、
毛
沢
東
は

中
国
の
特
殊
性
を
無
視
し
た
創
造
性
に
欠
け
る
ソ
連
模
倣
と
見
な
し
て
、
苛
立
っ
て
い
た
と

言
う
。
毛
沢
東
の
革
命
は
、
勇
気
、
情
熱
、
闘
争
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
党
最
高
指
導
部
は

そ
の
資
質
が
欠
け
て
い
る
と
見
な
し
て
い
た
。
ま
た
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
し
て
の
自
己
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
全
て
の
批
判
を
許
さ
な
い
絶
対
的
地
位
の
安
定
を
確
立
す
る

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。
以
上
の
様
な
党
指
導
部
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
不
満
が
、

第
八
回
党
大
会
以
後
の
整
風
運
動
か
ら
文
化
大
革
命
に
至
る
ま
で
、
足
掛
け
十
三
年
に
渡
る

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
原
因
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

 

四 

権
力
闘
争
の
手
法
＝
対
の
思
想
の
具
体
像 

 

毛
沢
東
は
、
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
、
一
体
ど
の
様
な
「
対
の
思

想
」
を
使
用
し
た
の
か
。
李
氏
の
記
述
に
よ
り
そ
の
要
点
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

①
社
会
主
義
建
設
理
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
肯
定
と
否
定 

李
氏
は
、
大
躍
進
の
失
敗
後
に
劉
少
奇
等
の
主
流
派
が
主
導
し
た
農
地
戸
別
請
負
制
度
の

批
判
に
お
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に
は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
あ
ら
ゆ

る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も
ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義

の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、
あ
る
い
は

追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向
け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
統
化
の

根
拠
は
、
社
会
主
義
の
導
入
と
と
も
に
階
級
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
議
論
だ
っ

た
。
私
有
財
産
を
共
有
化
し
た
あ
と
に
な
っ
て
も
、
ま
た
階
級
は
存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
階
級
闘
争
は
つ
づ
く
と
毛
は
述
べ
た
。」（
四
六
） 

毛
沢
東
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政
治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
他
方
で
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
に
よ
れ
ば
、『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
の
両
論
文
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
哲
学
発
展
ー
「
中
国
の
特
殊
性
を
持
っ
た
社
会
主
義
」
の
論
述
ー
に
対
す
る
大
き
な
貢
献

と
毛
沢
東
は
確
信
し
て
い
た
。
し
か
し
ソ
連
側
は
両
論
文
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
名
誉
を

あ
た
え
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
修
正
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
。
李
氏

は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
九
五
三
年
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を
北
京
駐
留
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢

東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
沿
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
報
告
す

る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン
を
た
ず
ね
て
夜
お
そ
く
ま
で
論
争
し
た
が
、

大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
に
は
ね
つ
け
た
。
主
席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。「

哲
学
は
ほ
ん
と
う
に
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」。
彼
は
と

 

 

「
八
全
大
会
の
政
治
報
告
に
つ
い
て
の
決
議
は
、「
文
化
大
革
命
」
中
に
宣
伝
さ
れ
た
よ
う

に
、「
劉
少
奇
が
毛
主
席
に
隠
れ
て
で
っ
ち
上
げ
た
」、「
階
級
闘
争
消
滅
論
を
宣
伝
す
る
修
正

主
義
の
作
文
」
だ
ろ
う
か
？ 

そ
う
で
は
な
い
。
事
実
と
し
て
、
劉
少
奇
は
八
全
大
会
の
政

治
報
告
の
起
草
を
主
管
す
る
過
程
で
、
毛
沢
東
と
と
も
に
何
度
も
検
討
を
繰
り
か
え
し
、
毛

沢
東
の
意
見
に
も
と
づ
い
て
大
幅
に
修
正
し
た
。
毛
沢
東
は
劉
少
奇
の
修
正
に
満
足
し
て
、

み
ず
か
ら
筆
を
と
っ
て
活
字
原
稿
の
扉
に
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
向
第
八
次
全
国
代
表

大
会
政
治
報
告
」
と
い
う
題
を
書
き
入
れ
、
そ
の
下
に
「
劉
少
奇
」
と
い
う
三
字
を
加
え
た

の
で
あ
る
。
八
期
一
中
全
会
で
毛
沢
東
は
こ
の
報
告
を
「
た
い
へ
ん
よ
い
要
綱
だ
」
と
称
賛

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
政
治
報
告
の
修
正
に
は
毛
沢
東
み
ず
か
ら

が
参
加
し
、
賛
同
し
て
い
た
の
で
あ
る
」（
四
一
）。 

毛
沢
東
は
、
劉
少
奇
と
何
度
も
相
談
し
て
、
何
回
も
草
稿
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
さ
せ
て
、

草
稿
に
賛
同
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
沢
東
の
賛
同
は
、
毛
沢
東
自
身

が
中
国
共
産
党
指
導
部
を
代
表
し
て
「
十
大
関
係
論
」
を
講
話
し
て
い
る
以
上
、
共
産
党
主

席
・
毛
沢
東
と
て
中
国
共
産
党
指
導
部
の
総
意
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。 

し
か
し
他
方
、
内
心
で
は
毛
沢
東
は
、
こ
の
草
稿
内
容
は
面
白
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
意
は
あ
く
ま
で
も
表
面
的
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
建
国
後
直
後
の
資
本
主
義

生
産
力
の
増
強
の
必
要
性
を
強
調
し
た
漸
進
主
義
政
策
か
ら
、
土
地
改
革
・
官
僚
資
本
の
没

収
・
三
反
・
五
反
運
動
が
思
い
の
ほ
か
急
速
に
進
展
し
た
為
に
、
早
期
の
社
会
主
義
へ
移
行

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
、
一
九
五
三
年
に
は
「
過
途
期
に
お
け
る
党
の
総
路
線
」
を
提
起
し
て
、

急
進
主
義
へ
変
貌
し
て
い
た
故
で
あ
る
（
四
二
）。
社
会
改
革
の
思
い
の
外
の
成
功
と
い
う
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
毛
沢
東
は
解
放
直
後
の
漸
進
主
義
か
ら
急
進
主
義
へ
と
豹
変
し
て
い
た
。 

李
氏
は
、
「
全
力
を
つ
く
せ
、
目
標
を
高
く
か
か
げ
よ
、
も
っ
と
大
き
な
、
も
っ
と
早
い
、

も
っ
と
よ
い
、
も
っ
と
多
く
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
社
会
主
義
を
建
設
せ
よ
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
耳
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」（
四
三
）
と
、
毛
沢
東
は
大
躍
進
で
声
高
ら
か

に
党
員
を
叱
咤
激
励
し
て
い
た
と
言
う
事
が
、
こ
の
事
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
様
な
急
進
主
義
路
線
が
、
穏
健
派
の
劉
少
奇
等
の
党
中
央
幹
部
に
は
、
毛
沢
東
の
「

冒
険
主
義
」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
以
後
に
次
々

と
引
き
起
こ
さ
れ
た
諸
政
策
ー
整
風
運
動
、
大
躍
進
、
人
民
公
社
、
社
会
主
義
教
育
運
動
、

文
化
大
革
命
等
の
政
治
行
動
は
、
全
て
「
総
路
線
」
の
決
定
事
項
を
覆
す
毛
沢
東
の
劉
少
奇

ら
へ
の
復
讐
劇
、
毛
沢
東
の
奪
権
の
た
め
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
、
と
言
う
。
青
木
浩
治
・

藤
川
清
史
氏
も
、
李
氏
の
発
言
と
同
様
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
（
四
四
）。
ま
た
李
氏
は
、
毛

沢
東
の
党
最
高
指
導
部
の
政
治
姿
勢
へ
の
不
満
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
た
こ
と
で
決
し
て
彼
を
許
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
一
九
五
六
年
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
毛
主
席
が
自
国
の
共
産
党
指
導
部
に
非

常
な
不
満
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
最
初
の
う
ち
、
毛
は
党
指
導
部
の
や
り

方
を
ソ
連
へ
の
追
随
、
非
創
造
的
な
模
倣
と
み
な
し
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
社
会
主
義
の
精
神

的
転
換
、
毛
沢
東
の
追
求
す
る
中
国
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
再
生
は
さ
っ
ぱ
り
見
え
て
こ
な
か

っ
た
。
で
ん
と
居
す
わ
っ
た
官
僚
制
度
を
背
景
に
、
往
年
の
革
命
家
た
ち
は
す
す
ん
で
高
級

官
僚
と
な
り
、
毛
沢
東
の
革
命
的
な
理
想
よ
り
、
み
ず
か
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
ま
す

ま
す
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
我
慢
な
ら
な
く
な
っ
た
。
革
命
を
継
続
さ
せ

る
た
め
に
素
早
い
行
動
を
と
り
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
最
高
幹
部
ら
党
の
高
級
官

僚
た
ち
は
慎
重
な
姿
勢
を
説
き
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
な
発
展
と
い
う
考
え
方
に
か
じ
り
つ
い

た
。
ソ
連
の
も
の
真
似
と
い
う
姿
勢
は
創
造
性
に
欠
け
る
と
、
毛
沢
東
は
思
っ
た
。
制
度
と

い
い
制
度
上
の
組
み
立
て
方
と
い
い
、
中
国
の
特
殊
性
を
無
視
し
て
模
倣
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
と
し
た
。
毛
は
部
下
た
ち
に
い
ら
だ
ち
を
お
ぼ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
毛
沢
東
の
革
命
と

い
う
の
は
勇
気
、
情
熱
、
闘
争
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
毛
は
、
党
中
央
の
指
導
部
に
そ
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的
に
中
味
の
な
い
公
的
な
諸
問
題
ば
か
り
で
な
く
重
要
な
利
害
関
係
が
あ
る
争
点
に
た
る
ま

で
、
自
分
を
「
第
二
線
」
に
追
い
や
ろ
う
と
し
た
の
だ
、
と
毛
沢
東
は
非
難
し
た
。
・
・
・
「

私
は
国
家
主
席
を
や
め
る
と
も
り
だ
が
」
と
言
っ
て
、
毛
は
ふ
ま
ん
そ
う
に
つ
け
く
わ
え
た
。

「
し
か
し
、
私
は
い
ま
で
も
党
中
央
委
員
会
の
主
席
で
あ
る
。
な
ぜ
連
中
は
党
大
会
の
運
営

を
私
に
相
談
し
な
か
っ
た
の
か
。
連
中
は
政
治
報
告
の
草
稿
作
成
に
私
が
く
わ
わ
る
機
会
を

く
れ
な
か
っ
た
。
時
間
切
れ
と
い
う
ん
だ
な
。
が
、
私
は
国
外
に
出
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
時
間
が
な
い
と
い
う
ん
だ
ろ
う
？
」 

じ
つ
の
と
ろ
こ
、
史
実
と
し
て
残
っ
て
い
る
文

書
記
録
に
よ
れ
ば
、
毛
主
席
は
実
際
に
劉
少
奇
の
演
説
草
稿
に
眼
を
通
し
て
評
言
を
付
け
く

わ
え
て
は
い
る
が
、
し
か
し
あ
き
ら
か
に
草
稿
が
毛
の
気
に
く
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
私
に

述
べ
た
不
満
は
、
腹
を
た
て
た
際
に
よ
く
使
っ
た
大
袈
裟
な
言
い
ま
わ
し
の
ひ
と
つ
に
ち
が

い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
第
八
回
党
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
穏
や
か
な
前
進
、
均
衡
の
と
れ

た
総
合
的
な
総
路
線
は
結
局
、
毛
沢
東
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
が
そ

れ
以
後
に
仕
掛
け
る
政
治
的
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
の
す
べ
て
は
ー
党
内
の
整
風
も
大
躍
進
も
社
会

主
義
教
育
運
動
も
は
た
ま
た
文
化
大
革
命
も
ー
第
八
回
党
大
会
の
定
め
た
総
路
線
を
骨
抜
き

に
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
九
回
党
大
会
を
ひ
か
え
た
前
年
の
十
月
、

第
八
期
中
央
委
員
会
第
十
二
回
全
体
会
議
（
八
期
十
二
中
全
会
）
に
い
た
っ
て
や
っ
と
正
式

に
劉
、
鄧
の
両
名
を
追
放
し
、
第
八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
の
大
多
数
を
放
逐

し
た
う
え
毛
沢
東
思
想
を
国
の
指
導
原
理
と
し
て
特
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
の
復
讐
は
完

結
す
る
の
で
あ
る
」（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

第
八
回
党
大
会
の
要
綱
は
、
「
中
国
共
産
党
九
〇
年
の
歩
み
」
に
は
、
「
第
八
回
党
大
会
の

第
一
回
会
議
は
、
一
九
五
六
年
九
月
一
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。
正
式

代
表
は
一
〇
二
六
人
、
全
国
の
一
〇
七
三
〇
〇
〇
〇
人
の
党
員
を
代
表
し
て
い
た
。
会
議
は

主
に
以
下
の
数
点
を
確
定
し
た
。 (

一) 
 

国
内
の
主
要
な
矛
盾
に
関
す
る
新
し
い
結
論
を
提

起
し
、
党
と
国
家
の
任
務
の
重
点
を
社
会
主
義
建
設
に
移
す
と
い
う
重
大
な
戦
略
的
政
策
転

換
を
決
定
し
た
。 (

二) 

総
合
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
着
実
に
前
進
す
る
経
済
方
針
を
堅

持
す
る
。 (

三) 
 

思
想
、
文
化
の
建
設
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。 [

四)  

重
点
的
に
執
政
党

の
建
設
問
題
を
提
起
し
、
党
が
特
定
の
個
人
や
そ
の
人
の
功
績
を
き
わ
だ
た
せ
た
り
、
個
人

の
功
績
を
む
や
み
に
誉
め
称
え
た
り
す
る
こ
と
に
重
ね
て
反
対
す
る
。
こ
の
路
線
は
正
し
い

も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
新
し
い
時
期
の
社
会
主
義
事
業
の
発
展
と
党
建
設
た
め
の
方
向
を
明

示
し
た
。
一
中
全
会
で
は
、
毛
沢
東
、
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
朱
徳
、
陳
雲
、
鄧
小
平
を
政
治

局
常
務
委
員
に
選
出
し
た
。
総
書
記
に
は
鄧
小
平
を
選
ん
だ
」（
三
八
）
と
あ
る
。 

毛
利
和
子
氏
の
執
筆
に
係
る
「
三 

近
代
政
党
を
め
ざ
し
て
ー
中
共
第
八
回
党
大
会
」
に

は
、「
こ
の
大
会
の
特
徴
は
、
階
級
間
の
矛
盾
は
基
本
的
に
解
決
し
た
と
し
て
穏
健
な
建
設
路

線
に
転
換
し
、
中
央
書
記
処
を
新
設
、
ま
た
ソ
連
共
産
党
の
第
二
〇
回
大
会
の
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
を
受
け
て
第
七
回
大
会
の
党
規
約
に
あ
っ
た
「
毛
沢
東
思
想
を
指
針
と
す
る
」
を
削
除

す
る
一
方
で
、
名
誉
主
席
制
を
設
け
て
毛
沢
東
個
人
崇
拝
色
を
除
き
、
近
代
政
党
が
目
指
さ

れ
た
点
で
あ
る
、
・
・
・
」
（
三
九
）
と
あ
り
、
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
た
着
実
な
経
済

発
展
と
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
否
定
ー
集
団
指
導
体
制
が
二
本
柱
で
あ
っ
た
。 

 

 

以
上
の
内
容
を
持
つ
第
八
回
党
大
会
の
経
済
路
線
は
、
中
央
政
治
局
が
三
四
部
門
の
活
動

報
告
を
聴
取
し
た
結
果
を
集
約
し
た
上
で
、
重
工
業
中
心
の
ソ
連
の
経
済
建
設
の
失
敗
を
教

訓
と
し
て
発
表
し
た
一
九
五
六
年
四
月
二
五
日
の
毛
沢
東
の
「
重
工
業
と
軽
工
業
・
農
業
の

関
係
、
中
央
と
地
方
の
関
係
、
党
と
党
外
の
関
係
等
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
中
国
的

社
会
主
義
の
基
本
路
線
の
展
望
」
を
内
容
と
し
た
講
話
で
あ
る
「
十
大
関
論
」
を
基
本
的
に

継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
四
〇
）
。 

と
こ
ろ
で
李
氏
が
指
摘
し
た
第
八
回
党
大
会
の
要
綱
に
対
す
る
毛
沢
東
の
表
面
上
の
同
意

に
つ
い
て
は
、
席
宣
・
金
春
明
氏
も
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 

 

目
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
大
会
が
自
分
の
急
進
的
な
改
革
案
を
策
定
し
、
か
つ
自
分
の

位
置
を
国
の
並
ぶ
な
き
指
導
者
と
し
て
確
認
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』
三
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
は
毛
沢
東
の
思
惑
と

全
く
逆
で
、
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
と
独
裁
的
地
位
の
欲
望
は
、
主
流
派
に
無
視

さ
れ
た
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の
政
治
体
制
認
識
の
考
え
方
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
劉
少
奇
と
鄧
小
平
は
緊
密
に
連
絡
を
と
り
あ
い
、
中
国
の
統
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
方
法
に
つ
い
て
も
毛
沢
東
の
そ
れ
と
は
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ふ
た

り
は
党
を
政
策
の
決
定
機
関
と
み
な
し
、
ま
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
、
そ

う
し
た
政
策
決
定
は
集
団
合
議
制
で
な
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
彼
ら
の
確
信
を
つ
よ
め

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
毛
沢
東
を
対
等
の
関
係
の
上
位
に
た
つ
者
と
考
え
た

が
、
毛
沢
東
の
見
解
は
上
位
に
た
つ
者
の
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
皇
帝
の
感
覚
だ
っ
た
。

自
分
自
身
も
自
分
の
意
思
も
最
高
至
上
の
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
れ
に
反
発
す
る
い
か
な
る

兆
候
も
許
せ
な
い
で
あ
っ
た
。」（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
体
制
批
判
の
影
響
を
受
け
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
は
、

毛
沢
東
を
対
等
平
等
な
関
係
の
上
位
者
と
考
え
て
集
団
指
導
体
制
を
理
想
と
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
毛
沢
東
は
自
己
を
最
高
権
力
者
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
旧
中
国
の
絶
対
君

主
制
的
な
皇
帝
感
覚
の
人
間
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
自
身
の
言
葉

よ
り
証
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後
継
者
に
な
っ
た
と
き
、
毛

沢
東
は
こ
の
人
事
を
歓
迎
し
た
。
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
、
毛
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に

激
し
い
敵
意
を
い
だ
く
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
の
新
し
い
指
導
者
は
不
動
の
忠
誠
心
と
い
う
革

命
的
倫
理
の
根
本
教
義
を
侵
犯
す
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
に
い
た
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が

後
継
者
に
な
れ
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
お
か
げ
で
は
な
か
っ
た
か
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
今
日

の
彼
を
あ
ら
し
め
た
恩
人
に
矢
を
向
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー

リ
ン
批
判
が
帝
国
主
義
陣
営
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
思
う
壺
だ
と
み
な
し
た
。「
や
つ
は
剣
を

人
手
に
わ
た
し
た
ん
だ
。
虎
ど
も
が
わ
れ
わ
れ
に
危
害
を
く
わ
え
る
の
に
手
を
か
し
た
ん
だ

」
と
、
主
席
は
不
満
を
口
に
し
た
。「
や
つ
ら
が
剣
を
ほ
し
く
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
頂
戴

し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
最
高
に
活
用
し
て
や
る
。
ソ
連
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
て
も
、
わ

れ
わ
れ
が
そ
ん
な
真
似
は
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
を

支
持
し
つ
づ
け
て
や
る
。」（
三
六
） 

劉
少
奇
等
の
主
流
派
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
型
＝
集
団
指
導
体
制
を
志
向
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
型
＝
皇
帝
型
絶
対
君
主
制
に
よ
る
統
治
体
制
を
志
向
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
導
体
制
の
認
識
の
食
い
違
い
が
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流

派
と
の
間
に
存
在
し
た
深
い
溝
で
あ
る
、
支
配
権
力
の
有
り
方
と
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理

論
と
い
う
、
二
つ
の
問
題
の
食
い
違
い
が
、
第
八
回
党
大
会
以
後
か
ら
文
化
大
革
命
ま
で
、

凡
そ
一
三
年
に
わ
た
る
長
い
権
力
闘
争
の
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
第
八
回
党
大
会
の
決
定
ー
「
総
路
線
」
に
対
す
る
毛
沢
東
の
激
怒
に
つ
い
て
、 

「
第
八
回
党
大
会
は
一
九
四
五
年
以
来
、
つ
ま
り
党
が
延
安
に
あ
っ
た
頃
か
ら
、
さ
ら
に

は
人
民
共
和
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
ひ
ら
か
れ
る
重
要
な
党
大
会
で
あ
り
、

新
し
い
中
央
委
員
の
選
出
と
、
あ
ら
た
に
築
か
れ
る
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の
指
針
を
打
ち
だ

す
の
が
目
的
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
大
会
が
自
分
の
急
進
的
な
改
革
案
を
策
定
し
、
か
つ
自

分
の
地
位
を
国
の
並
ぶ
者
な
き
指
導
者
と
し
て
確
認
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛

は
大
会
の
運
営
を
劉
少
奇
副
首
席
と
鄧
小
平
副
首
相
に
一
任
し
た
が
，
二
人
の
う
ぬ
ぼ
れ
が

ま
っ
と
う
な
政
治
的
セ
ン
ス
を
圧
倒
し
去
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
毛
の

国
家
主
席
辞
意
を
読
み
誤
っ
て
、
大
会
の
運
営
ぶ
り
は
結
局
、
毛
主
席
の
顔
に
平
手
打
ち
を

く
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
劉
少
奇
と
鄧
小
平
は
支
配
権
を
握
ろ
う
と
し
、
実
質
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的
に
中
味
の
な
い
公
的
な
諸
問
題
ば
か
り
で
な
く
重
要
な
利
害
関
係
が
あ
る
争
点
に
た
る
ま

で
、
自
分
を
「
第
二
線
」
に
追
い
や
ろ
う
と
し
た
の
だ
、
と
毛
沢
東
は
非
難
し
た
。
・
・
・
「

私
は
国
家
主
席
を
や
め
る
と
も
り
だ
が
」
と
言
っ
て
、
毛
は
ふ
ま
ん
そ
う
に
つ
け
く
わ
え
た
。

「
し
か
し
、
私
は
い
ま
で
も
党
中
央
委
員
会
の
主
席
で
あ
る
。
な
ぜ
連
中
は
党
大
会
の
運
営

を
私
に
相
談
し
な
か
っ
た
の
か
。
連
中
は
政
治
報
告
の
草
稿
作
成
に
私
が
く
わ
わ
る
機
会
を

く
れ
な
か
っ
た
。
時
間
切
れ
と
い
う
ん
だ
な
。
が
、
私
は
国
外
に
出
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
時
間
が
な
い
と
い
う
ん
だ
ろ
う
？
」 

じ
つ
の
と
ろ
こ
、
史
実
と
し
て
残
っ
て
い
る
文

書
記
録
に
よ
れ
ば
、
毛
主
席
は
実
際
に
劉
少
奇
の
演
説
草
稿
に
眼
を
通
し
て
評
言
を
付
け
く

わ
え
て
は
い
る
が
、
し
か
し
あ
き
ら
か
に
草
稿
が
毛
の
気
に
く
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
私
に

述
べ
た
不
満
は
、
腹
を
た
て
た
際
に
よ
く
使
っ
た
大
袈
裟
な
言
い
ま
わ
し
の
ひ
と
つ
に
ち
が

い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
第
八
回
党
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
穏
や
か
な
前
進
、
均
衡
の
と
れ

た
総
合
的
な
総
路
線
は
結
局
、
毛
沢
東
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
が
そ

れ
以
後
に
仕
掛
け
る
政
治
的
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
の
す
べ
て
は
ー
党
内
の
整
風
も
大
躍
進
も
社
会

主
義
教
育
運
動
も
は
た
ま
た
文
化
大
革
命
も
ー
第
八
回
党
大
会
の
定
め
た
総
路
線
を
骨
抜
き

に
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
九
回
党
大
会
を
ひ
か
え
た
前
年
の
十
月
、

第
八
期
中
央
委
員
会
第
十
二
回
全
体
会
議
（
八
期
十
二
中
全
会
）
に
い
た
っ
て
や
っ
と
正
式

に
劉
、
鄧
の
両
名
を
追
放
し
、
第
八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
の
大
多
数
を
放
逐

し
た
う
え
毛
沢
東
思
想
を
国
の
指
導
原
理
と
し
て
特
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
の
復
讐
は
完

結
す
る
の
で
あ
る
」（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

第
八
回
党
大
会
の
要
綱
は
、
「
中
国
共
産
党
九
〇
年
の
歩
み
」
に
は
、
「
第
八
回
党
大
会
の

第
一
回
会
議
は
、
一
九
五
六
年
九
月
一
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。
正
式

代
表
は
一
〇
二
六
人
、
全
国
の
一
〇
七
三
〇
〇
〇
〇
人
の
党
員
を
代
表
し
て
い
た
。
会
議
は

主
に
以
下
の
数
点
を
確
定
し
た
。 (

一) 
 

国
内
の
主
要
な
矛
盾
に
関
す
る
新
し
い
結
論
を
提

起
し
、
党
と
国
家
の
任
務
の
重
点
を
社
会
主
義
建
設
に
移
す
と
い
う
重
大
な
戦
略
的
政
策
転

換
を
決
定
し
た
。 (

二) 

総
合
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
着
実
に
前
進
す
る
経
済
方
針
を
堅

持
す
る
。 (

三) 
 

思
想
、
文
化
の
建
設
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。 [

四)  

重
点
的
に
執
政
党

の
建
設
問
題
を
提
起
し
、
党
が
特
定
の
個
人
や
そ
の
人
の
功
績
を
き
わ
だ
た
せ
た
り
、
個
人

の
功
績
を
む
や
み
に
誉
め
称
え
た
り
す
る
こ
と
に
重
ね
て
反
対
す
る
。
こ
の
路
線
は
正
し
い

も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
新
し
い
時
期
の
社
会
主
義
事
業
の
発
展
と
党
建
設
た
め
の
方
向
を
明

示
し
た
。
一
中
全
会
で
は
、
毛
沢
東
、
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
朱
徳
、
陳
雲
、
鄧
小
平
を
政
治

局
常
務
委
員
に
選
出
し
た
。
総
書
記
に
は
鄧
小
平
を
選
ん
だ
」（
三
八
）
と
あ
る
。 

毛
利
和
子
氏
の
執
筆
に
係
る
「
三 

近
代
政
党
を
め
ざ
し
て
ー
中
共
第
八
回
党
大
会
」
に

は
、「
こ
の
大
会
の
特
徴
は
、
階
級
間
の
矛
盾
は
基
本
的
に
解
決
し
た
と
し
て
穏
健
な
建
設
路

線
に
転
換
し
、
中
央
書
記
処
を
新
設
、
ま
た
ソ
連
共
産
党
の
第
二
〇
回
大
会
の
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
を
受
け
て
第
七
回
大
会
の
党
規
約
に
あ
っ
た
「
毛
沢
東
思
想
を
指
針
と
す
る
」
を
削
除

す
る
一
方
で
、
名
誉
主
席
制
を
設
け
て
毛
沢
東
個
人
崇
拝
色
を
除
き
、
近
代
政
党
が
目
指
さ

れ
た
点
で
あ
る
、
・
・
・
」
（
三
九
）
と
あ
り
、
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
た
着
実
な
経
済

発
展
と
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
の
否
定
ー
集
団
指
導
体
制
が
二
本
柱
で
あ
っ
た
。 

 

 

以
上
の
内
容
を
持
つ
第
八
回
党
大
会
の
経
済
路
線
は
、
中
央
政
治
局
が
三
四
部
門
の
活
動

報
告
を
聴
取
し
た
結
果
を
集
約
し
た
上
で
、
重
工
業
中
心
の
ソ
連
の
経
済
建
設
の
失
敗
を
教

訓
と
し
て
発
表
し
た
一
九
五
六
年
四
月
二
五
日
の
毛
沢
東
の
「
重
工
業
と
軽
工
業
・
農
業
の

関
係
、
中
央
と
地
方
の
関
係
、
党
と
党
外
の
関
係
等
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
中
国
的

社
会
主
義
の
基
本
路
線
の
展
望
」
を
内
容
と
し
た
講
話
で
あ
る
「
十
大
関
論
」
を
基
本
的
に

継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
四
〇
）
。 

と
こ
ろ
で
李
氏
が
指
摘
し
た
第
八
回
党
大
会
の
要
綱
に
対
す
る
毛
沢
東
の
表
面
上
の
同
意

に
つ
い
て
は
、
席
宣
・
金
春
明
氏
も
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

 

 

目
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
大
会
が
自
分
の
急
進
的
な
改
革
案
を
策
定
し
、
か
つ
自
分
の

位
置
を
国
の
並
ぶ
な
き
指
導
者
と
し
て
確
認
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』
三
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
は
毛
沢
東
の
思
惑
と

全
く
逆
で
、
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
と
独
裁
的
地
位
の
欲
望
は
、
主
流
派
に
無
視

さ
れ
た
。
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の
政
治
体
制
認
識
の
考
え
方
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
劉
少
奇
と
鄧
小
平
は
緊
密
に
連
絡
を
と
り
あ
い
、
中
国
の
統
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
方
法
に
つ
い
て
も
毛
沢
東
の
そ
れ
と
は
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ふ
た

り
は
党
を
政
策
の
決
定
機
関
と
み
な
し
、
ま
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
、
そ

う
し
た
政
策
決
定
は
集
団
合
議
制
で
な
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
彼
ら
の
確
信
を
つ
よ
め

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
毛
沢
東
を
対
等
の
関
係
の
上
位
に
た
つ
者
と
考
え
た

が
、
毛
沢
東
の
見
解
は
上
位
に
た
つ
者
の
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
皇
帝
の
感
覚
だ
っ
た
。

自
分
自
身
も
自
分
の
意
思
も
最
高
至
上
の
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
れ
に
反
発
す
る
い
か
な
る

兆
候
も
許
せ
な
い
で
あ
っ
た
。」（
三
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
独
裁
体
制
批
判
の
影
響
を
受
け
た
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
は
、

毛
沢
東
を
対
等
平
等
な
関
係
の
上
位
者
と
考
え
て
集
団
指
導
体
制
を
理
想
と
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
毛
沢
東
は
自
己
を
最
高
権
力
者
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
旧
中
国
の
絶
対
君

主
制
的
な
皇
帝
感
覚
の
人
間
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
自
身
の
言
葉

よ
り
証
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後
継
者
に
な
っ
た
と
き
、
毛

沢
東
は
こ
の
人
事
を
歓
迎
し
た
。
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
、
毛
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に

激
し
い
敵
意
を
い
だ
く
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
の
新
し
い
指
導
者
は
不
動
の
忠
誠
心
と
い
う
革

命
的
倫
理
の
根
本
教
義
を
侵
犯
す
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
に
い
た
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が

後
継
者
に
な
れ
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
お
か
げ
で
は
な
か
っ
た
か
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
今
日

の
彼
を
あ
ら
し
め
た
恩
人
に
矢
を
向
け
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー

リ
ン
批
判
が
帝
国
主
義
陣
営
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
思
う
壺
だ
と
み
な
し
た
。「
や
つ
は
剣
を

人
手
に
わ
た
し
た
ん
だ
。
虎
ど
も
が
わ
れ
わ
れ
に
危
害
を
く
わ
え
る
の
に
手
を
か
し
た
ん
だ

」
と
、
主
席
は
不
満
を
口
に
し
た
。「
や
つ
ら
が
剣
を
ほ
し
く
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
頂
戴

し
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
最
高
に
活
用
し
て
や
る
。
ソ
連
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
て
も
、
わ

れ
わ
れ
が
そ
ん
な
真
似
は
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
を

支
持
し
つ
づ
け
て
や
る
。」（
三
六
） 

劉
少
奇
等
の
主
流
派
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
型
＝
集
団
指
導
体
制
を
志
向
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
型
＝
皇
帝
型
絶
対
君
主
制
に
よ
る
統
治
体
制
を
志
向
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
導
体
制
の
認
識
の
食
い
違
い
が
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流

派
と
の
間
に
存
在
し
た
深
い
溝
で
あ
る
、
支
配
権
力
の
有
り
方
と
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理

論
と
い
う
、
二
つ
の
問
題
の
食
い
違
い
が
、
第
八
回
党
大
会
以
後
か
ら
文
化
大
革
命
ま
で
、

凡
そ
一
三
年
に
わ
た
る
長
い
権
力
闘
争
の
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、
第
八
回
党
大
会
の
決
定
ー
「
総
路
線
」
に
対
す
る
毛
沢
東
の
激
怒
に
つ
い
て
、 

「
第
八
回
党
大
会
は
一
九
四
五
年
以
来
、
つ
ま
り
党
が
延
安
に
あ
っ
た
頃
か
ら
、
さ
ら
に

は
人
民
共
和
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て
ひ
ら
か
れ
る
重
要
な
党
大
会
で
あ
り
、

新
し
い
中
央
委
員
の
選
出
と
、
あ
ら
た
に
築
か
れ
る
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の
指
針
を
打
ち
だ

す
の
が
目
的
だ
っ
た
。
毛
沢
東
は
党
大
会
が
自
分
の
急
進
的
な
改
革
案
を
策
定
し
、
か
つ
自

分
の
地
位
を
国
の
並
ぶ
者
な
き
指
導
者
と
し
て
確
認
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛

は
大
会
の
運
営
を
劉
少
奇
副
首
席
と
鄧
小
平
副
首
相
に
一
任
し
た
が
，
二
人
の
う
ぬ
ぼ
れ
が

ま
っ
と
う
な
政
治
的
セ
ン
ス
を
圧
倒
し
去
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
毛
の

国
家
主
席
辞
意
を
読
み
誤
っ
て
、
大
会
の
運
営
ぶ
り
は
結
局
、
毛
主
席
の
顔
に
平
手
打
ち
を

く
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
劉
少
奇
と
鄧
小
平
は
支
配
権
を
握
ろ
う
と
し
、
実
質
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た
だ
た
だ
反
対
す
る
者
を
批
判
し
た
毛
沢
東
の
言
葉
は
北
京
の
保
守
派
に
対
す
る
批
判
で
も

あ
っ
た
。
農
村
の
集
団
化
と
都
市
の
経
済
再
建
を
す
す
め
る
過
程
で
生
じ
た
諸
問
題
は
不
完

全
な
準
備
の
結
果
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
へ
の
転
換
政
策
そ
れ
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
、

毛
は
確
信
し
て
い
た
。・
・
・
そ
し
て
中
国
の
党
中
央
指
導
部
が
こ
の
壮
大
な
計
画
で
自
分
を

支
持
し
て
く
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
陶
鑄
や
汪
任
重
と
い
っ
た
地
方
の
党
幹
部
が
支
持
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
計
画
の
実
施
に
あ
っ
た
っ
て
は
各
州
、
主
要
都
市
レ
ベ
ル
の
党
指
導
者
た

ち
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
か
く
て
北
京
で
え
ら
れ
な
い
支
持
を
求
め
る
べ
く
頻
繁
な
地

方
行
脚
と
相
成
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
五
六
年
夏
の
巡
回
旅
行
は
赫
赫
た
る

成
功
を
お
さ
め
た
の
だ
っ
た
」（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
模
範
と
し
た
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
と
毛
沢
東

の
急
進
的
社
会
主
義
化
路
線
と
い
う
、
社
会
主
義
建
設
路
線
の
相
違
に
よ
り
、
党
中
央
で
政

治
的
孤
立
を
深
め
た
毛
沢
東
は
、
地
方
幹
部
の
支
持
を
取
り
付
け
て
勢
力
の
挽
回
の
た
め
に
、

頻
繁
な
る
地
方
行
脚
を
繰
り
返
し
た
と
し
て
い
る
。
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線

に
対
し
て
、
党
内
主
流
派
の
穏
健
主
義
路
線
を
執
る
劉
少
奇
・
周
恩
来
は
、
猛
烈
な
批
判
を

行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
六
年
九
月
第
八
回
党
大
会
が
開
か
れ
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
つ
い
て
の
評
価

が
出
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
急
進
主
義
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
劉
少
奇
や
周
恩
来
の
批
判
が
相

次
い
だ
。
周
恩
来
は
こ
の
大
会
に
お
い
て
「
国
民
経
済
発
展
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
提
案
に

関
す
る
報
告
」
を
行
な
い
、
そ
の
冒
頭
で
「
わ
れ
わ
れ
の
成
果
は
非
常
に
大
き
い
が
、
仕
事

の
な
か
に
は
や
は
り
い
く
つ
か
の
欠
点
や
誤
り
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
克
服
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。（
「
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
状
況
と
第
二
次
五
カ
年

計
画
の
基
本
任
務
」
『
周
恩
来
選
集
』
）
周
恩
来
の
目
的
は
一
九
五
六
年
の
「
急
躁
冒
進
」
へ

の
批
判
に
あ
っ
た
。
協
同
化
や
統
一
買
付
・
販
売
制
度
な
ど
の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
警
告
で

あ
り
、
同
時
に
急
速
な
重
工
業
化
に
対
す
る
警
告
で
も
あ
っ
た
。
同
報
告
に
お
い
て
周
恩
来

は
「
重
工
業
を
中
心
と
す
る
工
業
建
設
は
、
そ
れ
だ
け
を
切
り
離
し
て
孤
立
的
に
進
め
る
こ

と
は
で
き
ず
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
も
な
く
、
必
ず
各
方
面
、
と
く
に
農
業
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
経
験
が
す
で
に
立
証
し
て
い
る
。
農
業
は
、

工
業
の
発
展
、
ひ
い
て
は
国
民
経
済
全
体
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
前
提
条
件
で

あ
る
。
農
業
の
発
展
が
後
れ
れ
ば
、
軽
工
業
の
発
展
と
人
民
生
活
の
改
善
に
直
接
響
く
ば
か

り
か
、
重
工
業
、
ひ
い
て
は
国
民
経
済
全
体
に
も
大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
、
労
農
同
盟

の
強
化
に
も
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、

ひ
き
つ
づ
き
農
業
の
発
展
に
努
め
、
農
業
と
工
業
の
足
並
み
が
そ
ろ
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
」（
同
）
と
指
摘
し
た
。
い
か
に
も
ま
っ
と
う
な
論
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
は
つ

づ
く
［
大
躍
進
］
の
過
程
で
無
惨
に
も
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
う
。」（
三
三
）。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
と
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
社
会
主
義
国
家
建
設
の
認
識

の
食
い
違
い
は
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
の
中
心
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

一
つ
は
、
両
者
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
中
国
の
将
来
的
理
想
国
家
像
の
相
違
で
あ

る
。
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の
社
会
主
義
国
家
論
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
国
家
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
先
に
引
用
し
た
渡
辺
氏
の

主
張
で
は
、
毛
沢
東
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
理
想
の
内
容
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
の
理
想
像
は
、
二
つ
の
相
異
な
る
急
進

的
で
独
創
的
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
ー
欧
米
の
高
い
生
産
力
に
基
づ
く
社
会
主
義
建
設
と

現
実
の
中
国
農
村
を
基
礎
と
し
た
原
始
共
同
体
的
社
会
主
義
国
家
建
設
ー
で
あ
る
（
三
四
）
。 

二
つ
に
は
、
中
国
共
産
党
内
で
の
指
導
体
制
の
あ
り
方
の
食
い
違
い
で
あ
る
。
一
九
五
六

年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
党
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
第
八
大
会
党
大
会
は
新

し
い
中
央
委
員
の
選
出
と
新
た
に
築
か
れ
る
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の
指
針
を
打
ち
出
す
の
が

 

 

①
農
業
生
産
力
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
、
②
貧
農
ほ
ど
集
団
化
に
よ
る
豊
か
さ
を
求
め
る
、

③
自
作
農
を
放
任
す
れ
ば
資
本
主
義
が
復
活
す
る
、
と
の
三
点
の
理
由
で
促
進
さ
れ
た
。 

人
民
公
社
に
代
表
さ
れ
る
農
業
生
産
力
の
発
展
を
無
視
し
た
生
産
関
係
重
視
の
平
均
主
義

な
平
等
分
配
と
共
同
生
活
を
柱
と
す
る
原
始
的
共
同
体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
は
、
渡
辺

氏
が
言
う
様
に
、
農
民
の
実
生
活
を
無
視
し
た
一
方
的
な
毛
沢
東
の
主
導
政
策
で
あ
っ
た
。

生
産
力
の
着
実
な
発
展
に
よ
る
国
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
た
共
産
党
指
導
部
の
主
流
派
に

は
、
空
想
的
で
想
像
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
理
想
と
映
っ
た
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、「
毛
沢
東
に
し
て
み
れ
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民

公
社
が
失
敗
以
外
の
何
も
の
で
な
い
こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
」
（
前
掲

書
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』
四
六
五
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、

急
進
的
な
農
村
の
集
団
化
政
策
に
は
、
猛
烈
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
急
進
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
の
問
題
に
関
す
る
毛
沢
東
の
心
情
に
つ
い
て
渡

辺
氏
は
、「
土
地
改
革
、
官
僚
資
本
の
没
収
、
三
反
・
五
反
運
動
の
予
想
を
超
え
る
成
功
が
毛

沢
東
の
思
想
と
戦
略
を
す
ら
乗
り
越
え
て
し
ま
い
、
中
国
経
済
の
初
期
条
件
を
無
視
し
た
社

会
主
義
化
へ
の
冒
進
に
毛
沢
東
の
心
理
を
急
速
に
傾
斜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
毛

沢
東
は
建
国
後
の
わ
ず
か
な
時
間
の
な
か
で
、
論
理
的
矛
盾
な
ど
顧
み
る
必
要
な
ど
な
い
ま

で
に
傲
慢
に
な
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
述
べ
て
い
る
（
三
〇
）。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
急
進
的
中
国
型
社
会
主

義
像
は
、
東
西
文
化
を
融
合
し
た
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
持
つ
国
家
像
と
、
現
在
の

生
産
力
を
前
提
に
し
て
農
業
の
協
同
化
に
よ
る
貧
農
の
豊
か
さ
を
志
向
す
る
原
始
共
同
体
的

な
生
産
関
係
重
視
の
平
均
主
義
的
国
家
像
と
い
う
、
全
く
逆
方
向
の
二
つ
の
相
容
れ
な
い
性

格
が
混
在
し
た
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
っ
た
。 

 

三 

権
力
闘
争
の
淵
源
ー
毛
沢
東
の
冒
険
主
義 

 

毛
沢
東
は
、
何
故
に
共
産
党
内
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
と
権
力
闘
争
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
理
想
像
は
、
柳
初
期

・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
理
想
と
し
た
第
一
級
の
社
会
主
義
国
・
ソ
連
を
模
倣
し
た
計

画
経
済
を
中
心
と
し
た
漸
進
的
な
社
会
主
義
建
設
の
理
想
と
は
、
全
く
相
い
れ
な
い
社
会
主

義
建
設
路
線
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
こ
の
様
な
理
想
像
が
、
党
内
主
流
派
に
は
「
冒
険
主
義

」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
と
の
中
国
の
社
会
主
義

国
家
の
理
想
像
の
意
見
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
六
月
の
事
情
と
し
て
、 

「
主
席
が
北
京
を
留
守
に
し
て
い
る
あ
い
だ
、
党
中
央
の
指
導
部
は
「
冒
険
主
義
」
批
判

の
文
書
を
刊
行
し
は
じ
め
て
お
り
、
人
民
日
報
で
は
工
業
や
農
業
の
生
産
は
着
実
な
段
階
を

経
て
す
す
め
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
中
国
の
民
衆
は
お
ろ
か
現
に
私
ま

で
も
、
党
中
央
が
攻
撃
し
て
い
た
「
冒
険
主
義
」
と
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
毛
主
席
そ
の
人
だ

っ
た
こ
と
を
ま
さ
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
過
激
な
集
団
化
を
主
張
し
て
や
ま
な
か

っ
た
の
は
主
席
に
ほ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

農
工
業
発
展
の
計
画
に
お
い
て
、
ソ
連
型
計
画
経
済
体
制
を
模
倣
す
る
党
内
主
流
派
の
冒

険
主
義
批
判
と
は
、
毛
沢
東
の
空
想
的
、
想
像
的
な
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
理
想
の
批

判
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
淵
源
を
明
確
に
指
摘
し

て
い
な
い
が
、
李
氏
が
言
う
様
に
毛
沢
東
の
急
進
的
な
冒
険
主
義
が
原
因
だ
っ
た
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
冒
険
主
義
の
内
容
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
中
国
改
造
計
画
は
壮
大
、
危
険
、
大
胆
な
も
の
で
あ
り
、
中
国
を
社
会
主
義

国
家
へ
急
速
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
要
求
し
た
た
め
、
毛
は
も
っ
と
慎
重
で
用
心
深
い
党
中
央

の
最
高
指
導
部
に
公
然
と
逆
ら
う
羽
目
と
な
っ
た
。
よ
く
考
え
も
せ
ず
に
経
験
外
の
行
動
に
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た
だ
た
だ
反
対
す
る
者
を
批
判
し
た
毛
沢
東
の
言
葉
は
北
京
の
保
守
派
に
対
す
る
批
判
で
も

あ
っ
た
。
農
村
の
集
団
化
と
都
市
の
経
済
再
建
を
す
す
め
る
過
程
で
生
じ
た
諸
問
題
は
不
完

全
な
準
備
の
結
果
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
へ
の
転
換
政
策
そ
れ
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
、

毛
は
確
信
し
て
い
た
。・
・
・
そ
し
て
中
国
の
党
中
央
指
導
部
が
こ
の
壮
大
な
計
画
で
自
分
を

支
持
し
て
く
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
陶
鑄
や
汪
任
重
と
い
っ
た
地
方
の
党
幹
部
が
支
持
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
計
画
の
実
施
に
あ
っ
た
っ
て
は
各
州
、
主
要
都
市
レ
ベ
ル
の
党
指
導
者
た

ち
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
か
く
て
北
京
で
え
ら
れ
な
い
支
持
を
求
め
る
べ
く
頻
繁
な
地

方
行
脚
と
相
成
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
五
六
年
夏
の
巡
回
旅
行
は
赫
赫
た
る

成
功
を
お
さ
め
た
の
だ
っ
た
」（
三
二
）
と
述
べ
て
い
る
。 

劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
の
模
範
と
し
た
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
と
毛
沢
東

の
急
進
的
社
会
主
義
化
路
線
と
い
う
、
社
会
主
義
建
設
路
線
の
相
違
に
よ
り
、
党
中
央
で
政

治
的
孤
立
を
深
め
た
毛
沢
東
は
、
地
方
幹
部
の
支
持
を
取
り
付
け
て
勢
力
の
挽
回
の
た
め
に
、

頻
繁
な
る
地
方
行
脚
を
繰
り
返
し
た
と
し
て
い
る
。
毛
沢
東
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線

に
対
し
て
、
党
内
主
流
派
の
穏
健
主
義
路
線
を
執
る
劉
少
奇
・
周
恩
来
は
、
猛
烈
な
批
判
を

行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
一
九
五
六
年
九
月
第
八
回
党
大
会
が
開
か
れ
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
つ
い
て
の
評
価

が
出
さ
れ
た
。
毛
沢
東
の
急
進
主
義
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
劉
少
奇
や
周
恩
来
の
批
判
が
相

次
い
だ
。
周
恩
来
は
こ
の
大
会
に
お
い
て
「
国
民
経
済
発
展
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
提
案
に

関
す
る
報
告
」
を
行
な
い
、
そ
の
冒
頭
で
「
わ
れ
わ
れ
の
成
果
は
非
常
に
大
き
い
が
、
仕
事

の
な
か
に
は
や
は
り
い
く
つ
か
の
欠
点
や
誤
り
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
克
服
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。（
「
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
状
況
と
第
二
次
五
カ
年

計
画
の
基
本
任
務
」
『
周
恩
来
選
集
』
）
周
恩
来
の
目
的
は
一
九
五
六
年
の
「
急
躁
冒
進
」
へ

の
批
判
に
あ
っ
た
。
協
同
化
や
統
一
買
付
・
販
売
制
度
な
ど
の
行
き
過
ぎ
に
対
す
る
警
告
で

あ
り
、
同
時
に
急
速
な
重
工
業
化
に
対
す
る
警
告
で
も
あ
っ
た
。
同
報
告
に
お
い
て
周
恩
来

は
「
重
工
業
を
中
心
と
す
る
工
業
建
設
は
、
そ
れ
だ
け
を
切
り
離
し
て
孤
立
的
に
進
め
る
こ

と
は
で
き
ず
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
も
な
く
、
必
ず
各
方
面
、
と
く
に
農
業
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
経
験
が
す
で
に
立
証
し
て
い
る
。
農
業
は
、

工
業
の
発
展
、
ひ
い
て
は
国
民
経
済
全
体
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
前
提
条
件
で

あ
る
。
農
業
の
発
展
が
後
れ
れ
ば
、
軽
工
業
の
発
展
と
人
民
生
活
の
改
善
に
直
接
響
く
ば
か

り
か
、
重
工
業
、
ひ
い
て
は
国
民
経
済
全
体
に
も
大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
、
労
農
同
盟

の
強
化
に
も
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
時
期
に
は
、

ひ
き
つ
づ
き
農
業
の
発
展
に
努
め
、
農
業
と
工
業
の
足
並
み
が
そ
ろ
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
」（
同
）
と
指
摘
し
た
。
い
か
に
も
ま
っ
と
う
な
論
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
は
つ

づ
く
［
大
躍
進
］
の
過
程
で
無
惨
に
も
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
う
。」（
三
三
）。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
と
党
内
主
流
派
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
社
会
主
義
国
家
建
設
の
認
識

の
食
い
違
い
は
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
の
中
心
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

一
つ
は
、
両
者
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
中
国
の
将
来
的
理
想
国
家
像
の
相
違
で
あ

る
。
党
内
右
派
の
劉
少
奇
等
の
社
会
主
義
国
家
論
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
国
家
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
先
に
引
用
し
た
渡
辺
氏
の

主
張
で
は
、
毛
沢
東
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
理
想
の
内
容
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
の
理
想
像
は
、
二
つ
の
相
異
な
る
急
進

的
で
独
創
的
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
ー
欧
米
の
高
い
生
産
力
に
基
づ
く
社
会
主
義
建
設
と

現
実
の
中
国
農
村
を
基
礎
と
し
た
原
始
共
同
体
的
社
会
主
義
国
家
建
設
ー
で
あ
る
（
三
四
）
。 

二
つ
に
は
、
中
国
共
産
党
内
で
の
指
導
体
制
の
あ
り
方
の
食
い
違
い
で
あ
る
。
一
九
五
六

年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
党
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
第
八
大
会
党
大
会
は
新

し
い
中
央
委
員
の
選
出
と
新
た
に
築
か
れ
る
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の
指
針
を
打
ち
出
す
の
が

 

 

①
農
業
生
産
力
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
、
②
貧
農
ほ
ど
集
団
化
に
よ
る
豊
か
さ
を
求
め
る
、

③
自
作
農
を
放
任
す
れ
ば
資
本
主
義
が
復
活
す
る
、
と
の
三
点
の
理
由
で
促
進
さ
れ
た
。 

人
民
公
社
に
代
表
さ
れ
る
農
業
生
産
力
の
発
展
を
無
視
し
た
生
産
関
係
重
視
の
平
均
主
義

な
平
等
分
配
と
共
同
生
活
を
柱
と
す
る
原
始
的
共
同
体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
は
、
渡
辺

氏
が
言
う
様
に
、
農
民
の
実
生
活
を
無
視
し
た
一
方
的
な
毛
沢
東
の
主
導
政
策
で
あ
っ
た
。

生
産
力
の
着
実
な
発
展
に
よ
る
国
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
た
共
産
党
指
導
部
の
主
流
派
に

は
、
空
想
的
で
想
像
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
理
想
と
映
っ
た
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
、「
毛
沢
東
に
し
て
み
れ
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
あ
れ
ほ
ど
強
固
に
反
対
し
た
人
民

公
社
が
失
敗
以
外
の
何
も
の
で
な
い
こ
と
を
み
と
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
」
（
前
掲

書
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』
四
六
五
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、

急
進
的
な
農
村
の
集
団
化
政
策
に
は
、
猛
烈
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
急
進
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
の
問
題
に
関
す
る
毛
沢
東
の
心
情
に
つ
い
て
渡

辺
氏
は
、「
土
地
改
革
、
官
僚
資
本
の
没
収
、
三
反
・
五
反
運
動
の
予
想
を
超
え
る
成
功
が
毛

沢
東
の
思
想
と
戦
略
を
す
ら
乗
り
越
え
て
し
ま
い
、
中
国
経
済
の
初
期
条
件
を
無
視
し
た
社

会
主
義
化
へ
の
冒
進
に
毛
沢
東
の
心
理
を
急
速
に
傾
斜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
毛

沢
東
は
建
国
後
の
わ
ず
か
な
時
間
の
な
か
で
、
論
理
的
矛
盾
な
ど
顧
み
る
必
要
な
ど
な
い
ま

で
に
傲
慢
に
な
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
述
べ
て
い
る
（
三
〇
）。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
急
進
的
中
国
型
社
会
主

義
像
は
、
東
西
文
化
を
融
合
し
た
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
持
つ
国
家
像
と
、
現
在
の

生
産
力
を
前
提
に
し
て
農
業
の
協
同
化
に
よ
る
貧
農
の
豊
か
さ
を
志
向
す
る
原
始
共
同
体
的

な
生
産
関
係
重
視
の
平
均
主
義
的
国
家
像
と
い
う
、
全
く
逆
方
向
の
二
つ
の
相
容
れ
な
い
性

格
が
混
在
し
た
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
っ
た
。 

 
三 

権
力
闘
争
の
淵
源
ー
毛
沢
東
の
冒
険
主
義 

 

毛
沢
東
は
、
何
故
に
共
産
党
内
の
劉
少
奇
等
の
主
流
派
と
権
力
闘
争
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
急
進
的
理
想
像
は
、
柳
初
期

・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
が
理
想
と
し
た
第
一
級
の
社
会
主
義
国
・
ソ
連
を
模
倣
し
た
計

画
経
済
を
中
心
と
し
た
漸
進
的
な
社
会
主
義
建
設
の
理
想
と
は
、
全
く
相
い
れ
な
い
社
会
主

義
建
設
路
線
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
こ
の
様
な
理
想
像
が
、
党
内
主
流
派
に
は
「
冒
険
主
義

」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
と
の
中
国
の
社
会
主
義

国
家
の
理
想
像
の
意
見
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
六
月
の
事
情
と
し
て
、 

「
主
席
が
北
京
を
留
守
に
し
て
い
る
あ
い
だ
、
党
中
央
の
指
導
部
は
「
冒
険
主
義
」
批
判

の
文
書
を
刊
行
し
は
じ
め
て
お
り
、
人
民
日
報
で
は
工
業
や
農
業
の
生
産
は
着
実
な
段
階
を

経
て
す
す
め
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
中
国
の
民
衆
は
お
ろ
か
現
に
私
ま

で
も
、
党
中
央
が
攻
撃
し
て
い
た
「
冒
険
主
義
」
と
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
毛
主
席
そ
の
人
だ

っ
た
こ
と
を
ま
さ
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
過
激
な
集
団
化
を
主
張
し
て
や
ま
な
か

っ
た
の
は
主
席
に
ほ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

農
工
業
発
展
の
計
画
に
お
い
て
、
ソ
連
型
計
画
経
済
体
制
を
模
倣
す
る
党
内
主
流
派
の
冒

険
主
義
批
判
と
は
、
毛
沢
東
の
空
想
的
、
想
像
的
な
急
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
理
想
の
批

判
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
渡
辺
氏
は
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
淵
源
を
明
確
に
指
摘
し

て
い
な
い
が
、
李
氏
が
言
う
様
に
毛
沢
東
の
急
進
的
な
冒
険
主
義
が
原
因
だ
っ
た
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
冒
険
主
義
の
内
容
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
の
中
国
改
造
計
画
は
壮
大
、
危
険
、
大
胆
な
も
の
で
あ
り
、
中
国
を
社
会
主
義

国
家
へ
急
速
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
要
求
し
た
た
め
、
毛
は
も
っ
と
慎
重
で
用
心
深
い
党
中
央

の
最
高
指
導
部
に
公
然
と
逆
ら
う
羽
目
と
な
っ
た
。
よ
く
考
え
も
せ
ず
に
経
験
外
の
行
動
に

毛沢東の権力闘争と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（序章）― 241（10）



 

 

の
特
殊
性
を
生
か
し
た
独
自
の
社
会
主
義
建
設
理
論
の
詳
細
を
述
べ
て
見
た
い
。
以
下
の
様

に
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
の
人
民
公
社
化
運
動
へ
の
急
進
的
過
程
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
、
協
同
化
し
た
「
農
業
こ
そ
が
、
今
の
何
倍
か
知
れ

な
い
ほ
ど
大
き
な
購
買
力
を
農
民
に
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
）
と
主
張
す
る
。
余
剰

を
吸
収
さ
せ
つ
く
し
た
農
業
部
門
が
ど
う
や
っ
て
購
買
力
を
も
ち
う
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
論
理
矛
盾
で
あ
る
。
要
す
る
に
毛
沢
東
は
何
ら
の
理
論
的
根
拠
も
用
意
せ
ず
に
、
た
だ

協
同
化
し
さ
え
す
れ
ば
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
あ
る
種
の
「
信
仰
」

に
衝
き
動
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
信
仰
は
、
農
民
は
そ
の
貧
し
さ
の
ゆ
え
に
協

同
化
を
求
め
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
信
仰
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
同

じ
文
脈
で
毛
沢
東
は
「
貧
農
、
新
中
農
の
う
ち
下
層
中
農
、
旧
中
農
の
う
ち
の
下
層
中
農
は
、

そ
の
経
済
状
態
が
解
放
前
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
て
も
、
や
は
り
豊
か
で
は
な
い
た
め
社
会
主

義
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
積
極
性
を
も
っ
て
お
り
、
協
同
化
に
つ
い
て
の
党
の
呼
び
か
け
に

積
極
的
に
応
え
る
」（
同
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
貧
農
は
貧
農
で

あ
る
が
ゆ
え
に
協
同
化
を
積
極
的
に
求
め
る
も
の
だ
と
み
な
す
毛
沢
東
の
階
級
観
は
、
こ
れ

と
は
い
さ
さ
か
矛
盾
す
る
も
う
一
つ
の
階
級
観
に
支
え
ら
れ
て
、
急
速
な
協
同
化
を
促
し
て

い
っ
た
。
も
う
一
つ
の
階
級
観
と
は
、
地
主
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
農
民
は
、
小
な
り
と
は
い

え
自
営
農
民
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
放
っ
て
お
け
ば
い
ず
れ
農
村
で
土
地
市
場
が
生
ま
れ
て

土
地
売
買
が
な
さ
れ
、
新
し
い
支
配
・
従
属
の
関
係
が
息
を
吹
き
返
す
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
で
き
る
だ
け
は
や
い
機
会
に
農
民
の
協
同
化
を
試
み
、
こ
の

新
し
い
資
本
主
義
化
の
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
農
村
の
陣
地
は
、
社
会
主
義
が
占
領
し
な
け
れ
ば
、
資
本
主
義
が
必
ず
占
領
す
る
。
資
本

主
義
の
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
、
社
会
主
義
の
道
も
歩
ま
な
い
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
う

る
だ
ろ
う
か
。
も
し
社
会
主
義
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
資
本
主
義
が
必
ず
氾
濫
す
る
」
と
い
う

一
九
五
三
年
一
〇
月
の
発
言
の
な
か
に
、
そ
う
し
た
毛
沢
東
の
階
級
観
が
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
（
「
農
業
の
互
助
・
協
同
化
に
つ
い
て
の
二
つ
の
談
話
ー
一
〇
月
一
五
日
の
談
話
」
『
毛

沢
東
選
集
』
第
五
巻
）・
・
・
一
九
五
五
年
七
月
、
党
中
央
が
開
い
た
省
・
直
轄
地
・
自
治
区

党
委
員
会
書
記
局
会
議
で
の
毛
沢
東
の
報
告
は
、
協
同
化
に
危
機
感
を
も
つ
党
幹
部
の
弱
腰

を
叱
咤
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。「
全
国
の
農
村
に
は
、
新
し
い
社
会
主
義
的
大
衆
運
動
の
高

ま
り
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
一
部
の
同
志
と
き
た
ら
、
ま
る

で
纏
足
女
の
よ
う
に
よ
ろ
よ
ろ
と
歩
き
な
が
ら
、
速
す
ぎ
る
、
速
す
ぎ
る
、
と
愚
痴
を
こ
ぼ

し
て
ば
か
り
い
る
。
よ
け
い
な
品
定
め
、
的
外
れ
の
恨
み
言
、
と
め
ど
も
な
い
取
り
こ
し
苦

労
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
ご
法
度
や
戒
律
な
ど
、
こ
う
し
た
も
の
を
農
村
の
社
会
主
義
大

衆
運
動
を
指
導
す
る
正
し
い
方
針
だ
と
思
っ
て
い
る
。
と
ん
で
も
な
い
。
こ
れ
は
正
し
い
方

針
で
は
な
く
、
誤
っ
た
方
針
で
あ
る
。
い
ま
農
村
で
の
協
同
化
と
い
う
社
会
改
革
の
高
ま
り

が
、
一
部
の
地
方
に
す
で
に
訪
れ
て
い
る
し
、
全
国
に
も
ま
さ
に
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
五
億
を
超
え
る
農
村
人
口
の
大
規
模
な
社
会
主
義
革
命
運
動
で
あ
り
、
き
わ
め
て

偉
大
な
世
界
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
運
動
を
積
極
的
に
、
熱
情
を
こ

め
て
、
計
画
的
に
指
導
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

を
し
て
は
な
ら
な
い
」（『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
）。
毛
沢
東
報
告
を
受
け
て
、
農
業
の
社
会

主
義
改
造
は
加
速
し
た
。
党
中
央
は
一
九
五
五
年
一
〇
月
に
第
七
期
六
中
総
を
開
催
し
「
農

業
共
同
化
の
問
題
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
、
こ
れ
に
よ
り
初
級
協
同
組
合
加
入
農
家
の
農

家
総
数
に
占
め
る
比
率
は
一
九
五
六
年
一
月
に
は
八
〇
・
三
％
に
達
し
た
。
同
時
に
高
級
合

作
社
化
が
進
め
ら
れ
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
同
じ
一
九
五
六
年
末
に
高
級
合
作
社
加
入
農
家
の

農
業
総
数
に
占
め
る
比
率
は
八
七
・
八
％
に
い
た
っ
た
。
農
業
私
有
制
に
対
す
る
社
会
主
義

的
改
造
は
こ
こ
で
終
了
し
た
。
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
速
度
で
あ
っ
た
。
」（
二
九
）。 

渡
部
氏
の
論
述
し
た
毛
沢
東
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
人
民
公
社
運
動
へ
の
農
業
の
集
団
化
は
、

 

 

握
ら
れ
て
い
た
。
国
民
党
蒋
介
石
は
二
十
二
年
に
わ
た
っ
て
独
裁
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の

あ
い
だ
鋼
鉄
は
一
年
に
わ
ず
か
数
万
ト
ン
し
か
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
も
ま

だ
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
手
を
つ
け
始
め
た
。
今
年
は
四
百
万
ト
ン
あ
ま
り
、
来
年
は
五

百
万
ト
ン
を
突
破
し
、
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
一
千
万
ト
ン
を
越
し
、
第
三
次
五
ヵ
年
計

画
で
は
二
千
万
ト
ン
を
越
す
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
目
標
実
現
の
た
め
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
に
は
、
お
よ
そ
百
を
数
え
る
国
が
あ
る
が
、
二
千
万
ト
ン
以
上
の
鋼

鉄
を
生
産
で
き
る
の
は
わ
ず
か
数
ヵ
国
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
国
も
建

設
さ
れ
て
い
け
ば
、
偉
大
な
社
会
主
義
国
と
な
り
、
過
去
百
年
あ
ま
り
の
あ
あ
し
た
立
ち
お

く
れ
た
状
況
、
人
に
見
く
び
ら
れ
た
状
況
、
災
難
つ
づ
き
の
状
況
は
、
完
全
に
あ
ら
た
め
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
世
界
で
い
ち
ば
ん
強
大
な
資
本
主
義
国
、
つ
ま
り
ア
メ

リ
カ
に
追
い
つ
く
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。・
・
・
」（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
後
に
は
、
つ
ま
り
こ
の
時
よ
り
一
〇
年
後
の
一
九
七
七

年
に
は
二
千
万
ト
ン
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
五
分
の
一
倍
の
鉄
鋼
生
産
を
目
標
に
掲
げ
て
い

た
の
で
あ
る
、
途
方
も
な
い
急
進
主
義
的
な
重
工
業
建
設
路
線
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
中
国
工
業
化
の
道
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
直
後
の
一

九
五
七
年
の
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
（
一
九
五
七
年
二
月

二
十
七
日
）」
の
「
十
二 

中
国
の
工
業
化
の
道
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
農
工
業
生
産
の
発
展

と
重
工
業
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
こ
で
の
べ
る
工
業
化
の
道
と
い
う
問
題
は
、
主
と
し
て
、
重
工
業
、
軽
工
業
、
農
業
の

発
展
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
の
経
済
建
設
は
重
工
業
を
中
心
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
点
は
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、
農

業
と
軽
工
業
の
発
展
に
も
、
十
分
注
意
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
し
か
し
、
農
業

の
技
術
改
革
が
し
だ
い
に
す
す
み
、
農
業
が
日
ま
し
に
現
代
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
農
業
の

た
め
の
機
械
、
肥
料
、
水
利
施
設
、
電
力
施
設
、
運
輸
施
設
、
民
需
の
燃
料
や
建
築
資
材
な

ど
が
日
ま
し
に
ふ
え
、
重
工
業
が
農
業
を
重
要
な
市
場
と
す
る
状
況
は
、
人
び
と
か
ら
容
易

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。・
・
・
三
つ
の
五
ヵ
年
計
画
を
経
る
か
、
あ
る
い
は
も

う
す
こ
し
時
間
を
か
け
れ
ば
、
わ
が
国
の
鋼
鉄
生
産
高
も
、
解
放
前
の
最
高
年
産
高
で
あ
る

一
九
四
三
年
の
九
十
余
万
ト
ン
か
ら
、
二
千
万
ト
ン
に
ま
で
発
展
す
る
か
、
あ
る
い
は
も
っ

と
多
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
都
市
の
人
も
農
村
の
人
も
み
な
よ
ろ
こ
ぶ
に
ち
が
い

な
い
。・
・
・
わ
が
国
を
工
業
国
に
変
え
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
の
先
進
的
な
経
験

を
し
ん
け
ん
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
・
ソ
連
の
ほ
か
に
、
東
欧
の
い
く
つ
か
の
兄

弟
国
も
、
わ
れ
わ
れ
に
若
干
の
援
助
を
あ
た
え
て
く
れ
た
。
社
会
主
義
国
の
も
の
で
あ
ろ
う

と
資
本
主
義
国
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
の
国
の
す
ぐ
れ
た
経
験
を
わ
れ
わ
れ
が
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
主
と
し
て
は
、
や
は
り
ソ
連
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
」（
二
八
）。 

毛
沢
東
は
、
農
業
国
家
と
い
う
世
界
に
遅
れ
た
中
国
を
近
代
的
農
工
業
国
に
改
造
す
る
た

め
に
は
、
急
進
的
な
農
業
の
機
械
化
や
軽
工
業
の
発
展
に
基
礎
を
置
い
た
重
工
業
国
家
へ
の

国
家
改
造
計
画
へ
の
青
写
真
を
描
い
て
い
た
。
そ
の
時
に
は
、
鉄
鋼
生
産
も
二
千
万
ト
ン
に

達
す
る
と
い
う
国
民
経
済
の
発
展
の
期
待
と
、
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
先
進
諸
国
で
あ

る
ソ
連
や
ア
メ
リ
カ
の
両
方
の
政
治
体
制
に
学
ぶ
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
政
策
理
論
は
、
対
等
平
等
な
融
合
の
志
向
と
い
う
、

「
対
の
思
想
」
か
ら
由
来
し
て
い
る
以
上
、
当
時
の
中
国
共
産
党
指
導
部
に
は
、
空
想
的
、

想
像
的
、
冒
険
的
、
自
己
分
裂
性
的
な
理
想
国
家
像
思
考
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
は
、
も
う
一
つ
の
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
理
論
ー
資
本
主
義
＝
欧
米
文
化
を
否

定
し
て
現
在
の
農
業
生
産
力
を
前
提
と
し
た
平
等
分
配
・
共
同
生
活
を
柱
と
す
る
原
始
共
同

体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
の
主
張
を
援
用
し
つ
つ
、
も
う
少
し
中
国
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の
特
殊
性
を
生
か
し
た
独
自
の
社
会
主
義
建
設
理
論
の
詳
細
を
述
べ
て
見
た
い
。
以
下
の
様

に
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
の
人
民
公
社
化
運
動
へ
の
急
進
的
過
程
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
、
協
同
化
し
た
「
農
業
こ
そ
が
、
今
の
何
倍
か
知
れ

な
い
ほ
ど
大
き
な
購
買
力
を
農
民
に
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
）
と
主
張
す
る
。
余
剰

を
吸
収
さ
せ
つ
く
し
た
農
業
部
門
が
ど
う
や
っ
て
購
買
力
を
も
ち
う
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
論
理
矛
盾
で
あ
る
。
要
す
る
に
毛
沢
東
は
何
ら
の
理
論
的
根
拠
も
用
意
せ
ず
に
、
た
だ

協
同
化
し
さ
え
す
れ
ば
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
あ
る
種
の
「
信
仰
」

に
衝
き
動
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
信
仰
は
、
農
民
は
そ
の
貧
し
さ
の
ゆ
え
に
協

同
化
を
求
め
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
信
仰
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
同

じ
文
脈
で
毛
沢
東
は
「
貧
農
、
新
中
農
の
う
ち
下
層
中
農
、
旧
中
農
の
う
ち
の
下
層
中
農
は
、

そ
の
経
済
状
態
が
解
放
前
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
て
も
、
や
は
り
豊
か
で
は
な
い
た
め
社
会
主

義
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
積
極
性
を
も
っ
て
お
り
、
協
同
化
に
つ
い
て
の
党
の
呼
び
か
け
に

積
極
的
に
応
え
る
」（
同
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
貧
農
は
貧
農
で

あ
る
が
ゆ
え
に
協
同
化
を
積
極
的
に
求
め
る
も
の
だ
と
み
な
す
毛
沢
東
の
階
級
観
は
、
こ
れ

と
は
い
さ
さ
か
矛
盾
す
る
も
う
一
つ
の
階
級
観
に
支
え
ら
れ
て
、
急
速
な
協
同
化
を
促
し
て

い
っ
た
。
も
う
一
つ
の
階
級
観
と
は
、
地
主
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
農
民
は
、
小
な
り
と
は
い

え
自
営
農
民
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
放
っ
て
お
け
ば
い
ず
れ
農
村
で
土
地
市
場
が
生
ま
れ
て

土
地
売
買
が
な
さ
れ
、
新
し
い
支
配
・
従
属
の
関
係
が
息
を
吹
き
返
す
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
で
き
る
だ
け
は
や
い
機
会
に
農
民
の
協
同
化
を
試
み
、
こ
の

新
し
い
資
本
主
義
化
の
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

「
農
村
の
陣
地
は
、
社
会
主
義
が
占
領
し
な
け
れ
ば
、
資
本
主
義
が
必
ず
占
領
す
る
。
資
本

主
義
の
道
を
歩
ま
な
け
れ
ば
、
社
会
主
義
の
道
も
歩
ま
な
い
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
う

る
だ
ろ
う
か
。
も
し
社
会
主
義
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
資
本
主
義
が
必
ず
氾
濫
す
る
」
と
い
う

一
九
五
三
年
一
〇
月
の
発
言
の
な
か
に
、
そ
う
し
た
毛
沢
東
の
階
級
観
が
如
実
に
示
さ
れ
て

い
る
（
「
農
業
の
互
助
・
協
同
化
に
つ
い
て
の
二
つ
の
談
話
ー
一
〇
月
一
五
日
の
談
話
」
『
毛

沢
東
選
集
』
第
五
巻
）・
・
・
一
九
五
五
年
七
月
、
党
中
央
が
開
い
た
省
・
直
轄
地
・
自
治
区

党
委
員
会
書
記
局
会
議
で
の
毛
沢
東
の
報
告
は
、
協
同
化
に
危
機
感
を
も
つ
党
幹
部
の
弱
腰

を
叱
咤
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。「
全
国
の
農
村
に
は
、
新
し
い
社
会
主
義
的
大
衆
運
動
の
高

ま
り
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
一
部
の
同
志
と
き
た
ら
、
ま
る

で
纏
足
女
の
よ
う
に
よ
ろ
よ
ろ
と
歩
き
な
が
ら
、
速
す
ぎ
る
、
速
す
ぎ
る
、
と
愚
痴
を
こ
ぼ

し
て
ば
か
り
い
る
。
よ
け
い
な
品
定
め
、
的
外
れ
の
恨
み
言
、
と
め
ど
も
な
い
取
り
こ
し
苦

労
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
ご
法
度
や
戒
律
な
ど
、
こ
う
し
た
も
の
を
農
村
の
社
会
主
義
大

衆
運
動
を
指
導
す
る
正
し
い
方
針
だ
と
思
っ
て
い
る
。
と
ん
で
も
な
い
。
こ
れ
は
正
し
い
方

針
で
は
な
く
、
誤
っ
た
方
針
で
あ
る
。
い
ま
農
村
で
の
協
同
化
と
い
う
社
会
改
革
の
高
ま
り

が
、
一
部
の
地
方
に
す
で
に
訪
れ
て
い
る
し
、
全
国
に
も
ま
さ
に
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
五
億
を
超
え
る
農
村
人
口
の
大
規
模
な
社
会
主
義
革
命
運
動
で
あ
り
、
き
わ
め
て

偉
大
な
世
界
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
運
動
を
積
極
的
に
、
熱
情
を
こ

め
て
、
計
画
的
に
指
導
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

を
し
て
は
な
ら
な
い
」（『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
）。
毛
沢
東
報
告
を
受
け
て
、
農
業
の
社
会

主
義
改
造
は
加
速
し
た
。
党
中
央
は
一
九
五
五
年
一
〇
月
に
第
七
期
六
中
総
を
開
催
し
「
農

業
共
同
化
の
問
題
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
、
こ
れ
に
よ
り
初
級
協
同
組
合
加
入
農
家
の
農

家
総
数
に
占
め
る
比
率
は
一
九
五
六
年
一
月
に
は
八
〇
・
三
％
に
達
し
た
。
同
時
に
高
級
合

作
社
化
が
進
め
ら
れ
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
同
じ
一
九
五
六
年
末
に
高
級
合
作
社
加
入
農
家
の

農
業
総
数
に
占
め
る
比
率
は
八
七
・
八
％
に
い
た
っ
た
。
農
業
私
有
制
に
対
す
る
社
会
主
義

的
改
造
は
こ
こ
で
終
了
し
た
。
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
速
度
で
あ
っ
た
。
」（
二
九
）。 

渡
部
氏
の
論
述
し
た
毛
沢
東
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
人
民
公
社
運
動
へ
の
農
業
の
集
団
化
は
、

 

 

握
ら
れ
て
い
た
。
国
民
党
蒋
介
石
は
二
十
二
年
に
わ
た
っ
て
独
裁
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の

あ
い
だ
鋼
鉄
は
一
年
に
わ
ず
か
数
万
ト
ン
し
か
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
も
ま

だ
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
手
を
つ
け
始
め
た
。
今
年
は
四
百
万
ト
ン
あ
ま
り
、
来
年
は
五

百
万
ト
ン
を
突
破
し
、
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
一
千
万
ト
ン
を
越
し
、
第
三
次
五
ヵ
年
計

画
で
は
二
千
万
ト
ン
を
越
す
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
目
標
実
現
の
た
め
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
に
は
、
お
よ
そ
百
を
数
え
る
国
が
あ
る
が
、
二
千
万
ト
ン
以
上
の
鋼

鉄
を
生
産
で
き
る
の
は
わ
ず
か
数
ヵ
国
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
国
も
建

設
さ
れ
て
い
け
ば
、
偉
大
な
社
会
主
義
国
と
な
り
、
過
去
百
年
あ
ま
り
の
あ
あ
し
た
立
ち
お

く
れ
た
状
況
、
人
に
見
く
び
ら
れ
た
状
況
、
災
難
つ
づ
き
の
状
況
は
、
完
全
に
あ
ら
た
め
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
世
界
で
い
ち
ば
ん
強
大
な
資
本
主
義
国
、
つ
ま
り
ア
メ

リ
カ
に
追
い
つ
く
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。・
・
・
」（
二
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
後
に
は
、
つ
ま
り
こ
の
時
よ
り
一
〇
年
後
の
一
九
七
七

年
に
は
二
千
万
ト
ン
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
五
分
の
一
倍
の
鉄
鋼
生
産
を
目
標
に
掲
げ
て
い

た
の
で
あ
る
、
途
方
も
な
い
急
進
主
義
的
な
重
工
業
建
設
路
線
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
中
国
工
業
化
の
道
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
の
第
八
回
党
大
会
直
後
の
一

九
五
七
年
の
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
（
一
九
五
七
年
二
月

二
十
七
日
）」
の
「
十
二 

中
国
の
工
業
化
の
道
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
農
工
業
生
産
の
発
展

と
重
工
業
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
こ
で
の
べ
る
工
業
化
の
道
と
い
う
問
題
は
、
主
と
し
て
、
重
工
業
、
軽
工
業
、
農
業
の

発
展
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
の
経
済
建
設
は
重
工
業
を
中
心
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
点
は
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、
農

業
と
軽
工
業
の
発
展
に
も
、
十
分
注
意
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
し
か
し
、
農
業

の
技
術
改
革
が
し
だ
い
に
す
す
み
、
農
業
が
日
ま
し
に
現
代
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
農
業
の

た
め
の
機
械
、
肥
料
、
水
利
施
設
、
電
力
施
設
、
運
輸
施
設
、
民
需
の
燃
料
や
建
築
資
材
な

ど
が
日
ま
し
に
ふ
え
、
重
工
業
が
農
業
を
重
要
な
市
場
と
す
る
状
況
は
、
人
び
と
か
ら
容
易

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。・
・
・
三
つ
の
五
ヵ
年
計
画
を
経
る
か
、
あ
る
い
は
も

う
す
こ
し
時
間
を
か
け
れ
ば
、
わ
が
国
の
鋼
鉄
生
産
高
も
、
解
放
前
の
最
高
年
産
高
で
あ
る

一
九
四
三
年
の
九
十
余
万
ト
ン
か
ら
、
二
千
万
ト
ン
に
ま
で
発
展
す
る
か
、
あ
る
い
は
も
っ

と
多
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
都
市
の
人
も
農
村
の
人
も
み
な
よ
ろ
こ
ぶ
に
ち
が
い

な
い
。・
・
・
わ
が
国
を
工
業
国
に
変
え
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
の
先
進
的
な
経
験

を
し
ん
け
ん
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。・
・
・
ソ
連
の
ほ
か
に
、
東
欧
の
い
く
つ
か
の
兄

弟
国
も
、
わ
れ
わ
れ
に
若
干
の
援
助
を
あ
た
え
て
く
れ
た
。
社
会
主
義
国
の
も
の
で
あ
ろ
う

と
資
本
主
義
国
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
の
国
の
す
ぐ
れ
た
経
験
を
わ
れ
わ
れ
が
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
主
と
し
て
は
、
や
は
り
ソ
連
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
」（
二
八
）。 

毛
沢
東
は
、
農
業
国
家
と
い
う
世
界
に
遅
れ
た
中
国
を
近
代
的
農
工
業
国
に
改
造
す
る
た

め
に
は
、
急
進
的
な
農
業
の
機
械
化
や
軽
工
業
の
発
展
に
基
礎
を
置
い
た
重
工
業
国
家
へ
の

国
家
改
造
計
画
へ
の
青
写
真
を
描
い
て
い
た
。
そ
の
時
に
は
、
鉄
鋼
生
産
も
二
千
万
ト
ン
に

達
す
る
と
い
う
国
民
経
済
の
発
展
の
期
待
と
、
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
先
進
諸
国
で
あ

る
ソ
連
や
ア
メ
リ
カ
の
両
方
の
政
治
体
制
に
学
ぶ
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
政
策
理
論
は
、
対
等
平
等
な
融
合
の
志
向
と
い
う
、

「
対
の
思
想
」
か
ら
由
来
し
て
い
る
以
上
、
当
時
の
中
国
共
産
党
指
導
部
に
は
、
空
想
的
、

想
像
的
、
冒
険
的
、
自
己
分
裂
性
的
な
理
想
国
家
像
思
考
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
は
、
も
う
一
つ
の
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
理
論
ー
資
本
主
義
＝
欧
米
文
化
を
否

定
し
て
現
在
の
農
業
生
産
力
を
前
提
と
し
た
平
等
分
配
・
共
同
生
活
を
柱
と
す
る
原
始
共
同

体
的
な
社
会
主
義
建
設
理
論
に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
の
主
張
を
援
用
し
つ
つ
、
も
う
少
し
中
国
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化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ソ
連
へ
の
不
満
、
そ
し
て
西
側
か
ら
学
ぶ
べ
き
必
要
を
し
き
り
に
話
題
し
た
。
中
国
文

化
の
停
滞
を
憂
へ
、
西
洋
の
思
想
が
中
国
を
活
性
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。
従
属

さ
れ
な
い
よ
う
な
形
で
西
側
か
ら
借
入
し
、
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ

ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
。
私
が
東
西
文
化
の
大
い
な
る
相
違
を
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
そ

れ
は
想
像
力
と
冒
険
心
に
か
け
る
と
主
席
は
私
を
攻
撃
し
た
」(

二
四
）
と
、
毛
沢
東
は
西
洋

文
化
が
中
国
を
活
性
化
す
る
と
信
じ
て
お
り
、
李
氏
の
反
対
発
言
を
想
像
性
と
冒
険
心
に
欠

け
る
、
と
激
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
型
社
会
主
義
国
家
の
理
想
像
は
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な

い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
所
か
ら
、
中
国
＝
社
会
主
義

と
西
洋
＝
資
本
主
義
の
混
合
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

当
時
の
中
国
共
産
党
の
幹
部
の
大
多
数
が
、
ソ
連
一
辺
倒
だ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
毛
沢

東
に
は
、
ソ
連
に
従
属
さ
れ
た
く
な
い
中
国
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
誇
り
と
、
西
洋
文
化

の
優
秀
性
を
見
抜
く
卓
越
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
文
化
創
造
へ
の
「
対
の
思
想
」

―
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
性
を
維
持
し
て
融
合
す
る
必
要
性
―
を
抱
い
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
的
社
会
主
義
国
家
像
の
一
つ
は
、
中
国
社
会
主
義
と
西

洋
資
本
主
義
の
融
合
し
た
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
り
、
中
国
風
＝
社
会
主
義
で
も
西

洋
風
＝
資
本
主
義
で
も
な
い
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
と
い

う
、
相
異
な
る
文
化
の
混
合
・
融
合
的
な
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
る
。
全
く
統
一
性
や
論
理

一
貫
性
の
な
い
、
相
異
な
る
二
つ
の
国
家
体
制
の
融
合
し
た
理
想
国
家
像
を
持
っ
て
い
た
。 

 
 

李
氏
は
、「
わ
れ
わ
れ
中
国
人
は
わ
れ
わ
れ
な
り
の
習
慣
を
持
つ
。
な
ぜ
外
国
の
真
似
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
言
い
、
毛
沢
東
は
中
山
服
を
着
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢

東
は
中
国
文
化
の
主
体
性
を
失
わ
ず
（
二
五
）、
先
進
的
な
欧
米
等
の
外
国
文
化
を
吸
収
し
て

、
伝
統
的
な
中
国
風
で
も
な
け
れ
ば
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
や
西
洋
資
本
主
義
で
も
な

い
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
新
し
い
中
国
型
社
会
主
義
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。 

し
か
し
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
方
法
論
は
、
李
氏
の
言
う
よ
う
に
社
会
主
義
国
と

資
本
主
義
国
は
、
対
立
的
で
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
容
易
に
癒
合
で
き
な
い
根
本

的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
持
つ
。
中
国
文
化
を
維
持
し
た
い
と
言
う
限
り
、
弁
証
法
的

統
一
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
る
毛
沢
東
に
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
的
な
対
立
物
の
統
一
と
い
う
思
考
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
二
六
）。
金
谷
氏
は

、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
を
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
矛
盾
論
で
な
く
、
中
国
的
な

対
立
関
係
を
容
認
し
た
矛
盾
関
係
を
示
し
て
い
る
両
面
思
考
と
、
指
摘
し
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
国
家
像
は
、
中
国
・
ソ
連
（
社
会
主
義
）
と
西
洋
（
資

本
主
義
）
と
い
う
、
容
易
に
融
合
で
き
そ
う
も
な
い
両
者
の
混
合
し
た
、
中
国
風
の
新
型
社

会
主
義
国
家
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
新
中
国
建
設
理
論
は
、
東
西
冷
戦
の

当
時
と
し
て
は
驚
嘆
に
値
す
る
発
想
を
持
っ
て
い
た
。
文
革
以
後
に
毛
沢
東
の
急
進
的
で
奇

抜
な
発
想
は
、
鄧
小
平
の
推
進
し
た
改
革
開
放
後
の
社
会
主
義
市
場
経
済
路
線
の
淵
源
に
な

る
の
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
新
生
中
国
の
未
来
を
切
り
開
く
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
は
、
一
九
五
六
年
九
月
の
第
八
回
党
大
会
前
の
予
備
会
議
で
、
重
工
業
の
要
で
あ

る
鉄
鋼
生
産
の
増
強
方
針
に
つ
い
て
、「
党
の
団
結
を
つ
よ
め
、
党
の
伝
統
を
受
け
縦
ご
う
（

一
九
五
六
年
八
月
三
十
日 

こ
れ
は
、
毛
沢
東
同
志
が
中
国
共
産
党
第
八
回
全
国
代
表
大
会

予
備
会
議
の
第
一
回
会
議
で
お
こ
な
っ
た
演
説
で
あ
る
）」
に
お
い
て
、 

「
き
ょ
う
か
ら
、
第
八
回
全
国
代
表
大
会
の
予
備
会
議
を
ひ
ら
く
。・
・
・
地
球
上
で
、
六

億
の
人
口
を
も
つ
国
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
が
見
く
び

ら
れ
て
い
た
の
に
は
、
わ
け
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
な
ん
の
貢
献
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
、
鋼
鉄
も
一
年
に
数
十
万
ト
ン
し
か
生
産
で
き
ず
、
そ
れ
も
日
本
人
の
手
に

 

 

て
中
国
を
改
造
し
て
、
偉
大
な
国
家
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
、
自
分
な
り
の 

〝
万
里
の
長
城
〟 

を
築
い
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
概
で
あ
っ
た
。
お
の
れ
の
偉
大
さ
と
国
家
の
偉
大
さ
が
な
い

ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
」(

二
一
）
と
言
う
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
は
近
代
人
的
思
考
を
し
て
お

ら
ず
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
の
往
時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見
る
前
近
代
的

な
中
華
帝
国
＝
「
偉
大
な
国
家
」
を
理
想
と
す
る
人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。 

で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
様
な
外
国
文
化
を
学
び
、
中
国
文
化
の
新
し
い
発
展
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法
に
つ
い
て
、 

「
社
会
主
義
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
中
国
人
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
た
め

の
方
便
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
古
代
の
栄
光
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
創
造
的
刺
激
を
え
よ
う
と
す
れ
ば
ソ
連
に
顔
を
向
け
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
第
一
級
の
社
会
主
義
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
の
時
点
か
ら
中
国
は
「
一
方
の
側
に
寄
る
」
と
毛
は
主
張
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ソ
連
は
中
国
の
新
政
府
が
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
だ
っ
た
。
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
つ

ね
に
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、

ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ

れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国
の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く

輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の

口
癖
だ
っ
た
。
主
席
は
一
度
と
し
て
ソ
連
型
の
社
会
主
義
を
無
批
判
、
無
修
正
の
ま
ま
で
中

国
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
初
め
て
面
談
し
た
そ
の
日

か
ら
、
主
席
は
欧
米
の
技
術
、
活
力
、
科
学
に
対
す
る
称
賛
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
た
。「
一
方

の
側
に
寄
る
」
と
い
う
姿
勢
は
常
に
、
ソ
連
だ
け
が
活
性
化
を
学
習
す
べ
き
唯
一
の
潜
在
的

な
源
泉
で
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
二
）

と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
、
常
に
中
国
的
特
質
を
持
っ
た
社
会
主
義

で
あ
り
、
社
会
主
義
国
の
先
進
国
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
だ
け
が
、
中
国
が
学
ぶ
べ
き
唯
一
の
国

で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
主
流
派
の
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
ソ
連
を
模
倣
す
る
漸
進
的
社
会

主
義
建
設
理
論
と
、
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
洋
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
先
進

的
科
学
技
術
や
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
硬
直
し
た
伝
統
的
社
会
主
義
者
で

は
な
か
っ
た
。
既
に
拙
稿
（
一
〇
）
で
述
べ
た
が
、
毛
沢
東
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中
国
建

国
以
前
か
ら
、
欧
米
文
化
へ
の
深
い
関
心
と
欧
米
文
化
の
吸
収
の
必
要
性
を
語
っ
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
一
つ
国
家
理
想
像
と
し
て
、
ソ
連
型
社
会
主
義
と
ア
メ
リ
カ
型
資
本

主
義
と
い
う
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
結
実
と
し
て
、
こ
れ
を
中
国
的
に
吸
収
し
た
中
国
の

特
殊
性
を
生
か
し
た
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
理
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
毛
沢
東
は
、
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ソ
連
＝
社
会
主
義
国
と
ア
メ
リ
カ
＝
資

本
主
義
国
の
両
方
か
ら
科
学
技
術
や
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
。
一
方
だ
け
に
与

し
な
い
対
の
思
想
の
で
き
る
中
国
人
の
典
型
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
に
加
え

て
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
与
し
な
い
で
、
両
方
の
体
制
の
長
所
を
吸
収
し
て
新
し
い
中
国
型
社

会
主
義
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
中
庸
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
ま
た
毛
沢
東
は
、
次
の
よ
う
に
も
言
い
、
ア
メ
リ
カ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

食
品
検
査
法
の
改
良
方
法
に
つ
い
て
、「
ソ
ビ
エ
ト
に
学
べ
と
私
が
言
っ
た
と
て
、
大
小
便
の

仕
方
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
学
ぶ
必
要
は
な
い
、
ち
が
う
か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
も
う
ソ

ビ
エ
ト
な
ん
か
か
ら
学
び
た
く
な
い
ぞ
、
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
学
び
た
い
」（
二

三
）
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
学
ぶ
必
要
性
ー
「
対
の
思
想
」
を
持

っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
社

会
主
義
国
の
指
導
者
と
し
て
は
、
全
く
型
破
り
の
親
米
発
言
を
し
て
い
る
。 

で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
西
洋
文
化
を
中
国
文
化
の
発
展
の
た
め
に
吸
収
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
受
容
方
法
が
、
次
の
問
題
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
西
洋
文
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化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ソ
連
へ
の
不
満
、
そ
し
て
西
側
か
ら
学
ぶ
べ
き
必
要
を
し
き
り
に
話
題
し
た
。
中
国
文

化
の
停
滞
を
憂
へ
、
西
洋
の
思
想
が
中
国
を
活
性
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。
従
属

さ
れ
な
い
よ
う
な
形
で
西
側
か
ら
借
入
し
、
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ

ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
。
私
が
東
西
文
化
の
大
い
な
る
相
違
を
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
そ

れ
は
想
像
力
と
冒
険
心
に
か
け
る
と
主
席
は
私
を
攻
撃
し
た
」(

二
四
）
と
、
毛
沢
東
は
西
洋

文
化
が
中
国
を
活
性
化
す
る
と
信
じ
て
お
り
、
李
氏
の
反
対
発
言
を
想
像
性
と
冒
険
心
に
欠

け
る
、
と
激
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
型
社
会
主
義
国
家
の
理
想
像
は
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な

い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
所
か
ら
、
中
国
＝
社
会
主
義

と
西
洋
＝
資
本
主
義
の
混
合
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

当
時
の
中
国
共
産
党
の
幹
部
の
大
多
数
が
、
ソ
連
一
辺
倒
だ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
毛
沢

東
に
は
、
ソ
連
に
従
属
さ
れ
た
く
な
い
中
国
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
誇
り
と
、
西
洋
文
化

の
優
秀
性
を
見
抜
く
卓
越
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
文
化
創
造
へ
の
「
対
の
思
想
」

―
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
性
を
維
持
し
て
融
合
す
る
必
要
性
―
を
抱
い
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
的
社
会
主
義
国
家
像
の
一
つ
は
、
中
国
社
会
主
義
と
西

洋
資
本
主
義
の
融
合
し
た
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
り
、
中
国
風
＝
社
会
主
義
で
も
西

洋
風
＝
資
本
主
義
で
も
な
い
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
と
い

う
、
相
異
な
る
文
化
の
混
合
・
融
合
的
な
社
会
主
義
国
家
像
で
あ
る
。
全
く
統
一
性
や
論
理

一
貫
性
の
な
い
、
相
異
な
る
二
つ
の
国
家
体
制
の
融
合
し
た
理
想
国
家
像
を
持
っ
て
い
た
。 

 
 

李
氏
は
、「
わ
れ
わ
れ
中
国
人
は
わ
れ
わ
れ
な
り
の
習
慣
を
持
つ
。
な
ぜ
外
国
の
真
似
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
言
い
、
毛
沢
東
は
中
山
服
を
着
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢

東
は
中
国
文
化
の
主
体
性
を
失
わ
ず
（
二
五
）、
先
進
的
な
欧
米
等
の
外
国
文
化
を
吸
収
し
て

、
伝
統
的
な
中
国
風
で
も
な
け
れ
ば
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
や
西
洋
資
本
主
義
で
も
な

い
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
新
し
い
中
国
型
社
会
主
義
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。 

し
か
し
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
方
法
論
は
、
李
氏
の
言
う
よ
う
に
社
会
主
義
国
と

資
本
主
義
国
は
、
対
立
的
で
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
容
易
に
癒
合
で
き
な
い
根
本

的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
持
つ
。
中
国
文
化
を
維
持
し
た
い
と
言
う
限
り
、
弁
証
法
的

統
一
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
る
毛
沢
東
に
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
的
な
対
立
物
の
統
一
と
い
う
思
考
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
二
六
）。
金
谷
氏
は

、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
を
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
矛
盾
論
で
な
く
、
中
国
的
な

対
立
関
係
を
容
認
し
た
矛
盾
関
係
を
示
し
て
い
る
両
面
思
考
と
、
指
摘
し
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
国
家
像
は
、
中
国
・
ソ
連
（
社
会
主
義
）
と
西
洋
（
資

本
主
義
）
と
い
う
、
容
易
に
融
合
で
き
そ
う
も
な
い
両
者
の
混
合
し
た
、
中
国
風
の
新
型
社

会
主
義
国
家
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
新
中
国
建
設
理
論
は
、
東
西
冷
戦
の

当
時
と
し
て
は
驚
嘆
に
値
す
る
発
想
を
持
っ
て
い
た
。
文
革
以
後
に
毛
沢
東
の
急
進
的
で
奇

抜
な
発
想
は
、
鄧
小
平
の
推
進
し
た
改
革
開
放
後
の
社
会
主
義
市
場
経
済
路
線
の
淵
源
に
な

る
の
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
新
生
中
国
の
未
来
を
切
り
開
く
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
は
、
一
九
五
六
年
九
月
の
第
八
回
党
大
会
前
の
予
備
会
議
で
、
重
工
業
の
要
で
あ

る
鉄
鋼
生
産
の
増
強
方
針
に
つ
い
て
、「
党
の
団
結
を
つ
よ
め
、
党
の
伝
統
を
受
け
縦
ご
う
（

一
九
五
六
年
八
月
三
十
日 

こ
れ
は
、
毛
沢
東
同
志
が
中
国
共
産
党
第
八
回
全
国
代
表
大
会

予
備
会
議
の
第
一
回
会
議
で
お
こ
な
っ
た
演
説
で
あ
る
）」
に
お
い
て
、 

「
き
ょ
う
か
ら
、
第
八
回
全
国
代
表
大
会
の
予
備
会
議
を
ひ
ら
く
。・
・
・
地
球
上
で
、
六

億
の
人
口
を
も
つ
国
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
が
見
く
び

ら
れ
て
い
た
の
に
は
、
わ
け
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
な
ん
の
貢
献
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
、
鋼
鉄
も
一
年
に
数
十
万
ト
ン
し
か
生
産
で
き
ず
、
そ
れ
も
日
本
人
の
手
に

 

 

て
中
国
を
改
造
し
て
、
偉
大
な
国
家
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
、
自
分
な
り
の 

〝
万
里
の
長
城
〟 

を
築
い
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
概
で
あ
っ
た
。
お
の
れ
の
偉
大
さ
と
国
家
の
偉
大
さ
が
な
い

ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
」(

二
一
）
と
言
う
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
は
近
代
人
的
思
考
を
し
て
お

ら
ず
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
の
往
時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見
る
前
近
代
的

な
中
華
帝
国
＝
「
偉
大
な
国
家
」
を
理
想
と
す
る
人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。 

で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
様
な
外
国
文
化
を
学
び
、
中
国
文
化
の
新
し
い
発
展
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法
に
つ
い
て
、 

「
社
会
主
義
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
中
国
人
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
た
め

の
方
便
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
古
代
の
栄
光
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
創
造
的
刺
激
を
え
よ
う
と
す
れ
ば
ソ
連
に
顔
を
向
け
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
第
一
級
の
社
会
主
義
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
の
時
点
か
ら
中
国
は
「
一
方
の
側
に
寄
る
」
と
毛
は
主
張
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ソ
連
は
中
国
の
新
政
府
が
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
だ
っ
た
。
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
つ

ね
に
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、

ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ

れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国
の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く

輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の

口
癖
だ
っ
た
。
主
席
は
一
度
と
し
て
ソ
連
型
の
社
会
主
義
を
無
批
判
、
無
修
正
の
ま
ま
で
中

国
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
初
め
て
面
談
し
た
そ
の
日

か
ら
、
主
席
は
欧
米
の
技
術
、
活
力
、
科
学
に
対
す
る
称
賛
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
た
。「
一
方

の
側
に
寄
る
」
と
い
う
姿
勢
は
常
に
、
ソ
連
だ
け
が
活
性
化
を
学
習
す
べ
き
唯
一
の
潜
在
的

な
源
泉
で
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
二
）

と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
、
常
に
中
国
的
特
質
を
持
っ
た
社
会
主
義

で
あ
り
、
社
会
主
義
国
の
先
進
国
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
だ
け
が
、
中
国
が
学
ぶ
べ
き
唯
一
の
国

で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
主
流
派
の
劉
少
奇
や
鄧
小
平
等
の
ソ
連
を
模
倣
す
る
漸
進
的
社
会

主
義
建
設
理
論
と
、
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
洋
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
先
進

的
科
学
技
術
や
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
硬
直
し
た
伝
統
的
社
会
主
義
者
で

は
な
か
っ
た
。
既
に
拙
稿
（
一
〇
）
で
述
べ
た
が
、
毛
沢
東
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中
国
建

国
以
前
か
ら
、
欧
米
文
化
へ
の
深
い
関
心
と
欧
米
文
化
の
吸
収
の
必
要
性
を
語
っ
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
は
、
一
つ
国
家
理
想
像
と
し
て
、
ソ
連
型
社
会
主
義
と
ア
メ
リ
カ
型
資
本

主
義
と
い
う
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
結
実
と
し
て
、
こ
れ
を
中
国
的
に
吸
収
し
た
中
国
の

特
殊
性
を
生
か
し
た
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
理
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
毛
沢
東
は
、
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
ソ
連
＝
社
会
主
義
国
と
ア
メ
リ
カ
＝
資

本
主
義
国
の
両
方
か
ら
科
学
技
術
や
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
。
一
方
だ
け
に
与

し
な
い
対
の
思
想
の
で
き
る
中
国
人
の
典
型
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
に
加
え

て
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
与
し
な
い
で
、
両
方
の
体
制
の
長
所
を
吸
収
し
て
新
し
い
中
国
型
社

会
主
義
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
中
庸
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
ま
た
毛
沢
東
は
、
次
の
よ
う
に
も
言
い
、
ア
メ
リ
カ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

食
品
検
査
法
の
改
良
方
法
に
つ
い
て
、「
ソ
ビ
エ
ト
に
学
べ
と
私
が
言
っ
た
と
て
、
大
小
便
の

仕
方
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
学
ぶ
必
要
は
な
い
、
ち
が
う
か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
も
う
ソ

ビ
エ
ト
な
ん
か
か
ら
学
び
た
く
な
い
ぞ
、
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
学
び
た
い
」（
二

三
）
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
学
ぶ
必
要
性
ー
「
対
の
思
想
」
を
持

っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
社

会
主
義
国
の
指
導
者
と
し
て
は
、
全
く
型
破
り
の
親
米
発
言
を
し
て
い
る
。 

で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
西
洋
文
化
を
中
国
文
化
の
発
展
の
た
め
に
吸
収
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
受
容
方
法
が
、
次
の
問
題
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
西
洋
文

毛沢東の権力闘争と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（序章）― 245（6）



 

 

中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
研
究
史
に
は
、
現
在
の
所
、
こ
の
様
な
未

だ
明
確
で
な
い
問
題
が
存
在
す
る
。
こ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
対
の
思

想
を
応
用
し
て
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
考
察
す
る
所
以
で
あ
る
。 

毛
沢
東
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
よ
り
毛
沢
東
思
想

に
言
及
し
た
研
究
者
は
、
金
谷
氏
の
み
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
為
に
筆

者
は
、
毛
沢
東
思
想
を
「
対
の
思
想
」
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
、
重
要
な
分
析
視
角
が
欠
落

し
て
い
る
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
、
既
に
拙
論
を
公
刊
し
た
（
一
七
）。
本
稿
は
、
中
国
人

の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
分
析
視
角
と
し
て
、
毛
沢
東
研
究
に
お
け

る
未
解
決
な
問
題
点
を
よ
り
深
く
解
明
す
る
こ
と
を
中
心
に
論
述
し
た
い
。 

 

 
 
 

二 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
建
設
理
論 

  

毛
沢
東
は
、
一
体
、
ど
の
様
な
中
国
の
社
会
主
義
建
設
国
家
の
理
想
像
を
持
っ
て
い
た
の

か
。
こ
の
問
題
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
劉
少
奇
等
の
主
流

派
と
の
中
国
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
像
に
つ
い
て
の
相
違
点
が
明
確
に
な
ら
な
い
。 

 

席
宣
・
金
春
明
氏
は
、
毛
沢
東
の
理
想
国
家
像
に
つ
い
て
、「
そ
れ
で
は
、
毛
沢
東
が
追
求

し
た
理
想
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

彼
自
身
一
度
も
明
確

に
述
べ
な
か
っ
た
」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
公
式
文
書
に
関
し
て

の
指
摘
で
あ
る
。
既
に
前
稿
で
紹
介
し
た
が
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会
主
義
国
家
建
設

理
論
は
、
中
国
的
特
色
あ
る
独
自
な
社
会
主
義
で
あ
り
、
当
時
の
第
一
級
の
社
会
主
義
先
進

国
で
あ
る
計
画
経
済
を
中
心
と
す
る
ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
支
持
す
る
劉
少
奇
・
周
恩
来

・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
国
家
建
設
像
と
は
異
な
っ
て
い
た
。 

 

つ
ま
り
毛
沢
東
に
は
、
資
本
主
義
＝
欧
米
を
賛
美
し
て
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
持

つ
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
に
基
づ
く
生
産
力
を
重
視
し
た
社
会
主
義
建
設
理
論
と
、
資
本
主
義

＝
欧
米
を
否
定
し
た
現
在
の
生
産
力
段
階
を
前
提
に
し
た
平
等
分
配
と
共
同
生
活
を
柱
と
す

る
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
原
始
共
同
体
的
社
会
主
義
建
設
理
論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二

つ
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
論
が
存
在
し
た
。
こ
の
理
想
国
家
像
は
、
中
国
人
の
基
本
的

な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
国
家
建
設
理
論
へ
の
現
れ
で
あ
っ
た
（
一
九
）。 

 

こ
こ
で
は
、
更
に
こ
れ
に
加
筆
し
て
、
今
一
度
、
毛
沢
東
の
新
中
国
の
国
家
改
造
論
ー
毛

沢
東
の
理
想
と
す
る
急
進
的
な
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
論
像
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

最
初
に
は
、
欧
米
を
賛
美
し
た
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
前
提
に
し
た
マ
ル
ク
ス
主

義
に
基
づ
く
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
社
会
主
義
建
設
理
論
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

 

ま
ず
毛
沢
東
の
新
文
化
の
創
造
方
法
―
中
国
文
化
と
外
国
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
文
化
の

創
造
―
に
つ
い
て
述
べ
る
。
毛
沢
東
の
中
国
文
化
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
中
国
の
文
化
は
気
息
奄
々
の
状
況
に
あ
る
と
毛
は
信
じ
て
い
た
。
中
国
文
化
を
活
性
化

さ
せ
る
の
は
自
分
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
海
外
か
ら
学
ぶ
の
は
不
可
欠
で
あ
る
と

し
て
諸
外
国
の
知
識
を
中
国
の
状
況
に
生
か
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
そ
の
成

果
を
こ
う
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
的
で
も
な
け
れ
ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も

な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」(

二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

中
国
の
停
滞
を
打
破
す
る
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
新
中
国
の
国
家
像
は
、「
ロ
バ
で
も
な
け

れ
ば
、
馬
で
も
な
い
、
ラ
バ
さ
」
と
言
う
よ
う
に
、
中
国
（
ロ
バ
）
と
外
国
（
馬
）
の
両
者

が
同
程
度
に
混
ざ
っ
た
融
合
物
（
ラ
バ
）
で
あ
っ
た
。
中
国
風
と
外
国
風
と
い
う
対
の
思
想

の
産
物
で
あ
る
新
型
の
中
国
社
会
主
義
像
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
李
氏
は
、 

「
主
席
は
私
に
対
し
て
つ
い
ぞ
「
近
代
化
」
な
る
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼

は
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
富
め
る
国
造
り
を
達
成
し
て
往
時
の
栄
光

を
取
り
戻
す
こ
と
ば
か
り
語
り
つ
づ
け
た
。
反
逆
者
、
偶
像
破
壊
者
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
え

 

 

な
い
点
に
あ
る
と
思
う
。
毛
沢
東
の
理
像
と
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
理
想
と
し
た
国
家
像

の
相
違
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
両
者
間
の
理
想
と
し
た
国
家
像
の
相
違
に
由
来
す
る
毛

沢
東
の
権
力
闘
争
の
実
体
も
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

一 

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
解
明
の
視
角
＝
対
の
思
想 

 

「
対
の
思
想
」
と
は
、
善
悪
や
表
裏
等
の
様
に
同
一
物
に
つ
い
て
、
両
面
を
同
時
に
見
て

考
え
る
両
面
思
考
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
が
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る

こ
と
は
、
既
に
駒
田
信
二
氏
・
金
谷
治
氏
等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る(

一
三
）。 

し
か
し
な
が
ら
駒
田
・
金
谷
氏
の
研
究
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。
駒

田
氏
の
「
対
の
思
想
」
の
研
究
は
、
中
国
文
学
の
な
か
で
の
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る

と
の
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
思
想
が
、
現
代
中
国
人
と
り
わ
け
毛
沢
東
思
想
に
お
い
て
如
何
に

生
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
内
容
ま
で
追
求
し
て
い
る
研
究
で
は
な
い
。 

金
谷
氏
は
、「
対
の
思
想
」
が
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
り
、
古
代
よ
り
現
代
ま
で
中
国

人
の
思
想
を
貫
く
中
国
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者

の
毛
沢
東
の
思
想
に
ま
で
深
く
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
の
本
文
を
引

用
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
同
氏
の
指
摘
は
、
毛
沢
東
の
一
書
作
の
中
で
の
指
摘
に
止

ま
り
、
毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
全
体
を
分
析
し
た
研
究
で
は
な
い
。 

山
内
一
男
氏
も
、
現
代
中
国
研
究
の
分
野
か
ら
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
。
山
内
氏
は
、
毛
沢
東
の
特
異
な
人
格
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
よ
う
の
長
期
に
わ
た
っ
て
中
国
経
済
の
近
代
化
を
阻
害
し
て
き
た
毛
沢
東
モ
デ

ル
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
核
心
を
な
す
毛
沢
東
の
政
治
的
理
念
は
ど
う
い
う
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
複
雑
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
全
面
的
に
答
え

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。・
・
・
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
、
毛

沢
東
と
い
う
人
物
の
特
殊
な
矛
盾
し
た
正
確
に
つ
い
て
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
毛

沢
東
は
言
論
の
上
で
は
個
人
崇
拝
に
反
対
し
な
が
ら
実
際
に
は
自
分
に
対
す
る
個
人
崇
拝
は

受
け
入
れ
、
封
建
的
家
父
長
主
義
の
上
に
立
っ
て
独
裁
を
実
行
し
た
。
政
治
的
問
題
に
限
定

し
て
い
え
ば
あ
る
見
解
に
同
意
し
て
い
な
が
ら
突
然
そ
の
立
場
を
変
え
、
逆
に
相
手
に
対
し

て
容
赦
の
な
い
批
判
を
加
え
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
す
で
に
の
べ
た
五

五
年
七
月
に
中
央
が
召
集
し
た
会
議
で
彼
が
行
っ
た
「
農
業
合
作
社
の
問
題
に
つ
い
て
」
と

い
う
報
告
が
そ
う
で
あ
っ
た
。・
・
・
ま
た
「
大
躍
進
」、
人
民
公
社
の
誤
り
が
あ
き
ら
か
に

な
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
と
い
え
ど
も
あ
る
程
度
そ
の
非
を
み
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
が

ら
、
五
九
年
の
蘆
山
会
議
で
彭
徳
懐
が
率
直
に
毛
沢
東
を
批
判
す
る
や
、
こ
ん
ど
は
逆
に
彭

徳
懐
に
対
し
て
激
し
い
非
難
と
攻
撃
を
加
え
、
つ
い
に
こ
れ
を
失
脚
さ
せ
た
の
で
あ
る
。・
・

・
」（
一
四
）。
山
内
氏
は
、
毛
沢
東
の
自
己
の
行
動
や
発
言
を
突
然
に
一
八
〇
度
変
更
す
る

こ
と
を
、
毛
沢
東
の
特
殊
な
矛
盾
し
た
人
格
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
思
考
方
法
は
、

駒
田
・
金
谷
氏
等
が
、
既
に
指
摘
し
て
い
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
「
対
の
思
想
」

な
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
も
典
型
的
な
中
国
人
気
質
を
継
承
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
（
一
五
）
。 

対
の
思
想
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
一
八
〇
度
自
己
の
言
動
を
変
更
す
る
事
で
あ
る
が
、
南

宋
の
朱
熹
が
「
凡
そ
陰
陽
は
、
循
環
で
説
く
場
合
と
、
対
待
で
説
く
場
合
が
あ
る
」（
朱
子
文

集
五
二
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
循
環
論
＝
言
動
変
更
と
対
待
論
＝
同
時
並
存
が
存
在
す

る
。
本
稿
で
考
察
す
る
政
治
史
展
開
の
場
合
は
、
同
一
物
へ
の
両
面
思
考
が
、
同
時
に
具
現

化
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
表
を
見
て
次
に
裏
を
見
る
の
で
あ
り
、

前
を
見
て
次
に
裏
を
見
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
て
く
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
や
契
機
の
下
で
、「
対
の
思
想
」
―
両
面
思
考
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
従
来
の
「
対
の
思
想
」
の
研
究
史
で
は
、
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
一
六
）
。 
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中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
研
究
史
に
は
、
現
在
の
所
、
こ
の
様
な
未

だ
明
確
で
な
い
問
題
が
存
在
す
る
。
こ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
対
の
思

想
を
応
用
し
て
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
考
察
す
る
所
以
で
あ
る
。 

毛
沢
東
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
よ
り
毛
沢
東
思
想

に
言
及
し
た
研
究
者
は
、
金
谷
氏
の
み
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
為
に
筆

者
は
、
毛
沢
東
思
想
を
「
対
の
思
想
」
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
、
重
要
な
分
析
視
角
が
欠
落

し
て
い
る
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
、
既
に
拙
論
を
公
刊
し
た
（
一
七
）。
本
稿
は
、
中
国
人

の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
を
分
析
視
角
と
し
て
、
毛
沢
東
研
究
に
お
け

る
未
解
決
な
問
題
点
を
よ
り
深
く
解
明
す
る
こ
と
を
中
心
に
論
述
し
た
い
。 

 

 
 
 

二 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
家
建
設
理
論 

  

毛
沢
東
は
、
一
体
、
ど
の
様
な
中
国
の
社
会
主
義
建
設
国
家
の
理
想
像
を
持
っ
て
い
た
の

か
。
こ
の
問
題
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
劉
少
奇
等
の
主
流

派
と
の
中
国
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
像
に
つ
い
て
の
相
違
点
が
明
確
に
な
ら
な
い
。 

 

席
宣
・
金
春
明
氏
は
、
毛
沢
東
の
理
想
国
家
像
に
つ
い
て
、「
そ
れ
で
は
、
毛
沢
東
が
追
求

し
た
理
想
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

彼
自
身
一
度
も
明
確

に
述
べ
な
か
っ
た
」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
公
式
文
書
に
関
し
て

の
指
摘
で
あ
る
。
既
に
前
稿
で
紹
介
し
た
が
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会
主
義
国
家
建
設

理
論
は
、
中
国
的
特
色
あ
る
独
自
な
社
会
主
義
で
あ
り
、
当
時
の
第
一
級
の
社
会
主
義
先
進

国
で
あ
る
計
画
経
済
を
中
心
と
す
る
ソ
連
型
漸
進
主
義
路
線
を
支
持
す
る
劉
少
奇
・
周
恩
来

・
鄧
小
平
等
の
党
内
主
流
派
の
国
家
建
設
像
と
は
異
な
っ
て
い
た
。 

 

つ
ま
り
毛
沢
東
に
は
、
資
本
主
義
＝
欧
米
を
賛
美
し
て
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
持

つ
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
に
基
づ
く
生
産
力
を
重
視
し
た
社
会
主
義
建
設
理
論
と
、
資
本
主
義

＝
欧
米
を
否
定
し
た
現
在
の
生
産
力
段
階
を
前
提
に
し
た
平
等
分
配
と
共
同
生
活
を
柱
と
す

る
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
原
始
共
同
体
的
社
会
主
義
建
設
理
論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二

つ
の
急
進
的
社
会
主
義
建
設
理
論
が
存
在
し
た
。
こ
の
理
想
国
家
像
は
、
中
国
人
の
基
本
的

な
両
面
思
考
ー
対
の
思
想
の
国
家
建
設
理
論
へ
の
現
れ
で
あ
っ
た
（
一
九
）。 

 

こ
こ
で
は
、
更
に
こ
れ
に
加
筆
し
て
、
今
一
度
、
毛
沢
東
の
新
中
国
の
国
家
改
造
論
ー
毛

沢
東
の
理
想
と
す
る
急
進
的
な
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
論
像
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

最
初
に
は
、
欧
米
を
賛
美
し
た
高
度
な
資
本
主
義
的
生
産
力
を
前
提
に
し
た
マ
ル
ク
ス
主

義
に
基
づ
く
高
度
な
生
産
力
を
持
つ
社
会
主
義
建
設
理
論
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

 

ま
ず
毛
沢
東
の
新
文
化
の
創
造
方
法
―
中
国
文
化
と
外
国
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
文
化
の

創
造
―
に
つ
い
て
述
べ
る
。
毛
沢
東
の
中
国
文
化
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
中
国
の
文
化
は
気
息
奄
々
の
状
況
に
あ
る
と
毛
は
信
じ
て
い
た
。
中
国
文
化
を
活
性
化

さ
せ
る
の
は
自
分
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
海
外
か
ら
学
ぶ
の
は
不
可
欠
で
あ
る
と

し
て
諸
外
国
の
知
識
を
中
国
の
状
況
に
生
か
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
そ
の
成

果
を
こ
う
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
的
で
も
な
け
れ
ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も

な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」(

二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

中
国
の
停
滞
を
打
破
す
る
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
新
中
国
の
国
家
像
は
、「
ロ
バ
で
も
な
け

れ
ば
、
馬
で
も
な
い
、
ラ
バ
さ
」
と
言
う
よ
う
に
、
中
国
（
ロ
バ
）
と
外
国
（
馬
）
の
両
者

が
同
程
度
に
混
ざ
っ
た
融
合
物
（
ラ
バ
）
で
あ
っ
た
。
中
国
風
と
外
国
風
と
い
う
対
の
思
想

の
産
物
で
あ
る
新
型
の
中
国
社
会
主
義
像
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
李
氏
は
、 

「
主
席
は
私
に
対
し
て
つ
い
ぞ
「
近
代
化
」
な
る
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼

は
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
富
め
る
国
造
り
を
達
成
し
て
往
時
の
栄
光

を
取
り
戻
す
こ
と
ば
か
り
語
り
つ
づ
け
た
。
反
逆
者
、
偶
像
破
壊
者
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
え

 

 

な
い
点
に
あ
る
と
思
う
。
毛
沢
東
の
理
像
と
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
理
想
と
し
た
国
家
像

の
相
違
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
両
者
間
の
理
想
と
し
た
国
家
像
の
相
違
に
由
来
す
る
毛

沢
東
の
権
力
闘
争
の
実
体
も
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 
一 
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
解
明
の
視
角
＝
対
の
思
想 

 

「
対
の
思
想
」
と
は
、
善
悪
や
表
裏
等
の
様
に
同
一
物
に
つ
い
て
、
両
面
を
同
時
に
見
て

考
え
る
両
面
思
考
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
が
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る

こ
と
は
、
既
に
駒
田
信
二
氏
・
金
谷
治
氏
等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る(

一
三
）。 

し
か
し
な
が
ら
駒
田
・
金
谷
氏
の
研
究
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。
駒

田
氏
の
「
対
の
思
想
」
の
研
究
は
、
中
国
文
学
の
な
か
で
の
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る

と
の
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
思
想
が
、
現
代
中
国
人
と
り
わ
け
毛
沢
東
思
想
に
お
い
て
如
何
に

生
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
内
容
ま
で
追
求
し
て
い
る
研
究
で
は
な
い
。 

金
谷
氏
は
、「
対
の
思
想
」
が
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
り
、
古
代
よ
り
現
代
ま
で
中
国

人
の
思
想
を
貫
く
中
国
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者

の
毛
沢
東
の
思
想
に
ま
で
深
く
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
の
本
文
を
引

用
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
同
氏
の
指
摘
は
、
毛
沢
東
の
一
書
作
の
中
で
の
指
摘
に
止

ま
り
、
毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
全
体
を
分
析
し
た
研
究
で
は
な
い
。 

山
内
一
男
氏
も
、
現
代
中
国
研
究
の
分
野
か
ら
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
。
山
内
氏
は
、
毛
沢
東
の
特
異
な
人
格
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
よ
う
の
長
期
に
わ
た
っ
て
中
国
経
済
の
近
代
化
を
阻
害
し
て
き
た
毛
沢
東
モ
デ

ル
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
核
心
を
な
す
毛
沢
東
の
政
治
的
理
念
は
ど
う
い
う
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
ひ
じ
ょ
う
に
複
雑
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
全
面
的
に
答
え

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。・
・
・
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
、
毛

沢
東
と
い
う
人
物
の
特
殊
な
矛
盾
し
た
正
確
に
つ
い
て
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
毛

沢
東
は
言
論
の
上
で
は
個
人
崇
拝
に
反
対
し
な
が
ら
実
際
に
は
自
分
に
対
す
る
個
人
崇
拝
は

受
け
入
れ
、
封
建
的
家
父
長
主
義
の
上
に
立
っ
て
独
裁
を
実
行
し
た
。
政
治
的
問
題
に
限
定

し
て
い
え
ば
あ
る
見
解
に
同
意
し
て
い
な
が
ら
突
然
そ
の
立
場
を
変
え
、
逆
に
相
手
に
対
し

て
容
赦
の
な
い
批
判
を
加
え
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
す
で
に
の
べ
た
五

五
年
七
月
に
中
央
が
召
集
し
た
会
議
で
彼
が
行
っ
た
「
農
業
合
作
社
の
問
題
に
つ
い
て
」
と

い
う
報
告
が
そ
う
で
あ
っ
た
。・
・
・
ま
た
「
大
躍
進
」、
人
民
公
社
の
誤
り
が
あ
き
ら
か
に

な
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
と
い
え
ど
も
あ
る
程
度
そ
の
非
を
み
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
が

ら
、
五
九
年
の
蘆
山
会
議
で
彭
徳
懐
が
率
直
に
毛
沢
東
を
批
判
す
る
や
、
こ
ん
ど
は
逆
に
彭

徳
懐
に
対
し
て
激
し
い
非
難
と
攻
撃
を
加
え
、
つ
い
に
こ
れ
を
失
脚
さ
せ
た
の
で
あ
る
。・
・

・
」（
一
四
）。
山
内
氏
は
、
毛
沢
東
の
自
己
の
行
動
や
発
言
を
突
然
に
一
八
〇
度
変
更
す
る

こ
と
を
、
毛
沢
東
の
特
殊
な
矛
盾
し
た
人
格
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
思
考
方
法
は
、

駒
田
・
金
谷
氏
等
が
、
既
に
指
摘
し
て
い
る
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
「
対
の
思
想
」

な
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
も
典
型
的
な
中
国
人
気
質
を
継
承
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
（
一
五
）
。 

対
の
思
想
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
一
八
〇
度
自
己
の
言
動
を
変
更
す
る
事
で
あ
る
が
、
南

宋
の
朱
熹
が
「
凡
そ
陰
陽
は
、
循
環
で
説
く
場
合
と
、
対
待
で
説
く
場
合
が
あ
る
」（
朱
子
文

集
五
二
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
循
環
論
＝
言
動
変
更
と
対
待
論
＝
同
時
並
存
が
存
在
す

る
。
本
稿
で
考
察
す
る
政
治
史
展
開
の
場
合
は
、
同
一
物
へ
の
両
面
思
考
が
、
同
時
に
具
現

化
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
表
を
見
て
次
に
裏
を
見
る
の
で
あ
り
、

前
を
見
て
次
に
裏
を
見
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
て
く
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
や
契
機
の
下
で
、「
対
の
思
想
」
―
両
面
思
考
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
従
来
の
「
対
の
思
想
」
の
研
究
史
で
は
、
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
一
六
）
。 

毛沢東の権力闘争と対の思想　―李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりとして（序章）― 247（4）



 

 

て
い
る
。
し
か
し
渡
辺
氏
の
指
摘
に
お
い
て
も
疑
問
は
残
る
。
①
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
は
、

自
己
の
抱
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
の
実
現
だ
け
が
目
的
な
の
か
。
権
力
闘
争
の
目
的
に

は
、
権
力
闘
争
に
付
随
す
る
自
己
の
政
治
的
地
位
の
確
立
と
い
う
野
望
は
無
か
っ
た
の
か
。

②
毛
沢
東
は
何
故
に
二
十
年
間
も
次
々
と
政
策
論
争
を
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
個
別

の
権
力
闘
争
の
政
策
は
、
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
③
個
別
の
政
策
論
争
に
お

け
る
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
の
内
容
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
④
毛
沢
東
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
像
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
⑤
党
内
で
の
権
力
闘
争
の
淵
源
が
不
明
確

で
あ
る
。
渡
辺
氏
の
主
張
で
は
、
以
上
の
五
点
が
不
明
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
既
に
筆
者
が
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
の
中
国
共
産
党
第
八
回

党
大
会
の
議
決
を
廻
り
、
毛
沢
東
等
の
小
数
派
と
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
と
の
間
で
は
、

中
国
の
未
来
像
で
あ
る
社
会
主
義
建
設
理
想
が
異
な
っ
て
い
た
以
上
、
毛
沢
東
が
自
己
の
理

想
実
現
の
反
対
者
を
排
除
し
て
、
自
己
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
者
間
で
の
中
国

社
会
主
義
の
未
来
像
を
廻
る
権
力
闘
争
は
必
至
で
あ
る
（
一
〇
）。 

し
か
し
な
が
ら
従
来
の
研
究
史
で
は
、
第
八
回
党
大
会
以
後
に
続
出
し
た
毛
沢
東
の
諸
政

策
に
つ
い
て
、
左
派
の
毛
沢
東
等
の
少
数
派
と
右
派
の
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争

と
見
る
本
格
的
な
専
論
は
、
未
だ
存
在
し
な
い
。
概
論
で
断
片
的
指
摘
は
存
在
し
て
も
、
そ

の
原
因
・
毛
沢
東
の
政
治
的
目
的
・
結
末
に
つ
い
て
、
深
く
追
及
し
た
論
考
は
存
在
し
な
い
。 

最
近
次
々
に
出
版
さ
れ
た
毛
沢
東
の
人
物
像
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
も
、

毛
沢
東
の
人
物
像
の
紹
介
が
主
流
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
人
生
の
後
半
期
を
政
治
権
力
闘
争
の

歴
史
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
作
品
は
非
常
に
少
な
い
（
一
一
）。 

以
上
、
簡
単
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
後
半
期
の
政
治
的
人
生
に
つ
い
て
、
劉
少

奇
等
の
党
内
主
流
派
と
毛
沢
東
等
の
党
内
小
数
派
と
の
権
力
闘
争
と
把
握
し
て
、
こ
れ
を
研

究
し
た
論
考
が
少
な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
中
途
半
端
で
政
策
の
概
説
的
説
明
に
終
始
し
て

い
る
。
毛
沢
東
思
想
に
関
す
る
研
究
や
書
物
は
、
膨
大
な
数
に
上
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
毛
沢

東
の
思
想
や
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
関
す
る
研
究
が
深
化
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
政
治
行
動
や
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
解
明
に
つ
い
て
、
そ

れ
を
分
析
す
る
基
本
的
資
料
や
方
法
論
の
提
起
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
問
題
点
を
解
明
す
る
に
は
、
筆
者
は
以
下
の
二
点
の
視
角
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。 

①
先
ず
は
参
照
す
べ
き
基
本
資
料
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
研
究
の
手
薄
な
現
状
を

打
開
す
る
資
料
と
し
て
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
二
十
二
年
の
長
き
期
間
、
彼
に
奉
仕
し

て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
を
『
実
録
』
的
に
記
録
し
た
唯
一
の
歴
史
的
資
料
で
あ
る
李
志
綏

氏
の
執
筆
に
係
る
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘

争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
構
造
論
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
所
以
で
あ
る
（
一
二
）
。 

②
次
は
方
法
論
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
人
格
や
政
治
理
想
、
そ
し
て
文
化
大
革
命
を
引
き
起

こ
し
た
波
乱
万
丈
に
富
む
権
力
闘
争
の
全
過
程
を
、
一
体
、
ど
の
様
な
分
析
角
度
で
解
明
し

た
ら
、
最
も
真
実
に
迫
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
分
析
に
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
と
さ
れ
る
毛
沢
東
の

精
神
の
根
底
に
強
く
働
い
て
い
る
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思

考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
闘
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
提
起
し
て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争

の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
構
造
論
的
に
解
明
し
て
見
た
い
。 

李
氏
が
毛
沢
東
を
「
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
」
と
批
評
す
る
所
か
ら
考
え
て
、
中
国

人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
様
式
を
無
視
し
て
は
、
中
国
的
特
色
を
持
つ
社
会
主
義
建
設

を
理
想
と
し
た
と
さ
れ
る
毛
沢
東
の
政
治
理
念
や
権
力
闘
争
も
解
明
で
き
な
い
と
思
う
。 

③
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
研
究
史
の
停
滞
し
て
い
る
原
因
は
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会

主
義
国
家
建
設
理
論
の
具
体
的
解
明
が
進
展
し
て
い
な
く
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
と
の

社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
に
つ
い
て
、
両
者
間
の
明
確
な
相
違
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

 

 

す
る
た
め
に
行
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
三
カ
年
の
調
整
期
」
に
、
人
民
公
社
は
解
体
の
危
機
に
瀕

し
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
現
実
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
「
修
正
主
義
の
発
生
」
と
受
け
止
め
、

修
正
主
義
反
対
を
目
指
し
た
一
大
政
治
運
動
を
決
意
し
た
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
に
ほ
か
な

ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
同
氏
に
お
い
て
も
、
第
八
回
党
大
会
以
後
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の

主
流
派
と
の
中
国
社
会
主
義
路
線
を
廻
る
権
力
闘
争
と
し
て
の
視
点
は
希
薄
で
あ
る
（
五
）
。 

堀
川
哲
男
氏
の
説
明
に
お
い
て
も
、
整
風
運
動
、
大
躍
進
、
文
化
大
革
命
に
つ
い
て
は
、

事
実
関
係
の
説
明
の
羅
列
が
中
心
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
史
と
し
て
の
視
点
が
、
大

き
く
欠
落
し
て
い
る
（
六
）。
こ
の
よ
う
な
権
力
闘
争
史
観
の
希
薄
或
い
は
欠
落
し
た
視
点
は

、
久
保
亨
氏
等
の
執
筆
に
係
る
中
国
近
代
の
概
説
書
で
も
同
様
で
あ
る
（
七
）。 

と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
史
の
貧
困
な
研
究
史
の
状
況
の
中
に
お
い
て
、

文
化
大
革
命
中
の
最
中
、『
人
民
日
報
』
な
ど
公
式
文
書
の
み
で
し
か
、
現
在
中
国
の
政
治
動

向
を
分
析
・
考
察
で
き
な
い
困
難
な
状
況
の
中
で
、
解
放
後
の
中
国
政
治
を
急
進
主
義
路
線

の
毛
沢
東
派
と
穏
健
路
線
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
実
権
派
の
権
力
闘
争
史
で
あ
っ
た
、
と

主
張
し
た
中
西
功
氏
の
研
究
は
特
筆
に
値
す
る
。
中
西
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
経
過
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
と
そ
の
支
持
者
は
一
〇
年
ま
え
に
は

主
と
し
て
経
済
政
策
の
失
敗
に
よ
っ
て
一
時
は
第
一
線
を
退
き
、
一
〇
中
全
会
で
再
起
し
、

公
然
と
「
実
権
派
」
を
糾
弾
す
る
と
こ
ろ
ま
で
立
ち
直
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
国
際

政
策
の
手
ひ
ど
い
失
敗
に
あ
い
、
党
・
政
府
機
構
に
力
を
も
つ
「
実
権
派
」
と
の
矛
盾
を
ふ

か
め
、
そ
れ
を
打
倒
す
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
派
」
の
「
革
命
」
を
決
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
そ
れ
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
す
べ
て
の
搾
取
階
級
に
反
対
す

る
政
治
的
な
大
革
命
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
敵
勢
力
を
打
倒

し
て
革
命
政
権
を
う
ち
た
て
る
普
通
の
革
命
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
お
な
じ
も
の
で
あ
る

は
ず
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
第
八
回
党
大
会
の
き
め
た
文
化
革

命
や
整
風
運
動
を
敵
対
的
な
闘
争
に
転
化
し
、
大
衆
を
動
員
し
て
「
革
命
的
」
に
お
こ
な
っ

た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
（
八
）
。
中
西
氏
の
主
張
は
、
第
八
回
党
大
会
以
後
よ
り
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
化
大
革
命
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
毛
沢
東
派
と
劉
少
奇
派
と
の
権
力
闘
争
史
で
あ
り
、

毛
沢
東
の
奪
権
闘
争
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
先
見
の
明
の
あ
る
論
旨
で
あ
る
。 

 

し
か
し
同
氏
の
主
張
も
、
根
本
的
な
資
料
ー
何
よ
り
も
毛
沢
東
の
日
常
的
発
言
に
依
拠
し

た
主
張
で
な
い
故
に
、
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。 

 

鄧
小
平
の
改
革
開
放
路
線
以
後
の
中
国
研
究
に
お
い
て
は
、
渡
辺
氏
が
毛
沢
東
の
後
半
生

を
劉
少
奇
等
の
主
流
派
と
の
階
級
闘
争
史
と
的
確
に
主
張
し
て
い
る
の
が
、
注
目
に
値
す
る
。

渡
辺
氏
は
、
現
実
主
義
者
の
鄧
小
平
と
毛
沢
東
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
を
比
較
し
て
、 

「
し
か
も
毛
沢
東
は
絶
対
的
権
威
者
と
し
て
社
会
主
義
の
解
釈
権
を
独
占
し
、「
左
」
傾
を

お
し
と
ど
め
る
勢
力
の
す
べ
て
を
「
右
翼
日
和
見
主
義
者
」「
修
正
主
義
者
」
と
し
て
葬
り
去

っ
た
。
毛
沢
東
の
純
粋
な
ま
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
は
、
他
面
で
は
苛
烈
な
暴
力
主
義

と
な
っ
て
中
国
社
会
を
壟
断
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
思
想
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
行
動
は
中
国
社
会
の
現
実
か
ら
遊
離
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
毛
沢
東
思
想
の
現
実
化

は
中
国
社
会
を
苦
境
に
お
と
し
め
、
苦
境
の
現
実
を
見
据
え
て
「
冒
進
」
を
諭
す
実
務
派
官

僚
と
の
軋
轢
は
ほ
と
ん
ど
不
可
避
で
あ
っ
た
。
現
実
的
基
盤
を
欠
い
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
は
、

こ
れ
を
現
実
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
も
う
一
つ
の
社
会
勢
力
「
実
権
派
」
を
恒
常
的
に
生
み

つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
に
は
「
実
権
派
」
は
自
ら
に
刀
向
か
う
「
階
級
敵
」

と
し
て
し
か
映
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
毛
沢
東
に
と
っ
て
階
級
闘
争
は
ほ
と
ん

ど
恒
常
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
こ
の
階
級
敵
と
の
闘
争
が
、
整
風
運
動
で
あ
り
、
反
右
派

闘
争
で
あ
り
、
蘆
山
会
議
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
政

治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
毛
流
の
階
級
闘
争
の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
」
（
九
）
と
述
べ
て
、
文
革
中
に
主
張
し
た
中
西
氏
と
、
ほ
ぼ
同
じ
論
旨
を
展
開
し
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て
い
る
。
し
か
し
渡
辺
氏
の
指
摘
に
お
い
て
も
疑
問
は
残
る
。
①
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
は
、

自
己
の
抱
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
の
実
現
だ
け
が
目
的
な
の
か
。
権
力
闘
争
の
目
的
に

は
、
権
力
闘
争
に
付
随
す
る
自
己
の
政
治
的
地
位
の
確
立
と
い
う
野
望
は
無
か
っ
た
の
か
。

②
毛
沢
東
は
何
故
に
二
十
年
間
も
次
々
と
政
策
論
争
を
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
個
別

の
権
力
闘
争
の
政
策
は
、
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
③
個
別
の
政
策
論
争
に
お

け
る
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
の
内
容
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
④
毛
沢
東
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
社
会
主
義
像
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
⑤
党
内
で
の
権
力
闘
争
の
淵
源
が
不
明
確

で
あ
る
。
渡
辺
氏
の
主
張
で
は
、
以
上
の
五
点
が
不
明
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
既
に
筆
者
が
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
の
中
国
共
産
党
第
八
回

党
大
会
の
議
決
を
廻
り
、
毛
沢
東
等
の
小
数
派
と
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
と
の
間
で
は
、

中
国
の
未
来
像
で
あ
る
社
会
主
義
建
設
理
想
が
異
な
っ
て
い
た
以
上
、
毛
沢
東
が
自
己
の
理

想
実
現
の
反
対
者
を
排
除
し
て
、
自
己
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
者
間
で
の
中
国

社
会
主
義
の
未
来
像
を
廻
る
権
力
闘
争
は
必
至
で
あ
る
（
一
〇
）。 

し
か
し
な
が
ら
従
来
の
研
究
史
で
は
、
第
八
回
党
大
会
以
後
に
続
出
し
た
毛
沢
東
の
諸
政

策
に
つ
い
て
、
左
派
の
毛
沢
東
等
の
少
数
派
と
右
派
の
劉
小
埼
等
の
主
流
派
と
の
権
力
闘
争

と
見
る
本
格
的
な
専
論
は
、
未
だ
存
在
し
な
い
。
概
論
で
断
片
的
指
摘
は
存
在
し
て
も
、
そ

の
原
因
・
毛
沢
東
の
政
治
的
目
的
・
結
末
に
つ
い
て
、
深
く
追
及
し
た
論
考
は
存
在
し
な
い
。 

最
近
次
々
に
出
版
さ
れ
た
毛
沢
東
の
人
物
像
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
お
い
て
も
、

毛
沢
東
の
人
物
像
の
紹
介
が
主
流
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
人
生
の
後
半
期
を
政
治
権
力
闘
争
の

歴
史
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
作
品
は
非
常
に
少
な
い
（
一
一
）。 

以
上
、
簡
単
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
後
半
期
の
政
治
的
人
生
に
つ
い
て
、
劉
少

奇
等
の
党
内
主
流
派
と
毛
沢
東
等
の
党
内
小
数
派
と
の
権
力
闘
争
と
把
握
し
て
、
こ
れ
を
研

究
し
た
論
考
が
少
な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
中
途
半
端
で
政
策
の
概
説
的
説
明
に
終
始
し
て

い
る
。
毛
沢
東
思
想
に
関
す
る
研
究
や
書
物
は
、
膨
大
な
数
に
上
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
毛
沢

東
の
思
想
や
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
に
関
す
る
研
究
が
深
化
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
政
治
行
動
や
権
力
闘
争
の
具
体
的
な
解
明
に
つ
い
て
、
そ

れ
を
分
析
す
る
基
本
的
資
料
や
方
法
論
の
提
起
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
問
題
点
を
解
明
す
る
に
は
、
筆
者
は
以
下
の
二
点
の
視
角
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。 

①
先
ず
は
参
照
す
べ
き
基
本
資
料
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
研
究
の
手
薄
な
現
状
を

打
開
す
る
資
料
と
し
て
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
二
十
二
年
の
長
き
期
間
、
彼
に
奉
仕
し

て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
を
『
実
録
』
的
に
記
録
し
た
唯
一
の
歴
史
的
資
料
で
あ
る
李
志
綏

氏
の
執
筆
に
係
る
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘

争
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
構
造
論
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
所
以
で
あ
る
（
一
二
）
。 

②
次
は
方
法
論
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
人
格
や
政
治
理
想
、
そ
し
て
文
化
大
革
命
を
引
き
起

こ
し
た
波
乱
万
丈
に
富
む
権
力
闘
争
の
全
過
程
を
、
一
体
、
ど
の
様
な
分
析
角
度
で
解
明
し

た
ら
、
最
も
真
実
に
迫
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
権
力
闘
争
の
分
析
に
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
と
さ
れ
る
毛
沢
東
の

精
神
の
根
底
に
強
く
働
い
て
い
る
中
国
人
と
し
て
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思

考
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
闘
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
提
起
し
て
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争

の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
構
造
論
的
に
解
明
し
て
見
た
い
。 

李
氏
が
毛
沢
東
を
「
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
」
と
批
評
す
る
所
か
ら
考
え
て
、
中
国

人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
様
式
を
無
視
し
て
は
、
中
国
的
特
色
を
持
つ
社
会
主
義
建
設

を
理
想
と
し
た
と
さ
れ
る
毛
沢
東
の
政
治
理
念
や
権
力
闘
争
も
解
明
で
き
な
い
と
思
う
。 

③
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
研
究
史
の
停
滞
し
て
い
る
原
因
は
、
毛
沢
東
の
理
想
と
し
た
社
会

主
義
国
家
建
設
理
論
の
具
体
的
解
明
が
進
展
し
て
い
な
く
、
劉
少
奇
等
の
党
内
主
流
派
と
の

社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
に
つ
い
て
、
両
者
間
の
明
確
な
相
違
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

 

 

す
る
た
め
に
行
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
三
カ
年
の
調
整
期
」
に
、
人
民
公
社
は
解
体
の
危
機
に
瀕

し
た
。
毛
沢
東
は
こ
の
現
実
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
「
修
正
主
義
の
発
生
」
と
受
け
止
め
、

修
正
主
義
反
対
を
目
指
し
た
一
大
政
治
運
動
を
決
意
し
た
。
こ
れ
が
文
化
大
革
命
に
ほ
か
な

ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
同
氏
に
お
い
て
も
、
第
八
回
党
大
会
以
後
の
毛
沢
東
と
劉
少
奇
等
の

主
流
派
と
の
中
国
社
会
主
義
路
線
を
廻
る
権
力
闘
争
と
し
て
の
視
点
は
希
薄
で
あ
る
（
五
）
。 

堀
川
哲
男
氏
の
説
明
に
お
い
て
も
、
整
風
運
動
、
大
躍
進
、
文
化
大
革
命
に
つ
い
て
は
、

事
実
関
係
の
説
明
の
羅
列
が
中
心
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
史
と
し
て
の
視
点
が
、
大

き
く
欠
落
し
て
い
る
（
六
）。
こ
の
よ
う
な
権
力
闘
争
史
観
の
希
薄
或
い
は
欠
落
し
た
視
点
は

、
久
保
亨
氏
等
の
執
筆
に
係
る
中
国
近
代
の
概
説
書
で
も
同
様
で
あ
る
（
七
）。 

と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
史
の
貧
困
な
研
究
史
の
状
況
の
中
に
お
い
て
、

文
化
大
革
命
中
の
最
中
、『
人
民
日
報
』
な
ど
公
式
文
書
の
み
で
し
か
、
現
在
中
国
の
政
治
動

向
を
分
析
・
考
察
で
き
な
い
困
難
な
状
況
の
中
で
、
解
放
後
の
中
国
政
治
を
急
進
主
義
路
線

の
毛
沢
東
派
と
穏
健
路
線
の
劉
少
奇
・
鄧
小
平
等
の
実
権
派
の
権
力
闘
争
史
で
あ
っ
た
、
と

主
張
し
た
中
西
功
氏
の
研
究
は
特
筆
に
値
す
る
。
中
西
氏
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
以
上
の
経
過
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
と
そ
の
支
持
者
は
一
〇
年
ま
え
に
は

主
と
し
て
経
済
政
策
の
失
敗
に
よ
っ
て
一
時
は
第
一
線
を
退
き
、
一
〇
中
全
会
で
再
起
し
、

公
然
と
「
実
権
派
」
を
糾
弾
す
る
と
こ
ろ
ま
で
立
ち
直
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
国
際

政
策
の
手
ひ
ど
い
失
敗
に
あ
い
、
党
・
政
府
機
構
に
力
を
も
つ
「
実
権
派
」
と
の
矛
盾
を
ふ

か
め
、
そ
れ
を
打
倒
す
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
派
」
の
「
革
命
」
を
決
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
そ
れ
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
す
べ
て
の
搾
取
階
級
に
反
対
す

る
政
治
的
な
大
革
命
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
敵
勢
力
を
打
倒

し
て
革
命
政
権
を
う
ち
た
て
る
普
通
の
革
命
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
お
な
じ
も
の
で
あ
る

は
ず
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
第
八
回
党
大
会
の
き
め
た
文
化
革

命
や
整
風
運
動
を
敵
対
的
な
闘
争
に
転
化
し
、
大
衆
を
動
員
し
て
「
革
命
的
」
に
お
こ
な
っ

た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
（
八
）
。
中
西
氏
の
主
張
は
、
第
八
回
党
大
会
以
後
よ
り
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
化
大
革
命
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、
毛
沢
東
派
と
劉
少
奇
派
と
の
権
力
闘
争
史
で
あ
り
、

毛
沢
東
の
奪
権
闘
争
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
先
見
の
明
の
あ
る
論
旨
で
あ
る
。 

 

し
か
し
同
氏
の
主
張
も
、
根
本
的
な
資
料
ー
何
よ
り
も
毛
沢
東
の
日
常
的
発
言
に
依
拠
し

た
主
張
で
な
い
故
に
、
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。 

 

鄧
小
平
の
改
革
開
放
路
線
以
後
の
中
国
研
究
に
お
い
て
は
、
渡
辺
氏
が
毛
沢
東
の
後
半
生

を
劉
少
奇
等
の
主
流
派
と
の
階
級
闘
争
史
と
的
確
に
主
張
し
て
い
る
の
が
、
注
目
に
値
す
る
。

渡
辺
氏
は
、
現
実
主
義
者
の
鄧
小
平
と
毛
沢
東
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
を
比
較
し
て
、 

「
し
か
も
毛
沢
東
は
絶
対
的
権
威
者
と
し
て
社
会
主
義
の
解
釈
権
を
独
占
し
、「
左
」
傾
を

お
し
と
ど
め
る
勢
力
の
す
べ
て
を
「
右
翼
日
和
見
主
義
者
」「
修
正
主
義
者
」
と
し
て
葬
り
去

っ
た
。
毛
沢
東
の
純
粋
な
ま
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
は
、
他
面
で
は
苛
烈
な
暴
力
主
義

と
な
っ
て
中
国
社
会
を
壟
断
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
思
想
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
行
動
は
中
国
社
会
の
現
実
か
ら
遊
離
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
毛
沢
東
思
想
の
現
実
化

は
中
国
社
会
を
苦
境
に
お
と
し
め
、
苦
境
の
現
実
を
見
据
え
て
「
冒
進
」
を
諭
す
実
務
派
官

僚
と
の
軋
轢
は
ほ
と
ん
ど
不
可
避
で
あ
っ
た
。
現
実
的
基
盤
を
欠
い
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
は
、

こ
れ
を
現
実
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
も
う
一
つ
の
社
会
勢
力
「
実
権
派
」
を
恒
常
的
に
生
み

つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
毛
沢
東
に
は
「
実
権
派
」
は
自
ら
に
刀
向
か
う
「
階
級
敵
」

と
し
て
し
か
映
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
毛
沢
東
に
と
っ
て
階
級
闘
争
は
ほ
と
ん

ど
恒
常
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
こ
の
階
級
敵
と
の
闘
争
が
、
整
風
運
動
で
あ
り
、
反
右
派

闘
争
で
あ
り
、
蘆
山
会
議
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
政

治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
毛
流
の
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近
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－対の思想（両面思考）から見た
儒家思想の国家権力構造につい
て－ 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４５巻,pp.74-94 (2012) 

  

小倉正昭 
 
 
 

毛沢東の人格と「対の思想」 －
李志綏『毛沢東の私生活』の分析
を手掛かりにして（一）－ 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４５巻,pp.52-72 (2012) 

  

小倉正昭 
 
 
 

毛沢東の政治理想と「対の思想」
－李志綏『毛沢東の私生活』の分
析を手掛かりにして（二）－ 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４５巻,pp.30-50 (2012) 

  

西岡將美 
 
 
 

高専における学級担任はどうあ
るべきか－東海・北陸地区新任教
員研修を終えて－ 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p223-224, 東京 

  

西岡將美 
 
 
 

鈴鹿高専における NRT 新入生学
力検査の利用 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，p9-10，近
大高専 

大貫洋介，川本正治，林浩士

西岡將美 
 
 
 

全国標準診断的学力試験を用い
た新入生の基礎学力の分析 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p135-136, 東京 

大貫洋介，川本正治，林浩士

久留原昌宏 
 
 
 

近代三重の歌人たち～佐佐木信
綱をはじめとして～ （講演） 

単著 みえアカデミックセミナー
2011 移動講座（いせトピア）
2012 年 1 月 

  

久留原昌宏 
 
 
 

文人・松村勝行の研究（上）― 弁
論と戯曲・シナリオ・小説・エッ
セイなど― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 45 巻 pp.123-136 2012 年
2 月 

  

久留原昌宏 
 
 

生誕１４０周年・佐佐木信綱を読
みなおす （講演） 

単著 短歌塾「新樹」（三重県歌人
クラブ主催） 2012 年 7 月 

  

久留原昌宏 
 
 
 

『今こそよみたい近代短歌』（佐
佐木信綱・会津八一の項） 

共著 翰林書房       
2012 年 10 月刊行（pp.76-79，
pp.188-191） 

長澤ちづ，山田吉郎，鈴木泰
恵 編 

堀江太郎 
 
 

基礎数学問題集 共著 東海地区高専数学担当教員
協議会, 鈴鹿工業高等専門
学校 

伊藤清、大貫洋介、川本正治、
篠原雅史、西川雅堂、堀江太
郎、安富真一 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
堀江太郎 

 
 
 

 
Some Results of Kohnen-Zagier 
[Kohnen-Zagier, Inv. Math.64 
(1981)] 

 
単著

 
Work Shop 2012 「H-periods, 
Functoriality and RTF」 (岡
山大学, ２０１２年３月) 

 
堀江太郎 

川本正治 
 
 

TA を活用した補習の方法 単著 日本数学教育学会総会特集
号，p637，福岡 

川本正治 

川本正治 
 
 
 

TA を活用した数学の補習につい
て 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p65-66, 東京 

川本正治，伊藤清，堀江太郎，
大貫洋介，篠原雅史，豊田哲

川本正治 
 
 
 
 
 
 

選択式問題による試験から見え
る高専生の現状と課題 

共著 日本数学教育学会高専・大学
部会誌，Vol.18，p59-74 

冨山正人，高田功，長岡耕一，
柳井忠，阿蘇和寿，梅野善雄，
小原康博，川本正治，小中澤
聖二，小林茂樹，馬淵雅生，
向山一男，森田健二，山本孝
司 

川本正治 
 
 

学習意欲の向上を目指した数学
教材の開発 

共著 久留米高専紀要第２７巻，
p73-83 

宮地俊彦，酒井道宏，楢崎亮，
川本正治，篠原雅史 

川本正治 
 
 
 

基礎数学問題集 共著 鈴鹿工業高等専門学校 伊藤清，大貫洋介，川本正治，
篠原雅史，西川雅堂，堀江太
郎，安富真一 

川本正治 
 
 
 

全国標準診断的学力試験を用い
た新入生の基礎学力の分析 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p135-136, 東京 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

川本正治 
 
 
 

高専バスケットボール発展に向
けた新たな取り組み 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p231-232, 東京 

  

川本正治 
 
 
 

鈴鹿高専における NRT 新入生学
力検査の利用 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，p9-10，近
大高専 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

大貫洋介 
 
 
 

基礎数学問題集 共著 鈴鹿工業高等専門学校 伊藤清，大貫洋介，川本正治，
篠原雅史，西川雅堂，堀江太
郎，安富真一 

大貫洋介 
 
 
 

全国標準診断的学力試験を用い
た新入生の基礎学力の分析 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p135-136, 東京 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

大貫洋介 
 
 
 

TA を活用した数学の補習につい
て 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p65-66, 東京 

川本正治，伊藤清，堀江太郎，
大貫洋介，篠原雅史，豊田哲

大貫洋介 
 
 
 

鈴鹿高専における NRT 新入生学
力検査の利用 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，p9-10，近
大高専 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

篠原雅史 
 
 
 

Geometrical representations of 
strongly regular graphs 

共著 Journal of Linear Algebra and 
its Applications, 437, 
pp2587-2600 

Hiroshi Nozaki, Masashi 
Shinohara 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
篠原雅史 

 
 

 
代数構造と配置の幾何について 

 
単著

 
数理情報さくらセミナー, 
鹿児島大学, (2012.3) 

  

篠原雅史 
 
 

グラフの和から得られる 2-距離
集合の構造について 

単著 名古屋大学組合せ論セミナ
ー, (2012.6) 

  

篠原雅史 
 
 

完全多部グラフに対応する 2-距
離集合について 

共著 離散数学１日研究集会, 
(2012.6) 

野崎寛, 篠原雅史 

篠原雅史 
 
 
 

距離集合における配置問題とグ
ラフ 

共著 RIMS 共同研究「デザイン・
符号・グラフおよびその周
辺」, 京都大学, (2012.7) 

野崎寛, 篠原雅史 

篠原雅史 
 
 
 
 

On spherical and non-spherical 
two-distance sets 

単著 2012 Shanghai Conference on 
Algebraic Combinatorics, 
Shanghai Jiao Tong 
University 

  

篠原雅史 
 
 

2-distance set の変形とその極小
次元 

単著 第三回九州大学組合せ数学
セミナー, (2012.9) 

  

豊田哲 
 

木の非線形スペクトルギャップ 共著 日本数学会 2012 年度年会 豊田哲, 近藤剛史 

豊田哲 
 
 
 

ターゲットに依らない非線形ス
ペクトルギャップの評価とその
応用 

単著 研究集会「多様体上の微分方
程式」, 金沢 

  

山﨑賢二 
 
 
 
 

酸化亜鉛によるポリ塩化ビニリ
デン－ポリ塩化ビニルコポリマ
ーの低温脱塩化水素無害化への
加熱混練法の応用 

共著 第 43 回中部化学関係学協会
支部連合秋季大会，名古屋
（2012.11） 

瀬島宏太郎，須藤悟，友原寛
樹，岡田友彦，山﨑賢二，三
島彰司 

仲本朝基 
 
 

大学編入学試験対策としての物
理学講義の実践 

単著 論文集「高専教育」第 35 号
2012.3, pp.161 - 165. 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 

Baryon-baryon interactions in the 
SU(6) quark model 

共著 「素核宇宙融合」×「新ハド
ロン」クロスオーバー研究
会, 名古屋(2012, 7) 

仲本朝基，藤原義和、鈴木宜
之 

仲本朝基 
 
 

難・多・短な講義における工夫－
持込プリントについて－ 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム，東京(2012, 8) 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 
 

Baryon-baryon interactions in the 
SU(6) quark model 

共著 Workshop on S=-2 and 
related Nuclear Physics in 
HIDA-Takayama 2012, 
Takayama(2012，11) 

Choki NAKAMOTO, 
Yoshikazu FUJIWARA, 
Yasuyuki SUZUKI 

丹波之宏 
 
 
 
 
 

Ca2+ Ion Transport through 
Channels Formed by 
α-Hemolysin Analyzed Using a 
Microwell Array on a Si Substrate 

共著 Biosens. Bioelectron., 31, 
445-450 (2012) (学術論文、査
読あり) 

Koji Sumitomo, Arianna 
McAllister, Yukihiro Tamba, 
Yoshiaki Kashimura, Aya 
Tanaka, Youichi Shinozaki, and 
Keiichi Torimitsu 

丹波之宏 
 
 

架橋脂質二分子膜における秩序
液体相/液晶相の相分離 

共著 2012 年 日本応用物理学会 
春季 

住友弘二、田中あや、丹波之
宏、鳥光慶一 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
堀江太郎 

 
 
 

 
Some Results of Kohnen-Zagier 
[Kohnen-Zagier, Inv. Math.64 
(1981)] 

 
単著

 
Work Shop 2012 「H-periods, 
Functoriality and RTF」 (岡
山大学, ２０１２年３月) 

 
堀江太郎 

川本正治 
 
 

TA を活用した補習の方法 単著 日本数学教育学会総会特集
号，p637，福岡 

川本正治 

川本正治 
 
 
 

TA を活用した数学の補習につい
て 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p65-66, 東京 

川本正治，伊藤清，堀江太郎，
大貫洋介，篠原雅史，豊田哲

川本正治 
 
 
 
 
 
 

選択式問題による試験から見え
る高専生の現状と課題 

共著 日本数学教育学会高専・大学
部会誌，Vol.18，p59-74 

冨山正人，高田功，長岡耕一，
柳井忠，阿蘇和寿，梅野善雄，
小原康博，川本正治，小中澤
聖二，小林茂樹，馬淵雅生，
向山一男，森田健二，山本孝
司 

川本正治 
 
 

学習意欲の向上を目指した数学
教材の開発 

共著 久留米高専紀要第２７巻，
p73-83 

宮地俊彦，酒井道宏，楢崎亮，
川本正治，篠原雅史 

川本正治 
 
 
 

基礎数学問題集 共著 鈴鹿工業高等専門学校 伊藤清，大貫洋介，川本正治，
篠原雅史，西川雅堂，堀江太
郎，安富真一 

川本正治 
 
 
 

全国標準診断的学力試験を用い
た新入生の基礎学力の分析 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p135-136, 東京 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

川本正治 
 
 
 

高専バスケットボール発展に向
けた新たな取り組み 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p231-232, 東京 

  

川本正治 
 
 
 

鈴鹿高専における NRT 新入生学
力検査の利用 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，p9-10，近
大高専 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

大貫洋介 
 
 
 

基礎数学問題集 共著 鈴鹿工業高等専門学校 伊藤清，大貫洋介，川本正治，
篠原雅史，西川雅堂，堀江太
郎，安富真一 

大貫洋介 
 
 
 

全国標準診断的学力試験を用い
た新入生の基礎学力の分析 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p135-136, 東京 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

大貫洋介 
 
 
 

TA を活用した数学の補習につい
て 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
会概要集，p65-66, 東京 

川本正治，伊藤清，堀江太郎，
大貫洋介，篠原雅史，豊田哲

大貫洋介 
 
 
 

鈴鹿高専における NRT 新入生学
力検査の利用 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，p9-10，近
大高専 

大貫洋介，西岡將美，川本正
治，林浩士 

篠原雅史 
 
 
 

Geometrical representations of 
strongly regular graphs 

共著 Journal of Linear Algebra and 
its Applications, 437, 
pp2587-2600 

Hiroshi Nozaki, Masashi 
Shinohara 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
篠原雅史 

 
 

 
代数構造と配置の幾何について 

 
単著

 
数理情報さくらセミナー, 
鹿児島大学, (2012.3) 

  

篠原雅史 
 
 

グラフの和から得られる 2-距離
集合の構造について 

単著 名古屋大学組合せ論セミナ
ー, (2012.6) 

  

篠原雅史 
 
 

完全多部グラフに対応する 2-距
離集合について 

共著 離散数学１日研究集会, 
(2012.6) 

野崎寛, 篠原雅史 

篠原雅史 
 
 
 

距離集合における配置問題とグ
ラフ 

共著 RIMS 共同研究「デザイン・
符号・グラフおよびその周
辺」, 京都大学, (2012.7) 

野崎寛, 篠原雅史 

篠原雅史 
 
 
 
 

On spherical and non-spherical 
two-distance sets 

単著 2012 Shanghai Conference on 
Algebraic Combinatorics, 
Shanghai Jiao Tong 
University 

  

篠原雅史 
 
 

2-distance set の変形とその極小
次元 

単著 第三回九州大学組合せ数学
セミナー, (2012.9) 

  

豊田哲 
 

木の非線形スペクトルギャップ 共著 日本数学会 2012 年度年会 豊田哲, 近藤剛史 

豊田哲 
 
 
 

ターゲットに依らない非線形ス
ペクトルギャップの評価とその
応用 

単著 研究集会「多様体上の微分方
程式」, 金沢 

  

山﨑賢二 
 
 
 
 

酸化亜鉛によるポリ塩化ビニリ
デン－ポリ塩化ビニルコポリマ
ーの低温脱塩化水素無害化への
加熱混練法の応用 

共著 第 43 回中部化学関係学協会
支部連合秋季大会，名古屋
（2012.11） 

瀬島宏太郎，須藤悟，友原寛
樹，岡田友彦，山﨑賢二，三
島彰司 

仲本朝基 
 
 

大学編入学試験対策としての物
理学講義の実践 

単著 論文集「高専教育」第 35 号
2012.3, pp.161 - 165. 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 

Baryon-baryon interactions in the 
SU(6) quark model 

共著 「素核宇宙融合」×「新ハド
ロン」クロスオーバー研究
会, 名古屋(2012, 7) 

仲本朝基，藤原義和、鈴木宜
之 

仲本朝基 
 
 

難・多・短な講義における工夫－
持込プリントについて－ 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム，東京(2012, 8) 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 
 

Baryon-baryon interactions in the 
SU(6) quark model 

共著 Workshop on S=-2 and 
related Nuclear Physics in 
HIDA-Takayama 2012, 
Takayama(2012，11) 

Choki NAKAMOTO, 
Yoshikazu FUJIWARA, 
Yasuyuki SUZUKI 

丹波之宏 
 
 
 
 
 

Ca2+ Ion Transport through 
Channels Formed by 
α-Hemolysin Analyzed Using a 
Microwell Array on a Si Substrate 

共著 Biosens. Bioelectron., 31, 
445-450 (2012) (学術論文、査
読あり) 

Koji Sumitomo, Arianna 
McAllister, Yukihiro Tamba, 
Yoshiaki Kashimura, Aya 
Tanaka, Youichi Shinozaki, and 
Keiichi Torimitsu 

丹波之宏 
 
 

架橋脂質二分子膜における秩序
液体相/液晶相の相分離 

共著 2012 年 日本応用物理学会 
春季 

住友弘二、田中あや、丹波之
宏、鳥光慶一 
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著者名 

 
丹波之宏 

 
 
 
 

 
Localization of 
Liquid-Ordered/Liquid-Crystalline 
Phase Separation at a Lipid Bilayer 
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共著 電気学会論文誌 C 部門誌，
Vol.132-C，No. 7，pp. 
1160-1167 

山本優一, 打田正樹, 森田良
文, 原 進 

打田正樹 
 
 

産業用リニアドライブ技術と応
用の変遷 

共著 電気学会技術報告(2012，8) 打田正樹他 

打田正樹 
 
 
 

新型インホイール駆動システム
の動作解析 

共著 日本機械学会東海支部東海
学生会第 43 回学生員卒業研
究発表講演会（2012.3） 

寺田祐基，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

自動車エンジン用電磁駆動バル
ブのための制御系のロバスト性
の検証 

共著 日本機械学会東海支部東海
学生会第 43 回学生員卒業研
究発表講演会（2012.3） 

伊丹翔一，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 
 

新型インホイールモータシステ
ムの動作解析と制御 

共著 日本機械学会ロボティク
ス・メカトロニクス講演会
'12 講演論文
集,1P1-E02(1)-(3) (2012.5) 

寺田祐基, 打田正樹, 民秋 
実, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 
 

上肢リハビリ訓練支援システム
のための 2次元反力提示型ロボッ
トの開発 

共著 日本機械学会ロボティク
ス・メカトロニクス講演会
'12 講演論文
集,1A1-O07(1)-(2) (2012.5) 

打田正樹, 木富康介, 寺田祐
基, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 

アナログ回路を用いたフィード
バック制御教材の開発 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

寺田祐基，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

上肢リハビリ訓練支援システム
のための 2次元反力提示型ロボッ
ト 2 次試作機の設計 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

坂倉和樹，打田正樹 

打田正樹 自動車エンジン用電磁駆動バル
ブに関する研究 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

伊藤 峻，打田正樹 
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発表学会等の名称 

著者名 

機 械 工 学 科 
垰克己 

 
 
 

 
コールドスプレー粒子の付着現
象の数値解析 

 
共著

 
（社）日本熱処理技術協会中
部支部，第２回講演会講演論
文集、pp.5-6(2012)． 

 
坂本篤治，南部紘一郎，垰克
己，山田基弘，福本昌宏 

垰克己 
 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を支える研
究ジーズ MAP 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集, pp.339-340，東京 

下古谷博司，江崎尚和，垰克
己 

垰克己 
 
 
 
 

「事例に学ぶエンジニアリング
デザイン（上巻）」の一考察 

共著 工学教育研究講演会講演論
文集，日本工学教育協会第
60 回年次大会，芝浦，
pp.680-681(2012) 

森邦彦，坂本英俊，大渕慶史，
垰克己，江﨑尚和，齊藤正美

垰克己 
 
 
 
 

Education Program for 
Manufacturing Technological 
Sustainability by the FQCDSE 
Evaluation Method 

共著 INNOVATIONS 2012, 
iNEER, pp.345-354(2012) 

K. Mori, H. Sakamoto, Y. 
Ohbuchi, K. Tao 

近藤邦和 
 
 

CFD を用いた簡易型泳パワー測
定システムの開発 

共著 日本高専学会誌，第 17 巻，
第 3 号，pp.57-62(2012, 7). 

森誠護，山口航平，近藤邦和，
下野晃 

民秋実 
 
 
 

サンドイッチパネルの簡便な強
化方法の検討 

共著 日本機械学会 東海支部第
61 期講演会，講演論文集 
No.123-1(2012) 

紀平 裕太、民秋 実 

民秋実 
 
 
 

学級・学生指導への課外活動（サ
ッカー）指導法の活用 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム，教育研究活動発表
概要集，pp.251-252(2012) 

民秋 実 

民秋実 
 
 
 
 

新型インホイールモータシステ
ムの動作解析と制御 

共著 日本機械学会ロボティク
ス・メカトロニクス講演会
'12 講演論文
集,1P1-E02(1)-(3) (2012.5) 

寺田祐基, 打田正樹, 民秋 
実, 森田良文 

白井達也 
 
 
 

５分でできるＭｏｏｄｌｅを劇
的に使い易くする小さな小さな
改良点の紹介 

単著 Moodle Moot Japan 2012, 日
本ムードル協会 (2012). 

白井達也 

白井達也 
 
 
 

全方向移動可能なダイレクトモ
ーターカーの動作原理の解析 ― 
実用的な構造への拡張 ― 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2012) 

伊藤覇臣, 小形遼平, 白井達
也 

白井達也 
 
 
 

16 個の汎用小型モータからなる
マルチモータパワーユニットの
開発 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2012) 

西宮秀栄, 金谷竜次, 水谷健
人, 白井達也 

白井達也 
 
 
 
 
 

非線形バネ SAT による関節剛性
調整機構を備えた柔軟関節ロボ
ットの開発 ―コンプライアンス
リミッターによる関節の高剛性
化対応― 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2012) 

白井達也, 松岡達彦, 恒岡佑
哉 

白井達也 
 
 

Moodle の初等教育への最適化 －
UI および言語パックの検討－ 

共著 第 37 回情報システム情報学
会全国大会 (2012) 

篭谷隆弘, 白井達也 

白井達也 Processing で古典的プログラミン
グが可能なフレームワーク
Crowbar の開発 

単著 日本高専学会第 18 回年会 
(2012) 

白井達也 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
白井達也 

 
 
 

 
減速器を用いないシンプルな構
造の移動機構 ダイレクト・モー
タ駆動の福祉分野への応用 

 
共著

 
日本福祉工学会第 16 回学術
講演会 (2012) 

 
伊藤覇臣, 大島拓郎, 白井達
也 

白井達也 
 
 
 

Processing 上で古典的コンソール
アプリケーションも開発可能な
Crowbar+Tomahawk の紹介 

単著 情報処理学会 コンピュータ
と教育研究会 第 116 回研究
発表会 (2012) 

白井達也 

白井達也 
 
 

Moodle2 管理超入門 単著 第 3 回越中とやま Moodle ワ
ークショップ (2012) 

白井達也 

白井達也 
 
 
 

Moodle を利用した学校ポータル
サイト構築の事例紹介とネット
ワーク化の提案 

単著 日本高専学会誌, Vol.17, 
No.3,  pp. 63-69 (2012) 

白井達也 

白木原香織 
 
 
 

Ti-Ni 形状記憶合金におけるナノ
結晶組織形成過程の TEM 内そ
の場観察 

共著 熱処理，第 52 巻，第 3 号，
pp. 101-102 (2012). 

白木原香織，山本和生，來海
博央 

打田正樹 
 
 
 

パワーアシスト搬送装置のため
のインパルス状入力を用いた振
動低減制御による操作支援 

共著 電気学会論文誌 C 部門誌，
Vol.132-C，No. 7，pp. 
1160-1167 

山本優一, 打田正樹, 森田良
文, 原 進 

打田正樹 
 
 

産業用リニアドライブ技術と応
用の変遷 

共著 電気学会技術報告(2012，8) 打田正樹他 

打田正樹 
 
 
 

新型インホイール駆動システム
の動作解析 

共著 日本機械学会東海支部東海
学生会第 43 回学生員卒業研
究発表講演会（2012.3） 

寺田祐基，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

自動車エンジン用電磁駆動バル
ブのための制御系のロバスト性
の検証 

共著 日本機械学会東海支部東海
学生会第 43 回学生員卒業研
究発表講演会（2012.3） 

伊丹翔一，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 
 

新型インホイールモータシステ
ムの動作解析と制御 

共著 日本機械学会ロボティク
ス・メカトロニクス講演会
'12 講演論文
集,1P1-E02(1)-(3) (2012.5) 

寺田祐基, 打田正樹, 民秋 
実, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 
 

上肢リハビリ訓練支援システム
のための 2次元反力提示型ロボッ
トの開発 

共著 日本機械学会ロボティク
ス・メカトロニクス講演会
'12 講演論文
集,1A1-O07(1)-(2) (2012.5) 

打田正樹, 木富康介, 寺田祐
基, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 

アナログ回路を用いたフィード
バック制御教材の開発 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

寺田祐基，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

上肢リハビリ訓練支援システム
のための 2次元反力提示型ロボッ
ト 2 次試作機の設計 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

坂倉和樹，打田正樹 

打田正樹 自動車エンジン用電磁駆動バル
ブに関する研究 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

伊藤 峻，打田正樹 
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発行所，発表雑誌等又は 
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著者名 

 
打田正樹 

 
 
 
 
 
 

 
片麻痺患者起立訓練時の重心バ
ランスの計測 

 
共著

 
平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

 
小久保元貴，伊藤 峻，寺田祐
基，打田正樹，王栄堂，山崎
一徳，佐藤徳孝，森田良文,日
下部達也，鈴木清治，小林幸
雄，田邉浩文(神戸大)，種村
留美(神戸大) 

打田正樹 
 
 
 

人間機械協調型柔軟物搬送シス
テムのための振動抑制制御 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

落合祥平，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

柔軟物搬送装置のためのインピ
ーダンスモデルを用いた切換え
制御 

共著 日本機械学会 2012 年度年
次大会 No.12-1 講演論文
集，S151011 (2012.9) 

打田正樹, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 
 

起立訓練支援装置のための計測
装置の開発 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会論文集，論文
番号 B2-2 (2012.9) 

寺田祐基，伊藤峻，打田正樹，
山崎一徳，佐藤徳孝，森田良
文，日下部達也，鈴木清治，
小林幸雄 

打田正樹 
 
 
 

リハビリ支援システム 単著 TechBizEXPO2012，学術研
究技術シーズ発表会（2012，
11） 

打田正樹 

打田正樹 
 
 
 
 
 

下肢訓練装置 共著 特願 2012-207656 出願
日：平成 24 年 10 月 8 日 

発明者：小林幸雄，鈴木清治，
打田正樹，伊藤俊，田邉浩文
出願人：独立行政法人高等専
門学校機構，有限会社名南機
械製作所，田邉浩文 

鬼頭みずき 
 
 
 
 

Effect of Inclination of Impinging 
Jets on Flow and Heat Transfer 
Characteristics 

単著 International Journal of 
Science and Engineering 
Investigations, Vol.1, Issue 9, 
pp.42-47 (2012) 

Mizuki Kito 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 

Heat Transfer Enhancement of 
Impinging Jet by Notched Orifice 
Nozzle 

共著 Chapter 15, An Overview of 
Heat Transfer Phenomena, 
Edited by Salim N.Kazi, ISBN 
978-953-51-0827-6, InTech.  
(2012) 

Toshihiko Shakouchi, Mizuki 
Kito 

鬼頭みずき 
 
 
 

Jet Flow from Resonance Nozzle 
and Flow Control by Notched 
Nozzle 

共著 European Fluid Mechanics 
Conference, Rome, Italy. 
9-13 Sep. 2012 

Toshihiko Shakouchi, Mizuki 
Kito, Masaki Tsuda, Koichi 
Tsujimoto, Toshitake Ando 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 

Enhancement of Impingement 
Heat Transfer on a Flat Plate with 
Ribs 

共著 International Journal of 
World Academy of Science, 
Engineering and Technology, 
Issue 68, pp.1623-1629  
(2012) 

Mizuki Kito,  Toshihiko 
Shakouchi, Koichi Tsujimoto, 
Toshitake Ando 

鬼頭みずき 
 
 
 

Heat Transfer Characteristics for 
Inclined Twin-Jet Impingement 

共著 Transactions of the Wessex 
Instutue, Vol.75, pp.169-180  
(2012) 

Mizuki Kito,  Toshihiko 
Shakouchi, Koichi Tsujimoto, 
Toshitake Ando 

南部紘一郎 
 
 

コールドスプレー粒子の付着現
象の数値解析 

共著 （社）日本熱処理技術協会 
中部支部 第２回講演会 

坂本篤治 南部紘一郎 垰克
己 山田基弘 福本昌弘 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
南部紘一郎 

 
 

 
微粒子衝突処理によるナノ結晶
層の均一形成とその特性評価 

 
共著

 
（社）日本熱処理技術協会 
中部支部 第２回講演会 

 
南部紘一郎 菅沼孝昭 江上
登 

南部紘一郎 
 
 
 

超微粒子ピーニングによるアル
ミニウム合金 A5056 の表面改質
効果 

共著 日本機械学会 M&M2012
材料力学カンファレンス 

南部紘一郎 菊池将一 中村
裕紀 遠藤敏光 安藤正文 

南部紘一郎 
 
 
 

微粒子衝突処理によるアルミニ
ウム合金 A5056 のナノ結晶創製 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
共催 第 22 回学生による材
料フォーラム 

清水雄紀 南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

微粒子衝突処理における粒子衝
突現象の FEM 解析 

単著 微粒子衝突技術研究会 平
成 24 年度総会 

南部紘一郎 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
打田正樹 

 
 
 
 
 
 

 
片麻痺患者起立訓練時の重心バ
ランスの計測 

 
共著

 
平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

 
小久保元貴，伊藤 峻，寺田祐
基，打田正樹，王栄堂，山崎
一徳，佐藤徳孝，森田良文,日
下部達也，鈴木清治，小林幸
雄，田邉浩文(神戸大)，種村
留美(神戸大) 

打田正樹 
 
 
 

人間機械協調型柔軟物搬送シス
テムのための振動抑制制御 

共著 平成 24 年度「高専-長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会」（2012.8） 

落合祥平，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

柔軟物搬送装置のためのインピ
ーダンスモデルを用いた切換え
制御 

共著 日本機械学会 2012 年度年
次大会 No.12-1 講演論文
集，S151011 (2012.9) 

打田正樹, 森田良文 

打田正樹 
 
 
 
 

起立訓練支援装置のための計測
装置の開発 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会論文集，論文
番号 B2-2 (2012.9) 

寺田祐基，伊藤峻，打田正樹，
山崎一徳，佐藤徳孝，森田良
文，日下部達也，鈴木清治，
小林幸雄 

打田正樹 
 
 
 

リハビリ支援システム 単著 TechBizEXPO2012，学術研
究技術シーズ発表会（2012，
11） 

打田正樹 

打田正樹 
 
 
 
 
 

下肢訓練装置 共著 特願 2012-207656 出願
日：平成 24 年 10 月 8 日 

発明者：小林幸雄，鈴木清治，
打田正樹，伊藤俊，田邉浩文
出願人：独立行政法人高等専
門学校機構，有限会社名南機
械製作所，田邉浩文 

鬼頭みずき 
 
 
 
 

Effect of Inclination of Impinging 
Jets on Flow and Heat Transfer 
Characteristics 

単著 International Journal of 
Science and Engineering 
Investigations, Vol.1, Issue 9, 
pp.42-47 (2012) 

Mizuki Kito 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 

Heat Transfer Enhancement of 
Impinging Jet by Notched Orifice 
Nozzle 

共著 Chapter 15, An Overview of 
Heat Transfer Phenomena, 
Edited by Salim N.Kazi, ISBN 
978-953-51-0827-6, InTech.  
(2012) 

Toshihiko Shakouchi, Mizuki 
Kito 

鬼頭みずき 
 
 
 

Jet Flow from Resonance Nozzle 
and Flow Control by Notched 
Nozzle 

共著 European Fluid Mechanics 
Conference, Rome, Italy. 
9-13 Sep. 2012 

Toshihiko Shakouchi, Mizuki 
Kito, Masaki Tsuda, Koichi 
Tsujimoto, Toshitake Ando 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 

Enhancement of Impingement 
Heat Transfer on a Flat Plate with 
Ribs 

共著 International Journal of 
World Academy of Science, 
Engineering and Technology, 
Issue 68, pp.1623-1629  
(2012) 

Mizuki Kito,  Toshihiko 
Shakouchi, Koichi Tsujimoto, 
Toshitake Ando 

鬼頭みずき 
 
 
 

Heat Transfer Characteristics for 
Inclined Twin-Jet Impingement 

共著 Transactions of the Wessex 
Instutue, Vol.75, pp.169-180  
(2012) 

Mizuki Kito,  Toshihiko 
Shakouchi, Koichi Tsujimoto, 
Toshitake Ando 

南部紘一郎 
 
 

コールドスプレー粒子の付着現
象の数値解析 

共著 （社）日本熱処理技術協会 
中部支部 第２回講演会 

坂本篤治 南部紘一郎 垰克
己 山田基弘 福本昌弘 
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発表学会等の名称 

著者名 

 
南部紘一郎 

 
 

 
微粒子衝突処理によるナノ結晶
層の均一形成とその特性評価 

 
共著

 
（社）日本熱処理技術協会 
中部支部 第２回講演会 

 
南部紘一郎 菅沼孝昭 江上
登 

南部紘一郎 
 
 
 

超微粒子ピーニングによるアル
ミニウム合金 A5056 の表面改質
効果 

共著 日本機械学会 M&M2012
材料力学カンファレンス 

南部紘一郎 菊池将一 中村
裕紀 遠藤敏光 安藤正文 

南部紘一郎 
 
 
 

微粒子衝突処理によるアルミニ
ウム合金 A5056 のナノ結晶創製 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
共催 第 22 回学生による材
料フォーラム 

清水雄紀 南部紘一郎 

南部紘一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

微粒子衝突処理における粒子衝
突現象の FEM 解析 

単著 微粒子衝突技術研究会 平
成 24 年度総会 

南部紘一郎 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

電気電子工学科 
北村登 

 
 
 

 
電気電子工学科１年「ものづくり
実習」におけるレゴマインドスト
ーム NXT の活用 

 
共著

 
日本高専学会第 18 回年会講
演会，D-3(2012.8) 

 
鈴木昌一，北村登，山田太 

花井孝明 
 
 
 

高次球面収差係数の計算に利用
する補間法の検討 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演予稿集，
M1-6 (2012) 

林亮太，福岡諒，花井孝明 

花井孝明 
 
 
 

球面収差補正された電子顕微鏡
の分解能の評価 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演予稿集，
M2-1 (2012) 

橋本大輝，花井孝明 

花井孝明 
 
 
 
 
 
 

Deconvolution of Electron 
Microscope Images with a 
Maximum Entropy Method 
Constrained by the Spatially 
Random Distribution of Quantum 
Noise 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要，
第 46 巻（印刷中） 

Takaaki Hanai, Akihisa 
Kobayashi, Takenori Morinaga, 
Michio Hibino 

近藤一之 
 
 
 
 
 

鈴鹿高専電気電子工学科におけ
るより実践的・創造的な技術者の
養成を目指したカリキュラム改
定 

共著 日本高専学会第１７回年会
講演会講演論文集，pp.49-50 

近藤一之，北村登，花井 孝明，
奥田 一雄，大津孝佳，川口雅
司，辻琢人，西村一寛，奥野
正明，柴垣寛治，山田伊智子，
鈴木昌一，山田太 

近藤一之 
 
 
 
 

スイッチトキャパシタ積分型Ａ
／Ｄ変換器の変換速度の改善 

共著 公益社団法人日本技術士会
中部本部発行，平成 23 年度
修習技術者研究業績発表会
発表資料集，pp.1-4 

坂下大悟，近藤一之 

近藤一之 
 
 
 
 

スイッチトキャパシタ積分型 A/D
変換器を用いた容量測定器の試
作 

共著 公益社団法人計測自動制御
学会中部支部，研究紹介ポス
ターおよび学生によるポス
ター発表 

瀬川明大，近藤一之 

大津孝佳 
 
 
 
 

Observation of Electromagnetic 
wave in a HDD enclosure by ESD 
injection 

共著 2012 Asia-Pacific Symposium 
on Electromagnetic 
Compatibility  (APEMC 
2012), Singapore 

Takayoshi Ohtsu, Taro Takai, 
Kazuyuki Tanitsuji, Ken 
Minami, Shogo Imai, Hiromichi 
Fujikawa 

大津孝佳 
 
 
 
 

Reduction of Coupled Voltage of 
Power Cable with Electro-static 
Countermeasure 

共著 EOS/ESD Symposium for 
Factory Issues2012, ESD 
Association, Singapore 

Takayoshi Ohtsu, Kentaro 
Hayashida, Yusaku Kobayashi, 
Shogo Imai, Shunsuke Okada, 
Yorioki Matsumoto 

大津孝佳 
 
 

導電性ポリカーボネ―ト樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 静電気学会学術講演会 2012 大津孝佳, 堂山英之, 鷺坂功
一 

大津孝佳 
 
 
 

ハードディスクドライブのグラ
ンドからの静電気放電の影響 

共著 2012 第 22 回ＲＣＪ信頼性シ
ンポジウム, 日本電子部品
信頼性センタ― 

大津孝佳, 小林優作, 堂山英
之, 今井省吾, 谷辻和幸 

大津孝佳 
 
 
 

導電性ポリカーボネ―ト樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 2012 第 22 回ＲＣＪ信頼性シ
ンポジウム, 日本電子部品
信頼性センタ― 

大津孝佳, 堂山英之, 中西 俊
介, 鷺坂功一 

所属 
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共著
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発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
大津孝佳 

 
 
 

 
カーボンナノチューブを用いた
導電性複合材料の放電特性と放
射電磁波 

 
共著

 
第 9 回宇宙環境シンポジウ
ム,JAXA 

 
大津孝佳, 堂山英之, 小林優
作, 鷺坂功一 

大津孝佳 
 
 
 

サブミクロンギャップにおける
放電特性と放射電磁波 

単著 静電気学会 2012 年度静電
気障災害防止技術シンポジ
ウム 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 

ハードディスクドライブのグラ
ンドからの静電気放電の影響 

共著 電気学会関西支部平成 23 年
度研究発表会 

見並憲, 今井省吾, 藤川啓道, 
谷辻和幸, 大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 

鈴鹿高専の知財教育の実践事例
の紹介 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, 知財教育の質保
証と実質化ワークショップ 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 

鈴鹿高専に於ける知的財産教育
活動 

単著 知的財産育成に関する地域
別協議会,独立行政法人工業
所有権情報・研修館 

大津孝佳 

川口雅司 
 
 
 
 
 

Analog Learning Neural Network 
using Multiple and Sample Hold 
Circuits  

共著 IIAI/ACIS International 
Symposiums on Innovative 
E-Service and Information 
Systems, IEIS 2012, 
pp243-246 

Masashi Kawaguchi, Takashi 
Jimbo, Naohiro Ishii 

川口雅司 
 
 
 
 

Analog Real Time Learning Neural 
Network using Multiple and 
Sample Hold Circuits 

共著 Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications 
Volume 243, pp1749-1757, 
2012 

Masashi Kawaguchi, Takashi 
Jimbo, Naohiro Ishii 

川口雅司 
 
 
 
 

The Experiment of Sweden Game 
and the Effect of Students 
Education 

共著 Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications 
Volume 243, pp1972-1980, 
2012 

Masashi Kawaguchi, Kiyotaka 
Atsumi, Norio Baba 

川口雅司 
 
 

交流協定校との学生相互短期派
遣の実施 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, AK33_2_4, 2012 

川口雅司，藤松孝裕，井上哲
雄 

川口雅司 
 
 

 

鈴鹿高専における本科学生の国
際化教育 

共著 平成 24 年度東海工学教育協
会高専部会シンポジウムプ
ログラム，pp.9-10 

川口雅司，井上哲雄 

 
川口雅司 

 
 
 

 
鈴鹿高専における専攻科の国際
化教育 

 
共著

 
平成 24 年度東海工学教育協
会高専部会シンポジウムプ
ログラム，pp.11-12 

 
川口雅司，下古谷博司 

辻 琢人 
 
 
 

シリコン pn 接合ダイオード作製
実験教材の開発 

共著 第 17 回高専シンポジウム
SB05 

長岡史郎,辻琢人,蜂谷海,服部
大輔 中村篤博,河口尚宏,若原
昭浩 

T. Tsuji 
 
 
 
 

A Simplified Fabrication Method of 
the Silicon PN Junction as the 
Educational Resource for the 
Semiconductor Device 

共著 6th International Symposium 
on Advances in Technology 
Educatio nNo. C5 P-046 

S. Nagaoka, T. Tsuji, K. 
Sasai,K. Hachiya, A. Wakahara
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著者名 

電気電子工学科 
北村登 

 
 
 

 
電気電子工学科１年「ものづくり
実習」におけるレゴマインドスト
ーム NXT の活用 

 
共著

 
日本高専学会第 18 回年会講
演会，D-3(2012.8) 

 
鈴木昌一，北村登，山田太 

花井孝明 
 
 
 

高次球面収差係数の計算に利用
する補間法の検討 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演予稿集，
M1-6 (2012) 

林亮太，福岡諒，花井孝明 

花井孝明 
 
 
 

球面収差補正された電子顕微鏡
の分解能の評価 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演予稿集，
M2-1 (2012) 

橋本大輝，花井孝明 

花井孝明 
 
 
 
 
 
 

Deconvolution of Electron 
Microscope Images with a 
Maximum Entropy Method 
Constrained by the Spatially 
Random Distribution of Quantum 
Noise 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要，
第 46 巻（印刷中） 

Takaaki Hanai, Akihisa 
Kobayashi, Takenori Morinaga, 
Michio Hibino 

近藤一之 
 
 
 
 
 

鈴鹿高専電気電子工学科におけ
るより実践的・創造的な技術者の
養成を目指したカリキュラム改
定 

共著 日本高専学会第１７回年会
講演会講演論文集，pp.49-50 

近藤一之，北村登，花井 孝明，
奥田 一雄，大津孝佳，川口雅
司，辻琢人，西村一寛，奥野
正明，柴垣寛治，山田伊智子，
鈴木昌一，山田太 

近藤一之 
 
 
 
 

スイッチトキャパシタ積分型Ａ
／Ｄ変換器の変換速度の改善 

共著 公益社団法人日本技術士会
中部本部発行，平成 23 年度
修習技術者研究業績発表会
発表資料集，pp.1-4 

坂下大悟，近藤一之 

近藤一之 
 
 
 
 

スイッチトキャパシタ積分型 A/D
変換器を用いた容量測定器の試
作 

共著 公益社団法人計測自動制御
学会中部支部，研究紹介ポス
ターおよび学生によるポス
ター発表 

瀬川明大，近藤一之 

大津孝佳 
 
 
 
 

Observation of Electromagnetic 
wave in a HDD enclosure by ESD 
injection 

共著 2012 Asia-Pacific Symposium 
on Electromagnetic 
Compatibility  (APEMC 
2012), Singapore 

Takayoshi Ohtsu, Taro Takai, 
Kazuyuki Tanitsuji, Ken 
Minami, Shogo Imai, Hiromichi 
Fujikawa 

大津孝佳 
 
 
 
 

Reduction of Coupled Voltage of 
Power Cable with Electro-static 
Countermeasure 

共著 EOS/ESD Symposium for 
Factory Issues2012, ESD 
Association, Singapore 

Takayoshi Ohtsu, Kentaro 
Hayashida, Yusaku Kobayashi, 
Shogo Imai, Shunsuke Okada, 
Yorioki Matsumoto 

大津孝佳 
 
 

導電性ポリカーボネ―ト樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 静電気学会学術講演会 2012 大津孝佳, 堂山英之, 鷺坂功
一 

大津孝佳 
 
 
 

ハードディスクドライブのグラ
ンドからの静電気放電の影響 

共著 2012 第 22 回ＲＣＪ信頼性シ
ンポジウム, 日本電子部品
信頼性センタ― 

大津孝佳, 小林優作, 堂山英
之, 今井省吾, 谷辻和幸 

大津孝佳 
 
 
 

導電性ポリカーボネ―ト樹脂の
放電特性と放射電磁波 

共著 2012 第 22 回ＲＣＪ信頼性シ
ンポジウム, 日本電子部品
信頼性センタ― 

大津孝佳, 堂山英之, 中西 俊
介, 鷺坂功一 
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単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
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大津孝佳 

 
 
 

 
カーボンナノチューブを用いた
導電性複合材料の放電特性と放
射電磁波 

 
共著

 
第 9 回宇宙環境シンポジウ
ム,JAXA 

 
大津孝佳, 堂山英之, 小林優
作, 鷺坂功一 

大津孝佳 
 
 
 

サブミクロンギャップにおける
放電特性と放射電磁波 

単著 静電気学会 2012 年度静電
気障災害防止技術シンポジ
ウム 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 

ハードディスクドライブのグラ
ンドからの静電気放電の影響 

共著 電気学会関西支部平成 23 年
度研究発表会 

見並憲, 今井省吾, 藤川啓道, 
谷辻和幸, 大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 

鈴鹿高専の知財教育の実践事例
の紹介 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, 知財教育の質保
証と実質化ワークショップ 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 

鈴鹿高専に於ける知的財産教育
活動 

単著 知的財産育成に関する地域
別協議会,独立行政法人工業
所有権情報・研修館 

大津孝佳 

川口雅司 
 
 
 
 
 

Analog Learning Neural Network 
using Multiple and Sample Hold 
Circuits  

共著 IIAI/ACIS International 
Symposiums on Innovative 
E-Service and Information 
Systems, IEIS 2012, 
pp243-246 

Masashi Kawaguchi, Takashi 
Jimbo, Naohiro Ishii 

川口雅司 
 
 
 
 

Analog Real Time Learning Neural 
Network using Multiple and 
Sample Hold Circuits 

共著 Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications 
Volume 243, pp1749-1757, 
2012 

Masashi Kawaguchi, Takashi 
Jimbo, Naohiro Ishii 

川口雅司 
 
 
 
 

The Experiment of Sweden Game 
and the Effect of Students 
Education 

共著 Frontiers in Artificial 
Intelligence and Applications 
Volume 243, pp1972-1980, 
2012 

Masashi Kawaguchi, Kiyotaka 
Atsumi, Norio Baba 

川口雅司 
 
 

交流協定校との学生相互短期派
遣の実施 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, AK33_2_4, 2012 

川口雅司，藤松孝裕，井上哲
雄 

川口雅司 
 
 

 

鈴鹿高専における本科学生の国
際化教育 

共著 平成 24 年度東海工学教育協
会高専部会シンポジウムプ
ログラム，pp.9-10 

川口雅司，井上哲雄 

 
川口雅司 

 
 
 

 
鈴鹿高専における専攻科の国際
化教育 

 
共著

 
平成 24 年度東海工学教育協
会高専部会シンポジウムプ
ログラム，pp.11-12 

 
川口雅司，下古谷博司 

辻 琢人 
 
 
 

シリコン pn 接合ダイオード作製
実験教材の開発 

共著 第 17 回高専シンポジウム
SB05 

長岡史郎,辻琢人,蜂谷海,服部
大輔 中村篤博,河口尚宏,若原
昭浩 

T. Tsuji 
 
 
 
 

A Simplified Fabrication Method of 
the Silicon PN Junction as the 
Educational Resource for the 
Semiconductor Device 

共著 6th International Symposium 
on Advances in Technology 
Educatio nNo. C5 P-046 

S. Nagaoka, T. Tsuji, K. 
Sasai,K. Hachiya, A. Wakahara
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著者名 

 
辻 琢人 

 
 

 
工学実験教材としてのシリコン
pn 接合ダイオードの作製と評価 

 
共著

 
平成 24 年度電気関係学会四
国支部連合大会 

 
笹井享佑,長岡史郎,辻琢人,蜂
谷海 若原昭浩 

辻 琢人 
 
 
 

豊橋技術科学大学の高専連携プ
ロジェクトを活用した半導体デ
バイス作製実験教材の開発 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会第 6０回年次大会 3-230

辻琢人,長岡史郎,若原昭浩,蜂
谷海 笹井享佑 

辻 琢人 
 
 
 

新たな実習科目・電子回路設計の
導入による科目間連係の深化 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集 pp.55-56 

辻琢人，近藤一之，奥田一雄，
鈴木昌一 山田太，板谷年也 

西村一寛 
 
 
 
 
 

Quantification of coloration with 
milling for ferrite fine-particle 
aggregate 

共著 International Conference of 
the Asian Union of Magnetics 
Societies ICAUMS2012(12 
Oct. 2012), Nara, 2pPS-62, 
p.99 

K. Nishimura, H. Sugino, N. 
Matsushita, M. Inoue 

西村一寛 
 
 
 
 

フェライト微粒子凝集体の室温
合成とミリングによる色変化 

共著 電気学会研究会マグネティ
ックス研究会(2012 年 8 月
7,8 日), サン・リフレ函館, 
MAG-12-78, pp.33-36 

杉野弘幸，西村一寛，松下伸
広，井上光輝 

西村一寛 
 
 
 
 

フェライトナノ粒子凝集体の合
成とその特性 

共著 東京工業大学 応用セラミ
ックス研究所 共同利用研
究報告書 No.16, p.167 
(2012). 

西村一寛，松下伸広 

柴垣寛治 
 
 

PLD 法による形状記憶合金薄膜
の生成 

共著 第 18 回日本高専学会年会 
A-23 （2012 年 8 月） 

森厚人，柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 

PLD 法による薄膜生成プロセス
における発光分光 

共著 第 18 回日本高専学会年会 
A-24 （2012 年 8 月） 

川野晃太，柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法による形状記憶合金薄膜
の成膜と解析 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会 I1-7 
（2012 年 9 月） 

森厚人，柴垣寛治，川野晃太

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法を用いた形状記憶合金の
薄膜生成プロセスにおける分光
計測 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会 I4-3 
（2012 年 9 月） 

川野晃太，森厚人，柴垣寛治，
Vo Quoc Huy 

柴垣寛治 
 
 

Synthesis and characterization of 
Ti-Ni shape memory alloy thin 
films by pulsed laser deposition 

共著 Applied Physics A. DOI 
10.1007/s00339-012-7156-3 
(2012), published online 

Kanji Shibagaki, Kota Kawano, 
Atsuto Mori 

柴垣寛治 
 
 
 
 

Production of Ti-Ni shape memory 
alloy thin films by pulsed laser 
deposition 

共著 International Symposium on 
Technology for Sustainability 
2011 (26-29 Jan. 2012) 
Bangkok Thailand 

Kota Kawano, Atsuto Mori, Vo 
Quoc Huy, Fumiya Kitagawa, 
Kanji Shibagaki 

山田伊智子 
 
 
 
 
 
 
 

 Fundamental Study on Organic 
Solar Cells based on Soluble ZnPc 

共著 Jpn. J. Appl. Phys. 51 
(2012)04DK09 

Ichiko Yamada, Masashi 
Umeda, Yasuhiko 
Hayashi,Tetsuo Soga and 
Norio Shibata 
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山田伊智子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Phthalocyanine with 
Trifluoroethoxy Substituents for 
Organic Solar Cells 

 
共著

 
The 2012 International 
Conference on Flexible and 
Printed Electronics (2012.9) 
 

 
Ichiko Yamada, Norihito Iida, 
Yasuhiko Hayashi,Tetsuo Soga 
and Norio Shibata 
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著者名 

 
辻 琢人 

 
 

 
工学実験教材としてのシリコン
pn 接合ダイオードの作製と評価 

 
共著

 
平成 24 年度電気関係学会四
国支部連合大会 

 
笹井享佑,長岡史郎,辻琢人,蜂
谷海 若原昭浩 

辻 琢人 
 
 
 

豊橋技術科学大学の高専連携プ
ロジェクトを活用した半導体デ
バイス作製実験教材の開発 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会第 6０回年次大会 3-230

辻琢人,長岡史郎,若原昭浩,蜂
谷海 笹井享佑 

辻 琢人 
 
 
 

新たな実習科目・電子回路設計の
導入による科目間連係の深化 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集 pp.55-56 

辻琢人，近藤一之，奥田一雄，
鈴木昌一 山田太，板谷年也 

西村一寛 
 
 
 
 
 

Quantification of coloration with 
milling for ferrite fine-particle 
aggregate 

共著 International Conference of 
the Asian Union of Magnetics 
Societies ICAUMS2012(12 
Oct. 2012), Nara, 2pPS-62, 
p.99 

K. Nishimura, H. Sugino, N. 
Matsushita, M. Inoue 

西村一寛 
 
 
 
 

フェライト微粒子凝集体の室温
合成とミリングによる色変化 

共著 電気学会研究会マグネティ
ックス研究会(2012 年 8 月
7,8 日), サン・リフレ函館, 
MAG-12-78, pp.33-36 

杉野弘幸，西村一寛，松下伸
広，井上光輝 

西村一寛 
 
 
 
 

フェライトナノ粒子凝集体の合
成とその特性 

共著 東京工業大学 応用セラミ
ックス研究所 共同利用研
究報告書 No.16, p.167 
(2012). 

西村一寛，松下伸広 

柴垣寛治 
 
 

PLD 法による形状記憶合金薄膜
の生成 

共著 第 18 回日本高専学会年会 
A-23 （2012 年 8 月） 

森厚人，柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 

PLD 法による薄膜生成プロセス
における発光分光 

共著 第 18 回日本高専学会年会 
A-24 （2012 年 8 月） 

川野晃太，柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法による形状記憶合金薄膜
の成膜と解析 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会 I1-7 
（2012 年 9 月） 

森厚人，柴垣寛治，川野晃太

柴垣寛治 
 
 
 

PLD 法を用いた形状記憶合金の
薄膜生成プロセスにおける分光
計測 

共著 平成 24 年度電気関係学会東
海支部連合大会 I4-3 
（2012 年 9 月） 

川野晃太，森厚人，柴垣寛治，
Vo Quoc Huy 

柴垣寛治 
 
 

Synthesis and characterization of 
Ti-Ni shape memory alloy thin 
films by pulsed laser deposition 

共著 Applied Physics A. DOI 
10.1007/s00339-012-7156-3 
(2012), published online 

Kanji Shibagaki, Kota Kawano, 
Atsuto Mori 

柴垣寛治 
 
 
 
 

Production of Ti-Ni shape memory 
alloy thin films by pulsed laser 
deposition 

共著 International Symposium on 
Technology for Sustainability 
2011 (26-29 Jan. 2012) 
Bangkok Thailand 

Kota Kawano, Atsuto Mori, Vo 
Quoc Huy, Fumiya Kitagawa, 
Kanji Shibagaki 

山田伊智子 
 
 
 
 
 
 
 

 Fundamental Study on Organic 
Solar Cells based on Soluble ZnPc 

共著 Jpn. J. Appl. Phys. 51 
(2012)04DK09 

Ichiko Yamada, Masashi 
Umeda, Yasuhiko 
Hayashi,Tetsuo Soga and 
Norio Shibata 
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山田伊智子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Phthalocyanine with 
Trifluoroethoxy Substituents for 
Organic Solar Cells 

 
共著

 
The 2012 International 
Conference on Flexible and 
Printed Electronics (2012.9) 
 

 
Ichiko Yamada, Norihito Iida, 
Yasuhiko Hayashi,Tetsuo Soga 
and Norio Shibata 
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電子情報工学科 
井瀬潔 

 
 
 

 
中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

 
共著

 
高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

 
平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

井瀬潔 
 
 
 

一年生への動機づけ教育 ～電
子情報工学序論～ 

共著 計測自動制御学会，第 151
回教育工学プログラム，平成
24 年 3 月 24 日 

平野武範，長嶋孝好，井瀬潔，
森育子，和田孝之，森岡晶子

井瀬潔 
 
 
 
 

横型 pin フォトダイオードの光応
答電流モデルの開発 

共著 電子情報通信学会，信学技
報，Vol.112，No.365，
pp.133-138，December 
17-18，2012． 

井村洋介，井瀬潔 

伊藤明 
 
 
 

新しい神経骨格筋システムモデ
ルを用いた力のシミュレーショ
ン  

共著 日本機械学会 ロボティッ
クス・メカトロニクス講演会
2012 論文集 p180 

伊藤明、田村陽次郎 

伊藤明 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

共著 高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

伊藤明 
 
 
 

「創造工学」における
Engineering Design 教育 

共著 教育工学論文集, 35, pp. 1-3, 
(2012) 

伊藤明, 桑原裕史, 田添丈博, 
箕浦弘人, 青山俊弘, 浦尾彰. 
西村吉弘 

伊藤明 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 高専教育, 35, 13-18, (2012) 箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 

田添丈博 
 
 

機械翻訳文言い換えシステムに
おける学習機能の拡張 

共著 言語処理学会第 18 回年次大
会，C2-3(2012) 

鈴木良生，田添丈博，椎野努

田添丈博 
 
 

ゲーム入力の収集による意味関
連辞書の自動構築 

共著 言語処理学会第 18 回年次大
会，D2-6(2012) 

後藤慎也，田添丈博，椎野努

箕浦弘人 
 
 
 

パララックスバリア立体視ディ
スプレイにおける視点合わせの
支援に関する研究 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

天本涼太, 箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 
 

画像中のテクスチャ消去のため
の座標変換の高精度化に関する
研究 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

舛井さゆみ, 箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 

実空間投影型 AR ナビゲーション
システムの開発 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

箕浦弘人, 溝口智之, 清水寛
也 

箕浦弘人 
 
 
 
 

Research on Support of 
Eye-Position Adjustment for a 
Parallax Barrier Stereoscopic 
Display 

共著 2012 International 
Symposium on Technology 
for Sustainability 

Ryota Amammoto, Hirohito 
Minoura 

箕浦弘人 
 
 
 

Research on Coordinate 
Transformation for Texture 
Elimination in Movie 

共著 2012 International 
Symposium on Technology 
for Sustainability 

Sayumi Masui, Hirohito 
Minoura 

箕浦弘人 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 論文集「高専教育」, 第 35
号, pp.13-18 

箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 
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青山俊弘 

 
 
 

 
A Handshake System for Japanese 
Academic Societies and 
Institutional Repositories 

 
共著

 
7th International Conference 
on Open Repositories, 
Edinburgh, UK (2012/7) 

 
Kazutsuna Yamaji, Toshihiro 
Aoyama, Hideaki Takeda,  

青山俊弘 
 
 
 

「創造工学」における
Engineering Design 教育 

共著 教育工学論文集, 35, pp. 1-3, 
(2012) 

伊藤明, 桑原裕史, 田添丈博, 
箕浦弘人, 青山俊弘, 浦尾彰. 
西村吉弘 

青山俊弘 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 高専教育, 35, 13-18, (2012) 箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 

青山俊弘 
 
 

ゲノム解析から見えてきたマラ
セチアの病原因子 

共著 第 54 回日本医真菌学会総
会, (2012/11) 

杉田隆，青山俊弘，知花博治，
高島昌子，張恩実 

平野武範 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

共著 高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

平野武範 
 
 
 

一年生への動機づけ教育 ～電
子情報工学序論～ 

共著 計測自動制御学会，第 151
回教育工学プログラム，平成
24 年 3 月 24 日 

平野武範，長嶋孝好，井瀬潔，
森育子，和田孝之，森岡晶子

浦尾彰 
 
 
 

対話エージェントとのコミュニ
ケーションにおける心理特性 

共著 日本感性工学会論文誌, 
Vol.11, No.3, 459 -467. 

林 勇吾・クーパー エリッ
ク・クリサノフ ビクター・浦
尾 彰・小川 均 

浦尾彰 
 
 
 

「創造工学」におけるエンジニア
リングデザイン教育 

共著 教育工学論文集, Vol.35, pp. 
1-3. 

伊藤明・桑原裕史・田添丈博・
箕浦弘人・青山俊弘・浦尾彰・
西村吉弘 

浦尾彰 
 
 
 

情報系工学実験テーマの改善 共著 高専教育, Vol.35, pp.13-18. 箕浦弘人・田添丈博・青山俊
弘・平野武範・浦尾彰・伊藤
明・長嶋孝好・森岡晶子 

浦尾彰 
 
 

マルチメディア学習理論に基づ
く電子教材の開発と評価 

共著 高専教育, Vol.35, pp.86-90. 浦尾彰・林勇吾・伊藤慎太郎・
青木駿介 

浦尾彰 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試みー模型自動車の赤外線制
御ー 

共著 高専教育, Vol.35,  
pp.413-418. 

平野武範・西村吉弘・桑原裕
史・井瀬潔・伊藤明・森育子・
浦尾彰・和田孝之 

板谷年也 
 
 
 

Eddy Current Distribution for a 
Rectangular Coil Arranged Parallel 
to a Moving Conductor Slab 

共著 IET Science, Measurement 
& Technology, Vol.6, Issue 2, 
pp.43-51, 2012 

Toshiya Itaya, Koichi Ishida, 
Akio Tanaka, Nobuo Takehira, 
Toshikatsu Miki  

板谷年也 
 

Self Inductance of a Racetrack Coil 共著 IEEE Transactions on 
Applied Superconductivity, 
Vol. 22, Issue 4, pp.4905509, 
2012  

Koichi Ishida,Toshiya Itaya, 
Akio Tanaka, Nobuo Takehira, 
Toshikatsu Miki  
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電子情報工学科 
井瀬潔 

 
 
 

 
中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

 
共著

 
高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

 
平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

井瀬潔 
 
 
 

一年生への動機づけ教育 ～電
子情報工学序論～ 

共著 計測自動制御学会，第 151
回教育工学プログラム，平成
24 年 3 月 24 日 

平野武範，長嶋孝好，井瀬潔，
森育子，和田孝之，森岡晶子

井瀬潔 
 
 
 
 

横型 pin フォトダイオードの光応
答電流モデルの開発 

共著 電子情報通信学会，信学技
報，Vol.112，No.365，
pp.133-138，December 
17-18，2012． 

井村洋介，井瀬潔 

伊藤明 
 
 
 

新しい神経骨格筋システムモデ
ルを用いた力のシミュレーショ
ン  

共著 日本機械学会 ロボティッ
クス・メカトロニクス講演会
2012 論文集 p180 

伊藤明、田村陽次郎 

伊藤明 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

共著 高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

伊藤明 
 
 
 

「創造工学」における
Engineering Design 教育 

共著 教育工学論文集, 35, pp. 1-3, 
(2012) 

伊藤明, 桑原裕史, 田添丈博, 
箕浦弘人, 青山俊弘, 浦尾彰. 
西村吉弘 

伊藤明 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 高専教育, 35, 13-18, (2012) 箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 

田添丈博 
 
 

機械翻訳文言い換えシステムに
おける学習機能の拡張 

共著 言語処理学会第 18 回年次大
会，C2-3(2012) 

鈴木良生，田添丈博，椎野努

田添丈博 
 
 

ゲーム入力の収集による意味関
連辞書の自動構築 

共著 言語処理学会第 18 回年次大
会，D2-6(2012) 

後藤慎也，田添丈博，椎野努

箕浦弘人 
 
 
 

パララックスバリア立体視ディ
スプレイにおける視点合わせの
支援に関する研究 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

天本涼太, 箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 
 

画像中のテクスチャ消去のため
の座標変換の高精度化に関する
研究 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

舛井さゆみ, 箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 

実空間投影型 AR ナビゲーション
システムの開発 

共著 電子情報通信学会総合大会
2012 

箕浦弘人, 溝口智之, 清水寛
也 

箕浦弘人 
 
 
 
 

Research on Support of 
Eye-Position Adjustment for a 
Parallax Barrier Stereoscopic 
Display 

共著 2012 International 
Symposium on Technology 
for Sustainability 

Ryota Amammoto, Hirohito 
Minoura 

箕浦弘人 
 
 
 

Research on Coordinate 
Transformation for Texture 
Elimination in Movie 

共著 2012 International 
Symposium on Technology 
for Sustainability 

Sayumi Masui, Hirohito 
Minoura 

箕浦弘人 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 論文集「高専教育」, 第 35
号, pp.13-18 

箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 
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著者名 

 
青山俊弘 

 
 
 

 
A Handshake System for Japanese 
Academic Societies and 
Institutional Repositories 

 
共著

 
7th International Conference 
on Open Repositories, 
Edinburgh, UK (2012/7) 

 
Kazutsuna Yamaji, Toshihiro 
Aoyama, Hideaki Takeda,  

青山俊弘 
 
 
 

「創造工学」における
Engineering Design 教育 

共著 教育工学論文集, 35, pp. 1-3, 
(2012) 

伊藤明, 桑原裕史, 田添丈博, 
箕浦弘人, 青山俊弘, 浦尾彰. 
西村吉弘 

青山俊弘 
 
 
 

電子情報工学実験テーマの改善 共著 高専教育, 35, 13-18, (2012) 箕浦弘人, 田添丈博, 青山俊
弘, 平野武範, 浦尾彰, 伊藤
明, 長嶋孝好, 森岡晶子 

青山俊弘 
 
 

ゲノム解析から見えてきたマラ
セチアの病原因子 

共著 第 54 回日本医真菌学会総
会, (2012/11) 

杉田隆，青山俊弘，知花博治，
高島昌子，張恩実 

平野武範 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試み －模型自動車の赤外線
制御－ 

共著 高専教育論文集，第 35 号，
pp.413-418(2012). 

平野武範，西村吉弘，桑原裕
史，井瀬潔，伊藤明，森育子，
浦尾彰，和田孝之 

平野武範 
 
 
 

一年生への動機づけ教育 ～電
子情報工学序論～ 

共著 計測自動制御学会，第 151
回教育工学プログラム，平成
24 年 3 月 24 日 

平野武範，長嶋孝好，井瀬潔，
森育子，和田孝之，森岡晶子

浦尾彰 
 
 
 

対話エージェントとのコミュニ
ケーションにおける心理特性 

共著 日本感性工学会論文誌, 
Vol.11, No.3, 459 -467. 

林 勇吾・クーパー エリッ
ク・クリサノフ ビクター・浦
尾 彰・小川 均 

浦尾彰 
 
 
 

「創造工学」におけるエンジニア
リングデザイン教育 

共著 教育工学論文集, Vol.35, pp. 
1-3. 

伊藤明・桑原裕史・田添丈博・
箕浦弘人・青山俊弘・浦尾彰・
西村吉弘 

浦尾彰 
 
 
 

情報系工学実験テーマの改善 共著 高専教育, Vol.35, pp.13-18. 箕浦弘人・田添丈博・青山俊
弘・平野武範・浦尾彰・伊藤
明・長嶋孝好・森岡晶子 

浦尾彰 
 
 

マルチメディア学習理論に基づ
く電子教材の開発と評価 

共著 高専教育, Vol.35, pp.86-90. 浦尾彰・林勇吾・伊藤慎太郎・
青木駿介 

浦尾彰 
 
 
 

中学生を対象としたものづくり
の試みー模型自動車の赤外線制
御ー 

共著 高専教育, Vol.35,  
pp.413-418. 

平野武範・西村吉弘・桑原裕
史・井瀬潔・伊藤明・森育子・
浦尾彰・和田孝之 

板谷年也 
 
 
 

Eddy Current Distribution for a 
Rectangular Coil Arranged Parallel 
to a Moving Conductor Slab 

共著 IET Science, Measurement 
& Technology, Vol.6, Issue 2, 
pp.43-51, 2012 

Toshiya Itaya, Koichi Ishida, 
Akio Tanaka, Nobuo Takehira, 
Toshikatsu Miki  

板谷年也 
 

Self Inductance of a Racetrack Coil 共著 IEEE Transactions on 
Applied Superconductivity, 
Vol. 22, Issue 4, pp.4905509, 
2012  

Koichi Ishida,Toshiya Itaya, 
Akio Tanaka, Nobuo Takehira, 
Toshikatsu Miki  
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生物応用化学科 
生貝初 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
特許取得 
名称：抗菌性物品とその抗菌性薄
膜の作製方法 
特許番号：特許第 5025367 
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
29 日 
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構 独立行政法人物
質・材料研究機構   
発明人：兼松秀行, 生貝 初, 吉
武道子 

     

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許取得 
名称：抗菌性を有する Sn-Cu 合
金薄膜，抗菌性を有する Sn-Cu 合
金薄膜形成品，および抗菌性を有
する Sn-Cu 合金薄膜形成品の製
造方法 
特許番号：特許第 5017638 号  
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
22 日   
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構 
発明人：兼松秀行, 江崎尚和, 生
貝初, 沖猛雄 

     

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許取得   
名称：抗菌性試験用標準試験片，
その製造方法及び抗菌性試験方
法   
特許番号：特許第 5011524   
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
15 日   
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構，株式会社 INAX  
発明人：生貝初，中山浩伸，今井
茂雄  

     

生貝初 
 
 
 

Biofouring of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surface 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012031, 
(2012, 2) 

K. Yoshida, H. Kanemastu, D. 
Kuroda, H. Ikegai, T. Kogo and 
S. Yokoyama 

生貝初 
 
 
 

Biofouling of Various Metal Oxides 
in Marine Environment 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012048, 
(2012, 2) 

T. Kougo, D. Kuroda, N. Wada, 
H. Ikegai and H. Kanematsu 

生貝初 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着 

共著 鉄と鋼, vol. 98, No. 4, 
(2012), pp. 109-116, (2012, 1) 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC5, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Koya, S. Shimada, H. Ikigai and 
H. Itoh 
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生貝初 

 
 
 

 
冷間圧延した金属材料への微生
物付着 

 
共著

 
材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
749-752, (2012, 9) 

 
黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
753-754, (2012, 9) 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝初 

生貝初 金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012), pp. 213-214, (2012, 4) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 

鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

横川さおり, 神崎拓也, 生 
初, 兼松秀行, 黒田大介 

生貝初 
 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 339, (2012, 1) 

横川さおり, 鎌倉 渚, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

生貝初 
 
 
 
 

冷却水中に浸漬した各種メッキ
材への微生物付着 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 345, (2012, 1) 

鎌倉渚, 黒田大介, 兼松秀行, 
生貝初 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

Comparison of hemolysis and 
aggregation of human and some 
animal erythrocytes induced by 
mature Vibirio cholerae hemolysin 
and its lectin domains 

共著 United States-Japan 
Cooperative Medical Science 
Programs, 46th Panel 
Meeting on Cholera and 
other Bacterial Infections in 
Chiba, Dec. 2011. 

Hajime Ikegai, Shohei Shimizu, 
Erina Takamura, and 
Tadakatsu Shimamura 

生貝初 
 
 
 

標的細胞に対するコレラ菌溶血
毒の 2つのレクチンドメインの結
合性 

共著 第 85 回日本細菌学会総会, 
長崎, 2012 年 3 月． 

生貝初, 飯村兼一, 大石祐司, 
菅波晃子, 田村裕, 島村忠勝 

生貝初 
 
 
 
 
 

Comparison of hemolysis and 
aggregation of human and some 
animal erythrocytes induced by 
mature Vibrio cholerae hemolysin 
and its lectin domains 

共著 日米医学協力研究会コレ
ラ・細菌性腸管感染症専門部
会、京都、8 月． 

Hajime Ikegai, Shohei Shimizu, 
Erina Takamura, and 
Tadakatsu Shimamura 

生貝初 
 
 
 

PBS 上での DMPC/コレステロー
ル脂質単分子膜に対するコレラ
菌溶血毒作用の表面圧依存性 

共著 日本化学会第 92 春季年会, 
横浜, 2012 年 3 月． 

平野隆晶, 瀬戸洋繁, 生貝初, 
成田貴行, 大石祐司 

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 

Evaluation of corrosion process for 
metal surface using EPS model 
films with patterned surface 
asperity 

共著 The 18th International 
Conference of the 
International Association for 
International Communication 
Studies (IAICS-2012), 
Taoyuan, Taiwan, June 
2012. 

Akane Ohyoshi, Ken-ichi 
Iimura, Hideyuki Kanematsu,
Hajime Ikegai, Daisuke 
Kuroda 

船越邦夫 
 
 
 

アンモニウムイオン存在下での
水酸化ニッケルの結晶化現象 

共 第 14 回化学工学会学生発表
会（東京大会）（２０１２，
３） 

清水万紀子，船越邦夫 
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生物応用化学科 
生貝初 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
特許取得 
名称：抗菌性物品とその抗菌性薄
膜の作製方法 
特許番号：特許第 5025367 
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
29 日 
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構 独立行政法人物
質・材料研究機構   
発明人：兼松秀行, 生貝 初, 吉
武道子 

     

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許取得 
名称：抗菌性を有する Sn-Cu 合
金薄膜，抗菌性を有する Sn-Cu 合
金薄膜形成品，および抗菌性を有
する Sn-Cu 合金薄膜形成品の製
造方法 
特許番号：特許第 5017638 号  
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
22 日   
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構 
発明人：兼松秀行, 江崎尚和, 生
貝初, 沖猛雄 

     

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特許取得   
名称：抗菌性試験用標準試験片，
その製造方法及び抗菌性試験方
法   
特許番号：特許第 5011524   
特許登録年月日：平成 24 年 6 月
15 日   
出願人：独立行政法人国立高等専
門学校機構，株式会社 INAX  
発明人：生貝初，中山浩伸，今井
茂雄  

     

生貝初 
 
 
 

Biofouring of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surface 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012031, 
(2012, 2) 

K. Yoshida, H. Kanemastu, D. 
Kuroda, H. Ikegai, T. Kogo and 
S. Yokoyama 

生貝初 
 
 
 

Biofouling of Various Metal Oxides 
in Marine Environment 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012048, 
(2012, 2) 

T. Kougo, D. Kuroda, N. Wada, 
H. Ikegai and H. Kanematsu 

生貝初 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着 

共著 鉄と鋼, vol. 98, No. 4, 
(2012), pp. 109-116, (2012, 1) 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC5, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Koya, S. Shimada, H. Ikigai and 
H. Itoh 
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生貝初 

 
 
 

 
冷間圧延した金属材料への微生
物付着 

 
共著

 
材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
749-752, (2012, 9) 

 
黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
753-754, (2012, 9) 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝初 

生貝初 金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012), pp. 213-214, (2012, 4) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 

鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

横川さおり, 神崎拓也, 生 
初, 兼松秀行, 黒田大介 

生貝初 
 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 339, (2012, 1) 

横川さおり, 鎌倉 渚, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

生貝初 
 
 
 
 

冷却水中に浸漬した各種メッキ
材への微生物付着 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 345, (2012, 1) 

鎌倉渚, 黒田大介, 兼松秀行, 
生貝初 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

Comparison of hemolysis and 
aggregation of human and some 
animal erythrocytes induced by 
mature Vibirio cholerae hemolysin 
and its lectin domains 

共著 United States-Japan 
Cooperative Medical Science 
Programs, 46th Panel 
Meeting on Cholera and 
other Bacterial Infections in 
Chiba, Dec. 2011. 

Hajime Ikegai, Shohei Shimizu, 
Erina Takamura, and 
Tadakatsu Shimamura 

生貝初 
 
 
 

標的細胞に対するコレラ菌溶血
毒の 2つのレクチンドメインの結
合性 

共著 第 85 回日本細菌学会総会, 
長崎, 2012 年 3 月． 

生貝初, 飯村兼一, 大石祐司, 
菅波晃子, 田村裕, 島村忠勝 

生貝初 
 
 
 
 
 

Comparison of hemolysis and 
aggregation of human and some 
animal erythrocytes induced by 
mature Vibrio cholerae hemolysin 
and its lectin domains 

共著 日米医学協力研究会コレ
ラ・細菌性腸管感染症専門部
会、京都、8 月． 

Hajime Ikegai, Shohei Shimizu, 
Erina Takamura, and 
Tadakatsu Shimamura 

生貝初 
 
 
 

PBS 上での DMPC/コレステロー
ル脂質単分子膜に対するコレラ
菌溶血毒作用の表面圧依存性 

共著 日本化学会第 92 春季年会, 
横浜, 2012 年 3 月． 

平野隆晶, 瀬戸洋繁, 生貝初, 
成田貴行, 大石祐司 

生貝初 
 
 
 
 
 
 
 

Evaluation of corrosion process for 
metal surface using EPS model 
films with patterned surface 
asperity 

共著 The 18th International 
Conference of the 
International Association for 
International Communication 
Studies (IAICS-2012), 
Taoyuan, Taiwan, June 
2012. 

Akane Ohyoshi, Ken-ichi 
Iimura, Hideyuki Kanematsu,
Hajime Ikegai, Daisuke 
Kuroda 

船越邦夫 
 
 
 

アンモニウムイオン存在下での
水酸化ニッケルの結晶化現象 

共 第 14 回化学工学会学生発表
会（東京大会）（２０１２，
３） 

清水万紀子，船越邦夫 
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船越邦夫 

 
 
 

 
異性化優先晶析法による光学活
性体の高純度・高収率化 

 
共 

 
第 14 回化学工学会学生発表
会（東京大会）（２０１２，
３） 

 
川端賢，船越邦夫 

船越邦夫 
 
 

メカノケミカル法によるグリシ
ン多形結晶の固相転移機構 

共 分離技術会年会２０１２（２
０１２，６） 

安江健，船越邦夫 

船越邦夫 水酸化ニッケル連続反応晶析に
おけるニッケルアンミン錯体の
形成 

共 化学工学会第４４回秋季大
会（２０１２，９） 

船越邦夫，清水万紀子 

高倉克人 
 
 

分子間長鎖移動反応を鍵とする
自己複製ベシクルの構築 

共著 第 32 回基礎有機化学討論会
（3P091） 

久野友梨亜，高倉克人 

高倉克人 
 
 

双性イオン型膜分子の合成とベ
シクル形成 

共著 第 32 回基礎有機化学討論会
（3P02） 

大倉優作，栗原顕輔，豊田太
郎，高倉克人，菅原正 

平井信充 
 
 
 
 
 

鉛平板上に形成した鉛活物質粉
末とリグノスルホン酸 Na を含む
薄膜電極の硫酸水溶液中におけ
るサイクリックボルタモグラム
測定 

共著 Electrochemistry, Vol.80, 
No.11, (2012), pp.913-915.  

平井信充, 木村優太, 田中敏
宏, 久保智史, 眞柄謙吾 

平井信充 
 
 
 

イオン液体との複合構造を持つ
(Bi,Sb)2Te3 系熱電変換材料の作
製とその熱電特性の評価 

共著 粉体および粉末冶金, Vol.59, 
No.4, (2012), pp.201-205.  

勝山茂, 草深佑介, 平井信充, 
鈴木賢紀, 田中敏宏 

平井信充 
 
 
 

Cyclic Voltammetry of Lead in 
Ionic Liquid with or without 
Sulfuric Acid Aqueous Solution 

単著 Proc. 4th Asian Conf. Molten 
Salt Chem. and Tech., (2012), 
pp.334-335.  

Nobumitsu Hirai 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルム動的形成過程解
析に向けた AFM その場観察法の
検討 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.759-760.  

平井信充, 金田貴文, 鈴木賢
紀, 勝山茂, 田中敏宏, 兼松
秀行 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルムによる水環境か
らの金属回収～EPS 模擬物質に
よる水中金属イオンの捕捉～ 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.808-809.  

平井信充, 兼松秀行 

平井信充 
 
 
 

実験室雰囲気中の雑菌により形
成されたバイオフィルム中への
シリコン濃縮挙動の観察 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.810-811.  

兼松秀行, 平井信充, 三浦陽
子, 伊藤日出生, 生貝初, 田
中美穂 

平井信充 
 
 
 
 

Synthesis and Thermoelectric 
Properties of (Bi,Sb)2Te3-based 
Thermoelectric Materials 
Composited with Ionic Liquid 

共著 Books of Abstract of the 31st 
International Conference on 
Thermoelectrics (ICT2012), 
p44.  

Shigeru Katsuyama, Yusuke 
Kusafuka, Nobumitsu Hirai, 
Masanori Suzuki, Toshihiro 
Tanaka 

平井信充 
 
 
 

イオン液体との複合構造を持つ
熱電変換材料の作製とその特性
の評価 

共著 粉体粉末冶金協会平成 24 年
度春季大会講演概要集、p40. 

勝山茂, 草深佑介, 平井信充, 
鈴木賢紀, 田中敏宏 

山口雅裕 
 
 

亜鉛が水棲脊椎動物の発生・細胞
増殖に与える影響の解析 

共著 高専連携教育研究プロジェ
クト学生成果報告会 

大平麻由佳，中川元斗，甲斐
穂高，山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

メダカ胚を用いた in vivo での亜
鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 146 回鉄鋼協会秋季講演
大会 

大平麻由佳，中川元斗，甲斐
穂高，山口雅裕 
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山口雅裕 

 
 

 
両生類変態期における赤血球転
換機構の解析 

 
共著

 
平成 24 年度日本動物学会中
部支部大会松本大会 

 
川口唯，松田伊世，神元寛，
山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

タゴガエルにおける消化管の変
態 

共著 平成 24 年度日本動物学会中
部支部大会松本大会 

坂本和歌子，山口雅裕 

甲斐穂高 
 
 
 

浄化槽汚泥を対象とした超高温
可溶化-メタン発酵処理システム
の環境影響評価 

共著 日本 LCA 学会誌 Vol8, No4, 
pp370-383, 2012. 

甲斐穂高、中道隆広、有薗真
澄、竹本直道、蒲原新一、石
橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 

長崎県におけるメタン発酵原料
調査とエネルギー活量量の試算 

共著 長崎総合科学大学新技術創
成研究所所報、第７巻、
pp.35-40、2012. 

中道隆広、石橋康弘、甲斐穂
高、大場和彦 

甲斐穂高 
 
 
 

メタン発酵における微生物を用
いた実験室レベルでの可溶化技
術の検討  

共著 長崎総合科学大学新技術創
成研究所所報、第７巻、
pp.41-46、2012. 

中道隆広、石橋康弘、甲斐穂
高、大場和彦 

甲斐穂高 
 
 
 
 

高温可溶化技術を利用したメタ
ン発酵システムの開発 

共著 環境と安全、3(1)、pp.13-20、
2012 

中道隆広, 中島琢自, 甲斐穂
高, 竹本直道, 松尾英樹, 小
林淳, 高橋洋子, 大場和彦, 
石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 
 
 

Life Cycle Assessment Evaluation 
of dairy farming by input-output 
balance. 

共著 SETAC2012 Asia/Pacific, in 
Kumamoto. 

Hotaka Kai, Takahiro 
Nakamichi, Naomochi 
Takemoto, Shinichi Kamohara, 
Koji Arizono, Yasuhiro 
Ishibashi. 

甲斐穂高 
 
 

メダカ胚を用いた in vivo での亜
鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 164 回 日本鉄鋼協会秋季
講演大会、2012 

大平麻由佳、中川元斗、甲斐
穂高、山口雅裕 

甲斐穂高 
 
 
 
 

バイオマス施設のライフサイク
ルアセスメントに関する研究 

共著 平成 23年度日本 LCA学会研
究発表会、2012 

有薗真澄、甲斐穂高、中道隆
広、竹本直道、石橋康弘 
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船越邦夫 

 
 
 

 
異性化優先晶析法による光学活
性体の高純度・高収率化 

 
共 

 
第 14 回化学工学会学生発表
会（東京大会）（２０１２，
３） 

 
川端賢，船越邦夫 

船越邦夫 
 
 

メカノケミカル法によるグリシ
ン多形結晶の固相転移機構 

共 分離技術会年会２０１２（２
０１２，６） 

安江健，船越邦夫 

船越邦夫 水酸化ニッケル連続反応晶析に
おけるニッケルアンミン錯体の
形成 

共 化学工学会第４４回秋季大
会（２０１２，９） 

船越邦夫，清水万紀子 

高倉克人 
 
 

分子間長鎖移動反応を鍵とする
自己複製ベシクルの構築 

共著 第 32 回基礎有機化学討論会
（3P091） 

久野友梨亜，高倉克人 

高倉克人 
 
 

双性イオン型膜分子の合成とベ
シクル形成 

共著 第 32 回基礎有機化学討論会
（3P02） 

大倉優作，栗原顕輔，豊田太
郎，高倉克人，菅原正 

平井信充 
 
 
 
 
 

鉛平板上に形成した鉛活物質粉
末とリグノスルホン酸 Na を含む
薄膜電極の硫酸水溶液中におけ
るサイクリックボルタモグラム
測定 

共著 Electrochemistry, Vol.80, 
No.11, (2012), pp.913-915.  

平井信充, 木村優太, 田中敏
宏, 久保智史, 眞柄謙吾 

平井信充 
 
 
 

イオン液体との複合構造を持つ
(Bi,Sb)2Te3 系熱電変換材料の作
製とその熱電特性の評価 

共著 粉体および粉末冶金, Vol.59, 
No.4, (2012), pp.201-205.  

勝山茂, 草深佑介, 平井信充, 
鈴木賢紀, 田中敏宏 

平井信充 
 
 
 

Cyclic Voltammetry of Lead in 
Ionic Liquid with or without 
Sulfuric Acid Aqueous Solution 

単著 Proc. 4th Asian Conf. Molten 
Salt Chem. and Tech., (2012), 
pp.334-335.  

Nobumitsu Hirai 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルム動的形成過程解
析に向けた AFM その場観察法の
検討 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.759-760.  

平井信充, 金田貴文, 鈴木賢
紀, 勝山茂, 田中敏宏, 兼松
秀行 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルムによる水環境か
らの金属回収～EPS 模擬物質に
よる水中金属イオンの捕捉～ 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.808-809.  

平井信充, 兼松秀行 

平井信充 
 
 
 

実験室雰囲気中の雑菌により形
成されたバイオフィルム中への
シリコン濃縮挙動の観察 

共著 CAMP-ISIJ, Vol.25, (2012) 
pp.810-811.  

兼松秀行, 平井信充, 三浦陽
子, 伊藤日出生, 生貝初, 田
中美穂 

平井信充 
 
 
 
 

Synthesis and Thermoelectric 
Properties of (Bi,Sb)2Te3-based 
Thermoelectric Materials 
Composited with Ionic Liquid 

共著 Books of Abstract of the 31st 
International Conference on 
Thermoelectrics (ICT2012), 
p44.  

Shigeru Katsuyama, Yusuke 
Kusafuka, Nobumitsu Hirai, 
Masanori Suzuki, Toshihiro 
Tanaka 

平井信充 
 
 
 

イオン液体との複合構造を持つ
熱電変換材料の作製とその特性
の評価 

共著 粉体粉末冶金協会平成 24 年
度春季大会講演概要集、p40. 

勝山茂, 草深佑介, 平井信充, 
鈴木賢紀, 田中敏宏 

山口雅裕 
 
 

亜鉛が水棲脊椎動物の発生・細胞
増殖に与える影響の解析 

共著 高専連携教育研究プロジェ
クト学生成果報告会 

大平麻由佳，中川元斗，甲斐
穂高，山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

メダカ胚を用いた in vivo での亜
鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 146 回鉄鋼協会秋季講演
大会 

大平麻由佳，中川元斗，甲斐
穂高，山口雅裕 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
山口雅裕 

 
 

 
両生類変態期における赤血球転
換機構の解析 

 
共著

 
平成 24 年度日本動物学会中
部支部大会松本大会 

 
川口唯，松田伊世，神元寛，
山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

タゴガエルにおける消化管の変
態 

共著 平成 24 年度日本動物学会中
部支部大会松本大会 

坂本和歌子，山口雅裕 

甲斐穂高 
 
 
 

浄化槽汚泥を対象とした超高温
可溶化-メタン発酵処理システム
の環境影響評価 

共著 日本 LCA 学会誌 Vol8, No4, 
pp370-383, 2012. 

甲斐穂高、中道隆広、有薗真
澄、竹本直道、蒲原新一、石
橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 

長崎県におけるメタン発酵原料
調査とエネルギー活量量の試算 

共著 長崎総合科学大学新技術創
成研究所所報、第７巻、
pp.35-40、2012. 

中道隆広、石橋康弘、甲斐穂
高、大場和彦 

甲斐穂高 
 
 
 

メタン発酵における微生物を用
いた実験室レベルでの可溶化技
術の検討  

共著 長崎総合科学大学新技術創
成研究所所報、第７巻、
pp.41-46、2012. 

中道隆広、石橋康弘、甲斐穂
高、大場和彦 

甲斐穂高 
 
 
 
 

高温可溶化技術を利用したメタ
ン発酵システムの開発 

共著 環境と安全、3(1)、pp.13-20、
2012 

中道隆広, 中島琢自, 甲斐穂
高, 竹本直道, 松尾英樹, 小
林淳, 高橋洋子, 大場和彦, 
石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 
 
 

Life Cycle Assessment Evaluation 
of dairy farming by input-output 
balance. 

共著 SETAC2012 Asia/Pacific, in 
Kumamoto. 

Hotaka Kai, Takahiro 
Nakamichi, Naomochi 
Takemoto, Shinichi Kamohara, 
Koji Arizono, Yasuhiro 
Ishibashi. 

甲斐穂高 
 
 

メダカ胚を用いた in vivo での亜
鉛イオンの生体毒性評価 

共著 第 164 回 日本鉄鋼協会秋季
講演大会、2012 

大平麻由佳、中川元斗、甲斐
穂高、山口雅裕 

甲斐穂高 
 
 
 
 

バイオマス施設のライフサイク
ルアセスメントに関する研究 

共著 平成 23年度日本 LCA学会研
究発表会、2012 

有薗真澄、甲斐穂高、中道隆
広、竹本直道、石橋康弘 
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材 料 工 学 科 
井上哲雄 

 
 
 
 

 
東海工学教育協会高専部会の活
動とその成果 

 
共著 

 
工学・工業教育研究講演会講
演論文集，pp244-245，
(2012.9) 東京 日本工学教
育協会 

 
稲葉盛基，井上哲雄，伊東孝，
勝山智男，大石哲男 

井上哲雄 
 
 
 

鈴鹿高専における本科学生の国
際化教育 

共著 平成 24 年度東海工学教育協
会高専シンポジウム, 
pp.9-10 

川口雅司、井上哲雄 

井上哲雄 
 
 

交流協定校との学生相互短期派
遣の実施 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム,AK33_2_4,2012 

川口雅司、藤松孝裕、井上哲
雄 

宗内篤夫 
 
 

PEFC におけるカソード合金触媒
の研究 

共著 電気化学会第 79 回大会１
P26  

菊永 巧、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

非鉛ガラス電極を用いたオゾン
生成の研究 

共著 電気化学会第 79 回大会
3M04 

前田光彦、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

バリヤー放電における非鉛ガラ
ス電極材料の研究 

共著 第 21 回 日本オゾン協会年
次研究講演会 

前田光彦、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

中温型燃料電池の開発状況 単著 三重県工業試験所燃料電池
検討部会 

宗内篤夫 

江崎尚和 
 
 
 
 

「事例に学ぶエンジニアリング
デザイン（上巻）」の一考察 

共著 工学教育研究講演会講演論
文集，日本工学教育協会第
60 回年次大会，芝浦，
pp.680-681(2012) 

森邦彦，坂本英俊，大渕慶史，
垰克己，江﨑尚和，齊藤正美

江崎尚和 
 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を支える研
究ジーズ MAP 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集, pp.339-340，東京 

下古谷博司，江崎尚和，垰克
己 

江崎尚和 
 
 
 
 

抗菌性を有する Sn-Cu 合金薄膜
形成品の製造方法およびこれに
よって製造された抗菌性を有す
る Sn-Cu 合金薄膜形成品 

共著 特許登録第 5017638 号、平
成 24 年 6 月 22 日 

兼松秀行、江崎尚和、生貝初、
沖猛雄 

江崎尚和 
 
 
 
 

遷移金属合金の熱起電特性にお
よぼす合金元素の影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
「学生による材料フォーラ
ム」平成 24 年 11 月 22 日、
豊橋 

庄司衣友弓、江崎尚和 

江崎尚和 
 
 
 
 

Co-Ni 系合金の歪みゲージ特性に
およぼす合金効果 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
「学生による材料フォーラ
ム」平成 24 年 11 月 23 日、
豊橋 

鈴木大輝、江崎尚和 

兼松秀行 
 
 
 
 

The monitoring possibility of some 
mammalian cells for zinc 
concentrations on metallic 
materials.  

共著 Cytotechnology, 2012. 1-7 
DOI: 
10.1007/s10616-012-9433-6. 

Akiko Ogawa, Naoaki Okuda, 
Katsuya Hio, Hideyuki 
Kanematsu and Hidekazu 
Tamauchi 
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兼松秀行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Biofouling of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surfaces. 

 
共著

 
Journal of Physics: 
Conference Series, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 2011 
(AP-IRC 2011), 2012. 352, 
1-6 DOI: 
10.1088/1742-6596/352/1/012
031. 

 
Kento Yoshida, Hideyuki 
Kanematsu, Daisuke Kuroda, 
Hajime Ikigai, Takeshi Kogo 
and Seiji Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

Remote Sensing of Radiation Dose 
Rate by Customizing an 
Autonomous Robot. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 
2011(AP-IRC2011), 2012. 
352, 1-6 
DOI:10.1088/1742-6596/352/
1/012033. 

T. Kobayashi, M. Nakahara, K. 
Morisato, T. Takashina and H. 
Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofouling of various metal oxides 
in marine environment. 

共著 Journal of Physics: 
ConferenceSeries, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 
2011(AP-IRC2011), 2012. 
352, 1-5 DOI: 
10.1088/1742-6596/352/1/012
048. 

T. Kougo, D. Kuroda, H. Ikegai 
and H. Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Temperature Distribution of 
Organic and Inorganic Light 
Emitting Diode Panels for Light 
Sources 

共著 The Eighth KSME-JSME 
(Thermal and Fluids 
Engineering 
Conference)2012: Songdo 
Convensia Center, Incheon, 
Korea. 

Toshiro Kobayashi, Hiroaki 
Yamasaki, Ryohta Ochiai, 
Ritsuo Hashimoto, Tohru 
Takashina, Hideyuki 
Kanematsu and Fumihiko 
Hirose 

兼松秀行 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着. 

共著 鉄と鋼, 2012. 98(4): p. 
109-116. 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Checklist System Based on a Web 
for Qualities of Distance Learning 
and the Operation 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
129-141 

Nobuyuki Ogawa, Hideyuki 
Kanemats, Yoshimi Fukumura 
and Yasutaka Shimizu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Nuclear Energy Safety Project in 
Metaverse 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
411-418. 

Hideyuki Kanematsu, Toshiro 
Kobayashi, Nobuyuki Ogawa, 
Yoshimi Fukumura, Dana M. 
Barry and Hirotomo Nagai 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Problem Based Learning for US 
and Japan Students in a Virtual 
Environment 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
479-488 

Dana M. Barry, Hideyuki 
Kanematsu, Yoshimi 
Fukumura, Toshiro Kobayashi, 
Nobuyuki Ogawa and Hirotomo 
Nagai 
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材 料 工 学 科 
井上哲雄 

 
 
 
 

 
東海工学教育協会高専部会の活
動とその成果 

 
共著 

 
工学・工業教育研究講演会講
演論文集，pp244-245，
(2012.9) 東京 日本工学教
育協会 

 
稲葉盛基，井上哲雄，伊東孝，
勝山智男，大石哲男 

井上哲雄 
 
 
 

鈴鹿高専における本科学生の国
際化教育 

共著 平成 24 年度東海工学教育協
会高専シンポジウム, 
pp.9-10 

川口雅司、井上哲雄 

井上哲雄 
 
 

交流協定校との学生相互短期派
遣の実施 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム,AK33_2_4,2012 

川口雅司、藤松孝裕、井上哲
雄 

宗内篤夫 
 
 

PEFC におけるカソード合金触媒
の研究 

共著 電気化学会第 79 回大会１
P26  

菊永 巧、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

非鉛ガラス電極を用いたオゾン
生成の研究 

共著 電気化学会第 79 回大会
3M04 

前田光彦、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

バリヤー放電における非鉛ガラ
ス電極材料の研究 

共著 第 21 回 日本オゾン協会年
次研究講演会 

前田光彦、宗内篤夫 

宗内篤夫 
 
 

中温型燃料電池の開発状況 単著 三重県工業試験所燃料電池
検討部会 

宗内篤夫 

江崎尚和 
 
 
 
 

「事例に学ぶエンジニアリング
デザイン（上巻）」の一考察 

共著 工学教育研究講演会講演論
文集，日本工学教育協会第
60 回年次大会，芝浦，
pp.680-681(2012) 

森邦彦，坂本英俊，大渕慶史，
垰克己，江﨑尚和，齊藤正美

江崎尚和 
 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を支える研
究ジーズ MAP 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集, pp.339-340，東京 

下古谷博司，江崎尚和，垰克
己 

江崎尚和 
 
 
 
 

抗菌性を有する Sn-Cu 合金薄膜
形成品の製造方法およびこれに
よって製造された抗菌性を有す
る Sn-Cu 合金薄膜形成品 

共著 特許登録第 5017638 号、平
成 24 年 6 月 22 日 

兼松秀行、江崎尚和、生貝初、
沖猛雄 

江崎尚和 
 
 
 
 

遷移金属合金の熱起電特性にお
よぼす合金元素の影響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
「学生による材料フォーラ
ム」平成 24 年 11 月 22 日、
豊橋 

庄司衣友弓、江崎尚和 

江崎尚和 
 
 
 
 

Co-Ni 系合金の歪みゲージ特性に
およぼす合金効果 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
「学生による材料フォーラ
ム」平成 24 年 11 月 23 日、
豊橋 

鈴木大輝、江崎尚和 

兼松秀行 
 
 
 
 

The monitoring possibility of some 
mammalian cells for zinc 
concentrations on metallic 
materials.  

共著 Cytotechnology, 2012. 1-7 
DOI: 
10.1007/s10616-012-9433-6. 

Akiko Ogawa, Naoaki Okuda, 
Katsuya Hio, Hideyuki 
Kanematsu and Hidekazu 
Tamauchi 
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兼松秀行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Biofouling of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surfaces. 

 
共著

 
Journal of Physics: 
Conference Series, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 2011 
(AP-IRC 2011), 2012. 352, 
1-6 DOI: 
10.1088/1742-6596/352/1/012
031. 

 
Kento Yoshida, Hideyuki 
Kanematsu, Daisuke Kuroda, 
Hajime Ikigai, Takeshi Kogo 
and Seiji Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

Remote Sensing of Radiation Dose 
Rate by Customizing an 
Autonomous Robot. 

共著 Journal of Physics: 
Conference Series, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 
2011(AP-IRC2011), 2012. 
352, 1-6 
DOI:10.1088/1742-6596/352/
1/012033. 

T. Kobayashi, M. Nakahara, K. 
Morisato, T. Takashina and H. 
Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofouling of various metal oxides 
in marine environment. 

共著 Journal of Physics: 
ConferenceSeries, 
Asia-Pacific Interdisciplinary 
Research Conference 
2011(AP-IRC2011), 2012. 
352, 1-5 DOI: 
10.1088/1742-6596/352/1/012
048. 

T. Kougo, D. Kuroda, H. Ikegai 
and H. Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Temperature Distribution of 
Organic and Inorganic Light 
Emitting Diode Panels for Light 
Sources 

共著 The Eighth KSME-JSME 
(Thermal and Fluids 
Engineering 
Conference)2012: Songdo 
Convensia Center, Incheon, 
Korea. 

Toshiro Kobayashi, Hiroaki 
Yamasaki, Ryohta Ochiai, 
Ritsuo Hashimoto, Tohru 
Takashina, Hideyuki 
Kanematsu and Fumihiko 
Hirose 

兼松秀行 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着. 

共著 鉄と鋼, 2012. 98(4): p. 
109-116. 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Checklist System Based on a Web 
for Qualities of Distance Learning 
and the Operation 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
129-141 

Nobuyuki Ogawa, Hideyuki 
Kanemats, Yoshimi Fukumura 
and Yasutaka Shimizu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Nuclear Energy Safety Project in 
Metaverse 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
411-418. 

Hideyuki Kanematsu, Toshiro 
Kobayashi, Nobuyuki Ogawa, 
Yoshimi Fukumura, Dana M. 
Barry and Hirotomo Nagai 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Problem Based Learning for US 
and Japan Students in a Virtual 
Environment 

共著 Intelligent Interactive 
Multimedia: Systems & 
Services, SIST 14, T. 
Watanabe, Editor 2012, 
Springer-Verlag: Gifu. p. 
479-488 

Dana M. Barry, Hideyuki 
Kanematsu, Yoshimi 
Fukumura, Toshiro Kobayashi, 
Nobuyuki Ogawa and Hirotomo 
Nagai 
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兼松秀行 

 
 
 

 
Nuclear Reaction Analysis for 
Composition Measurement of BN 
Thin Films. 

 
共著

 
Journal of Power and Energy 
Systems, vol.6, No.2, 
p.129-139 (2012) 

 
Toshiro Kobayashi, Syohei 
Takamiya, Hideyuki 
Kanematsu, Toshiro Fukui 

兼松秀行 
 
 
 

閉鎖循環系浸漬試験を用いたバ
イオフィルムの実験室的製造法
の開発 

共著 表面技術 vol.63, No.7, 
p.69-71 (2012) 

兼松秀行, 黒田大介，小屋駿, 
伊藤日出生 

兼松秀行 
 
 
 

鈴鹿高専−小特集：高等専門学校
制度 50 周年を迎えて,会員勤務の
高専紹介 

単著， 表面技術 vo.63, No.7, 
p.36-38 (2012) 

兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Biofouling and Corrosion of Spray 
Coated Carbon Steel 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC4, p.71 (2012) 

Daisuke Kuroda, Hideyuki 
Kanematsu, Kento Yoshida & 
Soshu Kirihara  

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results. 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC5, p.71 (2012) 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Shun Koya, Shohei 
Shimada, Hajime Ikigai, Hideo 
Itoh 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Biofouling on Spray Coated 
Concretes in Marine Environment.

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC7, p.72 (2012) 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Chika Ohara, Kazumi 
Murakami and Seiji Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 

熱処理による抗菌性合金皮膜生
成と偏析予測システムを用いた
設計の可能性 

共著 熱処理第５２巻第３号, 
p.143-149 (2012) 

兼松秀行,吉武道子，黒田大介

兼松秀行 
 
 

鈴鹿高専における STEM 教育の
試み 

単著， まてりあ, 2012. 51(8): p. 
362-364. 

兼松秀行 

兼松秀行 
 
 

冷間圧延した鉄鋼材料への微生
物付着. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
749-752. 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行, 

兼松秀行 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
753-754. 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝初, 

兼松秀行 
 
 
 

バイオフィルム動的形成過程解
析に向けた AFM その場観察法の
検討 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
759-760. 

平井信充, 金田貴文, 鈴木賢
紀, 田中敏宏, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 

ニッケルチタン及びコバルトク
ロム合金に対する接触皮膚炎誘
導に関与する免疫担当細胞の役
割と生体適合性評価系の樹立. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
799-802. 

玉内秀一, 岩渕和也, 兼松秀
行, 樋尾勝也 

兼松秀行 
 
 
 

動物細胞を利用した鉄鋼材料か
ら調製した溶出液中の亜鉛定量
法 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
803-805. 

小川亜希子, 樋尾勝也, 玉内
秀一 兼松秀行 
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兼松秀行 

 
 
 

 
バイオフィルムによる水環境か
らの金属回収～EPS 模擬物質に
よる水中金属イオンの捕捉～ 

 
共著

 
材料とプロセス, 2012. 25: p. 
808-809. 

 
平井信充 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 

実験室雰囲気中の雑菌により形
成されたバイオフィルム中への
シリコン濃縮挙動の観察. 

共著 材料とプロセス. 25: p. 
810-811 

兼松秀行, 平井信充, 三浦陽
子, 伊藤日出生, 生貝初 田中
美穂 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The Application of Spray Coating 
to Anti-fouling and Pro-fouling 
Surface Treatments for Various 
Materials 

共著 4th Asian Conference on 
Molten Salt Chemistry and 
Technology, and 44th 
Symposium on Molten Salt 
Chemistry, Japan2012, 
Molten Salt Committee, The 
electrochemical Society of 
Japan: Hotel Taikanso, 
Matsushima, Japan. p. 
161-167. 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Soshu Kirihara and 
Hideo Itoh 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Solubility of Carbon and Vickers 
Hard-ness of Copper Saturated 
with Carbon 

共著 15th Internationl conference 
on advances in materials and 
processing technology, 
(AMPT2012) 
(CD-ROM)2012: Wollongong, 
Australia. p. 11531-11540. 

Seiji Yokoyama, Yu Takashima, 
Muhd Nor Nik Hisyamudin, 
Yoshinori Murata, Hideyuki 
Kanematsu, Junji Sasano and 
Masanobu Izaki, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Prevention Coating Against 
Biofilm Formation 

共著 Sur/Fin Asia-Pacific 2012, S. 
Hemsley, Editor 2012, 
Singapore Surface 
Engineering Association: 
Singapore. p. 52-56. 

Kanematsu, H., T. Kougo, D. 
Kuroda, H. Itoh, and R. 
Noorani 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Chemical Surface Treatment for 
Prevention Against Biofilm 
Formation 

共著 Sur/Fin Asia-Pacific 2012, S. 
Hemsley, Editor 2012, 
Singapore Surface 
Engineering Association: 
Singapore. p. 57-62. 

Kanematsu, H., D. Kuroda, H. 
Itoh, T. Kobayashi, R. Noorani, 
M. Yamamoto, and I. Tsukuda 

兼松秀行 
 
 
 
 

An Effective and Economic 
Strategy to Restore Acidified 
Freshwater Ecosystems with Steel 
Industrial Byproducts.  

共著 Journal of Water and 
Environment Technology, 
2012. 10(4): p. 347-362. 

Takahashi, T., Y. Ogura, A. 
Ogawa, H. Kanematsu, and S. 
Yokoyama 

兼松秀行 
 
 

金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012),pp. 213-214, (2012, 4)

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 

鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

横川さおり, 神崎拓也, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

兼松秀行 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本,講演要旨集, (2012), p. 
339, (2012, 1)  

横川さおり, 鎌倉渚, 生貝初,
兼松秀行, 黒田大介  

兼松秀行 
 
 
 

冷却水中に浸漬した各種メッキ
材への微生物付着 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本講演要旨集, (2012), p. 
345, (2012, 1) 

鎌倉渚, 黒田大介, 兼松秀行, 
生貝初 
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兼松秀行 

 
 
 

 
Nuclear Reaction Analysis for 
Composition Measurement of BN 
Thin Films. 

 
共著

 
Journal of Power and Energy 
Systems, vol.6, No.2, 
p.129-139 (2012) 

 
Toshiro Kobayashi, Syohei 
Takamiya, Hideyuki 
Kanematsu, Toshiro Fukui 

兼松秀行 
 
 
 

閉鎖循環系浸漬試験を用いたバ
イオフィルムの実験室的製造法
の開発 

共著 表面技術 vol.63, No.7, 
p.69-71 (2012) 

兼松秀行, 黒田大介，小屋駿, 
伊藤日出生 

兼松秀行 
 
 
 

鈴鹿高専−小特集：高等専門学校
制度 50 周年を迎えて,会員勤務の
高専紹介 

単著， 表面技術 vo.63, No.7, 
p.36-38 (2012) 

兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Biofouling and Corrosion of Spray 
Coated Carbon Steel 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC4, p.71 (2012) 

Daisuke Kuroda, Hideyuki 
Kanematsu, Kento Yoshida & 
Soshu Kirihara  

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results. 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC5, p.71 (2012) 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Shun Koya, Shohei 
Shimada, Hajime Ikigai, Hideo 
Itoh 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Biofouling on Spray Coated 
Concretes in Marine Environment.

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and  
Fouling.MC7, p.72 (2012) 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Chika Ohara, Kazumi 
Murakami and Seiji Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 

熱処理による抗菌性合金皮膜生
成と偏析予測システムを用いた
設計の可能性 

共著 熱処理第５２巻第３号, 
p.143-149 (2012) 

兼松秀行,吉武道子，黒田大介

兼松秀行 
 
 

鈴鹿高専における STEM 教育の
試み 

単著， まてりあ, 2012. 51(8): p. 
362-364. 

兼松秀行 

兼松秀行 
 
 

冷間圧延した鉄鋼材料への微生
物付着. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
749-752. 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行, 

兼松秀行 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
753-754. 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝初, 

兼松秀行 
 
 
 

バイオフィルム動的形成過程解
析に向けた AFM その場観察法の
検討 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
759-760. 

平井信充, 金田貴文, 鈴木賢
紀, 田中敏宏, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 

ニッケルチタン及びコバルトク
ロム合金に対する接触皮膚炎誘
導に関与する免疫担当細胞の役
割と生体適合性評価系の樹立. 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
799-802. 

玉内秀一, 岩渕和也, 兼松秀
行, 樋尾勝也 

兼松秀行 
 
 
 

動物細胞を利用した鉄鋼材料か
ら調製した溶出液中の亜鉛定量
法 

共著 材料とプロセス, 2012. 25: p. 
803-805. 

小川亜希子, 樋尾勝也, 玉内
秀一 兼松秀行 
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バイオフィルムによる水環境か
らの金属回収～EPS 模擬物質に
よる水中金属イオンの捕捉～ 
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材料とプロセス, 2012. 25: p. 
808-809. 

 
平井信充 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 

実験室雰囲気中の雑菌により形
成されたバイオフィルム中への
シリコン濃縮挙動の観察. 

共著 材料とプロセス. 25: p. 
810-811 

兼松秀行, 平井信充, 三浦陽
子, 伊藤日出生, 生貝初 田中
美穂 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The Application of Spray Coating 
to Anti-fouling and Pro-fouling 
Surface Treatments for Various 
Materials 

共著 4th Asian Conference on 
Molten Salt Chemistry and 
Technology, and 44th 
Symposium on Molten Salt 
Chemistry, Japan2012, 
Molten Salt Committee, The 
electrochemical Society of 
Japan: Hotel Taikanso, 
Matsushima, Japan. p. 
161-167. 

Hideyuki Kanematsu, Daisuke 
Kuroda, Soshu Kirihara and 
Hideo Itoh 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

Solubility of Carbon and Vickers 
Hard-ness of Copper Saturated 
with Carbon 

共著 15th Internationl conference 
on advances in materials and 
processing technology, 
(AMPT2012) 
(CD-ROM)2012: Wollongong, 
Australia. p. 11531-11540. 

Seiji Yokoyama, Yu Takashima, 
Muhd Nor Nik Hisyamudin, 
Yoshinori Murata, Hideyuki 
Kanematsu, Junji Sasano and 
Masanobu Izaki, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Prevention Coating Against 
Biofilm Formation 

共著 Sur/Fin Asia-Pacific 2012, S. 
Hemsley, Editor 2012, 
Singapore Surface 
Engineering Association: 
Singapore. p. 52-56. 

Kanematsu, H., T. Kougo, D. 
Kuroda, H. Itoh, and R. 
Noorani 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Chemical Surface Treatment for 
Prevention Against Biofilm 
Formation 

共著 Sur/Fin Asia-Pacific 2012, S. 
Hemsley, Editor 2012, 
Singapore Surface 
Engineering Association: 
Singapore. p. 57-62. 

Kanematsu, H., D. Kuroda, H. 
Itoh, T. Kobayashi, R. Noorani, 
M. Yamamoto, and I. Tsukuda 

兼松秀行 
 
 
 
 

An Effective and Economic 
Strategy to Restore Acidified 
Freshwater Ecosystems with Steel 
Industrial Byproducts.  

共著 Journal of Water and 
Environment Technology, 
2012. 10(4): p. 347-362. 

Takahashi, T., Y. Ogura, A. 
Ogawa, H. Kanematsu, and S. 
Yokoyama 

兼松秀行 
 
 

金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012),pp. 213-214, (2012, 4)

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 

鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

横川さおり, 神崎拓也, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

兼松秀行 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本,講演要旨集, (2012), p. 
339, (2012, 1)  

横川さおり, 鎌倉渚, 生貝初,
兼松秀行, 黒田大介  

兼松秀行 
 
 
 

冷却水中に浸漬した各種メッキ
材への微生物付着 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本講演要旨集, (2012), p. 
345, (2012, 1) 

鎌倉渚, 黒田大介, 兼松秀行, 
生貝初 
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Study on Evaluation Methods for 
Mechanical Properties of Organic 
Semiconductor Materials 

 
共著

 
The Asia-Pacific 
Interdiscipolinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel,  Tahara, Aichi, 
Japan. p. 37. 

 
Kobayashi, T., T. Yokoyama, Y. 
Utsumi, H. Kanematsu, and T. 
Masuda 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

 

Investment Recovery and 
Prototyping of Mowing Robot for 
Small-scale Farmers 

共著 The Asia-Pacific 
Interdiscipolinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel,  Tahara, Aichi, 
Japan. p. 51. 

Kobayashi, T., T. Harada, J. 
Fukuda, R. Hashimoto, T. 
Takashina, and H. Kanematsu 
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Research on optimization of 
cooling structure of LED element,

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 63. 

Kobayashi, T., Y. Sakate, R. 
Hashimoto, T. Takashina, H. 
Kanematsu, K. Mizuta, and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Optimizing Structure of LED Light 
Bulb for Heat Transfer 

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 64. 

Kobayashi, T. D. Itami, R. 
Hashimoto, T. Takashina, 
H.Kanematsu, K.Mizuta and 
Y.Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Remote Sensing of Radiation Dose 
Rate by a Robot for Outdoor usage

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 75. 

T.Kobayashi, K.Doi, 
H.Kanematsu, Y.Utsumi, R. 
Hashimoto and T. Takashina 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation Derived from 
Ambient Air and the 
Characteristics of Apparatus 

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 77. 

T.Kougo, H.Kanematsu, D. 
Kuroda, H. Itoh 
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兼松秀行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Study on Performance Simulation 
of Polymer Electrolyte Fuel Cell 
for Preventing Degradation 

 
共著

 
The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 99. 

 
T.Kobayashi, T.Fukuda, 
M.Doi, R. Hashimoto, 
H.Kanematsu, Y.Utsumi 

下古谷博司 
 
 
 

The Removal of Methylene Blue 
by Adsorption on Okara 

共著 MEDICINE AND BIOLOGY, 
Vol.156, No.12, pp.815-818 

Hiroshi SHIMOFURUYA, 
Shunsuke FUJITA and Akira 
SHIMONO 

下古谷博司 
 
 
 

アマゾンの精気を宿す健康作り
“タヒボの限りない魅力” 

共著 21 世紀の人類と健康フォー
ラム・長春 2012, 長春(中
国) 

鈴木郁功，高栁美行，下古谷
博司，太田富久， 福田陽一，
上田和典 

下古谷博司 
 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を支える研
究ジーズ MAP 

共著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集, pp.339-340，東京 

下古谷博司，江崎尚和，垰克
己 

下古谷博司 
 
 
 

タケ粉末由来液状化物の性状と
合成ポリウレタンフィルムの引
張り特性 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，
pp.207-208，三重 

下古谷博司，衛藤昂，松岡巧
弥，水本瞳，下野晃，国枝義
彦 

下古谷博司 
 
 
 

ゼオライトによるオカラの液状
化 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，
pp.207-208，三重 

下古谷博司，松岡巧弥，衛藤
昂，水本瞳，下野晃，国枝義
彦 

下古谷博司 
 
 

オカラによるメチレンブルーの
吸着除去 

共著 第 17 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.444，熊本 

下古谷博司，藤田隼輔，下野
晃，国枝義彦 

下古谷博司 
 
 
 

固体酸触媒を用いた廃棄系バイ
オマスの液状化 

共著 第 17 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.443， 
熊本 

下古谷博司，松岡巧弥，下野
晃，国枝義彦 

下古谷博司 
 
 
 

オカラによる重金属イオンの吸
着 

共著 第 17 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.442， 
熊本 

下古谷博司，寺坂公臣，六車
麻衣子，下野晃，国枝義彦 

下古谷博司 
 
 
 

廃棄系バイオマスの液状化及び
ポリウレタンフィルムの合成 

共著 第 17 回高専シンポジウム講
演要旨集，pp.441， 
熊本 

下古谷博司，青木優，衛藤昂，
下野晃，国枝義彦 

下古谷博司 
 
 
 

鈴鹿高専における専攻科の国際
化教育 

共著 平成 24 年度東海工学教育協
会高専部会シンポジウムプ
ログラム，pp.11-12 

川口雅司，下古谷博司 

下古谷博司 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を 支える研
究シーズマップ 

単著 SUZUKA 産学官交流会 第
31 回産学官交流フォーラム

下古谷博司 

南部智憲 
 
 
 

パラジウム系水素透過合金膜の
耐久性に及ぼす周期表第 5族およ
び第 6 族金属の添加効果 

共著 日本金属学会誌, Vol. 76, No. 
10, 2012, pp. 607-613 

木村彩香，有馬義貴，南部智
憲，湯川宏，松本佳久 

南部智憲 
 
 
 

ニオブの圧縮変形特性に及ぼす
タングステンおよびモリブデン
の添加効果 

共著 日本金属学会誌, Vol. 76, No. 
10, 2012, pp. 587-590 

土本憲太郞，湯川宏，南部智
憲，松本佳久，湯川伸樹，石
黒太浩，村田純教 
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Investment Recovery and 
Prototyping of Mowing Robot for 
Small-scale Farmers 

共著 The Asia-Pacific 
Interdiscipolinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
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& Spa Hotel,  Tahara, Aichi, 
Japan. p. 51. 

Kobayashi, T., T. Harada, J. 
Fukuda, R. Hashimoto, T. 
Takashina, and H. Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Research on optimization of 
cooling structure of LED element,

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 63. 

Kobayashi, T., Y. Sakate, R. 
Hashimoto, T. Takashina, H. 
Kanematsu, K. Mizuta, and Y. 
Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Optimizing Structure of LED Light 
Bulb for Heat Transfer 

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 64. 

Kobayashi, T. D. Itami, R. 
Hashimoto, T. Takashina, 
H.Kanematsu, K.Mizuta and 
Y.Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Remote Sensing of Radiation Dose 
Rate by a Robot for Outdoor usage

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 75. 

T.Kobayashi, K.Doi, 
H.Kanematsu, Y.Utsumi, R. 
Hashimoto and T. Takashina 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation Derived from 
Ambient Air and the 
Characteristics of Apparatus 

共著 The Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference (AP-IRC 2012), 
Y. Sakaki, Editor 2012, 
Toyohashi University of 
Technology: Irago Sea-Park 
& Spa Hotel, Tahara, Aichi, 
Japan. p. 77. 
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The Removal of Methylene Blue 
by Adsorption on Okara 
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Vol.156, No.12, pp.815-818 

Hiroshi SHIMOFURUYA, 
Shunsuke FUJITA and Akira 
SHIMONO 

下古谷博司 
 
 
 

アマゾンの精気を宿す健康作り
“タヒボの限りない魅力” 

共著 21 世紀の人類と健康フォー
ラム・長春 2012, 長春(中
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鈴木郁功，高栁美行，下古谷
博司，太田富久， 福田陽一，
上田和典 

下古谷博司 
 
 
 

鈴鹿高専の環境教育を支える研
究ジーズ MAP 
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下古谷博司，江崎尚和，垰克
己 

下古谷博司 
 
 
 

タケ粉末由来液状化物の性状と
合成ポリウレタンフィルムの引
張り特性 

共著 日本高専学会第 18 回年会講
演会講演論文集，
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下古谷博司，衛藤昂，松岡巧
弥，水本瞳，下野晃，国枝義
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下古谷博司 
 
 
 

ゼオライトによるオカラの液状
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Effect of Surface State on 
Hydrogen Permeation Flux of Pure 
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共著

 
Materials Science and 
Engineering 2012 (MSE2012, 
Germany) 

 
Y. Matsumoto, H. Yukawa and 
T. Nambu 

南部智憲 
 
 
 
 
 

Determination of Ductile to Brittle 
Transition Hydrogen 
Concentrations for V and Nb 
Alloys Using in-situ Small Punch 
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共著 2nd International Conference 
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Y. Matsumoto, H. Yukawa and 
T. Nambu 

南部智憲 
 
 
 
 

Design and development of 
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Matsumoto 

南部智憲 
 
 

バナジウム膜の水素透過能に及
ぼす表面酸化皮膜およびパラジ
ウム触媒層の影響 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

南部智憲，湯川宏，松本佳久

南部智憲 
 
 

水素の化学ポテンシャルに基づ
く水素透過能の解析 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

湯川宏，南部智憲，松本佳久

南部智憲 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の長期耐
久性能に及ぼす bcc 金属の添加効
果 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

木村彩香，有馬義貴，南部智
憲 

南部智憲 
 
 
 

Nb/Pd 間の相互拡散反応による
Pd 電解めっき層の構造変化と水
素透過能 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

伊藤友樹，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

Pd 系水素透過膜の表面穿孔現象
のその場 TEM 観察 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

佐々木勝寛，服部雅史，南部
智憲，湯川 宏，荒井重勇，山
本剛久 

南部智憲 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の機械的
性質に及ぼす膜劣化防止元素添
加の影響 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

有馬義貴，寺田安梨沙，平岡
孝由貴，南部智憲 

南部智憲 
 
 

バナジウム膜の水素透過能に及
ぼす表面酸化被膜の影響 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

南部智憲，湯川宏，松本佳久

南部智憲 
 
 

Pd コーティングフリー Ｖ－Ｗ合
金膜の水素透過能 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

湯川宏，南部智憲，松本佳久

南部智憲 
 
 

バナジウム系水素透過膜の Pd 完
全フリー化 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

鬼頭 知宏，西村 洸介，古市 
健人，南部 智憲 

南部智憲 
 
 
 
 

水素透過膜の in-situ 耐久性評価
方法の確立と水素透過能低下要
因の解析 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協
会・軽金属学会九州支部共催
平成 24 年度合同学術講演大
会（福岡） 

飛田聡兵，湯川宏，南部智憲，
松本佳久 

南部智憲 
 
 
 
 

SP試験法による Nb合金膜の水素
雰囲気 in-situ 高温強度特性評価 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協
会・軽金属学会九州支部共催
平成 24 年度合同学術講演大
会（福岡） 

御堂俊哉，湯川宏，南部智憲，
松本佳久 
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水素分離膜，その製造方法及び水
素製造装置 

 
共著

 
特願 2012-067204 出願
日：平成 24 年 3 月 23 日 

 
発明者：黒川英人,森永正彦, 
湯川宏, 南部智憲, 松本佳久 
出願人：東京瓦斯株式会社, 
国立大学法人名古屋大学, 独
立行政法人高等専門学校機構

南部智憲 
 
 
 
 
 

水素分離膜及び水素分離方法 共著 特願 2012-054650 出願
日：平成 24 年 3 月 12 日 

発明者：黒川英人, 湯川宏, 南
部智憲, 松本佳久 
出願人：東京瓦斯株式会社, 
国立大学法人名古屋大学, 独
立行政法人高等専門学校機構

南部智憲 水素分離膜及び水素分離装置 共著 PCT/JP2012/055766 出願
日：平成 24 年 3 月 7 日 

発明者：南部智憲, 松本佳久, 
湯川宏  
出願人：東京瓦斯株式会社, 
国立大学法人名古屋大学, 独
立行政法人高等専門学校機構

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Optical properties of Tb3+-doped 
GeO2-ZrO2 thin films prepared by 
sol-gel method 

共著 4th International Workshop 
on Photoluminescence in 
Rare Earths (PRE’12) 
(2012, March, 28-30), Book of 
Abstract, p. 127 

Masashi Abe, Tomoe Sanada, 
Kazuhiro Yamamoto, Noriyuki 
Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Decay behavior of Tb3+ green 
fluorescence in borate glasses 

共著 4th International Workshop 
on Photoluminescence in 
Rare Earths (PRE’12) 
(2012, March, 28-30), Book of 
Abstract, p. 161 

Noriyuki Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 

ホスト材料の組成による発光制
御 

単著， 電気化学会第 79 回大会, 
(2012, 3, 29-31), 講演要旨
集, p. 334 

和田憲幸 

和田憲幸 
 
 
 
 

Preparation of long-chain polyynes 
of C28H2 and C30H2 by 
liquid-phase laser ablation 

共著 Journal of Photochemistry 
and Photobiology A: 
Chemistry, 240, pp. 1-4 
(2012) 

R. Matsutani, K. Inoue, T. 
Sanada, N. Wada, K. Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 

Local structure around Mn2+ in 
phosphate glasses 

共著 Memoirs of The SR Center, 
Ritsumeikan University, 14, 
pp. 103-110 (2012) 

Noriyuki Wada, Misaki 
Katayama, Tomoe Sanada, 
Kazuhiko Ozutsumi, Kazuo 
Kojima 

黒田大介 
 
 
 

閉鎖循環系浸漬試験を用いたバ
イオフィルムの実験室的製造法
の開発 

共著 表面技術, Vol. 63, No. 7, 
(2012), pp. 459-461, (2012, 7) 

兼松秀行, 黒田大介, 小屋駿, 
伊藤日出生 

黒田大介 
 
 
 

N2 ガス雰囲気中で熱処理した
L-605 耐熱合金のミクロ組織と力
学的特性 

共著 熱処理, Vol. 52, No. 3, 
(2012), pp. 105-110, (2012, 4) 

黒田大介, 鈴木拓哉, 小野嘉
則, 御手洗容子, 香河英史, 
後藤大亮, 藤井剛 
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Effect of Surface State on 
Hydrogen Permeation Flux of Pure 
Niobium Membrane 

 
共著

 
Materials Science and 
Engineering 2012 (MSE2012, 
Germany) 

 
Y. Matsumoto, H. Yukawa and 
T. Nambu 

南部智憲 
 
 
 
 
 

Determination of Ductile to Brittle 
Transition Hydrogen 
Concentrations for V and Nb 
Alloys Using in-situ Small Punch 
Test 

共著 2nd International Conference 
SSTT (SST2012, Ostrava) 

Y. Matsumoto, H. Yukawa and 
T. Nambu 

南部智憲 
 
 
 
 

Design and development of 
Nb-W-Mo alloy membrane for 
hydrogen separation and 
purification 

共著 8th International Conference 
on Diffusion in Solids and 
Liquids (DSL2012, Turkey) 

H. Yukawa, T. Nambu, Y. 
Matsumoto 

南部智憲 
 
 

バナジウム膜の水素透過能に及
ぼす表面酸化皮膜およびパラジ
ウム触媒層の影響 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

南部智憲，湯川宏，松本佳久
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く水素透過能の解析 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

湯川宏，南部智憲，松本佳久
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木村彩香，有馬義貴，南部智
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Pd 電解めっき層の構造変化と水
素透過能 

共著 日本金属学会講演概要（第
150 回・横浜） 

伊藤友樹，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

Pd 系水素透過膜の表面穿孔現象
のその場 TEM 観察 

共著 日本金属学会講演概要（第
151 回・愛媛） 

佐々木勝寛，服部雅史，南部
智憲，湯川 宏，荒井重勇，山
本剛久 

南部智憲 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の機械的
性質に及ぼす膜劣化防止元素添
加の影響 

共著 日本金属学会講演概要（第
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有馬義貴，寺田安梨沙，平岡
孝由貴，南部智憲 

南部智憲 
 
 

バナジウム膜の水素透過能に及
ぼす表面酸化被膜の影響 
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151 回・愛媛） 

南部智憲，湯川宏，松本佳久
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湯川宏，南部智憲，松本佳久
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共著 日本金属学会講演概要（第
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鬼頭 知宏，西村 洸介，古市 
健人，南部 智憲 
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水素透過膜の in-situ 耐久性評価
方法の確立と水素透過能低下要
因の解析 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協
会・軽金属学会九州支部共催
平成 24 年度合同学術講演大
会（福岡） 

飛田聡兵，湯川宏，南部智憲，
松本佳久 

南部智憲 
 
 
 
 

SP試験法による Nb合金膜の水素
雰囲気 in-situ 高温強度特性評価 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協
会・軽金属学会九州支部共催
平成 24 年度合同学術講演大
会（福岡） 

御堂俊哉，湯川宏，南部智憲，
松本佳久 
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日：平成 24 年 3 月 23 日 

 
発明者：黒川英人,森永正彦, 
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発明者：黒川英人, 湯川宏, 南
部智憲, 松本佳久 
出願人：東京瓦斯株式会社, 
国立大学法人名古屋大学, 独
立行政法人高等専門学校機構

南部智憲 水素分離膜及び水素分離装置 共著 PCT/JP2012/055766 出願
日：平成 24 年 3 月 7 日 

発明者：南部智憲, 松本佳久, 
湯川宏  
出願人：東京瓦斯株式会社, 
国立大学法人名古屋大学, 独
立行政法人高等専門学校機構

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Optical properties of Tb3+-doped 
GeO2-ZrO2 thin films prepared by 
sol-gel method 

共著 4th International Workshop 
on Photoluminescence in 
Rare Earths (PRE’12) 
(2012, March, 28-30), Book of 
Abstract, p. 127 

Masashi Abe, Tomoe Sanada, 
Kazuhiro Yamamoto, Noriyuki 
Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Decay behavior of Tb3+ green 
fluorescence in borate glasses 

共著 4th International Workshop 
on Photoluminescence in 
Rare Earths (PRE’12) 
(2012, March, 28-30), Book of 
Abstract, p. 161 

Noriyuki Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 

ホスト材料の組成による発光制
御 

単著， 電気化学会第 79 回大会, 
(2012, 3, 29-31), 講演要旨
集, p. 334 

和田憲幸 

和田憲幸 
 
 
 
 

Preparation of long-chain polyynes 
of C28H2 and C30H2 by 
liquid-phase laser ablation 

共著 Journal of Photochemistry 
and Photobiology A: 
Chemistry, 240, pp. 1-4 
(2012) 

R. Matsutani, K. Inoue, T. 
Sanada, N. Wada, K. Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 

Local structure around Mn2+ in 
phosphate glasses 

共著 Memoirs of The SR Center, 
Ritsumeikan University, 14, 
pp. 103-110 (2012) 

Noriyuki Wada, Misaki 
Katayama, Tomoe Sanada, 
Kazuhiko Ozutsumi, Kazuo 
Kojima 

黒田大介 
 
 
 

閉鎖循環系浸漬試験を用いたバ
イオフィルムの実験室的製造法
の開発 

共著 表面技術, Vol. 63, No. 7, 
(2012), pp. 459-461, (2012, 7) 

兼松秀行, 黒田大介, 小屋駿, 
伊藤日出生 

黒田大介 
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学的特性 
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(2012), pp. 105-110, (2012, 4) 

黒田大介, 鈴木拓哉, 小野嘉
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黒田大介 

 
 
 

 
熱処理による抗菌性合金皮膜生
成と偏析予測システムを用いた
設計の可能性 

 
共著

 
熱処理, Vol. 52, No. 3, 
(2012), pp. 143-149, (2012, 4) 

 
兼松秀行，吉武道子，黒田大
介 

黒田大介 
 
 
 

Biofouring of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surface 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012031, 
(2012, 2) 

K. Yoshida, H. Kanemastu, D. 
Kuroda, H. Ikegai, T. Kogo and 
S. Yokoyama 

黒田大介 
 
 
 

Biofouling of Various Metal Oxides 
in Marine Environment 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012048, 
(2012, 2) 

T. Kougo, D. Kuroda, N. Wada, 
H. Ikegai and H. Kanematsu 

黒田大介 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着 

共著 鉄と鋼, vol. 98, No. 4, 
(2012), pp. 109-116, (2012, 1) 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 

 
 

Biofouling and Corrosion of Spray 
Coated Carbon Steel 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC4, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

D. Kuroda, H. Kanematsu, K. 
Yoshida and S. Kirihara 

黒田大介 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC5, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Koya, S. Shimada, H. Ikigai and 
H. Itoh 

黒田大介 
 
 
 
 
 

Biofouling on Spray Coated 
Concretes in Marine Environment

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC7, 
(2012), p. 72, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, C. 
Ohara, K. Murakami and S. 
Yokoyama 

黒田大介 
 
 
 
 

The Application of Spray Coating 
to Anti-fouling and Pro-fouling 
Surface Treatments for Various 
Materials 

共著 Proceedings of the 4th Asian  
Conference on Molten Salt 
Chemistry and Technology, 
(2012), pp. 161-167, (2012, 9) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Kirihara and H. Itoh 

黒田大介 
 
 
 

冷間圧延した金属材料への微生
物付着 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
749-752, (2012, 9) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 

L-605 耐熱合金の機械的特性にお
よぼすひずみと熱処理の影響 

共著 2012 年度年次大会概要集, 
(2012),  CD-ROM G040014、
(2012, 9) 

黒田大介, 今村優里, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井 剛 

黒田大介 
 
 

金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012), pp. 213-214, (2012, 4) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 

生物皮膜（バイオフィルム）に関
する話題提供 

単著 電気化学会海生生物付着懇
談会第 3 回定例会, (2012, 9)

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

Inconel 625 の機械的特性におよ
ぼすひずみと熱処理の影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
227-228, (2012, 10) 

岡井正名, 小野嘉則, 御手洗
容子, 香河英史, 藤井剛, 黒
田大介 
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鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 
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第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

 
横川さおり, 神崎拓也, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延後に熱処理した L-605 合
金の力学的特性の変化 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
229-230, (2012, 10) 

岡井正名, 小野嘉則, 御手洗
容子, 香河英史, 藤井剛, 黒
田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 1－策定の
経緯とその概要－ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 138-139, (2012, 8) 

市坪 誠, 小林淳哉, 岡根正
樹, 黒田大介, 桜庭 弘, 横井
克則 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 2～到達レ
ベルの設定にみる基本的な考え
方～ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 140-141, (2012, 8) 

小林淳哉, 黒田大介, 岡根正
樹, 市坪 誠, 野口健太郎, 横
井克則 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 3－分野横
断的領域と教育モデル－ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 142-143, (2012, 8) 

岡根正樹, 小林淳哉, 市坪 
誠, 黒田大介, 桜庭 弘, 野口
健太郎 

黒田大介 
 
 
 

高密度格子欠陥を有するサブミ
クロン結晶粒純 Fe の窒素固溶に
よる高機能化 

共著 豊橋技術科学大学平成 23 年
度高専連携教育研究プロジ
ェクト成果発表会, (2012, 8)

今村優里, 黒田大介, 鈴木拓
也, 戸高義一 

黒田大介 
 
 
 

モデルコアカリキュラム（試案）
の質保証－鈴鹿高専における質
保証の取組み－ 

単著 平成 24 年度高専―長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会, (2012, 8) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

モデルコアカリキュラム（試案）
導入のための準備状況（鈴鹿高
専） 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, モデルコアカリ
キュラム（試案）導入ワーク
ショップ, (2012. 8) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

鈴鹿高専におけるモデルコアカ
リキュラム導入事例 

単著 平成 24 年度高専―豊橋技科
大連携教員交流研究集会, 
(2012, 12) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
753-754, (2012, 9) 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝 初 

黒田大介 
 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 339, (2012, 1) 

横川さおり, 鎌倉渚, 生貝初, 
兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

Ni 基耐熱合金の機械的特性にお
よぼすひずみと熱処理の影響 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 340, (2012, 1) 

道端健吾, 黒田大介, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井剛, 後藤大亮 
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黒田大介 

 
 
 

 
熱処理による抗菌性合金皮膜生
成と偏析予測システムを用いた
設計の可能性 

 
共著

 
熱処理, Vol. 52, No. 3, 
(2012), pp. 143-149, (2012, 4) 

 
兼松秀行，吉武道子，黒田大
介 

黒田大介 
 
 
 

Biofouring of Cr-Nickel Spray 
Coated Films on Steel Surface 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012031, 
(2012, 2) 

K. Yoshida, H. Kanemastu, D. 
Kuroda, H. Ikegai, T. Kogo and 
S. Yokoyama 

黒田大介 
 
 
 

Biofouling of Various Metal Oxides 
in Marine Environment 

共著 J. of Physics, Conference 
Series 352 (2012), 012048, 
(2012, 2) 

T. Kougo, D. Kuroda, N. Wada, 
H. Ikegai and H. Kanematsu 

黒田大介 
 
 
 

開放型循環式冷却塔の冷却水槽
に浸漬した金属材料への微生物
付着 

共著 鉄と鋼, vol. 98, No. 4, 
(2012), pp. 109-116, (2012, 1) 

黒田大介, 鎌倉渚, 伊藤日出
生, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 

 
 

Biofouling and Corrosion of Spray 
Coated Carbon Steel 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC4, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

D. Kuroda, H. Kanematsu, K. 
Yoshida and S. Kirihara 

黒田大介 
 
 
 
 
 

Some New Evaluation Methods for 
Biofouling on Metallic Materials on 
Laboratory Scale and Their 
Results 

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC5, 
(2012), p. 71, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Koya, S. Shimada, H. Ikigai and 
H. Itoh 

黒田大介 
 
 
 
 
 

Biofouling on Spray Coated 
Concretes in Marine Environment

共著 Proceedings of the 16th 
Annual International 
Congress on Marine 
Corrosion and Fouling. MC7, 
(2012), p. 72, (2012, 6) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, C. 
Ohara, K. Murakami and S. 
Yokoyama 

黒田大介 
 
 
 
 

The Application of Spray Coating 
to Anti-fouling and Pro-fouling 
Surface Treatments for Various 
Materials 

共著 Proceedings of the 4th Asian  
Conference on Molten Salt 
Chemistry and Technology, 
(2012), pp. 161-167, (2012, 9) 

H. Kanematsu, D. Kuroda, S. 
Kirihara and H. Itoh 

黒田大介 
 
 
 

冷間圧延した金属材料への微生
物付着 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
749-752, (2012, 9) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 

L-605 耐熱合金の機械的特性にお
よぼすひずみと熱処理の影響 

共著 2012 年度年次大会概要集, 
(2012),  CD-ROM G040014、
(2012, 9) 

黒田大介, 今村優里, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井 剛 

黒田大介 
 
 

金属材料への微生物付着におよ
ぼす冷間加工の影響 

共著 材料と環境 2012 講演集, 
(2012), pp. 213-214, (2012, 4) 

黒田大介, 横川さおり, 神崎
拓也, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 

生物皮膜（バイオフィルム）に関
する話題提供 

単著 電気化学会海生生物付着懇
談会第 3 回定例会, (2012, 9)

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

Inconel 625 の機械的特性におよ
ぼすひずみと熱処理の影響 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
227-228, (2012, 10) 

岡井正名, 小野嘉則, 御手洗
容子, 香河英史, 藤井剛, 黒
田大介 
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黒田大介 

 
 
 
 

 
鉄鋼材料の耐食性と微生物付着
におよぼすひずみの影響 

 
共著

 
第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
121-122, (2012, 10) 

 
横川さおり, 神崎拓也, 生貝
初, 兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延後に熱処理した L-605 合
金の力学的特性の変化 

共著 第 56 回材料工学連合講演
会, 第 56 回材料工学連合講
演会講演論文集, (2012), pp. 
229-230, (2012, 10) 

岡井正名, 小野嘉則, 御手洗
容子, 香河英史, 藤井剛, 黒
田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 1－策定の
経緯とその概要－ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 138-139, (2012, 8) 

市坪 誠, 小林淳哉, 岡根正
樹, 黒田大介, 桜庭 弘, 横井
克則 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 2～到達レ
ベルの設定にみる基本的な考え
方～ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 140-141, (2012, 8) 

小林淳哉, 黒田大介, 岡根正
樹, 市坪 誠, 野口健太郎, 横
井克則 

黒田大介 
 
 
 
 

国立高専機構におけるモデルコ
アカリキュラム その 3－分野横
断的領域と教育モデル－ 

共著 平成 24 年度工学教育研究講
演会, 平成 24 年度工学教育
研究講演会講演論文集, 
(2012), pp. 142-143, (2012, 8) 

岡根正樹, 小林淳哉, 市坪 
誠, 黒田大介, 桜庭 弘, 野口
健太郎 

黒田大介 
 
 
 

高密度格子欠陥を有するサブミ
クロン結晶粒純 Fe の窒素固溶に
よる高機能化 

共著 豊橋技術科学大学平成 23 年
度高専連携教育研究プロジ
ェクト成果発表会, (2012, 8)

今村優里, 黒田大介, 鈴木拓
也, 戸高義一 

黒田大介 
 
 
 

モデルコアカリキュラム（試案）
の質保証－鈴鹿高専における質
保証の取組み－ 

単著 平成 24 年度高専―長岡技科
大（機械系）教員交流研究集
会, (2012, 8) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

モデルコアカリキュラム（試案）
導入のための準備状況（鈴鹿高
専） 

単著 平成 24 年度全国高専教育フ
ォーラム, モデルコアカリ
キュラム（試案）導入ワーク
ショップ, (2012. 8) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

鈴鹿高専におけるモデルコアカ
リキュラム導入事例 

単著 平成 24 年度高専―豊橋技科
大連携教員交流研究集会, 
(2012, 12) 

黒田大介 

黒田大介 
 
 
 

閉鎖循環系におけるバイオフィ
ルム形成とその可視化について 

共著 材料とプロセス
（CAMP-ISIJ）, 25 (2012), pp. 
753-754, (2012, 9) 

兼松秀行, 黒田大介, 伊藤日
出生, 生貝 初 

黒田大介 
 
 
 
 

金属材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 339, (2012, 1) 

横川さおり, 鎌倉渚, 生貝初, 
兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

Ni 基耐熱合金の機械的特性にお
よぼすひずみと熱処理の影響 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 340, (2012, 1) 

道端健吾, 黒田大介, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井剛, 後藤大亮 
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黒田大介 

 
 
 
 

 
Ni 基耐熱合金の高温環境中にお
ける劣化抑制に関する基礎的研
究 

 
共著

 
第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 341, (2012, 1) 

 
森 啓太, 黒田大介, 御手洗
容子,  

黒田大介 
 
 
 
 

Co 基耐熱合金の高温環境中にお
ける劣化抑制に関する基礎的研
究 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 342, (2012, 1) 

田畑慎平, 黒田大介, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井剛, 後藤大亮 

黒田大介 
 
 
 
 

Co 基耐熱合金の機械的特性にお
よぼすひずみと熱処理の影響 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 343, (2012, 1) 

今村優里, 黒田大介, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井剛, 後藤大亮 

黒田大介 
 
 
 
 

NH3 雰囲気中で熱処理した人工
衛星用耐熱材料の特性変化 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 344, (2012, 1) 

岡井正名, 黒田大介, 御手洗
容子, 小野嘉則, 香河英史, 
藤井剛, 後藤大亮 

黒田大介 
 
 
 
 

冷却水中に浸漬した各種メッキ
材への微生物付着 

共著 第 17 回高専シンポジウム in
熊本, 第 17 回高専シンポジ
ウム in 熊本講演要旨集, 
(2012), p. 345, (2012, 1) 

鎌倉 渚, 黒田大介, 兼松秀
行, 生貝 初 

黒田大介 
 
 
 
 
 
 

鉄鋼材料への微生物付着とひず
みの関係 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 22 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, (2012), p. 70, (2012, 
12) 

横川さおり, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 
 

ひずみの導入および熱処理を施
した Inconel 625 の機械的特性 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 22 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, (2012), p. 71, (2012, 
12) 

岡井正名, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 
 
 

Co 基耐熱合金の力学的特性にお
よぼす熱処理と加工ひずみの影
響 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部第 22 回学生による
材料フォーラム, 特別講演
会資料ポスターセッション
概要集, (2012), p. 71, (2012, 
12) 

今村優里, 黒田大介 

万谷義和 
 
 
 

Ti-6Al-4V 合金の加工熱処理プロ
セスによる組織と材料特性の変
化 

共著 日本材料学会東海支部第６
回学術講演会講演論文集 
pp.35-36.(2012.3) 

岩塚大典，アラファ，万谷義
和 

万谷義和 
 
 
 

Ti-22V-4Al 合金の時効による相
構成の変化と打抜き加工性の評
価 

共著 日本材料学会東海支部第６
回学術講演会講演論文集 
pp.33-34.(2012.3) 

湯田功稀，日下和泉，万谷義
和 
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万谷義和 

 
 
 

 
β 型チタン合金の弾塑性変形挙
動に及ぼす組織の影響 

 
共著

 
日本金属学会講演概要 
2012 年春期（第 150 回）大
会 J12.(2012.3) 

 
万谷義和，竹元嘉利，工藤邦
男 

万谷義和 
 
 
 

Damping capacity and surface 
hardness of plasma nitrided 
Ti-15Nb alloy 

共著 Ti-2011 Proceedings of the 
12th World Conference on 
Titanium, p.888-891.(2012) 

Y. Mantani, S. Nagata and K. 
Nakata 

万谷義和 
 
 
 

マルテンサイト型チタン合金の
加工プロセスを利用した高機能
化 

単著 第 10 回全国高専テクノフォ
ーラム, p.55.(2012.8) 

  

万谷義和 
 
 
 

β 型チタン合金の変形その場観
察による弾塑性変形挙動の検討 

共著 日本金属学会講演概要 
2012 年秋期（第 151 回）大
会 J20.(2012.9) 

万谷義和，竹元嘉利，工藤邦
男 

万谷義和 
 
 
 

プラズマ窒化したマルテンサイ
ト型チタン合金の制振性と表面
硬さの評価 

単著 チタン Vol.60 No.4 (2012), 
p.47. 

  

万谷義和 β 型 Ti-22V-4Al 合金の応力ひず
み曲線と変形組織形成過程の関
係 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
主催 第 22 回学生による材
料フォーラム 概要集 
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